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緖  言 

一 、 日本 名著 全集の 江戶 文藝之 部に、 和文 和歌 集と して ニ卷 だけが 加 へられる ことにな つて ゐる C 和歌 だけ 

としても 江戸時代 は！ W めて 多く、 そのうちの 名著 だけで も、 とても 二 卷に收 める こと は出來 ない。 江戶時 

代 を， 通じての 代表 歌人 は、 賀茂 aM 淵と 香 川景樹 である C 單に欲 人と してす ぐれて ゐ たばか リ ではなく、 そ 

の 時代 はもと より 後代 へ かけて 影響す ると ころ 多かった 意味に お いてで ある。 そして どちらも その 時代に 

おける 和歌の 革新 者で ある。 それで ニ卷 のうち 1 卷を賀 茂眞淵 及び その 系統の 歌人の 家集に あて、 一 卷を 

香 川量樹 にあ てること とした C 

一 、 賀 茂眞调 くら ゐ すぐれた 弟子の 多く を 持つ て ゐた入 は 稀 だ。 その 重 もなる 人 を 舉げて も、 加 藤 技 直、 同 

千 藤、 河 津宇萬 伎、 村 田 春 海、 山 岡 俊 明、 建部緣 足、 楫取 魚彥、 服 部 高 保、 內山眞 龍、 栗 田 土滿、 田安宗 

武、 荒木 田久 志、 本居宣 長、 海 量が ある。 又 女流に は、 油 谷 倭 文 子、 進 藤 沿 波 子、 鵜 殿餘乃 子、 靑木昔 根 

が ある 0 これらの 人 は いづれ も 逸すべからざる 人で あるが、 編輯の 上から、 すべて を 本卷に 入れる ことが 

出來 ない C それで このうち 特にす ぐれた 人 だけ を 撰んで、 他 は 又の 機 會に讓 る ことと した C 

1、 贺 茂！ IM 淵 は 家集と、 代表的な 駄^  ニ卷を 取った C 田 安 宗武は 家集 だけ を 取った。 稱取 魚彥は 刊行され て 

ゐる 家集 だけ を 取った C 加 藤 (橘) 千 藤と 村 田 春 海 も 家集 だけ を 取った 0 海 量 は その 代表作と いはれ てゐる 

「ひとよ 花」 と、 たまたま 見る こと をき た 日記の 一 部 を 添へ る ことと した。 日記 は 稿本と して 残つ てゐた 

もので、 印刷され たことの ない ものである 0 
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つたこと である。 これ は 言 ひかへ ると、 祖先 を 利用して、 非力な 自分 を 偶像化す る 方便で ある。 しかし 時代 

が 時代 だけに、 この ことが かなり 長い あ ひだ 績 いて、 格別 怪しまれ もせずに 江戸時代に 及んだ ので ある。 

この 師範 家の 敎 へ る 和 欲 は どんな もの かとい ふと、 古今 傳授と 調子の 合 ふやうな ものであった。 

旣に 偶像が あれば 我 はない C たと へ 我 はあって も、 その 偶像に 似る ことによって 初めて 價 値を帶 びて 來る 

ところの 我で ある。 その 仰ぐ もの も、 する もの も、 抒情詩で、 民衆 文藝 であると ころの 短 欲で ある、 摸 做 を 

する ょリ 外に はない。 作 歜とは 摸 做 をす ると いふ ことと 異語 同義で ある。 

彼ら は、 その 手本と すると ころの 歌集に ある 歌 を、 雅 情の あら はれと 見た。 雅 情と は 平安朝の 宮廷に おけ 

る 生活 情調 及び その 摸 做 をした ものの 謂 ひで ある。 それに 對 して、 生活の 上の. K 感は 俗情と いった。 彼ら 

の 平生 もっと ころの もの は 俗情で、 雅情 はた だ 庶幾す る ものである。 しかし 和歌 はこの 雅 情でなくて はなら 

ない。 

如何に すれば、 この 俗情 をと つて かの 雅情 とする ことが 出来る か。 雅情 として 古人に も恥ぢ ない 和 敬に す 

る ことが 出來 るか。 これが 彼らの 問題の 1 切であった。 

俗情 を 化して 雅情 とすると いふ こと は、 勿 體の附 け やす いこと である C それ は卽ち 1 精の 修養になる から 

である。 この 意味から 和歌 を 詠む こと は 第一 の 修養 法で、 同じく 修養 法で あると ころの 神逬、 佛纹、 儒學な 

どに 劣らない ものである C いな、 それよりも 適切な 法で、 それらに も 優つ てんる。 いな、 それらの 一切 を も 

舍んだ 法で あると いふ こと は、 盛んに 問題と された。 

さう した 法が ありと して、 その 法 は 何に よったら ば 得られる かとい ふと、 これ は 自己の 身 內に はもと めら 
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れる もので はな い C 身 外の、 馱集、 ^學 書に よ つての み 得られる と 信じた C 彼らの 立場と して は當 然な考 へ 

方で ある C それ だと 摸 做より 外に はない C 摸 做して つかれた 心から、 古今 傳授 にあ こがれる の は、 當然な こ 

とだと い へる C 

心に 旣に 何もの の 新しい もの も 得られない。 もし 多少な リ とも 手柄 を 立てようと すれば、 表現の 上に おい 

てで ある C 

心が 摸 做で ある 以上、 表現が 摸 做と ならざる はずが な い。 摸 做しなければ 奇怪な ものと なる のみ だ C 奇怪 

な もの もあった。 それ を 厭 ふ もの は、 古歌の すぐれた もの を 解剖す る ことによって、 何ら かの 秘密 を摑 まう 

とした。 彼ら は 多くの 方 則を發 見した C そして 方 則に 縛られて、 ますます 摸倣の 度 を 高めた C 

その 何れにしても、 雅 情の あら はれ. て ある 詞は、 優美な ものでなくて はならなかった C 和歌と 優美なる 詞 

とい ふこと もまた、 異語 同義と なって ゐた。 

師範 家 は、 制の 詞と いふ もの を 設けた C 古歌のう ちの 特に 優れた 詞は、 よし 摸 做 を 旨と. L てゐ るに しても 

使って はならない とと どめた C その 數 がかな リ あった。 これ は定 家の 戒めて お いた こと だと、 僞書を さへ 作 

つて 攉威 を附 けて 禁じた。 

要するに 作 欲 は 純 粹に藝 となって ゐた C 藝 とい ふうちで も、 敎 養の いる、 手 ごころ の吞み 込みに くい、 極 

めて 困難な 藝 となって ゐた C その 困難が 魅力と なって、 性懲り なく、 幾らでも、 いつまで でも、 繰り返し 繰 

リ 返し 作らせて ゐ たと 見える C 

江戸時代の 武士が 向う へ廼 して、 注^：-ぶか ぃ眼を凝らして見てゐた和歌の世界は、 大體 かう いった もので 
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江戸の 武士 は、 新興の 櫂 力 階級で ある。 自己 を 信じ、 自己の 力 を恃む 心に 燃えて ゐる。 好學の 精神が 起り 

文藝 に對 する 本能が 眼覺 めて 來て、 そちらの 方面に も 自己 を ほしいままに しょうとして ゐる 。加へ て 成上リ 

ものの 持つ 下剋上の 氣 分が これ を 編 つて ゐる。 

彼ら は 堂上 家の 和歌 を、 自已を 標準と して 見た C 權威 ぁリと 见て來 たもの は、 値な き 偶像に 過ぎなかった 

こと を 忽ちに 悟った C 新たに もった 好學の 精神から 學 びえ た學問 は、 彼らの 悟に 權威 をつ けた。 和歌の 革新 

をした こと は、 彼ら として は當然 すべき こと をした に過ぎない C 

これ を周园 との 闢 係から 観る と、 漢 學は疾 くの 昔に その 事 をし 遂げて しま つて ゐる C 小說、 脚本、 俳諧な ど、 

これ を 和歌に くらべ ると 遙に 低級 だと 思 つ てゐ たもの も、 すべ て 同じく 疾 くの 昔に そ の事をし5!;^^げてしま つ 

てゐ る。 立ち 遲れ たの は 和歌 だけで ある。 この 立ち 通れた の は、 和歌 は 文藝の 他の ものに くらべ ると、 傳統 

から 貫錄 があって、 ；辻澗 に は 手 を 着け 難い ものに 見えた 爲 であらう。 しかし 大勢 は旣 にさうな つて ゐる C 和 

歌 だけが 大勢の 外に なられる はずがない。 和歌の 革新 は、 まことに、 當然 すべき 事 をした に過ぎない C 

四 

江戸時代の 和歌 革新の 上に 働いた 人 は 多く ある。 それらの 人 を 代表す る、 劃 時期 的の 働 をした 人 は 二人で 

ある。 一人 は 賀茂鎮 淵、 一人 は 香 川景樹 である。 二人の 爲事 はいかに も 際立って ゐて 、異論 を 袂む餘 地の な 

いもので ある C 

10; 淵の 本領 は古學 にあって、 和歌の 方 は その 方便と なって ゐる C 古學 とい ふの は、 我が 國の 古代 精神 を、 
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文献 こよって 明らかにする ことで ある c これは^が 皇室の 尊貴の 源で、 又 神逍の 源で も ある C それまで 神^ 解 

者 流の して 来た ことで ある。 しかし 神道 者 流の して 來 たこと は、 著しく 外来の 佛敎、 陰陽^、 儒 などの 影 說 

饗を 受けた もので、 それと これと 一つに なって、 甚 しく 純 悴さを 失った ものである。 彼の 志した 古 3a- は、 そ 

れら 外来の 影響 を拂 1^ し 去って、 本来の 古代 精神 を 明らかにしようと したので ある。 すな はち 古代 そのまま 

の 精神 を 現代に 生かさう としたの である。 

( りい ジ 、々"の ぶ、 ち， ふ I  .l^A 

M 茂眞 ？？ S  W  (i«  -夫 氏き 

何の 爲に それ をしょう としたか C 學問 として か、 又は 他の 目的の 爲 にかと いふと、 彼 は それ を國 家の 爲と 

信じて ゐ たし それによ つて 我が 國の尊 黄を國 民に 意識 させよう、 それ を 日常の 道德 にも させようと したので 

ある。 これ を 他との 闢 保の 上から 觀 ると、 赏 時の 學問は 無. Ilii 學 である C 爲政 者の 獎勵 して ゐる學 問で い 

は ゆる {=：： 學 である C しかし 儒 舉は外 國の學 問で ある C それ を國 家の 學 Si: として ゐ るの は、 我が 國民 としての 

彼の 心が 許さない C それで は f れが國 に は、 Ki^ とする に堪 へる ものがない かとい へば、 ある， ^として あ S 


る。 それが 無學 のおに 蔽 はれて、 顯 はれずに ゐる だけ. て ある c これ を顯 はして-かの 儒學に 代らせよう。 これ 9 

が古學 の 目的で、 彼の 師荷 田春滿 によって 明らかに 意識され たこと で、 彼 は：. てれ を繼 承した ので ある C 

古代 精神 を 明らかにす るに は、 古事記 をと ほさなくて はならない。 然るに 古事記 は從來 閑却され て來 て、 

に はかに は讃み 難い C これ を讀 むに は、 その 準備と して 古語 を學 ばなくて はなら な い。 古語 を學 ぶに は 萬 葉 

集に よる 外 はない C 

この 意味で 彼 は 萬 葉 集に 親しん た。 彼 は 本来 歌人で ある。 古語 を覺 える $3 に 讀んだ 萬 葉 集 を、 彼 は 和 欲と 

して 0- る やうに なった C その 結果 彼 は、 彼の 求めて ゐる ところの 古代 精神 は、 直接に、 さながらに、 萬 葉槧 

の 和 敬に あら はれて ゐる、 この 和 敬 を }il しく 解す る こと は、 やがて 古代 精神 を體 得する こと だと 思った。 

みいら 取 はみ いらと なった C 彼は晚 年、 大和 めぐりの 途中、 伊勢 一宮 をして、 偶然に も 初めて 逢った 本 居 

宣 長から、 その 古事記の 註釋を 書く こと を H 的と して ゐ ると 話される と、 述懐して、 その 事 は 自分 も 一生の 

目的と して ゐた ことだった C しかし その 高 い 目的 を 遂げる に は、 古！ S|g の 研究と いふ 低い 方便 を 重んじなくて 

はならない C それでな いと 低い 事 さへ も 出来ない と 思って、 萬 葉 集に のみ 沒 頭して ゐた C 今 は 自分 はかく 老 

いて、 その 事に は堪 へられない。 代って して くれと 勵 ました。 これが 宜 長の 古事記 偉の 成った 一 つの a 由と 

なった。 彼の 本よりの 願 ひ は、 本居宣 長に よって 遂げられる ことと なった C 

彼の 方便と しての 萬 葉風の 作歌 は、 案外に も 盛んと なって 行った C 和歌 を 解す るに は、 親しく 作って 見る 

のが 何よ リだ C 古代 精神の あら はれで ある 萬 葉 集の 歌 を 解す るに は、 萬 葉 集 風の 歌 を 作るべき だ C さう する や 

とおの づ から 古代 精神 を體 得する ことが 出来る C 又 作 敬 は 面白い ものである。 面白み をと ほして 造に 進みう 說 


る ことで あるから、 作歌 は い 、； J とで あると して、 弟子た ちに 勸 めた C 彼の 高弟の 一 人で ある 村 田 春 海の い 

ふところ によると、 歌 は 素質の ある もので なければ 駄目 だと いって、 進んで 學ば うとす る ものに てなければ 

敎 へなかった といって ゐ るつ しかし これ はむしろ 例外で、 彼の 門に 集る ほどの もので、 和歌 を 問題と しな か 

つた もの は 稀であった らう C 彼 自身が いかに 和歌に 力を入れて ゐ たかは、 その 述作のお もなる 部分が 和歌に 

關し たもので ある ことから も 窺 はれる C 

^  ノ り/  I. 、ク ；- ,^2、 ハ： お 義 

賀茂眞 筆 (森 繁夫氏 § 

古 學者を もって 任じた 彼で は あるが、 彼の 力の 大部分 は 和歌の 上に 費され てし まった C それに は 相 當な理 

由 も あるが、 何よ リも 大きな 理由 は、 彼 は本來 詩人で、 和歌が 好きで、 好きに 心を牵 かれた と 見るべき であ 

らう C その 結果と して、 彼の 本來の 目的で ある 古 學の方 は、 彼の 弟子の 本居宣 長に よって 遂げられ、 歌人に 

して 歌學 者と いふ、 彼 自身と して は 案外な 方面が、 われわれの 前に 際 やかに あら はれる ことと なった C 
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方便と た 萬 葉 集が y 的と な つてし ま つ たと いふ こと は、 ひか へ ると 萬 葉 集のう ちに 彼， M 身 を 出した 

とい ふこと である。 眞 淵の 見た 萬 葉壤の 和歌 はどうい ふ ものであった のか。 

二； S ま V び 

彼は晚 年に 「歌 意考」 と 「新 學」 の 二 書 を 著した C これ は 彼の 駄 ..；，1 として は 代表的の もので、 斷片 的に 書 

き來 つた もの を. 1 つに 取纏めた 觀のぁ る も の であ る。 

彼の 文章 は、 文章に 對 する 彼の、 H.: 張 を さながらな、 めて 簡約な、 そして 熱意 を もって やつ て. CJ る もので 

ある。 捉へ やすきに 似て やすくない C 註釋 めく 嫌 ひ は あるが- 聊か 註釋を 加へ る C 

「歌 意考」 の 主意 3 一  牛 は、 彼が 萬 葉 集の 歌 を 尊む は 何故で あるかと いふ こと を、 彼 驗を とほし 

て說く にある C 

彼 も 幼少から、 三十 代 頃まで は、 その 當 時の 堂上 家 S 歌風 を 是認して ゐた C 堂上 家の 源流で ある、 藤原佼 

成、 同定 家、 西 行 法師な どの 歌を模 と あ ふいで、 それに 對 して 非難め いた こと をい ふ 兩親を さへ、 無智の 

いたす ところと 思って ゐ た。 しかし 次第に 源流に 溯って、 萬 葉 集の 和歌 を 知る に 及んで、 後 ^ の 和歌の いか 

に つ たもので あるか を 悟った C そこに はどう いふ 相違が あるか C 後世の 和歌に は 智識が 加 はって ゐる C 儒 

敎、 佛敎 など、 風土と 政 體とを 異にして ゐる ところの ものが まじって 來て、 心と して は 意識的に、 表現と し 

て は 技巧的に なって しまって、 天地と 共に 變る ところの ない、 人 問の 性情の 然に 反した ものと なって しま 

つて ゐる C 

然るに 萬 葉 集の 歌 は、 それら 後- rK 的の 智識に けがされた ところが なく、 人間の 性情の 純 梓 さ を そのままに 

あら はした ものである C この 純粹 さはい かにして あるかと いふと、 當 時の 人 は、 心が 一 本氣 で、 眞っ すぐ だ 
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つた。 一本：； 5- だからす る 事が 少く、 隨 つて 言 ふ 事 も 少ない C 言 ふ 時には、 高い 聲 をして、 卽ち埶 一意 を もって 

いふので あるが、 しかも その 言葉 は 平生の 言葉で、 智識 を 解さない •  I ^接な-宵 葉 を もってして ゐる。 これが 

雙方 0 相違 だ e 

彼 は 心 を！,^ ひ S ハし て、 こ 3 校 世 風から、 かの 上世 風へ と 移った 。それ は、 後灭 的の 智識 を棄て 去り 棄て去 

• る ことであった C そして 結 1:5、 「^の 屮てふ もの は、 物な く 事な く、 い たづら なる 心 を も 1^ らへ」 とい ふと こ 

ろまで 到った C そして この 心が やが て 萬 葉 集 の 心で ある こと を 知った とい ふので ある C 

「歌 意考」 の 主意の 他の 一 牛 は、 和歌の 推移 を皇 威の 推移に つたいだ ところに ある C 和歌の 純 梓な 時、 卽 

ち 藤 .ST 奈.はの{=;:の時代は^:::11威が振ってんた" その 純 粹が失 はれて 智識 的と なった 平 i 女 京 この 方 は、 nui 威 も 

共に 一 へ て來た C 和歌 を 上世^に か へらせる とい ふこと は、 やがて 皇 威の 振つ てゐた 時代の 精祌 にか へ らし 

むる ことで- これによ つて それ もな しうる と いふので ある C これ は 彼の 古 5{ で 者と しての 信念で、 古學と 和歌 

と を 閥 係 さ せた^^.£もそ こに ある C 

is- 二の 古學 者の 方面 は 暫く 措いて、 一  の 新 古今 風よ リ寓葉 If へ と いふ こと は、 これ を 今： ：！ から r 凡れば む 

しろお 然 のことの やうに 思 はれる が、 その？； W 時として は 思 ひも 寄らない、 飛び離れた、 めて 異常た ことで 

あった C 

？ iiss- の 和歌 は、 藤 IS 定家 以來六 百年、 偏に その 流 風を逐 つて、 些 の動搖 もたかった 和 欲で ある C 释契沖 は 

江戸時代の 和歌の 改革者 だとい はれて ゐる C だが、 したと ころから 见れ ば、 横 威者定 家の 假名 遣 を訂- 正して、 

その 意味で その 權威を 疑 はしめ たに 過ぎな い C 同じく 改革者の 戶 田茂睡 も、 ただ 堂上 i,^ の 歌 3- を 篤った に 過 
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ぎない c 古學の 主唱 者で ある 彼の 師荷 田春滿 も、 歌風 は 新 古今 風で ある C 國歌 八；； i の 著者で、 藝 術に は：：： 的 

なし、 ただ 本能と しての 表現 欲 をみ たして、 我と 我 を たのしま しむる にある のみ だと、 ？ぉ 時として は 驚く ベ 

き 卓見 を 抱いて ゐた荷 W 在滿 でさへ、 和歌の 15 點は新 古今 集に あると いってんた 時代で ある C その-む 代に あ 

つて、 ひと リ 彼のみ が、 ？^-然として新古今集風を排し去リ、 單に^ S: 的に のみ 扱 はれて，；？ た iBi 葉 集 を、 g,- ぶ 

ベく 習 ふべき 唯一 の 歌風と したと いふ こと は、 赏 時として は、 まことに 驚き；： 木れ る ほどの！ 一  H?^ であった らう 

と 思 はれる C 

かれ 眞淵 は、 いかにし て かう した 信念 を 持 つ に 至 つ たらう か C 

十代から 彼のお 子と なリ、 五十から 七十 近くまでの 彼 を D- つづけて 來た橘 干 に、 師 である 彼の 家集の は 

のうちに、 

千 藤い と 若かリ しより 人人に したが ひて、 常の みあ リさ ま、 のた ま ヘリし こと を、 親しく  D->p しきき も 

しつる に、 大人 は 今の 世の 人.、」 はこと にして、 うち 见に はさ かしき かたはお くれて、 、いお そき 樣に a は 

れし かど たまさかに いひい て 給 へ る ことに、 の 大和心 を あら はし、 一 t  一口 としてみ やび た らざ る は 

なか リき C 簞 とりて 物 かき 給 ふを见 るに、 五 百と せ も經 にけ む の姊。 如くな むぁリ ける C 

といって ゐる r- この  一 ：3-愚か の やう に：^^んた と い ふ ことが、 よく 彼 や； あら はして，^ る C 

义、 當 時の 儒者で 彼の 古學を 評して、 眞 淵の 古 學は、 神せ」 と老： 肚とを まぜた やうな. の だ..：： ii- 難した もの 

が ある C 彼の 文章のう ちに は、 老 i 肽 風の 心 持 を 詰った ものが 珍しくな い 程度に ある C 彼 は 本質と して、 1^<|3 

よりも 天地 を 大なリ とし、 智識よ リも 自然 を大 なりと して、 この 天地の C 然を 法と して 生きよう とする、 謂 
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の 

ば 我と いふ もの を强く 感じ、 深く 感じる ことによって、 從來は 感じえなかった 感じ を捉 へる ょリ外 はない。 

卽ち 高い 程度 8 感じ 方で ある。 これ を 外にしての 新し さが ありと すれば、 從 來は價 値が 少 いとして 注意 を拂 

はなかった 方面へ、 我が 感覺を 開放して 向って ゆき、 それ をう け 入れる ことによって、 新たた る 情 値. i<  ^见 

する ことで ある C この 二つより 外に は 謂 は ゆる 新しい 心を捉 へる 遠 はない C 

新し かれと 定 家に 敎 へられた 堂上 家の 歌人 は、 その 新し さ を 和歌 8 世界に おいても とめた C 旣に 詠まれて 

ゐる 和歌のう ちに もとめた C 平安朝 以來の 和歌 を あさる ことによって 求めた C そこに は 新しい ものの ある は 

ずがない C ない もの を 求めれば 無理に 陷 る。 彼ら は 無理 をした C 

新しくな いもの を 新し いがやう にす る爲に は、 古い それと これと を 緩り 合せた C 複雜の $1 の 複雑 を あ へ て 

した。 取リ 合せる ことの 出來な いもの を も 取り合せ た。 不自然の 爲の 不自然 を も あ へ てした。 そして、 さう 

する こと を 作歌の 上の 興味の 人 部分と し、 勞 苦の 大部分と した C それ をす る ことが 卽ち 趣向で ある C 

眞^ は、 源 宵 朝 ひとり を、 萬 葉 集 以来の 歌人と して ゐ る。 そして 赏 朝の 趣向の 捉へ 方に 共嗚 して ゐる C 

こ. V もな く 聞 ゆるに 、「此 ねぬ る 朝け の 風に 薰 るな リ 軒端の 梅の 春の 初花、 「玉 も かる 卯月の 柵 はるかけ て 

〔おく ゃ河邊 2 山^の 花、 などの 本のい ひなし、 且常 ある こと を わざと いはれ つる、 末の 調の 心 高き を 见 

よ C 又 梅開默 雨て ふ 題に て T 我 宿の 梅の 花 さけ リ 春雨 はいたくな 降リ そちら まく も をし、 とよ まれし を 

a ふに、 其顷 京に 歌よ む 人、 みな 迨心 もて 巧に くしつつ ぞ 在らむ C いで 古へ 風 よみてみ せむ よと て、 -大 

の 下の 歌よ み を 見下した る 心 もお のづ から 見 ゆ C 

いふと ころ は. |b; 朝の 上で あるが、 さながら 彼 自身の 心 をい つて ゐる やうに 聞え る C 中心 は 「常 ある こと を 
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わざとい はれつる」 と いふ 點 である C お i^<- と M じ 時代に 生き てんて、 欲の 上で は定 家の 影響 を うけてん た. W お 

朝で ある C ぷは 淵の； したやう に a つて ゐ たの かも 知れぬ C しかし. 货朝は 一方で は、 ^樣の 新.^ ：! ケ 風の 歌 

を も 詠ん でんた C その 微. ぼの 5^ 度 は 問題と なる つ 赏朝 として はとに かく、  ilM 淵 はこ こに いってんる やうに 信 

じて ゐた C  朝 は、 歌人と いふ 歌人が 一  の として ゐる 趣向と いふ もの を、 4- 然 il 題と しなかった C の 

みたら グ、 ？ おと. 个凡 にした。 そして それ は 和 欲と いふ もの を 正しく^し えて ゐた爲 だと いふので ある C 

こ、，、 赏 朝の 歌 をと ほして いってんる ところが、 の 趣向に 對 しての 意見で ある こと は いふまで もな 

、 C 

おつ ヒ では、 趣， z: すな はち-取 村 は 大きな irm ではない、 それよ リも 1 段と 大きな S1. 週が ある C 趣 はハ化 

で、 そ の 、H- た る べき ものが あると い， A の て ある 

それ は 何かレ 何で 欲の 上で は 第一 に となるべき ものである か r 

それ は 調で ある C 調 こそ 歌の 上で 第一 の ものである C 

一新 學」 の 起 首 は、 この 調の ことで 始ま つてん る r 

古への 歌 はし i ベ を n ら とせ リ C うた ふ：！？ なれば なリ C 其 調の 大 よそ は、 のどに も、 あきらに も、 さやに も、 

くらこ も、 おのが じし はたる まに まになる 物の、 つらぬく に、 力！！ く き 心 を もてす C  其 き ゆにみ 

やび あり C  _ ^き 巾に 雄雄しき 心 は あるた リ C 

しあ ビ いふ もの の 如 ：！： なる ものである か を、 彼 はこ こで 說叨 をして ゐる C だが この 說明 だけで は 足らぬ と 見 

え て 、 往往 にして m W されて， Q る C 
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說 m 


曲解され るの は、 調と いふと、 言葉の 調子 卽ち贯 葉の 節奏 的な ことに 聯想す る習惯 をつ けられて ゐ るが (仏 

である C 彼のい ふ 調 は、 言葉に 屬し たもので はない、 心に 屬 した ものである C 心 そのものの^ 接なる 表現 を、 

しらべ  しらべ 

彼 は 調と いふ lyn 葉 を もつ ていつ てんる ので ある C もとよ リま c 葉 を 離れて は 調 は存れ する ことが 出來た い C 一 百 

葉と 共に は ある C  ^！^ふみころは、 貢 葉に 屬し たもの か、 その 奧 にある ところの 心に 屬し たもので、 1 一一" 葉の、 王 

となって、 貢 葉と 共に ある もの かとい ふこと である C この 關 保 は 微妙で、 それ以上の 說 は 出来ない C 彼 は、 

「おのが じし £ ぼ たるまに まになる 物の、 つ らぬく に 高く^^き心をも てす」 と說叨 して ゐる C 卽 ちい ふところ 

の 調 は、 高く  き 心の 表象で あるとの 謂 ひで ある C 心と いふうち、 特^た る 心の 象 だとい ふので ある C こ 

I らべ 

の 調と いふ こと を、 现 代の fpic 葉に肯 ひ換へ ると、 まさしく内农5!^:と いふ ことで ある C 

ここに 殊に 注意され るの は、 「高く  ：51 き」 とい ふこと である C これ は 「古へ」 の 心で ある C 「歌 意考」 で、 「心し 

ひたぶ る なれば、 なす わざ も 少なく、 事、 少なければ、 いふ 一一 一 n の 葉 も、 さわなら ざリ けリ」 といって ゐる、 

さう した 特質 を もった 心で ある C 卽ち ニ本氣 な、 常に 集中して、 多岐に わたると ころから 散漫の 趣な どは少 

しも 持たない 心で ある C 彼のい ふ^と は、 さう した 心から 出る もので、 「歌 意考」 は そこの 消息 を、 ここに 引 

いた 文に 續 けて、 「しか ぁリ て、 心に 思 ふ 事 ある 時 は、 言に あげてうた ふ-, -こを 歌と いふめ リ」 と い つ てゐ る。 

これ を 現代の 首 葉に 言 ひかへ ると、 、王觀 のん あ 部 を 托した ものと いふ ことで ある C 更にい ふと， 心 を 集中し、 

純一に し、 し /"も 言に あげ て 熱意 を 件 はせ る ことによって、 その 主観の 全部 を あら はした もの と いふ ことで 

あ る C 

この、 調 は 主 戳の全 部で、 いは ゆる 趣向な どい ふ 一部と はくら ぶべ くもたい もの だとい ふこと を、 さきに 
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つのき ざみ ありき 。始の 程 は、 物學び 給へ る 荷 田の 東 滿裙禰 の 歌の さまに 通 ひて、 花やぎた よわき さま 

なりし を、 巾 頃よ リみづ からの 一 つの 姿と なりて、 みやびに して 調た かく、 しかも 雄雄しき すぢを 詠み 

いだされ、 齢の 末にいた リて は、 いたう 思 ひあが リて、 まう けず かざらず、 誰も 心の 及びが たき ふし を 

のみ 作られき。 

といって ゐる。 露 淵が 東 滿に物 を學ん だの は 三十 代の 終りに 近い 頃で あるから、 1: 十代の いつ 顷ま でか は、 

柬滿の 風、 すな はち^ の 風で ある 新 古今 風の 歌 を 詠んで ゐ たので ある C 中顷 とい ふの は W 安家に 仕へ た 五 

十 以後の ことで. あらう。 1 つ の 姿と いふの は 萬 葉風で ある C 齡の 末と いふの は、 七十 を 越す まで 生きて ゐた 

人で あるから， 六十 代に 入 つての ことと 思 はれる C その 顷は萬 葉風よ リは； 史に 溯つ たと ころ を視 つ て，； J たと 

見える 0 

彼 は 作歌の 上で は 生涯 を 通じて 動搖 してんた と える C この こと は、 藝術 家で ある 彼と して は 一〉 W 然の こと 

の やうで あるが、 歌人と して は異數 とい はなければ ならな い。 和歌の やうな 形式の き ま つ たものに あって 

は、 その 形式 を自. E に 扱 ふに いたる まで は、 誰でも 動搖 をす るが、 それ を 越す と、 さした る 動搖を しないの 

が _ 1; 迎だ C のみならず 大抵の 人 は、 進步は 練達と いふ 意味に とどまって、 練達と 共に 返步 する ものが 冬い C 

五十に なつ て、 それまで かかつ て 得た 風を拋 ち、 六十に なつ て、 それまでの 風を拋 つと いふ やうな こと は、 そ 

の 道に 對 する 1 上 心が まく、 熱意が 伴って ゐて、 常に 懸： 叩に なって ゐる 人に して 初めて 2 來る ことで ある C 

そ の 意味に おいて この 動搖は 24 、数な 尊 いもので ある。 

彼の 家 巣 は、 例の 部； i 分けに よって 編んだ もので、 作の 年代の 分る もの は 僅かに 過ぎな い C だが 大體 は、 千 
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し i^,;:: はたやす き に似てた やすくない c 今の 場合に しても、 一夜に 亙っての 景情 を、 一つの ものと して 支配 

しえ た 上でなくて は 詠めない C 卽ち： r?- 魄が いる C 彼 は その 氣魄を 持ちえ て、 優に 餘裕を もって 詠んで ゐる C 

i?- 一首： Z の 「秋の 夜の」 の 歌 は、 一お 葉 集に 類馱 があって、 よく 似 てんる C 第三 首：：！ の 「こ ほろ ぎの 待ち 喜 

ベる」 と い ふ秋の夜 の形{^^:も、 萬 葉 集に あって、 成句で ある C だが それ を 彼の 歌のう ちに て、 いささかの 

無理 も 感じさせない C 全然 彼の ものと なって ゐる C これ は-一一 一：： ひ換 へる と、 彼 は 葉 を 我が物と しきって ゐる 

とい ふこと て ある C 

この ー述 を讀ん で、 それらより 先に、 乂^ 接に じられ る こと は、 彼の 喜びに 躍った 心のお のづ からに 

感じられて 來る、 讀む もの も 一 稀の 快 さ を はじさせられる ことで ある C しかし 喜びの 心 は 言葉と はな つてん 

ない。 一句の 說 明に 似た 句 もない C 何が さう 感じさせる かとい ふと、 彼の いは ゆる 調の 力で ある C 「新 學」 で 

いって わる、 一 al く： き 心の、 みやび を 含み、 雄雄し さ を 含んだ ものが、 そのままに 調と なって あら はれて ゐ 

る はだと い へ る C 

しかし、 こ の 一 連 を 移して 葉 集の うち に 入れて r 凡る とすると、 一お 葉の 欲で はな いこ 似て はゐ るが、 まぎ 

れ はしない C ゃはリ 彼の 臭 ひ を 濃厚に 持った 彼の 歌で ある C 

この 一 迚 のみが 代^的な もので はた い、 他に も相應 にある C しかし これ を、 彼のお 後に 到達し えた 境 を 示 

す 例と して 見れば- 滴^^^-たものと い へ る C 

彼が こ の 渾然 としたお に 到達す る までに は、 かなりな 胸搖と 混亂 と を 示 して ゐる C 
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天の川 見つ つし をれば 白妙の 我が 衣手に 露ぞ きに ける 

三 首 連作 風に 詠んで ある C 同時の 作と 見える C 我が 戀 ごころ を 天上 8 M に 寄せて、 それによ つて 單 純に 統 

一し てんる ところ、 調の 强さを 合んだ やすらかな ものであると ころ、 まさしく 萬 葉風と いへ る C しか. t 第二 

首 目の、 二 星 相 逢 ふ 夜の 秋風に 誘 はれて、 非情の 草で ある 男郞 花、 女郎花の 花 も くで あ ら う とい ふ 心 持 

は、 人間と 自然と を 同じ 心 を 持った ものと て、 それ を 詩情 だとした； 牛 安 朝 この 方の 心 持の^ 襲で ある C そ 

れが 明らかに あら はれて ゐる C 第三 首 目の、 「我が 衣手に 露ぞ 置きに ける」 の 「露」 は、 表面 は 久しく 口， 外に 

立って ゐ たが 爲に 置いた 秋の 夜露で ある C 同時に 裏面に は、 二 の歡 び. 思 ふが おに 催さ れ た 我が yr て あ 

る C 袖の露と いへ ば 必ず 涙の 譬喻 だとした 不{ 女 ^この 方の 習慣の ままに 使って ゐ るので ある。 これ を 新せ 今 

風 だとい ふの は 過ぎる かも 知れない C しかし 平安朝 趣味で ある C 形 は 萬 葉で あるが、 心と して は 平 { 女 朝で、 

しかも 婉 m な 表現 を 欲し てんる ところ t 平. 朝て ある C 

こ の 、 新 古今 風 と 萬 葉 風との あ ひの 子と t いふべき 歌 はかた リま である C 

卷 首の、 「春の 始の 歌」 

を 筑波も 遠つ あしほ も 霞むな リ根 越し 山越し 春ゃ來 ぬらむ 

の 如き、 調の 强く、 さわやかな ところ は 萬 葉風と い へ る C しかし 春 は 東方よ リ來 ると いふ 心と、 その ill^ を 

擬人して ゐる ところと は 平安朝の ものである C あ ひの 子と いへ る C 

水上 月 

立っ^の 影ば かり を ゃ隈と 見む 野 揮の 水の 深き 夜の 月  - 


Si  m 
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調に は强 さが あると いへ る c しかし 心に 仝く 新 も 今風で、 仝體 としても それに 近い ものであるお 

こ の頻を 舉げれ ばかな リ あるが、 今 はおく ことと する r- 

九 

新 古今 風から 離れて 萬 葉風に なった と は い つ て も、 萬 葉の 模 做で、 彼 c.i?- の ものと はたって ゐ たいと 思 は 

れる のが、 1： じく かたりある C これ は 題詠の 歌に 冬い r- 

「月の 歌と て」 と 題して、 五首續 いて ゐる C 

遠つ あ ふみ im 名の 椅の 秋風に 月す む 浦 を 昔 しかな 

住の 江 の^わに 立ちて 月見れば 難 波の かたに 鶴 ぞ^く たる 

さ ざ浪の 比 ft: の 大和 田 秋た けて よどめる 淀に 月ぞ すみけ る 

$^ や 夕 II はれ て久 かたの 月 押し Si れり いなみ 野の はら 

大 舟に 小舟 引き 添 へ ます 鏡 隅 田 河原に 月 を るかな 

詠み 方が： めて よく 似て ゐる ところから、 多分 は 同じ 時の 作 かと 思 はれる C 第 一 首 目 は、 月に 對 して、 昔、 簿 

里の 濱 名の 橋に 立って、 今，^ 同じ 月の 澄んで ゐる浦 を 05- た、 それ を 思 ひ 起した ので、 これ は宵感 で、 題詠 

の 臭 ひがない C 他の ral 首 は、 いかにも 題詠で ある C その； 1^ を 面白さう に 思って、 そして 面白さう に 詠んだ だ 

けで ある C  ^ど その 中へ 路み 込んだ ところがたい C それが 題詠 臭で ある r- しかし 何れも 景は 太き い C 調 もさ 

わ やか だ C その 點は萬 葉風で ある C 萬 葉風で は あるが、 SB- に 形と しての 萬^ 風で、 向う へ 廻してのー32|^太風で、 
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それが 彼 自身の ものと はなつ てんない。 

「嵐」 と 題した 

信 濃なる すがの 荒野 をと ぶ 鷲の つ ば 5 もた わに 吹く 嵐 かな 

とい ふ 歌 も、 有名で、 人の 記惊 して ゐる ものである C この 歌な ども、 景は 大きく、 調 は さわやか デ、 その 

意味で はま さしく 萬 葉風 だが、 心から ると、 初 句から 句まで は- M の 形.！^ で、 巧みなる 說叨 とい へる C  ^ 

じく； J う へ 廻した もので、 お 身の もの になって ゐ ないから である C 

「機」 と 題した 

の 荒き 莒根路 こ え 来れば こ よ ろぎ の 磯に 波の 寄る 見 ゆ 

も 2k. レ 趣が ある C これ は 彼の 好きな 源. |3； 朝の 「^根 路を 我が 越え 來れば ^.Ini の 海 や 沖の 小嶋に 波の 寄る 11^ 

ゆ」 から 1= 示 をう けた もので あらう C 赏朝 のこの 歌 も、 形と して は、 萬 葉 集から 1" 示 をう けた もので は ある 

が、 心は赏 朝の もの だ C 感傷的 3 氣 分が 生きて ゐる C  3 お！ I の もの は、 形 だけにと どまつ てゐ て、 氣 分と はな 

つ て"： K に い C 卽ち萬 葉 集の 形 を學ん だと い ふ にと どま つて ゐる C 

こ の 種の もの を擧げ ようとす ると 或 S£ 度まで 擧げ、 - つれる C 彼 は 新 古今 風 を 離れて ie? 葉 に 移った と は いふ 

ものの、 それ は 萬 葉 3 形であって、 或 期 は、 そ S 骨髓 にまで 入る こ と は出來 たかった こと を 示し てんる r- 

一 〇 

同じく 萬 葉風で は あるが、 壯大た 趣 を もった 方面の 歌 は、 よく 何 かに 引かれて、 今 は も 知つ てんる C し 


說 m 


二  5 


かし、 輕ぃ、 寂び た、 小 味な 方面の もの は、 割合に 閑却され てんる C そして 價 値の 上から いふと、 これ も か 

れに 劣らた いもので ある。 今 さう した 歌の 數 首-ど 引く ことと する。 

童 遊に、 竹の 葉 もて 作れる 舟に 櫻の 花 を 

つみて 流した る を て、 戯に 人々 と共に 

少名祌 つくれる 舟に 木の 花の さくや 姬 こそ 乘リて いづ、 りめ 

野 分せ しあした 

野 分して 縣の 招に 荒れに けリ月 见に來 よと 誰に 告げ まし 

寒 蘆 をよ める 

二と- ジら 

津の國 の 難 波の 乂  の 枯れ ぬれば 異 浦よりも 寂し かりけ リ 

寒  草 

枯れに ける 草 はな かな か. 安げ な" 残る 小笹 3 霜 さ やぐ 頃 

世の中 は 夕 霜 さやぐ 翁 r さ 枯れても 安き ^たかりけ リ 

0  樹 

冬枯に SH の 藁 S&- の あら はれて む ら 烏す だく 木末 さ びし も 

薄に かかれる 雪の を かしければ、 友の 許へ 

思 ひやれ 枯 生の 薄う ち 靡き 友 待ち 毂の 雲の 垣根 を 

題 しらず 
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說 m 


思 ふ 人來て ふに 似た る 夕べ かな 初雪な びくし のの 小 薄 

雪の あした 

初み 雪 はれた る 朝に 見渡せば 里の けぶり もめ づ らしき かな 

年の^に 友 を訪ふ 

ご ご 

年 立た ば 春 野の 若葉 まづ 摘まむ かね 首し にぞ 今日は 來に ける 

題 しらず 

はし は 

眞柴 たく 橋 場 の 里 の ，つす 瓦 ひく だくる 世に も あるかな 

1 一 

彼の 家集に は 多くの 長歌が ある- 贫 『紫 以來、 彼 ほど 長歌 を 詠んだ もの はなく、 彼 だけの 長欹を 詠みえ たも 

の もない。 短歌 は單 純に、 事が 冬かった らば 幾 首に も、 又 長歜 にもと いって. Q る 枚で ある。 長 欲の 作の ある 

のは^？；然でぁる。 

彼に 自％ で 詠んだ ばか リ ではなく、 お 子に も勸 めて 詠ませた。 弟子に も 長歌の 多 いものが ある。 長^ は 彼 

によって、 一昨、 再び^ん になった といへ る。 

彼の 長 欲の 特色 は、 短歌と； 1： じく、 そ S 內容 の單 純な ところに ある。 彼の 先輩であって、 HJ つ 萬 葉 wi,- 者 

である 下 河邊長 流、 擇契 沖な ども 長歌 を 作った。 だが 何れも 長歌の 趣 を 解 さたかった 。徒らに 事と 心との 多 

きを むさぼって、 U:H の 持つ 力と いふ もの を 問題と しなかった C 卽ち 心と して は 新 おん，^ を^し 得ざる もの 


說 m 


であ フた c へ 仪は 一 に 力 KMf4 した。 力 を 欲する ところから、 單". f にした。 例せば、 彼の 「詠^ 极山^ S 首 幷短 

歌」、 一...^ 蠛 岛缺 5： 首幷短 欲」 如き は、 いかに 彼が單 純 を 欲して ゐ たかを 語る ものである C これら は 一種 

の 述作で ある。 もし 新 古今 の、 複錄を 欲する 心から すれば、 いづれ も 四 首に はせ ず 一首に したで あらう。 

そして その 複雜と 長さと を 喜んだ のか も 知れない C 彼 は H 首と してんる C 1 つの 題 村のう ち、 心に 觸れた 一 

點が あれば、 それ を捉 へ て 他 へ は涉ら せな い。 他. に 他と して、 別な 一 點を もとめる とい ふ 手法で ある C 短歌 

の 速 作と 同じ 手 である C 萬^ 第. て も、 これ をした 歌人 は， お 本人 一人の みで ある。 人 li" の 手法から 暗示 さ 

れ たものと 思 はれる 0 

最もよ く 彼 を 現 はして ゐ ると：： =5 はれる の は、 次の 欲で ある C 

う ま 一め の う た 

-, 5,  ひとつ キ. f, た ろ. ：-; ん に- モ- --ジ £  みつき よつ き -li なほ  いつつ さ 

ら Lfei らふる がね や、 一杯 二  frc 樂悅に 掌 底 拍ち舉 ぐるが ね や、 三 杯 四 杯。 言 直し 心： はし も S 五 杯 

むつき ク £た  くに-, --  *-r つき や』 つへ/に 

六-杯 C  -大 足らし 國： ：.^ らす もよ、 七朴八 杯。 

1 二 杯. にうまく 飮み、 三 四 杯 は 興に 入リ、 五六 杯 は 核 嫁がす つか リ よくな り、 七 八 杯 は 陶然と して 天地 

と  一 になる とい ふ ほどの 心で ある C 調の 力 はこの 心 を、 さう した 分解的な もので はなく、 ふつ くらと 圆み 

の ある、 ^ちに 胸に 流れ 人る ものと して ゐる C 調 も、 これ を 音數 として 見る と、 五 七 七 を 基調と して、 それ 

を 四た び緣リ 返した 形に なって ゐる C 新しい ものである C その 五 七 七 も、 基調と いふに 過ぎず、 音數は いづ 

るに 任せて ゐる 形で ある C 

この 率い はな 表^と、 この 古：？ _g と 調と を Q.S にし てんる ところ は、 你觀 といへ る C これ を 萬 葉 築 中に 移して 


ォ-伟 作で ある c 後の もの. てま だ —なぶ も，：： がない。 

殿の 御贺に 御杖 たてまつる 欲 -i  -1 -. さ  つ，, 

gfv ひ 一 li" ぬしの、 祌 のます 森の" 剩を、 鶴 じ も 5 頸 根 突きぬ き、 倭 文 機の m とり 向けて， 我が ^の 御 ひ 杖 

にと リき C だパ^！の：：：のま！^？娃の、 i す 與¥ リゐ て、 ぱ VI- ぢの莒 も 何せむ C 萬 代に いませ 我 君と 一 

言 申さ も C 一言 中 さも C 

-1. ご ；ぃと 二. M  さす ， に 

よ き ： 一一 一 n を 一 盲 ぬしの お ほ 神の 幸 ひま さ む 杖 た て ま つ る 

殿と いふの は 彼の 仕へ て ゐた田 安 宗武 である C  (- 小武の 老の贺 の-おに、 祝 ひとして 杖 を 奉った のに 添へ た 歌 

である r- 杖 は 大和の^ 城 山の 榊の 木 を 伐って 作った もの だと 歌に いって ある C この 杖と 焚の 心と を緊 .折 に關 

係させる ことが、 今の 場合 第一に 必要な こと だが、 本來無 1- な ことで ある C しかし それ をし なければ、 彼の 

作歌の 上の S3 念と なつ てんる 單 純と はたらたい C 彼 は 巧みに しお ふせて ゐる r- 

古事記の 雄 略 Hi の卷 に、^ 城の 火 3r 、エ t サ の 御 魂 が 、 そ こ へ 狩 に ； か れ た 灭， M に あ 、し はれて 、 * みに 名 の リ 

つ ごご  --と A. ごご  -; とさ A  二と 力し 

をし あ ふ 一節が ある。 その 時 大國主 a$ は、 「H:: は 惡事も 一 -百、 s^  一  言 離の 神、 ^城の  一 一 H 主の 大 神な 

り」 と いはれ た C 今 は その  一 (i" を捉 へて 來て、 それによ つて 一 首を統 一 した T 萬 代に いませ 我 君と、 一 首 巾 

さも 一 が 一 首の 眼 = である。 その 一 せ" と 照 礎させる はに、 杖 は、 「^：：？狨ゃ 一 苜、 の、 神の ます 森の 榊 を」 と、 

城の 神 を 特に 一 苜 主と いふ 御名に よつ て t- んだ C  乂、 反歌 も、 「よき 首 を 一 せ "ぬしの 大祌の 幸 ひま さむ 杖」 

といって、 义照應 させて ゐる C 卽ち 起苕と 結末.， k 馱と、 一二た びまで とい ふこと をい つて それによ つ 

て 緊密に 銃 一 させて ゐる C 
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お、 緊： w の 上から いふと、 ュ ほい 心づ かひ をして みる。 祝 ひの 言葉 を 多く 並べず、 ただ 一 せ；： だけと いひ そ 

の タノく 並べる 譬に 雀を捉 へて、 「今：；： の：：： の御賀 g.:g3、.；g/ 雀 撙リゐ て、 百 千ぢの 首」 といって ゐる、 その 「庭 

^^リ ゐて」 は、 问 じく 古事記 雄 略 天 良の 卷に 出て ゐる 歌の 句で、 他に はな いもので ある C その 句 を い へ 

ば、 おの づ から その 御代が 思 はれる ほどの ものである C 卽ち 一 貢、； 土の 神 も 庭 雀 も、 雄 略 天皇の 御代の 歌 だけ 

から 捉へ たもので、 その 意味での 統一 を もっけて 單 純化し てんる ので ある。 

彼の 長歌に ついては いふべ きこと も あるが、 八， は 際立 つ た 特長で ある、 カ强 さ を 欲する 上から 單 純と い ふ 

こと を捉 へ、 それ を 萬 葉 以上に も 貸 行し えたと いふ こと を 注意す るに とどめて 置く C 

一 二 

彼 は 《お 時に おける 和歌の 革新 者で あつたが、 革新 者の すべて. かする やうに、 これ を社會 に暄傳 するとい ふ 

こと は 全然し なかつ た。 の みならず 避けて さ へ ん たし それで は 白眼で 社會を 見て わた かと いふと、 熱意 を も 

つ て 門弟 をお へて ゐた C 道の ほに は その 方が 有利で あ つ たと 信じた が爲 である C  を 主と し， 自身の 事 功 は 

後に して、 自然の 成リ 行き を 待つ てんた と いふと ころに， 彼の 面 H が ある C 老莊^ の 思想が そこに も あら は 

れ てんた と い へ よう C 

それ を 語る 彼の 書翰が 残つ てんる。 高弟の 一 人で ある： 架 W 土サ M へ の 返事で ある。 (佐々 木 信 網 氏 著、 「賀茂 

と 本居宣 長」 所載 C) 

ほハ 淵が^ をー覽 せんとい ふ 人 ありと よ 。吾等 近來 古風 を； i 候へば、 ー覽 して 可 不可 を辦 あるべき 人、 六 
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百年 以來覺 え 候 はず 候 c 見せ 候ても 無益の 事な リ C 只 古風 をよ くと 申せば、 お 今 以上 萬 葉、 其 外 又は 缣 

倉 殿の 歌 をよ く  よと 御 巾し 候へ C  ffll 近年 は いそがしく 候て 歌 も^らよ まねば、 覺ぇ Sig たる ものな し C 

古 學に志 ある 人なら では、 ff^c 歌 は せ 侍らず と 心得 給 へ C  せて 心得 まじければ なり C 後^ は 一 往の理 

のみ を 知りて、 一向に ェも 何も. II きを 見知る 人なければ なり C 總て學 g; はかく 心得 給へ C 自 ら舉ぁ hi 

きリ ふく-つ を ：.-- つす  ，M 

ば •* 维 脫 袋と いひて、 ^G然と嶽はるる也C いまだなる il 又は 俗士に ほこる 人 は、 遂に 學之 就リ たる は 

無し。 おのれ 如此 かまへ て默し をれ ど、 今 は 天下に 名 を 得たり C 名^ 好む 人の 名 を 得た る はなし C 又 人 

を すすむる 爲と ていふ 人 も あれ ど、 天下 は 如 蚊 蠅、 數 群の 人の 巾 百 人 二百 人 を 進め 得ん も 何ば かりの 

事に あらず C 只み づ から 學 問して 自然に 天下に 發動 する 時 を 待つ にしかず C 

かう 信じ * かう 行って ゐた 彼が、 それ 以前に は 例の ない ほどの 多くの 門 弟 を 得て、 その 志 を 行 ふ を i;;- たの 

であった C 

ニー 一 

眞 淵の 門弟に は 歌人が 多い が、 t 奴 も 傑出した 人 は 田 安宗武 である C 歌人と しての 素質の 上から いふと、 IS 

淵よりも むしろ 宗武の 方が 優って ゐる C 宗武は 江戸時代 を 代表す る械 めて 少数の 歌人の 一 人で ある C 

彼の 歌集の 一 天降 言」 は、 傳統の 久し い 和歌 3- の 上で も 特^な 光 を もった もので、 尊い ものである C しかし 

彼 を仝體 として 見る と、 和歌の 師 として 賀茂 を 召 抱へ たとい ふこと は、 それに も 優る 意味 冬い ことで あ 

つ た e 


說 解 
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前に も いった やうに、 我が^; f は 漢^に 壓 しられて 鼓 達し かねてん た C 非凡な 人が あつ て も その 力 を あら 

はしか わた C 幸に も權 家で：：： ^ つ 好； t やの 人が あって、 1： 學者 を後拨 して 志 を 伸ばさせた C 前にして は 水 尸の 義 

公が あって、 釋契沖 をして 萬 人维の 研究 を させ、 その上での 劃 時期 的の 大著、 代 K 記 を-著さ しめた C 後に し 

て は 彼が あって、 aM.l をして 21： じ狀 態に 立た しめた C  の 大^ は 仝 部 m. 安家に 什へ た 後の ものである C  乂 

彼 の 社命；： 的；！； >^ , 宗 武の師 であると いふ ことによって 添った ところが 多く、 彼の 力ば かリ ではない。 その 

事 は 彼の 高お さへ もい つてん る C 新 |ハ の 港 一問で あるお ぉチ 2 もとに、 ゆ の 多くの 秀才 を藥 めえ たの は、 彼の 

北；： 後 に宗武 のあった とい ふこと が、 人き く關 係して ゐょ う 广- 

J ぉ武の を 抱へ たと いふ こと は、 彼と して は 小さな ことに 過ぎたかった らう C 場 問と い へ ば 漢舉の £ - 

代で ある C 彼の 藝術觀 さへ も lisc,!- 的で、 易 風の 具と 觀てゐ るに 過ぎたい C 和歌 も 好きで はあった が、 それよ 

リも 古代の 一 1^!: 樂の 方が 好きで、 乂 古代の 服装に も 興味 を 持ち、 その上の 著述 さへ も ある C 荷 E 在滿 を： g とし 

て？ n 抱へ たの も、 その 方面の 研究 をた すけさせようと した-" のと 思 はれる C をお 抱へ たの も、 .l^j^;! が 事 

it? があって、 致仕 したので、 その 代リ としてで ある C の 祿を ると、 初めは 人 扶持に 過ぎたい-.、 十 

年 を 仕 へ て 十五 人 扶持と なリ、 致仕して、 fl-3w 料と して 五 人 扶持 を いただ い てゐ るに 過ぎた い C 十 萬 I：； の E 

安家と して は、 いふに..^：: ルリたい a ひで ある C 

この、 {ポ 武 として は 何 ほどの ことで もなかった ことが、 時 代 の 上 に 大きた 影藝を 及ぼ してんる C そして そ 

れに 彼の 功に 歸せ ざ る を i:: た いこと である C 今： n から 觀 ると 感慨 の 深 いこと である 

一 四 


宗武に は歌學 書と して 「1: 馱 八論餘 言」 とい ふ ものが ある C 名の 如く 荷 田 在滿の 一！； 歌 八 論」 を 請んで， そ 

れに對 する 自分の 感想 を 書いた ものである C 八 論の 一 論 HI につ いての 斷片 的の 感想で、 纏まった も ご はな 

い C さすがに 彼の 歌に 對 しての 意見 は 窺 はれる が、 作歌に 比して はいふに もお リな いもので ある C 

. ^滿 が、 作歌 は遊戲 だ、 治 n の 上な どに は關 係がない といった のに 反 して、 彼 は 儒學の 立場から K1 の 

や 又 那の駄 (樂 とい ふ 意味で) は 治國の 上に 閥 係が あった C 後の もの は 無くた つた C 本來 歌に は 0 と 技と 兩方 

而 あるつ その 附方： € を 併せ もった ものが い い 歌で ある C すぐれた 人 は その 0 を 得て ゐる r- しかし 技 を 持た 

ない 人が 多い からい い， もまと はた、 しない C 治世に はこの 理 が 盛んで、 衰世に は衰 へて ゐる といって ゐ る.. 卽 

ち 歌に 人格 的の もので、 い い 歌と は その 人格の 適赏 なる 衷现 だと いふ 程の 意と 見える C 

我が 阔の 歌に は それほどの 力 はない C しかし やさしい もので、 その 意味で の 感化 力が ない と は：；. へない〕 

といって まんざ ら棄 てた もので もな いと い ふ ほ どの 心 を 示して ゐる C 

耍す るに ni^ で i 立場から 歌 を 功利的に 値の 少ない ものと てゐ るので ある C こ，：： 點は、 It;;.:^ によりも 

在 ゆ g に 近いと いへ る C この や は、 馱 人と しての 彼に とって は 都合の いい ものと いへ る C 對ル £: 會的 Qs!^ 係 を認 

めない の て 、 心 を ほ し い ま ま に す る こ と が 出來 る か ら である C 

につ いて； IT ふべき もんが ありと すれば、 ,^^^^-> 卽ち 本質の 方で ある C 謂 は ゆる 欲學 は、 技よ リ 外にい 

はない C 學 ぶに 足リな いもので あると いって、 歌舉 から 離れて ゐる C これ も 欲 人と してのお として は 都合の 

い いこと て ある C 何^に も捉 へられず、 自已, ど ほしいままに しうる からで ある C 

歌に 慰み だ C 心 やりだ C 自. E に 詠むべき だ C 詞 に！^ りが ぁリ、 拙い ものであった らば、 人が 捨てる C 念と 
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すべきで はない といって ゐる c これが 彼の 作歜の 信念で ある C 詞は.}^： ぃ方が い い。 ^^截で， 優た といつ てん 

る) これ は 彼の、 他の 方面に； 131 つても 持つ てんた 好 W である C 

和 欲の 衰 へたの は、 對他 的の ものと し、 鼓爭 して 作り出した 爲 である C  合が あって 以來、 和歌 は衰へ て 

來 たと い つて る C 彼の 信念から は、 1  ぉ然の ことで ある C 

最後に、 作 欲の 態^と して、 歌の よき を 求める は 人の 本性 だから 止む を 得ない、 それに 捉 はれない やうに 

すべき だとい つて、 

* め 

た ^. 心に はよ からむ 事 を 思 ひながら、 その あたる 所の ことわり に まかせて、 やすらかに こそ 有た きお さ 

なれ C されば 歌よ む 事 はもと ょリ おのが 心 をのぶ る なれば、 あ な がちに ようせむ と 求. む ベ き わ ざ に あ 、し 

ず C ただ 心に の みよから む 事 を 思 ひて、 そ の わざ をば f! やすくす ベ き 事に や C 

といって ゐる C 一. その あたる ことわ リに まかせて」 と いふの は、 ここで は、 「その 場合 場合の 赏 感に隨 つて」 

とい ふ ほどの ことで ある。 作者と して は 徹底した 態度と いへ る C 

- 五 

「大降 首」 は 侍臣の 集めた もので、 火 凡ギ代 順に 集めて ある C 欲 風の 推移が 分る C 欺 Kv. 一得ようと せず、 心 

を やらう とした 彼と して は 適赏 た 絹み 方 を された ことと い へ る C 

初めの 方に、 一. 右の 御 歌は享 保よ リ寬延 までのう ち 云云」 と 註が ある C 眞 淵の 田 安家へ 仕へ たの は 寬延： 二 年 

で、 ：1£.H 五十ぶ.！ r 宗武 三十 二 歳の 時で ある C それまでの 敬は少 く、 且つ 彼と して は 拙い。 平凡な 詞の 誤用な 
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ど さ へ ある C  3:1; 淵が 仕へ た顷 から、 欲が 躍進 的に よくな つて 來てゐ る。 彼の 歌 は それ 以後で あるじ 

彼の 歌風の 特色 は、 一貢に いへば 寫生 的で ある C 彼のい は ゆる 歌の 理 に隨 つた ものである 。同じく 赏感 

といっても. ！ は 心 を、 王と する 傾きが ある C 彼 は 形 を 主として ゐ る。 淵 は 合する 傾きが あるが、 彼 は 

部分 だけで を はると ころが ある， - しかし、 その 形 も 部分 も 新鮮で、 怪しき までの 魅力 を 持って ゐ る。 彼の 歌 

の 呔ひは その 魅力に ある C 

魃カは どこから 來 るか C 彼 は 老いる まで、 少年の 持つ 驚異の 情 を 失はなかった C それが 歌のう ちに 際 やか 

に 出て ゐる ものが ある C 又、 すべ ての 歌のう しろに 流れても ゐる C 彼 は 平生 見な れてゐ た と 思 はれる もの 

を、 或 時には 初めて 見る もの の やうに 見る ことが 出來た C そ こ に は輕 ぃながら驚5^;;の情がぁるぐ そして その 

情 をと ほして その物 を 詠み 出しえ た C 魅力と は それで ある C 大 體は寫 生で あるが、 單 なる 寫 生と はならず、 

一 精の氣 分の 添った ものと なって ゐる C 形 を 主と し、 部分に とどまつ てゐ るが、 それが 不足 を 感じさせず、 

十分な もの となつ てゐる の は、 かう した 感情の 添つ てゐ るが 爲 である C 

彼の 調 は さわやか だ C 本來、 古代 を 重んじ， 古語 を 愛して ゐる彼 だ C  .H^M はおの づから に 素朴 だ C その 素 

朴に、 この 驚異の 情が 加 は つ て來 てんる C 單 純と 叨る さと の ある の は 然 である C それが さわやかな 調と し 

て 感じられ るの である C 

彼 は 萬 葉に 溺れた 時代が ある。 寶曆 になって IE もた い 顷の或 期間で ある C その 顷の歌 は 萬. 葉の 模做 とたつ 

て、 彼と して は 比較的 拙かった 時代で ある C 

彼 の 歌 を讀ん で、 生れ 來 つた 歌人た と 思 はせ られる の は、 主として こ の 驚： お の 情 を もって ゐる ところ であ 
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る。 彼 ほどに 持つ て ん たも の は 巾 世の SI 行 法師く らんな もので、 他に はちよ つ と見^？出らな い C しかも そ の 驚 

異の 情が、 .Is; 際に 卽 して あ、 し はれて ゐる ところ は、 江戸時代で たくて は出來 ない こと だと 思 はれる C 问 時に 

1 方で は、 W 典の 影 2^1: を 受けた-むが 最も 拙い であつ たとい ふ こと も、 歌人と して 3 彼のす ぐれて ゐ たこと 

を.： e ^害する ことん-たるし 

一六 

題 村の 上から 見る と、 一. 天降 一一：："」 は 見落し 難い 特色が ある C それに 題詠の 歌の 多い ことで ある r そして その 

題詠が、 驚くべく も 謂 は ゆる 題詠 臭味 を帶 びてんず、 仝く 彼の 實感 にたつ てんる ことで ある" 

331 は 題詠 を 避けた C 止むな くす るに して ゴ"、 それによ つ て 制限され る ことの 少 ぃ單純な題を！^；ぶ ことに 

した C 题；. ば は 智的作 爲に陷 る C 和歌. ケ一墮 T 港 させた 一 つの 原 2： は そこに あると じて ゐ たか、 しで ある c しかし 

の 風と して 1 彼 も かな リ まで 題詠 をして ゐる C 彼と して は、 不本意ながら する が、 謂 は ゆる 題詠に にし 

まいと いふ-川 意に 十分 持つ て-;? たこと だら う， V 思 はれる C しかし 際 を i ると、 その 彼で さ へ も 題詠に は 題 

；ー 1 臭味が 附 きまと つ てんて、 從來 より， に少 くた つ てんる と ぃふ£1^肽だけで、 離れ 去る ことに 出來 なか つた。 

然. 3 に宗： ^は、 この a む. H の出來 たかった こと を、 あざやかに 让 おふせて ゐる C 

「； 大降 (一一 II」 の 註に、 一, 右の 御 歌 .寶ー 暦の 年の 中に 堀 河 初 度の 百 首の 題に て 遊ばした るな リ r され ど 今 十 題 残 

り侍リ たる は、 ^の 炎燒の 事ぁリ てよ み の こさせ 4? ひたる たり」 とい ふ ものが ある C 卽ち 九十 S 題を捉 ゑて 

題詠 を 試みた 5 であ- 0ド- 
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こ の 九十 題 の 題詠 のうちに は、 いふと こ ろ の 驚異 の 情と、 題 泳 臭.^ を脫 しきった のと、 一： m. S 意味 を 持 

つ たも^：が多 い C その 意味で 彼の 歌風 を 代表す る も のとい へ る C こ に 引く ことと する r 

0  0 

霞 わけ て 雁 歸る见 ゆ；：；： く 先の 遙けさ も へ ば あはれ む-おに 

盧 

階邊 の 橘 さけ リ たちたら す 右の 舍人 、し 「りな 觸れ そね 

巾 の 御疲 にある 左 近 Q 櫻、 右近 2 橘を捉 へ た の である rv 右 ，： 舍入」 は 右近 衞 の 人 の 意. て あ る C 

费 

何故と 事 はしらね ど あふひ^ かもの 祭に 一ん；： ぞ か ざ せ る 

わ が戀 ふる 妹が-お-根の 女郎花 C 露^ み か た む くもよ し 

武藏野 を 人 は 腐しと いふ せ は 昨ぃ^^花分 け 過ぐ る ；"^! とし E4 ひ さ 

朝  m 

あした 界リ 夕 ベ ま か づ る お 人の 家に よろし き 朝. 效 の 花 

荻 

获 は そ もい か た る 氣 よりたり 出 で し そ よげ る 音の かたしく あ る は 


說 れ？ 


雁 

春され ばき そ ひて いにし ii がね の 心細げ に啼 きて 來 にけ リ 

お  葉 

. 聚の 山の^ 葉 は 夕 H に はいよ いよ ii^  くいつくしき かも 

0 は ただ. C! しと 思 ふに 霜お けば 白菊 あかく 句 はす や たぞ 

網  代 

衣 牛：. せに 網 代 もる たリ篝 火 を か f 一は 好み てよ る にゃある、 しん 

0  狩 

ふ る 0 に 御笠 もめさず 皇子 達の み-おせ すた リ み鷹勉 めよ 

逢不逢 戀 

か へ らむ. V 我がせ し 時に わが 紐 を^び し 姿 いっか 忘れん 

片  思 

吾 は こ へ ど汝は 背くな リ汝を 北 n く 人 を こ はせ て 我よ そに n 一ん 

恨 

相思 はぬ 人 は 恨みに 四十 餘の 七つ！^ にけ る 吾が 年 をのみ 


ひむ がしに 向へ る 家 は 朝 あけに 叨け ゆく 空 を ns- つ つ 祭し き 

淸き かも 白浪 來 よる 化の 江 の 岸に 群 れゐ る 鶴 をし れば 

二 つ ，： き 富 士の高 J 根の あやし かも S '斐 にも あ リと いふ t ん河 にも ぁリと いふ 

驚 3^- の 情 は暂く $5 く C 單に 題詠と して a て、 これほど その 臭味の ない 作 は、 題； ぼと いふ ことが 初 まって 以 

來、 これほどの もの は 曾てない」 何な に^しえ たとい ふこと は、 用意から ではなく、 彼の 人枘か ら來た こ と 

と 田 」 はれる C 

一七 

彼の 佳作 を 擧げる こと は 止める。 今 m から 见れ ば、 彼 ほどの 詩才 を 持った ものが、 「天降 首」 の 歌 だけで と 

どめて しまったと いふ こと は、 和 欲史の 上から て も： W めて |5 しむべ きこと であ つ た。 

一八 

眞^の 系 結で、 歌人と して 最も" € 名であった の は、 橘 〔加 藤) 千 蔭と 村 田 春.； ほの 二人であった C  二人 は に 

眞. I 系統と いふ だけで はなく * 露 1 歿後に は、 その 時代 を 代^す る 歌人と なって、 矜持の 高かった 京都の 小 

澤蘆 庵な ど さ へ も、 交り を 結ぶ と いふ ほどで あ つ た。 

1 と 口に 千 藤、 春 海と いはれ た C 彼ら は 歌風 も 似て ゐた C 歌；； I も 似て ゐ た。 人と なリは 十 ii« の 方が？，！ 和 


Hi  m 
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で、 はっせ ：3,： 氷と しての 名 もあった c  ^學 は^おの 方が 俊れ てんて、 文^で は鯀 門 お 一とい はれ てんた C  乂 n 

f:^ にもす ぐれた ものが あった C いづれ も：： £_ いの 人で、 .^.12 は. 分 は 高く はない が、 ^合に 勢力 Q あるお お、 

i;^ 海はぽ 入.；：；： 使 を もってん た と い ふ .："出 い I の、. に 人で、 侖" 的 位地. も 似て ゐた C しかも 二人 は M 門のう ち. て 

も 親交 を iii ん でんた たか である C  . ^^^おと、 離すべからざる もん の やうに：^ ベ したの も、 1;.^ の ある こ 

とであった C 

, 、ず、. f  ： 、ぐ ^-^0^  、9^ 

^は、 占 典に 麵を もとめる と、 E おも 新せ 今 集に 近い t み で あつ 

33 淵が 和歌と して 墮 一：^ の！ f にあ る ものと して 攻學 してや まなかつ 

乂 その 代表者た る 二人 は、 その 新.^々： if に 近 いもの を 詠む や-つに 

その 新^ 今 夙なる が $f て ある C 妙法- 院 せ：： 堯延 親王が、 千，.^ の 欲 名 


ま 美 


Ir. め 


あ 


彼ら 二人 は どんな 歌 を 詠んだ か C 彼ら 

た 新 お 今 は ？化£ 時 の 堂 上 ^  Q 歌 臧 で ぁ る _ 

たもので ある C 然るに 彼の 後 繼 者に して • 

な つ たので ある r- 

彼ら のお S- におけ る 名^と いふ もの も- 
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を 聞いて 京都から その 歌 を パロされ た c 千 藤 は 喜んで 奉った C それ を 見て 一;;^ 海 は、 我が 師の 道が 天下が 弘 まつ 

たと い つ て 喜んだ C  淵 は ようと 望む もの にさ へ その f を せなかつ た C 解し えま いとする 矜持から V/ あ 

る。 ifj^ 海の 喜び は、 我が 師の 逍の弘 まり だとい ふところに あるが、 それ は師 のせ」 ではなく、 《お 時の 堂上 { 《、に 

似た ところの 歌であった C  3 はク？ 1 を 中心として ると、 案外な 推移と いはなくて はならない C 弘 まった とい ふ 

上から い へば、 if;^ 海の いふ..^ 1 リ であるが、 如何せん そのもの は、 旣に 質の M ハ なった ものであった C 


, 、二. , 


村 田 春 海^  (森 l-MK 氏 § 


一九 


千 魔に は 歌； M とい ふ ほどの も S がない C さす；，、" に 小 Z し は あるが、 太？ MiJ;^ 海と 问じ ものである C 春 海 は 明晰 

に 歌に 對 して C 分の 思って ゐる こと をい つて ゐる C 彼の 歌 は その 心から 出て ゐる C 

彼 は師の iK; 淵 を、 c 分の 性情で 解釋 した 0 これ は 《：2 然 のこと といへば いへ る C しかし それが 師の St:; 面： HI で 

あると いふに 至つ て は， 誤リ であると いはなければ ならな いこ 今、 師の； S を 行 ふと いひつ つ 新 古な マ 風に なつ て 
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行った心！^^ど、 彼の， .1 につ いて 瞥见 する ことと する。 

一  は、 ST^ に 古代 精神 を叨ら かにし ようとし、 その 方便と して 歌 を. 讀ん だ。 眞. 淵の 歌 は 向上の 手段で あ 

る。 .！.^ も、 古代の 歌 はやが て 古代 i!w 神の あら はれで、 古代の やうな 欲が 詠める とい ふこと は. Hi 代 精祌を 我が 

物と した こと だと は い つて ゐる C  ^；；^海は この 後の方に 中心 を 移した。 帥の 學問は 歌 3； やの 根本 は 歌學， て、 師は 

^人であった とした。 これ は 形 を 主として 心 を. おとした 觀方 である C 和歌に 保い 興味 を 持った 彼 は、 おの づ 

か ；, 0J. を さ う 解し た . ^见 える C 

第二に は、 眞.^ が 作歌の 上で 準據 とした 代に つ いてで ある C  id; 淵に はコ- 期の あ つ た こ と は 前に もい つ 

た。 一期 は 新 古今 風、 二 5^ は Is! 葉風、 三 期 は 萬 葉 以上の 時代で ある C 春 海 は、 眞 淵の 作歌に 最も 與味を 2：：： つ 

たト^-代は第ニ期で、 そこに 彼の 本！ a が ある C その 時代 は、 萬 葉から 三代 集 時代まで を準據 とした。 これ は a 

分の 親しく 见てゐ たこと であると いって、 時代 を 引き下げて 來た C 眞淵 がさう いったの は事賁 だ。 しかし！ R 

淵の 努力 は、 次第に 時代 を 古くしょう とすると ころに あった こと は 前に もい つ た。 それを春^^は意識的に引 

き 下げ ようとす る の である C 

第三に は、 眞 淵の 上代の 歌を惪 つたの は、 作^ を爽 てて、 心の-誠に. 縛らう とする ので ある。 又、 調と いふ 

こと は、 詞 のみやび やかな らん ことで あると 解した C 誠と 調 さへ 古へ の 手 振で あれば、 それ 以外 は自. S であ 

つてい い と 解した。 そして 「歌 は 心の 眞 をのぶ る もの なれば、 必ずお のが もの ならむ やう にこ そ あらま ほ 

しけれ」 といった。 卽ち筒 性の あら はれた 歌 を 作るべき だと いふので ある。 眞 淵の いふの は、 人 問 性の 极本 

へ歸 らうと いふので ある C 春 海の 解した の は、 我が 齒 性の をと いふので ある C 同-じ やうで は あるが、 そこ 
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に 深淺が ある c 

第 四 に は 我が 筒 性に 中心 を e く 以上、 自身の 目 を もって 見た、 新奇なる 題 村 をと S ふの は、 〔：" 然の耍 求 

である C  S は 、「珍ら かに 新しき 心 を こそ 詠ま まほし けん C  I ずば いかで かわが 歌なら む」.， いって ゐ 

る C  M0 は亲 は 欲しな かつ た C の み な らず 源實朝 の 平凡に 安んじて ゐ るの を^し とした C 新奇 だと 智.^ こ 

部分的になる C 平凡であって こそ 我 か 全體を あら はせ ると 思った ので ある C これ も 35； ハ 淵と はもが つて ゐる。 

三代 集まて はいい C しかも 新奇な のが いいと いへば、 勢 ひ、 三代 集 を 新奇に したと ころの 新 古今 風と なら 

ざる を 得ない C 一方 この 新 古今 風 は- その 時代に 瀰漫 して ゐた時 様の 風で ある C その 常時から 歡迎 される 風 

でも あつたの だ C  , 

彼 は 又、 我が 眼で 見た 新奇と はいった が、 事實 として は それ は 出来なかった C 歌 は雜情 だとい ふ 從來の 敬 

學に捉 へられて ゐ たから だ C 歌 は 心の 誠と はい ひ條、 口 常 生活の 上の 俗情で はない C 詩情と して 身にしみた 

もの だと？ 131 である。 それ を I する 以上、 新奇に は 限りが ある。 その 5 での 新奇 を 追った ところ 

の 新 ia4 風を學 ばざる を 得ない C 

彼らが かう した 見解 を 抱く に 至った こと を 辯 護す る 法が ぁリ とすれば、 g 〈淵 2 萬 葉風 は 末流 は、 问 じく、 じ 

を 外にして 形 だけ を學ん だ爲、 牛 解の 古語 を 使 ふこと を もって 能事な リ として、 和歌が 異なった 者 味 こせ ナ 

る智 的な そして 從來の ものよ リ も而&  くない ものと なって 来た C 彼ら は その 反動と して、 妥協の 近 を 求 6 

たのた と いふ こふで ある C 

しかし i に は I がない ci は 歌 を 方便と したに もせよ、 ..ss に 詠んだ C 震は皇 S みに 詠 
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んだ c 妥 to を 欲した 千 藤と 春 海と は 自己の 爲 のみではなかった。 歌，^ 爲に歌 を； 一 ぼんだ C  (女临 を 欲した の は， て 

の はで ある。 ここに 純 粹が失 はれた 。他の 方-. S は 知らず、 ：？^情^^^でぁる和歌が純粹を失っ て、 妥協の 上に 立 

つ て は 生きる ：-H がな つ- 

千 藤、 ilj^ 海の 歌 は、 そな 一?s 時 は： i めて 歡迎 された ものである にも かか はらず、 八，：：： から a れば- その 評價 

は か な リ ま で 引 き 下 げ なけれ ば ならない もので あ る C 彼 ら は その 時代 か 、り 0 な 賞讃 を う け た ので あつ た ひ 

二  0 

千 藤の 欲 風 は、 心と して は 常識的で、 深いと ころ はない- そこが 親しまれ やす かった の だら うと 思 はれ 

る -, - ^ に 平 俗 に 過ぎる もの もま ：- しって ゐる C 又、 餘 りに もしゃれ を 愛 し 過 ぎ る C ここにし や れ と い ふ の は 主 

として、 懸詞 である。 懸詞 も、 心 を緊. おにす る爲に 用 ひられる 場合 は、 そこに E 然が 添って 來て、 一！ f の價 

値 ある 修 法 だと S 心に せられる C しかし 彼の 懸詞 は、 緊ぉを 欲する ところから 來 てるる もの は 殆どな い r- 單 

に詞の や" 戯 として 川 ひられて ゐる C これ は 萬 葉に は少 く、 後になる ほど 多くな つて 來 てんる C 彼の 懸詞の 率 

は S く は 新 古今に t 劣るまい と 思 はれる ほどで ある C 率 は それほどで、 心 は それよ リも輕 い C しゃれ 好きの 

彼の 心 か、 し來る ものと 思 ふ 外 はない C これ もまた、 泰平の！^ * 樂天 的に、 享樂的にたって來た^；^^-の人に親 

しまれた 一 つ の點 であ つ た、.，？ リ S 

常識的て、 しゃれ 好きと いふと、 多くの場合、 ，：sh しさ を 聯想 させ、 しれる C 然し 彼に は その 卑し さがた い。 

この 二つが 怪しく も. E 然な もの となつ て，. そこに 或 S£ 度の 力 を 醜し 出し てんる C  ^の 欲の类 は その 魅力に 
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あ る C 

こ. - 常識的と、 しゃれ 好き は、 彼の 本質で ある C のみならず 彼の is^ 代の 江戶 人の 生活 情， n であって、 件 来 

として 持た されて ゐ たものと える C それが 卑し さや 帶 びな い の は、 彼が 幼少.^ ら めた藝 術 的敎養 の^ 果 

であらう r- 卽ち彼は生來の；；^^人ではな い。 たまたま 惠 まれた る 環お ズ i 持ちえ、 それ を 鬼： 川 L て敎養 を 怠らた 

か つ たお、 お の づ からにして 或 挺 地 に 到達し えた の だと える C 

代表作と はい ひ 難いが、 一夜 十五 首 を 詠んだ も • の を 引く C 

八月 十- r^- 夜、 空い と 晴れ渡 リ たるに、 人人 訪ひ來 て 共に よめる 十五 首 

た ベ て^の 人の 心 も 澄む 月 も. に 滿 ちぬる 夜 牛に も あるかな 

夕 潮に 浮べ る 月の 桂稱 大 、亿 の 御門に 今ぞ 寄すな る 

阖の 小 萩が 上 の 露す らも 名に ね ふ 夜中の 月 を 待ちけ む 

露 深き 軒端 に 這 へ る^ かづ ら來 る秋每 に 月ぞ れ る 

數 ならぬ 庭の 苔 路の露 を さ へと めて {5 れる夜 やの H かな 

定めな き 秋の み 空の 雲 さ へ も 今， おは 月に 心 あ リけリ 

今せ しも 筏の に 浮 {^ し て I^s W 河原の 月 を てし が  . 

玉す だれか かぐる も 何 かせ む 軒端 の ^ 力 露の 月影 

^る ベ き 山 の 端 もなき武藏；^=^ は Hn^i る ためのと こ ろ た リ け リ 

こ とわ リの 夜半な リた がら かくば かり 隈なき 月の 影 は D-ざリき 
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I  .  

明：；！ も む 月と は 3^ へ ど 同じく は 八，. W ひがらに 明けず も あ. りなむ 

いつは あれ ど 秋の なかばの 屮 ゆで」 隈なく？ S める 月を见 るかな 

あはれ 知る 今 W の 月の 影の みぞ 八 望 释をも 隔て ざリ ける 

訪 へ かしと 思 へば 人の 訪ひ來 つつ 同じ 心 を 月に るかた 

名に负 へ る 今^の 月の 隈 なさに 千度 あ ふと も 飽く夜 あらめ や 

十五夜の 月に 對 して 十五 首 を 詠んだ とい ふこと は、 多作 家の 彼で は あるが、 又、 人人と 共に 詠んだ とはい 

ふが、 珍し い ことで ある C 或意氣 ごみ を 持った ものと 思 はれる r 

績 けて は あるが 述作で はない。 同じく 月に 對し たもので も、 ほ 〈淵の 縣： i5 での 作 は、 迚 作で 有機的に たって 

ゐる C これに は それが な い C 辛く して 十五 首にした. VJ 思 はれる もので、 出來 ばえ にも 相應に むらが ある C 

X, 眞 淵の 作に は、 感 M ハの おさへ 難き ものが あって、 おの づから に 誇張 も 伴つ 來た C これ は 平 姐で、 描寫 

の 形 を 取った もので さ へ も、 後ろに 說叨の 氣分を 持つ てんる C 彼 はお 淵の やうな 感 M ハは 持てなかった G 

. 卽ち 彼に は、 眞 淵の 持つ が 如き 仝體を 支配す る 魅力がない、 乂眞 淵が 持つ が 如き， 自然に 針し 人に 對 して 

愛する ところ 求む ると ころがな く、 隨っ て 喜ぶ ところがな い。  . 

ある もの はとい へば、 平 姐 さで ある C 叨る さで ある C 或 程度まで はしみ じみと して、 輕 浮で はない ところ 

である。 これ を 表^から れば 、古今 集の 說叨 に、 一味の 萬 葉の 描寫 と、 率 W と を まじへ て、 淡淡と して 詠 

み 去った ものである C しかも そのうちに は、 細心な 注意が 拂 はれて、 不注意な るが 如くして 注意深い もので 

ある C 


第  一 vrn は、 自然と 人間との 心 を相關 させた、 古今 以來 の常套 的の 心 ある 說明 である C 戰味 のない の を取リ 

えとす ベ き 作で ある C 第二 首 は、 「月の 桂楫. 一が 例の しゃれで ある C 月 を 舟に 譬へ、 乂月 中には 桂樹が あると 

いふ 古今 以來の 思想 を捉 へて 揖に關 係 させて、 海に 浮んだ 月 を 叙した の である C 彼の 惯用 してんる： gr て あ 

る C 第三 首 は 萩 を 愛して 核 ゑ、 家 を 萩 闺と號 した 彼で あるから、 肌 前を捉 へたので ある。 第一 首と 同じく、 

露す らも 月 を 待つ だら うと い つ てんる 心、 それ を 想像と して ゐる 心、 これが 彼らの 謂 ふところの 情で あ 

る C 眞 淵の 避けん とし、 宗武 「避けた ものである C 彼 3 系統から い へば： 牛 俗な ものである C 第 g: 首 は 彼の〕. 

に 蔦 を 這 はせ てゐ たこと が 春 海の 歌に も ある C  前で ある C 今 それに 月の 宿った の を 見て、 「來る 秋 毎に」 と、 

永い 時の 上に 浮べて てゐ ると ころ、 IS は ゆる 雅愔 で、 常套 的な 心で ある C 第 f;:- 首の 「數 ならぬ」 は 身の 下 

賤を いったので， 月の 無： flc 別 を あら はす 爲の對 である C これ も； 牛. 安 朝以來 の常套 的の 心で、 幾何の. K 感が 

彼に あつたの かと 疑 はれ もす る C 第六^ は、 非情の 雲 も 情 を もって、 我が 見る 月の 趣と なった とい ふので、 

同じく 平安朝 以来の 非情 を 有情と 見る 心で ある C 第 七 首 は、 隅 田 川の 舟 中から この 月 を 見たい と いふので、 

その 舟 を 「筏の 床に 浮まして」 といって、 故事 をに ほ はせ て雅情 化して ゐる C 第 八 首 は、 第 fft 首と 同じ 心で * 

「苔路 の 露」 が nlw の 露」 に 變 つて ゐる だけで ある。 月の 平等 をた たへ たもの だ。 「軒端の 蔦の 露の 月影」 と 

いふ 表現 は、 その 繊細 も 調 も、 まさしく 新 古今 風で ある C 彼の 惯 用の 一 つの あら はれと 見るべき である C 第 

九 首 の 「障 る べき 山の 端 も な き」 は 常識 の 常識で ある。 何らの 感與を も 持たずに 說 して ゐる C 平 俗と いは ざ 

る を 得な い C 第 十 首の、 「ことわりの」 は、 永 い 過去 を 思 ひ 出して、 ^前 を餘 情と して い つてん るので、 謂 は ゆる 

上手と は い へ る。 しかし 初 二 句 は 說叨に 過ぎた もので、 それが 感 とな、 b せない C 第 十 一 首 は、 古來 どれほど 詠 
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まれて ゐる心 か 分らな い。 これほど 熱意が な いと、 一 稀の； i.^ 的 常識 を說 明した ものに 過ぎた くなる C 第 十二 

首 は、 一 讀 平凡に は 似 てんる が、 或 熱意に よって、 その 場の：： 攸 自身 をお のづ からに. 一件 觀 化して ゐる とに ろが あ 

る r-  sz^ ソ -の椅 神に 通 ふところが ある C しかし 一. 秋の なかばの 巾 空に」 と、 中 をす" 一ね てんる ところに 1 いた 

がら 例の しゃれ 氣を 出し てんる これが 不徹底に た、 しせて ゐる C 等 十三 首 は、 一. 八 mAt」 を ド賤の 家と し、 月 

を ISJ« 人して 「あはれ 知る， 一 ものと して、 そして 月の 無差別 をい つたので、 第 首、 第 八 货の緣 返しで ある C こ 

の 歌 は 本歜も ある C  ：^^；十叫首は、 このうち での 優れた ものである C 樂； 大 的た 和； 牛な 彼の 人が 、リカ ぉグづ 力 

ちに あら は， し てゐる C 一. 问じ 心に 月 を」 と いはず、 「31: じ 心 を 月に」 と い つ て、 說叨と はせ ずに 狀： おとして い つ 

てゐ る， U ころ、 彼の 養 を 思 はせ る ものである r- だか 十五 首 は 常識で ある C 平 俗に 近い c 

\1；！？ 來れば 駄作の 多き に^へ ない 感が ある C しかし 「うけ、 しが 花」 は 彼の S 撰で ある C 心な、 しぬ もの を 力へ 

てゐ ると も 思 はれな い C これ を 代表と はし 難いが、 ここに も 彼の ゐる こと は 否めな い C 彼に は 長歌 かかた リ 

まで ある C 仝體 として 見る と、 t;;^ 歌に 何よ リも 必要な 氣魄 がよ わく、  WW 谩 にた リ ：5t^ になった- - の.，" 多、 

しかし 布置 は！：^ しく、 首 葉の k 魔 は ある C 今い いも 3 の 一 首 を 引く  C 

縣ほ 大人み うせまして 三十 ぢまリ 三と せに たリ たま ひける 神無月の， 附= に、 竹 芝ゾ" 

おくつ きのもとにつ どひて、 ふる きを 思 ひて よめる 歌 並 短歌 

^$5,^ の守リ にす とふ、 梓り 末の 屮顷、 いその かみ 古リ にし 世^の、 手 n^, をば 忘れい につつ、 本つ 世に 

引き， P 返さず、 あまた にけ る 事 を、 ますら をのり 末报リ おこし、 いそしく も 思 ひ 起して 、管 一の^の ね も 

ころ ごろに、 さど はせ る 世の 人 皆 を、 我が 大人の 導き；^ ひ、 「り なすた だ 一 筋に、 すた ほたる n: だ 國の 、 


古 首 を傳 一.、 たま へれ、 新 玉の： 牛 も經 なくに、 . ^への 學 びの？？」 に、 II： 肝の 心を少 ザする、 人 さはに なリ にけ 

るか も C かくしつつ，， 五 百 干ぢの 世に、 -大傳 ふ！ 11 のた て： Z のぬ き、 隈も おちず 行き 足ら はして、 4^ へに 立 

ち 返る 世 を、 松 が^の 遠く 久しく、 竹 芝の 磯山 寺の、 おくつ きを あ ふが ざらめ や、 ；&り 本つ^し のぶ、 

ま .i-v ら をの と 

反  歌 

今よりの 千歳 の 後 に^の 人の しきしの ぶべき おくつ きど ころ 

いふと ころ は 常識で、 表現 も 平が： て、 お然 あるべき 熟 意が 足りたい 感が ある C しか し^；^ん 使ひ方 の k から 

れば、 「柞 「や 一と いふ 一 枕詞 を捉へ て、 それ を 初めに^ き 、終りに いて させ、 「本つ ゆに 引き も 返さず」 

とい ひ、 「弓 末 振 ひお こし」 とい ひ、 「r り 弦な すた だ 一 筋に」 といって、 この 「- 打.. り」 で統 一 を附け てんる" 

しゃれと いへば しゃれで あるが、 不自然で はたく、  n にも 立た せずに 使って あると ころに、 技巧 家と しての 

手腕が 見える C このし やれ は 短歌で 惯 用して ゐる もので、 その 延長に 過ぎな いが、 練され て E 然な ものと 

な つて ゐる點 は、 校 を 一 にして ゐる ものである C 

二  I 

千 藤の 歌から iji^ 海の 歌に 移る と、 かな リ まで 味 ひの ちが ふ こと を忠 はせ、 しれる C 何よ リも 先に おじる こと 

は、 魅力の 少 い ことで ある C 何故 だ、， 0 うかと いふ ことが 問 题 となつ て來る C 

千 藤 は、 たと へ 心 は 常識的で あるに もせよ、 しゃれの 而， n み を 知って ゐる C 短歌の 上で、 しゃれの ほの し 


やれ をい へば、 全體は それで 終って しま ふ C 卽ちー つのし やれの 爲に 一 首 を 捧げて しま ふこと になる c  4^ の 

しゃれ は、 しゃれ. V は いっても 駄 じゃれで はない C 敎養を 持った 人の しゃれで ある、 必ず，， ^練が 伴って ゐる C 

この ことの 正しい かどう か はもと より 題と たる C しかし、 心 持の 而. E み を 解し てんる 人に して 初めて 出来- 

ることで、  それがない と出來 ない こと だ C 春 海に はこの しゃれが 少 いぐ 時代が 時代な ので、 ifj^ 海に も あるに 

は ある C しかし 古典 を 捉へ來 つてす るし やれが 多い C しゃれで は あるが 理詰めな ところが ある C 

、七 持の 而. m みが 少 く  、心-どい ふに も、 物 をい ふに も、 それ を 十分に 一 百 ひ 切つ てし ま はた いと 堪能の 出來た い 

のが 春 海で ある C 心 をい へば、 首尾， ど 整へ、 十分に いって、 言 はずして 悟らせる と いふ やうな こと はせ ず、 

給 ど 理詰めに 近いまでに い ふ C 物 を い へ ば、 残る 隈なく、 複 雜を默 はず いって、 整った 形に しなければ ゐら 

れ ない C 卽ち祌 1^ 質な、 潔 な、 學者 肌の もの いひ をし なければ 承知の 出来ない のが 彼で ある C 心 持の 面白 

みではなくて、 形の 面白みで ある C 魅力の な いのは この 爲だと 思 はせ る C 

更に 又、 彼が 獨自の 姿 を 欲して、 新 古今 ST にな リ、 題材の 新奇 を 求める やうに なった の も、 として は i.^ 

ずし も 短見な ばか リで はたく、 又 時代に 制された ばか リ でもな く- 彼の 天性 は、 さうなら ざる を 得なかった 

の だと も 見られる C 彼が 歌の 上で 眞；^ を師 としたの は、 彼と して は 誤った ことで あつたと、 て ほら， ない 

こと はない C 

「雜 欺」 の 巾に 一. 山 畑」 と 題して 

なづなさく花の にほひに^：^分れかねて霞に殘る春の山畑 

績 いて、 「晴後 遠 水」 と 題して 
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水上 や 雨， い 名残の 山 えて 夕 口に 浮ぶ 宇治 の 川 舟 

i いふが ある C  二 首と も、 捉 へ た光：！！！^のは っきリしてゐるところ、 その 光 の 必ずしも： や 凡で ない とこ 

ろ、 又、 その 措 辭の强 くしつ かり. V してんる ところ、 手腕が 见 える C その 手腕の 卜-から 迎 へて れば、 新 古 

今風と はいっても、 模做 ではない C それに 强さを 加へ えて わる C 又"； は 詩の 趣 を-取 リ 入れえ たと ころも ある C 

新風で、 彼の， s„ ^だとい へる C それな 0 ば而. C いか、 味 ひの E いものが あるかと いへば、 それ は 俄に はう ベな 

ひ 難い C 面白み もな いと はいへ な いが、 題詠の 作と しての 面. m みで ある C 手腕の 面白みで ある C こ S なかに 

作者 の 心が 生 き てみ ると はいへ ないか 、し であ る C 作者の 心の 生きて ゐ ない、 扑情 ft は 、 面.！ w いといっても 二 

の 町の ものであるの はいふまで もない C 同じ 「雜 歌」 に 「ra 居」 と题して；ー：首績 い て んる" 

身をか<す類とな0-そ草の庵に^5^-なくて世を過すばかりぞ 

訪 はれぬ を 何 か 歎 か む ひ く 琴 も 向 ふ硯も 友な る もの を 

0 の ^ は 思 ひ 忘 れつ 今 ！w もまた 攀の すさみに ni をお らす とて 

^^^ど||^っ て老 ぃては^しく|4した彼でぁる^  乂 好んで. 琴 を いた 彼で ある r この 三 首 は 述懐で、 货感を 詠 

ん たもの と 思 にれ る r 

W ふと こ ろ はすべ て對他 的 .2 心 で ある C  おの 樂 しみ を感 じて、 我と 我に いふので も ある C 佗 し さ を感 じ 

て 咬く ので もない C 第一 首 は、 -ひ 朝 獄を藏 して ゐる彼 を 他に： ぉ叨 する 心、 第二 首 は、 訪 はれぬ 嘆き を 我と 慰め 

た瘦我 35、 第三 首 は、 筆の すさみに 世 ii> 忘れえ た、 月 rz の 喜び S 形で は あるが、 いづれ...^ 他に 一； 小す 心 を 持 

つて 詠んだ もの ふ S 亡：！ れる C 伦 しく おして、 しさ を 感じつつ も、 他に は それ を 思 はせ まいとして 詠ん でん 
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自 

れてゐ る 爲に救 はれて はゐ るが、 腐 淵に 觅る長 歌の 如き もの は 全くない。 

一首 を 引く C それ は 本書に 收 めた 海 量と 初めて 逢った 時の 作で、 その 關 係から も 面. a いが、 彼の 長歌と し 

て も い いもの だからで あるり 

海 量 法師の 始めて 訪ひ來 ける に 詠みて 送れる 

春の 日の、 のどなる 時に、 伏 庵の かな 戶を 開き、 粥^ のみ つ つ をれば、 走り出に くつ の 昔 聞 ゆ、 今し 

はし 誰か 來ぬ ろと、 立ち 向 ひ 姿 を见れ ば、 霜 八 置く と 兌る まで、 3§1； 白 髮を頸 根に 生 ほし， 海松の 如 わ 

わけし 翼 を、 胸 歡，. に 長く し 垂れて、 布 衣 ！ K 袖 も ゆた に、 手 束 杖 腰に たがね つ、 いづく ょリ來 ますみ-問 

へば、 年久 にしが 名 を SS きて、 岩 橋の 近：： i の 園 ゆ、 はろ ばろ と 我は訪 ひくと、 ね も ご ろ に 君ぞめ ロー  ちせ 

る、 しかれ どもお その 我 はも、 なぞへ なき 世の しれ 人、 ひがみた る 國の棄 て 人、 我が 眼ら は 四つし も あ 

らず、 我が 口 は 二つ もな きを、 いかさまの 人み 聞かして、 めづ らしみ 我を訪 はせ る、 いと もい とも 怪し 

きか もよ， 3 は；. a 髪の をぢ C 

籠もった 味 ひ はな い、 狀 態が 见 える のみで ある C 遊 歷僧海 量の 様子 も變 つて ゐ るが、 近 江から 慕って 來た 

とい ふと、 眼が 四つ ある If て も、 口が 二つ ある 譯 でもない 自分 を、 何が 珍ら しくて 來 たとい ふ 春 海の すね 方 

も 面白 いといへ ばいへ る C ふに かく 彼の- .^ロ を訌. ili! して ゐる ところに 生きた 味 ひが ある C その 意味で 而甴 い 

作で ある C 

楫 取 Jus? 彥 家集 は， 淸水濱 E の 編んだ もので、 安永 五 年、 六 年の 二 年分の 歌の、 寫 しとな つて 散らばつ てん 
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る の をお にした もの だ と 序 に 記して ゐる C 安永 五、 六 ijf は， 55 ー彥 

の 五 十 だ ル.！^ か ら 冗 十 六 へ か け て の 時 で ぁ る C 六十 歳で 死ん i 

から、 晚年の 完 成 さ れ た 歌 だ け が ^ 行 さ れ てん た の で あ る C 

3 は？ S の创 めた 萬 葉風の 歌 を、 敎へ 、りれ る ままに ；、 やん で 家 $, 

した もの は、 僅に； 二人 だけ で あ る C 々小 武と、 Jra ー彥 と、 海 量 で あ る 0 

しかし、 その 三人 も、 眞 淵の 精神 は 受け 繼が なかった C 宗武 

は 我が 慰みに とどめた C 海 量 も 同様て ある ( これ は 後に いふ. >0 

魚彥に Kii つて は、 慰みと いふ 純粹 さはな く、 これ をお もちやに 

した 傾きが ある C  _ 糸 集 を 見る と、 彼 2  二 年間に 詠んだ 歌の 數は 

相 一に 多く、 (ホ武 の 生涯に 詠んだ ものに 匹敵す る ほどで ある、" 

しかし その 大部分に、 出 人り をして ゐた豐 前中津 侯の 家で、 侯 

の 家族の 歌の 相手と して、 題 を 出されて 詠んだ 當 座の 欲と、 又、 

の 家中の 懇意な 者 へ 送った？？ は ゆる 消息の 歌で ある C 自身の 

心 を やる は 8 もの は 少数 だ C のみな ら ず 謂 は ゆる 難題 を 得 意 に 

なって；. ばんだ もの も 小" く はない C 今の 家集 だけで a- ると、 魚彥 

は 謂 は ゆる 歌 かとな リ、 權 家の 歌の 師匠と なった こと を 甚だ 

?±意に して ゐたが や う に^^K!るC この 點から 0- ると、 歌風 は 萬 


葉風で あるが、 ^そのものに 對 しての 態度 は、 堂上 歌人の そ れ を も つ て^ 世 の 其と してんた のと 揮 ぶ と こ ろ 

がない かの やうに 見える C 

彼 は 氣魄に は 乏しい が、 歌才は 極めて 璺 かだった C しかも 素質に 純粹 で、 濫作 をし つ つも、 俗惡な 作 は 一 

首 も 持つ てゐ ない とい へる C 

萬 葉風 を單に 一 つの 欲 風と DT その 風 を 我が物と する ことが 彼の 願 ひであった とすれば、 彼 は その 意味で 

は 淵 門下 第 一 である C 氣魄 がない ので 創意 はな い。 萬 葉の 作意 を捉 へ て 詠み か へ る ことによ つ て滿 足して 

ゐる 場合 も少く はたい C この 點 では 宗武に は 比すべく もない C しかし U を 開けば 歌と たリ、 そ g 歌が それ. ぞ 

れ或 程度の 趣 を 持って ゐる點 では、 宗武も 彼に は 遠く 及ばな 、つ 彼 は樂天 的な、 超 >y 持た な い、 素- れの い 

い 人で、 歃才 として は 非凡な もの を 持って ゐた 人で ある C 

九月 二十 五： n (安永 五 年) の，； 仅、 同じ殿(中^^の殿)5御母？一;;の御許に、 琴 笛の 

すぐれたる 人人 を 召して 終夜 遊びした ま ふに、 歌よ めと 仰 首 ありければ 

常世 かも^の 宫 かも 糸竹 は 田 鶴の 聲 かも 能の I 綠かも 

賀の 歌で ある C 固くな リ 易く 詠み 難いと されて ゐる 焚の 歌で ある C 淡淡と L て 常 |g の やう だ C それで， S 浈に 

なって ゐる C 形が 萬 葉風に なって ゐる のが、 その 歌と なって， 3 る 一 つ の理. S だ C 才人と いはざる を 得な 、つ 

十：：； 十八： nczi: じ 年)、 薩摩中將^;;、 働前侍がル^;;、 巾. の 君の 御 俯に 入らせ 

み *< へ 

給へ る：：！、 御前に 侍リて 親しき 御中ら ひ を ことほき 奉る 歌 

茂り合ふ^^"ぼ枝.穩1-橹原に風は吹くとも霜は置くと.1 
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これに 前よ リは 改まって ゐる c しかし その 輕妙 において は 同樣だ C 

s: 月 二十 三 = (安永 六 年)、 父 まさず なりて W 十九 年 なれば、 後の わざす とて 

おくつ きの 前にて よめる 

いそと せ 

ちち の.？ M の 父 いまさず て 五十 年に 妻 あり 子ぁリ その 妻子 ぁリ 

人生 を大觀 しえ た 心が あると い へ る。 しかし！； f 大的 な- 叨る い 心で ある C 複雑した 心 を、 これほど 單 純に 

いって、 一 稀の！^, ^ となして ゐろ ところ は、 さすがに 彼て ある C 

秋の 花 野 

秋の 野の 尾花く ず 花 はぎの 花 知らえぬ 花 も 今盛リ たり 

萬 葉の 欲 を^んで はんる C しかし これでい いとして ゐる 彼の 股 は、 そのせ」 に 老いた ものに. L て 初めて 持て 

ももので ぁミ C 

七月 朔日 ((女 永 六 年)、 姬路 君ゾン 御館に 召されけ るに、 街 題 五 C 筑波 山に 登 リて國 見 T 

筑波 根に 汗 かき 登り 放く る國 うまし けむ 女の 神 男の 神 

「汗 かきの ぼり」 は i£w 葉 を 取って ゐる C 「女の 神 5R の 神」 は、 山 そ 3 もので、 古代の！ 13 仰 を そのままに いつ 

たのお C 四 句 は 「見放く る」 で 四 管で ある C 題詠と して は 自在な もの だと いはざる を 得た いぐ 

雲  を 

天の原 吹きす さみた る 秋風に 走る 雲 あれば た ゆた ふ 雲 あり 

單 なる ^：? 生と 见ぇ るが、 陰影が 伴って ゐて、 狀 態；^ けだと は 思 はせ たいと ころが ある 詩魂 を 持つ てんた 
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と いはざる を 得ぬ c 

数の 文字の みに て 欲よ めと 人の いへ りければ 

一 九 二八、 ト 萬？： s: 八、 十 ra 三 九 二、 八 萬 十九 ニニ 四、 ra 九九 二八 七 

ひ ノー：：  とよみく- - 

人國 は、 vLfEl よよ や、 畳^ 國、 やまと 國 にし、 如く！： はなし 

求められ、 直： んで， かう したや ゾ戲を もした ので ある C 

海 量 法師の 歌 は、 「一夜 花」 と nr 記と にある C これ を 長い 和歌 史の 上から 觀れ ば、 ほ 入と しての 海： _A は、 一 

流で も 二流で もな く、 それ 以下の 人と 思 はれる C しかし aM, 淵 系統の 歌人と して 見る と、 純粹な 一 ほ 葉風 を f にん 

だ點 において、 宗武、 魚^と 相 並びうる 人で あらう。 それ は眞淵 铳とは いっても、 他の 人た ち は、 萬れ： 〈以 

外の 歌に 親しんで ゐる C そして その 影響 をう けて ゐ る。 これ は、 それ を脫 せんと 努力した 師の眞 H でさ へ も、 

如何と もし 難い ものであった と 見える C 然るに 宗武と 海 量と は、 殆ど萬葉以外のも^- の"_^ハ響を見せな い C さ 

うい ふうちで も、 {; 小 武は萬 葉 を しるべと して、 どこまでも 自身の 所 好に は ひって 行き、 あざやかに 自身の 

歌と してし まって ゐ るが、 海 量に は それだけの 冴えがない C どちら かとい ふと 萬 葉， ズ^ 做し、 それから 脫し 

ようとしつつ 脫 しかね てんる 趣 さへ ある。 純 梓と いふの は その 意味に お いてで ある G 今 和歌 史と いふ 上から 

離れて、 江 as- 代に おける 萬 葉； if の 欲 を 詠んだ 人と いふ 上から いへば、 彼 は 注 や  1- に する 人で ある C 

「口 記」 の 序 は 彼の 歌論と なつ て ゐる。 耍は、 歌 を 詠む と いふ こと は、 それによ つ て 胸中の 1 切 を排し fK 

ると とで ある。 この、 胸中の 1 切を排 して、 樂し ぃ氣 分になる と いふ こと は、 纹と いふ 上から 見れば：^ めて 
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$1!- いこと である c 我が 歌 は それ だと いふ ので ある C 初めに 一 向お. で、 後に は禪 門： 人つ たと いはれ てゐ 

る 彼. て ある C 漢學も 修めて 詩文 も 作って ゐる C 敎 ヒか らい ふと、？ お 時として はかた リ. g かつ た と 思に れ 

る C そ 5 彼が、 作 欲 を iiS: 一  の敎と 信じて、 .K 行した ので ある C  > ^が S1M をい はう と 思った の は"； I の 無、、 ことで 

あ ら う C それ. て た ければ、 慰めと はなって も敎 と はた ら た 、， か ら であ る C 

彼 ク&. ^は、 これ を 形から ると 萬 葉 ST て は あるが、 味 ひか、 し いふと 一 家のH^がぁる_.-  0 一  は自. で 首 はん 

とする こと は 必ず いってんる C 時には その 自在が あくの 脫け たものと たつ て、 一 稀の 魅力 を もつ て、 微笑 を 

隍 させる ものが ある C しかし この 自在に 主として 心で、 表^ は 昨に は 伴 ひかね て、 粗 i 本と いはざる を 得ない 

ものが ある C  二  f お 以下と 思 はせ るの は、 この 表 Js." につ いてで ある C  ^二に に 一種の？^、 しかみ が ある C  淵に 

こん 柔らかみ を 避けた。 後世の 歌：^ から 脫 しょ う と す るお なので、 そこに 意 園が 加 はった C 避けは^^けた 

が、 態とら しさが ある C 海： K は 萬 葉風で は あるが-, 初めから この 强 さは 念と してんない C 萬 葉と いふ？ S 内に 

あって、 安んじて^^らかさをぉ"揮してんるc そこに 自然が ある C  に はしみ じみした もんとな つて、 その 意 

味て 魅力 ある ものと なつ てもゐ る C 

旅の L ば は 0 a さ うに えて そ の -K 而 白くない のが S で あ る C 和歌 は お 2 づ か ら 抒情 的 になる が 、 旅で の 

扑情 は お のづか 、し に な つて、 型に 陷リ やすい C 旅での 興 は お のづ から 度 を 過し やすい C 隨っ て 獨 よが リ 

の、 興を强 ひる もの になり やす い。 海 量に は それがない C 一. 一  夜 花」 の 歌 は、 何處で 6^ を见 て-"、 32：; を 持つ 

た 安らかた もので、 受け入れ やすい ものである C これ は 何 ほど のこと でもたい やうに 見える が， 和 欽 として 

は 注目に 値する ことで ある C これ は 一 つに は、 彼 は 仝國を 二度まで も步 いてんた と いふから、 自然に 馴れ 親 
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とね 川の みかさ まさ リて生 ひしげ る 

あしの 葉末 を 舟 こぎ わたる 

£ 武 ほの ^ とり をす ぐる. V き 

みちの くの あ ぶく ま 川の ももく *< の 

道 ゆく たびの かぎり しらず も 

松^に て 

天地 は あやしき もの. fv, 、は あ *- り 、 

十ち のぬ の なれる おも へ ば 

むろの.；^ よ りさこし の！^,  ♦,」 わ た 

ると き 

はろ ばろ にお も ひし 鳩の あ づき も 

かく も 吾 に こ ざ きつる かも 

つつみ もて ゆく ものに もが こと さへ 

r からにの によす る 白浪 


ま. 


ま 力 


( …； 


(30 


ほ ま 良 あ. 


上 W 秋 成 は S は 淵の a 接の 弟子で はない。 眞淵の^^子の河津美樹の弟子でぁ 

慕 ひ、 乂歜は 萬 葉風 を 詠んで ゐ る。 まさしく 眞淵 

系統で ある C 秋 成 は 多方面の 人で ある。 しかし 和 

歜 だけ を取リ 出して 見ても、 この 系 ほに おける 傑 

出した 人と い へ る C 

今、 單に 和歌 だけにつ いて 瞥 する ことと す 

る c( 歜；； 1 に つ いて は-右く  C) 

物の 趣、 面白み を^して ゐ ると いふ 點から 見て、 

秋 成 は 江 戶 時代 を 通じての！^ めて 少数，， うちの 一 

人で ある C しかも 彼 はや や 廣ぃ範 園に わたって、 

その 事が 出 來た C 槪 して 歌人 は、 その 興味 を 感ず 

る範 園が 狭い C その 廣 さからい ふと、 彼に 極めて 

少數 のうち の ^立 つ た 人で あらう C 

八， 「冬 欲」 のうちから 例 を 引く  C 

0  葉 

森 ふかき 神の 社の 古瘦 すけき にと まる 風 

葉 は 


しかし 學 11! の 上で はほ^ を 


つ r> 


あ： 


メレ 


ゾ V マ 


ぶ 


こも 


な飞 


IT 


ず j 
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クー に いかに ふリ つむけ ふ ならむ 奈良 の 飛鳥の 

寺ん 初雪 

丹 波路に 打 越え くれば 野 も 山 も 照る 日ながら に 

はだれ 雪 ふる 

S  0 し 

根 芹 生 ふ 田打 の 水^^ の 色な が らこ ほれる 上に 雪 

の つもれる 

水 

m の 松 の 小枝 に ん る 鴛鴦 の 妻よ びかね て 波の 

上に おつ 

火. 一 の 梅 

ひらく や と 冬の 北 窓 あけ 見れば ふ ふめる 梅に 雪 

の 力 力 れ る 

年毎に や、 り へ ど. 鬼の ま うでく る 都 は 人の 住む ベ 

かリ ける 


こしら の は、 必ずしも すべ てが 優れて ゐて、 彼 を 代^し うる もの と いふので はな い C しかし？ お 時の と 

して 見れば、 際 やかた 特色 を 持って ゐる c 特色と いふの は、 これらの 题村 は、 m が： ：5- て も 歌になる とい ふ も 

ので はない、 多分 は 大抵.^ 人は捉 へ ない も ので ある、 捉 へ て も 熱意 を もつ て 欲と しょうと す る も の ではな 

い C それ を 彼に 捉へ て、 熱意 を もって 歌と して、 或 32^ 度まで 優れた もの として ゐる C 卽ち 彼に よって 發見 

され、 彼に よって 生かされた ものである C 

皮に ちょっとした ものに ま で 興 味 を 感じ た r-  W 社の 古 簾 の 編 目に ^葉が 袂ま つて ゐ ると、 それが 面白 かつ 

たし 田の が i が水ュ ほの 色 2 ままで 氷つ てんる とそれ が而 白かった C  ^^；ー儺を見ると、 年 ¥ か うして 鬼 を 近 ふの 

だから、 ここ は餘 程よ いところ で、 ；担 はれても 近 はれても 鬼が 來 るの だら う、 それ だと この 都 は 人 も 住んで 

ゐ るべき ところ だと 興じた C これほどの こと は 或は 思 ふ 人が あ るか も 知れた い C しかし^!5時の欲の^界で 

は、 誰も これほどまでに 打 込んで 詠んで はゐ たい C その 打 込む ところに、 彼の 興昧 " 强 さが 见られ ると 共 

に、 や < の E 已を ほしいまま にして ゐ る と こ ろ が あ る c こ の 與味 に 觸れて 自已を ほしいまま にす る こ れ が 秋 

成の の 特色と なつ てん る C  の 歌 S 而 。みは この 點 にあ る C 

彼く らゐ 印象的の 歌 を 詠む も。 は少ぃ C 今 ：. 秋 歌」 から ルしを 引く  C 

あした 湖上 (^琶 湖) の樓に 遊ぶ 

白 雲 に 心 をのせ て ゆく らく  、し 秋 の う な 原 iS- わ ひわた し む 

月  歌 
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我が すれる 花 田の 衣の つき 草の 色なる 空に 月 澄み わたる 

蜂  月 

、ゥ たづら 

ねざ むれば 比. R の" =5 ねに ガ おちて 残る^ 11  りし 志賀の 海面 

鹿 

月 かか る^の it^ 葉 散り はてて 牡鹿の たち ど あら はな リ けり 

秋 の は て 

久 か た の：. K の 河原 も かげ き え て 秋の 夜く らく  M な き わ た る 

これら， のうち の 或 C- は &ぬ詠 かと も 思 はれる が、 それにしても 彼に 捉へ 、りれ て來. 0 と、 一 精 特別の 氣分 

とたって 來てゐ る C 秋の色 を 見て、 一 我 かすれる 花 田の 衣の つき 草の 色」 だと いって ゐる C 花 田と いふ 色 は、 

そ < ^ノ 初め 月 草で 染めた ところから 來てゐ ると いに れてゐ る. - 今 は 一種の 智 .tr て ある C それに も かか はらず、 

^を 形^して かう いはれ ると、 それが^ 接な、 印象的な 動かし難い 力 を 持った も， - とたって 来る C これに 技 

巧 で は た く 、 打 ：.、 「！ んでゐ る 彼の 氣 分で ある" 技 巧 は その：；^ 八 刀 を 表 する 上 で ^當 に：： 使され てゐ るに 過 ぎ な 

1 久か たん- 大の河 IS も かげきえ て 秋の 夜く、 しく 艇な きわたる. 一 と いはれ ると、 われわれ は 見上げる i4= い 空 

に： i の聲 かして * その 遠ざか リゅ くん を 聞きうる. - 彼 は 「： 六の 河原 も かげきえ て」 と； £1 つて- 3 る C  r 凡え て，^ 

た あの 天の河 原が 今に！ i れて しまった こと をい つ てゐ るので ある C 並" たらば- その 隱れ た. 理. S をい ふ C わ 

れ われ も 聞かう とする 心が ある C 彼 は ss-a にた ぞ i@ 着せず、 ただ 哈ぃ夜 i_ ぶの 雁の？ t を い つ てね る だ け であ 
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餐 り はこと にぞ句 ふ 梅ん 花： g- ふ き と づ る ^ き 霞 に 

上 三 句 の說明 は、 路ん 込まずに は ゐられ た い 彼の！！ If からで ある C 一  脉の 卑俗 味が あると いへ る C しかし 反 

對な 表現 を自 布に すると ころの 彼て あ- 0C 好んで したので、 .il むた くした ので はな： ，0 彼の その 時の 氣へ "の 

持った^^俗味でぁる^ 

• 柳 

大 寺の 門べ に 立てる 古柳 十： はくまでに 枝 は 垂れに けリ 

九 Am もち かく や た リぬ道 ひ ろ き ゆくてに も ゆる 春の .W 柳 

彼と して は輕い 心の もので、 寫生 風の ものである C しかし 「土 はくまて に」、 一. 泣 ひろき ゆくてに も ゆる」 

など、 印象が 際立って、 やはり 彼の 氣 分の 作 だと 思 はせられ る C 

出 路 花 

夜に かくれ 逢 ひに し 人に 花. E 力 Is に ゆき あ ふ お もな しゃ 我 

取 村 はま さしく  iil 欲乂は 川柳で ある C 欲 人の 誰もが ；， ば ま う と は 思 は な かった もので あ ら う C 自身の 氣 分に 

摘れ うる 彼に して 初めて 詠める もの である。 或は 物語の 作者に して 詠める 馱と い ふ ベ きで あらう C 

花 下 遊 

石 川の こまの たはれ 男 花に 遊びぬ しある 人の 帶な とらし そ 

古 ぃ^§ひものを捉 へ て 3作，てぁる0 前の 歜と 同じく、  ；^. てなくて は 詠また い 弋て ある C 


G6 
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古墳 花 

しめ はへ し 苗代 小 W にかげ 見えて ハ牛 ふ る 塚 の 花 咲きけ リ 

古賓に 春の 花の K  くの を a- ると、 自然と 人事と ， 對 から i;^ る あはれ を 感じる のが 一 ま：：？^ だ C 彼 はさう した 

感は 起さな い C 古 境の めぐり の 細かれ て W とたつ てんる の も平；！；^だ。 .^^ の 上の 花が、 しめ 繩 を 張って 祝つ 

た 苗代 W の 水に うつ つて ゐ るの を nJJ, て、 苗と M じ 笑し さや-感じて ゐる C これ > ^彼でなくて は 泳 また い。 

蛙 

夕され ば 蛇 なくなり 飛 川瀨瀬 ふむ 石， いころび 聲 して 

淺瀨の 小石 川の 飛 烏 川 は、 徒涉 する ことが W くから 缺に 詠まれて ゐる C 今 も それ をし つ つ、 そこに 鳴く 蛙 

の聲 を、 我が 路む 小石の 鳴る 音に 譬 へたので ある C  4^ は 何でもな いもの だが、 彼の そ 5 時の 明るい：. 刀を捉 

へられて、 寸 情の 溢れた 歌と たって ゐる C これ も 彼な ので ある C 

all 系統 だと は いふが、 秋 成 C 歌 は， 俾統 から 完仝に 開放され て、 我 を-ほし いま まにして ゐる點 にお いて 

そ の 系統で あ る C その 我 を ほしいまま にして ゐ る點 はぶ 1^ 武 と 似 て ゐ る r- 彼 は 貴族 の 打ち あ が つ た、 のびやか 

な？ 度 を もってして ゐる C これ は 平 K の ；§應 さ せ ら れ た 心 を 我え ま ぎ ら さ うとしての ほしいまま さ で ある。 

我儘と いふに 近い C しかし その； 牛：：^ は 傑出した 文： ま 家で、 文. 赭 一家の する 我-做で あ るつ ウル 武ょリ も 鋭 野. が，！ S 

ぐ、 多 方 IT て ある C 又 陰影が 深くて. それが 趣と なつ てんる C 

0 の 系 統 に 彼の ある こと は、 その 系統の 太 き な 誇 リ で あ る 0 


說 解 


67 


橘晤.^^1は、 系较 からい へば まさしく S 呉 淵系较 であるが、 闢 係から いふと、 かた リ問 接に なって 來 る。 彼に 

露？ S の 弟子 本： S 宜ぉん =fX 子で ある、 飛 P- の 田 中 大秀の fii- 子で ある C その あ ひだに 二 代 を 隔てて ゐる C しかし 

思想から い へ ば、 11.:1;.^|に創められ、 本お 宣 長に 大成され た 近世の 古學 を！！ 承して ゐ、 歌の 上で は 33;^ に 創め 


られた 萬 葉風の 欲 を、 終生 を 通： 

底して ゐる C 爲淵系iiJ^三，-べ 

きで あ る C 

萬 葉風 S 欲 人と して は、 彼 

は 江戸時代 を； 迎じ ての 二三、 

三 il の 代表者.^ 一  人で ある" 

それに 彼. したの は 叨ュ "元 

年で、 まさしく 江 卩， 時代の 末 

期 を 飾る 人で ある C 

系統り 上から は やや 接で 

ある 彼の 名 は 本 集から は 逸. 


詠んで ゐる C その 萬 葉； IT の 上で は、 {几> おに もとより、 師の大 \ ^ょリ W 徹 


ので あ 


眞！？ I に 作歌 を， M 上の 方； 1- とした r- 宗武に 慰めと した c?s= 覽は 事業と して ゐた C 單に 作歌と いふ ことに 沒 頭し 
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,、 、望-、 1、 s も 春き I して ゐた c 事業と いへば いへ る。 しかし 彼ら は、 歌の 爲に歜 を 1 


0 瞎覽 ffi 


に 氏 sl) 


t  c  . しょ.，， ，..，1-3ヒ„.- "ゆりこと としなければ ならない c 仝體 として 觀れ ば、 彼 

まで 行けば まとた つて はなかった， 

はか-いふ 5 において f 終 t て"" こし 4 き欽 へたと I で、 きの 攀 S ど 


この 態度 は、 現代に 截 承され てんる ものである C 彼 は 一 面で は 同時に 現代的 だと い へ る。 

& の 思^の 极本 は古學 である C 古代^ 神 を 奉じて それ を 貸 生活に 移して ゐる C こ の H< 地 を、 生ませられた 

祌の ものと. おじ、 その 祌は 嚴存 される ものと 信じ、 自然に 任せて 尘 きてんた C 自身の 生活と して は、 心に に眞 

心ぶ^際生^^には單純を欲して、^^^乂にまでそれを行った0 この^の 消息 は、 作歌の 隨所 にあら はれて ゐ る。 

しかし 彼は單 なる 神せ」 者 流で はなく、 生ま 

感 t 一 性 を 持つ てんた C 事毎に 面白かった C そ 


たがらの 馱人. てあつた C 彼 は §K かな 趣味 を もってん、 鋭敏な 

て それに 引き込まれ、 ？站れ て も 行った". 

参 - ： . 一， 


古學の 信念と、 生まれな がらの：^ 好きと が、 彼 S ： だ挤 と？： 養と に. 广 

はれが 卽ち彼 5 歌で ある。 彼の 歌集 は、 . 取 村が 廣く、 變 化が^い が- 

着る 物の 缝め缝 めに 子 をひリ て しらみ の 神^ 始ま リに けリ 

3§ いりの .键 目 に 頭 さしいれ てち ぢ む^8{ よわが おも ふ どち 


一一？  £  S1) 


^ 曙 K 祭 

つて、 微妙に 統 1 されて ゐる C その あら 

要するに 二の 範圜の ものである。 
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や をら 出て ころもの く び を 细匐ぁ リ き 我 に 恥す る蝨 ども かた 

三 首 述作で、 -續 いてんる C 自分の 着て ゐる綿 入の 縫 n に、 蝨の 卵の どつ さリ ある 2 を 見附け て、 蝨の神 世 

が 始まった と、 冗談で はなく いってんる C 蝨と 人間と を、 M じ 天地の あ ひだの 生物と 見る 心と、 J!^ の 世界の 

始めに、 尊く も 尊い のにし てんる 神^と いふ 譬喩 を 川 ひる 心と が、 やがて 彼 S 心で ある C 彼の 古學の 1g 祌 

が いかに #只 際 化されて ゐ たかを 思 はせられ る C 第二^ は 親の 蝨の - 縫；：：： に Ig ハ人 さし 人れ てんる の を见 て、 こ 


,1 ふ iv.;v7l  く  5r ト 


の^に 小さくな つ て^:.^1してんるからだと见て、 われわれの 仲 の やう だと あはれんで ゐる on と. a 身との あ 

ひだに 隔ての ない 心 だ C 第コ 一 首 は、 人前で： IIT が 道 ひ あるいて、 我に 恥 を かかせる もの ども だと^いて ゐる C 

しかし 憎む 心 は 見えな い r 

F!^ を题 村と するな どと いふ こと は、 ？ ：51 來の 歌の 世界で は 思 ひも 寄らな いこと であった C それに 似た こと を 

い つ て も、 他の 何事 か を あら はす 方便と してで あ つて、 そ の 物 を 中心として たど い ふ こと は 仝然な か つ た こ 


とだ。 彼に よつ て 《 ；鲆に 、 こん^ 界ん 相」 きな ものと して 初めて. 生かされて 来た C 生かした の は 彼の 古學の 精神 

である C 

;;^^のこの生活《貼^ぼと狀へぉとを最>,^直截に傳へてゐる.^のは r 獨 樂吟. 一 tf:- 十二 首で ある G 

たのしみ は 草 8 庵の 筵 敷 ひとり 心 を靜め をる 時 

を 始めと して、 同じ 形式 5 緣 返しに よって、 .K^ 生活の 上の 彼の 樂 しみ を 詠み つ，、 して ゐる C 或 特殊な 場 

八"， -喜び を 詠んだ 歌 は 古來少 くたい C しかし. K 際 生活の 上の 樂 しみ を これ ほど ま でに 詠んだ もの は 例が た 

い C 彼 は 貧窮の つちに 5>: 富なる 樂 しみ を 味 ひえた 人， て ある C 趣好と 古學 とが 彼 を そこまで 到ら せ た ので あ 

る C 

「彼」 の # か は 述作で あるが、 この 連作と いふ こと は眞 淵が 獎勵 した ことで ある C それ は 前にい つた C しか 

しこれ を 好んで^ ひて 大成の 域に 進めた の は曙覽 である C もの を 仝體 として て、 その.^, 體を あら は さ う と 

する 心が、 彼に もあった おで ある C 更に 乂、 IIM^Q 迚作 は、 抒情 味の 勝った ものであった C 歌；！！ 然 らしむ 

ると ころで あるが、 連作と して は 抒情 的の もの の 方が 詠み やす いか、 b でも ある C 曙覽. ^述作に は 叙事 的の も 

のが ある C 述作と して は 當然そ の 方面へ も 向 ふべ きで ある C そ れ に 乂曙 に 、叙事すな に ち .SS の 上に 

宵に 非凡な 力 を 持って ゐる C これ は 彼の 特色で ある C 彼が 作歌に 溺れて、 他念た く 過し えたの も、 一 つ は 

こ の .^^:觀描寫 そのもの 卽ち 推..^^ を 樂 し み え た-おか も 知れない C 

今， 述作と、 . ^觀 描寫の 一 つ 2 例 を 引く C 

飛 驛國， お ほやけ のお ふせに て、 去年より 此國 〔越^〕 の 堀 名と いふ 山 3- に 物し をる、 春ば 
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かリ とぶら ひた リ けり c ここ は 近き ころ 白が ね出づ とて、 禮彥 其つ かさに まけられて  、 人 あまた 

ありて、 此 わざ 物し をる ところ 見め ぐ リぁリ きて、 

口の ひか リぃ たらぬ 山の 洞のう ちに 火と もし 入て かね 掘 出す 

赤裸.^ 男子 むれて ゐ て 鋭の まろが リ 碎く鎚 うち 揮て 

か、... つす  .っ つ ...4  こ 

さ ひ づ る や 雄た て て き らきら とひ かる 塊つ きて 粉に す る 

JI^ かけと る： 介 水に うち 浸し ゆれ ば 白露 手に こぼれく る 

黑 け ぶ リ群リ たたせ 手 もす まに 吹 .0 か せ ば な だれ^る か ね 

操 くれば 灰と わかれて き はや かに かたま リ 残る 白銀の 玉 

銀 ■，• の 玉 を あ ま た に笞に れ荷緒 かためて 馬 馴 ら す る 

お ；  ひ. ぐ，. - つつ. 一. 

しろがねの 荷 a る H$ や * た て て 御 K つか ふる 御；： i のみ さか え 

錕 出の 狀況 が、 宛と して S1 にう かぶ C 記 寧で は あるが、 同 g 'に 詩趣 を も 持ちえ、 一 首 一首の 聯絡が 緊密で あ 

るが、 同時に 餘裕を 持ちえ てゐ ると ころ、 歌と して は 特別の 出來 ばえ ではたい が、 しかし和^^でにの上からも 

注意に 锻 する ものである C 

彼が いかに 微細た ものに も M (を 持ちえ たかの 一 つの 例 を 引く C 

- 疏 竹： 禽圆  -.  • 

茂 か、 しぬ 一 もと 竹の 細き 枝に 乘 りて 親 まつ ^兒 みつ 

山 がらと 省と 二つ 今 1 つ 何 鳥 なれ か 竹く ぐり をる 
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,J ずち とけ： g に 頭； 二つ 集めて かたる 友す ずめ かな  — 

竹の！^とけて雀の睡るかへヒニっ-1.5^.に|;？ ろめて 

富 を ての 興で ある C  に 小,：：？ 三つん ノ薪. ど ic、  一、， a、  ,s  . 

/  /1-  二- グ ii をえ て その 興 を：/^ ん たのて ある 6 よ.：^:.^  , . 

^をし てんる 彼. て ある c こ，. し 1 徵细た 班、，， 巧と ，rl、. I  裹 し 5；： に 好きて 奵んて 題 》 


をし てんる 彼. て あ 气 これ は I た 興の， して 引いた 

^  J 一一き r,^ 來 つ た こと は、 つ 


 ： こと は つとめて 槪峪 にと どめようと したが、 d^tn-M'r.  I 

しょ， ： こ 1 、に 1 -f  .C  . - .  』ん あ に ァ 濱 に 久した かも.^  t  .'^  ,  c 


解 . 說 その 二 

賀 茂 眞 淵 

贺茂 M 淵の 生れ た の は 元！ t 十 年であった C 江戶 時代と して は漢學 は旣に 開けた が、 國學は こ れ か 、り と い ふ 

時期で あ つ た C 生れた 家 は 遠. 化 國敷智 郡！： 部 (今 の 伊場 村 V て、 そ の 家 は祌宵 を 職と し て ゐ た C 

その 家 は. S 緒の ある ものであった C  ^先 は賀 助と いって、 天 喜 年中 (御 1  リ泉 天皇の 御代) 從五 位下に 叙 せら 

れた 人で、 义歌 にも 名が あって、 その 作が 後 拾遺、 金 葉、 詞花 等の 勅撰集に 人れ られて ゐる。 このん は 京都 

の 賀茂祌 社 8 氏人であった C 

遠 江へ 移った の は、 天皇と して は 龜山天 執權 としてに 北條 時宗の 時代の 天 永年間、 贺茂 氏の もので 宫 

中へ 仕へ てゐた 女官が あって、 名 を筑前 といった C この 人が 遠 江で、 封戶 五百石 を 賜った C 女の 封 戸 は 一 

代 限りの 定めで あつたん を 弟が 相鑌 する ことにな つた C これ は、 その-; 地へ 焚 茂の 太 神を勸 請した ので、 そ 

の社領 としてであった C 

戰國 時代に、 そ 5 社 領は今 井 氏い 爲に奪 はれて しまった C 

その 末に 政定 とい ふ 人が あった C 元龜 年間、 德 川家康 が、 甲斐の 武田{ 水と 三方 原で 戰 つた 時、 政 ii え は德川 

氏 を 助けて、 家康 から 黄 を もらった ことがあったら 
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眞 淵の 父は定 信と いった C 母 は 同 都 天 王 村の 竹 山 氏の 女であった „ 

S は 末子であった C  :f  t "で ある M 族の 政 盛の ^養子 となった が - 

て 35；； 1H  0 の ^15 と た ら う と し た C  二 十 八-ハ^^ の 時 V 、 ぁ る C 

次 いで、 m 松驛 

の 本陣 梅 〔介 甚三郎 

の 聾 養子 とな つ  - • . 

た C 彼の 妻 は 彼の 

の 主人に 適さ  つ；  ノ  .1...,? 一：，..， 

ない の を て， si-  . 

問 を もって 世に立 

つ こと を勸 めた と , 


賢婦 入で あつたと 思 はれる C 

妻に 死別した C 彼 は 悲しん. て、 出家し 


S 茂 0  0  0^ 


夫 にハ . 


時の 學問 とい 

ふと 漢學 である〕 

彼-は 太 宰"" 臺の 弟子の 渡逡ー * へ か 庵を師 として 文 辭學ゃ 一修め てゐた C しかし S じく 學問 をす るなら ば 11$:- を修 

めようと 思った 組 先に は 和 欲で 名 を 成した 人が ある C  C 八 刀 も その 跡 をん めようと 思った といって ゐる C し 

かし それ G みで はたく、 家が 代代 、あつたと いふ こと も Ml 係して ゐ よう C 又、 
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滿 とも 多少の 關 係が あった。 彼は濱 松の 1^ 訪 社の 大祝、 杉 信 濃 守國顯 と. M として 交って ゐた C 國顯の 妻 は 

東滿) 姪であった C 國顯と 市へ 滿- 一は い 閥 係が あった C 國 顯は、 wfjl につ いて 國學を 修める こと を勸 めた。 

これ も關 係の あった ことで あらう C  一 

荷 S 春 滿は當 時 g 國學の 大家であった。 京都 伏 見の 稻荷 社の 司 家であった C 皇逍 復古の 學に 志して、 國 史、； 

$, 古文 古歌に 通じて ゐた C 一  方で は、 漢 學が國 家の 學 となって、 國學の 顧みられな いの を 憤リ、 京都に.； 

國學校 を 興さう として、 一お 政 者に. 白-どして 許された C その 事 は *f さず して 死んだ が、 當 として は 時流 を 一 

权く抱 i を もつ てゐた 人であった C  一 

露 淵め 京都へ 行って、 ，につ いて 學ん だの は、 三十 七の 時であった C 學 ぶこと 四 年、 TO: 十一 の 時に、 春 一 

滿は 六十 A を もって 歿した。  一 

眞淵は 家に 歸り、 翌年、 ^十二で 江戶へ 出た C  . 

江 戸で は 初め 村 田 春 道の 家に 寓居した C 舂道は 豪商で、 召使 を 百 人 も 使って ゐ たと眞 淵の 文に い つて ゐる C 一 

代代 學！： を 好んで、 春 道の 子の 春^、 海 二人とも、 E お E 下と して 家 を 成した とい ふ 家風で ある C 後、 橘 狡 一 

直の 家の 隣に 移った C 枝^ は 幕吏で、 與 力.. てあつた。 微官 であるが、 勢力 はあった C 歌 を 好んで、 立 波た 歌 i 

-1 を 持ち、 歌集  一. 歌」 を も 持って ゐ る"，" 兼て 眞 淵の 高足の 一人で ある 千 藤の 父で も ある C 

年、 五十， レ r お 1 aMW ベ m 安 武に风 チ^ー どもって 仕へ る ことと なった C 彼 を宗武 に推擧 したの は、 荷 E 春滿， 

の ^ で 、 そ の 養子と なって 家 -ど 嗣 いでんた 荷 5 在滿 であった C 在滿は 律令な どの 方面 を もって 宗 式の 師 とし 一 

て 让 へ てんた が、 その 著 「大嘗 會便蒙 一 を 刊行した ことから 問題 を惹き 起した C そ 3 事 は 宗武も 喜ばた かつ 一 
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た。 在滿 はみ づ から 致仕し、 轉 什す るに 際して、 特別の 關 係の ある 露 淵 を推擧 したので ある C 

淵の 氷 における 待遇 は、 初めは 御 出入、 五 人 扶持 C 進んで 大番 格、 十五 人 扶持 とい ふ 程度で あつ 

たこ もとより 輕 いもので ある C しかし 當 時の；^ 會 にあって は、 田安宗 武の國 學の師 だとい ふこと は、 眞淵を 

して かた リ赏 か、 ししめ たこと に 相違な い C  assl の <_ai くな つたと い ふこと は、 やがて 新興の 國學を 重から しめ 

たこと であった らう C この 事 は、 國學 とい ふ 上から 見る と、 宗 武ゃ眞 淵の 思った ょリも 重大な こ とで あつ 

た C これ はちゃう ど 水 戸の 義 公と 契 沖との 關係 に似て ゐ るが、 それよ リも 後への 影響 は 大き^った C 

眞. E が S 安家に 化 へ てゐ たの は 六十 四 C 寳曆十 年〕 までで、 隱 居して、 日本 橋濱 町の 縣 に 住んだ r- 

aM 淵の 著 は、 殆ど 仝 部 田 安家に 化へ てからで ある C 大著 「冠 辭考」 の 成った の は 六十 一 の 時-, 寶唇七 年)、 

- sfiy.^^ の-^ つたの は 六十 四 (寶曆 十 年 y て ある r- その他 仝 集に 收めら れてゐ るせ. 大の書 は、 ^ど 全部 それ 

以後で あ る C 

^Mi.  S 安家 へ 仆 へ る 前後から  一 t- した とい はれて ゐる r- 

Hs-E の 歌集 は數本 ある r- 本 集に 收 めた ゥは、 序に も ある やうに、 歿後、 村 田 春 海の 編輯した ものである C 

その 敬の 少ぃ理 .S など、 序にい つ て あるから 略す C  ^. 眞 淵の 文章に 獨 得の、 たぐ ひたき ものである C 本 集 

に收 める ベ きで あるが、 頁数の 關 係から 劣く ことと した 广- 

一 歌 意考」 は、 一. 叨 和の はじめつ かた」 と C 身い つて ゐる C 多分 元年で あらう C それ だと 六十 八の 時で、 縣 

居に 柊った 年で ある C 

一新 學.」 は叨和 二た や、 六十 九の 時の ものである C 
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眞 淵の 歿した の は 叨和六 年、 七十 三で ある。 

墓 は、 品 川 東海 寺に ある。 そこ を 撰んだ の は 生前 親交の あった 赏 時の 漢學の IS 學、 服 部 南郭の 墓が そこに 

あった。 それ を緣 として、 同じ 海 千！ にした とのこと である C 碑の 立った の は、 文化 三年の 九月の 命：！：： で、 

文 も 書 も 千 蔭で ある。 その 千-.^ の 歌、 iir? 海の 歌が、 それぞれ 欲 集に ある C 

田 安 宗 武 

田 安家で 編んだ 「悠然 公 略傳」 とい ふ ものが ある C 悠然へ ムは宗 武の謚 である C それによ つて 「國學 者傳記 

集成」 の 編者の 称へ た 年譜から、 更に 拔書 きする ことと する C 

宗武 は、 幕府 中興 の將 軍と いはれ る 吉宗の 第三 子で ある C 赤 坂の 紀州 邸で 正德五 年に 生まれた。 享保 十四 

： 牛、 十 丑で 元服 をし、 父の 諱を もらって 宗武と 改め、 德川 氏を稱 する やうに なった C 從 三位、 左近衞 攉中將 

で、 右 衞門督 を 兼ねた C 同じく 十六 年、 田 安 門內の 邸に 移った C 问 じく 十九 年、 二十ぶ.^ の 時、 近 衞准后 家 久 

の 女  >  ど娶 つた C 延享ニ 年、 三十 一の 時、 參議 となった C 同じく 三华、 吉宗 が將 軍職 を 家 重に 譲った 時、 攝 

津、 和^、 播磨" 甲斐、 武藏、 下總 などで 十 萬 石の 采邑を 賜った C 明 和 五 年、 五十- f: の 時、 植屮納 首に 遷っ 

た。 同じく 八 年、 田 安 邸で fe:- じた。 上野 東敏 山中の 凌雲 院に 葬った C 

漢文で 書いた 「悠然 公 略傳」 が 引いて ある C 引く ことにする C 

公-お レ人。 仁 孝 恭謙。 節儉以 ISC 惟 素 好レ禮 C 動 止 有レ則 C- 望 I 之 威厳： H- に 就レ之 恒悌， ぉレ 人。 其 於. 一 臣 

下 一。 恤ー 老幼： C 振 一 窮乏： C 記し 善 忘レ過 C 不； 責以 ーレ備 C 是以得 i ハ觀 心-者 深矣。 ルぜ.^^ー究皇朝故典| 
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^^； 拙： ー雁樂 ^律  一 o 所レ著 有； 一服 飾警 見。 樂曲考 。 及 其 他 若 千篇  一 C 秘 而不， 出。 常 自首 C  豈 

足  一 SS1 い 世 C が-其 S- 有 ；未レ 脫レ稿 者： 乎 C  乂嗜 一 和 欺 一 C 徵 一 贺茂眞 1  一 C き 一 侍臣  一 C 給以. 一 禀米； M こ 索 

t ば 書 10  ：：： 夕 .1: ま C 有， 所 工^ 發飞 長 ー國 ：$hc 最善 一 萬 葉  一 C 古風 學者。 至， 今仰爲 一泰 斗  一 C 雖ー； 篤 

志 所て &。 抑 亦 公 爲レ之 者お レ多。 叨治六年七.^。 公？： 世 孫慶賴 C 追 一 懷組德  一 C 以ー遣 著 服飾 管 見 C 祭 

S 考： 献, 一 朝廷， C 賜， 一木 杯脊 個； C 其餘 稿本。 今-:! 藏 1; 千家； 云。 

更に 私生活に つ いて、 一 譚海」 三の 所載の 文 を 引いて ゐる C ここに 引く C 

田 屮納言 殿 は、 風...； ^ 好、 古人に 超させ 給へ り C 一- ュ：： 樂.. レ みに 好せ 給 ふ餘リ に、 天下の 樂， を 集め、 折 ^51; し 

給 ひて、 中古 斷；^ 。舞 樂ま. て も、 悉く M ハじ おこな ひ 給 ふ C その 再 M ハの 舞樂 を、 一書に 集成；^ て、 紅葉 山の 

伶人， 多 氏に はリ、 今 その 家に つた へ てぁリ C 伶 家に も 此御事 をば、 樂の聖 成べ しと 沙汰し あ へ る 程の 

事た リ。 攝 家よ リ、 ^ で： a- 取 8 の ち、 そ の 女 IG^ に み な 音 樂を敎 へ傳 へさ せま しま し て、 時女樂 の 合奏 有 C 

又： €:陣 の 織 屋 の 女 をお 下し、 邸 中に て If 物 を おらせ、 §f 川 G 染物 する 女 を も 召れ て、 機の 模様 このみ 染さ 

せれ？ ひ、 京都の 女工 を、 そのまま、 江戸 にて 調 じさせ 給 ヘリ C 深 川の Si 敷に、 時時お はしまして、 手ぬ ぐ 

ひ を 戴き、 木 31 の 浴衣な ど 着た まひ、 下種の わざ を もせ させ 給 ふと ぞ。 其處 もさながら 田舍の 住居の 如 

く、 いろ リに燒 火し、 手 ^3 茶な ど を もせん じめ されけ ると ぞ C 和歌に 萬 葉の 風 を 好みよ み 4i ヘリ C 岡部窗 

士と云 もの、 布 『葉 を 執し、 その 注 W の 新 意 を 著せし も、 新たに 出 來たリ C 此等を も 殊に 龍 し^ひて、 衛- 士 

を 大和： 1： リに 造し 仏， -ひ、 往古 名所の：： 刀叨 ならざる を も、 多く 紅 させれ i へり C 义猿樂 の戳世 流の 謠の 章の 誤 

を 正し、 詞をも iSl し改 させ ヘリ C  砂の 能の、 あ ひの 狂言の ことばな ど は、 仝く 此 卿の 御作な りと ぞ。 
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宗武の 欲 集 「-:f< 降霄」 は 佐 佐 木 信 綱 氏の 編輯され た 「縫： M 本 歌學仝 書」 によって 初めて 刊； 仃 された。 それ 

まで は 歌界 から は 忘れられて rQ たので ある C 氏 は  ー._0< 降 言」 を 「近世 名歌 選」 のうちに 改めて 收め， 卷 末に、 

この 書の 稿本 は 田 安家に 一本が あるの みで、 それに 改めて 校訂した。 これ を 定本と するべき だとい はれて， Q 

る。 然るに、 卩 川^^ぃ化氏のーぉ書のぅちに、 「m{ ケ 殿御 集」 と 題した 寫本 があって、 nK 降 言」 と 同じ も ので あ 

る C 奧書 によると、 海：，： a{ 法師の 持つ てゐ たもの を、 上 E 秋 成の 寫し たものと いふ ことで ある C 戸川 氏の もの 

は それ を 更に寫 した ものである C そのお 時から 或 園に は 寫し弘 めら れてゐ たが、 後に は 埋もれて しまった 

とい ふこ とがへ 刀る C 佐 佐 木 氏の もの. V 對校 すると、 往往ち が つ たと ころが あるが、 佐 佐 木 氏の もの の 方が い 

いと 思 はれた C しかし 珍ら しい ものな ので、 ちがった 所 は 「ィ」 と斷 つて" 小 書と して へる ことと した。 

橘 千隆 

加 雜氏だ C もと 橘 氏であった ところから それ を 川 ひたが、 後に は その 方が とほって しまった。 家系から い 

ふ. V 歌 僧と して 有名な： 2： 法師の、 农俗. の 時の 子、 景 良と いふ 人の 末 だとい ふ。 代代 勢に 住んで ゐ た。 父 

の 枝^が、 享保五 年に 江戶へ 出て、 町奉行 大！； 忠 扣に隸 した M ハカと な つた。 それが 江戸へ 移った A 八 第で あ 

る C 

枝 直 は 方： 止な 人で、 和歌 を 好んで， 家 をな して ゐた 人て ある C 賀 jfsll 淵と は 友人 關 係であった C 眞 淵が 晚 

年崇古 .1 に捉 へられて、 古代の 衣服 を 怖へ て 著て ゐた 顷、 今の 世に 生きて， Q るから に は、 今の 服， ど，；！" るべき 

だと 非難した とい はれて ゐる C 人柄が 察 しられる。 


說 m 


5i 


i めに 

に: し 广 

1 き' 

，v^.'T^ せビ 、え 、 
い、 ぺ： ひ、 "、上〜 3、 • ひ > 

|-       ！ . 

しわ ； 

/Z ノ 

^ 《 ^  " 
ほ'） ま 

おき ： 
ま \ 
」 つ ti> 

' hh あ 

'V  '一 

碑 h  ： 

^•t^-.: ヌ" W 乙:— ■■  .       ；,:  乂         丄 八;" 

A 屏 i£  g 千 IS 


千 蔭 はこの 枝^の 子と して、 享保 二十 ギに 八丁 堀の 家で 生れた C 幼少の 時から、 父に 敎 へられて 和歌 を. IF 

つた C 父との 關 係で、 十 n の時眞 淵の 弟子と なった C それから 眞 淵の 歿する まで 約 二十； 4- の あ ひだ、 3驻11？ に 

つ いて 敎を うけた。 自身で は、 公の 務が 忙しく 

て 怠 リ がちだった と は いって ゐ るが、 1： じ 江戸 

に 住んで ゐた關 係から、 多くの 弟子の うちで 

诚も師 に 親しみえ た 一 人と なった C  十五 (； 大叨 

八 年〕 で 仕を致してから は、 專< ふに 古學 の硏究 

と 作^に 耽った C 彼の 名聲の 一代に 板った の は 

その後で、 權門 貴族から、 花街の^^女に至るま 

で その に 出入した C 

彼け 學 者ではなかった が、 その 方面の-奢 述の 

；萬葉 集 ^w」 は、 ^？出時に行はれた ばか リ では 

なぐ、 八 r II： でも 棄 てられずに ゐ る C そ の 動機 は- 

彼師眞 淵の 一 萬 葉 集考」 は、 ，>: 派な もので にあ 

るが 偏つ たと こ る が あると して 異 を 抱 い て ん 

た C 寬政 年間、 執權の E 沼 意，， ベンに 代つ て 松 平定 

信が 將： 卓 捕 佐 役と なリ、 同時に E 沼 時代の 役人 
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は 仝. 部 一度 は^められた C 千 蔭 も その 一人で、 

^^祿の上、 百日 問の 押 込 を 命ぜられた C これ は 

彼の 五十二の 時 S こ とで ある C この 押 込の あ ひ 

だの つれづれから、 彼 は豫て 思って ゐた萬 葉 集 

の 註 を 思 ひ 立った ので ある C 

「略解」 の 成立に ついては 根 i^w 氏の く は 

し ぃ考證 が ある。 要は 、一， 略 w」 は 本 宜 おに 负 

ふところが 多い が、 彼 は 功 を 已にを さ めようと 

の 心から、 宣長 のこと は 云 はずに ゐた とい ふ 非 

難に 對 しての 辯 明で ある C 「略解」 に 藩 手す る 

前に、 旣に宣 長の 「玉の 小琴」 の 初めは a 二 四 

卷 まで) 刊行され てゐた C 千 蔭 は それ を 見て、 

事毎に 宣 長の 意見 だと 斷 つて 引い てゐる C その 

後の^^分は、 疑義ぁる毎に、 伢 勢まで 使 を やつ 

て赏 問し、 M じく 宣- ねの 意见 だと 斷っ て 引いて 

ゐる C 宣長は 「略^」 をと ほして C 分の 意 を 

相 逢 つたこと はな かつ た が 、 交情 は { おであった。 


ち 


,ぉ习 

ノ. - 


ス 


>47 


はう としたの か、 一. の 

文化 元 iiK 「略 附」 の 版，， f 


クタ 刃？  A  < 


£ ！^」 は 後を續 けなかった- 

一 完成した 時、 將軍 家から 


二人 は 

一 部ゃ献 
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上すべき 仰せが あった c 將？^ 家 は 褒美と して 銀 十 枚 を 賜った C その 時 は宣長 は旣に 歿して ゐ たが、 千 藤 は， 生 

前 を 思 つ て； - 嗣子の 大 平に け をした C 火 平 は宣： ん\,  i「K  .-i;  -、  ^  ,^  . 一り ，，： 犬 。，" ^s- つ て ん る と 、， ふ の ご ぁ る C 

千 藤の 略解 は 十二 年 かかった C  zfl- 過ぎる C 無 
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る e  . 

千 蔭 は 書-ど 同門の 部 後足に 學び、 字 は 瀧 i4 

松 花 堂の 風 を 學んだ C 字で は 家 を 成した C 殊に 

假字 では、 近世 その 右に 出づる 者た しとい にれ、 

歌人 の 八 分： 迎 リは その 風 を學 んだ ところから * 

千 藤 流と いふ 名が 出來た C 

號は 幾つか ある C 荣 園、 芳，>5園が通っ て^Q 

る r- 

死んだ の は 文化 五 年、 七十 g; であった C 

ほ. f!R で 認め、 墓標 を 生前、 檳， 加 寺で あ. 0 囘 S 

院へ 託して い た C 今日 残って ゐる は そ れ を 

刻した ものである C 


村 田 春 海 -  き .ノ  、 ， 

の 家 は；；：： 戸の 豪商であった。 召使が 百 人 』 ii. 

ゐ たとい ふこと は、 彼 自身の 詩に も ぁリ、 汽〈^|の文ム^-にもぁる"- 

代代 問 を 好んだ 家で、 父の 春； がー は、 ；： d 戸へ 出て 來た赏 時の SBS の 保護者と いふ 仲であった C, 


春 海の 生れた の は 延享三 年で ， 眞； 1 が 五十で 田 安.：；^ へ 仕 へた 年 

である。 千^と は 十 一 ちが ひだと 自身で い つ てんる C 

幼少から ほ H の 門に 入り、 眞. H の 歿する まで 敎を 受けた C 

彼の 修めた Q は古學 だけで はなく、 漢學 にも 造詣が 深かった。 

股然 仲英、 鵜 殿 士寧， $1 川ない 園な どを師 とした G 

ill^ 海の 思 5- の土臺 は儒畢 である。 道と いふべき は、 周 公、 孔子 

の 近 か、 然らず は 佛：， T か あるの みだ C 我が 國に は逍と いふべき > - 

のがない C 有リ とする の は、 その 無き を恥ぢ て牵强 附^した に 過 

ざな い。 我は眞 H の敎を 奉じる が、 si^ する もので にな い C 作^ 

はする が， 儒 にして 歌 を 詠む もの だとい つて ゐる C 

チ蔭 は" て 聞え た C 春 海 は 文章と 學問 とで 聞え た C その 文章 は 

漢义を 骨に して、 の 擬古に 走らず、 他の もんの 平 俗に 陷らず 

？^養保き國：^^叫をも つ てすると いふ ことで 褒められた。 お i 貫 之 以^ 

の 一 人 者 だと も いはれ た。 

彼 かう いってんる C 契 仲、 is! 淵、 {a 長な ど、 人 は i: oris;:: 

の 人の やうに いって ゐる が、 才分の 上から は 及ばない と は 思 はな 

い。 ほ 分 も勉 rjf さ へ すれば、 あれ くら ゐの事 は出來 ると 思 ふ C 出 


〉-> つ 
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、 ： ) 4J 


8a 


說 ^ 


來な いのは、 幼少の -3; から 我儘で、 河 色に 耽って しまった。 乂 身が 弱くて、 一： n 勉强 すると 二； n 倦み 心 を 持 

たされて しま ふ が爲 だと いってん た。 

彼 は遲吟 で、 歌會 などで、 苦しみつ つ つ ひに 詠めずに しま ふと いった 風であった C 

彼 は 性質が 寛 優で、 財に 練かった C 富饒に 馴らされた おも あらう とい はれた C とにかく 家產を 破って、 

晚 年 は 不足が ち な 生活 をした C 

。河樂翁公は彼.^ 才を^して、 侍 11： とした C そして 月 俸， ど 贈られた C 

管 茶 山の 「筆の す さび」 は 彼 を も 叙して ゐる C 「春 海 は 牛 ル にて、 大に、 下 ほそ リ たる. 執たり C 1 面 舊知 

の 如し C  1^11^ の 人な りし」 といって， ねる。 面 a が 如と する C 

彼 は：： がわる かった C 人 を 譏る ことが 好きで、 自 .5?:^- の蒲燒 よりもう ま いといつ てゐた C 他人の 内證 話の 

聞きに く い 事まで も い つ たが、 和漢の 學を 引き 引き い つ たとの ことで ある C これ は 太 田 錦 城の 家に 艰て の こ 

とで、 錦 城の 子が 傳 へ てゐる C 

-. \ ヒリん ぶ 

號を琴 後 翁と いった C 家に 一 つの 古 琴 を 蔵して ゐた、 それにつ けた 名で ある C  ^ 集の 名に も ほった c  X 

にしごり t; やつぶ る. -レ  - 

錦 織 齋 ともい つた C 

歿した の は 文化 八 年 C 六十 六であった C 墓 は 深 川の 本 誓 寺で ある C 

歌桌 は、 々¥ 後 二 年、 文化 十 年、 娘た せ 子な どに よって 編まれた もの だ。 序文に く はしい。 
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s 魚 坂 « 

(EJ 氏 夫！？ 


椅取负 彥 

魚彥 は 下 總香取 都 佐 原 に 生 れた C  .g 先 は •  登 後 の 國 力 

人で、 ：e 形 能と いひ、 同 郡大須 K  5 地 となって 來 

り 住み、 上 地の 名 を 取って 能 を 氏と した。 後 佐 原に 

移り 住んだ C 

彼の 生れた の は 享保八 年で あ つ た C 父 の せ 荣は六 つ 

の 時に 歿した e 

は sg^i: 下のう ち、 最も 古く 入門した 一 人て あ 

る 1^;.淵が濱^？ に 住む やうに な つ た 翌年 の 叨和ニ 年> 

彼 は それに 隣った 山伏 并戶と いふに 侈リ 住んだ C  ：：! 夕 

出 人リの 出來る の を 喜ぶ 心からで ある C そこ を 茅 生^ 

と い つ た C  . 

. ^^を.： n 在に； "体む とい ふので 彼 は 有名であった r  - 殊 

に 催お 樂 11 を 詠む ことで 聞 え て んた C 

1$!- 書と して は 「古言 梯」 が 有名であった C  X. 


『？  J 


£ つ 


メ ま- 


,, ぜリ 

1, ふ， 

ノ 


、？. 


ゃ-. 


お 

-. -ス 


「i  4  J  , 

え邊 -は 


ゆ 


4<.  ^ 


S お 


S8 


M 淵の 歿後 は、 彼に つ いてせ 學、 古風の 歌 を學ぶ ものが 三 丙 人に 及んだ C  ^!<§!:^^のぅちにも弟子の禮をとる 

ものが 多く、 奥： 牛俟 から は 殊に 優遇され た C 

天明 二 年、 六十で、 茅生庵に歿した。 遣^れは鄉里へーが^-った^ 

歌集 は、 村 田 春 海の 弟子の 水濱臣 が 編んで、 文政 四： ネに 刊行した C 本 集の もの は それで ある C 

その 顷、 濱臣の 手で は 得られなかった. R 第の 歌稿が、 八， も 残って ゐ るとの ことで ある C 本 集に は れるを 

なか. つた C 

海 . 景 . 

この 傳記は 「國學 者傳記 集成」 に 引かれて ゐる もので、 「= 本敎齊 史资 料」 五に 載った ものである C 

僧 海 量 は、 近：： i 國犬上 郡 開 出 村、 一向 宗覺勝 寺 某の 子に して、 父に 繼ぎ 住職たり 二十 鈴 歳の 時、 寺 職 を 

甥 立輞に 譲りて、 f 扉 門に 人り、 束： € 南北に 行脚し、 tip- に 至り、 贺茂 IK:^ の 歌 を 聞き、 ャ〕 にせ：： 門に 入リ、 古 

體を 能くす C 後に 彥 根城 南、 Si 极 村に 草庵 を 結びて リ、 又 後に 城 *r 石个^ 村に 移る C 然れど >.仍 ほ 諸！ i 

を 行脚し、 足跡 六十 餘 州に 及ぶ C 蓋し 周遊す る 者 、二回と 云 ふ C 常に 百 里の 行 も 隣家に 行く が 如し 文政 巾、 

年 八十 有餘 にして、 石个^ のお 立 g に -i- すと 云 ふ 

海： m,、 固よ リ釋氏 ハ學に 達し、 兼て 漢學 を赛 くし、 尤も 音韻の 舉に 精し C 加 ふるに 阔 に 通ず r- 藩の 歜入 

小 Si 君 雄、 村 E 泰足、 松 居 t- 樹、 小 林 義兄 を 友と して 善し C 其 他 藩士の、 广山 くも^ 識 ある 者、 传交 はらざる 
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は， さ、 し。 藩主 K 中の 將に 校 を剖設 せんとす る や、 海 S に 命じて、 密に有名の^！^ー潘を歷觀せしめ， 學 校の 景 

狀、 制度 を^^せ しむ C 海 设： 、萩 藩の 明 倫 館、 ^^ー本藩の^-ぉ^、 其 他 數稀を 岡 寫し、 制度 を錄 して 早： す C 終に 

時^^ を 模擬して^ 設す C 海 .15- は 長 崎に Ki- リて、 新 渡の 書籍 を^ i ^し、 歸リて 藩主に 呈す r 皆 之 を^ 館 

に藏む r> 藩资創 5^ に 於け る、 海谁：の功頗る^^ノく、  i 潘.； 土の 之に-おする、 亦- 顿るハ おしと 雖 も、^ 書の 存せ ずして、 

詳ら かにし 難し、 ^2 む 可し C  Jis^ はす 所の 書. 1^?-し^^ノ  .からん。 せ： 寄 名 を 失す C 一夜， H.: に Jy::^ 書屮の 一 なり 


^M* 人と 爲リ、 淡泊 無欲に し 

て、 常に 食 あれば 食 ひ、 無ければ 

食 はずして、 數 n を 過ぐ C 其彥 根に 

在る や、 一 日 竊盜 ありて、 一 物 を 

も 残さず 持 去る C 歲餘を 鯉て- 其 

^縛に就き、 海 S の 庵に して 竊；^ 

する を狀す C 藩 吏、 海 i を R: 喚し 

て 詰問し、 其吿 げざる を .Is む C 對 

へ て 臼く C 貧^.?1、素ょり獨：^に し一. 


丄 


-;^ ま 


やん ずクで  //^_^,.. 

さ！，  i_ 矛  >  . . 

お ：a  <fs  «  (A  f 夫 丘 Is) 

他に 出づ るも銷 さず c 輙ち獨 語して ni く C 人 若し 得ん と 欲せば、 ^：-ニ任 

せて 取り去れと C 故に 貧^よ リ與 へ しなり. し 彼の：！, J に 非らず C 是を 以て 告げず と C 

其 石个岭 に.^ る や、 ー=、 藩士 佐 藤い H 寄 之を訪 ふに、 海景 あらず C 六十 有餘の 老婆 ありて 掃除す C 曰，.，、 

師は 江戸に 往 かる、 師、 今：： ：|| の 家に 來リ、 予は 今よ リ 尹め れ江戶 に； ^く、 請 ふ 庵室 を 除せ よと C 乃ち 來リ CD- 


れば、 諸 物 狼藉たり c 今 蔵し 終りて 掃除す るの みと。 凡そ、 海 量の 行、 輙ち路 金 を 要せず、 行 行 談義 法談し 

て 旅費に 代 ふ C 今： HI も 亦 一 錢を も齋ら さず と 云 ふ。 而 して 七 年 を 經て歸 る C 乃、 宋阪の 一 切經、 及び 書 龕 器 

物 を » 得し、 身に は 羽二重の 白衣 を 重ね、 龍 文 緒の 得を裔 らし 歸る C 一  日、 藩士 高 野 盈の 家に 至り、 無双 

上品の 白羽 二直 を 出して、 裁縫 を 乞 ふ C 一  雨 日 を經て 又來る C 裁縫 成りて 之 を與ふ C 海 量、 卽ち取 リて之 を 

服し、 而 して 曰く、 快 然と C 其 服し 艰れる 古 衣を投 出して 曰く、 奴 僕に 賜へ よと。 而 して 新 衣 を 服す る も 直 

ちに 横臥し、 曾て 意と せず C 

又 一 日、 M 盈の 家に 在リ て、 横臥 雜談の 次で 眞盈謂 ひて 曰く、 師の行 は、 古の 西 行に 観す と。 海 量 勃然 色 

を變 じ、 起 坐して 日く、 貧 道 を 以て 西 行の 如きに 比する は何ぞ やと-," 海 量、 嘗て 曰く、 世に 橋 立、 宮鳥、 松 

島 を 以て、 三景と 稱す C 予は 富士山、 琵琶湖. 那智瀧 を 以て， 三絕 とすと C 海 量、 一世の 行事 奇談、 玆に鑾 

るに 非ず、 今 其  一 ニを錄 する のみ C 

「ひとよ はな」 は 寬政四 年の 刊行で ある C 

東 遊 日 次 記 は 自筆の ま 残って ゐた 稿本であって、 本 集に 引いた の は その 第五 卷の 一 部で ある C 

橘 曙覽 

「橘 曙覽 全集」 を 編輯した 曙覽の 息今滋 氏の、 卷 首に 添へ た 小 傳に聊 の 取捨 を 加へ て 引く C 

先 子 姓 は 橘、 幼 字 は im、 初め 尙事 (■ ，ば 云 It?- ぼ と稱 し、 後 曙 f 改む C 井手 左大 §諸 
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兄 公三 十九 世の 孫な り c 父 を 五郎右衛門と いひ、 母 は 山 本 

氏 r- 文化 九 年 五月 を 以て、 福 井石 場 町 正玄 家に 生る C 正 

玄家は 福 井 橘 七 邸の 一 にして、 1^ 名の 舊家 なり C 越 前名 蹐 

考操 M 歸， I 教， 百に 日く、 橘 2^ こ 十 I 圖會 云、 此舊 

蹟は 在家た リと雖 も、 其 姓氏 正しく、 橘 諸兄 公の-正統な 

り G 故に 禁廷 ょリ、 醫藥の 論じ " は;：； 現 薄に 墨 奉の お- i 

ふとい ヘリ C 承 元元 年 二月、 親鸞 上人、 越後へ 左遷の 時、 

此 家に 寄宿して 敎 化有リ ける に、 主人 歸 依して 弟子と 爲 

り、法名を了善と賜はリ、^11:筆；考陀の翥像を授與す"其外、 

寳物三 五 種、 今^ 傳來 せり C いにしへ は、 橘 三 郎左衞 門と 

いひし 凡俗の 家に して、 六百餘 年退韓 なく 相續 する こと 

いと 有難し C  C 素 良案ず るに、 此家 誠に 久しく 相 綾して、 

所所に 免除 地 多く、 橘 七 屋敷と 稱す C 

先 子 二 歳に して 母 を 喪 ひ、 十五 歳に して 父 歿せり C 此に 

於て 大に 感ずる 所 ぁリ、 佛に歸 せ ん とし、 日蓮 宗 の 巨刹、 

大道 村 妙泰寺 住職 明 導に 就き 佛鎮 を學 びたり C 明 導 漢籍 

に 通じ 詩歌 を 能くす る を 以て、 傍ら 之 を 習得す C 是れ 後に 


意 を 文學に 傾く るの 端緒と なリ しな リ c 後 遂に 窃に 京師に 赴き、 故賴 山陽の 高弟、 兒玉 三郎の 塾に 入る C 居 

る こと 數月 にして、 又 親戚の 迎 ふる 所と 爲る C 此時 親戚 相勸 めて、 三國 港の 富 商洒井 氏の 次女 を娶 らしむ。 

卽ち 室^ 子な り C 

夭 保 十 年 江戸に 遊び、 数 月に して 還る C 時に 年 二十 五 C 此に 於て 遂に 意 を 決して、 祖先 相傳の 家業 財產を 


擧げて 弟宣に 讓リ、 飘 然として 城 南の 足 羽 山に 返 去し、 專ら文 學に從 事す C 自ら 謂ら 

如く は 無く、 學問は 本 居宣長 翁の 遣 風 を 祖述せ ざるべ  ，， 

か- リ ずと C 然れ ども 翁旣に 歿し、 門人の 世に 在る 者 亦 

稀た リ C 偶 ま 飛 驛に田 中 大秀の *i る有リ C 就いて 問 ふ 

べしと て、 卽ち 穴馬の 險を 胃し、 飛驊に 繞 リ、 大秀に 

親炙して、 皇道の 大旨、 國 文の 要領 を 授かり、 犬に 得 

る 所 ぁリ。 藁 屋詠章 中、 師 翁の 許に 物學 にまゐ りて 詠 

める 長歌 ぁリ、 此 時の 光景 を詳 叙せ り C 弘化 三年 京師 

に 上り、 仁 孝 天皇の 御 葬儀 を 禅觀 し、 其 佛式を 以てせ  稳曙 -Kffi  i 

ら る、 を 慨歎して、 「ゆ X しく も 佛の逍 に爽き 入る、 大御 車のう しゃ 世の中」 の 詠 あり C 

嘉永 元年、 城 西の 三 橋に 韓 居し、 雅號を 藁 屋と稱 す C 蓋 古歌の、 「世の中 はよ きも あしき も 同じ 

ら屋も はてしなければ」 に 取られし なるべし C 此に至 リて學 問 太に 進み、 自得 發明 頗る 多く、 而 


文を修 むる 同文に 


おや ゆ 


つ：〃 


耽り、 著作に 勉め、 時に 寢食を 忘る、 に 至れり C 福 井 藩の ま臣中 根師賢 I 付. 


賢 


.V 宫もゎ 

-て讀 書に 

先 子に 長 
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ずる こと 数 歳、 交 最も 厚く、 意 氣相投 ず。 遠 邇之を 見て 愈 先 子 を 信 重し、 赘を 執りて 門に 進む 者 益 多き を 加 

ふリ 

先 子の 行狀を 叙して 曰く、 翁 は 素より 才賢 かりければ、 いちはやく 其 梗槪を 悟り 得て、 昔より 此福 

井の 里に、 果 5fs^ 果？^ しき 古風の 1 でんむ 人 の なき を 憤慨し、 お のれ こそ はと 思 ひ 興したり C 云云 C 祌習ふ 古學の 

道に 累 K 柱 突立て、 夜 も 日 もす がらに 勉め勵 しみ、 遂に は 妙に 奇しき 顯幽の 邀の奧 所 も殆ん ど學び 究めて、 

惟一 向に 神の 道の 衰 へより して、 稀 種なる 外 國の說 等の 參入來 て、 朝廷 S 大御接 威 も、 古の やうに は 坐し ま 

さぬ を 朝 i^il に 歎き 慨み、 あはれ 斯道の 明り 行きて、 古の 大御代の 大 御手 振に 挽回 さむ 折 もがな と、 深く 志願 

して ぞ有 ける C 故 福 井の はもと よりにて、 越の 國內に 物 習 ひする： <  々の、 次次 多くな りて、 後に は 然らぬ 

倚 輩まで も、 皇國の 尊 さ を、 かつく 辨へ 知る も出來 にけ り. - 然して 歌 をも廢 ずて、 其よ み ざま 漸漸に 思 ひ 

上り、 尋常の 風を拔 出て、 最上 世の 心ば へ を 主と し、 世間に 有の ことごと、 意 衷に思 ふ隈隈 を、 只 其 俊に 打 

出られし が、 此 集の 欲に て、 類な く宫比 やかに ぞ有 ける C いつも 鬂 そそげ、 鬚 も 剃り やらず、 敞れ 5ir つける 

衣 着て、 緩 錦の 中に 立 交れ ど、 恥ら ふ 面 持 もな く、 元來家 貧し かりければ、 米な ど 乏しき 折折 も あれ ど、 露 

ばかり 心と せず C 余 は 始の程 こそ 先達め きて 物し つれ、 暇な き 官路に 老朽 果 にたる を、 翁 はた ゆ まふ 事な く、 

銳 意に 高峰の 雲路に 分け 登られ たれば、 今 はし も 仰ぎ 瞻る さへ 目ば ゆかる を、 云云 C 

嘉永七 年、 大患に 罹り 死に 瀕せられ しが、 からう じて 癒えぬ C 此時 自ら 曙覽と 改め タづ けられた"。 あけ 

みは 赤 K にて、 其 橘 姓の 緣に 出れ るな り C 

師 賢の 行 狀に； 或 年 宰相の 君、 ；^， お 御 獵の折 もて、 此 家を顚 はせ たま ひ、 何 くれと 御 問答の 序に、 曙覽 とい 
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へる. 名の 緣を 尋ねさせ 拾 ひける に、 其 姓の 橘の 實 によれる 由 を 聞え 奉りたり と いへ り r 

藩主 松 平慶永 侯、 亦 其 名 を 聞き、 時時 侍臣 を 遣して 逍を 聞き、 學を 講ぜ しめらる C 安政の 大獄 起る に 及 び " 

襄永侯 幕府の 謎 を 蒙り、 江 戶靈岸 島の 邸に 幽居す C 先 子に 命じて 萬 葉 集中の 秀歌 数多 を 書せ しめ、 室の 四 壁 

に 貼付 せらる。 卽ち同 集に 就き 最も 其 撰を譴 み、 莊嚴 方正、 氣節 慷慨の 意味なる もの を 書して 上る C 是ー は 

侯の 陶儀を 慰し、 一 は 暗に 王室 を 思 ふの 念を擎 固に せむ との 微哀 なり C 人 其 措置 宜しき を 得た る. を稱す C 

文久 元年 九月、 伊勢の 神宮に 參拜 し、 歸路. 5 室 山に 登りて、 本 居 翁の 墓に 詣 で 、「おくれても 生れし われ か 

同じ 世に あらば 沓をも 取ら まし 翁に」 と 詠 ぜられ たり C それより 大和 を 鍵て 大 坂に 至り、 中島 廣 足の li^ 居 を 

訪ひ、 京師に 出で て 皇居 を拜 し、 太 田 圾蓮月 に 面會す C 尼、 大に其 歌論に 服し、 先 子 も 亦、 尼 は 學問深 か 

らねど 其 歌の眞 相 を 得た る こと は、 世の 歌人 を 以て 自ら 居る 者の、 を さ を さ 企及ばざる 所な りと 感稱 せられ 

たり C 此 時の ：！ ^行：： 1 記 を 榊； 熏と いふ C 

慶應 元年 二月、 慶永侯 特に 狩獵に 托して、 先 子の 草 廬を訪 ひ T 宮比男 を 見 まく ほリ する 心よ リ ふり はへ て 

問 ふ 蓬生の やど」 の 歌 を 賜 ふ C 卽ち、 「賤夫 もい ける しるしの ありて け ふ君來 ましけ り 伏屋のう ちに， 一 と 詠て 

答 へられたり。 此 時の 光景 は- 慶永 侯の 自ら もの せられし、 曙覽の 家に 至る の詞、 及 志 濃 夫通舍 歌集に 詳な 

リ C 抑此 事た る、 今の 世と なりて は、 ことわけ て 主張す るば かりの 談 にあら ね ど、 封建の 世、 武門 專植の 時 

にあり て は、 規制 厳 fw、 苟 くも 堂堂たる 一 大 藩主に して、 躬 自ら 一 介の 處士を 草 廬 に顧訪 す る が 如 さ こと 

は、 曾て 其 例な き 所に して、 人 皆 其 異数なる に 驚く と 同時に、 始めて 先 子の 尋常 人に 非る を 知リ、 併せて 侯 

の 權貴を 狭まず、 賢 を 愛し 士に 下る の 謙德に 感ぜざる 者な し C 後 侯 亦 侍臣 川 峙致高 を 使と して、. 時時 城 中に 
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伺俟 して、 隨意、 古與乂 は；^  文 等の 講義 を 進めむ こと を. 求めら る c 然れ ども 「花め きて しばし 見 ゆる もす ず 

茱 その 田 伏の 魔に さけばな りけ り」 とて 固辭 せリ C 侯 も 亦 「鈴 菜 Si 田 伏の 麼 に 疾く花 を强て は 折ら じさ も あ 

らば あれ」 と. 返して 止まられた リ C 爾後 侍臣の 往^に ますます 頻繁 を 加へ たリ C 1!- る 時 侯 乂烟草 を 贈りて 

「安 御代 はかま ど Q  51 のみなら でけ ぶリ くゆらせ 賤が 伏屋に」 とよ まれければ、 「烟 草賤が 伏屋に くゆらせて 君 

のめ r みに むせぶ 朝夕」 と 答 へられた リ C  ^侯の 安 御代と いひ、 賤が 伏屋と いひ、 かまどの 烟と いふ、 皆 暗 

に 普天卒 土、 王土 王臣 ならざる は 無き の 深 盧を舍 める にて、 侯は是 等の 事に は經意 最も 周到な り C 淺 薄に 解釋 

すべ か らず r、 

同 三年 六月、 藩主 松 平茂昭 侯- 先 子の 年来. 斯道に 志 篤く、 且淸 貧に 甘んじ、 節操 を 保ちつつ ある を Jis" すと 

て、 年年 魔 米 若干 を 賜 ふべき 旨を傳 へらる C 此時 「御 めぐみの 露いた だかむ 片葉 だに 具へ ぬ もの を杜の 下草」 

「我う へ にか かる あやし や 民草 をうる ひ洩 さぬ 露に は あらめ ど 1 など 詠ぜら れたリ C 

此年 慕、 肘 大政 を 返上し、 萬楼御 親裁に 出づ るに 定ま リ ければ、 iK 子喜悅 限り無く、 天に も 昇りし 心地に て、 

「新しくなる 天地 を 思 ひき や 我が ぐら ま ぬう ち に 見む と は 一 「百 千と せと の 曇リ のみし つ る 空きよ く 暗ゆく 

時片 まけぬ」 と 詠 ぜら れたリ C 同 s: 年 ^1 正 ex: 伏 見の 产ス に、 ^?;； 軍，： 捷、 &威大 に 張り. • 諸道の 鎮挂 使、 繚續發 

向、 北^！道翁^^使の福井：！^ノを過ぎらるるに際し、 先 子 之 を 路傍に 拜觀 して、 一. 天皇の 大御 使と きくから に遙に 

をが む 膝-どり ふせて」 と 詠まれたり C 此年 春の 顷 より、 心地 例たら ざり しが、 ？ 時 諸 藩に、 奧 羽の 叛徒 追討 

の 爲め兵 を 出して 皆 之に 赴き * 福 井 藩 亦 同じく 朝 命 を 奉ず C 然るに 軍人 中、 やや >p すれば 方向に 迷へ る 者な 

きに 非ず。 先 子 病蓐に 在りて 深く 之 を 憂 ひ.. 病を强 めて 百方 忠告、 折に は 奮激の あまり 之 を 詠歌に 洩 された 
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リ c 「古書の かっかつ 物 をい ひ 出る 御世 をつ ぶやく 死 眼 人」 「天下 淸く拂 ひて 上古の 御 まつりごとに 復る よろこ 

ベ」 「太刀 はく は 何の 爲ぞも 天皇の 勅の さき を畏む ため」 「負氣 なく 勅に 背く 奴等 を 罰め つくして 歸れ 日を經 

ず」 など 皆此 時の 詠な り C 

同年 八月 二十 八日、 病大に 革まリ 遂に 黉を易 ふ C 享年 五十 七。 此 口 早 曰 一 自ら 起たざる を 知リ、 一 二 後事 を 

遣 命し、 且、 如 斯古來 未曾有の 大御代に ひながら、 眼前 復古の 盛儀 大典 を 見 奉る に 至らず、 況 やかね ての 抱 

負 も^に 達する に 向む として、 今日は かなく 世 を 去る こそ 返す返す も 口惜し けれと て S 齒瞑 H せられたり。 

聞く 人 其 志の ほど を悲 まざる 者な かりき C 慶永侯 「敷 島の 逍 のしる ベ は絕 えに けり 今より 何 をた づきに はせ 

む」 と 嘆かれた リ C 柩は 生前 最 風景 を 愛し 居られし、 大安 寺 村の 萬 松 山に 葬れり C 子 三人 ぁリ 今滋、 菊：； 减、 

早 成 C 室 直 子资性 良淑、 先 子の 曩に 家産 を 弟に 讓リて 返 隱 せらる るに 方リ て、 親戚 等、 其 前途 甚だ 覺. m なき 

を 慮リ， 頻りに 離婚 を勸 めしに 直 子 笑 ひて、 院本 堀川の 段、 「人 の 憂き nr を r 凡捨っ る は、 垔 の 恥辱と なる 哩な」 

の條を 引き 以て 決意 を 示す。 親戚 强 ふること 能 はず。 遂に 終始 艱苦 を 共に し 以て 內 助の 功 を 仝う す C 今年 (明 

治 三十 七 年) 齢 九十に 至る も、 健康 昔日に 減ぜず C 

先 子 性话澹 にして 宴 欲、 氣宇 高邁 風 半 俗 を 凌ぐ。 人 以て 神仙の 姿 ありと 爲す C 博 覽强 記に して、 能く 和漢 

の 書に 通じ、 子史百 家， 稗 史小說 に 至る 迄、 涉獵 せざる こと 無し、 而 して 最も 意 を 歌詞 文藻に 注ぐ C 曾て 人 

に 語て 曰く、 杜少 陵の 詩に、 爲， 人性 癖 耽 一佳 句 J、 語不， 驚， 人 死不， 休の 句 あり C 是最 吾が 心 を 得た リと。 

其 抱負 知るべし C 依田 百 川、 墓 5f 銘を 撰す。 簡 にして 盡せリ C 

先 子 夙に 自ら、 其 禀性の 家業に 適せざる を 知り、 父祖 傳來の 家業 財産-ど 擧げ、 悉く 之 を 家 弟に 讓與 し、 身 
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を 挺して 家 を 去れり c 爾來 三十 年 赤貧 洗 ふが 如しと 雖も、 親戚に 對し、 未だ 曾て 一 言の、 貧を訴 ふるに 及ぶ こ 

となし。 故に 其 家 弟の 如き も、 先 子に 讓受 けたる 父祖の 餘澤に 浴し、 現に 市内 屈指の 商家た るに も拘 はらず、 

未だ 曾て 先 子よ リ 補助の 請求 を 受けし こと あらず とい ふ C 而して 歿する に 及び、 親戚 皆 其 信 石 無き に 驚け リ 0 

其純li^潔白槪ね此の如しc 人 誰か 貧の 避くべく 富の 求むべき を 知ら ざら む C 唯 時の 非に して、 富の 求む ベ か 

ら ざる を 悟る C 故に 寧ろ 淸 貧に 安む ずるの、 愈れ るに 如かず とする のみ C 其 三 子に 舆 ふる 遺訓、 三條に 外な 

らず C 曰く、 うそい ふな、 ものほし がるな、 からだい たはるな C 

先 子 少壯の 時、 漢書 を讀 み、 梁 辣の傳 に、 大丈夫 居レ 世、 生當- 一封 侯 一、 死當 一一 商 食 I 如 其不， 然、 間 居 可 一一 以 

養 I レ志、 詩 書 可 二 以自娛 一 と ある を 見て、 大に 感ずる 所ぁリ しと 云 C  i (性の 謙恭 なる、 前 牛 は； 5 なて 自ら 當ら 

れ たるに は 非ず。 其 後半 自ら 期す る 所 ありし ならむ C 又 時に、 法華經 譬瑜 品の、 如 來已離 一一 三界 火宅 一、 寂 

然 閑居、 安一 處 林野 一、 の 語 を 誦し、 佛亦此 妙 境 を 有す、 我が 甚だ 好みす る 所な り、 と 語られたり C 

先 子の 性行 を 意味せ むに は、 唯 至誠の 二字、 以て 之 を 蔽ふを 得べき か C 詞藻の 推敲に 方リて は、 精神 を 籠 

め- 精練 を 翁し-. 其 械處に 至る を 期す C 常に 曰く、 易經に 思レ 之思レ 之、 思 レ之不 レ已、 則 鬼神 助レ 之、 者是な 

りと C 著書 数多 あるが 中に、 歌集、 文集、 隨筆、 日記 等 6 類、 旣に槁 を脫す C 其 他日 本書. g、 萬 葉 集、 古今 

集 等に 註釋を 加へ むとして、 未だ 業を卒 へざる 者 あり。 又 首 語 通と い へる を 編す るの 抱負 ありて、 村 料の 蒐 

集に 着手 せられた りしが、 天 年 を 0 さ ず 宿 志 を果 され ざ リしは リ な き 遺憾な リ。 

敬 集 は、 往年 旣に 上梓して、 世に 公に せり C 

「志 濃 夫 ^舍 歌集 j は 治 十 一 年に 刊行した もので、 杈 下に 曙覽の S 筆で ある C 本書に は それ を ひた C 
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賀茂翁 家集のお ほよ そ 

1 此の 翁の 歌、 早き 時に 書 さつめ/? かれた るが ありし は、 まだし き 程の わ ざ ならと て、 後に 自ら やかれに けら。 其の 中頃よ 

6 こなたの は * 更化 記し 置かれに たる を， 翁な くな 給 ひて 後、 その 家 か r つちの あらび にあへ らし 時に うせに ければ、 集 

今は傳 はらず な ひ。 こ、 に 今 書き 集へ たる は、. 翁に 物學 びた る 人の、 これ かれしる し, ける と • 又 あ ひ 知れ. 5 ける 人の 家 

に、 かつがつ 散. ft- 殘れる を 求め 得た るな り。 さる は 浅れ たる も 多 かるべし。 又 此の かさ つめたる 中には、 かの 自ら やかれ 

にけ ひ耿も 有 ft- ぬべ けれど、 今 はた 撰み 捨 つべき ならねば、 得る に 任せて 載せつ。 

一 今 書き つめたる に は、 早き 時の 歌 を 後に 载せ、 又 後なる が 前に 出で たる も 有. 9 ぬべ し" さる はちり ぢ. 9 なる を 拾 ひつる が、 

委しく ついでの 知. 0 難ければ、 題の ついでに のみ 從へ. 5。 

1 同じ 耿 にて、 彼と 是と詞 の 異なる ある は、 疑 はしき 接-' に定 ひべ さならねば、 一本と て かたへ に 記せ-り- 

1 長歌 は、 多く は 具 名 もて 書かれた る あり。 され ど 今 は 皆 平 假名に 改めつ。 真 名 は 後の 人の 讀み誤 まるべき 物 なれば な. 5。 

さて 題 を 異名に か、 れ たる をば 改めず- 

一文 も 害き つめお かれた るが 失せつ る を、 今 は 得る に 任せ たれば、 洩れた る も 多から な ひ。 さて 文に 早き 時 作られし と、 後 

に 記されし と 有れば、 其 論じい はれた る 事の、 彼と 是とぁ ひそむ ける 類 も あり。 見む 人 疑 ふ 事な かれ。 

一 祝詞 碑文の た r ひ は、 眞名 にて 記され たれ ど、 見む 人の 讃み 易から ひ 爲に皆 平 假名に 改めたら。 

一書 札 はいと 多 か A- つらむ を、 今は往 かひせ し 人 も 多く 失せに しかば、 求むべき 由な し。 されば 僅に 殘れる を擧げ つるな. 5。 

是は假 初の 業に て， 心 もせで 筆に 任せられし 物な めれば、 殊更に 傳 ふべき 業なら ね ど猶拾 難くて なむ。 

一 やむ ごとな き 仰 言 を 承ら、 或は 人の 疑 はしき 事共 問へ るふし などに、 考 へて 答 へられた る 類 をば、 對 問と 云 ひ、 いさ、 か 

づ、 かう がへ 置れ たる ものの はしくなる をば 雜考 とて あげたら。 すべて 十卷、 名 づけて 賀茂 翁の 家集と な ひい ふ。 

K 政 三と せの しも 月  平 春 海 記 2 


賀茂翁 家集の 序  3 

いその かみ ふりに し 世の 事 は、 くもり 夜の たどき も 知られ ざり し を、 いなのめ の あけ ゆく 如く 

なれる は、 僅に 百年 あまりに，^ む ありけ る。 しか は あれ ど、 猶 もののけ ぢめ覺 束な かりし を、 

朝日 子の 豐 さかのぼりて、 八十の 隈 路の隈 もお ちず 明らかに しも 成りに たる は、 吾が 縣居 の大 

人 を はじめと すべし。 その 中に も奈 良の 葉の 名に お ふ宮の 古言 や 、辨 まへ 知らる、 ことにな り 

て も、 その 心 を 得、 その 言の葉 を 拾 ひて、 歌に も 文に もまね び 用 ふること は あら ざり し を、 吾 

が 大人 古言 を やがて わが 物に なして、 よき を とりあし きをす て、、 歌に も 文に も 作られし よ 

り、 千載の 昔の 言ぐ さ を、 今の 世に まねび うるた ぐ ひもいで 來に けり。 千 蔭い と 若 かりし より 

大人に したが ひて、 常の みあり さま、 のた まへ りし こと を 親しく 見 もしき、 もしつ るに、 大人 

は 今の 世の 人と はこと にして、 うち 見に はさ かしき かたはお くれて、 心お そき さまに 思 はれし 

かど、 たまさかに いひいで 給へ る ことに、 敷 島の 大和心 を あら はし、 一言と してみ やび.^ H5 らざ 

る ことな かりき。 筆と りて 物 かき 給 ふ を 見る に、 五 百と せも經 にけ む 筆の 跡の 如くな む ありけ 

る。 こ は、 あまた 年夜晝 と.^, *  く 古言 をのみ 心に しめて、 家居より 調度に 至る まで、 古へ により 

て、 い さ、 めに も 後の世の 事 を 耳に ふれ 心に とめ 給 は ざり しかば、 おの づ から 古へ 人の 心に 成 

り もて ゆきて、 其の 心より いひいで もし、 物 かき もし 給 ひしに よりて こそし か ありけ る^ら め。 一一 

かく 古へ につと め 給 ひし 中に も、 歌 をば 殊に 心 高く もてつ けて 物せられ たれば、 歌 一つよ みい § 一 

で 給へ るに も、 架く かう がへ あまたた び 味 はへ て、 によ ひいでられし.^ り。 歌の さま は 始と中 集 _ 


頃と 末と 三つの きざみ ありき。 始の程 は 物學び 給へ る 荷 田の 東 滿宿禰 の 歌の さまに 通 ひて、 花 B 

やぎた よわき さまな りし を、 中頃より みづ からの 一つの 姿 と^りて、 みやびに して しらべた か g 

く、 しかも 雄々 しきす ぢを 詠み. S だされ、 齢の 末に. S たりて は、 いたく 思 ひあがりて、 まう け J 

ザ かざらず、 誰も 心の 及びが たき ふし をのみ 作られき。 其の 始 c;- ほどなる も、 藍よりも 靑 しと 

か、 宿； 輔 よりも 立 まさりて ぞ聞 えし" 折に ふれて は 古言 文の いと あがれる 世の さまなる、 又 古 

への 祝詞 ごとに^ ずらへ たる、 ある は 中つ 世の 催馬樂 のうた ひもの を まねび たる、 ある は 物語 

文に よりたる.？ C5 ど は、 其の世々の人のぃひぃだせるに異.^.^る事.^.5く^むぁりける。 さる を ひと 

とせ 火の わざ は ひに あ ひて、 多くう.， V ぬるこ^ 悲しむべき 事の 限り^り けれ。 こ、 に 平の 春 海 

の をぢ、 童より 大人に したがへ りしに よりて、 大人の 身 ま かられし 後、 家の 集 ども はたく さぐ 

さの 散り ぼへ る 文ら を、 此の をぢが 家に を さめ. 5 ける を、 書きつ めて 板に ゑり なむと せし に、 

さはら ふ 事 ありて 年月へ にけ る を、 更に 思 ひお こして、 歌に文にくさ-^ のとひこたへをさへ 

にと りと、 のへて、 十卷と は， なしぬ。 大人の 遠つ おやより して、 現 身の 世に ませし ほどの 事 は、 

江 戶の南 荏 原の 郡 品 川の 東海 寺.^, -る 少林 院の おくつ きの 傍の 石文に しるし たれば、 こ 、には^ 

けり。 眞 淵と いへ るみ 名 は、 敷智の 郡の 名より 思 ひよりて つきた まへ りと ぞ。 縣 居と は、 庭 を 

田 居の さまに 作りて、 賀茂 氏の かばね にもよ しあれば とて、 みづ から 家の 名に お ほせられ たる 

なりけ り。 今より をち、 古への 學び 世に ひろ ごり.^ A ば、 いよ、 この 大人 を 尊み、 かつ 此の 書 を 

た、 へ -fc- む も のぞと て 其の ことわり を述 ぶる に， なむ ありけ る。 

享和 元年 十月 二十日  橘  千 蔭 
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春 歌 

舂の始 の 歌 . 

を 筑波も 遠つ あしほ も 霞むな り 薪 こ 

し 山 こし 舂 やき ぬらむ 

の どかなる 春 はきに けり 玉く しげ ふ 

たらの やまの あくる 光に 

ことにけ さ 珍しき かな 春の 来る 方に 

むか ふる 春と おもへば 

年月の くれぬ と 何 か をし みけむ 春に 

しなれば 春ぞ たのしき 

年た てば 野 一!- の 遊びの ゆかしき を 今 

日 こむ 友に まづゃ 契らむ 

、梅が 枝の 花の ゑ まひ を 朝 ぼらけ とし 

の始 のさ かえに ぞ兑る 

世の 人の 花 烏に しもなら ひせば 昔に 

か へ ると きも あらまし 


賀茂 眞淵 

元日に 春た ちけ るに 

武藏野 を 霞み そめた るけ さ 見れば 昨 

日ぞ こぞの 限りなり ける 

け ふしこ そ 睦月 も 春 もた ちに けれ fK 

にかな へ るみ 代の しるしに 

年の 始 によめ る 

春 は 去年 早くた ちぬ 

春 はとく 来ぬ とはい へ ど 大君の 年た 

ちて こそ 長閑な り けれ 

春た ちけ る 日 

去年から 人の 貢の 舟つ きたりと いふ 

東 路に泰 たちに けりから 船の つし ま 

の 波 もの どけ かるらし 

春の 始に 大御日 嗣 しろしめし、 

あくる 年の 春な り 


新ら しき 御世の 始に 年た ちて 影の ど 

かなる 春 日なる かも 

ふるさと へ 文の はし に 

み吉 野の かりの 住家に 春 たちぬいつ 

故里へ われ も ゆか まし 

春た ちけ る 日 遠， 江なる 人々 を 

思 ひて 

こえ ゆかば われ 事な しと 甲斐が ねの 

あなたに 告げよ 春の 初 風 

正月 三日 陸 奥の 殿の 姬命歌 を 

と の たま ふ に 詠み て參ら せけ 

る 

. ^冬つ き 春た ちけ らし ひさかたの 日 

高見の 國に 霞た なびく 

正月 4" 四日に 春の たちけ る 日 

よめる 

東路 にあり てふ關 のな こそと もと V 

めぬ 春の などお くれけ む 

家に 歌よ みける に 春 日 望 山と 

い ふ こと を 


見渡せば IK の 香具 山う ねび 山 あらそ 

ひたて る 春が すみかな 

其のむ しろに 名所 若菜 を 

春 日 野の 雪 間の 若茱 つむ 時 はみ どり 

の 袖 もよ しぞ ありけ る 

朝霞 

山 高み いづる 日影 を まちと りて 四方 

にに ほへ る 朝が すみかな 

SE を 

紫の 目 も はるぐ と いづる 日に 霞い 

ろ こきむ さし 野の はら 

海 逢 早春 

みちの くの ちかの がま 春 来れば 煙 

よりこ そかす みそめ けれ 

春 水 

春風に 氷な がる & みぎ はに は 水の こ 

ころの ゆく も 見えけ り 

}« 中 川 

1^ 訪の海 や 氷と くらし 遠つ あ ふみ }K 

の 中 川み ぎ はまされ り 


春風 春 水 一 時來 

筑波山 ，の つら、 今日と け て枯 生の 

す、 き 春風 ぞ 吹く 

春色 浮 水  ら 

こほり ゐし 志賀の 浦波た ちかへ り 白 

木綿 花に 春 は 来に けり 

うぐ ひす を 

うちわた す 竹 田の 原の ゆきのう ちに 

*t なきぬ 春の はつ こ ゑ 

春篱呼 客と いふ こと を 

花の もとに さそ はれ 來てぞ 知られけ 

る 人 を はからぬ 鴛の音 を 

正月 家に 歌よ みける に 春 神 紙 

を 

お ほ 》- み 

大王の 園の まつりに とる 弓の はる 日 

たのしき 神 あそび かな 

そのむ しろに 贈答の 歌よ まむ 

とて 媒 召の 頃 人に とい ふこと 

を 

髙き にもう つるた めし をよ そに 見て 


谷の 古巢 の鴛ぞ なく 

かへ し  枝 直 

日の 光いたら ぬ 谷 も あらな くになに 

鴛 のいで がて にす る 

蹈 歌の 夜 人に とい ふ 事 を 

枝 直 

来ぬ 人 を 橘の つめに もまち て 見む 霰 

ばし りの 夜 はふけ ぬと も 

かへ し 

あやなし や 竹 川うた ふ 歌 垣に 君 もこ 

もらば 手 もとら まし を 

睹弓 

わしと い ひ鹰 とわ かれて 渡る かなけ 

ふの いく 羽の 雲の上 人 

殘の雪 

珍ら しと 見 そめし 程に なりに けり 遠 

山の まに のこる しら 雪 

ふたら 

かけ まく も 長き 下野の 國ニ荒 

山に いは はれます 大 神の、 *  . 

遠， 江の 國 曳馬の 城 をし きまし 
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し 御 時、 御 狩の をり/、 竹 山 

が 家の 梅 こそお もしろ けれと 

て その 庭に 御馬 よせさせ 給 ひ、 

薫り さかえた る 枝に 御鹰 をす 

ゑお かせ 給 ひて、 御酒き こし 

をし めで まし &を、 今 は 百 ま 

り 多くの 年を經 ぬれ ど、 その 

梅の みづ枝 さしつ ぎて 春 毎に 

に ほひ を まし、 此の 家 もた ぐ 

ひ 廣く榮 ゆる こと を、 おのれ 

しも 母 刀自の ゆかり ありて 

けなく 御 ゆ ゑ よしを 傳へ承 は 

りよろ こぼ ひて， ふるき しら 

ベ をうた ふ 

むかし 君み 袖 ふれけ む 梅が 枝の 今 も 

かをる か あはれ その 花 

庭 落 梅 

とふ 人の 笛 もき こえて 垣の e に 梅ち 

る 風のお もしろ きかな 

水 3S 


六 田 川風 もの どかに ゆく 水の みどり 

によ どむ 柳 かげ かな 

柳 ある 家に 人き たれる かた を 

春風の あわ をに よれる 柳 もてと ひく 

る 人 をと めむ と ぞ思ふ 

む 月の 末 津輕爲 春の 許に 始め 

て ゆきけ るに、 酒 看 とりまか 

な ひ 物語した るつ いでに、 冬 

がれの 垣ね もけ ふこ そ 初花の 

かをり 覺 ゆれな ど 歌よ みてい 

だしけ るに 

初花の 折から 君 をと ひつる はわれ こ 

そ 春に あへ るな り けれ 

早 蔑 

いざけ ふ は 荻の やけ 原 かきわけて 手 

折りて を 来む はるの 早 蒙 

題 しらす 

菅の 根の 長き 春 曰に なり ぬれば 心す 

さ みぞ IS なかり ける 

家に 歌よ みける に 二月 絵 を 


きさらぎ やまだ 雪 さ ゆる 伊 駒 山 花の 

はやし はさめの みして 

同じ 題 を 在滿が 家に て 

1 1 月の 空 さえ か へ る 山 かぜ は 冬に ま 

される こ i ち こそ すれ 

また 森 を 

春 ふかき 老 その もりの 篤 は 人 もす さ 

めぬ 音 を やな くらむ 

二月 梅 

色 も 香 もとり ならべた る 梅の 花 さく 

こそ 春の 最中な り けれ 

きさらぎの 末つ方 樓の花 もや 

や 逢り なるころ、 伊久 米の 君 

のお はした るに 庭 を 畑に 作れ 

りしが， 鈴茱の 花の 盛りに さ 

きたりければ 詠みて 出しけ る 

春され ば 鈴 菜 花 さく あがた 見に 君き 

まさむ と 恩 ひかけ き や 

二月 梅 日 一 ョ« 本 所と いふ 所に 

火お こ. 0 て 家 ども 多く やけに 


集 家 S 茂贺 
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けり， その 夕つ 方 風 も あらく 

空の けしき あかく ちり だち て 

こ、 にし も 火 あるかと 覺 えた 

る を、 其の 夜 亥の 初ば かり 十 

町ば かり 南より また 火いで き 

て 程なくお のが 家 もやけ ぬ、 

昔より 心盡 して 考 へつ、 物 多 

く 書き そへ たる 書 どもの あれ 

ば、 是 をば 倉に も いれ じ、 い 

かで 便よ からむ 所へ 渡し やり 

てむ、 令 はとて 逃れいで なむ 

時、 從 者の 手 毎に もたせむ と 

かま へ て * 先づ その 事 をと り 

した、 むる 程に、 調度 ども は 

心に も 人れ す、 たビ 倉の 戶ロ 

にひぢ りこ 塗り まかな はせ て 

たち 出で ぬ、 程なく 皆烟 にこ 

もりに ければ 源の 簡が 許へ 行 

きて 夜 を あかしぬ、 何ば かり 

の 家なら ねばな ごり もさし も 


あらね ど、 また 草の 庵む すば 

むまで は 人に よりて あらむ も 

くるし かろべ し 

春の 野の 燒 野の 雲雀 床 を 無み けぶり 

のよ そに 迷 ひて ぞ 鳴く 

おのが あたりより 火い よ 、趣 

りに なりて 明日の ひるまで も 

つ ャく燒 け ゆきに けり、 い 

£ よろ づ 

く 千 萬の 家々 か烟 となりけ む、 

人な ども 死にけ りと いふなり、 

また 今年 は 所々 に 火 ある はぬ 

す 人の わざ も 多し とてから め 

て かう がへ ら るな どもい ふ 

田に も あらぬ 千 町の 家 を やきすて V 

造れる 罪の 程ぞ 知られぬ 

春の 山ぶ み 

山越えて 霞む 梢 を 見渡せば 搶 によく 

似た る 物に ぞ ありけ る 

春 三 河の 掾を おくる とい ふこ 

と を 


宮道山 はる ゆく 袖の 深み どり 秋 は あ 

けに も 染め ざらめ や は 

遲日 

菅の 根の 長 見の 濱の 春の 日に むれた 

つ 鶴の ゆた に 見えけ り 

桃 

賤の 男が 園 生の 桃の 花 ざ かりやぶ し 

も わかぬ 春の 色 かな 

吉 野の 山の 花 盛 を 見やりて 

世 ひ 中に 吉 野の 山の 花ば かり 聞きし 

に まさる もの はありけ り 

花の 歌と て 

^きちる は 變らぬ 花の 春 をへ て あは 

れと思 ふこと ぞ添 ひゆく 

雲との みまが ふ樓 のさ かりに は 心 も 

そらにな りに ける かな 

山樓 さくと 見し より 吉 野が はなが る 

る 花 も かつ ぞた えせぬ 

大路 ゆく 人の たもと も樓 色に 染 むる 

ぞ花 のさ かりなり ける 


うら との どけき 春の 心よりに ほ 

ひいでた る 山 ざ くら 花 

花の もとに 弓い るかた 

樓花 はな 見が てらに 弓 いればと もの 

ひ e きに 花ぞ ちりけ る 

關路花 

山 深みお も ひの ほかに 花 を 見て こ. * 

ろぞ とまる 足 がらの 關 

關花を 人に か はりて 

ふく 風 をな こその 關の山 ざく ら心づ 

から ぞ ちらばち らまし 

不破關 花と いふ こと を 

さくら \ 哫く不 破の 山路 は關 守の すま 

すな りても 人 をと めけ り 

花 下 送 日と いふ こと を 

山 櫻 ちれば^ きつぐ 陰と めて お ほか 

た 春 は 花に くらせり 

谷 中の 柿 本社に て 歌よ みける 

に 社頭 花と いふ 事 を 

言 の 葉の 色香に あける 神ながら 猶み 


づ がきの 花やめ づらむ 

上野の 花 ざ かりに 

かげろ ふの も ゆる 春 日の 山 櫻 あるか 

なき かの 風に か をれ り 

長 門 守の 東の 比 叙の 花見に 輻 

壽院に 遊び 給 ひける 日、 題 を 

さぐりて 風 靜花芳 とい ふこと 

よべ 雨 ふリて 

を 今朝 はれたり 

よるの 雨の 露 だに ちらす 榑 花に ほふ 

ばかりの け ふの 春風， 

ある 人に さそ はれて 山里に 到 

れ りけ るに 柴の戶 の 花 ざ かり 

いと 心の とまり て覺 えければ 

思 ひき やうき 世の 人に さそ はれて 塵 

の ほかなる 花 を 見む と は 

伊久 米の 君の 許より 櫻の 枝に 

そへ て よしや 花ち ると もい 

かで 惜しむべき 色香 を さそへ 

庭の 春風 t あるかへ し 

君が けふ敎 へ しもの を 今より は 花 さ 


そふと も 風 は うらみ じ 

山里へ 花見に まかりた る 心 を 

人々 と共に 

山里 は いはほの 中と 閗 きつる を 花に 

こもれる ところな りけ り 

遠つ あ ふみの 引 馬の 大城は 昔 

一 一 荒の 大 神の ふとし きまし、 

なり、 其の かた へ に 坂 あり、 

引 馬 野への ぼる 所な り、 その 

坂の 上に 今 は 坂 本のぬ しすみ 

給 ふ 垣の 內に、 昔の 大神 のめ 

で 給へ る 櫻の 今 も ひこば えさ 

はに しみさび て ある を、 ベ マ 年 

ことのつ いでに とひけ るに， 

歌よ めと ありければ 泳み ける 

あか 駒 を 引 馬の 坂の もと 樓 この もと 

ころ を わすれで ぞ#- く 

童 遊に 竹の 葉 もて 作れる 舟に 

櫻の 花 をつ みて 流した る を 見 

て戯に 人々 と共に 


集 家 翁茂贺 


すくな 神つ くれる 舟に 木の 花の^く 

ゃ姬 こその りて いづら め 

ふる 鄉に 櫻の ちる を 見る とい 

ふ 心 を 

み 吉野を わが 見に くれば 落ちた ぎつ 

漉の 都に はなちり みだる 

志 賀山越 

花 を ふく 嵐の そら は 雪ながら たもと 

ぞ かをる 志 の 山 ごえ 

春 山の 旅の こ. -ろを 

信濃路 のおぎ その 山の やま 樓 またも 

きて 見む ものなら なくに 

三月 枝 直が 家に て跌 よみけ るに 

接 中 花 を 

霞た つながき 春 日に ながめして 花に 

も 物 をお も ふ 旅 かな 

接の 花の ちりた る を 

菅の棂 の 永き 春 日に 袖 たれて 見む と 

思 ひし 花ち りに けり 

上野に て 


ちる 花の 都の ふじ やい かなら む 東の 

比歆は ゆきと こそ ふれ 

堇を 

故里の 野べ 見に くれば 昔 わが 妹と す 

みれ の 花 さきにけ り 

雲雀 

護た つ 春 野の 雲雀な にし かも 思 ひ あ 

がりて ね をば なくら む 

國原 

雪 雀 あがる 春の 朝け に 見渡せば をち 

の國 ばち 霞た なびく  ■ 

苗代 

苗代の _が*  口 まつりし め は へ て賤 がわ 

ざこ そむかし お ぼ ゆれ 

河 山吹 を 人に か はりて 

山吹 は 下 ゆく 水 も 花なる を 心して さ 

せ ，の 河 ふね 

山吹 さきたり 見る 人 あり 

故 は 春の くれ こそ あはれ なれ 妹に 

似る て ふ 山ぶ きのはな 


春の 暮に春 道が なり 所 をと ひ 

て 唐 棣花を 

こ の 園 はまた もき て 見む 宮人の 抉お 

ぼえ て はねす^く ころ 

淺春 

花の みな 散りての 後 は 春 さへ に殘る 

日な くも 思 ほ ゆる かな 

春の はて 

行く春 を 

ひだち に は 田 を こそつ くれしめ はべ 

しめ ひきは へ てィ 

てけ ふ 行く春 を 誰かと ^- むる 

夏 歌 

山家 首 夏 

庵ながら 昨日の 春の 花 もみつ さて こ 

そ閗 かめ 山 ほと」 ぎす 

山里 は 夏の はじめ ぞた 1- ならぬ 花の 

人め もす ぎぬ と 思へば 

思餘 花と いふ 事 を 

いかなら む 熊 野の 臭 を 尋ねて か 夏に 

もの こる 花に あは まし 
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廉 翁茂賀 


遲櫻を 

おくれて は 物 すさまじく 見 ゆる 世に 

ベ 「も 櫻の めづ らしき かな 

足 柄の 關の 山路 を こえ くれば 夏ぞさ 

くら はさ かりなり ける 

新樹 

た S がし は 

夏の 来て 昔に か へ る 玉 柏と ると もつ 

きじに ひか み 葉 は 

枝 直が 家に て 庭樹結 葉と いふ 

こと を 

かげ ふかむ 青葉の 櫻 わか 楓 なつに よ 

りても あかぬ 庭 かな 

春 道が なり 所に 友 だち かいつ 

ら ねいきて 

くた に^く 園 生の 木々 の 若み どり 夏 

このましき 宿に も あるかな 

あかなく にあす もさね 来む^ 鳥の か 

つし か 小 田の 苗 も 見が てら 

賀茂祭 

年 ごとに け ふの 葵 を かけ まく も かた 


じけ なし ゃ賀 茂の 氏人 

かみ ゑに 早苗 植 うる かたかけ 

る を 

いそぎて ぞさ苗 はう ゑむ 足び きの 山 

時鳥な きにし もの を 

屛 風に 雨 ふるに 人 多く 早苗と 

る 所 

大 御田の みな わ も 泥 も かきたれ てと 

る やさ 苗 は 我が君の 爲 

五月雨 ふるに 山 下の 田う、 る 

かた 

さ 苗 草う & る 時と て 五月雨の 雲 も 山 

田に おりたちに けり 

採 早苗 

きの ふけ ふ 時 来に けりと 時鳥とば 田 

の 面に 早苗と るな り 

ほと- 1 

郭公 まつ 心 を 

初 こ ゑ を みやこに いそげ 時鳥 やまが 

つならぬ 人 こそ はまて 

題 しらす 


な かざらむ 物と はなしに 郭公 つらき 

時 こそ 猶 またれ けれ 

郭公の 歌 あまたよ みける 中に 

たちばな のか をれ る 宿の ゆ ふぐれ に 

二 こ ゑな きて ゆく 時鳥 

市 郭公 

しのび 音 を あらぬ 名のりに まがへ と 

ゃ市路 になき て ゆく 時鳥 

故鄉 郭公 

たちばなの 島の 宮居の あとと めて 鳴 

く はむかし の 郭公 かも 

夏の 頃 人々 と共に ふりに し 世 

を 忍ぶ 欲よ みける に 時鳥 を 

君 まし、 むかしの 花の 藤 原 を 時鳥 こ 

そい まもと ひけれ 

京に て 物 習 ひし 頃 親し かりけ 

る 人の  <lr は 伊勢 國 にある が 許 

に 文の 端に 

鈴 鹿が は 早く 聞きつ る 時鳥い せまで 

今 もお も ひやる かな 


集 家 翁茂贺 
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集 家 翁 茂お 


山里 へ 時鳥き. 4 に まかりて 

うの 花 を 手 ごとに 折りて 歸 らまし 山 

ほと  >- ぎす 間き ししる しに 

五月 家に 歌よ みける に 船の 中 

なる 人 郭公 きくかた を 人々 と 

共に 

郭公お のがさつ きの 山が はを聲 にの 

り て もさし くだす かな 

名所 郭公 

つくば 山 はなた ち 花 Q さきし より 鳴 

くこ ゑし げき 時鳥 かな 

郭公 頻 

この 里 は 更にした ひも あへ ぬまで 過 

ぐれ ぱ來 なく 時鳥 かな 

家に 歌よ みける に 山家 五月雨 

とい ふこと を 

五月雨 は を やむ も わかす 谷の 庵に 雲 

よりおつ ろ眞 木の 下露 

そのむ しろに 夏 を 

みじか 夜の はかな さつげ て 鳴く 空の 


折 あはれ なる 朝 がらす かな 

又 夏 祝 を 

ふる 雨に さ 苗 をう ゑて 國の 名のみ づ 

ほの 秋 を まつお 樂 しき 

五月 宴，， 菅原氏 家 一時-作歌 

橘の もとに 道 ふみ ゆきかへ り もとつ 

人に も 逢 ひに ける かも 

あし 引の 岩根 菅 はらいく つ 夏し げり 

ゆ くらむ 岩根す が はら 

夏虫 

庭の 面に そこ はかと なき 虫の ね も 折 

あはれ なる 夏の 夕暮 

故鄉螢 

ふるさと のみ かきが 原の 夏草に よる 

はもえ つ、 飛ぶ 螢 かな 

紀伊 宰相の 君の もとめ 給 ふに 

よみて 參ら せけ る 三 首の 欲 

樹陰 納凉 

す しさの 大路の 柳 かげ ごとに うま 

も 車 もい こ はぬ ぞ なき 


里 蚊 遣 火 

夕され ば 蚊遣大 たかぬ 宿 もな しこの 

里び と は 月 や 見 ざら む 

晚夏 

ゆく 雲も螢 のかげ も かろげ なり 来む 

秋ち かき 夕風の さ 

夕立 をよ める 

に ひた 山う き 雲 さわぐ 夕立に とねの 

川 水う はに ごり せり 

大 びえ や をび えの 雲の めぐりき て 夕 

立すな り 粟津 野の はら 

夏 風 を 

ふく 風の 心 は 常に あらめ ども 夏 こそ 

人に したしまれ けれ 

水無月 初の 六日に、 葛 飾の 西 

にある 秋 葉の 社に て 歌よ まむ 

とて、. その^ 當の 求めけ るに、 

友達 かい つらねて 舟より ぞゅ 

く 樹陰 避暑と いふ こと を かね 

て 詠みて 出しけ る 


風 やどる 夕べの 森の 下す 1- み 秋の 葉 

そよ ぐ こ  ち こそ すれ 

水 邊納凉 

たちよれば 山陰す t し 夏 見 川 夏て ふ 

こと やなみの ぬれぎぬ 

高殿に す める かた 

高き 屋は凉 しかりけ り ^ 金の 土て ふ 

ものし 夏 にゃあ るら む - 

家に 歌よ みける に晚 夏と いふ 

こと を 

空 高く ほたる を さそ ふ 夕風の 身に し 

むまでに なれる 夏 かな 

同じむ しろに 大 井川の 夏 を 

大 井川 わか 葉 涼しき 山 かげの 綠をゎ 

くる 水の しらなみ 

わが 宿 をし も 

律 はふ わが 宿 をし も 叩くなる 水雞ゃ 

夜半の なさけし るら む 

夏と 秋との 

吉野 川み そぎで 流す 麻の 葉 やなつ と 


秋との なかに おつらむ 

陸 奥の 岩 城の 君の 許に て 物が 

たり 聞え ける 時、 夜 ふけぬ ベ 

しま かで なむと いふ を、 今宵 

は 六月つ ごもり なり 秋のお そ 

き 年の 水無月 はらへの 心 をよ 

まむ とて 主人 もよ みたま ふに、 

おのれ も 筆 を はしらし めて 

圏つ 罪 はら ふ 心の 涼しき は あめにし 

られぬ 秋に ぞ ありけ る 

夏 はら へす るかた かける 榜を 

よろ づ代 とひが しも 西 もとな ふなり 

はらへ 接せる 罪 やなから む 

枝 直が 家に て 六月 威 を 

天つ 罪 はら ふ 夕べ は 雲井 ふく風も^^ 

しくな りに ける かな 

同じむ しろに 夏日と いふ こと 

を 

わたの 原豊 さかのぼる 朝 H 子の み.^ 

みな. P ぎ 

げかし こき 六月の 空 


秋 歌 

山べ の 庵に 秋の 来たる 心 を 

今朝 はし も 竹の 林ぞ そよ ぐなる 世 は 

秋風の 立ち やし ぬらむ 

早 秋 

うき，；^ の と 思 ひも いれで 秋風 を うら 

珍しみ すぐす ころ かな 

殘暑 

宮城 野 や 秋な ほ 暑き 木の もとの 露な 

き 草に 風 を まっかな 

秋も猶 あっき 夕べ 人々 と共に 

角 田 川の 下つ かたの 大 川て ふ 

あたり 舟 こぎ わたりけ るに い 

と凉 しかりければ 

からろ とる 大川 のべの 涼し さは 初 雁 

がね も 間く ばかりなる 

秋の 歌と て 

秋風 は 立ちに けらし な 更科ゃ をば す 

て 山の ゆ ふ 月の 空 


集 家 翁茂贺 
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大 伴の みつの 浦な み 吹きよ せて 松原 

こ ゆる 秋の ゆ ふ かぜ 

源之眞 おもき 病お こたり て 後 

つかへ を 返しけ る 頃、 主の 惠 

み 深き ことな どこ まやかに い 

ひお こせて、 さて 七夕の 歌 ど 

も 見せけ る を、 其の 歌 かへ し 

やる とて 傍に 書きて つか はし 

ける 

1K の 川 かいの ，を 身に うけ て 今宵 や 

いかに 凉 しかるらん 

七月なぬ かの 夜 

たなばたの あ ふ 夜と なれば 世の中の 

人の こ & ろ もな まめき にけ り 

こよ ひまで 今宵 を まちて 今宵 あけば 

又の 今宵 を またむ とすら む 

七月 七日 家に 人々 きて 祭の か 

たす るに おのく よむ 

たなばたの 天 つ 妹せ のこと を だに こ 

ちた く 誰かい ひった へけ む 


七日の 夜のう た 

天の原と ほき 川との 夕な みに 今や こ 

ぐらむ ともしき をぶ ね 

たなばたの あ ふ 夜の 秋の 初 風に 男 を 

みなの はなも^く らし 

fK の 川 見つ、 し をれば 白妙の わが こ 

ろ も 手に 露ぞ おきに ける 

七日の 夜雨の ふりければ 

夕月夜 そら も あやなく ふる 雨に こぎ 

なま どひ そ 天の川 を さ 

枝 直の 子 生れけ る 頃、 文月 十 

三 夜に 人々 集まりて よろこび 

いふに、 月のお もしろ かりけ 

れば 

この 宿に さ i らぇ をと こ 生 ひさきの 

光 こもれる 千代の はつ 秋 

わかの 浦の 度して 造れり とて 

人の 御 許より 賜 はりた る 扇に 

書け る、 文月ば かり 

紀の 海は谅 しかりけ り あしべより 波 


うち はふる 秋の はつ 風 

遠つ あ ふみの 佐 益の 中 山の 西 

につ 1^ きて 今 は あはが 嶽 とて 

高き 山 あり、 延喜 式に 安波 波 

神社と ある これな り， その か 

た 槍に かきたる に その 麓に 旅 

人 あり、 それが 心 をよ みつ、 

時 は 秋の はじめつ 方な り 

東路は 衣手 さむし 白雲の あは はが だ 

けの 秋の はつ かぜ 

人の 柿 本社に 奉る とてもと め 

ける は 初秋 風と いふ こと を 

風のお との いく代 雲井に きこえ あげ 

て 高つ の 山に 秋 はき ぬらむ 

秋風 

松の ひ き 荻の さやぎ のさ まぐ に 

M えてた えぬ 夜半の あき 風 

荻 

百 草の 多 かる 中に わきて などうた て 

吹 くらむ 荻のう はかぜ 
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萩漸盛 

鹿 もや. -戀の 盛と なりぬ らし 野 逢の 

こはぎの 色 まさり ゆく 

获 

を 鹿 ふす 野 逢の 秋風 ふき 初めて ほこ 

ろび にけ り 萩の 花づま 

获に封 ふとい ふ 心 を 

萩が 花 垣ね もた わに さく 時 は 野邊も 

思 はぬ 物に ぞ ありけ る 

旗 人 鹿の 音 きくかた を 

さ を 鹿の 妻と ふ 宵の 岡の べに 眞萩か 

たしき ひとり かもね む 

旅 衣 わがつ まならぬ 萩原に 鹿の ね W 

きて ひとり かもね む 

月の 歌と て 

とほつ あ ふみ 濱 名の 橋の 秋風に 月す 

む 浦 をむ かし 見し かな 

住の 江の 浦 わにた ちて H: 見れば 難 波 

の 方に たづ ぞ 鳴くなる 

さ 1- なみの 比 良の 大ゎだ 秋た けて よ 


どめる 淀に 月ぞ すみけ る 

播磨路 や 夕霧 はれて 久 かたの 月お し 

てれり いなみ 野の はら 

大 舟に 小舟 ひき そへ ます か みすみ 

田 河原に 月 をみ るかな 

十五夜く もりけ るに 

1K の 原 八重 棚 雲 を ふき わくる いぶき 

がな ゃィ 

もが もな 月の かげ 見む 

八月 十六 日永 昌が なり 所に 人 

人集りて、 屏風に 川邊 なる 家 

に 月み るに まらう どの 來 るか 

た ある を、 所に つけたる 接な 

れば 此の 心よ まむ とて 共に よ 

みける、 主人のと ころに 

さ i- ら波 よるし も かくてと はる、 は 

月 こそ 宿の あるじな り けれ 

まらう どの 所に 

淸らた * る 秋の 川べ にす む 宿の きみ こ 

そ 月の あるじな り けれ 

山家 月 


秋の 夜の 月淸 ければ 猶も あらす いで 

てこ そ 見れ 杉た てる 門 

夕 丹 

萩原 や 庭の 夕 露う つろ ひて くれ あへ 

光はィ 

ぬ 影 は 月に ぞ ありけ る 

枝 直が 家に て 松 間 月と いふ こ 

と を 

都に もまつ の 木の まの 月見れば 山の 

秋の こ  ち こそ すれ 

水上 月 

た っ嶋の 影ば かり を やく まと 見む 野 

澤の 水の ふかき 夜の 月 

朋石浦 秋 

明石渴 有 明の 月 をした ふまに あはれ 

を そふる： の 朝霧 

八月 廣澤、 池 眺望と いふ こと を 

都人 見ぬ 海山の おもかげ も 月に うか 

ベる 癀澤の 池 

H: 見れば 都のう ち も 海山の ありけ る 

もの を廣澤 のい け 


秋水 鄉 

蘆が ちる 難 波の 里の 夕 ぐれ は いづく 

もお なじ あき 風ぞ ふく 

秋 神祇 

秋風の たつ 田の 使た ちしより 世 は ゆ 

たかなる 穗波 こそ よれ 

雁 を 

見渡せば 穗の上 きりあ ふ 櫻 田へ 雁な 

きわたる 秋の^ ふぐれ 

田づら 庵に て 

露 さむき 門 田の をし ね 月 照りて 雁な 

きわたる 秋の よなよな 

九月 十三夜 縣居 にて 

秋の 夜の ほが らくと 1K の 原て る 月 

影に 雁な きわたる 

こ ほろ きの 鳴く や あがたの 我が 宿に 

月 かげ 淸し とふ 人 もが も 

あがた 居の ち ふの 露 原 かきわけて 月 

見に 來 つる 都び とか も 

こ ほろ ぎの まち 喜べる 長月の 淸き月 


夜 は 更けす も あらな む 

に ほどり か-つし かわ せ  のみ ィ 

鳥の 葛 飾早稻 のに ひ しぼりく みつ 

つ をれば B: 傾きぬ 

九月 十三夜 知陳が 家に 月見け 

る 時、 洲濱に 紙 もて 薛 のかた 

を 造り 松の 葉 をし きて かひ こ 

を 多くお きたり * 祝 ふ 心 をよ 

めと す& むれば 

鶴の 子の よ を 長月の かけ なれば 見る 

かひ も ある 宿の 秋 かな 

新む ろに て 

眞木柱 ほめて つくれる 高き 屋に 千秋 

の 月 を 見 そめつ るかな 

野 分せ しあした に 

野 分して &の宿 は あれに けり 月見に 

來 よと 誰に つげ まし 

九月ば かり 犬 上衛が 家に て 初 

紅葉 を 

心と くきても 見し かな 山し なの 石 田 

の 森の もみ ぢ そめし を 


紅葉 

世の常の 色なら め や はさが の 山 もみ 

づる 秋の いで まし どころ 

詠 菊 

あたら 代の た ひらの 宮に めで そめて 

菊 は 千 Hi になり にけ るか も 

菊の花 を 折りて 人のお こせた 

りければ 

よは ひ を ものぶべき 君が 宿の 花 かざ 

すに ぞまづ かくれけ る 

惜秋 

おの づか らもろ き 木の葉の 秋 なれば 

暮 る-を 何に かこち だに せむ 

秋の はて 

さ を 鹿の たち 野の 原に 秋 くれて 今い 

く 夜と かつ まを戀 ふらむ 

冬 歌 

神無月の 一 日に 衣莒の ふた を 

ひらきて 


16 


集 家 翁茂賀 


17 


な マ しも 春と ィ 

神無月 またも 春と しい ふめれば さく 

ら 色なる 袖 やか さねむ 

伊久 米の 君の 許に て 十月 更衣 

を 

かふれ どもい とビ あやなき 衣手に 紅 

葉 だに ちれ 翁 さびせ む 

神 無"^ の 紅葉 をよ める 

かみな 月 かた 山 あらしの どかに て杠 

葉み るべき 今日に も あるか も 

ち i の 木の も、 ぶの 山の 薄紅 葉う す 

きながら に ちれる 冬 かな 

十月 はかり 人に 山づと をお く 

ると いふ 事 を 茂樹が 家に て 人 

入と 共に 

冬た つ や 嵐の 落す 推が もと 山 にも 身 

こそ やどし わび ぬれ 

十月ば かり 山里に 宿る とい ふ 

心 を 

くれ 行けば 籍 に鹿ぞ そよ ぐなる た •> - 

かくながら 秋 やなき けむ 


時雨 をよ める 

高 鴨 はは やく 時雨 ぞ ふりに ける かつ 

らぎ 山の 峯 のうき 雲 

さがみ なる ィ 

神無月た ちに し 日より 雲の ゐるぁ ふ 

はれく も B 'する ィ 

りの 山 ぞまづ しぐれけ る 

時雨 陰晴と いふ こと を 

かみな 月け ふ もし ぐれの はれに けり 

暴 りに けりと いひて 暮 しつ 

朝 時雨 

け ふ もまた +^  くて 幾た びし ぐれ まし 

峯の 朝日に 雲 か、 るな り 

か み な 月耔端 の 露のお きいで、 け ふ 

もしぐ ると いはぬ 曰ぞ なき 

寒 度 をよ める 

津の國 の 難 波の あしの 枯れ ぬれば こ 

と 浦よりも 寂し かりけ り 

寒 草 

かれに ける 草 は 中々 やすげ なり 建る 

小 笹の蓄 さやぐ ころ 

よの 中 は ゆ ふ 霜 さやぐ 翁ぐ さ 枯れて 


もやす き 時な かりけ り 

枯野 

筑 波ね の綠 ばかり を武藏 野の 草の は 

つかに のこす 冬 かな 

寒樹 

日 を さへ し 大河の ベの くぬぎ 原 冬 は 

風 だに たまら ざり けり 

冬枯 に 里の わら や C あら はれて むら 

鳥す だく 梢 さびし も 

夜 落葉 

山風の ムく夜 の 月に 音 はし て くも る 

ともなく 散る 木の葉 かな 

名所 落葉 

佐 保す ぎて たがと る 幣と亂 るら む奈 

良の 手 向の 風の もみ ぢ葉 

冬 月 

さよ 中と 夜 はふけ ぬらし 我が 宿の 庭 

に 霜お きて さ ゆる 月 かげ 

湖上 冬 月 

緻訪の 海 や 雪げ の 空の 雲間より 水 を 


18 


てらす 月の さやけ さ 

ふ ^- きせし 伊吹お ろしの さえ くれて 

月に しづ まる 余 吾の 浦な み 

千鳥 を 

鍵 倉の よるの 山お ろし 塞ければ みな 

のせ 川に 千鳥 なくなり 

楫取 魚彥が 許に つど ひて その 

所の 欲と て 

ゆ ふされば うな かみがたの 沖つ 風雲 

井に ふきて 千鳥 なくなり 

0 

有 馬 山う きたつ 雲に 風 そ ひて あられ 

たばし るいな み 野の 原 

雪の ふりけ る あした 枝 直の 許 

より 人お こせた るに、 何事 を 

もい はで 歸 りに ける は 心 もえ 

す、 この 入 は 朝 霜 を を かしき 

もの にい ひければ 

朝 ごとの 霜 を あはれ とい ふ 君 はけ ふ 

の 雪 をば いか， >- 見 るら む 


とい ひやり つれば、 例の 朝い 

を 驚かしつ るな りけ り * それ 

がかへ しに 曉の程 こそ を かし 

かり けれ、 今朝 ふるもの とや 

お ぼ すらむ 朝い して 霜 を だ 

に 見ぬ 君 はし も 夜の 雪 をば い 

かで しるべき と あれば 又 

おも ひ 寝の 夢に まさらぬ 初雪 を 夜半 

に ふりぬ と 誰かい ふらむ 

また ある 日よ ベより 雪の ふり 

ける に、 枝 直の こなたよりも 

消息せ ざる をに くむなる べし 

詞 はなくて 白雪の ふりと ふ 

ると も 心なき 入 をば また じと 

はむ ともせ じ と あるかへ し 

しら 雪の ふりと ふりな ば 心なき 人 も 

やと ふと 待ちに しもの を 

また 枝 直 ふる 雪の 思 はむ こ 

と を 思 は. f ば 人 を もまた じ 人 

もまた じ を かへ し 


人 や こむ 我 やと はむ と 思 ふまに わく 

る 心 は雪ぞ しるら む 

また 枝 直 とひと はす 君が 心 

をい かに ぞと 問へ ども 雪 は 答 

へ ざり けり かへ し 

物 を こそ 答へ す らめ ふり はへ て 今 

朝 は 心の ゆきと や は 見ぬ 

同じ 日 正 房が 許より 跡 をし 

もい と はぬ 君が 宿なら ばと は 

まし もの を 今朝の 白雪 と あ 

るに 戯れて こた ふ 

昔 たれ 雪に は 跡 をい とひ そめて 君が 

かごと とけ ふなり にけ む 

詠 雪 

ぬば たまの ィ  合 ひて ィ たけ 

はし だての くらはし 山に g きら ひ 高 

ち くに はら 

市 國原雪 ふりに けり 

雪の 朝 遠き 里 を 望む とい ふ 心 

を 

けさ 見れば 麓の 里 はわ.^ ね どもけ ぶ 

りぞ 雪の 上に たなびく 
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す. * きに か、 れる 雪の を かし 

かりければ 友の 許へ 

おも ひやれ 枯 生の す、 きうち 糜き友 

まちが ほの 雪の かきね を 

ことし 伏屋 をし めて 竹な どう 

ゑけ るに しはすば かり 雪の ふ 

りければ 

しめお きし 籬 になび く吳竹 のよ にめ 

づ らしく 見 ゆる 雪 かな 

隱 家に 雪の ふりた る 心 を 

わが 庵の 庭に は あと もなかり けり 落 

葉が うへ に ふれる しら 雪 

題 しらす 

甲； -ふ人 こて ふに 似た も 夕べ かな 初雪 

なびく しの 、をす、 き 

屛 風に 雪の ふりた るに 人々 舟 

にの りて 見る かた 

花なら ば こぎよ せて こそた をら まし 

入江の 松に か k る 白雪 

杜雪 


身の よそに いつまで か 見む 東路 のお 

いその 社に ふれる 白雪 

閑居 雪 

冬 ふかき 柴のィ 

冬 ごもる 庵のと ぼ そ を 稀に あけて 竹 

にか i れる雪 を 見る かな 

山 箱 見 雪 

雪 ふれば さくや 梅津の 山里に に ほ-は 

ぬ 花 は ひと もと ひ 来す 

雪中 遊興 

野 も 山 も 冬 はさび しと 思 ひけ.^ 雪に 

心のう かる、 もの を 

雪中 眺望 

雪 はる \朝 けに 見れば 富士 のね の 麓 

なりけ り武蔵 野の 原 

雪の あした 

初み 雪 はれた る 朝に 見 わたせば 里の 

けぶり もめ づ らしき かな 

おきいで、 曉 ふかく 見し 雪の けさ ま 

で 月に まが ふ 庭 かな 

冬 遠 情 


たち かへ り 今 もみて しが 遠つ あ ふみ 

濱 名の 橋に ふれる 白雪 

うちきら しみ 雪 ふるな り吉野 山い り 

にし 人 やい かにす むらむ 

家に 歌詠みけ るに 冬 眺望 を 

ふる 雪の しらふの 磨 を 手に すゑて 武 

藏 野の 原に 出に ける かな 

同じ 時 贈答の 歌人 々 も 詠みけ 

るに 神 樂の夜 人に とい ふ 事 を 

枝 直 

宮人の 弓と いへば と 歌 ふ 夜 も ひかれ 

ぬ 身 こそしな なかり けれ 

かへ し 

四方 山の まもりな りて ふ 梓弓 ひきみ 

ひかす みうらみ や はする 

遠 江の 國磐 田の 社の 神主 菅原 

信 幸が 母の 八十の 賀の屛 風の 

歌 十二月 神樂 する 所 

殿 守の 白く たくなる 大御 火の よに お 

もろし き 神 あそび かも 


新 嘗^ 

尊き やすべら みこと は 神ながら 神 を 

まつらす け ふのに ひなべ 

まだき に \ あける 梅 

大 かたは 春 だに 花の また^、 を 年の 

うちに もに ほふ 梅 かな 

年の ic* に 友 をと ふ 

年た-ば 春 野の i まづ 摘まむ かね 

ごとしに ぞけ ふは來 にけ る 

年の^に 1^ すかた を 

もろ 共に つもり 來に ける H< つ 罪 雪よ 

り 先に まづ やき ゆらむ 

暮雪 

野 も 山 もみ まふれ ども ゆづる 葉の 春 

の？ れは をり もま ど はす 

年 0 とく^る i 心 を 躬恒が 冬 

の 長歌に よりて 

けさより はしく ると 見えし 冬の 日の 

S  くま. -に年 ぞくれ ゆく 

とし の (u. に 


暮れて ゆく 年の 早瀕 のみな かみ は 白 

き 筋 こそ 落ち まさり けれ 

これ は 櫛け づ りければ 白髮の 

まじりて け づられ ける に 驚き 

て 詠めるな り 

年 ふりても との 身なら ぬ 心に は 春 も 

むかしの 春 を や はまつ 

SS? けど かひな きもの を 今より は 月日 

もよ まじ 年 もかぞ へ じ 

春 を まち 年 を 惜しみて いづ 方に よる 

とし もな くよ ぞ ふけに ける 

しはすに 闺 ありけ る 年の 暮に 

加 はれる 冬 を もた に 過ごし 来て お 

ろかなる 身 を 今年 こそしれ 

都の かたへ に 住まへ ど 人な み 

なみなる 身に しも あらねば、 

春を迎 ふる 業と て 何事 をも設 

けす * さる は 門 さしてな ども 

あらねば、 のど やかに のみ も 

あらす、 木に も あらぬ 吳 竹の 


よの 中には 法師 ばらとい ひけ 

むも覺 えて、 我 だに いひ しら 

すなむ、 入々 のまで 来て 語ら 

へ る 歌を閉 けばと に を 

. ^しかれ ど- もとより 己が 心 

を やる わざ なれば 人に なら ふ 

べきに も あら 卞、 よしと て羡 

むべき 2 とわり もな し * たに 

心 やりに 

年 くれて 松 を もた てぬ 住家に はおの 

づ からなる 春ゃ迎 へむ 

戀 歌 

はじめて あ へ る 

そむなる ィ 

初 尾花 結び そめけ るタ 露に あきて ふ 

風 は 吹かす も あらな む 

あ ひお も ふ 

おも はぬ を 思 ひし 程に くらぶれば 思 

ふ を 思 ふこと ぞ すくなき 

わすら る 


風の こ ゑ 虫の ね を だに き かじゃ はな 

どみ し 秋 を 忘れ はてぬ る 

しらぬ 人 

思 ひつ、 ぬれば あやしな それと だに 

しらぬ 人 を も 夢に みて けり 

舊戀 

かれし その 昔ば かり はした はぬ や 我 

さ へ うとく 今 はなり けむ 

逢戀 

かりそめの たのめと 人 や 思 ふらむな 

きて 渡りし み吉 野の 里 

思高戀 

わが 戀 はく もゐに 高き あしび きの 山 

の しづく を 袖に かけつ、 

知身戀 

これ ぞ 此のう き 身 しらる V つまなる 

をつ らしと 人 を 思 ひける かな 

つらき 身に あるべき か はと 思 ひしる 

おなじ 心の いかで こふら む 

待議 


殘る夜 も 鳥より 後に まちえた る 習な 

ければ なくく ぞ ぬる 

寄瀧戀 

岩ば しる 瀧つ 山川と こなめ にた ゆる 

ことなく あ ふよし もがな 

寄霞戀 

はるくべき 方 こそな けれね ぬる 夜の 

夢より 霞む 春の あけぼの 

おきて わかれし 

今 はた 袖の 水と なりに けりお きて 

わかれし を ふの した 露 

春の 暮に人 を 思 ふ 

今 も かも 小島が 崎に 匂 ふらむ 君に 似 

るて ふ 山吹の 花 

哀傷 歌 

卯月の はじめつ かた 茂 子の せ 

の 身 まかりつ と閗 きて 花な ど 

贈りけ るに さした る 欲 

世の中の はかなき とき は 郭公な くね 


もこと に うら ぶれに けり 

美樹が 父の 身 まかりた る 後人 

人 夕 郭公と いふ 題 を かの 家に 

よむ とて その 歌み せた るつ い 

でに 詠みて おくる 

藤 衣 ふかく そむて ふす みの 色の 夕ぐ 

れに とふ ほ v とぎす かな 

ある もの. -師の 忌と て 名所 後 

舊 とい ふこと を 人の 求めけ る 

に、 四月の 末な りければ 

ほと 、ぎす 今き の 岡に こ ゑき けばた 

だな き 人の たよりなり けり 

五月の 頃い ときな き 子 をう し 

な ひける 人の 許へ 

なみだ stt  . 

五月雨の ふるに ますら む泪 川せ く へ 

きょし も あら じと ぞ思ふ 

六月 十四日 は 去年 «. 昌 が 身 ま 

かりし 日 なれば、 年頃の むつ 

び 忘れが たきに、 便に つけて 

いひ 遣し ける 
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IK の 原 ふじの 高ね の 白雪の きえぬ る 

ときと. 聞く ぞか なしき 

利 秋と しごろ ゎづら ひて 久し 

く 逢 は ざり ける に、 七月 七日 

に 友 古が まで 来て、 いにし 水 

無月に なむ 身 まかりに ける、 

今 は 三七日ば かりに やなりぬ 

ら むと いふ を閒 くに、 心しに 

る 友な りければ か へす ぐ も 

悲しく 思へ どか ひなし、 年頃 

好みつ る ことにて 今 はの 際に 

も 欲よ みつるな ど 語る を 聞き 

て、 いと 哀 のす、 むに、 くち 

す さめる かぎり かきて 友 古の 

許まで 5! 迗 りつ， 露の 手 向 草に 

もとな り 

大か たも 驚かれぬ る 秋風に つ ねな き 

こ ゑの そふ ぞ かなしき 

なき 人 はいく 七日に かなり ぬらむ 彥 

星なら ば またも 見 まし を 


きくから に 悔しき 事の 悔しき は あは 

で ふるまの^ なりけ り 

今 は 世に なしと 開く こそ 悲し けれ あ 

るに も あはで 年 はへ ぬれ ど 

秋風の そらに 今 はと ゆく 埜見 るく 

消 ゆる 世に も あるかな 

是 はかの 終の 日に 螢の堯 に 影き 

ゆる よしを 詠みし 故に それにな 

ぞら へたるな り 

荷 田 在滿に はかに 身 まかりけ 

る 後、 楮瀨侍 從貞隆 の 許より 

藤拷 にさして 世の中 は あだ 

なる もの としり つ \ も か-. ら 

むとし も 思 ひき や 君 あたら 

しゃ 露に し をれ し藤挎 かぐ は 

しき 名 は 世に 殘れ ども 秋風 

にあれ にし 宿の 女郎花 こ 萩が 

上 もい か， * とぞ おも ふ 答へ 

とりあへ す 書きて 萩に つけて 

やがて その 使に やる 


みよし 野の かりの 命 はさ だめね どお 

のが 後 こそ 賴 むべき もの 

風 を 荒み に はかに ちり し 藤 持 香 だ に 

や 多く  tgj? ら ざるら む 

今より はいかに こ 萩 か 花 妻の を じか 

なき 野に ちり まど ひなむ 

宮域 野の 露に し をる &秋获 は 君が み 

かさの かげたの むな り 

父のお も ひに て ありけ る 頃 

浪の上 を こぎ ゆく 舟の 统も なき 人 を 

みぬめの うら ぞ 悲しき 

茂 松 庵と いふ 寺の 森の 陰に お 

くつき あり 

茂り あ ふ 松 かげに 君 をお きしょり 風 

の 音 こそ 悲し かり けれ 

故 梅に まう できて 又 程なく 東 

に歸ら むと する を、 母 はら か 

らめこ は 更なり、 誰かれ 別れ 

惜しみ 泪 おとす を見閉 くに、 

いはむ 方な う 悲しくて 
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わかれ をし む その 人々 の 袖の露 を あ 

つめて しぼる 我がな みだ かな 

母君むな しくな り 給 ひぬ と W 

くに、 七 年 こなた 夢に のみ 見 

習 ひつる ま. - にあと しも 覺ぇ 

ね ど * しらする もの は 淚にぞ 

ありけ る、 いかで 今し ばし す 

ぎば こ  にも かしこに も ゆき 

かひて， 共に すみて むとの み 

老の賴 み を かけわた りし を、 

かひな く 悲しき 世に も ありけ 

るかな、 今 はいかに せむ 

雁が ねのより あ ふこと を賴 みし も 空 

しかりけ りみ よし野の 里 

今 はと も 人 を 見 はてぬ 悔しさ はわが 

身の つび の 世に も 忘れ じ 

妻の 身 まかりけ るに 

我がの ちを賴 みし 人 は 先 だち て ふり 

にけ る 身 を. S かにして まし 

ある ゆ ふべ 


色 か はる 获の 下葉 を ながめつ- -獨り 

ある 身と なりに ける かも 

夜 を ふかして 

から 衣た ちぬ ふ 人 も あらな くに 秋 は 

夜寒に なり まさりけ り 

こ i かしこ ありき つ >f 家に 歸 

りて 

妹が 門いで 入る ごとに はや ゆきて 早 

かへ りこと いひし 人 はも 

八月 十五夜に は 尾花な ど 瓶に 

さして 月め でつ る を、 さる わ 

ざ もな し 

さきだち しひとの 袂か 花簿 いま は そ 

れ だに 見えすな りに き 

橫 瀨侍從 のめ 君の 身 まかり 給 

ひし 折に 詠みて 參ら せけ る 

を 鹿な く 岡 逢の 获に うら ぶれて いに 

けむ 君 をい つと かまた む 

かぎり ありて 深く は そめぬ あらた へ 

ま そで をく たす 露 やしげ けむ ィ 

の 袂の露 やち r にお くらむ 


ある 人の 十七 年の 忌に かの 詠 

みたる 歌 を 句の 上に 分ち 置き 

て 三十 I 人に 欲求め ける に * 

て を かみに て 悲しみの 心しら 

ひして 遠禱 衣と いふ こと 詠め 

と あるに 

照る 月に 衣う つなる 里と ほみ H< がけ 

るら むこ ゑ かと ぞ閉く 

ある 人の 妻う せて 後、 題 を 分 

ちて かなしみの 欺 こ ひける に、 

九月 盡を 

秋 くれて 野 風た つなり 白露 C 玉の あ 

りか も あす やた どらむ 

ある 人の いたみに、 夕 1 を 

人に 代りて 

何となく 人の 心 もみだる-は もろき 

木の葉の 終の ゆ ふ かぜ 

望月 三 英の父 草庵が 一 周忌に 

題 を わかちて 歌 もとめけ るに、 

我 もい と 親しき 友な りければ 
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寒 草 霜と いふ こと をよ めと あ 

る に  . 

き なぐさ 

かぎり あれば つ ひに かれ 野の ぬ K 草い 

たにく 霜の すゑ ぞ かなしき 

神無月の 頃 井上 河内 守の 母君 

身 まかり 給へ り、 守 は 陸 奥の 

岩 城に おはす ほどな り、 たよ 

り あれ はみ けしきと ぶら ひ參 

らす ついでに、 檜 わり ご 一 か 

さねつ いが さねに おきて、 内 

に I つに は 五菓、 一 つに はつ 

ばい もち ひ 入れて 遣し ける、 ■ 

それが 中に 松 子 は It の なれば、 

わりこの ふたの 裏にち ひさき 

紙に かきてお したる 駄 

常なら ぬ 嵐 をいた みう っ繹 のからの 

木の 實も ちりに ける かな 

河 津長夫 はす めら 御國の 書の 

畢びを わが 導きつ るに、 もと 

より 唐の 書 を もよ くよ みつれ 


ば、 いと 才 ことにして • 古に 

か へ る 心 ざし 深 かりつ る を、 

ゎづら ひて 十月 十七 日に 身 ま 

かりぬ とい ひお こせた る を 聞 

くに、 いと 口 をし， 其の後と ぶ 

らひ 遣す ついでに 美樹が 許へ 

わが 道 もさ そ はむ 人 をぬ ば 玉の よみ 

に送ジ てまど ふころ かな 

となむ， 叉 長 夫が 今 はの 時， 

ますら を は 空しくなり て 父 

母の なげき をのみ や 世に 殘さ 

まし とい ひて、 又 我 は 心 ざし 

とげざる を、 つぎて 名 を も あ 

ら はして よな ど美樹 にい ひお 

きしと ぞ、 此の 歌 は 憶 良の 大 

夫の ますら を や 空し かるべ 

き 萬 世に 語りつ ぐべき 名 はた 

たす して とい ふ を 思へ るな 

るべ し、 いと 哀に こそ、 又 菊 

の 花 を 送る とて 


白菊 は 冬 だに かくて ある もの を まだ 

き 消えに し 露の 悲し さ 

ほかながら ほかなら すし も 悲しき に 

うちの うちこ そ 思 ひやら るれ 

雜 歌 

嵐 

信 濃なる すがの 荒野 をと ぶ 鷲の つば 

さもた わに ふく 嵐 かな 

山 

下野 や 神の しづめ し 二 荒 山 ふた \び 

とだに 御世 は 動か じ 

瀧 

天なる やおと たなばた のおる はたの 

手玉み だる 山の 瀧つ 激 

袖 

陰髙 き髙根 の 槍原杣 たて、 とる や 雲 

ゐの宮 木な るら む 

道 

か け そめ 

いにしへ のなら の 御世より ふみわけ 
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し 木 曾の かけ ぢの あれず も あるかな. - 

し 木 曾の 坂路の なれす も あるか も 

百く まの 荒き 箱梗路 越え 来れば こ よ 

ろぎ の 機に 波の よる 見 ゆ 

I  大江 

沖つ 風 ふきに けらし な 武藏の 海み と 

の 水門に ィ 

もせき 迄 いづ 手 舟よ る 

釣 舟 

大魚 つる 相 摸の 海の 夕な ぎに みだれ 

*  £ を ぶね 

て いづる 海 ±4. 舟 かも 

琴 

あ ふさ かや あづまて ふ 名の つま 琴 は 

淸 水に 聲 のかよ ふなり けり 

笛 

うら 安の くにぶり しるく 萬 世に くだ 

て ふ 笛 はね をた えに けり 

鈹 

うた 舞の 五つの ふし も 鈹てふ もの 、 

音な くばう ち も わかれじ 

欺 


その かみ はい つぬ き 河と しらね ども 

欲は絕 えず ぞ ありけ るィ 

流れて 絕 えぬ 歌に ぞ ありけ る 

書 千 里ィ . 

見渡せば 下つ 此の世の くま もな しふ 

りぬ る 書 や 高嶺な るら む 

倭 文 

ごろ も 

いにしへの しづ はた 衣き し 世 こそお 

りたち ての みしの ばれに けれ 

まことが 家に 布引の 瀧の 巖の 

くだけ をす ゑお きたる を 見て 

布引の 瀧の たぎつ 瀨昔 にきく 山の い 

は ほ を 今日 見つ るか も 

機巖 とい ふこと を 

f 

沖つ 舟 手 向す らし も 岩波の たてる 荒 

磯に か-る しら 木綿 

四月 枝 直が 家に も^が とい ふ. 

こと を (これ は 五月 韓人の 來 

べきに て 此の 題 を 出しつ、 昔 

はかく 東まで 來 たる 事な きに、 

近き 御世に は 珍ら かなれば な . 


む) 

東路の ふじの 高ね の 高 しらす 君が 世 

あ ふぐみ つのから びと 

御嶽 まう でせ る 心 を 

世の中に 何 を むさぼる こ ともなし 金 

のみた けの 神ぞ しるら む 

世の中 はと あるに も か. - るに 

もな づ ますば 何 かへ 難から む 

などい ひ あへ りけ る 時 詠める 

かた 山の やまべ うつ木 線 うらせば く 

誰が この 世 を ゆき そむ くらむ 

題 しらす 

眞柴 たく はしば の 里のう す 瓦 思 ひく 

こそ あり けれ 

だくる 世に も あるかな 

伊久 米の 君へ 赤き 木の み を 奉 

るに つけて 

千 早ぶ る あけの 玉垣 そ を だ. li も 越え 

てぞ とりし 君が みために 

山 本の をぢは あが 母の 住みけ 

る 岡 部の 宿の 前 わたりす る ご 
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とに 必. f とひた うび たる 人な 

り、 今 はかくて 海山 を 隔て、 

あれ どい かで か 忘れむ、 さる 

をい にし 年 其の 國 わたり 過ぎ 

つれ ど 急ぐ こと ありて えと は 

ざり しこ そ nr をし けれ、 <fr は 

かたみに しらぬ 翁と なりに て 

あるら めど、 心 を しるべと し 

て 今 一 度 昔の こと あ ひ 聞え む 

とて * 猶思 ひわた る 

雲の ゐる 遠つ あ ふみの あは、 山 ふる 

里人に あはで やまめ や 

飛驛 人と いふ こと を 

墨 繙の まさしき 筋を傳 へ なば あらぬ 

たくみ をな すな 飛薛人 

？水宴 

こくす ゐの えに のかた を 

みィ 

岩ば しる 水の 玉う きょ ど をな み 心お 

そ さの 見えに ける かな 

枝 直の 家に て 紙 緣の舁 風に 雪 

の ふりた るに 人々 舟に のりて 


見る かた 書け る を 

白雲の 中に ながる \fK の 川 浮 木に の 

れ るけ ふに や は あらぬ 

魚彥が もとに 集 ひて 其のと こ 

ろの 歌と て 詠める 

かとり 潟 千 重の 潮瀬 を せきあげて 浪 

穩 にたてる 神の みと かも 

紅 子が 久しう ゎづら ひたる を、 

親の 悲しう 思 ひて、 宮づ かへ 

はかた への 人 くるしければ と 

て、 御 暇 をし ひて 申し こ ひて 

ければ、 御け しき あしうて 御 

联 たびつ る を、 ひとりな げき 

て 秋の ころ やつれ ゆく 扶の 

つゆの 上まで も 思 ふくまな き 

月 はと ひけり と. S へる を W 

きて 

ゆきめぐ り 慰む 時 も ある もの を 思 ひ 

ぐ まなく 月 な^め そ 

此の 寺の s につら 


岩 水 寺 


ら 石と い ふ あり 


岩 水の しづく Q 洞の つら、 石 幾つら 

つらの 世 をか經 ぬらむ 

屋代山 

四方 も 皆 かべ たちのぼる やしろ 山大 

國玉 やつく り ましけ む 

鹽屋煙 を 

鹽屋 だに 稀なる うらの よそめに は 锺 

のす ゑ もさび しかりけ り 

海 眺望 

播磨渴 せとの 入日の すゑ はれて 空よ 

りかへ る 沖の つり ふね 

山舘雨 

しがら きの 外 山の よるの 雨のお と を 

都の 人に きかせて しがな 

田家 鳥 

なるこ ひく 鬥 田の 稻のほ どもな くた 

ちて はかへ る むら 雀 かな 

松 平備後 守の 秋 葉 社に 奉る と 

てす、 めら る-. に、 社頭 杉と 

いふ こと を 


いく代 經 ぬ！^ るし るし も いちは やき 

國っ 社に たてる 神 杉 

古寺 鐘 

吉野山 いりにし 人 は 音せ ね ど 夕べの 

かねに ありか をぞ しる 

よそに き &て思 ひ いる こそ 哀 なれみ 

山の 寺の ゆ ふぐれ の 鐘 

釋敎 

流れき て あづまに 深き 法の 水 この ゆ 

く 末 は いづち な るら む 

述懐  . 

たま に 人と ある 世 をう き 時 は そ 

むか まほし く 思 ふ はかな さ 

獨述懷 

思 ふ 友， あらば うれしき 身なら まし あ 

りの すさみ は ある 世ながら に 

寄 風 無常 

花 紅葉 さそ ふ 色香 を 惜しむ まに 身の 

春 あき も 終の 夕 かぜ 

神 山元 廣が 年頃 吹きたり しひ 


ちりき のした の いと 多 かる を、 

牛が 島の 長命 寺のう あに 埋み 

て、 その上に しるしの 石た て 

て、 人力に 歌よ ませけ るに 詠 

める、 其の 石は大 なる 推の 下 

にたてり けり 

岩が ねの 推が 下風 ふきった へ いくよ 

ろ づ世か 音に き えむ 

稻垣 求已齋 冬の 歌 ども 書きて 

筆 加 へ てよ とてお こせた る を、 

物の 上に 置きつ るに 夜 さり 雨 

の もり てし みつきた りければ、 

戯 によみ て かたへ に 書きつ け 

て 返しけ る 

もる 山の しづえ をのみ と 思 ひしに 人 

の 言 菜 も 雨 は そめけ り 

茂樹が の 橘 立 を 見て 松の 枝 

を 折りても て かへ りつる、 そ 

れが 歌よ めと いひければ 

わたつみの 浪 もて ゆへ る 橋 立の 松 を 


かざしに 手 をり つるかな 

十二月の 始 っ方傳 通院の 室に 

まう でた るに、 あけむ 年は增 

上 寺へ 移りて 大僧正と 聞え む 

まう けうち/^ ありと き  >, て 

朝日 かげに ほへ る 山に 紫の 雲た ちわ 

なる ィ 

たる 春ち かみ かも 

枝 直の ニ郞 のうまれ て 始めて 

神詣せ させけ るに 詠みけ る 

とこ 世 もの 世に 薫るべき 種 なれば 梅 

の 宮居の 祌ぞ しるら む 

やむ ごとな き 御前に まう す 

みたみ われ 生ける かひ ありて 刺 竹の 

君が み 言 を 今 日 きけ るか も 

寶曆四 年 霜月 殿の 四十の 御賀 

の 宴に 侍り-け るに、 夜 ふけて 

入らせ 給 ふ 折、 御衣ぬ がせ 給 

ひて 眞 淵に とて 給 はせ る は、 

いと 多 かる 入々 の 中に ていと 

おもだ 、 しく 侍る もお も ほえ 
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.f 忝な きに、 言いみ をし もえ 

しあ へ ぬま、 に 

あふひて ふ 綾の みぞ を も 氏人 の かづ 

かむ 物と 神 やしり けむ 

おのが 遠つ 駔は 山城の 賀 茂より 

いて、、 文 永の 頃に は 遠 江の W 

部の 港 をた ま はれる ill 旨な ども 

ぁリ けり、 其の後 二 荒の 宮の大 

神濱 松に まし >- 頃、 街 軍に いそ 

しとて お ほん 太刀 をし もた ま は 

せし を、 其の後 はさる さまの 事 

も あら ざり しに、 おのれ S えず 

御紋の 御衣 をた ま はれる かた じ 

けなさい はむかた なし 

覉旅歌 

ふるさとに あからさまに 歸ら 

むと する を、 終に はいかに 定 

めむ とする ぞと いふ 人に 

じィ 

ふる 里に とまり も はてす 天雲の ゆき 

かひての み 世 をば へぬべし 


故 3^ へ歸ら むと する 時人に わ 

かると て 

^れ ゆきて また 初 雁と 共に こむ めづ 

らしと 思 ふ 人 も あり やと 

よの子が 信濃路 をへ て 紀の國 

へ ゆく に、 たちに し 後 思 ひや 

りて よめる 

ぞゅ くらむ ィ 

け ふ も かも わけ ゆく らし も大ぎ そや 

をぎ その 山の 峯の 白雲 

杠の ひきもの 神 もま もらな む 旅 ゆき 

しらぬ きみが ゆく へ を 

難 波へ ゆく 人 を 送る 

百づた ふい その 驛 になる 鈴のお とづ 

れを だに 結えす せよ 君 

旅 ゆく 入 を 送りて 

よく ゆきて よく 歸 りきて たらち ねの 

變ら ぬみ まへ はや 拜 みませ 

紀 量が S 後の 國 にかへ る を、 

幣代 とお ぼしくて 色々 に そめ 

たる 拔を 贈る、 包紙に 書い つ 


けけ る 

たらち ねの いは ひて またむ 木綿の 山 

こえむ 日 迄の 手 向に はせ よ 

ある 人 七月なぬ かにまで 来て、 

こたび 難 波に いきて 来む 年の 

秋な むかへ りきぬ べきと いふ 

たなばたに いかになら へ る 君 なれば 

久しき 程 を まてと いふら む 

大神垣 守が 土 佐 國に歸 るに わ 

かると て 

武蔵 野の 夏野の しげく 思 ふこと いふ 

べき 人に け ふや 別れむ 

信 益が 美 濃へ 歸ら むと する^ 

こ 信 益 は 》s 平 能 登 守の 家臣に 

に て 美 濃國岩 村の 城 を 守れり 

天と ぶ やつる の 郡 を 幾千 代の ゆきか 

ひぢ とか 君なら すらむ 

旅 歌と て 

足 がらの 關の山 ぢを北 ゆけば さも を 

ぐらき こ、 ち こそ すれ 


覊中關 

都べ のた よりな りけ り 白 川の 關 ゆく 

ほどの 秋の はつ かぜ 

II 中 海 

はり ま 潟い かで 都の つとにせ む緣島 

の 波よ かくよ しもが な 

覉 中 時雨 

都いで、 露 をい かにと 思 ひしに しぐ 

れ 降るな り 宮城 野の 原 

物 名 

しもつ ふさ 

神代より 弓矢 は 手に ぞ ならし もつ ふ 

さはし からぬ 人 やなから む 

i 戊樹が 家に て 歌詠みけ るに、 

あら ぞめ を 

えぞの 海 や 千島の あらそめ を 多み あ 

ら はれぬべき 我が 思 ひかな 


賀 歌 


いで ゐを 古へ ざまに 造りけ る 

に、 九月 一 一十 六日 人々 つど ひ 

て ほぎ 歌よ みける に 詠める 

资暦五 年の 秋な り 

飛驛 たくみ ほめて つくれる 眞木 柱た 

てし 心 は 動か ざら まし 

これ はけ ふ 集へ る は、 我が 古の 

書の 學 びの 道った ふる 人々 なれ 

ばかく い へ り 

十 一 月 十九 日 殿の 大姬 君へ み 

ちの くの 守 殿より むすびの 物 

まゐら せらる- -に、 おのれ も 

御文 御手 習の 事つ かう まつれ 

ば、 大方なる ベから ねば、 洲 

濱 たてまつれり、 其の さま か 

きの 貝ながら なる を 島に て 造 

れる松 をた て、、 丧 など 本に 

右 h、 又 鏡 二つ を 水の かたに 

して、 その 鏡に しろいものし 

C 鶴の ならびて 飛ぶ かた を 書 


けり、 歌 もち ひさくて 彼の か 

たに 書きつ， その 歌 

大4^^にはねを並 ベ てと ぶ 鶴の 千と せ 

の 影 はけ ふより ぞ 見む 

と ぞいと 興ぜ させ 耠 ひて、 ごが 

ねな どた うび つ 

長 門 殿のお ほば 芳林院 尼 君の 

七十の 賀に、 養壽 尼が 檜 破 子 

調 じて、 i^j!lとみに鶴と鶴とを 

數ぉ ほく 書きた る をまゐ るに、 

歌よ めと 殿のお まへの 仰せ ご 

と ありければ 

天地に 千年の ためし 多 かる は 君 祝 ふ 

け ふの しるしな るら む 

とて 靑 きうす やう をい とち ひ 

さく 切りて、 松の つくり 枝に 

つけて そ へ たり、 此の わり こ 

など は， 殿の 御前に きこしめ 

して、 調ぜ させて 養壽 にた ま 

へる をお くりたり、 又 わりこ 
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に 松の sa いるべき にて 

君が 身に 籠れる 千代 は ある もの を 松 

のみと しも 思 ひける 力な 

吉 田の 家の 母と じの 賀に 秋の 

jg と いふ こと をよ めと あるに 

ことぶき をよ し 田の 里に かる 稻 のち 

ぢの年 ある 人ぞ たのしき 

同じ 贺を みほ子の する に、 ^ 

濱仗 など 調 じて よと いひお こ 

せつれば， 調 じて 遣し ける、 

その 杖の 歌 もと むれば、 ふる 

き 例に よりて ®s 專杖を 造れる、 

其の 袋に ぬひつ けたる 默 

玉ち はふ 命 ありて ふこの 杖 はきみ こ 

そっかめ よろ づ 世までに 

杖の 長さ 三尺 六寸 五分、 よこの 

はしと もとと を银 して さ いは 0 

びし に 逢り て はる、 H じ菱 のお 

を ゑり つけたり、 又 SJ はよ この 

上の かた へ につく、 かしら 背 尾 


などう す 靑に黃 を まじへ、 むね： 

場の 色な り、 採 桑 老の樂 の 杖の 一 

樣 になら へ り、 昔の さま なれば 一 

なり、 中頃の 世より は 古今 集に. • 

白金に て 竹の杖 をつ くリ たるよ 一 

しある にの みよりて、 竹の 形に 

銀に て 同じ 葉 をつ くり、 又 培 を 

ば 横木の か はりに やがて それ を 一 

握りて つく やうに 造る めれ ど， ， 

古今 集なる は 珍ら しく 欲に も か： 

なへ むと ての わざに して、 させ 一 

るの ひ あるに は あら ざな り、 賀ー 

に は 憲壽杖 こ そ 唐 にも やまとに 一 

も あと ある 事 なれ、 又 袋の 形 も 

今の 世に すなる はいかに ぞゃ、 

齊 掘の 袋の かたで そか 、る 物の 

袋の 古き.？ なれ、 されば それ 一 

になら へり、 洲 i« は 菊 小 松 彼な 

ど を 造れり、 赤が ねの 板 を 鏡に 一 

とがせて f 水の 流 をな せり、 花- 

の 影 おもしろく 見 ゆ、  足 はさぎ 

足に てあし ゆ ひのお の扭 あげ ま 一 

き ゆ ひて たれたり， § は ごふん- 


みがき、 上に よきすな ごかむ す 

ゐ石 など をお きつ 

松 平備後 守の 七十の 賀 にきく 

に 寄せて ほぎ うたよめ と ある 

に、 かづけ わたに そへ てま ゐ 

らす 

萬 代 を 君 伴 ふとき く なれば 花の 眉し 

も ひらく 秋 かな 

ある やむ ごとな きわたり の賀 

に 菊 を もてよ めと あるに 

武藏 野の 一 本 菊 を 生した て i かぎり 

なき 秋の 露 を まて 君 

松 平 遠 江 守の 六十の 賀に鶴 千 

Efe.- ス 此主津 S- 尼 

年 友と いふ 事 を の 鍵 をし t り 

この 殿に なに はの ことの 千代 は あれ 

ど 契りし るき は馴 る、 蘆 たづ 

意 成 院權佾 正お こな ひのしる 

かれば、 今年お ほやけ より 御 

寺 造らし め 給 ふ、 偺正 七十に 

しもお はする を、 さぶ らふ 人 
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の 言 ほが ひする に、 歌よ めと 

す i むれば 

とぶ さたて 祝 ひて 造る この 寺の ほと 

けの よは ひ 君 も へぬべし 

おく 山の よ 川の 杉に しるしえ て 世 を 

祈る 君 は 千代 も へぬべし 

くす し 津輕季 Hi が 父の 五十の 

S に 

龜 山の いく 藥 ある 宿に しもい はふよ 

はひぞ かぎり 知られぬ 

ある 人の 賀に 松延齢 友と いふ 

こと を 

世の中の 友に は あゆるなら ひ あれば 

松 をした しむ 齢し るし も 

陸 奥なる 人の 五十の 賀 に松延 

齢 友と いふ こと を 人に 代りて 

契りて はま 垣が 島の 松が も 思 ひ へ 

だてぬ 千代 を こそへ め 

ある 女の 五十の 賀に 春/ TO とい 

ふこと を 


十 か へ り を まつ 程遠く 若え つ i いく 

らの泰 か 花 かづら せむ 

源の 敏樹が 母の 七十の 齢 を、 

芝と いふ 所の 海の つらの 家に， 

てこと ほぎ すめる に、 歌よ め 

と あれば 

わたつみの 常世の 波 を よるべに て 祝 

ふよ は ひ は數も しられす 

遠 江の 山の 奥なる 浦 川と いふ 

所を廣 くしめ てす まふ 嬢 島 ま 

さち かとい ふ 翁、 今年 七十な 

る を 我 も 遠き ゆかり あれば- 

ことぶきて よと 遠々 にい ひお 

こせし かば、 よみて 送る 

まさか 山奥 山つ み をい は ひつ &榮ぇ 

む 世々 は 限り しられす 

入の 贺に杖 をお くると て 

山人の 桃の しもとの たづ か 杖 君 こそ 

つかめ も i とい ふ 世 も 

人の 七十の 賀に 橘に よせて 


橘の かげに 道 ふみ うらと へば 千代 ゆ 

ぞィ  るィ 

く 末 はま さし かりけ り 

しはすの はじめ 秋田泰 林の 六 

十の 齡を その子 泰 因が 祝 ふに、 

竹不改 色と いふ こと 詠めと あ 

れば 

くれ 竹の 雪 かきわけて 契る に は 千代 

の 色 こそ ことに 見え けれ 

年 寒き 嵐に かれぬ 宿の 竹 はいで そよ 

千代の 友に ぞ ありけ る 

わが 友 を 竹の 友と も 枕 ひお きて 風に 

ゆきに も かれ じと ぞ思ふ 

こ、 の そぢ まり 八なる 人 を fg 

ふむ しろに、 竹 をよ めと ある 

に 

吳 竹の 世の 長 人の すま ふなる 千 ひろ 

ある 陰に 我 は 来に けり 

平 春 道が 父の 賀に 竹に よせて 

ほぎ 歌よ めと 求めければ 

人の子の 千代 もと 祝 ふ 誠に は 竹の こ 
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ころも さぞな びくら む 

まき 田. 水 正 母の 六十の 賀 しけ 

り、 歌 よみてよ と あるに、 さ 

る ことなり 睦 じき 近隣 なれば、 

大 かたに や はとて 竹の杖に つ 

けて 遣し ける 

ふなる 心へ だてぬ 中が き はこな た 

の 竹の 千代 も ゆ づらむ 

ある 人の 七十の 賀- のむ しろに 

て、 月 前 竹と いふ こと を 

よろ づ 世に すむべき 庭の 月 なれば 竹 

をう ゑて やかげ やど すらむ 

義陳が 母の 六十の 賀の屛 風に 

十二月 竹 多き 宿に 雪 ふる かた 

を 

こしの 

わが 宿の 竹の は 山に ふる 雪 はしらね 

しらね かィ 

なれば や 消 ゆる 世 もな き 

武算が 母の 五十の 賀の 月次の 

舁 風に、 八月 十五夜の かた か 

ける 所に 


長き よの 秋の なかばに いと：^ しく 暮 

るれば 出づ る月ぞ たのしき 

又 十一 一月 松 竹 ある 庭に 雪 ふれ 

る 所 

松が 枝 も 竹 もけ ぢめ のさ まぐ に 千 

代 を こめた る 宿の 雪 かな 

人の 賀の屛 風に 十二月 松に 雪 

つもれる かた を 

雪つ もる いつはの 松の いつもく 變 

らぬ年 はくれ ぬ ともよし 

永 正が 許に て 枝 直周武 など 歌 

よみけ るに、 この 近き 程 主人 

の 母の 賀 しける 名 接に とて、 

猶 祝の 心 を そへ て 見 ゆる もの 

を 題に て、 早く^き たる 梅 を 

瓶に させる を 

萬 代の 春 まつ 宿の 梅 なれば いと はや 

かめのう へ に^きけ り 

まさを 

奥山のお く 霜 八た び 重ぬ とも 眞 木の 


みどり は 千代に 變らじ 

永世が 六十の 齢 を 其の 子千國 

がい はふ 時よ める 

みは かし を 玉 まき 田 ゐの五 百 代に 千 

五 百の 秋の 初風ぞ ふく 

とよ 國の小 笠 原 氏の 家人の 六 

十の 賀に、 歌 ひとつと 白 猪の 

ぬしの せちに いふに、 か X る 

こと 世に 多き をう とき 人の は 

かたくい なび 運る 、を、 この 

人の 稀に もとむ るに はいかが 

はせ むと て、 とりあ へ す 

豐國 のかに みの 山の 松に かけて かみ 

の綠も 千代に こそ 見め 

阿波 守 國滿ぉ ほやけ に まう す 

事 ありて、 わが 家に ある 頃 人 

人と ひきて 歌よ みける に * 寄 

神 祝と いふ こと を 

君が 世に 神の めぐみの 露 そへ てず 謝 

山 もとのう みぞた えせぬ 
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この s 滞 は 遠江濱 松の m 訪 せの 

大 祝な リ、 さて 信濃國 なるこめ 

大 神の 社 わたりに、 月 池 星 池と 

いふ 池 あり、 銜謝 山の 楚 なり、 

其の 池の ほとりに 天つ 露 日毎に 

ふれば， この 池の 水た えず 流れ 

うるび て 諷訪の 海に 入る、 その 

海の 流れ 遠 江の 天の 中 川に おつ 

となむ いふ 

鶴 千年 友と いふ こと を 人に 代 

りて 

三 島. 江の 玉. 江に 千代 をし めしより 蘆 

ベの 鶴ぞ きみが 友なる 

藤 原 香の す \ め ける ある 女 

房の 五十の 賀に、 松 榭契久 と 

いふ こと を 

た を やめの 同じ 操 を 契りき て經 ぬべ 

き 千世 も松ぞ しるら む 

わかゆべき 契り を まつの 花 かづら 幾 

千代 かけて 少女 さびせ む 

牧野 駿河 守の 許に て 寄 名所 祝 


とハ ふこと を 此守 越後 國長 岡の 

と レスこと を 城 をし る 故に 此と 

ころ をい ふ 

かすみつ、 彌彥 山に ふる 雨の いやま 

すます に家ぞ さかえむ 

寶曆四 年 殿の 四十の 御 賀の实 

に 侍りて よみて 奉りけ る 

大君の まもりと なれる 君 なれば 君が 

よは ひ は神ぞ まもらむ 

枝 直が 七十の 賀の屛 風に 三月 

櫻の もとに 弓い るかた 

葛 城の 襲彥 まゆみ ひきつ、 もま すら 

をのと もの 花 を 見る かも 

擬神樂 催 馬樂歌 

寶曆 の始っ 頃に や 翁の かきつ 

めら れし 物の 中に、 神 樂催馬 . 

樂に なぞら へ て 作られた る あ 

る を 見いで たれば、 こ i にの 

せぬ、 思 ふに、 こ はやむ ごとな 

き 1^ の 岡の かたちつ くれる 所 


に、 もが さのうれ へ を 守ら ひ 

ます 神 をい は ひ 給へ りし こと 

ありて、 その 神の 祭せ させ 給 

ふとき、 たは むれに 作りて 奉 

られ しに やとお ぼ ゆ、 そのこ 

とわり も ありつら む を、 失せ 

にし かば おしはかりに 書い つ 

くるに なむ 

玉籬を つげと て L もや 昔より 神 さび 

けらし を かの まつが 枝 狭 もしみ、 に 

昔べ のた めしに なら ふ璃垣 はっくる 

日より ぞ神 さびに ける 昔 おぼえて 

すめ 國の 上代の AJ と は うら 安し なら 

ひて あれな 安き ためしに 末の世 迄 も 

しめ はふる 岡の 司の 清ければ いも ひ 

も 安し ぬ さも やすけ し 神の まに- \ 

君が代の 長月 こそ は 嬉し けれ 今日 皇 

神 を まつり はじめて たえ じと 思へば 

萬 代の 長 づきに さく 菊の花 かみの み 

しつ、 遊ぶな るか もィ  神の み 前に ィ 

まへ にか ざしつ るか も 神 あそびして 
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白菊の 花 を かざしに さし つれば 袖 は 

返せ どちら じと ぞ思ふ 秋て ふごと に 

御園生に， T 贶ひ てまきし 山ぁゐ をけ ふ 

の 抉に すり あへ にけ り 色 もしみ、 に 

液安の たやすの 秋の 初穩 もて あなう 

ら安 のけ ふの みに へや 平らかに して 

さい 玉の 里のと ねらが 作る 木綿 神の 

みて ぐら を ゆ ひて ける かも IS きし 

らゅふ 

この 岡の 松の木の まゆ 見渡 チ- ば 海 も 

せきまで うくたから かも ともへ な 

らべ て 

しなが 鳥 安房に つぎたる すゑの 山 末 

もさ やけしけ ふの 日影 は 

いり 江 どの 大門の 入 洲の声 はら も 君 

野 山 かけつ --ィ 

しし むれば 都と なりぬ 萬 代までに. 

神の かう みき、 たべ ゑうて、 ようべ 

も すん がら、 舞 ふよ ひぞ、 鳥 はなく 

とも、 舞 ふよ ひぞ、 長な きどりや、 

とこ 世 鳥 


同 

あはれ 尊 さ、 あなた ふと、 今日の 長 

月に、 あ ふ 人よ、 神の まつりに、 あ 

ふ 入よ、 とる みて ぐら は、 尊き ろ 

老泉 

此の 岡の、 老ざ かき、 若 ざ かき、 ち 

ん よつ んづ、 年つ んづ、 とし つん づ> 

公家 

く うげ に まう さむ. けに まう せ、 く 

御 爲 

うげ のお ほた め、 けの まう け 

同 

西 じろ の、 初み としえり、 みとし も 

はも、 つん づな も、 つん づな も、 つ 

んづ大 に、 へまう さん、 みべ まう せ、 

大に へまう さむ， みべ まう せ 

紀の國 

この 島 は、 常世の 島ぞ、 ま 常世の、 

しまに よすがら * あそぶ はれ なぞ、 

もといへ や 

二 段 

笛し も， 吹い たれば、 みことし も * 


あへ たれば、 常世の、 鳥の はれ、 そ 

の 鳥と な ふ 

同 

武藏野 や、 としまの はたに、 まとし 

まの、 畑に いも ひく、 翁 はれ、 その 

S もた ばれ 

二 段 

ひくし も * やすければ、 まゐる こそ、 

やす けれ、 いも もる、 神 も はれ、 

の やすみ あへ 

同 

いにしへ ゆ、 めでて しもの  >1 、 みめ 

づ らし、 ものと さかぶ く、 尾花 はれ、 

御麼 

その かりみ ほ を 

二 段 

まく さし、 蒼い たれば、 み 竹 もて、 

つくれば、 神 こそめ でめ、 この 中島 

は 黑木 のか はりに 竹を枉 とし 尾花 を ふ 

きたり 

とりもの 、歌 ほこ 
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八 千 矛の 神の ゅづ りし 大君の み 代の 

まもりの ほ こぞ 此の ほこ 

長 歌 

殺の 御賀に 御杖 たてまつる 欺 

葛 域 や、 ひと 一一 目ぬ しの、 神の ます、 

鵜 

森の さか 木 を， うじ もの、 うなね つ 

突貫 倭 文 機 § 

きぬき、 しづ はたの、 幣 とり 向けて、 

わが 君の、 み 杖に とりき、 け ふの 日 

御賀  搏 

の、 みほぎ の 庭の、 庭 雀、 うす，， -ま 

りゐ て、 百ち の、 言 も 何せむ， 萬 

代に、 い ませ 荅 君と， ひと 言 ま を さ 

も、 ひと 一一 目 ま を さも、 

よき 言 を 一 11=1: ぬしのお ほ 神の さち は 

ひま さむ 杖 たてまつる 

奉賀 新田 家大 夫人 歌 一 首幷短 

欲 

上つ け や、 に ひ 田の 山 は、 いでたち 

の、 よろしき 眞山、 いりた ちの、 く 


はしき & かも、 いでたてば、 君 を も 

る 山、 入りた てば、 家 を もる 山、 こ 

幸 

の 家の、 世々 に傳 へ て、 さつ 弓の、 

さちある 山ぞ、 常 磐な す、 よは ひも 

が もと、 たらち ね を * 萬 代までに、 

百づた ふ、 五十路の 冬に、 言 ほぎ し、 

酒 ほぎ なして、 いは はせ る、 こみ- ぞ 

よろしき- 今より は、 新田の 山の、 

新 幸 

に ひざち も、 いよ、 重ねむ * この 家 

の、 母の みことの、 ちとせ もる 山、 

反 欺 

たらち ね を， V はに もる 山 ー めお きて 

いは ふ 齢 はかぎ り しられす 

侍従 IT 隆 朝臣の 京に 御 使し 給 

ふ をお くる 長歌 短歌 

みぬの 山、 おき その 山 は、 なびかへ 

銜  依 

と * つけ ど 靡かす、 かく よれと、 踏 

めど も よらす、 よしゑ やし、 糜 かす 

ありと も、 よしゑ やし、 よらす とふ 


とも、 かけ まく も， レ とも 力し こき、 

新 

あらた 世 を、 言 ほぎ まゐ る， み 言 を 

率  ます 

し、 もちて ゆく 君、 ひ きゐます- 八 

ら たけをが ィ 

十と もの をの、 駒の 爪、 岩棵 ふみ さ 

くみ、 鈴が 音 は、 . ^ゆきと ほし、 た 

ひらけく、 安け くこえ む • お きそ 山、 

みぬの 山、 

むら < 

大き そや をき その 山の 岩が ね もな び 

きょるべき 旅に や は あらぬ 

右 は资曆 十二 年 九月、 皇女 夠位 

あづま 

をつ きませ る 御 よろこび を.' 東 

よ り まう し 給 ふに， « 瀬 待從の 

この 御 使に さ、 れて信 « 路ょリ 

上らる - を、 親しき 人々 に » も 

とめら るれば 詠みつ、 京の こと 

など は 人 々皆つ くせれば かくの 

みいへ り 

詠 松 有 榮色賀 大木 老人 八十 算. 

散 一首 並 短 敬 老人 赛圔 碁 

松 かげに、 山人 あそび * 常 整なる * 
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齡 はしる し、 御代の 名の、 ゆた にの 

ぶて ふ、 新しき、 はじめの 年 を、 去 

しィ 

年と いひて、 令 年の 春 は、 いづこに 

も • 杖つ きま ゐり、 あしび きれ、 山 

にも 遊ぶ、， 手 束 杖、 斧の 柄 すら は， 

朽ちぬ とも、 くちせ ぬ ものと、 松の 

花、 さかむ ごも 見む、 このぬ し は、 

山人の ごと、 山 松の ごと、 

反歌 

山人の 千世の はじめの はると て や 松 

のみ どり もこと に 見 ゆらむ 

僧 祐達輪 旨 まう しに 都に のぼ 

る &?  旺 S に"？ 

東より、 春 こそた てれ、 都べ に、 花 

こそ さけれ、 その 春に、 君 さそ はれ 

て、 その 花の 都に ゆく や、 おの づ 

から、 み 法の 花の、 ひらくべき、 春 

なりけ らし、 春の 日 も， かぎり こそ 

あれ、 さく 花 も、 うつろ ふ もの を、 

常 现 なす、 み 法の 花の. 末々 も、 た 


えぬ かをり を • つ、 み もて、 霞の 袖 

の、 たち かへ り、 早お ほ はなむ、 世 

の 人の ため， 

東より 春に ともな ふゆく へこ そ 法の 

花 さく 都な り けれ， 

大和の 國を思 ひて よめる 

神ろ ぎの、 裨 のみ 代より、 H< っ嗣、 

日つ ぎしら し、、 御 まの みこと， わ 

が 大王の、 とつ 事 は、 雄々 しく ほく， 

うちら をば、 直く 平らに、 見し 碟ひ * 

こし 袷へば、 八十 國も、 いよ，^ ま 

臣  荣 

廣く、 百のお み も、 いやさ か はえき、 

みつ、 大和の 國は、 白雲の、 とに 

たち 渡り、 山 見れば、 山い や 高し、 

里 見れば、 里た ひらけし、 春 花の、 

うらぐ はし 國ぞ. こ、 をし も- うべ 

しきまし き， 八十 國は、 うべ も荣ぇ 

稜威  足 

つ、 古への、 その いづみ 世の、 たり 

辨 代 を 今 も 見る かも、 日 高みの 國、 


民 

大 だから 吾が こ 、ろ さ へ ゆた けし も 

大和 國原 はるみて しょり 

吉野 山の 花 を 見て 詠める 

言 さへ ぐ、 人の 國 にも、 聞え 来す • 

吾が みかどに も、 たぐ ひなき、 吉野 

高ね の、 櫻 花、 さきの 盛り は、 馬な 

ベ て、 遠く も 見さけ、 杖つ きて、 峯 

にもの ぼり、 見る 人の、 かたりに す 

0 

れば、 きく 人の、 いひ もつ が ひて、 

天雲の、 むか 伏す き はみ パ仓 ぐ、 の • 

さ 渡る かぎり、 めでぬ 人- こ ひぬ 人 

しも、 なかり けり、 しか は あれ ども、 

世の中に、 さか しら をす と * 誇らへ 

も i ィ 

る、 翁が とも は， 八 百 萬、 よろ づの 

みる はお とる とィ 

事ら、 き- - しょり、 見のお とる ぞと、 

いひ つら ひ、 ありな みする を、 峯見 

れば、 八重 白雲 か、 谷 見れば、 大雪 

ふると、 fK 地に、 心お どろき、 世の 

中に * 言 もた えつ、， ゆく 牛の、 お 
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そき 翁が、 うつ ゆ ふの、 さかりし 心、 

悔 

くい もく いたる、 

もろこしの 人に 見せば や 一二 宙野 のよ 

し 野の 山の やまざくら 花 

夏日 束 海道 中 望 富士山 作歌 一 

:toj 幷 短歌 

礎 間より、 そが ひに 見 ゆる、 駿 河の 

海、 沖つ 波路 は、 せば きか も、 ふり 

さけ 見れば、 さがみ ねの、 八重 山み 

ね は、 低き かも * 天の原なる、 不二 

ゆ- 

の ねの、  麓 をいで、、 風の まに I 横 

ほる 3 に、 する がの 海、 沖 も かくろ 

ひ、 さがみ ねの、 峯も 雨ふり、 時の 

まに、 祌も なり ゆけ ど、 六月の、 て 

る 日の { 仝に、 あら はれて、 くもる と 

もな く、 常夏に、 雪ぞ ふりけ る、 富 

士の 高ね は、 

反歌 

する がなる 不二の 髙ね はい かづち の 

音す る 雲の上に こそ 見れ 


不二の ねの 麓 をいで. - ゆく 雲 は あし 

がら 山の みねに か V れり 

橘 永世が 屋を 高く 作りて 其の 

見 ゆるさ ま を 詠みて よと こ ひ 

ける に 

東なる、 とほの みかどに、 百 千里、 

具 足 

家 は あれ ども、 とりよ ろ ふ， 山 は 見 

ゆれ ど、 天の原、 不二の 高ね を、 宿 

ながら 朝夕 見つ、、 百 千た る、 心 は 

しりぬ、 とりよ ろ ふ、 家に も あるか、 

百 千々 の、 時 は ゆけ ども、 常夏に、 

めづ らしき かも， 不二の 白雪、 

みな 月の 末つ 頃 高き 屋に のぼ 

りて よめる 

おいが 身 は、 人 こそい とへ、 ふる 人 

は、 世に こそす つれ、 わたつみ や、 

いと は ざるら む、 山つ みは、 すて や 

たま はぬ、 見渡せば * 浪 をき よらせ、 

ひもとけば、 風 を かよ はし、 世の 人 

の、 いと ふて ふなる、 夏の 日の、 て 


る 日 もしら す、 高き 屋に、 つど ひて 

うた ふ、 ふる 人のと も > 

浦び との 鲷っ りかへ る 伊豆 手. 舟 はや 

くす しき 夏に も あるかな 

七日の 夜縣 居の 翁が 转就 

ふみ 月の、 七日の 夜ら は、 七と りの、 

机 をた て、 七 種の、 もの 奉り、 筑波 

ねの、 に ひ 桑 まゆの、 初 ひき を、 七 

はりぬき たれ、 天に ます、 棚 機づ女 

の、 五 百 機た て、 其のせ の 君が、 

七重 かり、 八重 かるき ぬ を、 おり も 

あへ、 ぬひ も あへ な も、 おる わざに、 

あえても が も、 縫 ふ 手に、 あえても 

が も. 0、 春 日なる- 高 圓野邊 に、 に 

ほふち ふ、 七く さの 花の、 花 かづら * 

んマ する 子ら の、 みめ づ兒 の， しか ぞ 

設  舉 

まけす る、 みめ づ 子の、 かく ぞ言ぁ 

げする. うむ かしみ、 我 も 思 ひて、 
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ま 白なる、 七 束 s を， かきな で. -、 

を 琴 を 遊び， 歌に よ ひ、 わら は そび 

垂 

す も、 ぬば 玉の、 か 黑き髮 の、 を は 

«  肯 

なりに、 なりてし もが も、 あえな も 

あえな も、 

權禱宜 虔會大 夫 ニ大御 神の 辨 

池の ぬな はに 歌 そへ て 遠くお 

くられたり、 八月 十五夜し も 

來 たりければ こた ふ 

髙 知る や、 fK のみ 影、 天 知る や、 日 

蓴 

の «: 影の、 水に 生 ふる、 ぬな は をく 

食 國 

りて、 ぬぱ 玉の、 よるの をす くに、 

しきませ る * 月よ みのみ かげ， s ふ 

なる、 八月の 今. 1^、 かき 向く る、 こ 

とのよ ろし さ、 日の み 影， 月の み 影 

を かくしつ、 、みまし も 吾 も， ぬ 

な はなす、 ながく 仰がな、 ながく あ 

ふが な、 


の 掷 池の 心 をぞ しる 

献 三河國 高次 新 墾之藉 時 欲 I 

首幷 短歌 

新 整 

名ぐ はしき、 三 河の 國の、 に ひばり 

の、 に ひ 御世 すら を、 そこにし も、 

開き 給 ひし、 大君の、 惠 みの ひろに、 

大 御名 を、 高す の濱 の、 に ひばりに、 

つくる 靑な は、 久方の、 1K はさ ゆれ 

ど、 荒 金の、 つち はこ ほれ ど、 いや 

生 ひに、 生 ひしみに けり、 大君の、 

同じみ 末の、 吾が 君の、 I けにつ み 

し. 1 

來て、 冬 ごもる * 時には あれ ど、 み 

心 を、 春の みまけ と、 みさかえ も、 

千世の 若菜と、 けふ泰 る、 

天 ぎら しみ 雪 ふれ ども 三 河なる しか 

すがに こそな は榮ぇ けれ 

岡邊の 家に て 詠める 1^  一 Jif; 


百 千 ひろ 千尋の ぬな は 結び あげて 神 としぐ に、 しぬ び まつれば、 古里 


に * いますが 如く、 常 はし も、 思 ひ 

無 由 

てし もの を、 何し かも、 もとな かへ 

りて、 あ ふ 人に、 言 問 ぬれば、 ち- - 

の窒 の、 父 はい まさす、 は、 そ 葉の、 

母 もい まさす、 しか は あれ ど、 吾が 

妹な ねの、 かしらに は、 しら かみお 

ひて、 かな 戶 より * いづる を昆 れぱ、 

母と じ は、 いまし にけ りと、 立ち は 

しり、 入りて し 見れば、 おもてに は、 

铍 かきたり て， よろ ぼへ る、 吾 をし 

も 見て、 妹な ね は、 父 * ましぬ と、 

訝  互 

いぶかしみ， 思 ひたりけ り、 かたみ 

に、 言 を もとはす、 白玉の、 淚 かき 

たり、 向 ひ 居て、 昔へ しぬ ぶ、 こと 

S  、 

ぞ さね 多き 

倭 文 子 を かなしめる 歌 

ち V のみの、 父に も あらす、 は、 そ 

ばの、 母なら なくに、 なく 子な す、 

我 をした ひて、 いつくしみ、 思 ひつ 
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る 子 は、 初秋の、 露に 句へ る、 眞萩 

原、 衣す ると や、 まねくなる • 尾花 

とふと や、 鹿 子 じ もの、 一人いで た 

去 

ち、 うら ぶれて. 野べ にいに きと、 

偏 - 

閒 きしょり、 日に けに *^ て ど- うつ 

たへ に、 言 もき こえす、 父なら ぬ、 

我と やと はぬ、 母なら ぬ， 身と て や 

うとき、 こ ひしき もの を、 

初 風の、 ふき うらが へす、 秋の 野の、 

葛の うら 葉の、 うら ぶれて、 いにし 

しにけ 

その子 は * 萩 見に と， ゆき や はしつ 

むィ  いに ィ 現 

る、 霧 わくと、 まど ひや はせ し. う 

つし 身 は、 悲しき かもよ、 かへ りこ 

ぬ、 道に 過ぬ と、 家人の、 告げつ 

る もの を、 老. S らく は、 おぼしき こ 

と を、 ひたぶ るに、 思 ふが ま」 に、 

忘るべき、 わざなら ぬ を も、 たつ 霧 

の、 まど ひけら しな、 まど ひつ >-、 

あらば あらまし、 何す とか、 まさか 


巧 喪  g 

をし りて、 さら. v,\» に、 に ひもの ご 

とも * なげきし ぬらむ、 

萩が 花見れば かなしな いにし 人 か へ 

らぬ野 遂に 匂 ふとお もへば 

あらきす る 新 喪の 秋 はたつ I* の 思 ひ 

まど ひて 過ごし だに せじ 

小 野 古道が 妻の 身 まかりて あ 

くる 年の 秋、 かなしみの 歌よ 

めと こ ひける に 詠める 

うつしみ の， こと を もとはす、 うら 

汝 妹 

ぶれて、 いにしな にもが、 さね どこ 

は、 こと もな あり そ、 曼 はも、 ゆめ 

齊 

よ あやまち * なく もがと、 いは ひま 

もら ひ、 天 行かば、 ヌ路 やすけ く、 

下行 かば、 下べ ことなく、 八十の 

往 

隨 * も... のく ま ぢを、 い ゆきへ て 

か へらむ ものと、 春べ まち、 夏 を も 

過ごし、 もみ ぢ 葉の、 通ぎ にし 秋の、 

立ち かへ る、 時に なりぬ と、 «! 袖 も 


て、 塵 うちはら ひ、 そむきぬ る、 枕 

とれ ども、 朝 床に、 妹 は 起 きゐす、 

夕 庭に * 妻は來 まさす 去に しょり、 

歸らぬ 道 を、 今し はも， 思 ひ 知りつ 

^ 展轉 沾港 

つ、 こ いまろ び、 ひづ ちな くらむ 

君が 悲し さ、 

夜 を 寒み つ りさせ てふきり ぎりす 

い たづら に 鳴く 秋に も あるかな 

詠 筲根山 歌 四 首 短歌 

あしがりの、 はこね の 山 は、 大名 待ち、 

その 大 神の、 尺瓊 を， 親め たま 

曰 ナくな ひこな 

ふと、 やまとな す、 少彥 名の、 御 神 

や も、 つくり 給 ひし、 千 早ぶ る、 神 

のみ さかの、 白雲 を.， わけての ぼれ 

上秀 0 

ば、 雲のへ に、 ひで たるね こそ、 玉 

くしげ、 宫形 なせれ， 立ち並ぶ、 一 - 

蓋  懸子 

つの 峯は、 ふたと すら、 かけごとす 

らも、 とりよ ろ ひ、 開きた ちなみ、 萬 

代に、 名に しおひく る、 はこね 山 • 
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ふたごの 山ぞ、 神 さびに ける、 

反歌 

久 かたの 天つ 御 蜜 をさむと か はこね 

つくらせり けむ ィ 

の 山 はっくり けらし も 

神 さぶ る、 莒 根の 山 は、 わたる 日の、 

を やへ だつ、 あら かねの、 土 を か 

わかつ、 手 向す る、 御坂の 上に、 の 

ぼり たち、 西に 向へば、 夕け しも、 

朝け の 如く、 鳥が なく、 東 を 見れば、 

朝け すら、 夕け とぞも ふ、 夕べな す、 

雲 かくり、 はかりな き * 千尋の谷 

に、 下りた ち、 かへ り 見 すれば、 古 

里 は * 空 だに みえす、 大君の、 ふと 

國内 

しきませ る、 くぬ ちと も， 思 ひ 忘れ 

て， 足 引の、 山の しづくに， そぼち 

つ、、 東に 下る、 都が た 人、 

反歌 

や ほに よした ひらの 宮の あたら 代に 

開きし 道の なれす も あるか も 


東路 の、 宮拔の 山の、 山のへ に、 湛 

ふる 海 は、 黑き 海に、 白き 波た ち、 

青雲の、 ゐる空 近み、 月-讚み の、 水 

か 港 ふる、 1K の 川、 流れ か 通 ふ、 久 

方の、 あめ 尾羽 張の、 みこと かも、 

1^ きた V へけ む、 神代より、 かれせ 

ぬ 海に、 わたつみの、 宫 べに ありと 

五 百 桂 

ふ， ゆつ かつら， それなら なくに、 

千尋 杉、 生 ひたちながら、 水底に ^ 

埋もれに つ、、 八&世 にも * 千世に 

もうせす、 朽ち もせす、 今の を づ！， 

に、 見る が あやし さ、 

鳥が 鳴く、 東の 國の、 道の はてに，. 

なみた つ 山 は、 とつ 國 S 、國の IM、 

みす^-かる、 信渙ゅ 甲斐 ゆ、 逮 長く、 

伊豆の S. まで、 なみた てる、 百の 高 

ね は、 をす 國の、 中の 隔てと、 八 千 

矛の、 神の みことの、 逮 らし、、 山 


にぞ ありけ る、 日の よこの * これの 

转  、 

百 山、 日の たてに、 ゆきか ふ 人の 

多ければ * 岩き りと ほし、 足 柄の、 秋 

なの 山に、 道 を はり、 關を もす ゑて、 

君が 世 を、 まもら ひこし を、 欺 河な 

る、 不二の 髙 ねの、 かぐつ ちの、 神 

のみ 心、 あらび たる、 ことし ありけ 

れば、 八 百に よし、 た ひらの 宫 の、 

あたら 世の、 始の時 ゆ、 玉 くしげ、 

開き そめつ る、 はこね ぢの、 道の 

をち こち、 干 早ぶ る、 人 をな ごすと、 

ハ やひろ に • 國を 治む と、 武藏 野の、 

上 狭 

野のへ さきまで、 我が君の， ふとし 

きませば、 都人、 ひな 人 さはに、 ゆ 

柴押 》 

きか ひて， しもと おしなみ * 岩 むら 

を、 ふみならしつ、、 時と なく * 雨 

はふり つ、、 とき じくに、 雪の ふる 

とふ， あら 山 も、 やすくし こ ゆる， 
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とほの 都路、 

反歌 

とし ィ 

君が代の まもり なれと て 神の 世に は 

こねの 山 はっくり けらし も 

詠 蝦夷 島 歌 四首幷 短歌 

やすみし &、 我が 大君の、 神の まに、 

しきます 國の、 鳥が なく、 東の 國の、 

0 夷 

みちの くに、 すめる えみし は、 昔へ 

の、 ふみに しるして、 みく さある、 そ 

れが 中に も， にぎた への、 にぎ えぞ 

出 羽 あ：， た 小 國 

とふ は、 いで はなる、 秋 田 をぐ にに、 

m 從 

すま ひつ i、 まつろ ひたる ぞ、 ふぢ 

沼 ft 

衣、 あら えぞと ふ は、 ぬしろ より， 

や、 道 さかり、 うと かりし、 えぞな 

りけ らし、 遠 えぞと、 いふ ははる け 

き、 都 賀留ち ふ、 を國 にあり て、 し 

しビ もの、 木の 接に ふせり、 土珠 の、 

穴に も 居つ \、 ちはやぶる、 事 をし 


なせば、 そこば くの、 御 軍た、 し、 

許 多  守 部 g 

こ  >- ばくの、 もりべ をお かし、 多賀 

の 城 や、 かみの 城 こえて、 荒 tef 夷が、 

^ 堆 

ひら ぼ こ 山に、 掷軍 は、 いばみ たけ 

詰 

ベ ど、 遠 えぞの、 限り を しらに、 道 

を はり、 岩ね さぐ-み * もの、 ふの、 

ち の S 夫の、 駒の 爪、 つがる をぐ 

にに、 せまれ.. -ば、 まつろ はまし を、 

0  8« 海 

、七お そき * えみし がと も は、 うなの 

への、 離 小島に、 舟の まに、 清ぎ か 

隱れ し、 そこ もへば、 昔へ えぞと. 

拯 

聞え し は， 津輕ぞ とほき * き はみ に 

て、 今い ふ えぞ は、 その 世に は * さ 

し 島に も、 あり やし つらむ， 

すめろぎ 

皇の、 祌 のみく に は、 給.^ ぢの い 

かよ ふかぎ り， 駒の 爪、 つるが のうら 

昆 布 

の、 えびすめ の-、 ひろめの なびく、 

いや ひろに、 百年 あまり、 うちな び 


き、 お ほ まつりごと、 東に て、 ま を 

共  M 

し 給へば * 波の むた、 よらぬ 物な み、 

其の えぞが、 今す む 島 も、 ひろめな 

す、 廣 しとい へど、 雲の ねる、 山の 

み髙 く、 浪の 振る、 いそこ そ あらく、 

ありければ、 つがる に 向 ふ、 わたの 

底、 いくり に 生 ふる、 松 前の、 浦 か 

0 

たつき て、 かき かぞ ふ， 五つの たね 

令 生つ ち  設 

を、 お ほすべき" 地の 限り は、 司 ま 

け、 守 部 as せば、 えみし はし、 お 

i  食 

のが 幸なる、 けものと り， 魚と り を 

離  抹 

して、 この 島の、 北に さかれる. ま 

接國  間 

かちぐ に， そが あは ひなる * こと さ 

やぐ、 から ふと 島に * けもの もち、 

海 m 

魚 もて 行けば、 わた どなる • まかち 

の 人 は、 靑玉 も、 きぬ ももて 來て、 

あ ひかへ て、 通 ふと すれ ど、 まかち 

人、 えぞへ しも こす、 えぞ 人 も、 ま 
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かち は ゆかす、 ある こそ は、 よろし 

かり けれ" しかれ ども、 まかち の 人 

も、 えみ しらが、 なつく を 見て は、 

かくば かり、 かしこき 國と、 日の 本 

の、 やまとの 國を、 仰が ざらめ や、 

此の 長 欲 四 首なる が、 末の 二 首 

はう つし あやま リ 多く、 詞 のお 

ちた る 所 も ありて、 諌 みがた け 

れば のぞけ り、 重ねて 善 本 を 得 

たらむ 時に 埔ひ 載す ベ し 

反歌 

駒の 爪つ が るの をち の えぞが 島 そ を 

さ へな つく 君が のり かも 

津輕舟 北.^  く 風に こ k ろせ よ えぞが 

浦 回 は浪た X すと も 

いざ 子ども 心 あらな むみち のく の 千 

島の えぞ もやさし とぞ きく 

うま 酒の 歌 

美飮  喫 哉  1 

うまらに、 を やら ふる かね や、 ひと 


杯 二 杯樂悅 掌 底 

つき ふたつき、 ゑら/、 に、 たな そ 

拍舉  三 杯 四 杯 

こうち あぐる かね や、 みつきよ つき、 

言 直  心 直  五 

ことな ほし、 こ... -ろ なほし もよ、 い 

杯 六 杯 天 足  國足 

つっきむ つき、 あまたら し、 くにた 

七 杯 八 杯 

らす もよ、 な  > "つき やっき、 

旋頭歌 

この 冬 はいと 寒から ねば 梅の 

とくさき て 早く 散る も あり、 

後の 十二月 十五 日に 春の 立ち 

ける を、 廿 一 日の 朝 雪い と 深 

く ふりければ 

梅の はな、 ちりしく 庭に、 雪 はふり 

にけ り、 春の 來て 消えな むの ち も、 

消えす や あらまし、 
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i^" に 登りて ま を 見る 時 は、 峯の たをり、 谷の 隈々 も 見 明らむべく、 短 山よ 

り 高山 を かか けんに は、 お ぼ  しく 眞 分明なら じ を や。 こ- r に 吾飾縣 居の 大人 

の.ぃ^{の¥とて、 Issf を s-^ な ひ 給へ る 文 あり。 其れが な 4 なる 此の 歌の- k は 草 

案の まに ま傳 へて 飽かぬ 心地す めれ ど、 古の 歌の 直く 厚き と、 後の 歌の 狭く 苦 

しきとの m を n つら ひ" ひたぶ るに 古に 據. るべき 由 を 論し 置かれし は、 高き 昇 

らん 山ロ& むる If とも 成るべき を、 近き 年頃、 此舉 する 徒 も 歌 は 後 を 善しと す 

と世にへ^_%らへ る敎に 引かされて、 古風 はいよ ょ廢れ 行く が 憂 はしく 可惜し くて、 

猶 あやにく に 師の敎 を 世に 知らせ まほし くて、 此の 一 冊 を 板に 彫らせる 事に は 

成りに たり。 

寬政 十二 年お 從四 位下 荒木 田" 主久老 


，クた の 、 一 、 K> の， ち 

あはれ、 あはれ、 上つ 代に は、 人の 心 ひたぶ るに S くなん 

有りけ る。 心し ひたぶ る なれば、 爲す業 も 少なく、 事し 少 

さは 

なければ * 云 ふ 言の葉 も 多なら ざり けり。 然か 有りて、 心 

に 思 ふ 事 ある 時 は、 言に 擧げて 歌 ふ、 こ を 歌と 云 ふめり。 

斯く歌 ふ も、 ひたぶ るに 一 つ 心に 歌 ひ、 ーー目}^-も直き常の言 

葉 もて 精 くれば、 績く とも 思 はで 精き、 調 ふと も 無くて、 

調 はりけ り。 斯 くしつ、、 歌 はたつ，. - 1 つ 心 を 云 ひ 出 づる物 

にし 有りければ、 古 は、 特と 詠む て ふ 人 も、 詠まぬ て ふ 人 

さへ 有ら ざり き。 遠つ 神、 吾が fK 皇の、 大御 b々、 限り無 

い-はよ  こ とさ へ  ら 

く、 千 五 百 代 を 知ろ し をす 餘 りに は、 言 佐敝ぐ 唐、 日の 入 

..: びと  き まじ  さは 

る亂 人の、 心詞 しも、 こき 交ぜに 來交 はりつ、、 物 多に の 

こ -  ^ま づ 

み 成り もて 行ければ、 此國に 直 かひつる 人の 心 も、 隈 出る 

た ちり 

風の 橫 しまに 渡り、 IK ふ 言の葉 も、 巷の 塵の 亂れ 行きて、 

數 知らす、 くさぐ になん 成りに たる。 故、 いと 末の世と 成 

りに て は、 歌の心 言葉 も、 常の 心 言葉し も、 異なる 物と 成 


りて、 歌と し 云へば、 然 かるべき 心 を 曲げ、 言 楚を 求め 取 IS 

り、 古り ぬる 跡 を 追 ひて、 我が 心 を 心と もせす 詠むな りけ ■ 

り。 其れ はた 塵の 居 われる 鏡の、 影の 曇らぬ 無く、 芥に交 一 

れる花の^{}^の、 穣 しからぬ 有らざる が 如、 さし も蕓 り镜れ 

S  きたな 

にし 後の 人の 心 もて、 覓め 撰びて、 云ひ績 けしが、 汚から 

じ や は。 然.^ らば 打 泣きて 止みぬべき にやと 云 ふに、 然か 

いしこ n や ぺ  かたい ¥: ける みこと 

は 有らす。 抑 も 石 凝登邊 の 作れる 鏡の 形 も、 五十猛の 尊の 

1^ せし 木の 花 も、 今し も傳 はれる をば、 忘らえ 置き、 塵芥 

にも 馴 るれば 馴れて、 綠し とも 知らす 有りつ 、、 思 ひ 起す 

心の 無き になん 有りけ る。 いで や 天地の 變ら ふこと 無き ま 

に まに、 鳥 も 獸も草 も 木 も、 古の 如なら ぬし 無き を 思へ 

ば、 人の 限りし も 何ぞゃ 古 今と 異なるべき。 人て ふ もの 

は、 たて 賢ら 心 もて、 互に 爭ふ 程に. CI ら橫 しまに 習 ひ 

ひとた ぴ  、 

來て、 世の中 も 移ろ ふめり。 そ を 一 度惡 ろしと 思 はん ス 

何ぞ やよ き 方に 移ろ ひ 返ら ざらん。 然か心 を 起して、 古の 

^?|^に朝なさな向ひ、 陰 高き 千 本の 花に、 ひとしく 交り 欺 

つ 、、 其の * 形、 其の 色 に似てし が もと 乞 ひ (ィ思 ひ) つ 、、 意 

歌 を も 文 を も收り 成して 見よ •。 もとの 身の * 昔 人に 同じき ミー 


入に しおる から は、 然か習 ふ 程に、 心 は 磨ぎ 出で たる 鏡 如 

し、 詞は蔽 原 を 過ぎて、 © 無き 山の 花と こそ 成りな め。 萬 

づの 事の 古に Is らふ をば、 主變り 行く 國 にし も愛づ るて 

ふ を、 同じ 1K っ日嗣 知ろ し をす 此の 御國 にして、 ^盛な り 

し 53 大御^の 夭皇 の 定め まし \  5 の 高き IS: 世 振に 矿ら 

で、 • 山川の 下れる 時 をのみ 守るべき や。 歌 は 其の 時の 姿に 

由り て 詠む 事ぞ など 云 ふ 者 は、 私の 心の 甚 しきに ぞ 有りけ 

る。 斯く しも 下ち ぬと 云へ ど、 畏き 吾が 遠つ II 神の 國の手 

振 は猶も 著くて、 古 を joli ぶる 人 も、 はた 少なから す。 され 

ども 大 さの 高き 世の 文 を 見る に， 高山の 峻 しく 道 も絕 え、 

SSi 原の^ くして 奧所も 知ら t 春の 月の 中空の 霞に 隔 

て、 秋の 風の 外の 木の葉 も 吹き 交 へつらん と覺 ゆる 事 あ 

り。 下れる 世人 は、 其の 緩に 迷 ひて 有らぬ 方に 至り、 或る 

こと  i  も AJ だ 4J  I さは 

は 言 さへ ぐ 外の 國の 風に 誘 はれて、 本 立 を 忘る- -類 ひぞ多 

なる。 こ、 に 古の 歃 こそ， 千年の 前つ 人の 詠めり ける 心詞 

も、 月日と 共に 全く 變ら で、 花 紅葉 如す、 昔 今 同じき 物 は 

t  こむらさき  ふ S はら な ら  みやぶ * 

有 めれ。 濃紫 名高く 聞え たる 藤 原、 寧樂 などの 宮 振に 心 を 

遣りて、 ん n み 怪しの 色 を 忘れつ、、 年月に 我 も 詠む 程 


こそ 有れ、 自ら 我がが 肝に 染み通りなん。 然る 時ぞ 古人 歌 一 

の 心 直く、 詞ぉ びかに、 いさ- - かなる 汚ら はしき 塵 も 居す， 意 

髙く はた 雄々 しき 心 習 ひも 思 ひ 取りね べし。 斯くて 後に、 考 

萬づの 古き 文 ども を も 琶ん に、 終に は 深き 山 を；^ えて 里に 

出で、 遠き 海 を 渡りて 國に 至らん. か 如く、 世の中て ふ 物 

は、 物 無く 事無く、 徒ら なる 心 を も 悟らへ、 設けす、 作ら 

し  あめつ *り かな  まつ 9 ご  やすくに 

す、 讅 ひす、 敎 へす， B< 地に 適 ひて、 政ち ませし 古の 安國 

お ほみ ち 

の、 安らけ き 上つ 大道の、 祌の 御代 を も 知り 明らめ てん 物 

は、 古人の 歌なる かも、 己が 詠む 歌なる かも" 己れ いと 若 

かりけ る 時、 母 刀自の 前に 古き 人の 書け る 物 どもの 有る が 

中に (かぐ 山 を) 「古の 事 は 知らぬ を 我れ 見ても 久しく 成 

りぬ あめの 香具 山」、 (子の もろこしへ 行く を 其の 母) 「旅人 

つら むら 

の 宿り せん 野に 霜 降らば 吾子 はぐくめ あまの 接 群」、 (つま 

の 伊勢の みゆきの 大 御供なる を 「長ら ふるつ ま 吹く 風の 寒 

き 夜に 我が 背の 君は獨 りか I らん， r  (筑 紫より 上る 時 女に 

^る と て) 「丈? < と 思へ る 我れ や 水ぐ きの 水域のう へに 淚 

の ごはん」、 (題 知らす) 「下にの み戀 ふれば 苦し の 花 

の も〕 に 出 でぬべし」、 (ものがたり) 「在る 時 は 有りの すさみ 4 


に 語ら はで 戀し きもの と^れて ぞ 知る」、 (たび) 「<6 ぐ はし 

きいな みの 海の 沖つ 波 千 重に k りぬ やまと 島根 は」、 「あは 

ぢ のぬ しまが 崎の 濱 風に 妹が 結びし 紐 吹き返す」 など (ィ 

翁 ァリ) いと 多 かり。 こ を 打 詠む に、 刀自の 述給 へらく、 

近頃 其 許た ちの 手 習 ふとて 云 ひ 合へ る 欲 ども は、 我がえ 詠 

まぬ 愚か さに は、 何ぞの 心なる らん も 分かぬ に、 此の 古な 

る は、 然 こそと は 知られて， 心に も 沁み、 唱 ふるに も 安ら 

けく，  びかに 閗 ゆる は、 如何なるべき 事と か閒 きつ やと。 

己れ も 此の 問 はする に 付けて は、 げ にと 思 はすし も 有らね 

ど、 下れる 世ながら、 名高き 人達の ひねり 出 だし 給へ る 

なる から は、 然る 由 こそ 有らめ と 思 ひて、 默し 居る 程に、 

父の 差し 蜆き て * 誰も 然 こそ 思へ、 いで 物 習 ふ 人 は、 古に 

復 りつ & 畢ぶぞ と， 賢き 人達 も敎へ 置かれ つれな どぞ 有り 

し。 俄かに 心行く とし も 有らね ど、 承りぬ とて 去りに き。 

とても 斯くて も、 其の 道に 入り 給 は ざり ける けに や 有らん 

など 覺 えて 過ぎに たれ ど、 さすがに 親の 言 なれば、 況して 

身 まかり 給 ひて は、 文 見 歌 詠む 毎に 思 ひ 出 でられて、 古き 

萬づの 書の 心 を、 人に も 問 ひ、 ぉぢ なき 心に も 心 を 遣りて 


見る に、 自ら 古 こそと 眞に思 ひ 成りつ V  、年月に 然る 方 ^ 

になん 入り 立ち たれ。 然か 有りて 思へば * 先に 立ちた る 賢 

しら 人に まとも はれて、 遠く 惡 ろき 道に 惑 ひつる かな、 知 

らぬ どち も、 心靜 かに 党め 行かば、 なか/,^ に 善き 道に も 

行きな まし。 歌 詠まぬ 人 こそ、 直き 古 歌と、 苦しげ なる 

後の をし も、 厘^め ぬる もの なれと、 今ぞ迷 はし 神の 離れ 

たらん 心地し ける。 

物の 始め 悪ろ く 入り 立ちに しこ そ 苦し けれ。 萬づ 横し まに 

も 習へば、 心と 成る ものに て、 本の 大和 魂 を 失へ り けれ 

ば、 偶 善き &の 事は閉 けど も， 直く 淸き 千代の 古道に は、 

行き 立ち I- てに なん 有る。 こを譬 へば、 高き 山に 登る が 如 

し。 本繁き 山 口 を 押 分けて、 木の 根 Jir か 根い 行き さぐ、 

み、 汗 もしと に、 おも 喘ぎつ. -、 究 くして 峰に 到りぬ。 

斯く 到りてば、 仰ぎて 向 ひて し 山々 を も 見下し 行きて、 見 

ぬ 國の奥 所 も 見 明ら めら れつ、、 今 こそ 心の 雲霧 も iH け 

く， 世に 廣く 暗から ざめ りと 覺ゅ。 さてし も 有らぬ は 人の お 

心に て， いで や 雲 風に もな どか 乘ら ざらん と 思 ひ 進ま るれ 意 _ 

ば 躍り 上り、 飛び 上り 習 はすに、 怪しき わざし も 習 は t -、 考 


習 ひっと^えて、 二 無く 誇らしく、 獨笑 まひ をし つ、 經る 

なりけ り。 然か 有る 程に、 ある 時、 ゆく りなく 雲に 飛ばん 

も、 下らす や は 有らん。 風に 乘 らん も， 行方 こそ 極み 有な 

れ。 怪しの わざ やて ふ 心の 出で 來 ぬれば、 いっと 無ぐ 其の 

高 を も 下り まがりて、 木の 麓に 歸り ぬめり。 然て靜 心に 

成りて は、 怪しき 心す さみに もお りつる かなと 思 ひ 成れ、 

ば、 づ 夢の 覺 めたら ん曉の 如ぞ覺 えけ る。 此の 時に 至り 

とな 

て、 また 古き 1^3 を兑、 歌 を も唱へ 試みれば 彼の 怪しく す 

すめる 亂り わざ は 無くて、 唯 此の 麓へ 歸り 下り たる 心に 

ぞ おりけ る。 然 かして こそ 古人の 心 は、 善く 贵 かりけ る 

物と 思 ひ 知らえ ぬれ。 斯くて 掛け まく も畏き 吾が 皇 神の 道 

の、 一 つの 筋 をせ むに 付けて、 千 五 百 代 も 安らに 治れる、 

古の 心 を も、 心に 深く 得つべし。 次いでに は、 言噪 ぐ國々 

の、 上つ 代の さま を 善く 知れる 人に 向 ふに も， 直き 筋の 達 

はぬ も 多 かりけ り。 然かは 有れ ど、 斯く する 程に、 りの 

齢 無く 成り 行く こそ あやな けれ。 如何で 若き 時より、 自ら 

心肝 を 定めて、 唯 古き *r 古き 歌を唱 へて、 我 も 然る 方 

に 詠み も 書き もせよ。 身 もい たづ かで 習 ひ 得つべし、 思 ひ 


得つべし。 萬 葉 集 は 今 二十. 卷有 めれ ど、 彼の 橘の 諸兄のお 欲 

ほ まう ちぎみ の 撰び 給 ひけん は、 た^ 一つの 卷 •  二つの 卷 意 

こそ さだかに それと 見 ゆれ。 それ はた 字の 違 ひ. 訓 みの 誤 考 

れ るなん 多き。 また 十 まり 一 つ、 二つ、 三つ、 四つの 卷 も， 

右に^5^ぎて、 撰び 給へ るに やと 思しき 事 あり。 何 ぞと云 は 

ば 一 の卷、 二の 卷は、 そ 詠み 人 知られて、 a っ宫 ぶりな 

り。 十一、 十二、 十三 は、 皆 詠める 人知ら えぬ 古き 歌の、 

はた 都人の なり。 是れを 古歌 集と も 云へ る 事 あれば、 他人 

の 集めつ らんと も 思へ ど、 ^ 一  つ 二つの 卷の、 詠み 人知ら 

えしの み を 撰むべく も 有らす と 思 ふ 事 あり。 さらば 十三と 

有る こそ、 いと 古き 歌に て、 古の 雅び ごと 著く • はた 長き 

歌 多ければ、 此れ を 三の 卷 とし、 十 一 、 十二 を 匹 五と し、 

さて 十四 は 東歌に て、 多くの 國 ぶりな り。 唐 扇の 古の 歌に 

も國 ぶり を 集めし にも 由り、 固よりも 歌 は 入の 心を述 ぶる 

あた  すくに 

ものに て， 其れに 付けて、 いと やん ごとな き邊 りに、 食國 

人の 心 を も 知らす る 物 なれば、 何ぞ ゃ大宮 風の み を 云 は 

ん。 斯 かるから に、 東歌 を も、 末に 付けて 撰びつべし。 今 

の 1 一十の 卷 なる 東歌 は、 大 伴の 1* 持ぬ しの 取り集めし 物、 4 


この 十四の 卷 なる は、 それより 古き 東歌に て、 必. f 上に 複 

きて 撰び 添 へられし 物と 見 ゆ。 また 三の 卷 より は、 多、 は 

家 持ぬ しの 集な り。 五 は 山上 憶 良の 集、 七と 十と は、 事 

のさ ま 等しくて、 また 誰 その 人の 家に 書き集めし 物、 斯く 

さまぐ なれば、 善く 撰び 調へ たる 卷は 少なし。 由り て戲 

もとす と あ 

れ たる も， はたよ く 本末の 調 ほらぬ も、 また 本は宜 ろしく 

て 末の 詞の惡 ろき も 有り。 然 かれば チ かたと して 取らん に 

は- 更に 撰びて 取るべし。 其の 檑び はた 彫ければ、 誰か は 

是 れに當 らん。 唯詞の 滞 らす、 瑰 明らけ く、 雅 びて 優し 

と覺ゅ る 心 言葉な る を 取るべし。 少しも 閉き にく \ 苦しげ 

なる をば、 先 づは惡 しと 思 ひたれ。 四千 まり 三百ば かりの 

歌なる が 中に、 其の なだらかな る をの み 取らん も 少な か 

らぬ なり。 此の 事 を 善く 心得. f て、 二十 卷 共に 皆 同じと 思 

ひ、 萬 葉" 風と て、 後に. かな はすな ど 云 ふなり。 右の 如く 心 

得て、 然 かも 調 ひたる 姿 心 をよ く 取りた る は、 鎌 倉の 大 まう 

ち 君な り。 其の 中に も、 始と 中と 末と 見 ゆ。 末によ く 取り 

得られた る を もて 思 ひ 合すべし。 され ど 女の 歌に は 心すべ 

し。 古今 歌集の 中に、 詠み 入 知ら やて ふ ij^ こそ • 萬 紫に 積 


きたる 奈良 入より、 今の 京の 始までの 有り。 此れ を 彼の 延 5 

喜の 頃の 歌と、 善く 唱へ ir へ n5- るに、 彼れ は事廣 く， 心雅 

びかに 罾け くして、 萬 菜に 掛げる 物の、 然 かもな だら かに 

t すら. t 

句 ひやか なれば、 眞に 女の 歌と すべし。 古 は 丈夫 は、 猛く 

雄々 しき を 旨と すれば、 歌も然 かり。 さる を 古 <fr 歌集の 頃 

となりて は、 男 も 女ぶ りに 詠みし かば、 男女の 分ち 無くな 

りぬ。 然 らば 女 は、 たに 古 令 歌集に て 足りなん と 云 ふべ け 

れど、 其 は 今少し 下ち 行きた る 世に て、 入の 心に 巧み 多 

く、 言に 誠 は 失せて、 歌 を作爲 としたれば、 ^«1ら宜しから 

す、 心に むつ かしき 事 あり、 古人の 直く して 心 高く 雅びた 

る を、 萬 紫に 得て、 後に 古今 歌集へ 下りて 學ぶ べし。 此の 

理 を 忘れて、 代々 の 人、 古今 歌集 を 事の 本と して 畢 ぶか 

らに、 一人と して 古今 歌集に 似た る 歌詠み 得し 人 も 間え 

す。 はた 其の 古今 歌集の 心 を も、 深く 悟れる 人 無し。 物 は 

かみ  くもかすみ 

末より 上 を 見れば、 雲霞 隔たりて 明らかなら す。 其の上へ 

し  か， * あき 

昇らん 階 を だに 得ば * いち 早く 高く 昇りて， 上 を 明らめて a, 

後に 末 を 見よ。 旣に云 ひし 如く、 高山より 世間 を 見 わたさ 意 

ん 如く 一  目に 見 ゆべ し。 物の 心 も、 下なる 人、 上なる 人の 考 


心 は 計り 難く、 上なる 人、 下 人の 心 は 計り 易き が 如し。 由 

りて 學び は- 上より 下す をよ しとす る 事、 ^^だ^^-然か云 

へりき。 

明 和の 初めつ かた、 賀 茂の 眞！ S が老の 筆に 任せて 書け るな 


此 一 冊 は- 師の A らの 手して 書かれし を寫し 置きつ るな り。 或る人の たる は、 初めは 是れに 同じくて 末 

に 事 多く 添 はりて、 紙の 枚 も 多く、 いと 異なり。 今つ らく 考へ 見る に、 其の 異なる 條々 は ig" に 云 はれ 

し 趣に 如何ば かり も 違 はねば、 後に 除かれし ものなる べし。 縱、 その 異本 は 捨て.， iif こ擧 げす。 
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考意歌 


物 皆 は し き 善しと. S へ る を、 學 びの 道 こそ 古り ぬる 善き と て、 吾 が 師 

加 茂の. k たの 敎 へさと し 給へ る 書の 卷々 多 かるが 中に 「に ひまる び」 と 

いふ T ^ のず るる を、 ^ " んの 世に 廣 くるし 置きね と 催さる.^ により 

て、 i-ST 船に & らしむ る 事に はなり にた り。 ま こ と や、 こ の學 のみ 盛り 

に榮 えて、 是れ ばかりの 物 すら 人 皆の ゆて はやせる 事と^ りぬ る は、 喜 

ばし く 嬉しくて、 

^くちの 愛での 盛りと 古 言 は 開け 滿 ちぬよ 時の 行ければ 

C 改十年 やよひの もちの ころ 

從四 位下 荒木 田 神主 久老 


お 


びな まひに 


びな まひに 


0 欺の 事 を 先 づ云ふ は 我國ぶ 

りなれば、 入る にた やすく 且 

つ-欲 を 得 ざれば 皇 朝の まなび 

萬づ にかな は ざれば なり C 其 

由 は 下に いふ e 

〇 直きと 云 ふ 中に 邪に 向 ふ 

と、 思 ふ 心の 强 ひて、 雄々 しき 

と， 、-； -に思 ふ 事 をす さび 云 ふ 

との 三つ 有り C そ は 事に 3^ ひ 

て 取るべし、 其 中に 古人 は 思 

ふ 事 ひが わざ にても 隱 さず 获 

に 詠める、 此 直きに ぞ 欺は哀 

れと覺 ゆる 事 あるなる C 

〇缺 の 調て ふ 物 は 玆に云 ふ 幾 

樣々 なれ ど 各 其の 難き にっき 

て 善き 惡 しき あり C 凡， vamK 

は 1- 共に 打唱 ふに りなくて 

何となく 心 高く 聞 ゆる を蓴ら 

とす C に ひ ffi- びの 程に は 調な 

どに は 心 も 寄らず、 一 ふし 有 

る 所に のみ 目の 着く ：|1 なリ。 

その ふ し 有る 所 をば おきて 何 

と 無く 接け し 所に 心 を 寄せて 

見よ。 古人 は そこに 心 を 用 ひ 

しな リ C 此事を 思 ひて 古 欲 を 

見れば 久し か らず S ひ 得べ 


への 歌 は sifc どせ り。 A うた ふ 物 なれば なり. V その 調の 大 よそ は、 のどに も * あきらに， 

も、 さやに も、 遠くら にも、 己が じし 得 たるまに くなる 物の、 莨く に、 高く 直き 心 を もて 

す つ その 髙き 中に 稚び あり 。直き 中に 雄々 しき 心 は あるな り。 何ぞ といへば 萬づの 

物の 父 If なる ぎ は 春夏秋冬 をな しぬ。 そが 中に 生る、 物、 こ を 分ち 得る からに、 うた ひ 

出づる 歌の しか 也。 また 春と 夏と 交り、 秋と 冬と 交れる がごと、 彼れ 是れを 兼ねた 

る も 有りて、 i 々なれ ど、 各 それに 付けつ- - 〈几し き 調 は 有る めり。 然れば 古の 事 を 知る 

」ら ベ さま  や £. ごのく  r. ますら をのく に  をみ な $ すら を 

上に、 今 その 調の 狀をも 見る に、 大和 a は 丈夫 國 にして、 古 は 女 も 丈夫に 習 〈り。 故 

萬 葉 集の 歌 は、 凡そ；：；； fl^ ズの なり。 山背 國は手 弱女國 にして、 丈夫 も 手 女 を 習 ひぬ。 

u、 古今 歌集の 歌 は、 jaf ら £. 女の 姿な り。 ぎりて かの 古今 欲 集に、 六 人の 歌を剩 るに、 

"ms, にさ やかなる を、 姿 を 得たり とし、 强く 堅き を 鄙びたり と 云へ る は、 その 國、 その 時 

の 姿 を 姿と して、 廣く古 を かへ り 見ざる ものな り。 物 は. 四つの 時の さまぐ 有るな る を、 

しかの みま- i ば、 只 春の 長閑なる をのみ 取りて， 夏 冬 を 捨て、 手 弱 女ぶ りに よりて、 丈 

夫す さみ を 忌む に 似たり。 抑 も 上つ 御代く、 その 大和の 國に宫 敷き まし、 時 は、 顯に 

は^けき &を もて、 內には 寬き和 をな して、 天の下 を 服へ まし i からに、 いや 榮 

もみ  なほ  や *< しろ 

えに 榮 えまし、 民 も ひたぶ るに 上 を 貴み て、 己れ も 直く 傳 はれり し を. 山背の 國に遷 し 

•  ニー  . 、 づ  お- よこし *H 

まし.. ゆ、 お： *0 ^^威の や-劣りに 劣り 給 ひ、 民 も 彼れ に附き 是れに 阿りて、 心 邪に 成 


〇 古の 欲 集て ふに 他し 人々 の 

欲 を專ら 集め その 中に 我が を 

も f« きー乂 へ たリ C 是を 知らぬ 

人た とへ ば 人 ttwl の， お 集に 出 

づてふ 欲を告 人 森 H の^と 思 

ひ りぬ C 其 集の 中に 名を舉 

げぬ 他人の 耿に こそ あれ C 

〇 末を捨 つと は 其の 如く 短歌 

に；， みう つ さぬ を 云 ふ C 其 の 

言 短歌に は しけれ ど 長 嵌に 

はよ ろしき V,.- あり C  乂 古言 は 

» ^に はよ ろしから. a 有る も 知 

りおく からに 古意 を 明らむ， 0 

事 あり C 

ott 含 公の 欲 集に は 初と 中と 

末 を 交へ 載せたり C その 初め 

なる は 云 ふに 足らず、 中頃の 

內に は取リ 取らぬ 分かち 有る 

ベ し C 末に ひ を 得 給 へる にこ 

そ »ひ 無き は あれ C 

〇 萬 葉 を！^ み 移さん よし は、 

後^ 古 をお るべき 事 を 云 ふ 


り 行きに し は， 何ぞの 故と 甲. J ふらん や。 其の 丈夫の 道 を 用ゐ給 はす、 手 弱 女の 姿 をうる ,、 

はしむ 國 振と 成り、 それが 上に 唐の 國 ぶり 行 はれて、 民. 上 を i ズます - 奸す 心の 出で 來 む 

し 故ぞ。 然れ ば、 春の 長閑に、 夏の かしこく、 秋の いち 早く、 冬の 潜まれる、 種々 無 化 

くて は、 萬づ 足ら はざる なり。 古今 歌 出で てより は、 和び たる を 欲と いふと 覺 えて、 

雄々 しく 强 きを 賤 しとす る は、 甚 じき^ 事な り。 これらの 心 を 知らん に は、 萬 紫 を 常 

に 見よ、 且つ 我が 歌 も それに 似ば やと 思 ひて， 年月に 詠む 程に、 其の 調 も 心 も * 心に 染 

みぬべし。 さるが 中に 萬 紫 は 撰み ぬる 卷は 少なくて、 多く は 家々 の 欲 el- なれば、 惡 しき 

歌、 惡 しき 言 も あり。 いで 今 摸と し學 ばんに は、 よき を とるべし。 そのよき を 撰む は 難 

かれ ど • 旣 にいへ る 調 を 思 ひて とるべし。 また 本 はいと 愛でたくて、 末惡 しき も あり。 

そ は 本 を 學 びて 末を捨 つべ し。 是れを 善く とれる は、 錄 倉のお ほ まう ち 君な り。 その 跌 

ども を 多く 見て 思へ。 しかす がに、 又 古今 歌集 を！ 13- るべ し。 こ は 凡そ 女の 姿なる 中に、 

みかど  こと  とな 

詠み 人知ら えぬ 歌に は、 奈 良の 朝の 歌 も あり。 且つ そ を 後の 言して 唱へ變 へたる も 有り。 

今の 都なる も、 始め 三 銅ば かりの 御代 は、 萬づ 古の 手 振 ありて、 歌 も 半 は 古 を Is^ ねたり。 

よりて 此の 集に は、 詠み 人知ら すて ふに こそ 勝れた る 教は多 けれ。 それより 後なる 中に 

'£  も かへ 

は、 細かに 巧みて 心 深げ なる を 去るべし， * 本 撰め る 物と いへ ど， 古に i 伐らん とする 時 は、 

こ-ろ 之 

など か 更に 撰み の 有ら ざらん。 斯く意 得た る 後に は、 後 撰、 拾 遣の 歌集、 古今 六帖、 古 

き 物語 書ら を も 見よ。 かくて 立 かへ り、 古事記、 日本 紀を讀 み、 JSC! 本 紀の宣 命、 延喜 

式の 祝詞の 卷 なと を 善く 見ば、 敬の みか は、 6 ら 古き 樣の文 を も 緩ら るべき なり。 

〇 女の 欲 はし も • 古 は 萬 づの事 丈夫に 倣 は ひし かば、 萬^の 女默 は、 男 歌に いと も 異な S 
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如き さ 、き 定め は 皆 用ゐず c 

いかにも 心に まかせて 詠み 移 

すべ し。 其 外 後世い ふ 所の せ 

き 定め ども は 皆 古 無 き 事な 

り。 心せば くて は 古の 風雅に 

移りが たし。 され ど 又 古 は 古 

の 定め 有りて 澄に いふ 事 あら 

ぬ 由 は 古 欺 を 年月に 見る 中に 

みづ から 知らる ベ し 0 


とな 

らす。 そが 中に 善く 唱 へみれば、 おの づ から や はらび たる 事 ある は、 本よりしか 有る t8 

べきな り。 (大伟 の 坂の 上の 郎女 6 雄々 しく、 石 川 f 郎 女の 艷 ひやか 成る はおき て 敷て をい ふ) 男 は 

あらた *i  こぎた 》<  あました くに 

荒 魂、 女 は 和 魂 を 得て 生 るれば なり。 然かは 有れ ど、 この 國の女 は 他國に 異なれば * 其 

の 高く 直き 心 を 萬 紫に 得て、 艷 へる 姿 を 古今 歌集の 如く 詠む 時 は、 眞に 女の 宜 ろしき 欲 

とすべし。 其の 姿 もまた 今の 京の 始っ 方なる に 由るべき なり。 かくて 古今 歌集 をのみ ま 

ねぶ 人 あれ ど、 彼れ に は 心迨く 巧みに 過ぎた る 多ければ、 下れる世人の^^にて、 その 言 

狹く 巧め るに 心 寄り て 、 髙く 直き 大和魂 を 忘る めり、 とりて それが， 下に 降ち に 降ち つ、、 

終に 心 狂 ほしく、 言狹 小き 手搌 となん 成りぬ る。 此の 閒を 思へ。 た に 古今 歌集 を まね 

ベる 人， 今に 至りて 幾 十 人 か 有り けん を、 I 人 だに それに 似た る 歌よ みのなければ、 後 

に 立ちて ま學は 甲斐 もな し。 上より 下さば など か 得 ざらん。 こは大 かたの 女の 上 を 云へ 

みく に  』  いざなみ お ほみ かみ 

り。 妓に皇 朝の 古の 女の手 振 をい はん。 かけ まく も畏 き、 伊邪那美の 大御神 は、 男の 御 

神と 並びて、 國土、 萬 づの物 を 造り 始め 給 ひ、 後に 事 あるに 及びて は、 黄泉つ 軍 を 起し 

て、 男の 御 神に 向 ひて 理を 立て まし、 H< 照 大御神 も、 事 ある 時 は、 大 御身に 矢 串 を帶ば 

し- 大 御手に 弓 取り まし、 丈夫な す 雄 叫 をな して、 惡 しき 大神を 和し 給 ひ、 平け き 時 は、 

お. M よそ ま： と  ちい ほ - あき み t;n-  み 

凡 の禍事 をば 見直し 聞き _a しまして、 遂に 天つ日嗣の 千 五 百 秋の 御 法 を 定め 給 ひ、 御 

まの みこと み め このはな C さくや ひめ みこ, J ラ つむろ  あか  いさち すめら を 

孫 命の 御 女 木 花 之 開 耶姬の 命 は、 空室に 火 を 放ちて、 明らけ き 心 を 明し、 五十 狹茅 天皇の 

ほのほ  いま 一  おきな： i たらし ひめ C み こ と 

皇后 は、 焰 燃え 來る稻 城の 内 を 出で まさす して、 莪を 立て 給. ひ、 息 長足 姬命 は、 三つの ボ 

をし も i 服へ 給 ひ. 廣野姬 。皇后 は、 御 軍 を 助けまして、 神 功 を 立て 給 ひ、 橘姬。 ^ 

八 叩は皇 il^ に 代りて 海に 入り、 山 透 。皇女の 御 夫と 同じく 罪な はれ 給 ひしな ど、 また 平け び 


o 唐 s も 上つ 代 はこ、 に ひと 

しかりし を、 周と いふ 代より 

萬 づを强 ひ 改めて 父 を 尊し と 

す C こ は 人の 理と いふ ものに 

て 天地の ふに あらず C 故に 理 

は 理の如 く.. > て 世の 治ら さる 

なり C 

〇》 を 業の 如く 思へ る は 後の 

世の ひが 心得な り C 

はたと ひ 戯れが ましき 男 

女の 相 聞え を 聞きても、 聞く 

人の 心に K£  く 哀れと は 思 はれ 

てみ づ からの 戯れ 心 は 起ら 

ず" 是れぞ 唐 國の面 を 善くし 

て、 內 きたなき と は 異にして、 

うらう へ， 無き 皇 朝の 古の 習 は 

しなれば なり C 


5^,-. ひ  .sv 一-一と  たけ  みい か- や は  いかし ひたらし ひめ  みみ づ； i  ,  こ 

き 時、 Si 梭" 皇后 は、 善 言 もて 建き =<皇 の 御 怒 を 和し、 重 日足 姬。 天皇 は、 御 自ら 祈り ^ 

て 雨 を 降らせ 給 ひしな ど、 かく やん ごとな きにすら、 立てた る 御勢然 かお はし \ かば、 バ 

に は、 夫 は &軍を 引ゐれ ば、 妻 は 雌 軍 を 率ゐて 敵に 向 ひ、 女に して 其の 國を 知りて、 び 

人の" ^ し を 入れす。 此の 外、 理を 立て、 赤き 心を顯 はせ しな ど、 數 へも敢 へん や。 末の 

世に も、 女に して 家 を 立て、 鄯っ 女に して 仇 を 討ちし など 少なから す。 か、 れば、 此の 

をみ も ふ 

大和魂 は、 女 も 何 か 劣れる や。 まして 武夫と いはる、 者の 妻、 常に 忘る まじき 事な り。 

皇 朝の 古、 萬 づに母 を 本と して 貴め り。 兒を 育す より 始めて、 その 功 父に i4  、ばな り。 

しか 有りて 平け き 時には、 和び て 事 を 執る を專ら とすべく、  H< 地の 母 父の なしの まに ま 

をみ な  なご 

に、 女 は 姿の 荒び ぬ ものにし 有れば、 いひ 出づる 言葉 も 和び たる 搴な どかな からん。 さ 

は あれ ど、 後の世に は、 すべてぬ え 草の しな ひ うらぶ る を、 わざの ごと 思 ひ り、 それが 

ムも所 狹く習 はする ま i に、 果て は 曲 .-c しく さへ 成り行き ぬる は、 本の 大和魂 を、 我 も 忘 

れ 行きし なり。 今、 萬 葉 集を學 びて 其の 心 を 知り、 古今 歌集 を 象ね て その 姿 を 得ば、 誰 

か 追及 無き 物と せん。 古の 歌 は 萬づの 人の 眞 心なり。 その 眞心 をい ふ 故 由 を 知る 時 は、 

何 か 如く 物 あらん。 敎の道 も あれ ど、 常にし も 習 はし 難ければ、 時 過ぎて 知れ きを， 

歌 は ある 時に、 自ら； おむ ものから に、 敎へ すして 直く 眞心 になり ぬめり。 是れぞ 此れ 

かしこき 神皇の 道な りけ る。 

〇 後の世 人、 萬 葉 を かつぐ 見て、 え も 心得ぬ ま、 に、 こ は 古り にし 物にして、 今に 協 

はすと いふよ。 大和 も 唐 も、 古 こそ 萬づに 宜し けれせ、 古事 を こそ 尊 めれ、 何處 にか 古 

を 捨て. -、 下れる 世 捩に 就けて ふ敎の 有らん や。 そ はお のれが え 知らぬ こと を、 飾らん 
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〇 後 iiS; 代の 事 を 知ら まくす 

る 人 は、 古 欲 古 一 百を學 ばず、 

中々 に 唐 こと を見學 びて 空言 

もて 澄り なる 考を なし、 また 

默文を 好む 人 も 古の 欲 文 を 知 

らず、 流れ 下れる と、 家々 に 

私せる 欲 ども を 誠と する 故に 

誤れる 事 限り無し。 又 古の 事 

を 好む 人々、 書の 誠 いつはり 

ある こと を 知らで、 偽の 書に 

まど は されて 誤る 事 限り無 

し 0 此の 意 を く 思 ひたらん 

人 こそ 多から ね C 


0 衣の 類と 器物 は、 させる 學 

びの 方に あらね ど、 今の 世の 

中、 見る 物 開く 物 皆^し けれ 

ば、 心の 風流 ゆかん 由 無し。 

故、 家の 調度 も 古 を 好む 時 は 

心お のづ から 雅 び かに なれ 


とてうる け 人 を あざむく なり。 凡そ 古き 史に 依りて， 古き 代 々は 知 るれ ど、 その 史に は、 

古の 事、 或は 洩れ、 或は 傳へ逮 ひ、 或る は 書く 入の 補 ひ、 或は 漢文の 體に 書きし かば、 古 

の 言 を、 惑 はれな どして、 ひたぶ るに 受け 難き 事 ある を、 古歌て ふ 物の 言 を、 よく 正し 

とな  ちとせ まへ  くろ ひと  f  4f た 

唱 ふる 時 は、 千年 前なる、 黑人、 人麻吕 など、 目の ill りに ありて、 詠める を 聞 くにひとし 

くて、 古の 直ちに 知らる- -物は 古の 歌な り。 且つ 古人の 歌 は、 時に 從 ひて 思 ふ 事 を隱さ 

す 詠めれば、 その 人々 の心顯 なり。 さる 歌 を 幾 百 も 常に 唱 ふるま \ に、 古の 心は然 かな 

りて ふ 事 を、 よく 知り 得らる。 且つ 言 も 漢文 ざまに 書きし 史 など は、 左 も 訓み右 もよ ま 

る、 所 _ かなる を、 歌は聊 けの 言 も 違 ひて は、 歌 をな さねば、 かれ を 問ひ是 れを考 へて、 

善く 唱へ 得る 時 は、 古言 定まれり。 然 かれば、 古言 をよ く 知るべき もの も 古き 歌な り。 天 

の 下に は 事 多 かれ ど、 心と 詞の外 無し。 此の 二つ をよ く 知りて 後 こそ、 上つ 代々 の 人の 

ふみ  t! と  *r ろ  のちのよ 

上 を もよ く 知るべく、 古き 史をも その 言 を 誤らす、 その 意 を さとりつ ベ けれ 0 また 後世の 

をみ な  たは ぶれ  ふる， フた  ふ rO ぶみ 

人、 萬 葉 は 歌な り、 歌 は 女の 弄ぶ 戯の事 ぞと思 ひ 誤れる ま- -に、 古歌 を 心得す， 古書 を 

知らす、 なまじ ひに & 文を昆 て、 此國の 神代の 事 をい はんとす る 賢 しら 人 多し。 よりて 

そのい ふ 事虚理 にして、 皇 朝の 古の 道に 協へ るは惣 ベて なし。 先づ 古の 歌 を 寧び て、 .H5 

m の 歌 を 詠み、 次に 古の 文を舉 び， て、 古風の 文 を つらね、. 次に 古事記 をよ く 請み、 次に 日 

本紀 をよ く讀 み、 镜 日本 紀ゅ下 御代 i の 史らを 護み、 式， 俵 式な ど、 或 ひ は 諸の 記錄を 

も 見， (西宫 、北山， 江 家 次第 等までに いたる。： -假 字に 書け る 物 を も 見て、 古事、 古言の 接れ る 

をと り、 古の 琴、 笛、 衣 ，のた ぐ ひ、 器な どの 第 をも考 へ、 其の 外 種々 の 事 ども は、 右の 

史 等を昆 甲 5 ふ Si に 知らるべし。 かく 皇 朝の 古を盡 して 後に、 神代の 事 をば 窺 ひつべし。 — 
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90 まして 衣の 類 ひ は 己が 着 

ずと 云 へ ども 其の 事 を 知る 時 

は 心 びざる なり 0 

0 是れ より 前に 古事記， 日本 

紀 の 神代の 卷をも あまたた び 

見つ. - 其の 言 をよ く讀み 得て 

後に 意 を 解 くに 至る を 云 ふな 

り。 想べ ての 書を始 より 意 を 

得ん とする 時 は、 私の 後世 意 

となりぬ。 訓を よく^ \ 知り 

て 後に 古言に 從 ひて 意 をい ふ 

時 は 古に かなへ り。 後人 は 其 

の 本の 首 をば 傍に して 空に 考 

へたる 富 を 見る 故に かな へ る 

事な きな n-c 


0 五十音の 延約、 或は 喉 音、 

舌音な どの 事 は、 知らぬ 人 無 

し。 た 皇 朝の 食に 用 ひて 稀 

種の 例 ある 事 をば s ひて 知る 

人 無き なり 0 其の 音の 別の み 

！  ひて 用 ゐ し 例 を 知らで は 其 

の苜に 用無し C そ を 知らぬ 人 

»| に 唐 天竺の み を もて 其の 言 

を も 云 ひ はかる 故に 達 ふ 事 多 

きなり C 

〇 いさ、 か 古言 を 好めば やが 

て 古言 を 解きなん として、 未 

だしき 心 もて 考へ 云 ふ 人 あ 


さて こそ 天地に 合 ひて 御代 を 治め ませし、 古の； f 皇の道 を も 知り 得べき なれ。 

〇!□ 言 は 必す考 へて 解くべき なれ ど、 是れを 解く こと 甚だ 難し。 先づ 五十音 をよ く 知る 

こと  ごい 

べし。 そ は 後世 結えて 知る 入 無ければ、 其の 言の 分ち、 用 ふ. る さまな ど、 我が 語意て ふ 

物 を 書きた る を 見て 思へ。 此の 五十音の 事、 他の 國の iyr 韻經 などい ふ を もて、 皇朝 

の i 目の 音 を もい ふ 人 ある は、 皆 我が 國を 知らぬ 故な り。 わが 國の言 は、 いと 異なりと 思 

ひ 得ん 事 は、 古風 文な ど を 意 得ん 人知るべし。 さて 古の 假字 をよ く覺 えよ。 假字は 

言の 本に て、 假字 によりて 言を釋 くもの なれば、 是れを 定かに 覺 ゆる を らの 事と す。 

その 假字 は、 古事記、 日本 紀、 萬 葉、 その外の 古の 書 どもより して、 和名 抄 まで 皆 同じ 


ければ、 それら をよ く 見る 時 は 定まれり。 それ 少し 過ぎて、 拾 遣 就 集な どに は 誤 あり。 そ 

£ なび  のちのよ ひ. V； ひとぐ i  みく に 

の 頃より 皇 朝の 擧の ふつに 絡え し 故な り。 後世 人、 他 國の字 昔に いへ る 事 を もて、 皇朝 

の 假字を 思 へ る はすべ て 誤れり。 

〇5f"  i を も 寧ぶべし。 こ は 唐國の 唐の 令、 律 を 以て 皇 朝の 習 はし を 衆ね て 立てられし 

物に て、 專らは 我が 國の 意に あらやと いへ ども、 大 M 令 は 近， 江大津 朝の 令 を 木と せられ 

しと 聞 ゆれば、 是れも 久しき 世の 定めな り。 知らで は 中 比の 世 を 意 得る 由 無し。 かく 嚴 

か 細かに、 唐 風 を 用 ゐられ しょり、 表 は 宜しき に似て 裏惡 しくな りぬ" よりて 遂に 大 

御稜 威 も 商くな り まし、 なり。 上つ 代 を 基 ふ 者、 同じく 是れ をよ しと はせ ね ど、 はた 後 

ふみ  なび 

の史 など を 見ん に， この 學せ では 有る ベから す。 

〇 後の世に、 欲の 體、 十を舉 げたる 物の 中に、 器量 體 とて、 古今 歌集に ある T 梅の 花 それ 

とも 見えす 久方の 天 霧る 雪の なべて 降れ-" ば」 て ふ を擧げ つる は， 其の 頃まで も 接 欲の 


びな まひに 


59 


り C 其の 據 など、 右に も 左く に 

も 有る 物に て 我 は考へ 得つ と 

思 ふべ けれど 皆^ 事の みぞ 有 

りけ る C 仍 りて S ひて 解く 事 

を 恐れて 學長 けて 後に 事に 《 

れて思 ひ 寄れる 事 を 云 ふ 時 は 

當る事 有る ベ し C 先 づは百 を 

SE きて 1 つ 二つ のみなら では 

かな はずと 思 ひたれ C 

0 和名 抄 は？^、 れ る 事 多 け れ 

ど， 倮宇 は設ら ざるな り C  0 

ベ て 萬 葉な どに も 今 本に は 疑 

はしき B«t 字 も あれ ど 古例 を 推 

して D5 れば 專ら後 I 書 手の 誤 

なり C 

〇 皇朝は 言葉 を 本に て、 意 は 

其れに 付けて 別つ 例な り C 唐 

s は 音 を 本に て 字 を 一 つく 

に 作りて 目 じる しとせ り。 然 

れば 事の 本 甚だ 異なり C かく 

て皇 朝に は 唐 文字 を 借りて そ 

の 言の しるしと する のみな 

wc 灭竺は 天竺、 唐 は 唐、 大 

和 は 大和 各 別な りと 思 ひて あ 

れ、 その 中に、 こ、 と 天竺に 

はう はべ 似た る 如き 事 も 有れ 

ど 深く 心得る 時 は ひとしから 

ず C 

0 此の » の 古注に 入麻呂 がな 

りと 云 へ る は、 ひが 事な り C さ 

れど人 竊呂の 妝の 體に は 侍 


傳 ばかり は续れ りけ り。 こは奈 良人の 歌に て、 人 廒呂の 歌の心 も 謁も将 たる 歌な り。 此 

しら ぺ  え すら を  あら は 

の 聊か 細かなる 事 をい はすして、 調の 髙 きに、 丈夫の 高く 廣き 心顯れ たり。 同じ 集に 面 

白く 閉 ゆる 梅の 歌 多 かる を、 そ は 狭き 心 を 潜めて 作れる 物なる 事 を、 是れを もて 悟りて、 

奈 良の 朝までの 人 Q 心の 高き を 思へ。 錢 倉の 大 まう ち 君の 歌 を も jl へ 見よ。 人 麻 呂の歌 

は、 勢 ひ はみ { や； 行く i の 如く、 _言 は 海 潮の 浦く が 如し。 調 は 葛 城の 襲彥、 據弓を 引き 鳴ら 

さんが 如し。 赤 人の 歌の 詞は、 吉野川 如す 淸；^ に、 心 は 富 士の嶺 の ごと、 準り 無く 高し。 

人 麻 呂とは JK 地の I- ひ 有れ ど、 共に 古の 勝れた る 歌と せり。 是 等より 前に、 此の 人 々よ 

り 勝れた る 言 も 有れ ど、 詠み 人の 名の 間えぬ はこ、 に 云 はす。 

〇 錄 倉の 大ま うち 君の 欲 は、 今の 京 此方の 一 人な り。 其の 體、 古に 協 ひたれば、 たまた 

ま 古今 欲 集の 言 を 交へ 用ゐ給 ひし すら、 似つ かす 聞 ゆるに つけて、 本の 心 も 調 も 勝れて 

高き 事 知られたり。 さて 此の 公 T 莒根道 を 吾が 越え 来れば」、 「もの i ふ 0 矢 並 つくろ ふ」 

などの、 世に 勝れた る 多 かる は 更に もい はす。 事 も 無く 閉 ゆるに、 「此の 寢 ぬる 朝け の 風 

に薰 るな り 軒端の 梅の * の 初花」、 「玉藻 刈る 井手の. ^ 春 かけ て^く や 河 透の 山吹の 花」 

などの 本のい ひなし、 且つ 常 ある 事 を わざとい はれつる I 末の 調の 心 高き を 見よ。 また 

梅 開 厭 雨て ふ 題に て、 「吾が 宿の 梅の 花^けり 春雨 はいたくな 降り そ 散ら まく も 惜し」 と 

詠まれし を 思 ふに、 其の 頃 京に 歌 詠む 人、 皆 進 心 もて 巧みに 屈しつ、 ぞ 在らん。 いで 古 

m 詠みて 見せん よと て、 天 の 下の 歌詠み を 見下した る 心 も 自ら 見 ゆ。 此の 雄々 しき 心 を 

もたらぬ 人. 少しも 先 だてる 人の * 巧みなる 歌 を W きて は」 背き 難く 離れ 得ぬ は、 いしく 

なき 心なる 事 を 思へ。 世の常の わざ こそ あれ、 舉の 道に 上下 は 無し。 た よき 人の、 よ 
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0 後 此の 集 どもに 人 麻 S の R 

とて 入りし は 多く は ひが 事な 

り C 此の 人 は 唯 だ 萬 葉に て 見 

るべ し。 且つ 人 麻： ft は 長 欲 を 

ら とし 赤 人 は 短 » を 得た る 

なり。 こ、 に 云 ふ も 是れに 由 

れり (一 

0 春 かけて て ふ «! は 用 ひ P 、ら 

れし かど、 こ  >- に は 一首の 心 

と 調と をい ふ 0 

0 花 山の 御 撰な ど 云 ふ は甚し 

きひが こと ぞ、 よく 見ば 必ず 

然 からぬ 事 見 ゆべ し C 

〇 此の 二 集に 人麻呂 など 云 ひ 

て » あれ ど 多く はよ み りて 

入りたり。 人 麻 呂の歌 はた 

萬 にて 見よ C 

0 萬 紫の 如く ass を 文字に て 

書かば 》 もお か 書く ベ し G  » 

をば 後 ft ぶりの 草に 書きて、 

題の み 文字の 意に 書く こと 見 

苦し C 夫萬萊 に^ レ 夭、 ^レ花 

など 書け る は 歌に 依りて 後に 

書きし S なり。 後に は 文字の 

題 を 設けて 詠む からに、 古の 

雁 意 は 失せて 細かに 狭き 俗情 

をせめて；！^^むなれば いよく 

いやしくな りぬ C やむ 事無く 

ば 同じ 事 も as 宇に. て 害き た 

れ、 され ども 心に 思 ふ 寒 10 に 

見 耳に M くもの は 音 » の 題と 

なりぬ C その 時 欲 をば； as みて 

後に 其の 有 リし事 を 1« に嘗く 


しとよ く 見て、 よしと いはん を 待つ ベ けれど、 後世 さる. < ^し 有らねば、 古人 を 友と する 

に 如く 事無し。 なまくなる 人の 袞 めんに よき は 無しと 思へ。 

〇 古今 欲 集 は、 專らは 女 L なれ ど、 さすがに 古歌 も 多 かれば、 上に いへ る 如き、 心 高く 

雄々 しき も 交り、 惣 ベての &も、 さる 方に 心 高き なり。 後 撰 集 は、 古今 集に 劣れる 事、 

同じ 曰に, らふべ くも あらす。 古歌 を 取りし にも 誤れる 多し。 拾 遣 集 は， 何處の 傍への 

人 か 書き集め つらん。 eg に萬楚 をよ み 誤り、 古き 詠み 人 を 違へ などせ し 事、 敷へ 難し。 

され ど 此の 二 集に、 今京：^かた、 延 喜の 頃までの 後に つけて、 よき 歌 も あれば、 たまた 

ま は 見るべし C 古今 六帖、 はた萬楚を讀み誤れる多かれど、後の歌^1優しげなるもぁり0 

ざ丄  くだ り  のちよ びと- 

題な ど は、 六帖ぞ よき。 中に 紘の思 ひて ふ條に 書け る 題の 言葉 ども 面白し。 後世 人 は、 

も じ だい  一くな  こと  か な 

文字 題に て 詠む からに、 歌の 姿^し く 低し。 同じ 言 を も、 假 字に 書きた る 時 は- 詠む 歌 

も 自ら 豐 かに 雅 びて 出で 來 めり。 また 端の 詞は、 古今 歌集、 いと/、 心して 書きし もの 

なり。 その 詞と 歌と， 相 Si して、 理り ある さまな ど、 よく 見 心 .3^ て、 さて 詞 面白く、 短 

くて、 然 かも 理閗 ゆる を 旨と すべし。 同じ 事 を も 書き流せば、 拙く 長き を、 言 を 上下に し 

あちは ひ こ i ろえ 

て窨 き、 又は 歌に 有る 事 を 詞には 略き などせ し 味 を 意 得よ。 是れも 文の 一 つなり。 凡そ 

文 は 事の 多き をば 約め て 云 ひとり、 事 もな きをば 飾り 廣め ぬる 二つに あり。 此の 約め か 

ざる 事、 上つ 代ぞ 妙なる 中つ 代に は 劣れり。 下つ 代に は 想べ て i 事 有り。 此の 境 を 意 得 

べし。 端の 詞に は， 錢を 成さす。 如何に 約 めても、 しかも 理 ある 程 を はかりて 書く もの 

なり。 仍 りて 打 見る に は 事も無げ なれ ど、 いと 書きが たきもの ぞ。 

〇 敲 こそ 多ぐ 榱け習 ふべき なれ。 こ は 古事記、 日本 紀 にも 多 かれ ど、 種 々の體 を擧げ 


時 は 歌お のづ から ゆたかな 

り。 其の 事 を先づ 書きて 後耿 

！ ii§ む 事 は 古人 は 無 かりき C 


0 古今 欺 集の 長 欲 はいと 弱く 

して、 作り ざま も 未； y しけれ 

ば 取らず。 まして 其の後なる 

は 云 ふに も 足らず C 

C かくの 如く 古言 は 今と 異に 

て、 思 ひ 取り 難き が 如く なれ 

ど 萬 葉 を 善く 知りて 古 富の 意 

を 得る 時 は、 思の 外に 詠み も 

.-s 辱 もせら る、 なり C 學 ばず 

して 今 はえ 知る ベ からぬ 事と 

思 へ る はおの が賤 しき 心 を 心 

としてせ を辣 むな り C 


たる は萬楚 なり。 そのく さぐ を 見て 舉ぶ べし。 短歌 はた 心 高く、 調暨 けき を 貴めば、 《 

ーぃ^！も驟まではかなはす。 長歌 は 様々 なる 中に、 强く、 古く、 雅びたる をよ しとす。 より 

て iil^ も それに 付けた る を 用ね、 短歌に は 鄙びて 閒 ゆる も是れ に用ゐ て、 中々 に 古く 面白 

き 有り。 さて 古 は、 思 ふ 事 多き 時 は、 長歌 を 詠めり。 また 短歌 も數 多く 云 ひて、 心を果 

♦C ひさ 》t ぶく ろ 

せし も 有り。 後の 人 多くの 事 を、 短敏 一 つに いひ 入る めれば、 小き 钥 袋に 物 多く 赭 めた 

らん 如くして • 心 卑しく、 調べ 歌の 如く も あらすな り 行きぬ。 

〇 序 歌て ふ 體をも 詠み 習 ふべ し。 本に の 事 を 舉げ、 末に はたに 一 つ 心 をい ふなれば、 

卽ち古の4^_^^り0  句 は、 五 七 七 を 本と し、 五 七 七 を 末と する 事、 萬 葉に 百 餘り有 

•  ひ： 一と  をち かた lb\i  わす 

る を もて 知れ。 古今 歌集に て今唱 ふる は 僻事 ぞ。 其の 欲 は 「遠方 人 物申す 我」 を 本と 

し、 「その そこに 云々」 を 末と す。 「見れ ど あかぬ 花」 とい ふまで を 本、 「まひな しに 云々」 

を 末と する 事、 右に 同じ。 

0 文に は 殊に を SJIT の體 あり。 先づ 男の^" & 曰く 事、 古き 學び 無くて はかな はチ 。それ も 古 

事 記、 日本 紀、 萬 紫、 0.^  0, 其の 外 古き 書 を讀む 事、 欹 にいへ るに 異なら や。 そ 

の 中に • 古事記 は 全く の 文な り。 日本 紀も本 は然か 有る を、 多くの 古書 を もて、 奈 

良 朝に て 撰びぬ る 時、 i ざまに 字を植 ゑし かば、 古の よみ は 失へ り。 今 は 三つが」 つば 

かり ぞ殘 りぬ る。 その外 は 銜". ^字 を 追 ひて よめる 物 なれば、 古言の みに あらす。 顯 神明 

憑談 を、 tlfrj^lr また 美 飮喫哉 を、 魔羅 JT 烏 野羅甫 虔柯侯 也な どの 如く 訓 まで i 

は、 古の 訓 みに 非す と 知るべし。 古の 宣命、 _s 詞 など は、 全く 古の 文な り。 ，t の 體を得 れ 

て& 事に も哆し 書くべし。 また 萬 雜の長 敬 をむ かへ て、 古言 を 知り、 且つ 入麻呂 その 汴 む 


〇 物 S!g は 物 ISS の體 にて 雅文に 

取るべき 霄は、 いと «| なり。 


〇 後 ft 人 は 其の 時の Sg の傳へ 

のみ 守 リて物 を 善く 古に たく 

ら ベず。 か  >- る 人 は 心 を 人に 

預 くるが 如し。 そ も 新 の 間 

こそ 有れ、 少し S 心得て 後 は 

みづ からの、 4- をお こして 古言 

にて RJn- を. N て、 後 みだりに 

かたくな にせず、 さるべき 人 

にも 問 ひて 善し 惡しを ii- すべ 

し C 然 かする 事 あまたに なり 

てこ そみ づ から 善き 事 を も 云 

ひ 出で、 思 ひも 得べき なれ C 


の 長歌の 巧み、 或は 延べつ r めた る 言の 體 など、 文に 異ならす。 下りて は-, 伊勢 物語な 

ぶみ  ふ- 0 ぶみ  二 ど  いにしへ 

ど、 かな 文の 中に、 古文に 用 ふべき 言 を、 廣く 撰り て 取るべし 。是 等を漫 りに とらば、 古 

今 交 はりて、 拙く 卑しくな りなん。 それ はた 執 成に 依りて、 古文に なれる 事 も あれ ど、 

みづか  ，0 なか v ど こと  ふ- 0 こ^ 

そ は 得て 後 自ら 知る 事な り。 また 田舍 人の 言に こそ 古霄は 残り たれ。 よく 撰み なば 文の 

半ば かり は 此の 言に て 云 はるべし。 後世 は 源氏物語の 言な ぶ を もて 書く 人 あれ ど、 かれ 

は 女 文な り、 物語 文な り、 古き 雅文に はかな はす、 此の 刖ち をよ く 思 ひ 知れ。 古今 歌集の 

みく に  ^ど  こ -ろ  .f ら ぶみ 

序は皇 朝の 歌の 古意 をば 深く も迪ら す、 本の 意、 奢の 四 六の 文體 と、 凡その 唐 文の 意 を 

假り、 言 は 其の 比^ 歌に よみ 習へ る、 女 探の 言 を 用ゐて 書きし ものに て、 後に つけて は 

めでたく 書きし 所 も あり。 又 僻事 も數 多な り。 よりて こ は 古 文の 樣には あらす。 同じ 

人の 書き つれ ど、 土 佐 日記 はかの 序より 勝れり。 かれは 强 ひて 書き、 是れは 有る 事 を 直 

に 書きし なれば なり 0 抑 も 文に は、 いと 種 .<c の體 あり。 古事記より，" 3^詞 まで をよ く 見れば. 

自ら 知らるべし。 女の 文 は、 是れも * きとせ し事窨 かんに は、 さる 方に 古き 文 もて、 女 

振に 書きぬべし。 その 入れ 立たん 初めに は、 女 は 源氏物語 など をまねば i-， 自ら 書き 得 

べし。 され ど、 是れに 留まれり とお も ふ 事な かれ。 後に 古き さまに？： jf るべき 心 じら ひし 

て學ば S -、 終に 宜しく 成り行きなん。 逮き國 の 人の， 此の 道 慕 ふなれば， 知らせ まく 思 

へど、 詳 なる 由 は、 ぇ盡 さす。 此の 心 を もて 文 ども を 見 * 欲、 文 を もな して、 さて 問 は 

んま にく 答へ なば， 思^至る 人 も 有りなん とてな り。 すべて 古き 文 は、 知るべし て あ 

り。 そ を 心得ん 事 は、 ぎら する 事と、 先 づは思 ひ 居り。 しか は あれ ど >  世の中 は 道 知る 

ベて ふ 事 もあるなら ひに て、 ひとり 行き 難き を 思 ひ 開かん とて 問 ふと 心得べ し。 さて は 

文 を IS むに 心からなら すして 至り やすし。 - 

明 和 二 年 七月 七 六日に  《: 茂 1«瀬 しるしぬ 


天 降 言 


天 降 言 は し が き 

八十 ひら は ゆきくれ ど、 猶し 忘らえぬ は、 みさかり なり 

ける 昔な りけ り。 まづ 空か ぞふ大 城の 君 をみ ことほぎ 

まつらす とて は、， 七月 十五 日に 御 漁 をみ ふや， * でせ させ 

り。 その 折し も 御 かたはらに さもら へりて、 歌つ かう 

まつれと 令 0 を う け まつりて 詠みて 奉り、 猶さ ぶ ら 

人 等 己が じ.^ 村 肝の 心々 に ほぎ 奉り、 大 御酒 给ひ、 御前 

も 寛 かに うたげせ させし 折々 につけ、 ある は 人に もた 

まひ、 物に ふらし 歌 はせ しに は、 - 祧 櫻に 姬 御子 を 敎へ示 


さ ひた まひ、 夏山の 白雨 をみ そな はして 歌 はせ るに は 

暑さ を 忘ら ひ、 佃 島邊の 月に めでまして は、 せ やの a 

人 を あはれ と 見 給 ひ、 雪の 夕べの みうたげ にい やっこ 

をめ でます みい  1- くに や 心の奥 かも 知らえぬ 御 歌の 

數々 そ はりに たれ ど、 またく つどへ 書い つけ 侍らむ は 

.A しこ かれば、 うつしみ のうつ しき 折に ふれて、 己ォ 

が 恐れみ お れみも 口ずさみ、 ある は 人の 聞え させし 

をお ろく 書い つけ 侍る に-^ む。 
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言 》 天 


天 降 言 


山家 驚 

山 ざと はま だ 消え やらぬ ゆきの 中に 

鷺の みぞ 春 を 知らす る 

白菊 如 雪 

ませ 垣に^ きか. - りたる 白菊 はよ そ 

につ もらぬ 雪 かと ぞ 見る 

將軍 家の 御 庭の 紅葉の いろい 

ろ 染めた る を 見 侍りて 

うすく 濃く 色づく 庭の もみ ぢ葉は 時 

雨 もこと に 心 あるら し 

平 尾て ふ 所に て 夕 照 をよ める 

亂 れ^く ちぐさの 花の 色まして 歸る 

さ 惜しき 野路の 夕ば え 

寄夢戀  ， 

あだなり と 思 ひながら も假 初の 夢に 


田 安 宗 武 

にィ 

も 人 を 見 まく ほし さよ 

寄風戀 

ひたすらに 羡 ましく も 秋風の 思 ふ 方 

まで 吹き かよ ふらむ 

屛 風の 禱を 見て 

おり ゐ つる 蘆邊を 渡る 朝風に 鶯 はみ 

の 毛の 亂れ てぞ たつ 

九月 一 1 十三 B 田 安に 家作り い 

で i 令 日なん うつりす みて 

わが 宿の かき ほの 松よ け ふより は 幾 

萬 化 を もろともに 經む 

小 朝 拜の搶 を 近衛 家久 公より 

給 はりけ るゐ やま ひに よみて 

奉りけ る 

見て を 知る 千代の， 初春 雲の上に 裾 を 


つらねて 君 仰ぐ と は 

1 位 照 子の 君 二の まろの 殿に 

御 わた ましの 日、 將軍 家より 

の 御 使に 參り 侍りけ るに SW ひ 

奉りて 詠める 

この 殿の 軒端の 松の 綠 まで いくよろ 

づ 代の 色 をみ るな り 

三 3 の 末の 頃 上の 御前の 遣 水 

の邊 にて 曲水の 宴の ありけ る 

を 聞きて 

いつしかと 春 も 暮れ行く 水の面に 散 

ひて ど 浮かむ 花の 盃 

おとに のみ 聞きし 昔 も かく こそと み 

か はの 水に うかぶ 盃 

武藏の 國飛烏 山と いふ 所に 仰 

ごとに て樓 あまた 植ゑ させ 給 

ひぬ， れば、 春 ごとに いみ じき 

藍り なれば、 遠つ 浦の 海人、 深 

き 山の 賤夫 だに、 雲 を わけ 波 

を 凌ぎて つど ふめる に、 度 垣 


の まぢかき 程に て 今までお そ 

な はりた る ことの いと 本意な 

くて、 今年 はと 思 ひて 春雨 Q 

はれま 求めて まかり 侍りき 

樓花 さくと 閉 きつ .ニ仃 きて みれば た 

だ 白雲の 峰に たなびく 

こ V に また 千 本の 櫻う つし 植ゑ てい 

く 萬 世 か君ぞ ながめむ 

七月 中の 五日 君 を 祝 ひ 奉る と 

て 海邊に 漁に 出で 待り て 

いくたび 

君が ため 今日 を 待ち 得 て 幾度 力 浦 こ 

ぎ 出で、 釣 を こそせ め 

あざみ 草 かきたる 搏を 見て 詠 

める 

花の 上の 64 も 光 を そへ にけ む あさみ 

る ごとに 色の 增れる 

瑞春院 の 尼 君の ませし 殿の 廢 

れ ぬる 後 その かみ を 思 ひいで 

て 

見ろ た， に 袖をぞ ぬらす 古 へ の 面影 


もな き 庭の 草む ち 

題 しらす 

に 積る 心の ちり ひ. ぢも よしあし 

引の 山と なりな む 

羲だ にす つれば 暴る ことわり や 思 ひ 

てみ がけお のが 心 を 

五十の 賀し 侍りけ る 人に 詠み 

て 遣し ける 

ことしより まづ 此の 宿に 杖つ きて ゆ 

けらん 末 はよ ろ づょ迄 も 

六十の 賀し 侍りけ る 人の もと 

へ 竹た てた る 1^ の臺に 小袖 を 

そへ て 遣 はすと て 

榮ぇ 行く 色 こそしる し 竹の 下に 千代 

を こめた る 鶴の 毛 衣 

山 居 梅 

梅の 花 まだき. P はぬ 山里 は 雪 ふみ わ 

けて 誰かと ふべ き 

うめの 花 la りす ぐれ ど 山里 は W ばし 

りの 聲も閗 えす  , 


廣度院 暮雪 "お 

て ふ 所に て 夕 照 をよ める とて 

あそばし けり 

みよしの 、花 も かく ゃ乇 白雪の 棺々 

を うづむ ゆ ふぐれ 

赤 羽 橘歸帆 

追風に 力 も いれで 舟人の 帆 かけて 歸 

るけ しきの どけき 

新 堀 夜雨 

住む 人の 稀なる 野邊の 物う きに あは 

れを そふる 夜 はの 村雨 

祥雲 寺晚鐘  ナイ 

夕 暮は數 ひ きそ ふ 中に わきて 此の 

野邊 近き 鐘ぞ 異なる 

衣 干 岡 晴嵐 

つよ かりし 夜半の あらし も 知られけ 

り 衣 ほす 岡の 今朝の 景色に 

水車 秋 月 

秋 も 早 通りて こ、 に水享 たてる ほと 

りに 月 はさ やけき 


小 田 落雁 

あはれ なり 霧 間に 見 ゆる 山陰の 小 田 

にと 落つ る 雁の ひと 連 

右の 街 耿は享 保より 寛延 まで 

のうち 詠ませ 拾へ るが 中を誦 . 

しお ぼえ て しるしぬ 

春の 歌 

我が 宿の 社の 木の間に 百千鳥き なく 

春べ は 心の どけき 

目黑 とい ふ 所へ 行き 侍り し 

に、 歸 さの 道の ほとりに 菜の 

花の いみ. じく^ける を 見て 詠 

める 

いぶかしな や、 春 立ちし に 女郎花^ 

きぬと 思 ふは茱 の花ぞ これ 

郭公 をき  >- てよ める 

心 よげ に 草木 繁れる 夏山に 煩 はしく 

も ほと & ぎす 鳴く 

夏の 歌 

措むべき 事に しあれ ど警き 日 は 秋 立 


つ ほど を 待た れつる かも 

夕立 

凉し くも 降りく る 雨 か 夏山の 茂き こ 

の 間に 露の たばし る 

かたはら にっか ふる 人の さに 

波 をと 申しければ 

みなそこ 

秋され ば 水底き よみさ^ら 浪 更に ぞ 

たてる 虱 吹く ごとに 

七夕 風 

星 合の 空靜 けしな 久方の あまつ 河 風 

す t.- しく あるら し 

七夕 霧 

ほし あ ふ を 見 まく ほり まつ 人の ため 

に s< つ 河 霧 立ちな 隔て そ 

七夕 契久 

人 皆 は 星の 契りと ぁぢ きな めど 天と 

共に し をへ む契ぞ 

七夕 船 

今 はし も 1K つ 川せ に彥 星の つまむ か 

へ 舟 漕ぎて 行 くらむ 


七月 十五 B 漁りに 出て 

君が ためすな どり せむ と 漕ぎ 行けば e 

萬 代の 橘の 松ぞ 見えぬ る 

又の 七月 中の 五日 漁に 出づ、 

去年の 冬 將軍家 御 こ 、ち 例 

ならす おはし ませし も、 今 は 

よろしう わたらせ 給 ふ 

去年の 冬の かしこ かりし を 思 へれば 

今年の 今日 ぞ わきて 樂しき 

またの 文月な かの 五日 

永き 代の 橘 を 行き かふ 諸人 はおの づ 

からに や 姿 ゆた けき 

洲綺邊 に 漕ぎ出 で、 みれ ば 安房 の 山 

の 雲居な しつ X 遙 けく 見 ゆ も 

小 松 川 をい こぎ 廻る に、. 逢つ 

方に 小 松 並う ゑた る を 見て 

小 松 川 小 松 結びて 木 だる を も 今日の 

遊びに 見む とし 契らむ  降 

七月 中の 五日、 例の ごと 深 川 

て ふ 所に 漁りに 出で 侍りて 言， 


の狹物 さはに 獲られよ 大君のお ほ 

みけ  リ 

鎮に あへん 今日の 56! 

叉の 年 文 ac 悃島 にて 

むら 松の そが ひ を 登る 月よ みのな か 

ばに わたる 雲 さへ うれし 

眞帆 引きて よせ 來る 舟に 月 照れり 樂 

しく ぞ あらむ その 舟 入 は 

八 B: 十五夜 

こ ぞ よりも 今宵 の 月 を 見 まく ほり 待 

ちつる 物 を 雲な 隔て そ 

雨空の 唷間も あれな 我が 戀 ふる 今 脊 

の 月 を はっかに も 見む 

夕 ぐれになる まに/、 雲 晴れ 

て いと さやけ き 月の さし 出で 

し をみ て 

うか t つる 雲 はれ 行きて ほりし ごと 

さやけ き H: を 見る ぞ 嬉しき 

千 早 ふる 神 寶てふ 玉 纏の 太刀の さや 

けき 今日の 月 かも 

延享 元年 八月 十五夜 盃 たび 


たびめ ぐり、 祐賢 拍子、 正 度 

签 0 ふえ、 正雜橫 笛、 長賴筝 

藥 などし 遊びけ るに 

S その かみ ふりに し 唐の 笛 竹 を 吹き 

立て 遊ぶ 今宵た のし も 

同じ 夜 

かくし あれ ど 去年より 欲り し 我が 心 

今宵の 月と 共に 晴れけ り 

またの 八月 望の 夜 

立ちお ほふ 雲間/、 に 影 さえて 雲閉 

雲間に あらたに ぞめづ 

旅の こ V ろ を 

夕 づく日 はや 隱ろ ひて 旅 衣 ころも 手 

さむく 秋風 ぞ ふく 

仕 ふる 人の 萩の 花 末にな りけ 

る をと 申ければ 

昨日まで 接り を みん と 思 ひつる 萩の 

花 ちれり 今日の 嵐に 

仕 ふる 人の 萩の 下にた た ある 

石 をと 申しければ 


萩 、ける 山べ の 石 は 心 ありと 人 やみ 

るらん 假 におき し を 

九月 十三夜 

{<H に滿 つや まとの 國の風 なれ や 今宵 

の 月に 圓居 する こと 

うや- 'しき 大 みことのり を 

うけて 今日な む 吹 上の 15； 園に 

まう で 来ぬ るに、 まと ゐさ へ 

給 はれる、 其の かしこ まりを 

今日の まと ゐの司 達に 聞 ゆる 

ついでに 

大君の み こ と をう け て 弟 も 吾 も 御園 

に 遊ぶ 今日の 尊と さ 

あらかじめ 定め 給 へ る4'日はしも{_^< 

さへ 晴れて 杠葉 照り 添 ふ 

富士の 山み そな はすうて なに 

參 りて 木々 の もみ ぢ せる を 見 

て 

ふる ごとに 閉 きしの みに て 未だ 見ぬ 

杠 葉の 錦 今日 見つ るか も 


寄螢戀 

音に なかで 身 をのみ 焦す 螢 はもけ だ 

し 吾が ごと 物 思 ふと か 

紅葉 を  ， 

もみ ぢ葉を 見れば めづる ぞいぶ かし 

き 枯れぬ る 色と 我が 知りに つ 、 

さくらの 紅葉 を 

雨 ふれば 青み いやます 常 磐 木の 木の 

間 をよ そふ 櫻 葉の 色 

雪の いたう 降り 接り ぬる 夕べ 

酒の みつ- - 庭の さま 見 侍りけ 

るに よめり ける 

酒の みて 見れば こそ あれ この 夕べ 雪 

ふみ 分けて 往き かふ 人 は 

享保 十八 年 正月 廿 一日 將軍家 

の 五十の 御 賀に御 盃の臺 に 添 

へ て 奉りけ る 

鶴龜の ii なりと も 何なら じ わが 君が 

世の 數 にくらべば 

寬延 三年 正月 廿 一 日將軍 家の 


六十の 御賀 によみ て 奉る 

1K が 下い やさ かゆら し 今年 旣に 君が 

御 耳の 頓 ひませば 

年 ごとに 今日は 我が君の 生れ 

させ 給 ひし 日 なれば 祝 ひ 奉る 

に、 まいて 今年なん 甲子に 周 

り 合 へ るに、 日 さへ 同じ 干支 

に當 りぬ、 きのえ 子に こそて 

も ひらけぬ ると 閉 くに、 誠に 

君の 榮 えまし まさむ ことの 限 

り あら じと おぼして 

吾が 君の § くこと は 玉 松の きのえ 

根ざしの 廣 ごる がごと 

つか ふる 人の 含雪亭 をと 申し 

ければ 

富 士の山 みん とし ほりて 山の べに 作 

りし 庵に 入日 さす 毘ゅ 

御 衝立の 障子の 畫に濱 邊に千 

鳥の ありけ る を 見て 

五 百重浪 よす る 浦 わに 何 を かも あさ 


る 千鳥の 群 れゐる 見 ゆ も 

九十の 賀し 侍りけ る 人 を ほぎ 

て 

吾 や 妹 や 子等 はい ましに あえぬべし 

汝は なほ も 松に あえてよ 

松竹增 春色と いふ こと を 

この 春 は 園の 松 竹 色まして 今し 千代 

經ん S を 見 すらむ 

仕 ふる 人の 熊 整の 間の 石 をと 

申しければ 

唐人の 搶 にも 似た るか さ、 展 のかた 

へ に 立てる 石の 形 は 

衝立 さう じの 縿を 見て 

千鳥 すら 友 呼び か はし 遊ぶな りな ど 

て や 人の ひとり 楽しむ 

勸舉の こ 、ろ をよ める 

書 もよ まで 遊び わたる は 網の 中に あ 

つまる 魚の 樂 しむが 如 

畢 ばざる 人 を うれ へ てよ める 

1K よりもう けした まもの 徒らに 知ら 


すて 過ぐ る 人の はかな さ 

春秋 を 判せ る 歌 

枯れ 渡る 秋 を もえ 出る 春に し はたく 

ら ぶる * たに 愚かな りけ り 

藺相 如の 搶を 見て よめる 

城に 代る 璧をか へ せし 其の 人 を 我 は 

その 玉に かへ まく 思 ほ ゆ 

學 ばざる 人 を うれへ てよ める 

舉ば でも あるべく あらば 生れながら 

聖に てませ ど それ 港し 擧ぶ 

！^地のめぐみに生る-^-：^^れば天の 

命の まに く をへ や 

人の 道 を 我が家の 業と しながら も舉 

ぶ 心のお こたり ぞ する 

宇喜田と いふ 所に^ にものす 

ると て 舟に 乗り て 行きけ る 

に、 松 かげに 眞帆 ひく 舟の 往 

きか ふ を 見て 人 <f 歌よ み 侍り 

ける ついでに 

何事 も眞 帆に せよ とて 示す 吾が 心に 


あ へ る 今日のに はか も 

舟 はてに ならん とほせ り 今 1 つ 酒た 

うべ つ- - 遊べと ぞ思ふ 

湧り なく 浪さ へ もな く 行く 水 は 物 知 

らぬ吾 も かつ 見つ るか も 

庭に 飼 ひし 鶴 を 

子 を 思 ふ 物て ふなれ ど 此の 鹤は妻 さ 

へ 持た す 乏しく あるら し 

右 御歌享 保より 《f 暦の 頃まで 

のお 作な り 

立春 

打ちな びく 春き たれる か 久方の IK の 

香具 山 霞み そめた る 

宮人の 袖つ け 衣 ふり は へ て 心の どけ 

き はる は 来に けり 

子 日 

今日はし も 子 日な りけ り M さす 紫 野 

邊に我 も 行か まし 

をと めら が 赤 裳 引きつれ 小 松原 綠に 

まじる 今日は 來に けり 


霞 

春霞た な 引く から に 白雪の つもれる 

梢 花の ごと 見 ゆ 

ともし 火の あかしの 門より 見渡せば 

やまと 峰 邊は霞 か をれ り 

鴛 

たかむらに 家居 やせ まし 篤の 鳴くな 

る 聲を閗 きも あかんが に 

かげろ ふの たつなる 岡に 梅^きて、 V 

のどけ く鵞 なく も 

若茱 

いざ 子ども 若菜 摘みて む 露 ねる 春 日 

の 野邊の 若菜 摘みて む 

^人 は あ を 馬 ひけり 少女ら は 雪 間の 

若茱 いまや 摘 むらむ 

殘雪 

春され ど 雪 消え やらぬ 山里 は猶 ふる 

年の 心地す るか も 

去年 はさ も 思 は ざり しが 靑 みます 岩 

間の 雪の 淸く見 ゆか も 


梅 

くさぐ の 花 は あれ ども 宮人のう す 

にしせ る は 梅が 花 かも 

句 さへ 花 さへ 實 さへ 若葉 さへ 冬 木の 

ほど も 梅 はこと なる 

拼 

春雨 はしば，^ ふれり 佐 保 川の 岸の 

靑柳色 まさるら し 

春風の 吹く と はなけ ど 靑掷の 姿に し 

るく 知られぬ るか も 

早 蕨 

をと め  さわらび 

春霞 か をれ る 野 邊に少 だら し 早廣折 

ると 群れつ、 行く も 

わか 草の 綠が 中の さわらび は 紫 ふか 

く 尋ねて ぞ 折る 

樓 

櫻ち る 山路 は 知らに 白雪の 寒から な 

くに 降る かと ぞ みる 

みよし 野の 山の 白雪 消えぬ ると 見し 

まに 花の 雪 § れる 


春雨 

み 冬 野の 枯生 のま V の 淺茅原 そぼ ふ 

る 雨に 萌え出で にけ り 

春雨 は音靜 けし も 妹が 家に い 行き 語 

らひ 此の 日 くらさむ 

春 駒 

信漠 なる. 1^ 野の 御牧 春され ば 小 草 も 

ゆらし 駒 勇むな り 

春雨の 晴れに しからに 笠 原の 露う ち 

散らし 駒 あがく かも 

歸嗎 

さ ビ浪の ひらの 山べ に 花^けば かた 

田に むれし 應歸 るな り 

霞 わけて 應歸る 見 ゆ 行く先の 遙 けき 

もへば あはれ む 吾 は 

喚 子 鳥 

うちの ぼる 佐 保の 山べ の 呼子 鳥よ ベ 

ど 答 ふる 人 も あらな くに 

霧 かをり 月影 くらき まきむ くの ^！原 

の 山に 呼子 鳥な く 


苗代 

苗代に しめ 引き は へ て 引く 水の 豐か 

なる にも 年 はしる しも 

しめ はふる 小 田の 苗代 臭 山の ii 消の 

水に 水 まさりけ り 

堇 

榑花 散りし く野邊 のつ ぼ堇 色う ち さ 

えて 摘みなん も 惜し 

はるの 日の 春 日の 野邊に 今日 も かも 

里の 少1<  ら堇摘 むらむ 

燕 子 花 

かきつ ばた^くなる 池に 風 吹けば 濃 

き 紫に さ 浪ぞ よる 

名に も 似す 淺澤 沼の 杜若 ふか むらさ 

きの 花ぞ ゆ、 きぬる 

藤 花 

時つ 風いた くな 吹き そ 田 子の 浦に 咲 

ける 接 波 散ら まく も 惜し 

住の 江の 藤 さきにけ り 香 をと めて 沖 

こぐ 舟 もこ i ら集 へり 


山吹 

あが 駒に 水 は ほらね ど 打 寄りて 井手 

の 山吹 見て や 過ぎな む 

山し ろの 井手の 玉 川水淸 みさ やにう 

つら ふ 山吹の はな 

三月 盡 

春 はし も 今日の みなれば 綺の 櫻の き 

ぬ もぬ がで 寐 ななん 

今日の みと 限れる 春 を 春風よ いぶき 

に 吹きて 返せ この 春 

更衣 

大宮 に縵の 衣の しり 引きて つど ふ を 

みれば 夏 はしる しも 

今朝 も 猶空は 昨日に か はらぬ を 衣に 

夏 はま づぞ 立ちぬ る 

早苗 

ほと  >. ぎす 里 なれに けりう ま 酒 を 三 

輪の 山 田 は 早苗と るら し 

is ひ 

乂  n の わせ を植 うるな り 

立 田の神に 風 祈りつ、 


照射 

益荒男が ともしす らし も 小 倉 山 暗き 

夜毎に 星の 影み ゆ 

晝だ にも かしこき 山に 我がせ こが 暗 

と ちし 

き 夜毎に 照射す るか も 

五月雨 

さみだれ  ー ら *<  S み 

五月雨の 晴れ間 も 知らに 白眞弓 ひだ 

の 細 江 も 海 をな すか も 

ます かたの 姿の 池の 五月雨 あやめ も 

見えす 浪ぞ 立てけ る 

盧橘 

たまにぬ きて 花 橘 を 佩く 入 を 見れば 

昔 C おも ほ ゆる かも 

み はしべ  とね 

御 階 邊の橘 さけり たちならす 右の 舍 

人ら 弓な 稱れ そね 

埜 

茂り あ ふ あしまの 池に 影み えて 楚飛 

びか ふ 宵は凉 しも 

ま 玉つ く をち のす が はら 夕 露に 光 を 

そへ て 飛ぶ 螢 かも 


卯 花 

稻荷山 祭ち かみ か 我が 宿の かき ほの ヲ 

うつぎ 花^きに けり  降 

もろびと  ( 

いなり 山け ふ 祭る らし 諸人の 卯の花 

かざし 群れて 行きぬ る  首 

葵 

故と 事 はしらぬ を あふひ 草 かもの 

祭に 吾ぞ かざせる 

ii 神の かざしに せよ と 神 山に 葵ぐ さ 

をし 植ゑ そめぬら し 

杜鵾 

降る 雨に しぬ、 に ぬれて 杜鵑 五月の 

山 を 鳴き ぞと よもす 

杜鵑つ ま をと ひつ、 血 あゆまで 啼く 

なる 聲を 閗けぱ 悲し も 

菖蒲 

昨日まで 須 兒の莉 りつる あやめ 草豐 

の 明りの Sf: となりぬ 

もろびと 

長き 根 をえ らまく ほしみ 諸人の 沼に f 

まど ひて 菖蒲 引く かも  7 


蚊 遣 火 

夕日 影 句へ る 雲の うつろへば かやり 

火く ゆる 山 もとの 里 

雕だ？ 寸 r 見 かも とがめむ 蚊 遣 火の 煙た 

ちた つ 遠方の 里 

蓮 

しにに^ ふる 池の 蓮の 花 みれば 風 も 

吹かな くに 心す ビ しも 

はちす おふる 池の 订 にた  すめば 衣 

に ほ はし 淸き風 吹く 

氷室 

もち  ひ むろ *.£ 

水無月の 十五 日に しあれ ど 氷室 山 衣 

手 寒く 風 冴えに けり 

夏 来より 秋果 つるまで i 棒の たえぬ 

氷室の 山 はさむ しも 

泉 

足 引の 石 間 をし ぬぎ わく 水の 落ちた 

ぎち 行く 風の す しさ 

風 をな み 照り はた-ける 夏の 日 も 泉 

のみこ そ凉 しかり けれ 


荒和拔 

さく、 しろい す 1- の 川に いぐし 立て 

^^！祓すと人っどふかも 

切麻にみのさがなさをなでっけて1^ 

ひ果 つれば 風の 凉 しも 

立秋 

琴の 锗をさ 渡る 風の 響かす に 秋 さり 

來 ぬと 今 はしる しも 

今 はし も 秋は來 ぬらし 白妙の 衣手う 

すみ 風の 寒し も 

七夕 

1K の 河い むき 立てり て戀 ひに ける 心 

はる けんよ ひは來 にけ り 

この 夕べ 空に たなびく 白雲 は 君が ま 

うけの 天つ とばり か 

获ぶ ： 

妻 こふる 鹿の 音 閒ゅ今 も かも 眞 Is- の 

获 原^きた ちぬらむ 

秋 はぎの 句へ る 野邊は 草枕た び 行く 

人 も 立ちと まりつ 


女郎花 

わが 戀 ふる 妹が 垣ね の 女郎花 白露 重 

みかたむ くもよ し 

狩人 も 情し あれば か 女郎花し に^く 

野邊 をみ つ k 過ぎに き 

薄 

み吉 野のと っ宮 所と めくれば そこと 

も 知らに 薄 生 ひに けり 

武藏野 を 人は廣 しと ふ 吾 は 唯 尾花 分 

け 過ぐ る 道と し 思 ひき 

露 

获が枝 を かざしに せんと 思 へ れど露 

の 散ら まく 惜しき 萩原 

たかまとの 获を おしなみ 置く 露に 玉 

しく 宮 の 昔お も ほ ゆ 

0 

待 3^ 山 今朝 越え 来れば 霧 こ めて 隅 田 

川原 は 見れ ど 分ぬ かも 

名ぐ はしき いなみの 海 も 朝霧に 見せ 

す 過ぎに き 旅 は 憂き かも 


朝顔 

叛妹 子と 相 ふしながら 朝な/、 珍ら 

しみ 見ぬ 朝顔の よさ 

あした 昇り 夕べ ま かづる 宮人の 家に 

よろしき 朝が ほの 花 

駒迎 

望月の みまきの 駒 は 今 も かも 霧 を わ 

けて や あま のぼるらん 

ひだりみ ぎり 馬の 寮の さわぐな り 貢 

の 駒の 今や 來 ぬらん 

かぐ 山に 生 ふる 眞榮? S さやに 冴え 

たる 月 は 神 もめ づらむ 

*< つら  もろこし 

松 浦が た 限り も 知らす 照る 月に 唐土 

まで も 思 ほ ゆる かも 

^^且 

紙屋 川岸に みだる- - かる かや は 1 戶 

の 人の 簧 にや 莉 るら む 

ねぢ けたる 人に し 見せん^ Is そよ 

吹く 風に 打 亂れし を 


蘭 

转 なく ふりに し 里の 藤 袴 もとつ か を 

りの 懷 かしき かも 

吾が 衣に かほり はとめつ 藤ば かま^ 

きつる 野邊を 分けて こし かば 

荻 

夏 過ぎて 秋 さ りくれば 我が 宿の 荻の 

葉 そよ ぐ 音の さびし も 

荻 は そ もい かなる 氣 よりな わ 出で し 

そ よげ る 音の 悲しく ある は 

雁 

射 部 人の 多 かる こ i に 秋と いへば 何 

をた のめて 雁 渡る らん 

春され ばき そ ひていに し 雁が ね は 心 

細げ に啼 きて 来に けり 

鹿 

朝 もよ し 木 人と もしも 眞土山 ゆ ふ 越 

え 行 けば さ をし かなく も 

くだら 野の 获の 花ち る 夕風に 花 妻 こ 

ふるし かの 音閉ゅ 


さが 風の 寒く 吹くな ベ をち の 里の 衣 天 一 

うつなる こ ゑ W ゆなり  降 

松 かぜに たぐへ て さびし 玉 川の 里の 

をと めが 衣 うつおと  言 

蟲 

秋 ふかみ 获の 花ち る 夕風に 聲 うらぶ 

れて蟲 の 鳴く かも 

白菅 のま 野の 获原 ちりしけば すだけ 

る蟲 もこ ゑ衰 へぬ 

菊 

この 夜ら はわた かもお ほひ 眞 白菊 豊 

の あかりに 奉らば や 

吹 上の 濱邊 はしら や 白菊 を 風の ふけ 

れば浪 きょる かと 

杠棄 

風 祭る 龍 田の 山の もみ ぢ棻は 散らで 

しあれ や 雪 ふるまでに 

東の 山の 杠葉は 夕日に はいよ く 紅 6 

7 

くいつくしき かも 


九月 盡 

秋 は 今日 盡 きぬと 知る にい と^しく 

虫の 啼く 音ぞ 哀れな りけ る 

この 夕べ 置け る 白露 夜の あけば 霜と 

なりなん 秋し いぬれば 

初冬 

今朝より は 冬 さり 來る としれば にや 

外 山の 梢 風 荒く み ゆ 

しらが さね 

けさより は風ぞ 寒け き 白 重 かさね 着 

ぬれ ど風ぞ 寒け き 

時雨 

人 皆 は 秋を惜 めり その 心さに かよ ひ 

てし ぐれ けんか も 

もみ ぢ葉 を染 むる は ほせり 然れ ども 

時雨し ば 降る 頃 はわび しも 

霜 

をし 鴨の すだく 入江の 村 蘆に むらむ 

ら 白く 霜 置きに けり 

霜 はた^ 白し. と 思 ふに 霜お けば 白菊 

あかく 句 はす や なぞ 


霰 

松の 葉の ふる 葉 も 降れり 住吉 の あら 

ら 松原 霰 ふれ k ば 

神 さぶ る 伊 駒が だけ は 雲と ぢて霰 降 

りくる 音ぞ こき 

雪 

皇 に 奉るな る むらさきの みかさの 

山に 雪 はふり けり 

** &く 

H< ぎら ひみ ゆき ふれ、 ば卷 向の 檜 原 

も わかす 令 はなり ぬる 

寒 蘆 

難 波 江の ほり. 江の 蘆の 霜枯れて 汀 あ 

ら はに 浪 のよ るみ ゆ 

虱 冴 ゆる 池の 汀の 枯 蘆の 亂れ ふすな 

る 冬 はさび しも 

千鳥 

白浪の 來 よる 浦 わの 月淸 みこの 夜ら 

更けて あそぶ 千鳥み ゆ 

難波潟^！^-の名殘夜はたけて淡路の 

島 ゆ 千鳥 さ 渡る 


よし野 川淸き に 氷り ゐて いよ/.、 

淸く おも ほ ゆる かも 

妹が 手 をと ろしの 池の 氷れ、 ば 水 を 

戀 ひて や 鴨し なくら し 

水鳥 

泡 雪の 降りし 敷ければ をし 鴨の 心 ゆ 

るび て 岸に すだけ り 

冬され ばい 臥し 亂る、 度 むらに ぁぢ 

むらさ わぎ あさりす るな り 

網 代 

網 代打つ 浪の音 閉ゅさ 夜嵐に もみ ぢ 

葉 ごめ に 氷 魚 やよ るら む 

夜半 毎に 消 代 もるな り 篝火を 氷 魚 は 

好みて よる にゃある らん 

神樂 

風 はやみ 庭 火の かげ も 寒け きに まこ 天 

とみ 山 は 霰 降る らし  降 

天 ぎら ひ 雪う ちちれ ど 諸人の 星うた 

ふなる 聲 さやけ しも 


縻狩 

降る 雪に きそ ひ 狩す る 狩人の 熊の む 

か はぎ S* 白に なりぬ 

ふる 雪に 御笠 もめさす 皇-子 J_i のみ 狩 

せすな りみ 魔勉 めよ 

雪 まだき 冬 木の 山 は 炭 蹇の烟 ならで 

は 見ら くもの なし 

炭 逢の 煙の 末 を 見 わたせば 雪げ の 空 

にわかれ ざり けり 

お いらくの 獨り あるなる わびしら を 

埋火 なくば いかで 明さん 

.5 づ みび 

み 雪 ふる 夜半 は 殊更 埋火 のほとりに 

人の さはに 集へ り 

除夜 

かくしつ ia が 身の 5S 增れ ども 春 

さり 来なる 事ぞ 接しき 

この 夜ら の 寒け くも あるか 主 水の ま 

づ くむ ィ か r ィ 

つらん 水い よ、 厚け む 


初戀  ， 

春の 日の 春 日の 野邊 のさ 薪の もえで 

そめぬる わが 思 ひか も 

玉 ぼ この 道行きぶ りに 見し 人 は 行末 

知らぬ 戀 となりな む 

人 不知 戀 

水た まる 池の 玉藻の 下にの み 吾 こそ 

戀 ふれ 知る 人な しに 

山 深み 人 もす さめぬ もみ ぢ葉は 我 ご 

と あだに 色增 るらん 

不逢戀 

道 もな き 荒山樓 めに のみし うつくし 

み 見て 折りが てぬ かも 

我 はや も ふみをし もたぬ 旅人 か 相 坂 

山 を 越えが てに する 

初逢戀 

くれな ゐに 染めし 長杻氣 ながく も戀 

せし 心今脊 解けに けり 

恨み わび 月も轻 につ、 夏衣 うらなく 

今宵 着て ふしぬ かも 


後朝戀 

道 芝の 露 接み し だき 歸り にし 吾 が 裳 

裎ゅも わが 袖 濡れぬ 

語らむ と 思 ひし ことの 接れ、 ば 今日 

をい かで か 吾が 暮 してん 

逢 不逢戀 

中々 に 逢 は ざら まし を それよりに 日 

にけ に 人の 戀し さましぬ 

か へらむ と 我がせ し 時に わが 枉を綜 

びし 姿い つかわす れん 

常にみ て 安らに ありし 吾妹 子 を 旅 を 

わたる かも ィ 

しすれば 戀 5^ るか も 

大君の みこと かしこみ うつくしき 妹 

を ふり 捨て 旅する 我 は 

甲- 

わたつ 海の 底し 知ら まく ほりせ なば 

吾 を 尋ねよ おも ひ 語らむ 

思ひ餘 りい めに もが もと 敷 妙の 枕し 

すれ ど 目 も あはぬ かも 


f マ 

片思 

吾 は こ へ ど 汝は背 く かも 汝を 背く 人 

を こ はせ て 我よ そに 見ん 

おく 霜 を かたみに 拂ふ をし 鴨 もやさ 

しみす るか 片戀ふ 我 を 

恨 

秋風の 吹きし く 野 逢の 葛の 棄 のうら 

み 渡る を 人知ら じ や も 

相思 はぬ 人 は 恨み じ 四十 餘り 七つ へ 

にけ る 吾が 年 をのみ 

曉 

ひむ がしに 向 へ る 家 は 朝 あけに 明け 

行く 空 を 見つ 1* 樂 しき 

うき ものと せし 曉を かき かぞふ 老い 

て はた に 待 たれぬ るか も 

松 

住の 江の 岸の 松の木 ものい は e 神代 

の 事 を 我が 閉 かまし を 

すみの 江の 苔む す 松 は 玉ち はふ 神の 

御代 ゆか 生 ひ 初めぬ らん 


竹 

淸ら けく 凉し き宮 の吳 竹は晝 しさ や 

がな 夜な さやぎ そ 

百 t ふる ^51 の 舞の たちつ 居つ をが む 

お ま へ の 竹な びくな り 

荅 

み吉 野の 靑 根が 峯の苔 むしろ 八重 敷 

ける ごとむ しにけ らし も 

苔 筵 常に 似ぬ かも 年 ふれば いよ 

靑 くいろ まさるな り 

0 

清き かも 白浪 來 よる 住の 江の 岸に 群 

れゐる 鶴 をし みれば 

千年 かねて 遊ぶ て ふこと 諕 かもむ し 

ろ 田に 今 も 鶴 遊ぶな り 

山 

二つな き 富 士の高 根の あやし かも 甲 

斐 にも 在りと ふ駭 河に も 在りと ふ 

称 代 ゆ も 好せ る 山 は 空に みつやまと 

に 立てる 天 の 香具 山 


いよ >,fc  く 成りに しとい ひし 象 川 は 

今 い. かならん 見 まほし きか も 

唐衣た てぬき 川に 風 吹けば さ ビらが 

たなし 浪の 寄る かも 

野 

武藏野 をい 行く 旅人 つとにと かう け 

らの花 を 折りて かざせり 

循 並めてと よみ あ ひに しあ 士の 小手 

指 原 は 今 はさび しも 

關 

いにしへ に 行き は かりし 不 破の 山 

關の關 屋は跡 だに もな し 

逢坂の 關は 名のみ か 過ぎに ける 世 を 

ば 止めす 又も 逢 はぬ かも 

春され ば 霞た なびく 久方の 天の 權立 

ゆた に 見 ゆる かも 

せきつ 、ぞ 水引く らん かさ、 がね の 

蜘 手に 渡す これの 八つ 橘 


右の 御 歌 は * 暦の 年の 中に 權 

川 初 度の 百 首の S にて 遊ばし 

たるな り、 され ど 今 十 題殘り 

侍りた る をぱ、 殿の 炎 燒の事 

あ り てよ みの こさせ 拾 ひたる 

なり 

寶曆五 年 正月 十四日に 園の 松 

1.1* ナシ 

の 下の 社に 詣で、 の 録るさ 

に、 日な みのい とうら.^ なり 

しかば 詠める 

いつしかに 池の 氷の 解け 初めて 心の 

どけき 春 は 来に けり 

梅 

雪ょ霜ょ降りにふるとも^^く梅の花 

の あたり はよ きて ふらさね 

去年 植 ゑし 柳の いとよく しげ 

れるを 見て よめる 

植 ゑし 時は枯 るべ く 見えし 我が 庭の 

しだり 柳の めでたく なりぬ 

園 柳 を 


古 へ の 慕 はしき かも かづら せで たビ 

に 見む かも これの 柳 を 

九月 十三夜 i» 

いかさまに 思 ほしめ せか 遠つ 斜 神の 

や X 寒き この 夜の 月に 宴 そめし か 

明 和 六 年 七月 七日 

この 夕べ さやけ き 星 は；! 女の 君來ま 

すぞと 敷け る 玉 かも 

おなじ 九月 十三夜 

靑雲 の 白 aif の 津は見 ざれ ども 今宵の 

月に 思 ほ ゆる かも 

きくの 花 折り かざしつ 、諸人の 遊ぶ 

今宵 ぞ月 照り につ、 

まつの への 神 まつる 年の はの 

十 一 月！ 一 十三 日と いふに、 ぬ 

さの 樂 とて 舞樂 をなん 供し 

奉りけ ろ、 そが 中 五常 樂の序 

ナシ 

と 破のぁはひに：^1^-をなさせ 

ける に 詠めり ける 欲 

琉 垣の か れと て しも 昔より 神 さび 


けらし この 岡の 松 

しめ はふる 岡の 齋 垣の 清ければ いも 

ひも 安し |e も 安け し 

奉る 安 i 幣の やすらかに 守ら ひた ま 

へ 此の もろく を 

もろ V (、もい よりつか へ よこの 祭 わ 

ぎへの みか は 諸々 の爲 

鳥 取の 侍從の 庭の さまえ もい 

はすお もしろ きが 中に、 大 it 

神 Q 賜 はせ 給へ るて ふ 五十 ま 

りの 木の、 わきて めでたう 榮 

えぬ るに、 實 にこの 遠つ 祖の 

朝臣 は 鄉惠の こよな かりし ぞ 

かしと1^ひ出で.- 

大神のぃっくしみ8!^くませりとは庭 

I にも 著く 冕 ゆ 

jg; 子 Q もとより 樓に扰 を 折り 

添へ てお こせて 歌 を こ ひけれ 

ば 

痿花 はなに のみな もっか へ そよ 採の 


B0 


言 降 天 


實 になる 事 を 思 ほせ 

梧桐 鳳凰 

み 園 生の 靑 桐^け り 香 をと めて うづ 

のさが 鳥 今 か來啼 かむ 

iri ィ 本ナシ 

時雨 を 

時雨 ふる 時 はう けれど 木々 の 葉の 染 

まる もとべ はィ 

まると もへ ば樂 しく ありけ り 

氷 

長月に 閨 あれば か 神無月な かばに も 

たらす 氷り ゐに けり 

な-かめ がし は を 

もの-ふの かぶとに 立つ る饑縱 のな 

がめ 柏 は 見れ ど あかす けり 

いは ふこと ありて 实 せし 頃 

よろ- T よ 

人 も 我 も 心の どけし しかれ こそ 萬 代 

經らむ 事の 本なる 

祈年祭 

岩ば しる 淡 海の 白 猪 ひ こづり て 神の 

御 費と 今 B 祭りけ り 

春 日 祭 


稻津|1|を*.日の祭齋.1^のたぇてゅ神 

はう まう け まさむ 

孔雀 

たまと りの 八尋 のたり 尾 開きた てめ 

ぐる 姿 は 見 も あかす けり 

いづこより 籍 ぬけ 来に けんう そ 烏の 

吾 家の つまの 梅に 遊べる 

蔣ィ羅 

藪 かげに 浮かむ さは かけ その こもに 

とさかの 匂 ひ はえて いっしき 

太平 雀 

技ィ 

さ ら浪 をし ばう つらへ よう づ雀汝 

が 打つ 尾羽 を 吾が みは やさん 

紫雲英、 椋鳥 

かも 草の^け る 岡 逢に むく 鳥の 群れ 

て あさる は 何 得る とか も 

蒲公英、 河原 弱 鳥 

花 散れる ふちな か 草 をす く！！ の いた 

はめつ- "も 其の 實 はむし も 


鴻 お I  SS 

吾 背 子が 門た、 く 哉と 出で し 見れば 

前の 沼に お ほかりす だく 聲に ざり け 

る 

宿木鴛 

古寺の 垣 ほの 杉に 夕され ば さはに す 

だけり こゐ鶯 はこれ 

篦喙鷺 

物 もな さで 世に ふる 人 はへ ら梵 のむ 

なゐ ざり すに 猶 劣りけ り 

によす る 

から 國 にあり と閉 くなる おも ひ 鳥 思 

ふ 心 を 妹に 知れば や 

白 雁 

古へ にめ づ らしみ せし 白 雁の 今 は 束 

にさ はに し來 なり 

乞 雨 鳥  天 

けさいた く 雨 乞 鳥の なけり し ぞさ少 降 

女 まけて 早苗 とら さね 

長尾鳥に 寄す る  言 


天 ざがる ひなに 多 かるし なが 鳥 長き 

此の 夜を獨 りか 寢らむ 

安 鳥 

百 鳥の そこば く啼け る そが 中 に 安 鳥 

の聲の 著る きか も 

都鳥 

なが 名 をば 誰かお ほせし 都鳥 都に は 

住まで 鄙に 住める を 

摟鳥 

吾が 宿の そが ひに 立てる 擡の 木に 擡 

鳥 來啼く 頃 はは ゃ來ぬ 

佃3^にぃきける頃 

かく 來ては 珍ら しみき けど 此の 波の 

夜な/、 響く S 人の 伏屋 は 

sf^ の 個の しまに しばし 居て 浪 より 

出で し 月 を 見し かも 

茸 狩に 木 下 川 わたりに 行きけ 

ると き 小 松 川に て 

名に ぞぉふ 小 松川邊 に 誰が 植 ゑし 小 

松の 色 は 見れ ど 飽かぬ かも 


茸と りて 詠める 

わら うづ をぬ ぎ 捨てし 君が 慰めと 木 

の 下 川邊茸 摘みて けり 

中 川 を 過ぐ る ほど 

秋 深き 龍 田の 川 はかく ぞ あらむ 入日 


さす 雲のう つる 川面 

歸 さなれ ど 景色 いとこと に 見 

えければ 

晝 行きし 川に しあれ ど 夕され ば靜け 

く ゆた に 新ら しきごと 


(異富 本 あとがき) 

三百 九 首 

この 一 卷は田 安中 納言 宗武 卿の み 歌 也 誰 撰み たるに は あらす 移し あ 

やまれる さへ あれば 援に 人に 谆ふ ベから す こ ゑ しれる 人の 爲に斯 く 

しるしぬ。 

寛 政 二と せとい ふ 年の かみな 月の 中の ころ 難 波の 花 堀 わたりに 

有て とみに 寫し 侍りぬ る。 海 量 
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上つ 代の す 

な ほに して 

あつく みや 

びなる すが 

た をな むよ 

み 出 4£ ぬ 

る。 年 ころ 

お • ほやけ の 

いとまな か 

りつれ ど、 

缺 はち 乂 の 

みの 父の こ 

のめる わざ 

なれば >  い 

さ >f めに も 

わすれ じと 

て， いとま 

ある 時 はよ 

み 出られき C 
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て、 ひたぶ 

るに 歌の道 

にの み 遊び 

て、 春の 花 

の あした 秋 

の の 夜、 

をり に ふれ 

時に つけつ 

つよみ 出ら 

れ たるが、 

濱の眞 さ ご 

の 数お ほく 

つもりに け 

り C こたみ 

大人、 其 父 

翁の 歌に 文 

に |1! いつめ 

て 子む ま i 

ごに 傅へ、 れ 

うから や か 
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て、 われと】 
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こふに、 後 
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しもお ふけ 

なき わざな 

りと て ゆる 
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を、 今 は 多 

摩 河の 水の 1 

ながれ をく 一 

む 人、 むさ 
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りに たれば、 
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り 出られ つ 
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そ もく 此 

集の 名 は、 

さきつ 年み 

や この やむ 

ごな ときわ 

たりより、 

大人の よみ 

おかれた る 

うた をまゐ 

らせ よと 有 

りしに、 えり 
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られ つ る 時 * 

花數 ならぬ 
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つまる -I 世 
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は iR お ほかる I 

を、 こたみ 父 

翁の 集 をう つ 

し をへ ての の 

ち、 かくはえ i 

らぴ いでつ る 

なり C され ど 

お のがうた の 

よしあし 

る こと ひと 


ちゃ ハ 

.^^7> ひに A?^^>7>\  ft 
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のうた を あげ 

つら ふごと く 

なら ざれば、 

ひが 歌 や 多 か i 

らむ とかつ は 

おそり かつ は 

やさしみ おも 

ふ ものから、 

た V かし こ く 

さ としす >| お 

した まふに し 

たが へ るな り 

けり C か へ す 

が へす も 人 わ 

ら へ にゃあら 

むかし C 

享 和の ふた 

とせと いふ 

としのみ な 


たちばな の 

千 接しる す 一 
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一 

^ぶ復 


春 歌 


年の 內に春 立ちければ 

ふたら やま 

あら 玉のと しに ふた >- び 一 I 荒 山 立ち 

かさねた る 春霞 かな 

年の はじめに 

小签原 一 よの ほどに くる 春 や 嬉しき 

ふしの 始めな るら む 

世 は 春に なりに けらし も 窓の €： にむ 

かふ 硯の 氷と け ゆく 

百 鳥の 春に け ふし も あ ふ もの をき の 

ふ は老を 何な げきけ む 

年毎に かき もつ くさぬ 言の葉 を 現の 

海の さちと いはまし 

霞 立つ 野の へ の 若菜つ みつ i も 驚き 

かむ 春 は 来に けり 

あづま § ^に ま づ くる 春の 日の かげ を 


雪に 待ちと る富士 のしば 山 

5 らゃナ 

がし こき やわが 浦 安 を 出づる 日に 春 

くにびと 

知り そめよ あだし 國人 

む 月つ いたち 篱の 鳴きければ 

かきこ もる 竹の 垣穗 もうぐ ひすの 聲 

を しるべに 春 や こえ こし 

つかへ を 退きけ る また 

のとし の はじめに 

}K の 原 出づる 日影の のどけ さも 去年 

に まされる 春べ なりけ り 

む 月の ついたちに 去年の し は 

す 妙法 院 一 品の 宮 より 賜 はり 

ける 御硯. に はじめて むかひて 

雲ゐ より 春の 曰かげ もうつ るなる 現 

の 海に あさりす る. S も 


立春 

}K の原舂 立つ らし も 朝が すみ 浦 安の 

名に 立ちみ ちに けり 

元日 宴 

はたて 

萬 代の 旗手な びかし 大庭 にけ ふより 

春の 初風ぞ ふく 

春風 來 n 海上， 

しほち  あづま 5 

あけわたる 春の 潮路の 時つ 風 東路に 

こそ 先づ かよ ひけれ 

たな ぐら 

棚 倉の 君の 家に て 初春 ig レ道 

とい ふ 事 を 

新ら しき 春の 光 も 浦 安の 國 ぶりし る 

き道ぞ この 道 

早春 山 

春 立つ やた なびき 初む る 霞 さへ まだ 

うす 機の きぬかさの 山 

都 初春 

うち ひさす 都 大路の たてぬ きに 震の 

ころもた ちそめ にけ り 

氷解 
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春の 日の 光の どけみ 御 心を廣 田の 池 

や 氷と くらむ 

春 到氷釋 

さくら 河 t: の 氷と け そめ て 春 を 寄せ 

くる 浪の 初花 

舂 風解 レ氷 

薄氷 松 吹く 風に うちとけて 千世の 影 

見る 春の 池 水 

風光 日々 新 一 

嶺 のかす み 野べ の 小 草の わか 綠 きの 

ふに けふぞ 深さ まされる 

雪 消 春水來 

筑波嶺 のみ 雪 消 ゆらしみ なの 川み な 

わさ かまき け さぞ 流る > - 

春 到 二 管 枝 中- 

驚の 嘆と いふ しらべより 世 は 春べ に 

もな りに ける かな- 

む 月つ  いたち 子 日な りければ 

む 月た つけ ふの 初子の 小 松原 霞 こそ 

先づ たな 引きに けれ 


長 枝が 家の 子 日に まかりて 

驚の 初ね に はやくと ひ 馴れて 春 知り 

そむる やど ぞ此 やど 

子 日 女 出で たり、 例け さう す 

る 男き あ ひて 消息す とい ふ を 

題に て 

初春の はつねの 小 松 はやくより わが 

しめ ゆ ひし 心 知りき や 

む 月 十 一 日 節分 子 日な りければ 

淺綠小 松 ひく 野に 一 夜ね て 都に 春 を 

いざと いはまし 

戶澤 家の 大刀 自 君より 子 日に 

小 松に そへ て、 枝 高き 陰に な 

ら ひていく 春 も みさを か はら 一 

す 立ち や 馴れ まし とい ひお 

こせ 給 ふ 返しに 

御園生の け ふの 小 松に ひかれつ. -君 

が 八千代 を 我 もかぞ へむ 

正月 十 £ 日 雪 ふりけ るに、 春 

海、 みつるな ど 訪ひ來 て 欲よ 


むに 子 日に 引きう ゑし 松に 雪 

つもれり とい ふ 事 を 

姬小松 むつまじ みせよ 生 ひそめし 野 

朱の 雪 を 誰か はら はむ 

露 中子 日 

春が すみ 眞 袖に わけて 檩野 行き 紫 野 

ねの ひ 

ゆき子 日す るか も 

山 子 日 

君が代の 千世の ふる 道 ふり は へ て 引 

くや 子 日の 嵯哦の 山 松 

屏風に 正月 子 日す る 家 

うな ゐ 子が 引く や 園 生の 姬小 松と も 

に はるけ きょは ひと ぞ 見る 

山 居 子 日 を 

ふるす 

吾山の さ 巢を出 づる鶯 もけ ふ を 初ね 

とお どろ かしけ り 

山里に 住む 人 子 日す 

わが 門の 小 松 ひきけ り 尋ね こし 都の 

人に いざと. S はれて 

子 日 松 
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みゆきせ し 北 野の 春の 姬小松 ひく も 

畏 きため しなり けり 

はら か の み にへ 

腹 赤御絷 

大 ぎみの 千世の 例と まご ろ を筑紫 

の あまが 釣れる みに へ か 

藥兒の 縫に 

ことしより おひ 先 こもる 藥兒 にあえ 

なむ 春ぞ？ ^り しられぬ 

姬路 の侍從 殿の 家に て 霞 を 

高 砂の 尾 上に 春の 立ち そめて 霞の 衣 

松が さねせ り 

初春 霞 ■ 

との 暴り 碓 日の, 坂 霞み ゐて あづま 

の國ぞ はやく 春なる 

すみ だ 河き しのう すら ひ 解け そめて 

水上 かすむ 春 は 来に けり 

霞 知レ春 

や しほ W 

しま 山 は 雪げ ながらに 八汐路 の霞ぞ 

はやく 立ち わたりけ る 

露 添，， 山 色， 


富士 のね も 麓に つ くむら 山 もな ベ 

て綠 にかす む 春 かな 

霞藏ニ 遠山- 

や i ゆ 

を とめ子が 黑髮 山の 山 眉 をう たても 

かくす 春の かすみ か 

霞隔 M 遠 樹- 

をち かたの 堤の 柳 春され ばお のがけ 

ぶりに うち 霉 むらむ 

嶺上霞 

足 柄ゃ嶺 にたな びく かすみ だに 立ち 

もお よばぬ 富 士の芝 山 

海邊霞 

いそな  や 

あまの 子が 磯 菜 摘むな る ま 袖より 八 

十 島 かけて 霞 こめけ り 

み なれ ざ， ご 

水鄢棹 なれても 春 はた どるら むお の 

がう ら^,. -霞こ めつ、 

いかばかり わけ 迷 ふらむ 名に たてる 

春の かすみの is 曲 こぐ 舟 

松 上 霞 

いつの 世の P 日の 小 松と しふり て 春 


は 霞に たなび かるらむ 

富 土の 山 かすめり 帆 かけた る 

舟行く かた 

うらく と富士 のしば 山 霞む 日に 田 

子の 浦 舟 ゆた にこぐ 見 ゆ 

芳野 山に 霞 立てり 川に 舟 あり 

春霞み 船の 山 を たちこめて 吉 野の 川 

に梶の 音す る 

南 枝 暖待レ 

うぐ ひすの 聲 待ち かねて 露ぬ るむ 片 

枝に に ほふ 梅の はつ 花 

鶯の 初音き、 つやと 人の 問 ひ 

ければ 

人と はぬ 竹の 中み ちな かくに 先づ 

うぐ ひすの 初 昔き、 けり 

なべて 世に 春 を 知れと ゃ鴛 のこと 先 

だつ る 今朝の はつ こ ゑ 

鴛聲 和レ琴 

& す 

うぐ ひす も聲 あはせ けり. 簾のう ち 


98 


ー卷 花 がらけ 


の 春 を 喜ぶ 琴の しらべに 

霞 裏閉レ 

春が すみ 五 百 重が おくの，" 篁に 千世 を 

こめた る焉 のこ ゑ 

雪中 鴛聲 

花と ちる 園 生の 春の 白雪のに ほひ を 

添 ふるう ぐ ひすの 聲 

春情 有レ鶯 

靑 柳を絲 によるて ふうぐ ひすの ずに 

のみ 舂は心 ひかれつ 

鴛の聲 をき k て 女の 家に 男來 

たりた る 所 

吾妹 子が 垣根に 馴る i うぐ ひすの 聲 

にの みや は 心 ひかれし 

田 井に 若菜つ む 

つくば ねの li 消に ぬる A を とめ子が 

裾 わの 田 井の 若茱 つまば や 

多 春 採 二 若菜- 

武藏 野に あまたの 春 を 摘める 身 は 若 

栾ぞ 殊にお も ふ どち なる 


早春 雪 

かっし か ち I ろ わさ だ  とよと し 

？ 1? 飾 や 千代の 早 稻田春 立ちて 齓 年し 

るく ふれる 雪 かな 

ひととせの 月と 花との 面 かげ を 春た 

つ そらの 雪に 見る かな 

春の はじめ 雪 はれた る あした 

松の 棻の 夜の まの 雪のと け 初む る t- 

にに ほふ 朝日 子の かげ 

雪 消 山色靜 

あづま ど 

ふる 年の み 雪 消えつ、 東 人の 春 知り 

そむる をつ くばの 山 

二月 雪 落」 衣と いふ 心 を 

春 もい ま 中 {4! にち る しら 雪 を はら へ 

ば 袖に 接る 梅が 香 

殘雪 

甲斐が ね や 霞 ふきとく 春風に のこれ 

る雪ぞ さやに 見えけ る 

舂 はま だ淺 野の 雪の むら 消えに あさ 

るき 5^ すの 跡 は 見えけ り 

ぎ 女が つくる 木綿 花ち るば かり 檜 


原が もとに 殘る雪 かな 

山に 雪 殘れり 

しろた へに 殘 るみ 雪 を 春の 日の ひか 

りに みがく 玉の 横 やま 

いさ  めに 梢の 花の ちる ばかり 外.! 

のか ひに 殘る雪 かな 

殘雪半 藏レ梅 ，_ 

雪は猶 むす ぼ ほれた る片 枝より 紐 解 

く 梅の めづ らしき かな 

二月 餘寒 

などて かく 花お そげに も 見え ぬらむ 

1!_^1ひと月は さても 過ぎし で 

杉 田と いふ 所 へ まかりて 

機 山の 梅の さかり をと めくれば たに 

白雲の かをるな りけ り 

葛 飾の 里の 梅見に まかりて 

さとごと に 梅 は^け ども この 里の 梅 

こそ 春の ひかりな り けれ 

毎 春 玩レ梅 

年 Q はに めづ らしき かなお も ふ どち 
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梅 を かざさぬ 春し なけれ ど 

朝 梅 

朝日 かげ さす ゃ轩 端の 梅唤 きて 垂氷 

の 韦先 づ かをるな り 

月 照 n 梅花， 

梅が 香 は あやなき やみ も ある もの を 

月の 影 そふ 夜半 ぞ ことなる 

梅の 花 かをる あたり を 過ぎが てに 空 

行く 月 も 影と 1.* むらむ 

月の 夜 梅 か をれ り 

かすむ 夜の 月見よ とて や 枕つ く妻屋 

の 耔の梅 かをるら む 

女展の もとに 立ちて 梅 を 見る 

訪 はる やと 小 簾の かをりに はかられ 

て^き 初めし 梅の 花 を こそ 見れ 

水の ほとりに 梅花 見えた る 所 

うち 出づ るみ 谷の 浪 にあら そ ひて に 

ほふ や 梅の 春の はつ 花 

春風 先發 n 苑中 梅， 

こ、 ろお そき 花の木 ごとに 梅が &の 


春 をった ふる 園の 朝風 

梅花 風靜 

春風 は 吹きに けらし なう す はたの 鑀 

の 袖 を もる K 梅が 杳 

梅が 枝 をお ほふ 霞の 袖 だに も 迷 はぬ 

ほどの 風ぞか をれ る 

梅 i 

うめか をる 霞のお く を とめゆけば 翁 

木の もとは 遙け かりけ り 

きに 袖 

ふるさとの 古木の 梅の 花の香 を ま 袖 

ぶきな 

にしめて 贫 さびせ む 

梅 香 留レ袖 

紅の 梅の はつ 花 さきし より 香 さへ ふ 

かく ぞ袖 にしみ ける 

社頭 梅 

名 もしろ く先づ こそ か をれ 春され ば 

^くや あ の种 のみやし ろ 

南より まづ きそめ て 日 かす ふる 北 

野の ぞ さかり ひさしき 


葛 飾の の 香 取の 大神 いは ひ 

まつれる 社に まう でけ るに 梅 

あまた s; きたり 

春風の かをる まに くと めくれば 梅 

の 香 取の 宫居 なりけ り 

山家 梅 

^きしょり 霞 こめつ  >- 梅が 香 をよ そ 

にもら さぬ 春の 山里 

山家 皆 梅花 

みやこに て 霞と 見し は 山 ざと をつ > - 

める 梅のに ほひな りけ り 

梅 紅白 

梅の 花 あさし とや 見む 白妙 も こぞめ 

もな ベ て あはれ と 思 は^ 

紙總に 紅梅の もとに かたみに 

薪 折り 入れた る 所 

さ 薪の もえ いづる 野べ の 梅の 花 こが 

るば かりに きに ける かな 

梅に 雀の 飛ぶ かたかける 終に 

梅が 香 を つばさに しむる 心 もて 羽風 
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を 花に など や いと はぬ 

梅 交』 松芳 

梅が 香 を 松の 紫 毎に と めてば 千世 

も か をら む 軒の 春風 

梅の 花 ちれり 

！^；^も春のながめをぃかにせむ笠に縫 

ふて ふ 花し 散れ、 ば 

梅花 飛 n 琴 上- 

た を やめの  ゆの 手 も あやに かをるめ 

り琴ぢ にう めの 散り か、 りつ 、 

屛 風に 水の ほとりに 柳 ある 所 

春 ごとの 水の かにみ に 影う つす 柳の 

眉 は老せ ざり けり 

柳 を 

春の きる 露 のころ も 織りな せる iD! 機 

なれ ゃ靑 柳の いと 

柳辨ニ 春色 一 

日に そ ひて うら V なる べき 春の 色 を 

かどの 柳の 姿に ぞ 知る 

家に て靑 柳風靜 とい ふ 事 を 


わが かどの 靑 柳の 絲 くる 人 を 招く ば 

かりの 風 は 吹 くらむ 

柳 多 かる 所 

春され ば 六 田の 淀の 柳 はら みどりに 

見 ゆる 風の 色 かな 

柳お ほかる 家に 人來る 

玉す だれか V げし 軒と 見えつ る は 白 

露ぬ ける 柳な りけ り 

女 柳の 枝 を ひかへ て 立てり 

靑柳 のい とくりた めて いにしへ の賤 

• 機帶を 織る よし もがな 

水 邊春草 

ぬるみ ゆく 水の けぶり は 隅 田 河つ >. 

みの 草の 萌 ゆるな りけ り 

行路 春 草 

くれな ゐの椐 ひく 道に 色 はえて 萌ゅ 

る みどりの 春の 若草 

さと 

三吉 野の 鄉の穩 稜恭が もとよ 

り武藏 野の 若草 摘みて おこせ 

ければ 


武藏野 やお なじめぐ みの 露の 身 はも 

ゆる 小 草 も むつまじ きかな 

携路早 鼓 

たき こる この も かの もの 初 わらび 

折々 た ゆる 山 たづの 音 

霞 隔レ月 

かすむ 夜の 月に はま ほに むか はれて 

秋 見し よりも むつまじ きかな 

山 春 月 

眞 木立て る 荒 山な かも かすむ 夜の 月 

にぞ 春の 色 は 見えけ る 

江 春 月 

眞 間の、 y や 玉藻 刈りけ む 面 かげ も ほ 

のかに うかぶ 春の 夜の 月 

春の 夜 は たま江の 水の 名に も 似す み 

がかぬ H: の 影 ぞうか ベ る 

那波尙 與が深 川の 家に て 人々 

と 題 を わかちて 江 春 月 を 

春 なれ や 浪の音 さへの どかに て 月影 

かすむな はの つぶら； d 


故 Is 月 

ふるさとの 板 井の 水に うつろ ふ もお 

ぼっかな しゃ 春の 夜の 月 

浦 春 曙 

いつは あれ ど 春の あけ ぼめ 見し 人 や 

浦 を 霞の 名に はたて けむ 

水 鄉春曙 

下に ごる 刀 根の 川との あけぼの は 霞 

める {4! のうつ るな りけ り 

夜 を こめて 水脈 ひきの ぼる 舟の 帆の 

露に しらむ 刀 根の 河 面 

閑 中 春 曙 

おの づ から 夜の 間の 花の 露 落ちて 芝 

生に 董 一る 春の あけぼの 

名所 春 曙 

ほの ぐ と 明け ゆく  {<H も 紫に に ほふ 

や 春の 武藏 野の 原 

霞 中 春雨 

隅 田 河 蓑き てくだす 筏士に 霞む あし 

たの 雨 を こそ 知れ 


山， 家 春雨 

蕨 をる たよりに とひし 里人のお とづ 

れも なき 春雨の 頃 

の きばより 雲 も かすみ も 立ち そ ひて 

小雨 そぼ ふる 春の 山里 

やまざとの 軒の かすみの ひま もれて 

落つ る 零に 雨 を 知る かな 

i 春雨 

世に ふる も 人に しられね 住家に はよ 

きたぐ ひなる 春の 雨 かな 

草 巷 春雨 

あしぶ き やかす む 軒端の 苔の 露 まな 

くもお つる 春雨の 頃 

巷 春雨 

八重 霞 かすみな がらに うちし めり 野 

づらの 庵に 春雨 ぞ ふる 

霞 中歸雁 

かぢの 音に かよ へ る聲 はさ だかに て 

霞の 濘に消 ゆる かりがね 

月 前 it 雁 . 


行く 雁の 影 だに しばし 見るべき をう 

たても かすむ 夜半の 月 かな  ー 

月の 夜 雁歸る 

な はしろ み. T 

ゆく 雁よ 苗代 水に 影 かすむ 月 を あは 

れ とみよし 野の 鄉 

くらき S に 雁歸る 

かすむ 夜の 月 も 入りに しま くらが の 

こがの わたり を かへ る 雁が ね 

道行く 人の 歸る 雁の わたる を 

見た る 所 

花見に と 袖 ふり は へ て 行く もの を あ 

ふさき る さに 歸る雁 かな 

教春駒 

さえ か へり 猶 ふる 雪に 牧の 名の 尾駭 

にみ ゆる 春の 若 ごま 

雲雀 

うち むれて 堇 摘むな る を とめ子が 袖 け 

に 落ちく る 夕 ひばり かな  が 

根 芹つ む 野 ざ はの 水に かげ 見えて ひ 

ばり 落ち 来る 春の 夕 ぐれ  f 
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花ち らふ 片 山ば やしい まさらに かひ 

なき 昔 を もよ ぶこ どり かな 

屛 風に 二月 初 午 稻荷詣 する かた 

いろ の 袖 こそ 見 ゆれね ぎ ごと も 

いなりの 山の 杉の 木の間に 

ぉもふ事成らざらめゃももろ人の<^r 

日う ちた >- く 三つの 神 垣 

櫻 をよ める 

山 櫻い つの 世に しも^き そめて 人の 

心 を 花に なすら む 

よの 人の 心 を 春に なす もの は 野 山に 

に ほふ 樓な りけ り 

さくら 花 心に ふかくし めお かば ひと 

とせながら のどけ からまし 

人の 家に 植 ゑたり ける 樓の花 

^き はじめけ る を 見て よめる 

この 春 をな が 世の 春の はじめにて 千 

とせ もに ほへ 初 ざ くら 花 

女ぎ の もとに ゐ たるに 男 もの 


いふ、 花^けり 

さくら 色の 衣のに ほひ もさく 花 もお 

も かげに のみ あす やた \ まし 

道行く 人 櫻の もとにと まれる 

花の香 は 麻 も 錦 もへ だてねば いざ 立 

ちょり て 袖に しめてむ 

樓を もて あそぶ 

i 國 にお ひぬ 櫻の 陰に して 群れつ- - 

うた ふ 大和 言の葉 

櫻の もとに 人々 あそぶ 

さくら 花め づる あまりに 散る を さ へ 

杯に まつ をり も ありけ り 

なべて 世に 春て ふ 時の なくば こそ 契 

りかれ せめ 花の木の もと 

末つ ひに 散る て ふこと も 今日ば かり 

忘れて けりな 花の木の もと 

旅人 さくら を 折る 

あし がらの 八重雲 分く る 旅なら で髙 

嶺の 花に たぶ さ 臟れめ や 

櫻の 木の もとにて 弓 射る 所 


みちの く の 安 達 C  & ち た に 5lS ろし 

づ 枝の 花 をよ きて 引かな む 

山樓 

娃 なく しづくの 田ゐに 庵して つくば 

髙嶺の 花 を 見る かな 

わたつみの 神の をと めが 花 かづら か 

けて 散らすな 礤 による 浪 

瀧 上 櫻 

瀧の 上の 御 i の 山に 官 人の 昔 かざし 

し 花^きに けり 

雨 はれて 後 櫻 を兑る 

はつ 樓露 にに ほへ りきの ふまで 雨づ 

つみして^ かす や 有りけ む 

隅 田 川の 堤の 櫻 さかりなる 頃 

石濱 のかた より 見 をり て 

かげろ ふの 夕 B にに ほふ 花の香 を か 

ど はむ 春の か は 風 もがな 

彌生 なかば 人々 と共に 角 田 川 

に 花見に まかりて、 そこの 川 
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邊 なる 成林禪 尼が もとにて 歌 

よむ に、 舟 中 見， 花と いふ こと 

を 

さす 棹の しづく も 香に やに ほふらむ 

SIJ^ の 花の 影う つる ころ 

紀 迪が吉 野へ 行きつ とて 櫻の 

花 をつ  >. みて おこせければ 

思 ひき や よし野の 山の 櫻 花 分けぬ た 

もとに 散らむ ものと は 

季魔縣 主の 家に て、 樓を 人に 

おくり 侍る とてと いふ 題に、 

扇へ 櫻の 花す きこませて 歌 は 

その 扇に かけり、 櫻が さねの 

紙 もて 扇 をつ、 みて、 うへ に 

虱の やどりと 書い つけたり 

吹く 風 を うらみ はは て じ. 吹けば こそ 

とめて 折り つれ 山 櫻 花 

樓の 散る を 見て 

をし とお も ひ あはれ と 見つ i 1 1 し へ 

に 心さへ ちる 花の かげ かな 


石 井の もとに 立ちて 櫻の 散る 

を 見て 

露 間の 井に 立ちなら しけむ を とめ子 

がお も かげ 見せて ちる 樓 かな 

八重 櫻の 槍に 

八重 樓 花に ふれけ む 古 衣き なら の 人 

の 袖 や こふら し 

春 櫻と 松との もとに 到る 所 

松風の こ ゑ をと めきて とこし へに 散 

るべ くも あらぬ 花 を 見る かな 

人の 家に 櫻 柳 あり 

をす の 外にに ほひ 出で たる 袖く ち を 

柳 さくらに 見す る 宿 かな 

花 

世の 入の あかぬ 心 を 空に 知りて 花 さ 

く 時 や 日永 かるらむ 

rs- く を 待ち 散る を惜 むと お ほかた の 

春の 心 は 花に ぞ ありけ る 

っキ なみ 

妙法 院宮 のお ほせに て 月次の 

御題 をた ま はりて 花 をよ み 侍 


る 

あだなり と 誰かい ひけむ 千よ ろづの 

世々 に ふりせ ぬ 山 櫻 花 

望レ山 待レ花 

と や *< はるがすみ 

ゆ、 きぬ やとむ かふ 外 山の 春霞 立ちて 

見ゐて 見み ぬ 時 もな し 

野 山に 花の木 掘れり 

さくらばな 都へ いざと いふ 人 を 野 山 

の 末に 待ち やわび けむ 

花 を植ぅ 

ことしより むつまじ みせよ 樓花 われ 

世を經 なむ 春の かぎり は 

稻 荷の 社に 奉る とて 初花 を 

ねぎ 事 もみつ の やしろの 神 垣に まづ 

^き 初む る 花 を こそ 見れ 

山 初花 

神路山 木綿 かけたり と 見る ばかり や 

や 咲き そめし 峯の 初花 

山 花始開 

3= 出で し 唐 鱸の 浪の花 かと もみ 船 
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の 山 は ゆ、 きそめ にけ り 

雨 ふる 日 花 を たづぬ とい ふ 事 を 

い たづら に 歸らむ もの か 春雨の 花の 

しづく を 袖に かけすば 

春の 雨に ぬれつ  >- 花 を たづね 見む 七 

日し 降らば う つろ ひぬべし 

家の 花見る 所 

しら 雲に まが ふば かりの 花 は あれ ど 

馴れし ひと 木 を あはれ とぞ 見る 

河 づらの 宿に 花 を 見る 

こ 、 もとに 波う ち 寄せよ 樓花 うつろ 

ふ 影 を 手に むすびて む 

馬 をと 5- めて 花 を 見る かた 

折らで しも 幾た び 花 を かざ すらむ 木 

の もと ごとに 駒 をと 1^ めて 

仕へ をし ぞ きたる 1;.- の 年 こ V 

かしこの 花見に まかりて 

中々 に いとな かりけ りこの 春 は 花よ 

り 花 を 水う まやに て 

隅 田 河の 花見に まかりけ るに 


さかりな りければ 

春 はた 都鳥に も 身 を かへ て $i ると 

も 花の 浪に かづ かむ 

山里へ 花見に まかりて 

山 ざと に 我が 世は經 なむ 世の 春の な 

ら ひに もれて 花し 散らす ば 

彌生 七日 因幡の 國 知り 給へ る 

君の 竹 芝の なり 所へ まかりて 

花 を 見 侍りて 

よ. -を經 し 松の みどりに 枝 か はす 花 

も 常 磐の 色ぞ 見えけ る 

^く 花の 梢に よす る 百, の ほのかに 

かをる 春の うら 風 

ラ るふ 

S 一月 末つ かた 隅 田 川の ほと 

り へ 花見に まかりけ るに 疾く 

^ける は- や. * 散り はじめけ 

れば 

春風に ちら ふ 櫻 を河ぞ ひの を 田の 娃 

も 鳴きて と にめ よ 

こ-は 荒 川の 下つ 瀬 なれば 


吹く 風の あら 河の 瀕に 雪と ちり 浪と 

よせく る 山 櫻 かな 

たかす *1 

孝檩の 女の あすた 川と いひけ 

むも此 川な り 

東路の あすた 川 透の 櫻 花 あす さ へ と 

はむ 散りな みだれ そ 

この 川の 西 は 長 井の 庄石濱 と 

なむい ふ、 そこにい こ ひて 

さとの 名のな がな しぬべし 石濱ゃ 川 

より をち のさ くら 散る 頃 

暮れな むと すれ どな ほ 石濱ょ 

り遙 かに 花 を 見 居りて 

かっし かの 花に ゆ ふべ を殘 しつ. -豐 

島の 方に 日 は 入りに けり 

雄 風が 香 取に 住みけ る 時、 歌 

よみて 見せけ るつ いでに、 隅 

田 河の 花 をば 見き やとい ひお 

こせけ る 返し ごとに 

すみ だが は 春 さり くれば く 花の香 

取 あがたの 人 を こそ 思へ 
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覉中 見レ花 

あし がら ゃ峯の 岩ね にや すら ひて 八 

重 山 遠き 花 を 見る かな 

靜 見し 花 

かくながら 千世 も へぬべし 見る 人の 

散らぬ 心に 花し なら は， 

よる 花 をお も ふ 

ことならば われ 百 鳥に 身 を かへ て 花 

に塒を 占め まし もの を 

翫レ花 

世の中に 花見て くらす 春ば かり 思 ふ 

事な き 時 はありけ り 

馴レ花 

いつしかと 待ちし ほどより 立ち なれ 

て樓が もとに 幾日 經に けむ 

月 前れ 花 

け ふ もまた 狩り つくしつ \晚 夜の 月 

にぞ手 折る 花の ひと 枝 

月 入， 花 凝 暗 

あらし 山 花より おくに 月 は 入り て戶 


無&の 水に 香の みのこれ り 

風 靜花芳 

花に おく 露 だに ちらぬ 春風に 心と か 

をる 山 ざ くら かな 

姬 路侍從 殿の 家に て 柿 本の 大 

人の 影 供に 風 靜花芳 とい ふこ 

と を 

春風 もし づけ かる 世に 薰 るなる 高角 

山の 山 櫻 花 

仙 臺中將 殿の 家に て 風 靜花盛 

とい ふ 事 を 

風 ふかぬ 花の さかりに あ ひに ける 今 

日 を いくよの 思 ひ 出に せむ 

風靜 花香 

ふく 風 は 小ぎ もうごかぬ 春の 日に 思 

ひかけ す も 花の香 ぞ する 

霞 中 花 

宮姬の 面が くし おもかげに 瀧の みや 

この 花ぞ かすめる 

さく 花 をへ だても はへ てす 中々 に ほ 


ひ を 添 ふるう す 霞 かな 

雨中 花 

たかね よりあわ 立つ 雲 は 花 なれば そ 

ぼ 降る 雨ぞ 香に 句 ひける 

やよひ む ゆか 

彌生 六日 雨い み じう 降りた る 

に、 花 もちり がた になり ぬと 

閗 きて、 舟に てす みだ 河へ ま 

かりてよ める 

すみ だ 河 堤の さくら 人なら ば 笠き せ 

まし を 蓑 かさまし を 

花 下 忘レ歸 

斧の 柄 もく たすべき かな ひととせに 

あ ふご 稀なる 花の さかり は 

花 下？ 日 

け ふ 幾日 花より 花の 草 まくら 結ぶ も 

蝶の ゆめば かりなる 

花 映レ日 

かげろ ふの 夕日に さらす みよしのの 

瀧つ ！：內 の 花 櫻 かな 

夕 花 
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百 鳥の ねぐ らもと むる 羽風に も 散ら 

まく 惜しき 山 櫻 かな 

阿波の 西 尾 安道の 旅 ゐ の つぼ 

の 中に 櫻 をう ゑて 人々 つど ひ 

ける に 春 夕 花 を 

こ乂ろ あり て 花 も 夕 ベ を殘 すらむ た 

たまく 惜しき 春の まと ゐに 

花の 頃 山里 をと ふ 

險 くと しも 告げぬ ものから 心 あてに 

分け入る 雲 は 花に ぞ ありけ る 

花 添，， 山 景色- 

ふた 神の かざしの 樓^ き 初めて 山 さ 

び います をつ くばの 山 

都 花 

うら/,^ と 大路 かすめる 春の 日は樓 

かざさぬ 人し もぞ なき 

宮人の かざしの 爲 と^きに ほふ 都の 

春の 花ぞ ことなる 

くれはとり 綾に 錦に なれて こそ^け 

るか ひ あれ 山楼 ばな 


ふり は へ て 行く も 櫻の 衣 なれば 大路 

は 花の くま-た にもな し 

彌生 ばかり 安道が 阿波の 國へ 

歸ら むと する に、 旅の やどり 

にて これ かれ あつまりて 歌よ 

むに 關路花 を 

關 こえて 歸らむ 人 を 待ち 顔に^ くや 

箱 根の 山 ざ くら 花 

樵路花 

しば びと 

柴人 のこる やくろ 木に 折り そへ し 花 

にみ 山の 舂を 見る かな 

瀧 逢 花 

^く 花の 雲の 五 百 重 を 分けて 落つ る 

み なわ 

瀧の 水沫も 香に に ほふらし 

田家 花 

五 百 代 や 千代の 田づら かへ すぐ 見 

れ ども 花に 飽く 時ぞ なき 

女の 家に 樓^ きたり、 男き た 

りて 物い ふ 

こよ ひだに ひと 夜は寢 なむ 移り香 を 


唤 くや 弊ば Q 花に お ほせて 

隣 花 

中垣の すきま もれ 来る 花の香に 散る 

さへ も はた 待 たれぬ るかな 

名所 花 

花 ざ くら 霞の 袖ぞぉ ほふなる 誰が き 

ぬぎぬ の 朝 妻の 山 

花 有，， 喜色- 

くれ 竹の 世 を 隔て たるませの 內 にう 

きふし 知らぬ 花の 色 かな 

花 慰レ老 

さくらばなに ほふ 春べ にあ またたび 

あへ るを老 のお も ひ 出に して 

く 花に うかる 、のみ ぞうな ゐ 子の 

昔の 春の 心なり ける 

^き 句 ふ 花見る 時 はい やしき もよ き 

もさ かりの 心ち こそ すれ 

志 賀山越 

みやびとのに ほひ 残れる 志 «; の 山 花 

に 越え ゆく 袖ぞ やさしき 
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落花 

うしと 思 ふ 心よ いかに 山 櫻 散る こそ 

花の さかりな り けれ 

月 前 落花 

春風の 霞 吹きと く 折々 は 散り かふ 花 

に 月 ぞく もれる 

後の きさらぎ 花の 散りた る を 

見て とい ふ 事 を 

やよ しばし 散らす て殘れ 櫻. 花 はな 鎭 

めする 月 もこな くに 

山 ざ とびたる 家に 花の 散る を 見 

てい ひ 入る 》 

ちらぬ 間 を 都に 吿げぬ うらみ さへ つ 

もる や 花の 雪の 山 ざと 

花ち りて 後 古寺に 遊ぶ 

春 深み 櫻 は 雪と ふりに ける ゆ ふべ の 

寺 をよ そに 過ぎめ や 

屛 風の 緣に花 のちる 所に 雁と ぶ 

ふるさと へ^る i 雁の 聲 き、 て 梢の 

花 も 根に かへ るら む 


萎 花 蝶 飛 去 

とぶ 蝶の 羽風に とが はお はじと やう 

つろ ふ 花 を 返り 見 もせぬ 

散りての ち 花 をお も ふ 

見し 花の なごり わすれぬ 曙に うたて 

あやしき 袖のう つりが 

春の 野に 遊ぶ 

しろた へ の 袖 ふり はへ て かげろ ふの 

も ゆる 芝生に 堇 摘むな り 

人々 春の 野に 遊ぶ 所 

春の 野に 翁 さびせ む 若菜つ むこ、 野 

の 子ら も 我に よるべく 

をと こ 女 野に いで 、堇 つむ 

いくとせの 春 か 摘みけ む 同じ 世に す 

みれ の 革の 名のみ たのみて 

縫 子の 家の 贈答の 會に、 春の 

野よりか へりて 入の もと へ 

君が ため 交野の 櫻 折りて けり 淀の 河 

風 ふかば 吹かな む 

閑 中日 長 


菅の 根の 長して ふ 日 も 世の ほかの 宿 

とひて こそ 思 ひしら るれ 

桃の 繪に 

今も猶 ゆきて 見て しが 桃の 花^く や 

み 谷の 水の みなかみ 

桃の 花 s> 、きたる を 人 折れり 

三千 歳に^くて ふ 花と 開く からに 折 

りて を ゆかむ 老人の ため 

つば くらめ 

としの はに むれつ.. -問 ふやつ ばくら 

め 都の 家の みつばよ つばに 

桃の 花 を 女 どもの 折る 所 

ひとごと のしげ かる 世に も 物い はぬ 

花と し 聞けば なつかし きかな 

田舍の 家に 田 かへ す 蛙な く 

かきつ だ 

垣 津田を あらす き 返す かた へ よりせ 

き 入る 水に なく 蛙 かな 

苗代 

ちまち 田の 苗代 水に ひく 注 連の 長く 

も 秋 をた のみかけ、 り 

雨中 苗代 
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をつ くばの 山 かきくもり 葛 飾 や 苗代 

小 田に 小雨 ふわき ぬ 

雨後 t 田 代 

けさ 見れば 夜の まの 雨に ひく 注 連の 

しづくの 田 ゐの名 さへ しるし も 

河 苗代 

ゆく 河の 水 をく も で に せきわけ て 苜 

代い そぐ 時は來 にけ り 

あら 田う つ 所 

心して あらす きか へ せっくば ねの 1^ 

の 田 ゐに樓 ちる ころ 

山吹 露 ふかし 

行く春 もや どり とる ベ く 夕 露に しな 

ふま. かきの 山吹の 花 

石 井の もとに 山吹^け り 

底 澄める 石 井の 水 をん 5- みに て 立ち 

よそ ひたる 山吹の 花 

名所 山吹 

神 南備の 岸の 山ぶ き^きに けり 御室 

の 嵐 ふかす も あらな む 


松 上 藤 

藤 さくや 松の梢 を 高 機に 誰れ うま 人 

のみけ し 辯 るら む 

池 上 藤 

藤の 花う つろ ふから に 紫の ゆ はたに 

昆 ゆる 池の さ なみ 

人 船に 乗りて 藤の 花見た る 所 

^きに ほふ 藤に 心 を まつ はして おな 

じ 汀 を 行き めぐりつ > - 

おと だち ばな ひめ み たまい は 

弟 橘 嫒の 御霪齋 へりと いへ 

あ.？ 

る 吾妻の 森に まう でけ るに 御 

社の かたへ に 藤の いみ じう さ 

かりなり ければ 

は 9 しみ づ 

藤 波の 名 さへ かしこし 走 水 荒 かりし 

代の むかしし のべば 

彌生 ばかり 人 をと ふ 

住む 人 はまち もまた すもも ぞ鳥 聞き 

すてが たき 夕まぐれ かな 

山家 蓦奉 

花 も 皆ち り て の 後ぞ しづけ さ を もと 


めし 山の かひ はありけ る 

春 を をし む 

春よ など S かけ て^く 藤な みの 心な 

がさに なら は ざるら む 

留 レ春不 レ駐 

木が くれに 殘れる 花 は ある もの を あ 

ひも 思 はぬ 春ぞ つれな き 

惜レ 春不. ％ 

待てて ふに い つか は 春のと まりに し 

と 思へ ど 猶も惜 まる >• かな 

花 ゆ ゑに 待ち こし眷 の いか なれば 散 

りての 後に 惜 まれ ぬらむ 

三月 盡 

け ふの みに 暮れ ざらめ や は あづさ 弓 

春よ しばし と 鳥 は 鳴く とも 

彌生 つくる 日 

春の to の 今日と しなれば 菅の 根の 長 

かりし と は 思 は ざり けり 

石濱 にて 彌生 のつご もりに 


花 をし も兒 るより 外に なすこと もな 

くて 暮 せし 春 ぞ樂 しき 

春 星 

け ふの 日 もの どけさし るく しの  >- め 

の 霞に に ほふ あか ぼしの かげ 

春 雲 

山の端 もさくら のきぬ の 色 見えて う 

すくれ なゐ にに ほふ 橫雲 

舂木 

吹く となき 朝の 風に うちな びく 柳ぞ 

春の 姿な りけ る 

泉 響 添 n 春風, 

早 蕨の も ゆる 山路の 春風に つた ふた 

るみの 音ぞ添 ひゆく 

春 富 士の山 を 見て 

大 かたの 霞 は 立ち もお よばね ど 春の 

光に に ほふ 富士 のね 

山家 春 興 

いはつ >- じ 山ぶ きに ほふ A; 淸 水に 春 

せきと むる 柴の庵 かな 


春の 山ぶ み 

花見む と 分け入る 山の みち もせに ふ 

りす てがたき はつ 蕨 かな 

あらし やまの ふもとの 春の け 

しき 書け る！ t に 

嵐 山 花より 明くる 春の 色 を 杉の 庵に 

寢ても 見て しが 

江上 春 輿 多 

みなと 江の 岸の 柳 もい と ゆ ふ も 心 ひ 

かる、 綱手な りけ り 

春色 浮レ水 

霞た っ靑, ^久 山の 山 まゆの みどり を 

うつす i 安の 池 

松 有，， 春色- 

う  つろ はぬ のどけ さ 添  ひて 松が 枝の 

花に 先 だつ 春の 色 かな 

衣 はるさめ 

野べ は 皆 若草す りに なりに けり 衣 は 

る さめ 日数へ ぬれば 

心靜酌 n 春 酒 I 


の どけさ は 汲みて こそ 知れ 酒の 名 も 

聖の 御世の 春に あ ひつ、 

春 旅 泊 

むろ とま り 

梅 埃く ゃ窒の 泊の かぢ まくら ふるさ 

とびとの 袖の 香ぞ する 

春 神祇 

九重の 神の つかさの 花 しづめ 世 〇 う 

き 事 もちり て往 ぬめり 

IT 曰 山 神の 心 もな びくら む 大宮人の 

藤の かざしに 

但 馬の 國出石 しりた ま へ る 君の 

大刀 ii 君の もとに て 春 祝言 を 

ひとし ほの 色 そふ 松の 春風 も 千代 を 

しらぶ る 琴 ひきの 濱 

家々？ 春 

里つ V- きさへ づ りか はす 百千鳥 なれ 

さへ 御世の 春 やた のしき 

萬 物感， I 陽 和 I 

お ほ 5  も-どり 

大路 行く 車の おとも 百 鳥の 聲 のに ほ 

ひも 春めきに けり 
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二 港 花 がらけ う 


春風 春 水 一 時來 

いなむ しろ 川ぞひ 柳う ちな びき 水な 

がれて 春は來 にけ リ 

春 水 滿-, 四澤， 

春の 日に 氷と け ゆく 澤 水の けぶり や 

よもに かすみ 初 むらむ 

知 直が 妻を迎 へし 頃 人々 つど 

ひて 歌よ むに 春 江 花 月夜と い 

ふ を 題に て 

いく 千々 の 春 を ふる. y の 水のお もに 

„ ^と 花との 影 は 老いせ じ 

志贺浦 春 

唐 崎 や 霞に こもる 松の 色 を をり/^ 

見す る 志賀の 浦風 

志賀 花園 

大宮を こ、 とし Jm けば 花園に あやな 

き 袖 を ふれむ もの か は 

浮 島 春 

かすみ 立つ 春の：^ 路を 見ぬ 人 や 浮 島 

の 名 はお ほせたり けむ 


香 取 浦 春 

浪を たて 霞 をぬ きに 緩る 機の かとり 

の 浦の 春 はしょし も  


夏 歌 

竹 亭夏來 

をし みこし 春 も いつしか くれ 竹の 陰 

に は 夏の 好ましき かな 

ころもが へ 

白が さねき るて ふ 今日 ぞ 花の 雪き え 

す も あれな 麻の 袂に 

朝 更衣 

雪と 見し 昨日の 花の 色に だに よそへ 

て 今朝 や 白が さねせ む 

孟夏 旬 


刺 竹の 大宮人の け ふこ そ は 雲 ゐの風 

を 手に なら すらめ 

. 大神 祭の 使 

御 神 衣に つけし 锖 麻のう ち はへ て 今 

もた えせぬ 今日の みて ぐら 

おそ 櫻 を 

うち 群れて と はる i 春 を 過ごしつ \ 

ひとりし づけき 遍櫻 かな 

.P 餘花 

夏山の 茂みが 奥の しづけ さに 心の ち 

らぬ花 も ありけ り 

ほと V ぎす たづぬ る 山のお そ 櫻 思 ひ 

の ほかに 春 ぞ殘れ る 

松 陰餘花 

松 かげ や 枝に かけし 木綿ば かり 花 

こその これ 神 祭る 頃 

木が くれ に 花 こそ 殘れ ありて 世の は 

てもう からぬ 松に なら ひて 

餘花何 在 

夏山の しげみに 花や 殘 るら む そこ は 
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かとな く 風の か をれ る 

鳥 思- 1 殘花枝 I 

花 は猶の これる 枝に 夏 来ても 古巢ぉ 

も はぬ 百千鳥 かな 

雨中 新樹 

むらさめに ぬる、 みづ枝の あはれ さ 

も 昨日の 花に おとり や はする 

深山 新樹 

都人 きても 折らねば 若葉 さ へ み 山 ざ 

くら ぞ おのが ま 、なる 

いく代々 の宮 木に もれて み 山 木の 老 

木ながら に 若葉 さすらむ 

林新樹 

若葉 さす 片 山ば やし 露ち りぬ 花に い 

とひし 風の なごりに 

卯月 はじめ 利根 河の ほとり 妙 

意 尼が いほりへ まかりて 歌よ 

みける に 夏木立 を 

風 わたる 利根の 河邊の 若く ぬぎ 若葉 

さすなる 陰ぞす V- しき 


卯月 はじめつ かた 隅 田 河の 西 

にあから さまに うつろ ひて 

きの ふか も 河より をち に 見し 花の な 

ごり 忘れぬ 夏木立 かな 

首 夏 藤 

こと 花の 春 を 過ごして あらそ はぬ こ 

ャ ゑの 藤の こ、 ろ髙 さよ 

宮人の ふた ぁゐ のきぬ にかよへば ぞ 

夏 來て藤 は 成 g りなり ける 

雨中 卯 花 

世の 中 を あなう の 花の くころ は 空 

さへ ことに ながめが ちな り 

卯の花お ほかる 冢 

しろた へに 卯の花 けりみ 越 路の雪 

にう もる & 宿と 見る まで 

山家 卯 花 

ふみわけて 訪ひ來 し 雪の おもかげに 

卯の 花^ける をの、 山 ざと 

卯の花 は^きに けらし な樣 にと ふ 都 

の 人の 袖と 見る まで 


卯 花 隣 をへ だつ 

人 ご、 ろ あなう の 花の 唤 きしよりか 

いまみ さへ もま かせ ざり けり 

うの 花 さけり 月 あかし 

秋 をお きて 月の あはれ は 卯の花の^ 

き 散る 庭の 更 くる 夜の かげ 

I 花 垣に 月 を 見る とい ふ 事 を 

月 を さ へ 花 かと ぞ 見る うつぎ 垣 まが 

へし 夜半の こ& ろなら ひに 

卯 花^きた る 宿に 訪ふ人 あり 

卯の花の や、 散り そむる 頃し もや 跡 

いと ふらむ 雪なら すと も 

卯の花 さける 家に 郭公 を 待つ 

ことさらに うつぎ 垣して をし も 待 

つと か 思 ふ 山 ほと-. ぎす 

佃 島と いふ 所に^ きたる 卯の 

花 を 人に おくる とて 

沖つ 鳥 鶏つ くだの 島 ひ きうち よす 

る 浪と見 ゆる 卯の花 

灌佛 
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ひんが しにな がれて 久し あれ 出で し 

佛に そ-ぐ 今日の！ « 淸水 

葵 露 

あふひ 草 今 R しも かざす もろ 人に 神 

の 惠の露 か、 るら む 

旅 葵 

神 山の 朝露ながら かけわたす 小 藤の 

あふひの 色ぞす e しき 

毎年 懸葵 

かみや まの ふた 葉の あふひ いくとせ 

の 今日 を かけつ 根ざし そめけ む 

ぬひ 子が 家の 贈答の 會に 祭の 

日 人の もと へ 

もろ かづら こ、 ろに かけて わすれめ 

や 糸 毛の 車 引き わかる とも 

神 ま つ ると ころ 

玉が し は 若菜 さしけ り皇 神に ひもろ 

ぎ まつる 時し 來 ぬれば 

露 結ぶ す 1. の 若紫 をた てながら 八十 

玉ぐ し. V 神に まつらむ 


郭公 

すみ. たが は 堤に たちて 船 まてば 水上 

遠く 鳴く ほと k ぎす 

人の 賀の屛 風に 四月 ほと  ぎす 

今よりの いくよの 夏 を かさぬ とも 整 

はふり せじ 山 ほと- - ぎす 

遠尋 M 郭公 鳥， 

ほと、 ぎす たづぬ る 山の かひな くば 

都の 人に いかぐ 語らむ 

待，， 郭公 鳥, 

卯の花に M こそ 殘れ ほと X ぎす この 

曙 を 過ごすべし や は 

對レ月 待-郭公- 

夏の 夜 や 霞へ だてぬ 月に だに もの 思 

はする ほと &ぎ すかな 

人傳 子規 

ほと \ ぎす 寢ざ めに たどる 夢よりも 

人づ ての みぞい や はかな X る 

年々 郭公 

年の はに 待ちえ し 入 はふり ぬ. d ど ふ 


りせ でな のる 郭公 かな 

月 前 郭公 

夕月の なかば かくる 、山の端 を 鳴き 

て 過ぎ行く ほと i ぎす かな 

千え 子が りい きて 月 あかき 夜 

ほと-ぎす を閉 くと いふ こと 

を 

月影 もこ-を 瀬に すむ 宿 なれば ほと 

とぎす さ へ 過ぎが て に 鳴く 

郭公 月 を 待つ に まされり 

ほと、 ぎす + もなかな む 月 かげの い 

さよ ふ ほど はかぎ り 有りけ り 

雲 問 子規 

晤の嶺 立ち わかれ 行く 雲に 聲は 殘れ 

る やま ほと、 ぎす 

雨中 郭公 

橘の 花ち る暮の むら 雨に をり あはれ 

なる ほと k ぎす かな 

雨後 郭公 

雨す ぎて あやめ 露ち る耔 端より 鳴く 


音 も 力 をる 郭公 かな 

曉 子規 

夕月の はし ゐ ながらに ほと- -ぎ すか 

はたれ 時の 聲を閗 く かな 

遠 霍公鳥 

ほと- - ぎす さだかなる 音 を 夕 暮の雲 

井の よそに 誰か 閗 くらむ 

子規 未， V 通 

さの みや は うらみ はつべき 子規 闭き 

つる 人の かす ぞ すくなき 

神の 社に ほと. * ぎす 鳴く 

あさ くら 

朝 倉の 聲 すみ 渡る 神 垣に ほと i ぎす 

さへ なのりて ぞ 行く 

驛路 にて ほと-ぎす を 聞く 

子規な くひと こ ゑに 旅路 行く いく そ 

の 人の 袖 ぬら すらむ 

海の 逢に て ほと i ぎす を閉く 

ふる 里へ 言傳 はせ よ 妹が 島 さして 過 

ぎ 行く 山 ほと- - ぎす 

山寺に こもりて 時鳥 を 閉 く 


都べ にこ とづて やらむ 比 叙の 山 ふ も 

との 雲に 鳴く ほと. * ぎす 

古寺に こもりて ほと、 ぎす を 

閗く 

初瀨 山み のりの 文に こ ゑ そへ て 夜た 

だとな ふる ほと、 ぎす かな 

故鄉 郭公 

子規し のび 昔 もらせ 宮人の 袖の ゆか 

りの 藤 原の さと 

ふる 衣き ならの 鄉の ほと、 ぎす £ き 

ならしけ む 人ゃ戀 しき 

山里に ほと \ ぎす W く 

花 散りて 茂みに こもる 奥山の 里 を も 

かれす 訪ふ ほと- - ぎす 

今し ばし かたら ひなれ よ 郭公 都に い 

ざと 人 はいふと も 

世の中に 住み わびぬ と はな けれども 

ほと.. ぎす 閉く たよりと を 知れ 

山家 霍公鳥 

mn が 山に ふりいで、 鳴け 郭公 こ ひし 


き 人の かすなら すと も 

ほと、 ぎす 鳴き ぞ とよむ る 都人 わが 

山彥に まひ はして きけ 

閑 中 郭公 

あ ふち 散り 時鳥 鳴く ゆ ふぐれ は 心よ 

わく も 戶ぼそ あけけ り 

船中 子規 

ほと i ぎす 鳴く ひとこ ゑ を 網 手に て 

水, 引きの ぼる 利根の 川 船 

人の 家 雲井に ほと-ぎす あり 

あづま 中  しとみ 

東屋の まやの 群 を 明けが たの 雲路過 

ぎ 行く ほと  >- ぎす かな 

接覺に ほと.. ぎす を g きて 

ひとこ ゑに よその 寢ざ めの 袖 を さ へ 

思 ふ も あやな 山 ほと V ぎす 

名所 郭公 

う 

ほと、 ぎす あくよ あらめ や あまた 年 け 

ならしの 岡に 鳴き ふるせ ども  が 

淀の わたりに 舟 あり、 ほと. - -ィ 

きす 鳴く  ^ 
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よど 河 や 下す 夜船の 枕より あとより 

名のる ほと  ぎす かな 

隅 田 河の ほとりの 庵に て 雨 ふ 

る 日 ほと、 ぎす を閉 きて 

遠 かた や あしたの 雨に うちけぶ る枏 

すぎ 行く 山 ほと i ぎす 

ほと、 ぎす 鳴く 山道に 女 車 

ゆく 

卯の花の 雪に 車の 跡と めて またもと 

はまし 山 ほと & ぎす 

をち か へ り^け や 車の あふひ 草 か \ 

ろ 山路 を 訪ふは 誰が ため 

人の 月 まちて 歸ら むと いひけ 

る ほどに ほと、 ぎす 聲 しばし 

ば^ゅ 

ほと V ぎす 夜た かたらへ 待ちて 

か へ らむ入 もた ちと まるが に 

卯月 初つ かた 隅 田 河の わたり 

なる 庵に 日ごろ こもり ゐ ける 

を. お 田の 君 聞き 給 ひて、 過ぎ 


し 年お のれが、 水上 遠く 鳴く 

ほと、 ぎす とよめ りし 歌 を 

おぼし 出で つと て、 け ふいく 

か 隅 田 河原 をた もと ほり、 水 

上と ほき 聲 きくら しも とよ 

みて 給へ. = ければ、 返しに 

ほと、 ぎす 水上 遠き 聲 よりも 君が み 

言 ぞうら めづら なる 

卯月ば かり 山ぶ みして 

郭公 鳴く ひと 聲に さそ はれて 卯の花 

山 を 分けく らしけ り 

田植 うる 所 

ちまち 田に おめた つ 田 子の 諸 聲も植 

ゑつく せば や 遠ざかり 行く 

川 そ ひ 小 田に 早苗と る 

きの ふか. も 花 をせ きいれ し 河 そ ひや 

早苗と る 子が 袖 かをるら む 

急 早苗 

ほと、 ぎす 鳥 羽田の 早苗い そ ぐらむ 

數こ そまされ しづが 菅笠 


朝し めりか わかぬ 袖に 夕月の かげ を 

やどして 梳 うる わか 苗 

牡丹 をよ める 

見し 春の 千々 の 色香 を ひと もとに 取 

り あつめた る 深 兌 革 かな 

菖蒲 

花の香 は 立ち か へ てけ る 袖の 上に あ 

やめ ぞ かをる 軒の 朝露 

淀の わたりに 武 刈る 

いさ、 めに すだく 螢の 宿ば かり 淀 野 

の 慮 范 かり 殘 してよ 

菖 li とる 所 また かざせる も あ 

り 

ある はかざし ある は 引きつ、 世の中 

のうきに 生 ふて ふ 接 ざし ともなし 

五； n: 五日 III にさして 人に 

千代までと いは ひて；；：； けるな がき 椟 

をけ ふ葺 きそへ よ 三つば 四つば に 

五月 五日 藥 HI てう じて やむ ご 

となき わたりへ まゐら すと て 


あづま やの 構の 柱に 千代 かけて いは 

ひまつれ る 藥玉ぞ これ 

五月 五日 駒 くらべす る處 

若 駒 を あやめの 草に 引き そ へ て 今日 

中の 重の 眞手 つが ひする 

騎射 

かう ぶりに かくる あやめ も 馬 弓 も 古 

きため し を 引く にぞ ありけ る 

藥獵 する 所 

露 ふかきう けらが 花に 入りみ だれく 

すり. かりす る武藏 野の 原 

廬 橘薰， 風 

上つ 代に 常世の 風 をった へ 来て 今國 

もせに かをる たちばな 

風靜 廬橘芳 

たちばな を 玉に 貫きた る絲 にだに し 

られぬ 風 も 香に に ほひけ り 

雨中 廬橘 

ほと- -ぎ すかさ やどりせ よ 夕 暮の雨 

うち そ.^ ぐ 庭の たち 花 


家に て 橘 を 

わが 園に 常世の たね をお ほしつ、 い 

にしへ しの ぶ 友 を こそ 待て 

閑 庭 橘 

たちばなの 花 散る ころ は 吾が 宿の 荅 

路に 人の 跡 も 見えけ り 

庭の 橘 を 折りて 人の もとへ 

ふり は へ て訪 はれむ 袖 を 待ちが ほに 

くや 伏屋の 耔の たちばな 

橘 をう ゑて 

うつしう ゑし 花 たちばなに 卷 向の 珠 

城の 宮の 昔と は， --ゃ 

あ ぢさゐ 

ふだ あね 

宮人の 夏の よそ ひの 一 一 藍に かよ ふ も 

す V- しあ ぢさゐ の 花 

節 雨 初 入レ梅 

卯の花 をく たすな がめ の さながらに 

いぶせ さそ はる 五月雨の 空 

山家 五月雨 

さびし さに 馴れす ぱ堪へ じ 山 たづの 


音 だに きかぬ 五月雨の 頃 

名所 五月雨 

水 まさる 槍の 隈 河の 五月雨に かりに 

も 月の 影 を だに 見す 

梅雨 留レ客 

我が 宿に 雨つ. - みせよ さみだれの ふ 

りに しこと も 語りつ くさむ 

五月雨 降る ころ 人の もと へ 

久 かたの 雨つ \ みして 來ぬ人 をい つ 

とか 待た む 五月雨の. S 

五月雨 晴 

さみだれ も かぎり あれば ゃ楝 散る 岡 

逢の 庵に 夕日 さしけ る 

さみだれに ぬれつ i 植 ゑし 小山 田の 

畦 こす 水に 月 ぞうつ ろ ふ 

五月 廿日 出 石の 君の 青山の 館 

へま かりけ るに、 このごろの 

雨 はれて 月 さし 出で たり 

さみだれの 雲 も いつしか 杉が 技 を は 

つかに のぼる 月 もめ づ らし 
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月 あかき 夜 水難の 鳴く を閉き 

て 

樓の戶 もさ、 で 人 待つ 月の 夜に 何 を 

水雞 のた、 くな るら む 

夏の 夜 月 あかし 

大空 を 霞 も 霧 も へだてねば 夏 こそ 月 

は 見る ベ かり けれ 

i 枝 さす 葉 ひろ 熊檀 露ち りて 月お も 

しろき 夜半に も あるかな 

雨後 夏 《r 

よ ひの 雨に ぬる、 瑞枝を もれ 出づる 

月の 花 こそな まめき 义 けれ 

玉が し は 夕立 過ぐ る 鏡 || をみ がき そ 

へたる 夏の 夜の 月 

江上 夏 月 

徒 人 も わたるば かりに 月 かげの 夏 さ 

へ こ ほる 詉訪の 湖 t 

さ、 なみの 比 良の 大ゎだ 淀め ども 淀 

みじかよ 

み もやらぬ 短夜の 月 

水上 夏 月 


夏の 夜 やうつ ろ ふ 月の 桂 河 影ながら 

こそせ き 入れに けれ 

みなせ 河流る、 水のう たかた にや ど 

る も はかな 夏の 夜の 月 

名所 夏 月 

いせじ まや 浦の 名に 負ふ大 淀に しば 

し はよ どめ 夏の 夜の 月 

竹 亭夏月 

夏の 夜の 月の 霖 にもた わ むらむ まだ 

うらわ かき 窓の なよ 竹 

くれ 竹の よながき 陰 は 夏の 夜 もの ど 

かに 見 ゆる 月の 色 かな 

鏠 子の 家の 贈答の 會に 六月ば 

かり 月 あかき 夜 人の もと へ 

みじか 夜の H: を淸 水に せきとめて さ 

さぬ 板戶 のまつ と 知ら 卞ゃ 

夏の 月 あかき 夜 女の 家に 男き 

たれり 

訪 はれむ と.^ も はぬ 閨の 夏の 月 まほ 

にむ かひし こと ぞく やしき 


泉に 月の 影う つりた る を 女 ど 

も 見る ほどに、 大路 を 笛吹き 

て 行く 人 あり 

影と むる 月に もなら へ 笛の 音 をき、 

しらすと やよ そに 過 ぐらむ 

水無月 十日 あまり 八日、 曉ょ 

り 雨風 はげし かりし を 夕 さり 

つかた 晴れ わたりて、 月 はな 

やかに さし 出で たり、 人々 と 

ひ 来て 歌よ むに 

秋 近み まだ 音た てぬ 荻の 葉の 露に や 

どれる 月ぞ しづけ き 

五月ば かり 隅 田 河の ほとりに 

やどりて 

夕 やみに ともす 螢の 影き えて 月に な 

り ゆく 川瀬す しも 

雨後 瞿麥 

なでしこの 露 こそ ことに あはれ なれ 

心 ありけ る 宵の 雨から 

夏の 草 
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夏の 野 もさ ゆり なでしこ くころ は 

秋の 錦に たちまさり けり 

路 夏草 

行く さき も 道 はありけ り 夏草の しげ 

ナが： A さ 

みが 奥に 見 ゆる 菅笠 

野草 秋 近 

眞葛原 葉び ろに なりぬ 秋風の 吹きう 

らが へす 時 近み かも 

鵜 舟 多 

鵜 かひぶ ね 所せ きまで うかぶ 夜 は 闇 

とし もな きしら 河の 水 

鵜 河 奪 

さみだれに 鵜 河の 水 や 早から し 淀み 

も あへ ぬか^り 火の かげ 

^舟の かにり を 見て 

さ つぎ やみ 

かつら 人 鵜 河 立つ らし 五月 簡 つら > - 

に 浮け る！： 火の かげ 

名所 鵜 河 

名に しお ふ 月の 桂の 川瀨 にも 闇 を 時 

なる 鴨 飼ぶ ねかな 


玉 河へ まかりて ar つか ふわ ざ 

を 見て 

たらし 姬若 貼つ らし.. 玉 島の 名に か 

よ ひたる 里ぞ この SI 

照射 欲レ明 

消えが たの 嶺の火 串に あらそ ひて 雲 

間 を いづる あか ぼしの かげ 

雨中 螢 

東屋の 雨の しづく も か. f 見えて 軒の 

しのぶに 飛ぶ 螢 かな 

澤螢 

入 ご-ろ あさ 澤水 のうき 草に 思 ひみ 

だれて 飛ぶ 螢 かな 

草の 螢を 

草 むらの 螢ょ いかに さく 花の 秋 をば 

またすなら ひそめけ む 

水草 しげれる 所に 埜多 かり 

吾が 門の 板 井な くみそ 夜もすがらが 

草に すだく 螢すビ しも 

賤が 家に 夕顔 さけり 


か は ほりの 飛び かふ 軒 は 暮れ そめて 

猶 くれやらぬ 夕顏の はな 

坟遣 火た く虚 

をち かた やしげ みが 奥の かやり 火に 

賤が 家居の かす も 見えけ り 

里の かやり 火 

行く 水に ゆ ふべ の 月 はすみながら 蚊 

遣に くもる 河 づらの 里 

氷室 

夏の 日 も大御 光に けた るら む 去年の 

み 雪 もけ ふ を 待ちけ り 

水 さへ 消えせ でけ ふ を まつが 崎 千年 

か はらぬ みつぎな りけ り 

遠 夕立 

ラ* かみ 

足 柄に 入日の 影 はさしながら 海上 か 

けて ゆ ふだち ぞ する 

遠山に 夕立 ふれり 

さがみ 路は 夕立す らし 久 かたの あ ふ 

りの 嶺に雪 ぞぉほ へ る 

0 


118  ニ卷 花 がらけ 


松が 根の 岩間に むせぶ 眞 淸 水に 梢の 

螺 のこ ゑぞ あらそ ふ 

嬋群夏 深 

S もはや こ. f- ゑの 輝の こ ゑに ちる ゆ 

ふ 露す し 杉の したみち 

隣の いづみ 

中垣 をし のびに もる 、眞淸 水に よそ 

の 秋 を も 袖に かすめつ 

松 下 納涼 

こす ゑよりか、 る ひかげの おちて 

抉す 1- しき 松の 下風 

水 風 夜 涼 

氷 魚の よる 河 瀬の 風 や 夏の 夜の いさ 

よふ 浪 にな ほ殘 るら む 

水 風 如レ秋 

水の 音 松の ひぐ き は 秋ながら 夏 を こ 

とわる 蝉の 聲 かな 

水 風 涼 

西 河 やせき 入れし 水のお ばし まにし 

ばし ば 秋の 風ぞ かよへ る 


風 來= 水 樹間， 

水き よき 岸の 桂の 追風に ゆ ふ 露 か を 

る 袖ぞす 1^ しき 

池浪に しづえ を あら ふ靑 柳のお きふ 

す風ぞ 袖に す 1^ しき 

樹陰 隣レ秋 

夏と 秋 はたぐ 葦 垣の 一 重に て瑞 枝す 

すしき 庭の 面 かな 

澗路 甚淸涼 

とめ くれば 心さ へ こそす しけれ 水 

草き よき 谷の ほそ 道 

納涼 

いはば しるた るみの 水に 影う つす 月 

を もむ すぶ 夜半 ぞす J>- しき 

姬 路侍從 殿の 河 達の なり 所に 

て 納涼 をよ める 

夏 そ 引く 海. 4 がた の 夕風 もま 袖に か 

よふ やどりな りけ り 

水無月の 二日 人々 と共に 舟に 

てす みする に、 納涼と いふ 


題 を 

隅 田 河 河 凝す ビ しも 風に ちる 掉 のし 

づくを 袖に かけつ 、 

名所 納涼 

こよろ ぎの いその 浪 わけ まだき より 

秋き にけ らし 風の す しき 

家々 納涼 

やみ もな ほ埜 とびか ふ 宵の 間 は 伊豫 

簾 か i げぬ 宿し もぞ なき 

西 河 やおな じな がれ をせ き 入れし 宿 

て ふ 宿に 秋 やかよ へ る 

越の 姬 君の 月次の 題水邊 納涼 

池 ひろみ やかたび むすぶ 举 にもに ご 

らぬ 水の 色 ぞす， しき 

うま 人 涼す る 

玉 だれの 小!！ か、 げ てよ 髙 殿に 富 士 

の 高嶺の 風 かよ ふまで 

河 づらの 家に 涼す る 

秋 さ へ も 波に たぐ ひて よせ くらむ 夕 

しほの ぼる 河 づらの 宿 
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雨 はる.^ ゆ ふべ 高 どのに 涼す 

る 人 あり 

高殿 に 月 を こ そ 待 て 雨 過 ぐる こす ゑ 

の 露 を 袖に かけつ \ 

あし 間にす にみ する 舟 あり 

夕し ほに なかば かくる、 盧の 葉の 露 

ちる かたに 小舟 寄せて よ 

夏の ゆ ふべ 隅 田 河へ 舟 をう か 

ベて 

わたつみの 沖よりか よふ 夕風に すみ 

だ 河原の まこもな みよる 

つくば ねの 瑞枝 吹き こす 夕風に こぎ 

ゆく 船の 棹の つゆ 散る 

六月 十日 あまり、 す 5^ みせむ 

とて 隅 田 河に 船 をう かべて 緩 

瀨. へさかの ぼれば、 がふか^ 

きたり 

ほの 見 ゆるう すくれ なゐの ひとむら 

は 綾瀨の 岸の ねむの 花 かも 

旅人 木の かげに す^むかた 


岩が 根の かしこ かりし も 忘られつ. & 

しがら 山の 杉の 下風 

野 亭秋近 

都人 千ぐ さ 見に くる 秋 近み 露より 先 

にむ すぶ 庵 かな 

秋 ひとよ をへ だてたり とい ふ 

こ 、ろ を 

きの ふし も 垣根に 生 ひし くれ 竹の ひ 

とよ を 秋の へだてな りけ り 

生 ひしげ る 庭の 夏草 かくてし も 明日 

こむ 秋の 露 を 待た まし 

六月 祓 したり 

まご i ろのに ごり は あら じ 隅 田 河 か 

はせ の菅そ さき はら ひてば 

杜夏跋 

さき はら ふ fK っ菅 そに 露ち りて 心 も 

きょき 杜 のした かぜ 

おの づ から 眞菅 とる 手に 風す ぎて 露 

うち そ.， ぐ 衣手の 森 

河 邊夏威 


うき 事 もうれ しき 瀬に やか はるら む 

飛鳥の 19- にみ そぎし つれば 

名所 夏 威 

もろびと 

諸人 はけ ふぞ 都の 西 河に 秋 まちがて 

ら みそぎし にけ る 

くる 秋 を まつの 下 陰風淸 みみ そぎす 

すしき 滋賀の 唐 崎 

隅 田 河へ はらへ に まかりて 

眞心を 隅 田 河原の 中つ 瀬に 神 世の ま 

まの みそぎして けり 

うき 事の なき 世ながら も 淸き瀨 にみ 

そぎし つれば 涼し かりけ り 

家々 夏祓 

はら へ せぬ 家し なければ 罪と い ふ 罪 

あめ *.r び. M 

は 殘らじ fK の 益 人 

男女 はらへ す 

お ほぬ さの つ ひの よる 瀬 をた のみに 

ていく とし 浪に みそぎし つらむ 

河の ほとりに 神樂 する 

あきつば の 抉に ぬ さの 露ち りて 河 5g 
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す しき 神 あそび かな 

-I,*-*  くら I 

琴の 音に 浪 のおと そへ て 蔬枕髙 瀬の 

淀とう た ふす しさ 

夏日 

きの ふけ ふ 照る 日 かしこし 早苗と る 

田づら の水沫 ぬるみ 行く まで 

夏 雲 

ひとす ぢ のけぶ りと 見し も 時の まに 

ちさと を わたる 夕立の 雲 

さ ごろ も 

夏 来て は しづが 狭 衣 ほさぬ 日 も 雲 こ 

そか、 れ fK の 香久山 

會津山 S 

わ ，ち Z 

紐と きて 旅寢 やせ まし 吾妹 子に あ ひ 

づの 山の 夏 陰 もよ し 

那須野 夏 通 

草深き 那須 のしの 原し のびつ、 整 だ 

にたてぬ 男 鹿 狩る はや 

夏 旅 

大太曾 や 麓 をす ぐる 夕立の なごりす 

やしき 峯 のかけ はし 


逢坂の 山路 こえ ゆく 夏の 日 は 關の淸 

水ぞ人 をと む r<5 

夏野 を 旅人 ゆく 

みなれ こし 笠 を かたみの しるべに て 

こと 問 ひか はす 野路の 旅人 

夏 鐘 

夏の 夜は璨 居ながら に をち かたの 鐘 

に 驚く あかつきの 雲 

夏 眺望 

やし ほ路は 夕立す e し 島山の 雲 行く 

かたに さわぐ 舟人 


秋 歌 

文月 七日 秋 立ちければ 

時し も あれ 今日 立ち 初む る 秋 を さ へ 

かけて 渡せし かさ. - ぎの 香 


野 亭秋來 

わが 庵の まがき の获 をみ かり 人き ぬ 

にす るべき 秋は來 にけ り 

荒れた る 宿に 秋き たる 

秋 なれ や 藉 にと ぢし半 it を 今朝 打ち 

た > "く 風 ぞぁ やしき 

はじめの 秋 

秋 も 翁き の ふの ま V の あきつば の 袖 

にお ぼ ゆる 今朝の 初 風 

薪； Is 

しら 露の 玉し き滿て V 来る 秋 を あし 

たの 原に 誰か 待ち 得し 

おき 初む るみぎ りの 露に 心せよ 伴の 

みやつ こ *- ならす とも 

朝戶 出の 茅 の 白露い ちじろ く 秋の 

色 こそ 見え わたり けれ 

山里 初秋 

山里の あはれ いかにと 問 ふ 人に 昆せ 

ば やけさの 淺茅 生の 露 

七夕 月 
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たなばたの 心 を 汲みて 天の河 月 もこ 

よ ひや はれわた るら む 

野外 七夕 

野べ 見れば 紐と きに けり 文月の 七の 

夕べの な& くさの 花 

海邊 七夕 

たなばたの かざし やちら ふ 夕 浪に白 

玉よ する ほし 合の 濱 

代， I 牛 女, 言レ志 

天 地と えぬ 契り をお も ふに は 年に 

ひと 夜の 恨-たに なし 

截女 契レ久 

1K なるや 安の 川 水 あせば こそ 逢 ふて 

ふ 星の ちぎり 絕 えせめ 

七夕^ 

ひく 牛のお そき 歩み を かごと にて か 

へり 見が ちに 君は往 ぬらむ 

霜 中 七夕 

や つ ると も 今宵 かさまし 秋获の 初花 

すりの 旅の さ ごろ も 


烏 鹊成レ 橋 

かさ. - ぎの つばさ 重ねて 安の 河 やす 

ら にわた せ そのと も しづ ま 

七月 七日たら ひに かげ 見る 所 

影 見る もうれ しかりけ り 今宵し も 逢 

ふて ふ 星の こ、 ろたら ひに 

棚 倉の 君の 家に て 七日の 夜获 

薄に いろくの 絲 かけた ると 

ころ 

皆 人の こ V ろぐ のね ぎ ごと を 千ぐ 

さに かけし 絲に こそ 見れ 

七日の 夜の 曉 によめ る 

たなばたの おも ひき ゆらむ ほど 見え 

て 影 しらみ 行く 庭のと もし 火 

二 星 期レ秋 

こよ ひより 夜長 かるらむ 神の 代に 秋 

とちぎ りし 天人の ため 

七夕 催レ與 

天の河と わたる 舟の 捤の 葉に 害き も 

つくさぬ 千 かの 言の葉 


山家 七夕 

あやにしき あかぬ 事な きたなば たに 

麻ぎ ぬかさむ 木 曾の 山す み 

星， 落レ卷 

天の河 櫂の しづく も髙 どの i 軒 If に 

ちる と 見 ゆる 夜半 かな 

七夕 濱 

この ゆ ふべ 天の河 原に かよ はなむ 待 

つらむ 妹 を 早見 濱風 

七夕 薄 

たなばたの ひれふる 宵の 初 風に なび 

きそめ たる 野べ の 小 薄 

七夕 馬 

天の川 淺瀬ふ むらむ 彥 星に 月 毛の 駒 

を 今宵 かさまし 

七夕 珠 

いかなら む 身の ねぎ 事ぞ 今宵し も を 

ざ さに かくる 珠の 絲すぢ 

七夕 櫛 

いかばかり 神 さびに けむ たなばたの 
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待ち こし ほどの 玉の fe.  は 

七夕 雲 

たなばたの ひれふる 宵 は 中空に 立ち 

まふ 雲 も ながめられ けり 

七夕 橋 

雲 鳥の あやに 戀 しみ 機 もの \ ふみ 木 

を 橋に わたし そめけ む 

七夕 衣 

人な みに 今宵 かさまし 嬉し さ をつ- - 

むば かりの 袖なら すと も 

七夕 後 朝 

たなばたの 思 ひみ だる-玉 かづら 今 

朝し も 庭の 露と おくらむ 

二 星 適 逢 

楔 もの  >- ふみ 木の 橘 を ひととせに ひ 

と 夜と はな どかけ てち ぎりし 

文月 七日 家々 の 集 どもの 題 を 

ひろ ひ、 いで、 よめる 歌 七つ 

七日 女郎花 を植 ゑよ とて 人の 

おこせ たれば 


あ ふ 星 をた めしに はして こよ ひより 

千秋に ほ はむ 女郎花 かな 

七日け ふの のけし きい か 

見る とい ひければ 

け ふといへ ば その 數 ならぬ か、 せ 男 

もい か 1. は暮を 待た ざらめ かも 

たなばた まつりし たる 所に 羅 

の もとに 男 立てり 

神代より 契た が へ ぬ ilSJ 星 にたぐ へ む 

もの かこよ ひと ふと も 

七日の 夜 琴 ひく 女 あり 

たなばたの あ ふ 夜の 庭の 琴の 昔 を 雲 

井に さそ ふ 松風 もがな 

七日の 夕べ 男 あまた 居て 灭河 

を 見たり 

久 かたの 夭 つ 契 を うつせみ のこ、 ろ 

ご-ろに なぞへ てぞ 見る 

七日 女 ども さ を 見る 

夕月 もく まなき よ ひの H< の 河 思 ふ あ 

たりに いか 見 ゆらむ 


七日 夜の 曉を惜 む 

H< 人の ま 袖 もりて や 世の中の あかつ 

き 露 は 置き 初め ぬらむ 

七夕 秋の 七草 をよ める 

たなばたの 紐と くよ ひやさ、 ら がた 

錦に 似た る 萩も^ くらむ 

IK の 河川 邊に 立ちて まね くらむ 領巾 

かと 見 ゆる はつ 尾花 かな 

彥 星の あかぬ 刖に まつ はりて 引きて 

と めよ 庭の 葛 花 

たなばたの 五 百つ 集 ひの 白玉の 散り 

か 亂る. "なでしこの 露 

H< の 河 あか で^れし 移り香 をし ばし 

と むる 藤ば かま かな 

たなばたの 心 を 汲みて この 朝け 露 重 

げ なる をみ な へ しかな 

たなばたの おもな さ 見えて 霧 深き 羅 

にに ほふ 朝顔の 花 

閏月 七夕 

い たづら に 逢 ふ 夜の 名のみ 重なりて 
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重ねぬ 袖 や 猶しを るら む 

盂蘭盆 

いにしへの 飛鳥の 寺の すみの 山 世々 

の 御 法の ためしな りけ り 

荻 を 栽 ゑて 

風のお と を 聞かむ 便に う ゑし 荻 思 ひ 

の ほかに 人 招きけ り 

荻 聲驚レ 夢 

夢に のみ 昔に か へ る 夜な くの あは 

れ 知らす や 荻のう は 風 

幽栖 荻 風 

中々 におと な ふ もの 、きびしき は 伏 

屋の 軒の 荻の 上 風 

穗に 出で たる 荻に さして 人に 

我の みや あはれ と閗 かむ 秋更けてと 

はれぬ 宿の 荻の 葉風 を 

栽レ萩 

今より は 我が 宿 をと へ 秋获の 花づま 

かれし 野べ のさ を 鹿 

月前获 


露 分く る 野路の さ を 鹿 心せよ 月 を や 

どせ る 萩が 花づま 

萩の 露お もし 

朝 ごとの 露の よすがと 植 ゑし 萩 折る 

ともよし や はら はで を 見む 

萩漸盛 

たなばたの 五 百 機た つる 頃し もや 获 

の 錦 も 織り はじむら む 

閑庭获 

お の が 野と 思 ひな すらむ 住む 人 も あ 

るかな きかの 庭の 秋获 

崎 萩 

こ 萩 さく 野 じ まが 崎の 朝風に 夜半に 

結びし 露ぞ こぼる V 

高 圓野获 

た かまど 

高圓の 野べ の 秋获宫 人の 袖つ け ごろ 

も ふれて いくよ ぞ 

忠賢 がせ ざいの 萩 をう つし 植 

ゑたり ける に、 雨風い み じう 

はげし かりし つとめて、 忠賢 


が もとより、 おも ひやり て 夢 

もむ すばぬ などい ひお こせけ 

るに、 思 ひの ほかに 花の 散ら 

ざり ければ 返事に 

夜嵐に 思 ひお こせし 心 こそ 花に お ほ 

へ る 袖と なりけ め 

七月 家に て 秋の 花 ども 植 ゑた 

る 所 を 

おの づ から 秋の 野 守と なりぬ めり 千 

草の 花 を 庭に おほして 

野の花 ざ かりに ひらけて 人々 

集り 見る、 また かりとる も 有 

り 

きぬに すりつ とに 折りつ、 秋の 野 は 

人の 心 もちぐ さなり けり 

花 野 を 過ぐ とてと 云 ふこと を 

秋の 野 は 千ぐ さの 花の 唐錦お りたち 

て 行く 人ぞ多 かる 

草花 交レ色 

^きと^く 花 野 を 見れば 世の 人の 染 
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めな す 色 はかぎ り ありけ り 

野 花 留レ客 

屋葛原 花 さく 秋 は 野べ ごとに 人の 心 

の ひかれぬ るかな 

秋の 曉 花見る 所 

別れ こし 妹が 心 やた ぐへ けむ は ひま 

つ はる \ 野路の 葛 花 

喊野 にせ ざい 掘る 

あすより は嵯哦 野の 風 をと はに き- - 

露 を も 見む と 千草 ほるな り 

きちかう 

七く さに もれし 恨 や はれ やらぬ 霧の 

^^^のきちかぅの花 

槿 

はかなし と 誰か い ひけむ 夕 陰に 唤き 

まさりた る 花の あさが ほ 

鴨跖草 

おく 露の 色 こそ ことにさ やか なれ 秋 

を 時なる 月 草の 花 

. 大和の 國の たねの 月 Ji をえ て ， 


植ゑ おきけ るが 花 i< きたれば 

靑 によし 奈 良の 都の 宮人の 衣に 指り 

けむつ きく さの 花 

小鹰狩 

栗 ^ 野 や あしたの 風 も 等の 手ば なれ 

にち る 秋 萩の 花 

新 秋風 

を ざ さ 原け さ 置き そ はる しら 露に あ 

らそひ 立てる 秋の 初 風 

家に て 初秋 朝露 を 

來る 秋の 爲 とて やど は あらさね どと 

ころ 得が ほの 今朝の 露 かな 

人の もとにて 庭 上 露 

あだ ものと 誰かい ひけむ 庭 ひろみ 露 

も 千年の 數に とるべく 

故鄉露 

住みす てし 宿 を もと ひて 見るべき は 

淺 茅が 露の 秋に ざり ける 

相思 夕 上，， I 松臺, 立、 巷 思蟬聲 

I  *iL 耳 秋  


こぬ 人 を まつのう てな の 夕 ぐれに う 

たても 鳴く か蟲の こ ゑぐ 

蟲聲幽 

野 分せ し簸が もとの やちぐさと とも 

に 枯れ 行く 蟲 のこ ゑ かな 

秋更けて 草枕 ゆ ふう まや：^ に ふり 行 

くもの はすに むしの 聲 

蟲 聲非レ 一 

時し も あれ 妻 まつ 蟲も はたおり も 星 

の あ ふて ふ 秋に こそ 鳴け 

松蟲 

夕 ぐれの 風に き ほ へ る 松蟲は 誰が 爪 

琴の 音に かよ ふらむ 

きり < ^す 

お ^ も 霜に なり 行く あさ ぢ生を か 

れな でも 鳴く きりみ、 すかな 

鈴蟲 

ふりいで、 なく 蟲 のね やおの が 名の 

すビ ろに 秋の あはれ そふら む 

こ ほろ ぎ  
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秋され ばかる かや まじる 淺茅 生に お 

のれ 亂れ てこ ほろ ぎの 晦く 

秋風 入レ簾 

わび 人の をす の やつれの ひまと めて 

露 吹きい る、 荻のう は 風 

越の 姬 君の 海べ のみ 御館の 月次 

の 題海邊 秋風 を 

八 汐路の 秋 吹く 風 を 百 舟の眞 帆に 見 

せた る 海 づらの やど 

故鄉 秋風 

鶴な く ふり に し鄉の あすか 風 尾花が 

袖 や 吹き かへ すらむ 

秋の 夜 月い とあかき に 鹿の こ 

ゑ を閔く 

获原 やうつ ろ ふ 露の 月 を へし がら 

み ふせて 男 鹿 鳴 くらむ 

山陰に 雨 ふる、 鹿た てる かた 

雨 過ぐ る 山の， に 立ち ぬれて 妻 や 待 

さ を しか 

つらむ 小男 鹿の 聲 

霧 深き 野 づらに 鹿な く 


妻 こふる おのが なげきの 夕霧 を 分け 

迷 ふらむ 野路の 小男 鹿 

外 山 鹿 

秋篠 やが 山の 雨の 笠 やどり 鹿の なく 

音に 袖ぬ らしけ り 

夜泊 鹿 

高 砂の 鹿の 音き、 て 明石渴 うきねの 

床に 淚 おとしつ 

をと こ、 旅の やどりに 鹿の 鳴 

く を閒く 

おなじ 野に 妻 こふ 鹿の たぐ ひか はち 

さとの 外に 旅寢 する 身 は 

い る0 

いと しく 都 こ ひし もさ を 鹿の 入 野 

の 草の 枕 ゆ ふ 夜 は 

鹿 交-草花- 

秋の 野に 住める かひよ と鹿ぞ 鳴く 花 

の 錦に 立ち まじりつ、 

棚 倉の 君の 家に て 山里に 住む 

女 鹿の 聲を 間く 

塵つ もる まくらの 山の 鹿の 聲 あはれ 


都に 閉く人 もがな 

秋 眺望 

雁が ねの つばさの 風に 霧 はれて たえ 

だえ 見 ゆる 嶺の もみ ぢば 

九月 末つ かた 感應 寺に て秋眺 

望 

見渡せば 雲井 はるかに 雁 鳴きて 千 町 

の をし ね 色付きに けり 

水鄉秋 望 

網 代 木に おり ゐる鴛 のみの 毛の み 一 

むら 白き 宇治の 川ぎ り 

水 邊秋夕 

夕風に きょる 诸 のさ i ら浪 水に も 秋 

の こ ゑ はありけ り 

いなづまの いそがし きを 見て 

露の間に 露 を 見ながら もらさ じと し 

づ 心なく かよ ふ稻妻 

秋雨 

桐の 棄の つもる がう へに うち そ \ ぐ 

あしたの 雨ぞ 秋の 聲 なる 
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新 秋雨 涼 

桐の 葉の かっちり か& るおば しまに 

村雨 そ、 ぐ 夕べす t.- しも 

月 をよ める 

照る 月 は あやしき もの かかな しと も 

面白し とも 人に 見えつ 、 

妙法 院宫の 月次の 御題 月 を 

ながめき て老 となりに し 恨 さへ 忘る 

る 秋の 夜半の 月 かな 

初秋 月 

夕月の ひかり ほのめく 西 山 や 秋の 越 

えこし 方に 有 るら む 

弓 はりの 影 をし 見れば 月に のみ 心 ひ 

かれむ 秋 は 来に けり 

閑居 見， 月 

誰か 知る 拂 はぬ 苔の 夕霧に うつろ ふ 

月 を 夜た 1^ 見る と は 

雜素 見レ月 

花卞 りの 袖に つらなる つ りさへ あ 

はれへ だてぬ S の 月 かげ 


野宿 見レ月 

秋の 野に をば なさ かふき 一 夜ね て 千 

ぐ さに に ほふ 月 を こそ 見れ 

閑 山 見レ月 

立ち まよ ふ 雲 は 端山に を さまり てみ 

山の 月に 隙 だに もな し 

女 ども 月 を 見る 

照る 月 はふた つなき もの を 見る 人の 

思 ふ 田》 ひや 千ぐ さな るら む 

家に 女 月 を 見る 

端 居して 夜な く 月に 馴れて 見む き 

ぬ ともよし や 露の ぬれぎぬ 

七月 十四日の 夜 月い とあか \ 

りけ れズ 

きの ふし も あ ひ 見し 星の 光 さへ けた 

る、 夜半の 月の 影 かな 

同じ 月 十七 日石濱 にて 人々 と 

共に 月 を 見て 

木の間より ほのめく と 見し 月影 を や 

がて よせく る 秋の 河水 


七月 月い とあかき に 池に うつ 

ろ へ る 影 を 見 をり て 

水淸み ひれふる 魚に さわがれて やど 

りさ だめぬ 月の かげ かな 

釣 どのに 人々 あつまりて 月見 

る 所 

月す めば 澄み まさりけ り まと ゐ する 

人の 心 も 池の こ i ろ も 

照る 月 をく もらぬ 池の 底に 見て 天つ 

み 空に 遊ぶ 夜半 かな 

舟 をう かべ て 月 を 見る 

夜と 共に 棹 さす かた へ ながれつ 、と 

むれば よどむ 水の 月 かげ 

越の 姬 君の 十五夜の 題 川づら 

の 月 を 見て とい ふ 事 を 

わたつみの うしほと 共に さしの ぼる 

月に ぞむ かふ 河 づらの 宿 

終夜^ レ月 

武 蔵の 海 沖より いで X 秩父嶺 にわた 

らふ 月の あかす も 有る かな 
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さか づき も 千た びめ ぐる ゃ出づ るよ 

りかた ぶく までの 月 をう かべて 

毎お レ月 

秋 を あまた 馴れて むか へ ばう きふし 

もうれ しきふし も H: ぞ しるら む 

貴 賤憐レ 月 

絲竹も 砧の音 もお のがに」 月に い を 

ねぬ すさみな るら む 

武藏 野に 尾花 あり， 月 出で た 

る 所 

武藏 野の 尾花が 露に 影 見えて 月 も ほ 

に 出づる 秋の 夜半 かな 

月 を 見す て- -人 のかへ ら むと 

いひ けれ は 

君 まちて 月 を やどせる 蓬生の 露ば か 

り だに あはれ と は 見よ 

停 午 月 

立つ 杉の 影 さへ もな し 中空に よどめ 

る ほどの 月の さかり は 

入 後 慕レ月 


すむ 月の入り にし 後 も 山 松の梢に 殘 

る 影 をし ぞ おも ふ 

有 明月 

朝顔の や、^ き 出で し 露の 上に し は 

し はや どる 有 明の 月 

朝 鳥の 羽風に はる、 薄ぎ りの 結え ま 

に 見 ゆる 有 明の 月 

長月ば かり 有 明の 月 を 見て 

馴れ 來 つる 秋の 哀も 長月の 有 明の 月 

ぞとぢ めな りけ る 

曉月 厭レ雲 

雲 だに も 心 あらな む 山の はに 入りが 

た 近き 望の 夜の 月 

曇る 夜の 月 

大 { 仝 を 八重 立ち こむ る 霧の 海に 月の 

御舟の 行く へ 知らす も 

八月 十五夜 

玉く しげ 明くるまで 見む ま そ 鏡み が 

ける 秋の 望月の 影 

八月 十五夜』 4i いと はれわたり 


たるに 人々 とひ 來て ともに よ 

める 十五 首 

なべて 世の 人の 心 もす む 月 も 空に み 

ちぬる 夜半に も 有る かな 

夕し ほに 浮べる 月の かつら か ぢ大江 

のみと に今ぞ よすな る 

わが 園の こ获の 上の 露す らも 名に お 

ふ 夜半の 月 を まちけ む 

露 ふかき 軒ば に はへ るった かづら く 

る 秋 ごとに 月ぞ やどれる 

かすなら ぬ 庭の 苔 路の露 を さ へ とめ 

て やどれる 夜半の 月 かな 

さだめな き 秋の み 空の 雲 さ へ も今脊 

は 月に 心 ありけ り 

こよ ひし も 筏の 床に 浮寢 してす み * た 

河原の 月 を 見て しが 

玉す だれか、 ぐる 宿 も 何 かせむ 軒端 

のった の 露の 月 かげ 

さはるべき 山の はもな き 武藏野 は 月 

見る ための 所な りけ り 
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ことわりの 夜半な りながら かくば か 

り なき 月の 影 は 見 ざり き 

あす も 見む 月と は 思へ どお なじく は 

今宵な がらに 明けす も あらな む 

いつは あれ ど 秋の なかばの 中空に 隨 

なくす める 月 を 見る かな 

あはれ 知る Ar 宵の 月の かげの みぞ 八 

重萚を もへ だて ざり ける 

訪へ かしと 思へば 人のと ひ來っ i 同 

じ 心 を 月に 見る かな 

名に 負へ る こよ ひの 月の 頃な さに 千 

たび あ ふと も飽 くよ あらめ や 

八月 十五夜 勉の姬 君の 月实の 

題 十五夜 新レ月 

をす まけば 月 のか つらのお ひ 風 もま 

ほに かをると 思 ふ 夜半 かな 

やむ ごとな きわたり に Hr の实 

有る に、 洲濱に 水 を ゑが きて、 

鏡 を 月の かげと おも はせ て， 

接の ひも を 藻に むすびて、 水 


の 上へ 金泥 もて 歌 を かけり 

君 見よ と 最中の 秋の 月 かげ もこ i を 

せに すむ 庭の 池 水  ， 

八月 十五夜 人々 とひ 來て实 せ 

しに 蟲を よめる 

この 夜ら の 月と 君と をよ もぎ ふに 待 

ちょろ こべる 蟲の聲 かな 

十五夜 人々 とひ 来たりけ るに 

夜 一 よ 曇りたり ければ 

こよ ひし も訪 はれし のみ を 光に て 月 

はつれな き 蓬生の 宿 

さも あらば あれ 影 見せす とも 隈 もな 

く 語り あかさむ 秋の 望の 夜 

八月 十五夜 前栽う ゑた る 所 

いつは あれ ど 今宵の 月 を やどさむ と 

植ゑ しちぐさ は 紐と きに けり 

松の 絕 間より はっかに 月の 影 

のかげ ろ ひて 見えけ る を 

いつの まに 月 は 梢 を のぼりけ む 松の 

葉 ごしに 光 ほのめく 


秋の 月に 山に 鹿な く 

月影の くまな き 夜 牛 も 小 倉 山つ まま 

きかね て 男 鹿 鳴 くらむ 

夜の 雲 を さまり て 月 行く こと 

おそし 

ちりば かり 雲の 浪 なき 大空の 月の み 

舟 はこぐ とし もな し 

月 瀧 を てらす 

御幸せ し 布留の 瀧つ 瀨 ふり ぬれ ど 月 

のみ 影 は いま もや どれり 

秋の 月面 白き に 池 有る 家 

大 に 光み ちぬる 月 をし も わがもの 

に 見る 池の おも かな 

あれた る 宿の 月 

古へ をし のぶの 露に 影と めて 月の み 

すめる 奈良の ふるさと 

旅の 宿りに 月 を 見る 

おく れゐて 戀 ふる 袖に もや どるら む 

草の 枕の 秋の 月影 

しづかに 月 を 見る 
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とこし へに とざせる 門の 杉が 枝に 思 

ひあがれる 月 を 見る かな 

月の 山の端に 入らむ とする を 

三日の 夜の ほのかに 見えし 影ば かり 

山の はっかに 殘る月 はも 

山里に ひぐ らしの 聲 をき. -て 

杣 人の 斧の ひビ きは絕 えてし も猶ひ 

ぐらし の聲ぞ のこれる 

女の 家に 男いたり て 藤の 尾花 

の もとに 立てり 

人 はい さしら 露む すぶ 絲す、 き ほに 

出で て 我 を まねく とぞ 見し 

山里に 侍りし 夜 鹿の 鳴く を 

秋 深み 山 田の ひたに なれて しも 1^ に 

近き さ を 鹿の 聲 

八月 十六 日夜 人々 つど ひて 歌 

よみけ るに、 有 明の 月 あかき 

に 鴨た てりと いふ 心 を 

いねが てに 嘴ぞ はね かく 有 明の 月影 

清き 猪 名の ふし 原 


廿日 月 

杉 立てる 山の はっかの ct: かげの さし 

のぼる ほど ぞ しづけ かりけ る 

月 前 苔 

古鄉 のか やが 耔 ばの 苔の 露 あはれ い 

くよ の 月 やど るら む 

狂 雲 妬， 一佳 月， 

詠めつ 月 をね たしと 見る 人の 心 や 

浮け る 雲と なりけ む 

雲間 月 

行く 雲 も 秋の さがと て 早ければ しば 

しば 見す る 月の かげ かな 

山家 月 

さ を 鹿の 錢 になる \ 宿の 月 かく 見む 

とて ぞ世 をば のがれし 

月の 夜 山里 を訪ふ 

山里の 月に とひき て大 かたの 秋の あ 

はれの かぎり をぞ 見し 

山里に て 月の 夜 都 をお も ふ 

J ^せ  14 し— の， 


鳴くなる 月の 秋の 夜 

山 月 入レ簾 

をす の 中の 空* たきもの や 山の端の 月 

を 待ちと る 隨には あるら む 

野 月 

秋の 月 あくまで 見つ V 武藏 野の 廣き 

惠をぁ ふぐ 民草 

野 月 露 深 

むさし の や 露 分け 行かむ かた もな し 

草 は 皆 がら 月に なりつ V 

秋の 月面 白き 池 有り 家 有る 所 

こ. -を 瀬に 月 も 澄 むらむ 島 好む ある 

じがら なる 池の こ.. t ろに 

池 月久明 

年 ふれ どく もらぬ 池の 鏡に は 月の 面 

わ もお いせ ざり けり 

月 照-一河 水- 

む さし 錄に雲 を さまり  て  さ  -れ石 も 

月に みがけ る 玉 川の 水 

山川に 月のう つる を 見て 
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いく 千々 の 玉 か 散 るら む 秋の 夜の 淸 

瀧 川の 浪に てる 月 

江上 月 

都鳥 うきねの 數も あら はなる 難 波 堀 

江の 秋の 夜の 月 

浦 月 

继 橋の 百夜つ ぎても 見て しがな 眞閒 

の 浦 わの 浪に てる 巧 

古寺 月 

なべて 世の 秋 はもの か ははつ せ 山 槍 

原が おくにす める 月 かげ 

信 濃の 國 なる 玄澄 法師と まと 

ゐ しける 夜. 古寺 月と いふ 題 

を 得て よめる 

秋更けて 夜な くす める 月影 や 瓦の 

松の 雪と な るら む 

古寺 接 月 

曉を まつの 戶さ、 で 誰か 見る 高 野の 

おくの 有 明の 月 

樵 夫 歸レ月 


秋 深み ゆ ふ 露お もる 椎柴に 月 かげ そ 

へ てくだる 山人 

田家 見レ月 

をし ねかる 田ぶ せの 秋の 月の 夜に 都 

の. <; をと めて しがな 

故榔月 

古里の 月に とひき て 水草 ゐし板 井の 

淸水 さし 汲まれけ り 

名所 月 

大原 やお ぼろの 淸水 名のみ して 秋 は 

月 こそ 澄み わたり けれ 

月下 逮鐘 

澄む 月に あはれ を そ へ て 心 ある 遠山 

寺の 銪 のこ ゑ かな 

月 前 旅行 

古 港の 人に 見せば や 尾花 葺く 宇治の 

かりほの 秋の 夜の 月 

. 月 前 神 

男 山 神の みゆきの 事 はて 、嶺 さし 出 

づる H: ぞ しづけ き 


月 前 遠 情 

象 渴 や 秋す む 水の 月影 を あまの いそ 

やに 誰か 見 るら む 

月 を先づ 待ちと る國に 住み なれて か 

たぶ く かたの 都 を ぞ思ふ 

月 前 眺望 

しら 鶯の つ ば さと 見し は 月夜よ み 安 

房の 遠山 かけて 漕ぐ 舟 

ちむ らい ほ むら.，. 一 づ く 

玉 川 や 千 村 五 百 村 手！ t り を さらし そ 

ふると 見 ゆる 月 かな 

月 前 祝言 

Ak 穣の I 穗の 上に 千 五 &秋國 の ほ 

見せて 照れる 月 かも 

九月 十三夜 家に て 人々 と共に 

歌よ むに 月 前 祝レ君 

筑波山 千秋く もらぬ 月 をし も 君が み 

陰に たぐ ふ ベら なり 

九月 十三夜 羹 りければ 

fK 雲 も かく さ ふべ しゃ 照る 月 を め で 

そめ ませし 昔お もへば 
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十三夜 人々 つど ひて 歌よ むに、 

海の ほとりなる 人の 家に 月の 

入る を 見た ると いふ 事 を 

なに はがた 蘆 火た く屋 にや どらす ば 

波間に しづむ 月 を § しゃ 

九月 十七 日忠 賢の 家の 會に、 

上野の 岡より 月の出 づるを 見 

て 

織り かくる 秋の 錦 をた ち 待ちの 月 か 

げに ほふ 岡の 邊の やど 

暮秋 月 

露のう へに 影 はと ビ めよ 秋の 月 馴れ 

にし 露の なごり 思 は^ 

駒む かへ 

唐錦 立 野の 駒 は あづま ぢの ちさとの 

秋の 花や わけてし 

駒む かへ を 見る 女 車 あり 

うき 名のみ 立 野の 駒 も あ ふさ かの 關 

路 こえぬ と閉 けば むつまじ 

初臈を 間き て 


聲 きけば 先 ぞうれ しき 三吉 野の 田 面 

の應 のよりも よらす も 

道行く 入 初 かり を閉く 

あがた 見に 朝立ち ゆけば 遠つ 人 初 か 

りが ね も {仝 に 鳴くな り 

月 前雁來 

雲霧 を翅の 風に うちはら ひ 月見よ と 

てゃ臈 わたるら む 

紙 搶に帆 かけた る 舟 あり、 雁 

わたる 所 

海原 やおき 行く 舟の をち こちに 聲を 

ほに あげて 臈 渡る 見 ゆ 

. 薄暮 初 雁  • 

夕附 日入閒 のかた の いほし ろの 穰の 

へに おつる 初 かりの 聲 

妹が り 行く 道に て膈を 間く と 

いふ を 題に て 

ふり は へ て 行くなる われ を 遠つ 人 か 

りに のみと な 妹に 吿げ そよ 

馬上 閗レ臈 


秋の 野に 尾花 あしげの 駒と めて 空行 

く臈 のこ ゑ を閉く かな 

雄 風が 葛 飾の 里の 家 をと ひて、 

古今 集の 句 題 をよ める、 臈ぞ 

鳴くなる 

秋風 はう ベ 寒から しかつし かや 千 

の をし ねかり ぞ 鳴くなる 

水鄉臈 

雲路 行く 天つ 雁が ね 澄む 月の 桂の 里 

に 中 やどりせ よ 

月 is 鴉 

露 深き & 名の ふし 原た つ 鳩の 羽風に 

月の 影ぞ こぼる、 

河 霧 

百く まや 千く まの 河と 霧 こめぬ 舟 わ 

たせ をと 呼ぶ 聲 はして 

湖上 曉霧 

松風 も かぎり あれば や 霧 こめて 有 明 

くらき 滋賀の 辛 崎 

月 前禱衣 
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つくば ねの すそ わの 田 ゐに月 澄みて 

に ひく はま ゆの 衣う つなり 

千 萬の S の聲ぞ きこ ゆなる 都の さの 

秋の 夜の H: 

月夜 閉レ砧 

物 思 ふす さみと 聞けば 月淸 みた ゆむ 

砧も あはれ なりけ り 

禱 衣 驚レ夢 

わび 人の 砧の 音の かよへば やさむ る 

枕の 露け かるらむ 

夢のゎた百^！人ゃ寝さむらむ吉野の 

さとに 衣う つ ころ 

南北 檮衣 

ひんが しに 流る &水 のかな たこな た 

たまが は 

衣う つなり 玉 河の 里 

名所 檮衣 

千た びうつ 砧 の音ぞ きこ ゆなる 身に 

しむ 風の 秋 ^1 の 3? 

と や £ いらえ S 

更けぬ るか 月 は 外 山に 入 間路の 里の 

砧の聲 た ゆみ 行く 


夕 菊 

村ぎ くの 露 分け ごろ も 日 も 入りぬ 今 

日 や 山路に 千年 經に けむ 

たそがれの 妹が 垣根の 菊の花 われ を 

待 つらむ 袖 かと ぞ 見る 

月 照 一， 菊花- 

淵と なる 行末 かけて 秋の 月 やどり 馴 

れ なむ 菊の 上の 露  ， 

秋の 夜 月 あかし、 鳋の もとに 

菊 さけり 

隨も なき 月に けたる.^ 夕づ i の 光 を 

殘 すませの 白菊 

菊の花^き たる 所に 夜泊り て 

人々 見る 

その かみの 山路の 種と きくから に 一 

夜の 宿 も 千代 ゃ經 なまし 

旅 宿 1^ レ菊 

古梅のお とづれ を だに きくの 花 名 も 

なつかしみ 折りて ける かな 

： f 菊 廷』 齢..，， I 


やまびと 

あし 引の 山路の 菊 や 仙人の 千世の さ 

かゆく しをりな るら む 

ぬひ 子が 贈答の 會に菊 を 折りて 

人の もとへ と 云 ふ 事 を 

君と わが 語らむ こと もつ もりて は 淵 

となるべき 菊の 上の 露 

川 づらに 菊-咲け り、 もみ ぢ多 

か り 

きくの 露つ もれる よどに かげう つす 

木々 の-もみ ぢも常 磐なら なむ 

田の つらに 作 もみ ぢ せり 

秋更けて 色 こきい ねの 中に しも 立て 

る 梓のう すく も 有る かな 

月 照，， 紅葉， 

月の 船 さすに まかせて 夜 さへ も が 

ると 見 ゆる もみ ぢ 葉の 色 

遠杠葉 

けさ 見れば 都の 外の 露 翁の 深さ しら 

る、 峯の もみ ぢ棄 

紅葉 留レ客 
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こ-ろ さへ 色に そみ ぬる 木の もと を 

誰か へ る 手と 名 づけ そめけ む 

山 皆紅棄 

このごろ はもみ ぢぬ山 もなければ や 

くれな ゐに ほふ 四方の 朝霧 

古今 集 句 題、 いはが きもみ ぢ 

龍田彥 風な ふかせ そかぎ ろ ひの 岩が 

きもみ ぢ今 盛りな り 

繪に 宇津の 山の 紅棄を 人々 分 

けての ぼる 所 

つた かへ で 下 照る 秋 は 陰し げきう つ 

の 山路 も 誰かた どらむ 

田舍の 家に もみ ぢ 染めた るに 

田 刈りた る 所 

をし ねかる 田づら のい ほのう す もみ 

ぢ 色付く 秋に なりに ける かな 

水鄉 紅葉 

かつら 人 散る を やい かにい そ ぐらむ 

嵐の 山の 嶺の もみ ぢ葉 

網 4： にもみ ぢ よせたり 


水上の もみ ぢ葉 よせて あじろ 木に 摘 

もい さよ ふ 秋の色 かな 

河に もみ ぢ 流る-を 見る 

さ&ら がた 錦の 帶と 見る ばかり 細 谷 

川に もみ ぢ ながれぬ 

川 づらの もみ ぢを 見て 

百 舟の かよ ふ 川べ の もみ ぢ葉 はこが 

るば かりに 染めて ける かな 

川 をへ だて V もみ ぢの 散る を 

見る 

わたしもり 

木が らしの 吹く や 川との 渡 守ち る も 

みぢ葉 もこ ら つまな む 

田 子の 浦 もみ ぢ 有り、 富士見 

ゆる かた 

田 子の 浦 や 秋 はもみ ぢぞ こがれけ る 

ふじの 烟 のた \す なる 世 も 

明 石の 浦 もみ ぢ 有り、 帆 かけ 

たる 舟行く かた 

明 石 潟 浦 こぐ 舟の ほに いで、 に ほふ 

杠葉は あかす も 有る かも 


もみ ぢゃ、 散りが たなり 

花よりも つれな かりけ り もみ ぢ葉は 

袖に しむべき 香 さへ とめねば 

紅葉 殘レ稍 

暮れぬ とて 何 しみけ む 秋の色 は 梢 

にの こる 神無月 かな 

越 中國怖 本の 社に 楓 あまた 植 

ゑて、 それに 歌 そへ て 奉る と 

て 人の す、 めければ 

古への 手ぶ りに 猶 やかへ る 手 もい や 

照り そ はむ 神の まに^, 

人の 山ぶ みしたり とて かへ で 

の もみ ぢ おこせた りければ 

秋 霧 を 分け-む 山の 深さ を も 染めし 

もみ ぢの 色に 見る かな 

鐘 聲送レ 秋 

け ふの みに 秋 をと ぢ むる 山寺の し^ 

まの 鐘の 夕 ぐれの 聲 

うら 枯る、 野 寺の 鐘の 入相の ひとこ 
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ゑ ごとに 秋 ぞ_!51^ れ ゆく 

山寺 秋暮 

しぐれつ &秋も 過ぐ める 山寺に うつ 

ぶし 色の 袖ぞ さむけき 

翳 旅 暮秋 

古鄉を 刖れし 袖に 置き そめし あした 

の ST そ 霜と なりけ る 

暮秋 雲 

あし がら や 關の村 山 秋更けて しぐれ 

もよ ほす 峯 のうきぐ も 

庭 を 秋の 野に つくりて 

う つ し植ゑ て ちぐさの 花 ぞ^きに け 

お ほ. ？ 

る大墙 嵯哦野 はとはす ともよし 

野色混，，秋光- 

ぉきゎたす6^もちぐさににほひっ 、 

いづら を 花と わき ぞ かねつる 

人々 秋の 野に 遊ぶ 

秋の 野 はに ほふ 絲 はぎ 葛の 花 誰も 心 

の ひかれて ぞ來る 

山路 秋 行 


さ を 鹿の 妻 こふ 山 を 秋 ゆけば 袖に 先 

づ しる 初し ぐれ かな 

八月の 末、 田ば たといへ る 所 

の 西 行 庵へ 人々 と共に 行きて 

秋 山寺に 遊ぶ とい ふ 事 を 

たきもの &煙 にか へ て 立つ 霧の はれ 

ぬ 山べ に 今日はく らしつ 

秋雜 

時 わかぬ 峯の岩 ほ も はふ 蔦の もみ づる 

に 秋 は 見えけ り 

八月 十四" 日景 雄が 扇 合 しける 

時、 紫苑 のか さねの きぬして 

はりた ろ 扇に、 紅の 紐 をぬ き 

てみ なむす びして 垂れた る を 

出して、 それに そへ ける 歌 

露 深み 紫苑^  く 野の 秋の 月う つろ ふ 影 

もうす 色に して 

殘る日 かす もはや 一 j 日 三日と 

なりぬ る を、 玉づ さかけ てく 

る聲 だに せャ、 概は なほ 染め 


がて なる は， 心お そき 秋に も 

ありけ るかな、 され ど 姉の 葉 

のい やしげ なる ものから、 う 

ら 山吹の 袖お ぼ ゆるまで 染め 

なした るが、 文 机の もとに 散 

りくる にお どろき て 貝いた せ 

ば、 晴れにたる{„^|ぃっしかか 

たへ くもりて、 しぐれ さと 降 

りきぬ、 うらがれ たる 荻の 菜 

も しづ 心なく > 获の 下葉の 色 

附 きたる が ほろ くと 池 水に 

散りて ながる、 も を かし、 こ 

こら あせ 行く 芝生に われ も か 

うの はかなげ なる、 りんだ う 

の 我 はが ほなる、 すべて 哀れ 

ふかし、 すいがいの もとより 

軒の つままで は ひか、 れ るつ 

たは、 や- * 下ぞ めして * さす 

がに をり 知りが ほな り 

初し ぐれ あはれ 知れと か 秋の色に 人 


の 心 を そめて 行 くらむ 

こ は 長月 廿 七日 心地 そこな ひ 

て たれこめ ける をり のこと に 

なむ 

長月つ ごもり 田舍 わたら ひし 

て 

昭 きて 紅葉い ろ こき 里 をし もな どん,' 

日の みと 秋 はて ぬらむ 

冬 歌 

I* 一な も 

背面な るいち しば 原の い ちじ ろく 冬來 

にけ りと 吹く 嵐 かな 

秋 くれて はやく も 冬 は 龍 田 うら さび 

ませる けさの 嵐 か 

秋 暮れて Sf る 木の葉 も 有る もの をうた 

て はげしき 峯の嵐 か 

山家 初冬 

山里の 雲の 行き かひい となき は 都 もべ,' 


朝 やし ぐれ そむら む 

十月 更衣 

あきつ 羽の 袖ぬ ぎ か へ て 今： n より ゃ朽 

紫の 色の 衣 かさねむ 

冬の はじめ 山里 をと ふ 

散りて だに あせぬ もみ ぢの 霜の 上 を ふ 

みわけて 來し 跡な とがめ そ 

冬 立ちて おく 15^ 寒み 焚く 柴の しばく 

と はむ 山陰の 宿 

初冬 時雨 

きの ふし も 月に うかりし 浮 雲の 行く へ 

や 今朝の 時雨な るら む 

十月 二十 九日 東海 寺の 少林 院 

なる 縣 居の 大 だのお くつき の 

もとに、 人々 つど ひて 時雨 を 

よめる 

秋 くれしみ 山の 里ぞ あはれ なる 落葉が 

うへ に 時雨 降りつ \ 

神無月し ぐれの 雲 をし る ベ に て 落葉の 

山 を 分け も 迷 はじ 


時雨 晴陰 

木の葉 散る 山路 こ ゆれば 時雨 行く あと 

より に ほふ ゆ ふづく 曰かな 

あかつきの しぐれ 

あけた、 ば 色 そ はるべき もみ ぢ葉 にね 

ざめ 嬉しき むらしぐれ かな 

山路 時雨 

大木 曾 はけ ふ も 時雨 や 降り ぬらむ 麻ぎ 

ぬ ぬれてく だる 山人 

むらしぐれ 紅葉 こき まぜ 降る ころ は 山 

分け 衣 ほさで 歸らむ 

行路 時雨 

しぐ る、 や 道の ゆく 手の 笠 やどり 立ち 

寄る ほど ももみ ぢ 散り つ 、 

海邊 時雨 

ぃモ や *< 

碟 山の 松の 嵐に 閒き なれて 今日 も 時雨 

に 袖ぬ らしけ り 

山家 時雨 

わが 岡の 落葉 まじりの むらし ぐれさと 

の 梢 を 今や そむら む 


四卷 花 がらけ う 


135 


田家 時雨  一 

五 百 代の 田 づらの ひつ ぢ うちな びき 伏 一 

屋の 軒に 時雨 降りき ぬ  一 

十月 十 一 日 春 海道^な どと ひ 

ける に、 しぐれ 降る 夜と ふ 人 一 

ありと いふ 事 を  一 

うれしく も 降りく る 夜半の 時雨 かな 笠： 

やどりと は 思 ふ 物から 

殘杠葉 を 見る  ： 

神無月 春 おぼえた るの どけさに 残る 紅 一 

葉 を 花 かと ぞ 見る 

雨 岡の 家に て 神無月ば かり も 

みぢを 見て とい ふ 事 を 

神無月み 山の もみ ぢ 散り 過ぎて は 山 

里に さかりな りけ り  一 

砷 無月の 八日の 日 安濃 津の君 一 

の染 井の 莊へ まかりて 紅葉 を 一 

見て よめる  一 

世の 秋の色 を や こ V にと めけ む 千；！ < 

そめね 

染井 のさとの もみ ぢ P 


御園生 は 春 おぼえけ り 飛ぶ 蝶のお も か 一 

げ 見せて 木の葉 散りつ、 

かんなづき ばかり 山 ざと にや 

どり て  一 

散り残る 木々 の もみ ぢを たづね 來 てし 一 

ぐれり 雲と あ ひ やどりせ り  j 

初冬 落葉 

冬 立つ とい ひしば かりに 染め 盡すは 山 一 

しげ 山 散り そめに けり 

月の 夜 木の 棄 のちる を 見て 一 

おく 霜に うつろ ふ 月の 影ながら 散る も， 

み ぢ菜は 夜 さへ ぞ てる 

月 あかき 夜 木の葉ち る  一 

天つ 空 鏡と 見 ゆる 月 かげに ちり か、 る 一 

もの は 木の葉な りけ り 

關路 落葉 

關こ ゆるに ひさき もりが 麻ぎ ぬに 散る， 

は、 そばの 名 さへ なつかし  一 

紅葉の いたく 散りた る 山 を こ 

えたる 所 


おく 山の 梢の 秋 やい かなりし 八 尺つ も う 

れる色 を 見る にも 

いかばかり 杠葉 ちれば かくれな ゐに漲 卷 

りおつ る峯の 瀧つ 瀬  四 

河と 落葉 

朝日 山 5! の もみ ぢ葉 散り ぬめりし がら 

.  か は を さ 

みかけよ 宇治の 河 長 

^^？葉浮レ水 

飛鳥 風き の ふ もけ ふ も 吹きに けり 七 瀬 

によ どむ 木々 の もみ ぢ棻 

山 ざ とびたる 所に 木の 菜ち る 

夕月の かげ さやかなる 镇の戶 に 木の葉 

の 吹 if 昔の 寒け き 

閑 庭 落 菜 

むら 時雨 ふる ごとしの ぶす さみに は播 

の 落葉 も かき ぞ はら はぬ 

庭 もせに 散る もみ ぢ葉 やせき ぬらむ 1^ 

の 水の 音 だに もな し 

十月ば かり 物へ まかりて  § 


しぐれ ふり 木の葉み だる- * み 山 ぢは淚 

さ へ こそ もろく 散り けれ 

殘菊 

うつろ ふ をい とふなら ひの 露霜 も ゆる 

し 色なる ませの 白菊 

殘菊 映レ水 

大澤 やひと もとの 名 はしら 菊のう つろ 

ひのこる 色に こそ 知れ 

霜 

百く さの 名殘 もとめぬ 枯野さ へ ふみ わ 

けがた き 霜の 初花 

朝 霜 

有 明の 消えに し 影 を 松の 紫に しばし 续 

せる 霜の 色 かな 

金 地院に 遊びて 霜夜 聞レ 鐘. <i い 

ふ 事 を 

置き そ はる 瓦の 松の 夜の 霜 を 更け 行く 

かねの 聲に 知る かな 

杉路霜 

三輪 山の 杉の した 道お く 霜に ひもろ ぎ 


まつる 跡 は 見えけ り 

閑 庭 霜 

別れに しきの ふの 秋の 白露 や はら はぬ； 

庭の 霜と なりけ む  j 

春 海の 家の 會に卷 頭 閑 庭 霜 を 一 

日 を さ ふる 松の 下 庵 朝 ごとの 霜の 花 さ 一 

へさかり 久し も  一 

人跡 板 橋 霜  一 

朝な くお く 霜 白き 栩 橋に 誰が 別路の 一 

あと を 見 すらむ  一 

人の なり 所に て 六 帖の題 を さ 

ぐり て 霜月 を  一 

冬 だに も 人め 枯れせ ぬ 園 なれ や あした 一 

の 霜 も 花 をな しつ、 

木枯 

こ の 頃 は い をね ざり けり 木枯に 木の 簧ー 

おちく る 山 かげの 庵  一 

初冬 木枯 

立ち こめし きの ふの くれの 霧 はれて 嶺 

あら はなる 木 枯の風  一 


寒 松風 

岩 かどに 立つ やひと 木の 松に のみ 殘る 1 

嵐の 音 も すさまじ 

嵐 吹-寒 草， 

霜 寒み 音 だに たてぬ 荻の 葉 を しをりに 

しをり 吹く 嵐 かな 

寒 草 帶レ霜 

朝な さな おく 霜 白き §i 草 い たく も 年 の 

老いに ける かな 

逮飛 似レ雪 

白鷺の つばさの 風に 散る あしの 吹雪 も 

さむき 冬の 河づら 

氷 

&波嶺 の 二 をの 嵐 さえぐ て 鳥 羽の あ 

ふみ は 氷り ゐに けり 

河 上 氷 

ながる める 紅葉 をし ばし とめむ とて 河 け 

とや 早く 氷り ゐに けむ  が 

氷留- 水聲，  ； 

をし 鴨の つばさに かくる 浪の音 も此ご f 


ろ絕 えて こ ほる 池 水 

冬 GT 

風 さむみ 夕 霜 こ ほる 楦の 紫の 落葉が 上 

を てらす 月 かげ 

4； る ひ 

大 さは 嶺の 嵐に さえぐ て 轩の垂 水に 

月 ぞうつ ろ ふ 

曉 寒月 

きの ふこ そ瞎 ざめ とひし か 音た てぬ 荻 

のかれ 葉の 霜の 月影 

大 御門 ひらく 鼓の 音す みて み 橋の 霜に 

月 ぞうつ ろ ふ 

霜夜 月 

さ を 鹿の しがら み ふせし 获原ゃ 古枝の 

霜 を 照す 月影 

寒 山 月 

聲 たてぬ 嶺の男 鹿の 跡 見 ゆる 霜に 更け 

行く 冬の 夜の 月 

海 冬 月 

箱 根 路ゃ關 の 夜嵐 さえぐ て 月影 こ ほ 

る 伊豆の 海づら 


寒流 帶， 月  ： 

冬の 夜 もこ ほらぬ み をの 一 すぢ をよ す 一 

がに やどる 月ぞ 寒け き  一 

家に て 十一月 閑 庭 冬 月 を  一 

枯れ わたる 庭の S3 生の 霜の 上に 更け 行 一 

、月 を 見む 友 もがな 

冬の 夜 月 あかき に 加 茂に まう 一 

で i とい ふ を 題に て 

山 藍に すれる 袂の霜 さえて 月影 こ ほ ， 

る 加 茂の みたらし  j 

霜 ふり 月 九日 金 地院に 遊びて 一 

か へ ら むとしけ る 時 庭の もみ 

ぢ 散りて 月い とあかし  一 

もみ ぢ棻 のちる 木の もとに 弓 張の 月の 

かげ さへ 引き ぞとビ むる  一 

神無月に 閏 ありければ  一 

更に 潜 神無月と し閗く なれ ど わかれし 一 

秋 は 遠く も あるかな  一 

椎葉 

木枯 にたへ ぬ 木の葉 をよ そに 見て 殘るー 


もさび し嶺 の椎柴  う 

山 ざと に椎 ひろ ふ 

今朝 見れば 我が ゐる 山の 木枯に 落ち 椎 £ 

ひろ ふ 里の あげまき  卷 

尋， 一千 鳥，  四 

浦づた ひとめつ  行け ど大 淀の 松より 

つらき 友ち ど わかな 

夜 千鳥 

いづて 今やよ すらむ 小夜 更けて 入江 

のかた に 千島し ばな く 

泊 千鳥 

も. - ふね  たちね 

百 舟の はつる とまりの 友 千鳥 立 居い と 

なき 聲ぞ閒 ゆる 

旅のと まりに 千鳥 を 聞く 

難 波津を こぎ 出で し 日の 友 千鳥 幾夜ね 

ざめ をと ひ 馴れに けむ 

水鳥 

山河 はは やく 氷 やと ぢ ぬらむ 里 わの 水 

に 鴨ぞ群 れゐる 

網 代  ^ 


大君の みけに そな ふる 氷 魚 なれば 網 代 一 

守る をぢ が業ぞ かしこき  - 

網 代 寒 

あじろ 人 衣手 寒し 川上の 田 上 山に あら！ 

し吹く ころ  一 

落葉 網 代，  一 

もみ ぢ 葉の よるなる 時 は 里の 名 を 身に I 

はしら じな 網 代 守る 人  一 

網 代に もみ ぢ 寄りた るかた 

橋 ^ の こがる 、袖の 色 なれ ゃ瀨々 の 網 一 

代に 寄す る もみ ぢ葉 

賀茂 臨時 祭 

さ ゆる 夜に 大 ひれうた ふ 宮人の 袖 吹き 一 

かへ す 加 茂の 河 風  一 

霜 さやぐ 御 階の 竹の ませの もとよに お 一 

もしろ き 神 遊 かな 

み だ らし  ぁづ そび 

千 はやぶ る 加 茂の 御手洗 音 そへ て 東き 

の聲 のさ やけさ 

きの ふか も 美 ひか ざし、 宮人の 山 藍の 袖 一 

に霜ぞ おきけ る 


0  、 

刈り 接すお くての 稻葉 打ちな びき 田の 

面 遙に霰 ふる 見 ゆ 

雪い さ- -か 降れり 

いさ、 めに はだれ 降りけ り 春 鳥の 羽風 

にち らふ 花と 見る まで 

あした 

朝に 初雪 を 見る 

けさ 見れば ね ぐら を 出づる むら 鳥の つ 

ば さま だらに 初雪 ぞ ふる 

朝戶 あけて 見れば 嬉し も 橘の した 照る 

庭に み 雪 ふりけ り 

十一 一月 十五 日 初雪 降りけ るに 

驚の 来たりければ 

春 かけ て かれす かたら へ 初雪に 跡つ け 

そむる 庭の 窵 

嶺 初雪 

箱 根路ゃ 雲の 絕 間に 見渡せば 初雪 ふれ. 

り峯の 岩角 

越の 姬 君の 會に撟 上 初雪 を 

初み 雪 また あさむ づの 橋の 上に 今朝し 


も 誰か 蹄つ けぬべき 

雪の あした 

かた 山の 撗の棻 しのぎ 降る 雪を翅 にか 

けて 立つ 穩 かな 

雪 似，， 白雲， 

箱 根 山 所 もさらぬ 白雲 はこの 頃つ もる 

雪に ざり ける 

遠山 見レ雪 

見渡せば 降りつ む 雪 を 有 明の 月に みが 

ける 多 摩の 山 

雪 滿-, 群 山， 

出づる 日の ひかりに むか ふ武歲 % や を 

みねこと <\ -雪ぞ さやけ さ 

關路に 雪 ちれり 

見渡せば 須 磨のう しろの 山風に 雪う ち 

散れる 關の あらが き 

關路朝 雪  け 

1 r  r ぁづ •* びと の ざき  >b 

朝 ぼらけ 關路 こえ 行く 東 人の 荷 前の 箱 が 

に雪ぞ つもれる 

樵路雪  I 


山が つの 春の まう けの 爪 木に は 降る 雪 

さ へ も 花と 見えけ り 

雪 みちを うづむ 

あはれ しる 人 やわけ けむ やさ か 積む ゆ 

ふべ の 雪に 跡 も ありけ り 

古渡 雪 

まくらが の 古河の わたり を 朝 わたり 河 

瀨に ふれる 雪 を 見る かな 

孤島 雪 

伊豆の 海に ひとむら 消えぬ うたかた や 

み 雪つ もれる 浦の 初 島 

禁中 雪 

かさ、 ぎの 御橋の 雪に あとつ けて 雲井 

にの ぼる 心地 こそ すれ 

せ i 雪 

も、 しき や 御 階の またで^く かと 

見 ゆる 今朝の 雪 かな 

. 神社 雪 

鹿 島 It 砷 のみむ ろに うちよせて か へら 

ぬ浪は 雪に ざり ける 


武藏 なる 氷 川の 森に 雪つ もり 八重垣 こ 

みやし ろ 

る 神の 御社 

古寺 雪 

ひ ら や え かぜ  X  は 

さ - 浪ゃ比 良 山風の は やければ 横 河 の 

寺に み 雪 散るな り 

逮村雪 

をち 

今朝 見れば 里 はありけ り 遠 かたの 雪に 

折れ ふす 篁の 奥 

里 雪 

い こ《< ゃ曼 みね 

生 駒 山嶺の こがらし 音絕 えて 雪 しづか 

ぁキ J し つ さ ご 

なる 秋篠 の！？ 

市 雪 

朝 ぼらけ 何に 換 へまし ひんが しの 市の 

植木に つもる 白雪 

山家 雪 

わが 岡に み 雪降りけ り 玉 だれの 小 簾 か 

みやこ かた 

かぐらむ 都 方び と 

山里に 住む 人 雪の 降れる を 見る 

花見む と 入りに し 物 を 降りつ もる 雪 も 

世に^ぬ み吉 野の 奥 


雪の ふる 日 山里 をと ふ  う 

いざと はむ 今日 降る 雪に 吉野山 入りに ら 

し 人 も 待た す や は ある  花 

こ  し； i ら * と やえ 

待 つらむ と 来し かひ あり や HE 樂の外 山 卷 

四 

の 雪に 戶ぼそ あけたり 

山里の 雪の あした まらう ど 門 

に 有る 處 

立つ liw のこす ゑの 雪 を しをりに て 跡つ 

やま も 

け そめし， 三輪の 山 本 

田家 雪 

東 路の荷 前 も 過ぎて 年 深き 田ぶ せの 雪 

ぞ しづけ かりけ る 

ぬひ 子が 家に て 閑居 雪 を 

立ち よれば^ 柴の はさしながら かご 

とが ましき 松の 雪 かな 

名所 雪  ， 

みし 花の 面影 さらぬ よしの 山 かをるば 

かりの 雪の あけぼの 

,賀 の 山 越に 雪の 降りたり け 


をぐ KrK 

小 車の あとだに もな し 白雪の ふるき 宫 

路の志 賀の山 ごえ ， 

車中 雪 

たそがれの しのび 車の すき 影 もお もな 

きば かりつ もろ 雪 かな 

花と ちる 大路の 雪 を 小 車の 小 簾 か X げ 

つ & 見る 人 や 誰 

うち 日 さす 宮路の 雪に ぁぢ まさの 車靜 

けき あさ ぼらけ かな 

馬上 雪 

花なら ば 蹄 も 香に やに ほ はまし 雪 ふみ 

わくる 甲斐の 黑駒 

雪 を 見て しづかに 行く に 馬の 

おそき に まかせたり 

花と めで 月と 見つ 」ぞ あく がれぬ いそ 

がぬ 駒の ゆきの まに く 

雪降りた るに 人々 舟に のりて 

行く 

隅 田 川 夕 こぎ 渡り |巩 波^の 端山に つに 

く 雪 を 見る かな 


月 雪の 夜 舟に 乗りて 人の もと 

を訪ふ 

明けぬ とて こぎ はか へら じ 月 雪に まさ 

りて 思 ふ 友 を 訪ふ夜 は 

雪中 遠 情 

橘 立 や 間き わたり こ し おもかげ も 心 に 

か i る 今日の 雪 かな 

雪の 中に 遠 かた をお も ふ 

ち、 ぶ 山 かひが % かけて 降る 雪 を 隅 田 

河べ に 誰か 見 るら む 

雪 朝 眺望 

すみ だ 河く だす いかだ をよ すがに てみ 

雪な がる & あさ ぼらけ かな 

雪 朝 遠望 

& 此カ たく 烟 のみこ そ 埋もれぬ 河より を 

ちの 雪の あけぼの 

雪の 山 をつ くりて 

春 かけて あらそ ひ殘れ わが 園に 雪 もて 

つくる うねび 耳な し 

竹に 雪の 降り か- -れる 所 


たかむら やね ぐらの 鳥の 立つ かたに こ む 

ぼる、 雪 もお もしろ きかな 

雪の 木に 降り か-" りけ る を 

しろた へ  の もり 

白妙に み 雪 ふりけ り をち かたの 野 守が 

A ど  く  *H かし 

門の 葉び ろ熊橒 

見渡せば こと 木より 先づ枝 たれて 雪 重 

げ なる 庭の ゆづる 葉 

ぬひ 子が 家の 贈答 會に 竹に 雪 

のか- 4 れるを 折りて 人に 

君訪 は^まが きの 竹の よと 共に 雪と つ 

もれる 言つ くさ まし 

人の 家に 女す だれの もとに 立 

ちいで、 雪の 木に 降り か、 れ 

る を 見る 

冬 ごもり 人 待つ i の 空 だき を 梢の 雪の 

花に かさまし  ラ 

杣 山に 雪 ふれり、 柴人 かへ る W 

かた  ：^, 

折り そへ し 高ね の 花と 見る ばかり しづ 

pi  卷 

が 爪 木に つもる 雪 かな  s 


雪 高う 降りた るに 蓑き たる 人 

ひとり 柴橋 わたらむ とする 所 

雪 深み 今日 こむ 人 を あはれ とて 河より 

をち に 誰か 待 つらむ 

雪の あした 入. 江に 釣す る 人 あ 

り 

花との み 入江の 松に 散る 雪 は はぬ 今 

日の 幸に ぞ 有りけ る 

火桶の もとに 人々 ゐて 雪の い 

と 高く 降れる を 見る 

白雪 はやさ か 降りけ り埋 火のお きゐて 

つもる 物語せ む 

かしら 

頭 白き 翁 ある 所に 雪 降る 

はやくより 頭に ふれる 白雪 を 梢に のみ 

と 思 ひける かな 

しはす 十六 日 雪 ふりけ る 日く 

め 子が 故 1^ を 思 ひ 出で、、 な 

に はがた あしの まろ やの はい 

ならむ や へ に 降りつ む 4r '日の 

しら 雪 とよみし とい ひお こ 


せければ 

あしや 

なに はがた 蘆 屋の雪 も 君 見す て ふる か 

ひなし と 世 を やわ ぶら む 

雪中 待レ春 

厭く よなき 人の 心の 花と 散る 雪に も 花 

の 春 を まちつ & 

晴雪落 n 長 松， 

梢より たる ひの しづく 落ち そめて やが 

てこ ぼる、 松の 雪 かな 

野 行幸 

雪 ふれば あけ もみ どり もお しなべ てむ 

ら ごに 見 ゆるみ 野の 狩人 

大野に みかりす るかた 

大空に 杠葉 ふきまく 麾 すゑて 狩る や 交 

野の み 野の 朝風 

鹰狩 

衣手に きの ふ は 指り し 小获原 朝立ちな 

らしと がりす るかな 

はなち やる 手 なれの 磨に さき 立ちて 心 

空なる ますら をの 友 


雪の あした 磨 狩した る 所  う 

¥陀 の 野 やと だち も わかす はだれ 降る 

あしたの 雪に きそ ふ 狩人  g 

女の 家に 狩す る 男 来たれり  卷 

玉 かづら か. -ら ざり せばまれ にだに 逢 四 

ひも かたの. -み 野の かり 人 

連日 鹰狩 

3 で  しぐれ 

かり 衣 冬 立ちし より 宇陀の 野の 時雨に 

雪に ぬれぬ 日 もな し 

炭 竈 雪 

炭 Is や 雪の した 折り 中々 に烟 となりて 

あら はれに けり 

冬 ごもり したる 家 

5 づみ！ S  、 

人訪 はに やどの 埋火 かきおこし ほひお 

こして 昔 かたらむ 

燧火 似レ春 

小 野 山 やまだき かすめる 炭窬 のな ごわ 

t5 づ みび 

—  の埋火 

山家 如レ春  „ 

冬 ごもり 焚く ゃ義柴 の ゆ ふけぶ りかす 1 


む 軒端に 梅 も^きつ \ 

神樂 

榊 葉に うち 散る 雪も皇 神の みそな は 

すがに 御 火 白く たけ 

英 山の 榊が 枝 を 雪ながら 手 草に とり 

て 神 あそびせ り 

汲みて しも 神ぞ知 るら む大原 やせが 

ゐの 水の 清き 心 を 

禁中 神樂 

宮人の 豐 のあそび は 更けに けりと る 

や 手 草に 霜のお くまで 

佛名 

ひと ^ せの 罪 もこよ ひに つくし 綿 か 

づきつ れつ、 かへ る 法の 師 

降り 積る 雪 を 分け こし 山伏の 春お ぼ 

ゆらむ 柏 梨の 酒 

佛名 おこな ふ 家 

木々 もみな 綿 かづけけ りみ ほとけの 

名を唱 ふなる 庭の しら 雪 

沛 名の あした^る 、空に 


北山の 室の 戸ば そ を あけた i ば 露 や 

いと 5^ よそに へ だてむ 

年 內早梅 

世の 外の 宿に も 梅の 花の みぞよ その 

いそぎに さそ はれに ける 

歳暮 近 

とし 月 も いつしか 春に ゆづる は を 折 

り もて はこぶ 遠の さと 人 

年の くれに 

とし 浪の よどまねば こそ 立ち かへ る 

春 を も あまた 待ち なれに けれ 

春 を 待ち 年 を 惜むも ひと せの 心す 

さみのと ぢめ なりけ り 

来る を 待ち 行く を惜 みて 昔より 思 ひ 

さだめぬ 年の 暮 かな 

海邊 歳暮 

としな.^ 

年浪は 立ち か へ ると も 来む 春 を はや 

うち 寄せよ 沖つ 汐風 

ま 帆 かけて 風に まかす る 浦 舟の た 2- 

過ぎに のみ 過ぐ る 月日 か 


都歲暮  3 

海山の 千々 の 貢 もお のづ からつ ど ふ ー 

都の 年の 暮 かな 

家々 歲暮 

家 ごとに 春！！^ つ 色の 梅 やなぎき ぬ も 

て はこぶ 時は來 にけ り 

閑 中 歳暮 

とく 過ぐ る大 かたの 世の 年月に いは 

ほの 中 はなら はす もがな 

こと 更にお くりむ か へ ぬ 宿に しも 行 

きか ふ もの は 年に ざり ける 

歳暮 松 

が 岡 や ふりし 子 日の 老木 さへ み 雪の 

下に 春 を 待 つらむ 

とよ 年の しるしの 雪 をつ みそへ て 遠 

山 松 を はこぶ 頃 かな  う 

年 くれて 竹 ある 家  Si 

くれ 竹の しげみが 奧に鴛 と共に 春 待 £ 

つ やどりな りけ り  き 

年の 暮に 山より 爪 木こりて 出 四 


でた る 所 

雪 ふかきみ 山に これる 爪 木まで 明日 

や 都に 春 を 知 るら む 

年の 募に 友 をと ふ 

月に と はれ 雪に とひつ \ 年 くれぬ 明 

曰 は 子 日に いざと. S はまし 

年の はて 雪 

白雪 は 八 尺 積む とも 行く 年の 蹄 だに 

見えば 追 ひし かまし を 

年の 暮に 人の もとへ 

行く 年 を 同じ 心に をし まなむ むかし 

の 花の 养 ならす とも 

年の 暮に 女の もとへ 衣 調 じて 

やる とて 

花鳥の 春に あ ひ 見む 痦 しさ をつ \ む 

ばかりにたてる^？！なり 

しづけ き 所に うつろ ひし 年の 

暮に 

世の中の いそぎに もる、 人と は 柴 

の戶 あけむ 年のと ぢ めに 


つか へ をし ぞ きしょり 力く 世 

の 外に あり ふる は、 いくらば 

かりの 年月に かおくり むか ふ 

る わざ もなければ たに 

か へ ると も 行く とも 年 を 思 はねば 心 

はとはに 老いせ ざるら む 

身 をお のが ものと なしつ るよ 

りか. -る 大御代に あ ひて しづ 

かに こ V らの年 を ふるたの し 

さ をお もへば、 暮れ行く き は 

みとて さらによ は ひの つもる 

を わびしと しも 思 ひたらす、 

とれ ど 人 まねに 歌よ ます や は 

さ て かくな む 

花 もみ ぢ あくまで めでし 年月 をた 

に 過ぎぬ と 思 ひける かな 

5 るふ 

きさらぎに 闺 ありけ る 年の 暮 

こ 

としとの み 思 ひける かな 花 ちれる 河 

瀬に 春の よど も ありし を 


うき 事 も 知らで ふる 世に 何 を かもな ら 

やら ふ聲の 四方に きこ ゆる  S 

山家 冬 深  卷_ 

吾 門の 眞榊 折りて くだるな り 今ぞ都 四- 

さとかぐら 

に 里祌樂 する 

春澍近 

たかむらに つばさなら は す鴛も 春 待 

ちが ほに 見 ゆる ころ かな 

ぬひ 子が 贈答の 會に 五節の 夜 

人の もと へ 

を とめ子が けふ髮 あげのから を 櫛 さ 

して 龜をか 思 ふと は 知る 

つねな 

追 傑 

宫人 のけ ふ 引く 桃の たつ か 弓 花 さく 

春に いるに ぞ ありけ る 

ぬひ 子が 家の 贈答 會に 節分の 

夜 方た が へ に來る 人に 

めぐりあ ふ 今宵 ひと 夜 を かぎりに て 4 

明日 やわが 身 も ふるされぬべき  1 


mm 花 がらけ う  U5 


家に て 歌よ みける に 家々 除夜 

を 

來る春 を ほどに つけつ 、待つ 夜 かな 

玉し かまし と 思 ふば かりに 

冬 星 

東屋の 耔の垂 氷に うつろへ る 光 も 寒 

き あか ぼしの 影 

冬 夜 山 

箱 根 山 夜半に 越え 行く は ゆ ま ぢの鈴 

の 音 さ ゆる 木 枯の風 

あ. r*<sbAi  C  - さき  .  J 

東 人の 荷 前 やい そぐ 夜 を こめて 駒 引 

きすぐる 足 柄の 山 

冬 野 やく 所 

さ を 鹿の 花づ まかれし 思 ひも や 野路 

の烟に 立ち そ はるら む 

冬 海 

見渡せば 霧 降りけ り わたつみ の かざ 

しにさせる 玉 も 散る がに 

冬 田 

おしなべて ひつ ぢ生 ひつ、 冬 淺き田 


の 面 は 今 も みどりな りけ り 

松 子の もとにて 冬の 田 を 

V や. 5; 

しづけ さに 心 をよ せば 小山 田の 秋く 

れて こそと ふべ かり けれ 

この 庵 はに ひ ほりの 田の 面に 

むかひ たれば なり 

田 づらに ひつ ぢ生 ひたり 

ほに 出ねば 刈る 人 をな み 中々 に 小 田 

の ひつ ぢ ぞうら やすげ なる 

屛 風の 槍に 冬武藏 野に 旅人 立 

てり 

いづこに かゆ かり もどめ む 紫の 根 は 

ふ 大野 も 枯れ わたる ころ 

刀 痛 川 冬 

伊香保 風い かに 吹けば か 刀 踊 川の 瀬 

にす む 鳥の 聲の 寒け き 

冬 木 

夜もすがら 嵐 吹きし く椎が もと 落つ 

る 木の 實の 音ぞ ひまな き 

花の 春 もみ ぢの秋 も 白 の 知らで 幾 


冬 みどりな るら む 

冬禽 

霜 塞き 萩の 古枝に うち 羽ぶ き 春 待ち 

が ほの 野路の 鴛 

雪に 訪ふ庵 まぢかく なりぬ と は 門 守 

る 犬の 跡に こそ 知れ 

ひ 1& 

大比歙 や 檜 原の 吹雪 塞ければ 横 川の 

ほらに ましら 鳴くな り 

冬 玉 

主 しらぬ かざしの 玉と 思 ふまで 散る 

や 霰 も あはれ とぞ 見る 

冬 筵 

橋 姬の袂 やい と 1- さむし ろに 吹き か 

よふら む 宇治の 河 風 

冬 眺望 

隅 田 河岸の むら あし 枯れ ふして 甲斐 

が % 遠き 雪 を 見 るかな 

人の もとにて 冬 祝 

武藏の 海 沖つ k 先に 住む 千鳥 群れつ 


つ 千代 をよ ぶ や 誰が ため 


戀 歌 

初 港 

露し ぐれ 染 むる もみ ぢの 初し ほや こ 

がれ はつべき はじめな るら む 

岩が ねの こにしき 山 を ふみ 初めて 苦 

しかるべ きわが 行く へ かな 

忍戀 

とこと はに 絕ぇ じと ぞ思 ふが 無 瀬 河 

した 行く 水の 入 しれす して 

互忍戀 

ハ 

もらさ じの 心 くらべ も 月日 經ば いづ 

れか 先に 色に 出で ま L 

見戀 


秋風の 立つ や 野末の はたす、 き ほの 

見し よりもみ. たれ 初めてき 

聲 をき く戀 

ク ひばり 聲 のみ 閉 きて 戀 ふるともう 

はの 空に や 思 ひな すらむ 

あから さ *2 こ./^ 

白 地 

染めつ くす 峯の杠 葉 を いづる 日の あ 

からさ まにし 逢 ふ 4^ 逢 ふか は 

通 レ書戀 

なかく に淺 しと 人に 見 ゆやと て 思 

ふ 心 は つくさ ざり けり 

忍 通 レ書戀 

みちの くの しのぶの 浦の 濱 千鳥 あと 

なと にめ そ 寄す る 白浪 

見レ書 戀 

我が 中 は 木 曾の かけ 路 にあら なくに 

ふみみ る さ へ も かしこ かりけ り 

返 レ書戀 ： 

とにかくに 人の 心の あら 小 田 は 力へ 

す 文に も 思 ひ 知られつ 


刖無 レ書戀  が 

沖つ 浪 立ち わかれても 濱 千鳥 あとだ ^ 

に 見えば 何 かなげ かむ  r 

新戀  ^ 

今 はたに 思 はじと 思 ふ 心に もな りね 

と祌に 祈る ばかり ぞ 

祈經 レ年戀 

葉が へ せぬ 柏の 社に 年 へ て もつれな 

かれと は 祈り や はせ し 

祈不 レ逢戀 

まれに だに 逢 ふ 夜な きかな 木綿 だす 

きか けても 神に さや は 祈りし 

馴不 レ逢戀 

つま ごと 

逢 ひがたき しらべよ いかに 爪 琴の il 

る、 ばかり を 息の緒に して 

遇不」 逢戀 

露け さは 同じ あしたの きぬぐ を 我 

のみ かく ぞくた し はてぬ る 

船中 馴戀 

^^のうきた る 中 も 水 馴棹見 酬れて ー 


後 や こがる ベら なる 

疑ふ戀 

思 ふて ふ 人の 心の あらまし を 見 はて 

む 世まで 在りへ てし がな 

互疑戀 

白雪の 花と あざむくなら はしに 花 を 

も 雪と 思 ひけつら む 

疑 -一 眞僞， 戀 

花 は 散り 雲 は 消えな む 後まで も それ 

か あらぬ と猶ゃ 退ら む 

あるとき は あら じと 思 ひさのみ はと 

たどる やつ ひの ほ だしな るら む 

來不 レ留戀 

人 ご \ ろうき たる 雲 や 吾が 山に か- - 

ると 見る もとまら ざるら む 

違 レ約戀 

たのめす て あ ふよ あらな む 契 力し に 

たが ふ を 常の なら ひなり せば 

待戀 

かひな さに 思 ひやます て 山寺の 幾夜 


の 鐘 を か ぞへ來 ぬらむ 

待 空明戀 

しの i めの 明けす ばいつ を 限りと か 

たのめし ま 、に 待ち わたるべき 

逢戀 

今宵し も あふく ま 河の 埋れ 木の 朽ち 

せぬ かひ はありと こそ 知れ 

さ、 なみの 志 賀の大 わたよ どめり し 

恨もなしゃ，^マ宵ぁふみは 

うつ V と は 思 は ざり けり 夢に のみ あ 

ひ 見し ほどの こ、 ろなら ひに 

契戀 

きの ふまで あ ふに かへ つる 命 もて ゆ 

く 末と ほくな どち ぎ るら む 

飛鳥 河 あすの 淵 瀬 もしら なくに なが 

れ ての 世 を 潜た のむ かな 

山 松の 千と せまで こそ かたから め 葉 

がへ ぬ 色 を猶ゃ ちぎらむ 

契逢戀 

ちぎりし にたが はぬ 夜半 はな かく 
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互 契逢戀  1- 

待 つらむ と 思 ふ もしる き 空 だき を か 

たみに しめし 夜 を 忘れめ や 

契-来世 i 

目に 見えぬ 来む 世 を かくる 愚 さも 知 

られ ぬば かり 思 ひなり にき 

稀逢戀 

く まもなく 月 澄む 夜半の 星 なれ や 稀 

なる 中に 思 ひ 消 ゆらむ 

夢逢戀 

逢 ふと 見し 夢の た ぢ をと ありけ む 

かく 有りけ むと 思 ふ はかな さ 

夢中 逢戀 

逢 ふと 見て 夢路に かわく 袖の露 さめ 

てぞ 更に 置き まさりけ る  う 

ことならば かたみに かへ むよ しもが 

な 逢 ふて ふ 夢と 逢 はぬ うつ、 と £ 

覉 中逢戀  せ 

あぶくまの 名 を 頼み こし かひ 有りて 五 


心の奥 も 今宵 こそ 見れ 

誓戀 

妹と 背の 中に 流る- - 河水の 結えむ 世 

にこ そ 君と かれな め 

欲 レ刖戀 

•  別路の 野路の を ざ さも 分けな くに ま 

だきに 濡る、 袖ぞ あやしき 

人の もとより 曉に歸 りて とい 

ふ を 題に て 

有 明の 月に 問 はに や 殘れる も かば か 

り 袖 は 露け かる やと 

後朝戀 

にあ ひて あかす 別れし あしたより 

露 を あはれ と 思 ひ 知りぬ る 

あ ひ 見ても 续れる ことの 多 かりき 物 

いひ か はせ 袖のう つり 香 

と めお きし 心 もお のが こ 、ろに て 

なげく や 何の 心な るら む 

名立戀 

憂し とてもい か V はす ベ き 共 に 名の 


立た ば絕 えむ と 契り や はせ し 

おのが 名 は 霞と 共に 立ちみ ちて 思 ひ 

はるけ むよ しのな きかな 

すますな りに ける 女の人に 名 

立ちければ つか はしける とい 

ふ 心 を 

昔 わが 入りに し 山と 思 ふより うきた 

る 雲 もよ そに だに 見す 

無き 名 立ちけ る 人に とい ふこ 

ころ を 

白 I？ 花ぞと 人の い ふめれば いざ こ 

ころみ に 手 折りて ぞ 見む 

歎-無名， 戀 

立た なむ 名 は 千 名の 五 百 名 もな げか 

め や 逢 ふて ふ 事の まさし かりせば 

忍 レ淚戀 

音な しに 落つ る淚の 瀧つ せ もな がれ 

て 人に 汲み や 知られむ 

顯戀 

末 かけて しのび はてむ の あらまし も 


馴 る-につけて 弱り もやせし  う, 

馴戀  S; 

つら かりし 昔 を 更にい ひ 出で V 馴れ g 

て も かこつ ふし はありけ り  卷 

依レ 忍增戀  五 

年經 とも 忍び はてむ の 心に は あ ふさ 

きる さの 袖の 色 かな 

通 

SS のな き 世と おも ひ 定めつ、 ひとつ 

心に われ はたの まむ 

逐レ 日增戀 

日に そ ひて おも ひ 入. 江の み をつ くし 

みがく る  >- まで 成り や はてなむ 

冬 來增戀 

^ぎ じぐれ に 染みし 袖 を 見よ 昨日 

の 露の 秋 は 物 か は 

切戀 

死ぬ ばかり 思 ひし まめ や 立た む 名 を 

いと ひし 程の 心なり せば  8 

朝厭戀  1 


いと はる i 身 を 知れと しも 朝 ごとの 

鏡の 神 や 影に 見 すらむ 

顯變戀 

谷 陰の 一 木の さくら 何し かも 風に し 

られ てうつ ろ ひ ぬらむ 

俄變戀 

末の 松 待 つらむ とのみ たのみつ、 よ 

がれせ しまに 浪 越えぬ とか 

臨 レ期變 ぁ戀 

令 宵し も あはむ とい ひて いなみ 妻 辛 

荷の さきの からき 悔しつ 

かなら すと いひし に 違 ふつら さより 

-A ぼっかな さはた のみ ありけ り 

風聲 催レ戀 

つ *<ご と した ひ 

爪 琴の 下 樋に かよ ふ 風のお と を閉く 

我 さへ に 音に 立てつべし 

隔戀 

隔て ある 人の 心のう き 雲ゃ筢 えぬな 

みだの 雨と なるな む 

毎夜 他行 戀 


つれな さも さすがに 思 ひ 捨て やらで 

よその 夜 がれ を 待ち わたりつ、 

難 レ忘戀 

わすれむ とし ひて 思 はじ 忘られぬ 思 

ひのみ こそ かたみな り けれ 

i 

思へ ども 思 はぬ 人 はにくからで 思 は 

れぬ 身の 恨めしき かな 

欲&戀 

とも すれば わりな く 人 を 恨む る や 絶 

え はてぬべき かごと なら まし 

琴の 緒の 絕 えなむ とて か 松風のお と 

づれ さへ も 遠ざか るら む 

S 

今更に 思へば あやし かりそめに SS え 

しゃいつ のす さびな りけ む 

互 恨絕戀 

難 波なる うらみう らまれ たく 雜の筢 

えむ とまで は 思 ひかけ き や 

月前戀 


我が 袖に やどり なれぬ る 月の みぞ 挹 9 

えぬ 思 ひ を 穴 二 に .？？ ら む 

逢 はぬ 农は思 ふあたりの 袖の露と ふ 

らむ 月の 影 も むつまじ 

逢 はで 夜に ふるの 早稻 田の 苗 を 刈 

るまでと や はかけ て 契りし 

經 レ年戀 

1 一 もとの すぎし 契 をた のみつ 、なが 

れても 世に 布留 川の 水 

をり/, \> は 忘れむ とのみ 思 ひつ- -忘 

れ すながら 年ぞ齷 にけ る 

舊戀 

人と は ふる 川の べに 年經 つる 過ぎ 

にし ことと いひて やみな む 

故 21^  う 

住みす て. -か へりみ もせぬ 人 をな ど ら 

しのぶの 草よ ひとり 露け き  % 

罱中戀  卷 

わくら はに 戀 しき 人 を水釋 かたみに 五 


今朝 はさし ぐ まれつ i 

旅泊戀 

室の 海浪に うきねの 枕に も 心のと ま 

るふし はありけ り 

老後 初戀 

今 はたに 駒 もす さめす 成りぬ れど猶 

； W 草の 萌ぇ ざらめ や は 

春戀 

春され ば 身 をう ぐ ひすの になれ て 

こぞめ の 梅の 色に 出で ぬる 

初 草の したに 萌 えつ 、戀 ふる 間に 春 

の 霞と 名 は 立ちに けり 

夏戀 

うき 人の 秋に あはす て 我 もし かと も 

しに 消 ゆる 命と もがな 

大 かたの 思 ひなり せば！^ 遣 火の いぶ 

せき 門に 車よ せめ や 

あ ひ 見ても あやめの 枕桟 ながさに な 

ら はぬ 夏 Q 夜 を かこつ かな 

遠方 の^^の 小屋に たく 紋 火の かひ 


なくての みこが ると を 知れ 

七夕 戀 

こよ ひし も 手 向く る絲 のうち は へ て 

長き 契 を むすびて しがな 

秋顯戀 

瀧つ 瀨に ちる や 紅葉の 唐錦 あら はれ 

てこ そ戀 ひま さり けれ 

冬戀 

かつ 亂れ かつ 碎 けつ- -物思 ふ 身の た 

ぐ ひなる 玉 霰 かな 

わび 人の 袖の しら 露 秋 くれて 霜と な 

りても 消ぞか へりつ、 

氷り ゐ しいつ ぬき 河の いっと かもと 

けて ぬる 夜 を 待ち わたるべき 

冬 契と いふ 搴を 

人の & ぎの 荷の 緒む かしょり 結び 

しま- - のちぎ りと もがな 

雪中 戀レ人 

待ちわび て 袖う ち拂ふ 面影 も ゆき 見 

ま はしき 妹が 門 かな 


雪の 日 人を戀 ふる  う 

かくと しも 人 は 知ら じな 白雪に かよ 

ふ 心の あとし 見えねば  g 

遠戀  き 

いとせ めて 忘れす とのみ 吿 げやら む 五 

た. よりからすな 心 あ ひの 風 

名所 戀 

新 治の 鳥 1^ の あ ふみのと はに のみ 戀 

しき 人に あ ひ 見て しがな 

非レ 心離戀 

逢 はで 世に 在り はてめ や も 心さへ か 

れ ぬと 人の 思 はす もがな 

齄女 遇，， 他人， 戀 

しめ ゆ ひし 庭の 橘 われなら ぬ 袖に か 

れと おほし や はせ し 

P 面戀 

人目お ほみ 言 問 ひか はすよし ぞ なき 

#0 みぐ る 《< 

物見 車の 立ちなら ベ ども 

戀雲  G> 

箱 根山峯 にあ はだつ 浮 雲のう きたる 1 


戀ぞ よるべ.^ られぬ 

戀の こ X ろ を 

いつはり と 思 ひ はてなば まこと を も 

まこと  >- 知らで 過ぎぬ ベら なり 

寄レ 月待戀 

待つ からに かなら す 月 はと ふ もの を 

頓 みがた き は 人の 心 か 

寄レ 月契戀 

镇の戶 もさ 乂で や-寝ら む 月の 夜と か 

けし 契 を 忘れ ざり せば 

寄レ 月逢戀 

玉の 緖 のながら へて こそ 月影 も 心 も 

はる. - 夜半 も 有り けれ 

寄レ 月別 戀 

惜め ども あかで 隱る i 月 か. げを 人の 

上 に はな どうつ しけむ 

入る 月に 人の 刖れ をた ぐへ なば かな 

らす 明日の 夜 をした のまむ 

おき^れ 行く もとまる も あはれ とて 

月 や 抉に 影 を わくら む 


寄レ 月恨戀 

今 はた 忘られ はてし 身 を 秋の 袖に 

夜 がれぬ 月 も 恨めし 

憂き 人の つら さに 曇る をり く を 月 

にお ほせて 恨みつ るかな 

寄 レ風戀 

あはれ とも 思 はぬ 風の 心 ゆ ゑ 終に 消 

えなむ 露の 玉の緒 

寄 レ水戀 

山の ベの み 井の 眞淸水 ふり ぬれ どす 

みわたり し 妹 は 忘れす 

寄レ 田逢戀 

秋の 田の かりそめぶ しも 日 を かさね 

こひぢ にたちし かひと こそ 見れ 

寄 レ江戀 

つれ もな き 人に 心 をつ くま 江 や 刈ら 

ぬみ くりに 袖ぞ ぬれけ る 

寄 レ河戀 

いか なれば 河と 見ながら こがれつ 

渡らぬ 袖に 浪 はかくら む 


寄，， 禁中- 轡  S 

いつまで か 人の 心 は 荒海の かた 戀の 

みに 世 を わたるら む 

も i しき や 近き 衞の 名のりに も かひ 

なく 更 くる 夜 を 歎きつ i 

寄レ 花逢戀 

袖 ふる- -ひ 一 夜の 花のう つり 香 を わが 

身 散りな む 後 も 忘れ じ 

折り えても 猶 こそ あか ね樓花 雲と 見 

しょの 憂さ は 思 はで 

寄 レ草戀 

戀 ふれ ども 引く 人ぞ なき 谷 陰に ね は 

ふ眞葛 やわが 身な るら む 

寄 レ椿戀 

逢 ふ 事 はかた 山 椿 せめてな ほ棄 がへ 

ぬ 色 をた のみ わたらむ  ラ 

寄，， 埋木， 戀  ：f 

ながれて は あふく ま 河 を 命に ていく  g 

年浪 に埋れ きぬら む  卷 

寄 レ獸戀  r 


思 ふ 事 やまと こと ひの くび 木に は 塔 

ヽ ぬば かりにつ もる と を しれ 

, 寄 レ猪戀  ャ 

奥山の 岩 ほの 中に 住みぬ とも 妹と 臥 

5g の 名 を やた のまむ 

寄レ m 稀戀 

たまさかに 人 をみ 山の かひな さに 戀 

を ましら の 音 をのみ ぞ啼く 

寄 レ蟲戀 

秋の 夜 は 尾花が もとの 機 is 女 あやに 

戀 しき 音 を こそ は 泣け 

寄 レ玉戀 

いにしへ にあり て ふ 玉の みすまる の 

見す ば 心に か \ らまし や は 

寄 レ衣戀 

あきつば の 名 さへ ゆ.^ しも をと め ご 

がす V- しのきぬ のうす きのみ か は 

逢 ふ 事 を 遠山 指の 狩 衣 かくめ づ らし 

き 妹に も 有る かな 

つれな さ を 翁 まつ はしのう への 衣 深 


くも 人 を 思 ひ 初めつ 、 

寄 レ蓑戀 

春雨の 晴れに し 後 はかけ て だに 思 は 

れぬ 身の 果ぞ 悲しき 

寄レ 照變戀 

か、 りせば 鼎の 足の みづ はさす ft ま 

でと 人に 契りお かじ を 

寄 レ鐘戀 

鐘つ きて とぢ めむ とし も 契らぬ をな 

ど 憂き 人の いらへ だに せぬ 

物 思 ふころ ひ とり ごとに とい 

ふ を 題に て 

もの 思 ふ もお のが 心の 外なら すい ざ 

思 はじと 思 ひなり なむ 

いはしろ 

かくと だに 人に はえ こそ 岩 代の 野中 

の 松の むす ぼ ほれつ. - 

いかでと 思へ ども 色に 出で が 

たき 女に とい ふ を 題に て 

いはす して 年へ ぬる 身 を あはれ と は 

あら ざら む 世に 思 ひ 出で 、よ 


女に いきて 物い はむ とい ひけ う 

れば きても 何事 を かとい ひ い 

ける にと いふ を 題に て  花 

老いぬ とてす さめぬ ころの 篱も 音に 卷 

し 立てな ば閉 かす や は ある  五 

よし さらば いらへ せす とも 萩の 葉に 

おとな ふ 風 を あはれ と は閉け 

久しく 来す とて ふす ベて 出で 

ぬ 人に とい ふ を 題に て 

待 つらむ と來 しか ひぞ なき まつら 河 

せ膨 のよ ども あれば 有る 世に 

われ を 知りが ほに ないひ そと 

有りければ とい ふ を 題に て 

知る と い ふ 枕 は 言に 出で ぬと も 吾 や 

はい はむ 人の 名 だてに 

我 を 知りが ほに 人に いふなと 

いひ 侍りけ る 女に とい ふ を 題 

にて 

月日へば おの づ からに も 立た む 名 を 2 

かごと になして 挹ぇ むと かする 1 


忘れぬな めり と 見えし 人に と 

いふ を 

橋 柱 ふみかよ はねば 今 はた 5- 昔な が 

ら のこ、 ろと は 見す 

あり 所 しらせぬ 女に とい ふ を 

拷 維の くるし かれと や あさりす る 蟹 

の 子との みいらへ しつら む 

簾 ごしに 物が たりし 侍る とて 

とい ふ を 

かりそめに かけし 伊豫 據を 一 重山隔 

て 、すめる思ひなりけ.=^ 

の もとに 女 琴 ひく 男來 りて 

懸想す とい ふ 事 を その 女に 代 

りて 

ひと かたに やどり 定めて さす 月の 影 

ならば こそ！：！^^きもと め乂 

しのびた る 男 雨の 降る 夜まで 

来て ぬれた るよ し歸 りてい ひ 

おこせば とい ふ を 題に て 

心しる雨にもぁるか人とは^-ぬれ^^ 


きっと 君 こた へ てよ 

思 ふ 人 を 今 は 見 じな と いひて 

と いふ を 題に て 

うつろ ふ を 見て こそ 鹿の 音に はなけ 

霧 立ち こめよ 萩が 花 妻 

うき 戀 をし かまの 市に 立た むより い 

なみじとまで おも ひ 成りに き 

人づ てに いひ やる とい ふ 事 を 

た ひとめ 梢の もみ ぢ 見る ばかり 霧 

吹き分けよ 峯の 秋風 

思 ひ あまりし のぶに 堪 へぬ ひとこと 

を 百 言に しもな して 傳 へ よ 

今 は 待た じと 思 ふに と はれた 

ると いふ を 

今 はとて 構の 板戶を さしながら 心よ 

わさ や 人に 見えけ む 

懇 想し 侍りけ る 人の 家の： IS を 

わたると てい ひ 入れけ ると い 

ふ を 題に て 

物い はぬ 花 はしばし とと， めねば 鳴 


きつ、 臈の 過ぐ るな りけ り  3? 

けさう し 侍りけ る 女の 更に 返 

、し 侍ら ざり ければ とい ふ を 

It ど^ 流れて を昆 む稻 舟の いなと も 

人の いはぬ たのみに 

女の もとより 文はなくて 忘 草 

の 花お こせた るに とい ふ を 

今日より はわが 下紐に つけつ-も 忘 

れ やする とい ざこ  ろみむ 

文 かよ はして いと ひさしく 成 

り ぬれ ど つれな き 人に とい ふ 

を 

S 根 はふう きに もこり す いく そた び 

鵡の 羽が きかきつ くしけ む 

文 やりけ るに つれな かり けれ 

ばと いふ を  " 

§1^ のこた へぬ 山に 分け入りて なげ ：f 

きこる とも 人知 るら め や  花 

日に ひとたび は 文お こせむ と 卷 

いひけ る 人のと は ざり ければ 3 


とい ふ を 題に て 

いづこに かねぐら しめけ む 霜の 上に 

今日の み 鳥の 跡 をし も 見や . 

文 ちらす と 聞きて 文 か へ さむ 

と 女の いひけ るに と 云 ふ を 

白雲の かさなる 山の 岩根 ふみかへ す 

がへ す もな げき たれと か 

歌に よりて まさる 戀 

人 ご- -ろ 花に なりけ る ことの 葉 も か 

つ 見る からに 思 ひこ そ 添へ 

はじめは 思 はで 後に 患 ふ戀の 

こ V ろ を 

今更に つらし と 人の 思 ひけむ 昔に か 

へる こ 、ろと もがな 

つら かりし おのが 心の はやながら あ 

らまし かばと 思 ふわり なさ 

門 さして 入れざる 戀と いふ 事 

を 

淸見渴 浪の關 守 ゆるさねば うらみて 

のみや 立ち かへ らまし 


雨 降る とてと はぬ 人の 降らぬ 

にも 見えねば と いふ を 

いその かみ ふるとて 人のと は ざり し 

恨 を そふる 月の 夜半 かな 

今宵と 契りて 人の 來 ざり けれ 

ばと いふ を 

たのめつ i 來ぬ夜 を いかでた へぬ ベ 

き 待 つ に なら へ る 身なら ざり せば 

五月雨 ふ る こ ろ 人を戀 ふ 

五月雨に 水 こす 池の なびき 藻の 人に 

知られで よりも 逢 はなむ 

しはすば かり 人の もと へ 

み 雪 さへ 年 さ へ 深く 成りぬ る をい つ 

まで あさき 人の 心ぞ 

ぁひ昆 て後ぞ 

玉ゅらにぁひ見て後ぞ小^&^朝ぉく 

露の 消え か へりぬ る 

偽りて ありか を敎 ふる 戀 

ほと- - ぎす たづね ぞゎ ぶる 山 彥のぁ 

ら ぬみ 谷に こた へ せし より 


かたこり  う 

あはれ とも 誰か は閉 かむ 吾が 戀は片 ：：リ 

^き す 音に たてつと も  ^ 

うらむ  卷 

が 草 ゐる板 井の 清水 ふるされて 淚の 五 

みこ そ さしぐ まれ けれ 

うらみす 

つれ もな き 人の 心 を かに かくに 恨み 

しほ ど はたの み 有りし を 

やち またに とふ やゆ ふけの しるしな 

み 恨み じと こそ 思 ひなり ぬれ 

ないがしろ 

紅の あらそめ 衣 あさら かに 思 ひそめ 

つ、 など 着 なれけ む 

しらぬ 人 

わたつ 海の 千 ひろの 底 は 知らね ども 

見 まく ぞ ほしき しづく 白玉 

いひ はじむ 

やさしと てい はで やみな ばい はばし 4 

るた ぎつ 心 をい か せくべき  I 


あした 

かへ りて ぞ袖 はひぢ ぬる 別れに はし 

のぶ あまりに もらさ ざり し を 

あ ひお も ふ 

いはね ども こふと はしる や 問 はね ど 

も 思 はれぬ と はしる き 物 ゆ ゑ 

夢のう ち も かたみに 思 ひた ゆまねば 

逢 ふと 見る 夜 や 逢 ふと 見 るら む 

問 はる  も 問 ふ も あやなき す さび か 

なかた みに 思 ふ 深さ 淺さを 

いはで おも ふ 

言に いで、 いはね の 松の 二葉より 下 

に戀 ひつ、 神 さびに けり 

ねぬな はの くるしく も あるか 椅 玉の 

小 崎の 池の いひ も 出で ねば 

いは じた 1- 引佐 細. 江の いなとい はに 

身 をつ くして しか ひやな からむ 

いはす して 人に 心 をつ くし 見む おの 

づ からに も それと 知る まで 

ひと 夜へ だてた る 


馴れ ぬれば ひと 夜ば かりのよ がれに 

も 明け 行く ほど を 待ちわびに けり 

ふた 夜へ だてた る 

難 波なる 蘆の ひとよ は堪 へに し を ふ 

た 夜ながら や 逢 はじと はする 

もち  ね まお づぎ 

望に あ ひて 結びし ひも を 居 待 月 待ち 

えてと かむ 夜半 ぞ この 夜半 

三 夜へ だてた る 

逢 はすして け ふ 三日月の 眉 引く を 妹 

が 面 わに 見む よし もがな 

近くて あはす 

さ-' なみ や 近つ あ ふみ は 名のみ にて 

あ £ぴ と 

みるめ も 刈らぬ 浦の 蟹 人 

人 を 待た す 

岩 代 やむ かし 結びし 契 さ へ 忘れぬ る 

身 はまつ とし もな し 

人づて 

あ ふみの 海 みるめなければ あつら へ 

5 ちで 

て 打 出の 濱 のうち 出で なまし 

思 ひ いづ 


忘られす 思 ふが 中に 思 ひ 出 づる心 や S 

何の こ、 ろな るら む 

人 も かく 思 ひ は いづ や 思 ひ 出で \ な 

がむ る { 仝に 面影 ぞ たつ 

かくれ づま 

逢 はぬ 間 は 木の葉に うづむ 谷水の し 

のびに むせぶ こもり づま かも 

になき おも ひ 

かば かり はかど はむ 風の つても がな 

及ばぬ 峯の 花の 白雲 

年へ て 逢へ る 

見し 世に は あらや なれ ども 語ら へ ば 

心ぞ もとの 心なり ける 

い たづら に 絕ぇゃ はてなむ 昔より 思 

ひよわらぬ 心なら すば 

Lfc みづ 

後 撰 集の 木の葉ち る 山の 下水 " 

埋れ てながれ もやらぬ 物 を こ ：f 

そ 思へ とい ふ 歌の 返しの 心 を £ 

おぼろげの 水の ながれや いさ、 めに 卷 

散る 木の葉に もよ どむな るら む 五 


同じく あだに 見え 侍りけ る 男 

に、 こりす まの 浦の しら 浪立 

ち 出で、 見る ほど もな く歸る 

ばかり ぞ と ある 欺の 返しの 

こ ろ を 

須 磨の 浦の 松の 嵐の はやければ よど 

み もやら でかへ る 波 かな 

同じく、 今 はて ふ 心つ くばの 

山 見れば 棺 よりこ そ 色 か はり 

けれ とい ふ 歌の 返しの 心 を 

筑波嶺 の しづくて ふ 名は淚 にて か は 

る は 袖の 色に ざり ける 

後 拾 遣 築の， しのびつ、 やみ 

な むより はお も ふ 事 ありけ る 

とだに 入に 知らせむ とい ふ 

歌の かへ しの 心 を 

山の 井の やまむ より はと 閉く からに 

淺き心 を 汲みて こそ 知れ 


雜 歌 

嶺上雲 深 

立ちのぼる 雲より 奥に 音す る は箱棂 

の 海の 岸の しら 浪 

朝 雲 出，， 馬按 

旅人の 朝 行く 駒の ひづめより 雲た ち 

のぼる 足 柄の 山 

田家 煙 

筑波讃 の 茂き 惠 はしる きかな すそ わ 

の 田ゐに 立つ けぶりに も 

民戶烟 

おし 照る や 雜波髙 k の 昔より 培 ゆる 

世 もな き 民の けぶり か 

山家 烟 

折 々 は柴と いふ もの- -煙 だに あはれ 

と は 見よ 都 かた 人 

海 邊烟幽 


葦获 のしげ みに 立てる 烟にぞ 蟹の 苦 う 

屋の數 は 見えけ る  ^ 

タ陽 映レ島  ^ 

夕づ く日浪 にに ほひて 杠のゅ はたに 卷 

見 ゆる 笠 鎗の島  ナ 

閑曉 

鳥が 皆 はふ もとの 雲に ひ きつ、 軒 

« に 落つ る 有 明の 月 

山ぶ しの 曉 おきの 聲 さへ も 雲の よそ 

なる 谷 陰の いほ 

幽夕 

5<路 行く 人のお とな ひ 結え はて-軒 

I？ にかへ る 家 培の こ ゑ 

山 

足 柄の 神の 御坂 を 越えて しもな ほ 富 

士 のね は雲ゐ なりけ り 

山家 

山 ざとの おの づ からなる 花に 馴れ 杠 

葉に あきて 吾が 世へ なまし  ！ g 

山家 積 レ年   ^ 


うつぼ 木に 年へ し 世 さへ おも ほえて 

asj のまし らぞ なれて とひけ る 

おち じひお 

我 山の 峯の落 椎生ひ 出で、 陰た のむ 

ベくな りに ける かな 

山 畑 

をち かたの 畑 やく 煙 打ち かすみ 春お 

も ほ ゆる 深山べ の 里 

曉關路 

家に 在りて 聞きし に 似た ると りの 音 

にいく 曉の 關路こ ゆらむ 

道 

4*7  やそと も を r  > 

被 かくる 八十 伴の 雄の 行きなら しつ 

かへ ならさむ 大路なる かも 

確の ほとりに 人 来て 見る 

水. 4 は 雲ゐる 山の 零に て 岩が 根 ゆす 

る 藤つ 白波 

み吉 野の 瀧の 白絲 くり 返し 翁し のば 

る、 とつ 宮 どころ 

音に のみ 閉き わたりに し山姬 のさら 

せる 布 をき て 見つ るか & 


井 

藤 原の み 井の 眞淸水 たづ ねても 昔 を 

汲みて 知る よし もがな 

名所 湖 

雲の ゐる嶺 の， の いくよ 經て箱 根の 

海 はた 、へた るら む 

海路 

昨日まで 雲井に 見えし 山の端 も浪路 

にき ゆる 舟の 道 かな 

海の ほとりに 風 吹き 浪 立つ 

風 をいた み 沖つ 島山 かっかくれ かつ 

あら はれて 浪 立てる 見 ゆ 

荒！ 8 に浪 のよ るの を 見て 

わたつみ は あやしき 物 か に 花と 

雪と をと はに 見せつ- * 

干潟に 貝 拾 ふ 

あやはと り 舟 清ぎ よせし 住の えの 錦 

貝 を や 我 は ひろ はむ 

嵐 山 

花に 恨み 杠 葉に いと ふ 名 はお へ ど 翁 


なつかしき 嵐 山 かな 

瞎 答の 會 にしが の 山 越に て 人 1 

にあ ひて とい ふこと を 

思 ふ 事なる とやい はむ 风生坂 こえて 

戀 しき 人に あ ひけり 

入 間 

梓弓 末 ふりおこ しさつ 人の 入 間 わた 

りに を 鹿 鳴くな り 

ふるき 東歌に なら ひて 武藏國 

の 歌 を 

武藏な る 都筑の 原の 十 つ ^ き仕 へ 

とち 

まつらむ ますら をの 伴 

東なる 國榮 えけ り 橘 i の 街の たちば 

ないや 常 I- にて 

妙 意 尼が 小 松 川の 宿りに て 刀 

禰歸 帆と いふ 事 をよ ませけ る け 

夕汐も <rr や さすらむ 百 t の ほのかに お 

とね，  ic 

歸る 刀禰の 川づら  お 

ふるさと  ^ 

かざし 折る 人 も あら じ を さ、 なみ や 


志賀の 古鄉花 さきにけ り 

^く 花の さかえし 代より 千年へ てに 

ほひ 殘れ る奈 良の 古梅 

いにしへの 藤 原が 上 里 ふりて 三 井の 

翼 水 汲む 人 もな し 

妙法 院 一 品の 宫の宮 所の 廿四 

景の題 賜 はりて 歌 奉れと お ほ 

せ 事 有りければ よみて 奉りけ 

る 

十二 景 

陀峯彩 霞 

おしなべて 世 を 照し ますみ 佛の 名に 

負ふ峯 ゃ先づ かす むらむ 

平 林 春 花 

立ちつ 1. くしげ みの 樓唉 きしょり 花 

ならぬ 木 も 花の香 ぞ する 

靑 田亂眭 

春 深み 綠 にかす む 苗代の 小 田の をち 

こち 眭 なくなり 

西 山 夏 雲  . 


愛&山 雲の あはた つ そなたより 村雨 

そ 、ぐ 夕べ す t.- しも 

喬 松啼鵑 

こ は-か  み そ . 

木 高 力る 御園の 松 を しをりに て 力れ 

す も 問 ふか 山 ほと X ぎす 

茅檐 明月 

いにしへの 手ぶ りおば ゆる 茅が 轩神 

代ながら の 月 や 澄 むらむ 

曲塢 秋草 

Iti に V 田の 議ぅ つして は £i 

の 花 も 所え て # ^く 

虹 橋丹提 

染め わたす 岸の もみ ぢの 散る 頃 はみ 

池の み 橋 虹 をな しけり 

曉園 積雪 

見渡せば み 園の 雪に 明け そめて 四方 

の 村 山 ましろな りけ り 

羊 池 浮 鴨 

水淸 きみ 池に 馴る \ あし 鴨 はう き 事 

しらで 世 を 渡 るら む 


蕭寺淸 鐘  う 

なべて 世の. 現の 夢 もさ ますら む 夕べ ：f 

の 寺の 鐘 3 ひ どきに  花 

竹 窓 夜雨  卷 

宵の 雨の 笹の棻 つた ふ I!. を もよ むば 

かりなる 窓のう ちかな 

自適 巷 六 勝 

茱花經 鳥 雄 

春され ば^く やす V なの 陰 さらす す 

すろ に 音 を も 鳴く き^す かな 

穉苗 田流螢 

早稻 苗の ほに 出で ぬ ほどの 夕 露 や あ 

はれ 螢の 命な るら む 

露获 簸吟蟲 

秋获の 花の しづくの しげければ ま 垣 

にす だく 蟲 のこ ゑぐ 

枯 草原 晨霜 

入りて 潜 草の； 1! 生に 影の こる 月 かと 

ばかり 見 ゆる 朝 霜  お 

風 松 溪樵歌 


なげき こる 業と は いは じ 松風の 聲に 

きそ ひて うた ふ柴人 

A4! 茶亭 閑話 

栂の 尾の 源き よき 眞淸 水の あかぬ ま 

と ゐは樂 しかりけ り 

生白 樓六勝 

花 林矓月 き 

^きつ 1^ く 花のに ほひに つ 、まれて 

影 さへ かをる 春の 夜の 月 

竹 岡凉月 

風 わたる 岡邊の 竹の ふし 待の 月 さし 

出づる ほど ぞ凉 しき 

孤松 皎月 

いくち あぎ 

ひとつ 松 あはれ とて こそ 幾千 秋 月 も 

さやけ き 影と むらめ 

雪峯 寒月 

打ちむ かふ 高嶺の 雪 を よもすがらみ 

がき そへ たる 有 明の 月 

. 樹 抄佛閣 

S. 年 へ し 松の 綠に大 寺の 瓦の 苔の い 


ろぞ あらそ ふ 

鳳闕 瑞雲 

久 かたの 夭の 御蔭の みあら かにた な 

びく 雲 も 世に 似 ざり けり 

同じ 宫の橫 翠園十 景の內 君子 

榭 とい へ る 事 をよ めと お ほせ 

ごと ありて 短冊 を 賜へ り けれ 

r 此 君子-謝と い へ る は、 御園の 

は うちの いほりに て、 赏 1 一 君子 之 

花 一 爭ニ 君子 之藝 一、 名 レ谢以 M 

君子- 云と 書け る 御 額 ありと， t 

よき 人の こ、 ろ 高さに たぐへ 見む 稍 

の 花 も 月の 光 も 

鎌 倉 鶴が 岡 莊嚴院 の 奥の 猿 躍 

峯の 上に 昇仙臺 とて あづま や 

有り、 伊豆 相模の 海山 目の前 

に 見え わたる、 其の 屋の 額に 

歌よ みて 書きて よと 莊嚴院 僭 

都の 請 ふに よりて よめる 

あづまち  ゃスー つな 

東路の 遠つ 海山 こ& もとに 八十 &は 

へ て 引き やよ せけ む 

高野山なる 鳳 存阿閎 梨が 其の 


山に をさむる とて 歌 こ ひけ わ 9 

ば  1 

l^s が 跡の 名 さへ も 高野山 人り にし 

人ぞ しのばれに ける 

富 士の山 かける 槍に 

大 かたの 山て ふ 山の 君と しも あ ふぐ 

み 山 や 富士の *3 山 

富士の 麓に あなる 白 絲の瀧 を 

搶 がきて 欽 書きて よと 人の こ 

ひければ 

富士 のね の 霞の きぬの 五 百 か を 誰か 

織 るら む 白 絲の瀧 

屏風の 緣に 越の 白山の かた か 

ける を 

白山 を越路 の をち に 問 はで しもと は 

に 消えせ ぬ 雪 を 見る かな  け 

住 吉 の繪に  t 

千と せ經し 岸の 松原 二葉より 見 そな 花 

はしけむ 住の 江の 神  f 

宇治 河に 柴流 すかた かける 搶 


160  六卷 花 がらけ う 


に 歌書き てよ と isJ 岡 大德に 乞 

はれて 

宇治 河 を 下す ま柴の しばらく も 淀 瀬 

なき をば 見す や 世の 人 

逮多 かる!^ に 釣 人 あるかた 

絲 たれて い を 待つ ほど は 津の國 のな 

に はの こと も 思 は ざるら む 

竹に 山鴻 かける かた 

色 かへ ぬ 千 ひろの 竹に ふし なれて 同 

じ みどりの 山ば との 聲 

岩ね に 小 松 生 ひたり 龜ぁ そふ 

所 

岩が ねに 根ざす 小 松の 生 ひ 先 はよ ろ 

づ代 ふべき 趣ぞ知 るら む 

京の 小澤鑒 庵が もとへ 千里 を 

としつき 

隔て 侍れ どこ.. -らの 年月 まの 

あたり 語ら ひか はし 侍る 心地 

せらる、 ま-に、 うちつけな 

る も から 立ち か へ る 春の ほ 

ぎ ごとき こ え 侍る. 


君 も あれ も 百世 を へ つ 、花鳥に あく 

や あかす やい ざ 試みむ 

ものみな はとん 

妙法 院宮 のお ほせに てよ める 

搶の 欲のう ち 七 首 墨が きの 梅 

を 

見れば かつ かをるば かりにお も ほえ 

て 散る 恨な き 梅の 花 かも 

竹の もとに 鶴た てり 

くれ 竹の 千よ にわが よ をと り そ へ て 

君に ゆづるの 聲 もの どけし 

巢 父の 牛 牽け るかた 

上つ？ g をい ざ とめゆ かむ 世の 塵に 濁 

れる水 はか はまく もうし 

松かさと いふ もの かける に 

おの づ から 落ちし 木の 實の おひの ぼ 

り 雲 か-る 世 を 待つ ぞ 久しき 

竹深留 レ客處 とい ふ 詩の 心-を 

くれ：^ の 夕 陰 もよ しすな ほなる 代の 

ふる ごと も 語り あかさむ 


もみ ぢ 散りた る 所 鹿の 拂見ゅ 

S を しか 

妻 ご ひに 立ちなら しけむ 小男 鹿の 睐 

見る さへ も あはれ なりけ り 

宫の 書かせ 給へ る 富 士の繪 に 

神代より 髙く 貴き この 山 をう つす 

2! のす さびに ぞ 見る 

萬 葉 集に あなる 憶 良 太夫が 松 

浦の 玉 島 川の 鮎つ る をと めに 

言 問 ひける さま かける 搶に 

松 浦なる 玉 島 川に 住む あゆの のぼり 

ける 世の. みやび 思 ほ ゆ 

お J^^^ の 縛に 

曉の 雲に あへ りし 有 明の 月の 行く へ 

を猶 しのぶ かな 

道 風 朝臣の かたに 

かしこき や 南の 殿に 七 か へ りふみで 

の 跡 をと めし 人 はも 

Jil ぎの 俊薩が 孔雀に のりて 川 

渡る ところに 

花園の たへ なる 琴の しらべに は 天つ 


をと め も 心 ひかれつ 

もろこしの 莊 周が 眠れる かた 

かきたる 獪に 

^く 花の香 をな つかしみ ぬるま さ へ 

野べ の 胡蝶に 身 を やかへ けむ 

ながせ ま さき 

梅園 院 にて 長 瀨眞幸 が 肥 後 へ 

か へ るう まの はなけ むすと て 

古今 集^の 歌の 句 をお の/、 

さぐりて、 こ ひしき もの をと 

い ふ を 

相 見ねば こ ひしき もの を濱 千鳥 跡に 

のみや はしの び あへ まし 

1 一月ば かり 京へ 行く 人 をお 

く る 

嵐 山た かねの さくら 折り かざし か へ 

れ わがせ こ 花 散らぬ まに 

越の 君の くす し 安田 征盛さ 月 

はじめ 伊香保の 出で湯へ 行く 

を 送る とて 

うつせ 身の 人 を 助く る 入 を こそ 伊香 


保の 山の 祌も 守らめ 

日 を さ ふる 繁 みが 奥 Q 伊香保 風 涼し 

かるべき 旅 寢をぞ 思 ふ 

上 毛 や 伊香保の み 湯の わく 子な す 若 

がへ りつ &歸り ませ 君 

越後の やすしが 古 鄕へ歸 る を 

おくる 

神の ます い ゃ^^^ノり 山 いや 千度 行き 返 

りても あはむ 君 かも 

中 津の君 豐國へ 旅立ち 給 ふ 時 

によみ てま ゐらす 

豐國の 企 玖の 濱松 吹く 風 も 君 待ちつ 

けて 千代 呼ば ふらし 

梅の 宫の神 司 橘 經亮が 京へ 歸 

る を 送る 

あすより は 千里の よそに かぐ はしき 

名 をのみ きかむ 梅の 宮人 

その かみ は 常世の § とい ふめれば 下 

枝 を だに もうる はしみ せに 

黑 川盛隆 がみち のく 南部へ 歸 


る を 送る 

君が よも 吾が よも 共に 磐に て あ ひ 1 

見む 時 を まつが 浦 島 

やよひば かり. H 明が 豐後國 へ 

かへ る を 送る とて 舂 海の 家に 

つど ひて 人々 歌よ みける 時 

； S れては 野 山の 霞へ だっと も 言 だに 

はやみ は まかぜ  . 

つてよ 速 水濱風 

同じ 時に 後 撰 集の 句 題た つ 日 

をよ そに 

臈 がね も 共に か へ るか 君が 今朝お も 

ひ 立つ 日 をよ をに 見す して 

やよひば かり 南禪 寺の 僧 巨 海 

が 京 へ 歸るを る 

都べ は 春の 錦と 間く からにた ち歸る ゥ 

をば いかで と^めむ  け 

七月 二十 八日 濱臣が 熱 海へ ゆ が 

あみに 行く を 送る 

いかばかり 心行 くらむ 伊豆の 海ゃ浪 f 

にう つろ ふ 月の 夜 頃 は 


いつは あれ ど 伊豆の 機 間に 出 づる湯 

のわきて を かしき 旅寢 なら まし 

伊豆の 海 や 沖に むか へ る 走 湯の はや 

歸り ませつ k みなく して 

きさらぎ ばかり 京 の 小 野勝義 

が歸 るに il 山 の 形す りたる 

紙 をお くると て 

都路は 遠山す り の 旅 衣 かさねて を ゆ 

け 冴え か へる ころ 

物へ まかりけ る 人に 扇 やる と 

て 

^れ路 に 身 を こそ わけぬ 心 あ ひの. 風 

を 千里に たぐ へ てぞ やる 

西 尾 安道の 古鄕 阿波の 國へ歸 

るに 筆 船に そへ てっか はす 

古鄉は 神の 御 面と 聞く からに 鳴戶の 

沖もう しろ 安し や 

鶴の かたに ぬ さいる \ もの を 

して 

天 とぶ やつる の 郡に 行く 人 はよ を 長 


ち はの 神 もま もらむ 

ちえ子が 子の 律師の 都へ 登り 

たる ころ、 ちえ子が もとにて 

卯月ば かり 都へ 行きた る 人 を 

思 ひて とい ふ を 題に て 

君が いにし 都 を われ も 忍び音の 山 ほ 

と- - ぎす つばさ かさなむ 

贈答 會に 田舍 へ 行 ^女 に さう 

ぞく やる とてと いふ を 題に て 

夢に だに おくれ じ もの をから 衣旅寢 

の 床に うちか へ してよ 

覉中 懊レ都 

しばし だに 都の かた を 思 はすば か は 

る 野 山 や 心 ゆか まし 

殘月 越レ關 

1^ ゃ淸水 にう つる 有 明の 月 を 見す 

て &過 ぐるた び 人 

芝 

數 ならぬ 庭の 芝生のう へに だに 春と 

秋との 色 は 見えけ り 


武藏 野の 紫 草 を 得て 人に やる う 

とて  ら 

武藏 野の 千ぐ さの 秋の あはれ さを此 £ 

の ひと もとに こめて ける 力な  卷 

濱ゅふ  丄， 

かぎりなき 南の 海の 五 百重浪 幾重よ 

すらむ 浦の 濱ゅふ 

岩 苔 

川上の ゆつ 岩 むらの 苔む しろむ かし 

を 今 もしき しのぶ かな 

苔 爲，， 石 衣， 

位 山峯の いはほの 苔 ごろ も綠 ながら 

に 年へ しゃ なぞ 

松に か、 れる苔 を 見る 

山 松の 幾 代 をへ て か 神 わざに かくる 

日蔭の かつら 生 ひけむ 

竹 

0 の ね ぐらながら の聲 をし も閒 くべ 

かりけ る 宿の 竹 むら  ^ 

窓 前 竹  1 


すなほなる 心の 友 か 上つ 代の 書卷き 

かへ す 窓の くれ 竹 

砌下 栽レ竹 

嬉し さの I ふし ごとに 今より は 色 そ 

はるべき 園の くれ 竹 

松  と 

あはれ て ふ 御言 を 松に と^めし ゃ異 

木に まさるた めしな るら む 

阔松 

ふな を か 

秋 更け て しぐれ 降るな る 舟 岡 も 松 は 

こがる i 色な 力り けり 

社頭 松 

神の ます 北 野の 森の 一 夜 松 一夜に 春 

の 色 やそ ふらむ 

松年久 

辛 崎の 一 木の 松に 高 人の 舟 待ちつ け 

し 昔と は や 

松 歷レ年 

松 島 や 松の むらだち 岩が ねに ねざし 

そめし は 神の 御世 かも 


嶺 松年久 

さ i れ石 のむ かしょり こそ 契りけ め 

嶺の いはほに 立 てる 松が 枝 

松 契，， 多年， 

契り 置きて ふた 楚 よりし も 天雲の 梢 

にか、 る 代 を や 待 つらむ 

いのち 長き 人の 前に 松 竹 有る 

家と い ふこと を 

住む 入の 千世の どち とやい つの 世に 

松と 竹と をお ほし 立てけ む 

昔う ゑし 松と 竹との 陰 見れば わが 世 

も 高くな りに けらし も 

聲 知らむ たがつ ま 琴と なりな ましみ 

山の 奥の 桐の ひと もと 

水鄉鳥 

おしてる や 堀江の 水に 住む 鳥の なに 

は 都の 跡ぞ のこれる 

髙 島の あと 河浪の おともせ で 寄す る 

は 鷲の あさるな りけ り 


暮林鳥 宿  ぬ 

河 上の 一 むら 林 幕れ がて に ゆる は 1 

驚の ね ぐらな りけ り 

鶴 立レ洲  ： 

君が代に いく 世へ ぬらむ うな 上 や 沖 

っ洲 崎に 立てる あし 鶴 

浦 i 嗚レ月 

眞 なご 路を 月に みかける 玉の 浦 や は 

なれ 小鳥に たづ 鳴き わたる 

名所 鶴 

よる 浪に 八千年 馴れて あし わかのう 

ら 安げ にも 見 ゆる たづ かな 

雨 屮！？ 

かきく らし 雨 も ふる 江の 夕 ぐれに み 

の 毛ぬ れつ k 驚た てる 見 ゆ 

曉更鶴  S 一 

またるべき 物と も 知らす 庭つ 鳥 かけ ：：" 

てうら みし 昔 を ぞ思ふ  花 

わし 

沖つ 浪千 たびく だくる 岩角に おり ゐ ふ" 


る 驚の， 蹙も すさまじ 

う 

風 荒く 夕浪 よす る はなれ 礎に あなう 

とおのが 名に やわ ぶら む 

をし 鳥 を に 入れて おこせけ 

る に 

中々 に 八重垣 こもる 心地に てたら ベ 

る 鴛ぞ羡 まれけ る 

猪 

千よ ろづの 仇に むかひて 走り 猪の か 

へ り 見せぬ を 心と もがな 

龍 

かく るれば 现の水 を 住みかに て 雲井 

を わたる §^ぞ あやしき 

藥 

いく 藥富士 の 煙に たぐへ す は 其の 代 

の 人に 今 も あは まし を 

言の葉 

葦 かびの もえし 神代の 古 ごと も 雪の 

基に こそ： おに 傳へ けれ 


ふみ 

かく ぞと も. <- はしら 、の.； 55 千鳥 跡 見 

る ごとに 袖ぞ ぬれけ る 

大木 曾 や 木 曾の かけはし ふみ 見す ば 

かしこ かる 世の 事 を 知らめ や 

ふみ 見れば たの しかりけ り 石 上 ふり 

にし 世々 の 友 を あまたに 

鎮 

た を やめの 櫛 笥の鏡 心さへ うつらば 

いかに やさし からまし 

弓 

ふりに ける てぶりう たはむ 梓弓 本つ 

御世に も 引き か へしつ \ 

冠 

キ！ よみ はら 

淨見原 ひじり の 御代の みことのりい 

た 1^ きまつる かう ぶり ぞ これ 

ぬの 

神 わざの 麻ぬ の 衣 神の 世の てぶりお 

ぼ ゆるよ そ ひなり けり 

南部の 盛 降が みちの くの 鹿 角 


鄉 といへ る 所より 出せる 紫に う 

て 染めた る 布 をお こせて、 『止 ：f 

藏 野の 若紫に め なれて は 色 も 花 

あはれ も ふか、 ら す こ， V と 卷 

いひお こせければ 

むらさき のね も ごろ 君が おも ひこ そ 

心の 色の 深さ をぞ 知る 

名 取 川の 埋木 もてつ くれる 摘 

に 歌書き てよ と 乞 はれて 

宮人の よ、 の詞に 名と り 河 名 は あら 

はれし 底のう もれ 木 

琴 を かりて 返す とてと 云 ふ を 

題に て 

玉 琴よ ひきはなる とも 明日より は 下 

樋に かよ ふ 風と なりな む 

倭 琴 

お まや しえ 

大 八洲 國の 名お へ る 琴に こそ 神代の 

ま &の音 は殘り けれ 

いかり  S 

大船 をと むる いかりの つな 手雜こ \ 


ろ强 くも 見 ゆる 君 かな 

はかり 

おふけな く 心に かけて しのぶ かな は 

かり 知られぬ 千代の ふる ごと 

苓箐 

紫の 根ば ふよ こ 野の はつ 若菜 かたみ 

に つむ も ゆかり ならす や 

人の もとむ るに よりて 硯の ふ 

たに 

おの づ から 靜 けき もの \ 世 々をへ て 

盡 きぬ 例 を 見る 石ぞ これ 

やむ ごとな きわたり の よろこ 

び ごとに 文 車 まゐら する に そ 

ふる 歌 

めぐりく る 千代の 春秋き 2 の棄 をな ほ 

® みそへ む 文車ぞ これ 

msk 隙 河の 塊 木して 文臺 作り 

て それに 歌書き てよ と 杉 田 氏 

が こへ るに 

言の葉の 花^き 出で つか- * る 代に あ 


ふくま 河の 底のう もれ 木 

人の 乞 ふま、 に 書きて あた へ 

ける もの を、 いとよく よそ ひ 

なして それが 箱の ふたに 歌書 

きて よと い へ りければ 

上つ 瀕を とめつ、 見れ ど 水ぐ きの 底 

ひ をえ や は 汲みて しるべき 

閑居 

む ぐら 

里人のと ふ も かなら す いと はお ど萚 

ぞ門 をと ぢ はて にけ る 

1 すぢ のかけ ひの 水と われの みぞ 此 

の 山陰に すみ はてぬべき 

眺 

葛 飾の 國 狩より 兑れば 一 むらの 布 ひ 

き はへ し刀输 河の 水 

あはと みる 安房の 海 吹く 汐 風に うか 

ぶ 木の葉 や あまの つり 舟 

伊勢 じ まや 汐 干の なごり 見渡せば た 

ふしの 崎に 玉  一？ If 刈ろ なり 

橋 立 や 松風 遠く 音づれ て與 謝の あま 


入 袖 か へ る 見 ゆ  5 

湖水 眺望  1. 

布施の 海 や 小舟よ せけ む 宮人の 面 か 

げ うかぶ 垂姬の 崎 

述懐 

い たづら に 身 は 老い ぬ ともかく ばか 

りうき 事 もな き 世 をば うらみ じ 

しづけ かる 時に あ ひつ、 花に あき 月 

にあく がれ 我が 世つ くさむ 

水沫 なす はかなき が 世に 多 かる をう 

れし くも 身 は 老いに ける かな 

名 を さ へ に 草の 原に はくた さじの あ 

らまし 事 もお ふけな の in^ や 

花やう き 月 やわび しき H: 花の あらむ 

限り は 世 をば かこた じ 

天の下し づけ かる 世に あへ る 身 はさ け 

ら にみ 山の 奥 ももと めじ  ("ン 

寄 レパ述 .ぉ  花 

月 をのみ など 惜 むらむ い たづら にわ f 

が よ 更け 行 く 身 を ば 思 は で 


寄 レ花述 

ハ介陰 の ^^木 の さくら » だ に も知ら で 

屮々 の どけ かりけ り 

むかし を こふ 

い たづら に 過ぐ る 月日 は をし からで 

昔の 遠くなる がわび しさ 

敷 妙の ふりし 枕に と ありけ むかく あ 

りけ むと いふが はかな さ 

人の 三年の 忌に 春 懐 暫 

天が ける たまの 行く へ をした ひわび 

あがる 雲雀の ね を や 鳴 くらむ 

牧村 刀自が 越 前の 國 にて みま 

かりて 三年に 成りけ るに 春懷 

舊を 

雁が ねの こし ぢへ 歸る聲 きけば こと 

づて やりし 人ぞ戀 しき 

人の 一 めぐりに 夏懷舊 

a- し 人 は 面影 もな しめぐ り來 てけ ふ 

にあ ふちの 花 は^け ども 

高 辻 少納言 殿の 百年の 忌に 夏 


s^i^ とい ふ 事 を 

今 も猶花 たちばな や 思 ふらむ 昔 ふれ 

にし 君が み 袖 を 

人の 廿 三年の 忌に 秋懷奮 

昔お も ふ E 、袖の露に いくめ ぐり 秋の 

なかばの はと ふらむ 

季 縣 主の 遠つ 祖山本 永久 縣 

主 代々 賀 茂の 大 神の みやつ こ 

なる が 百年の 忌に 秋の 懷舊と 

いふ 事 を 

百年の むかしお ぼえ て 神 山の やま も 

とてら す 月？ v< まなき 

人の めの みまかりて 七 年に 成 

りぬ るに 寄レ 藤後舊 とい ふ 事 

を 

今 も猶花 こそに ほ へ 藤浪の 色に かよ 

ひし 人 はなき 世に 

父君のお も ひに こもり 侍りけ 

るに、 こぞの このごろ なむ 荷 

田 御風が みまかり ぬる 事 をお 


も ひて、 御風-か 叔母なる たみ -つ 

子へ よみてお くりけ る  -し 

こぞ をし のび 今年の 秋 をな げきつ k 花 

ぬる、 が 上に ぬる、 袖 かな  ぷ 

人の 一 めぐりに 寄レ 風慎舊 力 

桐の 葉の ひと 葉 散りに し 夕べより 秋 

て ふ 秋の 風ぞ 身に しむ 

寄 n 時雨-慎 舊 

村し ぐれ いくたび 袖に かよ ふらむ そ 

ら 定めな き 世 を 思 ふ 頃 

.5 ろと 

八月な かば 諸 dr かみ まかりけ 

1 ば 

ひとりの み 鳴き やわたら む 秋 霧に 友 

まど はせ る 天つ 雁が ね 

同じ 人の 三年の 忌に 寄書 懷舊 

ふみ 見ても 袖ぞ ぬれけ るふり し 世に 

心 をよ せし 友 をし の ベば 

人の子の みまかりけ るに 秋 無 

常 を  g 

立ち まよ ふ 峯の浮 雲 野べ の 露 さだめ 1 


六卷 花 がらけ う 


なき 世の 秋 を 知れと か 

錦な す 花 野 は あせて 花と 見し 露 も 消 

え 行く 秋の くれ かな 

岩 倉 入道 殿の みむす め 勝 子 越 

の 君の みたちに ありて みまか 

られ しに 寄レ露 無常と いふ 事 

を 

かぎりなき 名 は {1^1 しくて 武蔵 野の 露 

や あだなる たぐ ひな るら む 

知 直が 母の みまかり ける 頃 舂 

無常と いふ 事 を 

来む 秋と 契り もお か で^れ 行く 雁 は 

この 世の なら ひな るら む 

人の 七 年の 忌に 秋 無常 

夕 ぐれの 雲の はたて をな が むれば か 

り は 七た び 音づれ にけ り 

東 下野 守常緣 ぬしの 三百 年の 

忌に 寄レ 道釋敎 とい ふ 事 を 人 

のよ ませけ るに 

雲の はの 薰りを 道の しをりに て 御 法 


の 花 を <f マ や 見 るら む 

たみ子が 十三 囘に 花の もとに 

昔 をし のぶとい ふ 事 を 縫 子が 

よませけ るに 

春 ごとに しのぶ も あやな 朽ちぬ 名 は 

あだなる 花の たぐ ひなら め や 

去に し 年 花 散りし より さくら 木の も 

との 心 を 知る 人ぞ なき 

仙 臺中納 言 政 宗卿百 五十 年の 

忌 に盧 橘懷レ 昔と い ふ 事 をよ 

ませられ ける 

いにしへ を 問 ふ も かしこし その 香 さ 

へ 世々 に 殘れる 軒の たちばな 

知 春 尼が 身 まかりし に 菊に そ 

へ て 手 向けけ る 

思 ひ.^ や 折る 白菊の 末の 露 かけても 

君に 手 向せ むと は 

知 春 尼が 一 めぐりに こぞの 秋 

を 忍びて とい ふ 事 を 

さめな ばと 思 ひし こぞの 夢よりも う 


つ、 の秋ぞ 更に 露け き  7 

荷 田 御風が 七 年の 忌に 月に 封 1 

ひて 昔 を 思 ふとい ふ 心 を、 

月見れば 淚ぐ まし も 天 がけり 去に け 

む 秋 はこ- ら へぬ る を 

父君う せ 給 ひて 十 あまり 三年 

に 成りぬ る、 八月の 十三 日 人 

人 をつ どへ て、 月の 前に 昔 を 

しのぶと いふ を 題に て 歌よ み 

て 手 向け 奉る によめ る 

面影 を あ ふぎて しのび 古 ごと を ふし 

て は 思 ふ 袖の 月 かな 

荷 田 在滿が 五十 年 の 忌に 月 催， 一 

舊情， とい ふ 事 を 

秋の 夜の 月 を 見つ k も 其の 名のみ さ 

やかに 殘る人 をし ぞ思ふ 

父君の 十七 年の 忌に 八月 十三 

日 人々 をつ どへ て 月似レ 古と 

いふ 事 を 

昔お も ふ 袖に とひく る 秋の 夜の 月 は 


その 世の 月に ぞ 有りけ る 

同じ 時 眺望 を 

漕ぐ 舟の 雲井に 消 ゆる 沖 見れば 見し 

世 も かくと あはれ なりけ り 

同じ 時お くつき に詣 で、 

在りし 世の 惠 みの 露 を 思 ふに は 朽ち 

て も あかぬ 袖の 上 かな 

人の 七 年の 忌に 暮 H<^ を 

ゆ ふぐれ の 霧の まよ ひに いにし 人歸 

らぬ 空に 雁 は 来に けり 

中 村 一 郯が 遠つ 祖の百 五十 年 

の 忌に 山 雪 を 

ち、 のみの 秩 父の 山の 嶺の雪 かくて 

幾と せ 積み か 添 ふらむ 

人の 遠つ 親の 百年の 忌に 池 水 

久澄 

百年の 今日より をち の 千々 の 世 も か 

くて すむべき 庭の 池 水 

姊君 桂芳尼 睦月 I 一十 四日み ま 

かり 給 ひて けぶりと なしつ る 


から を を さめ 奉る とて 

か だみ ともせめ て 思 はむ 煙 だに 消え 

にしから を 見る ぞ 悲しき 

靜子 は： T へ"： いわけな かり 

しょり 難 波津も 何も をし へ も 

のしつ るに、 歌 も 文 もい とよ 

う 作り出で - ことに 常の 心お 

きて 人に まさりて、 おのれ を 

父と したしみ つるが やよひ 十 

日ば かりに 病みて、 十二 日と 

いふ 曉 にむな しくな りぬ るよ 

し靜 子が つかへ まつる 植 村の 

君の 北の方より 吿げ おこせた 

まひ、 あはれ なる うたな ど 見 

せた ま へ りければ なみだせ き 

あへ すなむ 

おのが 身の 老い 行く こと をな げきて 

し人ぞ 中々 はかな かりけ る - 

ち. - のみの 父と した はれ わが 子ぞと 

思 ひし 事の 今 はくやし き 


身 こそ 先づ もとの I 下と 思 ひし か 葉末 う 

の 露の なにの こ るら む  3 

あはれ わが あら ざら む 世に 歎くべき S 

人 を 歎 かむ ものと や は 見し  卷 

なく 子な す 慕 ひし 人の いか なれば わ 六 

がな き 跡 をと はむ ともせぬ 

鏠 子が 夫の 十七 年の 忌に よみ 

てお くる 

あまた 年 もとの I 下 を 歎き 来ぬ 誰も 葉 

末の 露の 身に して 

縫 子が に はかに みまかり ぬと 

聞きて 

うつ 、ある 物と はかね てた のまね ど 

夢の 中なる 夢ぞ はかなき 

むこ 三 村 親 雄が はつ 子 五月 廿 

か  ひと ひ 

日 あまり 一 日 あっしく 病みて 

みまかり ける 七日に あたれる 

日に 手 向けけ る 

忘れて は猶 ありとの み 思 はれて なき g 

をな げかぬ 時 も 有りけ り 


な 花 がらけ 


六月ば かりみ まかりけ る 入に 

なでしこ を 手 向く ると て 

かくば かり 消えな むと て やなで しこ 

の 露 を あはれ と 思 ひお きけ む 

嘯 月 がに はかに 病みて 六月の 

十七 日に みまかりければ 

語ら ひし 昨日 やうつ 、今日 や 夢お も 

ひさ だめぬ 世に も 有る かな 

七月ば かり 自寬 のよ めの みま 

あさ：.^ ほ 

かりけ るに 邕に 付けて 

立ちなら ぶ 松に は あえで 何に 此の 夕 

かげ 待たぬ 花に なら ひし 

人の子の 七月 四日の 日に はか 

に 病みて みまかりければ 

はかな さ を 思 ひ 知れば や 秋 立ちて 露 

置き そめぬ 草の葉 もな き 

八月の 末 土 佐の 國 しらせる 君 

かの 國 にして みまかり 給 ひつ 

るに、 御い らっこの 御 かたへ 

よみて まゐら せけ る 


海原 や 雲井の をち に 影 消えて ふた 度 

すまぬ 月 をし ぞ思ふ 

香 取の みく にが 妻 長月の 末み 

まかりけ ると S きて、 みく に 

が もと へ よみて 遣し ける 

今よりの しぐれよ 霜よ いかばかりつ 

まなき 床に さえ まさるら む 

本居宣 長長 月の なかばより 病 

みて 廿日 あまり 九日に なむみ 

まかりぬ ると 間き て、 かたみ 

に 年 高くな りぬ る ものから <fr 

吏の やうに 驚かれて 

伊勢の 海 や 二見の 浦の 二つな き 玉に 

たぐ へ し 八 をし ぞ思ふ 

わくら はに 同じ 世に しも. 11 ち へつ、 

あ ひも 見 ざり し 事の くやしさ 

古 ごとの 道 明らめし いさを こそ 萬 代 

までの かたみな り けれ 

宣長 もお のれ も 遠つ 祖は 伊勢 

の國北 畠の 家より 出で、、 か 


っ學の 事も縣 居の 大人に 共に 

お-は 

こと V ひたりし を 思へば、 大 

方なら す 思 ひなげ かれて 

枯れ やらで 续る さ枝ぞ たづき なき 同 

じ 根ざし を かつ 思 ふに も 

十 一 月ば かり 倉 4i£ 宗壽 がみ ま 

かりて. D 日に よみて その 家 へ 

おくりけ る 

百世と も 思 ひし 松の 雪 消えて しづく 

にぬ る. -人ぞ お ほかる 

從 純が 父に はかに 病みて し は 

すの 七日に みまかりければ 從 

純が もと へ 

ぎ 人の ために をし みし 年 浪を今 はか 

ひなく 袖に かくら む 

片山誠 之が みまかりければ 

いか なれば かた 山 棒 八 千世 もと 思 ひ 

し 入の はかな かるらむ 

はやく 相 知れり ける 人の 身 ま 

かりけ る ころ 世の はかなき を 


おも ひ て 

誰も 世 は 日影 待つ まの 夜の 霜 接る と 

見る も 消えす や は ある 

同じ 瀨 によら ざらめ や は 流る、 も 淀 

む も 水のう たかた ぞ かし 

牧村 刀自が おのれへ つとにと 

て、 かねて こしの 國紙 をお こ 

せおき たりと て、 かの 刀自が 

みまかりて のち 同じみ 御館な 

る 入より おこせければ、 其の 

紙に 書い つく 

か へ る 山 歸らぬ 旅の 手 向 草 かきつ め 

よと は 思 は ざり けむ 

みつるの 弟淸 照の 三十 ぢ あま 

りに てみ まかりて 荼毘 のと こ 

ろに て、 世の 外の けぶりと な 

りて 目に 昆 えぬ 花のう てな に 

立ち や のぼれる とよみし と 

みつるが いひお こせければ 

立ちのぼる 煙の 末 は 跡なくて おも ひ 


をのみ や 世に と むらむ 

其 母 刀自が、 三十 あまり 過ぎ 

こし 年 を はかなく も 軒端に 消 

ゆる 霜と 見 すらむ とよみし 

が あはれ なれば 

老いに ける 松 を 千代 もと 思 ひ 置きて 

朝の 霜と 消えし 人 はも 

圓位 大德の 忌日に 雨 岡の 家に 

つど ひて 

さくら 咲く 靑 根が 嶺の苔 むしろ かぐ 

はしき 名 をし き 忍ぶ かな 

|1#大 德の師 京南禪 寺に 住め 

るが こぞの 霜月 身 まかりぬ と 

聞きて、 二月ば かり 雪 岡の も 

とへ よみて 遣 はす 

世の中に 心と めぬ 法の 師も おも ひ 

おきけ む 君が ゆく 末 

豐國 岡の 君 一 めぐりの 御 忌日 

に壽量 品の 惠 光照 無量の こ X 

ろ を 


とこし へに {仝 行く 月 はくまな きを 雲 ら 

隱れ ぬと 思 ひける かな  ：f 

姉 君 こぞの 正月 末う せ 給 ひつ ， 花 

るが はや 一 めぐりに なり けれ 卷 

ば 

春が すみ 立つ を 見つ. -も 去年の 今日 

消えし 煙の しのばる、 かな 

貞樹 がみ まかりし 又の 年の 五 

月 在りし 世 を 思 ひ いで 

たちばなに 昔し のびし 人 も はた 今年 

は 人に しのばれに けり 

人の めの、 う 月 はかりみ まか 

^^けるが三年になりけるぅ月 

になむ つか はしける 

立ちぬ る V 袖 やい かなる あづま やの 

軒の つまな し瑞枝 さす ころ 

入の 父の 七 めぐりに 

手 向す る 淚の露 も 置き そふ や 過ぎ こ 

し 秋 も 七く さの 花  0 

姬路 の侍從 殿う せ 給 ひし は 七 1 
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年 さきの 七月 十 g: 日に なむ 有 

りけ る、 その 日に あたりて そ 

の 御 妹戶澤 家の 大刀 自 君へ 御 

手 向の 料に とてた きもの を 結 

び 机に のせて 歌 そ へ てま ゐら 

せけ る 

いつしか も 過ぎに し 秋 は 七く さの 花 

の 香の みぞ 世に 殘り ける 

七と せの 今日より しも や 印南 野の 千 

草の 露 は 置き まさりけ む 

世の中 はしか ぞ常 なき 飾 磨 河み なわ 

にや どる 秋の 夜の 月 

母君う せ 給 ひて 十三 年に なり 

ける やよひ 十七 日に 

と を 

春 ごとに か へらぬ 春 をし のびつ- -十 

まり 三つの 春 はすぎ けり 

たらち ねの 母の かたみと 思 ひこし お 

のが 身 さへ も 老いに ける かな 

明 阿 彌陀佛 の 十三 年の 忌に そ 

の 男 萩原 氏 へ よみてお くりけ 


る 

おくる 、もしば しばかりと 思 ひしに 

こ 、らの 年 を ふりに ける かな 

いは ひ 

筑波 5^ の しづくの 田ゐを 返す ぐ 

しげき 御蔭 を あ ふぐ 諸人 

祝言 

ま すら を 

大 御世 はし づけ かりけ り 丈夫が 手に 


社頭 祝 

葉が へ せぬ 柏の 社に 幣 まつり 常 磐に 

君が代 を 祈る かな 

安濃の 津 知り 給へ る 君の 染井 

の 圧の 八幡の 大 神に 八月 十五 

日 十五 首の 歌 奉らる- -に、 お 

れも 社頭 祝と いふ 事 をよ めと 

ありければ 

君が代 は 千代 も 絶えめ や 岩淸水 いは 

ひまつれ る 神の まに く 

寄 レ日祝 


天の原よ ざし まつれる 日の 御 神 照 さ 

むかぎ り國は 動か じ 

寄 レ都祝 

古 へ の 野中 古道よ ろづ 代に 榮ぇ むと 

てぞ あらたまり ける 

寄 レ杉祝 

すなほなる てぶ り を 見 せ て 神代よ り 

立ち 榮 えたる 布 留の杉 村 

寄 レ龜祝 

松が 枝の 影 さへ うつる 池 水の みどり 

の 龜に代 を くらべな む 

寄 レ道祝 

小 車の かよ ふ 大路の 末と ほくい や 平 

ら けき 御代に も あるかな 

人の 時う しなへ りしが 四月の 

はじめに つかさす-" みける を 

ほぎ て 

春霞 はれ 行く 峯に 松が 枝の 千年の 色 

は あら はれに けり 

人の 五十の 賀に 
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しらま 弓い そべ に 立てる 岩が ねに 寄 

るなる 浪ゃ 人の 代の かす 

比 の 大^ 都崇 純の 六十の 贺 

こ 

千代 も猶 ときはな る ベ し大比 叙ゃ橫 

川の 杉と 君が よは ひ は 

伊勢の 國人 七十の 賀に 

伊勢の 海 や 寄す る 白玉 ひろ ふと もよ 

むと もつ きぬ 人の よは ひか 

今年 六十 ぢ になり にければ ほ 

ぎ 事せ むと 五百子 直 蔭ら の い 

ふに、 かく 數 にも あらぬ 身に 

贺 などい はむ もお ふけな くお 

ぼ ゆる ものから、 昔より 人の 

子の すめる わざに ておのれ も 

はた 父君 を 九十 ぢの よは ひま 

で いさ \ か 祝 ひま ゐら せつる 

なれば、 それにし も あえなむ 

とてい ふま 、にもの し 侍れ ば 、 

したしき 友 かきょり やむ ごと 


なき わたりまで、 春の 祝と い 

ふ を 題に て ほぎ 歌た うび ぬる 

はまこと に 生ける かひ ありて 

いと 嬉し，、 なむ、 さてよ みけ 

る 

ながらべ ていざ 試みむ 花鳥の 色に も 

音に も あく 世 あり やと 

皆 人の いは ふよ ごとに 言靈 のた すけ 

まさな むこと はしる しも 

都に 住める 雪 岡 大德の 師の七 

十の 賀に霞 をよ める 

春され ばかす み 流る &大 井川 君 こそ 

くまめ 千々 とい ふ 世 も 

岩 村の 君の 御 母君の 七十の 賀 

に 檜 破 子 を洲濱 のさ まにして、 

桃の 花の もとに 水流る、 かた 

作りて、 それに 添へ ける 

みなかみ 

桃 くや 水上と めて 住む 人の 千代の 

よは ひも 君に とて こそ 

人の 八十の 賀に春 祝 


ぞ日 する 野べ の 小 松の 千年 へ て 雲 か 

かる 世 も 君 こそ は见め 

越 前の 高 野納が 父の 八十の 贺 

に 春-祝 を 

やし ほ路 の浪路 かすめる 氣 比の 海の 

いや 遙 かなる 君が よは ひか 

人の 七十 賀に夏 祝 

としごとに ぬく やさ 月の 玉の 锗に長 

きょは ひ を かけて 契らむ 

人の 八十の 賀に秋 祝 を 

や つか ほ たりほ いなき 

八 束 穗の足 穗の稻 置 ことしより なほ 

やちとせ を 積まむ と ぞ思ふ 

人の 七十 賀秋 祝言 

五 百し ろの 秋の 足穗の いなかつら か 

けて 千年 も たのもし きかな 

人の 六十 贺の 屏風に 十月 池に 

氷 あるかた 

この 宿の 池の 氷の ひも か r み 千年. 

かねてむ すび そむら む 

幸 子が 母の 六十の 賀に 竹に 雪 


の 降った ると いふ 事 を 

吳 竹の 千 ひろのう へ に 降る 雪の 高き 

よは ひ をつ まむ 君 かな 

入の 六十の 賀に寄 レ松祝 を 

雲 か \ る をの へ の 松の 棺 より 高き よ 

は ひを經 なむ 君 かも 

子 日す る 野 邊の小 松の うれ ごとに 日 

かげの かつら 千代 かけて 見む 

豐 後の 人の 六十の 贺寄レ 松 祝 

を 

八千代まで 神ぞ 守らむ ねぎ かくる 木 

綿 山 松の 常 磐 かき はに 

人の 六十 賀に松 有，， 歡聲， 

とこと はに 千代 をと な ふる 聲 すなり 

こや 仙人の 軒の 松風 

人の 七十 贺に松 有，， 歡聲 1 

かぎりな きょは ひ を もた る 松が 枝 は 

風の 音に も 千代 ぞ こもれる 

松 代の 君の 六十 賀に檐 松 有， 一 

嘉色， とい ふ 事 を 


Vh 世までの よは ひに 富める 色 なれ や 

みつばよ つばの 耔の 松が 枝 

1^ 屋の 致仕の 君の 五十の 賀に 

飛鳥 井家の 出題と て、 松に よ 

せて 老 をい はふと いふ 事 を 

春 ごとに 色 そふ 松と 君が代 はいく 千 

年 をか老 とい はまし 

又 同じ 時に 寄 レ竹祝 を 

千 零 ある 竹の 林の 陰し めて 限りなき 

世 を へ なむ 君 かも 

自寬の 七十の 賀に、 松の 作り 

枝に 盃を 松が さねの 紙して 包 

みて 日 かげと 思 はせ て、 み ど 

b の絲 もて ゆ ひつけて 絲のは 

し を 枝に うちかけたり、 其の 

包める 紙に 書い つけけ る 歌 

松が 枝の 日陰の かづら 繰り かへ しい 

く 春 汲まん 今日の さか づき 

人の 八十の 貿に椿 壽八千 春 を 

うき 事 も 白玉 椿 八千代まで 榮 えむ 宿 


の末ぞ はるけ き  3 

龜契， 1 萬 年，  1 

仙人の 住む やよ もぎが 島山 を 負 ふて 

ふ 龜に世 を くらべ なむ 

人の 親の 七十の 賀 に寄レ 竹 祝 

とい ふこと を 

榮 えよ やみぎ りの 竹の ふして 思 ひお 

きて は 千代と 祝 ふ 子の 爲 

伊勢の 荒木 田久老 神主が 五十 

の賀 に竹不 レ改レ 色と いふ 事 を 

色 か へ ぬ 竹の みやこに 千代 かけて 千 

ひろの 陰 をし めむ 君 かも 

日向 守 科 和 君の 御 母 刀自の 四 

十 贺寄レ 鶴 祝 を 

今年より 君が へ む 世の 行く末 は むれ 

ゐる たづ やさに 知 るら む  ^ー 

甲斐 {寸 景衞 君の 七十の 賀に鶴 ：： ノ 

千年 友と いふ 事 を  花 

名に し 負 ふ 都留の 郡に 住む 鶴 も 君に お 

馴れつ. - 千代 を經 なまし  ナ 


人の 七十の 賀に心 靜延， 壽と 

いふ 事 を 

お ほかた の 春秋 知らぬ 松のと に 忘れ 

て經 なむ 千代 や 幾千 代 

伊勢の 國 人の 七十 賀に 其の 國 

の 地の 名 を わけてよ みける に 

忘 井 を 

春秋 も 忘れて へな む 忘 井の 淸 きみ も 

ひの 千代 も あかす て 

人の 八十の 賀に 毒の 字書き た 

る盃を 五葉の 枝に つけて 

動きな き 南の 山の 影う けて 千代 も 汲 

まなむ け ふの 盃 

季鹰縣 主の 許に て 神代？！ -の竞 

I* しける 時に 木 花開耶 ^ を 得 

て 

村 あしの 一 よのから にうけ ひて しま 

こと は ほに ぞぁ はれに ける 

將軍 

弓 張の 光りし 空に 淸 ければ 鳥の ねぐ 


らの あらそ ひもな し 

ほうし 

松の 聲 谷の 淸 水の 音 閒 きて 横 川の 洞 

に年ぞ へ にけ る 

僧侶 歸， 暮 

眞柴 とり 眞淸 水汲みて 歸 るら む撗河 

の 募の 鐘の ひ. - きに 

谷 樵 夫 

いくとせ かなげ きこ るら む 朝夕に 影 

見る 谷の みづ はぐむまで 

岸頭 塊 SI 

しら 浪の よるべ なぎさに 浮寢 して 新 

手枕 を まかぬ 夜 もな し 

朗詠の 題 を 分ち て 妓女を 

あやにしき 立ち 舞 ふ 袖の 追風に なび 

く を 妹が 心と もがな 

老人 

今 はた むか ふ もやさし 年 を へ て 面 

が はりせ ぬ 月と 花と に 

伊勢 


五十鈴川 高が ゃ葺 ける みあら かに 神 う 

代の 手ぶ りい ちじる きか も 

鹿 島 神宮  花 

大君の み 笠の 山 も ありと いへ ど 鹿 島 f 

が 崎の もとつ みやし ろ 

下 總國に まかりけ る 時 海上 郡 

荒野 村 白幡宮 によみ て 奉る、 

ぁぢ すきた かひ-一 れんみ こと 

こ は 味 耜高彥 根 命 をい は ひ 奉 

れる なり 

東 路の國 やす かれと 海上に しづ まり 

ませる 白 はたの 宮 

本居宣 長が 古事記の 竞 宴に 事 

代 主神 を 得て 

i し. H ら 

葦原の 國 さかりつ 、萬 代に 神の 掷尾 

さきつ か へま つらす 

神 あそびの 歌に なぞら ふ 

さか 木 葉に 散る や 霞 を うちはら ひ 神 

み IK(  ひと を さ 

の 御前に 立てる 人 長 

つき ゆみ もと ナも 

さつ をら が ひく や i 弓 本末の 歌 遊： び S 

する 面白の 夜 や 


小 齋衣大 みの 衣 袖 たれて 神の It 前に 

とよの あそびす る 

神祗 

みつるぎ 

御 倒 をい は ひそめて し 昔より 代 を 守 

ります 布留 のみ 社 

いは ふなる 神の 御名 さへ かぐ はしき 

春の 梅 津に幣 まつらば や 

家に 歌よ みける 時 神 紙 を 

武藏な る 磐 井 の 森の 國っ 神 常！？ 堅 磐 

に 世 を 守 るら む 

曉 神祇 

ちはやぶる 神代 おぼえて あかつきの 

長 鳴 rtl に 明くる 御戶 かな 

四海 淸 

筑 紫の 海 蝦夷の 千島の 沖 かけて 浪た 

たぬ 世 は燭る ともなし 

披レ書 逢 ¥ 

かしこき ゃ奈 良の 都の 宮人と 語ら ふ 

もの はふみ に ざり ける 

行路 待レ人 


椿 市の 路の 行く手の 歌 垣にば ひ あ ひ 

がた き 人 も あはな む 

幸 逢，， 太平 代， _ 

大御代 はの どけ かりけ り 春霞) I 荒の 

山に 立ち そめし より 

關山 月と いへ るから 歌の 題 を 

あげまき がか へ る 山路の 笛の 昔 も 月 

もす みわたる 足 柄の 關 

かざし 

神 さぶ る 三輪の 檜 原に 立ち まじり か 

ざし 折りけ む 昔と は や 

しづく 

妹 まつと 人 や 見 るら むかり そめに や 

すら ふ ほどの 山の しづく も 

高 

1^ 久 山の 峯 のさ か 木の 上つ 枝に かけ 

し 鏡と てれる 月 かも 

近 

きの ふまで はるかに こそ は 思 ひし か 

袖 さし か へ てぬる 夜 ありけ り 


山の 井に 影 をう つせば 久 かたの 雲井 ^ 

の 月 を 手に むすびけ り 

みどり 

位 山 % の 若葉の みどり さへ あけに う 

つろ ふ 秋 を こそ 待て 

あもり づく靑 かく 山の 眞 さか 木 は 神 

代より こそ 綠なり けれ 

人々 五色の 歌よ みける に黑を 

わたの 原 夕 浪黑く 立ちく めり 熊 野の 

沖に 鯨 寄る ころ 

妙法 院の宮 の 月次の 御題に 心 

とい ふ 事 を 

雪 をし のぎ 風に まかせて おのが じ- - 

松 も, も 心 ありけ り 

同じく 思 ひとい ふ 事 を 

思 はじと 思へ どもの を 思 ふこ そ 心の け 

外の 心なり けれ 

同じ 宮 より 關 とい ふ 文字 書き 花 

て雞を ゑが ける に 歌書き てよ 

とお ほせ ごと 有りければ 六 


tn へ の 長 鳴 鳥 や 今 も 世に 關の戶 あく 

る はじめなる らし 

同じみ うちの 人に 乞 はれて 墨 

がきの 芭蕉 をよ める 

忘れて は あしたの 雨の 音 を閉き 夕べ 

の 風に 招く とぞ 見る 

君恩 如，， 雨露， 

武藏 野のお どろが もとの 小 草す ら惠 

みの 露に もれす ぞ 有りけ る 

六月ば かり 雨 岡が もとにて 樂 

所の 人々 調樂 しける に、 淸風 

入， 一管 絃， とい ふ 事 を 

いと 竹の 聲ゃ 雲井に ひ くらむ まだ 

きかよ へる 天の河 風 

林 下 幽閑 氣味深 

人と は，， ^いか こたへ む 奥山の しげ 

みが もとに 住める 心 

草堂 深銪 白雲 閑 

よの 常の ひえ を 外 山に 住む 庵 はた 

白雲に とざ i れに けり 


とこし へ に とざせる 鬥を たどらす て 

夕べ はかへ る 軒の 白雲 

長 恨 歌の 句 を さぐりて よみけ 

るに 養 在， 一 深閨， 人 未レ識 とい 

ふこ-. ろ を 

しるら めゃ賤 がか ふこの まゆ ごもり 

恐き 衣に 織り あへ むと は 

在 レ天願 作 二 比翼 鳥， とい ふ 事 

を 

£ そで 

夜と 共に か はす 眞袖を その ま 、 に 翼 

となして B< がけり なむ 

雪月花 時 最憶レ 君 

入る を 恨み 消 ゆる を惜 みう つろ ふ を 

歎く や 同じ 心な るら む 

自 寬の觀 音の 入佛 供養す るに 

まかりて おの ノ、 普 門 品の 心 

をよ める に 衆怨悉 退散の 心 を 

やぶし わかぬ 春の 光に 雪 消えて 草 は 

ことぐ 萌 えいで にけ り 

神代の 事 も 


かしこき や 神代の 事 もま すら をが 手 -っ 

わざに すなる 天の 植弓  ひ. - 

門 さして あけ ざり ける 所に て 花 

松の 盧た& く 水鶏の 音に のみ はから ^isj 

れに ける 宿に しある らし 

松に 露の か 、れる をお とさす 

折りて 

かりそめに まつ と吿 げこす 言の葉 も 

露 ちらさ じと 思 ふば かり ぞ 

春に 心よ せた る 人の もとに 

花に のみ 心 をよ せば 唐錦 ころも 立 田 

の 神 や 恨みむ 

同じ 題に て 長 枝、 さやかなる 

月の 夜 頃の あはれ さも 知らで 

や 人の 春 をめ づらむ といへ 

る 返し 

秋に のみよ ると は 知らで かすむ 夜の 

月と 花と に 君 を またれ し 

世の はかなき 事 をい ひて 法師 e 

にやな り ましと 思へ ど 思 ひす 1 
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てぬ 事と いひて とい ふ を 題に 

て 

朝顔に 置く しら 露 や はかな さ を 思 へ 

どかれぬ たぐ ひな るら む 

棚 倉の 君の 贈答 會に かしら 白 

き 女に とい ふ 題に て 雨 岡、 昔 

誰が 初 にしめし はてなら む 

白雲 か- -る 松の 老木 は と あ 

る 返し 

われながら 梢の 雲ぞ むつまじき 昔 ふ 

れ けむ 袖の なごりに 

箒 木の 卷の心 をよ める 

く まもなく 語りつ くせし 宵の 雨の ふ 

りぬ る 事 を 誰かった へし 

夕霧の 卷の讀 經の聲 かすかに 

とい ふ 心 を 

風 あらき 山の まほら に 籠り ゐて讀 む 

らむ 法の 文の こ ゑす る 

源氏物語の 竞宴 しける に 夢の 

浮 橋 を 得て 


谷 陰に むかしお ぼえ て 飛ぶ 埜 おも ひ 

消 ゆと もよ そに しられ じ 

富 小路 三位 貞直 卿お のれが 著 

はせ る 萬棄集 略解 を 得 まほし 

とのた まへ る よしを、 季磨縣 

主より 閒 ける ま- に參ら せけ 

れば よろこばせ 給 ひて 御 消息 

の はしに、 陰 あ ふぐ 心の はて 

もな きぞと はくまな くみえむ 

武藏 の 月 と 書きて 賜へ り 

ければ 御返しに 

武藏 野の を 草が 上 も 雲井より もらさ 

ぬ 月の 影 あ ふぐ かな 

妙法 院 一 品の 宮 より 長月ば か 

り 刑 部 卿 法 印寬常 をみ 使に て 

さきに 歌 奉れる をめ でさせ 給 

ひて ろく 賜 はりけ る 時、 寬常 

の、 音に のみ 遠く もき くの 香 

をと めて えならぬ 花の 色 を こ 

そ 見れ とよみて 出しければ 


返しに 

見る めな き 荒野の 菊に 宮人の 袖 ふれ 

むと はお も ひかけ き や 

京の 小澤蘆 庵に 物舉 ベる 小 野 

勝義ぉ ほやけ ごとに てむ 月の 

はじめ こ 、 にまゐ りけ るに こ 

とつけ て 蘆 庵が もとより、 立 

ちょら ばたち も よらせよ 橘の 

かげ ふむ 人 は 道 まど ひせ じ 

とい ひお こせければ 返しに 

たぐ ひなき 言葉の 花の香 をし めて 立 

ちょる 人の 袖 もな つかし 

躬 終の もとより 年の くれに 消 

息の はしに、 年の はに 五百枝 ， 

さし そふ 橘の もとに 道 ふみい 

ゆき 通 はむ とい ひお こせけ 

る 返し 

かぐ はしき 數 なら やと も あし 引の 山 

橘の やます と はなむ 

京の 蒿 か消& にし はす 四日 
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夜 難 波の 四天王 寺へ 雷お ちて 

諸堂呰 やけぬ とて、 H< の 火に 

もえて 名 ごり も 難 波 寺 1^ 井の 

水の 有る に 有る か は とよみ 

たりと て 害い つけお こせけ る 

返事に いひ やりけ る 

時の 間の 堙 となれば 萬 代の 龜 井の 名 

さへ たのまれ もせす 

何事 も かぎりある 世 を 思 ふに ぞ龜井 

の 水の さしぐ まれけ る 

保 田 正 永が 故 ありて 年頃 近 江 

の 膳 所に こもり 居け るが 五十 

'そ-一 

ぢに 成りぬ る 年の 暮に 消息す 

とて 

わがせ こ を 千代 もと もな へ 近 江の 海 

八十の 湊の たづの むら どり 

か み 山と ぎし 心 を さ、 なみの 國っ 

御 神 も 守ら ざらめ や 

さち子 はわが 父君に 物 まなび 

て 女ながら かど ある 人なる が 


年老いて かしらお ろしければ 

よみてお くる 

はかりな き 世 を もへ な、 む 茜 さす 日 

の 入る 國の 神の まに/、 

貞直 卿より 季麿縣 主へ 消息に 

おのれが よみ 歌のう ち 1 1 曾殊 

にめ でた ま へ るよ しにて、 み 

づ から 書きて まゐら せよ と あ 

りければ 書きて まゐら すと て 

武藏野 や 花 かすなら ぬう けら さ へ つ 

まる V 世に も 逢 ひに ける かな 

伊豆 國熊 坂の 村 菊 池武敎 とい 

へ るが むすめ 袖 子 は、 いわけ 

なかり しょり ふみ 見 歌よ むこ 

と を 好みて、 十四に なりけ る 

年 はじめて よみ 歌 あまたお こ 

せて 筆く は へ てよ とこ ふま- r 

に、 いさ. - か 引きな ほして な 

む やりつ る、 その はしに 書い 

つけ k る 


色 も 香 も 日に けに そ はむ 花ぞと はふ 

ふめり しょりし るく も あるかな 

鎌 倉の 長 温が うから やからの 

書け る 物 を あつめて 慕 親帖と 

名 づけて 家に つたへ むと す、 

其の 中にはお のれが か ぞいろ 

はの 書き 給へ る ゆきか ひな ど 

もま じれり、 おのれに も 歌よ 

みて よと 乞 ふま によめ る 

鎌 倉 や 礫 間 の 千鳥 千世 かけ てと^め 

む 跡の 數 にいら ば や 

母が たのお ほぢ 新井秀 元ぬ し 

はもと 鶴 見 氏に して、 遠つ 祖 

より 傅へ たりし 甲胄 をお のれ 

ひめお きたりし が、 こたび む 

こなる 三 村 親 雄に あた ふると 

てよ める 

t ナら& 

IK とぶ や 鶴 見の 家の 丈夫が かわら は 

堅し 千年 傳 へよ 

古き 形の 倭 琴の 柱 袋 を 大和 錦 


して 縫 はせ て 根 こじた る 小 松 

につけて 入の もと へ やる とて 

玉 琴に 千代 も かよ はむ 春風 を 松に ち 

ぎりて 今日 ぞ ひきつる 

伊勢の 宣 長が もとへ 驛路の 鈴 

の 形に す りが め を 鏡 させて 

おくる とて 

は ゅまぢ のす ろに こふる 君が あた 

り 音 づれを だに 結え じと てこ そ 

忠贤 がま だ老 にもいたら ざれ 

ど、 よし 有りて 杖 ゆるされけ 

る 時、 宮域 野の 萩の 五 尺ば か 

りなる につけて 

君が代 は 行末と ほき 宮城 野の もと あ 

らの获 を 杖に こそ きれ 

人の もとに 炭 やる とて 

枕づく  SS 屋さ ゆらむ 夜半 だに もお も 

ひお こせと 思 ふば かり ぞ 

棚 倉の 君 狩り 獲 給へ る 猿の 皮 

をた びければ かしこまり 申す 


とて 

このごろの 寒さ ましら の 皮 ごろ も 取 

りか さねつ i 春 を 待た まし 

棚 倉の 君の 家に て 柿 本 大人の 

影 供せられ ける に水樹 多，， 佳 

趣， とい ふ 事 を 

榮 ゆべき 千々 の 言 菜の 玉が し は 影 も 

くもらぬ 宿の 池 水 

ち ひさき 子の もとに 貝 を 人の 

おこせ 侍りし にと いふ を 題に 

て 

あくら  ちえ 

みめぐ みに 飽 等の 濱の 蟹の 子 もお ぼ 

したつめ るか ひ はありな む 

近 江の 岡 村有 義千々 の 松原 を 

住みかと せりければ 

1 木 だに 千代 はもた る を 千々 の 松し 

めつ る 君 はかぎ り あらめ や も 

雨 岡の 家に て 庭 を 松原に 作り 

てと いふ 事 を 

陰し げき 庭 はさながら 末の 松風に も 


浪 のこ ゑ はありけ り  9 

藤 原 重忠と い へ る 人の ゆく り 1 

なく 訪 ひきて、 聞く に 今 千と 

せの 陰 も 住吉の 松に ひとしき 

名 こそ 高 けれ とい ひ 入れけ 

る に 

お の づ から 名 や ふりに けむ い たづ ら 

に 年 をつ もりの 浦の あま 人 

海上の 信 太 正慶が もとにて 

海上 や 磯山 松の 陰し めて 千と せ榮ぇ 

む やどに も あるかな 

香 取の 躬國が もとに やどりて 

刀 痛 河に 來 よる 白浪し ばく も 問 は 

まく ほしき やどりな りけ り 

出 石の 君の なり 所に て 人々 歌 

よみし 時 花 多 春 友 を  .  わ 

入 佐 山に ほふ 櫻 を 千々 の 春 老いせ ぬ 

友と 君の ますら む  花 

刀 踊 川 を わたりて 眞 間にいた ぷ 

りて 所々 見 ありき て 
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褸^ の いひつ ぎに ける あはれ さ を 汲 

みても 知る ゃ眞 問の 井の 水 

文月 廿日 隅 田 川の へ 夕 さり 

つかた 行きて よめる 

隅 田 河岸の はり 原 暮れ そめて ね ぐら 

の ss^? ぞ なほ ましろなる 

雜 體 

物 名 

かに は 櫻 

花の 1- に 何 その ひと か 袖 ふれて よに 

0  0  0  0  0  0 

懷し きかに はさ くらむ 

さう び 

鴛の あさう ひご ゑ を 鳴きつ る は 昨日 

と 思 ふに 春 ぞくれ 行く 

たちばな 

ぁづ I  0  0  0  0 

東 路の國 むけ ませし 草薙 のた ち はな 

のみ も かしこ かりけ り 

きちかう 


おもしろき 妹が か きちかうき 秋 も 忘 

る- "ばかりち ぐさ^き つ \ 

かり をみ な 

0  0  0 

やちぐさの 花の さかり も 過ぎぬ る を 

みなれ かねても なく 蟲の聲 

ひと もとぎ く 

0  0  0  T  0  0 

誰か こよ ひと もとき くらむ 古 鄉の軒 

ば を 過ぐ る 山 ほと - "ぎす 

もち ひ 

しらぬ ひ  つくし  0  0  0 

不知火の 4^ 紫の 國 のみこと もち ひの 

入る かたの まもりな りけ り 

諸 成が かつみ を 物の 名に して 

秋の 心 をよ めと いひければ 

白雪 は いくかつ みけむ と 思 ふ. まで 野 

にも 山に もす める 月 かな 

ぶどう 

わび ぬれば 物 や 思 ふとうち つけに と 

ふ 人 さへ も むつまじ きかな 

うづみ び 

ころも 0  0  0  0 

衣う つみ ひとりの みか 5?  く 人 もい を 


寢ぬ 秋の 月の 夜な/、 

ひ をけ 

み 雪 降る 外 山の かひ をけ さ 見れば 春 

に しられぬ 花ぞ 散りけ る 

あられ さ、 

浮世に は あられ ざり けり 今より は.^ 

ざ さと 遠き 山路 求めむ 

ころも はかま 

あ ひみれ どこ ころもと けす この頃 は 

よそに ぬれば かまど ほな るら む 

もみ ぢ して ころも へ なくに 散りし け 

ば はかまく 惜しき 庭の 面 かな 

ひむ がし 

友 を こ ひむ かし を 忍び さまぐ に 思 

ふお も ひも ふかき 山里 

しもつ け 

^くと しも つげな ば 行きて みは やさ 

む 君が 垣ね の 秋草の 花 

折 句 

{仝 也 寺の 僧 さ 阿が 書け る 鉢た 


o  o  o  o  o  - 

たきの 縫に はちた、 きとい ふ 

事 を 句の かしらに すゑて 秋 無 

常の 心 を 

はて は 皆 ちぐさの 露の たまなれ やた 

れかは 終に きえのこるべき 

旋頭歌 

相閒 

忘れむ と 思へば いと 忘られぬ 君 試 

みに 忘れ じとの み 思 ひわたら む 

沖つ 鳥 鵜の 住む 礎に きょる 白浪 かつ 

くだけ かつみ だれつ --物 思 ふわれ 

契 沖阿閽 梨が 百年の 忌に 春の 

懷舊 とい ふ 事 を 人の よませけ 

れば 

春霞 八重 立ち こめし 八十の 隈路を 人 

傍の たどらぬ ばかり しをりせ し 君 

片山誠 之が 去年の 霜月 一 一十 日 

あまりみ まかりけ るに 其の 子 

その しるしの 石ぶ み を 春 海に 


こ ひ、 おのれに 歌 を こ ひけれ 

ばよ める 

片 山に 立つ 杉が 枝 を さしの ぼる 月： &I1 

りなく 思 ひあがりて ありし 人 はも 

躬絃が 伊勢の 國へ 赴く 馬の は 

なむけ によめ る 

伊勢の 海 や 淸き诸 によす る 白玉 眞玉 

なす 一一 目の 棄さ へに 書きつ めよ 君 

長 歌 

子 日の 遊 をよ める 歌竝 短歌 

靑丹 よし 奈 良の 都の 大宮に 百 

のっか さ を 召しつ どへ つどへ 給 

とよ あか 《- 

ひて 豐明 きこしめしつ & 初春 

の 初子の 今日の 玉 は \ き とる 

手 も ゆらに 賜へ りし 昔 思 ほし 

玉 敷の た ひらの 宮の そと もなる 


北 野の 野べ に みゆき まし 小 松が ^ 

原に 大御舆 と 1- め 給 ひて 君 も 

臣も 酒み づきして 遊ばし、 古 

ためし  i 

き 例 は かけ まく も ゆ、 しき 力 も 

よ 今の 世に 今日と しいへば う 

ち 日 さす 都の 外の H< ざ かる ひ 

な 人 すらに 白妙の 袖 ふり はへ て 

かしこき や 君が 御代々.々 は 十つ 

づき 都筑が 原に ^^百萬 よろ す 

世 かけて 君 を ほぎ 吾 身 をい は ひ 

もの k ふの 八十 氏人 も はく 太刀 

の 組の 緖 しで、 遊ぶな る 今日 

の 子の 日 は 世々 にたえ せじ 

反歌 

むさし 野の つ 1- きが 原 にう ち むれて 

小 松 引くなる け ふの 樂 しさ  う 

搂を よめる 歌 

あら 玉の 年の 一とせ 百 千々 の 花 

花 は 咬け ども 花ぐ はし 櫻の 花 は 奋 

あづさ 弓 春の 光の 浦 安の 大御 t 一 


國 にし 神代より 根ざし そめて ぞ 

おの づ から わが 國 ぶりの ゆ ほび 

かに のどけ きさま を 木 だち にも 

の 色に も あら はして きさらぎ 

やよひ うら- - なる 時 を 待ちえ て 

天雲の あは だつ ごとく 白雪の 

つもれる ごとく 國 もせに を&り 

に を. -り 白た へに きみち にけ 

る しかれ こそ 遠き 御代々々 わ 

きがみの むろ 山 櫻 大 みきに 浮 

ベり しょり 宮の 名に 櫻 をお ほせ 

宮姬を さくらの めでと た V へつ 

つ うた ひた ま へれ おしなべて 大 

御く ぬち に あれ いづる たかき 賤 

しき 此の 花 を めで ざらめ や も 

あはれ 此の 花 

棻月 なかば 病に 臥したり ける こ 

ろ 庭の 获 さかりな りければ よ 

める 歌拉 短歌 

をち かた 

秋風の 立ちに し 日より 遠方の 


野べ の 八千草 唤き みだれ 蟲の音 

きそ ひ 五 百し ろ や 千し ろの 田の 

も ほに いで- - 臈 わたるら し 面 

白き 時の さかり を おしてる や 

難 波の 海の あしのけ に なびき こ 

いふし 飛ぶ 鳥の つばさし あらね 

ば い たづら に せむ すべ をな み 

こもり ゐて なげか ひくら し 床の 

べに いぬる あ ひだに さに づ らふ 

少女のと もが 白玉の 玉 かづら か 

け 紫の 綾 ごろ もき て 高麗 錦 

ひも を ゆ ひたり 手に まける 玉 も 

ゆらん に 敷た への わが 枕べ に 

つど ひ來て しかな なげき そ うら 

若き 昔より しも むつみせ し 事 

忘れめ や 今より は かたへ さらす 

て 朝よ ひに われ なぐさめむ し 

るし なき 物な も ひそと をと めら 

が かたら ひ をる と 見し いめの 

さめつ、 DDK は にしき あやに つ 


つめる 子ら は ませのう ちの 露に う 

あらそ ふ 秋 获の花  ら 

反うた  花 

しるしな き 物 はお も はじ 秋 はぎの 花 卷 

の 錦に 立ち まじりてば  七 

横 瀨侍從 貞隆主 ひめみこ 踐祚 

の 御 ほぎ ごと 申し たてまつら 

せた まふみ 使と して 都への ぼ 

りた まふ を 送り まゐら する う 

た拉 短歌 

高 ひかる 吾が 日の みこ は 1K 傳ふ 

ひめみこながら すめ 神の かん 御 

心に かん はかり はかり 給 ひし 

あとの まに 1K つ 日つ ぎと 祌 なが 

ら 敷き ましに けり 東なる 遠の 

みかど ゆ みこと ほぎ ま をし まさ 

まく 思 ほして 遠つ 神お やゆ す 

めろ ぎ を まもりた まひし 其の 氏 

と 選 ませた まひ 天 雲の いた^  0^ 

しませば いはね ふみ こ しき 道 


の 百たら す 八十く まごと に 手 

向ぐ さ 幣 とりむ けて 玉し きの 

た ひらの 都 た ひらかに いたり 給 

はむ いはまく も かしこき かもよ 

百し きの 大 みあら かに とよの あ 

かり きこした まひて 大君の よ 

しとの たま ふ 大 みこと いた き 

持ちて 靑 駒の あがき を 早み 明 

日の ごと 歸 りきま さむ 事の よろ 

しさ 

反歌 

木 曾の 山 八十く まごと に 玉 ぼ この や 

ちまた 彥の神 や 守らむ 

錄 倉の 鄉、 鈴 木 富 長が 六十に 

なりけ る を、 まな 子長溫 がい 

は ひごとし ける 時、 鶴 宿， 一松 

樹， とい ふ を 題に てよ める 歌 

竝 短歌 

八 束 穂の たりほの 稻の みしね か 

る 錄 倉の 里に 五 百し ろ や 千し 


ろ 垣つ 田 かげと もに しめ ゆ ひな 

して とき は 木の し にお ひたる 

高山 を そと もに おひて 眞木 ばし 

ら 立ち さかえた る 家 を さが う 

から はらから しげ 樹 なす 來 より 

つど ひて 百傳ふ 六十 ぢ よりし も 

千世までと ほぎ きとよ もし うた 

げする け ふの むしろに 山 松の 

栴 にす， める あし たづ も 庭に おり 

たち 家 を さに おのが よは ひの 

萬 世 を ゆづると こそ は 聲 よば ふ 

めれ 

反歌 

銶倉ゃ をの へに こだる 松が 枝の たづ 

こそ 君が 千代の 友 なれ 

豐後國 岡 知りた まへ る 君の 六 

十の 賀に 六く さの たき 物 を 橘 

のうち 枝に つけて まゐら する 

歌拉 短歌 

た とこよ 

まきむ くの 珠 域の 宮に 常世べ ゆ 


八 さ を もて こし 時 じくの 力ぐ の ゆ 

このみの 其の 種 は 大御 くぬ ちの 1 

國 もせに かをりみ ち けれ 靑 によ 

し 奈 良の 都に とよの あかり き 

こしめ つ- - 香ぐ はしき 大 みこと 

もてめ でた まひ た-へま しつる 

とこ 世 もの 花た ち 花に よそへ つ 

つ いやと こしへ に 百世 ませ 千 

世 ませ 君と いは ふ 今日 かも 

反うた 

君と 共に ときはなるべし 五百枝 さし 

？ f-J^ さしお ほふ 殿の たち 花 

萬 葉 集 略解 書き をへ ける ころ、 

人々 と共に 題 を 分ち て、 陸奧國 

より 金 を 出せる 詔書 を賀 する 歌 

に 追 ひ なぞら ふる 心 をよ める 歌 う 

竝 みじか 歌  ：；- 

かけ まく も あやに かしこし 千 は 花 

やぶる 神の 大 御世の みは かしの 卷 

十つ かの つるぎ 八 さかに の みつ 4 


のまが たま それ をし も 國っ寶 の 

始 にて 天 つ 日つ ぎと しらし くる 

神の みよ/、 み寶は たら ひませ 

ども あれ 出づる 人の こと <^ 

たぬ しけく やす かれと しも f 

ほせる 大御心 を 祌ろ ぎの うづ 

あなと  とよら 

な ひませ か 穴 門なる 豐 浦の 宮に 

1K のした まう した まひし たらし 

ひめ 神の 尊の むけ ませる 三の 

韓國 そがな かに 內っ みやけと 

仕へ 來る 百濟 のこき し とりが 鳴 

く あづまの 國の みちの くの 小 

田なる 山 ゆ くが ね をし ほりて ま 

すめら みく に 

つれり 昔より 皇御國 に あら は 

そな 

れぬ み寶 さへ に 備 はりし 事 を 

かしこみ 神な， から 天に ます 神 

國 にます 神に 吿げ まし もろ^- - 

を 息み 給 ひき しかれ こそ た ふ 

とみねが ふ み寶も ましたら ひつ 

つ 大 たから いやたぬ しけく み 


をす 國 いや 安ら なれ 萬 世までに 

反歌 

こがね 

大君の みたまの ふゆに き 出 づる金 

の 花 は 千代に あせめ や 

妙法 院 一 品宮 のお ほせに て 山 

居 閑居な どの 歌書き て 奉れと 

て 色紙 十 ひら 賜 はれる を、 こ 

たみ 一 條 右大臣 殿の 御と もに 

てま ゐれ る賀茂 保考縣 主の も 

とより お ほせ ごと 傳へ けれ 

ば、 書きて たてまつれり ける 

時に、 そへ て たてまつれ るう 

た拉 みじかうた 

ゆく 水の 隅 田 河原の 下つ 瀬に 

住むな る 鳥の み 空 ゆく つばさな 

ければ おのが 名の 都 こひつ- 

あら 玉の 年 を あまたに 過し きぬ 

いで やむ かしべ 鳥が 啼く あづま 

の はての 鄙に して 其の 國 ぶり を 

うたへ りし ためし あれば と 武藏 


野の あら 野の 末に かりつ めし う 

言の 楚 草の いか なれば 1K つ 雲井 リ 

の あなたまで きこえ あげけ む 花 

しづた まき 賤 しき 身 を も すて ま 卷 

さぬ お ほせ かしこみ 逃 水の に，^ 

げかく るべき よしなくて 堀 兼の 

井の 深く しも おも ひめぐ らし 

ふづく ゑに よると はすれ ど おの 

が 身の の さが さ へ く は- -れば 

わな & かれぬ る みづ ぐき の お ぼ 

つかな さも こづみよ る 打に なれ 

て 玉 かづく 淵 だに しらぬ す さ 

び をば いか， はせ まし しか は あ 

れど か V る 御世に しながら へて 

此の 一 ふしに あ ひに ける わが 身 

のさち を 何に たぐへ む 

反歌 

か 、 る瀨も あれば 有る 世に 隅 田 河な 

がら ふる 身 を 何 かこちけ む  S 

大和 國添上 郡 灤本村 治 道の も 


り 怖 本 寺と いふに、 柿 本の 大 

人の み 墓 ありて 歌 塚と なむと 

な ふる、 其の 寺の 僧舜叟 御社 

の 修理せ むと てこ- -に來 りけ 

るに つけて、 幣 代に たてまつ 

れ る歌拉 短歌 

こと 

千 はやぶ る 神の 御代より 言 だま 

の たすくる 國と いひ つげる 祌 

の 御國は うつせみの 世の 人 毎に 

ひとこと  ニミた 象 

いひ 出づる 一 言す らも 言靈の 

みたま そ はりて くす はしき み國 

にし あれば うき 時 も うれしき 時 

も 眞 心に 思 ふまに く 歌 ふな 

る 言の葉に こそ 久 かたの 天 を 

とよ もし あらがねの つち をう ご 

かせ そこ もへば あやに かしこき 

言の葉の 道に も 有る かも 國 はし 

も さはに あれ ども 里 はし も あ 

また あれ ども すめろぎの 遠き 御 

代々 V うち 日 さす 大宮听 しめ 


さして 定めた まへ るし きしまの 

大和の 國の くぬ ちなる 治 道の も 

りに 廿日より いは ひまつれ る 

言の 棄の 大き 聖は 飛鳥の 淸見 

の 原の 大御代 ゆ 藤 原の 宮に 其 

の 御名 を あら はしまして 八千年 

の ん マの をづ i に 國 もせに た、 

へま つれり かくしつ- いや 遠 長 

に 天 地の よりあ ひのき はみ 此 

の 道 を さき は ひま さむ 治 Is! の 

大き ひじり の 神ぞた ふとき 

反歌 

誰し かも あ ふがざる べき 治 道の 神の 

はりた る道ぞ この 道 

良 峯貞樹 が こふ ま i によめ る 

ふづく ゑの 銘 のうた 

くしき かも いまし とわれ は たま 

あへば あ ひぬ る ものと 晝 はも 

:n のこと ぐ 窓の ちに た むか 

ひ をり 夜 はも 夜の こと 八、、 と 


もし 火の もとによ そり ゐ むつ ま ゆ 

じみ 思 ふ 心 を かたみに 言葉と 

はね ど おの づ から いまし は 知る 

や われ はし も いまし を 知れり 

しづけ くて 事な きから に 常 磐な 

す すみす りの よに いまし は ひ 

としき も のぞ いまより は われに 

よりて な われ も はた わが 世の か 

ぎり なれに よりな も 

棚 倉 知りた ま へ る 小 笠 原の 君， 

1 とせ 勿 來關の 櫻 木の なれる 石 

を 賜 ひける が、 今年 また かの 樓 

の 花 を 扇に おして 歌 そへ てた ま 

へりけ るに つけて、 いさ- - かお 

も ひ をのぶ るうた； 13 短歌  _ 

鳥が なく あづまの 國の ちみ やぶ う 一 

る 人 をな ごせと 大王の みこと む 

かしこみ 御 軍 を あと も ひ 立て &  g 

みちの くに い 行きいた りて 春秋 を 

を あまたへ につ- そ^ あだ をむ 七 


け teW らげて かぐ はしく たけき 其 

の 名 を 語りつ ぐ ますら たけをの 

眞玉 なす 言の葉 をし も 殘 してし 

な こその 關の 櫻 木の 朽ちし 木の 

枳は 常 磐な す いはほと なりて 

關の 名の 今 もの これる 高山の 

嶺 のた むけに あら 金の つちに う 

もれて ありと こそ 人 はい ひつれ 

今 もな ほ 老木の 櫻 をち こちに 

立ち 榮 えつ、 榇弓 春べ になれば 

たへの ほに ^きに ほへ りと 音の 

みに 聞き わたりつ- - 忍べ ども 

道 をた 遠み たれ もみな せむ すべ 

なき を 白 河 や 棚 倉の 城 を 知り 

ませる 君き こしつ、 み 心に ふ 

りに し 事 を 深く しも しのばす あ 

まり 棚 倉と な こそ は 同じ みち 

のく の くぬ ちながら も 岩が ねの 

かしこき 眞山 八十 隈の 道へ なれ 

る を いそしく も 求め 給 ひき そ 


がう へに 其の 花 をし も 見 まほし 

み 世の 人す らも 見 まく ほり 思 

はむ ものと 事 はかり はかりた ま 

ひて 花 を さへ こ、 ら 得つ.^ も 

大江戶 に のぼりた まひて 人 皆に 

しめし 給 ひぬ 其の 國の 来る 春每 

に 句へ る は 色に も 香に も 武士 

の ますら たけをの 和 魂の みや 

び 心 を 今の 世に あら はさむ とか 

さくら 木の このね の なれる いは 

ほこ そ たけく を \ しき 荒 魂の 

千歳の 後に 杇ち せざる しるしな 

るら め しか は あれ ど ふりし 世し 

のぶ この 君の めぐみし なくば 

其の 岩 も うもれ か はてむ 其の 花 

も まさめに たれ か 見つ、 はやさ 

む 

反歌 

もの、 ふの その 名と 共に 千々 の 春に 

ほひ 殘れる 山 ざ くら はも 


肥 後國熊 本の 長 瀨眞幸 やよひ う 

ばかり 古 鄉へ歸 る を 送る 歌 二  ^ 

首 竝 短うた 二 首  ^ 

t ィ 

天地の はじめの 時 ゆ ちはやぶる き 

神の 御&と た. - へこし 肥の 國は 七 

しも 神 がら か 國さ かゆと ふ 國 

がら か 人ぞ さはなる そが 中に 

はしき 吾が せ は かしこき や すめ 

ら御國 の 上つ 代の 書 まなびす と 

其の 君の きこし 給 ひて いや ひろ 

に ましたら はせ と ね も ごろに 

よさし 給 へれ 葦北の 野 坂の うら 

ゆ 押 照 や 難 波の み津に たぐ 渡 

り 1K 傳ふ 日の たてぬ きに い 行 

きめ ぐら ひ まつぶ さに とひ 明ら 

めて 天の下 つど ひまつれ る 大 

江戶に ま ゐり來 まして 玉 鉢の 

道行きぶ りに おも はす も わが ふ 

せ 庵の まげい ほ を とひ ませし よ 6 

り たま あへば あ ひぬ る 物と 朝 1 
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よ ひに 馴れに しもの を 今更に 

歸 りい なむと き、 しなべ 心 ぞい 

たき しか は あれ ど 古鄉 にし も 

家人の いは ひべ すゑて あめつち 

の 神に こ ひの. t また すらむ 事 

をし 思へば と むべき 旅なら な 

くに つ、 みなく 歸り いまさぬ 

阿蘇山に うし はき 坐す 大神も 

まもら ひた まひ 不知火の 筑 紫の 

くにの 國 もせに 香ぐ ばし き 名 を 

立てむ 君 はも 

返歌 

わかる とも 何 かなげ かむ 君が 名 は 千 

虽の をち にか をら ざらめ や 

吾 はもよ 入江の す 鳥 君 はもよ 

雲井 ゆく たづ 春が すみ 翅 にわけ 

て 足 引の 高ね の 花に うち はぶ 

き 行き こむ 日 すら おく れゐて 

うらなげ をら む 千里 ゆく つばさ 


にし あれば あすの ごと IK っ雲路 

を 飛び かけり またも 來 まさね 

待ちつ V をら む 

反うた 

高く 飛ぶ つばさし あらば さくら さく 

あら 山中 もお ひし かまし を 

下總國 海上 郡へ まかりし 時釵 

沼の 丘に のぼりて 浪を 見て よ 

める 歌拉 反うた 

なつ, V  かみ  いひぬ *K 

夏？；^ ひく 海上が たの 釵 沼の 岡 

に のぼりて 見渡せば 常 陸 の國と 

下つ ふさの 中に 流る \ 刀 獮川は 

河と ほじろ み み を はやみ 千里の 

をち ゆ 落ちた ぎち ながれ 來 につ 

つ ひんが しの み 空の 極み た- T 

へたる 大海原の 潮 さゐに い ゆ 

きむか ひて あらそへば 沖 波高し 

其の 波 は 雪 かも ふれる さ 綿 かも 

つかねて あると 見る がう ちに 千 

ひろ 百 ひろ 白た への 布 はへ しご 


と ひろ ごり て より 來る さま は 

あま 雲に 乘 りて 空 ゆく わたつみ 

の 龍と いふ 神 か 其の 海の あり 

その さきに 島な して 立てる 岩 ほ 

に さく 浪は 千々 にく だけて fK 

にと び あられと みだれ 其の 岩 を 

越え ゆく 浪は 眞 白なる 駒 か 走る 

と おも ふまで 見の あやしく そ 

の 音の き、 のかし こく 天 地の 

そくへの 波 を ひと かたに つどへ 

てよ する 是れの 波 崎 

反歌 

久 かたのみ 空に っ^く 潮路より 寄せ 

くる 浪 をけ ふ 見つ るか も 

この 波 は、 飯 沼の 岡に むかひた る 

»c 陸の 崎な り C 今 はは さきと とな ふ 

れど、 もとな みさきと いひし ならむ、 

その を り の 日記に く はしく い へり C 

もろこしへ つか はさる、 み 使 

びと 

人の S をし みて よめる に なぞ 


らへ てよ める 歌竝 みじかうた 

§ チ  とも 

gis かくる 伴の を ひろき 家の 子と 

えらびた まひて から 國に い 行き 

わたれと 大君の うつの 御手 もて 

たま はせ る 大御 しるしの みは か 

し を そ びら に 負 ひて いでたてる 

たびにし あれば ますら わが いた 

だき もた る 大 御言 到らむ 極み 

行 くさくさ 事し も あらめ や さき 

だてる 浪穗 のうへ も 岩 橋 を い 

渡る ごとく うづ 汐の かしこき 海 

も ひたつ ち を い ゆくな しつ、 

明日の ごと 歸 りまゐ こむ またせ 

わがせ こ 

反うた 

お ほろ かに 思 はむ もの か 大君の みた 

ま 賜へ る われに や は あらぬ 

下總國 海上が たの 宗筠が 四月 

ばかりみ まかりけ ると 閒 きて 

よめる うた 竝 短歌 


東路の 利根の 川原の 曙に 朝び 

ら きせし 舟 こそ は 趾 もと めね 

ffe ふり 廣 島の 埼の 夕暮に よせ 

て は歸る 浪 こそ は 行方 しられね 

昔より かしまの 椅に た 1^ 向 ふ 

とねの 河べ の 夏 そ 引く うな かみ 

がた に 家居して 住める わがせ は 

石の i- ふりに し 書 を 朝よ ひの 

友と なしつ.、 よみ 出づる 吾が 國 

ぶり も 落ち 瀧つ 下れる 世々 の 

言の葉に 心 を そめす 天 ざ かる 

部に は あれ ど 白雲の 思 ひあがり 

て たま あへば あ ひぬ る ものと 

山河 を へな りて あれ ど 玉づ さの 

便から さす あまた 年 在り 經 しも 

の を あづさ 弓 春し きたらば とね 

川 を み を 引きの ぼり 吾が 宿 を 

とぶら ひ來 むと かねてより 契り 

しもの を 其の 河の 水 かも かれし 

こぐ 舟の かぢ かもた えし 春 まけ 


て 言 かよ はねば 朝が すみ お ぼ う 

つかな くも 片 待ちて 有りし あ ひ 

だに 卯の花の ^く 月 立ちて ほ 花 

と、 ぎす 導くなる 時に みな わな 卷 

す 君 は 消えぬ と 風のと の とほ 

とに 閒 けど 現と は おも ひ 定め ャ 

ぬば 玉の 夢に か あらむ と こ 、ら 

夜 を かさぬ とすれ ど さめ ざら な 

くに 

反歌 

とね 河の 水のう たかた かつ 消えて か 

つ あら はれぬ 入の かなし さ 

土 佐の 國 しらせる 君のう せ 給 

ひて 三年に なり 給 ひぬ るに、 

月の 前に 過ぎに し 秋 をし のぶ 

心 をよ める うた 竝 みじか 歌 

照る 月 は あやしき もの か 月見れ 

ば あやに かなし も 秋 はし も い 

かなる 時ぞ 秋と いへば わきて さ 8 

びし も ^„^にだに うたて 有る 秋 を 1 


をと、 しの 秋の なかばの 中{.5^の 

雲井の をち に 玉 かづら おも ひか 

けす も てる 月の み 影と 共に 久 

かたの 1K 路 しらせり しかし あれ 

ば こぞ もこと しも 秋 立ちて 月 

はさ やかに すめれ ども 歸り來 ま 

さぬ 君 ゆ ゑに 限り しられぬ 秋 

の 野の 七く さの 花の 花 敷に あ 

らぬを 草の うへ すら も 露 置き そ 

ひて よと ともに しな ひ うら ぶれ 

なげきす るか も 

反うた 

月 をのみ ながめられ けり 中 签に影 か 

くして し 秋 をし のびて 

京の 小 澤度庵 春より やみて， 

七月 十日 あまり 一 日に よは ひ 

七十 ぢ あまり 丸に てみ まかり 

ぬるよ し、 雪 岡大德 よりい ひ 

おこせければ よみけ る 歌拉み 

じかうた 


ちはやぶる 祌の IS 世より 傳 へこ 

し 吾が 國 ぶり は うつせみの せ 

の 人 ごとに 誰も 皆 うた ひ 出づれ 

ど 長 道 磐の 神の 守らす すなほ 

なる 大路 は ゆかす 八十く まの 

さき 道 をし も かに かくに たどり 

たどりて 大 かたは あり ふる 中に 

天雲に 思 ひあがりて 眞心を 立 

てつる 人と 風の 音の 遠音に 閗き 

て 相 見 まく 思 ふ 物から 岩-かね 

の こ 1^ しきみ 山 落ちた ぎつ か 

しこき 海 を 三 栗の 中に へだて、 

老の 身の せむ すべ をな み 下にの 

み しのべる 心 おの づ から かよ 

ひやしつ る は ゆ まぢの 驛の をす 

ことづて 

ふり はへ て 言傳 しょり ま そ 鏡 

むかひ ゐっ \ も かたみに 言 はと 

はね ど 其の 人の 面影 をし も 見 

るば かり 思 ひなり にて 玉 あへば 

あ ひぬ る も のと むつまじみ 甲い へ 


る わがせ 初秋の 露 どけぬ ると 5 

玉づ さの 便に 聞きて 現と も い 

めと も わかす 麻ぎ ぬの そでし を 

りつ \ た^ 泣きに なきな げかれ 

つ しかれ ども 年 を あまたに わ 

がせ こが ひん ひ 集めし 玉の 聲 

世に ひビ きつ、 い 五 百 千々 の 年 は 

經ぬ とも かぐ はしき 名は國 もせ 

に 殘ら ざらめ や 

反歌 三つ 

限り ある 世 をば なげか じ 埋もれぬ 名 

こそ 千と せの かたみな り けれ 

世々 かけて 朽ちぬ その 名 も わが 爲は 

しばしば かりの かたみ ならす や 

君 をお きて 聲 しる 入 はなき 物 を ill  一口 間 

は ざり し 事 ぞく やしき  う 

縣居 大人み うせまして 三十 ぢ ら 

まり 三と せに なりた まひけ る、 お 

神無月の 晦日に 竹 芝のお くつ を 

きのもとにつ どひて、 ふるき 七 


をお も ひて よめる 歌拉 短歌 

四方 山の 護り にす とふ 梓弓 末 

の 中頃 いその かみ ふりに し 世々 

の てぶり をば 忘れい につ-' も 

とつ 世に 引き も かへ さす あまた 

年 經に ける こと を ますら をの 

弓 末 ふりおこし いそしく も 思 ひ 

おこして 菅の 根の ね もころ ぐ 

に さと はせ る 世の 人 皆 を わが 

大人の 道び きた まひ 弓 k« す 

た，、 1 すぢに すなほなる すめら 

み國の 古 ごと を 傳へ たま へれ 

あら 玉の 年 もへ なくに 古への 

學 びの 道に 村ぎ もの 心 をよ する 

人 さはに 成りに ける かも かくし 

つ.. 五 百 千々 の 世に 天傳ふ 日 

のた て 日の ぬき 階 も 落ちす 行き 

たら はして いにしへ に 立ち 歸る 

世 を 松が 根の 遠く 久しく 竹 芝の 

！ g 山寺 0 おくつ きを あ ふ. かざら 


め や あづさ 弓 もとつ 世し のぶ 

ますら をのと も 

反 敬 

今よりの 千と せの 後に 世の 人の しき 

しのぶべ きおくつ きど ころ 

紀 伊の 殿の 姬君 越の 君の 江戸 

の^ la にお はして みう せた ま 

ひける 又の 年、 御 法の わざせ 

させた まふ 時に よみて 奉りけ 

る欹拉 短歌 

言に いで- いは V- かしこし ^！代 

の 濱 松が 枝の 八千年 も あくら 

の濱の あくよ なみ 和歌の 浦 わの 

わかえ っ& 萬 代 ませと 世の 人の 

いは ふ 心 は しら 神の 碟 によるて 

ふ かひなくて 千 さとの をち の 

武藏 野の 野の べにつ める 白雪の 

けぬ るが 如く 秩父山 嶺に てらせ 

る 夕月の 隱る i なして 隅 田 川 

流る、 水と とこし へに 歸り まさ 


ねば 荒 妙の きぬき る 人 は 藤 白 う 

の み 坂の 名 さへ うらめしく 名 ；： リ 

草の 山の なぐさめに よし も あら ^ 

じ を 年月 は 紀の關 守 も と^め 

あへ す こぞの 今日に し めぐりく 七 

る み 法の こと を閒 けば かなし も 

反歌 

むさし ね や 雪げ の 雲に かくろ ひて 二 

たび てらぬ 月の 影 はも 

下總 のく に 香 取の 永 澤躬國 が 

を さた-ご 

幼子の 七月の 末つ かたみ まか 

りつと て、 みく にが 母 刀自 を 

はじめ 家 こぞり てな げき あ へ 

りと、 W きて よみてつ か はし 

ける 歌 ijsl 短歌 

時し も あれ また 初秋の しめし 野 

に おほした てて し なでしこの 花 

だ に^かで 何し かも 根 さへ かれけ 

む および をり かき かぞ ふれば W 

七く さの 數 こそたら ね よそに し 1 


て 聞く だに 物 は かなしき を し 

め 野 守る 人 秋風の 立ちても ねて 

も 忘らえ や しのび やすらむ 秋 

霧の 思 ひまど ひて 朝よ ひに な 

げき やすらむ しか は あれ ど もみ 

づる 秋の は、 そ 原 露お きそへ 

て うつろ はむ 事 を ゆ、 しみ 心 

して いたくな 泣き そ しめ 野 もる 

人 

反うた 

はかな さ を 何に たと へむ 白露 はけぬ 

と 見る まに 置くなる 物 を 

村 田 春 港が みまかりて 廿 とせ 

あまり 七 年に なりけ る * 長月 

ばかりよ みて 手 向けけ る 歌 

みじかうた 

梓弓 春の さと わの いほし ろ を 

あらす き 返し かへ しつ V おも ひ 

出 づれば 若 苗の 若 かりし 時 n 

居の 田づら のい ほに もろともに 


あそばへ をり し 友垣 は 多 かる 中 

に 眞玉 なす 淸き眞 心 吳 竹の 

直 かる みさを 世の 人に 似 ざり し 

上に 古への 書見 歌よ み 庭 まり 

の おも ひあがれる 其の わざの 

世に たぐ ひなく 妙に しも ありけ 

る 吾が せ 春べ に は 上野の 岡の 

さくら 花 ひとしく かざし 秋た. て 

ば すみ だ 河原に すむ 月 を とも 

にめ でつ、 うる はしみ ありし あ 

ひだに うつし 身の 世 を 長月の 

名に も 似す 秋の 木の葉に 先 だち 

て 散り 過ぎし より 年毎の 花の あ 

した も 月の 夜 も 共に 見し 世 を 

しのび 來て 別れし 時 は きの ふか 

も をと k ひか もと おも ひつ、 

有りつ る もの を その 秋 ゆ 廿^^ぁ 

まり 七と せの 秋 をへ にきと 聞 

く はまこと か 

反歌 


老いに ける 身 を も 忘れて なき 人に 遠 W 

ざ かる 世 を おどろかれつ、 

莳 田在滿 みまかりて 三十 ぢぁ 

まりみ とせに なりに ける、 棄 

月ば かり 秋 ふるき を 思 ふとい 

ふこと を 題に て、 在滿が 妹た 

み 子が 乞 ふま k によめ る 歌： S 

短歌 

玉 敷の た ひらの 都 神の ます 稻 

荷の 山に おひ 出で i 遠の みかど 

ふ たもと 

の あづま ぢに 移しう ゑて し 二 本 

の 杉の 梢 は 久方の 雲か& るまで 

おひの ぼり 陰 をし み、 に もの、 

ふの 八十 氏人 も 此の 杉の 二 木 

の 蔭に 立ちつ どひ きそ ひ よれる 

を いか なれ や 一 木の 杉 は 過ぎ " 

にけ る なかばの 秋の 露霜に あ J^,^ 

へす 枯れぬ る しか は あれ ど 殘る 花 

1 木の 陰 をし も いやな つかしみ 卷 

もろ 人の 來 よりつ どひて かたり 七 


つぎ いひつ ぎ ゆかむ ありし 世の 

事 

反うた 

名 は 世々 の 秋 を ふると も 朽ちせ じ を 

なぞ や 置 くらむ 袖の 上の 露 

土 佐の 國 知りた まへ る 君の 十 

あまり 三年の 忌に、 御む すめ 

君の 御 法の わざした まふと て、 

^愤舊 とい ふ 事 を 御み づ らも 

よみ 人々 にもよ ませられし 時 

に、 よみて まゐら せけ る歌竝 

みじかうた 

土 佐の 海 おましの 浦の 敷浪の 

いやしき くに 代々 の 秋 いや 斧 

えつ & 鳥が なく あづま 大 城に 

八 千た び も 行き かひまして とこ 

しへ に いま さむ ものと 大 舟の 

思 ひたの みて 誰も 皆 在り こし も 

の を いかさまに おも ほしめ せか 

久 かたの あめ 行く 月の 天雲に 


かくろ ふ 如く 岩が くれ 力く ゎレ 

まして を とめ子が 櫛笥 にの する 

鏡 河 二た びと だに 在りし 世の 

み 影 見えねば 現と も 夢と も わか 

す をち こちに うれへ さまよ ひ 

人 皆の ありし あ ひだに 十と いひ 

て 三年に 成りぬ かくし あれば 

過ぎに し 君が わたつみの 手に ま 

きもた る 眞玉 なす いっき ましつ 

る みめ づ 子の めづ 子の 君 は ち 

ちの みの 父の みこと を 今も猶 

いませる 如く まめに しも つかへ 

ましつ、 昔より 父の みことの 

み 心に た ふとみ ませし しき 島の 

我が 國 ぶりの 歌よ みし 手 向けた 

まへ る 言の葉 を fK がけり つ- - 

見 そな はし うれしび まさむ 事の 

かしこ さ 

反歌 

土 佐の 海 や 君が おましの 浦波に 秋 は 


H のみ 影と^ むらむ  う 

享和 元年の 春、 陸 奥 画 牡鹿 1 I 

石の 翁 蛇 田の 村より、 靈蛇田 S 

道 公 3? と ゑり たる 石ぶ み を 掘 卷 

り 出せり とて、 かの 國人 其の 七 

いしぶみ をう つしても て來り 

ける を 見て、 聊 おも ひ をのぶ 

る歌拉 短歌 

^ぎ や 難 波高 津に 宫柱 太 知り 

まして B< の 下 しらし めしけ る 

すめろぎの 聖の御代に 天雲の 

むか 伏す き はみ 谷ぐ、 の さ 渡る 

限り まつろ はぬ かたし も あらぬ 

を ひんが しの えみし のと もが 

おふけな く 叛 きまつる と すめろ 

ぎの きかした まひて 竹 葉瀨が 

いろとの 田 道 は たくぶ すま 新羅 

の 仇 を 鎭め てし いさをし あれば 

えみ しら を 言 あげ もせす はき 淸 ^ 

め むけ 平らげて あすの 如 歸ら 


む ものと すめろぎの よ ざしの ま 

に ま 出で たてる ますら 健 男が 

いかな 5^ や えみし が 仇に たへ す 

して i 寺 水門の 水泡な す 消え 

てうせ けむ 從 へる 臣の 子ども は 

せむ すべの たつき を しらに 其の 

主の 手 纏 を 解きて 持ち 歸り 其 

の 妻の 子に 故 よしを かくと 吿ぐ 

れば た.. - 泣きに 泣き 歎きつ、 

わがせ こが たまき をと りて かき 

むだき いのち 死にき と 閒く人 は 

袖 しをりけ り えみ しらは 勝の す 

さびに 又 更に 製 ひ 来りて うれ 

たき や 田 道 を うづめ し 墓 を さへ 

ほり うがてれば その 墓 ゆ をろ ち 

あれいで V 吐き出 づる いぶきの 

風に 立ち 向 ふ えみし こと. 

冬め 野の 草葉の もころ たちまち 

に こやしう せけ り 其の 御世 ゆ 

千 五 百に 近き 年 を經て あづまの 


國の みちの くの 牡鹿の 郡 の 

し を づ 

卷 竹の 林 を 賤 男ら が あらす き 

かへ す 時に しも 現れ 出で し 石 

ぶみ は み靈の をろ ち 田 道ぎ みと 

ゑり たる あと 0 いちじろ く 石の 

みなとに 鎮めつ i いはへ る 事 も 

明らかに 今ぞ しりぬる いはまく 

も かしこき かもよ 大 江戸の 遠 

のみ かどに まつりごと ま をし 給 

ひて 八十 國の 大 みたから を 撫 

で 給 ふ 惠の あまり 今も猶 千島 

のおく の 山の くき 荒磯の くまに 

わくら はに 人と あれ 出で」 人の 

ち r よろ づ 

道 しれらぬ えみし 千々 萬 あり 

とふ 事 を きこしめし 憐 みたま ひ 

そこば くの 臣の健 雄 を その 島に 

渡した まひて 日の 本の 神 をた ふ 

とみ 大； |；9 を かしこむ みのり ね 

も ごろに をし へた まひて 國 開き 

ひらきた まへば 潮な わの と ま 


る 限り まつろへ る 時に あ ひつ- - ^ 

おむかし み 現れに けむ をろ ちづ 

か 今の を づ-の 牡鹿なる 石の 

i き  いにし  いし みなと  ， 

卷 こそ 古への 伊 寺の 永 門と 誰 

も 皆 明らめに けれ くしき かも 

た ふとき ろか も これの いしぶみ 

反歌 

ときはなす 石の みなとの 石ぶ みは 動 

きな き 世の ためしなる らし 

文 詞 

那波 何が しが 家に て 紅梅 

をめ づる辭 

^く 花のに ほふが 如くと いひけ む、 ；^; 

奈 良のお ほん 時 不知火の 筑 紫の 大み ：f 

こと もちの 館に • 下つ 司 人ら をつ ど 花 

へて、 梅の うたげし たまへ りし を 古 卷 

きため しにて、 世々 この 花 をな むめ 七 


であ へ りけ る。 お ほよ そ 草木の 花. の、 

K 地の なしの まに，^ 咲出づ るに く 

さぐの 色 ありと い へ ど、 白た へな 

ると 杠な るに まされる しも あら ざり 

ち- 

け り。  そが 中に もけ ぢめ ありて 百 

しほ 千 入に 色 こき は、 こちた くうた 

て ありて、 かしこき き はの きぬの 色 

めに さへ かよへば にや、 たは ぶれに 

くし。 あら 染の 淺ら かなる は、 下が 

下の みじかき 袖 おぼえて、 品お くる 

るかた になむ おも はる- -。 た， 梅の 

ゆるしい ろなる が、 おの づ から 花び 

ら ごとに 光 こもりて、 その 香 さへ こ 

よなきに 如く もの や は あるべき。 こ 

こに 紅の 梅 をう ゑて、 年の はに 花の 

さかりに は、 みやび をの ともをつ ど 

へ て、 其の 花め づ る 人な む ありけ る。 

今年き さらぎ なかば 過ぐ る 頃、 いざ 

と いふ ま に、 かの やどり をと ふに、 

ひろら かなる つぼのう ちに、 一 もと 


立てる が、 高き やの 軒の つままでお 

ひ のぼりて、 その 枝 はしみ、 に ひろ 

ごり、 其の 花 は を、 りに を、 り、 お 

も ふ 事な げに^き みちつ、、 おばし 

まに より ゐる 人々 の 面 わにて り， 衣 

手に く ゆりか &れ り。 かの 筑 紫の 館 

に は、 紅なる やな かりけ む， た 1^ 雪 

に まがへ る をのみ めで あへ る は、 あ 

かぬ す さびに こそお ぼ ゆれ。 ひね も 

す あからめ もせで うた ひ いづら く、 

すがの ねの 長き 春 日 も くれな ゐ 

の 梅 さく 宿 は 立ちう かりけ り 

川づら なる 家に ほと、 ぎ 

す を 聞く と い ふ NJ と を 題 

にて つくれる 文 

大伴 氏の 家 は， 代々 佐 保 河の ほとり 

になむ ありけ る。 其の 主は大 ぎみの 

よ ざしの ま k に、 天 ざ かる 鄙に 年へ 

ませし が、 うち 日 さす 都に まう Q ぼ 


りた まひて、 卯月ば かりにうる はし う 

みおも ほす 人々 を、 佐 保の 家に つど ；：， > 

はしめ て、 うたげ をな むした まひけ g 

る。 われ わくら はに 其の つらに かす 卷 

ま へられて 行ける に 、門に は 馬く る 七 

まさ はに 立ち；！ II み、 母屋に 小 簾 かけ 

わたし、 壁 代 を 垂れて、 麻 もよ し紀 

氏なる、 あしび きの 山の 上なる、 あ 

ら たへの 藤 井なる、 これ かれ 玉 * たれ 

の 小瓶 を 中に すゑて、 あまた i び 汲 

みか はせ り。 いで や 佐 保の €： の 柳 か 

づ らくより， 三 笠の 山に もみ ぢをか 

ざす ゆ ふべ、 阿騎の 大野に 鳥 狩す る 

あした も、 いま さ ざり し 程 は、 に ほ 

ひう すき 心地し つる を、 あら 玉の 年 

の 五と せ經 て、 まさきく てまう のぼ 

りた まひ、 かくしも もろとも にうた 

げする 事よ と、 よろこび にたへ すし 

て、 さかみ づきす るに、 あるじの 君 S 

も、 面 やめ づ らしな どうた ひ 出した 
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まへ り。 人々 醉 のす さびに、 河づら 

たかど^ 

にか まへ たる 高殿に のぼりて 見 わた 

せば、 佐 保の 山に 拉み たてる 松の梢 

に、 夕月 ほのかに 見えて、 にごりな 

き 河水に うつろへ るに、 ほと、 ぎす 

さ へ しば-,, ^名のりて 過ぎぬ る は、 

人 皆の 思 ひたらへ る 夜の さまな りけ 

り。 そが 中に 或る人 盃を とりて、 

うる はしき 友に あ ふ 夜 を なれ すら 

も 空 にしり て かこよ 疇き わたる 

我等 そのむ しろの はしつ かたに さも 

ら ひて、 

うちの ぼる 佐 保の 河浪 立ち かへ り 

なく 音め づら しもと ほと 、ぎす 

と ぞうた へ りけ る。 

隅 田 河に 船 を 浮 とい ふ 

を 題に て 

玉く しげ ふた 國の 橋よりも こなた、 

さき 草の みつまたの. y に 舟よ そ ひし 


て * 隅 田 河原に 漕ぎの ぼらむ とす。 そ 

も この あづまの 遠の みかど は、 

古への おしてる 難 波 j 咼津 の宫の 御津 

なして、 日の 經 なる 日の 緯 なる 八十 

のみ 國ゅ、 千々 の 大船の つどへ る 入 

江に かたつき て 大域 を、 しめた まへ 

れば， 大江 門と しもい ふなり けり。 い 

で や 赤 駒の はらば ふ 田ゐ、 水鳥の す 

だくみ ぬま も， 都な さぬ 方し もな け 

れば、 置 荻 しげれる 隅 田 河原 も、 百 

iE^ き ほふ 川と となりて ゆ、 今い く 世 

にか もな り ぬらむ。 かくてい や 河の 

ぼり て 見 わたせば、 ひんが しの 里に 

は、 八束穩 つめる 稻 置の もとに、 國 

風うた ふ聲 たえす。 西の 岸に は、 家 

竝 みしき て、 かまどの けぶり 千里に 

滿 ちぬ。 三と せまでお ほんた からが 

えだち を、 ゆる？ せた まひし 大 御世 

や、 かく こそ ありけ めレ ふり さけ 

れば、 狹 衣の を筑 波高ね た 此の 水 


上に 神 さびた ち、 かへ り 見 すれば、 

なつ そ  ，？ なかみ 

夏 麻 引く 海上が たの 沖つ 浪にぞ つ 

くなる。 やがて 月の み 舟と ともに、 

かよりか くより 木の葉な すみ だれ 出 

づ める^ 屋 ずに、 百の 物の 音なら し 

たつれば、 月の 光 もい やて り まさり 

て、 水の面 は櫛笥 にの する 鏡の 如し。 

げに 橋の 名 を ふた 國 といへ る は、 武 

藏 と下總 との あは ひなれば なり 0 河 

の 名 をす みだ 河と お ほせし ば、 月の 

影と 物の 音と によれり とこ そい ふべ 

かり けれな どい ひ あへ り。 か k れば 

人々 歌よ みしつ i、 かけ まく も かし 

こけれ ど、 古へ をお も ひ 八マ を あ ふぐ 

はや、 ころ は 葉月な かばの 事な りけ 

水上の 遠つ 筑 波の 高ね より 海原 か 

けて 照れる 月 かも 

人の 世 も 吾が 世 も 常に あらませば 

八千代 もこ 、 に 月 を 見て まし 
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藤 原 濱 臣 が：？ ほ舍 にて 連 

を 見る 辭 

大比 叙う つされ たる 上野の 岡の 麓、 

比 良の 大ゎ だな せる 池 水の ほとりに 

さ \ なみ や 志賀さ れ；！ « もて 名 をお 

ほせた る屋 あり。 白妙の 富士 のみ 雪 

もき え、 あらがねの 土 さへ さくと い 

ふなる ころ * 人 皆 涼みせ むと て 其の 

やどりに つど ひて、 高き やにの ぼり 

て 見 わたせば、 池の 面 は 紅の ゆ はた 

と 見 ゆる ぞ、 蓮の 花の きみち たる 

にて はありけ る。 おひた てる 葉の ひ 

ろごり たる は、 宮路 ゆく うまび との 

きぬがさの 如く， 浮きた る は、 大庭 

に 百の 司の わら ふだ 敷き 竝べ たる 如 

く、 葉に 置け る 露 は、 白玉の 五 百つ 

集 ひ を 解きみ だした るに なむ 似たり 

ける。 池 Q 水 淸らに 澄みて、 あそぶ 

いろく づ思ふ 事 なげな り。 人 衣の 


鈕を 解き さけ， おばし まに 寄り ゐて • 

酒 汲み か はす 程、 彼の 岡の 木 高 かる 

瑞枝 吹き こす 風 0- す 1^ しきに、 えな 

らぬ 香の かをりく る もた としへ なし 

や。 彼方の 岸より 中島 ま で 、 長き 堤 を 

つきて、 石 もて 作れる 橋 かけわたせ 

る は、 もろこしの 西の 湖と かいふめ 

る 所の さま かける かたに 似通 ひて、 

遙 かに 行き かふ 人の 袖のに ほひ さへ 

なつかしく 見 ゆ。 あるじ は 吾が 國ぶ 

りの 歌つ くり、、 書見る こと をし も 好 

める が 上に、 ことくに の 書 を さへ に、 

あした 

朝夕べ の 友と せりければ、 さる かた 

の 友垣に しも 乏しから す。 歌 好め 

る 何が しの f 士は、 さに ぬりの 小舟 

にから をと め 載せて、 此の 花 折らせ 

まくお も ひ、 日の 入る くにの ますら 

をの 法に 心 をよ する は、 これ ぞ この 

上の 品のう てな に^れ 出で たらむ 心 

地す るな どい ひ あへ りけ り。 人々 心 


桐の 葉の 一 葉 散り そむる ゆ ふべ、 ひ 

とり 高き 屋に のぼりて、 七つ をの を 

琴 を かきならしつ \、 秋の 風の 言葉 

を うそぶき 出せる をり しも、 遠つ 人 

初 鳴が ねの 聲 かすか！，」 きこ：： るに お 

どろき て、 しばし ひきさし つ、 見さ 

くれば、 姿 は雲路 になむ 消え失せぬ 


心に 歌に よび 出づれ ば、 も だ も あら 

なべて 世の にごりに そまで 住む 人 

の 友と 見る ベ き花ぞ この 花 

かくて 上野の 岡の 入相の鐘、 木の間 

しのぎて ユ きわたれば、 み 盛りに 

閧 けたり し 花の、 又 ふ- - める さまに 

立ち かへ りたる も、 あはれ ふか.. -る 

ものから、 遠方の 梢の鷺 すらね ぐら 

もとむ る もの をと て、 人々 あがれ か 

へりぬ。 

初 雁 を 聞く 辭 


る。 いで や 白雪の 舊 年より しも、 は 

ねなら はしつ \、 かげろ ふの 春 立ち 

そむる あした、 日影 うら/^ とうち 

霞める に、 耔近， 4 にね ぐらし めつ 

る篱 の、 まだ 片 なりなる う ひご ゑに 

ほひ 出せる より、 笠に ぬ ふて ふ 花の 

かをり 滿 てる 枝に 來ゐ つ、、 ほこり 

かに さへ づる は、 めでたき 物から、 

雲に たぐへ し 櫻 も 散り 過ぎて、 靑棻 

しげき 木の間 を 立ちく、 聲の むくつ 

けき に は、 待た る- * 物 はとい ひしに 

行きた がへ て ぞぉぼ ゆる かし。 池の 

藤な み 夏 かけて に ほへ る 頃、 ほと & 

ぎす の、 それ か あらぬ かとた どらる 

る 一 聲 より、 花 橘の ゆく りなく 香に 

に ほへ る 曙、 あり 明の 月の さやかな 

るみ 空に、 さだかに 名のりて 過ぎ行 

くは更なり、.^^雨そぼふるゅふべ、物 

思 ひに い を寢す して 更け 過ぐ る 夜半 

に- をち 返り 鳴く を、 誰 やし 人 か あ 


はれと おも は ざら む。 然は あれ ど， 

山 かたつけ る わたりに は、 こちた き 

まで 飛び かひつ、、 稍に しもお りゐ 

て 高 やかに 鳴きと よめるな ど は 今 

1 聲 のとい ふべ くも あらす うれた き 

や。 そ もく 臈は、 常世の 國をゃ 出 

でけ む、 三越 路 より ゃ來 ぬらむ、 あ 

る 時は眞 木立 て る 荒 山 の あしたの 霧 

にむ せび、 ある 時 はみ るめ 刈る やし 

ほぢの 夕べの 浪を つばさに かけて、 

草の 枕 だに 結び あへ す、 天路 はるか 

にお も ひあがりて、 夕暮の 雲の はた 

てに、 聲はを 舟 漕ぐ is にかよ ひ、 姿 

は 薄是 にかけ る 文字に 似て、 一 つら 

過ぎ行きつ-"、 遠方の 田 づらに 落ち 

くる さまさへ、 おほどか にして、 其 

の 時し も 荻の 葉に おとな ふ 風、 萩が 

枝に 亂 る- -露， くまな き 夜 I- の 月、 

染め かくる 木々 の もみ ぢ、 千た び 八 

千た び 打ちす さぶ 砧の 音、 おしこめ 


て あはれ なる をり に 逢 ひぬ るが ^ 

りなく めでたく なむ。 また 別けてい 

ぬる 春べ に は 花 を 見捨 つるな どと が 

むめれ ど、 しづけ かるみ 山の 花 をつ 

ば さに しめむ とて、 都の 空 をい そぐ 

ならむ と 思へば、 そ も はたに く 力ら 

ャ こそ。 臈ょ^ -、 なれ こそ はわが 

おも ふ ど,：' なり けれ。 

われ も いざ 秋 を あはれ ぶ 友 どち の 

つらに はもれ じ 天つ かりがね 

むし. > ^らふ 

蟲 撰の 詞 

秋の あはれ は蟲の 音ば かりなる ぞな 

き 。いで 武藏 野の 原に しもき i てむ、 

家づ とに もしな むと て、 ，i 月の 廿日 

ばかり、 白妙の 袖 ふり はへ、 ぬば 玉 ：： 

の駒拉 めつ & なむ ゆき ゆく。 ふぐし ：f- 

持た る をと めに 問へば、 こ k なむ 武 花 

藏 野の 原な りと いふ。 かぎり も 知ら 

ぬ淺茅 生のう へに、 た ビ富士 のね の 


みぞい ちじる き 。かくて 見 わたせば、 

i て さし はら 

夕べの 霧 はもの、 ふの 小手 指 原に た 

ち、 入日の 影 は 赤 駒の 足 柄 山に かく 

ろ ひぬ。 やがて 野づ かさに おりたち 

つ、、 つい 松 ふきた て、、 さかな ま 

う ぼり、 汲み か はす ほどに、 月 はる. 

ばる とすみ のぼれば、 置け る 露 原み 

な 玉 をし きな せり。 此の 野ら のさ ま 

は、 人の かたれる よりもげ にかぎ り 

なく- 鳴く 蟲の聲 は 都に て閉 きつる 

よりもい とこと にて、 ますら をと お 

もへ る 人々 らも， えたへ ぬな げき を 

なむし ける。 うけら、 かる かや、 は 

ぎ、 す.^ き、 分けに 分けて、 をち も 

この も、 あさる ま、 に、 千々 の蟲は 

かすく の 籠に もみち にたり。 そ も 

そ もこと 狭き つぼのう ちの 草 むらに 

聞きて、 秋のお も ひ. W やらむ よりも， 

かく 大野の 心 も ひろに 出で た- - むこ 

そ、 まことに ますら をの あそびな り 


けれ。 かくしつ、 秋て ふ 秋 はと ひ來 

たらむ と、 野 守の をぢ にい ひて、 う 

ちつれ て歸 りぬ。 

むらさきの 根 はふ I 旦原 入りみ だれ 

秋な く 蟲の聲 を きくかな 

隅 田 川の ほと 6 なる 石濱 

の 庵に て 雨の 中に 作れる 

文 

i 月 はっか あまり、 秋の け は ひの な 

つかしくて、 例の すみ：；，： 河の ほとり、 

石濱 のい ほりに 行きて やどりぬ。 有 

明の 月のに ほひ も、 霧 立ち わたる 曉 

のさ まも、 所がら 世に 似ぬ もの から、 

こ. * は 雨の そぼ 降る 日な む 殊に あは 

れは深 かりけ る。 もとより 萱 ふける 

いほり なれば、 音 だに なくて、 軒の 

しづくの 三つ 四つ 落ち そむる より、 

» の 萩の 下葉の 色付きた るが、 ほろ 

ほろ と 散る も あはれ なり。 水のお も 


て はう ごくと もなくて、 鏡の 如くな う 

るに * 雲の 濃き うすきう つろ ひて、 ら 

かつ 浮び かつ 消 ゆる 水沬 にこ そ、 雨 g 

のけ は ひ はしる かり けれ。 み をの 一 卷 

すぢ は、 さしひく 汐 にも まじらで. 

と はに 花 田の 色に 流れい にて、 沖に 

出づ めり。 これ や 水上の 秩 父の 山の 

3 呉淸 水の 落ち 來 るなら む。 うち 向 ふ 

岸の はり 原の み、 濃き *r かきの 如く 

なる が 中に、 梓の 黄ばみた る はさす 

がに ほのかに 見えて、 其の ひま/^ 

より、 長き 堤の 見え わたるに、 堤の 

をち なる 梢 は、 やう/.、 にう す 墨 も 

てかきけ ちたら む 如く、 いとし も は 

るけ き は、 た なびかぬ けぶりとの 

みぞ 見 ゆる。 こ、 かしこより、 烏の 

飛び 行きつ i、 ね ぐらの 鷲の つばさ 

おもげ におき 出で、、 河の 瀨の眞 菰 

におり 立てば、 みさ ごの 群れき て 水 ^ 

の 面に 浮べる も を かし。 上つ 瀕 より 


筏 師の突 笠き て、 棹 を 筏の 上に よこ 

たへ、 おのれた むだき て、 おも ふ 事 

なげにて をり、 いかだ は 水の まに 

まに 流れ 行く もし づけし。 渡 守 舟 さ 

し 出せば、 大笠 かたぶけ てわたり 行 

く 人の、 やがて 堤 を あるく さま も繪 

によく 似たり。 すべて ひと 日のう ち 

に、 筑波嶺 より 吹きお ろす かと 思へ 

ば • 沖よりも 風 通ひ來 て、 岸の 木立 も 

長き 堤 も、 ある は あら はれ、 ある は 

かくれて、 限りなき 靑 海原に むかひ 

たらむ やうに お ぼ ゆ る 折 も ありけ 

り 0 かくて や、 夕 ぐれ 近く 成り ゆけ 

ば、 むら 鳥のお のが じ、 ねぐ らもと 

むる に、 雁の f つら 二つら わたり 行 

くな ど、 え もい はむかた なし。 暮れ 

はて 、も齒 行く 水の 色の み 遠 白く の 

こりて、 川添.^-田にぃは へるみくま 

りの 神の み 火の、 海人の いさり とも 

いふべ く， かすかに 昆ぇ わたる も あ 


はれな り。 

秋 ふけて 小雨 そぼ ふる 隅 田 河た が 

墨が きのす さびな るら む 

秋の 山ぶ みとい ふ を 題に 

て 作れる 文 

名のみ 閒 きわたり て、 昆 まく ほしき 

山河 はし も 限りなき ものから、 先づ 

隅 田 川の 北に 聳えて、 と はに 目 なれ 

ぬる， ころも 手の 常 陸の 國ニ 並の 筑 

波の 山の、 かけ まく も かしこき 朋神 

のうし はきい ますみ 山に して、 いに 

しへ Si 本武の 御子の 命、 あづまの 國 

むけ ませし 時 其の あたり 過ぎ 給 ひ 

て、 いくよ か寢 つるとう た ひ 給へ る 

大 御言の 葉 さへ 世々 に傳 はり、 その 

後 Is 比の 眞人 此の 山に のぼり、 ま 

た大 伴の 宿禰 ぬし をみ ち 引きの ぼれ 

る 人の 歌に もい ちじろ ければ、 かの 

み 山に 登ら まく 思 ひ つ 年經 ぬる 


を、 年毎にに ひ 桑 まゆの 絹 もて ひさ 

ぐ をな り は ひとせ る もの、 みやび 事 

好める が、 しば/、 まで 來て、 秋の 

なかば 過ぐ る ころ、 國へ歸 りぬべし、 

いかで 思 ひ 起した まへ、 名 だ A る嶺 

にも 從ひ 侍りな む などい へる ま、 

に、 年 ごろした に 思へ りし 事 も、 今 

なむ はるくべく 思 ひなり て、 二人 三 

人 あと も ひつれ て 出で 行く。 かの ひ 

さぎ 人 は、 尾花ち る しづくの 田 居 を 

垣つ 田に しめて、 家居つ き <\ 'しく 

住みな したり。 其の 家に 憩 ひて、 共 

にみ 山に 登らむ とす。 あしたの 霧の 

絕 間より、 木々 の 紅 紫 この も かの も 

に 句 ひ * 分け 行く 山路 はや V うら 枯 

れ にたれ ど、 八千草の 花猶色 をつ く 

せり。 蟲の聲 も そこ はかと なく 閉ぇ ：f 

て * げに春 見 ましより とい ひけむ も 花 

うべ なりけ り。 やう 登り 行く ほ ^SJ 

ど、 み 山お ろしに 霧 晴れ わたりて、 七 


國の まほら もつ ばらに 見 わたさる。 

足 穗の山 は そが ひに しみさび 立ち、 

みなの 河 は 源 1 1 をの かひより 湧きい 

づ る眞淸 水に て、 末 遠 白く 流れい ぬ 

めり。 すそ わの 田 居遙に 色付きて， 

照 雲井より おち- If 山の しもと 陰し 

げくして、 鹿の 聲 かすかな り" かく 

て われ も 人と 紐と きさけ て、 酒 汲み 

か はしつ、、 岩根に 尻 かけて うたへ 

らく 

つくば ねの 嶺の秋 霧し のぎ 來て昔 

の 人の あと も ふみ 見つ 

八月十五夜家にて*^-のも 

の 題 を 分ち て 文 作れる に 

山里の 月と いふ を 題に て 

耳に なり ル のおと を閗 かす、 目に 旗 

手の なびき をし も： a ぬお ほん 時代に 

逢 ひて は、 何事に つけても 憂し とわ 

びし と 怨み かこ つ べき 事 や は ある。 


されば 世 を 避く とし も あらね ど、 あ 

きじ こる 市の ちまたに 近き 娠は しさ 

をい とひて、 此の 山 ざと に はう つろ 

ひ 住める になむ ありけ る。 秋 こそ， & 

にと いへ るもう ベなる かな。 雜のも 

とに た」 やめる 小 鹿、 松に 木 づたふ 

ましら の聲 も、 ひとり ある 人 をな ぐ 

さむる に似て あはれ なる に、 茜 さす 

日 も 入り はて- そまび との 斧の 響 結 

えて、 端山の かひより 月 さしの ぼれ 

ば、 そが ひの 嶺 よりおつ る 瀧つ 瀨は、 

こがねの 色の 絲 引き は へたら む 如 

く、 岩に 碎 くる 水 は、 白玉 を こきち 

ら すと ぞ疑 はる。 とこし へに 淸らに 

して、 物に と こ ほる 事な きを、 吾 

が 心と はせんと おも ふに I たぐへ て 

む もの は なぞ、 たに 月 と 蕭っ瀨 との 

み。 

雨 岡が. 5 行きて 黄葉 をめ 

づる辭 


古へ より 人の わき かねた る • 春と 秋 う 

とのけ ぢめ は、 末の世に 明らめ はつ ；：., 

まじければ、 た^ 春 は 春 をめ で、 秋 は 

秋 を こそ あはれ むべ けれ。 久 かたの き 

星の 逢 ふて ふころ. 荻の 上 風 身に し t 

みそめて より、 さ を 鹿の 妻と すなる 

萩が 花に 眞袖 をに ほ はし、 遠つ 人、 は 

つかりが ねに 王 章の 便 を かこち、 中 

ばの 秋の 月の 光に は、 千里の 外 をお 

も ひしに、 はや 峯の杵 野べ の淺 茅の 

うつろ ひゆく より、 草木 ことぐ た 

だなら ぬぞ 秋の あはれ のと ぢめ なり 

ける。 こ-" に大： ^のとのへ の 北に 近 

つ あ ふみの 比彀 をまねば れ たるみ 山 

あり 0 其の 麓 はかし こに なすら へ て、 

坂 本と なむい ひける。 そこよりも 奥 

まりた る あたり は、 に いと 淸ら に、 

しづけ さい はむかた なし。 いざ こ \ 

に 我が 世 はへ なむと て、 はやく 住家 3 

求めつ る 人 ありけ り。 この頃の 時雨 2 


だつ 雲の け は ひに、 布 留の山 ざと い 

かなら むと、 心しれ る 人々 かき つら 

ねつ.、 とふに、 木 高き 松に 枝 か はせ 

る概 の、 色 こがる ばかりに そめな せ 

る は、 まことに もろこしの 淸き 入江 

にさら せる 錦 も 及ぶ まじくて、 さら 

で だに 憂して ふ 事は閒 きも 見 もせぬ 

わたりに は、 斧の 柄 もく たしつべく 

お ぼ ゆる を、 まして かく 染めつ くせ 

る 木の もと をば、 いか は 立ちう か 

ら ざら む。 臥 待の 月 や、 梢 を 登り、 

淺 茅が 露 玉 を 敷きたら む 如く 見え わ 

たるに、 名に 負へ る 長月の 夜 を 長し 

ともお ぼえ す、 語ら ひ あかしつ。 色 

色の もみ ぢの 中より、 靑 海の 波て ふ 

舞 を かに やかし、 ある は 秋の 川瀬に、 

もみ ぢ ふける 舟 を 浮べて は、 わたつ 

みの 神の しらべ をと &の ふるな どこ 

そ、 心行く わざなら めど * うま 人 は 

うま 人 どち * や いっこ はや いっこ ど 


ちて ふ 古言の 如く、 これの 庵の 今日 

の 遊び ぞ、 吾が ともがらの たのしみ 

のき はみ なりけ る はや。 

うき 秋と いひつ る 人 は 山 ざとの も 

み ぢの色 を 見す や ありけ む 

雪 を 見る 辭 

あら 玉の 年の I とせ、 ありと ある 心 

すさみのと ぢ めに、 雪 こそ 猶 おもし 

ろく 心 ゆく もの は あれ。 籠の 千草 も 

殘る 色な く、 軒の もみ ぢも 散り はて 

て、 た V 龍田彥 のうら さび ませる、 

嵐の 音の みはげ しかりし を、 いっし 

か 風の 音 も しづ まりて、 IA のた、 す 

まひの どかに なれる み 空より、 いづ 

こ ともなく 落ちく める は、 風の さそ 

はぬ 櫻 花の、 心づ から 打 散るな して、 

小笹が 上に はたれ ふりた る は、 霜の 

置け る さまに 見え わたる を、 や、 降 

り まさりつ、、 千 萬の 驚のと びかけ 


るが 如く 見 ゆれ 5^、 忽ちに あら はな M 

りし 梢に は、 隱 口の はっせ をと めが 

造りな せる 白 ゆ ふ 花 を かせ、 常 磐 

なる 木々 に は不. S 火の 筑 紫の 綿 を か 

づけつ \、 見 わたさる、 檜 皮 屋も薬 

屋も ひとつ 色に なりぬ。 しかす がに 

松に つもれる はを& しく、 柳に か、 

れる はた を やかに して、 くさ..^ の 

け ぢめ見 ゆる も あはれ なり。 かけ ま 

くもが しこき 九重に は、 雪の. 山 をつ 

くらしめ 給 ひ、 百の 宮人 朱 雀の 大路 

をね りて まう のぼり、 ある は摺 衣き 

よそ ひ、 駒に のりて、 白斑の 魔 を 手 

にす ゑて、 交野の 御 野に きそ ひ 出で、 

*0 じろ ぐる ま 

ある は 網 代 車 走らせて、 道す がら 笛 

吹きす さびつ、、 思 ふ 方 をゃ訪 ふら う 

を. M  二 &み なた なな を ぶれ  i-N 

む。 ある は 男女 棚 無し 小舟 漕がれ 出 ：：リ 

で、 は、 袖 さ ゆる をし も 忘 るら むな ^ 

ど、 目の前に 見る ごとお も はれて *  ^ 

面影に うかぶ ばかりなる も あやしき 七 


や。 入相の鐘の 聲に爭 ひて、 猶 暮れ 

なむと もせぬ を 見 はやす ほど、 雪 や 

みて、 お ほひ ふたが りし 雲 跡な く は 

れ わたりて、 月 さしの ぼれ、 ば、 天 

つちの 限り、 おの ごり 戸邊が 禱 なせ 

る 鏡 を かけな ベ、 天の 明 玉が 作れる 

玉を數 きみて たりと も、 かく や はと 

思 ふば かりてり か やける、 はたい 

ふべ くも あらすな む。 

かくながら 心の ゆかぬ くま もな し 

月に てり そふ 雪の 光に 

きじ 詞 怨に 

つれぐ となが めが ちなる 夕暮 のさ 

より、 花に まが へ て 打 散れる を、 あ 

な 嬉しと 見る ほどに、 小 彼が 枝もう 

ち撓 みて 物 思 ひ 顔に、 ねぐ らもと む 

る 村 鳥の 羽風に、 ほろ くと 亂 る-. 

雪 さへ 袖の 淚に ひとしう、 しばし 寒 

さも 忘れて 猶 眺め わつ \、 過ぎ こし 


かたの 事 ども かきつ めて 思へば、 か 

かる をり に は 必す小 簾のう ちに {仝 だ 

をぐ る ま おと 

き 物く ゆらせつ &待 つに、 小 車の 音 

して 中 門の 廊 より 入りお はして、 と 

もに 火桶に 寄り ゐて、 雪と つもれる 

事 ども 語ら ひ あかし、 かたへ 氷れる 

池 水に、 住み なれし 鴛鸯 のかた みに 

うは 毛の 雪 を うちはら ふ を も、 よそ 

にや は 見す ぐし つる。 格子お ろし こ 

め、 お ほと なぶら 影 しづ まりて、 と 

もに ふすま 引き かづきて は、 窓の 前 

しな を 《•  r  *■ 

の 下 折の 音 を かすかに おぼえ、 後 夜 

の鐘のひ^-きを* 物の 底に 閉 くらむ 

やうに、 おも はれし 夜 も あり つ る を、 

かく ふるされし 身 は 跡つ けむ 入 もな 

き や、 中々 なる もの \ いと さう <^ 

しうな む。 あはれ うな ゐ 子の 昔、 お 

まへの 雪に おりたちて、 あこめ しど 

けなう 著な ちしつ 童 どち 思 ふ 事 

なくて、 まろばし あ ひ しをりの 心な 


がら あらまし かば、 か V る 物 思 ひ は う 

せ ざら む もの を、 白た への 雪の 光に リ 

暮れが た？^ かこち、 早う しらみ ゆ 4S 

く 曙 を 怨み こしょり、 はて/、 は 枕 卷 

の 氷と けむ 期 もな く、 人 やりなら ぬ 七 

思 ひに のみ しづむ も， 心なき 雪に さ 

へ ぬれぎぬ きせつる 罪の つもりに も 

や あるら むかし。 いで やしら 雪 も あ 

はれ 世に ふるたぐ ひぞと 思へば >  い 

と むつまじ きかな C われさへ 共に 

と 思 ふ も かひなくて。 

山水の かたう つした る 精 

を 見る とい ふ を 題に て 

文 机に より ゐっ. -、 程な き壺の 中の 

草木 をのみ 憐 みて， 思 ひ 足ら はせ る 

にし も あらす、 名ぐ はしき 吉 野の 山 

の 奥 をと め、 久 かたの 1K の 橋 立 をた 

づね、 常 磐なる 松が 浦 島に わたりて g 

ぞ、 心 ゆく かぎり-, るべき を、 遠く 


出で た &むも い たつが は、 しく ものう 

ければ、 いぶせき 庵のう ちに 籠ら ひ 

をる よ、 ますら をのと ご、 ろな しと 

やい はむ。 そ もまた 己が さが なれば 

いか はせ まし。 いで や 山 田の 曾 富 

騰 といへ る 神の 足 ゆかす して、 千 

里の 外まで、 心 を はなち やりてむ わ 

ざ もがな と 思 ひめぐ らして、 山と 水 

とのす がた を 壁に ゑが.^ せて、 心 を 

しづめ てうち 對 ふに、 岩が ねの こ 1^ 

しき 嶺 より、 藤り おつる 瀧つ 瀨 あり、 

かたへの を岫 より、 橫 ぎり わたる 白 

雲に なかば 絕 えて、 麓に 落ちく る は 

その ひ き閗 きつべく、 そが 末つ か 

たは 道の 面に 造り 出せる 檜 皮 屋のも 

とまで 流れたり。 すだれ 高く 卷 きて、 

三人 四 人 思 ふ 事 なげに 語ら ふさ ま を 

見れば、 我 も 其の 人々 に まじら ひ 居 

る 心地す。 木 高き 松に 日蔭 生 ひたれ 

て、 棺に はま しら 群 れゐつ. -、 木の 


實 もり はむな ども を かしき や。 つ 5^ 

ら 折なる 山路 を、 手 束杖曳 きての ぼ 

り 行く 人 あ. o。 ぎ 子 琴 をいだ きて 隨 

へ り。 いづ こ へ 行くなら むと 見れば、 

山の なからば かりの 平らかな るに、 

黑木 もて あづま や 造りて、 ひとり 笛 

吹きす さべ る 人の もと を さして 訪ふ 

なめり 0 はるかに 木立う ちけ ぶれる 

ひまくに、 小さき 家居 見えて、 細 

き 棚 橋 わたした る を 駒に 乘 りて 行く 

あれば、 みなぎ はの 蘆 間に、 を 舟 浮 

ベて さで さしおろ し、 ある は 釣た る 

るな ども 見 ゆ。 朝な 夕な 义を 見れ ど 

あかれぬ あまりに、 かの 瀧の もとな 

る 人の 心 をよ みける。 

心さへ 澄み わたりけ りと こしへ に 

みなぎる 瀧の 音に なれつ i 

笛吹 きゐた る奧 山人の 心 を、 

吾が 山の 松の 嵐よ 世の中に 笛の 音 

を だに 誘 はす もがな 


千 足の 眞言が 古鄉へ 行く  g 

を 送る 詞 

吾が 友 千 足 氏、 舟き はふ 津の國 なる I 

夕日て る 西の せ！； とい ふ 所に、 父母 を 

なむお きたりければ、 年毎に まう で 

たりけ るに、 父の 翁 は、 こぞな む廣田 

の 森の 秋の 楚と 過ぎい にて、 須 磨の 

あま 

種の 藤の 衣 を しをりつ、 あるに、 こ 

の 大江戶 の 家 はた 事 さ り が たしと 

て、 卯月に なむまで 來 ぬる。 しかして 

こ- -に しも、 其の 心ば へお ろ そげな 

らぬ 程に、 また 其の 時に しも なれり 

けり。 おくつ きに もまう でな む、 母 

刀自 妻子に も あは ましとて、 玉づさ 

の 文月 廿日 あまり あゆ ひと & のへ う 

て、 道 立ちせ むと す。 いで や 鳥が な ；： j 

く 八十の ちまたに、 遠き 近き をい は 花 

す、 國々 より 來 たりつ どへ る 人 は、 お 

いく 百 千て ふかす も 知られね ども、 ，^ 


眞心 もて あ ひかたら ふ 人 はし も， た 

だいくば くも あらねば とて、 いつ & 

たり やたり 相 つらねて、 此の^れ を 

さ ごろち 

なむ をし むめる。 かくて 麻の 狹 衣た 

ち 別れな ば、 杣木 きる 足 柄 山の 山風 

はだへ にしみ、 いはば しる 大ゐの 河 

の 川 浪をま 袖に かけ、 空に とぶ 鳴、 

野に なく fS の 昔に も * い 力ば かり 力 

もこし かた 行く さき を しのびなむ。 

しか は あれ ど、 ち、 のみの 爾 の御靈 

は、 IK がけ りても、 1K の たづ 村 我が 

子 はぐ i めと こそお ぼ さめ。 は、 そ 

ばの 母 刀自 は、 いは ひべ 据ゑ なべて、 

つ、 みな かれと やい は ひまた すら 

む。 こ を 思 ふに、 友 どち の^れ 惜む 

はいと しも わりな き わざに なむ あ 

る 0 

眞 木立て る 足 柄 山の 夕霧に しぬ." 

に ぬれて ひとり 越 ゆらむ 


藤 原の ¥ 萬 伎が 難 波へ 行 

く を 送る 辭 

荒 妙の 藤 原の ぬし、 おしてる 難 波の 

大域 まもりに まけた まふ まう ち 君に 

つきて、 文月 廿日 あまりに 道 立ちせ 

むと す。 今 も 猶土さ へ さけぬ ベ き 暑 

さ を もさけ が てらに、 舟 をう かべて 

こそ 馬の はなむけ はせ めと て、 沖つ 

鳥 貧 茂の だ 人、 空か ぞ ふ大 伴の ぬ し、 

おうとなる、 いみき なる、 さき 草の 三 

つまた の 江より とも づ なを 解きて ま 

そ 鏡す みだ 河原に 漕ぎ のぼるに、 鷲 

し なが ど 9  . 

の 住む 筑波 の 山の 嵐、 志 長 鳥 安 房 に 

つぎたる 沖つ a? も、 た C こ i もとに は 

吹きつ どひつ、、 なかばの 秋の 空な 

む おもはゆる。 やがて 月の み 船 も、 

雲の 波 を こぎ はなれ、 久 かたの さも、 

水の そこ も、 ひとつに のみ 見 ゆれば、 

常 aD- る 所と しもお ぼえ や。 か はらけ 


も あまた、 びめ ぐらし， 言の 棄も千 -" 

千の なさけ をつ くして 人々 此の tB ら 

をな む惜 むめる。 抑 今のお ほん 代に 花 

ば、 と i の ふる 鼓の 音 をも閒 かす、 お 

さし あぐる 旗の なびき を も 見ねば、 

つ 軍な りと もとうた はむ は 更に 

よしな かるべし。 たビ 吾が せこ は、 

r ひさき もリ 

旅行き しらぬ 新 防人な しぬ。 山 を こ 

えば 駒の かけな は 道 引きた まひ、 海 

を わたらば 舟の へに うし はき まし 

て、 な ！• はの 浦の なに はの 事な く、 

御津の 濱松 みつる &事も あらで、 よ 

く 行かし め、 よく か へ らせ たま へ と、 

住の 江の 大神 にあ ふぎ ふして、 こ ひ 

のみ まつる はや。 卽ち によび 出づら 

く 

玉 ぼ このち ぶりの 神 もた すけなん 

旅 ゆく 君が ゆく さか へ る さ 

いかに かも 露の ちら まし 旅人の 庵 § 

せん 野の 秋の はつ 風 


難波渴 たづの つまよ ぶ あかつき は 

古里い かに 戀 しから まし 

月の 宴の 歌の 序にな ずら 

へたる 文 

はたば り 廣き錦 織り 力く る、 木々 の 

葉月の なかば、 十 まり 五たり のまう 

ち 君た ち、 お ほやけ の いとま ありて * 

眞心 を菅原 の 君の 釣 につ どひて、 

月の 实を なんした まひけ る。 この 夜 

らゃ、 天 の 海に 雲の こづみ もよ せす、 

星の 林 も 刈り そ けられて、 月の 舟の 

み 1* 帆に 浮べれば、 池の さ X 浪 こが 

ね をのべ たらん. g く、 诸 のまな ごぢ 

玉 を 敷きた るに ひとし。 千 ^pj 百 秋 は 

ありと し、 か.^ る 足り 夜に めぐりあ 

ひてん 事の かた かめれば、 た にや 

は あるべき、 吾が 大御國 ぶりに も、 

言 さ へ ぐ唐國 ぶりに も 作り出で つ ベ 

き 題 をお も ひめぐ らして よと、 人.^ 


のた まへ るに、 は 山の 眞柴 負氣 なき 

ものから、 門 田の 稻置 いなみ あへ ね 

ば、 月 を 望みて 遠方 をお も ふとい ふ 

題 をな む 奉れり ける。 かくて、 みや 

び をた ち を はじめと して、 玉 だれの 

小籐の 中なる た を や めのと もさへ 

に、 おのく よみいで たまへ る こと 

は 天の 香久 山に、 神代の ま」 の 鏡 を 

かけ、 姥桧山 をお も ひて、 千里の 外 

に 心 をす まし、 須 磨の 海人の 苫屋を 

うらやみて、 はるけ き 汐路の 海松 を 

かり、 ある は 淸見渴 をし のびて、 富 

士の ねの 雪と 月と を 心に うつし、 あ 

る は 弓 機が 嶽 にさし のぼる 影 を 足 痛 

の 河に 待ちと り、 領巾 振る 山に のぼ 

りて は， 唐土 かけて 思 ひやれ る、 言 

の 葉の 玉の 數々 のた び はて、， りち 

の 音 をと- - のへ、 秋風の 調べ を あそ 

ぶ ほど、 月西の{<^にかたぶけり。 今 

宵の みやび ごと をし も 書きつ めて、 


後のお も ひ 出 草に をと お ほせた まふ ^ 

に、 われら 心 は、 を ぐら 山の ふもと 

の 鹿の、 か. "るむ しろに 列れ る は、 

いける かひに と 音に 立てつべく、 よ 

ろ こぼしき あまりに、 大 かたの 世の 

そしり を も、 人 皆の あざけり を も 力 

へり 見す して、 た i.- 月よ みの 神の み 

かげ を 仰ぎつ ふんで をく だせる 

になむ ありけ る。 

ある 人の 七十の 賀の序 

御代の 名 を ゆたかなる 大御 政と いひ 

て、 四の 時 七た び 立ち か へれる 年、 

何が しの 翁が 七十 ぢ になん 滿 てりけ 

る を、 其の 子む まご ほぎ ごとす るに、 

時 はし も 君が代 を 長月の なかば 過ぐ う 

る ほどな りければ、 菊 をめ づと いふ ； 3 

事 を 題に て、 疎からぬ 入々 に、 文 作 

り 歌よ ませけ る 事な む ありけ る。 抑 や 

いにしへ * 大 みあら.^ に、 臣 たちつ 七 


ど はしめ 給 ひて、 菊 合 をな さしめ た 

まひし 時、 ある は 吹 上に たてる 白菊 

を、 浪の 寄す るかとう たが ひ， ある 

は 大澤の 池 水のう つろ へ る 影 をめ 

で、 ある は むらさい 野に 1 もとに ほ 

へる を もて あそび、 ある は 田 蓑の 鳥 

の 花の 零に ぬれん 事 を 思 ひ、 ある は 

白た への 袖 かとた どり、 ある は 露の 

間に 千年 へ ぬる をお どろけ るな ど、 

くさぐ のみやび は、 いと も か 

しこくて、 まねび 出 でんき はに しも 

あらぬ ものから、 かく 烏が 鳴く ぁづ 

まの はてより、 不知火の 筑紫 のき は 

くにつ み かみ 

みまで、 國 津御祌 のうら さびな く、 

立つ 波の さわぎ 結えて、 輕 かくる 伴 

の 雄より、 秋 田 刈る 賤 男ら さ へ に、 み 

やび ごとに 心 をよ する お ほん 時に あ 

ひて、 お ふなく 其のお ほん 惠 をし 

も悅ば ざらめ や、 樂 まざらめ やとて、 

この 翁が 七十 ぢの 今日より しも、 百 


とい ふ 代を經 なむ 事 は、 菊の 下 ゆく 

からびと 

. 流れ を 汲みけ む 唐人に しも あえなむ 

とい ふこと を、 今日の よごとの ほぎ 

ごとに ぞ しける。 おのれ そのつど ひ 

に 加 はり たれ ど、 かの 菊 合に みやび 

は盡 され たれば、 今更 何 わざ を かせ 

ん。 しか は あれ どた i.- にや はとて、 

うちはら ふに もといへ る 歌の心 も 

て、 しもとの むすび 机 を、 ませと お 

も はせ て、 k 金色なる 菊の花の 枝に、 

きぬの 袖う ちかけ たる さま を、 おろ 

そけ なる 洲濱 につく りて、 翁 を ぞい 

は ひものし 侍りけ る。 其の 時の 歌、 

仙人のお ほせした ねの 菊の 露 かけ 

て 千年の かざしに ぞ 折る 

花 を 惜む詞 jsr にな 

思 はぬ 山に と、 のた まひ おどろかし 

たまへ る あはれ さは さるもの にて、 

を さなかり しょり、 うつくしと 力た 


みに 思 ひまつ はふる 小 君に さへ ミ 5 

とだに か はさ V りし を、 い 力に うら ら 

めしう おも ふらんと おも ほす にも、 花 

いと 1^ せき あへ たま はす。 年 かへ り ^« 

て も、 なほ 淺れる 雪 は、 春と しもな 七 

き 山 かげながら、 篤の うら 若き こ ゑ 

は 聞きす てがたくて、 垂れ こめが ち 

なる いよす か、 げ させ 給へば" 3^ の 

霞の みぞ さすがに のどけ う 見 わたさ 

る、。 春の け は ひも やう ノ.、 ねび ま 

さりて、 軒 近き 櫻の ひもとき そめし 

より、 まぎる \ 事 なく、 しづかに う 

ちむ かふに、 八重なる は、 あまりに 

まば ゆきまで 花やぎて、 うたて すき 

すきし う 見 ゆる ものから、 よに なつ 

かしきに ほひ は 似る ものな く、 一重 • 

なる は、 さまお くれたる に 似 たれ ど、 

こまかに 見れば、 いとら うたげに ま 

めだちて、 かをり ことに ふかう、 い g 

づれを いづれ とわいだ めが たくて、 。" 


ありし 世の 人々 にな すら へ られ て、 

われながら つみ ふかきまで おも ひし 

みつ 、、露に ぬれた る あけぼのより、 

かすめる 月 のかく る、 まで、 あから 

め もし 給 はぬ ま、 に、 御行 ひもお の 

つから 怠りが ちに てお はします。 cq 

數 へて ひとつ ふたつ 散り そめし よ 

り、 やがて 風 を だに 待た で、 心よ わ 

うみだる、 を 見る に は、 あか で^る 

るお も ひに ひとしくて、 常な さ を 思 

ひ 知りた まふ 御 心さへ いづち いに け 

ん、 淚 のっきせ す 流る、 を、 手 習 ひ 

に まじりた る、 二 もとの 杉に、 たは 

ぶれ ごとい ひ あてられ しに 徵-り 給 ひ 

て、 色に は 出で じとの み、 ひた や ご 

もりに うちし のびお はさう す。 御 か 

たへ さらぬ 侍從 こもき が、 あやしと 

思 ふらむ さま を 見る につけても、 昔 

の 右近なら まし かば、 問 はすが たり 

し 出で つ- -、 なぐさむ わざ も あらま 


しもの をと 思へば、 いと ひ. 力た き 

を、 まぎら はして、 文 机に のみより 

つ 珠數 引きなら しお はします に、 

山風に 散る 花の、 御 袖に とまれる を、 

つくぐ と 見た まひて、 

今更に 心と めじと 思 ふ 身 をうた て 

も 袖に 散る 櫻 かな 

昔 はまた もと、 御 心のう ちな りけん 

を、 たが さがな さに か。 

春の 山ぶ みとい ふ を 題に 

て 

ひと 日の すき 影 は、 なほ 忘れた ま は 

す、 またな む 小 野の 山 踏せ むとの た 

まひて、 御 心しれ るかぎ り、 四 五 人 御 

ともに て、 ことさらに やつした まひ 

て-しの、 めの 空 明け わたる ほどに * 

御馬に て 出で た. - せた まひぬ。 頃 は 

やよひの なかば なれば、 一條の 大路 

うら 、にて、 加 茂の 川瀨の 波のお と 


も、 のどかに 聞きな さる。 はる 力に W 

歩ませた まふ ま、 に、 田舍 だつ け は 

ひもめ づら かな ゆ。 八瀨 とほり ぬと 

口す さみ 給 ふ 御 心のう ち ぞいと ほし 

き。 や、 のぼり 行く 道す がら、 炭 や 

くけ ぶり に 立ち か へ て、 霞 わたれる 

をち こちに、 散る さくら あれば、 今 

開 け 初む るな ども あはれ に 見 ゆ。 た 

えぬ 淚 とい ひけむ 瀧の 白絲 は、 くり 

返し 見た ま へ ども、 猶 あかす おぼし 

ておりた、 せた まふ。 かへ り 見 すれ 

ば、 はや 都の かたは 雲霞の みして、 

八重の潮路 を 見やる 心地す。 こなた 

かなた 逍遙した まひて、 苔 をむ しろ 

に まと ゐ しつ &、 御 わり 子とう で &  、 

人々 にも 御酒た まひな どす。 黑木こ う 

る賤 ならで、 行き かふ 人 もなければ、 ら 

所せ き 御身に は、 いとよき 御遊び 所 花 

なりけ り。 人々 かしこまりければ、 巻 

醉 ひしれ て、 ある は 岩 ほに しり かけ、 


ある は 木の 棂 により ゐて、 靑 やぎつ 

づ しりうた ふ も 有り。 げ にかた 絲に 

よるて ふ 鳥 も、 うしろや すけに さへ 

づる は、 都に て閒 きしに まさるの ど 

けさな り。 君 さくらの 枝 をけ しきば 

かりお し 折りた まひて、 

なべて 世の 色香に は 似ぬ 花の 枝 を 

たれに よせな む 春の 山ぶ み 

い と さう <\ 'しう と てた まへ りけ 

り C かに かくに 思し はなた せ 給 はぬ 

なめり とお もへば、 とりあへ す、 

山び めの 君 を 待 つらむ 心 を も 世に 

似ぬ 花の 色香に ぞ しる 

など なぐさめ まゐら せつ。 はるけ き 

木の もとに、 山が つなら で、 淸げな 

る 童の 蕨 折る さま も、 所がら に ぞい 

と 興 ある。 立ちより て 見れば、 過ぎ 

つる 御山ぶ みに、 女 車に 添ひゐ て、 

はかなき 御返し もて こし 童 なれば、 

あこ は いづこよ りかく 山 深く はもの 


した まへ ると 問へば- 此 山陰に おは 

します 御 もとより といら ふるが 嬉し 

くて、 そはい かなる 人のお はすに か 

と、 かさねて 問へば、 あなむ づ かし 

とて、 歸 りなむ とする 袖 を とらへ て、 

せめて 閒 けば、 ^^帥殿の姬君なむ、 

み そ、？ 

父君の もた ま へ りし 御莊に こもり 住 

みたまへ るなる、 あてに おはす る も 

の を、 しり 奉る 人なくて と、 ま、 など 

はわび あへ り〕 遲し とや 尋ねた まふ 

ら むと いふ/、 別れ 行く。 しりに た 

ちて しばし 行きて、 この 山 もとに 小 

柴ゅ ひわた したる 門より 入る を 見つ 

つ、 有りし かたへ 立歸れ ば、 君、 ちる 

とい ふなる 鐘の 聾 も しづ 心なくて、 

今な む もとめさせ つるとの たま ふ。 

た そかり つる はか、 る 事な む 侍りぬ 

ると きこえ まゐら すれば、 例の くま 

なきす き 心 かなと あざみた まふ やう 

なれ ど、 御 心のう ち はおし はかる ベ 


し。 山 蔭の 花 こそと て そ- - のかし 奉 う 

りて、 ゃがて-^。り行きて見るに、 門 

守 もな し。 中 門の す. S がいの もとま I 

でい さな ひ 奉 ドノて しばした めら ふ 卷 

ほど、 あづま を. かき あはす る聲 いと 七 

艷 なり。 壺 のうちに も、 八重なる、 

I 重なる、 哙き みだれて、 つばな ま 

じりの 堇は 所せ き まで に ほひ あへ 

り。 かの 童の 聲 して、 人の け は ひす、 

いと-あやしと いふが、 中々 に うれし 

うお ぼ ゆるに、 やがてお り 立ちて、 

すいがいの もとに 來る を、 ひそかに 

呼びて、 遠き 山路に いとこう じた ま 

ひぬ、 簀の子 を だに ゆるした まひて 

よと いへば、 中 門 を ひらきて 入れ 奉 

りぬ。 ふり たれ ど さすがに ゆ ゑ づき 

て、 小 筋のう ちの かをり、 むかしお 

ぼえ てな つかし。 いかで まほなら す 

とも 見せ 奉ら まほし けれど、 廉 のう 

キーち や 5  W 

ちに 几帳た てわたし たれば、 見 ゆべ 


う もな し。 あづま は 引き さして * や 

をら 身じろき たま ふき ぬのお とな 

ひ、 よし 有る さまなる にも、 遠山 鳥 

のお も ひやした まふら むかし。 童い 

かにい ひけむ、 年の ほど 四十 ぢ あま 

り にゃあら む、 いとなれ たる さまし 

たるが 出で 來て、 君 を 見 奉りて、 ゆ 

くりな くきこえ 奉らむ は、 も 0 しと 

やお ぼ すらむ、 され どか-る 御よ す 

がなら では、 きこえ まゐら する たよ 

り も 侍らねば、 念じ あへ で、 しのび 

て ものし 侍るな り。 過ぎし 御山ぶ み 

に * 消息せ させた まひつ る は、 後に 

うけた ま はれば、 殿の 三の 君に てお 

はします とか、 御 母君に わら はに て 仕 

へ 奉りて、 なれき と 呼ばせた まひし 

が、 さる 事に よりて、 久しう あがた 

わたら ひし 侍りて、 後に 故 帥 殿に つ 

かう まつりし なり。 姬 君い わけなく 

おはせ しょり、 まつ はした まひて、 


今な む 御 後見 だつ 人 も 侍らぬ ば、 か 

ひな けれど、 玉の緒の かぎり は、 か 

くて さ ぶら はむ とてな む。 蕨 折りつ 

る わら はは、 わが 子に て 侍る が、 こ 

も 今 はよ るべ なくて この 御 H になむ 

さ ぶら はせ 侍りけ ス- . 姬君 いかで 御 

宿世 あらば と， たのみ を かけぬ 神し 

も 侍らすな むな ど、 いとこ まやかに 

くづし 出で たり。 かくうち つけなら 

む も かたじけなき わざに 侍る めれ 

ど、 春の 錦に なれた まふと も、 み 山 

の 花 をな お ぼ しすて 給 ひそと よと 

て、 うち 泣く を あはれ とお ぼして、 

雲 かすみ 千 重に へだつ る 花の香 を 

袖に をう つせ 春の 山風 

とのた まへば、 いと 口と く、 

袖の 香に けたれ もやせむ 奥山の い 

は ほの 中の 花のに ほひ は 

時う つりぬ、 あやしと やお ぼ すらむ 

とて、 すべり 入りなん とする を、 い 


かで 御聲を だに 間 かせて よとの たま ^ 

へば， などし かに はかに は、 いまな 

む おどろかい 奉らば、 よ づきた ま は 

ぬ 御 心に は、 かへ りて 疎みた ま はむ 

と、 いと ゆ、 しう ぞぉ ぼえ 侍る。 後 

瀨 しづかに おぼしの どめた まへ かし 

とい ふ。 君 はお ぼっかな かりし 山中 

に、 よぶこ 鳥の たづき を 得た まへ る 

は、 さすがに 嬉しう おぼしめ すべし。 

月 もや- 1 更け ゆく ま、 に 霞み わたり 

て、 所から なる 矓の淸 水 さしぐ まれ 

つ、、 立ち^れた まひぬ 0 

ふなら 

寬政七 年 四月 三日 二 荒の 

宫の 御前の 舞 樂を見 侍. 9 

し 時、 宫の おもと 人 岸 本 

土 佐 守利貞 主の もとめに け 

ょらて書きて 4^^く.9ける が 

ふみ  ，ィ 

ひ 一木 二 木の 耔の樓 も、 いつしか 跡な 七 


く 散り はて、、 所え が ほなる 八重む 

ぐらに とぢ られつ \、 いと もい ぶせ 

き菴 のうちに、 明け わたる を も 知ら 

で 朝い せる を、 今 は 人 もす さめぬ 鴛 

のな きご ゑに ij? かされて、 や をら 起 

き 出づれ ば、 柴の戶 おし 明けて 入り 

がく そ 

來る人 あり。 こたび 宮の 御前に 樂所 

の 人々 を も 召して、 樂せ させた まふ 

を、 よそながら 見 奉る 事 をな む 許さ 

せ 給 ふとい ふ， - かけ まく も かしこき 

みぎり を をが み 奉らむ こと だに ある 

t, か 、るお ほん 時に 逢 ひ 奉る 事よ 

と、 た 泣きに 泣きぬ ばかりお ぼえ 

て、 手 を 折りて 待つ に、 はや 其の 日 

になり ぬ。 たつ か 杖に よりて、 かの 

み 山に ょぢ のぼりつ i  、人 •<< と共に、 

御園に 入りて、 高 やかなる 木立の 陰 

みなみ 

にか 5>- まり ゐっ i 見 わたせば、 南 

面 ははる かに 山 高く 紫え て、 東の 方 

の 谷 陰に 橋 かけわたされたり。 山の 


ふもとに、 かう けちの 幕引き わたし 

て、 大鼓 鉦 鼓 を据ゑ 置かれ、 鉢 立て 

ならべた るが、 青葉の 山に 映え、 夕 

日の 光に か やける は、 夢の 中に 天 

つみ 空に のぼり て 遊べらん 心地し 

て、 うつ、 とし も おぼえす、 た あ 

からめ もせで まもり 居る に、 橋の あ 

なた の 木 だち 茂れる 陰より、 物の 音 

かすかに 聞 ゆる は * まゐ りくる 音聲 

にて なむ 有りけ る。 おの づ からなる 

く. C と-,' らく 

山路と 見 ゆる わたりより、 髮頭樂 を 

遊びつ、 ゆるら かに 歩み 出づ。 色々 

の 綾錦 こき まぜた るが、 若葉 さす 木 

の 間に、 かっかくれ かつ あら はる \ 

さま は、 暮れて いにし 春の ふた i び 

立ち 歸り來 て、 梅 も 櫻 もまた 更にに 

ほひ 出で たらむ やうに 見 ゆるに、 や 

うく 御前に 出で &、 一 の 鼓 を 舞 ひ、 

三つの 笛 を 吹き 合せ、 三つの つ み 

をう ちなら せる ひ 1^ き は、 空 ゆく 雲 


もた ドょ ひぬべく、 列 なれる 舞 入の う 

袖の 夕風に ふき かへ さる、 さま は、 ：，，^ 

聖の御代 にあら はるて ふ 鳥^お り 居 g 

て あそ ぶら む も、 かく や あるべき 

か I- ぬすが た つかさび と 》- ザ】 

舞 はて ぬれば、 狩 衣 姿の 司 人た ち セ 

御 階 をく だり、 大 庭に 沓 引きなら し 

ていで くる は、 舞 人に かづけ ものせ 

させた まふな めり。 かくて 萬 歳樂、 

た 5 り くわ さんしめ は S ん らく 

桃李 花、 散 手 破、 陣樂 など、 すぎく 

に 舞 ひつ-、 しばし いこ はしめ たま 

ふ あ ひだ も、 御園の さま 見す ぐし が 

たくて、 かたへの 芝生のう へ 立ち も 

はなれぬ ほどに、 又な む 物の 音の き 

こ ゆるに すビ ろに あく がれ 出で >-、 

ありつる 木の もとに うづく まりぬ。 

き すん らく 

太平 樂の おごそかなる、 喜春樂 のみ 

やび なる、 陵 王の いかめしき など、 

目 も あやなり。 

よろ づ とし 御世 安 かれと 宮人の 立 0 

ちま ふ袖ぞ のどけ かりけ る  2 


舞 人の かざしの 花のに ほひに も 春 

を よろこぶ しらべと ぞ 知る 

菅の ねの 長々 し 日 も 人り あやの 袖 

のに ほひ は あかす も あるかな 

など ひとりご たる、 に、 日 もや i か 

たぶ きて、 まかで 音 聲に長 慶子を 遊 

びながら、 橋う ちわたり て 入り はつ 

るまで、 ひたぶ るに 夢との みお ぼめ 

よ to ひる 

かれつ、 かご かなる 窓のう ちに 夜晝 

むか ふ 古き ふみに も、 物が たりぶ み 

にも、 か、 る 事な む ある を 見る たび 

に、 いかで 夢に だに この 御 有様 を 伺 

ひ 見 奉ら まほし く 思 へりし 年頃の ね 

ぎ 事 を、 神 も あはれ とお ぼして、 唐 

人の 五十 ぢの 夢に 似 かよ ひたる 夢 を 

しも 見せた まへ るなら むと、 嬉しく 

おも ふく、 かの 御園 を あがれ 出で 

て、 いつしか もとの 萚 が 門に かへ りて 

後 こそ、 夢なら ざり しこと をお ぼえ 

侍りし か。 玉の緒の 限り 忘るべく も 


あらぬ 物 力ら、 うがら やがらに もき 

こえ まほし くて、 かいつ めむ と はす 

れど、 中々 に ふんでの 及ぶべき 事に 

あらす なん。 さて 彼の 御園に 入る こ 

と L さた あそみ 

と を 許した まへ る は、 利貞 朝臣が 導 

きた まへ るに よれる なれば、 かしこ 

まりに 堪へ すて、 よみ 侍る。 

なべ て 世の たぐ ひとや 見む くれ 竹 

の 御園に かへ す 舞の 袂を 

歌づ かの 記 

歌 塚な りぬ。 その 起れ る 事の よし は、 

豐 國中津 知りた ま へ る英 平の 君 超 古 

へ を 好みた まひ、 人 をう つくしみ た 

まふ あまり、 香 取の 賤男、 魚彥 とい 

へる もの を 召して、 かたら ひ 給 ふつ 

いで、 魚彥 がいへ らく、 抑 文に 歌に、 

古人の 書き たるま. -に、 千年の 末に 

殘り 侍らば、 千年の 先 をし のぶ 便-りな 

るべき を、 <fr はた 殘れ るが いとまれ 


ら なる を、 惜み 侍らざる ベ けんや。 ，^ 

令の 古へ を 見る 如く、 千年の 後に、 

今の をづ- のい かで 殘らむ 事 を、 こ 

こらの 年月 思 ひめぐ らし 侍る に、 巖 

もて 作れる 榧に を さめた る 物の 年 を 

へ て 朽ちせ ぬた ぐ ひ あまた 侍れば、 

しかして ひめ おきなむ 事 をね ぎお も 

ひ 侍る とまう す。 君う ベな ひた まひ 

て、 やがて かたへの 臣 たちに お ほせ 

て、 これ をな むつ くらせ 給 ひける。 

さて 清ら なる 所 を えらび 給 ひて、 竹 

芝の いそべなる、 東海 寺の 眞珠院 の 

壷の うちにな む、 その 植を こめられ 

て、 そが かたはらに 石ぶ み をた て、、 

歌 壟て ふ 文字 を 君が 御手して 書かせ 

給へ る。 歌に 文に、 おのく かの 塚 う 

にこめよ とてな りけ り。 百 千々 の 代 ら 

代 をへ ぬと も • 此の 石ぶ みの かけす g 

くづれ ざらん 如く、 もろびと のみや 卷 

び も 朽ちせ ざら むか も。 安永 九 年 や 七 


よ ひ 橘の 千 蔭し るす。 

上 總國菊 麻 八幡 大 神の 神 

主根 本 常 陸 介 佳 撒が 碑の 

銘 

于志名 者 佳 I 姓 * 平 朝臣 g 代々 上總 

國市原 郡 菊 麻 鄉八蟠 大神乃 神主 薛潔 

すけた けぬし み i か 0- て  お ち たね まろぬ し やしな 

父 相 武主身 罷き 後 祖父 I 滿 主"' i_{ 

If 生 立ぬ、 寶暦乃 九 年 * 當年從 五位 下 

之 位お^ S 常 陸 介爾任 做、 無 程 胤 滿主身 

罷 a 家 * 權 『此 于志眞 * 大神 * 仕 奉 

つ 、 おこたらす.' 一 いやと-ふ 飞考 

^ 御社 チ 修 * 理 § 事不 怠：：！、 彌整 

S  *< した Ifc  it すめら みく に ふり X ふみ 

整 I、 益 足 r 足 g ゆ 又 皇御國 乃 古^ 書 

平 &、 歌 作." 事チ 好. -、 吾 縣居翁 严深久 

貴 r 翁 學 SI 伊勢 人 本 05 長 《~ 舉 

乃 道 志 奴粃、 且 自己 思 得 事等少 

0 佐留 * 寬政乃 七年爾 當 *  ^1^乃 1^ 

月從 病ま、 同 iii-,^ 七月 八日 r 齢 五十 

，ヒみ t-^n-  t えまな ご くにた：：！  CB- も 

四 之 身罷 給 g お 眞子邦 腿 其 家ち 法以 a 

業 ：！、 蒲萄 山." 0^^, 


核 名 * 酽 A 尺 I 靈 g お 稱 邦 m 悲ほ 

不 す：？！、 碑 *  宣 長-" 乞 l?f 

長 ^ft.^ 歌 作 ま 贈 ls、 其 歌、 

なきよ にも らくぬな と を とほと 

無世爾 母、 由 良 玖 扠那登 乎、 遠音 

にき. -て かくれに し とよ や さかに の ひ 

爾閒 nrr 隱ま 之、 豐 八尺虔 乃、 比 

かりし おも ほ，： i 

加理志 所思 

かれ- スラ 1.  あ 。さ t  み. T から ，iB. 

故 此于志 乃 常 乃 行狀 * 記 ま、 自己 書 g 與 

於能禮 * 乞、 其， 名 £ お 永世 *  ^ 

念 g 同- n 心 筆 乎 執 a 碑爾記 寬 

政 八 年 丙 辰 七月 橘 千 蔭文幷 書。 

あがたね おきな 

縣居 翁の 筆の あと を ゑ. 9 

て千歲 筵と 名 づけた る， V 

れが序 

手 かく わざ は、 古へ 物の まじる しに 

出で き はじまり たる なれば、 よき あ 

しき あげつら ふべ くも あらぬ すぢな 

る ものから、 古へ 人の 書け る あと を 

見れば、 心さへ 淸ら にお ぼ ゆる は、 

いかなる 故に かと 思 ふに、 其の 古へ 


入の すなほなる 眞 心の、 おの づ から う 

ふみで にあら はる \ によりて なりけ けジ 

あ； tfc ね j し  ：：^ 一 

り。 わが 縣 居の 大人 は、 古 へ の擧び g 

の 道 をし も 導き 給 ふを眞 心に て、 手 

巻 

かく わざ をむ ねとせられ つるに は あ 七 

らね ど、 書きた まへ る あとの、 おの 

づ から 古へ 人の さまに かよ ひて、 わ 

がと もがら の、 人の 跡 をなら ひて、 

その かたち を うつしうる たぐ ひに し 

も あらぬ は、 眞 心の 古へ 人に 等し か 

れ ばなる べし。 吾 友 藤 原 千 任 その 書 

きた まへ る を ひろ ひ 集めて、 枚に ゑ 

りて、 世に 傳へ まくす るよ C こも ま 

いにし f«s!b 

た 深く 古 學 をた ふとめ るが あまり 

なりけ り 。かれ 其の はしに しるしつ。 

萬 葉 集 佳調 序 

春 山の 花に ふれて は 綾な き 衣 も その 

香に そみ、 秋 野の 萩 を わけて はやつ 2 

る、 袖 さへ 其の 色に 句へ り。 されば 2 


上つ 世の 歌 を 常に 心に しめな ば、 く 

たれる 世に あれ 出で たりと も、 おの 

づ から その 姿に うつら ざらめ や。 こ 

こに 長 瀬 氏、 しらぬ 火の 筑 紫の 海の 

八汐路 をへ て、 この あづまの 遠の 御 

門に いたり、 ね も ごろに いにしへ ぶ 

り 語ら ふついで、 旅の やどりの 心な 

ぐ さに、 萬 葉 集のう ちの すぐれたる 

を、 ながき もみじ かき もえら び 出で、 

朝よ ひに 目 馴れて、 すなほに して あ 

つく、 みやびに して 雄々 しきしら ベ 

を まなびなん たよりと せば やと 事 は 

かりす 。さはい へ、 故鄉 にか へ らむ月 

日 も ほどと ほからねば とて、 とくよ 

みはて」， ひろ ひ 出せり。 もれたら 

ん後 にもと てなん。 さて かくひろ ひ 

出で たる を 見れば、 さながら 春秋の 

野 山のに しきに たちまじれる 心地な 

ん しける。 かれ その はしつ かたに 書 

きつく。 


蒼生 子 家集 杉の しづえの 

序 

花 を こ ひ 月 を 思 ふに つけても、 心々 

を 見た まひけ む 古 へ のた めし は、 か 

け まく も かしこき ものから そも猶 

事に つけつ k  、いひ 出づる 歌に しも、 

人の 心 は あら はる &も のぞかし。 荷 

&の 刀自 は、 つぎね ふ 山城の 稻 荷の 

はふり、 東麻呂 翁の 女なる が、 よし 

お ほぎ 

ありて この あづまの 大 城の もとに ま 

ゐ きて、 年月 をへ にけ り 。ち- - のみの 

父の 敎を 守りて、 千代の 古道 ふりぬ 

るふみ どもより して、 後の 物が たり 

ぶみ を さへ によく 見 わたしつ &、  く 

ら ぶの 山の たどく-しき くまなく、 

矓の淸 水お ぼっかな からねば * やむ 

ごとな きわたり にも、 春の 梅津 のか 

ぐ はしき 名 をき こえ あげて、 烏 羽の 

わたりのと はに 召し まつ はしき。 刀 


自の 歌の さま、 男 山の を、 しき も あ は 

なる は、 常の 心お きて、 いさ k めに も 

た を やめの くね^^し きなら はしな 

くて、 贺 茂の みたらし 底き よく、 淀 

の 河水よ どめる すぢ しも あらぬ 心 か 

ら、 おの づ からい ひ 出づる こと もし 

かなめり。 されば 音 羽 山の 音に き k 

くるす の  ともを か 

て、 栗栖 野の くる 人 多く、 辆 岡の 友 

垣に しも 乏しから すなむ ありけ る。 

おのれの いわけな かりし より 物學べ 

りし 水鳥の 賀 茂の 大人 は、 彼の 荷 田 

あまら 

の 翁に よりて、 ふるき ふみら も 明め 

られつれば、 刀自が いろせ 在 麻呂、 甥 

の 御風ら ともに、 武藏 野の ゆかり あ 

るが 中に、 刀自 は 殊に、 深 草の 里の 深 

くむつ びか はしに けり。 縫 子 は 刀自 う 

に 年頃 物舉 びたり ける が * 殘れる 言 ：f 

の 葉の、 山の 名に 負 ふ 嵐の 虱に ちり 花 

ぼひな むこと を、 小暨の 山の 惜 みな 

げきて、 さくら 木に ゑり て、 長 岡の 七 


長く 傅へ なむと する に、 此の 集に 名 

を 記して、 其の わき 書い つけて よと 

請へ り。 刀自のお ひたち、 常の 有樣 

は、 淺 草の 金 龍と い へ る 寺のお くつ 

きの 石ぶ みにく はしければ いはす。 

抑 荷 田の 翁より しも、 其の いろせ 在 

麻呂 此の 刀自まで、 稻荷山 をのへ に 

立てる すぎく に、 其の 名高 かる は、 

いとし もめ づら かに、 めでたき わざ 

ならす や。 かれ この 集の 名 を、 杉の 

しづ枝と お ほす るな りけ り。 

賀茂翁 家集の 序 

石の 上 ふりに し 世の 事 は、 曇り 夜の 

たどき も 知られ ざり し を、 いなのめ 

の 明け 行く 如く なれる は、 ゎづ かに 

百と せ あまりになん 有りけ る。 しか 

は あれ ど， なほ 物の け ぢめ覺 束な か 

と t さか f;!^  や そ 

りし を、 朝日 子の 豐榮 りて、 八十 

の隈路 のく まもお ちす、 明らかにし 


あがた. Q  .>  L 

も 成りに たる は、 吾が 縣 居の 大人 を 

はじめと すべし。 そが 中に も、 なら 

ふる ごと 

の 葉の 名に 負 ふ宮の 古言， や.. - わき 

まへ 知らる & 事に なりても、 其の 心 

を 得、 その 言の葉 を ひろ ひて、 歌に 

も 文に もまね び もちふる 事 は あら ざ 

りし を、 わが 大人、 古 一 一 目をやが て 我 

が 物に なして、 よき を 取り、 あしき 

を 捨て、、 歌に も 文に も 作られし よ 

り、 千年の 昔の 言 草 を 令の 世に まね 

び 得る たぐ ひも 出で きに けり。 千 蔭 

いと 若 かりし より、 1<  人に從 ひて、 

常の 御 有樣、 のた まへ りし 事 を、 親 

しく 見 もし、 聞き もしつ るに、 大人 

は 今の 世の 人と は 異にして、 うち 見 

に はさ かしき かたはお くれて、 心お 

そき さまに 思 はれし かど、 たまさか 

にい ひ 出で たまへ る ことに 敷 島の 大 

和 心 を あら はし、 1 言と してみ やび 

ならざる ことな かりき。 筆と りても 


の 書きた まふ を 見る に、 五 百年 も m う 

にけ む 筆の 跡の 如くな む ありけ るつ ら 

ふ 6tJ と が 

こ は あまた 年、 夜晝 となく > 古言 を 花 

のみ 心に しめて、 家居より 調度に 至 iitl 

るまで、 古へ によりて、 いさ- "めに セ 

も 後の世の 事 を 耳に ふれ、 心に とめ 

たま は ざり しかば、 おの づ から. S. 人 

の 心に 成り もて ゆきて、 其の 心より 

いひ 出で もし、 物 書き もし 給 ひしに 

よりて こそ、 しか ありけ るなら め。 

かく 古 へ につと め 給 ひし 中に も" 歌 

をば 殊に 心 高く もて つけても の せら 

れ たれば、 歌 一 つよみ 出で たま へ る 

にも 深く かう がへ、 あまた 度 ぁぢは 

へ て、 によび 出 でられし なり。 歌の 

さま は、 始と、 中 ごろと、 末と、 三 

つのき ざみ 有りき" 始の ほど は、 物 

學び たま へ る 荷 田の 東 麻 呂宿禰 の 歌 

のさ まに かよ ひて、 花やぎ 手躬 きさ 4- 

まなり し を、 中 ごろより 自らの 1 つ 2 


の 姿と なりて、 みやびに して しらべ 

高く、 しかも を& しきす ぢを よみ 出 

だされ、 齢の 末に 至りて は， いたく 

思 ひあがりて、 まう けす かざらす、 

誰も 心の 及びが たき ふし をのみ 作ら 

れき。 その 始の ほどなる も， 藍より 

靑し とか、 宿鼸 よりも 立ち まさりて 

ぞ閉 えし。 をり に ふれて は、 古事ぶ 

みのい と あがれる 世の さまなる、 又 

古 へ のの りと ごとに なすら へ たる， 

ある は 中つ 世の 催 馬 樂の謠 ひもの を 

まねび たる、 ある は 物が たりぶ みに 

よりたる など は、 其の 代々 の 人の い 

ひ 出 だせる に 異なる ことなく なむ あ 

りけ る。 さる を、 一とせ 加 具 土の 神 

の あらび に、 多くう せぬ る こそ、 か 

なしむべき ことの かぎりなり けれ。 

た ひら はるみ  お W わら は 

こ \ に 平の 春 海の 翁 童 t- より 大人 

にした がへ りしに よりて、 大人の み 

ま かられし 後、 家の 集 ども、 はたく 

さぐの ちり ぼへ る 文ら を、 この 翁 


が 家に を さめお ける を かきつ めて， 

板に ゑり なむと せし に、 さはら ふ 事 

ありて 年月 經に ける を、 更に 思 ひ 起 

して、 歌に 文に くさぐ の 問答 を さ 

へ にと りと-. のへ て、 十卷と はなし 

ぬ。 そ も 大人の 遠つ 駔を たづ ぬ る 

に、 贺 茂の 縣 主 成 助の すゑに て、 世 

世 山城の 國、 相樂の 郡、 賀 茂の 大神 

のみやつ こなり し を、 師 朝と いひし 

世に、 文 永の 十 一 年、 遠つ 淡 海の 國 

敷智の 郡、。 濱 松の 庄岡 部の 鄕 なる， 

賀 茂の 新 宮を いっき まつるべき よし 

か さと 

のみことの hN,^ か k ぶりて、 彼の 鄉 

を 賜 はり、 卽 ちその 新宮の 神主と な 

りて、 fl 々を！^ て、 政定 とい ひし は、 

引 馬の 原の 御 軍に 從 ひたて まつり、 

いさを ありて、 みは かしの 太刀， 甲 

を 賜 はりぬ。 大人 はかの 政定 より 四 

つぎの むま 子 家信と い へ るが 子に 

て、 元 祿の十 年、 岡 部の 鄉 にて 生れ 

たま ひて、 享 保の 十八 年に、 京に 上 

りて、 荷 田の 宿 踊の 敎を うけた まひ、 


寬 保の 三年に、 江戶に まゐ來 たま ひ 5 

し を、 延享の 三年に、 田 安の 殿より 2 

がさげ たま ひて、 古への 書の 道の 博 

士 として、 殊にめ でさせた ま へ りき。 

ラ し  まう しぶみ 

大人よ は ひ 老いて 申 文 奉り、 寶曆の 

十 年に 仕へ をし ぞ きて、 明 和の 六 1!+ 

つ ごもり  な-そち  みつ 

十月 晦日に、 七十 あまり 三の よは ひ 

にて みまかりた まひ、 江戸の 南 荏 原 

の 郡、 品 川の 東海 寺なる 少林 院の山 

に はふり ぬ。 眞淵 とい へ る 御名 は、 

敷智の 村の 名より 思 ひよりて つきた 

まへ りと ぞ。 縣 居と は うつせみの 世 

に ませし 時、 庭 を 田 居の さまに 作り 

て、 贺茂 氏の かばね にもよ しあれば 

とて- 自ら 家の 名に お ほせられ たる 

なりけ り。 令より をち 古へ の 擧び世 

に ひろ ごり なば、 いよ- - 此の 大人 を う 

た ふとみ， 且つ 此の ふみをた X へな ^ 

む も のぞと て、 そのこと わり をのぶ , は 

る になん ありけ る。 


車, で 一 午. ォ 成ぶ ヌ泛行 

丈 化 九 斗.^ 申 力 

、！ K 大傳 町 二呵ほ 

援木听 瑞 n 、堂大 4 田 安 4 衝 一 
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琴 後 集 序  ^ 

和歌 は 詩 也 C 短歌 

は 絶句の 類 也 C 長 

歌 は 歌 行の 類 也 C 

六義 旣に備 はり、 

抑揚 頓挫 亦 詩の 如 

く然り C 佘獨り 藤 

式部の 源氏 傳を讀 

み、 左 氏 莊周司 馬 

遷の 文、 和 言を以 

て 之を爲 るべ きを 

知る C 源氏 傳 以上 

何ぞ 其れ 聞く 無き 

や C 源氏 傳 以後 何 

ぞ 其れ 之 を 繼 ぐ 

者 無き や e 和文 旣 

に 左 氏莊周 司馬遷 

の 文 有り C 安ぞ唐 

床 八 家の 文 無き を 

得ん や C 之 を 古へ 

に 求めて 得ず、 之 


琴 


を 今に 求め、 而し 

て 之 を 平 春 海 先生 

に 得たり C 先生に 

琴 後 集 如 千卷有 

り C 其の 欲 は 則ち 

また 論ぜず、 余獨 

り 其の 文 を 諭 じて 

曰く、 記廿 一首、 

序 十八 首、 題跋十 

二 首、 書 犢廿三 首、 

雜文三 首、 墓碑 二 

首、 祭文 一首、 外 

に^ 八 首 を 集め、 

編 文 此の 諸 體を具 

ふ C 唐 宋八家 別 集 

の 制に 非ず や C 升 I 

降 前 却 分 寸を失 は 

ず C 文 は 其れ 步驟 

也。 抑揚 開闺、 m 

縱 起伏 C 文 は 其れ 

is 也 G  Mi;, に— し 


待 


而ー 

每： 

秋 i 

-ー 


無 
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复 氷 
法、 上 

非 起 

M て、 

^ 轉 
人 恢 


て ^5^, 勃 S に L 

て埦 fflc 丈 は 其れ 

辭氣也 C 前提 後櫬、 

回 抱 初に 接し、 留 

に 待つ C 奇峰 

突起、 橫雲 山を斷 

つ C 文 は 其れ 形勢 

mc 截然 界 る は 

段落の 文 也 C 綿然 

相場す る は、 過 接 

の 文 也 C 上 を 承け 

て 下 を 起す は、 轉 

捩の 文 也 C 文 を 作 

つ て 此の 數法を 具 

ふ e 唐宋八 家の 筆 

に 非ず や C 先生 は 

獨り 其の 文に 於け 

るの みに 非ず。 其 

の逍を 論ずる に 於 

て も 亦 云く、 我 邦 


却、 不夫 4^  文 

關操象 起み 文 

鏘： A 勃卑 婉 

徒 I き ^  ^格 

^ち 横 食 新べ 

有 や 良 1?^^  V 火 


，タ碾 わ # 揚 開 

其燮 也 整 I 

、文 其 醉氣也 f 

待 後奇+ 

丈 兵  >か 务 ^- 我 然 

ね： 然相屬 逸楼 

t 丈 ^1 作 

家 V 筆 


の 道と する 所 は、 

周公孔 子の 道な 

リ C 周 公 孔子の 道 

を舍て  > -， 別に 道 

を 我 太 古に 取る 

は、 吾 未 ど 之 を 聞 

かざる 也 C 故に 和 

字 は 我 が 字に 非 

ず C 漢字 を假 りて 

我が 一音 に充 つる 

也 C 衣 股 冠 是、 皆 

隋 唐の 制度 也 e 百 

官有 司、 皆 唐 制 を 

學んで 稍 之 を變ず 

る 也 C 律令格式、 

皆 唐 制 を 辜 做す る 

也 C 博士 は、 明鏗 

文章、 夭 文 陰陽、 

律算音 の 諸家 を 立 
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、！ J 

古、 
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生 非镯其 * 文 

ハム 礼 子. ああ 

吾.^  V 開 也 故 

字 充我凊 也 ^ 

皮 あ \a 言 育 \ 

也 律 4 格式 ヒ. F 

立 剛 经 丈 章 天 


ヌ 


月 

皆 


し 


ォ 

道 


之 


， 

ネ昨我 

冠 冕 皆 

4  ^ 膚制 

又 除 陽 喑 


も 舍 

我 太 

字、 假 

^ 考 

销 變 

也傳 
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ラエ 

， 

、巧 % 

クぶ 

，ヽ 
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<^、 

^し 

李 

之 % 

博 

や: 夭 

す 

也 

有 ^ 

ふ 

%  ^ 

之 

*、 

も、 ^\ 

所 

^、 有 

遣、 

儒 

^ 如 

謂 

； 1 舞 

1^ 

學 學 

博士 を 立てず。 所 

誚和歌博士は江1„^1 

の戲稱 より 出 

づ C 和 學歌學 の 名 

ま、 之 を 古 へ に考ー 

ふる も、 未だ 之れ 一 

有らざる 也 C 

なる 者 は、 儒者の 

本朝 典故に 通ず る 

の言辭 なる 巳 C 歌 

學 なる 者 は 儒者に 

して 歌 を 作るな る 

已 C 周 公 孔子の 道 

を舍て 》 別に 道 を 

建つ る 者 は、 吾 未 

だ 之 を 聞かざる 

也。 夭 笠に 釋 氏の 

道 有り。 後 漢之を 

傳 へて 隋 唐に 盛な 

り。 唐の 詩人に は 


^ ♦ < か考之 

あ 寿、 彿者 t 逸 

冬 朝袅： ^ふる 辯，^ 

^^迷 请善未 


i 

お 

に 


ま 


儒 有リ、 ^有 リ。 

李 白 杜甫裨 愈 は 儒 

也 C 王 維 白 居 易 は 

内佛に して 外 儒 

也 C 其の 詩 は 風雅 

の 音に 非 ざれば、 

則ち 釋 氏の 偈也 C 

宮人 ェ女、 亦 二 家 

の 風に 浴す る 者 

也 C 吾 侉耩陋 なり 

と 雖も亦 儒 也。 儒 

にして 歌 ふ 者 也 C 

本朝の 制^ 文物、 

已に^^！：周公孔子の 

遺 法 を 奉じて、 其 

の佛を 信ずる 者 亦 

多し。 故に 本朝の 

俗は少 くして 儒、 

老 にして 佛、 中 

古より 以来 盡く然 

り C 是に 由って 之 


V 詩へ. - I 儒节積 t 台杜 f 博 4^、 

诗. 风雖 <v  ^^舞 式 <  ^  ^  ^ 

ん H 女、 W  ； 4  二 象风考 -5  4  # 雞 

廇 ^、一 i 儒 秋^ 也 

水 朝み V  、| 少 ^  ^ 而 坪、 a 中 M 
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秋 ^ ま、 生 人 

化 八 I  t  #、 

% ヰ、 持 e^、 

It       I 希^ 
ま 礼 生 ，安 
貧 あ、 之趣种 

n      、求 才、 


ざれば 則ち 佛， 此 

の 一 一道 を舍て 、 別 

に 道 を 建つ る は、 

吾 未だ 之 を 聞か ざ 

る 也 C 今の 和學者 

は 我が 邦 別に 道 無 

きを 恥ち、 牵强傳 

會妄に 我が 古史 を 

引きて、 人 を 欺き 

已を 欺く C  He 安ぞ 

之 を辨ぜ ざる を 得 

んゃ C 質、 先生の 持 

論、 世の 所謂 和學 

者 流に 超 ゆる こ と 

有る を 賢と す C 宜 

なる 乎 先生の 文、 

卓異儁 傑、 唐宋 八 

家の 風 有り 矣 e 

日本 百 二十 世 天 

皇 文化 七 ハヰ秋 九 

月 

陸 奥 葛 質 序 


未 食^ ま 是槐， み? 非 

二. Jf^ 而 別え あ 善 未 

I ^ 我^ 史孰 

ネ 9^ 條條 ，、眉 

れ 0 

二十 世. え皇 文^ 七 早 


彿^ 舞、 舍^ 

V 筒 I ケ之 一 

4- 率 錄将 VI 
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自序 

昔 父の 世に いま； 

すがりし 時 は、 

あそび  ： 

遊の 道に ふかう 一 

心よ せた まへ り： 

しま に、 吹き 一 

もの 彈 きもの 何； 

5 つ は  ノ 

くれの 器 ども 家； 

にあ またった へ， 一 

たる を、 としご 一 

ろた びくの 火 一 

にあ ひて、 いま 一 

はお ほく 失せ も 一 

て ゆきて、 た 

あづま 一 つ なむ" 

これ をのみ 昔し 

のぶる くさ は ひ 一 

に は 思 ひたる C  i 

ことし 草の 庵 を 一 

あらため つくり" 

て * 小さき ふせ 

や を、 おのが つ 

ねに 住みなら さ 

む 所と さ だむ る 


f 义め T 


や 冬^ 0 道ュ ふり 


や ！ S ん ^れ. ュ ^^^r 、いまえ も ひ S 

う T チマ.？ どスマ S マレえ- 、ケれ 一、 f め 

まれ つ 今 ^.-M^tt  ^>4i  さ \J 丄 
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につけて、 おも 

ひける は、 かの 

あづま こそお の 

が 家の 寶 なれ、 

いかで これに 所 

得させて、 その 

かたはらに こそ 

おきふし すべ け 

れ、 われ 琴 ひく 

事 はなら はね ど" 

絲な きを まさぐ 

り て 思 を やりし 

ためし も あれば 

とて、 これ を わ 

がかたら ひ 人に 

て、 さて ことが 

みに、 硯 一 つ 火 

と り 一 つ 琴 じり 

に * づし 1 よろ 

ひ をす ゑて、 年 

ごろの 言の葉 ど 

も を 入れたり 0 

此 ごろおの が 心 

£て ま 

しりの 人々 詣來 

て いひけ らく、 


JM^Aii  ft,. こ ユ^ー..^  一  "やえ 

f  ttH ^xx^^^ ん. 3C 人- 


年頃の もし 給 へ 

る 言の葉 ども は 

いかにした まふ 

ぞ、 かきあつめ 

給 はまし かば， 

われら 筆た すけ 

参らせむ とい ふ- 

そ はう. d しき 事 

なり、 さる はつ 

たなき 言の葉 を 

人な みに 世に の 

こし 侍らむ 事 は- 

は づ  かしき わざ 

に は 侍れ ど、 あ 

また 年お も ひ を 

よせ、 心 を こめ 

しもの を、 いた 

づら になし はて 

侍らむ は ほ いな 

し C ともかくも 

しかるべ からむ 

やうに とりなし 

铪 はむ こそ 嬉し 

けれと、 答へ け 

れば、 人々 かの 


A ん. A ん T れ冬 I、  ir :  I  ^1 

t  、  if  巧 「>? にやい マり- i」 


i 


ゲ， 


ヽ、 3.  、  NT  V(t^^^y3. る ？ L/^^KTlyTry 


ど？ -c/-^、」\ あ vr- 


ノヽ > 、わめ マ f  ^  f)7 ^i^ ^.o^ . ^  7 
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づし よりとう で 

て、 書き あつめ 

て もってゆく  C 

さて 名 をば い か 

にと いふ、 すな 

ことじり 

はち 琴 後と こそ 

いふべ けれと て • 

その まきの はし 

つかた にぞ、 書 

き つけさせ たる ハ 

文化の 七と せ 

かみな 月つ い 

たち の 日 

琴 じりの 翁 


クム 、- Vyitj  や、 ^  \I 

支 i;! め V トゼ パっ ,、ri^ 

ずフ K きお 


んレ 


一 9 


ん、 
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冬^ 

年內 立春 

お ほかた の _ル待 つ 人に いそがれて 年 

のうちより 春ゃ來 ぬらむ 

いそぎた つ 春 ぞうれ しき 老いぬ とて 

よそに は閒 かぬ 心なら ひに 

元日 

む 月た つ 今日より 海 を かざしつ 、今 

年 も 春 は 花に くらさむ 

珍ら しと 春 を 待ちと る 心 こそ 年 は ふ 

れ ども か はら ざり けれ 

春た つや 今日は はなに もな して 見む 

朽 木に 似た る老 のこ  >- ろ も 

朝日 子の ひかりまち とる Jf^ 水に くま 

ば や 千世の はるの 心 を 

元日 雪の 降りければ 


ネ春. 

雪ながら あくる 朝戶 にさく 花の 面影 

みせて 春 は 来に けり 

元日 雪の 降りけ るに 人のまで 

來 ければ 

庭の 雪の 跡 もめ づ らし 今朝 は 先づ春 

とともにし 訪 はると 思 へ ば 

禁中 立春 

衞士 のた くひ かり 霞みて ほの ぐと 

あくる 御門に 春た ちに けり 

春の はじめに 

つくば ねの 高嶺の みゆき 霞みつ &隅 

田 河原に 春た ちに けり 

百 司 馬 も 車 もつ ど ふなり 君が みかど 

に 春た つらし も 

貴賤 迎レ春 


綾の きぬ 布の 扶も あらためて 春來に 

けりと 見 ゆる 今朝 かな 

心地 そこな ひて 久しう ゎづら 

ひける に、 春 立ちて よ 0 おこ 

たり ざまに 覺 えければ 

霜雪に あへ じと 思 ひし 老の 身の また 

しも 花の 春に 逢 ひに けり 

くち 木ぞ となに 思 ひけむ さく 花に ま 

た 伴 はむ 春に あ ふ 身 を 

早春 海 

淡路 しま あはと も 見えす 朝が すみし 

きつの 浦に はる 立ちし より 

氷解 

ひ 

こほり ゐ しかけ 極の つら & うちとけ 

て しづくの 田ゐに 春た ちに けり 

泉 響 滴 n 春風， 

繼£ ^や 岩間の 淸水 おとすな り 氷 ふき 

とく 春の 山風 

風光 日々 新 

難 波 江 や こほり 流る- -朝 ごとに つの 


ぐむ 蘆の 數ぞそ ひゆく 

江上 春 興 多 

よる 浪 もに ほふ 入江の 梅 柳 いづれ の 

かげに 舟 はつな がむ 

春色 浮レ水 

ほ の ぐと 霞む 河との あ さ 風に 春た 

ちかへ る浪の はつ 花 

毎 山 有， 一春 色， 

うらく と 出づる 日影に さそ はれて 

霞に ほ はぬ 山の端 もな し 

春 日 

さと 

うちかす む 千里の 波 を 光に て 朝日に 

ほ へ る 春の 河づら 

春 日 望レ山 

をつ くばの 高嶺 は 雪に あら はれて 霞 

に まが ふ は 山 しげ 山 

大 ひえ や を ひえの 山の 朝が すみた ち 

かさねた る 春の S ろかな 

かひが ねの 高嶺の み 雪 かつ 消えて 下 

つ 群 山 かすみた なびく 


春 生，， 人 意中， 

春-とい へ ば 人の 心ぞ た^ならぬ 世 は 

花鳥の あはれ のみ か は 

白 河少將 殿に 歌め しける 時 陽 

春 布， 德と いふ 事 を 

雪 も 消え わかな も萌 えて 武藏 野の は 

るの 光ぞ かぎり 知られぬ 

泉暖 草色 春 

氷 ゐし岩 垣し みづ 音た て 、雪 間の 小 

菅 はるめきに けり 

家々^ レ春 

都人 はる はいと なし 花鳥の すさみに 

誰もと ひとはれ つ、 

春風 夜芳 

梅が 香 を 風 さそ ふ 夜 はな かくに あ 

やなき 闇 もよ しぞ 有りけ る 

子 日 

子の 日す る 今日の ためしと 引く 松に 

ひかれて 千世の 春 やか さねむ 

子の 日す と 引く や 小 松の 招 衣 袖の み 


どり ぞ 千世の いろなる  琴 

船 岡 やまつ とみ ゆきの 跡 を こそ 千世 後 

の 子の 日の ためしに は 引け  集 

長 枝が 家の 子 日に  1 

松 も 引き 我 も ひかれて 千世 や へ む 初 

子 をい はふ 宿に 來 ぬれば 

かくしつ  > "千世に ならさむ 宿 なれば 

子の 日の 松も睦 じき かな 

忘れめ やい はふ 初子の 玉 は、 き 塵 だ 

にす ゑぬ 宿の まと ゐは 

引く たびにめ づ らしき かな 宿の 松 あ 

またの 春に なれて 訪へ ども 

かくしつ.^ 松のお も はむ 年まで も あ 

り經 てこ 、に 子の 日 をば せむ 

百 首 歌の 中に 正朔 子 日 

うれし さ を 引き 重ねよ と 春の 立つ け 

ふに 子の 日 やめぐ り來 ぬらむ 

梅が やに 子 日し に まかりて 

梅 さかばつ ぎても 訪 はむ 初春の 松に 2 

ひかる k 今日ば かり か は  2 


。，ゆみ 

賭 弓 

ためしと て 鷲と 麿との i 矢と り 今日 

たちならす 百 敷の 庭 

此の 殿の かへ り あるじ やしる からむ 

射手の つかさの 袖つ ど ふなり 

みわたせば 端山 茂 山お しなべ て 霞 を 

もる 、色な かりけ り 

富士 のね の 雪 さへ 春の 色み えて 霞み 

そめた る 朝 ぼらけ かな 

初春 霞 

春い まだ あさまの 山のう すがす み 煙 

に まが ふ 色と しもな し 

山 霞 

春が すみ 八重た つ 時 は 三 笠 山 さして 

そこと も わかた ざり けり 

霞 添，， 山 色， 

うら/^ と 霞み そめた る あしたより 

日影に ほ はぬ 山の端 もな し 

暮山霞 


立ちなら ぶ 高嶺の 檜 原 かげ くれて 霞 

にの こる 夕 づく日 かな 

嶺上 霞 

みよしの X 雪の ふるさと 舂 くれば 靑 

根が 嶽ぞ まづ 霞みけ る 

遙峰 帶-晚 霞， 

夕日 さす 神の みさか は あら はれて 霞 

にへ だつ あし がらの 關 

ゆ ふ 鴇 歸る翅 はかつ 消えて 霞に のこ 

をち かた 

る 遠方の 山 

浦 霞 

住の 江の うらの 松風 こ ゑた えて かす 

みに こもる 沖つ 白浪 

江 霞 

なに はえ や 波の 上なる 檩 はる は 霞 

の 底に こそ みれ 

行路 霞 

あけみ どり 

紅綠 ゆきか ふ 袖 も ほの，^ とかす む 

宮路 の春ぞ のどけ き 

檜 原 霞 


檜 原より 先づ うづ もれて 三輪 山 をし 

かも かくせる 夕 霞 かな 

湖上 霞 

布施の 海 や 春 深から し垂姬 のかす み 

の 袖 もお もがく しせり 

春烟 

入日 さす 遠山 もとの 里み えて かすみ 

ゆ ふけぶ り 

を 漏る &タ烟 かな 

鶯 

花お そき かた 山里のう ぐ ひす やわれ 

はが ほに も舂を 吿 ぐらむ 

うぐ ひすの 聲 いちは やき 山 ざと を 春 

うとし と は 誰かい ひけむ 

いさ、 めに いさ-むら 竹植 ゑし より 

鳴く 鴛 の聲ぞ かれせ ぬ 

i  琴 

窵も 年の さかえ を 今日より とも、 よ 

ろ こびの 初音 をぞ 鳴く  集 

南 枝 暧待レ 驚  ^ 

,0, め 柳ね る 昨 かり 江の 南に ははつ 窵 1 
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の 音 も 待 たれけ り 

鴛の 初音 をき、 つやと 人のと 

ひければ 

かくて 世の 春 をよ そなる 宿 なれば 

焉の 音もうと くぞ ありけ る 

春鶯？ 客 

うぐ ひすの 聲に ひかれて 花 もな き 

宿と は 知れ ど人ぞ とひけ る 

司 得た る 人の もとへ 驚の 歡聲 

とい ふ 事 を 

鴛の 初音 ぞ 千代 をよ ば ふなる たかき 

にう つる 春 を Ij: ちえて 

竹 裡窵 

春來 ぬと 今日 告げ そむる 鶯 のこ ゑ も 

奥 ある その- - くれ 竹 — 

うめに 鴛 なく 

ほの ぐと 明くる 夜つ ぐるう ぐ ひす 

の聲 にしら める 園の 梅が 枝 

窓鶯 

なれて こそ 友と も閗 かめ くれ 竹に 臥 


處 さだめよ まどの 鴛 

閑居 鬵 

世の 人 は 春の すさみ やお ほから む 我 

とかたら へ耔 のうぐ ひす 

里鶯 

かきこ もる 竹 田の さと をと ひし かば 

はつ 鵞の 音をぞ 聞きつ る 

うぐ ひすの 聲 のに ほひに さそ はれて 

花な き 里 も はる や 知 るら む 

雨後 鴛 

雨 はる.^ ゆ ふくれ 竹のお くしめ てし 

め やかに 鳴く  の こ ゑ 

若茱 

摘めば かつ 千世の ためしの うれし さ 

も袂 にあ まる 若菜な りけ り 

多 春 摘，， 若菜， 

今日 ごとに 祝 ふわ かなの 若返り あま 

たの 春 を 摘む ぞうれ しき 

雪中 求，， 若茱， 

かき 分けて 見れ ども 雪の ふ かぜり は 


心 あてに ぞ摘 むべ かりけ る 

人に わかな やる とて 

初春の <f マ 日の わかな を はじめにて 婷 

しき ことの 數 をつ まなむ 

女 ども わかな 摘む を 見て 

た を やめの 手 ごとに 摘む とい ふめれ 

ば 若菜 を さ へ にね たしと ぞ 見る 

春 雪 

見る がう ちに はかなく 消 ゆる 沫雪は 

も ゆる はる 野に ふれば なりけ り 

殘雪 

忘れて は 花 かと ぞ おも ふ 山の端に * 

も 日 を經 ての こる しら 雪 

雪 消 山色靜 

雪き えて 花 まつ 程の 山の端 はかす み 

ばかり ぞ春 のい ろなる 

梅 

髙 瀕さす しづが 袖 さ へ かをるな り は 

るの 梅 律の 花の さかり は 

なつかしき 花の ゑ まひ をみ し 夢の 面 ^ 


影う かぶ 梅の 下 かげ 

春風 は うれし かりけ り 木の もとに 梅 

が 香なら ぬ 袖 や たれなる 

いろに 香に おごれる 花の こ- - ろより 

みやびた りと は 人に つげけ む 

梅花 風靜 

吹く 風 は あるかな きかの 梢より おの 

れと かをる 梅の 初花 

露な. からか をれ る 梅の はつ 花に こ \ 

ろお かれぬ 朝風 ぞ 吹く 

隣 梅 

中垣の こなた もに ほふ 梅の 花 われさ 

へ 春 は あるじが ほなる 

1 もとの 梅 を かたみに 友と してなら 

ぶる 軒の 睦じ きかな 

里 梅 

うめが 香に 夢の なごり やと むらむ 

ねざめの 里の 春の 曙 

梅の 花 ざ かりに 山里 をと ふ 

山里 はう め^く 宿の あまた あれば 主 


さだめす とふべ かりけ り 

梅 近 衣香 

舟よ する 衣手いた く かをるな り^く 

や 梅津の はるの 川風 

夕 梅 

おの づ から 花の 光に くれ かねて 梅の 

はやし は 夕闇 もな し 

月 前 梅 

梅の 花 かをる やそれ とみし 夢のお も 

かげた どる 春の 夜の 月 

影 もに ほひ 花 も 光 を そへ てけ り 月と 

梅と やお も ふ どち なる 

月夜に 梅の 花 をり てと 人の い 

ひければ 折る とてと いふ 事 を 

さく 梅の 花の 光 やとめ てまし 梢の 月 

はよ し 霞む とも 

月の 夜 梅 か をれ り 

月夜よ し 梅の 香淸し いざさら ば この 

下 かげに 枕から まし 

かっし かの 梅見に まかりて 


おの づ から 千 本の うめを 垣根に て か 

をれ る 雪に こもる 宿 かな 

梅 浮レ水 

花の香 は 波に ながれて ゆく 水に 影 を 

とぐ むる 岸の 梅が 枝 

皆 川 翁 源應擧 などと もな ひて 

ふしみ の 梅 谷のう め 見に まか 

h て 

散る 梅に なか/、 春 もお も ほえす 雪 

のなか ゆく 心ち のみして 

紅梅 

たきもの i かをりお ぼ ゆる 梅の 花う 

ベ も 夕日に 色 こがれけ り 

1 枝 は ゆるしの 色に くめれば 折り 

て かざ.^ むこの やどの 梅 

雨のう ちの 紅梅 

春雨に ひもとく 梅の くれな ゐ はふり M 

出で.^こそ色まさりけれ  集 

梅 紅白  き 

た を やめが かさぬ る 袖と 見る ばかり 1 


色 わく 梅の なつかしき 哉 

紅梅 白梅に ほひ ことなら すと 

いふ こと を 

に ほひ 香 は へ だてぬ 梅の S かなれば 

色の み 花の け ぢめ見 すらむ 

落 梅 浮レ水 

水上の さと や いづこ ぞ たづね 見む う 

めが 香お くる 春の か は 波 

柳 

吹く となき 風に まかす る ic 柳 はかす 

みながら にかたより にけ り 

よりかけ し 柳の 絲ぞ みどりなる 霞の 

衣た ちそめ てより 

柳 辨，， 春色， 

宵の 雨の なごり かすめる 柳 原 ほのか 

に 見す る 春の 色 かな 

柳 絲綠新 

うちた る- - 柳の 絲の あさみどり 春く 

る ごとに 珍しき かな 

垂柳 藏レ水 


あ を や？  も か C びと 

靑柳 はいと たれに けり 藻 刈 人 その ふ 

ねち にめ 春の 河づら 

垂柳 臨レ水 

青柳のう ちた れ髮 をけ づ るに は 下行 

く 水 や 鏡な るら む 

柳 池の 水 を拂ふ 

水引の 絲 かと 見し は 波 あら ふ 岸の や 

なぎの しづ枝な りけ り 

水邊柳 

靑 柳の 下 枝な みこす 河づら ははな だ 

の 絲を洗 ふと ぞ 見る 

水 1^ 柳 

かげう つす 波 もに ほひて 靑 柳の いと 

よりけ ぶる 河 づらの 里 

河邊柳 

ゆく 川の 底の 玉藻と 見る ばかりき し 

ねの 柳 影 ぞうつ ろ ふ 

雨中 柳 

春雨 は 降る とも 見えす 柳 原 あるかな 

きかに かげ 霞みつ 


00  琴 

あさみどり 露ゃ染 むる と 見る ばかり 後 

濡れて 色 そふ 青柳の 絲  集 

柳の 雪の か &れる を  卷 

とけ やすき 雪に はありと も あわに だ 

に 結び も 止めよ 青柳の いと 

柳 似レ烟 

春風の かすみ 吹きと く 河 づらに はれ 

ぬけぶ り や 柳な るら む 

草の いと 靑 やかなる を 

春雨 は 七日 ふりけ りおし なべて に ひ 

草が ちに 野べ の 見 ゆる は 

磯 春 草 

打ちよ する 浪も みどりの 色 そ へ て 春 

をし る はの 機の 若草 

蕨 

袖 つれて 遊ぶ 春の、 手す さみに をり 

あはれ なる 初 わらび 哉 IS 

百 首 歌の 中 岡 邊早蕨  e 

絕ぇ やらぬ ゆき \の 岡の はつわら び ^ 


萌ぇ あへ ぬ 間に 人 もこ そ 摘め 

初 午 いなり まう で 

稻荷山 杉の もとつ 葉 をり かざ しゅふ 

こえ 行く は 都人 かも 

稻荷 山み ねの 神 杉 かみ さびつ. S  くよ 

の 人 か 折り かざしけ む 

かざし をる 今日の しるしと いつの 世 

に稻 荷の 杉 は 生 ふし 初めけ む 

思 ふこと 三つの やしろの みしめ 繩た 

れも ひかれつ 神の 心に 

峯 とほく のぼり も 行く かいな り坂幣 

とる 袖 も 霞む ばかりに 

いなり 山 杉 生の 木立 ほの ぐと 霞に 

こもる みつのと もし 火 

春 日 祭 

藤浪の 花の しな ひの ながき 世に ため 

しか はらぬ 神 まつり 载 

舞 人の 立ち 舞 ふそで も 霞むな り 三 笠 

の 山の 山 かげに して 

舂 神祇 


としご ひ  リ 

きさらぎ やけ ふ 祈 年の 祭と て 千々 の 

社に ぬ さたて まつる 

岩清水 臨時 祭 

みな 人に かざしの 花ぞ たま ふなる う 

てな の 竹の 昔 おぼえて 

雲の上の かさ ね.„ 土器た ちか さね 榮ぇ 

む 御代 は 汲みて こそしれ 

春 月 

霜と 見ば 花に こ V ろの 置かれな む 霞 

むもうれ し 春の 夜の 月 

霞 中 月 

霞む 夜の 月に も老 をた どる かな 我の 

み 晴れぬ ながめな り やと 

江上 春 月 

住の 江 や 堀江の 波の かすむ 夜 は 有る 

かなき かに 月ぞ 宿れる 

浦 春 月 

すく も 焚く けぶり もた てす 霞む 夜の 

月 や あはれ とみつ の 浦人 

お I 月 


故鄕 のしが の 花ぞの あれに けり 月 や S!S 

昔の 春 をし るら む 

幽栖 春 月 

いくとせの 春 を ふるやの 板廂 かすむ 

とすれ ど月ぞ もれく る 

春 H: 幽 

みなかみ 

さし 下す 船 は 波路に 跡た えて 水上 か 

すむ 春の 夜の 月 

月 入， 花灘嗜 

上つ 瀨は 花に へだて、 入る 月の など 

か 霞める 春の 川づら 

曉更春 月 

明け ゆく や 霞に しらむ 山み えて ほの 

ぼの 续る 春の 夜の 月 

春 曙 

しらみ ゆく  014- 上の 櫻い ろ 見えて かた ^マ 

山 くらき 春の あけぼの  後 

水 鄕春曙  集 

靑 柳の 下 かげ かすむ 六 田 川 月 もよ ど 卷 

める 春の あけぼの  一 
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閑 中 春 曙 

散りつ もる 花に やまだき しら むらむ 

拂 はぬ 庭の 春の 曙 

暮山春 望 

花の 色 は 霞の うちにな ほ 見えて 松よ 

りくる -. 春の 山 もと 

春秋 Q あはれ を あらそ ふ 心 を 

秋の 水に 月 を まちと る 夜半 は あれ ど 

花より しらむ 曙の そら 

夕 春雨 

春雨に 梢 あやなく なりに けり さらで 

も 霞む 夕 ぐれ わ 山 

菴 春雨 

春雨 も 音し のぶな り 山 かげに かくて 

世 を ふる 心しり き や 

幽栖 春雨 

おとしの ぶ 春の 雨 こそ 哀 なれ 我が身 

世に ふるたぐ ひと 思へば 

百 首 歌の 中 閑 中 春雨 

をり/、 は訪 はれま ほしき 宿なる を 


音 だに たてよ 軒の 春雨 

春 野 

こ、 にの み 枕から まし 春 はた 1- 心 ひ 

くまの 野べ の わか 草 

そこと なく 野べ にくらしつ 花 をと ひ 

鳥 を あはれ む 心々 に 

歸^ 

山 櫻 雪と も 見えよ ゆく 臈の こ  >- を 越 

路と 立ちと まる ベ く 

霞む 夜の 月な 見捨て そかへ る臈 花に 

はう ときなら ひなり とも 

霞 中歸臈 

花に うき 心 を 人に 見え じ 一と や 霞が く 

れに嗎 の 行 くらむ 

百 曾 欲の 中 澤邊春 駒 

寝 よげ なる 野澤の 草に なれて など 駒 

の 心の あれ まさるら む 

雉 

明けぬ とて 啼 くやき 1- すの 聲 のうち 

に ほの ふ、 しらむ 春の 山 畑 


雲雀 

さ 遠く あがり も 行く か 夕 ひばり 野澤 

の 水に かげの 霞める 

雲雀 落 

春の 野の 堇の 床に おち 来つ、 聲 もに 

ほへ る 夕 雲雀 かな 

大空 は そこ はかと なく 霞む 野に 聲の 

みおつ る 夕 ひば かり かな 

喚 子 鳥の 鳴く を 

はる.^ なる 深山の 杣の 斧の & にこた 

へ て も 鳴く よ ぶ こ どり かな 

百 曾 歌の 中に 谷 中 喚 子 鳥 

山豫 のこた ふる 聲に しら れけ り み 谷 

の そこ に 鳴く よぶ こどり 

春蟲 

うらく と 霞む 春 野 はとぶ 蝶の つば 

さに の， みや 風の 見 ゆらむ 

打ちと けむ ものと も 見えす 春 かけ て 

ふろ .li 

古枝に のこる 雪の みの 蟲 

春獸 


狩人の 手 飼 ひの 犬の 綱手 繩 ながき 春 

日 を くらす 野べ かな 

春園獸 

§M の その ふの 花の 雪の 上に 聲 なき 

鹿の 跡 も 見えけ り 

忘れて は 今朝 を 昨日と たどる こそ 日 

長き 春の なら ひなり けれ 

春日遲 

朝 鳥の 花に なれ ゆく 春の 日 はね ぐら 

にかへ る 程ぞ遙 けき 

遲日 

あくまでも 花の木 かげに なれよ ふや 

春の 日影の 暮れが てに する 

雨 岡の 家に て 閑 中日 長と いふ 

こと を 

鴛 のかたら ふ聲も わくば かり 靜 けき 

窓に SE き やなら へ る 

心靜 酌， 1 春 酒 V 

日な がさ を 思 ひなぐ さむ 老の盃 にい 


く 度 花を泛 ベて は 見し 

みかの 日 

よるべ をば 波に 任せて 散る 花の香 ご 

めに めぐる 春の 盃 

桃 

かくしつ みなもと 遠く さく 花の も 

も 世 もこ 、に 住み 習へ とや 

賤の 男の 畑う つ 袖 もに ほふまで くぬ 

ぎの もとに 桃の 花 さく 

もの いはぬ 花と し 知れ ど 木の 本 を 心 

ありげ に人ぞ とひけ る 

梨 

た を やめの 姿 を 今 もしの ベと や 雨に 

句へ る 山 梨の はな 

花 

^き^かぬ ほど を あはれ と 思 ふかな 

春 もお く ある 花の 日 敷に 

敦 る を 惜む心 ぞ年 に まさりけ る老を 

わする &花ぞ と 思へば 

あくまでも 花見る たびに 嬉しき は 世 


に營 みのな き 身なりけ り  ？ 5 

春 ごと 0 ちぎり か はらす 唤く 花に あ 

だなる 名 をば 立てす も あらな む 

なべ て 世の 人の 心 も はなに のみ 染む 

る や 春の さかりな るら む 

き 散る をした ふ 櫻の 花 ゆ ゑに 夢と 

すぐさぬ 春 はな かりき 

はなに のみ 暮 さぬ 春 はな けれどもい 

づれの 年 か あく 迄 は 見し 

みよしの、 奥も淺 しと 見 はて まし 花 

ゆ ゑ 深く 思 ひ 入る に は 

晴く花 を 雲と 見し より わが 心 か  >- ら 

ぬ 山 も 春 はな かりき 

と は やとお も ふ 山路 や 接ら まし 花 

の 日数の かぎりある 世に 

か やまわけ ごろ も 

け ふいく 日 山 分 衣き ならして 花に や 琴 

つる、 袖 ぞうれ しき  後 

待つ 程の 憂さ は 日數を かさね 來て唤 集 

けば かつ 散る 花や 何なり  卷 

待. 花  一 
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春の 日の 遲 して ふ 名 は 我が ごとく 花 

まつ 人 や いひ はじめけ む 

望レ山 待レ花 

いっか また^ くらむ 花の か、 らばと 

思 ひなぐ さむ 蜂の しら 雲 

閑 中 待レ花 

いつしかと 待つ に 心 を なぐさめて 花 

1) かぬ 間の 春ぞ のどけ き 

閑居 待レ花 

春 ごとの 花より 外 は 世の中に 待つ こ 

ともなき すみかな りけ り 

花 盛 

櫻ば なさ かりと なれば 散る うさ も 待 

ちしつら さも 何 か 思 はむ 

人 ご k ろ 空に なれば や 櫻ば な唤 きの 

さかり は 雲と 見 ゆらむ 

處々 花 盛 

さくら^く 大 井の 里に 一 夜ね て 明日 

は を ぐらの 花 も 分け 見む 

よしの 山の 花の さかり を 見て 


かへ り 来て 人の かたる を閒き 

て 

花 はみ な 雲と ぞ かたる 一 言に おも か 

げ うかぶ みよしの 山 

花の さかりに 山里 をと ふ 

かくしつ 、花し 散らす ば 我 もまた 山 

里 尺と なりぬべき かな 

見レ花 

はな 見れば あかで 暮れ ゆく 春の 日 を 

おそし と 誰かい ひ はじめけ む 

靜見レ 花 

露 を だに 散らさぬ 花の かげ なれば 誰 

か は 風に 心お くべき 

見. 花 延レ餘 

の どかなる 春の 心に ひかれな ば 花 ゆ 

ゑ 千代 も經 ぬべ かりけ り 

見. 花 想レ友 

見せば やと 人をぞ しのぶ 山樓 あかぬ 

心のへ だてなければ 

小金 井の 花見に まかりて 


春風に 香 をと め 來れぱ 水上のう きた 

つ 雲 は 花に ぞ 有りけ り 

水 をへ だて &花を 見る 

きし かげ や 折られぬ 花のに ほひ を も 

波に よせ 来る 春の 河. K 

瀧 河 や あさ 瀬 しら 波た どると も 岩 も 

と樓 をり て 歸らむ 

河 づらの 宿に 花 を 見る 

前 川 に 船 漕ぐ 袖 も かをるな り 渚の や 

どに 樓 さくころ 

舟 中 見レ花 

こ、 ろ ひく 诸の 花に あく がれて 下し 

も はてぬ 春の 河 舟 

花 下 忘レ歸 

行き くれてや どり はしめ つよし の 山 

おく ある 花 は 明日 さへ も 見む 

山 ざと にある じ を 誰と さだめね ど 花 

のかげ こそ 長居 せら るれ 

花 下 暮レ日 

暮る 、まで 花に そ はむ と 思 ひき や 道 


—卷集 後 琴 
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行きぶ りの すさみな りし を 

花 下 送レ日 

故鄉に 今日 もく らしつ あすか 風 さそ 

はむ まで は 花に やどら むらむ 

花 下 言レ志 

日數 なき 花 もうらみ じあ またたび 春 

にあ へ る を 思 ひ 出に して 

思 ふこと 花見る たびに 忘られき う き 

世の さがよ さも あらば あれ 

花 如 レ舊 

あはれ 世の 人 も かく こそ 老木 だに は 

な は 句の か はら ざり けり 

風 靜花芳 

をり くに 霞 を もれ て か をら すば 吹 

くと も 知ら じ 花の した 風 

花 添，， 山 景色， 

朝 ごとに かすみ 色 そふ 初 瀨山檜 原の 

おく も 花になる 比 

毎年 愛：. 花 

舂 ごとに^ きまされ ば や 櫻 花 あかぬ 


こ i ろの 年に 添 ふらむ 

花 忘レ老 

花に そむ 心 は 年に か はらねば 春 は 5^ 

を もお も は ざり けり 

花 自有レ 情 

ひたすらに S きを 見せ じと 散れば か 

つお くれて 句 ふ 花 も 有りけ り 

千 蔭の 石濱の やどりに て 歌よ 

みける 時 花 錦 を 

隅 田 河つ 、みの 花のから にしき 春 は 

きて 見ぬ 人 やなから む 

花 未レ飽 

^く 花 をお も ふば かり はいつ か 見む 

心の ゆかぬ 里 はな けれど 

奥まで も 分けす はやま じ 山 □ の 花に 

1 夜の まくら かると も 

折レ花 

山 櫻 かた 枝 まばらに なりぬ る は 我よ 

り 先に 誰か 手 折りし 

はな を 折りて 

折る 花 を 人な とがめ そ老を だに かく 


すば かりの 心す さみ は 

馴レ花 

日を經 てもう す 紅の はなよ など 人の 

心 を 深く そむら む 

散る わかれ 有りと 知り つ X 唤く 花に 

馴れし や 何の 心な るら む 

千 蔭が もと によし の 山の 櫻の 

若木 を うつしう ゑた る を 見て 

よしの 山 名高き 花の 種 なれば 雲と 見 

るまでお ほした てな む 

惜レ花 

あだに 散る うさ をば かねて 知りな が 

ら 今年 もいた く 花に 馴れに き- 

位レ花 待レ友 

おも ふ友來 むと は 花に たのめ ども 待 

たでち りなば いかにし てまし 

花 ゆ ゑに 人 を 待つ とい ふこと 

を 

柴の戶 の 花な 忘れ そ 都人 われに はう 

とき. 0 なりと も 


年 経て 花の もとにて あへ り 

なつかしき 花の 色香 を わすれめ や 春 

よ 昔の 春なら すと も 

花 留レ客 

楔ば な あだにう つち ふ 心 もて 道 ゆく 

人 をな どと^ むらむ 

花の もとに 歸ら むこと を 忘ろ 

故 鄕の人 や は 待た む 花み つ.， 春 は 旅 

寐に 馴れし 身 なれば 

古寺 花 

朽ちの こる 翳 伽 井の 水 を 鏡に て 花 は 

いくよの 影 か うつせし 

霞 中 花 

たち かくす 霞の 袖 もさく 花 も ほころ 

びそめ て 句 ふ 春 かぜ 

雨後 花 

春雨の なごりに 句 ふ 花 もよ し 降る を 

淚と 誰かい ひけむ 

嶺花 

待つ 程の 雲に まど ひし ひがめ を も 思 


ひさた むる 嶺の 初花 

志賀 花園 花 

ことの 葉の 色香 も 世々 に そへ 來てぞ 

今 もに ほ へ るし がの 花園 

名所 花 

かぐ 山 や 高嶺の さくら^く 時 は 底 さ 

へ に ほふ 使 安の 池 

あけぼの や 霞が くれ の 岩 門 も は な よ 

り 開く 逢 s> のせき 

みよしの、 瀧の 都の 跡と へ ば 昔 忘れ 

す花唤 きに けり 

水邊摟 

櫻 さく 春の 河と をみ わたせば 雲の 中 

ゆく 水の 白浪 

關花 

吹く 風に あらさぬ 不；^ の 山 ざ くら 春 

は關 守る 神 やま すらむ 

春情 寄レ花 

花に のみ 心 ひかれて 春 はた V 身を駕 

にか へ ぬば かり ぞ 


寄レ 花- „w 言  0 

思 ふ どち かくしも 花 を かざしつ &千 後 

年の 春ぞ 待つ ベ かりけ る  集 

寄 レ花夢  卷 

暮れて ゆく 春 をう つ、 と 何 かみむ 夢 一 

ばかりなる 花の ちぎりに 

露の間の 夢 さへ 花に あくが れつ 胡蝶 

に 身 を も か へ しばかりに 

花 衣に おっとい ふこと を 

樓狩 わが 袖ながら 散る 花 を はら はで 

今日の 山づ とに せむ 

落花 

のどけ さ を 思 ひつ -乂 くる 春の 日に な 

ど^く 花の 一 さかりなる 

をし めど も 人に は 花の つれなくて 風 

の 心に など まか すらむ 

風 さそ ふ瀨々 の 岩波 音た て \ 蒲 のみ 

や こに さくら 花ち る 

葛 城の みねのう き S ひま 見えて 豐浦 2 

の 寺に 樓 はなちる 


花の ちる を 見て 

雪と 降る 花 はたぐ ひもな きもの を 散 

らば をし と はな ど 思 ひけむ 

山 櫻ち り ゆく 方 をした ひ 來て我 さへ 

風に まかせつ るかな 

月 前 落花 

月な くばい と^ あだにや 見 はて まし 

霞が くれに ちる 樓 ばな 

雨後 落花 

春雨の なごり おぼえて ちる 露に もろ 

さあら そふ 山 ざ くら かな 

海邊 落花 

風 こ ゆるい そ 山 ざ くら 散りに けり 雪 

をのせ 來る須 磨の 浦 舟 

名所 落花 

比 良の 3 ぜの花 を 嵐の 吹く からに 波の 

した ゆく 志 賀の浦 舟 

古宮 落花 

花 は 雪と ふり 行く 宮の庭 ざ くら い づ 

れの春 か 朝ぎ よめせ し 


閑 庭 落花 

うき 世 をば そむきし 宿に ちる 花の 誰 

になら ひて しづ 心なき 

後の きさらぎ 花の ちる を 

やよひ だに 待た でう つろ ふ 花 みれば 

加 はる 春 も かひな かりけ り 

八重 ざ くら 

一 さかり ありて 散りぬ る 花の 後に 春 

をと めし 八重 櫻 かな 

ちりて 後 花 をした ふ 

馴る 、間 も あらで 散りに し 花ながら 

慕 ふ 心 ははて なかり けり 

すみれ 

いざさら ば 春の 野 守に やどから むと 

もに すみれの 花に なれつ、 

堇 つみに 出で たっとて 

紫の ゆかりお ぼ ゆるす みれ 草た ぐ わ 

れの みは 摘ま じと ぞ思ふ 

閑居 堇 

あれに ける まがき も 春 は 結 ひそへ む 


堇 摘みに と來む 人の ため  。り 

古 砌堇茱 

朽ちの こる みはしの 苔 も 色 はえて よ 

を ふる 宮に すみれ^く なり 

菜の 花 を 

花見ても つま k ほしき を 初春の 雪 間 

にの みとな に 思 ひけむ 

園の 茱の花 を 

此の 園の 春に 胡蝶 や あく がれむ 朝な 

ゆ ふなの 花に ほふ 比 

かげろ ふ 

川よ どの 水 もな がると 見えつ る は 立 

つ 炎 陽のう つ るな りけ り 

のどかに も ひもとく 花に まつ はれて 

絲 かと 見 ゆる 野べ のかげ ろ ふ 

娃  み i  琴 

雨 そ、 ぐ 小 田の 水口 水まして ところ 後 

えが ほに 鳴く か はづ哉  集 

汝 もまた 春 を や をし むちり まが ふ 山 卷 

吹の 瀨に蛙 なくなり  一 
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苗代 

苗代の 水口 祭し め はへ て 秋の たのみ 

やかけ て 祈らむ 

す川來 

つば くらめ 門 田に 今ぞ聲 すなる 種お 

ろすべき 時ゃ來 ぬらむ 

つ-じ 

埃き に ほふ 機 山 もとの しらつ & じし 

ら すよ 波に まが ふ ものと は 

水邊 si 

把 水に うつろ ふ 時 は 白つ 、じと はに 

より 來る波 かと ぞ 見る 

百 首 歌の 中巖 上鄉蹈 

あらまし き巖に はなど^き つらむ 妹 

が 赤 裳に につ i じの 花 

所々 山吹 

妹脊 山中 ゆく 河に 影み えてに ほひ か 

はせ る 岸の 山ぶ き 

雨 ふる 日 八重 山吹 を 人の もと 

へ つか はすと て 


春雨 は 七日 ふれ ども 山吹の やへ さく 

色 は あせす ぞ 有りけ る 

池杜若 

花の いろに 波 もに ほひて 池 水 を むら 

濃に なせる かきつ ばた 哉 

藤 

老いに ける 松に か、 りていつ まで か 

若紫の 藤浪の はな 

浦 藤 

世の 紫の いろと や は 見む むらさきの 

名 だかの 浦に 匂 ふ藤浪 

藤 懸レ松 

埃き そめて 手に さへ か k る 藤 浪に松 

は 木 高き かげと しも 見す 

暮春 藤 

日 を かさね^き そふ 藤の 紫 ははる 深 

くし も染 むるな りけ り 

濱田 君の 庭に 牡丹 をお ほくう 

ゑ 給へ るに 歌よ めと あり けれ 


大君の 名 をし もお へ る 花 みれば うべ 

も 世に 似ぬ 色香な U けり 

志 贺山越 

ふみ そめし 人の 心 を 春 ごとの 花に 忘 

れぬ志 賀の山 ごえ 

夕 かけて 猶 こえ はてぬ 志贺の 山 たれ 

も 心 や 花に ひかれし 

雪との み 花の ふる 道 ふみ 分けて 昔お 

ぼ ゆる 志賀の 山越え 

正臣が 家の 贈答 會に志 賀山趑 

とい ふこと を 助 丁が ちぎら 

ね ど 心 あ ふみの しがの 山ち る 

花 を さへ ともに こそみ と 

よめる 返しに 

あかで ちる 花の なごり も 心 あ ひの 風 

のとが と は 何お も はまし 

春の はて 

春 もとく 暮れ ざら まし を大 かたに 散 

る をし 花の いそが ざり せば 

ifd- も老を やなげ く 此の 園に はねなら 


はせ し 折 も 有りし を 

浦 暮春 

花 はは や 須磨も 明 石 も 散りに けり 浦 

傳 ひして 春 やくれ ゆく 

なごりな く 春 はくれ ゆく 浦浪の 何い 

たづら に 立ち か へ るら む 

湊 暮春 

沫 とちる 波間の はな は 色 もな し 比 良 

の湊の 春の くれがた 

山家 暮春 

日な がさ も訪 はれぬ ま \ に 知られけ 

り 花より 後の はるの 山 ざと 

暮春 雨 

ちる 花 を 夜の 間の 雨に くた しなば 春 

のかた み も 明日 やた どらむ 

暮春 花 

あだなり と 何 かお も はむ 暮れて 行く 

春に 爭ふ花 も ありけ り 

よそ へ て は 春の 日數を をし むかな 接 

り少き をみ るに も 


暮春 鴛 

ちり 殘る 花に ゃ老を わす るら むな ほ 

篱 はもの うげ もな し 

惜レ春 

ゆく 春 は 夢との みこ そた どらる れい 

つか は 花 を あくまで は 見し 

惜レ春 不レ駐 

山河 や 春 はよ どせ もな きもの を かひ 

なく かけし 花の 白浪 
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, ^はぶ あ 二 

1#ヽ 

首 夏 

みし 春の なごり わする & 夏衣 花の か 

とり は 名のみ なりけ り 

木の下に 散りの こる 花やかき つめむ 

昨日の 春の わすれがたみに 

首 夏 朝 

なつ 山 やきの ふの 花の 雲き えて 若葉 

にに ほふ 朝日影 かな 

山家 首 夏 

山里 は古巢 にかへ る 鳥が 音に あはれ 

を そへ て 夏は來 にけ り 

山里の はら はぬ 庭 は 夏ながら 苔路に 

まじる 花 も 有りけ り 

更衣 

くやしく も 深く ぞ花 になれ 衣 そでの 


わかれの ある を 忘れて 

櫻い ろの 袖ぬ ぎ かへ て 卯の花に かさ 

キめ 

ぬる 衣 もめ づ らしき 力な 

きなら せし 春の 衣 をぬ ぎ かへ て 又し 

も 花に 刖れ ぬる かな 

貴賤 更レ衣 

あさごろも 

ぬぎ かふる 袖 もやさし な 麻衣 しらが 

さねせ し 人 も ある 世に 

散りの ころ 花に たぐへ て をし むかな 

若葉が くれの 鴛の聲 

遲櫻 

折りと らば に ほひ をう つせ 遲櫻 はな 

のかと りの 袖う すくと も 

： 山餘花 

手 向山 はるの 越え ゆく 跡と へば 今 も 

さくらの 幣 とこ そちれ 

谷餘花 

世 をい とふた にの 庵のお そ 櫻と きに 

きそ はぬ 心 を や 知る 


卯月ば かり 山ぶ みして  琴 

なつ 山 や 若葉に うづむ かげと へば 花 後 

の しをりの 跡 も 殘らす  集 

錢 りの 花 を惜む 

あかぬ 間に わかれし 春の かた みぞと 

思 ふ 花 さ へ ちらんと やする 

林新樹 

三輪 山 や 花より 後の かげ もよ ししげ 

きが もとに 若葉 さす 比 

雨中 新樹 

雨 そ、 ぐ かた 山 かげの 夏木立い まひ 

とし ほの 綠をぞ みる 

新 樹妨レ 月 

夏窿ゃ 花に 手 折りし 梢の みたまく 

月の 影 もらしけ り 

わか 楓を 

色 は ゆる 青葉の もとの 若楫 しもに 匂 

へる 秋 はもの か は 

夏 陰に に ほふ 楓の くれな. Q は 花の 錦 

のな ごり とど.！ f- る  0.^ 
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夏山 里に まかりて 

瑞枝 さし 淸水 ながる、 山里 を 花. にの 

みな ど訪 ひなら しけむ 

唤 きしょり つもる 日數の ほど 見えて 

うのはな 垣 は 雪に なり 行く 

卯 花 藏レ水 

うの 花の かげ 行く 川ぞ かすかなる 雪 

の 下水 もれし ばかりに 

山家 卯 花 

山賤 のかき ほ はまた も訪 ひて みむ 卯 

の 花く たす 雨 ふらぬ まに 

卯 花 似 

う つ ぎ 咲く かた 山里の 明 ぼ の は 雪に 

しらめる 心ち こそ すれ 

卯 花が きに 月 をみ る 

卯の花 を さながら かこ ふまが きに は 

月の 光 も へ だて ざり けり 

神 まつり 

夏た てば 森の まさか き^るな り ゆ ふ 


とる 袖 も かをるば かりに 

大み わの まつりの 使 

神 さぶ る 杉の した 道 幾 Is か 大宮人の 

たちなら しけむ 

み わの 山 杉の 下み ち ふみ 分けてぬ さ 

とり ゆく は 使 ざね かも 

神 まつる あす はう の 日と み わの 山み 

て ぐら 使け ふより ぞ 立つ 

灌佛 

御佛の あら はれ そめし 法の 水な がれ 

て 世々 の 人 もく みけり 

もろ 入の け ふの ためしの 舟づ. - みつ 

ど ふや 法の 湊な るら む 

葵 

小 車に あふひの かつら かけて けり 神 

まつる け ふに めぐり 來 ぬれば 

毎年 戀レ葵 

年 ごとに かけ て いく代 かたの ま、 し 

今日の みあれ に あふひて ふ 名 は 

卯月ば かり 香 取へ 行きけ るに 


かまが やの 野に て 鹿の むれ ゆ 

く をみ て 

眞秩原 まだ うらわ かしゅく 鹿の 胸 分 

くば かり い つ かなりな む 

郭公 

待ち あかす 心 くらべ に まけに けり 有 

明の 月に なく ほと K ぎす 

さやか にもな のる か 月の 玉す だれか 

かぐる 軒の 山 ほと、 ぎす 

しのび 音 はな かくつ らし 郭公した 

待つ ほどの こ-ろ いられに 

きく たびにね ぬ 夜ぞぉ ほき 時鳥い ま 

一 聲 とまちなら ひつ 、 

なれ ゆけば 厭く をなら ひの 人の 世に 

猶めづ らしき 郭公 かな 

郭公う ひだち しっと 山人の かたる を 

きけば いやまた れつ & 

めづ らしと おも ふこ \ ろに 時鳥せ つ 

音 を 夢と なほた どる かな 

ほと- * ぎす た.、〉 一 聲に 見し 春の はな 
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のな ごり も 忘られに けり 

橘の 花ち る さとの ほと、 ぎすな く 音 

も かをる 心ち こそ すれ 

待，， 郭公， 

時鳥 かくていく 夜の むらさめ を 空 だ 

のめに はなして 過ぐべき 

たぎに き、 そめに けり 郭公 まちよ わ 

ると もまた やた のまむ 

初 聞-, 郭公， 

ほと、 ぎす 閗 きっと かたる 人 もた し 

初音 やわれ に先づ もらしけ む 

は.じめてほと.^ぎすをき、 て 

郭公 さやかに なのる 一 聲 をき、 そめ 

て こそい やま たれ けれ 

月に おも ひ 雨に まつよの 數を經 て は 

つ 音 うれしき ほと V ぎす かな 

郭公 をき、 て 

かくしつ 、をち か へ り來て 我がた め 

に 昔 かたらへ もと ほと i ぎす 

郭公 ー聲 


いく 度の かたら ひぐ さに いひ 出で む 

たに 一 聲の山 郭公 

郭公 幽 

き 、 つと も 思 ひ さだめす ほと 、ぎす 

今 ー聲 はしのば す もがな 

山里に ほと \ ぎす 閒 きに まか 

りて 

一 こ ゑ は 都に もき く ほと、 ぎす 山路 

のか ひに をち か へ りなけ 

海の ほとりに て 時鳥 をき く 

ほと、 ぎす いはした かげの 一 聲はひ 

ろへ る 玉の 心ち こそ すれ 

おも ふこと ある 頃 郭公 を閉き 

て 

郭公よ た e なく 音に ならへ とや 物 思 

ふ 宿 を 過ぎが てに する 

郭公 遍 

ほと  >- ぎす うと かる 里 は あらす とも 

この 橘 を 宿と さだめよ 

兩方 聞，， 郭公， 


峯に 尾に 中の やしろ を へだてつ、 な 

くやい なりの 山 時鳥 

雲間 郭公 

村雨の なごり あしとく ゆく 雲に 聲も 

おくれぬ ほと、 ぎす かな 

月お そき ゆ ふ ベの 雲の たえまより 先 

づ聲 もらす 郭公 かな 

閑中郭 へ，、 

友 もな き 宿との みや はい ひ はてむ 山 

ほと  >- ぎす 月に なく 夜 は 

穩路 子規 

ほと、 ぎす とばの 山柴 とりな ら し な 

れて ゃ賤が 聞き ふるすら む 

曉に 時鳥 をき く 

郭公 をり しりが ほに 鳴きぬ めり もの 

おも ふ 宿の 曉の そら 

1& 郭公 

玉く しげ 箱 根の 山の 明 ぼのに ふた 

なのる 郭公 かな 

深夜 子規 


ほと、 ぎす よぶ かき 雲の 絡え 間より 

おちゆく 月 をした ひて ぞ 鳴く 

夢 後 郭公 

おも ほえ. f 閒く ぞうれ しき 時鳥 をり 

あはれ なる 老の ねざめに 

郭公 入，， 夜 琴， 

待ちよ わり 引きた ゆむ 夜の つま 琴に 

なく 音 そへ よと 訪ふ 郭公 

よ ひ^^の かたら ひ 人となりに けり 

琴の 音 さそ ふ 山 ほと、 きす 

早苗 

たに 河の 水せ きいる. -麓田 は 雨 も 待 

ち あへ す 早苗 とりけり 

採，， 早苗， 

早苗 草 はこぶ たもと や 朽ち ぬらむ し 

づ くの 田 居の 五月雨の 比 

つるの 郡の 早苗 を 

早苗と るつ るの 郡の さと 人 は 千世の 

はつ 穗の秋 や 待 つらむ 

なぎ 


垣つ 田の さなへ と共にう ゑ こなぎ 花 

に^きな ば 又もと ひ來む 

1^  二 菖蒲 1 

菖蒲 葺 くけ ふの ためし を 過ぐ さじと 

賤は よどのに おり 立ちに けり 

君が代の ながらの 濱の あやめ 草 命つ 

ぐて ふためし にぞ 引く 

雨中 菖蒲 

五月雨に ぬると も ひかむ あやめ 草 あ 

やなく け ふ を 過ぐ さまし や は 

節 後 菖蒲 

こもり 江に おふる あやめの 根 を ふか 

み 千世の ためと や 引き 殘 しけむ 

夏 夜 

夏の 夜 はむ すぶ あやめの 枕 だに ねな 

がき 名 をば かる かひ もな し 

たちばな 

そ ことなく かをる もうれ し 橘の はな 

ちる さとの 明 ぐれの { 仝 

橘の はなちる 比 は 木の もとの 苔路の 


露 も 香に に ほひけ り  9 

應橘蒸 k  お 

おも ほえす すだれう ごかす 夕風に 袖 

の 香た どる 耔の たち 花 

風 諍-鹿 橘芳， 

たちばなのに ほふ 軒端 は 吹きた ゆむ 

風の ひま さへ た^なら ぬかな 

橘 熏レ袖 

も V しき や 花 たちばなの おひ 風に 右 

の つかさの 袖 かをるな り 

夜 橘 

橘の はなちる 宿に 一 夜ね むしの ぶ 昔 

の 夢 やむ すぶ と 

曉更廢 橘 

たちばなに かたしく 袖ぞ かをるなる 

いつも 寢覺 のか-らまし かば  ， 

廬橘子 低  ^ 

橘のはなの{^£そふ葉がくれに.^^さへ m 

か をれ る 雨の 夕 ぐれ  卷 

夏 船  一一 


橘の 小島が 崎のお ひ 風に 棹 さす 袖 も 

香に ぞに ほへ る 

あ ふち 

村雨の なごりの 露 もに ほひつ k 散る 

や あ ふちの 花の 下 かげ 

藥獵 

いめた つる 夏野の 若葉 ふみしだきき 

ますら を 

そ ひかりす る 武夫のと も 

霜 

さみだれ につま 木の 道 も 培えに けり 

谷の 岩ば し 水 こえし より 

閑 中 五月雨 

訪 はれぬ になら ひし 宿 は 五月雨の あ 

ま  >- ありと て 誰 を ま つべき 

旅 泊 五月雨 

五月雨に 日數 ふるえの む やひ 舟 棹 さ 

へな みのした に 朽ちに き 

さみだれの 雨に つなで も 朽ち はて、 

み を 引き わぶ るよ どの 川 鉛 

£ 月 雨 はれ 間な き 比 友 だち の 


詣で こぬ を うらみて 

つれぐ を 何に す さめむ 五月雨の ふ 

り は へ てと ふ 人し なければ 

五月雨 晴 

さみだれに 扳 井の 水 はまし にけ り こ 

よ ひや 月の かげ を やどさむ 

五月ば かり 梅が やに まかりて 

花 さかむ 春をぞ ちぎる 五月雨の あめ 

の 名に お ふうめ の 下 かげ 

水 鶴 

あやめ 草お ふる 野澤 のみこ もりに 聲 

あら はれて 鳴く くひな かな 

水鶏 何方 

柴の戶 は 明けながら ねし 夏の 夜に た 

たく 水鶏 や いづこな るら む 

曉 水鶏 

まきの 戶 をた & けば やがて 明くる 夜 

の 水鶏 は 人 を はから ざり けり 

夏 月 

暑さ を も わする 、 つまと なりに けり 


耔に まちと る 夏の 夜の 月  lii 今 

山の端 は 霞 もき り もへ だてね ど 若葉 後 

にく もる 夏の 夜の 月 

短夜 月  f? 

さらぬ だに 明け やすき 夜 を 月影の 待 

たれて 出づる 事な くもが な 

水上 夏 月 

ゆく 水に よどむ 間 もな き 夏の 夜の 月 

は 氷と いかで 見 ゆらむ 

山家 夏 月 

凉 しさの いづこ は あれ ど 山里 はしみ 

づに 月の かげ やどる 比 

竹 亭夏月 

くれゆけば 月と 風と を やどしつ 、夏 

を わする、 窓の むら 竹 

夏月凉 

樟 させば 夏 を わする 、夕 河に こほり 

をく だく 波の 月 かげ 

夏の 夜 月 あかし  0 

心さへ はれ ゆく 夜の すに しさ は 風 こ 


そ 月の 光な り けれ 

なでしこ 

賤の をが 草に やつる \ まがき にも あ 

はれ は 添へ つなでし この 花 

なでしこの 花 きそめ たり 

かつ/、 も きそめ しょり 常夏に に 

ほ はむ 花 は 朝に けにみ む 

なでしこの 花 さかりなる を 見 

て 

常夏の た t 一  時に 春秋の はなのに ほ 

ひ を あつめて ぞ 咲く 

愛 n 稷麥， 

脊の 雨の なごりい かにと 露に さへ 心 

おかる ^ 常夏の はな 

なでしこの さける を 人の 許 へ 

やる とて 

ちらぬ 間 を 見つ \ す さめよ 常夏のと 

こめ づ らしき 花なら すと も 

夏草 

なつ 草に 野中の 水 は うづ もれ. ぬ もと 


の 心 をた どる は 力り に 

秋ち かきの ぢの草 むら 露 さへ もむ す 

ぶば かりに 早な りに けり 

草花 先レ秋 

いつしかと 秋の ちぐさの 花 かす もな 

かばみ え 行く 夏の 野邊 かな 

千古の もとより 末 利 花 一 もと 

おこせた る を よろこびて 

めづ らしな た i.- 一  もとの まりの はな 

あまりな るまで 香 こそに ほ へれ 

0 

からき にもな るれば なれて 過す 世に 

たで はむ 蟲を 何かとが めむ 

百合 

なつの 野に 誰 を やさしと しのぶら む 

葉が くれに 暌く姬 ゆりの 花 

^河 

かつら 人 鵜 河た つと や 波のう へ にみ 

だれて 昆 ゆる 瀕々 の 緯.^ 

折 こそ あれ 月の かつらの 里人 もやみ 


を そた のむ^ 河 たっとて  L 

峯 照射  0. 

かた 分けて 鹿の たち どや 尋 ぬらむ み 

ねに ほぐしの 影 そ はり 行く 

所々 S 一  射 

明け やすき 夜 を や あらそ ふ 五月 山 ほ 

ぐし の 光と ころせき まで 

夏蟲 

おろかな ろ 身に はたぐ へむ S 蟁 のむ 

すぶ 氷 もしらぬ なら ひ は 

螢 

風 さそ ふしの、 を 接に ちる 露の なご 

り おぼえて とぶ 螢 かな  - 

なつ 蟲 のかげ は あまたに なり ゆく や 

淺澤 水の そこ 見 ゆるまで 

瀧澄螢  p， 

落ち 瀧つな がる、 水の しら 玉に 光 を m 

そへ て 飛ぶ ほたる かな  卷 

くさむらの ほたる  二 


風 さそ ふ s 野の 草の たもと よりつ 、 

み も あへ すと ぶ螢 かな 

埜似レ 露 

とぶ ほたる はかなき 露と 見えながら 

何 ゆ ゑ 消えぬ 思 ひな るら む 

深夜^ 

うきこと をます だの 池に とぶ 螢 よた 

だお も ひに こがれ もぞ する 

みそぎ 河し のに をり はへ ほ 十 袖の露 

とみ だれて とぶ 螢 かな 

ある 曹司の ま へ を わたりけ る 

による は螢 のな どい ひ 出しけ 

れ ばと い へ る こと を 

玉 だれの 光へ だつ る 夏む し は 誰 ゆ ゑ 

身より あまる 思ひぞ 

大ゐ 河の 夏 

とぶ ほたる 瀧つ 岩 問 をな がれ 來 て と 

なせの 波に 影 ぞく だくる 

蚊 遣 火 


いぶせ さ をよ そのみる め も くるしと 

や 絶えぐ たつる 賤が蚊 遣 火 

明け ゆけ どま だ も をり たく 蚊 遺 火 に 

翁 夜 をの こす 賤 がさ、 ぶき 

かやり 火 を 見て 

をり くに 蚊 遣の けぶ. 0 たきけ つや 

賤も心 を 月に よ すらむ 

蚊 遣 火に 賤は ふせやの いぶせ さ をお 

も ひくら ベ て 夜 や あか すらむ 

蓮 

はちす f?- の 上との みや は あだにみ む 

露 こそ 人の 世の たぐ ひなれ 

地上 蓮 

池 水の こ- * ろき よさ も あら はれつ 燭 

にしまぬ 花の さかり は 

池の 蓮 をよ める 

影う つす 池の 鏡の きよければ 葉が く 

れ にさく 花 もみえ けり 

氷室 

た &I の 御代な が 坂の 氷 { 至 もりい くと 


せ S をよ そに 住 むらむ  琴 

千世 かけて 消えぬ ためしと 氷室 もり 後 

松が 崎に は 住みなら しけむ  集 

1 一子 山み ねに 北行く 雲 見えて ゆ ふだ 

ちすな り 蘆の 海づら 

夕立 晴 

かくながら 月 や やどさむ 夕 だち のな 

ごり と、. - むる 玉 ざ さの 露 

0. 

吹きお ろす 松の あらしに たぐ ひ來て 

秋お も ほ ゆる 螺の もろ 聲 

瀧邊 

f!^ たきつ 早瀬の 波に こたへ つ、 稍に 

むせぶ せみの もろ 聲 

たき 川の 岩 こす 波に さそ はわて 峰よ 

り 落つ る 蜂の もろ 聲 

あ ふぎ 

うち もお かすと る や 扇の こむらさき "， 

誰が ゆかりと て 袖に ならせる  S 


二 卷集後 琴 
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秋 はとく あ ふぎの 風に かよ ひけり！ 

に：： C のかげ を やどして 

閱扇風 

なつかしき _ ^にこ そ 風 もに ほふ なれ 

誰に こがれし 閨 の扇ぞ 

泉 

袖ひぢ てむ すぶ いさら ゐ さら/、 に 

夏と はえ こそ 思 は ざり けれ 

泉の ま へ のす ぐみ 

す みすと 山 井の 水 をい くむす び 結 

ベ どもな ほ あかぬ べマ 日 かな 

伹有ヨ 泉 聲洗ニ 我心- 

お く 山の 岩 垣し みづ聲 なくば こ  i  ろ 

の 友と なに をき かまし 

水 風晚凉 

夕風の さそ は ざり せば 池 水の こ、 ろ 

に 友 を わするべし や は 

近 水 微凉生 

蓮 葉の 露ば かりふく 夕風 も なぎさの 

宿 は先づ ぞすビ しき 


納凉 

風 さやぐ 葉廣 がし はの 下す どみ 露ち 

る 袖 は ぬれぬ ともよし 

樹陰 納凉 

す s> しさ を 待ちと る 袖に 露ち りて 苔 

のむ しろ を拂ふ 松風 

百 首 歌の 中に おなじ 題 を 

凉 しさの いづこ は あれ ど 夏 はた^ 夕 

風 そよ ぐなら の 下 かげ 

松 下 追レ凉 

山 松の ひ 1^ きぞ 波に まが ふなる あつ 

さ を あら ふ 心地の みして 

すみ だ 河に 舟 をう かべて 

夕 川の す しさと めて こぐ 舟 は 水の 

こ& ろの ゆく に まかせむ 

棚 倉の 君の 深 川の みたちに て 

風す ぐる 概 がし はの 下露に ぬる.^ た 

もとは 夏な かりけ り 

. 樹陰 夏 風 

衣手 もぬ る、 ばかりにお ぼ ゆる やみ 


づぇ 吹きお ろす 木々 の 下風 

夏神樂 

なつか ぐら あなお も しろし 椎柴の ド 

ゆく 水に 月 もや どれり 

あ & にご？： はらへ 

荒 和 威 

御 t 河瀨々 になが る、 すがの 紫の あ 

なすが/、 し 水の 白波 

枝 麻 

つかさ 人き よき なぎさに ぬ さ 取る や 

やがてい つきの 官 うつりと て 

はら ひすと ま 袖に 波 を かけて けり 瀨 

瀬に みだる、 ぬ さの 追風 


な、 はな }f  4、 ヌー 

山家 立秋 

松の あらし 谷の かけ ひも 今朝より は 

秋た ちぬと や 音 か はり 行く 

田家 立秋 

けさ 見れば 色 づき そむる 我が 門の わ 

さ 田より こそ 秋 はお ぼ ゆれ 

幽栖 秋來 

跡た えし 庭の を ざ、 の 露ば かり 秋 を 

つげ 來て 初風ぞ 吹く 

あれた る やどりに 秋來る 

おき そむる 露 をよ すがに 秋 は 今朝む 

ぐらの 門 を 先 づぞ問 ひける 

杜 初秋 

みたらしの 岩う つ 波 も 音 かへ つた 1- 

すの 森の 秋の 初 風 


秋 來，， 水邊， 

吹く 風も聲 うち そ へ て 两 河 や 秋に 入 

江の 波の す^し さ 

初秋 風 

人 マ 朝 はは や 軒の した 荻う ち さやぎ 穗 

にあら はれて 秋風 ぞ 吹く 

初秋 木 

散" そむる 桐の 一葉に 秋 来ぬ とつぐ 

る や 風の 心な るら む 

早 秋 

秋た つや まだ うらわ かき 荻 原 は 風の 

音の み穗に 出で にけ り 

秋た てば もの かなしき を 憂き こと は 

みそぎに すっと 何 思 ひけむ 

早 秋風 

けさより は 瑞穗の あきの はじめと や 

稻 葉より まづ風 そよ ぐらむ 

早 涼 

信 樂の外 山の あさけ す しき は 夜の 

間の 雨 や 秋 を さそへ る 


夕 かげに 露 ふきむ すぶ を ざ \ 原 よは 琴 

秋 なれ や 風の す e しき  後 

山家 秋  集 

月す まば またも 問 ひ 来む 山里の 稻蒸 iTi 

にや どる 露 もみが てら 

兼 待 n 七夕， 

天の河 月の みふね もよ そ ひせよ 星の 

逢 ふ 夜 はち かづきに けり 

いは 床の ちり を拂 はぬ 夜 はもな し 1K 

の 河と に 秋 立ちし より 

久待， 一七 夕， 

いつしか とさく 七草の 花 かす をよ み 

て や ei- の あ ふ 夜し のばむ 

七夕 

あまの 川 やそ 瀨の月 はくま もな し は 

や こぎ 出で よ 妻む か へ 船 

なぬかの 夜 

たなばた 

棚 機に こよ ひやかさむ 七く さ をみ な 

がらう つせ 花す りの 袖  4. 

二 星 適 逢  ^ 


うら もな く あ ふと はすれ ど 根 機の 雲 

の 衣よ など ま 遠なる 

星 河秋久 

天の河と ほき 神代の むかしより 秋 を 

せに こそ 名 はな がれ けれ 

七夕 濱 

あまの 子が かりし みるめの 濱づ とも 

今宵 や ほしに 先 づ手向 くらむ 

七夕 橋 

今宵 あけば もみ ぢの橋 もい たづら に 

かけはなれて ゃ戀ひ 渡ら まし 

七夕 馬 

こよ ひし も 雲井に かける 駒 もがな ふ 

ね 待ちかぬ る 天の河と に 

七夕 管 枝 

絲 竹の つまお も ふて ふ しらべさへ 星 

の あ ふよ は あはれ そへ けり 

海 邊七タ 

*J  *H びと- 

星 合の 濱の 海士 人う ちつけ にみ るめ 

や 今宵 先 づ手向 くらむ 


七夕 薄 

こ ひくて あ ふよの 星に ならへば や 

尾花の 袖 も 露け かるらむ 

七夕 櫛 

たなばたの 今宵と りみ むさし 樹 のさ 

しもた が はじ 絡えぬ 契 は 

織女 雲 爲レ衣 

雨と なる 袖の わかれに 棚 機の 雲の 衣 

もうしと や は 見ぬ 

乞巧莫 

棚 機の 秋く るから により あはむ 心と 

りて ぞ絲は 手 向く る 

七夕 七 首 

七日 女郎花 をう ゑよ とて 人の 

おこせ たれば 

をり にあ ふ 名 もな つかしき 女郎花た 

なば たつめ にたぐ へて を 見む 

七日け ふの 空の けしきい か J- 

見る とい ひければ 

天の河 ゆ ふゐる 雲もう ちつけ にたな. 


ばた つめの 袖 かと ぞ 見る  5 

たなばた 祭りした る 所に 竊の 2 

もとに 男た てり 

たなばた にな r. 宵 手 向く るから 絲 のよ 

り あ ふ 末 や 誰む す ぶら む 

なぬかの 夜 琴 ひく 女 あり 

棚 機の 心 をく みて ひく 琴 やつ まお も 

ふて ふしら ベな るら む 

七日の ゆ ふべ をと こ あまた ゐ 

て 天の河 をみ たり 

もろともに ゆきて 見 まし をう の 河う 

き のかよ ふ 道した えす ば 

七日 女 ども 空 を 見る 

たなばたの あ ふ 夜 はれ 行く 空の 月よ 

そに 昆るさ へ おもな かりけ り 

七日の 夜 曉を惜 む 

曉の きかきく もれ あまの 川 あさ 瀬た ？け 

どらば 君 か へらめ や  集 

七 首  卷 

七日の 夜 秋の 七く さ をよ める 三 


I 
I 

も 


たなばたに 今宵 やか さむ 秋 萩の 花す 

り 衣 いろあせぬ 間に 

IK の 河 か はべの 尾花 かたより になび 

くも ほ しの 心 を やと る 

たなばたの 袂 おぼえて 秋風の ふきう 

らが へす 庭の くす はら 

たなばたの 袖のに しき も かく こそと 

見る めもあやに 句 ふなでし こ 

,^マ宵しもたなばたの手にぁぇょとて 

誰た ちぬへ る 藤ば かま ぞも 

棚 機の おもかげ 見せて 澤 水に すがた 

をう つす 女郎花 かな 

ほし 合の なごり を それと しの ベと や 

露に し をれ-し 朝が ほの 花 

なぬかの 夜 あかつきに よめる 

H< の 川 ふけ ゆく 夜 は を 見つ、 ゐて曉 

露に 袖ぬ らしけ り 

七夕 戀 

あ ふことの まれなる 中よ いとせ めて 

天つ 妹脊 にたぐ はまし かば 


七夕^ 

別れてはこともかょはぬ^Kの川ふみ 

月の 名ぞ そら だの めなる 

わかれ をし むお きその 風に 霧た. -ば 

せめて やすらへ 1K の 河 船 

ふみ 月パ曰 

棚 機の わかれよ など か 年に 待つ 心 長 

さに なら は ざるら む 

閏月 七夕 

い たづら に 袖 ぬらせと や 棚 機の あ ふ 

夜の 名のみ 立ち かさ ぬらむ 

荻 

山里 は いこ そ ねられね 舉の 5^ を やむ 

とすれば をぎ の 上 風 

袖のう へに 今朝め づ らしき 秋風の な 

ど 荻の 葉に ならし 顔なる 

よ ひノ， ^になれ てい をね ぬ 妻 なれ や 

秋風 やどる のきの 下 荻 

荻 風 

契りお く 人し もなら へ 秋と いへば ぬ 


る 夜 もお ちぬ をぎ の 上 風  0 

秋風 荻の 葉 を ふく  後 

あはれ とも II- しと も 人の 心より 荻 ふ 集 

く 風の 身に やし むらむ  |?J 

萩 

宮人の 袖の なごり やと むらむ 今 も 

に ほ へ り まの 萩 はら 

閑庭获 

山里 やと はれぬ 庭の ま获 はらせめ て 

を じかの 跡 だに もがな 

さ をし かもと ひ 来ぬべく ぞ なりに け 

る 荒る k もうれ し 庭の 萩原 

雨に ぬれて 萩の 花 を 見る 

よし さらば 衣に ほ はせ 眞萩 はら 分け 

ゆく 袖 は 雨に ぬると も 

千 蔭の 家に 歌よ みける 時获 

を 

萩 はぎの 名に お ふその 、夕 露に 袖に 

ほ はせ てけ ふ は 遊ばむ 

萩の 露お もし  2 


故鄉の よもぎが もとの 小 はぎ 原 はら 

はぬ 露 を 哀とぞ 見る 

をみ な へ し 

人 ごとの さが 野に たてる 女郎花 風 さ 

そふ ともなび き だに すな 

薄 

旅 まくら かりねの なごり 跡 見えて い 

るの 、す &き結 ぼ ほれつ- - 

をば なさ へ 心 ありげ に 見 ゆる かな 秋 

としい へば 袖の露け き 

庭 薄 

かくながら 月 を もや どせ 庭の おもの 

をば なが 袖に 露お もるな り 

朝顔 

露の間に うつろ ふ 花よ さも あらば あ 

れ松も 薪と なる 世な りけ り 

朝が ほ を 見て  ， 

朝が ほのう つろ ひやす き 花に しも は 

かな かる 世 をた ぐ へ てぞ 見る 

草花 色々 


いろ にかさぬ る 袖 か を とめ子が 

すがたの 野邊の 花の ちぐさ は 

栽 M 秋 花， 

うつし 植 ゑて 野 邊 のちぐ さの 花 かす 

を 思ひ殘 さぬ やどの 秋 かな 

蟲の音 も 小 はぎが 花 も 夕 露 を 待ちえ 

が ほなる ませのう ち 哉 

月 照 n 草花， 

すむ 月 を あら はなり とや をみ な へ し 

を 花が 袖に おもがく しせる 

野 花 留レ客 

秋の 野に とまる こ 、 ろ はさ をし かに 

われお とらめ や 获が花 妻 

をみ な へ しな まめく 野べ にあく がれ 

て 誰も こ- -ろを 花に なすら む 

人々 秋の 野に 遊ぶ 

からにしきた i まく をし み 秋の 野の 

萩の あそびに この 曰くら しつ 

おも ふ どち 秋 野の花に たちまじりく 

れ なば 蟲の音 を も 尋ねむ 


小應狩 

眞萩 ちり を 花み だれて 狩人の 袖 ふき 

かへ す 秋の 夕風 

いなづまの いそがし きを 見て 

稻 妻の ひかりに も 見よ やどる ま はた 

だしば しなる 露の 此世を 

露 

花に に ほひ 月 を やどして 秋の 野の 哀 

そ へ よと おける 白露 

風 を まつ 草葉の 露よ いつまで か 我 身 

のよ そに おも ひお くべき 

蜘の いに 露の か. -れる を 

いとす- - きな びくと 見し はさ、 がに 

のす がきに 露のお もるな りけ り 

蟲聲 

ほのかなる 末 野の 月に なく 蟲は いづ 

こに 草の まくら を かと ふ 

ilf^ の 音い としげ し  集 

露お もる む ぐらよ もぎの ク かげに と 卷 

ころせき まで 蟲の 音ぞ する  三 


寺靜 にして 蟲を きく 

と はれぬ を こ 、 ろと すめる むろのと 

に 人 まつ 蟲ゃ たれに なら へ る 

雨中 蟲 

よもすがら 窓う つ 雨に こた へつ k し 

め やかに 鳴く きりぐ す 哉 

床 巷 

おき そ はる 霜の 夜 床に なく 聲も むす 

ぼ ほれ ゆく きりん、 す 哉 

松蟲 

あはれ さの いづれ は あれ ど 故 鄉に人 

まつ 蟲の 月に たく 聲 

鹿 

夕風に 眞获 ちる 野の かり 枕し かの 音 

きけば いこ そ ねられね 

野 鹿 交レ获 

A! 萩 はら 花ち る 頃 はさ をし かの 鳴く 

音 さそ はぬ 夕風 もな し 

鹿聲近 

わがや どの ものと きくこ そ あはれ な 


れ 枕の 山に なく 鹿の 聲 

秋 田 

心と く かりし 早 田の ひつ ぢさ へ 穗に 

出 でぬべく 見 ゆる 秋 かな 

山 田 もる 賤 のかり ほに おく かびの 煙 

とともに たちあ かすらむ 

穗に 出で ぬ を だの ひつ ぢ やうし と 

むお ろか 老 なる 身の たぐ ひとて 

田家 興 

月き よき あら 田の 原の ふせ 庵に しか 

の 音き 、 て 今宵 あかさむ 

田家 秋晚 

人 か へ る 夕べ をお のが 時と て ゃ落穗 

たづぬ る を 田の かし どり 

稻舟を 

みなと 田に 朝夕 かよ ふいな ぶね はた 

だかり しほに まかせて ぞ 漕ぐ 

秋 眺望 

たかま どの 野邊 のうき 霧 とだえして 

尾花に つに く 松の 村立 


旅 宿秋曉  琴 

夢 さむる さ. - のしの やの かり 枕 あか 後 

つき 露に ぬれぬ 夜 もな し  6. 

みやこ 人と は かたらむ 有 明の 月に ^ 

ふしみ の 里の かりね を 

秋烟 

かりす てし 山 田に のこる もく づ 火の 

煙 さびしき 秋の 夕暮 

秋聲 

あしの 葉も聲 うち そ へ て 難 波が た 夕 

しほ さわぐ 浦の 秋風 

秋 夕 

あさ ふ 

くれぬ 間 はむしの 音う とき 淺茅 生に 

月 待つ ほど ぞ秋は 淋しき 

秋 夕風 

吹く 風 はいつ とな けれど 荻の 葉の 夕 

べぞ わきて こた へ が ほなる 

秋タ思 

大 かたに 秋 を しらする 夕 露の など わ S 

が 袖 をお き 所なる  2 


秋 夜 

とりの 音に また おどろきつ 秋の 夜の 

いく むすびせ し 夢の なごり を 

秋 夢 

村雨の 音に ねざむ る 秋の 夜 はいくた 

び 夢 をむ すび かへ けむ 

秋雨 

塵の 世の 人 は 知ら じな ばせ を 葉に 雨 

の 音き く あきの 哀を 

世のう さも わする V たねと なる もの 

を老 をば 月に など 歎 くらむ 

秋と い へ ばか はらぬ 友と なれが ほに 

とひく る 月 を 哀とぞ 見る 

わきて しも あはれ とぞ みる 山里に 月 

も 我が身 もす みか へ てより 

やち また に 塵 をな た て そ を 車の われ 

と は H: のく もらぬ もの を 

おの づ から 須磨も 明 石 も おもかげに 

うかぶ は 月の 夜 頃な りけ り 


くもる 夜の 月 

もれ 出 づる月 や いづ こと ゆく 雲に あ 

からめ もせぬ 秋の そら 哉 

對レ水 待レ月 

いつしかと 月 待つ ほどの 池 水に まづ 

すむ もの は 心なり けり 

見レ月 

ながしと て 秋 をば たれの いと ひけむ 

月に こ . ^ろの 慰む もの を 

思レ月 

あはれ と は 月 も 知らな むしる ベな き 

闇に いくよ かたどり 來し身 を 

あらし 山の 月 

山の 名の あらしに はる --月 みれば と 

なせの 波に 影 ぞく だくる 

nr 出レ山 

床の 上に かたしく 霜と かつ 見れば 枕 

の 山に 月ぞ 出で ぬる 

初 昇 月 

たちのぼる 雲に おくれて 山の はにか 


つ 見え そむる 秋の 夜の 月  Q 

暮天月 

木の間 よりもる k 夕べの 月見れば 先 

づこ 、ろ こそと きめき に けれ 

深夜 月 

更 くる 夜と 知らで 月 をば 見 つれ ども 

いつしか 袖 は 露に ぬれぬ る 

曉更月 

傾ける 影 を あはれ と 見つ るかな 身の 

たぐ ひなる 山の はの 月 

夜々 見レ月 

照る をめ で 曇る を惜 みよ ひくの 月 

に 心 をつ くす 頃 かな 

舟 をう かべ て 月 を 見る 

はる.^ 夜の 波に うかぶ る 河 ふね は 月 

の ゆく へに まかせたら なむ 

河な みに 月の ゆく へ をした ふ 夜 はつ 琴 

ながぬ 舟 もうれ しかりけ り  集 

すむ月にこぎゅくかぃの^^-をばかっ 卷 

らの 花の 散る かと ぞ 見る  三 


山 館 見レ月 

人と はぬ & 山の 庵の 秋 はた^ 月 こそ 

ともと 住みなら ひけれ 

かくての み 月 をし 友と 住み なれむ 麓 

のちり の 世 をのが れ來て 

霧中 月 

深き 夜の あはれ は 添へ つうす 霧に 光 

を さまる 山の はの 月 

きりの 海 を 出で 来る 月 や 水底に しづ 

める 玉の 影と 見 ゆらむ 

海邊月 

あし 火た く堙を {tn に 吹き消ち て 月 を 

見せた る うらの 秋風 

難 波の うらの B: 

月見つ & なに はの あし を かりそめの 

海士 となろ まで 浦 馴れに けり 

たち か へり 雜波 のこと を 人と は 月 

のみみ つの 浦と こたへ む 

江 月 

波に あら ふ 光 を 霜と 見つ るかな 太刀 


つくり 江の 秋の 夜の 月 

名所 月 

飛鳥 河 あす も來 てみ む 秋の 月 七, の 

よどに かげ やどる 比 

播 磨がた ゑ じ まが 崎に すむ 月 は 影 を 

波間にう つして ぞ 見る 

舟と めて 今宵 はこ 、 にあ かしがた 名 

だた るう みの 月 を こそ 見め 

さくら 河の 月 

みし 春の おもかげ か へ て 櫻 川 あきは 

かつらの 花ぞ ながる 、 

橋 月 

すむ 月の よどの 繼 搐も、 よつぎ かく 

て も 見ば や 波に てる 影 

舟の 路の有 明の 月 

ゆく 舟 はきり たち こむ る 波の 上 に ほ 

のぐ のこる 有 明の 月 

夜 や ふかき ながれや はやき 有 明の 月 

もお ち 行く よどの 河 舟 

やむ ごとな き 殿の 月の 宴に 侍 


りて  琴 

玉 だれの を 簾の ひま もる 月影 も 所せ 後 

きまで 照す 夜半 かな  集 

月 あかき 夜 人の 家の いづみ を ^ 

見て 

すむ 人の こ &ろ きょ さもく まれけ り 

月 を やどせる 庭の 池 水 

幽栖 秋 月 

おも ふ 友な しとない ひそむ ぐらに も 

さはら す 月の 影 はと ひけり 

故鄉月 

故 鄕は板 井の しみ づ うづ もれて しの 

ぶが 露に 月 やどりけ り 

山家 月 

かくて 世 を あきのす さみと 人 やみむ 

月 ゆ ゑ 山に 住み なれに けり 

山里に て 月の 夜 都 をお も ふ 

昔み し 都のと も 月に こそ 我す む 山 

の あき をし のばめ  0 

玉す だれか- - ぐる 宿と 松の 戸と あは 2 


三卷 集 後 琴 


れゃ いづれ 秋の 夜の 月 

都 月 

やち またに すみ ゆく 月の 玉す だれ <fr 

たかどの 

宵 か. -げぬ 高殿 もな し 

貴賤 憐レ月 

ちまたに も 夜よ しとうた ふ聲 すなり 

雲井に 月 をめ づ るの みか は 

緇素 見レ月 

のがる \ も のがれえぬ 身 も 塵の 世 を 

わすれて むか ふ 秋の 夜の 月 

秋 月 勝， 一春 花， 

秋と いへば いく 夜 もともと 見る 月 を 

あだなる 花に 何た ぐへ まし 

十五夜 月 

世の こと は あかぬなら ひの f 生に も 

みちたら はせ る 秋の 夜の 月 

としごとの くもるなら ひも 忘られし 

今宵の 月よ 入る まで は 見む 

^げや どす いつはの 松の いつは あれ 

と 秋 をな かばに すめる 夜の 月 


わが ごとく 今宵の 月に あく， 力れ て い 

く 里人 かい を寢 ざるら む 

心なき うらわの 海士も 山が つも 今宵 

の 月 を たれ か 見 ざら む 

白 河少將 君の めしけ る 時よ み 

て 奉れる 十五 首の 中 

こ よ ひと も 知らで 今宵の 月見れば 

かるべき かげに や は あらぬ 

かぎりな きち の 秋に も あかれ じと 

ひと 夜 を 分き て 月の す むらむ 

よしや 月 かくるなら ひ は あら 卡 とも 

いつを 今宵に たぐへ て は 見む 

としとい ひお そしと 待た む 秋 もな し 

月の かつらの 花の さかり は 

く まもなく 思 ひこ そやれ から 人 もこ 

よ ひの 月 を かく やめ づ ると 

なれが ほに 見る ものながら 老が身 も 

今宵の 月 はめ づ らしき 哉 

賤が や も 光 ことなる あきの 月 玉のう 

てな やい かに さやけ き 


いかばかり 言葉の 玉 をみ がくら むこ S 

よ ひくまな き 月の 光に 

年^に 八 もちの 夜 牛 は あや 

にくに 雲 のた- * やま ひのこ こ 

ろね たきを、 今宵 はちり ばか 

りの 喂も あらや、 さる はま づ 

芳宜 園の け は ひい かにと て淺 

茅が もとの 露 ふみ わくれば、 

はやく 延年 千古な ど來ぁ ひて 

うそぶき あへ るに、 あるじの 

翁 は 澄みの ぼる 影 を わがもの 

顔に てうち まもれる も、 折 を 

かしき 夜の さまな り 、 家と じ 

を 始めて ふみ子 ちえ子な どの 

さやかなる 空に あく がれ 出で 

て、 伊、 贤 まか、 げ ながら はし 居 

の あら はなる も 今宵 は 罪な う 

こそお ぼ ゆれ、 夜更け ゆけば 

聞 中 大德の 玉 もし かすとう た 

ひながら ゆく りなう まう で來 


ぬる も、 世の 外の 光 そへ たる 

心地して こ 、ろ ゆく まと ゐに 

なむ 

とこし へ にかくて ぞ みまし 橘の かげ 

ふむ 庭に すめる 月影 

十五 首 

十五夜 月 

月夜よ し 夜よ しとい ひし ふる ごと は 

か \ る 夜半に やうた ひ 初めけ む 

月 前 風 

おの づ から 月の 光と なりに けり 雲 ふ 

き はら ふ 夜半の 秋風 

月 前 露 

今宵し も 弓 やどれと や 萱の耔 草の ま 

がき も 露お も るら む 

山 月 

塵 ひぢの なれる 山より 出で k など か 

ばかり 月の かげ はす むらむ 

野 月 

よの 常の たぐ ひとは 見 じ 名に しお ふ 


玉の 横 野に すめる 夜の 月 

浦 月 

あしの 葉に 夕し ほた ゆる 難 波が たう 

ら わの たづ も 月に 鳴くな り 

花洛月 

月に とひ 月に と はれて こよ ひし もす 

さみお ほかる 都人 かな 

寄レ月 逢レ戀 

おもな さも 思 ひわ すれて あ ふこと を 

月に と はな ど 契り.^ きけ む 

寄レ月 恨レ戀 

はれ やらぬ さな うらみ そ 我からの な 

みだに 月 はく もる 習 ひ を 

寄レ月 S レ戀 

いかにして いひ なぐさめむ 今宵と て 

月に ひか ふる 袖の わかれ は 

月下 旅 泊 

袖のう へ に苫 もろ 厂を かたしき てい 

くよ あかしの 機 枕せ し 

月下 眺望 


六 田 川き しねの 柳 散り そめて 七瀨の 琴 

よどに 月 もへ だてす  ぺザ 

月下 述懐  6. 

とも すれば 扶の露 を そへ てけ りかた 三 

ぶく 老を 月に.； 一ぐ へ て 

月下 懐舊 

月 をお も ふ 友 こそ 稀に なり に けれむ 

かしの 秋 を 誰と かたらむ 

月下 交友 

隔て じと ともに まと ゐを すがむ しろ 

くまな き 月 を 心に はして 

月 前杠葉 

もみ ぢ ばに 今 一 しほ を そ へ よと や 月 

さ へ かげ を 霜に なすら む 

月 萩 

月み にと 訪ふ人 あれ や 夕 庭に 露 もみ 

だれて 1;^ が 花 散る 

月下 葛 

葉が くれに に ほふ 眞 葛の 花 も 見む う 。 

ら吹 きかへ せ 月の した 風  2 
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月 前 遠 鐘 

はるかなる 鐘 もな にに かま ぎれ まし 

月 も 心 もす みわたる 夜 は 

月 前 遠 情 

月に こそ おもかげ うかべ 昔み しま 、 

の 入江の 秋の うら 波 

月 前幽情 

あはれ とやう しと や 見 まし あばら や 

のしの ぶが 露に やどる 月影 

十三夜 月 

一 とせの 花のと ぢめ と^く 菊に こよ 

ひの 月 をた- - へ てぞ 見る 

久 かたの 月の かつらの 花 みれば うつ 

ろ ふ 秋に なら は ざり けり 

九月 十三夜 月 を もて あそぶ と 

いふ こと を 

おも ふ どち まがき の 菊 を 折り かざし 

月み る 夜半 は 更けす も あらな む 

駒迎 

ふみなら すせ たの 長 橋 きりはれ て 波 


の 上 ゆく 望月の 駒 

駒 引 

雲のう へ にみ まきの 駒 をむ かへ 来て 

け ふ 引き わけの 使た つらし 

みちの くの あら 野の 駒 もな つき 來て 

みよの ためしに あ ふ 坂の 關 

雁 

山風の さそ ふ 木の葉と みるば かり 麓 

の 小 田に 落つ るかり がね 

薄暮 初 雁 

秋風の わきて 身に しむ ゆ ふべ かな は 

つ 雁が ねの 聲 聞きし より 

ゆ ふぎりの たえま もり 來る初 雁の は 

つかなる 音 もめ づ らしき 哉 

月 前雁來 

塵ば かり 雲 も か、 らぬ 山の はに 落ち 

來 る雁ぞ 月の くまなる 

すみわたる 月の みふねに おくれ じと 

聲を ほに 上げて 雁 は 来に けり 

霧 


ゆく ふね は ほのかに 見えて 朝 河の あ 

けぬ や 霧の まよ ひな るら む 

秋と いへば 神の いぶきの 名 もしる く 

先た ちそめ つ 峰のう き 霧 

いかにして 身のう き 秋 を わすれ まし 

霧の まがき は 世を隔 つと も 

霧 底 筏 

あすか 河 ふち 瀕も 見えす 立つ 霧に く 

だす 筏 やい かにた どれる 

野 分 

Ifg せし みす 上。 向か やめ；^ ふして 下棻 

に まじる 秋 はぎの 花 

檮衣 

世 を うぢの 河 風 さむく 更 くる 夜に 衣 

うつな り まきのし ま 人 

名所 檮衣 

さ よ 更け て閒 けば さびしな いめ 人の 

ふしみ の 田 居に 衣う っ聲 

更 くる 夜のと ほよ る 波に 聲 添へ て 衣 

うつな り須 磨の 浦人 


月の 夜に 衣う つ を 聞く 

さよぎ ぬた ひ き はさに かよへば や 

月に あはれ のうち そ はるら む 

鹑 

うらがれし 秋の すゑ 野ぞ哀 なる しも 

を うづら のな く 音の みか は 

峰 

旅 まくら 夢 も むすばで あかさ まし も 

のこ ひしぎ の聲 をき 、つ 》 

重陽 实 

さか づき はくむ とも あかじ 今日 をし 

も 待ちえ し 菊の花の むしろに 

宮人の かざしの 菊の花の 色 も かよ ひ 

てに ほふ 袖の むらさき 

菊花 待レ開 

下露 も かをるば かりに^き なば と 心 

を 菊のう へ にこ そお け 

菊 

千世 ふれ ど 老をも 知らぬ しら 菊の花 

のお もてに 君 あえぬべし 


なづ さへば 老も わかゆと きくの 花い 

ざこ ろみに 折りて かざさむ 

折レ菊 

移ろ はむ ためし もさら にしら 菊 は 折 

ると も 香 さ へ あせす や あらまし 

人の もとより、 -君 とわが 語 

ら むことの つもりて は 淵と な 

るべき 菊の 上の 露 と あるか 

へし 

下露 を ふちと たのまば 菊の花 霜に う 

つろ ふこと な 習 ひそ 

閑 庭 菊 

おの づ からしづけき 宿の 手す さみに 

つくろ ひ 添へ つ 菊の きせ わた 

菊 閑 中 友 

世 をい とふ 人の たぐ ひときく の 花う 

ゑて 心の 友と しも 見む 

この 宿に 千世 を もち ぎれ 世のう さは 

いざ しら 菊の花に 馴れつ X 

nc の 夜 きくを 見て 


見れ ど あかぬ に ほひな りけ り 長月の 琴 

光 そへ たる しら 菊の はな  後 

月 照，， 菊花，  i 

さまぐ の 色に に ほへ る むら 菊 はよ ^ 

る さへ みよと 月 や てらせる 

照る 月の 光 はし もと 見えながら 老い 

せす に ほふ 白ぎ くの 花 

菊 契 U 多 秋， 

山人の 住む て ふ 宿の きくのはな 千秋 

も いろは か はら ざら まし 

東海 寺の 山ぶ みに 菊 もみ ぢさ 

かりなる 頃 山里 をと ふとい ふ 

こと を 

いざと いは 又も 來て 見む もみ ぢぱ 

も 菊 もえなら ぬ 秋の 山里 

葛 

染め わたす 梢の つたの 村 もみ ぢ秋は 

まつ さ へ 色に なり つ 、 

紅葉  ，^ 

しぐれす るみ ふねの 山 はもみ ぢ 葉の 2 


色 こき 秋に まづ こがれけ り 

かさと りの 山の もみ ぢば 色ぞ こきい 

つかし ぐれの 雨 はもら せし 

しぐれす る 雲に くもれる 鏡 山 下て る 

いろは もみ ぢ なりけ り 

紅葉 淺 

一 枝 はま づ こそた をれ 薄 もみ ぢ靑き 

をお きて か へ る 山路に 

そめの こす 千 入の を かの 薄 もみ ぢ秋 

もお く ある 心地 こそ すれ 

紅葉 淺深 

1 むらの たかねの もみ ぢまづ そめて 

麓ぞ 秋に おくれが ほなる 

林 葉漸紅 

紅に に ほふ 林 も 下 かげ はみ どり をの 

こす 秋の このごろ 

黄葉 

露 を だに もらさぬ 松の 下 もみ ぢ うす 

きながら に^ を 見せけ り 

杠葉深 


餘原さ へ に ほふば かり になり にけ り 

もみ ぢ色 こき を はっせの 山 

山 皆 紅葉 

峯も尾 ももみ ぢ 照り そふ か み 山く 

まなく 見 ゆる 秋の い ろかな 

紅葉 勝レ花 

花よりも あはれ はふ かしみ 山 木のお 

のがい ろく 紅葉す る 頃 

紅葉 留レ客 

もみ ぢ葉 のちらぬ かぎり は 山里に 秋 

はつ ましき こ V ち こそ すれ 

家路 を も 誰かお も はむ もみ ぢ ばに 心 

を そめぬ 人し なければ 

山里に まくらから すば むら もみ ぢ昨 

日 に まさる 色 を 見 まし や 

松 間 紅葉 

染め わたす 色 を もみ ぢに ゅづ りて や 

松は聲 のみな ほ 時雨 るら む 

散らぬ 間 を 折りて かざさむ むら もみ 

ぢ 松の 嵐のう しろめた さに 


森 紅葉  ぬ 

秋の いろは あさかの 森の むら もみ ぢ 

しぐれの 後ぞ 又も 來て 見む 

林 紅葉 

そめ わたす かた 山ば やし しげ けれど 

露 ももら さぬ 秋の いろかな 

故鄉杠 葉 

あれに ける 志賀の 都の むら 杠葉 にし 

き だに はれ 昔し のばむ 

箱 根 紅葉 

箱根路 はもみ ぢ しにけ り 旅人の 山 わ 

け ごろ も 袖に ほふまで 

行路 紅葉 

散りし ける そ はの もみ ぢに 跡つ けて 

霜の 上 ゆく みねの 柴人 

みゆきせ しむ かしの 秋の あとと めて 

紅葉 を 分く る 千世の 古道  琴 

木々 の 色 も 山路 も ふかくな りに けり 

は、 そに つ 1- く はじの むらだち  お 

家路 をも佝 かいそが む もみ ぢ ばの 下 1 二 


照る かげ は 暮れぬ ともよし 

江 紅棄 

大垠河 入江に に ほふ もみ ぢ ばの こが 

る、 かたに 舟 はとに めむ 

社邊 紅葉 

露し もの いかにも りて か 神の ますみ 

かさの 山 はもみ ぢし ぬらむ 

朝 熊 やか *v みのみ やの む 紅 築 下 照 

るかげ ぞ 世に はこと なる 

神の やしろの あたり を まかり 

ける に いがきの うちの もみ ぢ 

を 見て 

行く 秋 を ひきと めた るし めのうち 

に 匂 ふ 紅 菜 は あかす も あるかな 

月 前 紅葉 

棺 よりもり 來 るかげ の 霜 なれば 月 も 

杠葉を そむる とぞ 見る 

瀧 紅葉 

ぬのびき  むら ご 

布引の たきの しら 絲 それ を だに 村 濃 

に 染めて 散る 杠葉 かな 


長月な かば 島 このみ 給 ふ 家に 

あそびて 

ふねよ せて 誰も 見よ とや 中島の もみ 

ぢも 波に こがれ 出 づらむ 

關路 秋風 

ゆく 秋の 梢 を さそ ふ 山風に もみ ぢ吹 

きこす 足 柄の 關 

秋霜 

おく 霜に うらがれ わたる 草の 原 かく 

て いくよの 秋 かすぐ せし 

朝し もの 光 や 月に そへ て 見む 秋 もな 

ごり の 有 明の ころ 

くれの 秋 

しぐ ると も 露 も 散らすな もみ ぢ 葉に 

け ふゆく 秋 を かけて と めむ 

さ をし かも 聲 なをし みそ 花づ まに S 

れむ秋 は 今日に や は あらぬ 

眞 はぎ 原 鹿の 音う とくな りに けりな 

が 花 妻 を 秋 はてぬ とか 

暮秋 朝 


のこりな く染 むる 梢の 朝し もに 更け 琴 

行く 秋の ほ どをこ そ 知 求  後 

暮秋 興  m 

厭く よなき 山路の 菊の花 も 見つ もみ 

ぢを つとに 折れる のみ か は 

晚秋鹿 

眞获 散り もみ ぢ亂る 》 山 ざと に 秋 を 

を じかの 音に たて、 鳴く 

長月つ ごもり 山里 をと ひて 

山里 は 秋の なごり ぞ あはれ なる 落葉- 

まじりに 花 散る 頃 


琴 は ネ えぶ 

かみなづき  . 

十月つ いたち 秋の なごりな き 

心 を 

木々 はみ な 色な きのみ か 今日より は 

あらぬ 朽葉 を 袖に かさねむ 

もみ ぢ 散り 鹿の 音た ゆる 山里 は 秋 を 

きの ふとお も は ざり けり 

神無月ば かり 山里に やどりて 

木の葉 ふる かた 山 かげの かり 枕 こ.. - 

ろす むに ぞい を寢 かねつる 

冬の 衣 かへ 

つゆ わ 1: ごろ も 

きなら し. -露分 衣ぬ ぎ かへ てけ ふよ 

I- ら がさね 

りし もの 白 重せ む 

うら もな く 月 をば 又も やどさ まし 時 

雨に ぬる、 袖の くち 葉に 

深 草の 里 を 冬に よせて 


とふ 人 も あらしに いと ビ門 さしつ 野 

となる 里の 冬 枯の比 

時雨 

雲 過ぐ るみね は 夕日の かげ 見えて 麓 

のさと に 時雨 ふるな り 

神無月ば かり KI 居の 翁の みま 

かり 给 へる 日に、 みは かに ま 

うで 少林 院 にて 人々 と 歌よ 

みける に、 しぐれと いふ こと 

を 題に て 

や t わけ _J ろ も  ： 

としごとに 山 分 衣き て-を 昆む 時雨の 

雲に いざな はれつ & 

ふること は 世に あら はれつ ならの 葉 

にさし も 時雨の 音 たてしより 

夕風の なごりし ぐる- -峯の 松た かき 

しらべ をうた ふと ぞ閗く 

か へ る さに じぐる、 袖 は ほさで きむ 

山の しづく を かたみと 思へば 

初冬 時雨 

むら 紅葉な ほ 散りの こる.^ ザと めて 


今 一 しほと 時雨き にけ り  7 

朝風の さそ ふ もみ ぢ にあら そ ひて 梢 

にさ わぐ 初 時雨 かな 

山路 時雨 

もみ ぢ葉を 袖に つ、 まぬ 人 もな し 時 

雨と 共に 山 めぐりして 

樵路 時雨 

袖 ぬれて か へ る 木こりに. ことと へ ば 

高, の 雲 はし ぐれな りけ り 

山中 時雨 

箱 根路は 時雨 來に けり 富 士の根 を 雲 

立ち はなれ 行く とみし まに 

山家 時雨 

山 かげ やなら の 葉なら で 音 もな しか 

やの 軒ば にし ぐれ ふる 頃 

木の葉 ふる 音 を 軒ば に 先 だて & やが m 

て 時雨 を さそ ふ 山風  後 

閑居 時雨  集 

世 をよ そに ふる 身 を だに ももら さじ お 

とさ & の篠屋 をと ふ 時雨 かな  TO: 


閨 時雨 

なかく に 友と 聞く こそ 哀 なれね ざ 

めが ちなる 夜半の 時雨 を 

行路 時雨 

おくる.. もお なじ 木陰 を 尋ね 来て 野 

路の 時雨に あ ひ やどりせ り 

里 時雨 

1 しきり はる、 跡より しぐれ 來 てま 

たさし かざす 衣手の 里 

時雨 陰晴 

はる V かと 見れば しぐ る V 空の 月 雲 

の やどり やさ だめ か ぬらむ 

述 子の 君の 御 もとより もみ ぢ 

につけて、 神無月し ぐれに 

染みし もみ ぢ ばの 散りう せぬ 

問 を 君に とぞ おも ふ とのた 

まふ かへ し 

もみ ぢ葉も 君に ひかれて わが 爲 にき 

の ふの 秋の いろ やと めし 

かみな 月 五日、 入々 と共に 少 


林院に まう でけ るに" 芳宜園 

の 翁 いま はの 一き はまで もけ ふ 

の 山ぶ みの 事い ひつに けら 

れしを 思 ひ 出で. -、 殘る紅 

誰が 爲 にの こる もみ ぢぞ 契りお きし 

人 は 秋 だに 見 はて ざり し を 

殘る もみ ぢを尋 ぬ 

道 かへ てまた や 尋ねむ きの ふ 見し 端 

山 は 秋の色 もの こらす 

殘菊 

散りの こる 菊 も 我 身に たぐ へ 見む い 

た く 霜 や いづれ *增 ると 

淺 菊ね やに かをる 

なごり ぞと かをる 枕 も あはれ なり ふ 

せ やの 菊の 秋に おくれて 

山家 殘菊 

のがれす む 身の たぐ ひとて 世の 秋に 

おくる --菊 も 哀とぞ 見る 

神無月ば かりにう つろ ひたる 


菊に 霜お けり  Hi!, 

みながら はう つろ ひ はてぬ しら 菊に 後 

猶 まがへ て や 霜の 置 くらむ  集 

朝 まだき 門 田の 鳥 や あさりけ む 霜に 

跡 ある まへの 棚 はし 

霜夜 閒レ鐘 

置き そ はる 耔 ばの 霜の 深き 夜に 閒き 

もま ど はぬ 鐘の音 かな 

露 結 爲レ霜 

日影う ときかた へ は 霜と なりに 

けり 夕風 さ ゆ る 岡の 露 はら 

落葉 

木枯 のた えす 音す る 山里 は苔路 によ 

その もみ ぢをぞ 見る 

大比^^ゃ小比！；^ぉろしの音さぇて木 

の棻 ふきまく 志 賀の辛 崎 

落葉 浮レ水 

もみ ぢ葉を 波 もて はこぶ 貴 給 河き の g 

ふの 秋 や こ、 によ どめる  。一 


河水に もみ ぢ 流る 

落ちた きち 水泡 さかまく 谷 河に もみ 

ぢみだる>^夕ぁらしかな 

庭 落葉 

かき 拂 ふこと を 惜しと て 日 を ふれば 

道 さへ 絡え つ 庭の もみ ぢば 

車中 落葉 

もみ ぢ葉を 風の さそへ る 小 車 はさら 

に 錦の 下す だれせ り 

月の 夜 木の葉の 散る を 見て 

月 かげの はれ 行く 空に さりげな くし 

ぐる、 もの は 木の葉な りけ り 

散り まが ふ 紅葉に 月 もく もる 夜 はす 

さま じげ なる 影と しもな し 

冬 朝 

^さ s 

日影 さす？ t 茅が 原の 朝 じめ り 夜の 間 

の 霜の なごりな るら む 

山家 冬 朝 

山が つの さ& のしの やに 朝餉た くけ 

ぶり や 夜半の 落葉な るら む： . I 


寒 草 

た 1^ しばし 冬 田に のこる そば 麥の霜 

に まがへ る 色 もめ づ らし 

冬の 野の をば な は 霜に 枯れ ふして ま 

ねかぬ 袖 を拂ふ 夕風 

あはれ にも 殘 るか 春 をお も ひ 草し も 

の 尾花に まじる みどりば 

野 徑寒草 

行く 人 もす さめぬ 野路に 枯れ 立ちて 

つれな く 見 ゆる 女郎花 かな 

岡 寒 草 

霜のう • へ の路 さへ 絶えて 冬 はたぐ か 

る 、ゆき、 の 岡の かや 原 

庭 寒 草 

吹く 風に みだれし 庭の 絲す. -き 今朝 

は 霜に ぞ むす ぼ ほれ 行く 

枯野を 行く とて 

霜 やた び ふるの k 千草 枯れ ふして 花 

に 分け 来し 面影 もな し 

. 枯れた る 荻^つ けて 人に つか 


はしける  ^ 

冬され ば 音 づれ絡 ゆる をぎ の 葉に 君 

なら はむ と 思 ひかけ き や 

寒菊 

霜の 後に くて ふ 菊の花ながら 下葉 

は 秋の色 やの こせる 

池 寒 蘆 

朝 氷む すぶ や 波の音 絶えて 霜に しづ 

まる 池の むら 蘆 

濱邊寒 蘆 

よる 波 も 度の かれ 棻に音 そへ て 夕風 

さわぐ 大 よどの 濱 

冬嶺秀  孤松， 

もみ ぢ葉は 風に まかせぬ 木々 もな し 

ひとり 尾 上の 松 をの こして 

椎柴  琴 

冬 ごもる 峯の しひ 柴 しひて だに 寒さ 後 

わすれむ よすがに ぞ 刈る  集 

冬 はまた 朽葉 まじりの 落 椎を杠 葉の 卷 

後の 山づ とに せむ   四 


曉殘嗎 

霜け ぶる 有 明の 月に 空 はれて まれな 

る 鳴の 數ぞ 知らる \ 

氷 

くみすて し 跡より やがて こ ほるな り 

片山 もとの いさら ゐの水 

氷始結 

たきの 絲は よどみ も 見えぬ 山河に あ 

さ 瀬の 氷 まづぞ むすべる 

氷 留，， 水聲， 

氷な て 落葉に とづる いさら 水け さは 

聲 さへ 埋もれに けり 

夜の 間に や 氷り 果 つらむ 更け 行けば 

耔 のかけ ひの 音絕 えに けり 

湖 氷 

つくば ねの 雪 になり 行く あ したより 

氷り そめた る 鳥 羽の 海づら 

しがの浦ゃ蘆間の氷むすぶ日は15^の 

浮巢も 流れ ざり けり 

永 ほ レ舟 


みぞれ 降る 比 良の 大ゎ ださえ 暮れて 

氷に よどむ 志賀 のうら 舟 

冬 月 

冬の 夜 は 霜に くもれる 月よりも 嵐に 

更けし 影の 寒け さ 

閑 庭 冬 月 

淺茅 生の しもに は 跡 もなかり けり 月 

のみ ひとり 訪 ひなら しつ & 

世の 人に 見せ まし もの を 霜む すぶ 淺 

茅が もとの 冬の 夜の 月 

寒閨月 

しき な へ 

敷 妙の そでの 氷と なりに けり 閨のひ 

まもる 冬の 夜の 月 

. 故 鄉冬月 

里 は 荒れて くまぬ 古 井の 氷る 夜 は 月 

さへ かげ をと i.- めざり けり 

破 林 霜 後月 

いつしかと 霜 を 落葉に ふり かへ て 梢 

くまな き 冬の 夜の 月 

冬 0? 水に うかべり 


下 折れの 枯れ葉 は 波に うづ もれて 月 琴 

にさ はらぬ 池の 村 蘆  後 

寒流 帶， 月  集 

霜 氷る あしの 枯れ葉に 風 さえて 月す ^ 

さま じき 淀の 川な み 

浦 千鳥 

よ >0 波に みだる とすれ ど 浦 なれて ま 

た 立ち か へ る むら 千鳥 かな 

曉天 千鳥 

沖つ 風雲 井に 吹きて 有 明の 月に みだ 

る. r 村 千鳥 かな 

よるの 千鳥 

舟と むる 機 山 かげの むら 千鳥な みの 

よる こそ 哀 添へ けれ 

波の音に うきねの 枕 夢 さめて 心すむ 

夜 をと ぶ 千鳥 かな 

月 前 千鳥 

うき ものと 何お も はまし まくら 夕 

なみち どり 月に 鳴く 比 

すむ かげの くもる と 見れば かつ はれ 2 
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て 月に 横ぎ る むら 千鳥 かな 

河 千鳥  , 

河 島に よる かとすれば 立歸 るち どり 

や 波と おも ふ どち な る 

水鳥 

水鳥のと ころさ だめぬ やどり をもう 

き 身のう へに たぐへ てぞ 見る 

水鳥 知レ主 

巢 だち せし 池の かりの 子年 を へて ぬ 

しわく ばかりな るが 哀さ 

澤 水鳥 

こすげ かる 人 もや かよ ふ澤 水に とこ 

ろ さだめぬ かもの むら 鳥 

河 瀬に をし 啼く 

夜 を 塞み つが はぬ 爲鴦 の聲 すなり 岩 

ねの 水 や 氷り そめけ む  ， 

あじろ 

波のう へ の 網 代の か、. - りしら む 夜に 

m こがる、 は 紅葉な りけ り 

あられ 


かきく らし 降る や あられの 玉往 にた 

まると 見れば か つくだけ つ 、 

山家 

雪になる 高 根 はは やく ましろに て 麓 

の さとに みぞれ 降るな り 

雪 

み 山 木と いひな くた しそ 花なら ぬ 陰 

や は いづれ 今朝の しら 雪 

老が 身の か. - らまし かば ふる 雪に く 

ち 木 も 花の さくを こそ 見れ 

も」 しき や 玉の 砌 にあと つけて け ふ 

初雪 をい はふ もろ 人 

初雪 

色ながら 木の 葉 散り しく 苔の 上に 見 

そむる 雪の めづ らしき かな 

け ふより やみや こ の 人 も 待ちて みむ 

初雪 降れり 宇治の 山里 

初雪 降りけ る 日 

はつ 雪 は うれし かりけ り いさ、 めに 

降る も 友 待つ よすがと 思へば ， 


水路 新雪 

とまり 舟苫の しづくの 音 絶えて 夜半 

のしぐ れぞ 雪に なり ゆく 

淺雪 

庭の 面の 苔おば かり は うづ もれて 枯 

生の す k き 雪に さやげ り 

竹 雪 

色 か へ ぬた けの 綠も うづ もれて 千世 

を こめた る 園の 雪 かな 

松 竹に 雪つ もれり 

消 ゆる 世 は あら じと ぞ おも ふ 松 竹に 

ちとせ を かけて ふれる 白雪 

松に 雪の 降り か& りたる を 

ふり はへ て 雪お もしろ き 宿と へば 友 

まつが えの 陰ぞ たが はぬ 

雪の 木に 降り か \れ る を 

い ろ もな く 見 はてし 風の 梢 を も ふり 

すてが たき 今朝の 雪 かな 

散り か V る 梢の 雪の 花なる は 今日よ 

り はるの 心 知れと か 


足 柄 山 雪 

旅. ごろ も 衣手 さむし あし がらの 關吹 

きこ ゆる 雪の あさ 風 

足 柄關雪 

たび 衣 雪に き ほひて 出で たつ やむ ち 

うつ 駒の あし がらの 關 

田家 雪 

なる 二 

朽ちの こる 門 田の 鳴子 音 さ へ も うづ 

もれ はてし 今朝の 雪 かな 

山家 雪 

山里に 雪み る 日 こそ 世の 外に ふる か 

ひ ありと 思 ひ 知ら るれ 

山里に 雪 降れり 

,來 む 人 は 思 ひも かけぬ 山 ざと に 友 ま 

つ 雪 や 誰に ならへ る 

遠山 見レ雪 

かひが ねの 今朝より 白く 見 ゆめる は 

夜半の しぐれ や 雪と なりけ む 

すみの えの 浦 わの 波に まが ふまで 雪 

かすかなる 淡路 しま 山 


志賀山 越に 雪の 降りたり けれ 

御 佛 の 法に あ ふ 身 をた のみつ、 雪の 

山 ゆく 今日に や は あらぬ 

杜雪 

風 吹けば ゆるぎの 森に 散る 雪 をね ぐ 

らの鷺 のた つかと ぞ 見る 

杣雪 

おしなべ て 梢の 雪と なるとき はくち 

木の 杣も 花^きに けり 

_ 島 雪 

凰 楫と るた もとに 雪 を はら ひつ &さ 

して 清ぎ よる 笠 I の 島 

閑居 雪 

訪ひ來 べき 人し なければ 庭の 雪に こ 

ころお かれぬ 草の 庵 かな 

たまく に 人 もや 訪 ふとお もり ゆく 

松の 雪 をも拂 はで ぞ 見る 

世に そむく 宿と や 雪も隔 つらむ <f マ 朝 

はとな り も 道 見えぬ 迄 


やむ ごとな き 殿に 雪の 山つ く 琴 

らせ給 ひける を 見よ とてめ し 後 

たりければ 贅 子に 侍りけ る 集 

に、 簾のう ちょり 祝の こ、 ろ 卷 

を こめて 歌よ めと お ほせ ごと 

有りければ 

この 殿に つくれる 雪の 山に こそ 千世 

をつ むべき ためし を も 見れ 

千 陰が もとに やどりけ る あし 

た 雪の 降りたり ければ 

かきこ もる 小： ffi が もとに やどらす ば 

よに おもしろき 雪 を 見 まし や 

市中 雪 

いちめ 

ゆきかよ ふ 里の 市 女が 笠の はに はら 

ひも あへ す 積る 雪 かな 

河 雪 

とね 河 や 消えせ で 波に ながれ ゆく 雪 

にも 今朝 はう は にごりせ り 

名所 雪  2 

宮姬 のむ かし おぼえて 大 原の ふりて r 
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し 里に そつ もれる 

あし がら や あしの 海づら 氷る a ぞ神 

のみ さかに 雪 は 降りけ る 

社頭 雪 

みたらしの 岩う つ 波もう づ もれて 雪 

しづかなる 加 茂の みやし ろ 

禁中 雪 

も、 しき や 雪う ち拂ふ 朝風に みはし 

の 櫻 散る かと ぞ 見る 

曙 雪 

雲 はる、 をの へ は 雪に あら はれて ま 

だ 明け はてぬ 山 もとの 里 

雪中 眺望 

見 わたせば やその 湊も くま ぞ なき 雪 

に 明け ゆく^の 海づら 

雪中 遊興 

雪山の 消えむ 消え じ を いつしか とお 

ぼっかな くも ふる 日數 かな 

雪の 中に おも ひ をのぶ 

花 さかむ 春に あ ふよ や 待ちて 見む と 


しふる 雪の うづ もれし 身 も 

麿 狩 

狩人の 朝た つ 袖の しのぶす りみ だる 

る 雪に き ほひて ぞ 行く 

のる 駒の あがき を はやみ 大雪の みだ 

れて いづる 御 狩 野の 原 

大鹰狩 

みかり 野 は 朝風 塞し 雪つ もる 遠山す 

りの 袖 こ ほる まで 

獵場風 

御 狩 野の かぜ を はげしみ ますら をが 

さとる 鹰ゃ あはせ わ ぶら む 

遠近 炭 竈 

いかばかり 炭 やくと て か 遠近の みね 

に 樵り つむ 眞柴 ならしば 

人の もとに 炭 やる とて 

みやこ 人 わが 山す み をい か に ぞと思 

ひお こさば うれしから まし 

大 原の 賤が手 わざ をせ めて 君 夜ぶ か 

き 冬の 友と だに 見よ 


雪 霜の 寒さ もた へて 草の 庵に すみな 

ら すべきよ すがに はせ よ 

老人 さむさ を いと ふ 

おも ほえす 寢ざ めの 袖ぞこ ほるな る 

昔 はかく はなら は ざり し を 

埋火 

灰が ちの 色 を も 霜と 見つ るかな 更く 

る 夜寒き ね やの 埋火 

時し あらば また かきおこせ 埋 火の 灰 

となり ゆく 老 のこ k ろ も 

爐邊 閑談 

もろとも にむ かふ 火と りの いり 炭の 

おも ひいり て や 昔 かたらむ 

爐邊 懷舊 

うづみ 火の うづ もれし 身よ いかにし 

て 昔 を 今に かきおこ さまし 

豐 明節會 

を とめ子が 衣に かくる あか ひもの あ 

かぬ は 舞の すがたな りけ り 

五節 


みこ  ろ をよ しの 、宮 のた めしと や 

袖 かへ すらむ 今日の 舞姬 

臨時 祭 

夕され ばみ はしの 雪に 跡つ けて か へ 

り だち する 雲のう へ 人 

荷 前 使 

みて ぐら を 君が 御門に はこぶな り 今 

ぞ荷 前の 使た つらし 

神樂 

はふり 子が 手に とり 持ちて あそぶな 

り わ. かに は あらぬ 神の 御杖 を 

ゆ ふだす きかたに とり かけと る 杖 も 

あなた ふとし や 神の 宮人 

から 神の かみの みまへ に よもすがら 

大和の 琴の 音 もす みに けり 

朝 倉 や あづまの 琴の 音 も そ ひて 霖に 

すむ 夜のお もしろ きかな 

榊と り 鉢と る 袖 もしら <\ 'と 霜う ち 

拂ふ 神の みやつ こ 

佛名 


身に つもる 罪 を つくしの わた なれば 

け ふ 法の 師に かづけ 初めけ む 

佛 名の 導師に かづけ ものす る 

ためしと て かづ くるわた にと り 添 へ 

て醉ひ をす & むる 相 梨の 酒 

佛 名の あした わかる V 僧に 

白雪の ふりすて け ふわ かると も 山 

たち 出でば またもと へ 君 

冬日 

世の さが も 知らで 春 待つ すみかに は 

暮れ やすき 日 も 長閑な りけ り 

冬至の 日に 

^きそむ る 梅の 色香に 知られけ り 春 

に 先 だつ はるの 心 は 

依レ花 待レ春 

身に そ はる こと も 思 はで 來む舂 を 花 

ゆ ゑい そぐ 年の 暮 かな 

としのくれに 

ふりに ける 身に も 春 こそい そが るれ 

老い かくる て ふ 花 を 待つ とて 


歳暮 松  1„1  ん r 

山人の 市路に はこぶ 松の 葉の か はら 後 

ぬ 春 を 明日 やむ かへ む  集 

閑 中 歳暮  卷 

ゆく 年 も かくは をし まじ 世の 事に 思 四 

ひまぎ る i 昔な りせば 

海邊 歳暮 

こり はこぶ 甕 木 と共につ むとし やい 

づれ かからき 浦の 海士人 

ま 帆 かけて な だ 越す 舟と ゆく 年と い 

づれか はやき 浦の あま 人 

老少 送レ年 

我 もまた 花の ために ぞ春 またむ 老を 

なげかぬ 人に なら ひて 

舉者 惜レ年 

たのみこし 三つの あまり も 何なら す 

け ふ 一 年の くれぬ と 思へば 

うかれめ 年 を惜む 

ながれ ゆく 年に まかせて あだ 波 をい 

つまで 袖に かけむ とすら む  ^ 


雪 與レ年 深 

暮れて 行く としの 日數を ふる 雪 は 我 

が 身に つもる ものと や は 見ぬ 

年の はての 雪 

11^ をし もと めだに せで ゆく 年の つ 

もる や 雪に などなら ふらむ 

年の くれに 雪の 降りければ 

降る 雪 はとし の關 ともなり ななむ ひ 

まゆく 駒 も 立ちと まるべく 

こ V ちそ こな ひて ゎづら ひけ 

る 年の くれに 

行く 年 はと め まほし く 思 ふかな か 

へ らむ泰 を まつ 身 なれ ども 

世の さか え も とむ ベ き 身 に し 

も あらす、 むなしき 名 を 人に 

知られむ のす さみ もな けれ 

ば、 わがお きふし こそい と 心 

やす けれ、 やうく かたぶき 

行く よは ひの、 今 はむ そぢに 

も あまり ぬれ ど、 もとより あ 


めつ ちの ことわり を 知れ、 

ば、 今 さらに 年の 暮る、 もお 

どろ かれす 

のどかに も 過ぐ る 月日 を こ \ ろから 

としと は 人の 何 名 づけけ む 

追 爆 

雲の上に なやら ふ 時 や 来に けらし 四 

つの 御門に つど ふ 宮人 

なやら ふ 雪 ふる 

伴の をが ためしと て 射る 蘆の 矢 は 御 

門の 雪に みだれ あ ひに けり 


四 卷集後 琴 
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、我 

やよい かに ますら たけをの 心すら 戀 

に は あ へ ぬなら ひな るら む 

むさし うたと て 相 聞の 心 を 

玉 河に しづく しら 玉 みえすと もとら 

\ ^はやま じ しづく 白玉 

水鳥の を さきの 池の あつ 氷つ ひに は 

解く る をり も あらまし 

さき 玉の 津に すむ 鳥の 馴 れゐつ、 人 

になるべき 妹なら なくに 

初戀 

戀 ひそむ る 心ば かり は嬸 しと も 憂し 

ともえ こそ 思 ひさ だめね 

わけ 初む るみ をの 杣山 おくまで はお 

も ひも いらで こふる 頃 かな 


不レ 言戀 

木が くれて 人に 知られぬ 口な しの 花 

にう き 身 をた ぐへ て や 見む 

身を觀 じてい ひ 出で ぬ戀 

はまの 名のう ち 出で むこと も 思 はめ 

やか ひなき 海と 身 を 歎きつ 

身の ほど を 思 ひ 知らす ばいと ふと も 

し i だ ふと 人に つげ まし 物 を 

思 不レ言 戀 

f へ ども えぞ いはしろ のむ すび 松 

とけぬ 心 をい かにして まし 

い ばで おも ふ 

言に 出で &ぃ ひも 盡 さむ ものなら ば 

入に 心 を もらさ 1^ らめゃ 

色に 出で む 時し なけれ ぱ 木が くれて 

人に 知られぬ 口な しの 花 

たき 河の 音に たて、 はい はすと も 下 

にむ せぶ と 知られて しがな 

言始戀 

人 はよ しいな さ 細. 江の み をつ くしつ 


くす 心 をい はで やまめ や 

いひ はじむ 

つま 琴の 音に たて そめて もらす とも 

ひかれ ざり せば いかにし てまし 

有る まじき 人 を 思 ひかけ て 

いひ 出で む 身の たぐ ひか は 思 ふぞと 

知られむ だに もやさし きもの を 

童より 見け る 人 を 心 かけて 

はね かづら なつかしと 見し 面影 を か 

けて や 今に 戀 ひわたら まし 

さかぬ 間 も 心に かけし はつ 櫻 あだに 

なと きそ 花の 下 ひも 

しらぬ 人 

散りて こそよ そに もしの ベ ことの 葉 

は 我に 見よ とのす さみなら ね ど 

五節の 夜 人に 

ためし あれば 1K 津を とめ も 見る もの 

を 世に あ ひがたき 人 や 何なり 

忍戀 _ 

くるしと て 言に な 出で そね ぬ繩 のう 


きに しづみ て 年 はへ ぬと も 

もらさ じと しのぶ 泪の いつよりか 我 

心に は そむき 初めけ む 

互忍戀 

うき ふし はおの がさ まぐ ありと い 

へ どし のぶ 心 はか はら ざり けり 

聞戀 

音に のみき くの 濱邊に ひろ ふて ふか 

ひなく 人を戀 ひや わたらむ 

見戀 

今ぞ 知る 見 ざり し 程に した ひし は 數 

にも あらぬ 思 ひなり けり 

稀見戀 

ほの 見つ る をり わすれめ や 花 ざ くら 

霞の よそに 身 をへ だてつ 

われに とけな む 

よそに 君う とくなる をぞ たのま 、し 

我に とけな む をり も 有り やと 

あから £ ミ 0 こ ひ 

白地 

あ ふ も 又な げきか さねむ ふし 柴 のし 


ばし ばかりの 中の ちぎり は 

梓弓お きふし にな どし のぶらん とる 

てば かりの 契りな りし を 

通 レ書戀 

逢 ふこと は 世に うど 濱の はま 千鳥 か 

よふ 跡 こそ 人 f はたの まめ 

I？ 書戀 

とだえせ しくめの 岩ば しい たづら に 

ふみ 見ての み も 思 ふころ かな 

被レ 返， 書戀 

王づ さはよ しかへ すと もむ すび め の 

か はらば せめて 見つ と 思 はむ 

度々 返事せ ぬ 女に 

いくし ほと 染めし や いづら なれ 衣た 

だ 口な しの 色 ふかくして 

ふみかよ はして 久しくな りぬ 

れど つれな き 人に 

い たづら に 心 は そらに 月 日經 ぬ 雲 の 

うはが きかき も 結 えな で 

祈^ レ年戀 


祈る ことい つか かひ あるみ しめ 繩た 

えぬ 思 ひに 年 を かさねて 

契 レ久戀 

こ が る ベ き 程 やし のばむ 貴^ぎ なが 

れて すゑの 世 をた のみつ- 

逢 ひみての 後せ の 山の みねの 松 か は- 

らぬ  色 をち ぎりと もがな 

年月 をへ だて 契りながら さ 

も あらぬ 人に 

うら もな くた のみて 年 を ふる 衣 いろ 

か はらむ と 思 ひかけ き や 

馴戀 

おも ひ 出で \ かたる も 悔し なれぬ 間 

の 心 くらべに す ぎし 昔 を 

馴れ 顔に 人に 見え じと 思 ふより 隔て 

な き にもし こそお け 

馴不， 逢戀  琴 

思 ふと はさす-かに いはぬ 中 なれば な I 

る.^ につけて つ i ましき かな  お 

憑 レ媒戀  F 


よそながら 我がし め ゆ ひし 園の 梅な 

りぬ と 間く もうれ しかりけ り 

入に うたが はる &女 にか はり 

て 

I すぢ にお も ひかけ ひの いさら 水よ 

そに はわけ ぬ 心と を 知れ 

不 レ逢戀 

あ ふまでと たのむ 命 をと も すれば た 

えね と 思 ふ をり も 有りけ り 

神 垣に かくる 小 鈴の しめ 朽ちて なら 

ぬ戀 にも 年 を ふる かな 

いとせ めて 逢 ふに しかへば と 思 ふ 身 

も 只い たづら に 消えむ とやす る 

詞和不 レ逢戀 

つ ら からぬ ことば ぞ つらき 中 々 にお 

も ひこり よと i ひも はなた. で 

不レ 逢歸戀 

い たづら に 歸るこ 、ろのう す 衣 うら 

なくき たる かひ だ にもな し 

雨 ふるとて 来ぬ 人の 降らぬ に 


も 見えねば 

はる 夜の 空 だのめ なる 月もう し 昨 

日の 雨 を 袖に やどして 

待 レ使戀 

逢 ふこと はかた しの 濱の はま 千鳥 か 

よふ 跡 さへ お ぼめ かれつ、 

逢戀 

とけぬ 間のう さ をう つ \ に 駒れ し 身 

は 逢 ふ 夜 も 夢と 猶 たどりつ- - 

初逢戀 

つれ もな くながら ふる 身と 思 ひし も 

おも ひわ すれし 今宵な りけ り 

戀ひノ \ て おなじ 心に いれ ひものむ 

すび そめつ る 人マ 日 ぞうれ しき 

うれし さ をつ X まむ もの を 昨日まで 

ほさぬ 袂と何 かこちけ， む. 

はじめて あへ る 

あ ふまでの 心 はち にく. たき 來ぬ 一 

夜の 夢と 見 はてす もがな 

逢增戀 


露ば かり か はす 枕の ほどな さに 中々 琴 

I™ ぞひぢ まさりけ る  後 

あはぬ 間の 心なり せば おもかげの 身 集 

に そふば かり 思 はまし や は  M 

祈 レ逢戀 

なかく に 逢 ひみて こそ は をし まる 

れ命 にか へ ていの りこし 身 も 

年頃 あはぬ 人に 逢 ひて 後つ か 

はしける 

い たづら に經 にけ る 年の くやしさ も 

逢 ひみて こそ は 思 ひ 知ら るれ 

曉別戀 

曉の露 を もと もに しぼれと や 袖の わ 

かれに ふる 淚 かな 

兼惜 レ^ 戀 

宵の 間の かねに もうさ は 先 だち ぬ こ 

や あかつき をつ ぐるて ふ もの 

月 あかき 夜 人の 歸 りて 又の あ 

したお とづれ ければ  8 

かたぶく をう しと 見つ 、も あかしに 2 


き 待つ 夜の 月の たぐ ひなら ね ど 

後朝戀 

またも 來む程 や ちぎらむ 別れ路に あ 

したお もな みたち かくる とも 

1 夜へ だてた る 

人心 か はるなら ひの ありと いへば う 

しろめた しゃ あはぬ ひと 夜 も 

打な びきい こそ 寝られね なよ 竹の ひ 

と も かれしなら ひなければ 

二 夜へ だてた る 

ふた 夜 をば やみのう つ、 に 過して き 

待た すば 夢に あは まし もの を 

遇不 レ逢戀 

今 はた 塵の みつもる 菅 ごもの 七 ふ 

も 三 ふ もたれかか ぞ へむ 

契りお く 事 を 命にながら へ つまた も 

あ ふべき 此 身なら ね ど 

中 結えし 身 はな かく にいと ひつる 

うき 名 を だに も 思 ひ 出に せむ 

鳥の ね をな ど さばかり はいと ひけむ 


< ^はかぎ りの わかれな りし を 

與レ君 後會知  >1 何日- 

あ ふせ をば いっと 契らむ うかれめ の 

つながぬ 舟 を 身の たぐ ひに て 

なき 名 

種 を だに まかぬな き 名の いか なれば 

かくまで 人の つみ はや すらむ 

なき 名た てた る 人に 

君 ゆ ゑに いひ さわがる  >- 人 言 もな き 

名なら すば うれしから まし 

ぬれぎぬ  一 

さらぬ だに うき 身に きする ぬれ 衣 は 

しぼる 抉 を またく たせと や 

名 を をし む 

あ ひ 思 ふ 中と な 人に いはし 水つ ひに 

はもれ むう き 名な りと も 

悔戀 

もろともに とくる につけて 悔しき は 

つれな く 過ぎし 昔な りけ り 

身 をす て --问 もとめけ むと りえても 


つ ひに こやす のか ひしなければ 9 

占戀  。ぶ 

あ ふこと はかた やく 鹿の こがれつ > - 

占と ふ 度に 音に やたて まし 

舊戀 

なつかし とみし 世 をのみ やしの ぶら 

むう かりし は 思 ひ 忘れて 

ふるく もの いひ 侍りけ る 人に 

わすれめ や 過ぎ ゆく 年の 後 背 山 わけ 

まよ はじと 契りお きし を 

草 ふかき 野中の 淸水 とだえし てもと 

の 心に まど ひける かな 

年經 ていふ 

おも ひ 出で よたな ばた つめの 逢 ふせ 

だに うらやまれつ \ いく 秋 か經し 

あ ひ 思 ふ 

花 もみ ぢ はかなき ふしの すさみに も 琴 

思 ひか はせ し 色 は 見えけ り  集 

われ も 見つ 人に も 見えつ 春の 夢 あ ひ 卷 

思 はすば か X ら 11  しゃ は  五 
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思，， 三人， 戀 

山吹に またも 心 やひ かれな む 梅 もさ 

くら も あかぬ ものから 

おも ひやす 

人 を 思 ふこ \ ろ はいかで よわる ベ き 

影と なる まで 身 はやせぬ とも 

もの おも ふ 身 はと や ごもる 鹰 なれ や 

た やせく になり まさりぬ る 

忘戀 

我ば かりねに なけと て やみよし の 、 

かりにも 人の 音づれ もせぬ 

恨 レ身戀 

ゆるされぬ 中の つら さも 我から とみ 

どり の 袖の うらめしき 力な 

恨 レ久戀 

つれな さに た へ て も 年 を ふる 衣 うら 

むと だに も 知られて しがな 

秋恨戀 

葛の 葉に あらぬ こ \ ろの いか なれば 

秋て ふから にまづ さわ ぐらむ 


さらぬ だに 露 そふ 袖の 月 かげ をい か 

に 見よ とか 人の つれな き 

I 

絕ぇ はつる 人の こ. -ろ はつらからで 

思 ひそめし ぞ今 はくやし き 

筢不 レ逢戀 

僞 のことの 葉ながら とり 出で 絡え 

にし 人 を また やしのば む 

人の つらくなる 比 

一夜 だに あかし かねし をい つよりか 

また じと 君 を かこち 馴れけ む 

人 ご- - ろか はるなら ひ をた のむ かな 

またう とからぬ 折 も あり やと 

思 ひかけ 卞絕 えたる 人の 來り 

ければ 

うき ものと おも ひ 知りぬ る 玉の緒の 

つれな かりし ぞ今は うれしき 

ふた、 び 絡え たる 戀 

水 まさる 谷の 棚 橋 また さらに わたす 

とせし もた しばし なり 


く. 0 返し もの はお も はじかた 絲の絕 

えしながら のうき 身なりせば 

變戀 

とも すれば かばる を 常の 人の 世に 我 

のみやな ど.^  くた のみけ む 

人 ご k ろか はりに ければ 

おも ふて ふことの 棻だ にも かれはて 

て か はる 心のお くも 見えけ り 

色 か はる 袖 は あやしな 紫の ふか、 れ 

とこ そ 思 ひそめし か 

おどろく 

しのぶれば 我に よそなる 人 ごともう 

き 身のう へ と おどろかれつ \ 

齄女 遇，， 他 入， 戀 

#^しょりめかれぬ^^^ょぁた人に折 

られむ ものと 思 ひかけ き や 

竝 レ面戀 

おもかげ をと もに うつせば つ- -井づ 

っゐづ \ の 水 も むつまじき かな 

山家 戀 


世 をよ そに 住みな す 山の かひし あら 

ば 入め いと はで 逢 ふよし もがな 

戀里 

うつり 來て なれぬ 大 井の 里 住みに 君 

ま つ 風 を 聞く ぞ わびしき 

水鄕戀 

澄み かへ りお も ふ 心 をい かにせ む 小 

島が さきの ゆきの なごりに 

めぐりあ ふ我ぞ やさしき 難 波 江の あ 

しかる わざに 年 を かさねて 

戀關 

名のみ た.. -ぁ ふさ か 山の かひ もな し 

ゆるさぬ 關を 中に へ だて.^ 

舟路戀 

かち 枕 みやこに かよ ふ 夢し あらば 妹 

をみ ぬめに 舟 はと めじ 

旅戀 

たち か へり いつわぎ も 子に あふく ま 

の 松と きくに もぬ る 袖 かな 

ある 曹_ 司の まへ を 通りけ るに 


よる は螢 のな どい ひ 出し けれ 

ば 

飛ぶ ほたるお も ひ は 誰も ある もの を 

身より あまる とい は.：^ たのまむ 

枕 塵 

ふたり 寝て うち も拂は 木 まくらの 

ちりと た つ 名 もい と は ざら まし 

寄 レ月戀 

秋の 夜の ながき 思 ひの はても なし こ 

ころ を 月の 空に なしつ \ 

うき 事 を 思 ひつ 1- けて 月 みれば いつ 

しか 袖に 影の やどれる 

恨み わびな みだに 月 はく もれ どもな 

ほ おもかげの 立ち そ はりつ & 

寄 レ塵戀 

いつよりか 空に なき 名の 立ち ぬらむ 

ちり もっか じと 思 ひける 身 を 

戀の山 のぼるに しな はなき もの を 何 

ちりの 身と おも ひやむ ベ き 

寄 レ河戀 


染 むれ ども 薄 花い ろの 紙屋 河す くて 

ふ 名のみ たつ ぞ あだなる  "-" 

寄 レ瀧戀 

おも ひ あまる 心 は 瀧 3 絲 なれ やむ す 

ぼ ほれつ-. - せく よし もな し 

寄 レ野戀 

はても なくお も ふ 心に くらぶれば 播 

むさし の も かぎり 有りけ り 

寄 レ關戀 

ゆるされ ぬへ だてよ 不 破の 關 ならば 

もりす てむ 世 も 有りと たのまむ 

寄，， 海松， 戀 

みるめ かるわざ も かひな しい たづら 

にあ ひねの 濱を こと 浦に して 

寄 レ鳥戀 

い たづら に まだ あら はれぬ す もり 子 

のか ひなく 人を戀 ひや わたらむ 

寄 レ齎戀 

をぶ さとり 手 なれぬ もの を あら 鹰の き 

す ろに 人の 戀 しき や なぞ  五 


寄 レ貝戀  身 を 露の おきどころと は 

い たづら に 拾 ふ 人 なきやれ 貝 を ふる 

されし 身の たぐ ひと ぞ 見る 

寄 レ灯戀 、 

いかにせ む 秋の なが 夜のと もし 火 は 

か  >.げ つくせ ど盡 きぬ 思 ひ を 

寄 レ金戀 

た i ら たて 吹く やみ 山の 岩 こがねう 

ちとけ てぬる 中と しもが な 

寄レ鼓 恨戀 

かくしつ、 袖に なみだの ふりつ，、 み 

音に のつな くも 恨めしの 身 や 

寄レ il^ 變戀 

人 はな ど 有りし にも 似 やなり ぬらむ 

鼎の あしのた つ 名ば かりに 

寄 レ秋戀 

身の 秋に 絕 えぬ つら さは 數そ へどつ 

れ なき 露の いのち 何なり 

寄： i -戀 

いかな りし 契な るら む 秋 ごとに うき 
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動きな き 日嗣の 位た かしる や IK の 御 

かげ を 世々 にった へて 

月の あゆみ 星の やどり も 行きめ ぐる 

天の 道 こそと きをた がへ ね 

雜地儀 

盡 きもせ や 動き もやらぬ 君が代 は 山 

と 川と を 例に ぞ 見る 

風 

やま 松に しらぶ る 琴の 聲 たて. t たち 

まふ 雲の 袖 かへ すなり 

花 もみ ぢ心づ から も 散る もの をと が 

をば 風に などお ほ すらむ 

古寺 嵐 

かねの 音 を 峰の あらしの さそ は. f ば 


世に ふる 寺 も ありと 知らめ や 

雲 

ゆく へ なきもの とや 雲 を わきて いは 

む 有り はつ まじき 人の 此 世に 

夕 ぐれに 雲の たビ よふ を 見て 

さだめな き 世の すがた ぞと 見る 雲 も 

ゆ ふべ はわき て 悲し かりけ り 

泊り 船む やひ わするな 沖つ 洲 にたに 

よふ 雲 は 風 はやみ かも 

雲 埋，， 山路， 

はるかなる うまやの 鈴 を しるべに て 

雲の 中 ゆく あし がらの 山 

深山 雨 

たちのぼる 谷のう き 雲み ね 越えて 檜 

原が おくに 村雨 ぞ 降る 

雨中 待レ友 

つれぐ の ながめよ いかに くらさ ま 

し 笠 やどりに も 人 はとはな む 

夕 やみ 

夕 やみに あさ ぢが もとはた どると も 


月 待ちが てらと ふ 人 もがな 

山 

山と しもなら ば この 身 を かくさな む 

うき 世の 塵よ よしつ もれ かし 

やまとの みつもる を 何の かひと て か 

詞 のちり の數そ はるら む 

名所 山 

旅人の ぬ さも 手 向く る ゆ ふの 山た が 

魅え そめて 名に はお ひけむ 

H< 香 山 

たて  み かど 

日の 經に ふり さけ みれば 大君の 御門 

お ぼ ゆる 夭 のかぐ やま 

富士の 山に 雲の はる- -を 見て 

心 あてに 見し しら 雲 は 麓に てお も は 

ぬ さに はる- -富士 のね 

山彥 

あ しがら の 山の やまび こ とよむな り 

いづれ の 峯に舟 木き るら む 

山 畑 

たまく に はたう つ 人の ある を こ. そ 


知らぬ 山路の よすがと もみれ 

なづ な^く 花のに ほひに くれ かねて 

霞に のこる 春の やま 畑 

晴後遠 水 

水. 4 や 雨の なごりの 山 見えて ゆ ふ 日 

にう かぶ うぢの 河 ふね 

名所 瀧 

大君の 御代の 名に しもお ひくる ゃ老 

も わかえ し 瀧の まし 水 

淵 

浪 風の さがしき 世に は 住む とても さ 

わがぬ 淵 を こ、 ろと もがな 

瀬 

世の中 は お きつ 汐瀨を ゆく 舟のから 

くや 誰もう みわた るら む 

海路 朝 

いさり 火の かげ は 島 わにの こりつ 

波に しらめる 沖つ 百ぶ ね 

みやこ 

移り ゆく 世の すがた を も 見る もの は 


都の 入の 手ぶ りなり けり 

古鄉 

ふる 畑に 苔む すか はらいく 世 經て野 

となる 里の むかし 見 すらむ 

に は たづみ 

有り はてぬ 世に ぞ たぐへ むに は たづ 

みた しばし なる 雨の 名殘を 

うたかた 

うたかた を 何 はかなし と 分き てい は 

む 消え を あらそ ふ 人の この 世に 

ほり かねの 井 

汲み そめし 人 はたが 世の 爲に とてな 

ほほり かねの 井 をば のこせし 

仙 家 

とこし へに 散らぬ 花 ある 宿 なれ や 霞 

のい ろ も くれな ゐ にして 

閑居 

身 を かくすた ぐ ひとな 見 そ 草の 庵に 

ことなくて 世 を 過す ばかり ぞ 

と はれぬ を 何 か. なげかむ 引く 琴 もむ 


かふ 現 も 友なる もの を  琴 

世の こと は 思 ひわす れつ 今日 もまた 後 

筆の すさみに 日 を くらす とて 第 

閑居 燈  卷 

よのこと は そむき はてた る 窓のう ち 

にな ど燈 火の 花 を 見 すらむ 

鏡 山の ふもとに 世 をの がれた 

る 法師の もと へ 

くま もな き 心の 月のか^ み 山う き 世 

のちり を はら ひて やすむ 

林 下 幽閑 

村 まつのお のづ からなる 琴の 音に 苔 

のむ しろの 塵 はら ふなり 

隣 

子 をお も ふ 心 知れと やなら はしの 移 

り やす さに うつす となり は 

宿 かさで かへ せる もの をみ やび をの 

隣 しめつと などた のみけ む 

風き よき 南の まどのう た. - ねに あか 2 
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りたる 世の 心をぞ 知る 

きさら きば かり 柏木 如 亭の都 

にの ぼる をお くる 

花 散らばと く 歸り來 て わが 爲に みや 

この 春の ことかたら なむ 

大堀正輔の^^棂へか へ る をお 

くろ 

ちぎりお きて または や 床の 山 ざ くら 

散りな ば またも 思 ひたつ 日 を 

淸原雄 風が 香 取への ぼる をお 

くりて 

もろともに ゆか まし もの を 力と り 力 

た 鹿嶋の 崎の 花 も 見が てら 

豐 後の 國 にか へ る 人のう まの 

はなむけ しける 時 

みな 人の こと 葉の はな も そ へ て 見よ 

ゆ ふ 山 ざ くら 折りて かざさば 

卯月 はじめつ かた 上 柳 孝 思が 

木曾路 より 都へ のぼるに わか 

ると て 


今 もな ほ 木 曾 山 ざ くら 散らす あらば 

はなの 香う つせ 旅の 衣に 

う 月ば かり 土 田 延年が ふたら 

山に のぼる をお くり て 

なつ 山に ひらく みのりの 花に こそ さ 

かりなる 世の ためし をば 見め 

八月の 末つ かた 長 尾" 《隆 が 都 

に のぼりけ る 時 よみてお くり 

ける 歌 

いとま あらば 月に まづ とて 秋の 夜の 

いづこ は あれ ど廣澤 のい け 

もみ ぢ葉 にむ かしし の ば^さが の 山 

みゆきの あと も 尋ねて を 見よ 

心して とひ 見よ 賤が しわざに も 都 は 

ふるき 手ぶ り 有りけ り 

ことの 葉の 色 もま さましお のづ から 

都の 人に 立ち まじりな ば 

しはすの 二十日 あまり 七日 0 

日 勘 解 由 判官 正 邦が 都に かへ 

り 行く をお くる 


ゆき 氷み なぎり おつる 富士 河の はや 

瀨 わたらば 君 こ ろせ よ 

ことの ま \ の やしろ を 過ぎば 我が 爲 

に またも 逢 ひみむ ねぎ ごと はせ よ 

山 口 至言が 母と じ をと もな ひ 

て 身 1^ 山に ま うづる に、 元 政 

上人の ふるきた めし も 思 ひ 出 

でられて なむい ひやり ける 

世 をへ て も かげ や 澄 むらむ 法の 月む 

かしの 跡 をて らしても 見よ 

小澤 なにがしが 香 取に かへ る 

をお くり て 

いざさら ばと ねの 河 ふね 行き か へ り 

またと ひ來 ませ 波の よるべ を 

賀茂季 鷹が 父の こ \ ち ゎづら 

ふと 聞きて、 とく 都への ぼる 

に、 わかる とて あ ふぎに 添へ 

て 

ゆき/,^ て はやく あ ふぎの 風し あれ 

ば 身の あっし さも 君 や 忘れ む 


つくし へ 下らむ とする 人に 鹿 

毛なる 馬 をお くると いふ こと 

を 題に て 

つくしが た 月の ゆく へ は 遠 けれど 心 

を かげに たぐへ てぞ やる 

もの へま かる 人に、 扇 やる と 

て 

君に また あ ふぎて ふ 名 をた のむ 間 は 

風の たより を わすれす もがな 

手なら さばお も ひも 出で よか は ほり 

の こがる ばかりに そへ し 匂 を 

かたら ふ 人の 遠き 國へ まかる 

に 鏡 を とらす とて 

い 0 ち あらば さらに も 君と もろ かに 

み 向 はむ までの かたみに は 見よ 

難 波 へ ゆき 侍らむ としけ る 時 

よみて 友 だち の もと へ おぐ り 

ける 

おしてる や 難 波 ほり 江 0 あき 風に す 

むらん 月 を ひとり かも 見む 


旅 宿 夢 

ぬるが うち はわ すれむ もの を 海山の 

うき を また 見る 夢ぞ わりな き 

山家 

を さまれ る 世と て 岩 ほの 中に だに た 

ほ 人 ざとの 數そ はり ゆく 

此里 にかくれ そめし はいつ の 世と 花 

にぞと はむ 拔の みなもと 

山家 雲 

見る がう ちに 庭の 木 だち も うづ もれ 

て 谷よりの ぼる 峰の し- ら雲 

山家 夕烟 

みねの 庵に 焚く やましば の 夕け ぶり 

心 ぼ そ さ を 空に しらせて 

山家 夢 

をり くに かよ ふ 夢 こそ あはれ なれ 

憂し とそむ きし 都 なれ ども 

山家 待レ人 

我 山の もみ ぢ色 こき 秋 はた 世に ほ 

こらしき をり も 有 わけり 


山家 送， 年  琴 

花に なれ もみお にあき て 山里に 世の 後 

さが 知らで 年を經 しかな  集 

田家  f 

いとま ある 年の あまりと 嫁の をが ま 

たをり かくる を だの 竹が き 

濱ゅふ 

みくまの \ 浦の はま ゆ ふ 咲く とき は 

も A の 波の よる かと ぞ 見る 

岡篠 

とだえな く ゆき X の を かの を ざ さ 原 

玉 もな しあへ す露ぞ みだる、 

江松老 

すみの 江の 松 や 神代の たねなら む老 

いぬて ふ ^も 千年へ にけ り 

大 井河 入， Id のまつ は その かみに 昔 を 

とひし 蔭に や は あらぬ 

榊 

たま ぐし 

はふり 子が ゆ ふとり かくる 玉串に 神 

代の あと は 今 もの これり 
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ゆづる 藥 

ゆづる 葉の ゆづる 常 磐の 色に 見む 立 

ち さか ゆべき 宿の ためし は 

しきみ 

明け くれの つとめた ゆまぬ 法の 身に 

つみのこ さめ や 峰の しきみ を 

鹤 立レ洲 

あ した づの 立て るな りけ り 澄む 月 の 

あかしのと 波よ ると 見えし は 

曉錢 

曉 のうき をつ げし はむかし にて 寝 ざ 

め なぐさむ とりの 聲 かな 

牛 

くう しのた ぐ ひなら す や 小 車の わ 

れ とうき 世に つながる- -身は 

谷 ふかみ 霜に 色 そふ 木の葉ざる 秋 は 

にしき を かづかぬ もな し 

if 璃貝 

靑 海の いろに まが へる いさら 貝 波 か 


きわけ て たれ か 拾 ひし 

誊 

念つ t  I  I 

fK 地のと ほき はじめ も 見て ぞ 知る 神 

代の 書 を <Tr にった へて 

よしや その 千世の ふる 道 ふりぬ とも 

ふみ 見て 遠き 跡 は 尋ねむ 

引く うしの あせ あゆる までつ み 添へ 

て ふりぬ るふみ の數ぞ 知られぬ 

披レ書 知レ昔 

くだち 行く 此世 のさが も 知ら ざら む 

ふみ 見て 遠き 跡 をと はすば 

神代 山陵 考を 見て よめる 

ふみ 見す ば いかで 知ら まし 神の 代に 

いはと 立ちけ む その 跡 どころ 

文 

しるしお く 文 は あやしな 見れば かつ 

むかしの 人に 逢 ふこ、 ちして 

石 王 寺の 石 もて 作れる 硯 をう 

すら ひと 名 づけて その 硯 のう 

らに ほりつけ たる 石に 白く う 


すら ひの 文 あり 

世 を わたる 人 も かく こそう すら ひ を 

ふむ はかし こき 心 わするな 

越の 君の 北方のお ほせ 事に て 

うもれ 木の 硯の ふたに 

うもれ 木 も 今より 世に ぞさ かゆべき 

こと 葉の 花の 春に 逢 ひなば 

弓 

を さまれ るみ 世の 守りの 梓弓 引きな 

ゆるべ そ もの 、ふの 道 

やしま 國今 もむ かしの 跡と めて ゆ は 

すの 貢た ゆる 世 もな し 

笠 

うち むれて 賤が、 りと る あし 間より 

見えが くれす る 難波菅 がさ 

やよひば かり 自寬の 家 火に あ 

ひて よろ づの もの 燒 けうせ ぬ 

と 聞きて、 硯筆 など 調 じて お 

くる 包紙に 

散らしけ むこと 葉の 花 を 木の もとに 
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また かきつ めよ 昆む 人の 爲め 

筆 

おの づ から 心の 見 ゆる わざ なれば 筆 

とる ことのは づ かしき かな 

さし 描 やさし も 久しき ためしと て い 

つきの 宮 にけ ふた まふな り 

もと ゆ ひ 

もと ゆ ひの 霜 は あやしな こむらさき 

結び そめつ る 時 も 有りし を 

すだれ 

かりそめに すきまお ほかる いよす だ 

れ月 もれと て や 作り 初めけ む 

か は 衣 

なかく に とりも 出です ばか は 衣 や 

くるお も ひ は そ へ ざら まし を 

袋 

きなら せる との ゐの 衣の 袋 こそ あく 

る 人め をつ 、むな り けれ 

帶 


紫 もみ どり もに ほふみ や 姬のゅ はた 

の帶ぞ 世に たぐ ひなき 

あや 

雲 鳥の あや を さながら あら は すやこ 

はたが 機に おれば な るら む 

車 

行きめ ぐる 千里け はても 小 車の 跡 は 

か はらぬ 君が 御代 かな 

帆 

ざ さき 

風 先に 鳴戶 すぎ 行く 沖つ 舟つ くる 帆 

な はやい く 手な るら む 

たく 繩 

海士の 子が 千 ひろた く繩 ながく 世 を 

くるしと のみやう みわた るら む 

火と り 

つれ ぐの 友と なぐさむ たきもの に 

ひとりとの みは 思 は ざり けり 

つと 

あかしが た 波間の 月の 玉なら ば 拾 ひ 

てこよ ひ濱づ とに せむ 


かたみ 

みほと けにた つる 朝な のかた み にも 

つみお かさじと たのみつ る 哉 

梁 

梓弓い るより はやく 見 ゆる 哉 やなせ 

におつ る 水の しら：^ 

魚 梁 

梁う ちし 昔が たり やつみ のえ のな が 

れて 世々 にしの び 出で まし 

古 壁 苔 以下 讲ニ首 詩 題 

雨 もる、 耔のひ はだの つま 朽ちて 苔 

むす か はらいく ょ經 ぬらむ 

垂洞藤 

世に そむく かた 山 ほらの 靑っ ，」 らす 

む 人 あれ どくる 人 はなし 

嶺上雲 

心 ありて たっと も 見えぬ みねの 雲な 

に 朝 ゆ ふに 行き か へ るら む 

幽徑石 

むかし たれ 島 このむ とて 路の ベ に 千 
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引の 石 は ひき 殘 しけむ 

臨 軒 桂 

風き よき あき を 軒ば に 待ちと りて 月 

のか つらの 花 もに ほ へり 

林 中？ If 

雨 はる \楓 がし はの 夏木立 風 もみ ど 

り になび くと ぞ見 る 

棲烟鳥 

靑 柳の ゆ ふかげ けぶ る 枝 ごとに ねぐ 

らさ だむ る むら 烏 かな 

寒溪草 

溪 ふかき 雪の した 草 さながらに 春に 

も あはで 年 をつ むらむ 

陰 崖 竹 

世に うとき かた 山ぎ しに 生 ふる 竹 さ 

しもむな しき 心をぞ 見る 

姬人怨 レ服レ 散 

ひとり 身 を 千世 もとな どかね がふら 

ん 誰が 爲 にと て惜 む命ぞ 

： 愛妾 換 JH^   


植ゑ おきし 花 をば をら でよ そ 人の 手 

が ひの 駒に たど 心 ひく 

銅 雀 伎 

かた みぞと いふ も わりな しかくし つ 

つ 立ち まふ 袖 を 君み まし や は 

宮人 斜 

秋風の 露 ふきむ すぶ 草の はら 今 も か 

ざしの 玉 を こそ 見れ 

孟門行 

なげき こる 世の へ がた さに くらぶれ 

ば 岩根 ふむ て ふ 山 はもの か は 

閨怨 

春の 夜の 夢の まさか やた の むらむ 塵 

となる 身の ゆく へ 知らす て 

舊 宮人 

むかしべ や 今 も わすれぬ 宮姬 のな ほ 

ふりが たき 花の かざし は 

短歌 行 

ながして ふ 春 も 一 時 さく 花に 心 を や 

らで いつを 待た まし — 


小 遊 仙 

三千と せになる て ふ 桃 をく ひもて る 

翅ゃ ほしの つか ひな るら む 

花 も きもみ ぢも そめて 春秋 を 常に 

と むる わ だつ みの 宮 

雲のう へ に 袖 を つらぬる あま をと め 

月の みやこに 住む やい つまで 

たに 水の 淵と なる 世 を 誰かし るい は 

もと 菊の 露 はら ふまに 

時の 間に 波穗 ふみわけ いく 千里 蓬が 

しまに か へ る 山人 

この ゆ ふべ 雲のう てな に のぼりた ち 

霞 をす きて つどへ る や たれ 

水の 江が 心 お ぞさ やわら ふらむ 常世 

にす める 島の しま 守 

すぎ 來 つる 世の 名 を だに もい く 千と 

せ 霞に こめし 桃の みた もと 

雲の上 は 花に あくべき 里 も あれ や 世 

の も i とせ を 一 春に して 

鑷白  ； 


お く 霜 を は らふ も はか な 翁 草み ど り 

にか へ る 春 を 待つ とて 

玉樹後 庭 花 

常に かく ありと や 花に うた ひけむ 世 

は 露の間に 移ら ふ もの を 

陵 園 妾 

松の 門 さし もい く 世か經 にけ らし も 

ろき 木の葉 を 身の たぐ ひに て 

上 陽 人 

花に とぢ 紅葉に うづむ is のうちに い 

く 春秋 を あはれ と は 見し 

王昭君 

ま そか みむか ふもうし としの ぶら 

む 筆の すさみの さがに くき 世に 

いかにして 心 はやらむ 四つの 緒の 引 

きと むべき たび ぢ ならぬ を 

浦 島 子 

たち か へ り 誰に とひけ む 故 梅 は 見し 

にも あらす なりはてし 世 を 

法師 


雲水 をお のが こ」 ろと おもへば や 木 

の もとに だに 跡 をと ビ めぬ 

海人 

宿 を だに さだめぬ 蟹が 釣の 絲の こ 、 

ろぼ そくや 世 を 渡 るら む 

樵 夫 

山が つと いひな くた しそ 世に ふれば 

誰もな げき を こる 身なりけ り 

、し 

うしと いひ 哀と おも ふ 程なくば 世に 

ことの 棻も しげら ざら まし 

思 

よしあし をい にしへ 今と たどる に は 

いはぬ 思 も ある 世な りけ り 

IK 橋 立 

神の 世に 神の かよ ひし 跡 なれ や 雲井 

につ く 天の はし 立 

千世 古道 

ふみ 見なば 千世の 古道た どらめ や 心 

のさ かによ しまよ ふと も 


日本 55- 竟实 に天武 天皇 を 

いかづちの ひビ きも 結えて 天地に う 

け ひし こ と ぞ まさし かりけ る 

本居宣 長が 古事記 傳 書き はて 

て竟 宴のう たこ ひける に 神 直 

日 神 を 

かんな ほ！ b 

まがつ びの あらびあら せじと 神 直 日 

神の みたま や あれ ま しにけ む 

ぬひ 子が 家に て 人々 枕 草子よ 

みはて つる 日ち かく てと ほき 

ものと い ふこと を 

年た てばき の ふ を 去年と 思 ふより 心 

づ から や はるけ かるらむ 

萬棄 集の 武蔵 歌に なすら へて 

よめる 

ち i の實 のち X ぶの 山の 春が すみ は 

るた ちしより あさな くた つ 

いざさら ば朝茱 つま しむ さしの 

をく きが 雪 も 打ち とけに けり 

時つ 風 沖 吹く らし もむ さしの 海 も. - 
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舟人 ぞ ふなよ そ ひする 

むさし 野 はし もと 萱 はらしげ- -れば 

さやに も 見えぬ 玉の 橫 やま 

春 草 はま だ うらわ かしむ さし 野の を 

けら 花 さく 秋 まちて 見む 

いり まぢの 廣瀨の 森に ぬ さたて  > -大 

み そぎ 

屋が 原に 御 就し に 行く 

人のから 歌つ くりて と 求む る 

に 久しう さ る わざ もせで お ぼ 

つかなければ 

かぢ をた ぇ年經 ぬる 身 はから ごとに 

舟 こぎよ せむ よし も 知られす 

やむ ごとな きお まへ より 歌 か 

かむ 料に とてうる はしき. 紙 ど 

も あまた 賜 ひければ 

今より は 波に あらさ じ もし ほ 草 あ r 

な ゆ ふなに かきあつめつ 

大窪 IK 民の もとに 土瓶 をお く 

ると て 

冬 ごもる まどの すさみに 雪 を 煮て き 


よき こ i ろの 友と せよ 君 

遠き 國の 人の もとに ふみやる 

とて 

遠つ 人 かりし かよ はビ 山河 もお も ふ 

こ -^ろを へ だて まし や は 

大舉 のかう のとの i 谷 中の 莊 

を 見 侍りて 

おの づ から ふみの はやしの 陰 なれば 

霜のに しきの 色ぞ ことなる 

述懐 

月 花に 身 を まか せ て ぞ 過す ベ き 世の 

ことわざ はさ も あらば あれ 

おなじ 世に おなじす さみの 友 もがな 

ふる ごとしの ぶ 心 かたらむ 

述懐 非レ 一 

さまぐ にお もひぞ いづる 憂し とい 

ひ 嬉しと いひて 過ぎし 昔 を 

蜀 4^」 1.5^ 

とも すれば と はすが たり ぞ せられけ 

る 心 ひとしき 人し なければ 


ことの 葉の 道 はかた ぐ わかる とも 

た 2^ われの みや 昔し のばむ 

いざと いひて ともに そむかむ 人 もな 

し 世 はう きものと 思 ひ 知れ ども 

海邊 述懐 

なげかめ ゃ碟 のしら 玉み.  かくれて 人 

に 知られぬ たぐ ひ ある 世に 

ものお も ふ 頃 ひとりごとに 

うき を だに あ ひかたら はむ 人し あら 

ばかくまで 物 は 思 は ざら まし 

懷舊 

とも すれば ふりぬ る 世と てした ふ 身 

を老 のさが とな 思 ひくた しそ 

秋懐舊 

むかしべ を こふ る洎と 露し ぐれ いづ 

れか 秋に ふりま さるら む 

月 前懐舊 

おもかげ も 見し 世に 似た る 秋 なれば 

月の か み も むつまじ きかな 

い つ とても か はらで むか ふ 秋の 月見 
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し 世の 人 も か、 らまし かば 

有りし 世 をし のぶが 露に かげ やどす 

H? もむ かしゃ わすれ ざり けむ 

寄レ 夢懷舊 

人の 世 は 夢にもが もな ゆめなら ば さ 

めて 昔に 立歸 らまし 

いかで わが 身 をと いふ 句 をお 

きて 懍舊の 心 を 

年 ふれば た f 夢との みた どる 世に い 

かで わが 身 をう っ& とも 見む 

夢 

數 知らす 宵々 ごとに 見る 夢 をむ つの 

しなと は 誰か さだめし 

往事 如レ夢 

しげり あ ふ 夏野の 蝶 もしの ぶら む 花 

にむ つれし 春 を 夢と は 

月 前 無常 

おも ふ どち e: 見る たびの くりごとに 

あらまし かばと いふが 悲し さ 

蒼生 子が 身 まかりて 後 七と せ 


になり ける 頃、 ^ひ 子. 力 もと 

にて 春雨 ふる 日む かし をし の 

ぶと いふ こ と を 

春雨 はさび しかりけ りつれ ぐを訪 

ひ訪 はれつる 人し なければ 

標昭： が 十三 年の 忌に 夏懐舊 

かくしつ 、 こ \ら の 年 を ふるもの は 

五月の雨と^LAみだなりけり 

貞樹 がみ まかりけ る 又の 年の 

五月に 有りし 世 を 思 ひ 出で 

有りし 世 をし のび ぞ出づ る 郭公な ほ 

ふる 聲を きく 心地して 

みす 子が 一 めぐりに 吉澤臺 卿 

が もとめに て 橘の もとに 去年 

をし のぶとい ふこと を 

誰が そでに 今 はよ そ へむ 橘の こす ゑ 

はもとの 香に に ほふと も 

枝 直の みまかり ぬる 時 千 蔭が 

もと へ よみてお くりけ る 

世 をへ てもと こ はなる て ふ 橘の あき 


にあへ じと おも はまし や は 

おなじ 人の 十三 年の 忌に 月似レ 

古と い ふこと を 

秋 をへ て 人 はふり にし 宿ながら 巧 は 

むかし を わすれで ぞ すむ 

紅葉 を 見て むかし をし のぶ 

手 向と て をる 袖し ぼる もみ ぢ葉 にあ 

またし ぐれの 秋 は へ にけ り 

長月す ゑつ かたむす めの きく 

子み まかりて 七日に あたりけ 

る 日 その はかに まう で- - 菊の 

花な ど 折りて 手 向く とて 

はなつ む も わりな きわ ざぞ先 だち て 

我 こそ かくはと はるべき 身に 

その 頃 ちえ子が もとより 

物お もふ袂 のひづ やい かなら 

むな ベての 世 さへ 時雨 降る こ 

ろ 

と ある 返し 

なべて 世の 露 もし ぐれ もこ の 頃 はた 
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もとの ものと わび つ 、ぞ ふる 

また 千 蔭が もとより 神無月に 

なりて 殘れる 菊に そへ て 

秋 くれての これる 菊 も 有る も 

の を わすれがたみ もな どやと 

どめぬ 

と ある 返し 

秋 くれしま がきの 菊の それならば 花 

は 散る とも 香 や 接ら まし 

きく子 は 子 をう みて うせけ るが 

その。 もお ほせず なりに ければ 

かくな む 

千 蔭み まかりて 七日に あたり 

ける 日 菊花 一 枝お くると て 

おも ひき や 山路の きくを 手 折り もて 

袖に 泪の ふちな さむと は 

冬に 成りて 人々 とともに 芳宜 

園に つど ひて 歌よ みける 時 閑 

庭 霜と いふ こと を 

おも ひき やかれ 生の 霜 を ふみわけて 


はぎの あそびの 跡と はむ と は 

去月の 秋芳宜 園に 梅 をう つし 

植 ゑたり ける に、 その 秋 翁み 

. まかりに けり、 春に なりて そ 

の 梅の-^、 きそめ たる を、 もせ 

子の 許より 見よ とて 一 枝 をり 

てお こせた るに よみてお くり 

ける 

花 さかば つげむ とい ひし 園の f た 

みに 見む と 思 ひかけ き や 

千 蔭 なくなりて 後 ちえ子の も 

とより 歌 ども 書き つらねて 見 

せに おこせた る 草子の はしつ 

かたに 

水 かれし ふる. 江に たてる 草の 

名に うらなく 露の なさけ かけ 

てよ 

と あるか へ し 

もろともに もとの、. r- をく みて 見む ふ 

る 江の 水 はよ しあせ ぬと も 


おなじ 頃 ちえ子が 石 濱の莊 に 

てよ める 歌 を 見て その こ、 ろ 

にこた へたる 歌 

つみ はやす 人 や も いづこ 誰が 爲 にか 

きね のす みれ 春 を わすれぬ 

なき 人 を こふる なぎさに かげう つす 

花のお もても それ かと や 見し 

いと 君お も ひし るら む 川 水の 行き 

て か へ らぬ世 をう きせと は 

千 蔭が 一 めぐりの 忌に 紅葉 送レ 

秋と いふ こと を 

もみ ぢ ばの 過ぐ るなら ひ をな げきつ 

つ ことし も 秋に 又 や^れむ 

また 題 を さぐりて 暮春 该舊と 

いふ こと を 

と まらぬ 秋 は あはれ とい ひ ノ\ て 

昔 やい と ほざかり なむ 

おなじ 人の 三と せの 忌に 月 添， 一 

秋思, とい ふこと を 

春秋の すさみ は あまた あるが 中に 月 


を あはれ とい ひし 君 はも 

神祇 

神代より 神の たから をと る 弓 を まも 

りと なせる 國ぞ この 國 

1K 地の 神 やかため し^ 代に たて \ぅ 

ごかぬ 國の みはしら 

手く さとり 11^ ほりす ゑて たか 玉の し 

じに 神代の 例をぞ 見る 

百 千々 の 世に もうご かじ IK 地の 神の 

かためし 大和し まね は 

寄 レ！： 神祇 

かぐ 山 やみねの まさかき いく代 錢て 

しみさび けらし 神の 御前に 

住吉 

たぐ ひなき 光に も あるか 住の 江の 磯 

たちならす 波の 上の 月 

楫取 神社 

かとり がた 百 舟人の ぬ さたつ る 神の 

みや ゐ はいく 世へ にけ む 

社頭 树 


とこし へ にみ むろの さかき さか ゆく 

は； t 代の 種 やい は ひとぐ めし 

社頭 水 

ゆく 河の きょき なぎさと 萬 代に いは 

ひそめけ むみく まりの 神 

人の 贺に よもぎが 島 をつ くり 

たる 洲濱に 添へ て 

とこし へ によ もぎが しまの 島山 を あ 

りかよ ひ つ、 君 こそ は 見め 

宗 什が 四十の 賀に 

かくしつ、 千世 もへ なまし 松風の 聲 

をと もなる 宿の あるじ は 

こ は 茶 を 好む 人なる によりて か 

くな む 

原 澄 法師の 四十の 贺に 

山 まつの かげ を しめたる 宿 なれば 苔 

の袂ぞ 千世の どち なる 

白 川少將 君の 五十 賀に 

をす 國の しづめ なれと て 民ぐ さも 千 

世 もと 君 をい のらぬ はなし 


濱 田の 君の 五十の 賀に  琴 

^く 花 もさ かゆく 色 を 見す るかな 君 後 

が 千と せの 舂を 待つ とて  集 

佐賀の 君の 六十の 賀に 寄レ鶴 

祝  . 

海原 や 千 さとの 波に とぶ 鶴の はるか 

なる 世 は 君ぞ知 るら む 

寬齋市 河 翁の 六十の 贺に六 種 

の もの を 題に てよ める 歌 

- 碟 

君に こそた ぐへ て は 見め 常 磐なる 硯 

のい しの 命な がさ を 

筆 

世に 遠く か をら ざらめ や 筆の 上に 生 

ひ 出 づる花 はいろ ことにして 

おの づ から 老 せぬ 宿の すさみと て 千 

世 もに ほ はせ 松の けぶり を 

紙  4 

市に うる 街 もまれに やなり ぬらむ 君 S 
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が こと 葉 を 世に 傳 へな ぱ 

琴 

つま 琴の 玉の ひ き は 聞きな れつ 聲 

しる 人の たぐ ひなら ね ど 

盃 

もろ 人の 君に す、 むる さか づき を 我 

もく みて ぞ 千世 は 契らむ 

千 蔭が 六十の 賀に碳 山に さく 

らの花 きたる かた を 洲濱に 

つくりて、 波に はなのう つれ 

るかた を盃 のまき ゑに かきて 

その 櫻の もとにお けり 

わたつみの とこよの 波に かげう つす 

碟山ざ くら あかす も あるかな 

おなじ 人の 七十の 賀に栗 榧の 

實 鳥の 子 を もりた るら いしに 

結びつけ たる 歌 

くり か へ し 千世 はよ ばな む 思 ふ どち 

かひ ある 春 をい はふ まと ゐに 

人の 七十の の 賀に鶴 を 


天と ぶ や 籙の毛 ごろ も 袖 たれて きつ 

つなら さむ 千世 も 八 千世 も 

年の くれに 人の 七十の 賀に 

あたらしき 春 待ちつ けむ 宿 なれば わ 

かに へりつ、 千世 もす め 君 

人の 八十の 賀に 

すゑ 遠き 千と せの 坂に くらぶれば 八 

十 路は老 の ふもとな りけ り 

祌原 ぬしの あらたに 司 賜 ひた 

る を よろこびて 

馬車 引き入れつべく いまより はいと 

なみつ くれ 高き 門 を も 

しはすば かり 大久 保忠 陽ぬ し 

のっか さえ 給へ るを歡 びて 

袖の いろの みどり は 春に 先 だてつ あ 

けに も 染めよ 秋 またす して 

人の むことり したる をい はふ 

とて 浦 鶴と いふ こと を 

しき 波に 千世の よは ひやち ぎ るら む 

浦 わの 鶴の 翅 ならべて 


祝 

1K 地の 神 も 知ら じな かば かりに 洽り 

にけ る 御代の ためし は 

春 祝 

朝日 さす 高ね の 松に 千々 の 世 をた ち 

かさねた る 春霞 かな 

夏 祝 

かぎりなき いのちつ ぐて ふ あやめ 草 

君が 爲にぞ け ふ は ひか まし 

秋 祝 、 

あがた 人つ ど ふ市路 にこと、 へ ば 年 

ある 秋と こたへ ぬ はなし 

秋 ごとに 賜 ふっかき の數 そふ も を さ 

まる 御代の ためしと ぞ 見る 

秋 f  口 

宿 ごとに 千 五 百の いね を かりつ みて 

足 穗の秋 をい はふ 里 かな 

冬 祝 

霜 ゆきに あせぬ とこ はの 深み どり 千 

世 まつが えの 操をぞ 見る 
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寄 レ星祝 

君が代 は ほしの やどり をい く 千度 行 

きめぐ り て もつ きせざる らも 

寄 レ巌祝 

きみが 代 は 下つ 岩根の かたければ と 

はに うごかぬ 宮ば しら かな 

雲 か-る 松 さへ おふる 岩 ほこ そ 動き 

なき 世の たぐ ひに はせ む 

寄レ弓 _ 祝 

梓弓 引き こ- "ろみて よも 山の {寸 り わ 

すれぬ 世 こそ 安 けれ 

寄 レ龜祝 

おのが 身に いた く 島の 名 もしる く 

かめの よは ひや 常世なら まし 

寄 レ松祝 

しら 雲に 枝 さし か はす 峰の 松と しの 

高さ も か- -れ とぞ 思れ 

花 有，， 喜色， 

いづる 日の ひかりに に ほふ 朝露 を ま 

ちょろ こべる 花の 色 かな 


竹 遐年友 

明 くれに か はらぬ ともと 君し 見ば 竹 

のこ、 ろ も 千代に なびかむ 

竹不， 改レ色 

君が すむ 宿のう ゑ 竹 千世 ふと も あせ 

ぬ みどりの 色 を こそ 見め 

多 

きみが 代の た ひらの 宮の やち またに 

行き かふ 人 ぞ數も 知られぬ 

舊 

曰かげ 草 かづら にすな る 手ぶ りこ そ 

神代の ま V のた めしな り けれ 

た £づ さ 

玉 梓 はとる も あやなし 紫の は ひお く 

れ たる 色と 見し より 

低 

品 ひくき 身 はつる ばみ の 布 衣 袖の あ 

さぎ もお も ひかけ め や 

後 

われと わが 身 をし よそ へ ど 石の 帶の 

うはて さす をば 見る よし ぞ なき 


釋敎 

世の 塵に つゆ もけ がすな こ \ ろ もて 

心 を あら ふ 法の もろ 人 

勸持品 

たぐ ひなき 薰を 世々 に傳 へ よと 御 法 

の はなや ひらけ 初めけ む 

如是 相 

水の 上に うつろ ふ 月の おもかげ は あ 

りと 見 ゆる も 何 かつね なる 

ぎ 寛が 家のう ちの 一 間に 觀音 

大士を 安置して 供養し ける 

日、 水晶の 數珠 をお くりけ る 

に、 その 箱の ふたに 書きつ け 

ける 

暴り なき 思 ひの 玉 を 手なら さばた の 

む 誓 やた が は ざるら む 

おなじ 時人々 と共に 題 を さぐ 

りて 發大 淸淨 願と いふ こと を 

人 はみ な ひろき 誓の 海 をへ てに ごら 

ぬ 法の こ- - ろと もがな  I 
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ひじり の 御代の 

いにしへ の ひじり の 御代の ためしに 

も 思 ひくら ベむ 時ぞ このと き 

かひ やなから む 

した ふと も かひ やなから む <fr 日 わか 

れ あす は 野 山 を 行き 隔てな ば 

みやこの 手ぶ り 

もろ 人の 昔 をし のぶことば こそなら 

の 都の 手ぶ りなり けれ 

かよ ふこ >T ろの 

君に けさと もな ひつれ て 行く 雁 を か 

よふ 心の しるべ に はせ む 

物 名 

うし 

ひるの 間の たへ ぬ あっさに なら ひて 

♦  0  0 

や 月の 力け をもう しと 見 るら む 

こづみ 

瀬 を はやみ そこつみ くつ もなかり け 

り 岩間 を あら ふ 瀧の しら 波 

うつせみ 


堰 きうつせ みの 小 河の 淸き瀨 に ゆ ふ 

とり かけて 夏 はくら さむ 

住家 をば み 山に うつせ みやこ 人から 

きうき よの さがい とひな ば 

かに ひの はな 

I 重きる きぬもう きまで いかに ひの 

はなはだし くも 照り 增 るら む 

やよひの 末つ方 人の 家に ゆき 

ける に、 園に れんげ 草と いふ 

くさの 花 あまた^き たりけ る 

を、 歌よ めと ありければ 

舂 ふかき その ふに たれ も あくが れん 

0  0  0 

けさう ぐ ひすの 聲 老いぬ とも 

りうたん 

苔む せる いさめの つ み 誰が 世より 

0  0  0 

うたんうた じもと はで 過ぎけ む 

あじろ 人波に おりたち さわぐな りう 

たんと やする 瀨々 の 堠棣を 

折 句 

こまむ か へ 


こぎ まよ ふまの i 浦 舟む やひして か 

ぢ ふりたてよ へな みたかし も 

あはの くに 

あかす みむ はる もさ かりの のづ かさ 

にく も かとば かりに ほふ 櫻 は 

旋頭歌 

千 蔭が 家に て 萬 葉集竟 宴し け 

る 時 題 を わかちて 懲 うたと い 

ふこと を 

かくしつ  ゑ ひみ わら ひみ 思 ふ 人 ど 

ち 橘の かげ ふむ 庭 は 千世に ならさむ 
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井に 朝日う つれり くむ 人 あり 

朝日 かげに ほへ る 春の わか 水に 千世 

のさ かえ やくみて 知ら まし 

山里に すむ 女子 日す る 所 

花蔓 かけて や 千世 も 契ら まし わが 住 

む 山の まつの 二葉に 

わか 茱 摘む ところ 

千世 かけて ちぎる 小 松の すり 衣き て 

こそつ まめ 野べ の わか 茱は 

霞 を 分けて 山寺に いる 人 あり 

ゆく ま V に 霞む 山路 ぞ あはれ なる 跡 

をし も 世に へ だっと 思 へ ば 

梅の ゑに 

驚 もさ そ はれぬ ベ し 梅の 花い ろ 香お 

ぼ ゆる 筆のに ほひに 


梅の 花 かける あ ふぎに 

おの づ から 風 まつう めの 香 を そへ て 

抉に やどせ 春の 夜の 月 

籁の梅 さきたり 見る 人 あり 

たちと まる 袖 さ へ 香に ぞに ほふなる 

かきねの 梅の はなの 夕風 

客 あまた 來り ける 庭に うめの 

花咲きた る 所 

つくしが た 梅 さく 宿に まと ゐ せし 昔 

お ぼ ゆる 今日に や は あらぬ 

人々 あそびし たる 所の 庭に 梅 

の はな^けり 

梅の はな^く 木の もとに ふく 笛は聲 

も か をれ る 心地 こそ すれ 

梅の 花 さける に鹰 をす ゑて 人 

ゆく 

夕風に 雪と みだれて 散る 梅 をた もと 

に はら ふ 春の 狩人 

をと こすいが いのもとに 笛 ふ 

く、 梅の 花 散れり 


庭 もせに 梅 散る やど は 笛 竹の ふきよ 

る 風 も 香に ぞに ほへ る 

うめ 散らす 風に き ほひて 吹く 笛の よ 

に おもしろき 宿の 春 かな 

梅の 花 あり 水鳥 あそぶ 

霜 はら ふ をし の 羽 かぜに さそ はれて 

汀の 梅の 花ぞか をれ る 

紅梅に 鴛 

くれな ゐの 濃染の 梅に 一 しほのに ほ 

ひ を そ へて 鴛ぞ なく 

紅梅の 棺の 水に 入りた るかた 

を 

下水に あら ふ 錦と 見 ゆ るかな こす ゑ 

波 こす 梅の くれな ゐ 

初 午い なり まう で 男女お ほく 

行き かふ 

いなり 坂 霞のう ちに 句 ふなり かざし 

の 杉 も 花の たもと も 

わらび をる 女 かたみ ひさげ な 

どして あり 
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とる 手 ぞと見 ゆる すがたの 初 わらび 

かたみに つむ も 心 こそ ゆけ 

わらび すみれの ゑに 

春の 野 を ゆくての すみれ 下 わらびつ 

みて ぞけ ふの 家づ とに せむ 

つくぐ しの 繪に 

つくぐ し 春 野の 筆と いふ めれば か 

すみ も 添へ て家づ とに せむ 

女 柳の 枝 を ひか へ て 立てり 

袖 は へ てと る手ぞ まが ふ靑 柳のお な 

じみ どり を かさねき つれば 

柳お ほかる 家に 人 来れり 

とふ 人の 花の たもと ぞた ^ならぬ 柳 

にこ もる やどの 夕 ぐれ 

人の 家に やなぎ 櫻 あり 

にしき もて かこ ふ 垣ね と 見えつ る は 

柳樓 のか ゆ-に ぞ 有りけ る 

：< 々花の もとに あそぶ 

櫻ば な あすと だに や はたの むべき あ 

かぬ 心に け ふ はま かせむ 


道 ゆく 人 櫻の もとにと まれる 

岩ね ふむ 道なら なくに 春の 野 を 行き 

なづ みたる 花の かげ かな 

か へ る さも かくて 見るべき 花なら ば 

誰か さくらに 心お かまし 

往來を もと むる 花のに ほひ こそ 春 

の 旅路の ほ だしな り けれ 

道 ゆく 人 櫻の 花 を 見て 馬 をと 

どむ 

駒と めて あくまで は 見む 山 櫻た に 

過ぐべき 花の かげ か は 

人々 花の もとにね たる 所 

おも ふ どち 心へ だてぬ 花の もとに ひ 

もとき さげて 一 夜 あかさむ 

山里の 花^きたり 見る 人 あり 

たち かへ りかくと はつげ む 山里の 花 

のた より を 人 もこ そ 待て 

.3 里に 櫻の 花の^け るに 道行 

く 人の いひい る V 所 

山守の 心 や いづら 木の 本 ははな こそ 


人 を ま づとビ め けれ 

一 枝 はわれに まかせよ 山 ざ くら 都の 

つとに 折りて かざ、 む 

櫻の 木の もとに 弓 射る 所 

さくら 散る かげに 眞弓を 引きつれて 

肩ぬ ぐ 袖 も 香に ぞ 句へ る 

鳥籠 山 花 ある 所 

散る こと も 知ら じな とこの 山 櫻と こ 

しへ にの み 春 をし めつ i 

大原 女の 黑木 おひた るが 花の 

枝 をり 添へ たる かた 

舂 はまた やつる、 袖 も 折る 花に に ほ 

はす や 誰が 妻 木な るら む 

苗代 水に 櫻の 散りう かびた る 

所 

散る 花 はせ きもと めな で 苗代の 水の 

こ k ろに まかせつ るかな 

櫻の 枝と つくぐ し を 籠に 入 

れた るかに 

1 枝の 花に まじへ て山づ との あはれ 
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を 見す るつ くぐし かな 

富士の ゑに 

咲きつ く 花の はやし を 麓に て 雲井 

にに ほふ 不二の しら 雪 

蝶の かたかける：^ に 

吹き さそ ふ 風 もの どかに 散る 花の す 

がた おぼえて 飛ぶ 胡蝶 かな 

山 田う つ 所に かへ る 雁な ど あ 

る 所 

すき かへ す 山 田の 原に 引く しめの 引 

き や はとむ る 春の かりがね 

道 ゆく 人 歸臈を 見た る 所 

臈が ねの 行く か た 遠き たかね こそ わ 

れも越 ゆべき 山路な り けれ. 

雲雀のお りゐ たる 簿に 

あがる とも 見えぬ 春 野の 夕 ひばりす 

みれ の 床 やわ すれ か ぬらむ 

人々 春の 野に あそぶ 

おも ふ どち すみれ 摘みつ 、むらさき 

の 根 はふ 横 野に 今日は くらさむ 


花 をめ で 鳥 を あはれ む 春の 野 はこ \ 

ろ.，^ のす さみな りけ り 

曲水 实か きたる 繪に 

散りう かぶ 波間の 花の さか づきに ふ 

るき ためし やくみ て 知ら まし 

花の もとにより 来る 波の K 星 はな がれ 

て 遠き ためしな りけ り 

も、 の 花 を 女 どもの 折る 所 

紅の こぞめ の 袖と 見 ゆる かなと る 手 

にに ほふ 桃の 初花 

海棠 を 

春の 色 を 見よ とか い たうに ほふらむ 

錦 を はれる 花の 梢 は 

山吹 ゆ、 きたる 家に 入来て 見る 

ゆく 春 を こ \ にと^め よ 山吹の 花の 

竊を へだてに はして 

よき 女 藤の はな を もて あそぶ 

紫の いろに に ほへ る 藤の はな かさぬ 

る 袖に いざくらべ 見む 

白 牡丹の 繪に 


月 雪の きょき こ.^ ろ を 一 花のに ほひ 

にこむ るふ かみ 草 かな 

神 まつる！^ 

神の ます 社の まさかき 夏た てば ゆ ふ 

しでかけ ぬ 下つ 枝 もな し 

卯の花 さけり 月 あかし 

うのはなのに ほ へ る 宿 はおの づ から 

月の 光 も 世に 似 ざり けり 

卯の花 さける やど をと ふ 人 あ 

り 

たち かへ り 人 にもつげ む 卯の花のに 

ほひよ ろしき 玉 河の 里 

うのはな 咲け る 家に 郭公 を 待 

つ 

卯の花 はは や^きに けり ほと、 ぎす 

初音 もらさば 吾が 宿に 鳴け 

杉た てる かたに 郭公な く 所 

ほと、 ぎす 鳴く や 杉 生の 梢より 三つ 

の やしろに 聲の おちく る 

郭公な く 山路 を 女ぐ る ま 行く 
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郭公 聲 する かたに ひかれな ばなら は 

ぬ 山のお くも 分け まし 

淀の わたりに 舟 あり ほと \ぎ 

す 鳴く 

舟よ ばふ聲 にこた へて 郭公よ どの わ 

たりに をち かへ り 鳴く 

あやめ ふく 家に 時鳥た く 

あやめ 草 下露 かをる 曙に 鳴く やの き 

ばの 山 ほと.^ ぎす 

雨 ふる 日 人お ほく 早苗と る 

早苗と るかた やい くしろ 五月雨に み 

だれて 出 づる田 子の すが 笠 

さう ぶと る 所 また かざせる も 

あり 

ふり は へ て かざす よどの 、あやめ 草 

引きお くれたる 人 も ありけ り 

かざす 手 もとる 手 もに ほふ あやめ 草 

千世 を やちぎ る 心 々 に 

五月 五日 馬 引き出で & 見る 所 

あ 力 駒に しづくら おきてよ そへ る や 


ま 手の つが ひ をい そぐな るら む 

五月 五日 駒 くらべす る 所 

袖の 香 も 駒の 足竝も かた 分けて 神の 

御前に きそ ひ 出で にけ り 

たちばなの^ きたる 所 戀の心 

を 

袖の 香に 花 たちばな をよ そ へつ \ い 

たづら ぶし も あはれ そふ 頃 

蘭の 簿に 

草 も 木 も これに しく 花なければ や に 

ほひのお やと 入の いふら む 

たかうな 折る 所 

夏 くれば まづ こそた をれ なよ 竹の こ 

は 生 ひた &ぬ程 を 時と て 

す みする 所 

おばし まの 下行く 水 はたれ も 皆お り 

ゐて むすべ 夏な かりけ り 

河の ほとりに す 1- みする 所 

むすぶ 手に 波間の 月 を やどしつ &夏 

を わする づらの 宿 


雨 はる \ゅ ふべ 高殿に す み 

する 人 あり 

村雨の なごりす にしき 高殿に 千 さと 

を かけて ゆ ふ風ぞ 吹く 

いづみに 月の 影う つりた る を 

女 ども 見る ほどに 大路 を 笛吹 

きて 行く 人 あり 

水のお もに 月 だに やどる 宿 をお きて 

いづく に 笛の 音 をす ますら む 

女の あ ふぎ もた るかた を 

なつかしき 風の やどりと 手なら す や 

誰に あ ふぎの 名を賴 むらむ 

桐の 葉の 散りた るかた 

もろく 散るなら ひも うれし か --ら す 

ばき りの 廣葉ゃ 月に うからむ 

白 获の總 

夕月の 影 かと 見し はしら はぎの 露に 

に ほ へ る しづえな りけ り 

七く さの 花 を かける 输に 

からにしき ひもとく 花の 七く さに 秋 
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の あはれ を あつめて ぞ昆る 

女郎花の 繪に 

いく 秋 も 道し あせす ば をみ なへ しな 

に 一 時の 花と や は 見む 

馬に のりた る 人 秋の 野 を 行く 

かり 衣 秋 野の 露に ぬれに けり をば な 

あしげの こまに まかせて 

野の花 さかりに ひらけて 人々 

あつまりて 見る、 又 かりとる 

所 も あり 

おりたちて 見る もた をる もや ちぐさ 

の 花に 心 を ひかれぬ はなし 

秋の 花 ども をう ゑた る 所 

いろ-.、 の蟲 の， 音ながら 移しき て 花 

野の 秋 をし めし 宿 かな 

秋 海棠の 鎗に 

いか なれば 秋 野の 露の 下草に 春のに 

ほひ を 猶とヌ むらむ 

野の 宫の かたかける 搏 に 

夕 露 をよ すがに 月 もと ひて けり 秋 野 


のみやの 花に ほふ ころ 

琴の ね もす みやま さらむ 秋の 野の 小 

柴が もと に 月 やどる 頃 

家に 女 月 を 見る 

ふるされし うき 身のと もと 見る 月 は 

よもぎが もとの 心しり き や 

月夜に 女の 冢に をと こゐ より 

て 居たり 

うちつけに 人 まつ 蟲 もな くもの を 月 

をのみ や は 君 やどすべき 

女 車 をた て， -月を 見出した る 

玉す だれかげ あら はなる 小 車に おも 

なきまで ぞ月 はすみ ける 

秋の 月お もしろ きに 池 ある 家 

すむ 人の こ ろ を さ へ にくみ て 見む 

月お もしろ き 宿の 池 水 

は 月ば かり 雁の 聲 まっかた 

かっし かの わさ 田 かる 男に こと- -は 

む 初 雁が ねの 聲 はき \ つや 

駒む か へ 見る 女 車 あり 


月 を さへ へだつ る 松の したす だれお 

ぼっかな しゃき り 原の 駒 

人の 賀の屛 風に 海の ほとりに 

人々 月見た る 所 

わたつみの かざしの 花と 見 ゆる かな 

月に に ほへ る 沖つ しら 浪 

鹿 Q ひとり 立てる かた を 

たちあ かす 夜 を やわ ぶら む 野べ の 鹿 

ゆめ かたら はむ 妻し なければ 

大屋 何が しの 七十の 賀に、 菊 

の 花の^き たる かげに 水の な 

がれた るかた かける 鎗を おく 

ると て、 淺田 ぬしの これの 歌 

よめと 有りければ 

かげ さへ もに ほ へ る 菊の 下水に 千と 

せの 秋 をう つして ぞ 見る 

稻 ほしたり 

里 ごとに たりほの 稻を かけ ほして か 

ひ ある 秋の ほど ぞ 見えけ る 

茱萸 袋の かたかける 樓に 
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山人の け ふの ためしの いく 藥 かけて 

やちょの 秋 を ちぎらむ 

紅 楚の折 枝 を かける 綺に 

I 枝に み 山の 秋 を しらする やた が 家 

づ とのす さみな るら む 

箱 根 山 もみ ぢぉ ほかる 所 

箱根路 はもみ ぢ しにけ り 旅人の 山 分 

け 衣 袖に ほふまで 

山里に かりす る 人 来れり 

かりく らし 一 夜は寢 なむ 山里. にの こ 

る もみ ぢを 明日 も 見が てら 

網 代に 紅葉の よせた る 所 

散る もみ ぢ瀨々 の あじろに か- -らす 

ば 昨日の 秋 を 波に 昆ま しゃ 

あられ 降る 野 を ゆく 人 あり 

旅人の しばした ちょる しもと 原う ち 

し をる まで ふる 霰 かな 

女す だれの もとに 立ちて 雪の 

木に 降り か- -れる を 見る 

はなとの み 稍に 雪 は 散る もの を ふり 


すて \ や はた J>- に 過ぐべき 

あがたの 家に 翁 雪 を 見る、 を 

さなき も あり 

はしりで に 大雪 ふれり いざ 子ども ほ 

だ 焚き そへ よ 翁 さびせ む 

高殿に 雪見る 人 あり 

雪 ふれば 千里 もち かしおば しまの も 

とより っビく 不二の 柴山 

山里に 住む 人 雪の ふるお 見る 

雪つ もる 軒の むら 竹う ち ふして 道み 

ぬ 山 も あら はれに けり 

雪の あした 鹰 がりし たる 所 

みゆき 降る あだの 大野の 朝 狩に き ほ 

ひて 出づる 雲の上 人 

雪 ふる 日 山里 をと ふ 人 あり 

おもしろく 降る しら 雪の ふり は へ て 

たが 冬 ごもる 宿 をと ふらむ 

雪の 降りた るに 人々 舟に 乘り 

て 見る 

ゆく 河の いづく は あれ ど 雪つ もる こ 


の 松 かげに む やひして 見む 

雪つ もる 入江のと まやき しの 松み ど 

ころお ほき 舟路 なりけ り 

屏風の 繪 にこし の 白山の かた 

かける を 

はるかなる こしに 有る て ふしら 山 を 

ゆき 見て 誰か かくは うつせし 

月次の 屏風の 料 十二月 小键山 

大原ゃ 神の みやつ こきよ めすな 玉し 

くば かり 雪の つもれる 

祌樂 せる 所 

ひと なさ 

わざ をぎ の 昔お！ はえて 人 長が たち ま 

ふ 袖 も 神 さびに けり 

年 くれて 竹 ある 家 

かねてより 春の 色なる 竹垣 は 年の さ 

かひ もへ だて ざり けり 

松に 朝日の 搶 

すみの. 江の 波 もに ほひて 朝日 子が 影 

さしの ぼる. 岸の 松かさ 

, 小 倉の 君の 六十の 賀に 松の 綺 
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に 書きつ け X る 

もろ 人の 千世に まさへ とうた ふに ぞ 

山 松が ぇも聲 あはせ ける 

道行く 人き しの ほとりなる 松 

の もとに やすみて 波の よる を 

見る かた 

波 あら ふみな ぎは淸 しい ざこ \ に 松 

がね まくらし ばし 結ばむ 

松と 竹と 栽 ゑた る 所 を 女み る 

搶に 

おも ふ ことか はらぬ 中 もなら は や 

千世の どち なる 松と 竹と に 

養 芝の 鎗に 

たぐ ひなき 種と こそ 見れ 石の 上に 千 

とせ を かけて おふる 初 草 

岩の 上に 鶴た てり 

岩のう へ にむ れゐる たづ も 夕し ほの 

さすに ひかれて 浦傳 ひせり 

鶴の 槍に 

明けぬ とて 先づ つげ そむる 初と りの 


にこた へ て 鳴く や こ ゑ かな 

きぬ < ^にう きを かこた む 鳥の 音 を 

老は ねざめの 友と こそ 閒け 

龜の鎗 に 

うきにす む ものと ないひ そ 河 かめの 

にごりになる X 身ぞ やすげ なる 

壽 星の 簿に 

千世つ まむ ためしに 見よ と 此の 神の 

かしらの 雪 や 高く かさねし 

うさぎの 繪に 

くれ そむる を 花が もとの しろう さぎ 

月の 影 かと 見ぞ まが へつ る 

桃花 源の 繪に 

かくれがの 春 や いくよの 名 续ぞと 花 

ものい は に 問 はまし もの を 

竹 取の 翁の 槍に 

あはれ とて 世に やった へ しなよ 竹の 

此の 一 ふしの 昔が たり は 

碁う ちた る 所 

何 ゆ ゑの すさみ なれば かもろ 共に あ 


くご も 知らで うちむ かふら む 

白 川少將 殿に て 人々 なみ ゐた 

る さま を繪 にか 、 せ 給 ひて、 

これに 歌 ひとつと あるに、 お 

のが かた も そのうち にあれば 

をり にあ ふもうれ しかりけ りうつ し 

ゑ に 姿と むる け ふの まと ゐは 

女の つら づ ゑつき たる 所 

淚の みはら ふお もてに つくつ ゑの か 

ひな 0 世と や 思 ひし るら む 

うかれめ の 舟に 乘 りたる かた 

を 

さだめな きょる ベ を 波に まかせつ \ 

つな-かぬ 舟ぞ 身の たぐ ひなる 

京 Q 家に 市 女 来り 酒うる 

もろともに 醉 をす ，><  めよ 立ち まじり 

おのが あがたの こと 語る とて 

そぼつ の 椿に 

大か たも 田 子 はう きに ぞ たちならす 

扶 そぼつ はなれば かり か は 
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茶 具い る& うつ はの 繪に歌 か 

けと 入の いひければ 

雪 をに るす さみ もうれ しかくれ がの 

松の あらしに 心すむ 夜 は 

ゆ ふの 山の 簿に 

萬 代に 神 さびた てる ゆ ふの 山 そら 行 

く 雲 も ふもとな りけ り 

あさま 山の 繪に 

あさま 山 神の いぶきの 霧 はれて 雲井 

にたてる 夕け ぶり かな 

二 神の^に 

千 萬の よに も 動か じふた 神の ゆきめ 

ぐらし i あめの 御 柱 

よもぎが 島に 玉のう てな など 

あるかた 

これ や この 家路 わすれて 浦 島の 妻 ど 

ひしけ む わたつみの 宮 

海の ほとりに 風 ふき 浪 たつ 

風 をいた み诸 に舟ぞ よせ 来なる 明 石 

の 門浪音 もと 1- ろに 


瀧の 繪に 

誰が ために さらせる 布 ぞ舂は 花 あき 

は 紅葉の 色に 染みつ & 

たった 河の 输に 

もみ ぢ 葉の 流れて 常にう かべる は 水 

の 秋 を や こ- - にと めし 

柴 くだしの 簿に 

ながれ 來 る 眞柴と ると や 下つ 瀨 にあ 

らそひ 出づる 宇治の 河 ふね 

越の 君の 北方の 御 屏風の 緒に 

正月 子の 日す る 家 

引きう- -る 子の 日の 松の かげ ごとに 

千世 を こめても 見 ゆる 宿 かな 

二月 いなり まう で 

け ふごと に 杉の 葉 かざす いかり 山み 

ねとよ むまで 人ぞ つど へ る 

三月 馬車に 乘 りて 人の 花見 

たる 所 

樓 ばな^く 木の もとは 春霞た ちゃす 

ら はぬ 人し. もぞ なき 


四月 卯の花 ある 家に 郭公 過 

ぐ 

郭公 鳴く 音ぞ たえぬ 卯の花のに ほふ 

かきね を 過ぎが てに して 

五月 あやめ 引く ところ 

澤 水に 根な がくお ふる あやめ 草まづ 

こそ 千世の ためしに は 引け 

六月 はらへ 十る 所 

秋風 を 袖に やどして 歸 らまし 夏 をば 

すてつ 今 3 のみ そぎに 

七月 たなばた まつる ところ 

たなばたに かしつる 琴の いとせ めて 

あかぬ わかれ を 引き もとにめ よ 

八月 つり どのに 月を昆 る 

なが むれば 手に とる ばかりおば しま 

の 下 ゆく 水に やどる 月影 

九月 人々 菊 を 見る 

老を しも かげと むとしき く なれば 

ともに ぞ ぬれむ 花の しづくに 

十月 女 ども 紅葉 ひろ ふ 所 


いざさら ば ひろ ふ 紅 菜 を 袖の 色に 句 

ひか はして 今日は くらさむ 

十 一 月 かぐらす ると ころ 

つま 琴 も 笛 もしら ベ を か へ てけ り 朝 

倉うた ふ聲を 待ちえ て 

十二月 松 竹に 雪つ もれり 

降る がう へ にい や ふる 雪 やまつ 竹に 

こ i らの 千世 を こめて 見 すらむ 
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百 二- 

春た つ 日 

朝風に 氷 流る 、瀧のう へのみ ふね 0 

山に 春は來 にけ り 

子 日 

いっとても はつ は あかす 小 松原 こ 

こらの 春に ひかれ 來 ぬれ ど 

わかな 

都人 ゆきかき 分けて 春 もま だ あさ， 澤 

ぐ を 摘む やた がた め 

白馬 

あ を 馬の 毛い ろ も はえて 見 g るかな 

今日 引き わたす 紫の 庭 

のこりの 雪 

霞た つす ゑの 松 山 はる 越えて 消えの 

こる 雪 や 波と 昆 ゆらむ 


霞 

の どけ さの きの ふに か は る 空 見れ ば 

年のへ だて は 霞な りけ り 

かげろ ふ 

かげろ ふの も ゆる を絲 とい ふめる は 

春の くる 野に たてば なりけ り 

うぐ ひす 

篱の 鳴く 初聲を 聞く とき は老も わす 

る こ ^ ち こそ すれ 

いなり 詣 

神 さぶ るいな りの 山の いは ひ 杉い く 

よの 人 かか ざし 折りけ む 

春雨 

春の 海 や こち ふきた ゆる 夕な ぎに 霞 

むな ごり ぞ雨 になり 行く 

紅梅 

紅に に ほへ るう め やま づ 春の いろ を 

ふかむ る 初めな るら む 

柳  . 

光 ありとう た ふ 朱 雀の 玉 やなぎ 露の 


かけた る 名に こそ 有り けれ 

さくら 

さかりな るみ 山 櫻 を來て 見れば 花 ゆ 

ゑ 世 を も そむくべき かな 

三日の 日 

めづ らしな 今日し もぬ さと 散る 花 を 

みそぎに ながす 春の 川 水 

春の 田 

賤の男 は 散りし く 花 をす きか へ し 雪 

におり たつ 春の を 山 田 

かへ る臈 

臈の ゆく 尾 上の 花 は 雪なる を 一 夜 は 

旅の やどりから なむ 

春 月  • 

かくて こそ あはれ も そ はれ ほの ぐ 

と 霞みな がらに 有 明の 月 

すみれ 

春 はまた 草に やつる X 故鄕 もす みれ 

摘みに と人ぞ とひけ る 

藤 
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池 水に に ほ へ る 色の 深ければ ふぢと 

は 花の 名に おほしけ む 

春の はて 

散り 殘る花 はな ごり も ある もの をつ 

れ なく 募る-春 や 何なり 

衣が へ 

ぬぎ かふる 夏の ころも はう すくと も 

花の香 を だに 移さ まし かば 

ほと & ぎす 

明け そむる 箱 根の 關の ほと \ ぎす 一 1 

こ ゑ 三 聲まづ なのるな り 

神 まつり 

あふひ 草 引く はたが 子ぞ みあれ 山し 

げる かづら の 夏 影に して 

£ 日 

軒に 葺く 今日の あやめの それならで 

引き あらそ ふは眞 弓な りけ り 

たちばな 

たち 花の 花 さく 宿の いつは あれ ど 雨 

の ゆ ふべ ぞ 世に 似 ざり ける 


あ ふぎ 

風 を 音に ならす 扇の 三重ながら ひと 

へ に 夏 はわ すられに けり 

なでしこ 

からにしき 色 こき 中に くれな ゐのゅ 

はた もま じる なでしこの 花 

あ ふち 

入日 さす かた 山ば やしお く 見えて 散 

る や あ ふちの 花の 夕 かげ 

ほたる 

草 ふかき 野中の しみ づ それ を だに 有 

りと 知らせて 飛ぶ 螢 かな 

^河 

鵜 飼 舟 さす や 水 i に 散る 露 もみだれ 

て 見 ゆる か り 火の 影 

蚊 遣 火 

くれはてぬ 宿に けぶり は先づ たてつ 

有る かなき か を いと ふば かりに 

水む ろ 

消えぬ 間と 都へ いそぐ 水 室 守み ちな 


が さ 力の ほど やわ ぶら む 

藥 がり 

生 ひしげ る 夏野の はらの くすり 狩い 

づ こに 鹿の 跡 はと むらむ 

夕 だち 

ゆ ふだち に 川と なり 行く いさら 水 わ 

たり やわび む 野路の 旅人 

なごし の祓 

國っ罪 今 はの こら じ 大王の 御門の は 

らに はら へ しつれば 

初秋 

をぎ 原 やまだ 穗に 出で ぬ 程ながら ゆ 

ふべ は 秋と 初風ぞ 吹く 

なぬかの 夜 

棚ば たの こ、 ろも签 にくみて 見む た 

ら ひの 水に かげし うつらば 

をぎ 

風の 音に くだけて もの をお もへ とや 

露 ふきむ すぶ 庭の をぎ 原 

はぎ 
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髙ま どや をの への 秋に 宮人の むかし 

かざし X 萩の 花 散る 

をみ な へ し 

口な しの 色 に^け ども をみ な へ しと 

はで 過ぐべき 秋の 野べ か は 

十五夜， 

めな るれば 心お とりのする 世に も 今 

宵の 月 は あかす も 有る かな 

駒む かへ 

あ ふさ かの 關の あらが き あら-かに 

山 ふみならす 岩ぶ ちの 駒 

露 

さまぐ の 花に なれに し扶に はか わ 

かぬ 露 を あはれ とぞ 見る 

霧 

きりこむ る 峰の かけはし 末 消えて 獪 

によく 似た る 夕 ぐれの 山 

松む し 

住み 荒れし む ぐらの 門に 聲 たて 人人 

まつ 蟲ぞ あるじが ほなる 


鈴蟲 

夕され ば 露ち る をの \ 秋風に ふり 出 

で& 鳴く 鈴 蟲の聲 

きりぐ す 

ねざめす る 霜夜の 床の きりぐ す 有 

る かなき か の音ぞ あはれ な る 

鹿 

山彥 のかす かにった ふ 鹿の 音 は 幾重 

の峯 のおく に 鳴 くらむ 

秋 山 

秋山ぞ われ はとい ひし 昔べ も あかぬ 

もみ ぢ やかく こそ 有りけ め 

野 分 

も 乂  くさの 花 はさら でもう つり 1. 汀く 

秋の すゑ 野に If 分 吹くな り 

紅葉 

は \ そ 原 かつ 散り そめ て 露霜の こ - 

ろ あさ -I や 色に 見 すらむ 

秋 夜 

ともし 火 はか  > -げ つくせ ど殘る 夜に 


はてなき 秋の 思 ひをぞ 知る 

衣う つ 

よもすがら 麻の さ ごろ も 手 もす まに 

うつや 袂を まきの c!g 人 

菊 

1 もと も あはれ と は 見よ むらさきの 

ゆかり わすれぬ 菊のに ほひ を 

くれの 秋 

»  け ふ 

うきと き はう きを 力 こちて 今日は ま 

たと まらぬ 秋 を 何 うら むらむ 

時雨 

さがみ ねの いづれ は あれ ど 冬た てば 

雨 降の 山 ぞ先づ しぐれ. ける 

氷 

行き かよ ふす はの あ ふみの 厚水 神の 

をし へし 道 はまよ はす 

霜 

木が くれや 塒の鳥 も 出で がて に 吹く 

風 さ ゆる 庭の 朝し も 

あられ 
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やま 風のに はかに さそ ふし もと 原棺 

みだれて あられ 降るな り 

網 代 

もり あかす 夜 床 やわぶ る あじろ 人と 

もす か り Q ひ をた のみつ 

落葉 

日に 添へ て 落 IT そふ かくな りに ける 

なれし 妻 木の 道た どるまで 

水鳥 

世 を わたる 人し もなら へ 水鳥の やす 

くぞ 波に うき しづみ する 

磨 狩 

狩人の 袖 吹き かへ す 朝風に かれ ふの 

す- -き 立つ かげ もな し 

雪 

すみぞめ Q 夕の 雲の 絕ぇ 問より なほ 

くれのこる 峰の しら 雪 

炭が ま 

冬 ごもる 程 やい つまで すみがま のけ 

ぶりく ゆらす をの 山人 


埋火 

お も ふ どち かたら ひ あかせ 冬の 夜 を 

ひ を け 

火桶の 灰の しらみ 行く まで 

五節 

みや 人 はとよ の あかりの なごりと て 

肩ぬ ぐば かり ゑ ひしれ にけ り 

力ぐ ら 

やまとて ふ 玉 ごとの 名に 引き か へ て 

から をぎ せむ とうた ふ 子 や たれ 

佛名 

罪と が も佛の 御名 もの こさじと 曉か 

けて 花 たてまつる 

としのくれ 

くり か へ しお もへば とほし 年波 をと 

を はたとの み數へ てし よは 

知らぬ 人 

まだ 知らぬ 人 を あやなく こふる に は 

心の みこ そしる ベな り けれ 

い ひ はじむ 

け ふまで はお も ひつ i みて B をぞ へ 


しい はで やむべき 心なら ね ど 

いはで おも ふ 

い たづら に 袖 やくち なむ 思 ふこと 人 

にい はての 森の しづくに 

はじめて ゆ へ る 

あ ふこと ははつ 花す りの かり 衣う つ 

ろ ふ 色 をみ はてす もがな 

あ ひお も ふ 

なか. に うらむ るふし も 多 かりき 

相思 ふなかの 心す さみに 

相お も はぬ 

うちとけぬ 人に 心 をお くやまの そ は 

そ はし くもなり まさる かな 

こと 人 をお も ふ 

末つ ひに かくて や 我 を わすれ 水な が 

れて よそに ひかれ そめな ば 

よる ひとり をり 

ともし 火の もとの 心 やた どるら むこ 

れぞ かたみと みづ ぐき の 跡 

ふたり をり 
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うら もな く 語ら ふ 時 はもろ ともに 千 

よ を I 夜と おも ふば かり ぞ 

よ ひの ま 

世の 人に 寢 よとの かね をと ぢめ にて 

おき わかれな む 我 や 何なり 

口 かたむ 

相お も ふ 中と や 人のと が むらむ わが 

名な かけ そと はす 語りに 

1 夜へ だてた る 

恨み わびぬ 一 よば かりの 夜 がれ を も 

また か. 4 らばと 思 ふ 心に 

二 夜へ だてた る 

きの ふとい ひけ ふの 細 布む ねせば み 

あはで 今宵 も 明けむ とやす る 

ものへ だてた る 

かつみ ても齒 した は， れ つ を 車に おも 

がくしせ し 袖の なごり は 

名 を をし む 

戀ひ 死なむ 命 はさても 有りぬ べしせ 

めて うき 名の 殘らす もがな 


たのむ る 

君 をのみ たのむ 心 は 深 かりき 世の い 

つ はりに 馴れし 身 なれ ど 

よべ どか へらぬ 

とけが たき 心 くらべに まけ じと やし 

ばし とい へど 立ち もとまらぬ 

ふみをみ ぬ 

もし ほ 草 かき やる かひ もなかり けり 

ひろふみ るめ も あらぬ 渚に 

お. ひやす 

下紐の した こがれつ 乂 おもへば や 三 

重む すぶ まで 身 はやせに けむ 

おも ひ いづ 

見し 世に はた 1^ なほ ざり の ひと 言 も 

思 ひ 出づれ ばな つかしき かな 

むかし あへ る 人 

ことに 出で. * しばし 引き 昆む あづさ 

弓 もとの 心 を 人 やた どると 

年經 ていふ 

いひよ る もやさし な 年 を ふる 镜 みむ 


わが 影 を 君 たどりな ば 

いやしき をい とふ 

契り あれば 霞なら でも 立ちのぼ るた 

めし を 人の など か 思 はぬ 

人づま 

いか なれば 塵 もす ゑ じと 思 ふらむ わ 

が 床な つの 花なら なくに 

かくれ 妻 

しのぶれ ばう きみな 底の 玉が し は あ 

ら はれて あ ふよし のなければ 

山里 

山 ざと はかけ ひに うくる 谷水の こ- 

ろ ぼ  そく も 年 を  こそ  ふれ 

そま 

よろ づょ 

君が ためとる ともつ きじ 萬 代に いづ 

みの 杣 のまき の つまで は 

ふるさと 

故鄉 はと へど こたへ ぬ 飛鳥 風 をの へ 

の 松に い たづら に 吹く 

井 
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山 さとの むかしし のばむ を とめ子が 

おもかげ うか ベ 御井 のま 淸水 

君が代 は 七つの 道の 國人も 三つの 關 

を ややす く 越 ゆらむ 

淵 

しら 玉 はありと も 誰か かづくべき こ 

の 岩 淵の そこ ひなければ 

瀨 

かくて 身 をう しとな 思 ひ はっせ 河う 

れ しき 瀨をも 待ちて 見む 世に 

やな 

せきとめ てみ なわ さかまく 六 田 河 や 

なせの 波 は 音 もと ろに 

うたかた 

1 しきり 降り 来る 雨に 數そ ひて 消え 

て はむ すぶ 波のう たかた 

釣 

かくて 身 はふる 江に たる.. 釣の 絲の 

世に ひかれぬ も 心 やすし や 

翁 


とも すれば わかき が 中に いと はれて 

おきな さびた る 身 をい かにせ む 

うな ゐ 

うな ゐ 子が はなり の髮 をな づ るかな 

老 にあえよ と 思 ふ 心に 

法師 

むらさきの 雲 まつ 身 こそ やすげ なれ 

この 世 はかりに すみぞめの 袖 

車 

かぞ へつ 、見れば 車 もな きもの を 何 

よしあしの 名 はさ だむべき 

舟 

ちりう かぶ 波の 木の葉と 見る ばかり 

沖に なづさ ふしが のうら 舟 

使 

〔原本 缺.， 之〕 

玉 

いと せめてと りえし 玉の 枝 さへ もお 

も ひく だくる 種と なり にき 

； 1:1     I 


おり いづる こま もろこしの 品 は あれ 

ど 倭 錦に しく はた はなし 

布 

たがために さらせる 布ぞ賤 のめが わ 

れと はさら に 身に もまと はで 

琴 

うきこと をお も ひつ けて 是を だに 

かたら ひ 人と なすよ しもが な 

弓 

弓と いへ ば眞 弓つ き ゆみ 品 は あれ ど 

玉 まく ゆみに 心 こそ ひけ 

たち 

〔原本， 之〕 

鏡 

神代よ り 光く もら ぬか みこ そむ ベ 

も ひ つぎの しるしな り けれ 

もと ゆ ひ 

年 ふりし 我 もと ゆ ひのこ むら 亡きい 

つより 霜に むすび かへ けむ 

こ - ろざし をい ふ 
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いける まの 心 ひとつし たのしく ばな 

からむ 後の 千 名 も 何せむ 

文化 二 年 六月 二日 

山 ざと を 梅見が てらに とひし かば は 

つ 鴛の音 をぞ閉 きつる 

雨に そめ 風に さらせる 靑 柳の いと は 

曰 ごとに いろ 添 はり ゆく 

春 はたに 花の かば こそ 慕 はるれ 胡蝶 

に 身 を も かへ しばかりに 

なつかしき すみれの 床 をよ そに 見て 

あがる 雲雀 ぞ心 そらなる 

山吹の 花の しがら みに ほふな り 春せ 

きとむ る 井出の 玉 水 

夏 

心 ありて 夏山 かげに さくら 花 あかで 

わかれし 春 を 見よ とか 

むらさめの ゆ ふべ は あれ ど ほと  >- ぎ 

す 有 明の 月に なのる ー聲 


木の もとは かきな はら ひ そ 紫 をむ. ら 

ごに なして あ ふち 散る 比 

咲き まじる 野べ は 秋に もお とらめ や 

さゆり なでしこ あ ぢさゐ の 花 

藻 かり 人 その 舟ち め 夏 河に われ も 

うかびて 夕す ぐみ せむ 

秋 

かくば かり 殘る あっさに か は ほり を 

秋と て 誰かう とみし もせむ 

野べ 見に と 思 ふ 友に しつげ やらむ 萩 

のあそびの をり は來 にけ り 

月見つ k 今宵 はこ- -に うきねせ む あ 

きのか つらの 河瀨 こぐ 舟 

靑 きをば おきてな げかむ 陰 もな しそ 

むる 千 の 岡の もみ ぢ葉 

たのみ ある 秋 を しめつと 里人の かり 

つむ 稻の ほこらし きかな 

冬 

秋の 野の花す りごろ もぬ ぎ かへ て 氷 

を 袖に け ふや かさねむ 


いこま 山 峰の こがらし 音た て 、霰 ふ 

るな り 秋 篠の里 

鳥の 音 も 松の あらし も 埋れて 雪に し 

づ まるみね の 庵 かな 

もろともに よせて はかへ る 村 千鳥 浦 

わの 浪ゃ おも ふ どち なる 

ことなくて ことばの 苑に年 くれぬ ま 

た 來む春 も か X らまし かば 

草 

名に しおへば 哀とぞ おも ふみ ， ^な 草 

よのうき こと も閗 かす や 有 るら む 

春 はもえ 秋 ははな^ くわ すれ 草 をり 

わすれぬ ぞ 名に 似 ざり ける 

のがれ 來て 我す む 宿の 影に こそ 世に 

はしの ぶの 草 も 生 ひけれ 

花に さく 名 をし もた てぬ 翁ぐ さいつ 

か は 人に す さめられ たる 

宮人 のか つらに すなる 日陰ぐ さ 遠 つ 

神代 も かけて しのばむ 

木 
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かた やきて 誰 うらと はむ 神の 世に は 

はかて ふ 木の 生 r ひも 出です ば 

言の はにかけ てぞ 千世に 間 ゆなる ひ 

とり 名高き しがの うら 松 

下つ え は 波に くちぬ る濱び さぎ かく 

て 久しき 世 を やへ にけ む 

杣 山に 神 さびた てるい は ひ 杉い つの 

i: "木に 引き はもら せし 

村雨の しづく ももらぬ ほ、 かし はい 

ざ 下 陰に 笠 やどりせ む 

蟲 

かぎりなき 文の はやしに すむ 蟲もぁ 

はれと や 見む 身の たぐ ひとて 

葉が くれ をお のがす みかと 所え て絕 

ゆれば か、 る さ \ かにの 絲 

なく 蟲の たぐ ひならねば 廣き 野に あ 

りと も 人に 知られで ぞ 住む 

われと 身 を こがすなら ひ は ある もの 

を 何 夏む しのう へとの み EJ- む 

さ ゆる 夜 は 壁の 底なる きりぐ す あ 


るかな きかに * 嚙 よわり 行く 

鳥 

おくる \ は 先 だつ 聲を しるべに て棺 

にか へ る むらがら すかな 

浪の音 もな るれば なれ C 汐さ ゐに洲 

さきの 鷺の 立ち もさ わがぬ 

跡絕 えてと はれぬ 宿 は 山鳩のと もよ 

ぶ聲 もうら やまれつ 、 

風 ある、 礎 まの 波ゃ髙 からし あしべ 

の たづの 浦う つりす る 

人す まで 年 を ふるや は あれに けり あ 

やしき 鳥の 聲の みはして 

戀 

凝え せじの ことの 菜の み をた のみに 

て あ ふこと かたき 我 や 何なり 

これ を だに 君が かたみと しのぶ か. な 

おき わかれに し 床のう つり 香 

うき 名のみ など か 朽ちせ ぬ 日 を ふれ 

ば 袖 もまく らもた へ ぬ淚に 

なみだの み 知らで や 袖 を ぬら すらむ 


つらし と 人 を 甲^ ひ 結えても 

我爲 にわが 身 を さらに をし まぬ ゃ戀 

はわり なき 物に ぞ 有りけ る 

雜 

月 花 もお も ひわす れつ 遠き 世の 跡 を 

ふみみ る 窓の すさみに 

いやし かる 身と て か 人に おくるべき 

思 ひあがらむ 心ば かり は 

なほ ざり にかき なす さめ そ 鳥の 跡 は 

人の 心 も 見 ゆと いふなり 

なかく に 色 どる 筆ぞ けたれ ける た 

だ 墨が きの 心た かさに 

おのが じ \ 心 をた ねとな すわ ざ をい 

にしへ 今と 何へ だつべき 
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舂 たちけ る あした 砠を洗 ひて 

筆 を 試む とて 

おいが 身 は 世に しもうと し わび 

すみ は 人 もと ひ來す しかれ ども 

よの 人な みに あたらしき 年 を か 

さぬ と ふせ 庵の 麈 かき 拂ひ き 

ならせる きぬぬ ぎ かへ て 朝日 子 

0 かげまち とりて 春の 來る か 

たにむ かへば ひと 木た つ は ひり 

の 梅 も いつしかと ひもとき はじ 

め むら 竹の をり かけ 垣に うぐ 

ひす も はつ 音 もらして おの づか 

ら 心の どけし よしや さは と は 

れぬ もよ し 老いぬ とて 何な げか 

まし うれしく も ゆ くら. /l^ に 


しづかなる 世にながら へて むぐ 

ら にも さはらぬ 春 を またも 迎へ 

かへ し 歌 

うれしく も 春 はむか へ つけ ふより ぞ 

はな を わがや どのと も 

正月の む ゆかば かりよ ベの 雪 

の名殘 33^ むと て 隅 田 川に 舟 を 

うかべ て 

み をの ぼる すみ だ 河原の 河 舟 も 

ゆく かたと ほき 上つ 瀬の 堤 を 見 

れば しら 雪に 猶 うづ もれて 下 

草の みどり も わかす たちならぶ 

木々 の 梢 は 春の 日 を はやく 待ち 

得て うら/^ と けぶり そめたり 

下つ！！ を かへ りみ すれば 水り ゐ 

し あしべの 洲鳥 波の 上に 友よ 

びか はし をち かた や 霞の まより 

夕 虹の たつ かとば かり 久 かたの 

雲井に たかく か. -る長 橋 


かへ しうた 

消えせ すば 明日 もと ひ來 むすみ だ； £ 

か は 遠 白く ふれる 沫 i 

子 日 遊 

はつ 春の 初子の 野べ に みな 人の 

いざと しいへば もろともに われ 

も ゆき 間の 小 松原 二 菜に 千世 を 

引き そへ て まと ゐを しつ さか 

づきに くむ や 霞の そなたなる 

を かべの 梅 も あたらしき 年の さ 

かえ を 見せが ほに 花の ひもとき 

をち かたの 一 むら 竹に うぐ ひす 

も 百 よろこび を け ふより と 0^ 

たて そめつ のどかなる 御世の 春 

とて 老いぬ る も わかき も 共に 

かくしつ  >- 心 ゆく 野 を とふが う 

れ しさ 

かへ し 歌 

花鳥に またも 野 守が 宿と はむ け ふの 

子の 日 を はじめに はして 


八月 十五夜 宴， 一吉 田 氏 家， 歌 

年月 は いる 矢の ごとく 人の 世 は 

ひま ゆく 駒ぞ うきこと は つねに 

添 はれ ど ゑみ さかえ わら ふ 日な 

しと いにしへの 人 もい ひけり 

いざさら ば 時す ぐ さめ や おも ふ 

どち 心 やらむ と たぐ ひなき 秋 

の も 中の 月影に あく がれ 出で \ 

此の 宿に とぶら ひ來 つ- - 垣 ごし 

に こと、 ひすれば いつしかと 

待ち よろこびて うれしく も 來ま 

しにけ りと 立ち はしり むかへ 出 

できて かりそめの 竹の くみ 戶を 

おし ひらき を 花 かき 分け 盛りな 

る 眞获が もとの 苔む しろ 露う 

ち拂ひ から 衣 ひも 解き か はし 

うら もな く まと ゐ をし っ& 玉 だ 

れの をが め をす ゑて もろともに 

ゑ ひみ わら ひみ ことのば へ を 琴 

を あそび 澄む 月に 夜た 5^ むかひ 


て 世の 事 も わすら えに けり う 

き 事 も 何 かそ はらむ 人の 世 0 

たのしき 道 は かく こそと 思 ひ 知 

りに き 時へ なば 思 ひや 出で む 

人き かば しのび やせ まし 照る 月 

は 世々 のかた みと むかしより、 

いひつ ぎ ぬれば うつせみの いま 

の 世の みか 今 もまた 昔と ならば、 

くち やらぬ け ふの まと ゐの こと 

の 葉 を 後み む 世に も しのび 出づ 

る 人 こそ あらめ いやと ほき わ 

がよ の 後の みやび をのと も 

かへ しうた 

おも ふ どち 心 は 月に あくが れつお い 

となる て ふこと も 忘れて 

八月 もちの 夜芳宜 園に て 月 を 

見て 

秋の 夜の いつは あれ ども 今宵 こ 

そ たぐ ひなき 夜と 昔より 人 も 

いひ つげ 照る 月の いづこ は あれ 


ど 秋 萩の 花に は ほへ る しら 露 琴 

に うつろ ふ 影 は 大 かたの 世に 後 

似ぬ 宿と もろともに 手 たづ さは 集 

りて 月見に と 人 もと ひ來ぬ 花 

見に と 我 もお りゐて から 衣 ひ 

もとき さけて うら もな く あそぶ 

この 夜 は 明けす も あらな む 

かへ し 歌 

この そのに 句 ふ眞获 のからに しきた 

つ こと やすき 月の 夜半 か は 

九月 九 曰 詠， 一花 菊， 歌 一首 竝 短歌 

ちはやぶる 神の 御代に し きこえ 

たる 種に は あらで や ほに よし 

た ひらの 宫の はじめより かぐ は 

しき 名 を 傳へ來 る か はらよ もぎ 

は から 國の まつる みつぎと そ 

のかみ に ね こじゃ 來 つる 君が 世 

の さかえむ さがと おの づ から 

なり や 出で たる うつろ はむ かぎ 5 

り も 知らす 年 ごとに 秋 を ふかめ 。" 


て ^きと # ^く 花に しあれば な 

が 月の け ふ をたり 日と 久方の 

雲井の 庭に 大 御酒 を みちたら は 

して 此の はなに あえても が もと 

神ながら おも ほしめ せば さもら 

へる も、 の 司 は ことほが ひ 酒 

ほが ひして この 花の ^きの を. - 

りに から 衣 たもと に ほ はし 折 

りか ざし 老も わかき も もろとも 

に こ i ろ を やりつ たのし かる、 

わが 君が 世の よろ づ 世の ためし 

となれ る は なぞ この 花 

反歌 

千世 もた る 花の ゑ まひに あえよ とや 

大宮人に 御酒た まふら む 

山寺の 秋の くれ 

かた 山 や よ を ふる 寺の、 苔む しろ 

おり ゐて 見れば と！. - めえぬ 秋 は 

かぎりと もみ ぢ葉も 風に き ほひ 

て おく 霜に あらそ ひかね て し 


ら菊も 色 ぞうつ ろ ふ 空蟬の 世 

はかく こそと 瀧 川の はやく 見し 

よ を くり かへ ししの び 出で つ X 

かへ るべき 家路 もとはす ゆ ふし 

ぐれ 袂 ぬらせば 塵の 身の 夢 さ 

ませと や を かの 上の 松に こた ふ 

る 入相の かね 

かへ し 歌 

かねの 昔に 秋 をと ぢ めて 山寺の 岩が 

き 紅葉 散り はてに けり 

神無月の はじめ 藤 堂の 君の 染 

井の 莊の 紅葉 を 見て 

なが 月の しぐれの 秋 を こ i にの 

み なごりと むる 御園生 を け 

ふと ひ來っ i 山 みれば 吳の てび 

とが おる 機の にしき か 張れる 

いけ 波の 來 よるな ぎ さは た を や 

めの 手染 にく &る くれな ゐの 

ゆ はたか さらす おり 立ちて 見る 

めもあやに たもと ほり あく 世 も 


知ら 4^ おも ふ どち 、七 を やりて ^ 

ことのば へ あそぶ この 日 は くれ 

す も あらな む 

反歌 

け ふと はむ 人の ためと や 御園生に 木 

木の もみ ぢの秋 をの こせる 

山家 雪 

雪 ふれば ^のかけ 道 ゆきかよ ふ 

路 こそた ゆれ をり かこ ふ まがき 

の 竹の いつしか も 山と なりて は 

隣 さへ こと も 通 はす よしや 世 は 

隔て はっと も と はるべき 友 はな 

くと も しづけ さに 心 やらむ と 

さ \ の戶を ひらきて 見れば かき 

はかぬ は ひりの 庭 も おも ほえす 

玉し きわたし 枯れた てる いちし 

ば 原 も 春 またで 花唤 きに けり マ 

これ をし も 世に 埋 もる、 山 住み M 

の 身の かひよ とて ほ だの 火に き 

獨 りより そ ひ あつ ごえし 綿 かづ 


ひとつ さ 

き、 て かす ゆ 酒 くむ 一杯 ぞ お 

も ふ 友なる 

反歌 

かく ぞとは 都の 人に つげ やらむ かた 

山里に 降れる しら 雪 

むそぢ になり ける 年の くれに 

とし 月 は いる 矢の ごとく 老は身 

に せめ 來る もの を しれに たる 

お ぞの翁 は わか、 りし 昔より し 

て 甲〕 ふこと なきに しも あら. fv 

なす 事の ある 身ながら に あす あ 

りと け ふ はた ゆた ひ 又も 來む 

年 や はなき と ひと せ を 思 ひの 

どめて いそし かる 心 はもた す 

とも. 1- れば 人に はおくれ かくす 

れば 時 を もす ぐし 徒に としは 

かさねつ 令 さらに 悔いに 悔 ゆれ 

ど 老が 身の かひ こそ あらね さ 

らば また 心つ とめて 今より と 

おも ひお こせ ど 山の端に 落つ る 


日影の かたぶけ る よ をい かにせ 

む あはれ この ぉぞの 翁が ゆく 

年 を 惜 むにつ けて かくば かり 

なげく と 人の きか ませば 心と ど 

めて おぼろ かに 思 はす もが も 

ますら を や むなしかる べきと い 

にしへの 人 も ぞいへ る 心 あらむ 

世の 人み なよ わすれても ゆめな 

なら ひそ ぉぞの 翁に 

かへ し 歌 

世の 入に いか こたへ む 何 をして 老 

い にけ る 身と 問 はれまし かば 

橘 千 蔭の 家に て 萬 葉 集 竞荽に 

競 一一 憐春山 萬 花 之 艷秋山 千 葉 

之 彩 一時 以レ 歌判レ 之と いふ 歌 

の 心 を 追 和し ける 歌 

百千鳥 さへ づる春 は こちぐ の 

花の さかりと に ほへ る を 折りて 

はかざし 散り 来る を 袖に こきれ 

て あし 引の 山 ゆきく らし おも 


ふ どち 心 を やりつ 長月の しぐ 

れの秋 は もみ ぢ棄の 下 照る とき 

と やつ を こえ とほく も 見さけ 

木の もとに おり ゐ 遊ば ひ 家の ご 

と ひもとき さけつ 春 山 は し 力 

もまぐ はし あき 山 は かく ぞ たぬ 

しき いづれ を か わきて しぬ ばむ 

舂 花の 散る は をし けど 時來 なば 

山 郭公 いつしか も つぎてな かむ 

と なつ 山に 心 ぞうつ る もみれ り 

葉の 時 すぎゆかば 嵐の み いま 

きわたら む 枯山を 何に す さめむ 

そこ をし も あはれ と ぞ思ふ 秋 や 

ま を うべ もむ かしゅ しぬ び けら 

しも 

妙法 院 itl より 橋 千 蔭が 歌め し 

たま へ る を よろこびて よめる 

歌 iS! 序 

妙法 院宮 は當 八，， の鮮 いろせ の 

み こに おはします なる が、 古 
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へのみ やび ごと， 深く このま 1 

せ.、. 5 ふ あまりに、 橘 千 が 名 一 

一〕；！ かる をき こしめ し^ひて， 一 

ことし やよひ、 大舍人 岡 本 保- 

考が 一 ぉと1- の 御と もに： 

ま ゐれる に お ほせ ごと 賜 はり； 

て、 千 K! のよ める 敬の なかに、 一 

山家 閑居な どの 題なる をた て 一 

まつらせ^ へり。 ^{ -此 1 

百年 あまり、 江戸の だ is: にし 一 

て萬の政まぅし^；？ふま、 に、 

今 は 天の下 の にぎ は、 しさ を； 

た V こ、 にし もつ どへ たれ 一 

ば、 おの づ からみち く のか 

しこき 人々 も、 お ほく 出で 來， 

て、 言の葉に 名高 かると もが 

、しも、 これ かれき こ ゆめれ ど、 一 

か、 るかし ときお ほせ ごと を _ 

かう ぶリ て、 世に おもてお こ； 

しなる こと は、 更にた めしな 一 

きわ * さに なむ 有りけ る 0 さる】 


は その 身の ひと リ たぐ ひなき 

ほまれ あるの みか は、 かくて 

驟居 翁が をし へ の あら はれぬ 

ベ き 時 いたれり とや いはむ C 

かれ よろこばし さに た へずし 

て， すな はちうた へ らく 

常世 もの 名に お ふ をぢは 言の葉 

の ちょの ふる 道 ふみわけて 高 

き 手ぶ り を 眞 心に ふかくえ しか 

ば しら 玉 は われ こそ もたれ 光 

しる 人し もが もと ほこら ひて 

年 はへ にけ り しかれ ども ちひろ 

の 淵の そこ ひ をば くみて だに 兑 

す 淺き 瀨 に 立ちて た ゆた ひ 高 

山 は ょぢも 登らで 麓べ に ゆき 

かヒ つら ふ よのつねの 人し 知ら 

ねば よしゑ やし 見ぬ 世の 後に 

あら はれむ 時 こそ あらめ と も だ 

しゐて あり ふる ほどに いかな り 

し 神の 心に みちびかし たま ひ 


けらし も 力け まく も いと も ゆ、 

しき 久方の とほつ 雲井の そな 

たよ リ きこえ あげよ と こ ネー 一」 ら 

に お ほせた まへば 年久に 袖に 

つ める 白玉 を ひろ ひ あつめて 

御 使に さ X げ まつりぬ いにしへ 

の ためし は 知らす 後の世に たぐ 

ひや は ある かくば かり まれなる 

ふしに あ ふこと を 今のう っ&に 

見る が うれし さ 

かへ し 歌 

み なぞ こに か- 1 よふ 玉の ひかり こそ 

波 かき 分けて あら はれに けれ 

おなじ {呂 の 御 ま へに け ふの ほ 

そ 布に そへ て 奉れる 歌 

あづま ぢの 道のお くなる しづの 

めが なれて 手 わざに おる はた は 

むかし も かく や 山河の はやき 世 

よりも むね あはぬ ものな りけ り 

と 細 布の せば きため し を 言の 
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葉に いひつ ぎに けり これ ぞ この 

いやしき 賤が 身に まと ひ みゆき 

ふる 日の さむけ さ を 忘れむ ため 

と おり 出づる 布に しあれば よ 

き 人 は たれ もす さめす しかれ ど 

も 時に ひかれて 物み な は か は 

るなら ひ を すなほなる 賤が わざ 

とて 移り行く 世に もう つらす 

いにしへの 手ぶ り を 今に 俥へ 來 

る こと ぞ めでたき そこ をし も 

あやにむ かしみ いはまく も f 

しけれ ども ふりに ける ことしの 

ばす る お ほ 君の みて にと らして 

はるかなる ひなの 手 わざに とほ 

き 世 を 見 そな はせ とて 細 布 を 

さ \げ もち 來て かしこき や みは 

しの もとに け ふたて まつる 

みちの くの け ふの 細 布せば けれど ふ 

るき 手ぶ り は 今 もの これり 

擬レ 送，， 遣唐使， 歇竝 短歌 


天雲の むかぶ す 空 は 朝 はふる 

風 こそい ふけ 汐け のみ か をれ る 

海 は 夕 はふる 浪 こそ さわげ よ 

し ゑ やし 浪 はたつ とも よしゑ や 

し 風 は 吹く とも あきつ 神 我が 

大君の 大 みこと いた 5>- きもちて 

こと 國に い ゆきむ か は 2^ あらし 

ほの 汐の八 百 重に ありた.^ し 

うし はきい ます 秋津姬 砷 のみこ 

との ともへ をば まもら ひた まひ 

四つの 船 もな くぞ あらむ 倭 文, 

の ぬ さとりし で \ わた 中に 手 

向よ くせよ 玉が き 0 うちつ み國 

の ますら をのと も 

反歌 

大王の み ことかし こみあら しほのう 

づ まく 海に 旅ね すらし も 

丈夫 は 名 をし 立つべし こと 國の ふび 

しる 

とがと も >1 記し つぐべく 

擬レ 送，， 留學 生， 歌拉 短歌 


日の 本の 大和し まね は 天地の 

かためし 國と むかしより いひつ 

$ お- 1？ み 

ぎ 来れ ど 吾大 王 神の みことの 

たり 御世 を ましたら はして いや 

廣に ことしら さむと こ と國の 

大き ひじり の 言た てし 道の こと 

ごと まつぶ さに 見した ま はむ と 

神な かがら おも ほしめ して それ を 

しも 今の をつ、 に 問 ひさけ て 

學ば ひずよ と もの-ふの 八十 伴 

の をの 生れ つげる わく 子が とも 

を とりえら び よさし 給へば は 

わくぐ  あらたよ 

しき やし 若 子が とも は 新 代の 

み 使た... す 大船に いざな はれつ 

つ かしこき や 父 を もお きて た 

ふとき や 母が 手 はなれ わたと な 

る 國の そぎへ に いやと ほく 別 

れも 行く か なほ ざり の 旅に しあ 

らめゃ お ほろ かに 年な かさね そ 

心せよ ゆめ 
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かへ しうた 

こと さへ ぐ 國に七 年と しふと もこと 

はった ベよ 父母の ため 

觀，， 琉 球來聘 使， 作歌 

下野 や ふたら の. W に みや 柱 ふ 

としきい ます 大 神の とほの 御門 

すめろぎ 

に 大 御世 を しらし i 時 ゆ 夭皇 

の まけの まに く 天の下 守ら 

ひます と いや ひろに 國を なごす 

と 華^の さつ まの 國の みやつ 

こに みことお ほせて こと さへ ぐ 

南の しまの こき しら を ことむ け 

まして をす 國の うちつ みやけと 

ことよさし さだめ 給 ひぬ しかれ 

あらだよ 

こそ いやつ ぎ/^ に 新 代の は 

じめ の 時 一と 國 ほが ひ ことほが ひ 

すと 海原 は まか ぢし ぬき あ 

ら山は 岩根 ふみ さくみ はるぐ 

に 今 もま ゐ來る 遠つ 島人 

詠 n 王昭 君， 歌 


雪 まじり あられみ だれて 夜 もす 

がら 北 吹く 風の あらまし き 夜 

床の 上に つくぐ と 枕 そば だて 

きしかた を 思 ひ いづれば 人の 世 

は ゆめな りけ りな しづた まき 

いやしき 我 も 宮姬と かすま へら 

れて をす のうちに いつかれし 世 

は あや 錦 袖に かさねて 白玉 を 

かづら にしつ >r ます か み 見る 

おもかげの かぐ はしき 花の ゑ ま 

ひ を 我ながら われと たのみて 

大王の めぐみの 露し あまねく は 

漏れ じと こそ は 思 ひつ- -. 有りけ 

る もの を さが なきや 筆に まかす 

る うつし 繪の あらぬ すさみの 

いつはり を 正し も あへ ぬ うき ふ 

し は せむ すべ をな み いひ しらぬ 

國の界 に はる ぐと 出で たつ 道 

に おき そ はる 袂の 露の きえ か 

へり 引きと i.- めた る 駒の 上に 


しばし かきな す 四つの 緒の 絕ぇ 

ぬ 恨き はるけ なむ 世 こそ 知られ 

ね をし からぬ 命と 思へ ど 塵の 

身の ちりもう せな で 春た て ど 

花 もに ほ はす 秋 来ても 杠葉も 見 

えぬ あら 山の 岩 かきこ もる ふ 

せ 庵に われに も あらで い たづら 

に 年 はか さねつ おも ひき や こ 

とも かよ はぬ 國人を つまと むつ 

びて た を やめの まと ひも 馴れぬ 

か は 衣 袖 さし かへ て もろね せむ 

と は 

反歌 

春の 日の 光もうと きふる 塚に 草の み 

どり やい かに 殘 せる 

こだく みのつ かさ 紀 朝臣 をた 

たへ まつる 長歌 

八 雲た つ いづもの 國に ありた 》 

し 妻と はしけむ の 神の 御 

世より 言 魂の さき はふ 國の 國 
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ぶり を 世々 に 傅へ て あらたへの 

藤 原が うへ に をす くにを しらし 

ける 世 は 山 ざ くら さきの を&り 

に いろ も 香 も に ほふが ごとく 

A; 盛りの 時に ぞ 有りけ る か. -れ 

こそ 聖 とすら も た- -へ來 る 人 

も 有り けれ ならの 葉の 名に お ふ 

宮の 中つ 世と きこ ゆるまで は 

名ぐ はしく いひつ ぐ 人 も おひす 

が ひ あれつ ぎに けり かくしも ぞ 

めでた かりし を いかさまに f 

ほしけ めか 玉し きの た ひらの 宮 

あらたよ  ナ. 0-2_.- 

の 新 世 を みよつ がしけ る 天皇 

の 神の みことの 神ながら 神 さ 

びせ すと からにしき あやとる わ 

ざ を うむ かしみ おも ほしめ して 

お ほみ て 

かしこき や 大 御手 づ から || り も 

出で つくり も 出で \ めでた まひ 

す さび 給へば うち 日 さす 宮 のみ 

や 人 わが 君の なしの ま i にと 


高 機に ょぢ もの ぼら ひ さな はた 

の まねき ふみた て \ から はたに 

み もまが ふが に とりまね び きそ 

ひに しかば 大野ら や 風に もろむ 

く はた 薄 靡く か 如く 月 草の 

初花す りの 色に 出で X きぬに つ 

くな す なべて 世に うつろ ひゆき 

て 皇 神の 國っ 手ぶ り は こもり 

ぬの 下に かくれて かた 絲の た 

えば た ゆがに とひ 見べき ものと 

も 知らで あまた 年 へに ぞへ にた 

る しかれ ども 岩が き 淵の あつ 

氷 春 を 待ちえ て 音た つる ため 

しあれば や、 よろこび を のぶとき 

よろ づ 

こえし 大 御世に 萬の ことら い 

にしへの 跡し のばして お ほ. -し 

き こと あらせ じと みこ.^ ろに 

おも ほすな べに 神代より 有りく 

る わざ を よろ づ 代に 傳へも ゆけ 

と 紀の 朝臣に みことの らして 


あまの 子が 機 まの かる も かきつ 

どへ えらせ 給へば 水底に しづ 

める 玉 も 波の 上に 光り か よ ひ 

浮， 雲 を いぶき はら ひて 照る 月の 

影 見る ごとく ことだまの さき は 

ふ 手ぶ り さら ノ\> に、 世に あら は 

れつ ことに 出で、 名 づけ も 知ら 

ぬ この 朝臣が お ほき いさを ぞ 

あやにた ふとき 

かへ し 歌 

天つ そらさ やけき 月 をよ ろづ 代に か 

けて 仰がぬ 人 あらめ や も 

壽星 のかた かける 槍に 

あめなる や 南の 星の くしみ たま 

いつの 世よりか 此の世に し あ も 

りい まして いひ 知らぬ 神の すが 

た を うつ そみ の 人に 見 ゆらむ 

かしこしと まさめに 見れば たな 

ばた の いほ はたた て- - おる きぬ り， 

を 身に まつ はして 玉の 锗の な 3 
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がき かしらに J» しらがの 霜 かき 

たりて 千世 ふべき ； t の をし へ を 

世の 人に 傳 へむ ためと IK つ ふみ 

御手に とらせり 其の ふみを 見む 

よし もが も 神 ごと を 閉 くよ しも 

が も こ ひのみて たち ゐ をろ がみ 

あ ふげ もろ 人 

舜叟 法師が はりみ ぢへ歸 る を 

送る 長歌 

言の葉の 道の ひじり と あ ふぎ 來 

る 神の 宫ゐを はりみ ぢゃ いち 

ひが 本の 山寺に いは ひ 初めけ む 

その かみ は いっと しらね ど 中つ 

世に その 名き こえし 歌人の こ 

と 葉の 露 を と め 置く 跡 をし 見 

れば はやき 世の ことに ぞ あるら 

し 其の 寺の いまの あるじ は 墨 

染の 身に しも あれ ど しきし まの 

大和 手ぶ り を、 ま 心に ふかくした 

ひて この 神に つか ふること.， を： 


おのが 身の さき は ひ ありと よろ 

こば ひ 思 ひわ たれば 春秋に、 花 

折り 手 向け 朝夕に いがきが 本 を、 

かき はら ひ 淸む とすれ ど 年 深み 

ふりし 宮ゐの みやば しら 朽ち 行 

くま  >- に おの づ から 苔の みむし 

て かた そぎの ゆき あ ひの まより 

をり くに 漏り 來る雨 は さ V ふ 

べき よし も 知られす かくながら 

ありへ むこと は かしこしと 神の 

御爲に やすから す 思 ひまど ひて 

里 入に あ ひかたら へど 里人 も 

せむ すべ 知ら や とほ 里に こと- - 

ひすれ ど 誰し かも いかに かせ ま 

し よしや さは 我が身 をち に 

くだきて と 思 ひお こして 廣 前に 

ねぎ ごと まう し ほとけに も ちか 

ごとた て- 都べ に ひとり 出で 來 

て かく こそと 人に 吿 ぐれば 閒 

く 人の いひつ ぎ 行きて まこ： y あ 


る あかき 心の いそし さ を 誰も 

めでつ、 ぬ さ 奉る 人 こそお ほく 

ありけ らし しか は あれ ども かく 

のみに やみな まし かば に ひ宫を 

造らむ ために なほ あかぬ わざ ぞ 

と 思 ひて ひたみ ちに 心 ふりおこ 

し 山 も 越え 海 も 渡りて はるぐ 

と 千里の 遠の 江戸の 城に さら 

に ま ゐ來て やち またに か 行き か 

く 行き 日 を かさね 月 を 重ねて 

こ >r にし も かつや すらへ り むか 

ぁづ ** ひな 

しべ や 東の 鄙と 世の 人の いひ 

しあら 野 も 今 はまた いと も かし 

こき お ほとの V ふとし きませば 

やしまぐ に も、 國人も ま ゐり來 

て つかへ まつりて 道々 に 心さ 

かしく みやびたる 人 こそ さはに 

つど ひけれ それが 中に も 言の葉 

の 道 ふむ 人 は いやしき も 高き 

ベ て i^fe^lfe^^^r 
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御 柱 は 我 こそた てめ 檜 皮 をば 

我 ふかまし と とりぐ に あ ひ あ 

ら そへば おも ふこと あかぬ こと 

なく ぬ さしろ も 山と つもりぬ 

に ひみ や 

いざさら ば とく 立ち 歸り 新宮を 

雲井に 高く 造れ 法の 師 

かへ し 歌 

時 を 得て か、 ぐる 法のと もし 火に ふ 

た、 び 照せ あけの 玉が き 

雨 岡の ふたら 山に 詣づる を 送 

る 長歌み じか 歌 

神 さぶ る ふたら の 山 は 朝 S 子の 

た さす 高嶺 しきませ る 國 のま 

i こみ や 

ほら ぞ 常宮を こ、 とさ だめて . 

天の下 まもら ひませ と 皇 神の よ 

さしの ま k に あらみ 魂 しづ まり 

いまし 萬 代に うし はき ませば 

も、 敷の 大宮人 は 天皇の また 

す 使と 年の はに ちさと を 越えて 

翅 なす ありが よ ひつ-" かくる 


や 1. 伴の を は 岩が ね を ふみ 平ら 

げて とこし へに いがきが 本に 

し、 じ もの いは ひさ もら ひ 月に 

けに 八洲の 國ゅ ま ゐり來 る 人 

し絕 えねば 山 ごもる 檜 原が 奥 も 

馬車 い ゆきか へら ひ 雲 迷 ふ ち 

ひろの 谷 も 家 むら は みちて 有り 

けり しかれ こそ 神の み 山 は H< 

皇の 御代の しづめ と 世の 人の 

いひつ ぎき ぬれ 倭 文 はたの ぬ さ 

とりむ けて ふと まへ に うなね つ 

きぬき ゆ ふ づ\ の かゆき かく ゆ 

き とりよ ろ ふ 山の 八 百く ま 隅 も 

おちす 見て 歸り來 よ かしこ かれ ど 

も、 

かへ し 歌 

朝日 子のと よ さかのぼる 二 荒 山た r 

さす 影 を あ ふげ と ぞ思ふ 

海 量 法師の はじめて とひ 来け 

るに よみてお くれる 


春の 日の のどなる 時に ふせい ほ 

の かな ど を ひらき かす ゆ 酒 の 

みつ 、をれば はしりで に くつの 

音き こ ゆ いまし はし たれ か來ぬ 

ると たちむか ひ 姿 を 見れば 霜 

やた び おくと 見る まで 眞 しらが 

を うなね に 生し みるの ごと わ 

わけし ひげ を むな さかに 長く し 

だれて ぬの 衣 ま 袖 も ゆた に た 

つか 杖 こしに たがね つ いづく よ 

り 來 ますと とへば 年 ひさに しが 

名 をき、 て いはば しの あ ふみの 

國ゅ はろ ぐと われ は 訪ひ來 と 

ね も ごろに 君ぞ のらせる しかれ 

ども お ぞの我 はも なぞへ なき 

世の しれ 人 ひがみた る 國の すて 

人 わが 目ら は 四つし も あら. わ 

が 口 は ふたつ もな きを いかさま 

の 人と きかして めづ らしみ わ 

れを訪 はせ る いと もく あや 
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しき かもよ ましら かの をぢ 

よしのの 宮の跡 を 見て よめる 

槿 原の 日 知の 御世 ゆ 百たら す 

r わろ k. 

世つ ぎ ましけ る 天皇の 神の みこ 

と は いはまく も かしこ けれども 

天つ 日の くもり あらせす H< の 下 

照した まふと 食國 を、 さだめた ま 

ふと 神お も ひ おも ほしめ して 

神 はかり はかり ましけ り うべ し 

こそ 天の ます 人 いやさ はに 人 

は あれ ども さかし とか W しめし 

けめ うまし とか おぼしけ め や も 

ほの ますら たけをに 御 軍 を ま 

t すら を  ， 

けた ま へれば 丈夫 も みこと 力し 

こみ むらぎ もの 心 ふりおこし 

?< ほ ^3 に つかへ まつる と ぬば 玉 の 

夜 はす がらに つるぎた ち 膝に と 

り はき あかね さす ひる はし みら 

に 梓弓 手に とり 持ちて 軍人 

あと も ひつれ て まつろ はぬ 國も 


なびかへ ちはやぶる 人 もな ごし 

ぬ とこし へに かくしも あらば 

木綿 花の さかえ ましけ む いにし 

への まさかりの 世と 今の 世 も 

さち は ひま さむと 大船の おも ひ 

たのみて よの 人 は 有りけ る もの 

を うき 雲の また 立ち まよ ひ あ 

り そな み たちの さわぎに かり ご 

もの みだれ あ ひつ V 思 ふそら 

やすから なくに なげく そら やす 

からな くに いはむ すべ せむ すべ 

しらに ますら をの たけき 心 も 

朝 霜の 消な ばけぬべく ゆ ふ 露の 

ちりて うせ ぬれ 神ながら 神の み 

ことの みこ X ろの ゆ たにま さで 

や たむ だきて いまし かねて や 

や ほに よし た ひらの 宮を 朝 鳥の 

出で立ちまして み 雪 ふる 芳 野の 

嶽の しら 雲 を 八重 かき 分けて 

た i& はる 靑垣 山の 岩が きを 


みかき となして 岩ば しる 瀧つ 河 

內は 外の 重なる みか はの 水と 

みし 給 ひ なぞらへ まして いで ま 

しの とつ 宮 ならで 大宮を こ- - 

とさ だめて 雲の上に ふとし きま 

しぬ しかれ ども いく 世 も あらで 

山河の 祌 もっかへ す あま ざ かる 

鄙と なりきと かたりつぎ いひつ 

ぎに けり 大宮の その 跡 どころ 

見れば かなし も 

かへ し 歌 

ふりに ける 跡と ひ 来れば 宮人の たも 

とわ すれす 花 さきにけ り 

いにしへ を汝 もしの ぶかよ ぶこ 鳥う 

らな きをれ り 大宮所 

しら 雲の 八重た つ 山に 大宮 をい く 世 

までとて 造り 初めけ む 

たちばな は 根 さ へ かれても とこし へ 

にかぐ はしき 名ぞ今 もの これる 

天地の かためし 國と いはめ どもう つ 
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ろひ來 ぬる 世に こそ 有り けれ 

賀 茂のう しと 共に 我 はらから 

など かい つらねて 大和の 國へ 

いきけ る 時に よしの の 大瀧を 

見て よめる 

かみろ ぎの 遠き 御世より かたり 

つぎ いひ つぐこと を ゆかしみ と 

思 ひ 立ちぬ る 草枕 たびの なが ぢ 

の 山川の いづこ は あれ ど 名ぐ 

はしき よしのの 山の 雲 きりを 

八重 かき 分けて 大 瀧の 川 5^ を 見 

れば 上つ 瀨は ゆつ 岩 むらに 落 

ちた ぎち 水沫 くだけて 大雪の 

散り かふが ごと 下つ 瀨は 八十の 

くま わに よる 波の うづな みまき 

て 天雲の た 1- よふな せり 神が 

らか しか ぞ あやしき 國 がら か 

かく ぞさ やけき かくしつ i や ほ 

萬 代に ありが よ ひ つねに 見る と 

も あきたら め や も  1  


かへ し 歌 

落ちた ぎつ ゆつ 岩 むらに 波 ふりて 山 

もと ろに ひ 1^ き あ ひに けり 

木 曾の みたけ を 見さけ てよ め 

る 

野つ もちの 神の 御世より 玉ぐ し 

に とらし 来に ける みす かる 

信 濃の 國に たてる 檜の 眞木 のつ 

まで を もゝ たらす 筏に つくり 波 

のむ た うかべな がせる 木曾川の 

か はの をち こち 高山 は さはに あ 

れ ども むら やまの つかさの 山と 

こちぐ の 山の みな かゆ 雲井に 

かたく 尊き お ほき その 木 曾の 御 

嶽は かしこくも た \ せ る山ぞ あ 

やしく も いませる 神の 神ながら 

神 さびせ すと みこ-ろの あらぶ 

ると き は 朝 はふる 風 こそい ぶけ 

夕 はふる 風 こそ さわげ その かげ 

に いぶき はら はれ たつ 雲 も い 


ゆき は かり 其の 風の さ ゆと 冴 

ゆれば 六月の つち さへ さけて 

照る 日に も 雪ぞ ふりけ る いはま 

くも ゆ、 しき かも や 木 曾の 神 高 

嶺 

かへ しうた 

雲井なる みたけ 神 さび 風た ちて 木 曾 

の むら 山な りぞ とよむ る、 

贺茂 大人の 御 墓の もとに 石文 

を 立てけ る 時に 

こもりく の 趣 を國の 朝 倉に 

宮づ くりして 天の下 しろしめし 

すめろ？  す がる 

ける 天皇の 其の 大 御世に 栖輕 

ち ふ ますら たけを を を-. しとて 

た \ はしき 名 を 石文の 柱に 載せ 

て なべて 世に 稱 へに けりと 記 

しつぎ いひつ ぎに けり いにしへ 

も しか こそ あわ けれ それ をし も 

ためしに 引きて. さしむ しろ 賀茂 

の 翁が ふる 言の 搴 びの 道に い 


れ卷 集 後 琴 


そし かる- 其の ゆ ゑ よしを 岩の 上 

に ゑ りても が もと 翁 をし しぬ 

ぶ 人 どち あ ひ はかり 相 かたらへ 

ば もろ 人 は 誰も うづな ひ いで 

湯 わく 伊豆の 高嶺に なみた てる 

ゆつ 岩 むらの いは 垣 を やさ かに 

きりて 諸手, もろ 手に 載せて 

荏 原の 海 濱の饞 間 ゆ 百たら す 

八十 綱 はへ て ひ こづら ひ 山 ふみ 

さくみ さ、 げ 来て その 岩角 を 

鏡な す た ひらにみ がき 常世 麻呂 

筆 とりもちて わが 大人の ありへ 

つる 世 を つばら かに ことにのば 

へて 鳥の あと を ふかくと めて 

おくつ きの 御前に たてつ 百世に 

も 千々 の 年に も かくながら い 

やと こしへ に 傳へ ゆかば 今の を 

づ.. -を 遠つ 世と 見む 世の 人 も 

たちむか ひ 躋 みて をし ぬべ これの 

いしぶみ (當世 麻 呂は千 蔭が 字な り) 


反歌 

君が 名 を 千 名の いほ 名に ひ けと て 

山 もと 1^ ろに 石に ゑり つく 

賀茂 大人み まかり 給 ひて より 

三十 あまり 三と せに なりけ る 

とし、 少林 院に まう で 、ふる 

きをお も ふとい ふこと を 人 々 

と共によ める 

わたつみの 千 ひろの 底に あた ひ 

なき 玉 こそ 有りと へ 高山の 五 

百 重が おくに 世に 知らぬ 花 こそ 

^くと へ 波間 わけ かづく とすれ 

ど その 玉 は ひろ ひも かねつ 岩 

手 ふみ のぼると すれ ど 其の 花 は、 

をり もとられす 拾 ひ 得ぬ 其の 玉 

の ごと たをり 得ぬ その はなの ご 

と 皆 入の 得が てに しつ、 むか 

ふる ごと 

しょり 思 ひまど ひて 古言の ふ 

かきおくが を お ほ、 しく いひつ 

ぎ 來しを 沖つ 鳥 賀 茂の 翁の 此 


の 世に し あら はれまして 人 はよ 

し たづき を しらに 思へ りし こ 

とに は 有りと も 言 魂の たすけ も 

こそと 肝む かふ 心 ふりおこし 

あさ 衣 あせ あゆる 日 も やすらへ 

る 時の 間もなく 皮ぎ ぬに 霜 さ 

ゆる 夜 も お きゐつ、 うまい はな 

$ 月 かさね 年 もへ につ & 眞 

心に もとめ ぜ しょり くもり 夜に 

分く る 山路 を 松の 火に 照す がご 

とく 迪り ゆく 隅 も あら はれ 谷 

陰に ふりお ける 雪の 春 来れば 

消ぬ るが ごとく かくろ ひし 名殘 

なければ 世に 知らぬ 花 はわれ 見 

つ あた ひなき 玉 は 得に きと ほ 

こら ひて 有りし あ ひだに おの づ 

から 知らぬ 國 にも 世の 人の か 

たりつが ひて をち こちの 人 もと 

ひさけ いはまく も あやに ゆ、 し 

き 大 殿に 其の 名き かして との 


のうちに つかへ まつらせ 朝夕に 

みことから さす 上つ 代の こと 問 は 

しつ ね も ごろに 思 ほしめ して 

汝 がごと き 人 は あら じと うつく 

しみ めで 給 ひて ゆ かぐ はしき 

名 をし 傳 へて なべて 世に 人ぞし 

ぬべ る むかしべ に かもの 翁が 

有りし 世 を 思 ひ いづれば かしこ 

きろ かも 

反歌 

しら 玉の 光 はと ほく 照せ どもと り 得 

し 人 はい やとし さかる 

香ぐ はしき 君が こと 葉のに ほひ こそ 

千世に も あせぬ 花に は 有り けれ 

棚 倉の かう の 殿の 北の方う せ 

給 ひての 又の 年の 春、 花の も 

とに 去年 をし のぶとい ふこと 

を、 人々 によ ませ 給 ひける 時 

によみ て 奉れる 歌 

年月 は ながる とすれ ど 立ち かへ 


り 春 こそ 來 ぬれ ^く 花 は 散り 

ぬと 見し も 春 くれば またもに ほ 

へり 世の こと は かく こそ 有りけ 

れ よしや さは いに けむ 人 も さ 

ら にあ ふ 時 もや あると すみれ^ 

く 御園の 芝生 かき 分けて 露 ふ 

みならし 朝戶 出に 君 はこ ふれ ど 

八重 霞 たち やへ だつ る 春 鳥の 

來 なく 梢 を をり かざし 陰に おり 

ゐて ゆ ふ 庭に 君 は 待て ども 入 

日 さす かげ や を ぐらき 面影に 

たっと はすれ ど まさかに は あ ひ 

も 見 まし や うつせみの 人の この 

世 は はかな かるなら ひとい へど 

花よりも あだなる ものと おも ひ 

き や 君 

かへ し 歌 

^く はなに 人し も あえむ ものなら ば 

散りても 春に あは まし もの を 

ぬひ 子が 三年の 忌に 


過ぎに ける 年の みとせ は 昨日 力 き 

と ゆめ ご. -ち して しのびつ、 後 

いにし その子が 手す さみ は かく 集 

や ありし と まね ひ 出で、 あやめ 卷 

のく さの なが きねを 抉に かけて 九 

かぐ はしき 花 たちばな を 玉に ぬ 

き うら ぶれ をれば さみだれの 

ふるやの 軒に 音 づれて 山 ほと、 

ぎす あやな くもなくね 添へ けり 

たもと くた しに 

反歌 

わすれめ や 花 たちばな を 玉に ぬき 袖 

に ほ はせ し 人の むかし を 

眞乘院 雪 岡 禪師を かなしめる 

^ 禪師 の江戶 にあり ける 時 は 

® 金 地 院の松 月 庵に 住めり 

人の 世 は 夢と も ゆめと はかな か 

る ものにし ありけ り 墨染の 抉 

ふり はへ 都より こ- - にいまして 

れろ 

山 松の 梢の 月 を 室の 名に かけ 

て 住みに し 法の 師の こと をし お 3 
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もへば さら/^ に なみだ ぞ おつ 

る うつし 身と ありし 其の 世 は 

薪 こり 水 汲む わざの いとま ある 

をり^,, ごとに 月す めば ともに 

ひもとき 花 さけば 手 たづ さはり 

て 露ば かり こ- -ろ もお かす こ 

との 葉の 友と むつび て むら 鳥の 

ゆきか ひしつ、 うる はしみ 有り 

ける もの を たち かへ り もとつ 御 

法の 庭 草 を しばし ふみわけ さ 

らに また 行きても 來 まし はや か 

らば ふたと せ 三と せ おそからば 

六 年 いっとせ 七と せと すぐし は 

せじと 契りお きて ^れ にし かば 

いつしかと 待ちし 間に 都べ の 

人の かたらく 君が まつ その 法の 

師は さきの 世の いかなる 罪 か 

今の 世に むくい 来に けむ なに ぞ 

もの 故と しらね ど おさかべ の 

つかさに めして さつ まがた 沖の 


小島の しまもりに 行きて をす め 

と お ほせ ごと 賜 ひし ま  >- に い 

にし 月 なに はの 浦の うら 傳ひ 

舟 開きして 波風に 身 を まかせぬ 

と つばら かに われに 語りつ しか 

れ ども 千里の 外に 海山 を へだ 

て- "をれば まが ごと か 人の いひ 

つる およ づれか 人の つたへ し 

た V- かなる 便り もが もと 月に 日 

に 待ちつ i をれば 難 波なる わ 

がと もがきの ことさらに おも ひ 

おこして 天つ 臈 翅 にかくる 玉 

章の たより うれしと ことの 葉 を 

ひらきて 見れば さつ まがた 沖の 

小島に ゆく 舟の ゆき も はてなで 

法の 師は 八重の 汐ぢの うたかた 

に 身 をた ぐへ つと さだかに ぞ 

われに •  苦げ つる 常 もな き 世 は 

かく こそと 一た び は 立ちて おど 

ろき 一度 は ふしても こよ ひ い 


きつぎ て なげき ぞ わがす る せむ 

すべ をな み 

反歌 

かの きしに 到らむ ことした が はやば 

なに くるしみの 海と なげかむ 


ことじり ぶみ 

の はし ことば 

世に 欲よ む 人お 

みじか 

ほし C ある は 短 

歜 にたく みに、 

ある は 長歌に か 

しこく、 ある は 

ふみ 書く わざに 

すぐる C 肚に古 

學び する 人お ほ 

し C ある は 御世 

御世の 書 を あき 

らめ、 ある は 四 

つの おきてぶ み 

にく はしく、 あ 

る は あがれる 世 

ふる ごと 

の 古言ぶ みに 心 

を ふかめ， ある 

は 後の世の 物 

ぶみ を 枕 ごと 

とす C その 入々 

にと へば、 かれ 

にく はしき は こ 


メ V 


卜 >  J  厶 、 > 

く 上？ ハ 處  >  マ. 14、.^ も 


ろ 


^ つ C い > ふ 4^: (く.^ ゆ に 


^ 厶， C (き に Alvxl  .s>Kfa^^ 


れ におろ かに， I 

こ 、にお も ひい j 

りたる はかし こ ^  / 

に 心 あさし Q し ^ ン 

かの みならず、 jj\,,,«r 

や 》<と さ、 7 し  ii. 一 

大和 册子 のうへ i 

に はくち さき 、し 

き >• たる も、 も 

ろ こしぶ みに む 

か へ ば、 爪く は 

る、 たぐ ひお ほ 

し 0 ま こと それ 

もこと わり、 た 

れ やし 人 か は 皆 

がら かね そな へ 

たる あらむ。 我 

が 家の 佛た ふと 

ぶと に はな けれ 

ど、 うまく こ の 

道々 に ゆきと ほ 

りて、 よろ づた 

どくし からぬ 

は、 ひとり 我が 

師 にしごり の や 


/<v^ ん 


わ，， 


^  ノ 


>XT^ もんら：?^  ノ巧. \?ん 

ぶ々 令 yx^o  (へズ 

りえ やられ" 


ふ マ 
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我う け ネ ！ S 」 吞 0 あ WYX^A 


332 


の 翁の みなむ お 

はしける。 翁、 

こ V の こと はす 

あ：^ たね .7 レ 

ベて 媒 居の 大人 

にと ひき かれた 

るよ し は、 誰も 

よく 知れる こ と 

なれば いは じ C 

もろこし まなび 

は、 はじめ 服 部 

みや. 7 ぶ 

仲英 ぬしに 名 

おくられし を、 

仲英 ぬし 身 まか 

られて は、 鵜 殿 

士 寧ぬ しにした 

が ひ、 中 ごろ » 

に のぼりて、 皆 

川伯恭 ぬしに 問 

ひき かれし 事お 

ほく、 又 後に は 

佐々 木學 儒、 安 

達文 仲な どい へ 

る、 世に すぐれ 

たる 博士た ちに 


、：^ ：!、.^ 


ま めお t, 我 


、  > に？. セて. ^〔"象 や- J4r む わ 
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あした ゆ ふべ む 

つび ともな はれ 

しかば、 からう 

たに も 其 名き こ 

えて、 なま 

の 博士 口 あかす 

まじくな むお は 

しける。 翁 世に 

もとむ る 心なく 

して、 やむ ごと 

まへ 

なき 御前 わたり 

に 召さる  >- 事 好 

まれず、 た 1^ 花 

にあく がれ、 月 

にう かる  >- ほか 

ふづ く. *! 

に は 朝夕 文 机の 

もと 去らず おは 

して、 筆と る わ 

ざに のみあかし 

くらさ わし かど- 

と も すれば 物 ま 

なびす る 人の た 

めに さまたげら 

れ、 かくすれば 


丄ゾ 


>VK^ やん き 7 


UY^AfAT^  ^  ?Y^Mn^ 


Tl S タ -^. ^くき 


り >s>s  ハ む £  vl  乂  C  2 ふ 


病の 床に おき ふ 

しして、 思 ふ 事 

いはで 止まれた 

る 事 少なからず、 一 

かき さして 事 終 

へ られ ざり しも 

の、 數 あまたな 

りき C 敎 をのみ 

たて 》 もの せら 

れ しとに は あら 

ね ど、 おの づか ■ 

ら 此のうた にて 

世に 知られ、 人 

にもち ひられつ 

つやう/ \ 天の 

下、 たかき もみ 

じかき も、 老 い 

たる も、 若き も 

しるしらぬ 敎ょ 

む 人と だに い へ 

ば、 千 藤 春 海と 

口に いはざる も 

の なきやう に は 

なりお はしに け 

り C  ,v  cvtts; のす 


こ 

7, 


1 な； い Ti-^^&t 


2 


..n へい >、  t  ^{A^  T  KirL  ，き 


%  &  m 


がた、 芳{且 園の 

をぢは いき ほひ 

雄々 しく、 詞は 

なやぎ たる を 好 

まれ、 翁 はさび 

たる さまの こま 

やかに しめ やか 

なる ふし を 心と 

せられに けり C 

ふみ- -Alt! 

文 詞 は 趣 を も 

ろ こ^.}に かリ、 

言葉 を こ >• にう 

つし、 ふる ごと 

を もとめず、 さ 

と 言 を はぶきて- 

新しく ひとつの 

さま を 思 ひか ま 

へられて、 わき 

て めでたく なむ 

もの せられけ るへ 

世の 人 翁 をた 

に 歌よ み とのみ 

思 はむ も、 翁 を 

しらぬな るべ く- 
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乂た V に 上つ 代 I 

の學 びす るた ぐ 一 

ひとのみ 思 はむ 一 

も 翁 を しらぬな 一 

るべ く、 またた 

だにから まなび 

の はかせな みに 

のみお も はむ も、 

翁 を しらぬな る 

べし。 おきな 若 

くして なり は ひ 

の 道に うとく、 

つ ひに 家 を はふ 

ら かして 百 千の 

寶 を，： >  しな ひ、 

はて はこと たら 

ぬがち に 年月 を 

おくられし かど、 

老いての ち 言の 

葉に とみ、 まな 

びと まれたり 0 

いで や 百 千の 寶 

は * た しばし 

いける が ほどの 


/A^  0  ft  >J<  ^  ^  >^  X  ^  丫 り-^ 


ま， 


ま 
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とみな り， 首の 

またび 

葉と 學と は、 と 

こしへ に 亡き あ 

とまでの 富な りハ 

翁た からに まづ 

しくお はせ しか 

ど、 言の葉と ま 

なびと にと まれ 

たり。 誠に 天の 

下の たからの 王 

と は 翁 を こそ い 

ふべ けれ C たれ 

か は うらやま ざ 

らむ、 たれ か は 

した は ざら む C 

今 此の 言の葉の 

ふみ、 世に あま 

ねく ひろ ごり て- 

あ ひだお かず 學 

の ふみ ども 板に 

られ ゆかば、 

わが 翁 を 大の下 

の寶の 王な りと 

いふ ことの、 い 


お 了？ >ュ (ま/レサ：一. 0./ マ 

f  ,v:  < ：トほ ？ めつ y>x0  % 
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つ はりなら ぬ こ 

と 知られぬ ベ し〕 I 

そ も 此の 集の 名 

にお ふせられた 

る 琴 じり の 詞は * 

古事記に 琴が み 

とい ふことば の 

あるより 思 ひよ 

られ たるな りと 

ぞ 0 

涛水 濱臣， 


巢後寒 
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かずしらず 拉み 

たてる 袖 山の 木 

も、 たけた かく、 

もとおち すなほ 

にして、 はしら 

ともなり、 う つ 

ばりと もなる ベ 

き は、 いとまれ 

なり 0 ことばの 

林に いりて、 其 

隐を えらばむ こ 

とも、 また かく 

の ごとくな るべ 

し 。うつせみの 

世に、 ふみの そ 

の に 立ち まじり" 

言葉の かげに あ 

そぶ 人々、 夏野 

の 草の かずお ほ 

かめれ ど、 おも 

わなす 心々 なれ 

ば、 こ >• にあ ま 

り ある も、 かし 

こに たら はずし 

て、 山の 井の こ 
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ころ あさき おの 

れら が、 かしこ 

きかげ とたの む 

ベ き は、 すくな 

くな む 有りけ る" 

こ、 にわ が に L 

ごり の 大人の、 

としごろ 思 ひ を 

よせ、 心 を こめ 

て、 よみお きた 

まへ る ことのは 

の、 世 をへ て は、 一 

あらぬ ことにう 

つし ひがめ もて 

行かむ ことの い 

とほ いなき わざ 

なれば とて、 こ 

たび 板に ゑり な 

むと いふ 人の あ 

るに、 かのこと 

じりなる 厨子に、 

としごろ こめお 

きた まひぬ る こ 

との はの、 秋 野 

の 花の いろ/ \, 


T 一 

そ、. V  乂メ  9 
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につみ わけた ま 

ひぬ る を、 なが 

きみじかき より 

はじめて、 くさ 

ぐ さの み を さ 

へ にとう. てて、 

かきあつめ たま 

ふ こと 有りけ り， 

まことに わがう 

しの ことのは ぞ- 

おのれら がた ち 

なれて たのむ ベ 

きかげ に は 有り 

ける C この 大人 

のことば の その 

にこ そ、 はしら 

ともなり. うつ 

りと もけ づり 

て、 いにしへ に 

のばり ゆかむ は 

しだて となす ベ 

き 木 は 有りぬ ベ 

けれ 0 かくば か 

りことの はしげ 

き 大木の かげに t 
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ひる は ひね もす 

立ちなら し、 よ 

る は よもすがら 

居 5 あかして こ 

そ、 みやびやか 

なる ことのは を 

も ひろ ふべき こ 

とに は 有り けれ 一 

かくて 今より は • 

ちとせの 後も朽 

ちせ ざら むこと 

のうれ しき あま 

りに、 いさ 乂か 

こ と あげす る こ 

とかくな む C 

文化む とせ 

長  月 

片岡 芳香 
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月 雪 はな、 ほと 

とぎす はさら な 

り、 うき？ J  L も 

うれしき をり も、 

あはれ なる も、 

かなしき も、 を 

りに ふれ、 こと 

にあたり て、 年 

比よ み 出 でられ 

し 歌 どもの、 厨 

子 の うち にの み 

u もれな ば、 お 

のづ からち りう 

せな むこと も あ 

らまし など ある 

人々 に そ V のか 

されて、 此のち 

かきとし より、 

かき も あつ め、 

梓に も のぼせて 

むな ど 思 ひ たち 

たま ひて、 おの 

れに涛 書の こと 

まで を も あ つ ら 

へられし が、 ほ 


、や ^  A}}^  iuirK^  、、  Ac め つ 


る 


VJ7> 


どなく やま ひ の 

床に か. - らせ铪 

ひて、 目く るめ 

くこと を、 ひた 

すらに うれへ さ 

せ 給 ひ ぬれば、 

何事 もし さして- 

つ  ひに 身 まかり 

袷 ひぬ る は、 い 

とほ いなく、 思 

ひ 出づる も、 今 

更 なみだに くれ 

てな む 0 さる を 

こたび 大人の み 

こ >1 ろざし を!! 

ぎて、 たせ 子の 

ものせられ しが 

嬉しくて、 おの 

れ もちぎ りし ま 

まに 筆と り ぬれ 

ど、 拙 さはな か 

なか 人 わろ く、 

つめく はる V わ 

ざに なむ 0 さて 

なき 砷 あとに、 一 


.vxv^ な \  、、つ "V チ、 -^、  tc. 

\xl.  、 I V1>^  f  ^  K ケ お lu. ォ 
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うしの 歌のう へ 

を 論ぜむ は、 お 

ふけな く、 ふか 

きむ ね はわが ど 

ちの しるべき に 

も あらね ど、 只 

おも ひあがれる 

こ  ろ 高さと、 

いうなる おもむ 

きと は、 き はこ 

とに、 世の 歌人 

たちと おなじ 日 

にかたる べきに 

は あらず。 また 

かの 秀欲 一 首 も 

つ はうた よみな 

り C  二 首 は 上手 

なり、 三 首 は あ 

りが たしと 長 房 

卿め の 給 ひしに 

よらば、 此 集の 

ぬしな ど をば い 

かば かりめ でぬ 

べき も 0 にか 0 


vt  /.A<^ ま ；め $ 一？ - っヽヽ 
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此琴 じり 集 は、 父 

のお も ひたち 給 ひ 

しこと なる が、 と 

も かく もさ だめた 

ま はぬ 程に、 みま 

かり 給 ひし は、 あ 

かずかな しき を、 

その 本意た が へ ぬ 

さまに はいかに か 

しな さまし、 かく 

さまん \ に、 しげ 

き 言の葉 ども を、 

しがな きさまに は 

ちらさず もがな と、 

朝な ゆ ふなに かき 

集む とすれ ど、 力 

なき をみ なご  >- ろ 

に、 おも ひ あへ ね 

ぱ、 しどけ なくの 

み もてなしつ >- , 

ほど 經し を、 称廉 

ぬしの、 せちに こ 

ころくる しがり あ 

つか はる  >- に 助け 

られ、 かつ は濱臣 


ぬしに も かたら ひ 

あはせ などして、 

やう かの みだ 

れ たりし くさ， 一 

を、 つ り わけつ 

いで、、 かく 板に 

もえり ぬる は、 う 

れ しき わざに なむ n 

しか は あれ ど、 八 マー 

これ をな き 人の 見 

給 ふ ものなら まし 

かば、 御 こ >• ろに 

.6 な はぬ も 有りぬ 

ベく、 またお も ひ 

入れ 給 へる ふしお 一 

はしたら む も、 お 

ほく もれた るべ け 

れば、 いかばかり 

かひな き 事に か の 

たま はむ と、 た 

これの みぞ あかず 

おも はる 、 C 

文化の 十と せし- 

もつ き 

むら 田の たせ H- 
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乙 

さ、 》 み s- や 

淸水濱 臣の泊 IS 舍の記 

"ど 野の 岡の ふもとに 池 あり。 この 池の 西 

i-ll か や 

なる 方を菅 がまち と ぞい ひける。 こ \ に 

蘧原 かり そけ てつい 建てた る 伏 星 あり， 

そ はたに に 其 池に のぞみ たれば， 名 を さ 

さなみ の やとな むい ふなる。 そ もく 霞 

たなびく 春の あした は， むかつ をの 梢 を 

うつして 花の 親に むかひ， 腦鳴 きわたる 

秋の ゆ ふべ は， 雪 間の 影 をう かべ て の 

みふね をと め、 あろ は 運 はな 咲く 夏の 

日、 ある はみ 雪 ふる 冬の 夜- をり につけ 

時に したが ひて， 見る めの あはれ なむつ 

きざり ける • あろ じ はふ かくみ やび この 

める 人に て、 四の 時の あはれ をす， くさす、 一 


こ をい にしへ ざまの ことの 葉に のばへ て 

思 を やり、 またもろ こしぶ りの しらべに 

なら ひて、 心 をし も なぐさめ けり。 かれた 

まあへ ろ 人々， 花に あく. かれ 月に たどる 

も. つねに この 伏屋 をな む 問ひ來 にけ ろ。 

一 日 あるじの いひけ らく， 世を經 てた え 

ざる もの は 鳥の 跡な り。 いで 此の 屋 のた 

のしみ を も- 人々 と あ ひむ つばへ る 心 を 

も， ながく うみの 子の つぎく にった へ 

て、 わが 名代と せむ。 ことの ゆ ゑよ し 記 

してよ と あれば、 すな はち 峯 さしぬ らし 

て， いさ」 かもの.' はしに 書きつ く。 

宽玫 とい ふ 年の な k とせ 神無月 

蓬が 杣の記 

吾 黨晃海 は， はやく ひた、 けたる 巷の 住 

家 をい とひて、 た 1- 哥に のみ 心 をな-ぐ さ 

め、 山水の 滂き さか ひに なむ 思な やりけ 

ふ. OS ミ 

る。 其の 尾 張の 故鄉を 出で、 より、 甲斐 

s ぐ-せ 

の國 にあ そ.. へる こと 十 年 あまり. 今 また 


東の 都に 来りて、 世の 哥 人に まじらへ ろ 琴 

ことこ、 に 二 年、 市が 谷の 里に かご かな 後 

る听 をし めて， 花に な-かめ 月に うそぶく 

ひ  卷 

やどりと せり。 おのれ 一日 其の やどり 十 

を訪 へば， 松の 柱 竹の 編戶 いと 事 そぎた 

る ぞを かしき。 あろ じの いへ らく， 我 こ 

こに わが 世 をへ なむと に は あらす。 た^ 

寺に とりた ろかり そめの すさみな り。 わ 

れ 此の や どり を 蓬が 杣 となむ 名づ くと い 

ふ。 さる は みやびたる 名に こそ 有り けれ、 

Sii の 音き かむ 秋 を 待つ よすがに やといへ 

ば、 さりけ り./ \>、 さはいへ どこれ をと 

がむ る 人 あり。 あらぬ えせ 哥 のこと 葉に 

な ％ よし あ. V 

すがりた る こそ 心 ゆかね。 かの 長 能の 朝 

臣の そしり をぱ、 いかに ことわるべき ぞ 

とい ふと ぞ、 おのれ こたへ けらく， そ は 

なづ  あ *, ひ 

ものに 泥み たるぬ しかな。 かの 朝臣のう 

け ひかざる は， 耳 なれぬ 詞 をい とふに こ 6 

そ 有りけ らし。 され ど必す さる 事との み 。" 
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もさ だめ 難き よし あり。 そ も -哥の 一 1-,!?, 

にい ひふり て 跡 ある 事と. あらたに つく 

t ざ 

り 出で、 いひ そむる 事との 二つ あり。 蓬 

の 杣とは あらたに いひ そめた る詞 にて、 

古き 跡に よりたる に は あらす。 そ は 蓬の 

茂う 立てる が， 杣 山の 木の むれ 立てる に 

似 たれば、 たと へて いふなり。 かの 天つ 

星の 數多 きを 仰ぎて 星の 林と なづけ、 み 

ねの 岩 ほの 拉み 立てる を 見て 岩 垣と いふ 

らむ， みな 同じた ぐ ひなるべし。 か >• ろ 

言葉 を あらたに いひ 出で む も， 人の 一 

つのた くみに は あ、 らす や。 古くい ひなら 

ひたる をば， 善しと て必 すと り、 新しく 

思 ひよ せた る をば， 惡 しとて あながちに 

捨てむ は、 中々 に を こなるべし、 まして 

彼の 哥は、 通 俊の 君の えらびに もとられ、 

* ちの だいな ご. < 

また 帥 大納言の 難に も いらす。 か  > -れば 

ふたり  I 

この 二人の 君た ち は、 其の あらたなる 詞 

をよ しあり とこ， VT 思 はれけ めと いへば， 


主 手 うちならして まぶ こと 限りなし。 則 

k んだふ 

ち 筆と りて この 問答の 詞を ついでて、 主 

の 名に かけた る 事の もと を あかし， かつ 

は 曾 丹の 翁の ため， 嘲り をと くになむ- 

文化 六と せの 春 

知足罨 記 

あはれ 世の なら はし、 J そ はかなき もの は 

あなれ. たかき いやしき ag いとこと なり 

といへ ども. おのが じ、 心 ゆく ばかりな 

る は 稀に て、 た たら はぬ みぞ 多 か 

りけ る * 花 を 思 ふとて は棺の あらし をう 

らみ、 月 をめ づる とて は 尾 上の 雪 をい と 

ふためし， 誰か はの がるべき。 林に やど 

る さ、 ぎ は、 ゎづ かなる さ 枝の かけ をの 

みたの み， ながれに 水 もとむ ろね すみ は、 

た はら ふくる  >. にす ぎす とこ そ， いに 

しへ 人 もい ひつれ。 か、 る ことわり を だ 

にわかた ば、 限り ある この 世に、 かぎり 

なき 事 を 思 ふべき か は * こ」 に 中 村の ぬ 


しなむ， よく 塵の 世の けがしき をの がれ 

て， 藍 G. 軒 松のと ぼ そに 心の 月 をす まし 

め、 花 をつ む ゆ ふべ， 閼伽 をく む あかつ 

き、 み佛 にっか ふろ いとま ある 時 は、 氷 を 

くだき、 雪 を 煮て， とがの をの 昔 をし のぶ 

める 業に しも， 心 をな む なぐさめ けろ。 こ 

れゃ 此の世に もとむべき すち を も 忘れ- 

また 人 を. フら やむべき ふし を も 思 はで， 

おのが 心から 事足ろ 業に しも あれば、 か 

のい にしへ 人の いひけ むこと わりに こそ 

かな はめ。 いで やうつ そみ の 世の、 限り 

なき もとめ あろき はとは、 日 をなら ベ て 

あけつ らふべ くも あら ざり けり。 うべ な 

うべ な、 この 住家 をし もた る こと を 知る 

とよ 名 づけし f  J と。 

隨時樓 の 記 

うつせみの 世の 人の ことわざ、 よろ づに 

さま，^ なれ ど， 時に そむき 折に あはで、 

つきづき しから ざら むは， いみ じき ふし 


なりと も いかで 心の ゆく わざなる べき。 

されば 夏の 日は埋 火の あた V かなる を 思 

はす， 冬の 夜に ひみ づの 涼し さ をば 忘れ 

つ.. へし。 いにしへの 人 も、 春の あじ vc: 八 

月の しら-かさね を こそ、 すさまじ きこと 

の 例に は 引き出で たり けれ。 か k ればは 

かなき すさみ も， をり にあ ひたる は を か 

しく、 見所な き 木 草 も、 時 を 得； I る はめ 

づら かにな むお ほ ゆめる。 しか は あれ ど、 

人. くさし き 巷の、 所せ く 門た ち拉 ベた 

らむ あたりに は、 時 をす. ぐし， をり を 失 

ふたぐ ひ 多くて， 月に たよりよ き は 花に 

うとく- 水に よしある は山遙 かにて、 四 

つの 時の ゆきめぐ るに したが ひて， 心 を 

やるべき 住居 は， いと も/^ かたし や。 

こ、 に 前 田の ぬしの 高殿 こそ、 あやしく 

所得て はお ほ ゆれ。 しりへ は 路に つに 

くものから， 前 は 世ば なれたる のぞみ あ 

り。 春 はむかつ をの 花の かをり を 居な が 


はちす 

ら抉 にしめ、 S はみ なぎ は淸き 池の 蓮 葉 

を 舟なら すして 手 折り、 秋 は 月に うそぶ 

rA づ 

き、 冬 は 雪に うた ふ も、 すべて 山水の あ 

はれ を そ へざる をり なむ あら ざり ける • 

まして あるじの 言の葉 もて、 友に まじら 

ふ 事廣 ければ、 iit- に ふれ をり を 過 さす 問 

ひ 来る 人々、 皆み やび 好まざる はなし。 

かくと， 】 し へ にあく 世 もしらぬ 高？ おなれ 

ぱ とて、 聞 中. の、 ことさらに 時に し 

たが ふて ふ 事 を もて 名づ けられた る は， 

ふかき 心しら ひに ， i そ ありけ らし。 

安田 躬 弦の 家の 文 1 の 記 

よろ づの 調度、 +0 の 跡 ある もの は. よそ 

ほひ ありて うろ はしかれ ど. け-ちか くも 

てなら し 難し。 今の 世に つくり 出づる も， 

の は、 こと そぎて 見所な けれど、 とりつ 

かふに 心 やすし • この 文臺 は- ちかき 世 

に 師が、 はじめて つくり 出で たる 

型な りと なむい ふなる。 法師 は 連の 世 を 


のがれ 出で、. かりのやどりに 心と め 巧 今 

ざり し 人な りと かいふ めれば， -so のよ 後 

そ ほしき 姿 はまねば で、 今の 世の 心 やす 集 I 

きに 從へ るに こそ 有りけ らし。 又 こ は 神 十一 

路の山 G. 杉の 古枝 を、 木造り なせるな り 

となむ。 そ は ゆく りなくな せし わざな め 

れと J これ を 思 ふに、 とりよ そ ひうる は 

しからむ は， 大 かたに 人の 世の 手ぶ りに 

て、 事 そぎて かざりな き は， 中々 に 神代 

のすな ほなる 心しら ひ あれば、 此の 杉 も 

てつ くれる を 似け なしと もい ひがたし • 

と まれ かくまれ、 物 は 事. U らば さても 有 

りぬべき を， あまりに えり t  、のへむ と 

せば. 失 ふ ふし も 出 でくべし。 我が 友躬 

弦の ぬし は、 ふるきみ やび ごと 好む 人な 

るが、 この 古に 跡な きさまなる 物 を も， 

るに まかせて 捨てざる は. 心 ありと や 

いはむ。 椎の葉 も ひそく のっき も， もの 

を もろに は 心 ひとしく、 ぁじろの屛1_^も 3 
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錦のと ばり も、 身 をへ だつ るに 異なる け 一 

ぢ めなければ、 すべて 物 は ひと かた をと 1 

りて、 かたへ をい ひけつべき わざに は あ" 

らぬ にや。  .一 

や きゑの き 

燒畫記  ； 

なじ  い！,！ レへ  ch- 

よろ づ 何の わざに も、 古より 法と なすし； 

るべ ありて， それに よら ざら むは、 ま， J と〕 

の 心 を 得が たく， 其の のりを 得た る は- ^ 

まめ やかな りと て， 人もう ベな ふめり。 . 

こ はもと よりこと わり さる 事ながら、 ふ" 

かく 事の もと を考 ふるに、 よろ づの 事， J 

はじめに 法 を まう-け 置きて、 後に 其の わ 

ざ をな し出づ るに は あらす。 その わざ あ"； 

るが、 フ へに こそ、 法て ふ 事 はいで 來 めれ。 j 

？ 5.- れば、 わざ は 本に て、 法 は 末な り。 j 

なに  j 

かれ 何の わざに もよ く 心 を 深めて、 其の- 

道に 入りたら む 人 は. われより 法 をば は； 

じめつべ し。 すべて くだりた る |i 人の 心. i 

•  ぐせ にて， 法に なづ み， あとに かヒ つら i 


ひて、 かへ りて あらぬ 方に ひがみ もて 行 

くた ぐ ひも 多 かろ を や。 もろこし 人の 詞 

に、 法 はの り な きが -フち に ありと いへ る 

は， 其の 詞味ひ ありと こそ 覺 ゆな. れ。 さ 

はいへ ど、 これ は 世の つねの なほく し 

きき はの 人の ために は、 たやすく 言 ひが 

仁く や あらむ。 こ、 に燒檢 とい ふわ ざ あ 

り。 はやき 世の すさみに て、 中 昔の 書に 

も 其の 事 見え たれ ど， 今 は 世に たえて 其 

の あと も殘ら す、 まして その 業 得た る 人 

とて は 誰か は あらむ。 しかる を若狹 のか 

うの 君、 稻 垣の 朝臣 は、 精 を ふかく この 

み 給 ふ あまりに、 此の わざ、 を ふた、 び 世 

にしいで 袷へ り。 そのもの >- 形 をう つし 

お まふ を 見る に-まがね を やきて 筆と し， 

火 を もて 墨に かへ て， 筆づ よに とりなし 

たま ふ 所 は， 紙のお もていた くこ がれ- 

軽ら か にかいや りた まふ 方 は、 火の 氣か 

すかに に ほひて、 またく 墨. かきの 心しら-一 


ひに ことならす。 さる は 水の ながれ、 山 

のた、 すま ひ、 木 草、 とりけ だもの、 人 

のよ そ ほひ， 家 居 の ありさま， 何 くれの 

くさ は ひ、 筆の 心の いたらぬ くま 無くな 

むお はすな ろ。 これ ぞ この 古人の 跡 を 

も ふます、 われと わが 心 を もて、 法 を さ 

ためても のし 1^ ふなる は、 いと^,^ 珍ら 

かに こそ。 今より して， 此の わざ をす ぎ 

すぎに まねび 出で む 人， 誰か は 此の 君 を 

もて、 此の 道の 親と めでた ふとみ 奉ら ざ 

ら む" 

文化の 四と せかみ な 月つ いたちの 日 

山水の かたかける 繪を 見る 記 

ラっ せみの 世に 人の ことわざ 多 かめれ 

ど、 し-つけき 窓のう ち、 幽かなる 燈 火の 

もとに ひとり 居て， よく つれ <\» なぐさ 

むべき もの は， 輸と 書との 二つに な 

む 有りけ る。 糸竹の しらべ に 甲 5 ひ を やり、 

不皿を 取りて うき 世の さま を 忘る 4 たぐ ひ 


は、 折に ふれ ゆにし.； I. かひて， 人の 心 を 

なんな-ぐ さむる わざ なれ ど、 いかで か は 

常にし もな すべき。 故く だれる 世に 生れ 

出で、， 上つ 世の 人 を 心の 友と なすべき 

はふみ なり、 足は鄱 G うちにの み 止まり 

て、 人 G 國の遙 かなる 境 を もた にに 見る 

べき もの は、 うつし 镜の たくみに なんあ 

りけ る。 か、 れば， 古の 書 どもく りかへ 

し 見ろ いとまに は、 名た たる 山河の け は 

ひ を、 うつし 精に しのび 出で、、 こ を 常 

に 心 やりぐ さと； てな しけろ * かくお の-か 

好める 心 をお も ひ はかりて、 ある 人の 見 

よと てお こせし を 見る に， 山 をた、 める 

事 十 まりいつ \  壘 かきに かきな し 

たろ が. 濃き は 近く、 薄き は f?J! し。 その 

まぢかく 見 わたさる、 は， 大木し み に 

生 ひ 立ち、 ，てら a!« えて. 道い とさか 

しと もさ かしく 力し こ 力る 世の 經カた 

きため しにい ひけむ， から 联 のこ、 ろ こ 


そお ほ ゆれ • 又と ほく 見やらる、 は、 あ 

ろかな きかに 雲霧た ちまよ ひて. 群れ ゆ 

く 鳥の 翅も 末た J ^きえ- V- なる に， タ B 

ほのかに に ほへ り。 いにしへの 書に 眉 引 

の ごとしと いひけ むは、 只 かく ぞ と先づ 

おも ひ 出で ぬ。 水の ながれ 一す ぢ、 その 

源 をと むる に、 幾千 里の 遠と も わかた す、 

又 その 落ち ゆく 末 を のぞめば、 いづこ を 

はかと も 知りが たし * そ G 八十 瀬の くま 

に は. „a 砂い と淸ら に、 さ、 ら波 よる 港 

あり， また 岩う つ 波高く たちて、 おと 閉 

くば かりなる に * 舟いた くさし わ つらへ 

る あり、 また 岸の まに./ \» いり まがりて， 

水 よどみて 深き は、 そこ ひも 知らぬ 淵な 

るべ し- さて 水 をへ だて、 麓 G かたに、 

大きな ろ 星 ども 薆を つらね， こと. <\« し 

き 門お しひら きて. 前に は 石 を はしと せ 

り、 また 水の こなたに は， あやしき 躉星 

たち W びて * おどろなる 垣根 ゆ ひわた せ 


り。 又 に 力し こに 人 あり， ある は- 

に 乗れろ も. ある はかちより 行く も， あ 後 

る は 薪お へ る も、 ある は j£ の 竿 もた ろ も 

お 

立ちた るむ 居，；！ る も、 老いた る も， 若 十 

きも、 その さまい ひもつ くし 難し。 まし 

て 木 草 何 くれの 物 は、 か； てへ も あへ むか 

は。 かく 遠 じろ き 山川の すがた を、 たに 

一 ひら S 紙のう ちに、 こまやかに 心しら 

ひした る は. 世に なき 肇の 跡と ぞい ふべ 

き， た 1^ かく 珍ら かなる を-いづ くの 國、 

いづれ G 所 を， いつ G; 世い かなる 人のう 

つし g きけ ろな りと も 知られぬ，  > そ をし 

けれ • これにむ かへば， あからめ もせす、 

うち まもられて、 飽く 世な けれど， さは 

いへ 久しく 止むべき ならねば とて、 その 

お ほよ そ をし ろし §0 きて， 返し やりつ. 

二月ば か h- 山里の 梅 をめ づる記 

大伴の^^鍵のぬし、 今 は 塵の 世の けがし 0 

きをの がれ、 其の 遠つ おやなる， 筑紫 のみ お 
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こと もちの 古 をし のび 出で、、 も、 ち 

の 梅を砌 にね こじう つし、 そ を もて 清き 

心の 友と なむな しける。 こ、 にわが おも 

ふと もがき 相と もな ひつ、、 その 花の さ 

かり を もす ぐ さじ. 世の 外の 春 を も 見む 

とて， ふり はへ てと ふこと あり。 頃 はき 

さらぎ の 十日 あまりな ろに， かの 見 ゆる 

岡べ の 雪 は- 猶 きえのこりながら * ラち 

かすむ 森の 棺 ども は， 春の 光う ちわたり 

て- そこ はかと なく 閒 ゆろ 紫の も、 人 

くと いふに は あらで、 我 を 呼ぶ なるこ k 

ちの すめる は、 こ 、ろ § く 夕べな り。 所 

は東の比^5のふもと.なれば、 世ば なれて 

かご かに 住 ひなしたり。 松のと ほそ 臺の 

s， 

軒 ども， いとこと そぎた るに、 おの づか 

ら なる 竹 むら を まがき に 結 ひわた して， 

堰 きいる、 水の 流い さぎよ く， 石の た、 

すま ひこと さらなら すしな して， 庭の つ 

らいと 廣ら なる に、 植ゑ そへ たる 千 本の 


陰 は ■ 色に 香に とりなら ベて、 露 をね た 

み S にき ほへ るけ は ひ、 この 世の ものと 

しもお ほえすな む あろ。 かくて こそうき 

世 を そむき はてぬ るか ひ あり けれと て- 

人々 めでく つがへ りつ、、 花の もとに ま 

とる すれば、 あろ じ は 酒 さかな とりまか 

な ひ、 か はらけ とりあけ て、 

梅見に とと はれ もす るか 大 伴の 

むかしお ほ ゆる 宿なら なくに 

とに よび 出で たる を、 とりあへ す 一 人が、 

大 伴の 名 も 香ぐ はしき やどの 梅む かし 

の 春 を わすれ や はする 

か はらけ たびく めぐる ほどに、 月 はれ 

やかに さしの ほりて， 木陰 もく まなく 見 

ゆるに、 吹く とし も あらぬ 下風に に ほひ 

みちた る は、 {| をす むる ばかりな るが * 

いはん かたなし。 人々 みな あざれ あ ひて、 

ある は 遣 水に 口う ちそ」 ぎて、 のみての 

後 はとうた ひ、 ある は 苔の むしろに おり 


るて、 雪 を あざむく とくち す さび 出づる 

も あり。 また 物の 音 吹きなら したる は， 

花に うしろめ たき 調の 名な ろ も、 をり 

にあ ひたる 心々、 いづれ を かしから ぬ は 

あら ざり けり。 いで やかく あそびの 道の 

たのし かる も， 世の ほ だしな き 人 こそ は 

とて、 あるじの ほこり 顔なる を、 花の 心 

もし か 思 ふらむ とぞぉ ほ ゆる。 されば Ar 

宵の ありさま をし も. け ふ來ぬ 友に も か 

たら まし， また 後のお も ひ 出ぐ さに もと 

て、 月の 光 をと もし 火に て、 かつぐ も 

のに 書い つく。 

山里に 花 を 見る 記 

1 ^$^のたびねは猶ぁかぬものから、 散り 

散らす とか 待 つらむ 人 も あめれば、 け ふ 

はたち か へらむ とする を、 花の たよりな 

ら では， 又 か、 る 人め を も 見 じな ど、 あ 

ろじ は 止め まほし けなれ ど、 鷲に 身 を あ 

ひかへば とて， わかれに けり。 紫 だち た 


る 空の け は ひうちく もりて、 昨日 はくま 

なく わたされし 梢 ども も、 霞の まよ ひ 

お ほつ かなく、 なかく に ふりすて がた 

き あし. U なり。 ゃ& おり 来る ま-. に、 山 

ぎ は あかり 行きて， やう/ \ 'さしの ほる 

こ し はがき かや の-,. ま 

日影に 見やれば、 小 柴垣、 萱が 軒端 は， 

そこと いちじる く、 まして 立ちなら ぶ 梢 

の 雲 は、 いよ、 手に とろば かりなれば、 た 

だかへ り 見が ちなる に， すこしう ち 吹 

きて そこ はかと なく 散り 來な るが、 見る 

がう ちに 道 も はだれ になり もて ゆけば、 

あな 心づ くしの 山 ざ くらよ とて、 人々 お 

りゐ ぬ。 

ふ n すてし 人 をと むる 山 櫻 散る を も 

花の なさけと ぞ 見る 

山風に まかせな はて そ さくら 花 夢に 見 

しさへ 散る はう かりき 

とば かりやす らふ ほどに、 峯 より 童が お 

り 来る あり， なかば 散りた る 枝に 文 を さ 


したる を もて 来て、 都の 人は猶 こ、 にこ 

そお はしけれ， これ をと て 出す を、 とり 

て 見れば， 

花 さそ ふ 風 は うらみ じ 散らぬ 間 を 見す 

て、 かへ る 人 も ある 世に 

と ある は、 都まで いひお こす 使なる ベ し U 

とりあへ す、 

またもと てち ぎり 置きし を 山 ざ くら 風 

を かごと に 待た じと やする 

ふ ミころ  ，ゥな £ 

やがて 懐なる 硯 とうで て、 その 童が 袖に 

かきつけて やりつ。 花に ひかる 、心の は 

てし なければ， なほ 苔 をむ しろなる に、 か 

し f  . "より 酒 さかなな にくれ の 物 ども 持て 

來て、 また 童して いはせ たる は、 

と はる . ^をみ 山の かひに 住む やどの 花 

に うき 名 をお ほせ ざら なむ 

かへ し， 

心から 散る こそ あだの 名. たて なれ 我 や 

はきせ し 花の ぬれぎぬ 


^く はかなき 事い ひしら ひて， 人々 酒た お， 

う.， へな どす。 谷水の な-かれ かすかに おと 後 

づれ、 松の 聲は遙 かに 響きて， 散りの こ 集 

る 尾 上の 花 は、 猶 わかれ 惜 みが ほに 句 ひ， 十一 

霞 を もる  鳥の さへ づり は、. さらに 我 を 

と むる 心地の みして， うら/^ と 永き 

春 日 も、 今日はた 晝 間す-ぐる を だに 知ら 

ざり けり。 かくても 斧の 柄 はくた しつべ 

くな む ある や。 あやなく おくろ 春の H 數 

を 花に のみ 通ぐ いなむ よ， これにました 

る， J  ろ やり は あら じ， わが 世の かぎり 

は 唯 かくての み も あらま ほしき やな ど、 

歸る そら も わすれて， われさ かしらに 言 

ひ あへ る は、 醉を そへ たる 心の すさみな 

るべ し。 

また さらに 花に ひと 夜の 宿から む 散り 

のまが ひ は 人 もと. かめ じ 

と ぞぉほ ゆる。 

春の 山ぶ み  が 


春雨 そほ^り てし め やかなる に， ひとり 

日な がき 窓のう ちに、 なにくれと 古き 世 

ひ-さ. t 'しど もとう で  >- うち no^ る ほど し 

ばし 文 机に よりそ ひて まどろむ と せし 

そち 

に、 たちまち 柴の戶 うちた、 きて、 帥 ど 

のの 待ち かね 絵 ふ を， いかで まう で 給 は 

V？ ろ、 とく^^, とい ひさして 走り 行 

く を 見れば、 とのの 舍 人なる が、 御と もの 

つらより ふり は へ てお とづれ けるな り。 

けに 今日は 嵯峨の 山ぶ みせさせ 給 ふなる 

に、 歌よ みの 數に とて， かねて 召させ 給 

ふ を、 など かく 忘れけ むと、 心 も そらに 

て， やがて かりば かまに 水 干と りきて、 

いそ ざいで つ。 嵯哦 野の かなた こなた 見 

めぐらせば、 山 かたつけ る 老木の 松の 陰 

に， あけば り 高う はりて， 幕な から 引き 

わたした ろな t とののお ましな りけ る。 

また 麓の 芝生い ふ 清ら なる に、 今 を 盛り 

とに ほひ あ ひたる 花の 本 をし めさせ 給へ 


ろ は， 中務 のみこと ぞ閉 ゆなる。 山 Hf さと 

吹き 来て、 散り かふ 花の け は ひ は、 さなが 

ら雪 をめ-ぐらす とかい ふば かりなる に、 

春 庭 花 を おもしろく 舞 ひいでた る、 うち 

ふる： W のに ほひ もた ならす、 や を.，？ こ 

なた の 御前う ち 過ぎて かへ り 人り ぬる は、 

たと しへ なく めでたしと- 目と- V めら れ 

つ。 殿 はまちと り 給 ひて. あそびと くせ 

よとの たま ふ聲 のした より、 わら は 四 人、 

たけ だち 姿 ひとしき が、 胡蝶の よそ ひう 

る はしく、 霞の ひまより みだれ 出で、、 

花の あたり 飛び かひた る、 え もい はすつ 

,  ひ *>り 

きぐし。 やがて その わら は 一人 を 召し 

て， 

いざさら ば あそぶ こて ふに さそ はれて 

花の木 陰に け ふはくら さむ 

ときこえ 絵へば， とりあへ す こなたより 

も、 御 かへ りきこえ 給 ふ。 

胡蝶に も われお とらめ や^く 花の あか 


ぬ 色香 をした ふ 心 は  。リ 

猶 かたぐ きそ ひ あ ひて. iJiig.A  ,M  3 

樂 陵 王 納蘇. 利な ど、 すぎく に ま は 

せ 袷 ふ。 け ふ は 彼方に も^ 方に も * もの 

S 上手 ども をえ らばせ 給 へれば， すべて 

いひ 知らぬ 手 ども をつ くして- - 野 山の 木 

草 もな びき， 穴 行く 雪 を もと めつべく 

なむ 有りけ る。 さる はいとうる +6, しくむ 

つび 閒ぇ絵 ふなる が、 大 かたの はかなき 

すさみ ごとに は， かたみにお とらじと い 

どみ か はし 給 ふ も、 を かしき 御な から ひ 

なり や。 かくてみ こに 御酒 たてまつらせ 

袷 ふ。 山吹の 花ながら なる をつ く ゑに 結 

ひて、 上に はこが ねの 杯 をのせ 白 かね 

の 瓶 子に 櫻の 枝 をお もしろ くと りよ そ ひ 

て、 歌と くつ かう まつらむ ものに とて、 琴 

おのれに 賜へ り。 いと 心 も 得ね ど- もて ^ 

まゐ りたる に， みこい と 興ぜ させ 給 ひて. 怨 

さか づき とらせ 給 ひぬ。 お まへ に はべり 十 


好 子と りながら、 

わか 樓 名に ぉふ宮 のい にしへの 春お も 

ほ ゆる 花の さか づき 

山吹の ほそながに， 三重の 袴と り そへ て 

sg りたる に、 いと もお ふけな くこ そお ほ 

えし か。 みこよりの 御つ かひ は、 圆書助 

となむ 聞え ける。 いと 大き やかな ろす 

りの 蓋に、 色 こき 蒼 を あまた 植 ゑて、 く 

れな ゐの絲 をつ がりに したる こんる りの 

登に， 名 だかき 蒸 物 ども を 入れて、 しろ 

かねの 火と り 一つ を 1^ へて、 その上に お 

きたり。 ふた ぁゐの 象眼の 地し きのはし 

に、 软をぞ か  > -れ たる。 

もろともに 董^ く 野に やどりせば 草の 

枕 もうれ しから まし 

野 をな つかしみ とお も ひとり 給 ふなる ベ 

し。 この 助 は 名高き 博士な りければ， 酒 

たうべ て 文つ くらせ 給 ふ。 今日の 山ぶ み 

のこ >- ろ を， 四韵の 句に おもしろ くつく 


り 出で たる を. その 道の 人々 はう ちかへ 

し 誦して、 いたく も 言へ るかな とて， い 

み じくめ であへ りけ り， 祿ども かづけ 給 

へば、 ゑ ひの 足 どり たどくし く、 立ち 

よろ ほひながら まかり 出づる も， をり か 

ら罪 ゆるされて を かしかりき。 日影 や 、 

は  お- ん 

山の端ち かうな る ま、 に、 今 はま かで 一 者 

聲 なる にゃあら む。 左 も 右 ももろ ご ゑに 

吹き 上け たるが、 あまりに 耳お どろく ば 

かりお ほえた ろに、 ふとめ さめ たれば， 

は- 

ひね もす 降りく らした る 雨の 啧 間；？ て- 

の き  ttA づ 

軒の 玉 水 こ ゑう ち 添へ たる なりけ り • 

さは ゆめな りと おも ふ も、 猪 わすれが た 

くて。 

花 を をし む 記 

つれぐ と 降りく らした ろ 長雨 も、 やう 

や 5 はれ 間お ほ ゆるに、 か &るゅ ふべ を 

た^に や は 過ぐ すべき、 春の ゆく へ を も 

しのばむ， 花の 名 殘 を も 見ば や、 いざと 


て， 律 生の 門 おどろか すなる は， 我が 相 琴 

田- 5 ふ 人々 なりけ り。 さろ は いづこの 心 ゆ 後 

A  t ち，  |§ 

く かたなら むと いふに、 かしこの 御館 こ S 

この 稗 園 生、 此 ごろの け は ひ 如何に 見所 f 

あらむ とい ふ も あり、 又な にの 山里、 そ 

れの河 づら、 猶 散り 殘る陰 を や 尋ね まし 

など もい ふ を， いで かの やむ ごとな きき 

はの 塵 もす ゑ じと おきてたら むは- 春風 

の 心 もた どらで， あながちに 朝夕 かき 沸 

ひな どす めろ が. 所に つけて はめ やすき 

わざと も 見 ゆべ けれど， かへ りて は 情お 

くる、 かた やい かで 無から む、 又 かの 世 

離れた る あたり は、 暮れ ゆく 春の あはれ 

もさ こそ 多 かめれ ど、 露へ： U つる 道の そ 

らも， いと はるかなる を， 暮れ かけて は 

など か 思 ひた、 む、 さらば われ も 人 も あ 

ひむ っぱ へる， 羽 生 田の ぬしの 住居 こそ 

ゆかし けれ， いざ 給へ とて、 うち つらね 

て 行く に， 所せ きち i たの 塵 は、 た 中お 


卞 i& 集 後 琴 


ほ 一の 一重 をへ だて なれ ど、 や、 おくまり 

ての どかなる 方 を しめつれば、 木立 もの 

ふりて、 S のた、 すま ひた ならす、 ま 

して あるじ は 古の みやびした ふ 人に て， 

なべ て 世の 島 好て ふ 人の 心なら ひ はまな 

ばで、 た^^ぉのづからなる山里の有樣を 

うつし たれば， は ひりの 方 をば さながら 

畑に つくりなして， なづ なの 花な ど 露に 

うち 亂れ たる、 いとつ きぐし。 垣ね を 

めぐりて は、 田所廣 くう ちかへ して、 堰 

，よら  ^'でづ 

きいれ たる 水い と淸 なる に、 娃の時 知り 

が ほに 聲 たてた る も を かしく、  くろ づた 

ひの 道 かたぐ にわかれ たるに は、 花の 

木 ども わざと ならす 植ゑ わたせり。 さる 

は 夕日に もてはやされ たろ 色香の、 雨の 

なごりお ほえて、 心 ありけ に 散り 殘れ る- 

今日 こす. はと ぞ 見えた る。 あるじ は ち 

よろこべ ろけ は ひしる くて、 年に まれな 

るな ど 口す さみつ、 風 を 待つ まの 木の 


f におり ゐて打 語へば、 おの づ からう き 一 

世に 遠き こ. 1 ち せらる i を- 誰か は 市の 一 

傍と は S はむ， かくて 家路な さへ 忘れぬ. 

べし。 日 人り はつれば 塒 にかへ る 鳥の 音 j 

も わかれ をし み 顔に きこえ、 入相の こ ゑ 一 

かすかに つた ふろ も、 春 を閉ぢ むる こ 、一 

ちして、 夕 やみの 空も猶 ふりす てがたし 一 

や。 

かくながら 花の木 陰に 月 待ちて いざ， J 

ろと もに 散る まで は 見む 

おなじ 題 を すが子に か はりて 一 

あはれ 花の 日 as, の はかなく 過ぎ行く 有 標_ 

を 思 ふに. いと かく 常な き 人の 世の ため 

しこ そ， あやしう よそへ つべ けれ。 やう： 

やう ひもとき そむる、 .>  すゑの 猶ふ、 める 一 

方お ほかめ る は、 おひた ち 行く ま k にに 一 

ほひ 添れ る 人の、 まだ かたなり なろ 所 あ； 

りて、 さらに を さなき 心なら ひの 殘れる 一 

やた ぐ ふべ からむ。 お ほかた に ほころび 一 


もて 行け ど、 猶 さえ かへ る 風の 名 殘ぉほ 

えて、 心行く ぱ かり は ゑ まひ 開かぬ ほど 

なろ は、 若々 しきけ は ひけ ざ やかに て、 

あえかに 女し と 見 ゆる は， を かしき もの 

から-. 今す こしょ づきたら む ふし を 添へ 

ばゃと思ふ ころほひ^？るべ し。 散り も は 

じめ す、 咬き も殘ら す、 夕日に もて はわ 

されて、 霞の ひまより 長閑に こ ほれ 出で 

たる は、 今 はねび と、 の ひて、 あかぬ 所 

なく、 心ば へく まなくて， さしす ぐいた 

る 事な む あらぬ が， 猶 おほどか にあて や 

かをり 

力なる" 力 如し。 うる はしき 薰は. 日 ごと 

に まさり ゆけ ど、 はやう つろ ふ 色 見え そ 

めて， よそに 過ぎ行く 嵐のお とも、 うし 

ろめ たうお ほ ゆめろ は、 ゃ&さ だすぎ た 

るが、 なほ 今め きたる 方に よくもて つけ 

て、 め 10- すければ、 心に くき もうち そ 

はりて、 さまお くれぬ たぐ ひなり。 香 も 

あせ 色もう つろ ひながら、 猶心 きたなく 


と まりて、 暮れ行く 春に もお くれ まほ 

よ * 

しけに 見 ゆる は、 あながちに とり 粧 ふと 

はす めれ ど、 まみ 口つ きな どいつし かと 

およす き， あしけ さも そふめ る を、 おの 

が 心に のみ 昔 忘れす して、 ひとり ふりが 

たく 思 ひとりたら ひや、 くらべつ ベから 

む。 かく 人の 身 G あり 經む 世の あらまし 

を， た 一 時の 花の 上に うち ながめつ ベ 

き は、 あはれ にも， を かしう も、 はかな 

う も、 いひ 知らぬ わざな り や。 さる は 春 

ひとに 散り 行く 陰 を 見れば， はかなき こ 

の 身の， あさましう すぐせ し 三十 四十の 

こし かたをも、 先 づ思ひ 出 でられて. 鏡の 

影の あらす 口惜しう なり もてい ぬろ も， 

か ！>- やかし さい はむ 方な く ぞぉほ ゆる * 

さはれ 猶 花の 行く へよ、 さながら にわが 

世の かざりの しのびぐ さとし もお ほ ゆる 

は、 うたて 如何なる ちぎりと か。 

うつろ ふ を 花の 上と やよ そに 見む あだ 


なる 春 を 過ごし こし 身に 

获 をめ づる記 

老いて はものの 興 すくなき 習なる に、 い 

や ょひ 

とビ 病. かちなる 身の、 よろ.. つに ものうく 

て， たれこめて のみ 日 を ふる を、 ある ス 

のまで 來て、 萩 もや、 盛りに なりぬ， な 

どか 野邊 見に と は 思 ひた \ さる、 かしこ 

の 御寺、 こんの 園 生な ど、 とりぐ に 人 

も あく がれ 行く と ぞい ふなる、 いざた ま 

へ、 かくての みや はな ど そ、 のかせば， 

さすがに 心 は 動け ど， 徒步 より 行かむ 境 

はるか 

は， 杖 ひく ほど も遙 なろ ベく、  i6 た あま 

りに 人め しけから む も、 むづ かし かるべ 

しとい らふる を、 いさや、 わが 誘 ひま ゐ 

ら する は さろ か.； i ならす、 君 も 知り 給 

ふらむ、 すみ だ 河 を さかの ほる ことい く 

ばく も あらで、 人り ぬろ 碟に掉 さしと に 

むる 所な りと いへば、 さりけ り/ \-、 そ 

は 我 も 問 ひなれ たる 宿ぞ、 さろ は 人の 往 


來の すくなき あたりに て， 舟路の ほど も 0 

たビ ならぬ をと て、 ともな ひ 行く。 舟よ 後 

りお るれば、 白 鬚の 森 を 左に、 秋 葉の 社 

を 右に て， 秋の 景色な かくに 世ば なれ 十 

て 見 ゆる も を かし。 門 さし 人れば 、あるじ 

喜びて 迎へ 出づ。 みさかな に は 何よ けむ 

なと いふ もつ き しう， やがて あはび 

さだをに は あらぬ、 芋ね ぬな はな ど ■ 所 

につけ， たろ もの 調 じ 出で、、 あるじした 

り。 In;. いう V つ 、うちな がむ るに * はた 

ばり 廣き寇 を、 いく むらの 錦 を 敷きたら 

む やうに、 植ゑ わたした ろ は、 いと 見所 

あり。 此の 萩 は 宮城 野の 種な りと ぞい ふ、 

けに 花ぶ さ 大き やかに て， 長く 垂れた る 

は， 世の つねのに ほひなら す。 

さ をし かもさ そ はれぬべし is 域 野の 秋 

をば， ^  、にう つし 來に けり 

あるじに 盃 さすと て、 

いざさら ば 袖に ほ はして 秋获の ひと 花 S 


ごろ もき て やか 广 らむ 

がへ し， 

いくたび も S 分 衣き て をみ よな ど 一 は 

なにお も ひお くらむ 

ある 人、 

花に そむ 心ぞ あかぬ 夕 かけて われ も ひ 

もとく 萩の あそび は 

また あるじ、 

くれぬ とも 家路な とひ そ あき 萩の 色な 

る J$ に 月 やや どらむ 

よるの 錦に はなさ じと 思 ふ あろ じの 心ぱ 

へ も、 た、 まく をし き 夕べに なむ。 

K の 宴の 記 

秋に よりたる 殿のお まへ， いろくに ひ 

もとく 花の 錦 はさら にて、 ことし は嵯蛾 

針ち かき あたりの みさうよ り、 さまぐ 

の蟲 をえ り 奉れる を、 やがて はなた せ 袷 

へれば、 ことさらに ゲ 宵の 雪 を 待ち 喜び 

て 鳴き 出で たるが、 いみ じさい はむかた 


なし。 東の ひさし 五 間 を、 格子 とりはな 

ち. 御簾 高う 卷き あけて、 御 帳す ゑたり。 

月 はしたなき まで さし 入りて， おもとに 

侍 ふ 人々 は、 あまりく まなき がか， 乂 やか 

しさに、 みじろき つ  >- ましき まで ぞ黌ぇ 

ける。 御館の 人々、 今宵 月め で 袷 はむ 料 

にと て， 洲濱 たてまつれり。 とりん、、 月 

に 名 だた る 所々 の 心ば へ をつ くり 出で た 

る を • うへ にき こしめ して、 いと 興 ある 

わさ かな、 た-くさて のみや は 10- じ、 力 わ 

けて勝！《^ぁらむこそをかしからめ、 少納 

言のお もと や あろ、 これ ことわれと ォ召 

し：^ ひぬ。 左 は 4< い 君の かたう ど、 右 は 

中の 君と なむ 定めけ る。 とみの 事 なれば， 

かす さし 何 くれの 物 もまう けす. たゾか 

た，^、 の 童 ども、 五 人 六 人た ちか はりて、 

ぉ丄 * へに かき いづる を， 少納言 待ちと り 

てい ひさ だむ。 このお もとは、 故 殿の 御 

時より あり 經た るふら 人に て- 物つ、 ま 


しけ もな く， われ は 顔に さたし いふ を 7 

若き 人々 は、 にくき 者に さビ めき あへ る 

も 力り。 

左。 紫の むら ごの 絲 もて 脚 結 ひた 

る 州 j.m に、 るりの 海に 白き 砂 をし 

きて， 蟹の 家 ども あまた あり。 歌 

は 波打^に 蘆 手に かけり。 

すまの 浦の 蟹の 藻く づガ 心して 今お は 

月に たきす てに けり 

右。 せんかう の あしつ けたる だい 

. に， 絲 してつ くれちお を 島に う ゑ 

て、 海に のぞめる 家 あり。 歌 はし 

ろき 色紙に 書きて， 左の あしに 結 

ひつく。 

月 ふくる を じ まの 蟹の 苦 やに も 都の 人 

を やどして し-かな  琴 

月に 名 だ \ る 浦人の 心 はさる 事ながら、 H 

波に あらすな と 一一 一一：； ひけむ あはれ さも 思 ひ ， メ」 

出 でら るれば とて， 持と せり。  1 
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左 * 水 はと さま かう ざまに 流れた 

るに. 橋 八つ を 所々 にわたして、 m 

の もとに 秋の 花 ども をう ゑたり。 

八搭の 下行く 水の くもでに も 月 はかく 

れ すすみ わたりけ り 

右。 里ば なれなる 川づら に， 所せ 

きまで 舟椅を わたして * 道行く 人 

をた  >- せたり。 

今宵の みさの の 舟ば しとり はなし 波に 

くまな き 月 を 見て しが 

水せ く 川に やどらむ 影 は あれ ど， 舟ば し 

を も 隅と おも はむ こそ、 こよ ひの 心なれ 

とて、 右 勝ちたり。 

左。 杉 むらの もとに 開 星 を 造りて， 

前に 滂 水の ながれ あり， 

逢坂の 關 のせき もりう ち も 寢す月 を 

*is 水に と めて ぞ見ろ 

右 • 坂び さしの 朽ちの、  >  りたろ に、 

あら. かきな どむ ぐらに とちた るか 


た あり。 

もりす てし 不 破の 關屋の 板び さし 久し 

き 世 を も 月に と は i.- や 

あれに し 後 はとい ひし も、 今 は 遠き むか 

しなれば、 いよ- - 久しき 世のと はま ほし 

けれど、 猶 月に ねぬ 開 守が 心 さぞと て、 

月 をし みづ にと、 うちかへ し 誦したり。 

左。 こがね を いさごと したろ 濱に， 

白 かね を 波の かたと せり。 

眞砂 さへ 光 を そ へ つよる 波の しら、 の 

はまの 秋厂カ 夜の 月 

右" 黑方侍 從百和 香 を もて、 島の 

かたち 三つ をつ くれり。 . 

名に も 似す 影 こそす めれ をぐ ろ 崎 三つ 

の こじまの 波に てる 月 

月の 影 は あかく. 所の 名の 白き と黑き は， 

めづら かなろ つが ひよ と 人々 いひ あ へれ 

ば、 おとり まさり もさ だめす. 

左 •  をなら ベて とし. 波の か 


；: を ゑが きて、 水の すめる こ V ろ 

とせり * 

名と り 川底 さへ 見えて 澄む 月に かくれ 

も はて じ瀕々 の埋木 

右。 山川の ながれ 廣く、 所々 に 岩 

のかた をお ほくつ くりて、 旅行く 

人 あり。 

立ち かへ り 人に も 苦げ む 鈴 鹿 川 八十 新 

の 波に やどる 月影 

八十 瀬に うつろ ふ 月 は さぞ あらむ。 さは 

い へ 埋木 さへ あら はれぬべき 影の くまな 

さ、 J そ。 

左。 山 本の 里に、 はしる したろ 人 

あり。 

秋し のの 里の 月影す める 夜 は 伊 駒が た 

けにた つ 雲 もな し 

右。 秋 野の さま をつ くりて、 小 家 

所々 にあり， 

深 草 や 露の よすが を 尋ね 来て 野と なる 


里に 月 やどりけ り 

里の 名の あはれ さは， いづれ とわきが た 

かれ ど， 左 も. 右 も、 あまりにい ひふり 

たると りなし やとて. 次の 番を まつ。 

左。 山 松の 風に 吹きた わみ たる か 

た あり。 


松な ど あり。 

みや 姬の 昔し りき や 山の ベの 御井の 淸 

水に やどる 月影 

いっきの 宮の ふる 事 を、 月に おも ひ 出で 

たる も あはれ に、 また 影 もよ しとうた ふ 

らむ、 月の 夜 はまして さ こそ あらめ。、 つつ 


時の 間に タゐる 雲 も 吹き はれて 月 をみ れを かお とれり とせ ひ。」 


せた る 風 越の 峯 

右。 古宮 に、 上 藤 だ つんの.,^ そべ 

るかた をつ くれり， 

いにしへ も かく や 澄みけ む 髙圓の 尾 上 

のみやの 秋の 夜の 月 

雪 吹き はら すらむ は、 月に 心行く 山の 名 

なれ ど， 猶 宮人の むかしの しのばし さよ • 

左。 かな まりに 水 をく みて、 人々 

見る かた あり。 

かくしつ、 やどり はすべし 飛鳥 井の み 

も ひに 月の 影 をう つして 

右， 井の もとに 人た てり。 老木の 


する かん 

左。 水 干 すがたなる 男. 木の もと 

に 馬 をと ビむ。 

宮城 野の 木の 下露に 柚 ぬれて 月見に 來 

し は 都人 かも 

右。 直 衣き たる 人 * 萩の はな を 分 

くる 力た あり。 

また やみむ 月 澄み わたる 秋風に 露 ふき 

むすぶ しのの 获原 

雨に まさらむ 下露よりも、 花に に ほへ る 

抉 を こそと て， 右 を かちとす。 

左。 たかき 山に、 木の， 間よりか た 

そぎの さま 見 ゆる かた *^ り。 


朝 熊 や 鏡の みやに 照る 月 は 神代の ま V 

の 影に や は あらぬ 

右。 松の 拉み 立てる もとに， みた 

らしの 水な がれて、 しめな は 引き 

はへ たり" 

わき 出で しみな もと 遠き 岩 淸水月 もい 

く 世 か 影 やど すらむ 

神代の 光 を あ ふぐ も， 岩清水の みなもと 

をく む も、 いづれ かかし こから ざら む。 

かくてつ が ひ 終り ぬれば、 お まへ に彈物 

どんま ゐら す。 うへ に は 琴、 大ぃ 君に 筝 

の 琴， 中の 君 和 琴， 少納言 琵琶 つかう まつ 

れり。 また 若き 御 達の なかに、 こ ゑ ある 

人々 をめ して、 伊勢の 海な どうた はせ 

ふ。 かき かへ ししら ぶる 響 は， 軒端の 松 

にこた へ、 をり か ヘレうた ふ 聲は， 空行 琴 


く 雪 を もとにむべく なむ ある を， 久 か- 


の 月の 都 も かく こそと、  人々  いひ あへ  り •  卷 

あそび はて、 It あまたた びめ ぐる 程に， 十 


月 はは や 人り かた 近うな りぬ。 今杳 のい 

どみ ごと 右一つ 勝ち たれば、 左が たのま 

け わざ は、 ま.；.： 明日の 夜 をと て、 人々 あ 

かれぬ。 

八 nr 十五 芳宜圓 にて くもる 

夜の 月 を 見る 記 

芳宜圄 の 月の まとる は、 年 ごとの ちぎり 

なれば， こて ふに も 似ぬ よの さま なれ ど， 

こよ ひも 例の 人々 まう で 来に けり。 さる 

は 降りく らし.； i る 雨の 名殘， はれ ゆかむ 

ケ- もお ほえす、 まして さやけ き 光 まちい 

でむ は、 いと 心 もとな きを、 更け ゆか 

ばかくの みに は あら じ を、 こよ ひ は寢で 

明して ましな どい ひつ、. 伊豫 簾むな し 

うか 、けて、 そらの みうち ま もらる、 も、 

いとわり なし や。 今宵 は 名に ぉふ圊 生の 

はな も. ぃたづらに^^の錦にて淺茅がも 

との 松蟲 のみ. やう.， （-. 'こ ゑ 添 はり ゆく 

も、 猶 あかぬ わざながら， さすがに あは 


れは添 へつべし。 

はれ 間な き 月 をい かにと いひ /、て そ 

ら ながめに や 今宵 あかさむ 

かき くらす 雲間の 影 はう とくと も 月 ま 

っ蟲 よせめ て かたら へ 

秋の 山ぶ み 

都の 旅 居の 久しう ほど ふるま \ に おの 

づ から 住みなる、 こ、 ちの せられて. 今 

はむ つま じう 語ら ふ 人々 もお ほかる が 中 

に、 1!^比こ、ろぁひたる法師の、 法 輪に 

あろが もとより、 もはやの こりす くな 

うなりに て 侍り， 山 かたづける あたり は， 

IS 霜の 色 もく まなう 侍る を， あな、 むお そ 

き 主 かなと そ、 のかされて、 時雨の 雪と 

ともに さそ はれ 行け. は， あら じ は 待ちに 

待ちた ろけ は ひしる くて， 御堂の 東の ひ 

さし かき はら ひて、 二」 にしば しゃすら 

ひ 袷へ、 先づ 山ぶ みの まう けせむ とて、 

わり ごな にくれ の 物な どと 5 出て， の」 


しりあへ り。 ぃかでさ^1ぁゎた*.-しぅは 琴 

物し 給 ふぞ、 世に か、 づ らふ 事 もな き 身 後 

ひ." ひ ふ .  ^ 

にし 侍れば， 一日 二日 は^こ-' にあり て、 ^ 

高嶺の 秋のに ほひ も 心 しづかに こそ たづ 十 

ね 侍らめ といへば， うたて さはな のた ま 

ひそ. 山の 名の あらし はた ビ時 のまもう 

しろめた きを、 あへ なく 夜の 錦に なし は 

て 寺ら ば、 いかにく ち をし からまし、. い 

さた まへ とて 伴 ひ いづ。 しほち の 年 まだ 

二十に はたらぬ ばかりなる 一人， はした 

なる 程の わら はに， かの 調 じたる ものな 

どに な はせ たり。 け ふ は 常の 道に も よら 

じ， た 木す ゑの 色 をのみ しるべと せむ 

とて、 木こり あけ まき. かふみ 分けた る St 

を たづね て、 した 照る かけな した ひ 行け 

ば、 所せ き 木の 根、 いは かどな どの， い 

と 歩み 苦しき を、 からう じて 少し 平 かな 

るかた そばに 出で ぬ。 こ  >  は 木立 もまば 0 

ら にて、 のぞみ もく まなければ， 苔の む 3 


しろにぉりゐ飞11«^るに、 けに も 高嶺の か 

たよ、 只、：， くむら ともなく、 錦 をより た 

らむ やうに て、 nl 影に か 1-- やき あ ひ；，！ る， 

目 も あやなり • 鐘 を 見やれば *  ^<<堪の河 

遠く 流れて、 はな だの 布引き はへ たらむ 

やうなる に、 ちりう かべる 木の葉 は， く 

れなゐ の ゆ はたさら せる が 如し， かの 見 

ゆるむ かひの 山の、 ことに 色 こき はとい 

へば、 法師の いひけ らく、 これな む. 小 倉 

のみね なる、 ふるく は 中務の 親王の、 か 

くれが しめ 給へ ろ こと もき こえ， また か 

の定 家の まう ち 君の、 きの ふ はう すきと 

よみ 給 ひけむ，. かしこに は 侍れ ど、 ベ r 

は いづれ も 其の 跡と て はさ だかに はえ 知 

られ 侍らす、 又 ニ尊院 とてた ふとき 御寺 

の 侍る は、 法 然大德 の 跡と にめ 袷 ひける 

より、 今に そのな ごり 忘れすな どい ふ。 

さろ は あはれ なろ 稗 物語 にも 侍るな れ， 

ながれ 

ふるき 世 を かたるに つけても. この 流の 


遠き むかし をく み 侍れば、 かの 延喜 のみ 一 

かどの 秋の みゆきの 事 こそ、 をり からこ 

とに した はしう は覺ぇ 侍れ、 その かみ 名 一 

高き 软人 みな 街と もに まゐ りて、 みこと： 

のりの まに くうた ひ 出で たる 言の葉 ど 一 

もの、 秋の 錦に もお とる まじう ilil: りつる 一 

は、 たと しへ なう を かしう こそ は 侍り： D 一 

め-物 か はり 待う つろ ひゆき 侍り ぬれ ど、 

た^この 山河の むかしに か はろ 世 もな け 

れば、 今 もめの まへ に 見る 心ち のし 侍る 

などい ふ を、 かたはらなる わら はの 聞き- 

て.  このみぎ はの 松の いと.^ し 深く 見 ゆ 一 

る は、 古き みゆきの 事と ひけむ は、 此木ー 

に は あらす やな どい へば、  一 

みゆきせ しむ かしの 秋 をい かに ぞ とま 一 

たも 入江の 松に と はば や  一 

とうた ふ を、 法師の き k て、 松に のみや 一 

は 問 はむ， みねの 紅 ia- もこ X ろ ありけ に 一 

見 ゆる をと て、  一 


小 倉 山い まもみ ゆきを 诗 ち-かほに 峯の 1 

一 3 

紅 菜ぞに ほひ ことなる 

Jo いひつ、、 か はらけ IO. つ， で >- <フ ベ 

などす。 かの しほち も， 人な みに ものい 

はむ と にゃあら む、 から 耿 ひとつ 口す さ 

みいで たれ ど、 まだ かたなり なる. かへ 文 

字の こ ゑ うちあ はねば、 こ k に は 書かす。 

かくて 日影 やう^ \ 'かたぶき 行きて、 夕 

をつ ぐる 鐘の音？ 1 るかに 閗ぇ 来れば、 猶 

分け 見 まほし き 方 も 多 かれ ど、 うちつれ 

て 御堂に かへ りぬ。 た t-<f 「日の 山ぶ みの 

猶 あかぬ ことな どい へば、 あるじの， 我 

もさ こそ はお ほ ゆれ、 あすば 大 井より 船 

さしの ほせむ と あれば、 さらばと なせの 

紅葉 を も 見. はやな どい ひて、 其 夜は寢 ぬ， 

初 腸 をき く 記 

秋の け は ひのう つろ ひ 行く.？ に、 野づ g 

ら のす まひ ぞ言は むかたな く を かしき。 ^ 

そと もの 小 田の 德 なみ はかつ < ^色 づき j 


十^ 集 後 琴 


そめて、 まがき の 本の 小 萩 は， をり えが 一 

ほに ほころび わたれる、 露のに ほひ. 風ー 

のおと な ひ、 いづれ あはれ を 添へ ざるな i 

a ふづき  j 

むな かりけ る。 さろ は 夕月のお もしろ き 一 

を、 た にや は 過 さむと て. 蓬生の IS う j 

ち はら ふなる は、 わがた まあへ る 人々 な 一 

りけ り。 いよす 高ラ卷 けば、 むら 雨の 名 1 

残の 雪は絕 間が ちなる に， そこ はかと な 一 

き 外 山の た V すま ひも. 月影に もてはや 一 

されて， やうく あら はれ 行きぬ。 山 を 望 1 

めば かすかなる 月と 口す さみ 出づれ ば、 一 

をり しも 峯 飛び こ ゆる 一 行の こ ゑ さだか： 

なる は， この ふもと 田に 落つ るなる.. へ し， 一 

けに 萩のう は 露 もた *」 ならすな どい ひし』 

らふ 程に. 一 人が いひけ らく， 霜み てい 一 

にし 雲路の なごりな くお ほえし を， 秋 霧 A 

のうへ に聲 き、 初む るが、 よに め づらか 一 

なろ 事 はふら にもい はじ， すべて 四つの 一 

時， 花鳥の 色香に そへ て、 はかなき 言の 一 


葉 をのば へ、 す ろなる 心 を 動. かしつべ 

きく さは ひ 多 かる 中に、 世 を うらみて は、 

人の 心の 秋 を かなしみ、 うき をな けき て 

は、 中 に 物 をお も ひ， 遠づま をした ふ 

fct^s  くも A づ 

とて は、 玉 梓の たより を 待ち， 雪. に 身 

をた *v へて は、 此世を かりとた どる も、 

3! に ふれ、 1* につけつ、、 あはれ さ 似る 

ものな くこ そお ほ ゆれ。 いで や こよ ひの 

なぐさめに， このく さ < ^の 心に よそへ 

て， おのく ことのば へ 袷 はむな りと あ 

れば * 澄みの ほる 月影に むかひて， うそ 

ぶきいで たる は， こ -.-ろ》 ^の 引く かた 

なるべし， 

世 を 秋と なきて 過ぐな る 初臈を わが 身 

のよ そに 聞き や はつべき 

となむ ある は、 世 をぁぢ きな く 思 ふかた 

あるに や • 

むねの 雲い つか は 晴れむ 初 臈の聲 もら 

すべきお も ひならねば  I 


いかなる 人のう へなら む。  一 

旅 衣 いくたび 秋 を かさね まし また 初 1^ ぶ 

のこ ゑを閗 きつ、  一 

こ は、 故鄉を わすれぬ 人 なれば， - 

かりがねの おくれ 先 だつ 一 つら を 定め 

なき 世の たぐ ひと も 見む 

法師め きたる 口つ き やと， 人々 いひ あへ 一 

り。  一 

山 H との 紅葉 を 見る 記  1 

都の 旅 居 はおの づ から 心のと まりて、 <? 一 

年 も いつしかと 秋 を さへ すぐし にけ り。 一 

降りみ 降らす み 定めな き 雪の け は ひの たー 

だなら ぬに も， 先づ西 山の を かし さ 思 ひ 一 

出 でら るれば、 はやう あ ひしれ りけ る， 一 

6 きしの 6  .V  ミ 

秋德の 朝臣の やどり をと て訪ひ 来ぬ. こ 一 

の 朝臣 は、 いま はも V しきの つかさ 位 を 一 

しぞ きて、 緩哦 野のお くにう き 世の ちり 

をの がれ 出で て， ひとり 古のう ま 人の み 

さ をに なむなら へりけ る。 さる は あるじ.； 


のおの づ からなる 心しら ひもし るく. 萱 

が 軒端 はた かたぶく ま V なる が、 板 間 

のしの ぶの み 所 を 得て. おどろなる 垣ね 

は、 かたへ たえぐな る を、 ゆ ひだに 添 

へねば、 さらに 野べ のけ ぢめ なむ あらぬ 

に、 なほ 野 分の なごりお ほえて、 获 ij^ の 

心 ま、 に 枯れ ふした る、 今 は 男 鹿の 路さ 

へ絕 えに けりと E ゆる も、 そ 1^ ろに あは 

れ す.. まる、 悽 なり。 くやしく 過ぎし 昔 

の 事 どもう ちかたら ふ ほどに、 あるじの 

いひけ らく， きの， ゆ 爪 木の たよりに、 あ 

け まきが 一 枝 もて 来れる を 見し に、 露霜 

の 色 こそく まなくな りに けれ、 いざた ま 

へと あれば. うちつれて 出で ぬ • 山ぎ は 

たどり 行く ほど、 大 井の 川 水 まぢかう 見 

わたされて， 波間 をく だす 瀬々 の いかだ 

は、 た 1^ 錦 をつ むかと 目と 1^ めら るれば、 

まて ことと はむな ど 口す さみつ V 行く 

に， やがて 御幸橋と かいふな ろ を わたれ 


ば、 嵐の 山 はた 手に とる ばかり 近き に， 

入日 ほのかに に ほひて， 空 さへ こがる ば 

かりなる が、 山風 はるかに 吹きお ろして、 

道 もさり あへ ぬまで ちり 來 める は， また 

たぐ ひや はと ぞぉほ ゆめる。 かくて 朝臣 

が 唐 によび 出で たる を， . そのこ、 ろに 

こたへ て、 

ゆく かたは 紅葉 を はしに わたすな り K 

の 河原に 我 や 来に けむ 

また- むかし 亭 子の みかどの 御舟と め 

なぎ S 

^ひし 渚 は、 f )  \ ぞと い へ ば， 

大 御舟つな ぐ 網 手のから にしきむ かし 

おぼえて 散る 紅葉 かな 

撟の つめより は 北に、 いら か 古り たる 寺 

あるに 入りて いこ ひぬ。 わた どのな ど 物 

さびて， はら ふ 心なき 嵐の 庭 は， 苔路も 

見えぬ ばかりな るが、 た tiy かね を 敷け 

f  ^  ふもミ でら 

る やうな り。 これな むき V わたる 麓 寺な 

りけ る。 やうく 暮れ ゆけば. 今宵 はこの 


みてらに こもりて， 明日な む 高嶺の 雪 を 3 

あそ .*  ^ 

わくべき とて、 朝臣が、 

いざさら ば 紅葉 かたしき 令 宵 もやしら 

ねの 雲に やど はから まし 

とお も t 世す て 人の 心 やすし や。 

縣居 翁の 御 墓に まう で i 秋 を 

惜む 

いつしかと 今日に とぢ むる 秋の け は ひの 

心細き に、 しぐれ そめた る 空の もよ ほし 

顏 なるや， 御 墓 まう での 人々 袖し ほらぬ 

はなし。 紅葉 もいた く 散り 過ぎて、 菊 も 

うつろ ひがち なる を， これ を だに とてみ 

墓の もとにた むけて、 まと ゐ なれたる 苦 

のむ しろに ついる て、 例の むかしの 事 ど 

もしき しのび いづるに、 もろき 木の葉の 

と宣 ひけむ は， いつの 秋に か， 0 いふ. あ 琴 

れば、 また 散る を 何に と、 めの まへ にと M 

りなす も、 をり あはれ にこ そ。  卷 

年 ごとに 秋に わかる とい ひくてい と 1 
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ど 昔 やと ほざかり なむ 

とて、 うちな-かめ をれば、 松の 陰 はやう 暮 

れ そめて， ゆ ふべ をつ-ぐる 鐘の 聲 かすか 

に閉 ゆれ ど * 誰も 攩 たら 去りが てなる や。 

のこりの 菊 をめ づる記 

おも ふ 友が き 多 かる 中に， うつせみの 世 

をのが れいで、、 ちまたの 塵の 跡た えた 

li し： i 

ろかたに は、 たれ も 先づ吉 田の ぬし をな 

む， 世に こよな きものに しも、 常にい ひ 

あへ りけ ろ。 そ も/、 此のぬ しのす むな 

るかた は、 月影の すみ だ 川より は 西、 し 

ぐれ 行べ 上野の 岡より は 北な りけ り。 こ 

こ をし も 金 杉の 里と ぞい ふなろ。 これ や 

この 樑の陰 ふむ 市の 大路に も 遠く， 又；! 

木き るみ 山の おくのた ぐ ひならねば. 我 

も 人も往 きか ひつ、、 浮 雪の 常な き 世の 

さが を も 忘れ， ちり ひぢ のけが しき 心の 

なら はし を も， おも ひ はらすべき すみか 

になむ 有りけ る。 さる は 花に とひ 月に な 


ら せし 園 生のう ち、 冬た つけ は ひい かに 

A  ！, J ころ 

見所 ありな むと て、 まう とも むら じ も， お 

なじ 心に あ ひい ざな ひて ぞ訪 ひ來 める。 

をり しも 時し りが ほなる 空の け は ひ、 晴 

れみ 曇りみ 定めな きに， 昨日の 秋の 紅葉 

は軒の露にぁらそひて夕^^にみだれ、 冬 

かたまけ たる 花の 光 は、 猶 まがき の 霧 を 

しの ざて、 入日に なむに ほひけ る。 かく 

て 人々 苔 をむ しろに おり 居て、 古 をし の 

び， 今 を 語ら ふ ほどに あるじの いひけ 

らく， わがみ かどに 此菊 をめ づる こと は、 

た ひら f^^f^ はじめにお， J りて より f 】 な 

た- 雪 居の はし をの ほりて は、 天つ 星 か 

とうたが ひ， 山路の 露 を 分けて は、 千年 

ふる 思 ひ をな しける たぐ ひ • ふる ごとの 

ためし 世々 に 多 かめれ ど， さる はおの が 

どち の 思 ふべき 事なら ねば、 さらに もい 

はじ， た 千 種の 花の 後に ひらきて、 過 

ぎに し 秋の なごり をと ドめ， かつ は 世 を 


のがれ.^ る 人の 操に なすら ふべ き 花に し 

あれば、 朝に けに あかす あ ひみむ 友と な 

すべき は、 此の はなに しく ものな む あら 

ざり けらし と あれば、 人々 この- ) と を 富 

ほひて、 根 さへ 枯れめ や、 年 ごとに また 

かくて こそ あ ひかたら はめと て、 とり ど 

りに うそぶき 出で たり。 

大 かたの 秋に おくる \ 菊の花 なれもう 

き 世 のがれて や 咲く 

雪 をめ づ る 記 

かき か； て ふ 四つの^ につけて、 むらぎ も 

の 心 を やる わ. さなむ 多 かる 中-に， 花 を あ 

はれみ， 月に あく がれ、 雲 を よろこぶ， 

三つの なら はし こそ， 世に たぐ ひなき す 

さみと はす めれ。 こと さへ ぐから 人の た 

めしに も、 しきし まの 大和の 國 ぶりに も、 

たかき もい やしき もへ だつ る 事な く、 古 

より 今に かよ はして、 こに を 欲に よび、 

文に しるして めで あへ る は， いづれ をお 
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とれり とも、 いづれ を まされり とも， 品 

さ だむべき た-ぐ ひならぬ は、 もとより あ 

け つ ら ふ ベ き 事な ら ね ど、 所に したが ひ、 

人に よりて、 おのが じし 心の 引く か 仁な 

くて や は あらむ。 梓弓 はるの あした， う 

ら /、とひ もとき そむる 花の 心 をと はむ 

に は， まづ かしこの 野づ かさ、 こ V の 山 

ar 露 をし のぎ， 岩 ほ を たどりて、 名ぐ 

はしき 陰 を もとめて こそ、 たぐ ひなき に 

ほひ を も 見る ベ けれ。 おどろなる 垣 ほの 

うち， あやしき 伏 星の 前に、 ひと 木 ふた 

木 をう つし 植 ゑたら むは、 なかく に 花 

のお もて をぞ ふせつべき。 また 堇获 さく 

秋の さかり， くまな き 月の 光 は、 所 を， C 

かね ど， ある は 高殿の すだれ をから けて， 

千里の 空 を のぞみ， ある は 行く 河の 流に 

■e なモこ 

うかびて、 水底の 影 を もて あそびて， M」， 

心の-奮 も はるく ベ けれ。 小 家し み ^ に 立 

ちなら び， はたば りなき は ひりの 庭に. 


うづく まり 居て 見む に は， 塵 あくた けが 

しさ も、 澄み渡る 光に いよ、 あら はれ 行 

きて、 か へ りて は：： r- うと かれと ぞぉほ ゆ 

める。 か、 れ. は 月と 花と は、 所がら こそ 

あはれ もうち そ はるめれ。 さる はかた ゐ 

翁が たぐ ひの、 しづた まき 品賤 しくして * 

うつ ゆ ふの さく くるしき 住家に かき、 ) も 

り 居つ 、•  くさ づっ みや も ひに のみ か >• 

づ らふ 身 は、 かの 高殿の 望， やか^ す 

さみ は * いかで かお も ひも かけむ。 义野 

山の 遊び も、 おの づ から 時に おくれ、 を 

り を 過して、 常に 心に そむく ふしな む 多 

かめる。 かれ 雪ば かり は 此の 二つに こと 

v^  ケ S  ひと 

なり， 律に とぢ たる 門のう ち も， た 1 

夜のから に， 玉し く 庭とう つろ ひ、 あば 

ら なろ 扳 やが 軒 も、 時の 間に 白が ね を は 

やせる ばかりに、 すがた を かへ もて 行き 

て、 朝 夕の いぶせ さも さらにお ほえす。 

まため なれたる 市の ちまた も， たちまち 


に 景色，？ -そ へて、 いひ 知らぬ 山里のお も 

ひ をな し， 行き かふ あき 人の 蓑 笠まで も 

見所 ありと 覺ぇ， はかなき 木 草よ ろづの 

もの も、 さながらめ づら かなりと のみ 目 

と i.- めら る、 は- 居 ながらに して 境 

をう つし， 所 を かふる とやい ふべ からむ。 

かくて こそ 心に たら はぬ ことなく、 外に 

うらやむべき ふし も あらね。 されば 此 S 

にの み 翁-か 心 をよ する も * 所に したが ひ， 

人に よりたる， 老の すさみなる はや。 
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f は II 寸 一 

、巧 

烹茶樵 書 序  一 

水 を えらみ て淸 きながれ を 汲み、 品 を 分 

ちて 宇治山の 木の芽 をに ろ こと は * はや 一 

くより 事 このめる 人の もて あそびぐ さに 一 

て、 今 はこの わざに 心い る i 人な む 多 か 一 

める。 さる は 世 をのが れ老を 忘れむ す さ j 

みは， これに 如く わざ あら じかし * こ >tj 

に 占 春ぬ しの， 古 いまと 此の 事 あけつ 一 

ら ひしる された る は、 かの 世に ことこの 一 

める 人々、 こ を 見て 今一き は みやびたる- 

こ、 ろしら ひ を も 1^ へよ とてな む。 年 は 一 

みづ のとの， 0、 さみだれ ふる 頃、 "Ij- 春 一 

海 かいつ く，  ； 


國 郡の あるかた ち、 山河 もろく の 跡 を 一 

たづね て， 書に 載せられ たる 事 は、 寧樂； 

のみ かどの 御 時、 はじめて 國々 にお ほせ „ 

ごとた ま はりて、 しるさし め 給 ひ、 また 

延長の 御 時、 ふた-び 其の 事お こさせ 給 

ひて さらにし るし 添へ させ 給 ひつれば， 

ひ え 

六十 あまりの 國々 の ふるき 跡 ども、 もら 

さす 傅へ 来に けるな、 時う つり 世へ だ 

りて、 今 は その 書 どもお ほく は 失せに け 一 

り。 さてた まくに 散り残れ るが 有る も、 一 

ゎづ かに ひと 國 ふた 國には すぎす • か、 一 

れば、 今に ありて 古への くにこ ほりの 一 

大方 を 見るべき もの は、 た 民 部の 式， 一 

じゅ 人 わ A や 5 

神 名の 帳、 順 朝臣の 和名、 東 山のお と^ 一 

の拾芥 のた-ぐ ひのみ あり. され どこの く 一 

さぐの 書 ども は、 國をか ぞへ郡 を つら 

ねたる のみに て， 古 の 跡を考 ふるに は 

猶こ と 足ら はす • しかる を 四方の 海な み 

風 を さまれ る 事 二百 年， おの づ からよ ろ 一 


づの 事、 其の 道々 に 心 ふかむ る 人々 いで 

まう で 来て、 今 はくに ぐに ふるき 蹄 を 

考へ あつめた る 書 ども， こ、 にかし こに 

やうく お ほく 閒 えたり。 みちの くにに 

は、 仙 臺の佐 * 木義 和が 閗老の 志と いふ 

ありて、 く はしく とひ， 廣く あつめ たれ 

ど、 をし きかな， 其の 君の 知り 哈ふ さか 

ひに はく はしくて、 あだし かたに はな ほ 

漏した る 事 もお ほかりき • こ、 に 盛 岡の 

君 は、 その 遠つ 御 祖の裨 時より， 其の 國 

しろしめす 事 今にいたり 六 百年、 世 を か 

さね 絵 ふ 事 三十 あまり 六 世 糠に なむお は 

すなる， さる は 古の 事 を も わすれ じ、 又 

すたれたる こと を もお こさし め 給 はむ と 

て、 よろ づ 思しい たらぬ 方な くまつ りご 

ち 給 ふ あまりに、 この ふるき 跡の 事 ども 

しるせる 書の、 猶 そな はらぬ を あかす お 

も ほしと りて、 おもとに さぶ らふ-! f 々の 

6 

なかに、 其の 事に たへ たろ を えらせ 給 ひ 
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て、 その 書つ くらせた まふ。 其の 知り 拾 

ふ 所 は， 郡の 數 十と いひて なほ 餘 あれ ど、 

いにしへの 世に 閒 えぬ 所々 をば おきて、 

ふろき 書に あら はれた るかぎ り を 集めさ 

せ 給 ふ， 名 をば 舊鑌遺 聞と なむつ けられ 

たる * その 書な りて 後、 春 海に 猶か へさ 

ひ讀 みて、 考 へしら ベよ とてし めした ま 

ふ を 見る に. 其の 書の さま， もとより ふ 

るき ふみに 廣く わたれる 事 はさら；. I もい 

はじ， かたはら 國の ふる 人の 昔が たり を 

さへ に 載せられ たる は、 めづら かなりと 

いふべ し。 か-ろ を わがみ じかき 心に， 

なに 事 を か はたす けい はむ。 そ もく こ 

れは しも、 知り 給 ふ 國の寶 なる のみ か は、 

あまねく 世に も傳 へさせ 給 は いにし 

へを考 へて 今 を 見む 人、 たれ かた ふとみ 

めで ざら む * とく^^ 扳に ゑら せ 給へ と 

ま， 3 せば、 さらば 其の ゆ ゑよ し 記せと 宣 

ふま  > 'に、 身の いやしく、 詞 のった なき 


を も 忘れて、 かしこみながら， はしつ か 

たに 書きつ く  • 文化の 四と せ やよひ はつ 

かなぬ か， 

庚 子 道の 記 序 

みなかみ 澄みて 流る k 河 も， おち 行く末 

となりて は、 やうく あらぬ 塵 あくた に 

けがれて、 つ ひに もとの 淸き姿 をう しな 

ふ 事 あり。 詞の道 も 又 かくの ごとし。 あ 

がれる 世の みやび かなりし 手ぶ り も， あ 

またの 年な み を わたりて は， いつしかと 

さとび たるなら はし こそ 多く は 出で 來に 

たれ。 かれ 古 は みなもと なり， 今 は 末 

なり、 その 源に ありて は、 もとめす と 

も、 おの づ からにす み 行くな がれに 從は 

む 事 はやす かるべき を、 後に ありて は， 

あくた を拂 ひて、 ことさらに 淸き瀨 をた 

づ ぬる わざ なれば， いと かたしと も かた 

しゃ。 わが 友滂 水濱臣 は、 詞の舉 びに 廣 

く、 文つ くる みやびに 心 ふかき 人なる が、 


この頃た け 女が 道の 記 を 得て， おのれに " 

かたらく， 女房の 日記と いふ もの 今の 

世に もやむ ごとな き 殿の あたり、 おくま 

りたろ 窓のう ちな どより もれうた へ たる 

かた  たぐ ひ 

に は、 心に くき 方に 人のお もへ る 類 もこ 

れ かれ あれ ど. よく 旯 もて ゆけば、 これ 

はし も，. 0 とり 出で、 いふ y きは猶 少なし 0 

しかる を 此の 道の 記 を 見る に、 いたく も 書 

きけ るかな、 世の かいなでの たぐ ひに は 

あらす とい ふ を， かへ さ ひよ みて 味 はふ 

れば， けに も詞 のみな もと をよ く 汲み 知 

りて * 滂き.^莖の跡をぞと1-めたる。 今 

このな すら ひ をい はむ に は、 いにしへの 

女房の なかに こそ もとむ ベ けれ， さる は 

蜻給. 紫 のに ほ はしき 筆す さみに も は 

ぢす、 また 更科 十六夜の あてなる：； I つき 

にもお とらね は， いとこ そめ づら かなれ • 

そ もく いかな りし 人の むすめ ぞ とと ふ 

に， そ はく はしく も 知らね ど， その かみ 


よるべな き 露の 世 を かこちて， はかなき 

伏屋の 月に うたへ る， うかれめ の 流な り 

きとな む閉 きつる ばと いふ。 さはいへ、 

锋 にと ぢられ たらむ あたりに、 かくまで 

かぐ はしき 花 はいかで か 生 ひいでけ む。 

もし はもとの ねざし 賤 しからぬ が、 世に 

はふれ たる、 玉 淵. かむ すめの たぐ ひに は 

あらぬ にや， 
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みちの くにの はてに 生 ひたちて， よろ づ 

のこと わざわい だめな き 身ながら， なり 

は ひの よすが ありて、 をり く 都へ 行^ 

かひつる を， 父の をし へ 給へ らく， 都の 

人 はい やしき 下がし も k、 こと、 ひに な 

.0 なか -び*> 

ら ひたれば， 田舍 人の 舌 だみ たる 口つ き 

をば、 いとめ ざまし きものに うとみ あへ 

り、 かく 賤 しき 身の， かたちよ そ ひな ど 

ひなび.. I！ る は， もとよりと りつく ろ よ 

しも あらね ど、 せめて ことばの よこな ま 


り をば 改めな む、 人 わらへ なる 二と 多き 一 

は、 世の まじら ひまば ゆき わざな りと ぞー 

宣 ひける • 此の こと を 常に 思へば， いか i 

で 詞の道 知らむ たつき もとても と むれ ど 

かぐい やしき 商人の 身に しあれば、 誰に _ 

よりて か 問 ひ あきらむべき。 さる を 過ぎ 一 

な；， 5 い ち  )  . j 

にし 頃、 難 波の 市に たちまじり つるに 一 

いと ふるくす、 けたる 經文 のうら に、 お 一 

いさら ほへ る 法師の 手して， 何 くれと 書 一 

いっけた る もの を- ゆく りなく 得つ る を i 

くり かへ し 見れば、 いにしへの かなの あ 一 

と ある こと をと きしる せる. か、 いと 心 ゆ 一 

くこ rt のお ほかれば、 これに なれ もて ゆ 一 

くま.. に、 や、 言葉の ゆる 一 よしをば わき 一 

まへ にけ り。 また 楫 取の ラらの 海 土が 家 一 

にった へたろ とて、 人の もとより 得つ る 一 

あり。 こも 彼 力なに はの 法師が ことによ 一 

りて、 さらにお ほくいに しへの 書 ども をム 

考へ 添へ つれば、 そ もお なじす ぢの たす 


けと なる 事ぞぉ ほかりけ る。 かくて 年月 琴 

にこの 事 を 思 ひめ ぐらす に. この 二く さ § 

の ふみのう へに も、 猶 いかに ぞゃ覺 ゆる お 

事の ある を.， これ 考 へき はめば やとお も 一 

へど， もとよりお のガ かどな きのみ か は、 

かくひな の 末に は、 さるべき ふみ ども も 

€t  *>1 もレび 

乏しく， かつ 窓の 灯 を だに か、 け あへ ぬ 

身の、 のどか ならぬ 月日 をのみ おくれば， 

いかで かさる 事 をえ む * こ  に 去年の 冬、 

荷 前の よ ほろ にめ されて， 都に の ほりぬ 

るに， あ ひ 知れる ゆかりの 有りけ るが、 

， J としは, 〕 & にて 春 を もむ かへ よと あれ 

ば、 さらば 花の をり 過ぐ してと 思 ふ ほど 

に、 卯月に もな りに けり。 け ふ はとり の 

日な りと て、 まつり にい ざな はれ 行き 

しに. 物見 車の あまた あ. かれ 行く. か 中に， 

いとわ かや かなる 桂の 枝に、 ち ひさき 草 

子 をむ すび つけたろ を、 旅の つまより と 8 

りおと しつる に， かたはらの 隨身. たつ 人 


んぇ 知らで、 め も ふれす 行く を * や をら 一 

たちよりて， とり かくして 歸 りぬ。 こ は 一 

氏人の ものせ る を、 やむ ごとな き あたり； 

へま ゐら せた るに て、 いにしへの 假 字の 一 

ことども 記せる ふみに なむ ありけ る。 こ： 

れは しも 都の 人の 心い たれる. か 上に て， ， 

誤 をし も 正し つれば、 かの 難 彼 田舎の 法 一 

師が たぐ ひに ももら じ、 また 揖 取の あ i 一 

. かさへ づ りに； VJ まさりぬべき、 さらば わ 一 

が 年月うた が ひ 甲 5 ひける こと も はるけ な 一 

む、 まだ わけ も 見ぬ 言葉の 林のお く を も 一 

知らるべし. これな む あた ひなき 竇 とお 一 

もへば、 いとうれ しくて、 あづまに もて 一 

くだりて、 いとま ある をり くく はしく 一 

見る に. 世に はは じめ 思 ひかけ しに は 似 _ 

す、 見お とりす る もの こそ あなれ。 その 一 

ふみ も はら 難 波の 法師に よれろ と 見え 一 

て. 法師が いひけ ろ こと は、 いにしへの j 

あと 有ろ も、 また 古に よりどころな きを 


も， すべて あけたり。 こ はいかなる ゆ ゑ 

にか あらむ， ことの え ら み な き こそ 心得 

ね。 法師， かいへ る ことと て、 いかで か 誤 

なから む。 また 楫 取の あま. かしる せる こ 

と を も、 お ほくと りたれ ど、 海 士が名 を 

ば はじめより かくして いはす * 都人の 身 

にて は、 あまが こと 葉 を ま ね ひ 出 で む は、 

恥な りと 思 ひける か。 さらば 其の 事 を 取 

ら でも ありぬべき もの を， 其の 事 をよ し 

と 思 はむ に、 その 名 をい みかくすべき 事 

か は。 學の道 はお ほやけ なる ものと こそ 

閗け • かく 心に うへ うら を 置くべし や。 

すべて ふみ  一 くさ をつ くり 出で むに は， 

おのが ひとり 思 ひ 得た るふし ありて， 人 

のた すけ ともなりぬ べきす ぢ あらば、 な 

しても ありな む。 はか < ^しき 心 も あら 

で、 た 人の いへ る こと をのみ 拾 ひ あつ 

めつ、、 おのが 思 ひ たらむ さまに いひ 

なさむ は、 いとしな おくれた る わざな り。 


なま なる う ひまな びの 人 は、 ことの C.. 

ゆ ゑ よしを もよ く 知らねば， いちは やき 

わざな りと も 思 ひぬべし。 され どこ、 ろ 

ある 人の 見ば、 おの づ から あなづり おと 

しむべき 業に こそ あなれ。 あはれ 都人 は， 

かくは かなき わざ を もす る ものよ とむ ね 

つぶれて、 寶 えたり とお も ひける ぞくち 

なしき。 かくて 爪 木の 道 も 雪に 箱え もて 

行く ま  >- に、 かきこ もりての み をれば、 

いと つれ < ^なる を、 心しる 人の ひとり 

ふたりまで 來て、 ほ-たの 火の もとにより 

添 ひつ、 物が たりす るに、 此の ふみをと 

う 出て、 其のた がへ る 事と もぬ きで つ 

とりなら ベ あゆつ らふ を， 父の か. U はら 

よりき、 て， よしな の 事 や， を この 人々 

かな、 さがに くき ものい ひなら へと はい メ^ー 

さめぬ もの をと て， さいなみた まへば、 集 

猶 あけつ らふ べき を も 言 ひさして やみ ト 

つ。 やがて かたはらなる 一人が， 其の さ 
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うしの 上に、 

いかで かくまた きをり けむ 若 桂 もみ づ 

る 秋 を 待た まし もの を 

東歌の 序 

いはまく も ゆ-しき 二 荒の 宮の大 神、 天 

の 下む け 平らけ 給 ひて， まつろ はぬ 國も 

なく、 まう 来ぬ えびす も あらす、 お ほみ 

いつくしみ 至らぬ くまな む 無 かりし より- 

う ま 人 はから 衣 ひもとき さけて，  玉のう 

てな の 宴に 飽き， 民く さは 高 IS のかし こ 

き 響 を わすれて. 八十の ちまたに うた ひ、 

おのが じした のし かる 月日 を よろこび、 

のどかな ろ 春秋 を 送り 迎 へ ざるな む 有ら 

ざり けろ. かくて 大 御世 は、 春の 花の さ 

か りに 句 ふが ごとく， 松の 葉のと き はに 

榮ゅ くま、 に， おの づ から 千世の ふらみ 

ち 古り ぬる こと もお こり， かくれ 沼の か 

くれたる あと も あら はれて. 言の葉の 道 

も 明星の あかり ゆきつ、、 くもり 夜の く 


もら はしき が も あらすな むな りに けろ， 

さろ は官 位高き 上の 品の あたりに こそ、 

もとより 世に すぐれたる 人々 も あまたお 

はして， その 名と りぐ 聞え にたれ ど， 

しづた まき 賤 しき 我がと もがら の. たや 

すくまね び いづべき ならねば、 今 こ、 に 

とり 出で、 いふべ くも あらす * た この 

下の きざみに も、 靑 淵の そこ ひふかき 心 

をし めて， いはが ねの かしこき かど あろ 

人々、 これ かれ 出で 来に けり。 これ を あ 

がりた る 世に くらべ 見る に、 猶今 をす ぐ 

れ たりと 1^ ゆるた ぐ ひなむ ありけ る • そ 

れが なかに， おしてる や 難 波の 圓珠の 庵 

の ひじり、 つぎね ふ 山城の 稻 荷の 山の は 

ふりこ そ， 其の 名 をち こちに しも 聞え に 

たれ. この 二人の をし へ 世に 廣 まりて よ 

り、 欲の 畢び いにしへ にたち かへ り ぬれ 

ば， あがりた る 世 をした へる 妖 人 もお ほ 

く 出で 来に けり • しか は あれ ど. 得た る 


ところ 得ぬ と- ろた が ひに しも ありて， 

舉び のちから たけた る は、 かへ りて 欺の 

心に おくれ. うたよむ 方に 心 引きた る は、 

なかく に まなびの わざ おろそか にて， 

これ を かね 得た るな む 稀な りけ る。 さる 

を この 二つ を かねて、 世に もす ぐれ、 人 

も ゆるした る は、 縣 居の 大人、 在 滿の宿 

Q  *i ち * な おき a 

顧 さて は 橘の 翁な む ありけ る， この 三人 

のぬ したち、 其の 學び のこ、 ろ は 等しき 

ものから" 耿の 手ぶ り はお も ひうる かた 

殊にて， 心々 にぞ 有りけ らし。 かれ 大人 

は， 尾 上の 松の 雲 をし のぎて、 め も 及び 

がた き 古の 高き すがた をた ふとみ、 宿禱 

は、 秋の 野に あやおる 花のに しきの、 こ 

まやかなる 中頃の たくみ を よろこび、 翁 

は絲 竹の ことさらに まう けたる f  J ゑに は 

あらで、 百 鳥の 音 G, おの づ からなる し 

らべを このみて、 た 1- に a 具 心より よみ 出 

で たれば、 いにしへ にも よらす， 後に も 
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つかす、 われと 一 つのす がた をな むな せ 

りけ る。 いで や この 人々 はし も、 身 は 品 

くだり たれ ども， 心は靑 雪の 高き を 占め 

たれば、 くだち 行かむ 世に も、 其の 名 か 

くれ ざら む 事し るし， されば 今より いく 

も..  ふ 

百と せを經 とも、 かくま さ かりなる そ^ 

世の 手ぶ り をお も ひ 見る べきく さは ひ 

にも ひき 出 でつべく なむ 覺 ゆる は、 め 

づら かなりと こそい ふべ けれ。 しかる を， 

大人と 宿禰と は， 其耿も ふみ もはやく 世 

にった へたる を、 なほこの 翁の み、 世に 

あら はれ ざり しが、 あかぬ わざに な. P あ 

りし を、 翁の まな ご芳宜 園の あるじ、 こ 

ぁづ **， つた ひ き 

たび 思 ひお こして、 東 耿六卷 を 板に る S り 

なむと す。 こ は 翁の.^ からえ り 出で お 

けるな りと ぞ， これより しも 翁の 言の葉 

縻 くった はりて、 かの 二人と ひもし く- 

かぐ はしき 其の 名のい やましに あら はれ 

行かむ 事 は、 よろこばしき わざに なむ。 


翁 はじめ 名を爲 直とい ひける が， 後に 枝 

な a 

直とな む あらため ける。 其のと ほつ 親 を 

たづぬ るに、 古 C^B 部の 入道 能 因. かむ まご 

加 藤 五 刺官景 貞 とい ひける は， 伊勢の 國 

になむ 住みけ る。 それより 十つ ぎに あた 

りて、 彈正景 光と いへ ろ は， 北 畠の 家の 

家 司と なりて、 飯 高の 郡に 住みけ り。 景 

光より 七 世、 景之 といへ るが 時に， 北 島 

の 家 は ほろびに たり。 かくて 後景 之 は 世 

にかくれ て、 伊勢 寺と いふ 所に なむ こも 

り 居け る。 景之 がむ まご、 重攻 にいたり 

て、 出で、 紀の 殿に つかう まつりぬ。 翁 

はこの 重攻 より 四つぎ の 後に て、 若 かり 

し 時に 江 戶に來 りて， 町の つかさの 下司 

にめ されに けり。 よは ひ は 九十 あまり 四 

にて、 天明の 五と せ 八月に なむ 身 まかり 

ける. さて 其 家 故 ありて、 .^頃ょり藤原 

をな のり 來 つる を、 さらに もとつ 氏に た 

ちかへ りて、 橘 を 用 ふること は， 翁より 


となむ 閒 えし. 享 和の はじめの 年 • 
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U かし 荷 田 宿禰の 大人， 古言の まなびの 

こと 世に ことたて そめて、 いにしへの 書 

らに ときえが たき 事 どもの ある を、 其の 

眞 心に はじめて おも ひ あきらめられ たる 

ふし 多 かるが 中に， この わざうた の考を 

ば、 ことにめ づら かなりと みづ から 思 ひ 

ほこりて、 こ をば たやすく 人に もい はじ，. 

いにし へ の學 びに 心 深から む 人の 出で 来 

む を 待ちて 偉 ふべ しとて、 こ X ろに 秘め 

おかれつ る を、 よは ひの 末にいた りて、 

加 茂の 翁が、 よろ づき はこと にす ぐれた 

る 事 を、 こ」 ろみ 知りて、 今 はこ を傳へ 

む 人 はい まし 一人に こそ あれ， いまし こ 

そつ ひに 畢 びの 年月つ もりな ば， 我-かお 

も ひ 得た るが ごとくに， よみうべき 人な 

れ て、 翁に なむ、 ロづ からった へた ま 

ひに ける と ぞ* さる は その 荷 田の 家に も 
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つたへ す、 た 1^ 一  人に のみこ & ろざして、 

傅へ たうべ ろ 事 なれば とて， 翁も义 ふか 

く 心に つ、 みて、 さらに もらされす なむ 

有りけ ろ を、 年 六十に お ほく 過ぎ 袷 ひて 

後、 おの. か 父に むかひての たま ひけら く、 

この わざうた のこと、 今な むい ましに つ 

た ふべき、 こ は 荷 田の 大人の みたまのと 

どまれ る も のぞ、 おろそか にな 思 ひそと 

て、 手づ から 一 卷に しるして たま はりぬ。 

そ はう みの子の つぎく にも 傳へ もて ゆ 

かむ こと を、 おほしお きて 給へ るに なむ 

有りけ る。 さてと し 月へ ぬるに、 おのが 

父 も 兄 も、 翁に さきだちて. u せに ければ 

翁ラ ちな けき て， わが 後 を こそた のむ ベ 

かりし 人々 なる にと て. い.；，！ く をし まれ 

き は 

つるが、 身 まかり 給 ひなむ とすら 際にい 

たりて， 春诲を 病の 床ち かく 召して 宣 

ふ 事 は、 かの わざ 软の傳 へよ， いまし が 

父に つた \ たる 心 ざし を わすれす， なが 


く 家に 傳 へよ とぞ宣 ひけ， 0* 其の かみ 春 

海お も ひける は、 かく 年 わかく こ V ろつ 

たなき 身に て、 おのれの みこ を傳へ もた 

ら むこと は、 いと やすから ぬわ ざな り， 

\ のい. まさば こそ あらめ、 いかで 私の 

たからと なすべ きわ ざなら むと おも ひ定 

めて、 痛 千 蔭、 藤 原 SfA ぽ 尾 張 黑生等 

に ひらき 見せて、 ぬした ち こそよ は ひも 

たちまさり、 物の こ i ろ もいたり ふかけ 

れ、 この ひめごと は， ぬした ちの 偉へ 給 

はむ ものな りと て、 ゅづ りい ひければ、 

いかで かさろ こと あらむ、 こ は そこの 家 

さかえ， うから やから 廣 ければ、 末が 末に 

も絕 えせ ざら むこと を、 思 ひ はかられた 

ろに こそ あれ、 翁の こ、 ろに は そむく ベ 

きり 

からすと て、 三- < の 人 さらにう け ひかす 

なむ ありし。 かくて あまたの 春秋 をお く 

りむ かふる ま、 に、 美 樹黑生 は 世に あら 

すなり， 千 陰 はよ は ひすて にた かく、 春 


海 は 家お とろへ 行き うから やから も 多 

くう せて、 今 は 世に た よはし き 身の， 

か 、 る もの 傳 へ む 子 だに はた あらねば、 

ゆく りなく ゆ ふべ の 露に さきだた まし か 

ば， このった への ことい かに かなり 行き 

なむ， かつ は學 びの 道 はお ほやけ なろ こ 

そよ けれ、 今に ありて は 世に 廣く傳 へむ 

ことこ そ， か へりて 宿禰 と、 翁との 心に そ 

むかぬ わざな めれ と 思へば， すな はち 千 

蔭に はかりて、 翁の 手づ からしる しお か 

れ たる を、 その ま.^ 板に は ゑり ぬ • あな 

かしこ、 こ を 見む 人、 さばかり ひめ 傳へ 

たる こと を、 みだりに 世に 廣 むる は 心 軽 

しゃな ど， うたが ひお も ふこと なかれ。 

享 和の はじめの とし しもつき。 

契 沖 法師 富士百 首の 序 

この 契 沖 法師の 富 士百首 は、 さきに： ii 山 

誠 之が もたり ける 時に、 おのれ ラっ しと 

りて 坂に る！ りたろ になな。 さる を < ^「は 覼 


一十 集 後 琴 


3S3 


阿の ぬしが 家に ぞを さめた る。 法師の こ 

の 百 首 を か V れた るが 世に のこれる は， 

難 波の 若 山 溢 古が もた ると、 此の 卷とニ 

つなり。 わか 山が 卷は、 文字お ほき やか 

にて、 すがたうる はしく、 に ほひお ほし。 

この 卷は 文字ち ひさくして， 筆す みてい 

にしへ ぶりな り。 今お も ふに， この 卷の 

かたは、 よは ひの 末に か k れたる にゃあ 

らむ *  ； 


お ほよ そ、 うつしみ の 世に ありと あろ 人 .1 

をり に ふれこと に 遇 ひて、 心に おも ふ 事 一 

あらざる はなし。 其のお も ふ 事 ひたぶ る 二 

なる 時 は、 あながちに 心に つ、 み もて； 

あらむ 事 を 得す。 その 心に つ k み 得ぬ 時： 

は かなら す聲 にたて」 なけく。 そのな 一 

けく につけて は、 やがて 言に 出で、 うた 一 

ふ。 そのうた ふ 時 は， 詞に あや あり、 心： 

にこと わり あり。 これ をし もぞ 歌と はい 一 


ふなる。 ：^s^ 天地の わかれ そめに し 時、 

皇 神の ロづ からと な へ はじめ 給 ひける よ 

りお こりて， いくちよ ろづの 世の すゑが 

末に も， なべて 上な かし もの 人、 これ を 

i て、： IjAjiO -ら ざる なし。 さ t.o+*<T- ら 、？ 

へ なきひとへ 心に、 うちお も ふが ま.. -の 

まこと を， た 言 ひ 出づる わざ なれば、 

かしこき； t を もな ごじつべく、 おろかな 

る 人 を もこし らふべ し。 また これ を 世に 

つたへ て、 長く いひつ ぐ 時 は、 はるかな 

る 千年の 下に 有りながら， あがれる 世の 

人の 心 を も詞を もく まなく 知り. さやか 

に 見む 事、 今の 現に ことなる ことなし。 

さはた 世 を まつり ごち、 人な をさむる た 

すけと もな どかなら ざら む。 これ ぞ この 

言 魂の たすくろ 國の くにぶりの あやにた 

ふ とむ ベ く， もと もめで つ ベ き 故な りけ 

る。 か &れば わがい にしへの 舉は、 この 

歌 を まなぶ よりむ ねとすべき わざ は あら 


ずな む。 しか ある を、 藤 原 寧 樂宮の 御 時 

よりこな たなる 耿は、 世々 にえら び あつ 

めら れ たる 紫 ども 絶えせ ざれば、 お ほつ 

かなき 事な し。 たに いと も 上つ 世なる は、 

も はらと 書き つめたる もの も 間え す、 た 

ま^,^ にや まとぶ みに、 も、 ち はた あま 

ふる 

り 七つ 古 ことぶみ に、 も、 ち あまり 七つ 

をな む 載せられ たる。 , J れは しも この 歌 

のみな もとなる を， ながれての 世に この 

道に 名高き 人々、 いかで こ 、に 心 をば 用 

，ひざり けむ。 其の 日本 紀 なる は、 弘 仁の 

御 時より 後、 世々 の 博士た ちの， かう せち 

5 ら ベの すくね 

ありし かど、 今 は ト部宿 禰が釋 に 引出で 

たるに のみ かつぐ のこり、 义古 ことぶ 

みなる は， これ を說 きしる せし 人、 はや 

くより 世に ひとり だに 有り きと も閒ぇ 

す かくな ほざり にの み 過 ざ もて 來 ぬる 

を、 水 戶中納 言の 君、 ふかく うれた き li. 

にお も ほしと りて、 難 波の 契 沖 法師 はこ 
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の學 びに すぐれたれば とて、 先づ やまとぶ 

みの 耿 をし も拔き 出で させ 絵 ひて、 と き 

記さし め烚 ひければ、 お ほせ ごとの まに 

まに、 更に 古事記なる を さへ にあ はせ と 

きて、 S: 顏 抄三卷 をつ くりて なむ 泰 りけ 

る， 此の上つ 世の 歌 どもの 注釋、 かく そ 

な はれる 事 は， これ を 始めな りと こそい 

ふべ けれ。 あはれ 中納 言の 君の 此の 道に 

まめなる、 又 法師が まなびの く はしき， 

遠く 古の 人に もま さりに けり。 こ、 にお 

なじ 難 波の 里人、 若 山 港 古 は. かの 法師 

におく る、 こと， 百年に あまりて、 まさ 

に 今 世に なすら ひなき 物し り 人なる が， 

古の 畢 びに 心 を ふかむ る ま、 に、 かの 法 

師 が注釋 めでたし とはいへ ども、 猪 あか 

ぬ 事のお ほかろ を惜 みて， このち かき 世 

に まなびの 名閉 えたる 人々 の， これ かれ 

考 へいへ る 事 どもの 有ろ を、 廣く問 ひ あ 

まねく あつめて， よき をば ひろ ひ惡 きを 


ば桧 て. 足ら はぬ を 補 ひ， ひがめる を 正； 

して、 更に 補正と 名 づけて， 法師が 注釋ー 

ま つた  fcn 

をし も 全から しむ。 此の ふみ ひと 度 世に. - 

おこな はれまし かば， 古の 舉び にこ V ろ 

ざし あらむ 人， たれ かこの ぬしの いさを， 

しさ を， うむ かしみ てた ふと まざらむ • 

さは 言へ ど， こ、 に 人 ありて、 今の 世に 

のみ か、 づら ひつ、， われ はた 月に あ 一 

ざけ ケ、 Bf にう そむきて あらば、 事足り 一 

ぬべ しとい ひて， いにしへ 今 を かよ はし 一 

見む ものと も 思 ひたらす あらむ は， 又 さ i 

るかた にお も ふ 所 ありぬ ベければ、 それ 一 

はわ が 言 く はふべき わざに は あらすな 一 

む。 文化と いふと しの 二と せ、 九月と を- 

かいつ か。  一 

橘 千 蔭 古今 集 序 墨： M 序 „ 

假名の 出で 来し はじめは、 草の 手の いと i 

なだらかな ろより- フ つりて， つ ひに 1 つ 一 

の すがたと こそな りに けれ。 さ.. 0 は あ 一 


りたる 世に は SS え ざり し を， 今の 都と な 

りて ぞ， も はらと はなり 来に たろ。 その 

筆の 蹄の 今の 世に 傳 へたろ は、 貫 之 G ぬ 

し、 道 «f の 朝臣な どをこ そ、 ふろし とも 

ふるしと は 言 ふめれ、 これより 後なる は- 

と りぐ にお ほくった はり，  そのす がた 

もさ まぐ になむ 有りけ る. - 其の 代々 の 

あとの 殘れる を 見る に、 下りた る ほどの 

は， おの づ から あらぬ ふし. も 出で 来て， 

いやしけ にもな り もて 來 にし を、 花 山、 一 

條の裨 時より 上つ かなろ こそ， なほ 鳥の 

敏の 本つ 心 をう しな はすして * のどかに 

高き 心ば へ 有り けれ。 わが 友 橘の をぢ は. 

筆と る わざに 名高 かろ 人に て、 よく 古の 

かんなの さま をし も 得に けり。 今 この 古 

今 集の 序 を 書け る を 見る に、 かの のどか 

に 高き 心ば へのお ほ ゆる は、 めづら かな 

りと ぞい ふべき • 此の 卷を 見む 人， 古の 

みやび を 知らば、 よく その 心 を 思 ひう ベ 0" 
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きになむ。 

山 づと序 

月の 求つ かた- 玉 河ち かき あたりの 山 

寺に、 はやう あ ひ 知りた ろ ひじり の 有る 

をと ぶら ひしに、 老いた る 法師の ひとり 

柴 折りく ベ つ.^. かまどの もとに あるが， 

わが 師 はこの 頃 嫌 倉の なにがし 寺に、 法 

の わざ つとむる ことの 有りて、 まかりぬ 

となむ いふ * をり しも 秋の 日の かたぶき 

やすきに、 たち 歸らむ そら もな きを、 こ 

よ ひ は 一 夜 やどりて、 明日な むかへ り 給 

ふべき、 日 も 暮れぬな りと て， さすがに 

老 法師の なさけお る もうれ しければ， さ 

らばと て、 阿 伽 棚の かたはら により ふし 

ぬ。 みねの 松風 はるかに ひ きて、 まが 

きが 本の 蟲の音 かれ-^ なる に， 所がら 

心すみ わたりて、 うち も 寐られ す。 かく 

て は 此のな がき 夜 をい かにして か 明 さむ、 

なにに まれ 開き 見て， つれぐ なぐさむ 


べき もの や 侍る といへば、 文 どのの 塵 か 

き 拂 ひて、 四卷 いつまき 取り出で たり。 

ならむ とて 見れば、 義疏 とかい ひて， 

大乗の 道々 しき 注釋 なりけ り。 かくひ じ 

り だち たる は 心 も 得す. 世の常の かんな 

の 草子， うた 物語な どや 侍る と 問へば、 

かんなに 書きた る も、 みな 內 典の かたな 

らぬは 侍らす. た 1- し 四天王の つくり 置 

き 給へ ろ御软 など も 侍り、 これ は 世に ま 

れ なりと かう け 袷 はるを、 見 給 ひつ やと 

いふ。 いさやし り 侍らす、 ，てはいと こと 

ごとしき 歌人に も 侍る かな、 いで 見せ 給 

へと いへば、 また 文 のうちより さがし 

出で たる を 見ろ に、 かの 世に いひ もて は 

やす" 四 人の 法師た ちの 集に て、 なにの 

めづ らしけ もな し。 さろ は 法師のお いし 

れて、 物の わい-ためな きもうち ゑ まるれ 

ど、 また これ だに あらす ば、 何 を かつれ 

づれの 友に はなすべき とて、 みあかしの 


ほかけ ほのかに 漏り 來 るに むかひて * し 

づ かに あちは ひつ、 旯 るに、 すべて 時世 

のなら はしに 引かれて， 品く だれろ 歌 ど 

ものお ほかる はさら なれ ど、 さはいへ、 

誰も 其の 一 ふしよ み 得たり とお ほ ゆる 耿 

は、 又 心しら ひ あたらしく、 しらべ はた 

な-たら かに 聞 ゆるが ありて， いと 心 ゆく 

も あれば、 其のよ きをば えりもて 出で つ 

つ、， 小硯の 筆して、 なに ぐれと 書い つく 

るに、 沙を わかちて， 黃金 もとむ ろ 心地 

のす る も を かしくて. 夜の 更 くる もお ほ 

えす。 あかつきの 潼に おどろきて * 筆 さ 

し はなちて 見れば、 かく ニ卷 をな む 拾 ひ 

得た る。 おのが 若 かりし 程に は、 か、 る 

集 ども をば おしこめて、 末の世の 手ぶ り 

にて、 見所 あら じとの み あなづり おも ひ 

て- 心 もと 2^ めざり し を. 今 思へば， な 

か/. に を f  ) なる わざに なむ 有りけ る. 

そ もノ、 もろこし 人の 古言に * 名高う 聞 
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ゆる あたりに むなしき 人な しとい へ る は 

けに まことな りけ りと ぞ、 此のお ども を 

见る につけても、 おも ひ 知られけ ろ。 文 

化の 三と せの 秋 • 

あやむ しろの 序 

高 市 直 ®Li かはリ 書け る、 

I 名 折 W 集と 云 ふ 

やよひの 十日 あまり、 梅 園院の ひむ がし 

いはん かたなし， 名に 高き 老木の 陰 は、 

はやく 散り 過 ざた るに、 ひもとき そめた 

ろ樓が 本 は、 今ぞ時 得が ほなる。 東の ひ 

さし はりう びんの た、 み 敷き わたして、 

わかれ 惜む 人々 の 座と し、 北の はなちい 

でに は， 伊豫 簾な からば かり か k け、 あ 

じろ の 屏風 立て わたして、 女房の 座と す 

母 星の はしらの もとに、 黑 木の 二階の 唐 

子  一 fit をた て \ うへ に は 例の 火と りな 

どはなくて， ぬ さ を さまぐ のかた ちに 

造りて * 花の 枝に つけたり • 下に はしろ 


き 色紙に、 雲が たのた む ざく あまた か さ 

ね， けうさん して， 硯の ふたに 載せたり • 

おばし ま t^lr なる 花-かめに， お ほき やか 

なる 柳の 枝 を さして， その 絲を わがね た 

る は、 け ふの 心ば へな ろべ し。 かくて 誰 

を あるじ ともなく- 歌 は 心々 に 誦して、 

講師な どもな し。 入祉 のかね 霾を 漏れ 来 

て、 夕 づく日 ほのかなる 頃、 さか づきす 

ん ながれて やみぬ • ふみ 書け る 人 九 人、 

長うた 九つ， 旋頭欲 一 つ， 短うた 三十 あ 

まりなむ ありけ る， 寬攻 六年彌 生。 

行か ひぶ b の 序 

人の ことわざ 多 かる 中に、 しな わかる. - 

もの は、 手 かく 業に なむ 有りけ る， そが 

なかに、 先づ うち 見て けぢ めいち じる き 

もの は， ゆきか ひぶみ の 書き ざまな りけ 

り. はかなき 筆の すさみに. あやしく も- 

あてに も， いやしくも、 見 ゆめる ものに 

しあれば， いとつ-ましき わざな り や" 


さは；！ あまれる も 足らぬ も、 その 心の 淺 

きと 深き によりて しも ぞ ことなる • さら 

は あまりに 心 を こめて、 こと 葉の かみし 

も ひとしく、 よみ 出で た る 欲 を も. わざ 

と はなち 書きたら むは、 なかく に 見お 一 

とりす る わざに なむ 有るべき。 そ もまた： 

おのが かど ありが ほに て， あはつ けく ば 

しり 書きした ろ も、 かへ りて は 心お くれ 

てこそ110^ぇめ。 有る か 無き かに 消えん \ 

なる は、 お ほつ かなくても 止みぬべき を， 

文字 づょ にまん ながち ならむ こそ、 女の. 

ともに は S けなき わ. さなれ。 た いたり 

深き き はの 人 は、 おの づ から 心の みやび 

より 出で」 肇 のまに く 捨て 書いた る 

にも、 猶旯 どころ ぞ多 かめる. こ、 に 接 

の 千 陰の ぬしに *、 もの まなべる 女 あり ノ 

i 息ぶ みの さま 昆 しらむ ためとて、 ふる 

き 物語 共より ぬきで 、 書きつ めお ける を， 

又 手 かく 本に もとて、 このぬ しにな む. ， 
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書きて よと てもとめ ける を、 先づ この 紫 

の ものがたりなる をのみ 書きて、 あたへ 

られつ • さる を こたび 板に ゑり たろ なり。 

こ は 小 簾の. 2： なる どち のために もとて、 

なすに なむ ありけ らし。 この 主 はし も， 

ことばの 林のお く を も わけ、 鳥の 跡の ふ 

るき ためし を もよ くわき まへ 知れ.^ ば、 

か A るす さみ も、 古の みやびに こそ かな 

ひぬ ベ けれ。 され どお ほよ も 人の まねび 

出で むに は、 よしや あしや、 はた 見む 人 

のこ- r ろぐ になむ あるべき。 


今の 世に 人の もて あそぶ める、 つくし ご 

との 曲と いふなる もの は， いづれ の 時よ 

りかお こりけ む、 さだかに 知りが たかれ 

ど， 其の 道の 人の いひった へたる は、 大 

永の 頃と かや、 筑 後の くに 善導 寺に 住み 

ける 佾の、 ある やむ ごとな き 家に ひめ 給 

へる を * 學び 得たり しょり， 世に は 傅へ 


ける とぞ。 さて y 後の 國の 人、 I 順と い 

ひける をの こ、 その 善導 寺の 偕に 學 びて- 

その 國の慶 光寺の 僧 £ 恕に傳 へ， 玄恕こ 

れを 善導 寺の 憎 法 水に つた へ にけ り。 世 

に 此の 道の 親と すなる、 八橋 檢校 といへ 

ろ 法師 は、 その わか、 りし 時， 此の. W 恕 

と 法 水と に舉 びけ るが， 年 經て薆 安の S. 

おもて うらな か 

にいたり て、 更に 考 へしら ベて • 表裏 中 

奥の 品 を 定めて なむ， はじめて 十三 曲と- 

はなしけ る。 これより 後、 北 島， 倉 橋， 

安村、 三 橋、 久村. 石 塚な どい へる 法師 

たち、 皆 この 業に すぐれたる 人々 にて， 

とり にあら たなる 曲 を もつ くりけ り。 

その 曲の 詞 ども 書き あつめに る もの、 今 

は 世に これ かれ あれ ど、 猶 漏れた る も 多 

かれば、 こたび 豐高 法師、 ことさらに そ 

の 遺れ る を 拾 ひて、 あらたに 板に は ゑり 

たるな り， 此の 法師 はこの 道に 名高 かる 

すき 人なる が， ことの あらまし 記して よ 


と あれば、 いさ、 かう ちき、 たるまに ま 

にこ、 に 書きつ く。 

萬 葉 集 後 讀記序 

寬 政の はじめつ かた、 信 夫 53 別、 安田 S 

弦な どと 共に、 芳 f 且圔 につ どひて、 萬 紫 

集 かう がへ よむ 事 ありき。 さる は 此の 集 

のまな びす る 人、 今 は 世に お ほく 出で 來 

て、 さまぐ にあけ つら ひい ふめる が， 

いとよく 思 ひ 得て， めづら かなりと お ほ 

ゆる ふし も あれ ど， 又 こと ざまに ひがみ 

もて 行きて， あらぬ かたに ながれた るた 

ぐ ひも ありて、 一 かたならぬ を、 千 蔭が 

おも ひける は、 いかで この さまぐ に 言 

ふなる を， 考へ さだめて、 初 まなびの 人 

の， 道し るべ にもせ まほし きをと て、 あ 

ひ t もに よしあし 定めい ひて、 かたみに 

得た る 所得ぬ 所 を あけつ らふ 事と はなり 

ぬ。 さて 三年ば かり を經 て、 よみ を はり 

たる 後に 千 蔭 筆と りて 略解 をば しるし 
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たりき • そ もく 略解のお ほむね は， た 

だ こと すくなに して， 欲の 心 をのみ さと 

しゃす からむ 事 を 思 ひたれば， 事な がき 

あけ つら ひど も は， みな 代 匠 記、 萬葉考 

などに ゅづ りて、 引き出 づべ きこと を も 

載せす- しろすべき ふし を も 漏した ろた^ 

stu.Q おきな 

多し。 さはいへ ど， 縣 居の 翁の いはれ た 

る こと をむ ねと 立て V、 ちかき 頃の 人の 

考 ども を も廣 くと りて、 世に うごく まじ 

き說を えらび あけ たれば、 此の 集 一 わた 

り 心得む に は * かくて 足れり ともい ひつ 

べし • もし ひろく 此の 集の おもむき を 知 

ら むと おも はむ 人 は、 二の "解 を 本と な 

して， もろく の 注釋を もま じへ 考 へな 

ぱ、 おの づ からお も ひ る 事 も ありな む 

かし。 そ は 其の 人の 心に こそ • こ 、にわ 

がふせ 庵 をと ひ 来ろ 人々， この頃 此の 集 

よまむ 事 を もと むれば、 * づ IP 解 をと り 

て， 其の 說に從 ひて 讀み もて 行く に， む 


か レ よしと て 定めい へる ことに も、 そ は 

いかに ぞ覺 ゆろ ふしな きにし も あらす。 

又 まれに はわろ かむな りと て桧 てつる 說 

にも、 引き出で つべき たぐ ひも あり。 又 

あらたに 思 ひう ろ、 J とど ももいで まラで 

くれば、 其の ふしぐ いさ k かしろ し 置き 

て， また この 後、 かへ さひ讀 みなむ 時の 

たすけに もとて なむ， 和の 三と せ 八月 * 

かた 絲の序 

ある やむ ごとな き裤 前に、 歌の 事な どま 

うしけ るに、 てにをはのと、 のへ はいか 

が 心得べき と宣 ふめれば、 そ は 伊勢の 國 

人が ものせ ろ， こと 葉の 玉の緒 こそよ け 

れ. 是れに その ゆ ゑよ しはつく せりと て、 

ひも 鏡 ひと 卷を 添へ. て 奉りし に、 御前に 

の c»  う ひ t なび 

宣 はすら く， 初學 のた どくし き 心に は， 

なかく にお も ひまど ひて、 その 絲すぢ 

をし も， 得 わきがた くな む、 なほ か V ら 

で、 を さな 心の 人に も， とく 心得べ から 


むよ しあら ば、 記して 奉れよ と宣 へり。 

そはい かにし 侍らむ， かくまで く はしく 

とき 記せし もの を、 心 を だに 深めて 見焓 

は s^、 など か 思 ひわき 給 は ざら むと 閒ゅ 

れど、 猶 耳う とから す敎 へよ とせめ 袷 ふ 

に， 詮方なくて， さらば 絲ロを 引き かへ 

て， 見せ 參ら すべし とて、 何 くれと 書き 

つどへ て、 おもと 人の もとまで 参らせし 

也。 こ は 全く かの 玉の緒の かた 端 なれば， 

名 をば かた 絲と なづけぬ。 , 〕 を 旯袷 ひて、 

事の 心大 かたに 思 ひわき 袷 はに、 更に か 

の 玉の緒に 記せる ことわり も， くまなく 

思 ひとり 給 ふべ ければ， 今 は例少 く、 耳 

遠き 類 をば、 すべても とつぶ みに ゅづ わ 

て、 皆 はぶけ り。 た 口なら し 給 はん 料 

にと て、 なす わざに なむ。 

聞 中 上人の 都に のぼり 行く を 

送る 歌の 序 

いにしへ のから 默 このめる 人 は、 かなら 
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すわ ガ國 ぶり を もよ くせり。 かくてく に 

ぶりうた ふ 人 も、 又から 歌の心 を もよ く 

かよ はし 知れ、 ば、 春の 朝， 秋の 夕、 お 

なじ 筵に つど ひて、 かれ 歌へば， われ 答 

へ て， かたみに あ ひ睦ば へ る、 t. さら 

から や. SS 

に 唐 大和の け ぢめも あらすな む 有りけ 

る。 そ は 志 をい ひ、 思 ひ をのぶ る わざな 

る こと、 心 ふたつし. J なければ なり。 今 

のから 欲 このめろ 人 は-古に ことなれり， 

かれた ヾ こと 國 のこ とぐ さ をう つし ま 

なぶ をのみ， あながちに 其の 心と なして、 

わがう まれ 出で たらむ くにの 手ぶ り は、 

とふべき ものと しも 思 ひたらす。 かくて 

我が 國 ぶりうた ふ 人 も、 かれ を はるかに 

甲；！ ひ へだて \ こと さ へ ぐから さ ひづり 

よ、 われ は 知らで も ありな む. われ はか 

れと 道お なじから すな どい ふ 人 も 出で く 

めり • か  >- れば相 共に 花に うた ひ， 月に 

うそぶく こと あら も 中々 に 心の ゆく か 


たはなくて、 徒にうる まの 島人と たち 

まじり 居たら む 心地；. て せらる、。 こ は そ 

の 同じ 道なる 事 を わすれて、 聲と 形の こ 

となる に 甲 5 ひな づ めばなり。 世に したが 

ひ 時に ひかれて、 人の なら はしう つろ ひ 

もて 行く こと は、 おの づ からなる 理 なり 

とはいへ ど、 いにしへ にたち かへ り 思へ 

ば、 うたて ある わざに は あらす や。 しか 

る を 聞 中大德 はし も、 から 歌の道に 心 ふ 

か. >t なろ 事、 はやく 世に も閉 えたる が、 

また 大和 ことの 葉の 林 を も 分けて、 よく 

わが 國 ぶり をもう た ひ 給 へ り。 ま、 3と や. 

かれに なづ み、 こ V にへ-たつる、 今の 世 

のなら はし を 思 ひ 捨て  >-、 心 を 種と する 

&^, かしこ もこ V も 二つな きを、 よく 

明め 袷 ひたるな む、 世に たぐ ひなき わざ 

なりけ る。 さる は 塵の 外の みか は、 これ 

を もて まじ はり 世に 廣 くて、 あ ひと もな 

ふ 人お ほか なれば、 かくてし も 古の 人の、 


春秋 U: 花の をり につけつ、、 かつうた ひ、 

か つ うそぶき， 志み-いひ， 思 ひ をのべ て、 

から も 大和 も， へだてな きみやび ごころ 

を、 今の 世に ありて、 通 あ ひ 見るべく な 

む ある は， めづら かなりと こそ 言 ふべ け 

れ。 こ、 に 大德、 長月の なかばば かり、 

あからさまに 都に の ほり 行き； i まひな む 

とする を， つねにた まあへ る 唐 大和のう 

た 人、 おなじむ しろに 來ぁ ひて， 馬の は 

なむけ しつ >-、 とりぐ わかれ 惜しむ 心 

をうた ひ 出で たる は、 彼 もな く 我 もな き、 

かしこき ひじり ごころ を、 ともに した は 

ざるな む あら ざり ける。 春 海 はた， おな 

じ 心しり の 人の 列に， かすま へられた な 

る を、 た 1^ にや はとて、 た ふとき 御 法の 

ふみに 見えた る， 十く さの たと ひの 詞を 

かりて、 更に わかれ をし む 心 をうた ふ。 

其の 歌、 

わかれな む 今日 をう きせに 結ぶ あわの 
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消えても の 思 ふわが 心 かな 

秋風に もろき 芭蕉の それならで くだく 

る もの は 心なり けり 

行く 雲の たぐ ひと 君 をい ふめれば しば 

しと だに もい か^ 止めむ 

わかる とも 年な へだて そ いなづまの 光 

の 間に も 見 まく ほしき を 

かげろ ふの ほのかに だに も あ ひ 見す ば 

なに ごこち して 月日 へな まし 

心 をし 君に たぐへ む ものなら ば 影と な 

りても はなれ ざら まし 

か へ り 来む ほど や 契らむ まぼろしに 似 

たろ この 身と 君 はいふと も 

山河と おも ふ 心 をへ だてす ば 夢 に だ に 

や は 君 を 見 ざら む 

いづこに もす みう きこと やなから まし 

心の 水に やどる 月 かげ 

山水に ひビ きかよ へ る 琴の 音 を みやこ 

に それと 閒く人 や たれ 


長背鬣ハ幸•か肥の道のし.^熊本の 

城に 歸るを 送る 序 

かけ まく も かしこき、 二 荒の 山に しづ ま 

ります. K 神の、 むかし あらぶ りし 世 を 治 

め， まつろ はぬ 人 を ことむ け焓 ひけろ 時. 

百の 軍の 君た ちが、 御 軍に いそしく あか 

き 心 を もて、 おぼやけ にっかへ まつりけ 

る を， めで よろこばせ 烚 ひて、 其の 君た 

ちの 爲に， 郡 を わかち、 鄹を あはせ て， 

ことさらに @ 所 を さだめて なむ、 そ をよ 

さし 給 ひに ける。 さる は 雲 か、 る 山 も、 

砥の 如く 平らに ふみな し、 とほ じろ き 川 

も、 帶の 如く ほそらに あせな む 世まで も， 

永く 其の 所 を しれと て、 fK の 下に ニ&ま 

りの 君た ち をな む、 たてた まひに けろ。 

また その 君た ち はや、 外に は あたま もる 

城 を つらね、 うちに は 八十の つかさ を ま 

けて、 國っ神 を あが まへ、 青 人 草 をい つ 

くしみ て. 天皇の しきます 國の， 遠つ ま 


もりの 裨 垣に なむ 有りけ らし。 それ 上つ 

±  くにの， « やっこ .© が fc ねし  ふ， e 

代の 國造縣 主て. i は、 裨 世つ ぎの 書ら 

に， その 事 G く はしき よしを もらして， 

< 「考へ いふべ くも あらねば * なすら へが 

たし。 又 かの 中つ 世の 國 つかさの くらる 

ひく」， 品 かろ きがたぐ ひ は、 中々 にな 

らべ いふべ き 業なら ね. は、 まねび いづべ 

くも あら ざり けり • 此の 君 たちのかく 品 

たかくお はすめ るが 中に も、 その上の 品 

なる をば， 國の ぬしと 名 づけて、 世のお 

ほえい よ、 かしこく、 物 G いき ほひ こと 

にも ぞ 有りけ る。 そ もく、 肥の 道の し 

り 熊 本の 君 はし も、 かの 國の 主の 貴き 品 

にお はしまして、 世々 にかし こき 君た ち 

つぎし らして、 聖の 道た ふとみ 給 ふ あま 

りに、 文 星の つかさ をお こし、 ^學 びの 

博士 をた て、、 國人 をな むみち びき 袷 ひ 

にけ ろ * されば 物し り 人お ほくつ どひ、 

名 だ V る 文人 ども あまた 出で 來て、 はや 


ー卞 e 集 後 琴  391 


く 天の下に も 聞え， はた 後の世まで もい 

？ » るみ 

ひつ-ぐべ くな む ある こと は、 むかし 春 

がわら はなり し 時， その 馎. 士な 0 ける 秋 

山の 翁に あ ひて， 其のく はしき よしを ぞ 

聞きけ る。 こ V に 高 本の 大人 は、 今の 文 

星の 博士なる： か， 五と もの 書 をと りて、 

もろび！ --  t め.. 'みく に 

諸人 を ふるいと まに， 皇御國 のい にし 

.2  みがた. 0 おきな 

へ の 書 をも考 へ ， 又縣 居の 翁が しるせる 

义ら をも讀 みて， ひそかに こ をし のびつ 

つ、 かく 文 星の こと 代々 にお こし 袷 ひつ 

れど， 此のみ くにの 學 びの 事 そな はらぬ 

は， いと あかぬ わざな り、 いかで 大和 だ 

まし ひなら む 人 をと て、 こ を その 君に も 

ま をし また あだし つかさの 人に も はか 

ゃモ  なが 

りて、 八十と もの 緒の 中に、 ひとり 長 背 

W 家の 子 を えらみ 出で.. -、 この 事， をし も 

ぞぉ ほせた る。 さる は 長 背の ぬしが 御國 

の舉 びに くまなく- 古の 心に ゆきと ほれ 

る 事 は. また， J とくよ ふ、 7  くも あらぬ を、 


その まめなる 心より、 猶 たら はす や 思 ひ 

けむ、 さらに 縣 居の 翁が をし へを廣 くと 

ひさけ， く はしく 間き あきらめ.. +1 やとて、 

, ふか *1  もミを h-bj りなが 

神風の 伊勢の 國 にいたり て は 本居宣 長に 

名 つぎをお くり， 烏が なく 東のと ほの み 

Ar* も ミ-: is よら たち はな G ちか ゆ 

かどに して は、 源 清 良， 橘 千 蔭ら に な 

むこと とひけ る。 おのれ はた をぢ なき も 

のから、 むかし 縣 居の 庭 を ふみならせし 

人の つらなれば とて， 今 を かたら ひ、 い 

にしへ をし のびて * ラら なく 睦 ばひつる 

を， 今年 彌生 のなかば、 其 3 國 にかへ り 

行きな むと す。 かく ふし 别を しむ 人々、 ラ 

たけの むしろ を つらね、 うまの はなむけ 

をな むすなる に、 盃を とりて 春 海が こと 

だてす らく、 わぬ し はや、 今 かへ り 行き 

なば、 かしこき 大和 だまし ひ を もて、 そ 

の 國人を みちびき， 上つ 代の 寧び の 道 も * 

今 よりその 國に おこりぬべく なむ あ， C 

は， わぬ しの 時に 逢 ひ， 心 ざし を 得る の 


も s  .7 し 

みか は， 高 本の 大人が いさを も， わぬ し 

によりて あら はれ、 まして 其 君の、 舉の 

道た ふとみ 給 ふ 御 心に は、 いよ、 さかし 

とめで よろこび 給 は ざら む や、 さらばお 

たく 

のが どち の 私の 別れ は、 ことに も あらす 

さ ひなき  • 

と、 醉泣 しつ 、いへば、 ありと ある 人々、 

此の 言 を 間 きて， いで やけ ふの 別の むし 

ろ は、 ことの かたり ごとに もせむ とて， 

おのく ゑ ひに 乘 りて ぞうた ふ。 その 耿. 

年月 を 千里の よそに へだつ とも ふる こ 

としのぶ 友な わすれ そ 

長 曾 禰又玄 におく る 序 

むかし 人の 茶の湯に すける は、 事 そぎ、 

物 おろそかなる を このめり しに， 今の 世 

に は， 得が たき 品 を もとめ、 あた ひなき 

くさ は ひ を爭ふ 事と ぞ なりに たる， さる 

はもと しづけ き 心 を やしな ひ， 世の 塵 を 

のがるべき わざなる を、 今 は 時に きそ ひ、 

人に てら ひて、 よろ づ まこら しけなる は. 
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人の 心のう つろ ひ 行く 事， すべて 世の な 

ら はしと はいへ ど、 うたて ある わざと ぞ 

なりに たろ • こ i に 長 肯禰 のぬ し は、 此 

の 道の すき 人なる が， かの 時に きそ ふな 

らひ をば まなばす して， しづけ き 心 を や 

しな ふ、 むかし 人の 跡 をな むした ふめる。 

つ W 

今 は 仕の 道 を もし 一て きて， かりそめなる 

ふせや を， 市の 中の かくれが にて、 かぐ 

はしき 木の芽 を、 とほく 宇治の 山里に も 

とめ、 寒き み も ひ を、 近くす みだ 河の な 

がれに くみて、 これ を 朝夕の 心 やりぐ さ 

とぞ なすなる。 おのれ もはやう うる はし 

き 友 なれば とて、 狭 一 つと JjJ はろ i に、 

とりあへ すかくな む • 

やま 人の よは ひの ぶて ふ 木の芽 こそ 老 

のと もとはな すべ かり けれ 

そこ ひなく すめる 心に くみわけて 今よ 

り 水の 品 はさ だめよ 


桑：：！？ 名 キヤ 二 一 

I  一 

J  一 

千年 筐の跋  • 

あ- お ir- な 

Kt 居の 翁の 筆の 蹄に， お ほよ そ 三つの す 一 

,  はじめ 

がた なむ 有りけ る。 その 始の ほどなる は、 

まめに うる はしき すぢ をむ ねと 立て >-、 

かりそめに もみだれ たる 所な し。 其の 中 

らの 程な ろ は、 世に か、 はらぬ 高き 心ば 一 

へ ありて. や- - うる はしき に ほひ はう せ 一 

て， おの づ からにつ よき 勢 あり。 その * 

の ほどなる は、 物 を ものに も あらす おも _ 

ひけち て、 筆の まに/、 つくろ ひたる ふ 一 

しなく、 心 やりの すさみ f なむ 多 かり 一 

ける， 今 この 卷を 見る に、 その 始 なる、 

中な ろ、 末なる、 すべて もらさす 載せた 

る は、 翁の 寒の 蹄み- 盡 せりと こ をい ふべ 一 


けれ. いで や こ を 見む 人、 翁の 筆の n を， 

た に 見るべき のみ か は、 その まごころ 

のみやび を も. おも ひ 知るべき にこ そ あ 

なれ。 もろこし 人の ことに、 その 筆の 蹄 

を 見て、 その 人の 心しら ひ を 知ろ といへ 

る は まことに さりけ る • 

萬 葉 佳調 跋 

欲に いにしへの 手ぶ り あり， 今の 手ぶ り 

あり。 そのいに しへ は 本な り、 今 は 末な 

り。 よく 古の すが た を 思 ひ あき らめ てし 

も、 今のう つろ ひ 来し さま を も， 知ろ ベ 

きわ ざに なむ 有りけ ろ * かれ 古 は 古、 

今 は 今な りと て、 今にの みな づ みて， い 

にし へ をお もばざる？^, まど へ るな りけ 

り。 されば 長 SB: のぬ し， こ V にお も ふ 心 

ありて， 萬 葉 集のう ちなる、 心み やび か 

に， すがたう ろ はしき を えらみ 出で- - * 

かの いにし へ のかき ざまの 讀 みがた かる 

を も， やがて 今の かんなに うつしな して， お 
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世の 歌人の 爲 とせり。 いで や 古しの ぶ 人 

はさら にもい はじ- 今の 手ぶ りに なら ふ 

どち も、 こ を 見て 古 を かう がへ なば、 ぶ 

く 今のう つろ ひ 来しけ ぢめを も， おも ひ 

明らめ ざらめ や。 ：？^に 此のぬ しの まめな 

る いさを を， たれ か はめで よろこ ぱ すし 

も あらむ。 

怜野 集のお くが き 

事 を まう けて 歌よ むこと は， 其のた めし 

いと 久し かりき。 はやく 萬 葉 集に も， さ 

るた ぐ ひの 耿 見え. U り。 さていに し へ は、 

歌人の 常にな すわ ざに は あら ざり し を， 

软 合と いふ 事 はじまり てより ぞ. やう や 

うひろ まりに ける。 しか は あれ ど" 宇多 

醐の御 時より， 花 山 一 條の御 時まで 

の、 もろく の 集 ども を考 ふるに、 題詠 

の耿 ども 數ぉ ほからぬ を 見れば、 其の 世 

ffi の馱 人た ち、 これ をば 猶 かたへの わざ 

となし けろ に f  J そ 有りけ らし。 それより 


世く-たりて， 堀 河の 御 時より こなた は， 

世々 に 超 詠 さかりに なり もて 行きて， 今 

の 世と なりて は、 大 かたの 秋 人， 題に よ 

ろに あら ざ わば、 耿は よむ.、 へき ものと も 

思 ひ.；， 1 ら すなむな りに.； i る。 そ も/^ 今 

の 世に. 題詠の み も はらと なりに たる は、 

末の世の なら はしに て、 いにしへ に は そ 

むぐ に 似 たれ ど， 今に ありて はえ も 捨て 

がた き 一 つ の 故 あり。 そはい かに ぞ とい 

はむ に， いにしへ は 人の ことと ひも. 欹 

の詞も * そのけ ぢめ ある ことなくて、 よ 

ろづ の， 一と わざ， すべ てみ やび かなれば * 

見る もの 聞く ものに つけて、 皆 歌に いふ 

ベから ぬ はなし。 か k れば 折に 隔れ， 事 

に 逢 ひて、 よみ 出づる こと やす かるべ く 

さ て 設けて よまむ 事 は、 まれに ぞ 有りぬ 

へき。 今の 世に は， 人の ものい ひさと び 

て， 舌 だみ たる 口つ きのみ 多ければ， 歆 

よまむ とする に は、 先づ よこな まりを 正 


し、 ひがめる を改 むる にあら ざれば なし 

かたく、 よろ づ のこと わざ も、 古と はこ 

とに なり 來 ぬれば、 耿 によみ 人るべき 事 

はた 少し * よく 其のみ やび かなら む をえ 

らぶ にあら すして はなしが たし。 これ を 

みだりに とりなさば， いかで か 欲と はな 

るべき。 さる は 見る もの 閒 くも. 0 につけ 

て， た によみ 出で む 事 はかた き 方に て、 

まう けたる 題に よりな むは， なし やすく 

て おだやか なるべし。 か、 れば その 世の 

人の， 超 詠の み も はらな す 事と なりぬ る 

いき ほひ 

は， おの づ からな ろ 勢 になむ 有りけ る 

このお もむ きを 深く 思 ふに， 題詠と いふ 

事， 古に ありて は、 かた へ の わざな りと 

いふべ く， 今に ありて は、 歌よ むはし だ 

てな りと こそい ふべ けれ。 たと へ ひたす 

らに古 をした ふ 人 とても、 欺の まなびせ 

むに は、 此の はし だてに よらす して は， 

いづれ の 道 を か は 踏まむ。 しかる を 口 か 


しこき 人の、 われ は 古 を こそ 學 ぶべ けれ * 

題詠 は 後の なら はしな れぱ、 したが ひが 

たしと いひて， あながち にい ひけた むと 

する は、 よく 事の 心 を もく み 知らで、 こ 

とわり をお して、 空に のみ はかりて いふ 

なれば、 いとくう けがた し。 こ- -に淸 

原 雄 i» ぬし は、 わがた まあへ る 友に て， 

s しごろ 

年頃 月に あざけり、 花 を もて あそ ひて 

世々 の， } と 葉の 色 を も 香 を も 摘み 知りた 

る 主なるが、 われに 語りけ らく、 に ひま 

なびの 人 を みちびか むに は. かなら す 頃 

詠に よらし めむ 事 は、 さらに 論じい ふべ 

き 事な けれど， 今の 世の 人の たよりと 爲 

して とりあつか ふめる、 明 題、 題 林の たぐ 

ひ， これ かれお ほかれ ど， みない かに ぞ 

やお ほ ゆる 種 ども もま じり， また その 耿 

ども も、 超の 心 を あかさむ ために はさて 

も 有りぬ.. へ けれど， あまりに 品く だれろ 

欺の 見 ゆる は 心 ゆかす， 物の 心得たら む 


人 は、 よく えらびて こそ 取る ベければ こ 

ともなし 1 かのに ひまな びのと もがら、 

さばかり に 品く だれる 效 ども を， 思 はす 

に 口 なれ ゆかば， よみ 出で む软 の， おの 

づ から 惡しざ まに なりな むこ， ていと ほし 

けれ、 いかで 題 を も软 t, 1 わたりえ 

ら びても のせば やと 思 ふはい かにと い へ 

り • 此の 事 わがお も ふところ なれば. よ 

ろ こばし くて， そ V のかし いふ 事た びた 

びな りし を、 このごろ 其の 撰な りぬ とて、 

見す る を 見る に， 先づ その 題 は、 ふろく 

出で 来たる をば すべての こさす、 後なる 

をば 今桧 てた る も 多し" 又 題の 文字 は * 

もと 詞の爲 にかり たろ ものに て、 こ k ろ 

かな はざる もお ほければ、 いさ、 か 改め 

； i る も あり。 欲 はもと より， 其の 匿 につ 

きて よめる はさら なり * さあらぬ 欺 は， 

かの 古今 六 粘の^ になら ひて、 I？ あろ 

じに て、 软 はまら-? どと なして- あはせ 


載せつ。 ほかた の 歌の えらび ざま は、 琴 

ふるき は 其の 詞耳ど ほからで， すがたた 

け ある 類 をと り， 後なる は、 其の しらべ ^tf 

なだらか にして 心 やすらかなる 種類 を拔 二 

き 出で たり。 こ はに ひまな びの 人 を、 あ 

らぬ 姿に 口 なれし めじとの 心ば へなる ベ 

し。 さはいへ ど， これ を 私の 好みに は 任 

せす して. 公 にも、 私に も、 世々 の 欲 

人の えらびお ける 集 どものう ちなる をの 

みとりて、 古 *3 人の ひろ ひもら せし， 家 

集、 打 聞な どのた ぐ ひより， ことさらに 

とり 出で たるが なき は、 まめなる 心より、 

おした ちた る わざ は、 えせ じと 思へ るに 

こそ。 かくつ とめた るな めで \ 芳宜園 

の 翁が、 -舊 草に 新 草 まじり、 とかい ひけ 

む ふることの 葉に よりて， おもしろき 野 

にな すらへ たりし は， け にっきぐ しう 

こそ 1 ゆれ。 いで や 此の 集、 世に おこな 

はれまし かば、 に ひまな びの 人々 の， こ S 
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と 葉の 林 分け 尺ら むに は、 これ をし をり 

とな さすして は， 今 はたな にに か 依らむ。 

W 化の 三と せとい ふ 年の かみな 月 やう 

かの 日。 

月 詣集跋 

むかし、 定家 のまう ち 君の 宣 ひけら く， 

歌に は師 なかる ベ し， た、 V ふるき 歌な も 

て師 となむな すべき。 又、 駄 はいに しへ 

今 をと はす、 よき 歌 を 見て、 その 姿 を ま 

ねぶべし とも.！ 131 ひけり。 これ はし も. こ 

とわり いちじろ き敎 なるみ/ 時う つり 世 

くだち て、 やう 所せ きおき て 多く 出 

で來 てより、 か へりて ふるき 歌を師 とせ 

む 事 を も 忘れ， よき 馱を兒 て、 まねぶ ベ 

きものと も 思 はす、 た， V 世の 手ぶ りに の 

みかに つらへば- よみとよ み 出 づる歌 ど 

も、， しこに は 1- かり. こ.^ にお それて、 

皆い くた び も 人の いひ ふるした る 跡 を 

ふまざる はなし。 こ はいかなる 故、； てと お 


も ふに， 見る 所廣 からす， いつも 初舉 S 

を さなき なら はし をのみ え 捨て やら で， 

せば き 心に 思 ひな づ めばなるべし。 そ は 

かの まう ち 君の 宣 ひおける 詞に は， いた 

くそむ ける わざに こそ。 いで や よし野の 

やまぐ. t- 

春 をお も ふと も、 目に ちかき 山. 口にの み 

と 1^ まらば、 奧 ある 花の 世に ことなる 色 

香 をば いかで か 見む、 ■ 又 都の 秋に 心 を や 

ろと も、 遠く 千里の 外に 出です ば、 海山 

の 月の かざりな き あはれ をば、 え や は 知 

らむ。 此の 歌 もまた かく S ごとくに なむ 

有る ベ き。 わがと も淸 水濱臣 常に おもへ 

らく， 今 は 歌の 舉 びいと あさはか にな" 

もて 行きて、 ふろき 集 どもの、 世に お ほ 

く殘 りたる が あれ ど、 これ を 見て 世々 の 

すがた  ふみ どの 

姿 を考へ 見む ものと も 思 ひたらす、 文 殿 

のうちに 高く 束 ぬれ ども、 ぢ すの 塵う ち 

はら ふ 事 を だに ものうく おも ひ. からび 

つの M 一に ひめお けど も つ ひに はしみ^ 


すみか.」 なり はつろが 多き は、 いと をし 

む ベ き わざな り、 かくしつ、 年經 なば、 

おそらく は 世に 絕ぇ もぞ せむ， さる は 四 

條 大納言 の え らび おき！^ へる く さ ぐ. 

又能囚 法師 かあつめ おけろ ー卷を はじめ 

て， 續詞 J^.  iii 秋 li、 萬 代の たぐ ひ 

の 集 ども、 もろく ある を、 すべてつ ぎ 

つぎに 考 へしら ベて， われよ く 其の 偉へ 

を廣 からしめ む、 その もろく あるが 中 

に- 重 保の あ-かた ぬしの、 月 まう での 耿 

こそ. ことに 知る 人 も少く 世に よき 本 

もなければ とて、 先づ これ をと りて 板に 

ゑり なむと す。 今 その 心 を 用 ひたろ 趣 を 

見る LT これ を あだし 集 どもの なかに さ 

ぐり て、 おなじき を くらべ-ことなる を 慕 

け， 詞の たぐ ひ を 引き. 事の もと を こと 

わり、 また 歌人の 氏 d つかさ 位 を さへ に 

考へ いひて、 これ をし りへ に 添へ たる は、 

く +6 しと もく はしうな む。 濱臣 こ、 ろと 
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き 人に て、 年 はた わかけ れぱ、 かの もろ 

もろの 集 を も， かくの 如く ものして， 其 

の こ、 ろざし はたさむ 事うた. かひな し。 

われ 今 は 老いに たれ ど， もし その いさを 

の 全から む 日に 逢 はば、 またも 筆と りて- 

其の ゆ ゑ よしを こそ 記す ベ けれ。 文化の 

五と せ 後の みなづき はっか まり ふっか。 

瀧 本 坊昭乘 法師 三十 六 人 

歌合 墨帖跋 

いにしへ 人の 假名 は、 全く もろこし 人の， 

草の 手より いでたれば、 猶 その 心しら ひ 

の 殘れろ を、 世 を經る ま、 にあらぬ 方に 

ながれて， 本つ 心 は 失せ もて 来に. けり。 

かくて 瀧 本の 法師 は， 世に 書きなら ひ 敷 

しさ ま をば 捨て &、 おのれ 一つの すがた 

をな む 書き， てめ ける。 さる は 古に たも 

かへ ると に は あらで. 今め きて 幾に なま 

めいた るかた をむ ねとた て たれば、 今一 

きはつよ き听 をく はへ まし かばと 》5 ふ ふ 


し、 無き にし も あらね ど. 义さ るかた に 

筆す みて ゆる は， さすがに 上手の わざ 

とこ そお ほ ゆれ。 この 百年 あまり こなた 

は， なべて 世に、 此の 法師の 筆 をた ふと 

む 事と なりて、 今 はわ づ かに 書き さした 

る 一 ひら を も、 人々 寶と すめる を、 此の 

歌合の またく そな はりて 殘れ る， めづ 

ら かなり ヒ こそい ふべ けれ。 これ はし も、 

難 波の 金津 氏の 家に， 年頃 ひめお ける を， 

こたび あらたに 板に ゑり たるな りと ぞ。 

縣居翁 自筆 山里 記跋 

此の 山里の 記 は、 0 居 翁の か、 れ たる も 

のの 中に. 、、とに すぐれたり とすべし。 

51 ていじ .0A5  1,- あは *-  »  * の.？ 

伊勢の 御の 亭子 院软 合の 記， 小野宫 のお 

てん W  く、,' t あ U* 

と の天德 歌合の 記な ど を はじめて. か 

かるたぐ ひの 文 世々 にあ また ありて、 よ 

しあし はと りん， なれ ど お ほかた はふ 

るき を まねび 来れる を、 この 記 は ひとり 

き はこと にお も ひお こして、 詞を いにし 


へ にと り 妾 を あらたに まう けて 書かれ 

たる は， 古今に たぐ ひもお ほえす、 いと 

めづら かなり。 清水 濱 E 翁の みづ から 書 

かれ.； i る を 得て、 とし 頃 よろこび もた る 

を、 おのが 家に 里の しるべ 一 卷 ある をお 

くりて、 其の 卷の 末につ. かしむ. こ はお 

のが 兄、 春襌の ものせ し を、 翁の こ、 か 

しこ^3^め直されたるをりに， 別に あらた 

めか \れ しなり， 文化 六と せの 冬。 

同 岡 部 日記の 歌跋 

あがたろ の 翁の 家 I* かき あつ.^, -る ついで 

に. 翁手づ から 書き さし 袷へ る ものな ど、 

なにくれと もとめ 出で たるが 中に、 この 

ひとひら は、 岡 部の 日記に 見えた る as!^ 

なろ が、 引きな ほし 消しな どせられ て， 

いとみ だり が はしう は あなれ ど、 千年 

のかた みに もとて、 古^の ぬしの 鉀 も， C 

に- おくり まるら する になむ。 享和 のみ 

とせ 八月。 
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同士  a 野の 長歌 跋 

此のよ しのの 長歌 は， 其の はじめ 土 井の 

尼 君の ために， 翁の か、 れ たるな り。 尼 

君 これ を 千 陰に たま ひたりし を. 千 蔭 

また 源 道 別にお くりに けり。 其の後 ゆ 

ゑ ありて、 入の 道别の もとより 得た る を、 

こたび 石 井ぬ しなむ 得られに たる。 この 

長耿 をば、 翁の 書かれた る あまた ありて， 

これ かれ 見つ ろが 中に、 これ ぞ ことにす 

ふ ss-is  くし 

ぐれに ける。 さきに 藤原德 之が 板に ゑり 

たる も、 すな はち これ を うつせし なり。 

今 はかば かりなる はいと 得が たう、 ) そやつ 

ほ ゆれ， さる は 世に あた ひなき 寶 ともい 

ひつべし や。 

橘 千 蔭 書 新 百 人 一 首 色柢拔 

色紙に もの かく やう， いにしへ はさ だま 

りたる 跡な かりし を， 世く だり てより， 

おの づ からに 其のの り 出で 來て， 今 はみ 

だり に はえ 書く ベから ぬ ことと はなり ぬ。 


さる は大 かたの 人の 思 ひまど ふ ふしなる 

この 樣の 翁. か 書かれた る 百 首 こそ、 

人の 見なら ひまねば むにた よりよ けれと 

て、 企 花の あろ じの、 ことさらに 板に ゑ 

りたる はう ベな り • かくて 世に も廣 くつ 

たへ もて ゆかむ 事 は * いみ じき わざに こ 

そ。 

篁 千古が. V 十の 賀の 歌の 跌 

ながつき 

ことし 長月のと を かこ.^ ぬか、 たかむら 

な- そ S 

の 翁が 七十の あき を 祝 ふとて、 そのう か 

ら やからの 人々， をし ねかる 金 杉 b- 里に、 

うたけ のむ しろ をな むまう くなる • 軒端 

の 日影 しづかに に ほひて， 1^ 半の しぐれ 

は名殘 なきに、 松の みどりの 色 は、 ひと 

しほ 露に もてはやされて、 をり 得が ほな 

< し U 

る も 心 ゆく 朝な り， 東の ひさし は * り- プ 

びんの た. -み 新に しきて、 まらう どる を 

a なち いで  いよ t 

かしく、 かたへの 故 出に は， 伊豫 簾 かけ 

VAC 

わたして， 女 だち ゐ こみたり。 なけし の 


かなたに は、 あじろの 屛風ー ひら を， 翁 

がう しろの ま うけとな し， すのこの かた 

は， わら ふだす ゑ わたして， あろ じが. U 

のス なみ 居て. か はらけ とうで、 酒す & 

めな ビ しつ、、 みさかな に は 何よ けむな 

どうた ふ も、 つき 》^ しう * そ を かしき。 

おばし まの 本に、 菊の花の え もい はす ゑ 

まひ 開きた ろ を、 大き やかなる かめに 幾 

本 ともなく さした る は， 千世の かざし 覺 

ゆろ け ふの 心ば へなる べし， かくて 人々 

この 花 を ことぐ さに て， ある は 山路の 秋 

を あはれ み， ある は 下露の 淵と なろ を 46： 

ち、 もろこしの あと を も 引き、 大和の ふ 

る ごと を も 思 ひ 出で、、 おのが じし こと 

のばへ ざるな む あら. さりけ る， かれ ある 

じがた の 人々、 此のき n の 葉の しりへ に， 

け ふの ゆ ゑよ ししら してよ とおのれ に 請 

へば， ゑ ひの すさみの すみつきお ほつ か 

なき を も 忘れて * いさ、 かことの まに ま 
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に 書きつ く， いで や 今日 を はじめにて， 

八十 九十の よは ひか ぞ へむ 日に も、 猶 

このため しになら はに • おのれ はた 筆 さ 

し ぬらす わざの たびかさなろ を も， この 

翁が ために は- さらにい と はじと てな じ。 

佛跡を ほむる 歌の 碑の 跋 

寶© の 十 まり 三と せの 春 * 縣 居の 翁に と 

もな はれて、 わが この かみ を はじめ， む 

つま じき 人 五 人 六 人， よしの 山の 花見む 

とて， 大和の 國に まかれり ける 時. 奈良 

の 都の あたりみ めぐりけ るつ いでに、 藥 

S 寺に いたりて， 此の 碑 はすり うつした 

ろな り • 旅の 行くて の わざに て， 心い そ 

ぎの みせられ しかば， 式の 如くに ももの 

せで， 美 濃の 國紙 をつ ざて、 墨 もてな 

む 磨り たりけ る *  頃 これ を ものの そこ 

よりと り 出で たるに つけて、 その かみの 

事お も ひ 出 づれば * すでに ffl 十と せの む 

かしに て. あ ひと もな ひ 行きし 人 も， 今 


は ひとり だに あらすな りぬ。 さる はこの 

はかなき 一 ひら も、 夢との み 過い にし 世 

のしの び 出で ぐ さなれば とて， かくとり 

よそへ ろに なむ。 文化の はじめのと しさ 

つき。 

涼 月 遺草 跌 

むかし、 縣 居の 翁に 物 まなべり し 女房， 

あまた ありし が 中に、 しけ 子と、 余 野 子 

との 二人 をば. 其 ころ ふる ごとしの ぶ 人 

人の 歌が たりに • たれく も、 こ \ ろに 

くき かたに なむい ひ あへ りけ る。 さる は 

やむ ごとな き あたりの をす のうちに て， 

花 紅 紫に つけつ、、 いどみ ごと ある ふし 

など、 欲 人の えらみ に は、 翁 もつ ねに 此 

二人 をし もぞ とり 出 でられたり ける。 又 

よの子 は、 からまな びの か.；！ もた ど./^ 

しからで， 唐歌 を もよ くつく りて なむ 有 

りけ る。 そ は 其のせ うと 鵜 殿の 孟ー のぬ 

し は， 世に 名高き 博士な りければ， を さ 


なき 程よりか たはら にあり て， まねび 得 

たりと なむ。 おのれ わら はなり し 頃， ふ 

み讀； 3 とて， 常に 鵲 殿の ぬしの 家に 行き 

かよ ひたれば、 よの子の つくれる から 欹 

など、 をり/^ 0? し 事 も ありき。 なまな 

まの はかせ は、 はづ かしかりぬべき 口つ 

きと ぞ おほえし • 此頃^ 居の 翁の 集 ども 

とり しらぶ る つ いでに、 はう ごの 中より， 

この 二人の 言の 一 架 どもの、 かつ，^ 散り 

殘 りたる を 見出で たれば、 いかで 書きつ 

めお かむ とする に， 茂 子が ffi- は、 も.；.： ろ 

人 ありと いへば， そ を 得たら む 時， かさ 

ねても のしつ ベ けれ. は， まづ よの子の を 

とりて、 かく ニ卷と はなせり。 文も耿 も 

猶 あま. U ありつら む を、 其 家集な ど いづ 

ちいに け U 今 はもと むべき よしのな き 

こそ をし けれ。 さて よの子、 又の名 は瀨 

川と もい へり。 わか- -り ける 時より、 紀 

の にっかう まつりて， つかへ をし ぞき 


て復 は、 をと こ を ももたら す、 尼と なり 

て 身 を をへ にけ り。 其の 住みけ る 所 を 

ば、 凉 月 院と ぞいへ る。 天明 八と せの 

むそぢ 

秋- よは ひ 六十 あまりにて なむ、 身 まか 

りけ る。 寬政 五と せの はっき。 
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睦月ば か. 0 山里 人の もとへ 

年 あらたまりて は、 なに 事 かお はすら む。 

春の 日數 もま だ あさき に、 岡べ の 下 もえ 

は， 今し も 御 袖に たまろ ばかり も， 摘み 

そめ 給 ひつ や * 谷の 戶の はつ 音 は、 いつ 

よりか 御 朝い のま くら をば， おどろかし 

まゐら せた る • いとなむ ゆかしき • こ > - 

に は、 こぞの 雾の なごりに や、 風の けし 

きも 冬めきて、 かすみ もやらねば、 ち 

またの 柳の うちけぶ り 行かむ 程 も、 心... £ 

となう 見え 侍り * さろ は 一年、 ま. かきの 

もとにう つし 植ゑ 給へ るし も、 雪のう ち 

よりも * いちはやく 笑み さか ゆと なむ 宣 

はせ し， 此 頃- 〕 ，て 心 f ) とに もに ほひ 出で 


侍らめ。 いかで 一 & をと 思 ひ 侍る を、 ゆ 

るし 哈ょ まし かば、 いとうれ しうな む。 

しる 人の たぐ ひなら ね ど 梅の 花い ろ 香 

を われに 惜します もがな 

春雨 ふ る 日 友達の もとよ hN、 

こと 引きて 遊ばむ、 まで こよ 

とい ひお こせた るに さはる 事 

の ありければ 

つれん 、と 降り募し たろ 空の、 ながめが 

ちなる をり しも、 ふり はへ て そ、 のかし 

給へ る は、 いとうれ しうな む • さてう け 

たま はる は、 北 殿の 古^ 達 も. 此頃里 SI 

の ほどに て、 御 かき あはせ のかた きに ま 

で來袷 ふと や。 例の むかしお ほ ゆるつ ま 

おと、 ばちお とな どに、 とき わが 

ぬしの 今め きたる 手 を さし まじ へ 袷 ふら 

むが、 かくしめ やかなる 軒の 玉 水に、 い 

と J>- ひ 1^ き あ ひたらむ は、 いと 心 ゆく ベ 

き 判 あそ-ひなら まし。 か 、 る をり にこ そ * 


常に わら はれた てまつ る、 翁が あやしの 

か は 笛 を も * 取り出で 侍るべき を， ベ r 日 

はちぎ りたる 事の 侍りて、 えさし と め 

がた う 侍る は、 あやにくなる あし 分け 小 

ぶね 

舟に なむ。 

おも ふ どち かたら ひ 人と なすこと に 心 

ばかり や 今日は ひかれむ 

五月く す 玉 を 人の もと へお くる 

とて 

かきく らし 日み-ふる 雨の、 たち 出で むー& 

もなければ、 明け暮れ ふろき 鎗 ものがた 

りな ど既 出て、 これにて つれ <\« を もな 

ぐ さめ 侍る をり しも、 こ、 にわら はの 侍 

るが、 几帳の はしらに、 くき 玉 かけた ろ 

かたの ある を 見て、 いとなつ かしき 姿に 

も 侍る かな、 いかな ろ ものに か 侍 るら む 

とい ひ 侍れば、 くそ はま だ 知らす や、 こ 

はしかぐ の ものに て、 都に て は 5 ちわ 

たり を はじめて、 高き 家々 などに は、 す 
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ベて この頃 こそ もて あそび 袷 ふなれ、 ま 

ぁづ ♦» 

たこの 東 にても， やむ ごとな き あたりに 

は、 手なら し 給 ふなる はとい へば、 これ 

に 目 止めて、 いかで これ 一つ 調 じ 出で 侍 

りて しがな と 言 ひ はべる を. をり にあ ひ 

たる 事 を もい ふかな とお も ひ哈へ ぬれば、 

こ& ろみが てら その ある や う. など をし へ 

侍りて， いろくの さいで， からの 絲. 

名 ある 香な ど、 取らせ 侍り つれば、 から 

うじて かくは 物し 侍るな り。 もの、 心よ 

くもた どらぬ う ひごとに は 侍れ ど、 たは 

むれに も あすの 節の 御料に もな り 侍ら ま 

しかば、 わら はが 爲に も、 いとめい ほく 

ありて f  J そ。 

あやめ 莩 ふかきね ざし は あらす とも 君 

に ひかれば 嬉しから まし 

六月 人の もとよ リ氷 をお こせた 

る に 

ェさ へさく とかい ふなる は、 p! まつ 程 も 


いと 待ち ど ほなる に、 をり しも、 やむ ご 

となき あたりより わかち 袷へ るな りと て， 

暑さ わすれむ 料に とて 賜 はれる は、 いと 

めづら かにな む。 先づ 手に とり 侍る だに、 

そビろ 寒き までお ほえ 侍り。 わら は ども 

はめで くつが へ り 侍りて、 ひた ひに 載せ、 

むねに 當 てな どしつ、. もて 興じ 侍る も 

を かしうな む。 され ど、 こ はお ほやけ の 

おものに も そな へ 侍る と 聞くなる を、 か 

くいぶ せきふせ やの 心 やりぐ さに なし 侍 

ら むは、 なか.. にかし こき わざな り や。 

とまれ かくまれ、 稗 まのあたりに こそ、 

よろこび は 聞え つべ けれ。 

手に とる も あな 珍しな あつ 氷と ほき ゆ 

げ のの 昔 おぼえて 

しぐ る /- 日 もの へま かると て 人 

の もと へみの 借. 9 にやる 書 

關山 ちかき あたりの、 ことに 世ば なれた 

る 御す まひ なれば、 冬た つけ は ひもの さ 


びし う， 人目 も 草 もと 思 ひとり 袷 ふらむ 一 

を こそ、 おしはかり まろら せ 侍れ。 ゃク 

がり 石山に ちぎりた る こと ありて， 今日 一 

こ i まで まかで 侍りぬ。 ひるます ぐる 程 

より- 空う ちしぐ れつ、， 今日た つ 冬の， 一 

ことわりが ほ 一に 降り出で たるが、 都 をば； 

あからさま にたち 出で つれば、 さる 心 ま 一 

うけだに せで 侍る こそうた て けれ。 一 

われ はた，， -冬 野に ひろ ふ 落ぐ りの みの 

なき こと ぞ わびし かりけ る 

となむ お ほ ゆる を、 此の 從者 にた ラベら 

ば うれしう こそ。 たち かへ り來む ふし は. 一 

必す柴 のと ほそ 驚かし まゐら すべし。 ゆ 一 

ふかけ て 行く かたと ほかれば、 こと も #i 一 

し はべらで なむ。  i 

上田 秋 成が もとへ 

春た ちかへ るの どけさ は、 わきて 都の 空 

こそ ゆかしう 侍れ。 いま は いはほの 中な 

る 住 ひ を ふりすて 哙 ひて、 巷の 花柳に た 
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ちま じら ひ 給ぷら むは、 いかに 心 ゆく 稗； 

すみかなら まし •  i 

巢 ごもれ る 谷の 驚い かなれば みやこの 一 

春に 心 ひかれし  . 

となむ 閗 えま ほしき。 され どうき 世の 塵 一 

の、 のがれが たかなろ も， なほ 市のう ち 一 

いじしへ びミ  _ 

に隱れ けむ、 古人の ためしに なら ひ 給 ふ 一 

ベければ， 世の さが 知らぬ 人々 とのみ、 i 

みやび か はし 辁 ふらむ は、 山 住の つれ づー 

れ ならむ より はと. おしはかり 參ら する 一 

ものから， い たづら に 千里の よそに あり： 

て、 萬 まのあたり 間え 承らぬ こそ、 あか 一 

ぬ 業 なれ • さはい へ^の 翅の 行き かひ だ 一 

に 親え すば、 中々 に 遠くて 近き たぐ ひと 一 

や 思 ひなぐ さみ 侍らむ • 柳の 絲 のく りか 

へしつ 今年 も とだえな く， 聞え まる.； 

らば やと 思 ふ を， ゆめ 驚の 鳴く 音な をし 一 

みたま ひそ。  一 

伴蒿溪 におく る 書 i 


秋の 日數 もの こり すくなう なり 侍りに た 

ろ を、 都の すま ひよ、 いかに あかしく 

らし 袷 ふぞ. 此 とほの みかど は、 大 かた 

に 山い と はるかにて、 5!^_相の心ぉそきな 

ら ひに 侍れば、 立 田 のす さみ も、 はか 

ばかしう も 侍らすな む， さる は 都の 空の 

み ゆかしう 思 ひ やられ 侍る が 中に、 まし 

て 塵に 染み 辁 はぬ あたり は、 なにの 山里、 

くれの 古寺、 御 心 ゆく かた ぞぉ ほかりな 

な 

都人 いづれ の 山のに しき を か こと 葉の 

色に たぐ へ て は 見る 

このごろ は， 御手 染 のめ づら かなら むこ 

そお ほから め。 風の たより を わすれ 袷 は 

したて 

で、 しめし 哈 は，.^、  rr 照ろ かけに ともな 

はれ 侍らむ 心地せ むは、 うれしき わさな 

ら べし。 あな かしこ、 立つ 霧に なへ だて 

たま ひそ や。 

野 村 素行 はおの がした しき 友に 侍り， 


樣千 蔭に 物學び 侍りて、 古の みやび ご 

とこの む 人に なむ， わがぬ し を かねて 

した ひま ゐら する が あまりに、 耿 ひと 

つ 聞え 侍らむ とて、 おのれに ことづけ 

侍りぬ- こ はいとうち つけなる わざに 

侍る めれ ど， すき ご」 ろの 止めが たき 

を- さる かたに つみ ゆるし 袷へ や。 此 

の 人の あろ やう をば、 雪 岡 法師に， ま 

の あ. U りと ひ 拾 はむ、 〕 と を， J そ。 

西衬嘉 卿に こた ふる 書 

ふりく らし 侍る このごろの 空 をば、 いか 

になが めた まふに かと、 日 ごと 思 ひま ゐ 

ら せし を、 ふり はへ ていと こまやか にし 

めし 狯 はる こそ * ものよりも けにお ほえ 

侍れ。 さる は 家と じの 君の、 おも ほえす 

梢の 花よりも 先 だち 烚 へる とよ • なべて 

世の 春雨 を も、 斜 袖に のみと や 思 ひとり 

給 ふらむ • さるな けき に しづみ 哈ふ とも 

知り 侍らで， とひ なぐさめ を だに しま ゐ 
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ら せで， 過ぎ 侍りに し ぞいと わりな き * 

紫の 物語 六卷 かへ し洽 へる を， ゆく りな 

くう ち ひらき 侍れば、 まほろし の卷 にて， 

なにに か 春のと 侍る を 見 侍る にも， うち 

つけに 御う へこ そかな しう 思 ひ やられ 侍 

れ。 さる はさ かりなる 頃と も 知らす との 

たま ふ は、 いひ 知らぬ わざに なむ。 

あく 世な くち， きりし 花よ いか なれば ま 

たき も 風に まかせ はてけ む 

さて かの あだし 卷々 を も、 御つ かひに ま 

るら すべき を、 ちかき 頃 は 火の さわぎに 

て、 書 どもみ なぬ りごめ におし 人れ 侍れ 

ば、 とみに はえ わき かね 侍り • かさね 

てこな たより こそ まるら せ 本 t らめ • 稗 返 

り猶 こまやかに 閉ぇ 侍るべき を， 今日は 

やむ ごとな き あたり へ まゐ るべ きちぎ り 

の 侍りて， 今し もた ち 出で 侍れば、 こと 

もつ くし 侍らすな む。 あな かしこ • 

石 原 正 明に こた ふる 書 


さきにし めし 袷へ る， 五十 番自耿 合の^ 

詞， からう じて つ り 出で 侍り • これ は 

數 ならぬ 身に、 いなみ 奉る ベ き 事なら ぬ 

を- かくよ ろづ にへ だてな ラ 聞え 承りな 

れて， これにの み 心お き 奉らむ は， かへ 

りて つみ を も 得 Ht りぬ ベければ * とまれ 

かくまれ 御， ) 、 ろに そむか じと てな む， 

また 酉の 年の 辨筆 すさみと 侍る ニ卷、 こ 

れを もこ まかに 讀 みて、 よしあしい へと 

侍る は、 いとこ そかし こけれ， 撃び のか 

たは、 わかき 時より あな * かちに * おりた 

ちても つとめ 侍らす。 た. なほ ざり の 心 

やりに、 書よ むこと をば このみ 侍り つれ 

ど それ は 世の常の、 めに ちかき 種類に す 

ぎ 侍らぬ わざに て、 廣 くも あさり 侍らね 

ば、 よろ づに たどくし くて、 此の 事と て 

1 つ あきらめ たる 事 も 侍らぬ を、 いかに 

待る ことに か， このち かき 年頃 は， むな 

しき 名 を 人の いひった へ 侍りて、 世の も 


のしり 人た ちの つらに おもへ る 人 も 侍り 3 

ぬと ぞ。 これ はいと やすから ぬわ ざに て、 

心のう ちに かくは ぢ思ひ 侍る 事に なむ。 

がく まなびの 事 おろそか なれば、 う ひ 寧 

びの 人な どの、 はかなう 問 ふ 事に も、 わ 

いだめ 侍らぬ 事の みお ほかる を、 まして 

いにしへ 今の 皋び にくまな くお はする * 

わがぬ しのし るし 給へ る もの を、 いかで 

か 其 の よしあし をば あけ つら ひ 侍らむ。 

か、 れ ばた めづら かなる 御考 どもの あ 

らむを こそ、 はらに あ ぢはひ 侍りて、 わ 

か を-ぐらき 心の まど ひ を も はるけ 侍らめ 

とて、 先づ うち もお かす 旯侍 るに， おの 

がふ 力 、らぬ 心の なしに や 侍らむ， と あ 

る は然ら じ、 かく あ も は 如何にな どお も 

ふ 事の 侍る こそ あやし けれ。 こ はわが 舉 

びの つたなき にこ そ あべ けれ • いかで わ 

がぬ しの ひがごとし 拾 ふべき。 これ をと 

り 出で、 いはむ は， かへ りて 人 わらへ な 
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るべ く 思 はるれ ど、 されば とて 心 のうち 

に、 うたが はしき ふしぐ の ある を、 問 

ひ あきらめ もせで. 止むべき にあらねば、 

を. ちく しるしつ けて 閒 えさせ 侍るな り C 

これ はよ しあし いふと に は 侍らす * なほ 

さらに 其の ゆ ゑよ しとき あかし 給 ひて、 

く はしう をし へ烚は t -、 をし へに 從ひ侍 

明らめ まほし くて なむ。 又 此の 一 卷は、 

ちかき 程に、 石 塚の なにがしが ものせ ろ 

古言 淸濁考 をば、 いか、. - おも ふと 問 ふ 人 

の 侍る にこた へて、 おのが 思 ふ 所 を かつ 

がっしろ しっけ 侍りし なり。 此の 清濁の 

事 は、 おのれ はお も ひさ-た めかね 侍る を、 

わがぬ しに は、 いか 1- 定め 給へ るに か。 

おのが 論じい へ る 事 も、 猶 いか 侍らむ。 

1 わたり 見 給 ひて、 わがぬ しのお ほす 所 

を も、 をし へ 袷へ や。 これ は 彼の 御 筆す 

さみの 中に、 此の 滂濁考 の 事 を も、 のた 


まひ 出で たる 事の 侍る に 引かれて、 かく 

は閒 えさす るに なむ。 

稻毛直 道に おくれる 書 

こたび 思 ひたち 給 ひて、 今の 世に あり ふ 

る 人々 のからうた ども を、 廣く あなぐ り 

出で \、 あらたなる 集 をし も、 えらび 絵 

はる ふ 

はむ の 御す さみに つけて、 春 海が 口 ゆが 

めたら むう そぶ きに も、 猶 とるべき かた 

や あると て. 、 J とさら に 求め 絵 ふなる よ、 

いとこ そかし こけれ。 さる は詞の 海に 玉 

ひろ はむ に は、 芥 藻屑 を も 捨て じとの 御 

心より、 かくく まなく のた まひ わたるな 

めれば、 そのよし あし は 君が 御 心に まか 

せつべく、 百の 中の ひとつ にても， と が 

なしと てうべ な はれ 奉りて， 世に 閉 えた 

る 博士た ちの、 いかめしき 名 どもの 末に. 

あやしの 翁が 名 を もさし まじ へ 侍らむ 事 

は、 いといみ じかろ べき わざに て. 何の 

面目 かこれ にしく こと 侍らむ • しか は あ 


れど、 春 海 は 常に あやしみ 思 ふこと 侍り • 一 

今の 世の くせにて， 名 を このむ 人のお- i 

かる こそ 心得ね。 もとより 深き こうつみ 

たる こ ともなき 業 を * みづ からかへ りみ 

もせで、 みだりに 我 はが ほっくり て- 

にも てら ひ- 世に も ほこる める は， いか 一 

なろ 心なら む * たと へう ろけ たる しれ 人 

をば あざむく とも、 事の 心 をよ く 明らめ 

たらむ 人の 見て， あざけりわら はむ こと 

は， はづ かしき わざに は 侍らす や。 其の 

名 を このむ とお もへ る は、 かへ りて 恥 を 

もとむ るに ぞ 侍りけ る。 なかく にむな 一 

しき 名の 消せ ざら むより は、 木 草と 共 lij 

くちはてむ こそ 人 はめ やす ラ侍 るべ は 

れ。 かくお も ひお きて 侍れば、 年頃 わが- 

心 をく だきて このみ 侍ろ 大和うた すら ノ 

世に の， 〕 し 侍らむ f  ) と はお ひも かけ 侍 

らぬ 事なる を、 まして 其の 道に 入りた ち 

て も 見ぬ、 もろこし のことの 葉 を、 うは 
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の 空に てまねび 出で たる は、 た 1^ をり に 

Si れ たるた は むれ わざな ろ を， いかで か 

世に は傳へ はべらむ。 もし 春 海が つくれ 

るな りと いふ を 見 給 ふこと も あらば、 か 

ならす かい やり 給 ひて、 わがた めに 人 わ 

ら はれなる はぢを かくし 袷 はむ 事 こそね 

が はしけれ * たびく せちに 宣 ふこと を， 

かくいな み 奉る は， いとなめ ゆなる つみ 

は， さり 所 もな う 侍れ ど， 事の 心 をよ く 

汲み 袷 ひて. われ をば もらし 給 は i -、 い 

とうれ しき ことにな む。 

大村蜂 住に こた ふる 書 

わかう 侍りけ る 程より， 學 びの 道お こた 

りが ちに 過ぎ 來 つる 身の、 今 はい たづら 

に G み 年月 を かさね 侍りて， 世に 閒 ゆべ 

からむ かた かどだに あらぬ を， ひが 耳に 

聽き たがへ 給 ふ ふし ありて か、 あまたた 

び 間 ひお とづれ 袷 ふなる は. おも ひも か 

けぬ わざな り や。 さる 51 おろかなる 心に 


も， 百が 中の 一つ は， かしこき 際の 助と 

もなる べき 筋 もやと て， しろし つけ 給へ 

る 條々、 讀み考 へよ とてし めし 烚 ふなめ 

り。 さはた おのが を ぐらき 心 もて， 何 を 

かはい はむ。 たと へ かつぐ 思 ひ 得る 事 

の 侍る も、 古の 賢き 人の いひけ む 如く、 

人の 心のお なじから ぬ は、 その 面影の こ 

となろ にたぐ ふべ ければ， おのが よしと 

し 侍らむ すぢ ありと も， 君 はた ラベな ひ 

袷 はじ • 又 君が こ、 ろ ゆく 方に おほしと 

り 給 ふらむ を も， かへ りて はをぢ なき 心 

に， うけ 引く ベ う も あらぬ 事し も あれば， 

か i るた ぐ ひ は おのが じ i その 心々 に 

まかせお きて、 そのよし あし は、 後の か 

し、 J き 際の 定めい はむ を 待つ ベ き 事に ， J 

そ あなれ。 交り あさかる 中に て、 いふ こ 

とのこ、 ろ ふかき は、 罪 をうる わざな め 

りと は、 聖も敎 へ 袷 ひに けり。 か k れば 

口と ぢても だし 侍る V きを， 君 はし も， 


むかし 楫 取魚彥 にっきて、 我が 賀 茂の 翁 

のった へ しこと ども を 舉び給 ひつれば， 

はるみ 

春 海 はたかれと おなじ つらに， 翁の 家に 

名簿お くりし を、 おほしち なみて、 へだ 

てな くこと とひ か はさば やとて， ねんご 

ろに 聞え 給 ふめる は， いかで あだし 人の 

たぐ ひに おも ひ 侍らむ。 されば なめし と 

とがめ 袷 はむ を も 思 はす、 心に ラへ うら 

をお かで 論 ひ 侍るな り。 ひがごとのお ほ 

からむ は、 さる かたに 見 ゆるし 給へ • お 

ふろ/ -SI  いつ 4 

よそ 古言 を ときあか すに、 五十 連の こ ゑ 

を もて しるべと なす 事 は， 早く 顯昭 法師 

も すでにい へり。 ちかき 世に およびて， 

難 波の 契 汔阿闍 ST やましろの 荷 田の は 

ふり、 我が 贺 茂の 翁な ど、 皆 こ を もて ふ 

る ごと をと くよ すがと ぞ なした る。 しか 

は あれ ど、 このい つらの 音 はし も、 こ を 

用 ふるに 道 有り。 その 道 をよ くお も ひわ 

かすば、 あらぬ かたに ぞ踏 みま どひぬ ベ 
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き。 されば 賀 茂の 翁 も、 こ 15- もて 古言 を 

みだる ことな かれと は， 常に もの 學ぶ人 

にい さめい はれし なり， 先づ 古言 を 知ら 

よ. 0 ぶみ 

むに は、 古嘗を 廣く讀 みて、 その 詞の例 

いかにと もとめ * 又お なじた ぐ ひなる を 

あつめ 見て， 其の 理を思 ふべ し。 例 多く、 

たぐ ひ あまたなる は、 おの づ からに その 

意 は 知らろ べし。 またく だれる 世の 書 を 

も 廣く讀 みて 古の 詞 のうつ ろ ひ 来し を 

も考へ 知り， 又 こ を 古に か へして 思 は t-, 

相 照して 知らる- - 事お ほかろ ベ し， また 

今の 世の いやしき ことわざに も、 猶 いに 

し へ の 殘れる 事 多く、 或は 田舍 人の いひ 

ふ. 0ミ、 

なら ひたる 言に も， 古き の傳 はれる 事 は 

あなり， か  >- るた ぐ ひまで を もよ くお も 

ひわ かちて、 古言 をと くの たすけ と なす 

べきな り。 これ を 古を學 ぶの 正しき 筋と 

す。 さて 列と た. ぐ ひ を考へ 得て， かつが 

つ H: の 心 は 見 ゆれ ど. 猶 を-ぐらき 方 あろ 


詞 あり。 そ は 五十 つらの 音 を もて 考 へと 

くべ し-例へば 「たれ」 を 略 むれば、 「て」 と 

なる を もて， 「手 折りてば」 とい ふ は、 「手 

折り たれば」 なる を 知り- ふ-ぐし， は、 

物 を ほる 串 なれば， 「ほる くし」 を 約め た 

る 名な ろ を 知る 類な り • 然れ ども、 まな 

びお ろ そけ なる 人の、 古の 書の こ、 ろ も 

知らで， みだりに 此のい つらの 音 をのみ 

たのみて、 なべ ての 詞み もと かむ とせば. 

いとたが ひぬべし。 すべて 詞は， 例と た 

ぐ ひ をし もお し考 ふる 時 は， 大 かたは 其 

の 意 明らかなる ものな り。 さるた ぐ ひ は. 

五十 つらの 音 も 丁い ふ.. へき もの にあら す • 

た *v つ U めて いへ る を 延べ、 延べて いへ 

ろ をつ めた ろた ぐ ひのみ は， これによ 

りて 考ふ べし， そ はかなら す詞の 例を考 

へさ だめ 置きて なすべき なり。 その 延べ 

もし、 つ 1^ め もして 試む ろ 時、 その 詞の 

古の 書に 正しく 見えた ろ詞の 出で 来ば、 


そ は 相 かよ はして、 と あろ はかくい ふ詞 

なりと も定 むべき 事 も あり • そ も 又し ひ 

て 一 かたに いひ 定めが たき も 有る ベ し。 

さろ ゆ ゑ ま. いつら の 音 は， ともかくも 

あまたに かよ ひて， 動き やすき もの なれ 

ばな り r その jffi ベ もし、 つ V め もした ろ 

詞の、 た いつら の 音より 出で \ 古の 書 

にあと なき は， 古 11 一一 n とい ふべ か 4k。 そ 

はつ、 しみて 取ろ まじき なり。 こ、 に 選 

みなくて， わが 私の こ \ ろに おも ひ 定め 

て、 これいに しへの 詞の 本な りな どい は 

むは まどへ るな り • うち 閗 きて 理 有ろ や 

うに 閒ゅ とも、 40 により 所 あらぬ を、 誰 

か 誠と すべき， かれ 古の 書に も よらす、 

我が 心に のみ はかりて， しひて とい ひか 

くい はむ とする は、 星な き はかり を 執り 

て， 物の 重き 軽き みさ だむ ろが 如く. い 

たづら にお も ひ をく だくと も- 何の か 

あるべき。 こ を もて 古の 書の 心 を 知れる 
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人 は、 五十 つらの こ ゑ を 用 ふるに * その 

道に よら ざれば なさす • さる を 契 沖、 春 

滿， 賀 茂の 翁な どの、 いまだ 考へ およば 

ぬ 筋 を も、 われよ くお も ひ 得たり などい 

ひて， このい つらの 音 もて， こと 棄 をと 

く 事 をし も、 ほこり かにい ひの、 しる 人 

も 侍れ ど， そ はことの 心 を もよ く 知らす， 

おのが 舉 びの ほど を も、 よく かへ りみ お 

も はぬ 業なる べし • さる 故に 古言の 舉び 

の、 いと かた かるわざな りと する は、 い 

にしへ 今の 書 をよ く 廣く讀 み * いにしへ 

今の， J  、 ろ をよ くわいだ め 知る になむ あ 

る。 . さはた 年月 をつ みて、 よくつ とめ 學 

びて， その 正しき 筋に よるに あらす ば、 

いかで そのお くが を 知り 得 ひ • こ、 に ひ 

とつの 吻語 あり， ことのつ いで なれば い 

はむ • ある 法師の、 常にい つらの 音 もて， 

古言 をと く 事 を このめる が、 我が 友 原 

宇 萬 伎が もとに 来りて、 この頃 古言 を考 


へ 侍りて， きりと かぎろ ひ は. 同じ 詞 なる 一 

を 知れり。 そ は 「かき」 を 約 むれば 「き-とな. j 

り. 「ろ ひ」 をつ 1- むれば 「り」 となりぬ とい. 一 

ひしに、 美樹 が、 いとよく 考へ洽 へり 二 

さらば SBl^lr と 同じ 鳥なる べし、 「つば Ji 

をつ 5^ むれ は 「た」 となり 「くら をつ に 一 

むれば 「か」 となりぬ とて、 いと 笑 ひたれ 一 

ば， その 人. こた ふろに 詞 なくて， 古言 一 

のみ だり にと くべ からぬ を 知りぬ。 また 一 

これと同じ たぐ ひなる 事 を. もの X 端に 一 

て 見 侍りつ る 事 あり。 むかし 人の みかど 一 

に 王介甫 といへ る 人 ありて， 文 宇の 形に 1 

よりて， その 心 をと く 事を好み けり。 字 一 

說と いふ ふみ、 三十 卷を つくりて、 ， ^か 一 

どに 奉りぬ。 おなじ 時に、 蘇軾 といへ り 一 

ける 人の 有りし が、 その ふみのう ちに、 

波 は 水の 皮 なれば， しか 文字 をつ くりた- 

るな りと ある を 見て， さらば 滑と いふ 文 一 

字 は、 水の 骨 をい ふに こそ あらめ とて 笑 j 


ひける となむ。 害 も 大和 も、 か、 るた ぐ 

ひ は、 まことの 筋なら ぬ 業に こそ 侍らめ. 

今 君が しるし 袷へ る條々 を 見る に、 この 

五十 つらの 音に， いとな づみ 給へ りと 見 

ゆる を、 -今 かく そ 好みた ま へ るす ぢを * 

あばきい はむ は、 うべ な ひ 給 は ざら むこ 

としる し。 しか は あれ ど、 おのが 思 ふ 事 

を隱 して、 人の 心に おもねり 從は むこと 

は、 春 海が はぢ おも ふわ ざに なむ。 その 

しめし 給へ る條々 の 論 ひ は、 あだし もの 

にしる しっけ 侍りぬ。 あな かしこ、 かい 

やり 給 ひね かし。 

羽 生田責 良が もとへ 

さいつ 夜 は うれしく もまで 來袷 ひつる か 

な。 折し も 秋の 雨の しめ やかなる に、 あ 

だし 人 もま じらねば， こ、 ろに おも ふこ 

と を も、 かたみにつ >- ます、 うちとけた 

る 欲が たり は. いと 心 e くわ ざに なむ 侍 

りて、 しめし 袷へ る 美 濃の 家づと を， お 
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のが ことわりて 聞え させつる を， 好 子と 

りし わら はの かたはらより 聞きて、 何く 

れ としる し 置きた るが、 うちぎ ：>- めく. S 

の、 侍る を、 此頃 とりて 見 侍る に、 こと 

もと 乂の はで、 いとみ. たりが はしう 待れ 

ど、 初學の 人な どの、 言葉の 林 わけ まど 

は ざら むた めに は， 助けな きにし も あら 

じ やな ど. おも はる- » ふし も 侍れば， こ 

こかし こ 筆く はへ などし 侍りて、 さらに 

あらため 書かせ 侍りぬ。 こ は 世の 人に 廣 

く 見すべき ものに も 侍らねば、 とても か 

くても ありぬ ベ けれど， ^ 一  わたり 讀み 

給 ひて、 いかに ぞゃ おほさむ 事の 侍らば、 

うち 置かで をし へぽ はらむ ことこ そ、 あ 

らま ほしう 侍る なれ。 すな はち 家 づと八 

おん ふ -ぐ it  , 

卷か へ しま るら せ 侍り * 御文 車のう ちに 

とり 入れ 給 ひね かし。 

家 づとを 何ぞと 見れば さ、 ぐり のさ、 

に はならぬ 木の みたり けり 


となむ いはま ほしき も、 猶 口さがな きつ 

みや 侍らむ かし。 あな かしこ、 大 よそ 人 

にな まねび 給 ひそ。 

淸水 濱臣が もとへ 

よろ づ のこと、 いと はかなき 業 にても， 

物の 上手 はおの- 0.^ らに 高き 心しら ひ あ 

る ものに て、 なまく の 人 はかへ りて 疑 

ふ ふし あめり， その まだし き 際の 人に は， 

とみに わき まへ がた からむ こそ、 まこと 

ぁ&ょ 

のいたり 深き に は あなれ。 かの 雨 夜の 物 

語に、 木の 道の た、 みと， 手 かく ことと， 

うつし ゑの 上との 心ば へ をい へ ろな ど は * 

よく 其の 心 を 得た る ものな り。 女房の は 

かなき 筆す さみと はいへ ど、 事く はふべ 

き 事な む あら ざり ける。 今い にしへの 狭 

の、 のど やかに、 みやび かに、 しらべ ゆる 

やかに， たけ ある を， 味 ひすくなくて こ 

とたら はすと して 捨て V 後鳥羽 土 御門 

の 御 時な どの， いやしけ に、 さかし. 過ぎ 


て、 いつはり たる 巧 ある 歌 を， かへ りて 

前に も 後に もた ぐ ひなし などお も ふ は， 

物の 上手の、 高き 心しら ひ ある 事 をば 思 

ひも わかぬ、 よのつね のま だしき 際の 人 

の 心と やい はむ。 かくい ふ は、 わが 私の 

心 をた て k いふに は 侍らす， お ほやけ の 

ことわり なり。 今より 後、 百年 を 過ぎ 侍 

ると も * 物の こ、 ろ 得たら む 人の 出で 來 

ば、 かなら すわが あゆ つら ひ をば、 あらた 

むま じう こそ • かく 思 ひ 定め 侍る につけ 

て も、 かの 家づ との ひがごとの、 人 まど 

はしなる わざ なれば、 さ、 ぐり とな づけ 

て 物し 侍り。 うちかへ し 讀み哈 ひて、 猶 

わがお も ：.，>もら せろ、 J とも あらむ をば 

こ、 ろみに ことく はへ 給 ひて よ。 こ？^ 人 

のさが いふ を このむ に は 侍らす、 わが あ 

がた ゐの 歌の をし への、 いと 高き 心ば へ 

ある 事 を， 心 あ ひたる 人 々の， おも ひま 

ど は ざら む ためにと て、 なす わざに なむ • 


鈴の 星の 翁、 さばかり すぐれたる 人なる 

に、 又いた くひが みたる 事 多き は、 をし 

むべき わざに こそ 侍り けれ。 歌の あけつ 

ら ひのみに も 侍らす、 わが 國の 古 の 道 

なりな ど、 いかめしく いひつ、.^  くる 事の 

111: る も、 いと 心得が たきこと に 侍り。 さ 

る 事い ふに つけて は、 ひじり の. 道 を も、 

佛の法 を も， 口さがなく いひお としめ な 

どす る は、 いと ある まじき 事と こそお ほ 

え 侍れ。 さて わが 國れ さ の 道と いふ 亊， 

いかなる 書に 出で たるに か。 おのが 書 讚 

むことの 多から ねばに や、 いにしへの ふ 

みに さる 事 しるせる もの は、 いまだ 見 侍 

わたくし 

ら すなむ。 おそらく は 私の 心に つくり 

かまへ てい ひ出づ るに こそ 侍らめ。 これ 

を もせ (の 十 ：1 により 所な きょし を あきらめ 

う ひまな ひ 

いひて， 初學の 人な どの ためにと おも ひ 

をり 侍れ ど、 よく 思 ひめぐ らし 侍る に、 

f  J は f  J との 心と ほらぬ ことしる ければ、 


心 をた ひらかに してお も はむ 人 は， 誰も 

わき まへ ぬべ ければ、 おも ひ 止みて、 筆 

おこし 侍らす。 歌の 事 は， ようせす ばお 

も ひまど はむ 人 も ありぬ ベければ， いは 

では みがた うこ そお ほえ 侍る なれ。 猶 

まのあたり 閉ゅ べき 事 も 多し。 いとま 得 

袷 はむ をり に、 むぐ らふの 露， ふみわけ 

給 ひなむ や。 

一 柳 千古に こた ふる 書 

さ、 ぐり を 見 袷 ひて、 其の あけ つら ひど 

も， 御 こ、 みに かな ひぬ と 承る は、 いと 

うれしく なむ。 そ もく 人の しるし 置け 

るふみ など を， 其のき す を もとめ 出で k 

そしりお としめ、 わが さかし さ を 人に ほ 

こらむ とか まふろ こと は、 世の えせもの 

の 癖に て、 そ は 人の 名高 きがねた さに， 

あながちに まけ じと する わ， さなれば、 し 

ひごとの 多 かるなら ひに て、 人 を あばき 

いはむ とて、 かへ りて わが 名 をく たす 類 


もお ほかめ り。 今お のが ものし 侍る 事 は、 一 

さる えせもの V まねす る やうなる わざに 一 

侍れ ど， これに は 深く おも ふ 所な む 侍り 一 

ける。 あがた ゐの 翁が 敎を うけて， 其の； 

學 びの 心 を つぎたる 人 これ かれ 侍れ ど、 i 

古言の まなびに く はしき こと は、 鈴の 垦" 

の あるじ こそ ひとりす-ぐれ にたれ。 翁の" 

おも ひ殘 された るふし を も， 考へ あきら 一 

めた るた-ぐ ひ 多くて、 この 人出で. -後、 一 

この 舉 びの 道 そな はりぬ る は、 いみ じき- 

いさをに て、 まことに 藍よりも 靑 しとせ 一 

む 事、 いへば さらなり。 かくて 今 は 世に 一 

名高くて、 た ふとみ したが ふ 人 も 多 かる 

S いとよろ こばし きこと なる を、 只 そ 一 

の 歌の あけ つら ひ は、 いたく ひ. か 心得の 一 

み 侍る こそ をし けれ。 さる はな. ほくし- 

きき はの 人な りな まし かば、 さても あり 一 

ぬべき を， しかす ぐれた る 人の ひがごと： 

いはむ は、 人の まど ふべき わざに て、 か 一 
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つ は あがたる の 欲の をし へ も， 此の 人に I 

よりて つ ひに かくれぬ ベければ、 今 その 一 

i ひまな び  一 

ひがごと を 改め ことわりて、 初學の 人な 一 

どの、 あらぬ かたに ふみまよ は V- らむ、 一 

道し ろべ にもと 思 ひとり 侍れば、 おのが 一 

まだし う 愚かなる を も 忘れて、 なす わざ 一 

になむ 侍りけ る • さはいへ ど. こ は 我が： 

心 あ ひたる 人に のみこ そ 見せめ * 世の 人 一 

に廣く はしめ し 侍ら じ * そ は 人 を そしり 

て， われ 勝た むの すさみな りな ど * よそ 一 

人 は 思 ふべ ければ なり。 又ち かき 世に、 一 

新 古 今 ぶり を まなぶ と いふ 人お ほかれ ど、 j 

M の 人々 のうた に、 けに も 新 古今の すが. 

たなり と 見 ゆろ は， 雜 えて 無くて， え も 

いはぬ いやしけ なる 耿 のみ 多き は、 笑 ふ 一 

べき 事な りとの た. *^ ふ は， まことに さる- 

事に ぞ 侍りけ る。 新 古今の すがた は ， ) と 一 

ざまなる ものに は 侍れ ど， 其の 世^ •  t_ 

のす がた を はじめて よみ 出で たる は， め 


づら かなる 一 つの すがたな りと も 謂 ひつ 

べし， さる を 二た び まねび うつさむ とす 

ろ は、 いと 心の 拙き なり。 ふろく は道遙 

院 のおと K ちかく は實 陰の まう ち 君な 

ど * 此のす がた をね がひ桧 へれ ど、 今よ 

り 見れば、 よき 女の なやみて、 かほに が 

めた ろ を 見て、 みだり 心ち ならね 人の， 

しひて まねす るた ぐ ひに， ) そ 待 り けれ。 

ましてな ほくしき 際の 人の まねせ むに 

は、 人 わらへ なろ 耿の、 いで まう で來す 

や は あらむ • かに かくに， まことの よき 

姿の 联 よみ 出で むこと は， いと かたき わ 

ざに て、 誰もよ み 得 まじう 侍れ ど、 せめ 

て 心ば かり は 高う かまへ て、 よこざまな 

るかた に 流れ ざら む やうに こそ あらま ほ 

しう 侍ろ なれ。 あな かしこ * 

詞の 淸獨は 古言 淸渴 考に從 ひて 

改 むべ き やと 人のと へ るに こた 

ふる 醤 


いに t へ U- み か な  Z-ALU^-^ 

古 書 の假 字の 淸 湧の 事よ、 圓珠 庵、 縣 

居な どは淸 むべ き詞 に、 濯る 音の 文字 

を 用 ふろ 事 はなく， 湧るべき 詞に は、 清 

むべき 音の 文字 を も かり 用 ひたる 例な り、 

とい はれたり。 しかろ を 鈴の 屋は、 ひと 

ふる ごと 

り 思 ひお こして、 右霣 はかなら す 其の 用 

ひたる 文字の 淸 港の ま、 に？ P ふ.. /し、 古 

言の 淸濁 は、 今の 世の 人の 口に 唱へ なれ 

たると は 異なる を、 人の せ； の 異なる 事 を 

知らで、 古言 を 今の 世の 唱 へ にかな へ む 

とて. 清音の 文字 をば， 溻る詞 にも かり 

用 ひたる ものな りと おもへ る は， いみ じ 

き 誤な りと いはれ たり。 其の 說古事 記 偉、 

玉 勝 間な どに 委しう 見えたり。 かの 清 

考は， 師說 によりた りと 見 ゆれば、 全く 

鈴の 星の 考 なるべし， およそ 古言の 學び 

は、 鈴の 星ば かりく はしき 人世々 になけ 

れば • さばかり の 人の 考へ 定めたら 事な 

れぱ、 かなら す 深き 故 ある 事と はお も は 
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ろれ ども， 猶 うけが たう 思 ふよし あり。 

これ は 春 海な どが 舉び おろそかなる 身に： 

て、 たやすく いふべき ならね ど 今； 一;a に： 

いはむ。 先 づ淸谒 の 事 をい ふに、 續 日本一 

紀 以下の 古書 をば 正しから すと て、 すべ 一 

て とらす、 た. - 古事記 * 日本 紀. 萬棄を 一 

據 とし、 それ-か 中に も 古事記 を ことに 一 

正しと し、 萬 葉 はこれ につぎ たりと し， 一 

日本 紀 はみだり なる かた 多し とい ひて、 一 

さて その 三の 書のう へに も * おなじ 詞 に 一 

淸渴の 文 宇 を 交へ 用 ひたる をば、 一 かた i 

を 正しと して、 一 か U をば 正しから すと 

せり， 又 日本 紀、 萬 葉 もた ,^ しからす と 

いひて、 つ ひに 古事記 を さへ に、 正し か 一 

らす とい へ る 事 も あり。 これ はいかなる 

故にし かいふ ぞと おも ふに. おのが 渴 音へ 

の文字ぁるべき所なりとぉもひ^>^めたるー 

詞に、 淸 音の 文字 を 用 ひたる を 見て さは 一 

いふなり。 そ は 先達の 說の 如く， にごる； 


べき 詞に は、 淸 音の 文字 を かね 用 ふる 事 一 

とす， <: 時 は、 疑な き 事なる を、 あら.； i に 一 

說を たて， 文字の 淸渴 は， かなら す 其の 

文字の 清濁の ま -に唱 ふべ しと 思へ るに 

そむけば、 此の 疑 は あるな り。 され ど 古 一 

書の ズ字 のっか ひざ ま を、 皆 正しから す； 

として- おのが 說 をのみ たてむ とする は ，- 

しひた る わざに は あらす や。 もとより 古： 

書に，；，： しく 淸濁を わかち 書きたり と 見 一 

ゆる 听も ありて、 それに まさしく 後の世 一 

の淸 滞と は異 也と 見 ゆろ 事 も、 まれく 一 

に 無き に は あらす。 こ はすで に 契 沖、 

など も. こ、 に 心 づきて * この 詞は 後； 

世のと 淸濁 異なりな どい はれ U る も あり 一 

それ は 必す渴 音の 文字 を 用 ひて まぎれな 一 

き 類な り。 さて 淸 音の 文字の みに て 書け 一 

るが、 其の 1^ 字の ま. -に唱 ふる 時 は、 後 

世の 滂 S£ と 異なろ 事 ある は、 そのな ほに 

ごろ 詞に は、 淸 音の 文字 を も， 兼ね 用 ふ： 


ろ 例なる によりて、 しばらく 後の 嗒 によ 1 

りて、 文字の ま、 に は 定め ざ 乙な り。 こ 

れ 先達の こ、 に 心 をく はしく よせす して 

然 ろに は あらす， 古書の 文字の 用 ひざ ま、 

きはくと 定めが たければ なり。 其のき 

はや かに 定めが たき は， もと 獨る べき 詞 

を、 必す衝 音の 文字の みに て 書け る もの 

にあら ざれば なり。 鈴の 星の 說は、 あま 

りに 事 をく はしう せむ として、 古の 淸渴 

の 後の世と 異なろ 14 ある を、 たしかに 知 

ら るべき あろ を て. すべての 詞を、 其 

の 例に なら はむ と 甲 5 ひ 入りた る 心の、 1 

たびな づみ *  二度な づみ、 つ ひに おも ひ 

まど へ るな り。 Ig るべ き 詞に淸 音の 文字 

を 用 ひたる 事， 甚だい ちじろ き證 あろ 事 

にて. あまりに 目に ちかき 事なる を、 こ 

の 翁考へ もらされし は， いとくい ぶか 

しき わざに なむ。 さて 其のに ごる 詞に、 

淸 音の 文字 を 用 ひたる 證 有りと いふ は， 
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萬 葉 集中に、 かく ぞ， しか ぞ、 なにく 

ぞ なにし ける、 など あろ 「ぞ」 の詞、 皆 

「曾」 文字 を 用 ひたり。 これ^ はま さしき 

淸 音の 文字なる に は あらす や。 か、 る 類 

のぞの 詞， 叙、 序、 などい ふ 文字 を 用 ひ 

たる 所 も 多 かれ ど、 夫 は猶少 きかたに て、 

首 文字 を 用 ひたる は， いく 千と も數へ 

も盡 しがた し。 さて 曾は淸 音なる 事， も 

とより 論なければ、 己 省、 許 首、 など 用 

ひたろ 事 も. いく そばく とい ふ 事 を 知ら 

す • これ またく！^ る詞に は、 淸 音の 字 

を も かね 用 ふる， いちじる きに は あらす 

や。 てにをはの 詞 のみ 斯 くな りと いふ こ 

とわり も ある まじければ， いづれ の詞！ J 

て も、 渴ろ詞 に 清音 S 文字 を 用 ひたる 事 

有る こと 疑な し * か、 れば 先達の 定めい 

はれた る說， うごく まじう こそお ほ ゆれ。 

おのが にしごり の やにて 書講 する 日 を， 

月の 五日と いふ 日 ごと を， 日本 紀の 日と 


定め たれば. 八月 五日、 れいの 人々 まう 

で 来け るが 中に、 長 尾 景寬が 問 へ らく、 

古き n のす みに ごり は， いか ビ 定めて 力？ *S 

み 侍るべき， 近き 頃 遠 江 人の ものせ る滂 

^考 に從ひ 侍らむ か， いか.. -と 問へ り" 

かの 淸 21- く はしく も 見ね ど、 從 ひがた 

き 事 多し， 淸獨の 事 は， 師の をし へられ 

たるに は、 滂 むべき 詞に、 濁音の 文字 を 

用 ひたろ 事 はなく、 濁ろ べき 詞に は， 淸 

音の 文字 を も 通 はし 用 ひたり、 是 にて 古 

書の 滂湧は 事つ きぬべし、 古 の淸 濁に， 

正しく 今 もこと なりと 覺 ゆる も、 まれ. ま 

れ にあれ ど， 今より はこと ぐく は * さ 

だかに 知る ベから ねば、 大 かたは 今の 世 

にい ひなれ たるに 從 ひて 有りぬ ベ しとい 

はれたり， この 說 によりて 有りぬ べしと 

い へ ば、 景寬ぃ へ らく、 古言の 淸渴， J と 

ごとく その 證 ありて、 今と は 異なろ よし、 

かの 滂渴考 にいへ る を、 それ をと り 袷 は 


ざるに は、 別にお ほし 定めた る 事 あり や 一 

とい ふ。 おのが いはく、 さろ 事な り、 わ 一 

か師說 にした がふ 事， 考 へ 得た る 事 あり， i 

され どこ、 に はまの あたり 盡し 難しと ヒ 

へば、 さらば 其お ほむね しるして 見せ 給 一 

へと あるに、 け ふ 此の 書かう する にい.. J 

なし， 後の 五日 を 待ち 袷へ とて、 其の 日 

はわ かれぬ。 かくちぎ りたれ ど、 一日 二 

日の あ ひだに、 した、 かに ものせ む 事 は 

ものう けれ. +*、 いさ、 かお も ふ 所し るし 

つけて、 景寬 にあた へ ぬ。 この 淸渴の 事， 一 

猪い ふべき 事 も、 更に 考 ふべき もい と 多 一 

かれ ど、 それ はか さねて こそ ものす ベけ 

れ。 これ はた かたはしば かりにな む 二 

眞乘院 雪 岡 禪師の もとへ - 

鹿の 御苑の 御 ありさま. いかにと も 訪ひー 

たてまつらで 年 経 侍りぬ る は、 塵の 世に 

か、 づ らふ 身の なら ひとは、 おほし も 汲 

ませ 烚 ふべ けれど， かくまで おこたりが 
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ちなる こそ， 罪さり 所な うお ほえ 侍れ。 

しか は あれ ど、 ？ 摘み 水汲み 給 ふらむ 御 

いとまに， はかなき 花 紅葉の、 あはれ わ 

すれぬ 御 心の みやび も、 猶 むかしに か は 

らせ たま はで、 衣の うらの 玉の みか は、 

御 ことの 葉の 光 を さへ み. かき 添へ 給 ふと 

は、 萩が 花晚く 宿に、 をり くお とづれ 

給 ふに つけて、 お ほろ けなら す傳 へ 承る 

/  ろ みん 

そうれ しき。 まこと やかの 蘆 菴の翁 は， 

年頃 うらなく むつび か はし 給 ひつる を、 

過ぎに し 初秋に、 草の 上の 露よりも もろ 

く 見 はて 給 ひぬ となむ。 さる は をし み 給 

はむ 御な けき はいふ もさら なり、 よそに 

傳へ閒 き 侍りて だに、 け ふ は 人 こそと， 

袖う ちし ほり 侍りぬ。 此の 翁し も、 末の 

世の にごれる 流れ を桧 て、、 淸き 河瀨の 

遠き みなもと を たづね て、 古人の ことの 

葉の、 高き 心ば へ をよ く 汲み 知りて、 さ 

らに人 を もよ くい ざな はれ 侍りし かば、 


おの づ から 其の 門 を ふみならせ しあたり 

に は、 心 あがりし たる 歌人な む 多き とい 

ふめる は、 まことに 翁が ことたて 初めし 

しるし ありと こそ， おほえ 侍る なれ。 は 

やくより、 其のつ ねの 心お きて をき くに、 

わが あがた ゐの 翁の をし へ の おもむきに 

たが 

違 ふべ くも あらすな むお ほえ 侍りし か. は- 

こ とと ひか はさぬ ものから、  猶 心しり の 

人の やうに， した はしう 思 ひわたり 侍り 

しゃ は。 あはれ 常な き は 世の なら ひに 侍 

れど， ことわりの 齡 なりと は， え も 思 ひ 

はるけ がた うなむ。 

さし も 世に 高く 聞え し 松風の しらべ 絕. 

えぬ と い ふが かなし さ 

あらまし かばと は、 たれ も./,^ このごろ 

のく りごと にい ひ 出で 侍る になむ。 あな 

かし f  J。 

おなじ 禪師の もとよ. Cs おくられ 

し 雅俗 辨を 論じて こた ふる 書 


七の 寶の よそ ほしき あたりに、 あたらし 

き 春 をむ かへ たま ひて， 御 法の 花の ゑみ 

さかえて おは さう すとう け 給 はる は、 ま 

づ こそよ ろ こばし けれ。 春 海 も 事なくて 

しモ S 

年 を かさね 侍れ ど、 いま は 六十に ちかく 

なりに て 侍りぬ るに、 いと-ど 何 をして か 

くい たづら にと、 思 ひめぐ らし 侍る につ 

けても、 さらに 閒ぇ むかたな きこ そわり 

なき わざ なれ。 この頃 芳宜 園の 翁が もと 

へ 御 消息 賜 はりつる を 見 侍ろ に、 かの な 

にがしが 飲の 事 ども、 翁が あけ つら ひた 

りしつ いでに， 春 海 もこ とくはへ 侍りし 

を、 又とが むる 人の ありと て * 其の 人の 

いへ ろ ことども 書い つけて、 春 海に も 見 

よと て 賜 はりし は、 うれしうな む。 され 

どかの あけ つら ひ は、 た， くと みの 事に て， 

ふかく も 心せで ものし 侍り つれば， ひが 

ごとのお ほく 侍らむ は、 もとより さろ 事 

ならむ かし。 さる は 名 を も かくし 侍りて、 
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わが ともがらの わざな りと は" 人に も 知 

ら せじと ての 戲 に 侍りし を， いかな.. P 

人の いひ もらし 侍りて、 さは まめ やかに 

さいなまれ 侍る 察ぞ と、 今 は 悔い 思 ひ 侍 

れど さらに かひな きわ ざに なむ。 又 か 

の あけ つら ひの 後に、 耿 よまむ する 事の 

お ほむね を、 いさ i 力し るし 侍りし を， 

いたく ことわりに そむきたり とて、 稚俗 

辨と いふ もの.. - 出で 来し を も * さらにし 

めし 給へ ろ は， かへ すぐ もうれ しうな 

む。 その 辨と いふ を、 くり かへ し 見 侍る 

に， 春 海が 心に は、 猶ぅ ベな ひがたき 事 

しゃ 5 じん 

こそ、 お ほう 侍り けれ. 今上 人の ために * 

春 海が 思 ふと- ) ろく はしう 聞え 侍らむ 

こはまけ じ-たま しひに て、 あながちに 人 

に 勝た むとの すさみに は 侍らす。 た •：/ わ 

か 上人に へだてな ぅ閗 ゆろ なれば， かな 

らす 人に な 見せ 給 ひそ。 か、 る 事 は， お 

のく 立てた る 方 侍る ものに 侍れば， 人 


人お も ふところ 異ならむ は， さても あり 

ぬべき 事な り • さろ を、 しひて 我の み も 

の 知りが ほなら むは， あらそ ひの はしと 

なりて. おも ほえす、 人の 心 をう ごかす 

事の 侍りぬ ベければ， いとつ V ましう こ 

そ。 春. 海が 欲よ まむ すろ 心 をい ふに、 も 

ろ こしの 聖の詞 を 引きて いひ 侍る は， わ 

-か みかどの 事 をい ふに， もろこしの ため 

し を 引き出で む 事 は、 いかに ぞ やとお も 

ふ 人 も e: ろべ けれど， これに は 故 あろ 事 

になむ. およそ わがみ かどの、 いにしへ 

の 人の 默の 事， あけ つら ひいへ ろ 事 は、 

ものに 見え 侍らす。 た. ^ かの 貫 之ぬ しに 

いたりて * はじめて 古今 集の 序に. 歌の 

心 をば あけ つら はれたり * か、 れば 今に 

ありて 歌の 事 あけ つら ひ 侍らむ は、 貫 之 

ぬし を- J そ もとと はなし 侍りつ ベ けれ * 

さて その 貫 之ぬ しのし るされ たる 趣 を， 

いかに ぞと 見ろ に、 もよ. ら から 欲に なす 


らへ よそへ て、 かしこの 事 を かりて、 こ 

この 歌の心 をば、 あかされ 侍りし なり。 

こ はいかなる 故にし かる ぞと思 ふに， か 

らも やまと も、 驮 はま；： くお なじ ものな 

れぱ なるべし。 か X れば春 海が 耿の 事い 

ひ恃る も、 貫 之ぬ しの をし へに よりて、 

もろ， J しの 事 ども 引き出で 、 いひ 侍る に 

て、 聖の のた まひ 置きし こと を、 より 所 

とな さむ 事 は、 人のう たが ふま じき 事と 

おも ひ 侍れば なり * わ. か； si 、の 心に のみ は 

かりてい はむ 事 は， たと ひ いかばかりた 

けき ことわり ありと も， そ は 公の あけつ 

ら ひとはい ひがたく こそ 侍らめ • そ も そ 

も耿 は、 人の 心に うちお も ふま &を、 見 

る もの 閉 くものに つけて いひ 出づる わざ 

なる 事 は， 誰も 知り 侍る 事に て、 いにし 

へ も 今 も， それ 然ら じと は 誰かお も ひ 侍 

らむ。 され ど 其の 心 をのぶ るに、 しな 侍 

る ことにて、 みやび かなる と、 さとび た 
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るとの わかち 侍る ことなり。 そのみ やび 

かなる と， さとび たるとの けぢめ は， い 

かに わかつ べきつ そとい ふに， おなじ 心 を 

いふに も、 詞 あや ありて、 いひ ざまの 長 

閑に あてなる を、 みやびたり とし， 詞ぁ 

やなく して 拙く， 心の あら はれて いやし 

きを、 さとび たりと は 定め 侍る 事に なむ。 

かの子 夏が 詩の 序に、 情發 n 於聲， 聲成， 文 

とい ひ、 また 主 J5< 而譎諫 。言， 之 者 P 罪。 

閉， 之 者 足 n 以 自戒， など 侍る も. みやび ご 

と は， 必す詞 の あや ある をむ ねとな すべ 

き 事の 本 をい へ るな り。 文 を 成す とい ひ、 

文 を 主と すと いへ るに ぞ， ふかき 味 ひ は 

侍りけ る • また 言， 之 者 無 Jliit; しかぐ と 

侍る は、 そしるべき ふし も、 うちつけに 

は そしらす， うらむべき ふし もた ちに 

はう らます して 0 詞に あやをなして いひ 

て、 ゆるやかに 其の 心 を 知らす が、 風稚 

の 本旨なる をい ひ 侍る 事な り。 されば 


諫 とも、 風諫 ともい へるな り * もし 人 を 一 

そしる に、 ラ ちつけ に 拙く 心 を あら はし， - 

人 を うらむ るに、 た V- ちに 思 ふま、 をす、 

けなく いはむ に は、 ぃたづらに人のぃ^^-ー 

り をお こさし めて、 これみ いふ 人 罪 を 得 一 

むことう たが ひなし。 そ はかの 直情 徑行 

とい ふ ものに て、 みやびたる わざに は あ 

U  0  ひじり 一 

ら ざるな り。 かの 溫柔 敦厚 詩敎 也と 聖のー 

の たま ひけ る も、 主， 文 而譎諫 と いふ 心 を』 

示され たるな り • されば 孔子の 正義に こ： 

れを釋 して、 侬遠 風諫不 S 指，， 切 事情： 故云ヶ 

溫柔 敦厚 是詩敎 一也と もい ひ 侍りき。 この 一 

正義の 說を <Jn せ 見て、 詩の 序にい へ る も. 一 

この ひじり の词 も， 其のむ ねお なじき 事 一 

は 明らかに て、 これにて 詩のお ほむね は i 

泰き 侍りぬべし- 春 海 さきに この あらま 

し を 、かつぐ いひ 侍りし を、 かの 辨っ 

くれる 人の 見て、 いたくと * かめ 侍りし は i 

心得す。 そ は 春 海が わたくしの 心に， お： 


も ひま うけてい ひ 侍りし に は あらす。 經 

傳の むね をのべ 侍りし 事なる を や， 叉 か 

の辨 に、 溫柔 敦厚 を 詩の 敎 との 聖語 は， 詩 

書 鎗樂を あけつ らふ 時の ことにて、 うち 

まかせて、 か V らでは 詩に あらす と は 言 

はれま じきな りと ある は、 しひて 私の 心 

をた てむ とて， 難 じ 侍るな り。 詩 書蹟樂 

ななら y て あけ つら はむ 時に しも 詩の 

お ほむね をば 宣 ふべき 事に は 侍らす や。 

とにかくに 溫 a 教 厚のお もむ きに そむき 

たる は、 風稚の 道に は あらざる 事に なむ。 

又辨 に， 風 人の 心 は， から も 大和 も ひと 

し 力るべき ことわり にて、 情のう ごくに 

まかせて， はけし くも、 to 'はら かに も、 

いひ 出で むこ そ、 思 無， 邪と あるに も かな 

ふべ けれと ある は • いとく 心得が たし。 

先づ この 辨 つくれる 人 は， 風 人と いふ 風 

字の 心 をば， いかに 心得た るに か。 鄭氏 

が 毛 詩の 養に、 風化 風刺 皆 謂， 譬 瑜不， -斥 
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言-也と 見えて、 風と は、 ものに よそへ て 

言 ひて、 うちつけ にあら はに は 心 をい は 

ざる をい ふなり。 されば 貫 之ぬ しも、 こ 

の 風の 體な ろ软 をば そ へ 软とぞ 名 づけら 

れ 侍りけ る。 さて 風 は 六義の 一 つなる を， 

詩人 を さして. 風 人と しもい ベる 事 は、 

いかなる 故ぞ とい ふに、 詩 は六義 ありて、 

おのく： K の體 ことなれ ども、 詩の 源 

は， 風 を 第一と する 事に て、 もろく の 

體， 皆 この 風の 心 を かねざる 事なくて、 

かの a 化 風刺な どい ふ. か， みやび ごとの 

もと なれば なり。 此の 風 人と いふ 名の 侍 

る にても、 心に うちお も ふま &を、 あや 

もな くい ひ 出で、、 直情 徑行 などい はむ 

ばかりなる は， いたくみ やび ごとの 道の 

旨に そむける わざなる 事 を 知るべし。 さ 

るを淸 のう ごくに まかせて、 はけし くも、 

や はら かに も， いひ 出で むと 侍る は、 あ 

まりなる いひ ごとに ぞ 侍らむ かし。 はけ 


しくと 侍ろ は、 いかりの、 しり 呼び さけ 

ぶ 時に、 そのい かりの、 しり 呼び さけぶ 

ま-を も、 詩歌に のすべき ものと おもへ 

るに や。 風 人の 口より、 いかで さる 事 は 

いひ 出で 侍るべき。 古より 今にい たるま 

で、 からに も" 大和に も、 歌に さやうな 

るは絕 えてな き 事に なむ 侍りけ る。 さて 

しか はけし き 心 を も、 いはで かな はぬ 事 

ありて、 風 人の いはむ に は、 さは 聞えぬ 

さまに いひて、 おの づ からに、 そのお も 

むき を 知らす る やうに こそ， いひ 侍る ベ 

けれ。 さてし もみ やび ごとと はいふに な 

む。 又 この 思無レ 邪と いふ 語 を こ、 に 引 

きたる は， いかなる 放に か。 此の 語 は、 

魯 頃の 詩の 一 句 を、 聖の 引き出で、 のた 

まへ るに て、 ふるき 注さく に 二つの 說ぁ 

り， 其 一 つ は、 三百 篇の 詩を學 ぶに は、 

此の 魯頌の 一 句に 思 邪と い へ る 心 を 

むねと して 舉ぶ べしと 敎 へ たま へ るな り 


とい ひ， 又 一つ は、 三百 篇の詩 多し とか 

へど も、 その 詩の 心， 皆 正しき 義理に か 

な ひたる 事、 この 思 無， 邪と あるに そむけ 

る 事な しと 宣 へるな りと せり。 今 いづれ 

の義 にした が ひても、 大和 欹の事 をい は 

むに， なすら ひに 引き出 づ ベき 事に は あ 

らぬ を， 此の 辨 つくれる 人 は， 此の 聖 g| 

詞 をば、 いかなる 事を宣 へ るな りと 思 へ， 

るに か。， こ はう ちめ はぬ 事に なむ， 其の 

、も を もよ くわき まへ 知ら ざら む 事 を み 

だり により 所と なして、 引き出で つべき 

事 か は， 今辨 つくれろ 人の 心 をく み 侍る 

に， 欲 は 心に おも ふ 事 をい ふ もの なれば， 

詞に あや をな さで も. 心の ま \ を いひ 出 

でむ を， まことの 歌と し、 詞を かざり. _€5 

や をな す は， とりつくろ ひたる いつはり _ 

ごとの やうに 思へ ると 見えたり • こ は 58_^ 

はまろ はだかな るが よしな どい へる， え 

せ 歌人の ひがごと を、 まことな りと 信 i:^ 
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て * いたくお も ひまどへ ろに て 風稚の 

源 にくら きなり。 耿は 心に おも ふま、 

をい ふ もの なれ ど， そのい ひざ まにあ や 

ある を こそ、 稚 なりと はなす ベ けれ。 そ 

の あや をな すと いふ も、 いつはり てつく 

るに は あらで， おの づ からな ろ詞 のに ほ 

ひなり。 たと へば， よき 人の ものい ひ は， 

おの づ からに 品た かく、 しづの をが 口つ 

き は， おの づ からに 品； J き、 が 如くなる 

をい ひ 侍る ことなり. さて 末の * にいた 

りて、 この 詞に あや をな すに ひかれて、 

浮華に ながれて、 いつはり たる ふしな ど 

出で 来らむ を こそ、 わろ しと はいふべ け 

れ， 詞に あや をな す は、 文稚の 本なる を、 

おしこめて 狂雷綺 語な りな どい ひて、 そ 

しるべき 事に は 侍らす， 又 今の 世に あり 

て は、 心の ま， ^をた -,、 に いひ 出づ るに も、 

雅 なると 浴なる と あり * あやをなして 詞 

をかざる にも、 稚 なると 俗なる と は 侍る 


ことなれば 其のけ ぢめ をよ く考 へお も！ 

ひて、 其のお もむ きをえ らばす して は あ * 

るべ からす。 さて 詞に あや をな す は、 お 一 

のづ からなる 言の葉の 道に て、 からの 欲 一 

ももと より さる 事に て， また 我が 國 ぶり j 

も、 またく おなじ 事に なむ 侍りけ る。 さ j 

る をい にしへの 歌 は、 た 何の あや もな 

くて、 5 ちお も ふ 事 をい ひ 出で たろ ま > - 

の ものと おもへ る は、 jii の 歌の さま を、 一 

よくも 思 ひわき まへ すして， みだりに さ 一 

はお もへ るに て， いと-^/.' 古に くらき な； 

り。 今 そのお ほよ そ をい ひ 侍らむ。 かの 一 

す さの をの 尊の 御 歌に、 八 雪た つし かじ 一 

かとの たまへ る は、 其の 御 心 は、 た 妻- 

ごめ に 八重が きつく るとの たま ふべ き 事 一 

のみなる を， しか 御詞を かざり 給 ひて、 - 

うちかへ して 宣へ るが、 鉀詞の あやいみ j 

じきな り。 かく 御詞の あや あるに よりて、 一 

御 心 もこ もりて、 御詞の 外に、 ふかき 斜ー 


おほしの ほど も * 思 ひ やられ 侍ろ なり。 

又 歌の 父母と いへ るふた 歌 も. ^波津 の 

歌 は、 一 首のぉ..^てはた，>-花の事をぃひ 

て. あら はに は 其の 心 をい ひ やぶらす。 

安積 山の 歌 は * 山の 井 を かりて、 詞 をの 

どかに いひお こせるな ど、 皆詞を あやな 

せる にて， こ をからの 歌に くらべ 旯 るに、 

かの 風 人の 本旨に ぞ よく かな ひ 侍る。 す 

ベて 詞 をお こすに、 かなら す 枕詞 を もち 

ひ， 序软 などい ふ すがたのお ほく， 饕 Is- 

の 欲な どい ふ 事の 侍る にて， いにしへの 

软は， 詞を かざりて あや をな せる ものな 

る 事， 明らけ くして、 あや もな く、 た に 

思 ふま、 をい ひ 出づる は、 かへ りて 後の 

世の 事に て • みやびたる 言の葉の 道の 源 

に そむける わざなる 事 を 知ろ べし。 さて 

世く だち 行き、 時う つろ ひて、 此の 詞の 

あやこ まやかに なりて、 心 も詞も ふかく 

巧 を もとむ る 事と はなり 侍りに けり。 さ 
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れど花 山 一 後の 御 時まで なろ は、 心に い 

つ はりた るふし なくて、 まこと をう しな 

へる さまなければ， これより して 上つ か 

たの 狭 は、 猶 かの HJ 雅の むねに そむか ざ 

るが 多くな む 侍りけ る * これより くだり 

て、 後鳥羽 土 御門の 御 時に いたりて、 人 

|< こと， さまなる 欲の すがた を このみ 侍り 

て * いつはり たろ ふし を 多く かまへ、 ま， J 

と をう しな へ る 事 をつ くり 出で 侍りて よ 

り. まことの 5^ 稚の おもむき は， かくれ 

行き 侍りけ り。 さてそ^-後、 かの 爲兼大 

納言 などの， 新 古今の 手 ふりの 巧に すぎ 

たろ を ふた >- び畢 ぶべき ことなら すと 

思 はれた る は、 さろ 事に 侍れ ど、 そ を あ 

ら ためむ とて、 た，， ^打ちお も ふま k をい 

ひ 出づろ をのみ、 よき 事と おも ひ あやま 

られて * 詞 はえら むべき ものと もお も ひ 

たらす， いとい やしけ にあら びて， あら 

ぬ さまな ろ K をよ まれた ろ は. 曲れ る を 


ためて、 直きに 過ぎたり とや いひ 侍らむ • 

これ もまた 風稚 のむ ねに はいと 遠くな む 

侍りけ る。 いまこ、 ろみに、 もろこし 人- 

の 詞を かりてい ひ 侍らば、  新 古今の 耿は， - 

徵巧 乾^な りと いふべ く， かの 大納言の 

く-, 一  そつい 

手ぶ り は， 爆 露 率 易な りと こそい ひ 待ら 

め。 しかれば 歌 は、 詞の あや ある は， み； 

やび ごとの まことの す-ち なれ ど、 あまり： 

に詞を か ざら むとして、 纖巧 に 引かれて * 

ま、 J と を 失 は ざら む や うに ありぬ ベ く， 

又た 1^ ごとに， うち 思 ふ 心の ま X をい ひ 

出づる は- う. にの もとづく 所 なれ ど， 率 

易と いはむ ぱ かりにつ たなく、 心 詞 の 

あらび ざら む やうに ありぬべき 事な り。 

この ふ.；，！ つの 趣 を あやまらざる を， まこ 

との 風雅の むねに かな ひたりと こそい ひ 

侍る ベ けれ。 またた V- ごと 欺と いふ 事 を！ 

となへ 出で、 それ を 秋の まことの さま j 

なり *o 思へ る も， いみ じき あやまり なり 


た ごと 欲と いふ は、 敎の ひ. つの 姿に 

て それに はまた 1 つのい ひざ まある 事 

にて、 なほ 詞の えらみ なきに しも あらぬ 

事に 侍る を、 ちかき 頃の 人の、 た V ご i 

耿 とてよ める を 見れば， た ♦、 何の 用意 も 

なく. 心詞 あらび ていとい やしけ なろ は * 

かたはらいたき わざに なむ， いにしへの 

人の た i.- ごと 欲と いへ る は、 いかで さろ 

にぐ ひなら じ。 かに かくに、 これ も 文雅 

とい ふことの 本 を わすれた る わざに ぞ lit 

りけ る。 さはれ かく やうに 人の さがい ふ 

ことよ.、 いと. （'ある まじき 事に ぞ nt る。 

あな かしこ * この ふみ 見た まひたら む 後 

に は、 とくく かい やりた まひて よ， む 

つき はっか あまり や うか • 

目寬 0 もとへ おくる 書 

過. きし 頃 は、 例の 夜と ともに かたら ひ あ 

かし 侍りて， 心 ゆく わざに な； いよ、 

や も ひお こたら せた まふ や • あした ゆ ふ 4 
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ベ 風す さま じうお ほ ゆる をり しも， 物つ 

つましう みづ から 心 添へ 給 ひね かし。 過 

ぎし 夜 御 ものがたりし 侍りし ふし * 冷然 

法師のまで 來て， 伊勢 物語の 傍注と いふ 

もの 見 侍りつ るに、 御風の 宿 翻の 序 こそ、 

いとった なけれ とい はれし やつが り そ を 

いまだ 見 侍らねば， とも かう もこた へ ざ 

りし を、 この頃 ふみ あきな ふ 人の もたり 

し を 取りて 見ろ に、 こ はいと 心 もせで、 と 

みに 書かれた る ものに や、 けに も 法師の 

ことの 如し • され どか、 る 事 は- 後より 

とにもかくにもな すべ き や うなければ、 

さても ありな むか。 た 氏の かき ざまの 

いかに ぞ やお ほ ゆる こと あり。 荷 田を閬 

田と 書かれし は、 何に よられし にか。 い 

にしへ 弘 仁の 時、 姓氏 錄 えらばれけ むよ 

りこな た， 姓氏の 文字 は 正しき 定め ある 

事に て， みだりに わたくしの 心 もて 文字 

を 書き 改 むべき ことに あ， r す • 大 江の 氏 


もミ  も ミん. 1- 、-ゃ 5  1.， 

も- 本 大枝と 書きつ る を、 fl 曰 人の 卿の 表 

たてまつりて、 大 江と 改めむ こと を 請 は 

れ しかば、 やがてみ ことのり ありて、 ゆ 

るし 袷 ひつろ より 書き改め しなり" 貲茂 

と 鴨 も、 その 祖は 同じく、 こと 葉 も 同じ- 

かれ ど、 かく 書き 分ち 來 ぬれば、 そ をみ 一 

だり たろ 人 は あらす。 か  >- るた めし 猶ぃー 

ぁ づ.. t ろ fth-t? 

とお ほかり。 又 東 萬 呂在满 などの、 かき 一 

しるされ しもの、 あまた もる を 見る に、 一 

みな 荷 田と こそ あれ， かく やうに こと ざ！ 

まなる 文字 を 書かれし 事 は あら ざり き。 一 

おも ふに こ は， 蚊と 閬と， 音 同じければ. 一 

閬を 加の 假名に 用 ひられた る ものなら む 一 

か。 さらばい と あやまれり。 ひろく 字畫ー 

を考 ふるに、 蚊も閩 も、 音 文と は あれ ど， 

蚊 jl§ の姣 を、 闍と 書きし こと は、 物に 見 一 

えす • 閬に蚊 字の 義な きこと はもと より 一 

なれば、 加と は讀 みがた かる.. へし.' 間 は 一 

地の 名に て、 その 語の もとは 脑 蛇の 事よ 一 


り 起れ り。 そは^^«^に、 閬東越 蛇 種 也 故 一 

字认 虫 門 SSt と Ic^ えたり。 もし 强 ひて 此ー 

の 字 を わが 國の 言葉して 讀 まむ とな-. 

ば、 へみと はい ひも しつべし、 いかで 加 一 

と讀 まるべき や。 か  >  れば、 いにしへ よ 

り 書き 来れる 文字 を、 かく 書き あらため 

む 事、 我が 國の いにしへの おきてに も.^ 

むき またもろ こしの 文字の ことわりに 

も たが へ ぱ， かなら すなす まじき わざな 一 

り， た ちかき 世の 博士た ちの くせにて. 

姓氏の 文字 を みだりに 書きな す 事の あな 

る は、 わがい にしへ をも考 へみぬ 人のお 

ざに て、 いふに も 足らす。 いかで わが «^ 

の學 びす る 人の、 さるよ しなき なら はし 一 

をば 舉ぶ べき" 此の 宿禰 世に 在りし 時， 一 

しるしお けろ もの、 一く さ だに あらねば * 

なかく に， か、 るもの 、はしぐ 殘ら 

むは あしかろ べし。 はた 心 あらむ 人の 見 i 

て あなづり わら はむ こそ 本意な けれ • 
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宿？ S をば た， 名のみ， 】 とん，， - うい ひつ 

たへ て ありぬべき なり。 季 麿の 縣主今 は 

世に 名高 かれば， かの 傍注のお こな はれ 

む 事. 此の 序の あるに よりて、 光 をせ す 

とい ふなろ よし も あら じ。 かっこの 序な 

しとて， その 書のお ほよ その 心- 知られ 

ぬ ふし も 見えす。 こ はかの 縣主 にも あ ひ 

はから ひ焓 ひて， いまより 後の 本に は， 

除き 桧て ils ひね かし. 宿 通 世に ありし 時 

は" おのれ もい とうる はしう し 侍りつ ろ 

を- 今 か、 ろ もの を かたはら ねり 見 侍る 

JV. いとめ やすから す 思 ひた ま へら るれ 

ば- く はしう 聞え ま ゐ るな り。 あな かし 

こ， 人の さがい ふとな！ &ひ たま ひそ。 

寂 阿に お/、 る 書 

をち つ 日 は、 む. ぐらが もと をと はせ 拾 ひ 

て、 ゆく りなく 御物 語 閒ぇ承 はりし は， 

いとう.；； し. フ なむ • と はせ 給へ ろをぢ を 

ぢ、 Si; こたへ とく 閒ぇ させつべき を. 老 


いほけ 侍る 身の 病 さへ 加り て， はか，^ 

しう も 物し らざ りし は、 いとなめ けな 

る わざに なむ。 宣 ひし 事 ども、 しづかに 

考へ恃 るに、 先づ は^ 心 用 ひの く はしき， 

御攀 びの 廣 き、 さらにた ぐ ひ 有る まじう 

おはす ろ こそ、 めづら かなれ。 己 かか ど 

なく、 心のお くれたる に、 今 はよ ろづに 

もの 忘れがち なれば、 と はせ 給 ふこと あ 

りと も、 かしこき 御 耳を廣 むべき 事 も 何 

か 侍らむ。 され ど， 御詞は そじ かじと 思 

ひ 侍れば、 あらぬ ひがごと を， ひとつ ふ 

たつ 後に かいつけ 侍り。 猶 申す 事た が ひ 

侍らむ をば、 さらに かへ さ ひ をし へ 袷 は 

ら.： .3 事， ：- そ あらま ほし けれ， あな かし、 -. 

「る-」 とい ひて 「ばかり-とうくる 詞の 

格。 

1 一十 一 代 集のう ちに、 「ろ 仝と いひて、 

「ばかり」 とうくる 詞， いと 稀 なり * 「る J 

を 一つ はぶきて、 わする ばかり、 など 


いへ る は、 八 首に も あまりて や 侍 るら 

む。 また 拾 遣に， 

き 

春の 野に と、 ) ろ もとむ とい ふなろ は 一 一 

人寢 ばかり 見出たり や 君 

と ある も、 「る」 を 一 つ はぶきい へる 格 

なり。 然れば 「ばかり」 は， 必す 「と」 と 

うくろ 格と 同じ， 0 して、 定む べき かと 

思 ひ 侍る に- 猶 しからす。 新 千載 集雜 

中に、 爲家 卿、 

そむきけ む 親の いさめの かなしきに は 

る k ばかりの 道を晁 せば や 

又 後 撰、 

春 くれば くて ふこと を ぬれぎぬ にき 

する ばかりの 花に ぞ 有りけ る 

此ニ 首な ど は、 「る、」 とい ふ をう けた 

ろ 格な り。 然れば 常に 定まりて いふ 詞 

も あれ ど， 又 時に とりて 變格も ありと 

見えたり。 かの 「と」 とい ふ詞の 格に も， 

「ろ、」 とい ふ詞 よりう くる 事に ま/^ 
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はあり • あながち にな づ みがた くや 侍 

ら む。 

「いは ゆろ」 とい ふ詞 古く はう つ ほ 物語 

に 見え 侍り。 「い へ る」 を 延べて 「いは ゆ 

る」 とい へるな り。 「は ゆ」 の 反 「ふ」 なれ ぱ 

「いふ」 と 云 ふ 語 なれ ど， 音 を 通 はして 

「いへ」 る をのべ て 「いは ゆる」 といへ る 

なり， 通 音に て、 反 切 を かり 用 ふるこ 

と- 古言に 常に あり。 禹 葉の 「ふぐし」 は 

「ほりぐ し」 を 約め たる 語な り。 さろ は 

「ふ」 は 「ほる」 の 反なる を 通 はし 用 ひたり。 

「ほりぐ し」 と is いふべ く 、「ほろ. ぐし. - と 

て は 物の 名目に いふ 詞 なら ざれば、 「ほ 

ろ」 の 反 を かりて， 此の 「ほり j の 語 をつ 

づめ たろ なり。 此の 例 多く 侍り。 

くめ子 君の 御 もとへ 

おふけな くも 御せ うそ こ 賜りつ るかな。 

そ は 山里の 御す まひの、 世に しづけ くお 

はしつ る ほどよりも、 かへ りて 馱に のみ 


御 心よ せた まふと、 をし へた ま はるよ。 

さる は 御 心 ゆく わざに こそお はし まさめ、 

と 思 ひやり 奉りぬ。 此の頃 ふたら の 親王 

の 御 會の歌 ども、 めし 給 ふなる を， よみ 

出で 給 は -、 うち/, \» にやつ がりに も 見 

せ 袷 ひて、 よしあし 問 ひたう びな むと 宣 

はする は、 いと も かしこき わざな り- か 

く才 みじかく、 心った なき 身の、 いかで 

さる さだめ をば まう し 侍らむ。 さはいへ， 

故縣 主の ちなみに おほしと り 袷 ふめれば、 

なかく に 物つ、 ましけ に、 へだて ある 

やうに 侍らむ は、 御 こ、 ろに も そむきぬ 

ベければ、 およばぬ 心に も、 おも ひうる 

事の 侍らば、 心お くこと なく ぞ閒 えま ゐ 

ら すべき * ひがごと のみ 多から む をば， 

なと がめ^ ひそ。 たにお ほせ ごとに そむ 

かじと て、 かくは こたへ まるる になむ。 

あな かしこ。 おもと 人の もとへ 答へ ま.. 0 

る。 


さがらの 殿の 北の かたの 御 もと 

へ かへ し 

くよ， しう しめし 給へ る は、 いと かしこう 

こそ。 過ぎし 日 は、 御 帳の まへ ちかう 侍 

りて、 みもの. かたりな ど、 く はしう 聞き 

承り 侍りし は、 いとうれ しきものから、 

猶 おふけな きつみ は、 さり どころ もな う 

おほえ 恃り。 ことに 尼 君の 御 まへ にも、 

何 くれ.. 0 お ほせ ごとな ど 賜 はりし は、 い 

と^ 身に おはぬ 心ち なむし 侍りけ る。 よ 

の 子の 集、 日記な ど ml- せ^へ る は， いと 

う.：：^ しうな む。 さる は、 

木曾路 日記 

ふみ 見る もうれ しかりけ り 木 曾の 山 分 

けし 昔の 跡 を たづね て 

さま; か ま 

おとに のみ 閗 きわたり つ る さほ 河の 淸 

き 流 をけ ふこ そ はくめ 

とぞ おも ひ 侍る は、 いとみ だり が はしう 


侍れ ど、 かの 御 まへ にも、 閒ぇ あけた ま 

へや。 

おなじ 北の かたの 御 もとへ かへ レ 

の 御耿賜 はれる は、 いと も かしこう 

なし „■ 裨首の 葉の 露 を 光に て" む ぐらの 

門 を ももて はやし 侍ろ ベ く かつ は 集 ひ 

侍らむ 人々 にも 見せ 侍ら まし かば. かた 

る 翁-かお もてお こしに もと、 よろこび Si 

えま. Q ら せむ も， なか/ \ 'にて なむ。 あ 

なかし， r 

越 前の かう の 殿に 侍 ふきち 子の 

もと へ 贈れる 書 

とのに i6 うの ほり 烚 ひて 後 は、 おの づか 

ら雪ゐ のよ そな ろ 心ち し 侍りて. たつ 霧 

の ほのかに のみ 思 ひま ゐらせ 侍りし を、 

きの ふゆく りなう うち おどろかさせ 給 へ 

ろ は， 获 のうれ 吹く 初 風よりも、 いとめ 

- つら かにな む- さろ はお もと 人た ち- T ち 

つど ひ 袷 ひて， 来む よ ひ 6、 星の 逢 ふせ 


をし のび 出で 袷へ る 御 ことのは ども 一 ー卷 

ふり は へ てし めし 給 へ るな む うれしき。 

先づ見 もて ゆき 侍る に， 色に に はへ る 千 

くさの を 分け 人り て， 花 野の 錦に おり 

たち 侍る 心ち のせられ 侍りて、 . めもあや 

なる は， 誰もく たなばた つめの 手に や 

あえ 焓 ひけむ とお も ふ も， こよな き 御す 

さみな り や。 けに 大 かたのよ に 似す， み 

やび ごと このま せ^ふ の 御手ぶ り、 J そ 

しる かり けれ。 か、 るに つけても， ぬひ 

子のと じが 世に ありがた かりし 宿世の， 

おもだ i しう 侍りし も， いま は ひと 時の 

夢と お も ひな さ る 、 常な き 世の さが， J そ、 

わりな きわ ざに 侍れ。 昨 曰 はかのと じが 

四十九日に あたり 侍りて， 人. t: 耿 などよ 

みて しのび 出で 侍りし を， 裨 せう そこ 承 

はるに も. いと あらまし かばと なむ、 

ひつ V けられ 侍りぬ る。 人々 の耿 ども 

のなかに， 千 ほ 子が 長 欲 ひとつ 書い しる 


して まゐら すろ を 殿に は 刀自に 親し か 

りし ごた ち， あまたお はす めれば、 しの 

ぶの くさつ みは や し 給 はむ をり あらば、 

見せ 袷 ひね かし。 人々 の も 侍れば、 そ 

よさら にも 物し 侍りぬ V し。 今 はいと な 

き ほどに て， もらし 侍りぬ * あな かしこ • 

河づら なる 家に 郭公 を 聞く とい 

ふ- J と を 題に て 

物語ぶ みの さまになら へる 文 

年 ごとに 初 瀬に まう でけ る. か、 今年 はう 

月ば かりにと て. 思 ひ. U ちに けり • 先づ 

もに こもりて、 例の 河 づらの や 

どり におり ぬ • おくの 方 は 人 多く 居 こみ 

て、 ぜじ やう 引 きわたし、 l^BA たてま は 


四十 卷 集 後 琴  423 


したり， ； * きたる わら は， ひす ましめ く 

ものな ど、 出で 入る を昆 ろに， こ はさい 

つ 日奈良 坂に て 行き あ ひたる 人々 なりけ 

り。 あじろの やつした るに、 ことさらに， 

卯の花 あまた 折り かざして、 やりな した 

る を よしある 人と 目と， >- めら れ しに、 

ゆく りなく こ、 に やどりせ しも を かしけ 

れば、 さう じの もとによ りて かいまみれ 

ど、 物へ だて たれば よくも 見えす。 かり 

衣 すがたの きょら なる をの， . "どもう ち 寄 

りて、 ごた ち は 明日な むこ もり 哈 ふべき 

とて、 はらへの まう けな どし、 お ほみ あ 

かしの 事 ども とりまかな ふ * さろ は いづ 

れの 殿の 4< 房 にかと、 た ならす 覺ゅ。 

暮れ ぬれば 河 づらに 向 ひ 居て * 月の出 づ 

る を 待つ ほどに， 物お と しづ まり 行きて、 

岩 こす 波高く ひ^き、 山風 遙 かに 吹きお 

ろしたり， 村雨の 雲 も， 名残な きまで 暗 

れて、 くまなく さし 出で たる は， 霞 も 霧 


もと ぞぉほ ゆろ。 更け 行く ま 、に 今 は 

入め なしと にゃあら む、 月見む とて. お 

くの 人々 はしち かう 出で 来ぬ • いよす い 

とま ばら なれば、 さし 入ろ 月の 光に さそ 

はれて、 すき かけあら はに ゆ。 白き き 

ぬきた ろ も， また 二 藍、 なでしこな ども 

あり。 まみ つらつき など は， さすがに 扇 

かざし たれば， 分かす。 すがた は 皆 あえ 

かに， らうた け なる 人と 見え. 1,1 り， 二 本 

の 杉 は いづこに か あらむ と、 水上 を 遠く 

のぞむ も-あり • 又 うれしき 瀨と 名に たち 

たる は- なつかしき 水の ながれよ などい 

ひて， おばし まに より 添 ふ も あり。 月 や 

やかたぶ きな むと すろ 頃、 郭公の ニ聲三 

0. まぢかく 間き なされた る は、 た-ぐ ひ 

なく 乾に、 を かしき 夜の さまな り" 一人 

が 

こ 、をせ に 鳴く ほと  >- ざす かな 

と 口す さみ 出づれ ば、 また ひとりが， 


初せ 川な みまに 月 もや どる 夜に 

とそれ が 本 をつ きたる は、 なれたろ 口つ 

きと 聞 ゆ。 か V ろ をり に 歌よ まで や は あ 

らむ， よしやう ちつけ なる わざ も， なさ 

け 知らむ 人 は， とがめ じな どお もへば、 

あ ふぎの つまに、 

月見つ 、寝られ ざり けり 郭公 ほのかに 

なのる 聲閗 きしょり 

と 書きて. 簾の もとにお し 入れたり。 こ 

を 見て、 あなうた て や、 あだし 人 ありけ 

りと て、 皆お くの かたに かくれむ とす。 

され ど， みや づ かへ 人の， 世 なれたる き 

はなれば にゃあら む、 いたく はぢ らふと 

にも あらで、 あ ふぎ をば とりて 入りぬ， 

か  >- る 人 やどれり とも 知らで *  くまなく 

見られし こそね たけれ， さはれ かへ しせ 

ざら む も すさまじ かるべし、 などい ふ聲， 

かすかに 閒 ゆれば、 猶 おくの かた を まも 

り をる に、 やがて 白き しきしの * ふかく 
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たきしめ たる を. その 扇に 結びつけて， 

郭公 月に かたら ふしの び 音 を いづれ の 

雲の ひま もらしけ む 

と あり。 今 二 ぼのと おも ふ も、 あながち 

なる に， 月 はは や 山の はにか くれて、 川 

波の音の み 高う 澄み わたりぬ。 

0. 月 言. 志 とい ふこと を 題に て 書 

け る こと は 

いよす 高う か、 けて， ふけ 行く 影 を ひと 

りうち まもりて、 つら z\ 思 ひみれば， 

おの づ から 心の 塵 も名殘 なくて， なべて 

よろ-つの ことぐ さ こそ、 くまなく 思 ひ 出 

でら るれ。 さる はちぐ さの 花に 露のに ほ 

ひ を 添へ、 絲 竹の 音の ひ きをす ますら 

むた ぐ ひの にな まめいたる、 よの つ 

ねの を かし さ をば、 更に もい はじ • いで 

やすみの ほる 光の、 高く あら はれて、 人 

のめと にめ むに、 まば ゆきば かりなる も， 

時^ まに， あやなき 霧の まよ ひに かきけ 


たれて、 た やみ かと ぱ かりた どり キ 

{4! にしば しあり と 見 ゆる も， やがて 西に 

なろ 事のと r めが たき や、 うき 雲の さ だ 

めなくて， きの ふは榮 え、 け ふは衰 ふる 

世の 有樣 こそ、 先 づぉほ ゆれ。 又 あさ ぢ 

が 露に やどれ ども、 所せ くもお ほえす。 

5^ 原の 波に うかびても， 廣 きを 知られ， さ 

る は、 たかき みじかき、 おのが じしの す 

みかの きはくに つけて， 身の やす かる 

心しら ひに よそ へ つべき も あはれ な り， 

またお ち 瀧つ、 せ のしら 玉 は、 これが 

ために、 心 淸さを ませ ど、 野澤の 水のに 

ごり に 宿りても、 さらにみ しぶの けがし 

さ を きら はざる は、 世に たが ひ， 時に さ 

かふ 事なくて、 光 をつ、 み、 跡 を かくす 

とかい ふら じ、 さかし 人の 心のお くさへ 

汲み しられぬべし。 又 有る を 有りと も 見 

す， 無き を 無しと もさ だめ あへ ぬ、 ひじ 

りご k ろの さとり も， た この 光 をみ が 


きて こそ 照す ベ けれ。 か、 れば い たづ 

ら にわが 世の かたぶく をな けき 老 とな 

る ものとの みうちな がめ むは、 いと もい 

とも 心 あさし や。 

太 かたに 見て や は 過ぎむ 空の 月ち に 

心 をお も ひよ せな ば 

月 花の あはれ を ことわる ことば 

花 をめ-つら しみ， 月 を あはれ むなら はし 

なむ， ながれての 世 はさら なる、 そのみ 

な もと を考 ふるに、 いとし も 上つ 代より 

* そお こりけ る。 花に 心 を なぐさめ ませし 

は. わか ざ くらの 宫に はじまり、 月 を 言 

の棻 にかけ 給へ る は， 朝 倉の 宮 よりな む 

閒 えたる。 しか ありて 後、 藤原奈 良の 御 

世に いたりて は， 歌人お ほく  33 で 来て、 

かたみにみ やひ を か はし、 こ」 ろん、、 

に 思 ひ をのぶ る 事， 皆 月 花 を もて、 心の 

種と ぞ なしたり ける。 かくて 世のう つる 

にした が ひて、 此のす さみい よく さか 
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りに なり もて 行きて、 ある は 物お も ひな 

き 春 を 花に よろこび、 く は、 る老を 月に 

なけき、 ある はさ かしき も 愚なる も、 た 

よりな き 所に はな を たづね， しるべな き 

やみに 月 をた どり. ある は 花の いのち を 

神に いのり， 月の ゆく へを佛 にち ぎり、 

また 下-か 下な ろ， たき 木 こる 山が つ， い 

ぶせ きふせ やの 賤の女まで も、 月と 花と 

に 心 をよ せざる なむ あら ざり けらし。 さ 

る はかけ まく も かしこき、 お ほみ あそび 

の、 き はこと なる が 中に も， 月と 花との 

ために は、 時に のぞみて、 ことさらに 宴 

の 筵 を まう け ふ 事- 捉 たが はす， のど 

かなる 御世の ためしに さ へな り 来に けり。 

かくさ 46 ぐなる 世々 の あと を 見る に、 

いにしへ も 今 も， .1 咼きも みじかき も、 月 

と 花と をう むかしみ 思 へる 事 ひとしくて- 

いづれ を餘れ りと し. いづれ を 足らす と 

して， 一 かたに 心. よせた る 人、 たれ か は 


あらむ。 しかる を、 キ にあり て， 其のよ 

しあし を ことわり いはむ は， 人 わらへ に 

もな りぬべし。 しか は あれ ど， これ を こ 

とわる に ゆ ゑ あり * そのお とりま さり は、 

もとより 彼に は あら ざ めれ ど、 おのが じ 

しうち 見る 人の. 身に たぐ へ 思 はむ に は， 

其のよ るかたい かで かなから む。 そ も そ 

も 花 は 春に ありて、 にぎ は、 しきに より， 

月 は 秋に ありて、 悲しみ をぞ おこすな る。 

今 このく ち 翁が 心に とりてい は 1^, 身す 

でに 老いに たれば， つ ほめる 花の さかり 

待ち 出で むた のしみ もな く、 品い やしけ 

れば. 花々 しき 世を經 て、 時に か をら む 

ねが ひも かけす、 た 1^ 鏡に うちむ かふ を 

りし も， かしらの 霜 を 見て は、 月の 影 か 

とお どろき、 傾く よは ひ をお も ひて は、 

入りが たの 月ぞ 身に よそへ つべき。 か X 

れば、 花に はおの づか， にう とく、  s: に 

ぞ 心の ひかれけ る。 さはいへ、 こ はわが 


身 ひとつの すさみな り、 お ほよ そ 人の た 

めに は、 いかで かまね び もいで む。 

足 水 翁 墓碑 

翁、 氏は片 山， 名 は 誠 之， 字 を 子 道と い 

たる み 

ひ、 また 常に 足 水と よべり。 伊勢 國堂志 

郡， In 瀨 ak 人な り。 其の 父 何が し. か 時 

より. 江戸の 大 城の もとに 來 りて. よろ 

づの 交易の わざ を もて 業と せり。 事足り， 

家 ゆたかな りければ、 翁の 家 をつ ぎて は、 

あながちに 富 を 求む る 心 もなくて、 すべ 

て 商人の わざ をば おも ひと まりて せす、 

淺 草の 里に、 かご かなる すみか をし めて、 

大 かたの 世の まじ はり をい とひて、 しづ 

けき 窓に «8 り 心をぞ やりけ る。 其の 常に 
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好めろ 事 は、 春秋の 木く さ 花 もみ ぢ を- 

と ほく  野  山より うつして，  手づ からお ほ 

したつる を もて， 明暮の わざとし、 又い 

にしへ 今の うつしる r 鳥の 统 を- か. り も 

大和 も、 廣く つどへ て これ をお きふし 

のと もとな むなしけ る.' V- は 只 友と する 

のみに あらす、 よく その 誠 いつはり を わ 

きまへ 知りて、 其の 品み-さへ 定 むる 事， 

其 Q 道の 人 も 言く はふべき 事な しとい へ 

り， か、 れば 其の 家に を さめ 持た ろ は、 

世に 知らす 珍しき 品な む 多 かりけ る。 ま 

や.. 

.LI わがみ かど G ふろ ごと をした ひて， 山 

岡 大人の をし へ をう けて， ふみ 讀む事 を 

しもつ とめたり き • ことし 寬攻 とい ふと 

しの 十と せ、 •  霜月 二十 五日， 病みて みま 

V  $  やつ 

かりぬ • 年 は 六十 あまり 八に なむ ありけ 

る。 其の 子 何が し、 はやくよ り^の 常の 

心 を しもよく 知れ、 ばと て、 おのれに、 

セの 在りし 世の ありさま を しるさし む • 


t ち As のち 

又 あ ひむ つび；： る 人 なれば とて、 橘 千 

隆に、 耿を なむ 請 ひける。 其の 欲に， 

かた 山に た つ 杉が 枝 を さし 上る 月 曇り 

なく 思 ひあがりて ありし 人？ i も 

山ロ標 照が はかの いしぶみ 

わがせ、 名 揉 照、 うぢ は 山 口， 山 口 は 其 

はじめ、 平の 氏より 出づ * その 家、 とほ 

つお やより， 今に 五世、 江 a- の淺 くさの 

里に ありて、 よ、 家と み、 うぢ ひろき を 

もて、 市のう ちに 聞え たり。 そのち、 は 

賢 千、 今 はかし らおろ して、 名 を 至言と 

いふ。 は > "は 橋 本 氏な り。 其のつ ま は 目 

賀多 氏の むすめに て， としつき あ ひ 住み 

つれ ど， つ ひに 子 はう まざりき。 標 照い 

とけな かりし より， 世の常の わら はべに 

似す、 假 初の たは わざに も、 おやの 心に 

そむけろ 事な く， 人となりて は， いよ. - 

父母の こ V ろ を なぐさむ る わざに のみ 心 

* つくせり. かれ 其の 親もう やま ふ * ま 


めなる 心の まこと を もて， 人に 相 まじ は 

れ、 ば， うから やから も、 すべてむ つば 

ひ， 家び とも， こ、 ろ をよ せて、 從 ひな 

びかざる はな かりき. 其のな り を 治む る 

にいと まあろ とき は、 欲よ む 事 を このみ 

て， ふることの はの ゆ ゑ よしを， おのれ 

* き * 

に 問へ り • 又 構 尾の むかしお ほ ゆる わざ 

をした ひて、 いづみ をく み 雪 をに て， 心 

やりぐ さと ぞな しけろ， また 大 かたの 世 

の- こ、 ろうすき なら はし をい とひて、 相 

まじら ふ 人 多から す •  源 信 端ら、 ふた 

りみ たりの み， その 心 を かたら ふ 友に な 

む 有りけ ろ， さる を、 ことし 寬攻 のこ、 

のとせ、 む 月の 末より、 こ >- ちつ ねなら 

ざり しが， つ ひに あっしく なり もて 行き 

て、 さっき はっか あまり  一 B に、 みまか 

りに き • よは ひ はわ づ かに 二十 あまりみ 

とせの 春秋 をな むへ にけ る • あはれ かな 

しき かも， か、 る 人の、 せに 長から ざり 
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し 事よ， そ もく 父母の 心の. やみ はさら 

なり をち こちのお ほよ そ 人 すら、 かく 

と閒く 人、 かなしみ 惜 まざる はな かりき， 

こ、 に 今 はの き はに， 其の 友信瑞 にこと 

づけて、 しるしの 石に、 ありし 世の 事 ど 

も を、 ぉのれしるさむ事を^?£へり。 又 其 

の 父 至言 は， その かみ 魏ょ く獄 たろ を も 

て， わがせ うと 春鄹 とうる はしかり し 友 

なりければ、 左に も 右に も、 いなむべき 

わざなら ねば、 つたなき 筆 を も わすれて、 

害き つくる になむ 有りけ る。 

たぐ ひなき 香 を わすれめ や 五月雨に か 

ぐの このみ はくち はてぬ とも 

寬攻 のこ，^ のとせ さっき。 

祭，， 芳宜園 大人 墓， 文 

こ k に 文化の 五と せ 九月 八日、 平 春 海、 

謹みて 芳宜 E のズ^ のおく つきの みまへ 

に， 菊の 初花 一枝 をた むけ、 香の 木 一 ひ 

らを燒 きて、 うなね つきて 申さく、 あは 


れ かなしき かも、 君 はわれに 十と いひて 

一とせ のこの かみに おはすな ろが、 いま 

その かみ を 思 ひ出づ るに， 君 はま さに さ 

かりの 齢に おはして， 我 はま だ わら はに 

て * そ 侍りけ る。 常に 縣 居の 庭に 物 まな ひ 

に ゆきか ひたる 時、 あしたに まゐ ると て 

は、 君の みは かしの しりへ に從 ひ、 ゆ ふ 

べに まかる とて は、 君の 御 袖の もとにす 

かりて、 相うる はしみ まつれる 事. 親子 

ぶみ 

はらから にもな にか ことならむ。 書讀む 

とて は、 君を師 ともた ふとみ、 软 つくる 

とて は， われ を 弟 ひの つらに ぞ をし へた 

まひけ る。 中頃に して、 君 はっかへの 道 

にいと なくお はし， われ は 世の さがに か 

かづら ひて、 おの づ からう ときかた にも 

過ぎつ ろ を， 君つ かへ をし ぞき給 ひて 後 

は， われ もお なじち またに うつり 住めば， 

花を尋 ぬと て は、 われ 道し るべ をな し、 

月 をお も ふとて は， 君が 舟に あ ひの り、 


うき 事 もと もに うれへ. 嬉し 含-^ しもと 一 

もに よろこびて、 世に あり ふるわ ざの *  I 

まめ 事 も、 あだ 事 も， かたみにへ だてな 一 

く 心 を か はせ る 事、 今に 二十 年、 其の 初 5 

め をく りかへ しか ぞ ふれば、 あ ひ 友た る 1 

事， すでに 五十と せに ぞ あまりけ る。 さ 一 

る を 今お くれたて まつりて， いつの 世に 一 

か あ ひみむ、 いづれ の 時に かこと と はむ， 一 

常な き は 人の 身の なら ひぞと 知る も， こ！ 

れを いかで かなけ かざらむ、 か 、る をた i 

れか はよ く堪 へむ。 あはれ かなしき かも 1 

文の 林よ X におと ろへ、 言の葉の 道 日々 I 

にく だり 行ける を、 賀 茂の 翁 世に出で X、 一 

< をぐ も 

今 をす て、 いにし、 にか、 り， 靑 雪の 高 

き 心しら ひ を もとめ. しづ はたの あや あ 

るみ やび ごと をた ふとみ い へれ ど， く； 

ぜを 守り， 舟に き だつ くると もがら， か 

れ にな づみ、 こ、 に ひかれて * 猶 あやし 

みとが むる たぐ ひ は 多く、 たま あ ひて- 


くう け 引く 人な む 稀な りし を、 君 ひとり 

心 をお こして、 あまねく さとし， 廣 くい 

ざな ひしょり. ちかき 人 はまの あたり 相 

うづな ひ， 遠き 人 ははる かにな びき 來て， 

いにしへ ぶりの 软、 世に 盛に なりに たる 

は， 誠に 君の 力に よりて なり。 そのみ づ 

か-に.' よみ 出で 烚へ るうた を旯 るに， ふる 

きしらべ、 新しき すがた、 とり 人、、 に そ 

な はらざる はなし。 そのいに しへ をう つ 

せる は， 藤 原 寧樂の 御世に および， 後の た 

くみになら へる は， 堀 河 鳥 羽の 御 時に く 

だら す。 心に おも ふ 事 は， 口につ くさ ざ 

る 事な く， 目に ふる、 もの は， 詞に のせ 

さる 事な む あら ざり ける • これ を 見て， 

高き もみじ かき も- めで 尊まざる 人な し。 

又 ことこの みの 人 は， その 名 を 君に 知ら 

れて は， 身のお もてお こしと 思 ひて， 世 

にも ほこり、 君 S 1 うた を 得て は. 憤な き 

寶にも かへ じと いひて ぞ、 ふかく よろこ 


ひける。 しかる を 今、 こがねの 聲た ちま 

ちゃみ て、 玉の ひ き 再び 閒ぇ やなりぬ 

る は. わが どち のな けき のみ か は， 大か j 

たの 世人の うれ ひと もい ひつべし。 これ； 

をい かで か をし まざらむ、 か、 る を たれ 一 

か はした は ざら む。 あはれ かなしき かも •： 

わが かく こと あけす る を、 泉の したに も， 

さやかに きこしめし， 天 かけりても はる i 

かにみ そな はせ となむ 申す，  一 
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楫 .V&A え.^ 急 


伊能 魚 彥は下 總國楫 取 あがたの 人な り。 常の 名 をば 茂左衞 門と いひき" 明 加と いふ 年 

の 未つ かた 此の 大江 門に まゐ來 て縣居 翁に 名簿 をたい まつり、 翁の 住み 給へ る濱 町と 

いふ 所に 軒 を M ノへ、 朝夕に したが ひむ つび て擧の 道に 心い れつ.^、 よく 古言の 葉のお 

くが を 究められ しかば、 常につ み いでらる、 言ぐ さ、 いさ、 かも 後の世の を まじへ す。 

ふつ ま、 に 古言 もて 新しき ことども いひ とられに けり。 かくて 天明の 二 年 やよひば か 

りに、 にて 濱 まちの やどりに 身 ま かられぬ。 令 も 其のう から 伊能 を 氏に て楫取 

にある が、 その 家に 傅へ もた る 家集 一 卷 あり。 みづ からの 筆に て 安永 S 年と 六 年と 二 

とせの を か. -れ たるの みなりけ り。 猶こ \ に寫 しったへ、 かしこに ちり 殘れる あるべ 

きを、 何 か はかくて のみ も 此のぬ しの みやびに 思 ひあがれる 心の 程 はしらる" "を あな 

がちに 多き を 求めむ はえうな き 事と て、 とかくよ みかう がへ て 板に ゑら せた る 也け り。 

文政 四 年 秋 


集 家き 魚 取 構 


集家彥 魚取楫 


楫 取魚彥 家集 一 


春の 始の歌 安永 五 年 

皇 神の IK 降り ましけ る 日向なる 高 千 

穗の嶽 やま づ IK むらむ 

11^ の 比吉の 大宫に まう で、 

春の 日の 光た ビ さす 日の 御子の 宫の 

樓は はや もさ かなむ 

ある 人 兄の 家 をう け權 ぎて、 

兄の 妻の いたくめ でたり ける 

杠梅 を、 その 人と かし づきて 

あるが、 それが 木に 名 をお ふ 

せて よと 請 ひければ、 やがて 

刀自が 梅と こそよ ばめ と 云 ひ 

てよ める 

しぬ ベと てと じが 植ゑ けむ 梅の 花う 

め もに つか ふ 色に ざり けり 


正 巧 廿 二日 源隆羊 蹄が り 人々 

つど ひて 歌よ みける に， 山の 

櫻 を 

白雲の 八重 たつをち に きに ほふ 吉 

野の 山の 山 ざ くら 花 

难子を 

IX 人の まつらむ しらに あし 引の かた 

山き しなき とよむな り 

春の 夕 隅 田 河に 船 を 浮ぶ とい 

ふ こと を 

さね さし。 武 藏の國 は。 御 心 を 。廣し 

御國。 梓弓。 春 かたまけ て。 をと めら 

が。 はなり の髮 を。 ゆ ふ 川に。 うち 

出で、 みれば。 鷲の すむ。 筑 波の 山 

は。 そが ひに。 雲ゐ たなびき。 しみ 


たてる。 靑垣 山。 吾が もすそ。 かへ お 

りみ すれば。 霞ゐ る。 布自の 高嶺 は。 

影 面に。 とき じく 雪の。 ふりしきて。 

眞 白に みえつ C  二 山の。 中 ゆく 河の。 

すみ だ 川に。 舟う けす ゑて。 おも ふ 

どち。 遊ぶ 此の 日 は 。常に もが もな 

反歌 

とほ じろ く淸 くさやけ き 山河の か は 

ら すたえ す にもが もな 

春の 海と ふこと を 

H< 雲の 向 伏す をち の わ だつ みの 霞め 

る 方 ゅ舟ぞ みえく る 

雲雀 を 

春の 野に 雲雀き かむ ととめ くれば や 

へ 棚 雲の上に ぞ ありけ る 

布 

玉 河に 玉ち るば かりたつ 浪を 妹が 手 

づく りさら すと ぞ みる 

猿 をよ める 

奥山の 木の 實 とり はむ 猿す らも 春 は 


花^く 枝に まじれり 

口なら ベて 春雨 ふりぬ けだしく もし 

め 野の 若菜 時 過ぎむ かも 

同 旋頭欲 

に ほどり のかつ しか 川に 朝な 洗 ふ 子 

朝な にもな りに てし が も朝茱 あら ふ 

子 

木の 花 常より 早し とふ 事 を 

あし 曳の 山の 櫻 ははし きか も 風 ふか 

ぬまと とく^け るら む 

神に ふと ふ 事 を 

ちか ひて し 一 1=2 紫 はかへ じ 葛 城 や 

主の 神ぞ しら さむ 

一 夜 隔てた る 二 夜 隔てた るな 

どい ふ 事 を 人々 詠める に、 吾 

は 三 夜 隔てた ると ふ 事 を 

一 夜 だに ありが てな くに 二 夜 過ぎ 三 

夜來ぬ 君に よ-と ぞ 泣かる 

源秀 城が 馬ん」^ によめ る 


豐國に 香 春と ふ 里 ありと きくか はら 

でき ませ 年 は へぬ とも 

左 京の 君より 忘 貝 を 賜 はせ け 

る 時 

こ、 ながら 遠津礫 只え つるか も かと 

りの 白水 郞の かひ は ある はも 

四月 大君 二 荒 山に 登り 給 ふ 

を かしこみ ほぎ 奉る 哥 

ち せ やぶる ひと を なごし  まつ tri ぬ あしす ォ f 

千 ISC 人 乎 和 志。 不服。 惡 楚 


ほ S と， つ K にも- ゆ づ るなら さ ほ こと ら. 11- 

歳餘。 外國 毛。 弓弦 不鳴。 鋅不 執。 

、ゥ *： やすくにと やすら け く しづ めん- £ ひし ケグ 

浦安國 等。 安良 計久。 鎮 賜 士ゎ。 i 


之 坐。 二. 荒 乃 山^。 御 權々。 Jr^i 


^。 截？ g 根 之。 凝 敷^。  &っ "化 


せぬ さがと をお たぎつ 5 やけき や i や *i す ざ 

絡. 瑞登。 佐 也 計 伎^。 

0 ナギ だしと 令 r2 つ； -の き ^ いやつ ま， （>-- 

乃。 過去 時從。 樓之樹 乃。 彌籀 々^。 

*K つ SMJi*< をした 良へ り み はつ-! C み £ の rj- こと > 

政 申 給 倍 利。 御 裔之。 御 孫 t5 命。 御 

お 4-C  かみつ み もろに  * 一  としし も ^.c-n-J-i 

祖之。 神津三 諸爾。 今年 志 毛。 

の つかさ！ b ひ |_た ち ふ. V か》 に 20- くもなし 一、 み を 

之。 宦人 等。 吹 風爾。 往雲 如。 御 跡 


ききに i-f ひまつり くえち つ  お ほみ たから は 

先爾。 隨 奉 。 國中 之。 大御寶 波。 楫 

なつくさつ なびけ るな して かしこくも つかへ *< つり 一又 

夏草 之。 麼氣 留奈志 「ヒ。 畏。 仕 奉 

つ  や t か は を  へ なれる くに も  み i し ^ 

都。 山川 乎。 估奈 禮流國 毛。 御 坐 ま 

に  い * やる ごとく み そ C: を  ゆき *M ナ -'、 

爾。 伊 麻 世 流 如。 御園 乎。 往麻 IS 家 

一一と く  45む ひお に いたり..： *、 ひ，；； み たまも あま かけり 集 

如。 神宮 爾。 到 給 奴。 御 靄 毛。 翔 - 

まし みし た i ひ 、フれ しみ 1 さむ 

末 志。 見 志 給 比。 宇 禮志美 麻 佐武。 

iif^  二つと キ- 

今之此 時。 

反歌 

た はふ . みつみい つに 1 とりす む 

靈治 波布。 神 之 御 綾 咸爾。 眞鳥 住。 

あら キ- も  み そ C と な" ぬ 

荒 伎 其 山 毛。 御園 等 成お。 

-ー のかみ 0 しづち り ませば いは w.-i み ti, 

此神 之。 鎭母利 末世 婆。 巖疊。 恐 伎 

や *< も み ましと なり ザ 

山 毛。 御 坐 等奈理 幾。 

同時 中 侯 御供に 仕へ 奉り 給 

倍 婆 奉 袋 歌 二せ 

大君の せの まに くまへ つ 君 草葉お 

しなみ 借盧せ すらむ 

大君の よさし のま、 につ-. みなく 事 

竞 へませ と $E たてまつる 

同時 蒐狹淸 明ぬ しに 針 袋 を 贈 0 

る哥  4 


集家彥 魚取辑 


針 袋 旅 の御爲 とおくれ ども 妹 こ ひし 

らの まさむ 物 かも 

同源 隆羊 蹄ぬ しに 火 打 袋に 添 

へ て 

君が 爲ぬ へる 袋の ひだ をお ほみ 日 だ 

に へす してと く 歸りま を 

同 那贺維 寧ぬ しに 

うまや 路を思 ひて またす すり 火 打 日 

も 重ねす て歸り ませ » 

五月の 始に 過れ て 二 荒 山に 登 

る 入に、 紫の 火 打 袋 を 花に し 

て あやめの 葉に 付けて 

昌蒲草 かつらに しつ、 遊ばむ 日う ち 

越え まさむ あらき その 山 

中津の 君の みもとなる 菅 根と 

ふ 人の、 みまかり ける をいた 

める 歌 

足 引の 山菅 根の 子ね も ごろに しぬ ベ 

とお へ る 名に こそ あるら め 

六月 朔曰 中津の 君の 御 is に 氷 


を 奉る 歌 

とこし へ に 夏 冬 ゆけ どみ な 月の 今日 

しも こほり 奉りけ り 

寄レ 驛相閉 

i や 5 

驛路の は ゆ まう まやの 早馬の はやく 

ぞ人 をお も ひ 初めつ る 

いさよ ふ 月と ふ 事と 船と を 

雲に 飛ぶ つばさ もが もよ 山 をし み 出 

でが てに する 月を兑 てまし 

雲に 飛ぶ 翼 あれ かも 月よ みのう かべ 

る 浪の上 こぎ わたる 

六月の 末に 旅 だつ 人 をお くり 

て 

みな 月の 望に けぬ とふ 富士 の. 根の 雪 

消の 川 やす しかるら む 

はらへ 

浪の 上の 塵 吹き はら ひさ やかなる 河 

瀬に 立ちて 我す るか も 

七月 七夕 雨 

この 夕 雨 は 降り 來ぬ久 かたの 天の河 


なみこ、 にち るか も 

秋 野 

野づ かさ を 霧 立ち かくす 此の頃 は を 

とこ をみ なの 花の 時 かも 

中 津の御 嗣君、 新 殿に 移り 給 

ふ 時、 鲤の窗 を 書きて 奉る と 

て 

ぎ巢 の。 御 m の御饗 に。 まつら まく 

ほり。 網お ろし。 水沬霱 きたり。 潜 

た ひろ もの， -れ 

得し。 緒の 廣物 是。 

蒐狹の あかしぬ し 伊勢の 國に 

ゆかむ とする 時、 東の 海つ 道 

ゆ ► 歸 さは 木 曾の 山 越せん と 

て、 其の ゆきへ む國々 の 古き 

歌 ども 思 ひ 出づる ま、 に 書き 

てよ と 有りければ、 書きて 送 

ると て、 其のお くに、 

伊勢の 國に 君が い ゆけば 上 毛 野い か 

ほの 沼の いか まくお も ほ ゆ 

千 賀眞恒 の 新 室 ほぎ に 


集 家彥魚 Si® 


1^ 等が 柱 築 立て 今 作る 新巢の 凝烟の 

八束垂 るまで 

中津の 君の 新 殿に して 

海 潮の 滿來る 殿の 御 庭に は 遠 じろ く 

さきい ろく づ あそぶ 

同 詠レ月 

夕され ばたちく る浪 にさし のぼる 月 

も 岸べ による かと ぞ みる 

同 詠レ鹿 

妻 こふと 閡 きつる 宵の 鹿の 音の 夜 深 

くな くは^る とならむ 

同 詠レ蔽 

かききらし 霞 降り 來ぬ眞 玉の 玉の す 

だれ を かくと 見る まで 

入 をし のびに 逢 ひしり て あ ひ 

がた く 有りければ、 其の. 冢の 

あたり を まかり ありき ける 折 

に臈 のな く を 聞きて とふ 15$. を 

H< 飛ぶ や 雁が 昔 はき くらめ ど 近 

く ある 我 をし る人ぞ なき 


詠レ舟 

さきだてる 浪 ほの 上 を 潮の むたい こ 

ぎ わたら ふ浮寳 かも 

八月 十四日 隅 田 河に 船 をう か 

ベて 

$  卞： め 

秩父嶺 を 遠 にみ さけて 久方の 天 ゆく 

月の てれる 國原 

望の 夜 家に 在りて 

淺茅 生の ち ふの 露 原 露 しげみ 月 こそ 

やどれち ふの 露 原 

十六 日 亦 月夜よ し、 人々 とと 

も 5,! 海邊に 遊ぶ 

海神の 揷 頭の 玉 やみ だるら む 八重 を 

る浪に 月の Si りたる 

その 夜 物の 音な ど 吹 合すめ る 

を 

わたの 底う まし 小 打に 至らなむ 巧 澄 

みの ぼる 夜々 の 笛の ね 

中津君 例なら すいます がりけ 

る 頃、 とくさ わ やぎ 铪 はむ 事 


を 奉 レ禱歌 

君が代の 長 月 近し 菊の 露 千年 まけな 

む 御藥ぞ これ 

九月 九日 同 じ 御殿の 御室 ほぎ 

お ほつ たつる みはしら it つ みづ  ねれる み 

大 土に 所 建 御 柱。 天津 水に。 所 練 御 

壁。 御 柱と。 長く 御 壁と 。平らかに。 

おはした ばねと。 御室 ほぎ する。 

同じ. 御殿に して 御 母君 御手 づ 

から 招ら せ 給へ る 御衣 を 賜 は 

せければ 

千 種唤く 秋の 野 深く 入り ぬれば 花す 

り 衣 著て 歸る なり 

同 「黄葉 あやに 染む」 「花 ras 衣」 

「九月 八日」 とふ 三く さ をよ ま 

せ 給 ひける に 

山姬も 待つ 人 あれ や 夕 ぐれ はもみ ぢ 

紫 衣 ことに 染めた る 

二  ： 

秋获の 花す り 衣 著る 時 を 胸 分けに す 4 


とい ふべ かりけ り 

待ちくて あすか ざす ベ き 今宵 だ に 

我家の 菊に 露お くな ゆめ 

九月 十三夜 

おくれさく 櫻の めで か 長月の 照れる 

月夜 をみ る はしょし も 

中津 の. 殿の 幼君 一 めぐり 日足 

らし ませる を ことほぎ 泰る 

さに づ らふ 君が 八千代 をけ ふより ぞ 

先づニ 年と かぞへ 初めつ る 

九月 廿 五日の 夜； じ 殿の 御 母 

君の 御 許に 琴 笛の 勝れた る 人 

人 を 召して、 終夜 あそびし 給 

ふに、 歌よ めと 仰 言 あり けれ 

ば 

とこよ  わた  たづ 

常世 かも 海の 宮 かも 糸竹 は 田 鶴の 聲 

かも 龍の 聲 かも 

同じ 月の 廿 八日に 同じ 御殿の 

御嗣の 君の 御前に して 「軍人 


又 「寄 レ摄 相閒」 とふ 二つ をよ 

めと 仰せられけ るに 一 首に て 

ま をす 

巖 すら 踏み さぐ、 める 御 軍 や 妹が 閨 

戶を みすて はやま じ 

その 日 御殿の 上に 鶴の 群れ遊 

びけ る を ま をせ と 仰せられけ 

れば 

ち とせ  も  むらた づ 

千年の 友と 思 ひて や 群 田 鶴の If ねて 

きけ む濱 松の うれに 

水^^ 

比 良 山の 山お ろしの 風の 寒き なべ 志 

賀の 大和 田に 鴨が ね閒ゅ 

かれぐ になれ ると ふ 戀の心 

を 

来む とふ もこぬ さ 言に なれくて 今 

はた 來 じと 思 ひなり ぬる 

中 津の君 難 波 菅笠と ふ 御 歌 賜 

へる 時 

妹が きる 難 波す が 笠 水鳥の かづきて 


ゆかな なに は 菅笠  I 

十月の 始っ 方、 或 人の 家に 盜 

人の 入りけ るが、 書の み をと 

りて 行きつ と閗 きて 

初 月の 影 をと もしみ うま 人 はふみ 見 

む 爲と壁 やうが てる 

. 十月 十八 日、 薩 摩中將 君、 備 

み なち 

前侍從 君。 中津の 君の 御舘に 

入らせ 給へ る 日。 お前に 侍り 

て 親しき 御な から ひ を ことほ 

ぎ 奉る 歌  ， 

茂り あ ふ 五百枝 植原々 々 に 風 は 吹く 

とも 霜 はおくと も 

十一月 十日 中 津の侯 御 出題 - 

野 雪 とりもの k 歌 

八 千 種に に ほひし のべ を久 にあれ と $ 

ゃ栲 4^ お ほへ るな して 雪の 降りた 取 


る 


魚 I 

彥- 

稱  家 

腐 賢 木の 榊の うれに おく 霜 を 面白し 


とはい ふべ かりけ り 

皇 神に まつる 千 坐の 置 くらにお きた 

らは せる 神の みて ぐら 

杖 

山人の 山 を さかし みつく 杖の つぐる 

時 あらむ 豐の遊 か は 

篠 

朝日 子が さす や 岡べ の玉笹 のた まさ 

かなれ やか. -る遊 は 

弓 

よ と とほと 

梓弓 夜 音の 遠音 も { 寸と はなる とふ も 

のぞよ との 遠音 も 

劍 

春の 宮の宮 のた ち はき 太刀が 緒 をと 

きて 遊ばな さ 夜 はふく とも 

鲜 

お ほな む ちかみ  み な-一 

大汝祌 の 命の 執り まし、 御 鲜の廣 に 

ひろり いませ 君 

il ^    


相 坂の 關 のま 淸水 ひさ ごもて 汲みて 

も 知れ ゃ盡 きぬ 御代と は 

蘿 

榊 葉に ゆ ふとりし で、 いは ふなる 神 

の 宮人 山 かづら せり 

同じ 日 人々 唐歌うた ふ、 題 r 少 

年 行」 此の 意 を 大和 長歌に 戯れ 

よめる 1 1 曾 

うめつ 道。 武 藏の國 は。 御 心 を。 廣 

し I 國。 民草の。 豐 けき 國。 其の 國 

の。 國 のま ほらに。 大城 を。 高く 貴 

く。 敷きまして。 遠く 久しく。  i 安 

に。 治め 給へ る。 畏き や。 吾が 大王 

の。 御 膝 方に。 生 ひ來し 吾ぞ。 うら 

狭く。 物 は不レ 思。 fK 雲の。 向 伏す 

極み。 fK 傳ふ。 日 は 照せ る を。 しれ 

人の。 得 まく 欲り する。 金 は。 寶 

と雖 云。 如レ 雲。 涌く ち ふ 國ぞ。 

ぎレ 土。 積みて 何せむ。 百年の。 人 

は 不レ在 を。 天地に。 思 ひたら はし。 


萬 代に。 淸き 其の 名 を。 語り 繼 ぐべ 構 

し。  ： 一 

反歌  彥 

た *- はる  ^ 

白金 も 金 も 玉 も 天 地の 所 賜^ ぞ なに ^ 

力なげ 力 も 

丈夫 や 命 死す とも 萬 代に 名 は 朽ちめ 

や も 波頭 迦志美 思 倍  . 

取りよ ろ ふ。 筑 波の 山の。 男 之 神 

そが ひ  な  をち かた 

を。 背 向に 見つ-。 馬 並めて。 遠方 

野べ に。 朝獵 に。 il:- 百つ 鳥た て。 夕 

狩に。 千 B 蹈み 起し。 みつぎ。 歸 

らふ 時に。 走 出の。 堤に 立ちて。 遊 

t 女 嫌が。 ふら へ る 袖 を。 見つ -來 

しかも。 

反歌 

人の 見む こと を やさしみ 遊行 女 嫁に 

心 は 雖.， 念不ヒ K 来に けり 

霰 

山お ろしの 風 も いぶせき 曲 庵の 軒端 も 


もた わに うつな り 

源 是傚翁 去年の 冬の 实には 歌 

賜へ りしが、 今年な き 人と な 

り ませる を 悲しみ 思 ひて、 卽 

ち 彼の 歌を始 にして よめる 

朝 倉の。 宮の御 民の。 あへ りけ む。 

齙の 齢の。 萬 代と。 ほぎ けむ 君 は。 去 

年の け ふ。 いませし もの を。 玉く し 

げ。 ひらき も 見ねば。 白雲の。 棚引 

きけ め や。 け ふ はま さなく。 

反歌 

ひととせ 

1 年に 千ハ やや 經 けむ { 永に 往 きて いづ 

らと へ ど 君が まさな く 

いにし 十日 集 食に や ごとな き 

御 許 ゆ 賜へ りけ るく さ <\- の 

物 を 題に て、 後の 日 奉りけ る 

歌 六 首 

转照雉 御 母君より 

君が 光う つら ざり せば かくば かり 岸 

の耻 ぎのに ほ はまし や は 


歌 袋 殿の 御前より 

もろ 人 は 唐の 大和の 歌うた ふ 黑き白 

きを 汲みて 遊ばな 

心 葉の ふくさ 女！；； 5 より 

もの ふの ますら たけを も iK! 心 はの 

ぶく さは ひと 歌に よ ひす も 

料紙 若君より 

み や びな  ，上 ゎリ 

風流 士の さはに あなる も理 ようしろ 

安 かる 世に しすま へ ば 

うちみ だり の 箱 思 ふ 人より 

人 皆 は 雲か浪 かと 打 見たり 野 は 此の 

rac の 雪に うづめば 

山吹 をれ たか 同じく 

ふる 雪 を 山吹き おろし 花と こそ 見つ 

つ わが をれ 誰が さや は兑ぬ 

同卄 五日 大江 虞楣 ぬしに 馬の 

餞す る 歌 

豐國の 企 玖の 濱浪 なみなら す 日に け 

に 君 をお も ひ 出ん かも 

中^の 御 銅 君の 御 許へ 薩 摩の 


姬君迎 へ 給 ふべき 御 契 はあり ぬ 

ながら、 姬 君い まだいと 幼く 

おはしけ る を 奉， 祝 歌 

若草 をけ ふより 結び 初め ませる 君が 

千年 ぞ いや はるかなる 

酒 をよ めろ 

他國 にあり とふ 酒の 泉 もがお も ふ 友 

どち 舟う かべて む 

十二月 卄 七日 大 垣の 君の み 許 

に、 姬路の 君、 中津の 君、 長 

岡の 君、 神 戶の君 等つ ど はせ 

給 ひて 御 歌よ みし 給へ りけ る 

日 侍りて よめる 

御題 二つ 

庭 早 梅 

冬ながら け ふの 御爲 といと はや も 御 揖 

園の 梅 は ゆ、 き出づ るか も  取 

しらぬ 人 わ も 肺 

かぬ てよりか- r ら むと 我 は 思 は ざり 家 

きま だ 見ぬ 人を戀 ひん 物と は  集 


相 間 一 一首 

しら. H なご 

浪の音 の 荒き 礎 わの 白眞砂 まなく 時 

なし わが 戀 ふらく は 

玉 垂の小 簾の たれ 簾の 誰に より 千 名 

の お 名に たてる 我が 名ぞ 

詠レ國 

大汝少^^5^名の造らし.-大八&1ぐには 

廣らに 厚ら に 

年の 暮に中 しらす 君の 御嗣 

の 君 ゆ 振袖の 御 小袖 賜 ひけれ 

ば、 畏み悅 びて よめる 長歌 

深 草の。 天皇の。 大御代に。 尾 張の 

翁。 百 あまり。 十 ま り 三 つの。 極 

たる。 老の 身ながら。 袖 たれて。 舞 

ひ 出で し 時 は。 高 歷^。 わかき" m 

to ほめた まひ。 ねぎら ひた まひ。 

君が けろ。 御衣た まひ ぬれ。 吾 もけ 

ふ C 殿の わく ごの。 かしこし や。 着な 

らしまして C 袖お く。 こくび やすら 

に。 よく 錢へ る。 御衣 を かづけり。 


百と せの。 老翁に なら ひて 。かき かぞ 

ふ。 五十の 翁。 眞袖 ふり。 足^みな 

らし。 わかえ 舞 ひ 出で む。 

正月 元旦 安永 六 年 

昨た やの 冬 たちけ りと 人 は いへ どい 

ともしる き は 今朝に ざり ける 

人の 許より いとめで たき 花 を 

えさせければ 

I 一とす 

異 木に はいと もこと なる 梅の 花 折り 

けむ 人の 香 も そ はりつ & 

二月 十八 日中 津の 御餉 君の 御 

前にして 臣 とふ 事 を 

今更に 何 か 思 はむ はやくより 君に ま 

たせる 屍なる はや 

その 夜お もと 人の 許へ 伊勢の 

濱荻を 軸なる 筆 を 賜 ひければ、 

かなたよりも いと 美しき くさ 

ぐ さ をお くられければ 

神風の 伊勢の 濱获 かき 分けて 淸き诸 

に 玉 ぞ ひろ へ る 


ある 人武藏 なる 多摩川に して 提 

あやしき 石 を 取り得ぬ とて 歌 

を こ はれければ  も 

H< 地の なしの まに /、趣な して 玉 河 家 

の瀨に 在りけ む その 玉  集 

詠. 虎 

さす 竹の 君が おましと 唐の 虎と ふ 神 

の 衣 たてまつる 

冬の 風 

冬され ば 千草が うれ をお しなびけ う 

ちの 大野 を 風 吹き わたる 

大和 國へ ゆく 人に、 その 國の 

名 ある 所々 の 道の つ. いでな ど 

書きて 送る とて、 その 紙の 裏 

に 害け る 

大和 路の 道の くま わの 八十 隙に こめ 

し 心 をた ぐ へ てぞ やる 

猫妻戀 すと ふ 事 を 

東屋の まやの 軒端に 聲 する は 手が ひ 

のとら の 妻 や こふら し  4 
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商人に 寄る 戀 とふ 事 を 

吾が つめる 戀の 重荷 を 市中の あき じ 

、にる 人に 行きて. ：？：； らば や 

呼子 

行き 通 ふ 人 も なげなる 大野ら に ひと 

り わびつ、 たれよ ぶ 子 鳥 

八 王子と ふ 所の 女の 許より 手 

づ から 折れり とて 蕨 をお こせ 

たりければ いひ 遣し ける 

手 女の 赤 裳裾 引きた まくに 玉の 

よこ 山に 折り けん 早 蕨 

下總の 11 に 行かむ とする 頃 人 

入 集 ひて 名 殘 を 惜しみけ る 

に、 IS などた うべ て ある 人、 

月 日 星の 歌 をよ めと い へりけ 

れば 

此の 卯月 二つ かさなる 月 R ほし かと 

り あがたに ゆきて はや 来む 

K の始に si: が 改め 作れる 家 

を 祝 ひて よめる 


築きた つる 稚室莴 根う みの子の 八十 

たえ あれ 

裰々 に 不レ絡 在と ぞ 

四月 廿 三日、 父 まさすな りて 

四十 九 年 なれば、 後の わざす 

とて， おきつ きの 前にして 詠 

める 

ち. -の實 の 父い まさす て 五十 年に 妻 

あり 子 あり 其の 妻子 あり 

花 田 色なる 扇の 紙に 香 取の 浦 

浪 のか、 りたる が ゑが ける さ 

まなる を もて か へりて、 

中^^の君にたてまっ るとて 

をち 

香取渴 遠の 濱づ とまつら まく 立ちし 

く浪を かけて 來に けり 

同 御 母君に 拾へ る 濱貝を 奉り 

ければ 「立ち かへ る 香 取の 波 

の 嬉しき に 待ちし かひ あるつ 

と を 見し 哉」 と 仰せ 下されけ 

れば 

かひ 有りと 君が 賜 へる 御 一一 目 こそ 香 


の 浦の かひに は 有り けれ 

多 摩の ffli 人の 許より め づらか 

なる^ を さはに 5； ほられけ るに 

常よりも 光 ことなる 螢 はもう ベ 玉 川 

にあり しなり けり 

桃の 花に よせて 久しく 戀 ふる 

心 を 

實植 せし 吾 家の 毛 桃花^き て にな 

りぬべき 時 まつ 吾 は 

浦 を 

風の 音の 遠つ 大 浦に は をよ みはら- - 

にうける 海人の 釣ぶ ね 

近 江の 膳 所 しらす 1!?; の 御舘に 

f して 夏の 水 烏と ふ 事 を 

凉 とる 君が 御池 は 常世 かも 沖つ 鴨 鳥 

の あそば ふ 見れば 

同 御 庭の 橘 

さす 竹の 君が 御園 は 常世 かも かぐの 

木實 のかぐ はしみ その 

中津の 君の 御舘に して 詠 百舌 
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鳥 

E に 飽かぬ 事 はなしと ふ 都人に いで 

や 見せ まし もづ の 草ぐ き 

詠日 

六 =： の 中の 十日の 中 穴. I に いと も かし 

こき：！！ のみ 面 かも 

御く だものに 在りけ る 桃の實 

を 賜 はせ て、 是に 寄せて、 相閒 

の 心 をよ めと 仰せられ ける 時 

言の みは 花 にゃあら なむ 桃の 實 のな 

り もなら す も植ゑ て こ そ 見め 

橘 千 藤の 雨の 日 釣す るかた を 

書きた るに、 此の 意 をよ めと 

姬路 の； 一：； の 仰に 隨 ひて 詠める 

うちきらし 雨 は 降りき ぬし かすが に 

魚 一 つ だに で や 歸らむ 

秋の 初 風 

土 はさけ 水 はか わける 過ぎて けさ 

の 朝け の 風の 寒し も 

七夕 雨 


あす ゅ又戀 ひつ、 あらん 此の 雨に 笠 

なしと いひて 君 をと め まし ， 

秋の 花 野 

秋の 野の 尾花く す 花 获の花 しらえぬ 

花 もい ま 盛りな り 

いはで 思 ふ 

丈夫 や 下に は 人を戀 ふれ ども 丈夫 さ 

びて 顯 はさす けり 

うらむ 

石ば しる 瀧つ 早瀬の 早 河の 早くい ひ 

てし 言 は いづら は 

葛 を 詠める 

しばの 野に 葛 引く 少女 家 のらへ 此の 

野づ かさに 葛 引く をと め 

立秋 

箪 そよ ぎ雜 動きて 今し はと 立ち 来る 

秋の け は ひしる しも 

柿 本朝 ほ 人縻を 

朽ちぬ 名 を 長く 残して かも 山の 雲と 

なり けん 柿の 本のう し 


蛇 を 

雲 を 起し 雨 を ふらす る 神す らも 小 を 

ろち なせる 朝 倉の 宮 

をの わら は を 思 ふと ふ 事 を 

兄なら ぬ 兄 を 兄と し 弟なら ぬ 弟 をめ 

づ る ますら をのと も 

七月 朔日 姬路 君の 御舘に 召さ 

れけ るに、 御題 五 

吉野 川に 鮎子 さばし る 

花ち らふ 嵐に 水 は よどませて 六 田の 

淀に 若鲇 さばし る 

上總の 末の 珠名 を 

金 門に し 人の 来たてば 招き けん 尾花 

が 末の 玉 名し おも ほ ゆ 

筑波 山に 登りて 國 見す 

筑 波ね に汙 かき 登り 見さく る國 うま 

しけん 艾の神 男の 祌 

越の 中の 國のニ 上 山の もとに 

て 
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大和なる 二 上 山の 名た ぐ ひに これ や お 


越への はしき やまの 名 

紀の 海に 忘 貝 ひろ ふ 

きの 國の名 草 は あれ どなぐ さます 戀 

忘る とふ 貝 ひろ ひてん 

同じ 日 御 庭の 草の 花 を 種々 つ 

ませ 給 ひて そ を 題に てよ めと 

仰 言 有りて 

葵の 花 を 

玉し ける み 園に 生 ふる 草の 名のけ ふ 

に あふひ ぞ かしこ かりけ る 

又から す あ ふぎ を は 球"^ と 

あかね さす 大宮人の 手に ふれて さし 

かざす める 花の 名ぞ これ 

秋の 雨と ふ 事 を 

櫻 さく 山べ に 雨 をい とひ 来つ 秋の そ 

の にも しづこ- r ろな し 

彼 御殿の 鶴 嶋と云 ふ、 松に 寄 

すと ふ， 祝 歌 を 

五 百 Is 刺す 木 垂玉松 たづが ねの 御 殴 

に 千代 をい や 重ぬべし 


源 義臣と ふ 人 は 中津の 君の 近 

っ御臣 なり、 生ける 日に まめ 

に 私な く、 七十 餘 にして 御殿 

に 在りて 終に 事な く 身 まかり 

し を 

御代 三繼仕 へまつ りて 君のへ に 身 を 

終へ きと ふい そしの 翁 

あめ ぬ ほこ 

天の 沼 茅 を 

久方の H< の 沼 茅 のした.. -りゅ 垂れる 

御國 となりに けらす や 

浦 島の 子 を 

堅 魚 釣 鲷釣ほ こり ほこらしく 渡つ 海 

の 宮に年 はへ に けん 

雲 を 

H< の 原 吹きす さみた る 秋風に 走る 雲 

あれば た ゆた ふ 雲 あり 

轡虫を 

行幸の 御供の 馬の くつ わなす 志賀の 

山路の 虫の こ ゑ かも 

梓弓 引 豐國福 草 Q 中津大 城し 


らせ給 ふ、 君 此の 秋 かの 御國 I 

に 歸らせ 給 ふ、 されば 相模在 

錄倉山 ゆ 豐國の 企 玖の 長濱ゎ 

たりまで、 至り 給 はんす る 

國々 の 歌の 萬 i« 集に 見えた る 

を、 おのれが 拙な き 箱 もてう 

つし 出で、 御 脇つ きの 下へ に 

奉りお きけ る、 その 奥に かけ 

る 歌 

さきく さの。 中 津の國 を。 しきませ 

ぁづ -W ぉほ 

る。 吾が 君 はし も。 鳥が 啼く。 東大 

域に。 年 かさね。 おはし まし ぬれ。 

あ £ 

敷き ませる。 御 國御民 は。 天津 水。 

仰ぎて まてば。 武夫の。 八十 伴 雄 を。 

ひけ 鳥の。 ひ きゐ ましつ \o 今年し 

も。 歸ら ひましぬ。 天 地の。 神に 乞 

q  ぬ さ £ つ  いは ひへ す 

摩み。 幣 奉り。 齋楚居 もて。 經給は J 

ん。 國 の隨路 の。 百隈 の。 八重の 山路 魚 

し-じ 彥 

を。 御殿な し。 安け くませと。 猪自 家 

物。 膝 折り ふせ。 ，k 自物。 うなね つ 集 
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きぬき。 齋ま はりつ。 しかい は ひて 

は。 玉鲜 の。 道の 長 手の。 御 なぐさ 

と。 至り まさなん。 日の 経の。 國內 

ことぐ。 靑丹 よし。 寧樂の 都の。 

古歌 を。 ひり ひ 出で つ、。 たどる た 

どる、 書きて まつりぬ。 たま^,, も。 

見し 給へ らば。 かしこけ ど。 御供に 

1) と  わがぎ み 

有る 如。 おも ほせ 吾 君。 

反歌 

こ i ながら 御供と も ひて 經給 はん 國 

ふる ご i 

の 古言 かきて まつお つ 

同源 隆羊 蹄ぬ し 御供と して 旅 

立つ あ ,,  


供の 道 はやす けむ 

同 横 山賴庸 ぬし は筑 紫に 在り 

ける 人の 東に 在りて こたび 御 

供なる を 

ぁづ. 

東 路も筑 紫 も 君が しめ の 內は 家よ」 

家ぞ 旅と なお ぼし そ 


猿 を 

か 4-0-  t しら 

おく 山に 蚊 火た く 翁 夜く だち て猿啼 

くねに 寐覺 すらし も 

姬路の 君の 御 許より 「月 多 秋 

友」 とふ 事 を 詠みて 奉れと 承 

りて 

此の 秋 もいで 吾が 庵に かたら はん 常 

入り 來 ませ さ- -らぇ 男 

同じく 詠 月 

大君の 東の 海に 出 づる月 もりて 愛づ 

らむ 他し くにひと 

雁 を に 載せた る を 

しが 妻の 待つ らん 知らに 空 蜂の 世 を 

ばか .p> とや こ-. に 臥せる 

月影に 文 見る とふ 事 を 

照らし 讀む 文の 心 もみ も はてす 傾く 

月の 惜しき のみ か は 

接 原の 宇 万 伎の 身 ま-かりし 頃 

雁の 聲を 聞きて 

吾が 如くい まし も 友 やま ど はせ る 夜 


わたる 雁の 聲 のかな しも 

濱 のべの 御舘に してお のく 

題 二 つづ、 得た るに おのれ は 

「大刀」 と 「蜆」 との 二つ を 一首 

にて ま をす 

丈夫の 大刀と り はきて 妹が 爲 住の 江 

の濱 にし ビみ 拾へ る 

かく 申しければ 御前な りけ る 

「日々 花」 と 「蘇 鐵」 との 二種 を 

よみ 入れて 奉れとう け 給 はり 

て 

宫人は 日々 に 花見て 遊ぶ らん 袖つ け 

ごろ も ゆた にと り 着て 

氷室 を 詠める 旋頭欺 

翻雞の 野の 室の 氷のと くるまに-,^ 

照りと てる 六月の そらに 去年の 落葉 

みつ 

東の 比 叙の 山の 麓なる 不 忍の 

池に して、 或 人の 得たり ける 0 

神 本 朝臣の 像 を、 こたび 中津 4 
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の御嗣 君に 奉る 歌 

鳥が 啼く。 東の 國。 髙 光る。 比 叙の 

御山 は。 春べ は。 花^き を i り。 夏 

まけて。 蓮 葉 清き。 池の 方に。 往き 

けん 入の。 水際の。 木 積に 交る。 神 

なす。 御 像 拾 ひて。 塵 はら ひ。 水沫か 

き 捨て。 淺茅 原。 つばらに みれば。 

柿 本の。 朝臣の 御 像。 うれしと。 家 

にもて 行きて。 幣 まつり。 いは ひべ 

すゑて。 朝夕に。 ぬか づき 來し を。 

年 有りて。 吾に えさせつ 。靑 みづら 0 

•f さみ 

依 細の 兒が。 け ふくと。 吾 待つ 君 

は 0 石 川の。 貝に まじりて。 有りと 

かも。 歎きけ まし は。 遠き 世 ゆ。 今 

の をつ、 を。 みるが 如。 言 ひ 出づる 

かも。 そこ もへば 。荒れた る 茅 生の。 

庵の 中に。 まさし めん はた。 かしこ 

しと。 思 ひ はかりて。 菰枕。 高き St 

殿に。 さ. -げ もて。 奉り つれ。 今日 

,s&o 妙なる 殿の。 _ タ 玉 


の臺 に。 常し へ に。 しづ もり いませ。 

御園生の。 紅 雄て りて る。 柿の もと 

の 大人。 

反歌 

t たえ 

柿 本の 大人の 眞 魂よ 石 川の かひ ある 

時 を 待ち 出づ るか も 

姬路の 君 ゆ 「封 菊 待 月」 とふ 

事 をよ めと 仰 か-ぶりて 

月讀の 神の 御影 を 待つ 宿に 白木 綿な 

して^け る 花 かも 

同じ 御前へ 宫づ かへ に 出で た 

りけ る 人の 許へ 申し 遣し ける 

哚く花 は 八重 もこ そよ き 君が ため は 

ひとへ 心に 仕へ たま はね 

九月 十三 日の 夜濱 の 御舘に 

侍りて 

長月の 月の 光に よもの 山 は あらそ ひ 

かねて 紅 紫 そむらん 

恨み じと ふこと を 

恨む ベ き 人 こそ 人 を 恨む なれ 吾 はう 


らみじ 恨む かひな し 

ある 御 許に て 歌よ みける に、 

< さぐ 

種々 の 題の 中に 「柏」 「山 彥」 と 

ふ を 探りて 詠み ゎづら ひける 

人 有り、 吾 は 「熊」 とふ 事 を 得 

たりければ 三つ を 一 曾に よめ 

る 

山彥の こた へ する 山の 柏 原 熊と ふ 神 

もこ i に ますら む 

九月 十日 姬路の 君の 御舘に し 

て、 男 御子 生れ ませる を 奉ヒ祝 

歌 

嚴 m の 垂穗の 秋に あれ ませる 君御壽 

ち あぎい ほ あき 

は 千秋 五 百 秋に いませと 祝 ひき 

あわ をと ふ もの を 作りて 中津 

の御嗣 君に 奉りけ る 時、 月と 

鳥 を 得て 

照る 月に fK つ 空飛ぶ 雁金 は 空に 結べ 

る 紐 かと ぞ 見る 

又 手 束 弓と ふ 物 を 同じく 作り 


てこ は 露 を 得たり 

手 束 弓手に ぎり 持ちて 丈夫が 狩 場の 

露に 足 結 ぬらせる 

詠レ鳶 

久 かたの 天 飛び下り 飛び 上り 雲井の 

ょそに^^！？のとぶ見ゅ 

大海に 島 も あらな くに 沖べ ゆ も大島 

なして 鯨 寄り 來も 

あしたの 鳥 

五 百つ 鳥 ふみ 驚かし 御 狩人 朝け の 風 

に 袖 ふき かへ す 

ゆ ふべ の 鳥 

明くる 夜 を 待ち よろこびし 村 烏 今ぞ 

むれ 歸るゅ ふ 山の へ に 

しぐれ 

募る、 かと 見 つれ どい まだ 暮れ やら 

ぬ 空 もしぐ る、 雲に ぞ 有りけ る 

, 詠， 芝， 

種 不转ぅ つ しも 不植 おの づ から 草 野 


女神の 瑞 たま はせ る 

奉，， 甲斐 國酒折 is, 歌 二 首 

詠-八 尋矛， 

比々 良 fik の 鼓し 御 矛の 御稜 成 はや 嚴 

し御國 と國鎭 めます 

詠，， 薙草 劎- 

賊 人の 燒 きし 燒津の 荒 草を藉 ぎて 名 

にお ふ； t 寶 かも 

佛を 

西の方に 黄金な す 人 有りと へ ど 吾が 

日の 本の 日 こそ てらさめ 

人々 國の名 を 探りて 詠める に 

薩摩 

さに づ らふ 君に 見せば や 隼 人の さつ 

まの 小 門に よす る濱貝 

爱岐 

堂 

ゆきの ifij ゆきて 見よ かし H< ぎら ひ 雪 

と 見る までた てる 白浪 

武藏に 名 有る 所 を 

武士の 弓お 押し 張り ひき 放つ 矢 口の 


川の いにしへ 思 ほ ゆ  揖 

大和の 國を 名所なら でよ めと 0 

有る を  彥 

名ぐ はしき 所 はい はじ 大和 路は 間え 家 


ぬ 山 も 川 も 見が ほし 

數の 文字の みに て 歌よ めと 人 

のい へりければ 

1 九 二八。 千 萬 四 四 八。 十四 三 九 二。 

八 萬 十九 ニニ 四。 四 九九 二八 七 四。 

ひと 國は千 萬よ しゃ 豐み くに やま 

と國 にしし く國 はなし 

「まつち 山 」 と ふ 事 を 句 の 上に 

「すみ だ 河」 を 句の 下にお きて 

よめる 

松 てらす 月 を さやけ み秩父 あがた 山 

の獵 夫が 圆 居 せんか は 

「雪 を まつ」 とふ 事 を 詠む に 詠 

み ゎづら ひける 時、 又 「鬚 人」 

とふ 事 をよ めと 人の い へ りけ 

れば 
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降る 雪 はまて ども ふら. f 待た ね ども 

積る は 鬚の 雪に ぞ 有りけ る 

十二月 二日 古事記 上卷 よみ 終 

へ て、 各 其の 卷の條 々を^ち 

よめる に、 鵜^ 艸葺不 合 命 を 

、7*<し みち い ろ こなす みや ゆ 5 な t ほの き よる 

味 御路。 如 魚 隣 宮從。 海 潮 之。 來寄 

一 さ に いたり まし あ？ J ま るみ 二の 

波 限爾。 至 麻 志。 生 末世 流 御子 之 

お ほみ すね ラ みなす かきろ なけ なく も 5 しほ 

大 御裔。 如 海。 迦藝 呂那氣 無毛。 如 


潮。 盡時 阿良 賫也 毛。 與能許 登々 々 

爾。 

同片歌 

5 かや ふき ふき あへ ャ してみ なに おはす も 

ari^ 草 K。  W 不合 fiH 。御名 爾於 婆須毛 ( 

同じ？^ にして 各神寶 種々 を 探 

りよめ るに 

土 かたに なれる 黑 馬の 手 網く り 操り 

たね ゆかむ 妹が 金 門に 

脇息 

人も昆 ぬみ やま 櫻 木 板に さきう ま 人 

の へ のわき づきに もが 

視 


時 じくに 現 は 潮の 滿干 なし すれる 噩 

はも 雲の 湧くな す 

床几 

け ふの 实に髙 き 御前 ゆ 御 歌 賜 

はり、 又 種々 の をし もの 賜へ 

る を かしこみ 喜 ぼひて 侍ら ふ 

人々 の 中へ ま をす 

もろ 人の の实を 君が ます 御 あぐ 

らの へ にと り 申さし め 

十二月 八日の 夜 濱の邊 の 御舘 

に 侍りて、 「壘 師」 「疊 刺」 「辻 

君」 の 三つ を 詠めと 仰せられ 

ければ 

ます 鏡す みし 月夜 を心淺 くた、 みさ 

してや 君が ゆ くらむ 


九 萬 里に 飛び かふ 鳥す らも 縛 15 な 

すらん fK つみ 空か も 

jgj 戀 すと ふこと を 

舌いで 、皴 める 口の 口 やます 君 を も 


ひやむ 時 も 日 もな し  S? 

ある 御前に 櫻 綱 を 奉る とて 

櫻 さく 春 をち ぎりて 年のう ちに 花の 

名に お ふ 魚 たてまつる 

中津の 御嗣君 十二月 廿 二日に 

年 を 惜しませ 給 ふとて、 侍ら 

ふ 人々 を 召して 歌よ ませ 給 

ふ、 御 出題 七つ 

牟の終 

春の 來む ためと 暮れ ゆく 年 なれば 暮 

れ ゆく 年ぞ嬉 しか 力け る 

待レ春 

草 はかれ 木の葉 皆お ちて 野 も 山 も 春 

待つ 時に 成りに ける かも 

朝 雪 

朝戶 明けて 眞 白に ふれる 雪見れば 吾 , 

や 海神の 宮 にきに けむ  取 

き予  魚 

寄 fef  彥 

秋風に 萩が 花ち るいな み 野の いなみ 家 

じと いは 5- われ 戀 ひめ や も  ！ 


下に 戀 ふる 

雜を しげみ あさ  花 疾く靑 淵の 上 は 

つれな き戀 のく るし も 

み  いほつ つ ♦< ぐし 

御み づらに 取りな せる 五 百 津爪稱 は 

くしき 御 神の 御 はかり ぞ是 

, 杖 

^ らくの 身の 寶 かも 千 束 杖 たづく 

しく も 道の あらな く 

又 三 題 擬，， 催馬樂 調， 

丹 生 山 春 

丹 生 山に。 畑う つ をぢ。 たが 畑 やう 

つ。 吾が 畑 打つ や。 はたう つ をぢ。 

水 室 岡 秋 

水莖の や。 岡の，^ やぐ さ。 かやに 刈 

り。 假 庵に や ふかん。 瑰 からまし 

や。 尾花 刈ら まし や。 

珠洲海 冬 

す \ の 海 1 氷 も 渡れ や。 渡れら ば。 

はれ。 渡れら ば。 のとの 國人 や。 橋 


にて 来む や。 あはれ。 そこよ しゃ。 乃。 那美爾 波不レ 思。 示 乃 保 奈須玉 

長濱の 浦に。 

伊勢 國山 田なる 宇治 五十 機ぬ 

し、 能 煩 野に て 拾 ひ 得た ケと 

ふ 古代の 玉 を 贈られければ" 

詠みて 遺しけ る 

かむ かぜ  ぃ_  4- のく に も-ふねの.；； たら ひなる あし ぴ 

神風の。 伊勢 國。 百舴。 度 相 在。 足 B 

木 乃。 山 田の 原に。 吾 友の。 つ i む 

事な く。 安らけ く。 在りと は 雖レ閗 。白 

-V か r み あ ひも み なく  か *  . か ぞ ふと 

銅鏡。 不相 昆久 に。 可 伎可增 布。 十 

とせ は ナ まぬ ともし く も と はす る なぺ 

年 者 過 奴。 乏志久 母。 問 1^ 流 並に。 

能 煩 野に。 だ 伎 登 布 玉 の。 お 

し よのお えの - にわ ほ  1 たまた え ひ 

代 豚 玉 能。 丹之穗 なす。 眞玉賜 比 

づ  しらたえ^  いほつつ どひの  いつ 

都。 白玉 之。 五 百 津都杼 比 乃。 何時 

もい つも - 

毛 何時 毛。 御 統乃玉 乃。 見 末久保 

みるな r な *tM きもち 

利。 吾 須流君 乎。 見 奈須。 玉 纏 持 

て あさゆ ふに みつ-しぬ ばな む 

rld。 朝夕 爾。 見 都々 志努 婆奈。 將レ相 

ひえで に 

日 左右 二。 

反歌 

^丹 ？。 爾乃 保奈須 玉。 伊 
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集家彥 魚取揖 


ひとよ はなの 序 

うた 人 はぁレ ゆか. f 

て。 天の したの 名 ど 

ころ をし ると は い へ 

ど 0 まことに は あし 

ゆか 一 やて は。 よくし 

も しらえ ぬ ものにし 

あれば。 かりねす る 

小 野の しぬ ばら。 し 

ぬば しきと； ころ どこ 

ろよ にお ほくて。 さ 

夜し ぐれ ふることの 

はのお むかしき をき 

きみる ことに は。 う 

ら すのと りのと びた 


つば かりお も ほ ゆる 

を。 おのれい まむ そ 

ぢに ちかき よは ひに 

なる まで、 あしが ち 

る 難 波より をち つか 

たにしの 國へ は。 い 

づ くも いづく もす ベ 

て しらす。 うつせみ 

のよ うきこと はお 

ほかれ ど。 すみの え 

のきし によると ふわ 

すれが ひひり ひに だ 

にい まだえ ゆか チ 0 

若の うらの あしべに- 

あさる たづ かね も。 

風の たよりの 遠音に 


ぐ 辞 ？ St  04 


ic 


のみき V わたるば か 

力なれば。 はるけ き 

筑 紫の くにぐに など 

はさら なること にて。 

いきの 松原い ける よ 

に はつひに みすて や 

やみぬべき。 吾欞の 

かたはし も。 かっか 

つも むらさき おふる 

むさし 野のと ぼの み 

^どのみ もとまで は。 

いとわ か S りしと き 

ものし つれ ど。 ゆく 

さもく さも 道- い そぐ 

と は。 その ゆきふり 

の 海山 を だに ゆた に 


もえ 見す てす ぎぬ る 

のみこ tA- あれ。 そ を 

はなちて は。 みす 

かるし なぬ 路の木 曾 

のかけ はしか けても 

しらす。 しな さかる 

こしの くにぐに 白 

山のと きしく 雪 も 夢 

にだに いまだみ ざれ 

ば。 いはん や も。 た 

まほ このみち のくな 

る ところどころ はお 

も ひもお よばす。 名 

にたてる しほが まの 

浦の けむり も。 こ、 

ろのう ち 0 おもかげ 


[c 
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にの みいぶ かしみ お 

も ひわた る を。 天つ 

ちの， ち は ひの いかな 

る 人 そ もい は しの 

あ ふみの 國の海 量 

せに し は。 大八 嶋-國 

のこる すくなく。 お 

もしろ き 海 川 野 山 を 

ふねより かちより い 

きたら はしみ あき 一 

もめて。 そこ かしこ 

とこ \ たくに つみ あ 

つめたる ことのはぐ 

さ を。 ひ-とよ 花と な 

も 名 づけて みせられ 

たる。 見る に はいよ 


^^V5AV  5<  ^/^>0  ^  ST6/^&P?V  y)2r\^ 


i^^>^K/N\7ys  la  ^  I あ 


よ 露 うちはら ふま そ 

でに 玉 をち らした る 0 

たびの ころもの うら 

やみに えたえ すて。 

みか ほしき くにの 八 


めに みけん 人し とも 


と。 し はぶれ たる こ 

ゑ あげてうた ふ もの 

は。 もと をり のの り 

なが 

天明の 六と せとい ふ 

,,^^^1の*^がっき 


f ズ あ^^ 弋ズ？ 1 


1 よ 花の 序 

うつ そみ の 世の 人に" いのちに ますた から や は ある。 其のた から を 

得る は。 いにしへの 文 を 見うた よむ 人に な も ある。 あはれ よろしき 

かも。 いにしへの 文 見れば" 玉ち はふ 神代の こと もた てめ に る ご 

とく。 また 見る もの さく ものに よせ。 うれしみ かなしみ につけて 奇 

をな もよ み 出で ぬれば。 そのうた 千 五 百世の 後まで ながく 傳 はり ゆ 

きて は。 いまよ. ftN 後の 人 は 皆 友に？ * も 有 ft^ けれ。 こ、 に此卷 のぬ し 

はや。 さとね の やま 里の 櫻の 溪に世 をの がれて。 ふるき 世の 文 をよ 

み-」 ある はたびに まか， 9 てこ、 かしこの くぬ ちめ ぐらて。 ことにつ 

けみ のよ ろしき につけうた よみした る。 そが 數っ も. て 一 まきと な 
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も なれる。 すな はち 一 よはな とど 名づ けられた..^ ける。 乙の ひとよ 

はなの 一 よのうち にも くさの 乙と 乙 もりて。 ま とに 花く はしか 

も 香ぐ はしか も。 ちい を 世の 後の世までに。 ながく 傳 はら ゆかむ こ 

とうたが ふべ くも あら ざ. けら" しか あれば。 是ど はかりな き 命 を 

たもち。 あた ひなき 寶を 得た るな. ける。 あなうまし 此卷" あなた 

ふと 乙 のうた 

天明の い つと せち ふとし の 水無月の つ ごも.： N の 比 小 林の よし 兄し る 


ひとよ は. f;- の 序 


い に 

の 有 

S に 

ご と 

乙 ろ 

出で 

見 る 

く な 

い と 

た ど 

し く 

た を 

く ろ 


し 

て 


力 

み 

めぐ 

は ず 


ぺ 

-し 

る 


見 


や」 

の 

ず。 

ま . 

♦、 

ftN  、國 

よ ま 


あ 

と 


ま 

ご 


こ 

ク 


ひ 0 

-ぁ 

みや 

を、 の 

む と 

さ ま 

ろ を 

目 

り け 

に み 

く な 

の 名 


せる 故 


名所の 

ま に . 

て、 今 た 

の 世と 

は、 わ が 

おし は 

、あや 

その 所 

. 然る 

び て、 遠 

ま、， フ / 

こ ろ を 

し ら ベ 


V7 

0 


な 

力 

も 


は、 し 

く ろ 

A 所 

て は- 

な る 


や 

によめ 

も の 有 

その 有 

ま此 

も 直 

か も 

て、 そ 乙 

意 もお 


しく そ 

ずうた 

むかひ 

、此意 

おき、； 5 

るた ぐ 

さま を 

さま を 

ひとよ 

むかひ 

入， 乙 > 

有さ ま 

づ 力 ら 


の 

を 

望 


と 

み 


乙 

こ 


むが： 

華 をみ： 

し ら ぬ 一 

ら のと 

を み る； 

なる い 一 


に ひ 

に、 後 

ま を 

ゆ き 

る を 

に、 つ 

へ た 

と く 

に、 多 

さ ま 

つ き 

がまに 

に し へ 


かひ そ 

にうた 

みる 力 

て、 な ど 

まう け 

ら /\ 

る 事す 

なる は- 


る 

し 


た 

の し 

く つ 

の 風に 


して、 おしよ からによ める たぐ ひなる は あらざる なる ベ し おは 力ん 

哥 よむ 人、 な ど こ ろ のうた よまむ に は、 此けぢ め ある 事 をお も ひて、 みだ 

,9 によよ むま じき もの ど。 さて 后 雄と しごろ 此けぢ め を 思 ふが 故に、 

i? ひとよ^ をめ で、 はしに しるす 事 かくの ごとし。 乙 を 見て 古 〈今 

のけ ぢめ をよ く  /\ ぁぢは ひ、 S まの あやまれる を わき ま へ、 い にし へ 

のみ だら ならぬ を かへ..' みて、 今 を はなれい にしへ をお も はむ 人 は、 此 

ひとよ 華 を もて あそび て、 そ れに 似ば やとつ とめ ざらん。 これ そこの 

ひとよ はなの 世に すぐれたる はな 實に て、 上 人のう へ なき いさをし な 

0 け ら し。 

天 明の いっとせ とい ふとし の 五月 

淡 海の 人 小 原 后 雄 記す 


ひとよ はなに しるす 字 


天の下に 

は、 さ ち を 

天皇の 御 

とくさ 

れ、 ある 


る 類 は- 

やむ や 

はに 入 

廣 きみ 

しる 人 

にみ や 

ゆきめ 


あら ゆ 

得た る 

幸 をえ 

な 6 て 

月に 雪 

とよく 

とよ， CN 

關 も、 は 

て ど 高 

の はた 

き も、 ま 

心 を も 


る 海 川 

と 免ぬ； 

てまう 

は 世に 一 

に 名 を- 

見 はや 

名 細し 一 

るけ き 

く  . 聞 て 一 

てに は 一 

た 少な 一 

て、 つ と 一 


ら ひて、 法を說 


野 山 も 世に あ 

とに rJ そ ある 

た ひ あげられ 

高く 聞え、 ある 

立てた、 へら 

され、 難 波の 海 

ければ さらに 

筑 紫の たの 浦 

ぬる， - しか は 

弓 削の 河原の 

からず なん 有 

めて 雲 ゐる山 

きその みちを 


はれた ると 

め。 かけ ま 

千代に いひ 

花に もみ ぢ 

、そが 中に 

なに はの 事 

いはず。 遠 

名 はと もに 

れ ど、 め も 及 

もれ 木の 埋 

け る を、 海 量 

崎々 浪 咬く 

とす 序で、 野 


しからぬ と 

くも 力し こ 

つ が れ、 う た 

に 所 を 得て 

，芳 野の 山の 

にもい ひい 

き東 の 9^9  く 

ひなび たれ 

は ず、 心 も た 

も れ て、 野中 

大徳 あら 玉 

沖の 嶋々 お 

こ も n こ も 


の ある 

人の、」 

あ ら は 

まやく 

でら る 

なる む 

ど、 言 の 

えたる 

の淸水 

の 年月 

ちず い 

見る ま 


に /\ こと あけして い たら は 

を もこと に殘 さず どい ひ あ 一 

げられ たる 海 川 野 山 はむかし よ 一 

せ る も、 皆 うま こらの あやにめ づ 

きわたり のみと なむい へ 6 ける < 

殘れる 恨 もな く、 く しき 海山の 聞； 

をい よ/ -國 中に か 1- やか し、 ま た， 

にして 曰の よこの 名 ど 乙ろ をし- 

これ を あ も へ ば、 あ やしき かも ご. 


せらければ 夷 ども ひなの 人氣 なき 境 

らは せりけ る。 如是して 今此 集に あ 

, ^名お たる も、 今 あらたに い ひ あら は 

らしき 境に て、 し ほ 船の 世に ならびな 

- か、 れば 今の 世に めでたき 野 山の 

えぬ 歎き もい え て、 す く名彥 なの 神 功 

かけと もに して 背面 を こ ひ、 日 のた て 

ぬば む 人 はた 此集 にこ そよ 6 なめ- 

と たまの さちた ほと きか も  大德の 功 


群 田の 安 足しる す 


お tfl き お 陵; 直タ 銜 
毋モホ 二お 之し 1" 寄 t  # 渡寻 似- 1 

肥 凝; 'ャ 余ナ々 r 乃 ノ錄で %タ 
^^^t^^^f        金ぶ 乃ノ  vfe^^j 途 
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つ き ゆき はな も 

みぢの ひか リリ 

ことのは にのば 

へ つくす ベ くも 

あらぬ よそ ひ の 

こもり たれば G 

かくな つけたる 

になん 

天 明の 四と 

せとい ふと 

し の しはす 
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1 我 


櫻溪 海 量 

山城 

しも 加 茂に まう で  >- よめる 

ちはやぶる 加 茂の 神 垣 かみ さびて あ 

やにた ふとし かもめ 神が き 

あらし やま @*ざ くら をみ て 

あし 良の 嵐の 山の 櫻 花に ほふ さかり 

にあ ひに ける かも 

宇治に まかりけ ると き 

ふるさとの あ ふみの 海の ながれ 出づ 

る うぢ 川浪を みれば しぬ ば ゆ 

もの. - ふの 八十 宇治川に かげみえ て 

さける 山吹み らくし よし も 

大和 

よし野 山の さくら を 


花く はし 樓 にに ほふみ 吉 野の よしの 

Q 山の 春べ よろし も 

み吉 野の たきつ かふち にや どもが な 

櫻の さかり あかす 見ん ため 

蝦 鳴く むべ 田の 川の そこき よみきし 

の 櫻の かげ ぞう つれる 

大 みねに まう でけ ると き 

雲霧の たち かさなりて 大 は 人に か 

たらむ よし も あらな くに 

あさま だき 霧の くらき に大 みねの み 

谷 どよ もし ほと、 ぎすな く 

多武 のみね に のぼりて 

家づ とに 櫻の 花 をう ちた をり 多武の 

山水 きょくさ やけき 

ふた かみ 山に のぼりて 

みわたせ ばかみ さびた てり ひさかた 

の 夭の 香具 山う ねび み \ なし 

かすが 山 を 見て 

ふるさとの ならの みやこの 春 日 山う 

へ もた ふとし 神ながら かも 


春 日の まつりの 夜う しみつば 

かりに、 かりみ. やより 大宮に 

うつした てまつ る を をろ がみ 

て 

朝日 さす かすが の 神の いで ましの く 

ろき の宮 はみ るに た ふとし 

神無月 の はじめ 泊瀨に まう で 

ける 時よ める 

こもりく の はつ 瀨の 川の さ ビれ浪 岩 

間 をく 1>- る 音の さやけ さ 

香具 山に のぼりて 

ひさかたの 天の かぐ 山 のぼりた ちみ 

れば 神代のお も ほ ゆらくに 

河內 

かた 野なる 津田 のさと にて 

旅枕 あまた かさねつ 鹑 鳴く かた 野の 

野べ の 風の さむき に 

攝津 

すみの 江に まう で i 

すみの えの 浦 わの 松の は ごもり に. 神 
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さびた てる あけの 玉が き 

すみの 江のお きふく 風に 雲 はれて あ 

は路の 鳴に 舟の よるみ ゆ 

H< 王 寺に やどりて 

あしが ちる 雜 波の てらに やどる 夜 は 

ねられ ざり けりむ かしし ぬび て 

布引の たきをみ てよ める 

たきつ 瀬 を 吾き て みれば いはの ベ に 

かけて さらせる 布に て 有りけ る 

にしの 國に まかりけ る 時、 須 

まの 浦に やどりて 日 かや 過ぎ 

にけ り、 すべて 吾み かどの 中 

に 名く はしき 浦べ の いづこ は 

あれ ど、 古より 人の めで はや 

す ことこの 須ま あかしに まさ 

れる所 は あらす、 しかるに 大 

かたの 人の 名に のみめ で V 心 

をと むる はまれな り、 おの 

れ おも ふに、 お ほよ そうみ を 

のぞむ に、 -W ベの ひろくう ち 


ひらけた る は、 紀の國 ちさと 

の はまに まさりた る はな かる 

べし、 又 ひたちの 筑波 山より 

鹿嶋香 取のう み を のぞみ、 あ 

る は ひの 國 なる 湯の たけより 

嶋原 あま 草の しまぐ を のぞ 

む * 同じ 國な るから つのう み 

にう はら 野と いふ 山の 七 里ば 

かり 波ぢ にさし 出で たる、 出 

雲の 國 なるみ 保が 椅の九 里ば 

かり 海に さし 出で たる、 つく 

しの 國 なる 箱 崎の 浦の 海の 中 

道、 これらの 所い ともよし と 

いへ ども、 風の 音浪の ひまの 

すさまじ くして 心のと まら 

ざるに、 令 こ、 にして 見さく 

れば東 は いづ， t より 紀の國 に 

つ き、 西 ははり まぢの 崎々 

さし 出で、 南 は 淡路嶋 のい と 

ちかく 四 つ の 國の たかねの 


つらなり たれば、 お ほくの 鳩 

のうち かこみて 見る にお そろ 

しき こ.， ちの せ ざれば、 みや . 

こ 人な どの まれに きて のぞま 

んに など かめで おも はざる ベ 

き、 おの づ から 名に たかくた 

ちけ る はう ベなる ことに こそ 

お ほ 海の あり そに 出で、 あまの かる 

みるめに あかぬ すまの 浦 かも 

-> みつ みち 

東海道 

伊勢 

五十鈴川の ほとりに て 

おちた ぎち 瀬の 音き よきい す r 川、  丄 

のち ひも そ X ぎ は て V き 

外宮の 前山の さくら を 

ひさかたの 1K 津み 神の 前山の 樓 のに 

ほひい やめ づら しも 

ふたみの 浦に て 

玉く しげ ふたみの 浦 をう ち さらしよ 

りくる 浪に 衣ぬ らしつ 


あさく ま 山に のぼりて 

朝 熊の みねより みれば ふじのね は そ 

こと も 見えす 春の かすみに 

す が 山 を こ ゆると き 

鈴 鹿 川 八十 瀬の 水の いはに ふれなる 

なる 音の 名に お へ るか も 

尾 張 

熱 田の みやに まう で 、 

ます か^みて る 日の かげ もしらぬ ま 

であった の 森 はし げら ひに けり 

なご やより 大野の 浦に わたる 

時 

. 夜もすがら ふね こぎ ゆけば ちた の 浦 

の あま Q たく ひの をち こちに み ゆ 

遠 江 

荒 井の わたりに て 

を さまれ る 世に は あれ ども こえ わび 

ぬ浪の あら ゐの 關ぢ ばかり は 

駿河 

ふじのた かね をみ さけて 


日の もとの やまとの 國 にかし のみの 

ひとり ぞ たてる ふじのた かね は 

ひさかたの IK 津 みそら を ゆく 雲の上 

にぞみ ゆる ふじの しらゆき 

もろこしの 人に と は や ふじのね は 

いづく の 沖に いで、 み ゆやと 

淸見 寺に のぼりけ るに 日の 人 

る ほどに て、 ふじのた かね は 

そこと もみえ わか ざれ ども 伊 

豆の みさきの 沖 中に さし 出で 

たるが 見 ゆる をめ で . ^よめる 

きよみが た 夕霧 ふかくた ちぬれ ど 伊 

豆の みさき は それと みえけ り 

甲斐 

沖津 のうま やより 身延 山まで 

ふじ 川の ながれに そ ひ. て 山路 

をの ぼり ゆく とき 

も.. - くまの 山の 間め ぐる ふじ 川の か 

はべ の 道の はるけ くも あるか 

みのぶ に のぼりけ るに 雲の た 


ちま ひて みち もみえ わか ざれ 

ば 

山菅 のみの ぶの 山 をた かみ かもた ち 

ゐる 雲の はる、 間 もな き 

相模 

はこね 山 を こ ゆると き 

たび 人の ゆきか ひたえ す 足 がらの は 

こねの 山. ふみなら すまで 

江の 嶋に まう でけ るに、 折し 

もし ほひに て かちより ゆきけ 

り、 一 夜 やどりて か へ さに は 

しほみ ちて ふねに てわたり け 

れば 

朝よ ひに しほ ひし ほみ ちかち に ゆき 

舟う けす ゑて か へ るえ のし ま 

かま くらにて ほと、 ぎす をき 

きて 

たき こる かま くら 山の ほと k ぎす 

むかしし ぬび て 音に や 鳴く らん 

武藏 


騰 景琶^ 
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むさし 野に て 

むさし の 、尾花が 末 はと こ 夏に 雪 ふ 

る ふじのす そみ なりけ り 

月の てる 夜す みだ 川の ほとり 

に あそびて 

月 ると ち ふねう かべ りすみ だ 川な 

がる V 水の ひまな きまでに 

下總 

香 取の うらに やどりて 

あしび たく あまと やい はん 大 ふねの 

香 取の 浦に やどる この 夜 は 

常 陸 

筑波 根に のぼりて 四面 八面 を 

みさ くれば、 西の かたに ふじ 

のた かね 雲井に たてり、 東の 

方は大 うみ かぎりなし、 ふ も 

とに はか みなす 鹿し ま 香 取 

のみ づ うみめ ぐれり、 とね 川 

きぬ 川の ながれ もみ ゆ、 f 

ら Q 國の たかねの 雲ゐ にたち 


ならべ る はっくすべく も あら 

ざり けり 

ふた かみの しづ もり ませば う へしこ 

そ 海山 川 も つかへ まつれり 

鹿嶋 なる 大舟津 に やどりて 

あられ ふる かしまの 崎に てり わたる 

月夜 さやけ み をり あかしつ も 

久慈川 を わたりて 

久慈 川の ながれ を はやみ こぐ 舟の 掉 

さす 間な く みやこし ぬば ゆ 

東 山道 

近 江 

彥根 山の ふもとなる 浦べ にて 

よめる 長うた ひとつみ じかう 

た ふたつ 

いは 2^ しの あ ふみの 國 は足曳 の、 山 

しみ 力 ほしい さなと り、 海 もさ やけ 

し fK つた ふ、 彥 根の 山 はよ ろしな へ、 

たかく ぞ たてる 白浪の、 よす る あり 

そに あさよ ひに、 うち 出で みれば あ 


づさ 弓、 八十の みなとに も \ ふねの、 、 

こぎり こぎ. S でしら 浪の、 八重 をる と 

うへ にうまの つめ、 つくぶ 嶋 たち 沖 よ 

べに は、 おきの いしな みやつ べに は 

は、 澳の嶋 たち 天った ふ、 ひえの た な 

かね は ひさかたの、 雲ね にと ほく さ 

ざ浪 の、 比 良の たかねと しほ ふねの、 

ならば ひたて り 神風の、 伊吹の たけ 

は みつ山と、 神 さびい まし そか ひに 

は、 たつの 泉の 山た かく、 あらそ ひ 

たてり 大空に、 かすみた なびき 百 鳥 

の、 さへ づる春 は 浦 ごとに、 さくら 

花 さき 四方 八 もに、 霧た ちわたり て 

る 月の、 さやけ き 秋 は 野べ ごとに、 

ちぐさ 花 さき 沖べ に は、 かり 嶋 わた 

り あしべ に は、 水鳥 さわぐ 國 からか、 

こ \ たた ふとき みづ からが、 あやに 

はしけき 見る ごとに、 たぬ しき 海ぞ 

あ ふみのう みは 

朝 かげに みれ ども あかす あ ふみの 海 4 


八十の みなとに よす るし ら浪 

うみこし にたちな らばへ る 足 引の 山 

の 白雪 見れ ど あかぬ かも 

さとね の 山に ふるく 櫻の 谷と 

ふところの ありければ よめる 

あづさ 弓 春 日の どけく さきに ほふ 櫻 

のた に はすめ ど あかぬ かも 

美 濃 

養老の たきを 見て 

多 度 山の たきの ながれ は 老人の わか 

ゆと ふ 名に はやくた ちけ り 

も X しぬ のみぬ のた き 野の た 度 山の 

みたに ひ きて おつる たきつ 瀨 

木曾路 をす ぐると き 

五 百 重 山 千 重 やまめぐ る 木曾川の 音 

き \ わびぬ 人 は あら じな 

かつら はし を みん とて 橫 山の 

さとに ゆきけ ると き 

大野なる きれの 橫山 やま ふかみ か へ 

る 道 を も ふみまよ ひけり 


廣 瀨の 山中に まかりて 曾 茂き 

山 をみ て 

池 田なる 曾 もき の 山の みねた かみ 雲 

ぞか  > -れる 朝よ ひごとに 

信 濃 

あさまの たけをみ さげて 

IK つた ふて る 日の ひかりく もる まで 

あさまの 山に け ふりた ちた つ 

姨捨 山に のぼりて 月 をみ て 

をば すての 山べ の 月の かげ さむみ か 

たしく 袖に 露ぞ おきに ける 

上野 

刀 禰川を わたると き 

とね 川の みかさ まさり て 生 ひしげ る 

あしの 楚末を 舟 こぎ わたる 

下野 

ふた あら 山に まう で 

みく しげの ふた あら 山の 朝日 かげに 

ほ へ るみ や はよ ろづ よまでに 

陸 奥 


阿武隈川の ほとり をす ぐると 

さ 

みちの くの あぶくま 川の も、 くまの 

道 ゆく たびの かぎり しらす も 

しのぶ 山の ふなと をす ぐる 時 

ふるさと を雲ゐ になして みちの くの 

しぬ ぶの 山の しぬ び こそ すれ 

しほが まの 浦に やどりけ る 夜 

雪の ふりければ 

音に のみ 聞きて しぬ びし 鹽 がまの 浦 

めづ らしき 旅ね をぞ する 

松嶋 にて 

天 地 は あやしき もの か 八 百 あまり 八 

十 ぢの嶋 の なれる おもへば 

みるめ かる あまに もが もな 松 嶋ゃ雄 

嶋 のさき に 世 をば つくさん 

あかなく にきえ す も あらな む 松嶋ゃ ~ 

雄嶋の 崎に ふれる 白雪  よ 

きた かみ 川の ほとりに て  は 

みちの くの 北 かみ 川に 行き かよ ふ 舟 


マで V はん 

管 、紘 ぼキ 

黼 騸 


85 


にあ ふみ 0 海 をし ぬび つ 

森 を かに 日 かす へ て 岩 手 山 を 

めで \ 

みちの くに 吾き て 見れば ことのはに 

え や はい はでの 峯の 白雪 

出 羽 

出 羽なる 象 潟 は蚶滿 寺の 中よ 

りみ る ぞいと よろしき • 西 東 

は I 里 あまりにして 北 南 はみ 

わたし 二十 町ば かり あり、 嶋 

のかす は 八十ば かり ありと い 

ふ、 くさぐさの 木 どもお ひた 

ち 草 ふかく しげれり、 西み な 

みの あ ひだに 鳥 海山の たかく 

たちた るふ もとまで 二 里ば か 

り ありと ぞ 

象渴 のみな そこき よみ 鳥の 海の たか 

ねの 雲の かげ ぞう つれる 

坂 田の 浦に やどりて こ \ かし 

こみある きけ り、 いと ひろき 


わたりに ふねの かすな くの ぼ 

りく. たる を 最上 川の 末な りと 

ぞい ふ 

世の中 はかく こそ あり けれ もがみ 川 

ゆきか ふ 舟の ゆく へ しらす も 

趑前 

氣比 のみやに まう で k 

つぬ がの 海よ する 白浪た ちかへ りみ 

とも あくべき 神の みや かも 

加賀 

しら やま を 見て 

しな さかる こしの 白ね の 白雪 はき ゆ 

る 日な しと い ふ はまこと ぞ 

みこし 路は 夏の 日す らも しら 山 を 吹 

きこす 風の はだ へ さむし も 

趙中 

碟 波 山 を こ ゆる 時雨いた う ふ 

りければ 

やきた ち をと 波の 山の みねた かみち 


へ の 雨雲た ちかくし けり 

碼浪山 うちこ え くれば 雨 はれて に ふ 

の 山べ に 月て りに けり 

射 水 川 を 舟に てくだる 時 かい 

の 零の か、 りければ 

いみ づ川 なかる \ み づの はやければ 

かいの しづくに 衣ぬ らしつ 

射 水 川 こぎてく だれば しぶ 谷の ふた 

かみ 山 もち かづきに けり 

立山の ふもと をす ぐると き 

常夏に 雪 ふりお ける たち 山 をた び 

ら すして みん よし もが も 

ひさかたの 白雲の へ にあ ふぎみ るた 

かきたち 山 みれ ど あかぬ かも 

こしの 道の 中の 國は、 南に し 

ら山 とたち 山の ありて、 北 は 

海の ちかければ 川の ながれ は 

やくて ひとつの 川 もな 》 つ 八 

つ、 ある は 十に も わかれて な 

がれたり、 名 はいに しへ にか が 


はり たれば、 いづれ を いづれ 

とつ ばらに かう が へ がた し、 

いにしへ のま >- よぶ も あり、 

は ひっき 川 を わたりて よめる 

は ひっきの 川の 瀨 むせぶ 立山の 高ね 

の みゆき 今やと くらし 

かた かひ 川に て 

立山の みねた かければ ながれ いづる 

かた かひ 川の 瀨 音た かし も 

布 勢 川に て 

ふせ か はの 瀨々 のな がれの 岩に ふれ 

むせぶ 音ば し 山と よむな り 

婦負 川の わたりに て 

かいか ぢ もとる いとまな みは やき 瀬 

をつな ひきは へて わたる あや ふさ 

碎田 川に て 

あゆは しるさき 田の 川の よど 瀨 にも 

吾 はよ どます 家し しぬ ば ゆ 

しなの 川の わたりに て 


信 濃 川 わたる！ 1 ひろみ fK つた ふ 日の 

たてよこ も しられ ざり けり 

モと もつ みち 

山陰 道 

丹 後 

はし だて をす ぐると き 

ひさかたの 雲井に つ く大 うみの 浪 

路 にわた す 天 の 橋 立 

但馬 

豐岡川 を ふねに てくだる とき 

木の 崎の いで 湯 や いづこぬ ば 玉の 夜 

わたる 舟に まかせて ゆけば 

出 雲 

たく 嶋の ほとり をす ぐると き 

いづもの 海 沖に たちた るた く嶋 をみ 

すごしが てに この 日く らしつ 

八 雲 山 をみ て 

八 雲 山 みれば た ふとし ち はや ふる 神 

代の ま、 の すがたと おもへば 

龜山を 

ちょろ づの よは ひ を ふと ふ 趣 山のお 


はせ る そがの ながれつき せじ 7 

つる やま を  J" 

鶴 山の 松 吹く 風のお とたかみ ふりに 

し 年の しぬ ばる. * かも 

日の みさきに まう で > - 

出 雲の 海 沖に むかひて B< つた ふ 日 を 

みるから におへ る 崎の 名 

石 見 

かたみ 山の ほとりに やどりけ 

るに 八月の 十六夜な りければ 

石 見なる かたみの 山の みねた かみい 

ざよ ふ 月 を まち かてぬ かも 

山の はに いざよ ふ 月 を ふるさとの 人 

もた ちで、 今み るら むか 

心 あてに むか ふた かね を 出で、 くる 

月 は いづく も か はら ざり けり 

い し 川 を わたりて  i 

髙津の や 神のお はせ る 石 川の た ゆる よ 

ことなく みむよ しもが も  は 

髙津 山に まう で i 


\\ 


はろ ばろ に 吾き て みれば 石 見の ゃ髙 

角の みや は 神 さび ゐ ます 

加 茂 山の みねの この間に てる 月の ひ 

かりさ やけし あけの 玉が き 

かげと も c みち 

山陽 道 

播磨 

あかしの 浦に て 

ゐ まち 月 あかしの とより わぎもこに 

淡 路の嶋 は みれ ど あかぬ かも 

曾 根の まつ を 見て 

あら 玉の 年 ふかき かも あらがね のつ 

ちに こたれ る 曾 根の うら 松 

むろの よ りさこし の 浦に わ 

たると き 

はろ ばろ にお も ひし 嶋のぁ づき 嶋ち 

かく も 吾 は こぎき つるか も 

家嶋 はち かくは あれ どお ほ \ しくち 

へ のかす みぞた ち へだてつ る 

つ  み もて ゆく もの にも かこと さへ 

くから にの 嶋 によす る 白浪 


美 作 

さら 山の ふもと をす ぎて 

みま さかの 久米 のさら 山よ ろしな へ 

かみ さびた てり 久 米の， さら 山 

安藝 

いつくしまに まう で X 

わ だつ みの 神の みつきと 大 とのに し 

ほぞ みちく る 朝よ ひごとに 

廣 鳩の 大 城より 三 里ば かり 北 

のかた に 金 龜山福 王 寺と ふ 寺 

あり、 たづね まう でけ るに、 伊 

勢の ものがたりに 業 平 朝臣の 

あかね ども いはに ぞか ふ る 

めに みえぬ こ \ ろ をみ せんよ 

しのなければ とふうた をよ 

みて 靑 きこけ をき ざみ まきゑ 

のかた にこのう た をつ けて 惟 

たかの 皇子に たてまつれ りと 

ふその いしな りと て、 つたへ 

たる ゆ ゑ よしをつ ばらにし る 


したる を 見せたり、 わたり ふ 

たさ か あまりにして 長さ は 一 

さかば かりなる、 その 色 は あ 

をくて まことにめ づべ きかた 

ちなる に、 まして そのたて ま 

つりしい にしへ を 思 ふに いと 

めづ らしく、 その をり にし も 

あへ る こ 、ちして よめる 

みやび をのみ やび 心に かへ にけ るい 

し を みん と はお も ひがけき や 

長 門 

長府 をす ぎて 前 田と ふさと に 

いたりけ るに、 おも はすに 東 

のかた に 白浪 たちさわ ぎこ、 

らの たきつ 瀨の ことなり ひ 

く 流 あり、 うちお どろき て い 

かに ふ川ぞ とと ふに せとの し 

ほの 引な りと ぞい ふに、 はじ 

めて うしほの いき ほひの いと 

も かしこき こと を しれり、 こ 
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な はよ とひ 


の 所より 赤 馬の 關 まで 一 里な 

り、 さてし ほの ひくと き は あ 

かまが 關 よりみ そ ぢ あまり 

七 里 東に ながれ、 備 後の 辆の 

浦より はまた 三十 あまり 七 里 

東に ながれ、 上の 關に てうち 

あ ひ 伊豫の 灘に 入る となんい 

ふ、 辆の 浦より は 五十里ば か 

り 東に ながれて はり まの な だ 

をへ て あはの 鳴門に 人るな り、 

この あたり を かなわの せとと 

いふ、 むかひの きしに はやと 

もの 宮 あり、 あは ひ 十 町ば か 

り も あるべし と 思 ふに 1 里に 

は あまれり とさと 人い へり 

山川の たきの ながれ もはやと ものし 

ほの はやき にあに まさらめ や 

はやと ものうし ほ を はやみ まほ ひき 

てこぐ 大舟 しへ たにた によ ふ 

みな む C み S 

南海 道 


紀伊 

くまの 、うらに て 

みくまの --濱 べにお ふるはま ゆ ふの 

も X へ の 山 を こえて きに けり 

ちさとの はまに やどりて、 ま 

たち ひろの 濱 ともい へり 

い づ るより 入る まで さはる くま もな 

しち さとの 濱を てらす 月 かげ 

わかの うらに て 

若の 浦に うちで、 みれば こちこちの 

沖津嶋 ねに 浪 たちわた る 

玉 も かる わかの 浦 ひの 夕な ぎに こ、 

らう かべ る あまの つり ふね 

たまつ しまに まう で .> - 

おきべ より 浪の よせく る 王津嶋 つ、 み 

てつと にす る もの にも か 

雜賀の t- に まかりて 

あちの すむ 沖津嶋 ねの いはに ふれく 

だくる 浪の 音の さやけ さ 

なくさの 浦に て 


みるめ かる 沼 嶋は浪 にかくろ ひぬ 沖 

よりし ほの みちて くらし も 

淡路 

あは 路の國 にて こ、 かしこ 見 

めぐりけ るに、 複 並と ふさと 

のかた はらに おの ころ 嶋 なり 

とい ふ 所 あり、 わたり 二 町ば 

かりなる 岡に 松 生 ひ しげれ 

り、 中に ち ひさき 社 あり、 そ 

のかた はらに いと 大きなる 松 

の 枝ながら かれた る あり、 こ 

の 一 木の みぞお ほくの 年月 を 

へ ぬらむ とむ かしし ぬば る、 

ちかごろ ある 人の かう がへ て 

今 の 家嶋 とふ 嶋ぞま ことのお 

の ころ じ まなり と 文に も あら 

はせ り、 又 ある 人の この 國の 

こと をつ ばらに かう がへ た i.- 

せる 文に は沼嶋 なりと しろせ 

り、 家嶋 なりと いふ はいと よ 


りが たし、 されば このみつ の 

ところ、 いづれ ともさ だめ. か 

たけれ どた r いひった ふる 名 

によりて よめる 

ち はや ふる 神代の こと ぞ しぬ ばる-" 

おの ころ 鳩の あと、 しきけば 

羅 良の 浦に やどりて、 鳴門 を 

みん とて 浦 をった ひゆき て、 

鳥 取と いふ 所に てた むけ を こ 

ゆれば、 いとし もた か > -らぬ 

山の 長さ 三十 町ば かりさし 出 

でた るう へ を ゆく 崎 を もた ひ 

がさき とい へ り、 十 あまり 1 

日な りければ しほ はさ かりな 

らす といへ ど、 又 こと 》 ころ 

に 似るべく も あらす、 白浪の 

たちさわぎ いはほに ふれて な 

り ひ^く 音の かしこ さいはん 

かたなし 

き しょり 見る はま さると いふ こと 


を 鳴門の さきにき てぞ しりぬる 

阿波 

あはの 國板野 郡なる 撫 養の 浦 

は 一 一十 あまり 四つ のさと あ 

り、 大 かたすな どり 鹽 やく を 

なり は ひとせ り、 南の かた 岡 

崎の 浦より 北の かた 北 泊の 浦 

ベまで 二  ST はかり 人 江め ぐれ 

り， きしの あ ひだ 十 町に はた 

らす、 所々 しほ やの けむりた 

えす、 つりす るふね こ- - らう 

かべり、 黑崎 とふ 所に まかり 

て， あはの 海む やの 浦なる く 

ろ さき をけ ふまで みざる こと 

の くやしさ をよ めり， 東の き 

し 峯 かさなれり、 中に もた か 

きを 大毛嶋 とい へり、 土 佐と 

まりより 浦 回 をめ ぐり 鳴門の 

さきまで 二 里に. にち かし、 東 

はち かく 淡路嶋 にむ かひ. 北 


ははる かにさぬ き はり まの 海 

につら なり、 南 は 雲ゐに 遠く 

紀の國 のた かね どもよ こた は 

りて をち こちの みるめい はん 

かたなし、 ましてし ほの みち 

ひに 臼浪の たちさわぎ、 いは 

ほに 4^ なり ひ くお との か 

しこ さは ことのは にも 及びが 

たし、 さつ まの くろの せと、 

肥の 國の早 崎の せと、 いづれ 

もし ほの みちひる とき はた 

おそろし きのみに てこと なる 

み 所 もな きに、 このなる との 

崎に たちて しほの みちひる さ 

ま を 見る は、 よも や もの 海山 

のうち ひらけた るに、 白浪の 

天に つ らな りて ながる i さま 

めもあや なり 

紀の路 よりし ほみ ちくれば あはの 海 

鳴門の 崎に 浪の さわげる 


fS 岐 

白 案に のぼりて 

お ほぎ みのみ はかと きけ ど あし 曳の 

嵐なら では はく 人 もな し 

志 渡 寺に まう で、 あまのお く 

つ きを 見 て 

なせが ため を さな子 置きて みなそこ 

に 入りに しあ ま をし ぬび ぞ わがす る 

伊豫 

伊よ の溫泉 郡と 周 布 郡との さ 

かひに 田く はと ふ 里 あり、 南 

より 北に めぐりて くるみと ふ 

さとまで 五十 町ば かり あり、 

西の方 は、 いと も ふかきた に 

川 をへ だて.^ むかひの きし は 

かべ の ごとくみ ね つ ら なれ 

り、 こ-. を 櫻が がけと いへ り、 

道の かたはら、 たにのう へ、 

1 ならびに 一 二十 町ば かりさく 

ら をう ゑつら ねたり、 をり し 


も きさらぎの つ ごもり なりけ 

れば さきもの こら やさ かり 

なり、 そが 中には やくち りす 

ぎた る もま じりて、 若葉の く 

れなゐ 花に もお とらす、 义む 

かひの 溪々 に はつ、 じ もさ か 

りなり、 うへの かたはた かく 

そびえた るみね より ふもと ま 

でた にに も 尾に も 櫻 さきみ ち 

たり、 たに 川の いはに ふれて 

たぎり おつるしら ゆ ふ 花な せ 

り、 名く はしき 吉野 にも まさ 

りて めでたし、 かくて 十 町ば 

かり 行く に溪 のまが りたる う 

への かたに 茅 原と ふさと あ 

り、 木の 問より みなぎり おつ 

るた き 有り、 叉む かひの 方に 

いくちつ ゑと も しられぬ 髙き 

峯 みつ ひて たり、 中に ひとつ 

はこと にた かく そびえたり、 


すべて いはほに して はざまに 5 

不 くさ 生 ひたり、 岩間 をった 

ひ 落つ るた き あり、 せん はと 

いへ り、 をり をり たかねより 

ふきおろす 風に ちる 花 はさな 

がら 雪の ふヒ きな せり、 いつ 

の 世に いかなる 入のう ゑ にけ 

ん 

南の 海 伊豫の 山ぢ にお も ひき ゃ吉野 

にもに る さくら みん と は 

山た かみ さける 樓を 白雲の みねに も 

尾に もた つかと ぞ 見る 

土 佐 

ものべ が は を わたると き 

くるしく も 日 は 入り ゆく か 物 部 川 わ 

たる 瀬お ほみ 舟 も あらな くに 

宇佐と ふ 浦に 入う みあり、 浦 ひ 

のうちと いふ、 又と さの 入江 よ 

ともい ふ、 かち 路を ゆけば ><  は 

坂八濱 あり、 三 里ば かり 舟に な 


てわたり、 きしち かく 波 しづ 

かにして いとよし 

かき か ぞふ八 坂 もこ えす 濱 ゆかす と 

さの 入江 を こぐ がたぬ しさ 

ょ津の 浦に 小 室の はまと ふ 所 

あり、 にしき かひい ろか ひ樓 

貝なん * いと さはに よると 人 

ごとに い へれば、 たづね ゆき 

ける に、 人 ごとに たが は ざり 

けり、 みづ から も ひろ ひ、 人 

のおく る を もめで  >- よめるな 

がうた みじかうた 

みなみの 海と さの くぬ ち はも i たら 

す、 こ V の そち まりことの 浦、 ありと 

しい ひて そのうら の、 お ほかる 中に 

髙 岡の、 よつ の 浦なる 玉 だれの. を 

むろの 濱は にしきが ひ、 さはに しょ 

りで »r かひ、 かすな く ありとう つせ 

みの、 人の つくれば はろ ばろ に、 吾 

きて みるにから にしき、 さらせる が 


ごと さくら 花、 に ほへ るが ごとしら 

まなこ、 きょき あり そに 沖 津浪、 よ 

せく るか ひ をみ るめ かる. - あまと 見 

るまで なみに ぬれ、 ひろ ひ あかぬ に 

あまの こも、 つ、 みても て來 さと 人 

も、 おくりき たれば うら ぶれし、 心 

もな ごみ 草枕， たびの つかれ も ふる 

さとの、 こ ひしき こ i ろ わすれぐ さ、 

わすれて ぞ 見る かひの くさぐさ 

家つ とに かひ を ひり ふと あり そまに 

みちく るし ほに 衣ぬ らしつ 

わたり 川 を わたりて、 この 川 

を 四 萬 十 川と もい ふ 

うみ 山 をち さとす ぎきて わたり 川 わ 

たらん 末の かぎり しらす も 

龍 串の いそ は 二十 町ば かりつ 

づきた る いはほな り. 浪 にさ 

れ ておの づ からくさぐ さの も 

の. - かたちな せる を、 此ぁ 

たりの 人の なにい しくれ いし 


など 名 づけても て あそぶ， そ ひ 

のしな 五十く さばかり も あ と 

り、 ある はたかく、 ある は ひろ よ 

くつら なり かさなれる など、 

いと も あやしき か たちな せ 

り、 を はりの 所に いくちつ ゑ 

とも しられぬ いはの ありて つ 

た ひゆく に、 はてのと ころに、 

かべの ごとくなる いはの あり 

て、 いさ、 かく ぼかなる とこ 

ろに あしのお よび を かけ、 手 

のおよ び を かけて めぐる あや 

ふさい はんかた なし、 こ &を 

夢の うきはし とも、 いめの か 

ょひぢ とも いへ り 

うつ i ともお も ほえぬ かなぬ ば 玉の 

夢の うきはし わたる こ、 ろ は 

さ > 山 をみ さけて よめる、 こ 

の 山 は 伊豫と 土 佐の さか ひに S 
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土  ぢ なる 格 多の さ、 山み ねた かみ 

雲ゐ くもた ちはる 、まもな し 

西 海道 

筑前 

宰府の IK 神に まう で 、 

うち 日 さす みやこ をいで 、しらぬひ 

の つくしに 身 を もつ くし たるきみ 

箱 さきの うらに て 

あだし 國 しづめ たま ひて 箱睹に しづ 

まりいます 神の かしこ さ 

つくしなる 海の 中道 見 わた^ば 沖津 

しほ あ ひに 浪 たちわた る 

はこ さきの 浦 ひに たちて みわたせば 

おきつ しほ あ ひに 日 はかた ぶきぬ 

いきの 松原に て 

吾が いのち 幾 萬 代 をい きぬと も 生の 

松原 あく 日 あらめ や 

豊前 

彥の 山に のぼりけ るに 櫻の さ 

かりなり けり、 いと もた かき 


山なる にみ ねにも 谷に も^き 

みちたり、 中に も 二十 町ば か 

りつ きたるな みきの 中 を ゆ 

く ほどな ど、 とこよのくに >• 

もい りぬ るかとう たが はる 

とよ 國の彥 のた かねの 樓花 又もみ に 

こん 春の しらな く 

み吉 野の 山なら すして おも ひき やか 

かる 櫻の 花 を みん と は 

宇佐の みやに まう で k 

宮柱 ふとし きいます 神 垣の かげ をう 

つせ る ひし かたの いけ 

肥 前 

玉 嶋川を わたりて 

しらぬひの つくしの 海に ながれ 入る 

王し ま 川の 音の さやけ さ 

松 浦 川 G ほとりに て 

わが ゆづる こと もや いづ ら遠 つ 人 ま 

つらの 川 はこ i とい ふなる 

湯の たけに のぼりて 


ひさかたの そらにな びきて ゆの たけ 

の 出湯の 烟た M ぬま ぞ なき 

嶋 原より 1K 草に わたる 時 早 崎 

のせと にて 

早 崎の せと こぐ 舟の あや ふさ はいの 

ちのうち にわ すられめ や も 

肥 後 

阿蘇の ねに のぼりて 見る にけ 

ぶりの わき. いづる 所 あり、 湯 

のわき あがり、 ほのほの もえ 

あがる 所 あり、 つちの そこの 

鳴り ひ く 所 あり、 このみつ 

そのと ころ はか はる こと も あ 

りて、 その ありさま 古へ より 

ことなる ことなしと いふ、 い 

ともの どかなる 日なら ではの 

ぼり がた し、 まれに はふた 月 

も 三月 も 又は 一 年 も， いと は 

げしく 烟 たち、 ひも ゆる こと 

あり、 さる をり は 夜 はふ もと 
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の 里まで ひかりう つるば かり 

にして つち は ひの ふること あ 

りと いへ り、 まことに 人の 世 

にて 又 あるべき 所と もお も ほ 

えす、 あやしき 事の かぎりに 

ぞ ありけ る 

あそのね にも ゆる 烟を めに ちかく 見 

れ ばあやし な 神ながら かも 

薩 摩 

fK 草のう しぶかの 浦より さつ 

まの わきつ の關 にわた ると き 

くろの せとに て 

隼 人の さつ まの せとの しほ ざ ゐに浪 

を かしこみ いけり ともなし 

かごし まに まかりて 樓嶋 をみ 

てよ める 

さつ まがた 沖べ にみ ゆる 櫻嶋浪 のし 

ろき や 花と いはまし 

鹿兒嶋 はさく らいと おほし、 

きさらぎの なかごろ さかりな 


りけ り、 こ \ かしこ 見 あるき 

ける に、 わきて 東の かた 一 里 

ばかり 海 つらの 道 を ゆく、 北 

の 山 はさ くらさき つ けり 

あまさ かる ひな も みやこ も 春の 日に 

に ほふ 櫻 はか はり や はする 


500 


な はよ とひ 
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ひとよ はなの のちに しるす 

ひとよ はなて ふ ふみ はもな、 海 量大德 のみ づ からの からう た、 やま とうた を かきの 

せた まへ るふみ なり。 お ほと こ は、 あ ふみのう みの 海べ たな る、 彥 根の 大城 につら 

な れ る、 里 根 の やまざとに 庵し め て、 お こな ひた まふ ひじり になむ ある を、 吾 み か 

どむ そぢ あまりの 國の 中の 名 か 、す ところどころ を、 よ り - に ゆきめ ぐら し、 そ 

のく に そのと ころに してお も ふこ V ろ をのべ て おも ひ を やりた ま へ るに なむ。 

なほこの うち 見の こした まへ らむ 四方の くまぐま をし も、 ひ とせに ゆきかへ りつ 

つ、 あり めぐりた ま はむ をり よみ つくりた ま はむ を も、 こ のまき にく は へ たま ひな 

む。 この ゆ ゑ よしを はしに かきしるして よと ある まに まに いさ 、かしる しぬ る ひ 

もとより ことった なく 筆 たどたどし けれ ば、 た その もとめ をい なびし とば かり 

になむ。 ことし 大德 のよ は ひ は、 いそ ぢに 一とせ たら^と し。 おのれみ ちまろ は、 

む そぢに ふたと せたら ぬと しにな む。 かくい ふ は 

天明の 元年 

美 濃 田 中道 麻呂 
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すめ "ぶ. <^  ,か<  ^ 


IE ホ、 日 i??  « 
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あづまに あそぶ 日な みの ふみの ついで、 いつ- - にあた る卷の はしごと 

お ほ よそもの 擧 ばんこと は、 人 をな つけ 國を をさむる の わざに てぞぁ 

なる、 さる を、 ふみをよ みその ことわり を あきらむ る わざな りとの み 

思へ らん は、 ひがごと にて ぞ あなる、 人 をな つけ 國を をさむる はもと 

なり、 ふみをよ みその ことわり を あきら めんこと は 末な り、 この もと 

末の ことわり をよ く 思 は ざれば * まなびの いさを はた、 ざるな りけ り 

今の 世に ありて はるかに いにしへ を 見 わたす に、 ふみをよ みその こと 

わり を あきらめし 人の すくなから すと いへ ど、 人 をな つけ 國を をさむ 

る わざ をよ くまな ば ひえた る 入 は、 いと も まれに ぞ ありけ る、 も 

とたる わざに 心 をと 5^ めすして、 末の ことわり を あきらむ る こと をの 

み、 まなびの 道な りと おも ひ あやまれ るより、 まなびの 道の た- r ざる 

なりけ り、 いかに ぞ なれば、 はるかの いにしへ をお も ふべ し、 たまち 
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IE 次 B 甚亵 


はふ 神のお ほみ よはい ふ もさら なり， 人の 世と なりても、 もろこしよ 

りふみ どもの いまだ わたら ざり しいに しへ に は、 ふみの まなびと ふこ 

と は あら ざり しか ど、 人 をな つけ 國をを さめ まし ませし なりけ り、 よ 

く 思 ふべ し、 ふみ はいに しへの ひじり の 人 をな つけ、 國をを さめ まし 

ませし こと を しるせる ものにし あなれば， ふみ は 末な り、 されば、 こ 

ころ ざし をた つる ことの もとた る こと をよ く 思 ふべき ことに こそ、 わ 

きて、 吾、 

皇朝 はこと だまの さち はふ 國、 ことだまの たすくる くにに して、 もと 

より 文字と ふ もの、 あら ざり しなり、 もろこしの ごと、 はじめより ふ 

み をつ くりこと わり を まふけ て、 をし への のりを たてさせ たま は ざり 

しか ど、 こ& ろに おも ふこと をう ちとな ふるうたの、 おの づ から 人 を 

なつけ 國を をさむる をし へと はなれる なりけ り、 その ゆ ゑ は、 うた は 
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その 眞 心より いで \ う らうへ なく、 心 直に ことばの ゆた け かれば、 人 

の 心 をな ごしお も ひ を よろこば しむる にな も ありけ る、 かれ、 おの づ 

から 人 をな つけ 國を をさむる をし へと なれるな りけ り、 ことわり を ま 

ふけ をし への のりをた てた る は、 たくみに して 眞心 にあら ざれば， こ 

とわり に はした がふべ しとい へど、 心に なつくべき よしの あらざる に 

な も ある、 うらう へのお も ひなく 眞 心より よみてし うた もて、 人の 心 

をな ごしお も ひ を よろこば しむる ぞ、 人 をな つけ 國を をさむる の もと 

にて ぞ あなる、 よて、 入 をな つけ 國をを さめん まなび はいに しへの う 

たにて ぞ あなる、 心 直にして ことばの みやび かに、 しらべの うる はし 

かれば、 うちとな ふるに もうち きくに も、 人の 心 をな ごしお も ひ をよ 

ろ こばし めざる ことの あらざる なりけ り、 さりと てうた を もて をし へ 

とする に は あら ざれ ど、 眞 心より いでたる うた なれば、 人の 心 をな ご 
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IE  ^  u 


しお も ひ を よろこ 

れる なりけ り、 よ 

のみ 心 だに なほに 

る こと は あらざる 

る こと をお も ひ は 

わり もて をし へ の 

の 心 をな ごし、 お 

もろこしの、 ふみ 

り は、 その をし へ 

皇朝 のこと だまの 

末まで、 をし への 

つけ 國を をさむる 


ばし むる が、 おの づ から 國をを さむる をし へと もな 

しゃうた はよ まざれ ど、 かみに たち まし ませる、 君 

おはし まさば， しもた る ものの、 したが ひなつ かざ 

なりけ り、 されば * まなび は 末にして、 志の もとた 

かりつべし、 なほなる 眞心 のま >r ならす して、 こと 

のりをた てた る は、 ことと 心とう らうへ にして、 人 

も ひ を よろこば しむる こと あらざる なりけ り、 よて、 

の ことわり もて 人 をな つけ 國をを さめん とせした ぶ 

の 道た \ すして 末み だれたり、 吾 

さち を 本と した まへ るた ぶり は、 ちょろ づの すゑの 

のりの みだる \ ことの あらざる なり、 これ ぞ人 をな 

に、 もと 末 を あやまらざる、 まなびの 道と た- -、 つ 
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べし、 うたと いへ ど、 後の世と なりて は、 直なる 眞 心の ま. -には あら- 

す  して、  こと を まふけ ことわり を かまへ、 たくみに ちから を もち ひる 

こと をのみ めでお も へれば、 大らかに ゆた けき 1K 地の 心に はかな はす 1 

さ \ やかに くた /、 しぐ、 たよ わく あさはかに、 ますら をの もて あそ- 

ぶべく も あらす、  め... しくた わ やき、 なべて 世の 人の こ  ろばへの、 

こちた くむつ かしげに なり 行 こと、 心 あらん 人よ く 思 ふべ し、 よて こ 

こに、 のちの 世の たぶ りに 心 を かけす、 こと を まふけ うたよむ こと を 一 

こと  せす、 海山 を ゆきめぐ り、 名 どころ を たづね、 春の 花 秋の もみ 

ぢ、 月の ゆ ふべ 雪の あした、 友が きの まじら ひ、 うたげの むしろ， 神 

の宮 ほとけのに は、 里の わかれた びの ゆきか ひ、 うきに もうれ しきに 一 

も、 かなしきに もこと ぶきに も、 ありの ま X おも ふが ま \、 うちうた 一 

へる うたこお も ひ を やり、 こ 、ろ を なぐさむ るに な も あなる、 こや こ 


5 1 O 


とた まの さち、 ことだまの たすけに こそ- 

文化の ふたと せとい ふ 年の かみな つき t 


海 量し るす 七十  一二 齡 


is- 遊 日 次， 記 iri 卷 

文化 二： 小 乙せ 十月 

十 一 日、 權田煙 雲 

摟 賦此、 

中 S 初冬 八國 お」、 

ニモ 名勝 哲^ 留、 

信中御ね躡？^^雪、 

飛地！^！-湯掬漲流、 

濃 S. 結 過存 浪姊、 

芙^ 孤立 望 悠々、 

相山武 &都堪 (A、 

更 混杠赎 百萬樓 e 

たち 出、 ところ ど 

ころ 友 をと ひ 神 田 

橋 本 街大多 和隆重 

が 宅に やどる C 

十二 日 本 所 あた 

りに 人 をと ふ、 ふ 

じの み ゆると ころ 

にて、 

乾 河なる ふじ は 

ひと つ をした の 甲 

斐 さがみ むさし の 

阔 ゆみる かも 

兩國 橋の ほとり 小 

野 が やどりに 

て 若 山 にあ ひ 

ける に、 あす 柴邦 

彥が 七十の 賀に行 

と いふ をき 、てよ 


.ff,§-i^ シ应 十. 3： 十 i 


I,  I  ，炫 p 

^1 . か^  A  ® あ、 ュ あ s^,^^^^ や 

ほ ¥ f れ， 主 釣 蒸え 吏 


一， る M 


,cr1^ 将？^ 小？ sp*  A^T>OJ3^^  — JAt 


みて つ か はしける * 

さどれ 石の いは 

ほな すまで いにし 

へ もまれの 齡をか 

さねた ま はね 

p どり ははし もと， 

十三 日 菊 池 善 を 

とふ、 つどへ る 人 

らふえ ふきこと ひ 

きうた うた ひ あそ 

ぶ、 この 夜 やどり 

てよ める C 

むさし のみ ふき 

くる 風に らちうた 

ふ聲は 雲居に 立の 

ば るらん 

武藏野 を 吹 まく 

風に ふえの ね も 月 

の ひかり もさ へ ぞ 

まされる 

ひえの ね をお ろ 

す 鼠に 笛 竹の 萆す 

みわたる しねばず 

の 池 

霜き ゆる 夜 牛の 

あらしに さ へ わた 

る 笛の しらべ をき 

き あ へ なくに 

十四日 法 仙 居士 

りの こ 


一す， la>  «J に#^^y^..^rマへr^入$^^"**^さゃぃ，^ 


あき- 

Jxs^ 一 
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と 、ひ いとめ づ 

ぢ の かずなき 數を 

つくす 君 かも 

をり しも 池の ほと 

りに もみち ぱ のち 

りたる が いとお も 

しろ かりければ、 

もみ ぢば をえ ビ 

にめ づる とち リ に 

し をめ づ ると いづ 

れ わき ぞ かねつる 

紅葉の さかりよ 

ろし もちり はてし 

のち の 色をぞ わが 

めて まさる 

もみ ぢば のちり 

つもりし は 枝な が I 

ら みるに まさりて I 

あはれ なりけ り \ 

つくろ はぬ まが 一 

きの 上に もみ ぢば 

の 散りし く夂 .1 ぞぁ 

はれな りけ る 

もみ ぢ葉 のちり 

ぞ つもれる から 錦 

おり かけたり と 人 

のみる まで 

こ、 かしこと ひ 

て 菊 池が 宅に やど 

る 月の いと さへ 


-J^ りき ハ 刀て 法相 宗 をき はめんの こ X ろばへ なれば、 くにつ ち 


もとき もめに みぬち リひ 

P  3 隱丽 s-_ls8BHiBlc»c.*rR,,..、 


な マ お AT や を、？,  j  ^vl/>^^f  % 
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月 かげの さやけ 

くも あるか かれ 草 

におく 白露 を 玉と 

みるまで 

みっし ほの ひる 


らしし もの ふ る 夜 

に 月の てれ、 ば 

十五 日 祌 田の神 

のまつ りと 人々 た 

ち さわぐ、 人の す 

すむ るが ま 、挑 町 

あたりし るべ の か 

たにて みるに、 逍 

の ほどた てに よこ 

に 人み ちみて り、 

君も炚 あげ あたり 

までた ち いで させ 

給へ りと いふ C 

かみ もき み もめ 

でます らし も 春 花 

のに ほふが ごとき 

け ふの さかえ を 

午ば かり、 みはて 

ずして たち いで 

ぬ。 脇 坊竹齋 大人 

のみ もとにみ やび 

をら つど へ ると き 

きて たづね ま， Q り 

けり C 夏の ころよ 

り 山水の み 見め ぐ 

りか ヘリき て、 け 

くも ふかく 分 い 


や々、、， うやき 承ぶ さ V ノ Si 為 ^>av^ 、含ぜ 
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ふの つど ひの 珍ら しか リ ければ、 

ら なくに 山人 のつ どひに あへ る こ  >- ちす らし も 


十六 口 下 谷 延命 院 にて 浦 和 法藏院 

の 因明譎 を 


める むしろ を たづ 

ねけ る C しれる 人 

ひとり も あら ざれ 

ば こと ひせんす 

ベ なく か へる がか 

ひなき こと- * おも 

ひ て 

法 をと くむし ろ 

に 入て か へ るか も 

み 乂 なきが ごとく 

ちな きが ごと 

天文 臺に はざまぬ 

し をと ふ、 中西槐 


ほひ— 《J ^ゆ， せ 《5?3V-^ わ ほま^  II 


へな く  <.4=J?  お X:-A;?r< や ぁズ 


淸風 明月 拂塵留 r  一  I 

十七 日 とこ）^ 

を 1 ひ、 日暮れて 

る さとに して  .  .  ：  ,  . I L, 


f  ,.-^^ほ4"¥%>チが患 
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遊 東 


十八 口 


ち こそ すれ 草枕た 

びに 月 て か へ 


のこ、 iy^ 


；; 3 に 月. て 力 (り；   . 

みし かひ はぁリ そ：  I- 


溫 J -  ,^  は鉍" な ボ、. ^ま l&stv4v 輝 ザ 喪/お 来 六卞 

田の み M4^$-^^^  I  

こと、 二十^ 难^ 0、7.A./V>4J,C さ t <5N/vr1«A:,o>t5s>f ^て 

ひたび 一  .  


りと き >f て よみてた てまつ るうた- 


大 ふねのお も ひたの みしたら ちね のは乂 にお くれて 何 こ >- ち せん 

ぬれと こに 身 をけ がしても かわけ るに ゆづる めぐみの あさから め や も 


ふところに いだ 1 I.  ^  ^  

は、 のみこと は <  


かれ ひざに は ひか 

か 

し は V に ろ こ. 4  ；3 つ 

ちょろ づの人 は ； 

あれ どもたら ちね ； 

の は.. -の なきよ と -5 

なれる さぶ し h; 」 

かみな 月し きて 

しぐれの ふるな ベ 

にぬ る- * たもと を 

おも ひこ そやれ 

たらち ねの は、 

に はなれて うつ そ 

みの 世の常 ならぬ 

こと を しらなん 

現 身の 世の つね 

ならぬ ことわり を 

をし へしの り を あ 

ふぎた ま はね 

のりの 询 ふかき 

めぐみ を あ ふがず 

ばいかで こ ええん 

いきしに の 海 

かぎりなく ほと 

リ もしらぬ いきし 

に の 海のと 中に ま 

よふ はがな さ 


.K-S5ji-V1s.^ あ 55 め K/<r-415s^<.l^ て sr、  2^ 
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かりの 世 を あと 

にみ なしての ちの 

世 はまと けの 國を 

ねが ふの み こそ 

さくら 田備前 町に 

やどる 0 

二十 一日 さぬ き 

人ら をと ふ、 こと 

とひす るが うち、 

ひと リが野 山に あ 

そぶ にもて あそぶ 

うつ は をつ くり、 

それが ふたに もの 

かきて よと こ （I 

に、 も だ も あらで、 

ひとつきの にご 

り ざけ こそ 山水 を 

めづ るみた リのひ 

とりな リ けれ 

三緣 山の ほと リな 

る辨 財天宮 の ある 

じ をと ひける にあ 

らず、 の これる も 

み ぢに日 かげのう 

つりて いと あきら 

け かれば、 とく も 

たち さらず. 

かみな 月 ゆ ふ 日 

てり そふ もみ ぢば 

のに ほひに まさる 

に ほひ あら じな 


ぶ 十 \0  ぬ. 1rv^vrooJ.^??Gv^^..i>ci.$^ ろ變 15 


か 山ふ祌 のれ 國の とはいつ ひ 原し まか 5^ と う 歌ぎ の 二ら れゎ う 二 
ら しとが あ ど は しな ふやぎ さの きすみ 神き 天た なに 君 十な のか 秋 ふ 十 
のみく らふ もしろ く おつの かみ ま と なの ゆ 地 、ら たの 三ん 雨ぬ のる 二 
水が かみ もし のぎ たづせ がみ の びて 四日 はた 野 を 日 
のほ國 うのい さめす た/移の 秘る宮 らこぁ ひ に ま 十 よびの 、 
きしが べ國 ははす め ゆ \ の 夭の 柱 高 とれら みつ 年 ひ き 衣 露 雨 
よ らも は^になろ るに 木 津國ぁ ふしの まけ じる のこ てし も い 
け 山 かた しある ぎこ の 日 はしと り しし か 長 ほね ふぐ か た 
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ごる ね かこれ つきえ 田 香 は しる かがよ ま と 神し 大鶴月 月く りしく 

き 山の 眞し とも そく の も ひろ ひめね にに ののに とがのと のみ 
あの 龜が こ ほ みいよ にた は しこ の ふつ ま きみし の たと ああ 、フ k 
らいの ねかき-う のまろ きへ めね 〈た てこ を 東ら もめ やに か 
め は 名 ふれ またよ せづ びに 春す の 名 こへ 吴ょ と 神 はのへ につに ら 
やねに 〈どつ うのと よさ 花 君 山に がて 竹 ざの ろじ 國る ちょうか 
のお こもる た 人 にか 秋の がをおね のし ぎめ に國 もとろ ま 3^ 
うへ が ひわう さはの 色 } への irt- よのこの ま と "^つ 口し ご 木 


-ひ^ 
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同じから うた、 

遊 翔洲： ST 

^ゆ 1^ 榮橘 繁茂、 

延 li 保壽是 jJ^jLMO 

二十 四 日 中津の 

1.P のみ そのなる 梁 

正 記 をと ふ、 ひと 

さかば かりなる す 

すリ ぁリ、 おのず 

から なれる 石のお 

もて をい さ V かつ 

くリ なした るかた- 

も わきがた 

し 色 は みどりに 

し、 かたくお もき 

ことかた ちと はふ 

たつば かりなり、 

おのれ 飛 驊の國 よ 

り もち か へ りし 石 

墨と いふ をお くり 

ける に、 いとよく 

もち ゆべ し、 よろ 

こぼ ひこれ が 名 を 

とい へれば、 

天地 とともにな 

りて しす 1^ り 召す 

ると もつ きじょろ 

づ よまでに 

とうたよ みして * 

萬 世と こそい はめ 一 

と 云 ひつる にな も 0 


< -龜 山上 金龜 城、 


ュ十^  0  ^  >?  »c  ひ 4iv う 一 

£>7K^>^3.>*.V4 マ、 ゆ J,i«r?? マ さ" み， Nrc^lJ?. や i 一 
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二十 五日 たち 

出、 天 民を訪 ひ、 

樓田 のみた ちに い 

たり、 日 くれて 豊 

嶋 なる 槐 庵が り や 

どり ぬ C いと さむ 

かりければ、 

しも やおく こ ほ 

り やすらん この ゆ 

ふべ はだへ にしみ 

て さむく ぞ ありけ 

る 

二十 六日 こ 、か 


たり 識訪の 君が た 

ち 藤 森 平 介 を たづ 

ねこと、 ひす C う 

へ 野 あたりの 法し 

きたれり、 ともに 

あそば ひ をり て、 

あろ じに つか はし 

ける C 

よし 55 やし さけ 

によりて はけ ふこ 

こに う ひに こしと 

もお も ほえな くに 

ぼ闕ー 時榮、 世上 

何 求 身 後名、 ^|11月 

風光 弄 幻 化、 西方 

志願 盡 誠 e) 


vfNT/tsic ラタ 


まり どめ Q やどり c  二十 七日 文 をと ひ、 西 行 法師の ゑ を かける に、 


內日 さす みやこ をいで v 山ホに 心の ちり を そ V- ぎ はて  >- き 

白 芝 山 をと ふ、 や ^ . 

どり を か へたり、 ■ き 


いづち いき けん C 

二十 八日 兩國ぁ 

たり 深 川 これ かれ 

をと ひ、 つ ひに 本 

所 三 ッめ小 津輕の 

たちに ゆきた ま へ 

る安彥 うし をと ひ 

ける、 そのち  の 

いみに こもりた ま 

へ り C 日 くれて か 

へ るみち にて よめ 

る、 

ち V のみの 父の 

なげきの to- どと へ 

ばか へ る 道 だに 心 

まど ひぬ 

一一 十九 日 八丁 堀 

春 海 をと ふ、 阿波 

のさ  > -木玄 策 をと 

ふ、 築地に ま 5 づ、 

淨立寺 をと ふ、 

中津 のた ち大富 

はじめて とふ、 

{~ るく ふる ごと を 

このめり C 

ふるくより る 

ごと かたる 友 なれ 

や あ ひみる こと は 

はじめ なれ ども 
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くらな リ の を 一 

とひ、 日 くれて 長 

の やの やど り C 一 

,:f 日 阿波、 吉益 

順鄉 をと ふ、 

國 こそ はち さと 

へた るれ はたと せ 

の 昔の 友 はした し 

きろ かも 

霖ふ り 月朔日 

しもの ふる 月し 

きぬれば 草 まくら 

たびの 心 は うらぶ 

れに けり 

二日 雨 ふる、 あ 

られ {~ リ いと 寒し C 

いと  >  しく さむ 

くも 有 か 霜の ふる 

月と は い へ ど あら 

れ 降れ  >- ば 

三日 空の はれ ざ 

れば こも リをリ C 

よしゑ 矢 師雨は 

ふると も ふる ごと 

をし ぬび ふるぶ み 

みるが たぬ しさ 

四日 ある 人の ほ 

き、 §榮 色と い 

ふ こ と を 人 の よま 

すに、 


し I チ 0 いや ふ 


^ク V 


②ヌ えさ t さ？ 4 お いまね. 


>?/ くさ；？，？ 系 "マ？ 1^4^.^ 


 J 


い くちよ にさ か 

幾千 世の よは ひ 

を かけ てと き はな 

す 松に さかえの 色 

をみ すらん 

柴邦彥 をと ふ、 尾 

藤 二 州 をと ひこと 

とひして * 

あ ふことの めづ 

らしき かもいく ち 

びかと ひきたり し 

にあら ざり し  >- を 

藤 田 一 學を とふ、 

小石 川智香 寺の や 

ど リ，. - 

霜の ふる 月 か へ 

りきぬ さっき 雨 ふ 

る ころ こ、 をた ち 

いでに し を 

五日 長 野き よら 

をと ふ、 大泉寺 

をと ふ、 

たま あ へ る 友に 

しあれば 思 ひで、 

とひく る ごとに た 

ぬしき ろか も 

くれて 護持 院に. 

淸水 をと ひて. 

Y る、 雨ふりい 


りつみ てと き はなす おにみ とり y あた V かに 見 ゆ. 

え ゆかんと 常 や はな す！ K の みどり も 色 やます らん 
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夜 をさむみ 枕に 

ちかく f~ る 雨の さ 

わめく 音 をき 乂 あ 

へん や も 

六日 雪 ふる、 な 

がめ をり て、 

足曳の 山の 木 ご 

と に さく 花と みる 

まで 雪の ふ リか乂 

りつ も 

花なら ばいかに 

をし とやお も ふら 

ん 風に みだれて ち 

らる しら S1 

うめに めでさく 

らに なぞ へ ふる 雪 

にたび の 心 も わす 

れても ひぬ 

玉し ける に はと 

みるまで 大 塚の 山 

の 木の間の 雪の ふ 

り はも 

雪 ふれば おもし 

ろかれ と？？ る さと 

の 伊吹の たけの わ 

すられな くに 

むさし のに ふリ 

つむ 雪に さ 1- 浪の 

ひらの たかね を か 

けて しぬ ば ゆ 

草枕た びの 長路 I, 

あづまち のた びめ 


.1 しら雰 も.^ しらの しも も ふ リぞっ もれる 

i やどりに ふる ill のき ゆるお も ひ を やる かた もな し 
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い へに あらまめ づ べき 雪 をた びに あれば はれば やとの み 思 ひわび ぬる 

ふる 雪 は いづこ わかね どみ なれつ る ひえの たかねの おも ほ ゆらくに 

うづみ ぴの もと 


により ゐて ふる 雪 

をめ かれ を しらに 

こ の 日く らしつ 

大 塚の 山の 木の 

問に ふる 雪 を ゆた 

に ぞめづ る ひと リ 

のみして 

わがめ づる心 を 

しる やしら 雰 のお 

もしろ くし も ふり 

ぞ つもれる 

おもしろく ふり 

つむ 雪 をお もしろ 

くお も ふ 心 を 人 は 

しら じな 

足曳の 山の しみ 

木に ふり か- <  る 雪 

をな r さに け ふ も 

くらしつ 

みそらよ リ 風に 

みだれて ふる 雪 を 

たれ か はめ でん あ 

たら その ゆき 

高風 昨夜 渡感 林、 

雨 撲閑牕 傷 客 心、 

到嘵 寒雲卷 竹樹、 

滿天雨 雪 散 嵌： s、 

白 鬚衰 老甘義 旅、 
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黃面 US 齡耽 苦吟、 

遙慕國 淸三！ 1^^、 

入 問 世 外 豁^ 襟.. 

： 客 9rs 收 夜色 寒、 

月 出 淸暉落 玉 溜" 

地幽 方丈 爐烟 靜、 

人少 窓 旅 思寬、 

百 歳 行 蔵 弄 筆 sr 

1 遊戯 摧 心肝、 

吾生 不乏 江湖 興、 

往々 書中 有壯觀 * 

七日  一 

雪 後 千峰嘵 色鲜、 

玉樓高 倚大塚 

芙蓉 西 望 千秋、 *r 

海审 萬 sssr 

高 長不盡 1 

卒臨 市井 幾 無 ial 

知人 世多勞 苦， 

K 日光 陣滿大 千 e 


略メる お ^M-s/4y$ 

ーゼは 


.fe 三 後 人 § 
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三十 あまり 三 つ の 一 

i 世 音 ぼさつの 第 

場 をう つ せる がう 

ち 十 あまり 一 つ 

のむ ろに すめる 人 

をと ひける に、 そ 

の 人 は みやこに の 

ぼり たりと、 もる 

人 あり、 こと V ひ 

して、 

八日 たち 出、 樓 

田 あたり こ、 かし 

こと ひて、 備前丁 

やどり C 

冬 ごもり えだに 

ふ >• める うめの 花 

こ乂 ろ ひらく る 春 

を こそ まて  J 

九日 淸水 のみと 一 

の V みうち、 しれ 

る 人の 病める，^ と 

ひける に、 こへ る 

がま- * よめる， 一 

いかで か はめぐ - 

みな からん たらち 

ねの は >- の や まひ 

をな げく 子の ため I 

二 本锓の やどりに ，き 

か へ る C  ^ 


い .CV^W^ST^T^CVrvT? ひ gysT.,};!^ ジんを 2^ 之 ふ？ 


^^ナ 、や  

三す 1?o、，^ あ.^ ザ tv.? あ さり？ ぎ^ 5^-5 つ 巧. r;,.,^^ 

や-  nnnllll  1 1  ■  ：  ；  1; 

3  fA/rt め^  t お 0  i ィ、 
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十日 梅の ふ 》 め 

る をみ て、 

いつしかと おも 

ひかけ ぬ を 梅の 花 

さける を みれ はお 

どろ かれつ も 

十一 日 軒端の 梅 

をみ をり て、 

をリ かざす 友， こ 

そな けれ： ite 花い 

づ こか はらぬ 色香 

なれ ども 

十二 口 僧發 をい 

ざな ひ廣 尾の ほと 

り 陰山 とふ、 

とく きても 訪は 

まし もの を あしが 

きの 心のへ だてな 

きをお も へ ば 

こ ゑ しれる 友に 

あはず ば 草枕た び 

の 心に 何 なぐさま 

平 林 iB^ 嶽 老翁 をと 

ひ、 いといに しへ 

の 人ら をお も ひ い 

で、 - 

人 しれず しぬ ば 

れぞ する むらさき 

の ゆかりむ かしの 

人の とひし むかし 

十三 B 


ィ り ».0^>^  <  だ 


い： や？ や リ，： ぬ だ；；^ まつ  >た ；，^ 《か、 ろ々 ま, 

一 \  <«>s$> て 巧， ゥ-^ メケミ 5;rc,  V II  .   

？ギ f 、，餐ぎ拔 めだい (：、 、，？5?J き 乎 Al 

S^JIJS^/:: さち ハ， ほ： あの マ？ ち、 つ . ^山 


:CvKrfS  ^  A> み， さ V  、^•  t^r- 


すま  ， 


十 gin さくら 田 

の みたち 人々 をと 

ひける、 松 居 

がち、 が 六十 

の ほぎ のうた を も 

とむ るに、 

春 ごとに 色 そ ふ 

松 は いく チ世 にさ 

かえさ かゆる ため 

しなる らん 

日 くれて かへ るみ 

ち あられ ふる、 

ぬきみ だる 玉と 

みるまで 白 拷の衣 

の 袖に 霞た ばし る 

挑まち、 し， d る 人 

の もとに やどる C 

うたよむ 人 なれば、 

うたしぬ び ふみ 

みこと- <  ひう つ そ 

みのよ のこち たさ 

もお も ほえな くに 

十五 日 さくら 田 

に 人 をと ふ、 堀 ど 

め の やど リ C 

十六 =" 柴邦彥 を 

とひ、 飛薛 人の た 

め、 <SA[ の も 

の を かきお ける を 

こ ひて、 


一 す り .f7>^^^v:i^%y  fy^^  V つ ^  < が  >>  V？ 


も i 


り 4 きく  <Yv  ♦ ，1 >r あ, つ 


"ぶ Yr^,  y^  ス J^tu^  、？^ ぷハ. -スん "き " 


ーサ. C  e ま 邦 v^^x^v  V,  c、  ^ ほス？ ^,;」 ，.、 ラ c,?、 ラ， 


VP 
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草； たびの 長路に ふた 年 を ふるさ と 人と まと ゐ する かも 


橋 本の やどり C 

十七 日 築地 あた 

り をと ひ、 中 律の 

みたち 大 富の 

とひ こと v ひしけ 

るに、 かめに さし 

たる 梅のう た を こ 

ひければ、 

さ ごもり 枝に こ 

もれる 梅の 花 春 を 

まつ 間の 友に ぞぁ 

りけ る 

十八 日 上野し の 

ばず の あたりに こ 

こかし こ 人 をと ひ 

ける、 しみ づの玄 

長が のきばの 梅の 

花 をみ て、 

む？ し 野の たび 

の やどりに 去年 も 

みつこ とし もぞみ 

るう めの 初花 

十九 日 樓田 のみ 

たち 人々 にあ ひこ 

と V ひ、 

草枕た びに 年鸫 

て あまごろ も なれ 

にし 人に あ ふが た 

わし さ 


樣ゃ つ 

1 'ハタ ぶぞ あ ひ 之 凌 巧お； く 、うつで？.？ i 、ノ ベ 

ズ。 将s.さ？-.v^^^々i-:a,cソl,-^^ 


:y*>^-vy:>Ji^;;g3; て あ.^ t ス. ス rt,A,f.?v:*;5>  、さ 


tl る さとのと も 

か へる みち， 赤 坂 

專福寺 を たづね 難 

波 人に あ ふ C 

ぬば 玉の 夢なら 

なくに あづま 路に 

難 波 人ら とまと ゐ 

する かも 

夜 二 本禝の やどり， 

二十日 のりの み 

ち あやまれる を さ 

とさん よしの あら 

ざれば、 

のりの ためみ ち 

引い とのむ す ぼ ふ 

れ とけぬ 思 ひない 

かに かもせん 

二十 一日 空く も 

れ f -、 ながめ をり 

■ 月 かげ は そこと 

も わか ：1 , 'く もり 夜 

に まよ ひ はてなん 

ことの かなし さ 

二士 一日 正 記 を 

とひし にあら ざり 

しか ど  さけく 

み、 

をと ひこと 、ひ、 

ゑ ひて かへ らん i 

ともお も はす、 日 

くれ 風 ふく、 


ぞ ともしき めつ らしく こと V ふ 人の いくら あれ ど- 


、き \ やせ 


クイ， バム t^^v^l^^cK^.  き ケ v.>g^7 


.  c^c 


たづね こしかず 

はたらで もさぶ し 

さ を わする もの 

はさけ に ざり ける 

風 ふけば いさ 

むらたけう ちそよ 

ぐ 音の さやけ し 冬 

の 夜に して 

あろ じ、 くれ 竹の 

おひし げら へ る 

やど を 君なら ずし 

て たれ かと ふべ 

き、 とよめ るに、 

吳竹 おひし げら 

ひて よの ちりの た 

たぬ やど こそたぬ 

しかり けれ 

二十 三日 さくら 

田に て 荒木 眞 弓が 

あ ふみに かへ る を 

おくりて、 

雪 ふかき はこね 

を こ ゆる わかれ 路 

をお くる 心の やす 

からめ や も 

み s ふる 冬に し 

あれば と まる も 

か へ る もと もに や 

すから なくに 

あづま 路 にあ ふ 

二十 四 口 淺 草に 


？ >^,G  ^rl^of  TV^^?1T. r  iu^ 


1 


9>^^  、n>  vv-wi^  4. 


^^^^ *SQ:K^1， ぶつ ><  wr? わ ゆ -丄 ベタ V さ iv^^osT,! 


，vv 三^ さ- NT-®; 化 f 《木 t::Kr.oft,^ つ, ノノ V  ^41^ 


れ しさ をつ V みに I- そでに わかれの なみだ かけて き 

うづ、 こ かしこと ふ 0 
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霜の ふる 月く る ごとに 法の 師 のめ r みは いと 身に ぞ しむなる 

二十 五日 か 1- み  I 

にむ かふと いふ こ 

と を 入の よめる に、 

うちむ かふ か V. 

みに うつ る 吾 かげ 

の われに も あらぬ 

こ  ><  ちす らし も 

年經 ていふと いふ 


いか なれば 人の 

つれな き あらたま 

の 年月 かけて いひ 

わたれ ども 

ふみを、 

いにしへの しづ 

の をだまき くり 返- 

し みるに あかぬ は 

ふみの まき /\ 

淸風 隔世 壟と いふ 

こ と を、 

うち 向 ふこ. * ろ 

の ち り もしげ り あ 

ふこの 間の 風の は 

らひ はて 乂き 

二十 六日 す > り 

の ふたに かきつ 

く、 法 仙 をと ひて 

こと V ひ、 


.£^0^^4O  tc  2^^^ 7 つ ^A.2i^ ：  Y 力 T?^ る?^ ず J 


专凝さ " ui  xac 


ク 7   I  


^^^^^t い/:; > く， ね 


大海 はか へ つく 

す. V もつ きめ や も 

硯 の 海に むか ふこ 

ころ は 

お ほうみ はよ し 

は かると もす るす 

みのす V りの そこ 

を いかでつ くさん 

二十 七日 つき 地 

のみてら に まう で 

て、 

法の 師 のめ 5- み 

おも へ ば 天地 もち 

り ひち よりも か る 

く； V ありけ る 

の リの師 のめぐ 

みむく ひんち から 

なき 恨の 淚と め 

かねつ も 

二十 八日 あさく 

さに まう で、 K: 

かしこと ひて こと 

とひ， 

もろ./, \ を すく 

ふち かひの 身のう 

へに か k るめ ぐみ 

の かぎり しらす も 

二十 九日 雨 ふ 

る、 こもり ゐて、 

たびにして ふリ 

くる 雨の わびし さ 

を わする >• もの はさけ にぞ あり ナる 

晦日 さくら 田の みたち、 人々 をと.^ C 


キ ハ り *^4SI<^15W  ?,  ノズ 、 /  (-ゝ ん u/>Dwvr>ccn- 

1 十 i^ot5,c、z5r5^ 


 ..  $04^ 


ムぉ o  r>*\f, る § ノ i,^^"  >^xcv>h 


人 


IK 次 H 遊 ！g 


家 を い てし ぞ 

十二月 朔： w 

名に しお ふ もの 

に しあら ばう ゑな 

なんとく 年月の く 

れな， Q の 花 

おふかた の 人に 

まさりて 行年 を を 

しむ 心 を たれに か 

たらん 

おもかげ はよ し 

か はると もお も ふ 

ことなしう るまで 

のよ は ひ もが もな 

あらたま の 年の 

くれ 行 ことわ リを 

しらぬ 額に も をし 

む 吾 かも 

人 しれず ひまな 

くもの をお も ふま 

にくれ 行年 をい か 

にか もせん 

なし はてぬ うら 

みあらず ば 行年の 

くるしき まで は を 

しから まし を 

二日 

春 まだき はやく 

も 梅の さきぬ と は 

風の かをリ にしる 

くぞ 有け る 


rv:  V く、  4 つ？  》^ ぬ if  一. r  P 卞； 

さ  1 


Vi.^-T  fT  ^^fsAA^^  s.vrv  iv、 ふ は 


0 


三日 赤坂專 福 寺 

をと ひて、 かへ り 

きて よめる C 

直から ぬ 心と と 

もに 一す ぢの 糸の 

みだれ のかぎ りし 

らずも 

S 引の 手び きの 

糸の くるしく もみ 

だれけ るか もとく 

人な しに 

奥山-」 ふりつむ 

雪 も 春され ばと く 

る にと けぬ 人の ま 

どひ か 

平 林東嶽 をと ひて- 

君と われな X そ 

ぢ 八十 年 相 老の末 

の かぎり は あら じ 

とぞ おも ふ 

四日 

み S1 ふる 冬 も つ 

きぬ を たがや どの 

梅 さき ぬれ や 風の 

か をれ る 

五日 うぐ ひす を 

まちて、 

冬ながら さき 

(にし) ぬる を はい 

かで きな かぬ うめ 

さきにし を 


 —  1  ^M^M^MM^^.^-^-. 1, . - 4^ 
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六日 あ ふみに かへ 

人 e- りの たびに あ 

しも の を 

七日 正 記 をと 

ふ、 うめ の さかり 

なる を、 

うめの 花 さかり 

にさき ぬ鶯 のす み 

かたづね てつぐ る 


梅の 花め かれず 

めでん あづさ ゆみ 

春 を もまた で ちら 

ば をし けん 

八日 正 記 をと も 

な ひ 赤 坂 專福寺 を 

とふ、 かへ さ廣尾 

の 野に て、 

ふく 風 ははお へ 

にしめ ど むらぎ も 

の 心 ひろ をの 野べ 

のの どけさ 

九日 さくら 田の 

みたち、 

ひ こね 人より き 

つど へ る さくら 田 

はむ さしと や いは 

んぁ ふみと や いは 

ん 

十日 小 野 を 

とひて こと、 ひ、 


ハ？  だ y  L<Ay^  ^  ^ さ？^  丄 うへ ,f4x£  la 

ク.《、，？^、7.?で>、むふ？.^りん^*ス>ケ5^?<0.^、ミ，3:;さ 


^i7s6  <  く, & 


ザり^ f 


 i  


さ 


さ 


ば 


君なら て たれに 

かたらん たびにし 

てこ . -らの 年 をお 

くる 心 を 

十 一 日 さくら 田 

みたち、 かへ さ 古 

賀 とふ C 

たび はう きも の 

とない ひそめ づら 

しき 人 のこと 乂ひ 

あかぬ おも へ ば 

十二 日 松 田 

をと ひける に つ 

まの 身 まかれる、 

と 1- むる にあ ひて 

ぁリし 世に あ ひ 

み ざリし をお も ひ 

き や 野べ のおべ り 

にあ はんも のと は 

こ 、 かしこと ひ、 

菅の& 伯 かもと 

にて 市 川 にあ 

ふ C 

飄然 萬 里 客、 飛 錫 

留關 東、 西 望芙ぉ t" 

雪、 額 萎武野 風、 

無 由問舊 好、 不乏 

會 英雄、 況有金 樽 

酒、 歡娛 不可 窮 e 

十三 日 しなぬ のま 


-.^ ？き 4 てき" 旁 き メ f(v5ci まな ^ヘプ ず 

 V 

き 一基ま^^ 錄 ^あず 灰 ys^*%^ 

羞 ネ S 铢 眷 ^4^f^f  > ^雄 次 冶 € 

，*ム《<5^^5?め名"1^べ5|:^.^<,(*-^-.^>.?^  ^^MA/I  5 


i! 島人 貞愼 にかした るふみ ども 


か へ さんと いひし 

しばし とてち ぎ 

かさぬ ベ しと はお 

も ひき や 君 

うつ そみ の 身に 

そふ もの を、 いなく 

へ だてら れんと お 

も ひかけ き や 

しばし と てこへ 

る ことばの いつは 

りに あらん ものと 

はお も は ざり し を 

ことのはの うれ 

しから さる ことわ 

り を 君に よりて ぞ 

吾 はしりぬる 

お ほろ かに 人 は 

おも ふや 難 波津の 

身 をつ くしに しこ 

と はしらず て 

日 かず ふること 

だに うき を 月 さ へ 

もとし だ も いま は 

こ えんと すらん 

あま のす む あり 

そに よす るかた し 

が ひかた ご ひこ そ 

にくる しかり けれ 

ちぎりて しこと 

なた が ひそ さかし 

ま に 日月 も 年 もめ 

C らぬ もの を 


；- ) 力 K や t~ み を もっか： け わと 力 (り 

ソ しことの 月 さ へ も 


1^ 


きこ- ス さお Ms またも， i みに 

っかひゃらんとてょめる- 


，た 


ゆ 5^^r7TS^  ，な 1,3^^ さへ ち f?e>vrp02v、  、l  NNj 々00- 


子 f^^Js^pv^tv ささ， c,^.i?>vf.7ril ^ぞ. 


かに こそ はよ こ 

にも は へ れ 人よ 入 

めぐみお も はで あ 

た をな すらん 

いさ  >" かもめぐ 

みおも は まちが 

てぬ 心の ほど をお 

も は ざらめ や 

しばし ち ふこと 

は 心の たが ひ ある 

人と しりせば かさ 

ざら まし を 

くやしく も かさ 

ざら まし を かくば 

かりめ ぐみ を しら 

ぬ 人と しりせば 

とぶ 鳥 の つばさ 

もが もな 信 濃なる 

す はの うらみに 行 

まし もの を 

つき 地に 人 をと ひ 

こと >• ひ、 中 ili 人 

をと ふ、 堀 どめの 

やどり 0 

十四 曰 神 田 あた 

り、 つくし 人 をと 

ふ、 本 所小津 軽の 

たち をと ひける、 

津輕 人の もて あそ 

ぶに 琵琶と ふ もの 

あり、 いづかた にても みざる ものな り 0 

津 輕 人 もて あそばへ るく ちび は、 いつ. A いづれ の 人の はじめ. 


ぶス な. ザ. 5?.o-7^  ^v^^^^? 

3 ば^  ^A,/7Jf V  u  つ？ 


日 くれて か へる に 

けかリ ければ、 

み！^ふ る夂.ーは つ 

きね ど 月 かげのお 

ほに ぞ かすむ 春た 

つらし も 

十五 日 淸水玄 長 

をと ふ、 竹齋 のつ 

どひ、 

林 園 邸 第 側、 ^彥 

鼓、 遙思腿.^^保、 

揮毫 耽 逸 興、 酌 酒 

翻 fi_l、 不抱離 藤 

志、 ^知 大隱心 C 

夜に いり 雪 ふりい 

とさむ し、 酒 をく 

みて、 

氷る 夜の はだ へ に 

とほる さむけ さ を 

雪 ふりて せまる さ 

むさの あたが たき 

ふせぐ はさけ にあ 

ら ずして たれ 

十六 日 雪 ふる、 

春の たつを、 ： 

""^春た つと 梅の 花 

さく 月よ めば まだ 

み 雪 ふる 冬に は あ 

れ ども 


空の 


て だ 


力 


^*i.fe^^l. ほ. ^め？ o 


一： S 糾郎 *  ^  4. き M  4s ^^^^^き c 

^^^4^  .  


戴？ い 


曰 is 寮 


春 たっとい へど 

も 冬の つきねば や 

雪う ち、 りて さむ 

しこの 夜 は 

夜 をさむみ 雪 は 

ふれ どもて る 月の. 

ひかり のどかに か 

すみ 棚曳 

あらたまの 年の 

うちよ リ春 きぬと 

梅の 花 さく 雪 はふ 

れ ども 

月よ めば まだ 冬 

ながら はるた つと 

かすみ そめたり む 

さしの、 原 

十七 日 松の ほず 

ゑに たづの すごも 

り を かきたる ゑ に- 

ときはなす 松に 

すかく る あし たづ 

の 雲ね にかけ る fi^ 

の のどけ さ 

福 錄壽の ゑに もの 

かきてよ とい ふ 

• 一  , 

保 得 福 錄 毒、 福祿 

壽共 全、 共 全福錄 

壽、 此 三本 在天。 


^H:HW?r..^ 令.? .T^JJJ^:^.:^ う^^ Jr\JI や 


ネる 

、舒 ケ>^ よま ケ <vrv^ ；、/ iJL;? ふ 


ぶ 


や 

0 


かみ 風の 風の ま 

ふく  Sf になび く 

柳の なごよ かに あ 

るべ かりけ り 人の 

こ. -* ろ は 

本 所 古え 町 默軒 

をと ふ 0 

のがれす む や も 

ひのと こ を たれし 

力し ると fj ともな 

しにと ひし 心 を 

. 十 八日 岡 村勝容 

をと ふ、 阿波 人 を 

. ^ふい 二 本復に か 

へる. - 

あきつ 嶋 やまと 

にたてる いその か 

み ふる ごと" 

け ふ もく らしつ 

十九 日  一 

あづさ 弓 春た も 

ぬればうべし こそ 一 

さきてに ほ ヘリ 一 

の はつ 花 

二十日 桐ケ 谷の 

里、 もとの 八 茂が 

宅 を たづぬ、 野 を 

こえ、 袖の 浦に す 一 

める 大內の 老婆 を 一 

とふ、 浦べ にたちて、 


^.^tfl^^^s^^R^^ ハ ？  、€ケひゥ.^？  ft  i 

ひノず ま，, メ ズ^  2^ ばめ ，は 〈 -J>x. 弋 


十，—  W  .^SJ. 


にく ひさかたの 空行 雲に さはり あらめ や 


llgJJ^i   -- や. 匪ョ- ^ 


かずしらぬ 大ふ 

ね 小 ふねよ リ つど 

ふ 海原 かすむ 春た 

つらし J.P 

か へ リ、 正 記 をと 

ひける、 空く もリ 

雨 ふる C さけく み 

こと、 ひす、 くれ 

ん とする、 あられ 

ふり 風 ふき 雪う ち 

ち る C 

さけく みて あそ 

びくら さんよし 5^ 

やし は 吹く とも 

雪 は ふると も 

二十 一日 年 ごろ 

安心の あらそ ひに 

ょリ、 このごろ は 

吾の リ のしのう か 

らの 人々、 いった 

りむた リ をお ほ や 

けにめ されて、 そ 

のま どひ をた V し 

たま へ る におよ ベ 

り、 この もとは 功 

存 531^5 ふた リの 

もの、、 時 の いき 

まひに ほこ リ、 か 

み を かすめ、 おの 

れ がまと ひ を か へ 

りみ ず、 をろ 


ね 犬- 小 《ペリ. s^ott あ 一 .％.*^.04.?;し* そ ひめ rTV/^ 


A4 ラマ i>  V ^ケ ^K^^sb  J  02lc^f^^¥c5 


.-wt^5<;il.*s::!;J^-c.c" 17^7^4_5.^2?、、《.^ハザせ ，^3;<>' 


了  つ 、..i^-  vc ろう 5^  >02ss  J- る さ vwcvi^ 


なる.？ 5 の を をし ゆるに、 その、. ：！ ね をと はず、 又 安心の ことわり を も いはず、 その 手 をと リー 
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みほと けの みまへ！ 

とおのれ より ゆる 

り 何の わき ま へ な 

きもの >f  、 他力 易 

行の 安心 はかく こ 

そ あり けれと、 安 

心 領解 も 往生 も， 

おのれく がくち 

に まかせ、 蓮師の 

たのめた のむ とし 

めした まひし 御 心 

をう か ^ はず、 そ 

の 御 ことばの み を 一 

もて、 お のれ を ほ 

こり、 他 を あざけ 

るの あらそ ひとな 

れる なりけ り 0 こ 

を も て よくお も》^ 

に、 いづれ の 道、 

いづれ の をし へと 

いへ ど、 よくなら 

ひ よく つとむる こ 

と はかた きこと に 

てぞ あなる C かく 

いふべき ことに も 

あら ざれ ど. か乂 

る をり に あり て、 

吾の リの師 のみ を 

し へ の あらそ ひ を 

よそに すごさん こ 

とも. もとより こ；： 

ころの やすから ざ i 


にして たすけた ま へ とたの ませ、 安心 領解 往生 は あ ひすみ たり 

その. S にもい まやら ちあきた りと おも ひとら する を， もとよ 


『 


よ $i.%^tv^AtiT,^v^>^^>^  、ノ き, J 


£  y 、  ^^^^  ^ivl あん ノ说 せ 


f*^ ^Hc/^  力ぶ 

ち 


、99 ズ >^  t^ftt^  T^-^A/  3,； き あさな-つ ^^^^^vo^r-x^d^^^ 


，ゾ： マ ノ 3r."v»cs、 い？ 2?^ でい へ.^  •< 


、i. J  6<u/^ 


0 


B 甚！ g 


れば、 いさ  >- かち 

になく のお も ひ を 

のぶる にな も、 

湖海 津梁幾 往還、 


覺路 明燈混 世上、 

迷川寶 筏； I- 人間 • 

翻 虫 惑亂腸 堪斷、 


二十 二日 い. V の 

どけし- うめの さ 

きたる を、 

くさまくら たび 

の やどりに 梅の 花 

さける を みれば お 

どろ かれつ も 

あら 玉の たつ 年 

の はに みると い へ 

どまし めづ らしき 

梅の 花ぞも 

うぐ ひすの きな 

くこの 間の 梅の 花 

さかり を つねにな 

さんよし もが 

ニ卞 三日 雨ふり 

ていとの どけし C 


. が」！^  -ぽ ^ 還 ^崎、 ヌ ぶ.^^ 系^ 斗 


^  ^ サ ュ ^  z  f$  ま i  4 蟋堪か i 


一- V  >  ^  :>7*t3\r^&>.>^^3Tvrv、J っケ 


ふ. 


かきく らし 雨の 

ふる 日に % さ き て 

心 の どけし 冬に は 

あれ ども 

雨 ふれば 露 を ふ 

くみてめ かれせ ぬ 

うめのに ほひのう 

たてよ ろし も 

骸齢坐 看 llr 

林 園雨濕 白梅 開、 

白梅 合 露 全 欺 雪、 

I 雪 爭光不 及 梅、 

^ 吐 淸暉せ 冷艷、 

風魏香 氯絕襄 埃、 

不知 衰 老年 華 改、 

更喜烟 霞 春色 催 C 

去 歳 今年 東海 邊、 

年々 歳々 感流 年、 

難 逢 萬 古風 雲會、 

堪洋 千秋 詩 酒 筵、 

白叟 生涯 弄 雪 月、 


AivNTT..  V§J5,? ぅ趁 、二？ ハ 


11  J  や f 


I. ビ ， J あ" y  i  f  v-fc  i  T**  Jh  ノ 

ヽ i  ^^^^^f^^^f^^^^^^^ 々叙 


一身 輕擧蘆 埃 外 

世 路曾無 俗累 牵 c  ,^ 


¥ ぼ^ぶ レ喊 

I 教 <^ 審^ >  崖 f き、 威一ば 孝 森$^ 

>J^S 冉" も遵 あま 山 r  一  >^^#i^.^.^^_  I 


二十四日 いとの 

どけし、 梁 正 記 を 

とひ こと  >- ひ、 

み 雪 ふる 冬 もつ 

きぬ をお そくと く 

も k 木の！^ のさき 

ぞ に ほへ る 

年のう ちに 春た 

ちぬれば うめの 花 

さきの さかり はけ 

ふ に ぞ ありけ る 

色に 香に に ほひ 

よろしき. 1^ の 花み 

つ -- し をれば おも 

ひなみ こそ 

っリ をた る、 うた 

をよ めと いふに、 

いざや こらいと 

はり もて こお まう 

みの あり そに いで 

て っリを たれなん 

火 海の あり そに 

いて. - つるう をの 

かぎり は あら じ 萬 

世までに 

たち かへ ると 

をと ひける、 小瓶 

に う ゑし くれな ゐ 

のうめ ぁリ、 その 

香 をり もつ ねに ま 

され リ、 

冬 ごも リを がめ 


V5J§ りい J,vg>/,^pv 娱 ； 化，^  "< 〔ソ r?»v^ 


でさめ タチ 一. & や， Tv.^ ミ .p"^ 乂， グノ. • 巧 さ、.？！^.^ 

^/y  Alv<  、  ？ V な あ t り .^.V3J 


，；^:^^lg;.<TS^  v^?f ノ-カ、 ？， Xy ふ；？ TV きつ 


 r  .   一 


の： の くれな ゐ にに ほふが うへ に 香 さへ か を. 


二十 五日 

風 かをる 梅の 花 

さき かすみた ち 日 

かげ のどけ き 年の 

くれ かも 

二十 六日 さくら 

田に ゆき、 こ- * か 

しこと ひける に、 

大 かたは あらず、 

よに 人 はみ ちて 

あれ ども 大 ふねの 

ゆた にこと、 ふと 

もぞ まれなる 

くれて 行年の こ 

なた にさけ る 梅 か 

ざし あそばん 人 は 

い つら は 

かへ さ、 さぬ きん 

宫武良 順 をと ひけ 

り C はり ま 人き た 

る、 伊勢 人のう た 

をお くれる あり、 

お のれ もしれ る. < 

なリ、 そのうた の 

こたへ を よみてん 

やとい ふに、 

年月 をお くりむ 

かふる へ だてな く 

つねに 心 はたぬ し 

からなん 

二十 七日 


 .  一 

二  J5  1 
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しむす ベな さ *  日 

かへ りこぬ もの 

としり つ、、. 3 いた 

くくれ 行年の をし _^ 

まる 、かも 


、  df^rtG^^*?,.^ 、あ： 


二. II ァ E-  < 

る 、 を をし む 長う 

た ひとつ 短 欲み つ、 

四方の 海 波 をし 

づけみ あづさ 弓 

春 さり くれば さ 

と ごとに はな， 咲 を 

をり 露し もの 秋 

さり くれば 野 も 

山 ももみ ぢ 葉に ほ 

ひ 人 ごとに 花 を 

りか ざし あさよ 

ひに もみ ぢ ばた を 

り い とま ある よ 

にし あなれば む 

らぎ もの 心 ふりお 

こし いその かみ 

ふること しぬ び 

しき 嶋の道 あきら 

けく のちのよに 

かたりつぐべく 

ちとせに も 名 をし 

たてんと ますら 


f*? ケろ錄 


の 雄心 もな- 


たづ 


れ行^ を をし まざらめ や 


もち 鳥の よに か 

かづら ひ い たづら 

にハ 牛の くれ 行 

のかな しさ 

空嬋の 常な きも 

は > 千歲 にも 名 を 

したつべき、 しっと 

めよ 

よしゑ やし かた 

ちば か リは人 ごと 

のしげ くこち たき 

よに はすむ とも 

二十 九日 あかつ 

き 雨の ふリ ていと 

のどか なれば、 ひ 

とりなが め をり て 

おも ひ をのぶ るか 

らうた、 

烟雨 冥々 曉 色微、 

梅花 如雪發 春暉、 

1 身 遊戯 年 將盡、 一 

萬 里 關山客 未歸、 - 

遯跡却 甘 人 共棄、 

藏 輝何默 世相 違、 

無^ 三昧 吾 家事、 

用 浮生 論 是非 C 


n}  f  \  .is:> マ/^ ま f -g< ；；： rti "う？、 .； 


ft9>fesv?:?§^<^?^含く、>c^fc;ぶiy?,^ 


>< ？ゥめ 


一；^  Z ぼに お 4^  , 三 ^ ゃゾ裘 IWM^Sl^ 

一 4^4 狀  


IE      B  JR  E 
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IE 次 B  mUL 


ひと- * せ もけ ふ を 

かぎりに なりぬ る 

こと をお も ひつ 

け て、 

河水 もた ゆる 日 

ある を くれて 行年 

はしばし もと！^ ま 

らぬ かも 

春秋の 長き 日 も H 

夜 も 名のみ にて 早ー 

くも 年の くれて 行 

かも 

百 を 三つ 十 を 六 

つ そふ 日の 彭 もけ 

ふの ひと 日に なり 

にけ るか も 

ふる 年 はいぬ と 

もよ しゃ あたらし 

き 花 さく 月の つ ぎ 

てき ぬれば 

玉 く，. i げ あけん 

あした は 梅 柳 かす 

みの 衣き てやきつ 

らん 

うぐ ひすの はつ 

ね を つとに 日 高み 

の 山お こ えて 春き 

たるら し 

去年今^！^！^關東、 

歳 墓 何人 感慨 同、 


IJfffs 今ん あ！ ふ め、 衣 さズ や、 3/ つ. 力 


i^f  ^  ^ #系 s^べ# 錢 へ f 


キ ま^お か^: 、：^ 中 41 き/お、 杪 


舊好 分離 千里 外、 新 知 談笑 寸 心中、 山川 遷 3Si 神通力、 筆碟 風流 造化 功、 liS 弄 千秋 萬 古意， 昇 平 恩 擇樂 無窮 * 


5>:b 遊 東 


客裡 明朝 又 1 年、 

誰 憐孤容 客 中篇、 

片心 好是雖 描寫、 

吾 道由來 不易 傳、 

富貴 功名 非 所願 t 

津梁船 筏 有 因緣、 

人間 別 抱靑雲 志、 

白髮 生涯 任 自然り 

白髮蹉 跎惜暮 年、 

閑牕剪 《 思 凄然、 

何妨 世上 無 同伴、 

不乏 書中 萬 古賢 C 


qK"  ^ 朗メ 1- 又  一 ^ き 、洛中き ネ 

维植 t ふ fa^ 遺 由 不ふ^ 場へ が 名 

^續 人^^ 袍 1 1 ま 5- お #1 

墓  Mil  — 


せ ヱ.^ <^  ,  ^  v<  ギ愚. V は ¥、 


森 


樣夏： 資ざ 


お K ま ■  >r  ?5  ti グ- 

やどり、 ところ 

得て 生ひ榮 ゆる 

木 草の 花、 人の 

友お-の 語ら ひも 

おのれく が 好 

める に ひかれて 

心 は ゆく めり C 

たいまつ 

ハ乂 母に 別れ 奉リ 

ての 世に は、 う 

から はらから 賴 

み つ ベ きが 多 か 

める に も £、』 ふ を 

あかし、 憂さ 嬉 

しさ を 語りな ぐ 

さむなん いと ほ 

しき。 た  >  まが 

りね ぢ けだに せ 

ずば， おのが む 

き しわざ い 

かさまに も あれ 

な C 今や 老いら 

くの 世に かへ り 

みれば、 こ、 の 

入江の 藍が ちる 

夕風 心さ むらに 

おぼし V めり、 ー 

t^^^ て4£ 


^Al^.^^(J^t  ヒゥ 、 ,01 A ズ 


1^ 


;Jlyv? ユ^^ ハ おや Y  ".i^,"- .^^..^ 


てた リ しに、 た 一 

だ 一人 世に と 三 

まれる は 上 m の； 

翁な リ C 我に は 一 

五つば かりお 一 

くれ 給へ ど、 萬 一 

に 、し さとく 兄 一 

とも？^ しゅ づ る 一 

ベ か 4.: る 常に 一 

1： ぶ リの歌 を よ j 

みて as たのしと 一 

せる C その 下 害 

めく もの あまた 

つ  >ら 箱に つ み 一 

入れ わが ま へ に 一 

もてき て、 こ 4- 

なむ 年月に 刈リ 

つみし 磯 回の 1??- 

なり、 も. V 

リー Is- のしげ け 

き 小屋に 生 ひ 出 

でて ひぢリ こに 

染みた る あや 

の 言 草 は、 久方 

の 仰ぎ 望む 御 あ 

たりに は 天彥の 

よびった ふま じ 


W-v マ/ 化义. て、 


く、 又 同じ 民草 

の 中には ほむと 

もお としむ とも 

何 心して と 思 へ 

ば、 一つ ものに 

耳 過し つ 丄年は 

へに けり C 君と 

我、 土 をつ みて 

城 を かまへ 竹に 

またがりて 馳け 

走りし 昔より 何 

のた がふ ふしな 

くて 相お いの 今 

迄 ゆきか ひ 間 ひ 

か はしぬ るに は- 

馱 よませた ま は 

ず ともおの が ひ 

が 心 を しられ ま 

ゐら すに は、 見 

たいまつ 

せ 奉りて、 一言 

を だに を かしと 

思， はれな むいと 

うれしき、 見 を 

へて 後に はし 1 

くだり にても 書 


xf^f ^ハ. .J^i^i  >^  マネ.^ 


き 加 へて よと 聞 

ゆ。 あな ゎづら 

はしと は 思 ふ 思 

ふ、 百たら ずの 

年波よ せかへ り 

て 交ら ひし 入の 

爲に は、 國っ罪 

こそ かしこ けれ * 

わが 犯さぬ 天つ 

おい やせ y ね 

罪 を 老が痩 ICS い 

たきまでお ほせ 

ら る、 ともと て 

まん、 かしら 髮 

秀 なる 筆に この 

こと 打 出で こそ 

すれ、 欲 や 文 や 

露ば かり も學ば 

ぬ 道 は、 三吉野 

の よしとも あし 

がらね の あしか 

ると も あげて は 

いふべ くも あら 

ふること 

ぬ を、 古言の 葉 

になら ひて ぞ世 

よ ひと 

人 さだめよ 世人 


^  一  ^マと 丈.^  ^^^ivA 

ダ；^ よ 


さだめよ とい ふ 01 

享和ニ 年の 秋、 i 

舟 競 ふ 堀江の わ 

たなべ の 岸なる 

生 島の 叟 記す C 
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ら子ぁ き 今饑こ る昝打 老い りつつ いはたな つら 取つ の 紙 道 欲て き 時 一 
ぬのら の 日の きわし 亂 がで とのめ ふず りりぃぶ つけ 裏の ゆや 口    、の 、附 
逸 わで ふ よたな ざ を り 世 や や 夢る 齢よ 給 C でと どらな はき 文す 且ぁ此 
びき 、のりめ が もへ しの 、 い 路はを 、はこら は へれ どし ぶ やさ 事 は 集ぎ 

しまみ 我 後 しら 、 、事 限 今 こふの 、か 七く のれな てし に 、り 、ば にれ は"^ 
てへ どに はに 、か 筆 どり 歳き ベた ぅぞ十 、比た し 、を 書 も を 物れ 臨に 翁 
、知り は 、、獲し ともに を きどつ へと 思 かるに え 、いの 、語し みつ 時 


^Av^ 式 《紫 fu^t<>?v^^llf 

7?^  ^  一、  0^W4S..^,^V5^  sfo^?vo.3^  ( 


世 をの どかに も 

^らば やとて、 

^の 御寺に 奥 % 

ぎ どころ 

城 所 を さ だし、 

かつ 柩をさ へ つ 

くらせて、 此ふ 

み 等 を も、 した 

書の ま、 に 納め 

てんと、 うち う 

ちお きて 聞 ゆ C 

おのれ、 翁に し 

たしく 交り 遊ぶ 

なべに、 はし は 

じ讀み 見し 事の 

あれば、 翁 をし 

れる. <  々と、 ひ <3n 

せて、 これ を 櫻 

木に かすべく 

とてなん、 御寺 

にまゐ りて、 は 

かり ごとす を、 

翁閗 つけて、 う 

たて、 を こわ ざ 

する かな、 世に 

は ひわた らん ほ 

ど は、 必 しも あ 

る まじき しわざ 

なりと 制せら る C 

いなや、 此 ぬし 

は 旣に世 を 見 は 

て 、 今 はお は 

さず とこ そ 聞き 


,、  、、ヽ  、 

I^fisA  ^^を 5f5e と 鬼 （ 
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つれ、 わがもの 

額に のた v< へ る、 I 

いと あやしき と 

いふ。 翁 打 もお 

して、 我 刀に 班 

かう むれる よと 

て、 長き 息つ ぎ 

つ、、 ゐ ざり 入 

り 拾 ひぬ C 

一 、 ふみの 名の 

由 は、 *e に 机の 

かたはらに、 あ 

つ r らご 

さらなる 藤 奪 錄 一 

を か いおき， 人 

来たれば 見せ じ 

と し 構 へらる ゝ 

を、 例の 翁が 藤 

篝籠 よと、 ねた 

くひ 合へ りし も 

て、 今 は 呼ぶ 事 

となりき C 

一 、 欺 や 文 や、 

翁の 齡 にして は 

いと 少なき は、 

若くて おはせ し 

昔 は、 よろ づぅ 

ち 戯れが ちに、 

まめく しき 道 

に 志 も あら ざ i 

き C 四十と い ふ 

年より、 護み 書 

き 習 ひしと ハ ふ 


2 き？ o^?? 

、  、、ヽ い  「 、 

ヽ、 ，、 ； >  /  I  ] 

、  N  、 


i 
i 


l1 
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； gilSB  55 に まち 

文と 題せられ し 

一 卷 ある を、 こ 

は 恥 ある 事 ども 

ありと て 許しな 

し 0 さは 四十 を 

初めの 手 習の、 

それすら 黃岐の 

術の いとま を偷 

みたる 遊び なれ 

ば、 うべ も 多 か 

る まじく、 大方 

は 記し もと め 

られ ざり し を、 

七十 を かぎりの 

わざに、 籐箸籠 

の 中、 又 こし 方 

か. - る 事の あり 

きな ど、 むかし 

ま へし 9 へ 

今、 前後な く 書 

きな め つ >• 、翁 

某の 所の 障子に 

か  >- る を 見し、 

誰屋の 壁に など、 

友垣の 吿げ聞 ゆ 

る を も かき あ つ 

む i き 

めつ、、 六卷と 

なりき。 翁、 此 

道に 門 を ひらき j 

て， S る S ら iC? 


^0  ^ylflcfijiy  >  VTA  ^¥5^ 


をい ざな ふに あ 

ら ねば、 よしや 

惡 しゃの ほめ そ 

しり を も 厭 はれ 

ぬ もて、 その 人 

がら を も 世の 入 

見狯へ かし C 

一、 木に のぼす 

ま じき 卷々^ 多 

かれ ど、 ゆるし 

なきに は、 題號 

を. だ も 書き あら 

はさず。 翁の 常 

ごと 

言に， 命 はかぎ 

り あり、 知る は 

か？ り  , . 

涯 なし、 かきり 

ある を もて、 か 

きりな き にした 

がふ は危 しと い 


ふ 古言 を遒じ 4^ 

へる C うべ こと 

わりと は 聞きつ， 

るな り C  1 


，广 ク？ isG 


マ rr. 


、、 ， 

れ 1:2?  そ.^ /->-^NKW..3^ の, \ー> 今 h  r 


文化 紀元 三月 

是の 日、 昇 道 

杜多、 岡^の 

竹 間 裏にし る 

し 侍る C 
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古人 云く e 文章 

窮 して 後ェ なる 

は、 窮す るの 能 

くェ なる に 非る 

なリ。 窮 すれば 

則ち 門 庭 冷 落し 

て、 車 塵 馬 £ の 

鏐 なく、 事務 簡 

約に して 簿書酬 

應の繁 なく、 親 

友新絕 して 徵逐 

遊 宴の 忙 なく、 

生計 羞溢 にして * 

田 を 求め、 舍を 

間 ふの 勞 なし。 

終日 門を閉 し、 

1^ 座 書と 仇を爲 

す C 其の ェ なら 

ざる を 欲する も 

得 可から ざる の 

ひ. MW- 

み C 獨 これなら 

ざる 也 C 貧 文 富 

に 勝り、 賤文貴 

きに 勝る C ム" 曹 

の 文 は 要 津に勝 

り、 失 路の文 は 


, お ま. 星餐 

あ^? § そ >  一.. *  .4  ゆや 卖 
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登第に 勝る c 本 

領 省し、 而 して 

心 計 間 を 以てす 

るに 過ぎず C 聖 

入に 到りて は、 

JH- 囚 されて 易 を 

演べ、 窮 1^ して 

接 を 作る C 常變 

一 の 如し C 夭 を 

樂 しみ， 土に 安 

ん ず。 义 一 例の 

論に 赏ら ざる 也" * 

も 適 此語 有り。 

聊か 以て 間 情 を 

暢ぶ るに-足る C 

こおろ 一夜 夢に 

面 短 鬚の 老翁 來 

りて 云く C 兄 は 

薄命 不遇に して- 

鄉土を 去り、 六 

親 を 離れ、 居 無 

く、 產 無く、 自 

ら恣に 狂 蕩を爲 

し、 而 して 間に 

乗じ 文 を 作る、 

然も 句々 皆 寒 酸 

憂愁、 世 塗の 人 


\^,c  皇.^ 一  あ v-.^ ュュム 

ル^  一  お 4 ぇ夹 

が义. ％ ^穩. ^マ ふ S  i  fe^  、% 

ャ夷. るお^ や. ほ J 

M^fe>si^>T  もき f 义 ほふ 


I 


ま 


す 考夂. ^巧 务.^ え 4 え iM:^v^ 

>  く.^ 誅 A.^,  く、 巧え お. J^H^y 

tQ 5., 令你到ip."vl^^^きMj^^ 


惟是 愚盲淺 譏の 一 

歎、 終日 門 を閉ー 

し、 兀坐 筆に 秉 

じ、 富に 勝り、 ， 

貴き に 勝る の 文 

ならず と雜 も、 

聊か 以て 消 間の 

策を爲 すの み C 

享和 壬戌晚 春、 

鴨塘頭 乞丐 翁 鶉 一 

無常 居士、 盲^. 

拭うて 之を嘗 一 


^ 速 

竹 陽 森 世 黄 書 

國 囫 


ず ま會. >CA^i-.^,^t?v<T> 


藤簍 册子卷 


題 云 藻屑 

すみの 江の 浦の 濱 藻の よる 時 

時なる 言 草 ども を、 荷 田の 信 

よしの 家の 屏風に、 えらぶ と 

はなしに かいす さめる 歌 

都べ はち またの 柳 そのの 梅 かへ り 見 

多き 春に なりに けり 

大原ゃ 春 日の 神 も ゆ る さなむ 子 の 日 

の 松 は 森の した 草 

わが 宿の 梅の 花 さけり 宮人の かざし 

もとむ とっか ひ來 むか も 

折らば やと 立ちよ る 梅に 鴛の ゆるさ 

ぬ聲を おどろか すかな 

との ゐ人 よる をす がらの 梅が 香の し 


きりに 蒸る 明 やち かけむ 

思 ふ 人 来む とい ふまに 梅の 花け さの 

嵐に 散り そめに けり 

花 林 朧月 

櫻 さく 春の 林 は 久方の 月の かつら も 

花馨 りして 

禪林 寺に て 

櫻 さくこの 山 かげの 夕 曇り空 さへ 花 

の 色に まが ひて 

高 砂の をの へ にたてる 櫻 花 はや も 嵐 

のさ そ ひや はせ む 

夕日 かげ か^ゃく 峯の櫻 花け ふ もな 

がめ て 暮る& 庵 かな 

大田南 畝 子の あづまに 歸らる 


る を 送る  5 

風 あらき 木 曾 山 ざ くらこの 春 は 君 を 5 

過して ちらば 散らな む 

あほの 山 尾の 上の 櫻 たづね きて 伊勢 

までと 誰も 思 ひこ ゆらむ 

故里 を 荒る & やとと へば 堇草 すみう 

くも あらぬ 垣ね なりけ り 

吉野川 かはづ 妻よ ぶ 夕 ぐれに 宿 かる 

我 も ひとり 寐 にして 

宮 のうち は 男 を みなも 白 栲の衣 ゆ 

しみ 夏た ちに けり 

郭公 夕 かけて い つも 朝 妻の 片山 ぎし 

に啼 くと いふなり 

曇り 日の いはせ の 森の 時鳥 あな かま 

なきて うとむ とも 聞く 

橘の みえり の 里の 時鳥ぬ かぬ 玉なる 

ね を もな く かな  つ 

驚の ふる 巢の谷 は 氷と けいつ か 青葉 づ 

のかげ となりに き  ぶ 

かぐ 山の 尾の 上に 立ちて 見渡せば 大 み 


和國 ばら 早苗と るな り 

早苗と る 時にはな りぬ をと めら が 難 

波す が 笠 紐 はっけて む 

五月雨 は 降る とも ゆかな 墨の 江の み 

としろ 小 田の 早苗と る 見に 

山彥 のこた へ て 悲し わが 岡のと もし 

の ねら ひ あやまたぬ かも 

け ふ もまた よそに と 見し を 上 11^ おろ 

すま もな き 夕立の 雨 

あすか 川 嵐 吹き そふ 夕立に たぎち 流 

る、 淵 瀬 はなしに 

撫子の 花の さかりの 久しき に 初秋 風 

も 吹く とい ふなり 

藤 原の 三 井の 淸水は むすばな む 天の 

かぐ 山 かげ も 見えけ り 

初秋の 朝け の 風 を 身に しめて 思 ふに 

かな ふ 頃に も あるかな 

女郎花 さが 野の 原に 堀り つれてた が 

官 っ子ぞ 夕い そぎす る 

尾花なら ぬ 方 こそな けれ 大原ゃ 野中 


ふるみち 分け まよ ひて は 

大空に 光み ちぬる 秋の 夜 も 月のと こ 

ろ はさ やけ かりけ り 

紀の 海の 南の はての 空 見れば 汐 けに 

くもる 秋の 夜の 月 

河 內の國 くさ かの里に ありし 

時 

生 駒 山 かげま だ峯 にわかれ ぬ を 浪花 

の 海 は 月に なりけ り 

出で て 入る 山の あなたの をち こちに 

身 をし 分けても 月 を 見て しが 

天の原 秋の 夜 わたり 照る 月の 光 を さ 

まる あかつきの 空 

芦が 散る 秋の 入江の 夕 やみに 光と ぼ 

しくと ぶ螢 かな 

この 夕べ 雁な きわたる 山 域の ふしみ 

の わさ 田 刈り やそめ けむ 

信 濃 路を迎 へ こしょり 荒駒の あらき 

心 も なれ もこ そ すれ 

御 狩 野 はきの ふと 過し 草 むらに いづ 


ちの がれて なく 鶴 かな 

袖 たれて 秋の 外 山 をな が むれば もみ 

ぢに けりな 時雨せ ぬまに 

津の國 の こや 野 を ゆけば 露霜に 小 草 

花 さき 葉 はもみ ぢ せり 

峯 にたつ 鹿の 八聲の ひま はたに 紅葉 

吹きお ろす 風の 音 かな 

秋よりも しぐれくて 木枯の 冬に う 

つろ ふ 雲の 立ち 舞 ひ 

松が 崎に て 

時雨の 雨 早く も 降りお 大比教 や 小 ひ 

えに か、 る 雲と 見し まに 

奈 良に 遊びし 時 

春 日 野の 時雨の 後の け ふなれ や 山 は 

みながら 紅葉し にけ り 

髙雄山 

奥山の 岩 垣 紅葉 このごろ は あした 霜 

おき 夕べ 散り かふ 

枯れ かづら たぐれば た ゆる 百濟 野の 

获の 古枝の 慮柴ゅ ふとて 


はふり 子が 淸 むる 跡に 木の葉 散りて 

神の みたらし こほり ゐに けり 

枯 草原 晨霜 

この 朝け 茅 生 も 薄 も 枯れ ふして 露の 

原野 は 見る ベ かりけ り 

田舍 住せし 時 

寒き 夜 を 明かし かねて ぞ けさ 見れば 

生 駒が 嶽に 雪の 積れ る 

舟き ほ ふ 音 もき こえす 堀江 河 かきく 

らし ふる 雪の 夕べ は 

こやの 野に 宿りて まし を 夕 づけて 降 

る 雪 悲し ゐな 0 ふし 原 

雪峯 寒月 

有 明の 月の 光 は 埋もれて 峯 しろ 妙の 

雪の ふり はも 

御幸 まちて 野 山の 神 もっか ふらし 鳥 

立ち もらさぬ 朝 かりの 揚 

廣澤の 水 にう きね て 鴛鴦の 羽き る 音 

をき く 夜寒し も 

田の 上の 河べ の 家に 宿から む 網 代の 


波に 千鳥し ばな く 

宿りす る 宇治の 橋 本 さよ 更けて 中の 

河洲に 鳴く は 千鳥 か 

數 ふれば 年 は あまたに 積みつ るを猶 

き は 心なり けり 

風闕 

思 へ ども 思 ひや はえむ 色に 香に 左の 

樓 右の たちばな 

舊都 

古へ の 高 津の宮 にたつ 民 は 萬 代まで 

とっくり けむ かも 

里 

九重に とな h て 住める 里人 は宮 馴れ 

てし も 物 はいふな り 

貴公子 

よき 人の ながき 心 は 初春の うら ノ-» 

照らす 日影な りけ. c 

武士 

弓矢 負 ひい さ 駒な めても の 、ふの 花 

見が てらに 鳥 狩りす る 岡 


僧 

墨染 にたちぬ ふわ ざの なく もがな う & 

き 世の 門 は あけす あらまし 

市賈 

畝 火山 太 末に さわぐ 朝 鳥の さきに 群 

れ たつ 輕の市 びと 

散 人 

花鳥の 色に も 音に も ほ だされて 暇 あ 

る 身の いとまな きかな 

松 

足 引の 遠山 松 を 見さ くれば 嵐に たへ 

て 年 も へ にけ り 

浪に ふし 岩根に たてる 松の 聲須 磨の 

浦 山 のぼりくだりに 

風 をいた む 渚の 松に 波 かけて 下葉の 

紅葉 沖に 出で にけ り 

H 葉お ち 霜に はま だき 凋まねば 秋 こ つ 

づ 

そ 松の さかりな り けれ  ら 

春 歌 


立春 

久方の はてなき { 仝に 朝霞た なびき わ 

たり 春 立つ らし も 

春霞た つ 野の 野 邊の神 やしろむ かふ 

朝日 はけ ふ を 初に 

去年よりも 姿 を 見せて け さぞ 鳴く 竹 

の 林の 篤の こ ゑ 

立春 霞  よ 

^はやき 山 はけし きをた ちか へ て 横 

川の 杉に 霞た なびく 

我 こそ は 面が はり すれ 春が すみい つ 

も 伊 駒の 山に たちけ り 

迎春 東郊 

束の 野に 出で 見れば にしごり の 近 

き 里から けさ は 霞める 

田舍 住せし 時 春の あしたに 

のどかなる 日影 はもれ て笹 竹に こも 

れる庵 も 春 は 来に けり 

春螌に 五穀 を 盛りて 加へ し 歌 

うけ 持の 神代ながら の 田な つ 物 年の 


初に 見る がた のし さ 

元日に 子の 日 ありし 年、 垂水 

の 神 岡に、 松 ひき て 遊びし 

歌 神 祠在本 國璺島 郡 

あら 玉の、 年の あしたに、 めづ らし 

き、 初子の け ふ を、 空しく も 宿に 

は あら じと、 新 草の、 も ゆる 野 こえ 

て、 岩 そ.^ ぐ、 垂 水の 神の、 岡の 上 

に、 のぼりて 見れば、 遠山 は、 霞に 

句 ふ、 朝 雲に、 田 鶴な きわたり、 遠 

しろき、 三國の 河に、 舟よ ば ふ • 人 

しも 見えす、 瑞 垣の、 下 ゆく 水の， 

音 さむみ、 衣 をさむみ、 刀自 も 我 

も、 五 十 が 上の、 百たら ぬ、 老 にし 

あれば、 我が ^ めに、 生 ふる.^ 松の、 

根 を はへ て、 千 本 さか ゆる、 ひきつ 

れて、 しるし も あれ やと、 菅の根 

の、 永き 日く らし、 夕 雲の、 雪 を さ 

そへば、 風 さえて、 衣 をう すみ、 肌 

さむみ、 家路 を 遠し、 か へらな むい 


ざ、  つ 

反歌  づ 

子の 日す る 野 邊の小 松に ふる 雪の 白 - 

髮 つくまで 年 はへ な&も  み 

元日 宴 

け ふより ぞ事 たつ はるの 位 山つ ぎつ 

ぎた まふ 千代の さか づき 

白馬 節會 

今ぞ ひく 馬の 司の あゆみ、 まで あなお 

もしろ の 駒と いふなり 

賭 弓 

まとか^ 

ま 手つ かふ 弦音た かし 的 私の うらめ 

づ らしき 春の 朝 庭 

早春 歌 

水 無 瀨川さ ビれに 雪の ふりつみ て 春 

の 水 花 下 かよ ふらし 

春き てもとけ ぬ 打の 岩 むらに いつ 波 

かけて こほり ゐに けむ 

春の 雪足搔 にく だき 信 濃なる 菅のぁ 8 

ら 野の 駒い さむな り  5 


雪と けし 岩 田の 小 野の 春 日影み ちゆ 

きびと も 若菜つ むらし 

仇 まもる 飛火 結えに し 春 日 野に た 

新 革の も ゆる をぞ 見る 

一 夜き て旅寐 うれしき 故鄉の あれし 

垣根に も ゆる 若草 

柳 もえ 蘆つ のぐ み て 津の國 のながら 

の 堤 入の ゆきか ふ 

梅 

この 里 は 梅の 林に こめられて 薰るも 

のと もしら すぞ ありけ る 

江 を 渡る 梅の 追風 香 をと めて 花のと 

ころに 舟 はよ せな む 

おなじく は 梅の 木の 本と めて まし 埋 

みぞ まど ふ 春の たきもの 

梅の 花香に か をら すば 霞 こめ 雪に う 

もれて 春 も すぎなむ 

か へ し 着る 夜の 衣に 染める 香 は 君が 

こて ふに 似た る 梅 かな 

雪 わけて 昔の 友 をと ひくれば 吉 野の 


里に 梅 も^きけ り 

暴り 日 はこと にぞ句 ふ 梅の 花 風 ふき 

とづる 深き 霞に 

»| のな きから したる 朽 めより たつ枝 

うれしき 梅の はつ 花 

野鸦の 羽ぶ きの 風に 散らされし 名殘 

の 枝の 梅 かをるな り 

{„^^さぇて香ごめに風のぉくりくる雪 

と 梅と を わきて 見な まし 

梅の 花峯を くだりの 林に は 里に 出で 

しと 鵞の 鳴く 

わが 岡の 林の 梅 を 宮人の 酒に うかべ 

て われに たま はす 

山が つのく だく 薪に ゆるされて 立ち 

枝 あまたの 岡の ベの 梅 

梅の 花 風に ちる 毎 鴛の笠 とられた る 

こ k ちゃ はする 

仁 かまど 

髙圓 の野邊 見に くれば 新 草に ふる 草 

まじり 篤な くも 


かげら ふの も ゆる 春 日の 小 松原 駕ぁ 

そぶ 枝う つりして 

宿しめ てね よげ にも あるか 鴛の 梅の 

小 枕 われに かさなむ 

春の 野の 鵝の 草ぐ きたれ 見ね どお ど 

ろき が ほに 紫の なく 

驚 は 枕の 窓に かげ 見えて 春 日 なぐさ 

む 竹の した 庵 

柳. 

大 寺の 門べ にたてる 古柳 土 はくあで 

に 枝 は 垂れに けり 

九重 もち かく やなり ぬ 道 ひろき ゆく 

てに も ゆる 春の 靑 やぎ 

一 菜より うかべなら ひし 川 舟 をつな 

ぐ 岸 根の 玉の緒 柳 

杠梅 

此 殿の 八重の くみ 垣 枝 こえて 紅 ふか 

き 梅の さかり は 

きさら *. 一 

一 一月 や 八重 さく 梅の 紅に うたて 灰 さ 

す 野 達の あくた 火 [ 


春雨 

こち 風の けぬ るき 空に 雲 あ ひて 木の 

芽 はるさめ 今ぞ ふりく る 

け ふ 幾日 はれぬ 雲間に のどかなる 曰 

影 を こめて 春雨 ぞ ふる 

おもしろく 雨 ふるから に 春の 夜 を 短 

しと 思 ふ 初な りけ り 

春雨に きなら し 衣 かたしき て柴 のお 

き 火を埋 みかねつ も 

庵 春雨 

樣に とふ 人 を やどして 春雨の よる を 

すがらに 語る 庵 かな 

春雨 枕に 零す 

春 Q 夜の 雨 もる 山に やどりして 枕に 

ちかき 零 を ぞ閒く 

春 月 

三吉 野の花お そげなる 年 だに も 河 

おぼろに 月 はかす める 

三 島 江 や 玉 江の 水 もに ごるな りかす 

みて うつる 春の 夜の CT 


白 薦 弓 はり てかけた る 月 かげ はみ つ 

れど 幾夜 はれぬ 霞 か 

桃花 

春の 水 あさく 流る.. 片岸は 桃の 林の 

山 もとの 里 

折る 花に おなじ 色なる あら 染の あさ 

らの衣 まくり 手に して 

春 日 遊 墨 江 

薦 原の、 瑞 穰の國 を、 中に おきて、 

外 ゆく 波の、 千 重 波の、 ゆた のた ゆ 

たに、 五 百つ 舟、 千 舟 をのせ て、 祌 

代より、 1K のさく めの、 跡と めて、 

入りく る 舟 は、 玉 はやす、 武庫 山風 

を、 追風に、 夕べ はなして、 あけた 

てば、 伊 駒髙峯 を、 吹きお ろす、 嵐 

の 風に、 朝 びら き、 漕ぎて ぞ 出る、 

大 伴の、 みつの 濱 べに、 ありた、 す、 

神の 御前の、 住の 江の、 いつは あれ 

ども、 春の 海、 奈吳の 浦べ に、 家 わ 

すれ、 拾へ る 玉 を、 く f つもつ、 手た 


ゆきまでに、 をと めら が、 裳の 裾ぬ つ 

らし、 みつ 汐の、 夕 さり くれば、 あ づ 

はと 見し、 淡 路の島 も、 霞 こめ、 ほ ら 

のに も 見えす、 あし i の、 かへ る 蘆 ふ 

ベ は、 汐さゐ に、 騒ぐ 入江 を、 漕ぎ み 

たみて、 ゆく ち ふ 舟 は、 蟹なら ぬ、 

難 波 をと めの、 家路 ゆく 舟、 

反歌 

奈吳の 海 の なごりの 玉藻 我 刈らむ 汐 

みちく とも 沖に をれ 波 

樓花 

いつはらぬ 春の 日數を かぞ へきて 山 

の 櫻 は r おき そめに けり 

卷 向の 檜 原 杉 むら 霞みけ り ほのに 樓 

の 色に こぼれて 

ひなぐ もる 樓が もと をた ちくれば み 

どり の 空に かをる 春 かぜ 

思 ふこと あらぬ 枕に 花の香の あさら 

にか をる 春の あけぼの  0 

しばし とてた-, すむ 花に 逢坂の 翻 は 5 


夕べ の戶 ざしせ しかな 

樓花 さける を 見れば かほよ びと 衣に 

とほる 光な りけ り 

樓戶 をお し 明けが たの 空 見れば けさ 

も 尾 上の 花 * りして 

山路 花 

おくれ じと おひ 來し 人に あはぬ かな 

心 そらなる 花の 山ぶ み 

舟う けて 誰もの 音 を 遊 ぶら む あら 

しの 山の 花の木が くれ 

夜に かくれ 逢 ひに し 人に 花 山の 道に 

ゆき あ ふお もな しゃ 我 

海邊花 

須 磨の 浦の 磯山 樓 さきにけ り 波 こ 

もとに 立ちく とや 見む 

風待ちて とまりす る 舟 機 山 に^きち 

る 花の 日數經 しかな 

汐 なれし 生 田の 森の 櫻ば な. 春の 千鳥 

もな きて かよ へ る 

雨中 花 


うち むれて きの ふ は 見し を樓花 雨し 

づ かなる かげと なりに き 

樓花 うれしく も あるか この 夕べ 嵐に 

か へ て 小雨 そぼ ふる 

客來 問， 1 吉野之 花時 f 答、 登山 兩回、 

山水 最奇 結、 其 多レ花 之！^、 坂嶝開 

豁、 人跡 絡繹、 可レ &ー淸 雅乏， 矣、 

思 夫 上古 飛鳥 藤 原 之 世々、 春秋 暴 

行幸、 美 n 其 山河 之 美 一而 臨レ 水營レ 

宮、 雖レ： US-,, 田 獵捕魚 之 御遊？ 更無 

望 レ雲踏 之 轍 f 故 好古 士 到- 于那 

盧 一則 该 ，古 以永言 也、 又 問、 翁甞 

咏レ 花、 專 用，， 那處， 者 如何、 答、 凡 

題詠 春 花 秋 月， 釆，， 摘 其 地 f 以 調，， 

風姿 f 猶ー 1 之生旦 上ーレ 場、 雖レ 使- 1 レ人 

歡 娱悲淚 f 比- 1 之 良人 世態 動譟 i 則 

取 レ感固 淺矣、 春 花粉 飾、 妹 子遇レ 

雨、 忽 失，， 其 美， 焉、 那處 山水 最奇 

絡、 但遊 以，， 花時， 者俗士 耳、 今敎 

道 以，, 數言 f 其歉 


空に みつ、 大和 島根の、 國原 ゆ、 雲 ー 

井に 見 ゆる、 三吉 野に、 うちこえ く  5 

れば、 遠 白き、 河 音 さやけ し、 舟よ ば 

ふ、 六 田の 岸の、 柳 原、 風に なびけ 

る、 河の ベ を、 上りて くれば、 花ぐ は 

し、 雲に うづめ る、 麓 港の、 秋津の 

小 野の、 岩 むらの、 中き りと ほし、 

ゆく 河 は， 瀨々 にむ せびて、 たぎち あ 

ふ、 水の まに く、 棹と りて、 下す 

筏の、 岩に ふり、 みだる を あやな、 

遠近の、 岸に た.^ やみ、 我が 見れば、 

水に 影 ある、 山吹の、 かさねの 衣、 と 

き 洗 ひ、 ほす いとまな み、 山風に、 

樓吹 きまき、 帶 にせる、 象の. 小川の、 

水沫 なし、 河 瀬に おちて、 瀧浪 に、 

みだる i 見れば、 風の みに、 散り や は 

まが ふ、 いにしへの、 かたりに つた ^ 

ふ、 とつ 宫は、 こ& とし 閉 けば、 三 舟 ら 

山、 常 ゐる雲 を ♦ ふり さけて、 見つ ぶ 

つし ぬべ る、 夏 見 河、 よどめる 末 は、 み 


ゆ ふ 花の、 ぬ さの 手向か、 さなく だ 

り、 瀬お りつ 姬の、 河 社、 と ろと 

どろに、 ひ き あ ふ、 水の たぎち も、 

廣き 瀬に. 流れて ゆた に、 淺花 田、 

深 みどりな し、 木綿 蔓、 千 むらの 絹 

は、 天 にます、 たく はた 姬の、 神 わ 

ざ か、 妻よ びかね て、 夕 河に、 娃ど 

よめり、 よき 人の、 よしと 見 まし、、 

み ゑし 野の、 ゑし 野の 山 は、 峰 高み、 

川 遠 白し、 昔 見し、 春の さかり を、 

おも ほ ゆる かも 

反歌 八 首 

く. <  みな わ 

芳野川 川 隅 ごとに 水泡な しょ どめる 

花 をむ かし 見し かな 

櫻花ラ きて 流る- - あと 見れば 象の 小 

川 はまこと さやけ し 

白雲 は あしたに はれて 三 舟 山 夕ゐる 

峰の 風の 靜 けさ 

夏 見 川よ ど 瀬な からし さし 下す 筏が 

聲の はや も かすめる 


河 かみの 國栖の 里人 春 こすば と はれ 

ぬ 宿と おも ひたら まし 

大瀧 をく だけて おつる 白波 Q 音 は あ 

らしの たえまな きかな 

夕 蜈秋を さかりの 聲 ならばた のめて 

又も われ， かへ りこむ 

宿 かさぬ よし 里なら ば 秋つ の、 岩が 

ね 枕 夜 を 寒く とも 

題 吉野宮 

名ぐ はし、 吉 野の 國は、 山つ みの、 守 

りて ませれば、 山な みの、 よろしき 國 

ぞ、 よき 人の、 よしと 見 まし、、 瀧つ 

瀕は、 清き 河 內ぞ、 しかれ こそ、 大 

宮人 は、 春 花の、 咬き の を k りに、 

篱の、 聲を とめつ、、 秋 霧の、 晴れぬ 

まよ ひに、 嬢 なく、 瀨々 を 乏しみ、 

いきか ひて、 見れ ども あかす、 あそ 

びせ し • 秋つ の 小 野の、 とこ 宮は、 

とこに は あらで、 夏 見 川、 流る、 水 

の、 たち やか へらぬ、 


反歌 

御舟 山つ ねゐる 雪の つねなら ば 瀧の 

みやこ は 今 も あらぬ か 

禁庭花 

山里に あらぬ 色香の 樓花 かよりか く 

よりそ ふ 光 かな 

水花ぞ ながる- -大宫 の 内に も 春 

はと まら ざり けり 

花 頂 山の ふもとに 住み そめし 

春 

すまで 我 見や はさ だめむ 粟田 山 あは 

だつ くも は樓 なりけ り 

花 下 遊 

石 川の こまの たはれ 男 花に 遊びぬ し 

ある 人の 帶な とらし そ 

嵐 山 花 三 章 

たに は路 をく だる 筏の 岩に ふり 幾 瀬 

くだけて 花 は 見 るら む 

大 井川く だす 筏の あとた えて 夕べ の 

波に 花 散りう かぶ 

大 井川き しの 櫻の かげ くれて 月に な 

りぬ る 波の ひかり は 


老木 花 

年 ふかき 櫻が 枝 は 苔む して 松 を 友な 

るよ は ひ を ゃ經む 

山寺 花 

葛 城 やた かまの 山の 峰の 寺 寒き 日 か 

げに 花も^ きけ り 

あはと 見て 歸るぞ はかな をと めら が 

鬥 ゆるされぬ 寺の 櫻 は 

谷 わたる 道 は あらね どい と 古り し 寺 

こそ 見 ゆれ 花に 籠りて 

古 

しめ はへ し 苗代 小 田に かげみえ て 年 

ふる 塚の 花 も^きけ り 

■ 瓶 花 

& にさす 花 は 昨日の 山 をと ひきて 

人の け ふ も 見 はやす 

山里 花 

山 ざと は夕暮 さむし 櫻 花ち り は そめ 

ねど匄 ひしめ りて 

愛花 篇 . 


うちな びく * 春 さり くれば、 百 鳥の、 

さまよ ふ野邊 は、 新 草の、 も ゆる 垣ね 

を、 誰し めて、 すむ 人た のし， 足 引 

の、 山の いほりに、 むらぎ もの、 心す 

ませば、 語ら はむ、 人と ぼしき を、 

庭 もせに、 櫻 花 さけり、 ふ、 むより、 

散り はつる まで、 風 をい とひ、 雨 を 

ぞうら む， 春 ごとに、 我 をた のめて、 

明けた てば、 閨戶 おそし と、 夕闇 は、 

ほのに 見えつ-"、 言と ひ を、 我に は 

すなり、 花ぐ はし、 櫻の 愛でと、 古へ 

の、 遠つ 飛鳥の、 すめらぎの、 言 あげ 

ませし、 にぎた への、 衣と ほりて、 

に ほ はせ る、 神の みことの、 ゑ まひ 

にも、 くらべ 劣らぬ-花 妻の、 あれ を 

たのめる、 里に いでば、 入戀ひ よら 

め、 家に あらば、 入訪 ひくべ み、 山 

口に、 守 部 やすゑむ と、 岩波の、 千 

千に くだけて、 思 ひをぞ する、 よし 

ゑ やし、 戀ひ はよ ると も、 袖 は へ て、 


とひ も來 べき を、 朝され ば、 霞が く 

^='て、 夕 づけば、 霧の 籍の、 妻 ごめ 

に、 面 わ も 見せ じ、 かに かくに、 、遠 

つ 飛鳥の、 すめらぎの、 言擧げ ませ 

し、 花ぐ はし、 樓 のめでの、 姬 神の、 

色香お も ほ ゆ、 庭 もせの、 我 花 妻よ、 

ちり こすな ゆめ、 

反歌 

櫻 花 あかぬな げき を わが すれ ど 一 夜 

の 風に 散る がさぶ しも 

長 かれと たのみこ そせ ね 櫻 花 ひと 夜 

の 風に 散らむ もの か は 

落花 

散る までと 頼めし 庭の 花に うき 曉が 

むらさめ 

たの 村雨の 音 

樓 ちる 木の もと 見れば 久方の 星の 林 

に 我 は 来に けり 

とめこ じな 花に 初 瀬の 山お ろし 春 も 

はげしき なら ひなり せば 

山風の 吹く と はなしに 玉 たれの が 面 


に 花の けさ は 散り 來る 

龍 田 彥風を まもりの 神 山に おのが 時 

とや 散る 櫻 花 

朝 鳥の こ ゆる 羽風に 色ながら 尾の 上 

の 櫻 散り そめに けり 

吉野山 岩の かげみち 春 行けば たぎつ 

かふち に 花ち りう かぶ 

行き くれて ひとりの み 見る 春の 夜の 

月に 花ち る 志賀の 山： S 

時鳥 なくべく なりぬ 花 はみ な 散らせ 

し 雨の なごり ある 空 

櫻 花ち る を 心の はてに して. 殘る日 か 

すの 春 は 春 か は 

根に か へ る 花と し い へ ば賴 まる i ま 

たくる 春 も 梢に ぞ 見む 

花遲し 

花お そき 樓が もと をと めくれば 靑根 

が 峯の外 陰な りけ り 

け ふと 暮る i 日數 にもれ てみ 山に は 

遲げ にも あらぬ 花^きに けり 


花 櫻 かさねてに ほふ 袖の 色に 春 をと 

どむ る 雲の上び と 

堇草 

あす もこむ 堇 はなさく 春の 野の 芝生 

がくれ に 雉子 なくなり 

雲雀 

春の 野 は 雲雀の 床と 思 ひし を 空に や 

ゆ ふやみ 

どり の 夕 暗の こ ゑ 

賀 茂の 翁の よめり し 

露た つ 春 野の 雲雀な にし かも 思 ひ あ 

力り  て 音 を や 鳴 くらむ 

是 にっきて 

冬の 野の 枯 生に 變る 草の 床に いつ 立 

つ 空と 雲雀な くらむ 

翁 も 思わ リげ なり 我 もし かリ 

とや 人 聞く らん かし 

かはづ 

夕され ば 蛙な くな り 飛鳥 川瀨々 ふむ 

石の ころび 聲 して 

腳頃 花 


三 吉野は 青葉に か はる 岩 かげに 山 下 

照らしつ 、じ 花 さく 

藤 花 

神 松に か. -れる 藤 もて はふれ むいで 

やひくて ふ大幣 にして 

春と 夏 こなた かなた に^く 藤の 花や 

いづれ に 磨くな るら む 

大 原野の 春 日の 社に 詣 ではべ 

りし 時、 ふぢの 花の 松に いと 

おもしろく か.^ りたる を、 わ 

が從 者の 童の、 何の 心 もな く 

て 折りつ みければ、 里の 子ら 

がそれ は 神の 木な り、 た、 り 

や あらむ とい ふに、 驚きて 泣 

き 悲しむ を、 とりて、 ふと 前 

にさ. -げ、 詠みて 奉れる 

折る と 見ば 罪 はかし こし 大直日 見な 

ほした まへ 幣の手 向に 

牡丹 を 人々 とよめ る 

色に こそ 物 思 はすれ お ほけ なく 國か 


たむ けに ゆ、 ける 花 か は 

楊太妃 一 捻 紅 を 

いさ、 めの 色に そ みても その 君の 面 

影 見す る 花の 名 だてに 

淺紅  信 美 

花に そむ 入の 心の ふかみ 草う す 紅の 

色に 匂へ ど 

白  布濟 

め で たく も 咬き み てる かな 白 重ぎ け 

だかき 花の 君に て 

白帶紅  默 軒 

曙の 薄 花 ざ くら 忘れめ や 牡丹の 色に 

句 は ざり せば 

深紅  敬 儀 

紅の 色 ゆるされし ふかみ 草 あで なる 

種に いかで 生 ひけめ 

朱 砂 紅  益 

ませの 內に 朱なる 玉 やしきた ると 見 

えて 花 さくふ かみ 草 かな 

紫  間齋 


こむらさき  . ^ 

ときめけ る 濃紫の 一 もとにう ベ も 貴 

盛し き 花と こそ みれ 

夏 歌 

更衣 

わた 殴 をい きか ふ椐 も輕げ なり 夏た 

つけ ふの きぬの 追 1^ 

人妻の これ や 卯月の 夏衣 馴 るれば 更 

ふるなら ひ ある 世に 

新樹 -へ 

奥深く わけし 歸 さの 山ぐ ち は 青葉し 

げりて 夏 立ちに けり 

い と 早も蟬 鳴く 陰と. S きつ る は 青葉 

にこ もる 瀧の 水 音 

加 茂 祭 

け ふて へば 高き 賤 しき 葵 草 かけて 神 

世 をし のびつ るか も 

加 茂 山の 神のお まへの 駭河舞 袖に 桂 

の 風 も か をれ る 

杜若 


身に おはぬ 司の 色の かきつ ばたん に 

すりつけ 思 ひで に 着む 

時鳥 

時鳥 待つ をなら ひと 夕 かけて 山の い 

ほりに 長居せ しかな 

まち またぬ 宿 を わきて や 忍び音に 小 

夜 時鳥な きて 渡れる 

橘の 島の 御門に との ゐ して 山 時鳥き 

かぬ 夜 もな し 

世 をす て V 思 ふこと なき 曉に山 時鳥 

なきて 過ぐな り 

こ 、た 鳴く 里に は 住め ど 時鳥 初音 は 

い つも 嬉しと ぞ きく 

わが 宿 をい つ 過し けむ 時鳥 あり 明の 

月に をち かへ りなく 

人 やどす こ 、は 庵ぞ 時鳥 この あかつ 

きの 聲 なをし みそ 七 

わが 袖に かけて を うれし 時鳥 卯の花 

山の あかつきの 露 

時鳥 またぬ 隣 もき、 やせし 人の け は 


ひのしの & めの 空 

夏の 夜の 月に おくれて いで ぬれ ど 山 

時鳥 をち かへ る聲 

旅に して さよ 時鳥き く 我 をし のびて 

妹が いねが てぬ かも 

高野山 樓の 木立の 時鳥 この 夕 暮もぁ 

はれと ぞ思ふ 

時鳥 をし まぬ 聲 をい まぞ鳴 くお のが 

さっきの 五月雨の 空 

大 荒木の 森に やどりて たか <^ とい 

むこと なげにな く 時鳥 

を さ 

植ゑ はてし 山 田の 長が 門に 来て しこ 

時鳥な に を 鳴 くらむ 

花の 枝の あ を 葉 立ちぐ きこの ごろ は 

時鳥な く 志 貧の 山 ごえ 

五月雨 は 夜中に 暗れ て 月に 鳴く あは 

れ その 鳥 あはれ その 鳥 

高 砂の 尾の 上お ちくる 時鳥き くや ひ 

びきの 翁 わたる 舟 

信 濃 路は野 を あまたな り 時鳥 菅の荒 


野 を 名のりて ぞ なく 

夏草 

伊吹山 させ もが 草の しげければ うち 

散る 露 も 雨と ふり つ 、 

山里 は 垣 ほの ひまの 荒ければ 內外も 

あらす 茂る 夏く さ 

胸 分けて ゆく や 牡鹿の 跡 もな く 茂り 

にけ りな 夏草の 原 

あやめ 

故里の 長柯の 沼の あやめ 草うべし も 

長き 根 をば ひくて ふ 

あやめ ふく, たえね ぱ都邊 に 花 さき 

うづむ 沼 も ありけ り 

競馬 

駒き そふ 神の み 庭に たつ 人 も 我 かた 

岡の 方 を こそ ひけ 

棟 花 

されば とて かげ 賴 まれぬ 隣 かな 棟& 

さく 窓の くらき に 

抆遣火 


風 もな き 蚊 やりの 煙な びき あ ひて 暮 

なほ あっき 里の 中み ち 

玉 だれの 隙に もれて 香に 董 一る うすき 

煙 や 蚊 遣な るら む 

五 巧 雨 

難 波 人 度 荷重げ にこぐ 舟の つく 岸 も 

なき 五月雨の 頃 

丘 月 雨に 須 磨の 苫 屋の董 簾 たれこめ 

て 今日 も 暮れぬ とぞ 見る 

琼 からぬ 隣ながら も 蘆 垣 のま ど ほに 

なりぬ 五月雨の ころ 

早苗 

五月雨 を 思 ひの ま，. - にせき 入れて 小 

田の ますら を 早苗と るな り 

五月雨 はつぎて 降らねば 近 江の 海碟 

曲の 早苗 植ゑぞ 足らし つ 

夏 月 

松風の 音 羽の 山 を こえ くれば 夏なら 

ぬ 夜の 月 澄み わたる 

夏 河に 光 を 見せて 飛ぶ 魚の 音す るか 


たに 月 はすみ けり 

夏 夜 

夏 はた 夜な き 里と 思 ひけり 立ちの 

いそぎの 草の 枕に 

凉み 

入りつ ど ふ 千 船の ひま を 漕ぎ出で て 

夕凉 みする 浪花 人 かも 

水 音 はたえし 名 こその 瀧 殿に 夕べ 凉 

しき 風 も 吹きけ り 

都 をば 夜 ごめ に 出で て 朝日 山 あさ 風 

凉し 宇治の 川面 

螢 

ましげ み 葉 うらに すがる 夏蟲 のかく 

れても ほの 見 ゆる 光 は 

わた 殿の 下 ふく 風の 冷 かにて せきい 

れし 水に 螢 とびか ふ 

この 夕べ 引き や 忘れし 奎 火の ひかり 

に 見 ゆる 門の いたばし 

0 

明け ぬれ ぱ樗花 さく 葉が くれに やめ 


ば 次がる i 網の 聲 

なく 蟬の やどりの 松の木 本に もぬけ 

の 衣の 風に 吹かる. - 

照射 

夏山のと もしの 篝 うちし めり 雨う ち 

そ X ぐ 曙の 空 

宵の まの 月 はかくる  >- あま 服に とも 

し 雲 やくし がらき の 峰 

0 

夏なら ぬ搶 かきす さべ るか は ほりの 

それ も凉 しき 花の 種々 

^飼 

御舟 近く 波 を こがせる 篝 火に 鵜のと. 

る 魚の かす も 見えけ り 

西 山 夏 雲 

夕 ごとに 峯 なす 雲 はく づ をる 花に 

あたごの あらき 山 かぜ 

清水む すぶ 

旅人の いくたび ひで-むす ぶら む 泉 

の 河の 夏の わた. 0 瀬 


ゆ ふだち 雨 

かきに ごし 岩 こす 波 もやが てす む淸 

騸 川の 夕立の 雨 

夕立の 軒の 宿り を始 にて うれしき 老 

が 友 もとめけ り 

湊 いりの 五 手の 船 はは やき かも 漕ぎ 

退けて くる 沖の 夕 だち 

風 早み 鞭 さす かたに 雲お ちて 我 こま 

嘶 ふ 軒 路のゅ ふだち 

秋に まだ 色 はなら はぬ 葛の 葉の 裏 ふ 

きかへ す 夕立の 風 

夕顔 

たそがれに ほの 見し 花 はしらぐ と 

有 明の 月の 影に 殘れる 

撫子 

朝寐髮 かき なでしこの 花の 上の 露の 

しばし も 目 かれす ぞ 見む 

藤 原の 宇 萬 伎ぬ しの 手 向 を、 

洛 陽三條 の三寶 寺の 御 墓に、 

烟 にあげて 奉れる 歌 


鳥が なく， 東の 國の、 武 蔵の 海、 大 

江の 水戶に >  高殿 を、 たか 知り まし 

て、 天の下、 ま をし ぁづ かり、 すめ 

ろぎ の、 みことの ま V に、 民草 を、 0 

けた まへば、 物 部の、 八十 氏人 は、 

夜の 守， 晝の まもりと、 かしこみ て、 

仕へ まつれり、 國土 を、 た ひらの 宮 

おはき 

の、 大域に は、 みこと もち 人、 守りす 

ゑて、 外の ベ 守ら ひ、 すめろぎの、 

日々 のみこと を、 は ゆまして、 ま を 

した まへ り、 中のへ は、 千々 の 軍 を、 

こめお きて、 弓と りしば り、 千 早 人、 

たは わざ やすと、 夜の 守、 ひるの ま 

もりに、 召しく はふ、 夭 のかな 機、 

足 玉 も、 手玉 も ゆらに、 神の 織る、 し 

づ屋 のうし は、 卯の花の、 うきこと も 

なく、 出で V こし、 道の 空より、 煩 

ひの、 神 やっきけ む、 手 束 弓、 杖に つ 

きつ、、 中の 重に、 さもら ひし さへ、 

さつ *> 

時鳥、 きな く 五月の、 五月雨の、 は 


る >- 日 もな く， 末つ ひに、 うちこ や 

し ぬれ、 さね 床の、 夜 をす がらに、 

故鄉 の、 家をぞ しのぶ、 晝 はもよ、 

息 づきく らし、 水無月の、 てる 日 を 

闇に、 ゆく 水の、 過ぎて 空しき、 あら 

王の、 來經 ゆく 年 を、 手 を 折お て、 

とせ 

かき 數 ふれば、 十 あまり、 三年に な 

りぬ、 すべ もな く、 音の みし 泣か ゆ、 

おきつ きど ころ、 

反歌 

古 へ をけ ふに むか へて ぶと もい や 

年 さかる あすの 日より は 

夏 我 

唐 崎の みそぎ ははて.. - たが 里に 扶す 

すしく 遭ぎ 歸る舟 

しがら み . 

大ぬ さの 柳 かけて と^むと も 流る X 

夏の タ ばら ひかな 

秋 歌 

初秋 


むろ わ さ だ 

紀の國 の 室の 早稻 田の 穗 むきより 今 つ 

朝 吹き わたる 西の 秋風  づ 

晴砌 虱梧晚  ら 

耔 ふかき 玉の 砌 のこけ の 上に 夜の ま ふ 

の 秋の 桐の ひと 葉 は  ， 

七夕 

天の川 ふね さす 棹の さはれば や 月の 

桂の 花ち りみ だる 

天の川 か は 波た かし 夜 ごもり にか へ 

す はすべ な 明けば 面な し 

殘暑 

朝顔の 獨 まぬ ほどに 降り はれて 雨よ 

りの ちの 秋の 暑さ は 

暮れな ばと 親め し 秋の 空 見れば 風 ふ 

き とづる 西の 八重雲 

秋眭 

秋され ば 下の 社の みたらしに 人 ま を 

待ちて 蛙 なくなり 

稻妻  00 

秋た ちて 幾日も あらぬ に 風 をいた む 幼 

VTilJV バー 0  ^3 に. へ- 6  ^ 


窓よりも る  >- 宵の 稻妻 

稻 妻の 光なら すば 暮れ はて、 野中の 

松 を そこと 見 まし や 

秋風 

吉野山 紀の路 に 通 ふみち ゆけば 丧ゎ 

くる 野の 秋の 夕風 

村雨の はる i 淺 茅の 露 原に ぬれて や 

秋の 風 は 吹 くらむ 

初秋 十七 夜、 三 井寺の 高き に 

登りて 月 を 見る 

照る 月の 影 は 波 もて 碎け ども 光 は 海 

を わたるな りけ り 

あした 湖上の 摟に 遊ぶ 

白雲に 心 をのせ て ゆく らくら 秋のう 

な 原 思 ひわたら む 

秋 野 

君が 家の 壁 草刈りに 野に 出れば 花 ざ 

かりなる 秋に も あるかな 

萩 花 

朝な さな 露 だに おもき 萩が 枝の 末 伏 


すまでに 雨の ふれ  >- ば 

朝露 はま だき 下葉に 消えの こる 野 寺 

の 庭の 秋 获の花 

萩が 枝の 末 はさ れに 流れ あ ひて 波 

も 花なる 野路の 玉 川 

女郎花 を 核 ゑて 孫 思 邀を思 ふ 

あまた 棟 ゑて 人 や 妬める 女 郞花老 を 

養 ふ 色香と を 見よ 

花 ごとに 露 を 結べる 女郎花 心 こまか 

に 見る ベ かりけ り 

槿花 

1 日て ふそれ も 榮ぇを 朝 «| の ひるま 

を またぬ 野 邊の顔 花 

藤 持 

花々 に 色 はまけ ぬる 藤 袴 野 はみ なが 

らの 香に に ほひけ り 

香に めでぬ 人 こそな けれ 藤拷 たれに 

許して 花の 扭 とく 

鴨 頭 草 

月 草に すら まく 衣 を 目 移しに あやな 


千 種の 色に まよへ る 

紫苑 

我なら ぬ あだ 名 もよ しゃし こ 草の し 

こちし 人 もな き 世な りせば 

風 わたる 野路の 莉萱下 折れて 穗に出 

し 秋の かひ やなから む 

蟲 

秋の 日の 峯に 入る さ を まちかねて 草 

むら ごとに すだく 蟲の音 

蟲の ねの 多 かる 方に 露わけ て 野路の 

棚 橋い くつこえ けむ 

矢 田の 野の 淺 茅に すだく 松 蟲の なく 

音 をと めて 我た ちま ど ふ 

こに こむ る 友 をし のびて 松蟲の 野に 

もろ ご ぶ 

さそ ふと ゃ諸聲 になく 

庭 草に なきに しもの を 巷うた て 夜寒 

の牀 にち かよる 

蟲聲非 一 とい ふこと を 

|S5 させ われ 機 おらむ 秋の 野に いとま 


をな みの 蟲の 聲々 

秋 夕 

思 ふ 事 ありと はなしに 悲しき は 秋の 

なら ひの 夕 ぐれの 空 

傷 岡 雄 之 亡妻 歌 

夏す ぎて、 秋は來 ぬらし、 吹く 風の、 

目に し 見えねば、 朝 かげ を、 凉 しと 人 

の、 ゆ ふぐれ は、 さびし かりけ り、 

荻の 葉の、 音 はさ やぎて、 蜂の、 な 

く聲 きけば、 古への、 人の あはれ と、 

いひつ ぎし、 時にはな りぬ、 その 秋 

の、 あはれ ち ふこと を、 我の みの、 

身に しお ふか は、 妹な ね は、 秋た つ 

空の、 す 1^ ろに も、 よみち ふ國 を、 

何し かも、 ふるさ とのごと、 立ちて 

いにし、 空 しき 牀に、 と 1- まりて、 

をの 二 

いかにせ よと か、 男 じ もの、 腋ばさ 

みたる はら 力ら の、 みどり 兒 とと 

もに、 泣く 兒 なす、 慕 ひなげ かひ、 こ 

ひまろ び、 足 指り しつ、 、まど ふら 


む * 人 こそ あはれ、 明日より は、 い 

かにせ まし や、 年月 を、 長く と 思 ひ 

て、 語ら ひし、 ことの 悔しき、 妹な 

ね は、 よみち ふ國 に、 先立ちし、 うな 

ゐ はなり に、 相 見つ-、 手づ さはり 

て、 ^ぶら む、 おもかげ を だに、 見 

まく ほり、 枕に よれ ど、 いねが てに、 

夢 も むすばす、 荻の 葉に、 秋風 さや 

ぎ、 こ ほろ ぎの、 なく 宵. <<  の、 さね 

床ぞ あはれ、 

霧 

みかの 原 夕 こえ くれば 泉 川 いづこ わ 

たり も 見えぬ 秋 霧 

朝ぎ りの 海の 玉藻と 見し はこれ ふ も 

とに しげき 杉の むら 立 

おぼつかな 濱 名の わたり 霧 こめて 引 

馬の 驛朝 だち かぬ る 

河 內の國 に 人 をと むら ひし 時、 

道の 空 にて よめる 

伊駒桟 の 雲 は 嵐に 吹きお ちて ふもと 


の 里 を こむ る あま 霧  つ 

河內 のく さかと いふ 里に 宿り づ 

て ある 程  ら 

我す めど 門た \ くべき 人 もな しこの ス 

山寺の 秋の 夜の 月 

月 歌 

山の はに さし 出る 月の 影 みれば 西 を 

はじめの 秋なら なくに 

我が すれる 花 田の 衣の つき 草の 色な 

る 空に 月 澄み わたる 

千里まで てらせる 影と ゆ ふ 波の 汐の 

湛 へに 月 さしの ぼる 

秋の 月 仰ぎての み も ありが てに 筆の 

林 を わけ ぞゎづ らふ 

世のう さ を 昔に なして 月見れば 秋 を 

盛りと ながむ ばかり ぞ 

かぞ へ きく 秋て ふ 秋の 聲 たえて 月 か 

げ 高く 夜 は 更けに つ、 

ひとへ 山へ だつ 都 は 秋の 夜の 月 をに g 

ぎ は ひ 見る ものにして 


山 月 

世に いづる 道 は 絡え にし 山 住の 月の 

あはれ は 秋ば かり か は 

峯月 

ねざ むれば 比 良の 高ね に 月お ちて 殘 

5 なづら 

る 夜喑し 志賀の 海面 

田家 月 

いはけ なき 里の 童が 夕 まど ひ 月に ゆ 

び さし 鬥 遊びして 

故鄉月 

程 もな くう つ り しゅけば 夢 岡の ふ る 

さと 寒く 月 は 照る らし 

秋 夜 遊 墨 江 歌 

にぎ はや ひ、 神の みことの、 翅 なし、 

漕ぎ こし 舟 ゆ、 空に みつ、 大和 島根 

の、 靑 柳の、 かつらぎ 山 も、 生駒峯 も、 

常 ゐる雲 は、 秋風に、 いぶき 拂 ひて、 

月讀 の、 出で ましの 空 は、 夕霧の、 立 

ち もの ぼらす、 住の 江の、 敷津 にた 

てば、 あから ひく、 入日の 影に、 沖 


見れば、 網 引き綱 ひく、 機 曲に は、 小 

舟 釣りす る、 秋の 葉の、 風の みだれ 

に、 岸 見れば、 あら X 松原、 よる 波に、 

根 ごと さらせり、 白鷺の、 職 を ほの 

に、 夕閣 の、 暮る X と 見し を、 月讀 

の、 神の 尊の、 いで ましの * みさき 

を はら ふ、 秋風 も、 身に ししまねば、 

汐 みつる、 淸 き濱邊 に、 秋の 夜の、 

ふくる を しらに、 あそびす 我 は、 

反歌 

伊駒峯 にい ざよ ふ 月 を 波の 上の 中空 

まで も 見つ X 遊ばむ 

てる 月に あられ 松原 ひま 見れば 桂の 

花の つちに 散りし く 

月 前述 懐 

秋風に 月 澄む 夜半の 白雲 を はら へ ど 

か X る わが 心 かな 

宵々 に 月 はいで ぬか なぐさまぬ 心の 

曙 を 照らす ばかりに 

田舍 住せし 時 


た た ら ぬ 雷 の け し き に 鬥た て - す 

はされば こそ 野 分 ふく 風  S 

詣 八幡 山 故 生會歌 

秋風 は、 日に けに 吹きぬ、 白露 は、 朝 

に 夕べに、 淺茅 原、 玉と 見る まで、 お 

きそ ふと、 人の 語れば、 { 仝蟫 の、 世 

わたる わざの、 いとま あらば、 いき 

て 見 ましと、 思 ふ 空、 安から なく も、 

たまさかに、 立ちいで けらし、 堀江 

川、 舟き ほひつ i、 夕 川の、 み を さ 

かの ぼり、 漕ぎ ゆけば、 秋 はもな か 

の、 十日 あまり、 四日の 夜よ しと、 

月影 は、 高く さし 出ぬ、 伊 駒 山、 常 

ゐる雲 は、 秋風に 晴れみ 蠢 りみ、 岸 

つた ふ、 水 陰 草に、 なく 蟲の、 聲を 

しきけば、 かに かくに、 秋ぞ 悲しき > 

衣手に、 露 は そぼち て、 波の 路、 遠 つ 

く 来に けり、 ねば 玉の、 夜 さへ 更け •— 

ぬれ、 月讀 の、 光の さやに、 みさく ぶ 

れば、 我が こ-ろざす、 八幡 山、 神 み 


さび 立て， o、 この 夜ら や， 神い さめ 

すと、 宮っ こら、 まゐ りつ どひて 

白 妙の、 袖 ふり はへ つ 、、須 寶 神の、 

出で ましの 道 は、 岩が 根の， こりし く 

道ぞ、 級た てる、 さかし きみ 坂、 た 

ひらけく、 歩み 行く めり、 神 遊びの、 

1 二く さの 笛 は、 春 鳥の、 百 千の 聲と、 

うちならす- 鼓の 音 は、 天雲の. よ 

そに と i ^ろく、 神のお との、 をち に 

M えて、 諸人の、 心ぞ すめる、 かけ 

まく も、 畏 けれども、 いはまく は、 

尊 かりけ り、 不知火の、、 筑 紫の 蚊 田 

に、 あれ まし- -、 そが 跡と めて、 里の 

名 を * 宇 糊 とた - へ て、 永き 世に * 

生れつ ぎけ らく、 大 神の、 大御心 は、 

遠 じろ き、 河 内 の國 の、 輕 島の、 あ 

きらの 宫に、 天の下、 治め 給へば、 

たく 衾、 新羅の 國も、 言 さやぐ、 百^^ 

も 高麗 も、 草木な す、 風に 縻 きて、 

年の はに、 八十 船う けて、 貢 もの、 


奉るな べに、 もろこしの、 賢き 道の、 

ふみ ども を、 よみて 聞 ゆと、 唐人 も、 

つかへ まつれば、 萬 世の， 今の をつ 

つに、 傳へ來 て、 大御代 ごとの、 す 

めみ まの、 神ながら しも、 みは かり 

に、 撰びと らして、 國民 を、 治め 給 

へば、 そが 法に、 1K のます 人、 益- - 

も、 さか ゆく 事 は、 この 神の、 大御心 

ぞ、 いはまく も、 長 かりけ り * かけ 

まく も、 拿き ろか も、 東雲の、 ほが 

らくと、 1K の 原、 朝霧 こもり、 出 

づる日 は、 このい つきます、 すめ 神 

の、 遠つ み 親と、 あがめます、 大日 

靈 女の、 神ながら、 天 照し ます、 御 

影 ぞと、 あく 世 も あらす、 拜 みつる 

かも、 

雁 

てる 月に かりの 稀 人な きわたる 我が 

まつ 友 はこよ ひ來 なくに 

とぶ 雁の ゆく へ は 霧に 埋もれて 鳥 羽 


田の 千 町 夕 ぐれに けり  つ 

たが 衣 かりがね 寒く 鳴くな べに 月 nB- づ 

し 庵も戶 ざしせ るかな  ら 

檮衣  ぶ 

里 はま だね ぬ聲 すなり から 衣う つの み 

山邊を こえて 來 つれば 

何 くれと 語りつ にけ て逮 垣の 隣へ だ 

てす 衣う つなり 

里 は あれて 尾花 露ち る 夕 募に 秋 をう 

づら のころ もうつ 音 . 

人 やりの わが ふる 衣う つ 音 を ふもと 

の 家に きく 夜寒し も 

あと 

寐ょ とつく 鐘より 後に 音 ふけて 人 待 

ちが てら 衣う つなり 

小 麿 狩 

武藏 野の 尾花 高萱 ふみし をり 小 魔手 

にす ゑ 行く 人 や たれ 

鹿 

月 か&る 梢の 紅葉 散り はて. - 牡鹿の 2 

たち ど あら はなり けり  5 


霜の 上に おきふし しげき さ を 鹿の な 

く聲 ごとに 我 も ねざめて 

時雨して 宿り や はせ しさ 夜中に おど 

ろく 耔の 鹿の 一 こ ゑ 

しかりと て あはせ し 夢 か 野に ひとり 

妬き をお のと 恨む ばかり ぞ 

聲 のみや ひとり 月見る 窓の 前に 尾の 

上の 鹿の 影 も 落ちく る 

奈 良に 遊びし 時 

もみ ぢ葉 をと めつ \ 来れば 春 日 野の 

男 鹿の 床に 我 も 宿れり 

紅楚 

朝戶 あけて 宿りの 野邊を 見渡せば 近 

き 林に もみ ぢ色づ く 

大 Si や 里の なかみち 秋 行けば 青葉 ま 

じりに 紅葉 散りし く 

とめこし を かひな くぞ 見る 山寺の 早 

き戶 ざしの 庭の もみ ぢ葉 

九重の 秋 は 西より 東より 紅 菜 かざし 

て かへ る宮 びと 


庭の 面に みだれて 遊ぶ 沓 おとの あり 

やと 見し もちる 紅葉 かな 

荒 乳 山 關路の 北の もみ ぢ 葉に 雪 か 時 

雨 か 雲の たち まふ 

大 あらきの 森の 下草 時雨に も 霜に も 

あはで もみ づるゃ なぞ 

山 ざとの 稻 ほす 賤が門 むしろし ぐれ 

ぬけ ふ は 紅葉ち りしく 

遊 箕面山 歌 

神代より、 いひつ ぎけ らく、 天地の、 

始の時 ゆ、 もち わきて、 大山つ みの、 

なし ませし、 何處は あれ ど、 雨に き 

る" みのおの 山の、 谷間 ゆく、 淸き 

河內 は、 眞 榊の、 枝に とり かけし、 

鏡な す、 そこ ひもす めり、 この 山に、 

鎭 もる 神の、 にぎ 魂と、 見て やすぎ 

なむ、 樓 たてる、 峯の 岩が ね、 きり 

とほし、 おちく る 瀧 は、 天 の 原、 ほ 

ろに ふみ あたす、 いかづちの、 音に 

まが へれ、 この 山 を、 うし はく 神の、 


あらみ 魂 かも、 

瀧の 肩に 紅葉 一 木た てり 

う つ せど も 影 はと に めす 落ちた ぎ つ 

岩 垣 紅葉 色 深き さへ 

秋の はて 

秋 もはや 一 一十 日 三十日と 手 を 折り て 

山の 紅 菜 を 思 ふころ かな 

久 かたの 天の河 原 も かげきえ て 秋の 

夜く らく 雁な きわたる 

豊年の 新嘗 まつる 神の 前に 幣を 散ら 

して 秋 はいぬ めり 

秋 はつる 日、 信 美の 家に、 庚 

申 を まつらる - にいき あ ひ 

て、 歌よ めと いふに、 よめる 

枕に は よらぬなら ひの 今宵し も 秋の 

別れ を かねて 惜しまむ 

かへ し  信 美 

たが 宿 も 枕に よらぬ 今宵と て ゆく 秋 

さ へ もとまら ざり けり 


冬 歌 

し 4/h  、 

世の 事 はき こえぬ 冬の 山里に け ふ も 

時雨のお とづれ ぞ する 

音た つる 時雨 もしら で 稻扱ー の 夜聲に 

ぎ はふ 冬の 山里 

苦 あげて 夜の ほど 見れば 友 船の そな 

たし ぐれて 波 騒ぐな り 

霜に のみ 心づ くしの きせ わたに うた 

てし ぐる、 秋 菊の花 

片 i- の：？： J りて 曰かげ はさしながら 木 

の 葉 を さそ ふ 夕 時雨 かな 

蘆 庵 時雨の やどりして その あ 

した 傘 もたせ こされし にい ひ 

やる 

村 時雨 ふるに 隣れ る 笠の 山 かさで ぞ 

君 をと にめ まし もの 

落葉 

森 ふかき 神の 社の 古 簾す げきに とま 


る 風のお ち 葉 は 

散り はて、 その 木 ともなき 冬枯に 一 

葉名殘 の 色 は 見えけ り 

有 馬 山 落 菜に 道 は うづ もれぬ 君が み 

幸の 跡た えしより 

遊 佐 保 山 歌 

神無月、 時雨の 常に、 佐 保の 內は、 

露霜 さむみ、 こ、 に 来て、 往 しへ 思 

へば、 草木 すら、 しなえ うらび ぬ、 

敦 おへる、 伴の 男廣 き、 大 伴の、 ま 

すら 武 雄が、 家居せ し、 山路に け ふ 

は、 袖 ぬらす かも、 

霜 

たえ £ 

おき わたす 霜の 絕間 となりに けり 今 

朝 はおち たる 野路の 棚 橋 

氷 

夜の ほどに 降りし や 雨の 庭 たづみ 落 

葉 をと ぢ てけ さは 水れ る 

信濃路 のかし こきみ 坂 こえ 来れば 氷 

を わたる 海 も ありけ り 


霰 • 

宮木 ひく 秈が 假寢の 板ぶ きに 霞お と 

閗 くさ 夜の ねざめ は 

みぞれ ふり 夜の ふけ ゆけば 有 馬 山. S 

で 湯の 室に 人の 音 もせぬ 

おぐら 江の 堤 を 冬 ゆく  ニ簟 

風 わたる 枯 菜に 朝の 霖 消えて 蘆の 穗 

白し 淀の 大澤 

何に この 室 葉と ぐめ し 花 はちす 浪も 

こぞめ の 色に 見えし を 

冬 月 

さ r なみの 志賀の 海面 月 冴えて 永に 

浪 のた つかと も 見 ゆ 

雪 ふると 見し 夜の 雲 は名续 なく はれ 

て ふけ ゆく 月の さやけ さ 

池の 面に とづる とぞ 見し 月影 は 空に 

さやけ くこ ほる 曉. 

更科 ゃ姨捨 山の 風 さえて 田 ごとに こ 

ほる 冬の 夜の 月 


神無月の 比、 宇治の 橋 木に 宿 

りし あした 

風 もな き 朝た つ 霧の それ を さへ 流れ 

て 早き 宇治の 川 波 

冬枯 

冬枯れ て 荒れ のみ まさる 菅原 や 伏 見 

も 西の 都な りし を 

散り はて 、寒げ に 靡く 枝 ごとに 芽 は 

りて 見 ゆる 門 柳 かなな 

はちす 

かっまたの池の蓮の枯れ^^に風吹き 

わたる あした 寒し も 

千鳥な く 須磨山 かげの 濱 つぐら 浦づ 

た ひし も 冬枯れに けり 

雪 

故鄉 はいかに ふりつむ け ふならん 奈 

良の 飛 烏の 寺の 初雪 

1 年の 昔に たえし 山里 をけ ふ訪 はす 

ばと 雪 ふみまよ ふ 

大 原の を か の お 神が 降らす 雪 大和 國 

ばら 道 もな きかな 


杉が 上 を！. ーバは 走り て吉 野なる 樫の 尾 

の 上に 斑 雪 ふる 

大{ 仝 を 打 傾けて ふる 雪に 1K の 河原 は 

あせに けむ かも 

誰が 戀の 終の 夜 がれと なり ぬらむ 消 

ぬが 上 ふる 雪の 道 芝 

丹 波路に 打 越え くれば 野 も 山 も 照る 

日ながら に はだれ 雪 ふる 

鲸 よる 浦 山 松に つもる ゆき 波に 消た 

れ てまた 降り 積る 

よびか はす 聲を たよりに 夕 越 ゆる 山 

路を 知らす 雪の ふれ.. -ば 

雪淺し 

いつしかと 待 たれし 雪 を 朝日 さす 松 

の t. に 見る がわび しさ 

雪 深し 

W きしょり 思 ひしよりも 冬 深き 雪の 

下なる 越の 旅寐は 

故 璨の難 波 江い かに 寒から む 鴨の 河 

原に 雪の ふれ.^ ば 


根 芹 生 ふ 田 井の 水, の 色ながら こ ほ 

れる 上に 雪の つもれる 

但 馬なる 雪の しら 濱風 さえて なほ 降 

りつ もる 雪の しら 濱 

冬 深み 雪 ふりつげ ばみ 越路の 松の梢 

は 道の 芝草 

積む 雪のと ビ ろに 崩る 山 かげ は朝戶 

をお そき 里の 門々 

感傻 

九重に 八重 降りつ める 白雪の T にう 

もれて 老い や 朽ちな む 

沬 雪の あはれ は 老が思 ふこと 積む と 

はすれ ど 下く づれ して 

狩 

大君の み 磨 あはす と 狩る 杖の 音 高し 

もよ 野路の ふし 原 

水鳥 

巨 掠の 入江の 小舟 漕げば 立ち か へ れ 

ば 浮かぶ 鴛鴦の 聲 

風なら ば閨 戶に閗 くを靜 なる 空に 嵐 


の ぁぢの むら 鳥 

池の 島 松の 小枝に ゐる爲 の 妻よ びか 

ねて 波の ト： におつ 

翠池浮 鴨 

おのが 名の 靑 波た て、 冬の 池に こ、 

だ 浮べる 鴨と いふ 舟 

千鳥 浦った ふ 

須 磨の 山の 松 ふく 風 や 送 るら む 生 田 

の 浦に 千鳥 なくなり 

大 井川 冬 は あらしの 山 松の 影 見る 淵 

に 千鳥 なくなり 

網 代 

夜 舟 こぐ 宇治の 川波騷 ぐらし 網 代に 

か、 る 氷 魚の みだれ は 

うちかけし 波 さ へ 氷る 網 代 木 を 守り 

あか すらむ 宇治の 里人 

冬の 梅 

こぬ 春に あらぬ ものから 待つ ほど を 

梅 は 心に まかせて ぞ^く 

難 波 江 や 西 吹く 冬の 浦風に そむけて 


開く 梅の はつ 花 

枯 芦に こもれる 沼の 岸 見れば 花 寒げ 

なる 梅の ひと もと 

ひらく やと 冬の 北 窓 あけ 見れば ふ M 

める 梅に 雪の か i れる 

佛名 

聲淸 くと な ふるみ 名を賴 まれて 身 は 

罪な しと 思 ひこ そ なれ 

御名 唱ふ 宵の 法師が あけ 衣 明けて 出 

づ とも 誰か とがめむ 

追儺 

年毎に やら へ ど 鬼の まう でく る 都 は 

人の 住む ベ かりけ る 

歳暮 

谷水の 音 羽の 川 もこ ほり ゐて よどめ 

ど 年 はと まら ざり けり 

老いら く は 安き ことなり 年月の 暮る 

と 明く との 跡に つきて は 

田舍 にあり し 時 

世の中に さはら で 年 も 暮れに けり 八 


重 it さへ 枯れし 垣根 は  ..^ 

年の 暮に、 荷 田信鄉 とひ 來て、 5 

めづ らしく 都の 春を迎 へら も 

る ことよ- 客 中の 歳暮よ みて 

聞かせ 給へ、 翌ま うでむ とて 

いぬ、 試みら る- - にやと 僻 ご 

ころす るに、 日 くれて、 信 美 

の 来られし に、 筆， とりてよ と 

て、 つに めきし 歌 

空蟬 の、 世 は 海に かも、 我 はもよ、 

棚な し 小舟、 沖邊 ゆかば、 風 をいた 

みか， 澳 つかい、 とりが てぬ かも、 1^ 

識べ は、 波の さわげば、 邊っ械 も、 

とりえぬ かも や， 人 皆 は， しかに は 

あら じ を、 我 はもよ、 世の しれ 人 ぞ、. 

難 波 江の、 芦の 八重 葺、 ひ まもなく、 

物 をぞ思 ふ、 心から、 住家 定めす、 つ 

草枕、 旅と あはれ と、 都人の、 見ら リ 

く を やさし、 水無月の、 暑き 晝 はも、 ぶ 

夏虫の、 ほむし の 衣、 一 重 こそよ き、 み 


夜半 もよ、 露に ぬれつ X、 秋され ば、 

ひぢ こそ まされ、 IK の 河、 あ ふぎて 

見れば、 月影 は、 滿 ちて ぞ かくる、 

わが 齢、 わが 世 もし かぞ、 長月の、 

夜寒に なれば、 雁が ねの、 お ほふ 翅 

に、 もる 霜に， はだへ 氷れ ど、 冬ぎ 

ぬの、 神 も 守らす、 やれく だつ、 時 

雨の 雨の、 古 衣、 身に とりまと ひ、 

ぬる 夜 まれに. わびつ \ぞ ある、 し 

か は あれ ど 世 は 海 なれば、 大船に、 

眞娥 し^ぬき、 わたりす る、 人の 

けき も、 よろこび も、 我 は 知らす え、 

み 冬つ き、 春 は 近け ど、 西の 市に、 

ひむ がし 

立ち も 走らす、 東の、 市に も 出です、 

足び きの、 山邊の 家に、 庭 雀、 うす 

すまり をり、 かた 壁 を、 取りつ し 

ろ ひ、 さす 鍋に、 湯 わかし 酌みて、 

あら 玉の >  來へ ゆく 年 を、 迎ふ とや 

さく、 

右 寬政五 年 六月 漂然 來- 京師， 兹歲 


冬 十二月 廿八 日夜 賦之 

歳 晚夜坐 感懐 

此の 年 や、 何ぞの 年ぞ、 この 夜ら や、 

いかなる 夜ら ぞ、 あら 玉の、 來經 ゆく 

月日、 老が 身に、 堪 へぬ 重荷 を、 弱 

車、 かけて しのべば、 いにしへ は、 う 

けき が 中に、 よろこび も、 あり 經 しこ 

と を、 白浪 Q 、あとな きかたに， 過 

し 来て、 今のう つ  >- の、 よろこびに、 

憂け きが 添 ふ は、 我の みか、 豐葦原 

の、 久方の、 天の 益 人、 おのが 世の、 

よけき にあかねば、 悲しび を、 むか 

ひの 岡の、 櫻 花、^ きの を- - りに、 ぬ 

ばた まの、 ひと 夜の 風に、 散り かすぎ 

なむ、 その 花の、 みさかり の ごと、 や 

すみし、、 國の はたて に、 あ ふぎ 見 

て、 阿部 橘の、 とこ 宮と、 思 ひたの 

みて、 夜の 守、 晝の まもりの、 をと 

めら が、 赤 裳 ひきはへ、 神の ごと、 

つかへ ませし を、 此の 年 は、 何ぞの 


年ぞ、 あら 玉の、 来經 ゆく 月日、 く 

れ はて、、 月 も隱れ ぬ、 其の 月の、 

入りぬ るが ごと.、 闇夜な す * 黒き 御 

車、 と *>- ろかし、 よみち ふ國 に、 出 

つる^み 

で ましの.、 御供の 人も橡 の、 にぶ 色 

衣、 に ふ-. にぞ、 歩み やっかる と、 

をろ がみの、 心 も あらねば、 弱 車 > 

ひかれ も 出です、 肇 生の、 門 さしこ 

めて、 此の 夜ら を， 守りて ぞ あかす、 

かけ まく も、 かしこ けれども、 玉き 

はる、 命. なにせむ、 老が 身に、 あす 

を 春と も * おも ほえす、 あはれ あは 

れと、 この 夜ら を、 歎きて あかす、 

かしこ けれども、 

反歌 

立ち さ へ しょもつ 平 坂 岩く えてと ほ 

らふ 道と いっかな りけ む 

弱 車と なら ふ道ぞ たのまる、 老が 越 

ゆべき よもつ 平 坂 

右 國母 SS1 之 大路、 與- 寓居， 


相 近、 因 有，， 斯作， 

年 かへ りて、 睦月のお ほやけ 

ごと ども、 皆と ビ めさせ 給 ふ 

が、 I 一月 朔日を はじめに、 御 

ためしし きく 行 はせ 給 ふと 

り閗 きたい まつりて、 

年き りと 思 ひし 花 も r おきに けりに ほ 

ひお くれて 見 ゆる ものから 

客舍 感懐 

年と い へ ば、 月日 あまたに、 春霞、 

秋た つ 狭霧、 ほと X ぎす、 鳴く や 五 

月の、 さみだれの、 け ふ を 幾日と、 

長き けに、 いぶせく も あるか、 神 無 

月、 時雨の 雨の、 晴れ 暴り、 雪に 籠 

れる、 ころまで を、 久しと をい へ、 其 

の 年 を * 十 はた 三十、 四十ち ふ、 老 

の はじめ も、 いつの まに、 遠ざかり 

ぬれ、 百足ら す、 經 ぬる 齢 は、 海に 

ある、 ものと し 聞く を， 天雲の、 よ 

そに は あらで、 おのが 身に、 積みつ 


る や なぞ、 山川の、 七 瀬よ どます、 

この 年 も、 暮れ はてぬ めり、 何す と 

か、 世に は 有りけ む、 うつし 身と、 

我 思 はねば、 花の ごと、 榮 ゆる 人の、 

今まで も、 世に は あら じと * 住の 江 

の 濱 によるち ふ、 白玉の、 忘れて ぞ 

ある、 宿さへ も、 訪 はるを やさしみ、 

松の 戶を、 さなし かためて、 釘 さし 

て、 入れ じと ぞ住 まふ、 此の 戶 ひら 

くな、 こ X にある 子よ、 

反歌 

浦 島が 箱 ゆた なびく 白雲の 1K にも 行 

かな 老いに 老いて は 

其 二 

年て へ は、 明くる 暮る、 と、 ひと V 

せ を、 ひと 日の ごとに、 いひつ  >- も、 

通ぐ る を 惜しみ、 新ら しき、 春を迎 

ふと、 よき 入の、 家の ためしに、 淸ま 

はり、 ゆ ま はりし つ \  、神に ねぎ、 言 

穗^ かして、 うから やから、 にきび ゆ 


きか ひ、 たぬ しき を、 經 めと ぞ_枕 ふ * 

うち 日 さす、 宮 のとの ベの、 水鳥の、 

鴨の 堤に、 草枕、 假 庵に は あれ ど、 六 

年まで、 起居 伏し なれ、 世の 人の、 

なす わざ 知らす、 鹿 こじ もの、 ひとり 

ある 子 も、 打ちた のむ、 せな に^れ 

て、 ぬば HI の、 衣 着 まと ひ、 ひたぶ る 

に、 後の世た のむ、 すべの すべな さ、 

反歌 

いき 死にの ふたつの 海の 中つ 瀨 にか 

かりて あまた 年も經 にけ り 

雜 歌 

天 

八 百 萬 千よ ろづ 神の 祌ご とも 1K まづ 

なりて 後と こそき け 

久 かたの 日の たてぬ きに 春秋 を あや 

に 織りな すたく 機の 神 

星 


簡だ にも 忍ぶ さはり とさ やけき は IK 

のか せ 男 あしき 神 也 

雲 

はれ 曇る 人の 心に くらぶれば 雲の ま 

よ ひ はか ごとな りけ り 

曉雲 

吉野山 雲に まが へ る 花 さけば 花に も 

まが ふ 曉の嘗 

雲 有，， 歸山 情， 

まが はじと 花 に^れて 小 初 瀬に 夕べ 

はかへ る 春の 浮き雲 

靑露 

淺 みどり わが まづ 染めて 赛の色 を 野 

山に 見す る 朝が すみかな 

煙霧 

ゆ ふぐれ の 霧の まがき の 松 島 は 煙に 

たてる ま柴 とも 見 ゆ， 

雨 

三吉 野の 山に 入りに し 入と へば 花に 

も 雨 はさ はら ざり けり 


露 

白露に 消え はおくれ ぬ あだ もの V 命 

を 人 はたの むな りけ り 

風 

卷 向の 檜 原 さやぎ て ふく 風に 初瀕少 

女の そで かへ る 見 ゆ 

思 ひつ i け ふ も 暮れぬ る 都 逢に 山風 

さえて 出で がて にす る 

山 

I 1 荒 山 あづまの 空と き、 つる を 茂き 

み はこ i にし ありけ り 

阿 得 多羅 わがた っ杣を はじめにて 比 

叙の 山び こ 呼ばぬ 日 もな し 

萬 代の 國の しづめ の富士 のね を あ ふ 

げば 空に うつしみ の 神 

田 子の 浦 や 千尋の そこに 走り出 ハ富 

士は 仰ぎて 髙 きのみ か は 

高嶺 こそ 時 を もしら ね 春され ば靑柴 

山に 霞た なびく 

消えて ふる 雪 か 散りけ む 水無月の 富 


士の褐 野の 夕立の 雨  つ 

庵原の 淸 見が さきに 朝 はれて 富士は づ 

秋 こそ 昆 るべ かり けれ  ら 

箱 根 路の雪 ふみわけて ましら ねの 富 ス 

士の 高嶺 を 空に みる かな  み 

谷 

誰か 來て すみつきに けむ 山 深き 谷の 

ひとつ 家 煙たつ 見 ゆ 

原 

下野 ゃ那 須の篠 原し のぶと も 都 は 遠 

しあ ゆめ わが 駒 

野 

むらさめの 名殘は 草に 埋もれて 野末 

の 小川お とまさる なり 

海 

越の 海 は 波高から し 百 船の 渡り かし 

こき 冬は來 にけ り 

伊豆の 海 を こぎつ くれば 波高み 沖 

の 小島よ 見えが くれ. する  3 

わ だつ みの そこと も 知らぬ 泊して 袖 6 


に は 波の かけぬ 夜 もな し 

海上 眺望 

唐土 をいで X 幾日の 波の 上に 富士の 

高ね は 見 ゆと こそき け 

河 

津の國 にあり とい ふなる 玉 川 は 卯の 

花く だす 流れな りけ り 

瀧 

岩根よ ぢ かづら にか- -り 越え くれば 

落ちたぎっ瀬の^^かみにして 

散る 花 は 春の 水沬に 消え はて \ と は 

に 流る、 みよし 野の 瀧 

池 

河內 なる 狹 山の 池の 廣 ければ 稻葉刈 

り 積む 舟 も 見えけ り 

道 ゆかば とひても 見 ませ 笠 縫の 恩菅 

刈る て ふま 野の ふる 池 

皇都 

神ながら えらび 定めて 國土 をた ひら 

の 都 今 さかりな り 


九重の €： 外に あそぶ 鷲 は 春は暮 るれ 

ど古巢 忘れて 

神社 

神 まつる 黑 木の 殿の かりそめ を 松の 

ひと 木に 造りけ るかな 

里ち かき 野中に たてる 神 やしろ 木深 

からね どし げり あ ひに けり 

寺院 

小 初 瀬の 寺の なが 屋 のかり 枕 夜 ごろ 

にな じむ 鐘の IHB かな 

墨染 のく らまの 寺と き、 つる は 雪に 

あかるき 山路な りけ り 

今 はもよ 片 われ 月の 九重に 東の 寺の 

西に たつ 見 ゆ. 

曉は うれしと を 聞く 鐘の音 を ゆ ふ ベ 

の 寺に あはれ す、 める 

門 ひろき 人の 情 を 見き くに は 交りが 

たきものに ざり ける 

隣 


たのめ こし 壁の 隣の とも すれば あ ふ 

さきる さに うたて 世の中 

宿 

朝疾 くと 思 ひし 宿を鴛 のな く 音 ほ だ 

しに 出で がて にす る 

田廬 

引き はへ し 山 田の 引 板の 繩 朽ちて 守 

りに しま  >- の 岸の ふせ 庵 

窓 

よそ はま だ 暮れ も はてぬ を 森 陰に 文 

見る 人の 窓のと もしび 

法の 師の おこな ふ 窓の 紙 やれて たの 

める 西の 風 は 寒し も 

竹 窓 夜雨 

ねざめて は 文 見る 窓に 植 竹の 葉 をう 

つ さ 夜の むら 雨の 音 

軒 

軒なら ぶ 都の 西の 錦 織り 音た かし も 

よ 静かなる 世に 

關 


逢 16- の ゆるさぬ 關 にた、 すみて 時雨 

をよ そに 過し つるか； 

木 葉う く 閱伽井 は 雪に 埋もれて 佛の 

つか へ 今朝 ぞ おこたる 

翁  ひ i 

百年 をかぞ へ もしらぬ 古 翁 この 一 鄉 

の 神と か しづく 

若 子 

弓箭お ひ 君が み幸の みさき 追 ふわく 

子う つくし わが！^ にせむ 

樵 夫 

大木 曾 や 小 木 曾の 山の 深ければ 眞木 

の 袖 人 こ.^ た 入る て ふ 

漁夫 

ちぬの 海の 波 まに うかぶ 櫻 鲷網引 や 

花 を 散らすな るら む 

懸想 

山川の 岸に 根 這へ る 藤 かづら おも ひ 

かけて は 櫧 とならめ や 

疎くなる 


玉 だれの 小 簾に か、 れる葵 草 かれが 

れ 秋に あはむ とやす る 

夜 一 人 をり 

君 は 今 は敏ぇ はて ぬらむ 立 田 山な が 

むる 峯に月 は 入りに き 

名 を かる 

たつ 名 をば よそに おふせて かつ 歎く 

それ をた よりに 人ゃ戀 ひよ る 

堪へ 忍ぶ 

あまりに も老、 いぬる 人の 心 かなと は 

ね ど 恨む ふし も 見えぬ は 

三年た ゆる 

三と せこぬ たより をき けば あづま 路 

の 草の 挽に 妻 もとむ て ふ 

月へ だつ 

今 こむ とい ひし も 久し 我なら で 親 を 

思 は 1- 早歸 りこね 

一夜へ だつ 

隔 つる は 一 夜ば かりの さね 床に 心づ 

から ゃ麈 のつ もれる 


不レ逢  つ 

たらち ねの 許せし 我 を 人 ごとの 千 名 づ 

の 五 百 名に あはぬ この頃  ら 

片戀  み 

中々 に 思 はす も あらぬ 風の 音の 閒ぇ 

てく るし 片戀 にして 

弓に よる 戀 

引きなら すとの ゐが 弓弦 音 ふけて 誰 

が 上なら むう しと 吿ぐ なり 

棱 による 

千々 わくる 糸の みだれ や 高 機の さな 

るん も 心 あ ひて は 

糸に 寄る 

神 ごとの た、 りに かけて くる 糸の た 

えば つがむ ょ戀 ひな 亂れそ 

荻に 

亂れぁ ふ 荻の 菜 風の さやく に人ぞ 

いふなる 夜に は 隠れよ 

女郎花に  い， 

堀り 桔 ゑて かひ ある 花 は 女郎花く ね 6 
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る も 我を賴 むな りけ り 

秋 もはや 末 野の 原の をみ なへ し 人に 

折られむ 時 も 過ぎけ り 

ないがしろ 

さりと もとた のむ 心 も 我から にあく 

た 河に ぞ身を 流しつ る 

怠 

おこたり は 我と 恨みむ 綱引きて あ ふ 

夜 あはぬ 夜 心 見し から 

夢 

思 はぬ も 思 ふ も 夢の 枕と ふお も ふに 

見えて 早 もさめ なむ 

竹與レ 心俱さ 

ためす とも 直き 心 はおの づ から 竹と 

共に やむな しかるべき 

野 渡 無， 人 舟自横 

冬 枯の野 川の 風 を 身に しめて あはれ 

や 一 人 わたり 呼ぶ 聲 

世人 結， 交 用，， 黄金， 

まじ はり を こがねに 結ぶ 世の 人の つ 


ひの 心ぞ 常な かりけ る 

白眼 看，， 他 世上 人， 

世 中の 人 を さくれば おの づ から 塵な 

き 庭の 松の したぶ し 

悔敎， 夫 婿 党，， 封 侯， 

何に かくいだ し 立ちけ む劍 太刀 名の 

惜しけ くも 今 は あらな くに 

調 與，， 時人， 背 心 將，， 靜者 論， 

我 をし る 人し なければ 我が 知らぬ 人 

に 見すべき 言 草 もな し 

元 興 寺の 佾 になら へる 

膝す ゑて 分く る 野 山に 引く 犬の さと 

き は 人に 疎まれ ぞ する 

畫題 初夏 晚來 微雨 

よしや ふれこの 夕 ぐれ は 時鳥 たびだ 

ちぬべき 雨 もよ の 空 澄 月 

綠 そふ 小雨 や 暗き 木が くれに ほの 見 

えそむ る 窓のと もし 火 度 庵 

舟と むる 江の 波 くれて 打ち そ- -ぐ雨 

に 待た れつ 山 時鳥  蒿 溪 


橋 見 ゆる 野 川の 岸の 夏木立 くれゆく 

いろ も 雨 を ふ. - みて 立 齊 

夕 づけて 水に 音な く 降る 雨 は 卯の花 

くた す はじめな りけ り 

海 島暮天 舟泊圖 

名 もしらぬ 沖の 小島の 礒 枕夕浪 さわ 

ぎ 秋の 風 ふくく 

漁舟圔 H< 地 一 釣竿の 心 を 

海原に たに ひとす ぢの 釣の 糸の 外に 

うつさ じお のが 心 を 

月下 草 露のう た 

更け ゆかば 霜 や むすばむ 白露の 光 を 

寒み 月す みわたる 

山 田に 喬松 たてり 

植ゑ はてし 山 田の 岸の ひとつ 松 影い 

と はる  >. 時は來 にけ り 

小 松に 雪か& りたる 

さがの 山 弟ね のけ ふ も 風 さえて 小 松 

が うれに つもる しら 雪 

手毬 胡鬼の 子 


鵞の 軒端の 聲を はじめにて 百 千と り 

どり あそぶ 春の 日 

河 柳 三日月 

凉 みとる 淀の 里び と河ぞ ひの 柳に お 

つる 月 を 見る かな 

^鵠石 上に 遊ぶ 

いその 上に 下り ゐる ほど もい とまな 

き敎に 遊ぶ 庭た、 きかな 

池 水 氷り 千鳥 群れと ぶ 

冬の 池の さ なみ とづる 曉に 氷らぬ 

聲を なく 千鳥 かな 

紅葉 散り 鹿の 足跡 あり 

この 秋 も ゆきて か へらぬ 跡 みれば 我 

さへ もね に 鳴きぬ ベら なり 度 庵 

もみ ぢ棻 はな ほ 散りし け やさ を 鹿の 

跡 を 船 夫の 目に たてぬ まで 蒿溪 

暮れて ゆく 秋 を を 鹿の 跡と めて み 山 

に 我 も か へ ろと ぞ なく 

屛 虱に 殿づ くりの 上 を 時鳥な 

きて 過ぐ 


殿 守のと のゐ入 かも 瀾 口に 名乘 りて 

過ぐ る さ 夜 ほと  >- ぎす 

高き 山に 雪つ もり 月 さに すむ 

しら 山 をお ろす li 吹の 風の 上に 冬の 

夜な かの 月す みわたる 

楠公賛 三 章 

君が 思 ふ 君に ありせば 飼 太刀と ぎし 

心の かひ ぞ あらまし 

君 こそ は 君 を しら ざれ IK 地の 神し 知 

れ らば しら. f- ともよし 

ほまれ ある 名 をば 仰ぎて お ほかた は 

君が 心 を 知らぬな りけ り 

浦 島 子 

古 鄉と思 ひし もの を 年 へ て はしらぬ 

國 にも 我 は 来に けり 

東方 朔^ 桃 

すま じき は盜 みなりけ り 幾千と せ 後 

の 世まで も かたりった へ て 

六 歌仙 

言の葉 も 人の 譽も おの づ から 六って 


ふかす にあ ふや 何なり 

陶淵明 

秋 菊 G 露のお き ふ し 安き 身 をな ど 世 

に 出で. - 立ち やま どひし 

能 因 窓よりか しら さし 出した 

る 

いつはり を わが 心から ゆるされて 迷 

ふか 道の はてしらぬ 空 

蓮 性倒騎 

西 を さす 心の かたはた がへ ども そむ 

かで 法の 道 あゆむ 駒 

西 行 猫の 火爐 手に すゑた る 

杖 笠の ほかに は 何 をから 猫の 火と り 

の 灰の か X る 身に して 

雪中 常 磐 子 

ふる 雪に はぐ、 みかぬ る 夜の 鶴 かな 

しき 聲も にき こえむ 

小 原 女の 柴に 腰う たげ 煙く ゆ 

らせ たる 

やすら ひて あだにく ゆらす 煙ぐ さそ 


れ も眞柴 のさに なびきて 

旅人 雨 を 凌ぎつ k つれだつ 

三吉 野の花に 心の いそがれて 雨 やめ 

てと も 言 はで 行 くらむ 

廬山雨 

白雲のう へ の いほりと 思 ひし を 夜 を 

すがらの 雨の 音 かな 

綠毛龜 

こき とても 綠の 衣の くら ゐ 山お ふて 

ふ 龜の名 こそ をし けれ 

鶴 むれ 飛ぶ 

ぶーら め 

鳴き わたる 天の 籙 むら 聲 なくば 空目 

の 秋の 風の しら 雲 

松に 月 か V れり 

月す みて 松に 聲 なき 秋の 夜 は I？ すげ 

ぬ 琴の あそびな りけ り 

比 枝に 雪つ もれり 

ま. HI 根の 日 枝の み 雪の 曉は 富士 見ぬ 

老が思 ひ 出に して 

老梅 


なべて 訪ふ人 も あら じな 故鄉の 老木 

の 梅の 春の はつ 花 

立雜 

^れ すむ 敎 なら はぬ いにしへの 河洲 

の 鳥に あそぶ さま 見よ 

明 一 烏 

夜烏と たのめし 聲を いぎた なき 枕に 

明くる 東 || の そら 

その かたと 云 ふに 

朝 妻に 泊り する 舟 寒から したえす 伊 

吹の 山お ろしの 風 

早 友 迫 門の 圖 

うみ 苧 なす、 長 門の 國と 豊國 の、 中 

の わたり は、 はや 及の * 神の まもれ 

ば、 百 船の、 小 戶の汐 あ ひ、 潮 まち 

て、 a; 俄し ぬき、 風 まちて、 漕ぎ 

こそ わたれ、 此の 神の、 相 うづな へ 

ば、 鯨う く、 大海原の、 西 を さし、 

北へ めぐらせ、 よく ゆきて、 よくも 

ぞ歸 る、 こめ 浦の、 礒回に 立ちて、 


さはに、 住みぬ る 里 を、 たにの 浦 5 

と、 名に は 聞え て、 かしこし や、 海 6 

を賴 めて、 背と もなる、 山に 畑う ち • 

親木 こり、 寒き 宵々、 波の 上に， 干 

鳥 妻よ ぶ、 蟹の 子の、 いづち 泊り と、 

漕ぎ こねば、 妻 まちかぬ る， 枕邊 に、 

波の音 さわぎ、 あとべ に は、 山風 さ 

えて、 幾夜 明かす も， 

反歌 

わたの 底の 和布 刈る 夜 は 荒鹽の 干る 

も滿 つる も 神の まに く 

見，， 神 崎 遊女 *a 木 古墳/作歌 

うつせみの、 世 わたる わざ は、 はか 

なく も、 いそし かりけ り、 立ち 走り * 

高き 賤 しき、 おのが どち、 はかれる も 

の を、 ち &の實 の、 父 やすて けむ、 

はは そ 葉の、 母が 手 はなれ、 世の わざ つ 

は、 多 かる もの を、 何し かも、 心 ゆ づ 

も あらす * た を や 女の、 操く だけて * 

しなが 鳥、 猪 名の 湊に、 よる 船の >  み 


捤 枕して、 浪の むた、 かよりか くよ 

り、 玉藻な す、 靡きて ぬれば、 うれ 

たく も、 悲しく も あるか、 かくての 

み、 あり はつべく は、 生ける 身の、 

いけり ともなし と、 朝よ ひに、 うらび 

さぶ しみ、 年月 を、 息 次ぎく らし、 

玉き はる、 命 もつ らく、 おも ほして、 

此の 神 崎の， 河 曙に、 夕汐 まちて、 

よる 浪を、 枕と なせり、 黑髮 は、 玉藻 

となび き、 空しく も、 過ぎに し 妹が、 

おきつ きを、 を さめて 代々 に、 語り 

つぎ、 いひつ ぎけ らく， 此の 野 達の、 

淺 茅に まじり、 露 深き、 しるしの 石 

は、 たが 手向ぞ も、 

右 遊女 入水 之 事 見，， 圓光 大師 傳記， 

賀荷田 信義 之 新 室 歌 

かけ まく も、 畏 けれども、 いはまく 

も、 あやに 尊と き、 すめみ まの、 神 

の 尊の、 み 心 を、 た ひらの {呂 と、 定 

め まし. 御代の つぎ/ \、 老松の、 


千と せな せれば、 枝 菜お ひ、 根 は ひ 

廣 ごり、 天雲の、 上に つどへ る、 臣 

達の、 末に まゐ 出て- 夜の まも り、 

晝 のっかへ に、 雲に のる、 i«„b の 尾 を 

ふみ、 鶴の、 橋 を 渡りて、 かしこしと、 

身 もた な 知らす、 汐 干の、 荷 田の 氏 

人、 いさを あれば、 この 大宮 の、 外の 

へなる、 鴨の 河ぎ し、 つきなら し、 

岩根と りなめ、 眞木 柱、 えつり 壁 草、 

はこび もて、 造れる 家 は、 さき 草の、 

さきく まさきく、 うみの 子の、 末の 

すゑまで、 住みつ がむ、 はじめお こ 

せば、 大 鳥の、 羽が へ はせ じな、 河 

のべの， いつ 藻の 花の、 いつも 榮ぇ 

む. 

反歌 

築 立つ る 君が 新 室 もろ 人の ほぐ 豐御 

酒に 歌た のしせ な 

や， 佐々 木 ま、 足 東行, 欲 

東路 は、 はるけ かりけ り、 わたつみ 


の、 へた ゆく 道 を、 海 渡り、 河 舟よ ば 

ひ、 ぬで ゆらぐ、 馬に 複 さし、 眞 木た 

てる、 山 を も 越えて、 ゆく 人 も、 のぼ 

り や はえむ.; 雲 だに も、 い ゆき は！^ か 

る、 不二の 峯を、 何に たと へむ、 打 

よす る、 駿 河の 國と、 なまよ みの、 甲 

斐に うし はき、 伊豆 相模 國 のこと 

ごと、 立ちき そふ、 高峯 ことぐ、 

八 尺 達の、 五 百つつ どひ を、 緒に 賈 

きて、 きすめ る 玉の、 あな 玉 は •  二 

つや は ある、 天に ます、 玉の 親ち ふ、 

神 わざに、 造りみ がきて、 立ちいで 

の、 峯 にと こしく、 つむ 雪の、 光 か 

がよ ふ、 走り出の、 麓の 海の、 田 子 

の 浦に、 ゆ ふ 花 さけり、 みすまる の、 

玉 拾 はすば， 浪の穗 の、 ゆ ふ 花つ み 

て、 濱づ とに、 もて こ 我がせ こ、 歸 

りこむ 日 は、 見ぬ 老 が爲、 

小 澤蘆庵 を 始めて 訪 ひきし 時、 

翁 等の 琴 橘の 輕亮 大和 琴 接き 


合せ、 あるじせられ しによ め 

る、 

山 ざとの 二 木の 松の 聲ぁ ひて 秋の し 

ら べは閒 くべ かりけ り 

かへ し 

山 かげの 二 木の 松の 秋の 聲 ひとに 聞 

かる、 とき も 待ちけ り  翁 

. 二 木の 松と は、 此の 庵の 庭 も 

せに、 年 深き が 立てる を もて 

いひよ するな りき、 翁 世 を 去 

られし 時に も、 

玉 琴の 緒 はたちし かば 君が 庵の ふた 

木の 松よ た^ 秋の 聲 

南 禪 寺の 庵に ありし 時 

君が すむ 宿の 水 音き V つれば 燭るこ 

ころも 洗 はれに けり  翁 

かへ し 

わが 庭の さ れ石 こす 谷水の すむ と 

ばかり は 人目な りけ り 

年の 暮に はいつ も 炭 を 切りて 


贈らる.^ に 詠みて か へ せし 歌 

埋火 のす みつきが たき 都に も 思 をお 

こす 友 はありけ り 

かへ し 

思 ひやる かひ こそな けれ 埋 火の すみ 

つきて たビ久 にあれ こそ 翁 

河 €： の國 にと ひゆく 人の あり 

て、 はろ ぐ 来たりき、 去年 

の 秋、 なき 人 を こ  >- に 伴 ひ こ 

しこと を 思 ひ 出で、、 す ろ 

に 打ちな かれつ i、 

身 はおな じ 家に ありと も 物 思 ふ 心 を 

いづち 宿り か へ てむ 

年月う とかりし 人の 許より、 

度々 音づれ すれ ど、 聞えぬ は 

いかに ぞゃ、 恨みつべき もの 

ぞと いひお こせし に、 

なか/^ にわが 怠り をし るべ にて う 

れし きひとの 心をぞ 見し 

とい ひし かば、 心と けぬ となむ、 


又の 便に いひ こせし なり、 

住家 定めす をち こちし あるく 

を、 今 は何處 にと 人のと ひけ 

れば 

風の 上に たち まふ 雲の 行方な く 明日 

の ありか は あす ぞ 定めむ 

と 答へ しか は， 爪 はじきして、 憎 

きものに いふと なむ 聞え し、 

又 長柄の 濱松 かげに、 假 庵つ 

くりて すむ とて、 

結ぶ より 荒れの みま さる 草の 庵を转 

の 床と なし や はてなむ 

庵. V&S 居と 名 づけし は、 聖人 

鶏 居 穀食の 謂に あらす、 鹑は 

常 居な しと 云 ふ によれるな 

り、 此の 庵に、 ある 夜ぬ す 人 

入りて、 聊 ある もの を かづき 

もてい にけ り、 あした 思 ふ、 

我よりも 貧しき 人の 世に も あれば う 

ばら 枳殼 ひまくに るな り 


その 入りし 壁の こぼれ を 窓に 

作らせて、 盜 窓と 名 づけて、 

風 を 入る 便よ しと 人に 語り 

しかば あなしれ ぐし、 とて 

あしく いふと も 聞きし、 

岡 男 鳥と いひし は、 友垣の 中 

に、 ものら 問 ひか はしつ-"、 

いと 嬉しき 語ら ひ 人な りし 

に、 病して 俊に 失せし かば、 

打 泣きつ &、 

我 こそと 思 ひさ だめて 捨てし 世の 人 

にお くれむ ものと 知らす て 

おた， 

まさのりと 云 ひし も、 まめ 語 

する 友な りしが 打ちつ ^- きて 

早う 死にけ り、 えがたき 人々 

を さいだ て- -後 は、 友と て 求 

めすな りぬ、 

ぬぎ かへ む 一重 衣 も あらで た お 

きそ ふる 秋に ざり ける 

或 人、 世に あり わびて いひ こ 


せる、 

ゆく 末の 遠き を さても 忘られて みの 

ひとつ だに 今 はた ま はせ 

と 聞え しによ ね 一 斗 をお くり 

て、 

行末 も あすの たよりも しらぬ 身の ひ 

る まば かり は 過ごせと ぞ思ふ 

岩并 何が しとい ふ謠 曲の 上手 

の 七十の 賀を 求め 来られし か 

ば 詠みて あた ふ、 

鴛 のね ぐらの 竹の ふし 博士 世の 長び 

と、 いは ふ ベら なり 

知る しらぬ 人の、 齢 積めり と 

て、 祝の 歌 乞 ふごと に、 いつ 

も 贈れる うた、 

かぎりなく 齢た もちて 春秋 を 千々 よ 

ろづ 代と かぞ へても 見よ 

ある やむ ごとな き 御 方に、 時 

時まゐ りて、 ものら きこえた 

いまつる なべに、 ゎづ かに 散 


りと まりし 文 ども を、 めな つ 

し 鳥の 益な きものから、 取り づ 

あつめ 奉る とて、 詠みて 加 へ ら 

し 歌、  .^ 

今 はた 老波 よす るく づれ岸 ふみと 

めよ ともた のむ 君 かな 

斜か へし、 祿に そへ て 給 ひつれ ど 

畏 ければ しるさす、 

四 天 寺 回 錄三章 

雲水と は 五 層の 浮鼸の 名な リ 

雲水 も 燒けか 亡ぶ とま だき 世 をし る 

せし 文に あり や あらす や 

名ぞ まこと 荒れに し 岡の 冬枯の 昔に 

か へ る 風の 音 かな 

始 ありし 昔のと きを 人 は 見し 今の 終 

にあ ふが かなしき 

船 

から 截を五 手に たて \ 四つの 舟 わた 

りしみ 代の ためしし のば ゆ  3 

空かす む 難 波の 海の あさなぎに 机 手 ゆ 


おちつれ て s づる びと 

ひむ がしに たつ 市 見れば 小 車の はこ 

秋 物と ころ 狹 きまで 

馬 

なかく に翅は 折れむ ひと 日に も 千 

里 ゆくて ふ 甲斐の くろ 駒 

牛 

五月雨の 晴れ まもと めて 鍋き か へ す 

水田の 歩う しと こそ 見れ 

犬 

宵よ ひに 垣 もる 犬に おどされて にく 

くも 妹 を 思 ひこ そ なれ 

戶 ざしせ ぬ 野 寺の 門に 臥し なれて 稀 

にぞ 犬の ：！： をと がむ る 

猫 

たが 家 を 離れて こ-に 迷 ひこし と f 

む 一 夜に 馴 る. - から 猫 

猪 

すそ わ 

ふみ 迷 ふ 富 土の 裾 廻の 眞萱原 あら 猪 


のかよ ふ 道 は 見えけ り 

鲷 

安濃の 浦の 鲷 つる 《w がけ ふ も 亦 釣り 

誇りて は 酒に かふら む 

鲤 

淵 ふかくす むと はすれ ど 淀 舟の 棹に 

ぞ鲤 のお どろき をして 

敏 

出 雲なる 松 江の 蟪 秋風に すがた を 見 

せて 立 つるしら 波 

鲸 

まつら 

松浦渴 かよ ふ 鯨の あと 見れば 天路に 

けぶ る 八重の 汐風 

蟹 

逮 原の ことば 茂くて かひ なげに 世に 

すむ 我と 人 も 見る がに 

津の國 のな に はに つけて うとまる \ 

董原 蟹の 横 走る 身 は 

珠 

世 中 はかく こそ ありけ れ耔 わたる 珠 


の巢 垣に^ C '風 ふく 

軒 こぼれ 瓦く だけて 古寺の 珠の 網に 

も 月の か \れ る 

か、 鳴きて 夕べ はかへ る 荒 鷲の 翼に 

しのぐ 筑波 やま 風 

鵜 

野 分 ふく 風に I きり 飛ぶ 鳩の 宿り ま 

どへ ど 友 はは なれす 

雀 

1 一 むらの 竹のう てな のね ぐら 鳥との 

ゐ 呼びお こす 雪の 朝聲 

色 を 分ち て * 人々 とよみけ る 

中に、 

花に さき 絹に 染みつ く 紅のう つろ ふ 

色 を 見 はてす もがな 

常に 茶 を 煎て あそび 敵と する 

によめ る、 

あかで しも 春の 木の芽 を 摘みて 煎て 

心 は 秋の 水と こそす め 


東拔 云、 佳 若 似， 一佳 人-; 

すむ とい ひ淸 しとい ふ もよ き 人の 常 

としきけば あかぬ わが 友 

茶如レ 接， 高 贵之人 T 失， 度 其 

悔不， 可 fe、 

IK しる ゃ眞名 井の 水の えらびな き悔 

の 千た び はしれ 人の 友 

法に いり 法 を 出です ばぁぢ きな くす 

む も 濯り て 終の 世 ゃ經む 

空 也 堂の 法師、 茶筅の 歌 乞 ひ 

しに， 

草木に も あらぬ を 竹の 德に 靡ち 末 は 

みどりの 波 もた ちけ り 

茶 盒子を 造りて、 其 ± 色 もて、 

冬 衣と 名 づけた るに、 

こく 簿く 重ねても なほ 冬 衣の 神 まも 

らね 寒げ なりけ り 

香煙 遣レ悶 とい ふこと を 

詠めと いふに 

憂き こと を さの 烟に ふきやれば 垣 接 


の 夏の 草 やなに なり 

河內の 尼、 足袋ぬ ひて おくり 

しに、 

淺沓の あさまし きまで 老い ぬれば 

このたび. を 世の かぎりと ぞ思ふ 

かへ し 

淺沓の あさく は 君 をた のまねば など 

このたび や 限なる べき 唯 心 尼 

伴蒿 8!- の 女の， とみの 病に む 

なしき と閉 きて、 

齡 とて 人の いは ふ は 憂き ことの 數そ 

ふ 年の つもるな りけ り 

翁の 齡、 我に は 一 年を越え させし かば、 

いと ほし さに いひ やりけ るな り、 昔 今 

を 思 ひめ ぐらす に、 唐の 郭汾 ar この 

1K にて は 皇后 宮大夫 佼成飼 を おきて、 

終の 世まで、 g き 事 しらず、 富と 齢と、 

ためしな く 聞え たる は あらず なむ 侍り 

き， 

冬の 夜の 長き を かこつ 老を憐 


みて、 傍に ある 人の、 何 くれ 

と 慰め かねつる あまりに、 光 

源氏の 物語 を、 つぶく と諫 

みて 閒ゅ、 I 夜に 一 卷、 或は 

ニ卷、 長き は 二 夜 三 夜に も、 

卷々 の 終る ごとに、 これが あ 

た ひに、 歌 よむべく 云 ふ、 い 

なまで 詠みつ るが、 その 心 を 

や 達へ つらむ も 知らす、 いみ 

じき を こわ ざな りけ らし、 

桐壺 

宵の まに はかなの 月 は 入りに けり 妬 

める 雲 を かけし ながらに 

帚 木 

さまぐ に 定め あらそ ふ 人のう へ に 

はて は 心 もさみ だる 仝 

やり 水の ほまれの 門 を ひきいる i 車 

は戀の 重荷な りけ り 

夕顔 


け やすしと 思 は V- などて よりて 見む 

明くる を またぬ 夕顔の 露 

九重の 北山 ざ くらさき にけ りかけ し 

靉 も名殘 なき 空 

末 摘 花 

中 川に ことよき 橘 を 渡されて 見る め 

なき 野 を 分け もこし かな 

杠葉賀 

もみ ぢ 葉の 光 をけ ふ は 照り そへ て 千 

秋と 君 を， _w ふ ベら なり 

かすむ 夜 も しづ枝 やすげ に 手 折らる 

る 薄花樓 色に に ほひて 

葵 

わりな しゃ 柘さ ひとつのう き 瀬に は 

人 を も 身 を も 沈め つら かな 

神風の 伊勢 は そなたと さし 櫛の さし 

て のらねば 戀 のしげ、 む 


花 散 里 

色 は 香に まけて に ほべ る 橘の 花 散る 

宿 もた えす と はまし 

須磨 

心から 身 は 山が つに やつ せど も猶こ 

りす まの うらなげ きして 

明 石 

都に も ひ 1 ^きの 凝の 汐ぁ ひに かづく 

白玉 たれに さ V げむ 

忘らる、 身 はかつ しれ ど 住の 江の 濱 

により こし かひ はありけ り 

蓬生 

藤浪 のかけ てまつ と はと ひて しる 露 

ふる 宮の鬥 のしる しに 

關屋 

心に は ゆるせし 關 にあ ふ 坂の 山した 

举 袖ぬ らしけ り 

緣合 

須 磨の 浦 14 すみ ははて じと 接に 寫し 


ことに かこちて け ふ を まちけ り 

松風 

うつりき て わが 宿ながら 明 石が たな 

れし 岡邊の 松の あらし か 

舊 

さりし 世 をむな しき 空に かへ りみ る 

心の 鬼よ 我 をい ざな ふ 

朝顏 

朝顔の 花 田 は 色 を ふか むれ どう つら 

でお ける 庭の 白露 露 

乙女 

をと めら が つれ まふ 衣の 音 さえて 夜 

や 更け ぬらむ 庭 火 しめれる 

玉蔓  . 

筑紫路 をい かに なれと か 立ちいで. - 

都に も 世 を 憂み やわたら む 

初 昔 

雪 わけてけ さ 谷いで し 驚の 春の かた 

には聲 もこ ほらす 

胡蝶 


春の 曰 をく る \ にあがで 飛ぶ 蝶の 行 

方 は 花の ちりの まが ひに 

螢 

見 ゆ を顒ひ 見えぬ を 恨む 夏 蟲の光 は 

人の ためなら なくに 

常夏 

稀に 遊ぶ 庭の まう けの 水う まやと こ 

なつかしき 花の 夕ば え 

篝火 

まど はせ し 箱の ふたみの あ ひ 難み お 

ほふ はは かな 何のみ だれ ぞ 

野 分 

玉 だれの 小 簾の 見入れに 心さへ す さ 

びに けりな 野 分て ふ 風 

行幸 

小 山み 幸の ためし 野に みちて うち 

散る 雪に み 魔よ ぶ 2» 

藤 持 

たき あはす け ふの きそ ひ は 秋 深き 野 

に ぬぎすてし 衣 にゃある らし 


眞木柱 

萚生ふ 壁の こぼれの 蝸牛 は ひか \り 

て は ゆく 方 もな し 

梅 力お 

縈の巢 だち の 鳥 は ひさかたの 雲井に 

いまや 名のる ひと 聲 

藤末棄 

大嗚 のなる とならす とし ほ 舟のから 

き 渡 も 風 を 待ちえ て 

若菜 上 

なほ 若き けこ そそ ひ ぬれ 春の 野に 摘 

む茱を 君が 老の はじめに 

若菜 下 

陸 奥に いっかき にけ む 手なら しの 琴 

は緖^ の 橋と なりに き 

柏木 

背きても 世に あり ふべき 心に はまけ 

て はかなき 人の 悲し さ 

接 笛 

とりった ふ 世 々の 形見の 笛の 音の 殘 


りて 寒き 秋に ざり ける 

鈴蟲 

それにと てつけし 心 を 笛 竹の ふした 

がへ りと 歎きて ぞ 寄る 

夕霧 

まよ ひ 人る 心の奥 も 霧 こめて しの." 

みだれの 小 野の 山ぶ み 

裨法 

はなやぎし つかさの 衣と 見し 色 は 野 

邊の 煙の 雲の むらさき 

幻 

春 さむみ ぬ 立つ 雲に かくろ ひて 光 は 

いづら 峯 のしら ゆき 

JS 呂 

昔に はぬ しこ そか はれ 梅 さくら 句お 

くれぬ 春 は 来に けり 

紅梅 

折りて やる 花に 心 を 添へ つれば こ を 

ぱいく 春 見 ませと ぞ思ふ 

竹 河 


みだれ 碁の 右 まけたり と s くから に 

めでし 櫻 はちり ぬ ともよし 

橋姬 

都に も 色 を あらそ ふ 秋ながら 人 香な 

つかし 宇治の 山里 

椎が本 

あはれ 君 世 を うぢ 山の 奥深く ほ だし 

の 湖 はたちて 入りけ む 

總角 

情 ある 人 もつ らしな 蓮 葉のう へに 心 

をのせ し 身 なれば 

早 蕨 

法の 師 のこれ を 薪に か へ て 摘む 野の 

つくく し 山の 早縻 

寄生 

見 まさりに かく^く 花 を 根 分して ぬ 

すま まほし き 園の 白菊 

四阿 

うちつけに その 人 かた を かい ま 見 Q 

あな あやしと も 思 ひこ そ なれ 


ーチ や 

河 島に いさよ ふ 波の いかにして ふた 

ゆく 心せき やと めむ 

蜻^ 

それと だに 思 へ どす ベな 宇治川の 玉 

藻に なびく 妹が くろ 髮 

手 習 

おのが 上 をよ そに Im きて はかつ 歎く 

たが 許さねば 死なぬ 命ぞ 

夢 浮 橋 

ありて なき 世の常 をし も 渡ら へ ばな 

きがありて ふ 夢の 浮 橋 
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まも 


含 jB*» 志 


橘 曙 覽の家 

にいた る詞 

おのれに まさ 

リて物 しれる 

人 は、 高き 賤 

きを 撰ばず、 

常に 逢 ひ 見て 

事 尋ねと ひ、 

ある は 物 

聞か まほ 

おも ふ を、 け 

ふ はこの 頃に 

はめ づ らしく 

日影 あた >• か 

に久 かたの 空 

啧 渡りての ど 

かなれば、 山 

川野邊 のけし 

きこよ なかる 

べしと、 巳の 

鼓う つ ころよ 

り 野遊びに 出 

でた リき 0 三 

橋と いふ 所に 

いたる 0 中 根 

師質、 あれ こ 

そ 曙覽の 家な 

れ といへ る を 

聞きて、 俄に 

と はむ と 思 ひ 


樣.^ ル氛 


おき 2:? 


集  一? fs 


なりぬ c ち ひ 

さき 根 屋の淺 

ましげ にて、 

かこ ひもし め 

たらぬ に、 そ 

こかし こ はら 

ひもせ ぬに や， 

塵 ひぢ山 をな 

せり C 柴の鬥 

もな く、 お ぼ 

つかな くも 家 

にいり ぬ C 飾 

»s ひせきた る 

さまして、 參 

讓 君の 御成 ぞ 

と 大聲に い へ 

るに 驚きて、 

うち より、 し 

しじ もの 膝 折 

り ふせ ながら 

は ひいでぬ e 

すこし 廣き所 

に 入りて 見れ 

ば、 壁 は 落ち 

か  >- り、 障子 

はや ぶれ、 叠 

はきれ、 雨 も 

るば かりなれ 

ども、 机に 千 

文 八 百 ふみう 

づ だかく のせ 


« お 4— あ-^ 5-.^^^ な 力 ひ i 

舍 

f ジ^?^;;, ^めん Y..^ おい、 t^.^:^ か 


て- 

像な ども、 あ 

やしき 厨子に 

入りて あり C 

おのれき もの 

ぬぎ か へ て、 

賤が 着る つ V 

リ おりに 似た 

る 衣 をき か へ 

たり。 此の 時， 

扇 一 握 を 牛 井 

保に たま ひて、 

曙覺 にたび て 

よと 仰せた リ。 

おのれ い へら 

く、 みまし の 

屋の名 を、 わ 

ら やとい へる 

はふ さはし か 

らず、 橘の え 

にし あれば、 

忍ぶ の 屋と今 

日より あらた 

めよ といへ り n 

匿の きたなき 

こと、 譬 へむ 

にものな し C 

しらみて ふ蟲 

など も は ひぬ 

ベ く 思 ふば か 

りなり C かた 


ネッ， や- 9i:v^^i5l ひ？^ 《？ 。" 
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月うた 常ば も 心な 曙れ ら たかね 更にく 心た む ことにて 富れ いび 其く ち 

花き るの やし のら 費ぬ む く ら ばに お し は くねと つ 居 、貴 C と このみ は 
を 世 を 心 C たみでの C 心て う 、言と て 寒 はに なた て大 のお 慕 そ 心 ゆか 

友の 洗の さ ひや 、欺 今 地 額し お をる 、く へ 萬 けら 、厦 身の は 、のれく 
と 外 ひ 汚ら 學び 其のよ せ あろ のま こ 曙 貧な 卷れざ 何 高 にれ しいみ ど 貧 

せの 、れ ばば をのみ りら かめ づ たと 贊 しくの ど S ひ 堂し はけと や 、し 
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かな ど を 厚り 我へ かるて よす 我て 拾 場る おの こ る 館 末 治 朝 上 はしし む 

どるもう きしが るら を 作らみ がな ふに ほ は 君れ すに の 二 臣大參 C かに 
よわ 、け 街ち 父な か 、ら せか 父れ 道 かどし 、は C 歸む年 慶蔵議 かるつ 

りら あしめ ひ 世り 、街せ たに 曙ば のよ 、ま 福 正 り ゆ 衣 永 大正 〈ベき 
、屋ら こぐ だに けせ 手 辁ま立 覽とゅ はかし 井二 てか更 、辅 四い しふ 
かの はとみ 、あり 拾づへ ひち がて 〈せりけ に 位 し 、着 元 源 位 ふか \ 
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义 の ^  "  LrTA^   けんく ぃャも 第 

ぶ i  t  ^  to fj  ；  ^  .^f  [ く.： -v^- 溶 早よ 

7>x>^l^ ゥ冬 I ふお けえ 少 
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さま を a 

るに、 お 

のが じし 

こ \か1 

こに あか 

れ ちりて、 

ある は樓、 

ある は 桃、 

さて はつ 

つじ 山 根、 

何に まれ 

花と いふ 

花の かぎ 

り を、 い 

さ 、かづ 

つついば 

みもち 歸 

りて、 軒 

にかけ た 

る巢 のう 

ちに 镜み 

かさねつ 

つ、 その 

くさ，^ 

を、 ひと 

しなに 酸 

しなせり- 


i^llv. つ！ r-ti づ；， ） 
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こ を is 

試みて、 

樓 もて か 

もせる は 

これ、 桃 

もて 酸せ 

る はとれ、 

つ i じ 山 

吹 もて か 

もせる は 

これ、 と 

やうに、 

舌のう へ， 

に 味 ひの 

辨 へられ 

むは いま 

だな り を 

へ ぬな ま 

なまの み 

ちに て、 

さらにう 

ま し 物と 

いふべ く 

も あらぬ 

ものなる 

を や C 默 

よむ もこ 

れ におな 

じ C おの 

が じし 好 

める かた 


む わつ" 一ぶ t?.^ C; わ や. -ろ 、け，^ ち 
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られ むは 一 

いまだな • 

り をへ ぬ， 

なまく 

の 欲に て、 _ 

更にう ま 

し 言の葉 

とい 51 ベ 

くも あら 

ぬ もの を j 

や C され i 

ば、 花 を 一 

つ いばみ 一 

て髌 しな 一 

すがみ ち 一 

にて、 こ 

れ やがて ， 

錄 のおの 一 

が 物な り C, 

舊 きを as- , 

びて 新ら 

しくな す 

が 欲に て、 一 

これすな 一 

はちよ み . 
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のが 物な - 
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あらず 

鈴の 屋の 

響きに し 

たがへ る 

に も あら 

で， ひと 

ふし ある 

口つ きの 1 

いとめ づ 

らしく お 

も ひし ま 

まに、 誠 

ぬしに、 

ひと 、な 

り を 問 ひ 

聞く に、 

世の かぎ 

り やまと 

魂た ぢ ろ 

かで、 お 

ほやけ を 

尊び、 古 

へ をした 

?2 志 厚く、 

さいつ と 

し 天の下 

のみ まつ 

り 事、 あ 

ら たまら 

むと せし 

ころ は、 


, 0 
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例  言 

1 比の 集 は、 吾が 父 年 ごろ 事に ふれ 時に あたりて 詠まれた る 歌 どもの、 自ら 撰り 拔き自 

ら 書き残し 笸 かれた る を、 いさ、 かもた がへ ず、 その 儘鏤ら せつるな リ C 

1 四季の 順序 もて 部類せ るに も あらず、 類題の 體 にも あらず して、 前後 わいだ めな く 見 

ゆめれ ど、 そ もまた 詠み 出 でられた る 次々 に 書き 置かれた る 原書の まま を存 すれば なリ" 

1 卷 頭の 歌の 詞 ども を iri みて、 やがて 卷 毎の 名と し、 表紙に 記された る 篆書の 題辭も 

また 手澤 のま まなり C 

1 捕 遺 は、 易贅の 日、 枕 上に 散り ぼひし 草稿 ども を 取 あつめ、 今滋が 手に 寫し 置きし も 

のにて、 ことさらに 1 卷 になす ばか リの欲 数に しも あら ざれば、 末 卷の附 錄には 物し つ 

るな リ C 

一 父が 遣 意 を さながらに 傳 へ むとの こ. - ろしら ひなれば、 いさ、 かの 事 もつ くろ ひな さ 

ず.^ 1 しつる が、 中に も 捕 遣の 歌 ども は、 いまだ 淨寫を もな した ま はず、 猶 考へ訂 さま ほ 

しか リ つらむ と覺 ゆる 書き ざまなる も ありし かど、 これ はた、 なまじ ひに さか しら ごと 

して、 あらぬ すぢ にもて ひがめん 事の かしこ さに、 た 寫し 誤ら じと つとめて 書き とれ 

る の みな リ C 

明治 十 1 年 六月  橘 今滋護 誌 
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阿須 波 山に すみけ る ころ 

あるじ はと 人 もし 問 はば 耔の松 あら 

しとい ひて 吹き か へして よ 

秋の ころ 人し げく 來 にけ るに 

わびて 

顔 を さへ もみ ぢに 染めて 山ぶ みの か 

へさに 來 よる 人の うるさ、 

朝ぎ よめの ついでに 

かきよせて 拾 ふもうれ し 世の中の 塵 

はま じらぬ 庭の 松の 葉 

飛彈國 にて 白雲 居の 會に初 雁 

妹と 瞎る とこよ 離れて この あさけ 鳴 

きて 來 つらむ 初 かりの 聲 

同國 なる 千種圜 にて 甲斐 國、 

のりくら 山に 雪の 降りけ る を 

見て 


一 i 

旅 ごろもう ベ こそ さ ゆれ 乘る 駒の 鞍 

の 高嶺に み 雪つ もれり 

世 を 週れ て 後 は それと たのむ 

ベ き 生業 もな く 貧しう 物し け 

れば、 人 も 養 はす 何 わざ も自 

らうち しつ 辛き めの み 見つ 

つす ぎに ける を、 此の ごろ ひ 

でり 打つ き、 つね 汲む 井の 

水沾れ ぬれば， さらに 遠き わ 

たりより 妻の くみ はこびつ、 

苦しと もせで 物す る を あはれ 

に 見なして 

沙 ならで 朝な ゆ ふなに 及む 水 も 辛き 

世な りと 濡らす 袖 かな 

師 翁の はるぐ 來 てこ X に 旅 

居 せらる、 あ ひだに、 敦賀に 


あからさまに 物す とて 行き 給 

ひける が、 あなたに 久しう と 

どまり おはしければ 待 遠に 思 

ひて かくな む 

角 鹿のう みきよる 玉藻 をめ づ らしみ 

歸 るの 山 は 忘れ ましけ む 

遲日 

のどかなる 花見 車の あゆみ にもお く 

れて殘 る 夕日 かげ かな 

關花 

あら、 かにと がむ る 人の こ 、ろに も 

似ぬ はせ き屋の 櫻な りけ り 

莉萱 

敏 鎌と りかり しかる かや 葺 きそへ て 

閒 けば や 庵の あきの 夜の 雨 

閑居 雪 

中々 に ふり 捨てられて うれしき は柴 

の 網戶を あけがたの 雪 

舟 中 雪 

枯れの こる 诸の逮 にこぎ ふれて 散ら 
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しつ あたら 柴 ふねの ゆき 

平 泉 寺の 儈 都と 萬 松 山に ゆく 

とて 足 羽 川 を 舟に てくだり け 

り、 川つ きに 見 及ぼさる、 

物 ども を 題に して 人々 歌詠み 

ける に 狐橋 を 

川岸 の 崩れに か、 るき つ ねば し 葦の 

茂みに 見えが くれす る 

閑居 月 

あばらなる 屋所 はや どに てす みわた 

る 月 は 我に もさ も 似た るかな 

捨てられて 身 は 木が くれに すむ 月の 

影 さ へ うとき 椎が もと かな 

竹內年 名が 藝も てつく りたる 

杖 くれけ る 時 

樓 人の 手ぶ りに かなへ 作り出で、 心 

つきよき つ ゑに も あるかな 

述懷 

なか-..^ に 思 へ ば やすき 身なりけ り 

世に ひろ はれぬ みねの- ち 栗 


花 ざ かりに 玉邨江 雪の もとに 

て 

あだならぬ 花の もとに はたえす 來て 

年に 稀なる 人と いはれ し 

都に のぼりて 

大行 H< 皇の御 はふり の 御 わざ 

はてに ける 又の日、 泉 浦 寺に 

詣 でたり ける に、 きの ふの 御 

わざの なごりな ベて 佛 ざまに 

物し 給 へ る 御 ありさまに うち 

見 奉られけ る を、 由 K けれど 憂 

はしく 思 ひまつり て 

ゆ 、しく も ほとけの 道に ひき 入る- - 

大御 車のう しゃ 世， の 中 

むすめ 健 女 今と し 四 達に なり 

にければ やうく 物が たりな 

どして 賴 もしき ものに 思 へ り 

し を- 二月 十二 日より 痘瘡 を 

ゎづら ひていと あっしく なり 

もて ゆき、 一 一十 1 日の 曉 みま 


かりたり ける、 歎きに しづみ 

て 

きの ふまで 吾衣 手に とりすがり 父よ 

父よ とい ひて しもの を 

健 女み まかりて 後い くばく も 

あらぬ ほどに、 山 本 氏が り莳 

中に ものして 歸る さ、 れい は 

待ちむ か へ よろこべ りし を さ 

ない が こと をせ ちに 思 ひ い， で 

て 

聲 たてぬ す もり かなしみね ぐらに も 

か へ りうく する 親猜 かな 

入の 刀 くれけ ると き 

拔 くから に 身 をさむく する 秋の 霜 こ 

ころに しみて うれし かりけ り 

野邊に i つくりて 始めて 移 

りけ る 頃、 妻の か- -る 所の す 

まひ こそい と 恐し けれ、 閒き 

たまへ 雨い み じうなん ふる、 

盜人 などの くべき 夜の さまな 
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り、 などつ ぶやく をき V て 

春雨の もる に まかせて すむ 庵 は 壁う 

がた る、 おそれげ もな し 

父の 十七 年忌に 

今 も 世に いまされ ざら むよ は ひに も 

あらざる もの を あはれ 親な し 

髮 しろくな りても 親の ある 人 もお ほ 

かる もの を われ は 親な し 

墓に まう で 、 

慕 ひ あまる こ 、ろ 額に あつまり てう 

つち . 

ちつ けらる  >. 地の 上 かな 

竹閒霞 

村 竹 はこと なしぶな り碎 けよ と 風の 

あられ はう ちか れ ども 

幽人釣 春 水 

よしのが は 

吉能川 春の なぎさに 絲 たれて 花に 睹 

ふる 魚 をつ るかな 

春風に ころも 吹かせて 玉し まや 此の 

川上に ひとり あゆつ る 

山家 極 


山 ざとの かけ ひの 竹 を ゆく 水 もよ を 

ば もれて はな がれ ざり けり 

I すぢ のな がれ をう くる 竹なら で ま 

た 何 を か はお も ひかくべき 

山 ざとの かけ ひの 水. Q やりす て X 心 

と めぬ 世 こそ やす けれ 

人に かさ 貸したり ける に 久し 

う 返さ 1- りければ 童して とり 

にやり ける に 持たせ やりた る 

やまぶき のみの ひとつ だに 無き 宿 は 

かさ も 二つ は 持たぬ なりけ り 

野つ きに 家 ゐ し をれば、 を 

り/、 蛇な ど 出で ける を 妻の 

見る度に うち 驚きて、 うたて 

物す ごき 所 かな、 と 言 ひける 

を 慰めて 

おそろしき 世の 人 言に くらぶれ は逶 

0 いづる 蟲の 口 はもの か は 

母の 三十 七年忌に 

おのれ ニ歲と いふ 年に み 

ま. A" 给 へ りしな りけ り 


はふ 兒 にて わかれ まつりし 身のう さ 

は 面 だに 母 を 知らぬな りけ り 

紙 をと ぢて米 薪 やうの 物 を は 

じめ 日毎に とりまかな はむ 物 

にあ づ かれる 何 くれの 事 書い 

記しお けと 人の 勸め ける によ 

り、 此の 披始 めたり けり、 とぢ 

たる 物の 上に 上書の か はりに 

うるさく は 思 ふ ものから かきつ めて 

あらまし すなり あすの 薪 も 

かくて 1 月 一 一月ば かり はこ ま 

やかに 記し もて ゆきけ るが、 

餘り ゎづら はし さに 怠り ざま 

になり にたり、 さて 思 ふに お 

のがさが よ いかにも てつけ S 

さむに も、 か. * る 事 はえた ふ 

まじき なりけ り、 よしや 今 は 

よくも あしく も 己が 心の むき 

にこ そと、 綴ぢ たる 物 を も か 

た へ にう ちゃりて 
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夕 煙 今日はけ ふの みたて、 おけ 明 曰 

の 薪 は あす 採りて こむ 

足 羽 川の ほとりの 桃の 花 ざ か 

り を 見やり て 

^Is に 水 Afc りて あす は 川祌代 もき 

かぬ 桃^き にけ り 

早苗 

うつぶしに 多くの 植女 立ちなら び 笠 

もた もと も 泥に さし 入る 

壬 子 元日 

物 ごとに 淸め つくして 神習國 I しる 

き 春は來 にけ り 

歸雁 

春 かけて 門 田の 面に 群れし 雁 一 つも 

見えすな る 日 さびし も 

营原 神の 九 百 五十 年の 御祭に 

梅花 盛と いふ 題 を 詠みて 率り 

ける 

うめの 花 句 ひ 起さぬ かた もな し 東風 

吹き わたる 春の 神 垣 


加贺國 山中の 溫泉 にて 

た を やめの 袖 ふき かへ す 夕風 に^の 

香った ふる 山中の 里 

秋 田家 

.:• な II え-つ 

炸 Jil^ うるさく 出で k とぶ 秋の ひより 

よろこび 人 豆 を 打つ 

新 竹 

稀に きて すがる 小鳥の ちからに も ひ 

し がれぬべく 見 ゆる 若 竹 

戶 川正淳 が男兒 うませけ るに 

ますら をと 成 るら むち ごの 生 さき は 

握り つめたる 手に もしる かり 

竹 

村 雀 を どれば われもう かれつ & そよ 

めきた ちて さ、 と いふなり 

初秋 月 

蟀の聲 もま じりて へ〕 の 夜 ごろ 秋づ 

きかけ ぬ淺茅 生の 月 

苔徑月 

露し げき 苔路に ひとり 月 をお きて さ 


さる  もの か 夜 はの 柴の戶 

愛山 

人 ご 、ろ 高くな り ゆく はて^.^ は 山 

より 外に 昆る物 もな し 

樹問鹿 

あはれ なり 角 ある 鹿 もたらち ねの 梓 

の 陰 を 去り うげ に 鳴く 

公に つか ふまつ るつ ねの 心お 

きて となるべき 歌よ みてくれ 

よと 人に 乞 はれて 

世の中の 憂き に 我が身 を 先 だて X 君 

と 民と にまめ 心 あれ 

越智通 世が 妻の みまかり ける 

とぶら ひに 

亡き母 をした ひよわり て 寝た る兒の 

顔 見る ばかり 憂き こと は あら じ 

木 屋四郞 兵衞が 父の もに こも 

り をる に 

言 あらく いさめた お はむ 聲を だに 聞 

かま ほしく やせめ てこ ふらむ 
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笠 原 元 直が 游风 V； のた め 江戶に 

物す るに 

す 、め やる まなびの 道の 門出 も 今日 

と くに はね ぞ 泣かれけ る 

佐々 木久波 紫が ことなる みえ 

らび によりて、 やん ごとな き 

めしに あへ るに 

今日の みのお もてお こしに なし はつ 

な 立てむ いさをの 末 を 思 はで 

庭なる 山吹の、 秋、 花^きけ 

るを昆 て 

金色と ぼしき 屋 所と い ふ 人 に 見せ 

ば や 秋の 山ぶ きの 花 

與女見 雪 

妹と われ 寢が ほなら ベ て 鴛鴦の 浮き 

ゐる； 5- の 雪 を 見る 哉 

笠 原 元 直の みまかり ける を悲 

みて 

今日の このな げき させむ と 同じ 世に 

魂 さへ あ ひて 生れき にけ む 


湖上 月 

片田舟 かた 敷り すなと いさめても 月 

に 心の よる 浪路 かな 

書中 乾 胡蝶 

からになる 蝶に は 大和魂 を 招きよ す 

べきす ベ も あら じかし 

山家 

白雲 の 行き かひの み を 見お くりて 今 

日 もさし けり 蓬生の 門 

落葉 深 

.5ニ 

令 朝見れ 尤簀チ つ きになりに けり 

夜 ひと 夜ち りし 庭の もみ ぢ築 

古書 ども 讚み 耽り をり て 

*< を レャ  、フ ら  あぎ 

眞男 鹿の 肩燒く 占に うらと ひて 事 明 

ら めし 神代 を ぞ思ふ 

島 崎 土 夫が 子の 袴着に 

顔に さへ つ ひに よらせよ しどけ なく 

着な す 袴の 皴を さながら 

中 根 君の 江戶 よりせ うそ こし 

給 ひける 返り ごとに 


雪 わけてとの ゐ しに 行く 島の 殿 身 も ー 

消えい りて かなし かるらむ 

人に 示した る 

口 そ  > ぎ 手 あら ひ 神 を 先 づ拜む 朝の 

こ 、 ろ を 1 曰 わするな 

幽居 雪 

薄し ろくなり てた まれる 雪の 上 も 汚 

さで 一 日 見る 庵 かな 

跡と いふ もの は あらせぬ 雪のう へ に 

心 をつ けて 獨り 見る かな 

辻 春 生が 母の もに こもり をる 

こ 

^ぶ さ こ ふ兒 のむ かしに 身 をな して 

泣き まよ ふらむ 母よ くと 

母な し は 我 の みなりと 巢だ ちす る鴛 

見ても うらやま るら む 

河 崎 致 高 君の 江戶へ 行く に 

旅 ごろ も 岐蘇は 五 百 重の 山つ き や 

どり おくるな 朝 出い そぐな 

南部 廣 矛が 吾攩へ ゆく に 
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S すら を 

わかれに は淚ぞ 出づる 丈夫 も 人に こ 

となる こ  >- ろ もたねば 

虎畫 

SW きしらぬ 獸の こ ゑ も 吹きた ちて 野 

かぜ はげしき もろこしが 原 

牧 fit 野 

思 ふこと 無げ なる もの はは ひ乘 りて 

牛の 背に 吹く 總 角が 笛 

歸路を 牛に まかせて 我 はた r 笛吹き 

ふける 里の あげまき 

古溪螢 

み 谷川 水 音 くらき 岩 かげに 晝も ひか 

りて 飛ぶ ほたる かな 

S 月 

梅 子のう みて 晝 さへ 寐ま ほしく 思 ふ 

さ 月に はや 成りに けり 

雨 いみ じう 降りつ にきて 人 皆 

わびに わびたり ける 頃、 めづ 

らしう 晴れ そめた る 空 を 見や 

りて 


w< 地 も ひろさく は、 る こ、 ちして 先 

づぁ ふが る、 靑 雲の そら 

0 を とらへ またがり 裸う ま を 吾^ 

を S こ 

男子の あらな づけす る 

咏 十二支 內六首 

や X たくる 野べ の 朝日 を よろこびて 

そ 1- ろ 飛びた つ いなご まろ 哉 

巳 

うつろ ひて 南に か 、る 日の 影に なま 

が はきす る 花の 上の 露 

午 

目にあ まる 菜の 棻の 露の ひる さびし 

機お る 音 も 里に と 結えて 

申 

とり  ゆ ふ 

あさり ありく 鶏も^ にか へ りきぬ 夕 

食の 妻 木 をり にか、 らむ 

酉 

夕顔の 花 しらぐ と^きめ ぐる 賤が 


伏屋に 馬 洗 ひ をり 

戌 

長し と は 誰が ことならむ 秋の 夜 もく 

るれば はやく そやの 鐘の音 

簿に、 竹 取の 翁 かぐや 姬に物 

いひ をる ところ 

あやしく もよ ご- T ろつ かで おはす め 

り 竹の 中には ありし もの ゆ ゑ 

0. 

女郎花 获 より 上に 立ちの ぶる 薄け だ 

力く うち 見られけ る 

靜虚 落葉 

ちりくて つもる 木の葉のう はじめ 

り 風 も 音 無き 庭と なりけ り 

遠山 見 雪 

はなれう き 朝 床いで、 少女 子が 黑髮 

山の 雪 を 見る かな 

雪 朝 

宵に 逢 へ る 人に は あらね ど朝寐 顔む 

かひ くるしき 雪の 色 かな 
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速 草 買 ふ錢無 かりし 時 

けぶり 艸 それ だに 堙 立て かねてな ぐ 

さめ わぶ る 窓の つれぐ 

蝨 

著る 物の 縫 ひめ ノ\ に 子 を ひりて し 

ら みの 神 世 始まりに けり 

綿い りの 縫目に 頭 さしいれ てち む 

丄ら み 

1^ よわが おも ふ どち 

や をら 出で 、 ころもの くび を 葡匍 あ 

りき 我に 恥 見す る r;S ども かな 

星 上 霰 

音き けば あないた やと ぞうめ かる 

身 を 打ちた \ く あられ ならね ど 

竹內甚 八郞が 江戸へ 行く に 

おとに 閒く とちの 木 山の 雪な だれ 輕 

く 思 ひて あ ふなな だれに 

佐々 木久波 紫が はじめて 江戶 

へ 旅 だつ に 

うれし さも ふたつな からむ 日の 本の 

まの 山 をう ひに 見む たび 


神 まつり 

い 潔よ やさ かきの 靑棄 すがむ しろ 木綿 

しでな びく 神の 廣前 

里人の 群り つど ふ 神 やしろう ちひ^ 

かする 鈹 いさまし 

海山の 物 をつ くして お ふなく 御に 

奉らむ 千 座 五 百 座 

牡丹 

目 をう ば ふさ かり は 1 1 十日ば かりな 

り國 傾けの 花の 色香 も 

水 鶴 

月 も 影 さ-すなり ゆく 古沼に 聲 をす 

ませて 鳴く くひな 哉 

扇 罷風生 竹 

思 はす も あ ふぎた 、 み て 見 いれけ り 

1 ゆすりす る 風の むら 竹 

春よ みける 歌の 中に 

すく ノ、 と 生 ひたつ 麥に 腹す りて 燕 

飛びく る 春の 山 はた 

夏 夜 


寢 よと いふ 镜 はっくと も 一す ビ みこ 

の 小夜 風に せで は あられ じ 

秋 夜 

り りさせ 夜 ふけて 蟲の 呼ぶ 窓に.^ 

あかく とぼし ある は 誰が 妻 

冬よ みける 歌の 中に 

今朝 も來て 枯木の 小枝く ぐる かな 雪 

にあ さり をう しな へ る 鳥 

ある 時よ める 

sill! につく 鐘の音 を A 枚 手の ひに き 

にか へ て閉 くよ しもが & 

松戶 にて n より 出づる ま、 に ， 

ふくろ ふの 糊す りおけ と 呼ぶ 聲に衣 

ときはなち 妹 は 夜 ふかす 

こぼれ 絲 網に つくりて 魚と ると 一 一郎 

太 郞三郞 川に 日 くらす 

我と わが 心 ひとつに 語り あ ひて 柴た 

きふす ベ くらす 松の 戶 

人み なの このむ 翻 ひい はれざる 我 も 

ひとつの かたは ものな り 

友 無き はさび しかりけ り然 りと て 心 
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一 も ほしな し 

赤穗 義人 錄を 見け ると き 

影 さむき しはすの 月に きらめきし 劍 

おと いかに するど かりけ む 

贈 正 三 1^ 正 成 公 

llj^ 川 御 墓の 文字 は 知らぬ 子 も 膝 折り 

ふせて 嗚呼と いふめ り 

澄明 寺邨 なる 新田 義貞 公の 石 

碑 見 まつりて 


されて あり 此の 石の ある わたり を 

世に にたつ かと 人よ びて 地名の ご 

とく いひなら はせ り 

に ひ 田 塚た、 かひ まけて うせぬ て ふ 

文字よ み をれば 野 風 身に しむ 

菅 原の 神 

みなみ V. 

御淚の 外な かりけ む 誰 ひとり 都へ い 

ざと いはぬ あけくれ 

鐘の 聲 瓦の 色 も御淚 もつ くしの さの 

うさ を そ へつ & 

三 線 

寝 おびれて 鳴く うぐ ひす かとば かり 


に彈 きかす めた る 物の 音の よさ 

月 

人 は 皆 見さして 寐 たる 小夜 中の 月 を 

靜 かに 入る、 窓 かな 

鹽を 無くなして 買へ かしと い 

ひける に、 錢 なくて 買 ひえ ざ 

るな り、 今日よ ね をつ きをれ 

ば こぬか 出で くめり、 そ をう 

りて 鹽 かふべ し、 しばらく 待 

ちた まへ と 妻の いふ をき、 て 

戯れに 

汐 のせに はやく か はりて こぬかと は 

からき になれ ていふに ぞ ありけ る 

酒 人 

とく/,、 と垂 りくる 潛の なりひさ ご 

うれ し き 音 を さす る 物 か な 

接む る ® のに ほひに ほ だされて 今日 

も 家路 を k 昏 にしつ 

本覺 寺の 庭の 牡丹 花見に 物し 

ける に 去年 なくなられし 院主 


のこと を 思 ひ いで、 

花に 來て むつる、 蝶の 羽づ かひ も あ 

るじ尋 ぬと 思 はれて た 

緇素 見 月 

, つみ 磨す ゑ 道 を かへ ゆけ ど 見る は 

一 つの 野路の 月影 

遠 鹿 

迷 ひ ありく 鹿の 遠音に 耳た て、 我 も 

め あはぬ 夜 を 重ねつ、 

春雨 

月の かさ さし も あら じと あなどりし 

春の 雨に もぬ れつ あさ 庭 

雪 朝 

雪 ふりて 拾 ふ 落葉の 乏し さに 朝け の 

煙たて ぞ おくる、 

待 子規 

まちよ わり 母の いさむる うた、 ねに 

夜 ふかさる .* も ほと 、ぎす ゆ ゑ 

雪 

うばら 垣 刺 もつ； 1K もや はら かにな び 
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けて 雪の ふり か、 りつ、 

年內 立春 

む 月 物 はこぶ に はま だ 日 も ある を 春 

は そ ろに たつの 市と いふ 

鴛吿春 

春た つと つげの 小 櫛 もとらせ すよ ほ 

の ぐらき より 5ft のきて 

松 前 鐵之助 

妹の 巢に顏 さし あて 上 二 年まで 簀子 

の 下に 匍匐 ひぞか みし 

高山 彥九郞 正 之 

大御鬥 その かたむきて 橋と に 頂 根 突 

きけ む眞 心た ふと 

御 魚屋 八兵衞 

誠 有れば M 下^て 鳴く 蟲の聲 も 雲井 

に ひ x くな りけ り 

濱田 彌兵衛 

大灣の 首長 とらへ て 目の前に 日本人 

の， 所業 見せき つ 

伊勢 大宮に 千日 詣と いふ 事し 


ける 笠因直万 呂 0^^.^. 

職な 

り 

よどみな き 心 の 中 を 宮川ゃ 千と い ふ 

日を涉 りす ましつ 

大石良 雄 

睡 りつと あばめら れ しも 一 くさの 名 

しろと なりぬ ますら をのた め 

し，  lie と 

山^の 崖の 柴戶 しらむ にも 我が 仇 人 

の ひま やさぐ りし 

間 十次郞 光興 

. ^つきた る 槍 ひきさげて 落ちく さに 

柴の かくれが 我ぞ さぐりし 

大 石主稅 

うつし 搶に うつして 父の ありさま を 

恨む ノ、 も 泣きし 子 ご、 ろ 

近 松 勘 六 行 重 母 

飼 太刀 燒 刃に 我と 身 を ふれて 勵 まし 

やりつ 仇ね らふ 子 を 

祇園 百合 女 

I つ ある 棻 かげの 荅 かき 抱き 身 を 野 


に朽 たす 姬 ゆりの 花 

芭蕉 翁 

唇の さむき のみ か は 秋の かぜ 閉 けば 

骨に も徹る 一 こと 

嵐 雪  ， 

內日 さす 都の てぶり 東山寢 たる 容儀 

に いひつ くしけ り 

稿撿校 

何事 も 見ぬ いにしへの 人 なれ ど淚こ 

ぼる V 不盡の 言の葉 

僧 桃 水 

わら- 3 づ 

宿 かりし 佛 もこ、 ろお 力れ けむ 鞋 

つくる 法師の 家 

石 川 丈 山 翁 ， 

比歡山 ふもと の 里に 門と ぢ て 劍を筆 

にと り ぞ換へ つる 

朱舜水 

さくらゆ、 く皇國 うれしく 思 ひけむ さ 

っ矢遁 れて來 つる 唐 鳥 

武者 小路 實隆鄉 
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を こに など 烟の 末に 思 ひ し. ぞ 君の 御 

ゆきに 馳せ むと はせ で 

憎 涌 蓮 

疾く 起きて つとめぬ 身に もしむ ぞか 

窓に うれしき 在 明の 月 

甲斐 國德本 

人い かす 心の 淵 を あすか 川淺 せに か 

へて 世 を わたりつ、 

岡 野左內 

すがり 居し 垣の 山吹 飛び はなれう し 

ろ も 見やに ゆく 蛙 かな 

資茶翁 

木 芽 煮て 此の ごろ 都う り ありく おき 

なを 見け り 嗟 哦の花 かげ 

岸玄知 

吾が 物と おも はむ のみ を價に て錢は 

とらせつ 野路の 樣の& 

千 利 休 

来し 君の 朝顔い かに まもりけ む 一 つ 

接し." 花に ならべて 


桃 山隱者 

吾が ため は徑 もな さぬ 桃 山の 春 日の 

どかに ひとり 文 見つ 

玉 ii 女 

此の 筆 は 眉 根つ くろふ 筆なら す 山水 

かきて 背に 見す る 筆 

契 沖 阿闺梨 

もし ほやく 難 波の 浦の 八重 霞 や へ や 

へなら ぬし わざ 立てけ る 

筑前國 孝子 莊助 

か fc- あし- <• 

かれと これ 片足々 に蹈 みしめ てつ ひ 

ふなお や こと 

に そむかぬ 兩 親の 言 

僧 元 政 

不二の 根 も 背に 負ひ來 つる 吾が 母の 

御蔭の 下に 見て や 過ぎけ む 

池 無名 

勢 田の 橋 その 人と ほく 去りて 後す て 

し 扇 を 見 ほしがる 哉 

小 澤唐庵 

うらやまし 嗟哦 山ち かく 家ゐ して 花 


の 便り を 得た る 身の上 

飛 驛國富 田 鎗彥ぉ ほやけ のお 

ふせに て 去年より 此の 國の堀 

名と いふ 山里に 物し をる 春ば 

かりと ぶら ひたりけ り、 こ、 

は 近き ころ 白が ね出づ とて、 

禮彥 はじめて 其の 司に まけら 

れて、 お ふなく いそしみ け 

るに より、 日 ごとに ほり 出 だ 

すかす お ほくな りつ- -、 今の 

さまに て考 ふるに， つぎつぎ 

ふえ ゆきなん する やうな りな 

ど 物が たる をき、 て 

としぐ にさ かゆく 御世の 春 を さて 

き あら はす か 白が ねの 花 

春 さむき 越の 山邊に 白銀の 花夺 しつ 

つ 庵む すぶ 君 

夜 畫と手 人い ざな ひ 御つ ぎ 物 掘りう 

かたす る 白が ねの 山 

人 あまた ありて 此の わざ 物し 
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をる ところ 見 めぐりあ りきて 

日の ひかりい たらぬ 山の 洞のう ちに 

火と もし 入りて かね 掘 出す 

赤裸の 男 hl^ む れゐて 鑛 のまろ がり 碎 

く  33 うち 揮り て 

さ ひづる ゃ碓 たて 、きら/、 とひ か 

つちくれ 

る 塊つ きて 粉に する 

寛 かけと る 谷水に うち 浸し ゆれば 白 

露 手に こぼれく る 

むらが 

黑 けぶり 群り た、 せ 手 もす まに 吹き 

鑠 かせば なだれ 落つ るかね 

燥 くれば 灰と わかれて き はや かに か 

たまり 殘る 白銀の 玉 

しろがね  い  にの を 

銀の 王 を あまたに 宮に牧 れ荷緒 かた 

めて 馬馳ら する 

しろがねの 荷 負へ る 馬を牽 きたて- - 

御 貢つ かふる 御世の みさかえ 

禮彥が をる ところの さう じ を 

見れば、 短冊 色紙 やうの 物 あ 

また 押したり、 閉 くに 此の さ 


うじ 市よりも てく る ほどに、 

途 にて 薪 負 はせ たる 牛の あへ 

るが、 に はかに 痛く 荒れて 角 

振りた つる ほどに. さう じに 

疵 つけたり とて、 えだち つか 

へ つる 人 ども レ たう かしこま 

り、 5- か はせんと わびけ る 

を， 禮彥 露ば かり も 憤る 氣色 

なく、 その ま X こ \ にたてお 

きつ &、 つきた る疵 どもの 上 

に 紙 を 大きく も 小さく も 切り 

て ほどよく 押し 並べ、 自ら ひ 

とりでに かう 霱をも 歌 を も を 

かしう 書きす さびたり けるな 

りと なん。 げに 物の 司と なり 

て は、 萬の ことな るかぎ り 

は、 入の あやまちし つらむ を 

も あながちに 責 むる ことな 

く、 見直し 聞 直しせ むこ そ 神 

習 ふお まやけ 心 に は あ らめ 


と 此のし わざ をいた く ほめ 

て 

物め ぐむ 心獸に 及びつ、 角つ きたて 

し 罪 もとが めす 

禮彥 春に なりて 故^より 孫 生 

れ ける よし 吿 げき たりけ る 

を I 男兒 にさへ ありけ りと 喜 

ぶこと 限りなし、 いかで この 

ひ 歌詠みて をと 乞 ふま k に 

萬 代の 色ぞ 見せけ る 高山の 松の ひこ 

ばえ 初 みどりより 

まだ 知らぬ 兒の拳 も か、 らんと ふと 

る 薪もう ち 見ら るら む 

蒲麥 いだして もてなし ける を 

あまた 食 ひて 戯れに 

薔麥の 實の角 をと りたる あるじぶ り 

圓く 居より て 腹つ 1^ みう つ 

かへ りか、 りけ るに はるぐ 

送りき て、 今 は刖れ むと する 

に、 禮彥 はた こ- -の任 はて- 
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日 を經. f その 國に歸 るべき な 

りと きけば 

衣手の 飛 释は百 重の 山の あなた 君 も 

又 こじ 我 も 行きえ じ 

君 もこ じ 我 も 行きえ じと 思へ ども ま 

た ゆく りなく 逢 ふこと も 有らむ 

高山に さかえて 立てる 松が えの さか 

えてい ませ 千世と いふ 世 も 

三崎髙 子、 さいつ ころ 其の も 

とと ぶら ひたりけ る こと あり 

ける に、 うつくしき 扇と り 出 

しくれ などし ける を、 ほどな 

うう ちわ づら ひて みまかりに 

たる、 あはれ その をり かうな 

らむ とも 思 ひたらす、 なに 心 

なうて ありけ る を、 に はかに 

はかなう なりゆき、 此の 扇 は 

た 知らす/、 長き よの かたみ 

となりぬ と 思へば、 見る に 心 

うちし をれ て 


君に また あ ふぎと 思 ひし を 今 はた C 

淚 をた.^ む 物と なりけ り 

秋訪田 1* 

!i 所 だは 見なれ ぬ 里の  一 くるわ 稻こ 

ぎ やめて 我 を ゆびさす 

秋 衣 

狩 ごろ も 縫 ひし 花す り脊に 着せて 小 

瞻 すゑた るふり はやく 昆む 

暮秋 鹿 

小 牡鹿の 蹄に か、 る 今朝の 霜 あはれ 

鳴く 音 も 消えむ とすら む 

山家 老松 

眉 白き 翁 出で 来て 千と せ經る 門の 山 

まつ 撫で ほむる かな 

閑居 風 

かけがね を かくれば はづ し/,、 して 

夜た e 寐 させぬ 柴の戶 の かぜ 

田家 煙 

山ぞ ひの 鹿 猪 田に つぐく はなれ 村 家 

fe^ まばらに 立つ 壁 かな 


漁村 

家々 の 窓の 火 あかし 網む すぶ 手 わざ 

に 夜 を や ふかすな るら む 

行路 雨 

雨 ふれば 泥蹈 みな づむ 大津道 我に 馬 

ありめ さね 旅び と 

古寺 雨 

風 まじり 雨 ふる 寺の 犬 ふせぎし ぶき 

の ぬれに うつる みあかし 

笠 原 白 翁が 十月ば かり 都への 

<w るに 

木 芽 山 雪 ふらむ 日 も 遠から じ 都よ し 

とて 歸 りおく るな 

寺田淸 遠の 父、 この 四と せば 

かり ゎづら ひて 物 もい ひえす 

足 もた V でありけ る を、 淸遠 

夫婦 露 怠る ことなう 夜晝 いた 

はりつが うまつ りしに、 齢 七 

十 あまりにて 今年み まかりた 

りけ ると ぶら ひに 
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きの ふまで 床邊 さらで ありし 身の よ 

るべ なみだの ひま やなから む 

？ J か に 着せ ま つ ら むと 妹と 背が とり 

しお もい ま はか ひなし 

忘れて は 小 床な でつ、 たらち ねの み 

膝 こ ひしみ 獨り泣 くらむ 

四時 華  - 

朗 出で.^ 夕べ に 還る それならで 芳野 

の 山 を うづむ しら 雲 

一一 一一 口 ひ よれ ど いなともう ともい はぬ 色 

に 水 もな がる &堪 出の 玉 河 

松 も 皆 むらさき 色に なりに けり は ひ 

まつ はれる 總の多 さに 

都への たより 絕 ゆべき 冬なら で 雪に 

なり ゆく 垣根お もしろ 

ほと、 ぎす 啼 きて 来ぬべき 夜の さま 

を轩に 知らせて うち 薫りつ、 

いつも/,、 たそがれ まちて 句 ふかな 

入 通 はする 宿に も あらぬ を 

露 をお もみ 風 を まつらむ すがたに ぞ 


みながら なりし 宮城 野の 原 ~ 

今朝 もまたい ぎた なくせし 慷怠を 見 

おくれた りし 垣根に ぞ 知る 

さらぬ だに 人の 物い ひ 嗟哦の 野に 紐 

とき 出で k なに ぞ あだめく 

ゆ ひそへ し 竹 も ゆがみ て 初霜のお き 

うげ にす る 一 もとの 秋 

色 句 ひ 品 を あらそ ふ 春秋に 我が ぁづ 

からぬ 花の 仙人 

風 さ ゆる 冬の はやしに 白雪 かとば か 

り 見えて 句 ふ もの あり 

寒 僕 

なりひさ ご 市より 取り てく る 酒 もお 

• のが 夜 さむ は溫 めぬな り 

降りた まる 雾の 中に 足 いれて ふる ふ 

ふる ふ も 人の しり ゆく 

雞の 1|曰 によび おこされ てうつ 石 もと 

る 手 わな、 く 曉の霜 

寒燈 


とも すれば 沈む 燈火 かきくて 苧を 

うむ 窓に 震う つ こ ゑ 

寒 猫 

埋 火に 夜 がれせ すなる 老 ねこま 雾に 

ぬる、 妻 ご ひ はせ で 

寒 枕 

洽 えいら む 夜 を もい と はで うれしき 

はさし のべたり し 妹が 手 まくら 

雪 朝 行人 

ふたりと はまた 人 も 見す 雪 しづれ 朝 

日に おつる 杉の した 道 

0 

あないぶ せ 鍵 子 かけて たく 藁の も ゆ 

と はなしに 煙の みたつ • 

川 千鳥 

夕浪 のよりつ かへ h っ碟 松の こす ゑ 

さわた る 村ち どり かな 

よればよりか へ れ ばか へ り 夕 波の さ 

わぎに つる，^ 川 千鳥 かな 

筑紫人 日 高 万 ニ滿が 其の 國へ ， 
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かへ るに 

程す ぎて 録らぬ 君と 夕 占と ひまつら 

む 妹に とく 行きて 逢へ 

雪 江晚釣 

いさ n- を 

島山の 色に つ 5- きて 釣 夫の 着る 笠 白 

した そがれの 雪 

馬上 眺望 

按 橘に 手 を うちかけて 駒の 足 明 石な 

ら ねば 須 磨に むけさす 

松 田 M 信 • しはす のつご もり 

の 日、 子 生ませけ るに 

一 曰 だに 年の うちにと 焉の いそぎた 

りけ むはつ 音い さまし 

安居 村弘祥 寺に 春ば かり 入々 

と、 もに 行きて 

す、 けたる 佛の かほ も はなやか にう 

ち 見られけ りうぐ ひすの 聲 

人の ある 山 亭に日 比 宿り をる 

とぶら ひける に、 昨日 はまろ 

. うど 數多 ありて 酒の み 踊り 興 


じけ るに 引き か はりて、 今日 

はいと さう <\ 'しき を ひとり 

そこの 來け るいと あやにくな 

る ことかな などい ひていた く 

わぶ るけ しきな り、 己が 心に 

はさる 折に 來 あは ざり し をな 

かな かに 身の 幸ひぞ とひと り 

喜びつ 》 ひそかに 

水鳥の 立ち さわぐ こそうた て けれ か 

ばかり 淸き 山川に 来て 

中 根 君の ®; 仕 ごと はげしう わ 

たらせられし を、 さいつ 比よ 

りす こしの どや かなる 道に 入 

り 給 ひければ、 かくて ぞ しば 

らく 身 もやしな はれ 袷 はむ 

と、 よそよりも 喜ばれけ る 

を、 又に はかに 召されて あま 

りさへ 遠き 所へ はる，^ 物し 

給 ふこと  >- なりけ る 刖れに 

我が むれに 入れて 歌よ み 遊ばむ と 思 


ひし 君の また 江戸へ ゆく 

社頭 松 

斧 いれぬ 神の 御山の まつの 木 は 千代 

にさ かゆく 枝葉し げりて 

明日より は 夏の 暑さ も あらび こじな 

ごみ わたれり 瀬々 の 川 かぜ 

故 水 戶中納 言 君の 御 一 周忌に， 

寄 月懊舊 とい ふこと を 詠ませ 

給へ るに 詠みて 奉れる 

に はかに も隱 る- 月 か 筑波山 ことし 

げき 世 を 中空に して 

飛 驛國富 田禮彥 が 五十 賀 

君と 我い そぢ はかくて 經 にきけ り 百 

のよ は ひもい ざ もろともに 

初雪 

うつくしく ふれる はつ 雪 ことの 葉の 

跳つ けっくる やすら はれけ り 

春 月 

打な びく 柳の けぶり は づれて も 翁う 
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ちく もる はるの 夜の つき 

島 田良鄕 みまかりて 後と ぶら 

ひに 物して 

讀 みさし の 書ち り ぼ へ る 文 机の あた 

りさび しき 窓のう ちかな 

ふるさと 人 小 植屋善 六が 八十 

八賀 

知る 人の 無くなる が 多き がさと に ひ 

とりある 翁 千代 も かく もが 

幽居 花 

屋 所の はな^けば 苔路を かき 掃きて 

こて ふに にたり 春の 稀 人 

運 日 

うぐ ひす も 鳴き つかれたる 聲 させつ 

淀川 づ、 みなが くし 日 は 

石 

地に いつ 落ちけ む 星の 雲の 根と なり 

かたまれる 千 引な るら む 

佐 藤 誠が 春ば かり 江戶へ 行く 

に 


うぐ ひす もつ ねより ことに 聲； ：>  きて 

門お くりす る 君が 朝 だち 

ゆくさきに 見と 見む 花の 歌 袋 肩た ゆ 

きまでお もり ゆ くらむ 

武藏 野の はてなく 待たせ わびさすな 

老い ませる 父い はけな き兒に 

岡邊 君の 御 許より 入して あま 

た 、びめ しけれ どい なみま を 

しければ、 来たる 人 さらば 欺 

だに 詠みて 奉れと いひければ 

よみけ る、 時 は 五月ば かりな 

りけ り 

水かさます さ 月の 川に さす 小舟と に 

も かくに もの ぼり ゎづ らふ 

勝 澤靑牛 翁の 江 門へ 行き 給 ふ 

に 

ほと、 ぎす のみ か は 我 も 此の 朝け 君 

に^れて なきつ 一 聲 

この 翁 かなたへ 物し 給 ふこと 

あまた- - びに 及びけ る を 思 ひ 


て 

道す がら 馬 ひく 子ら も 目 をつ けて ま 

た來 ませり と 君 をい ふらむ 

多 田 氏に 行きて 酒の みて 醉ひ 

たるま、 に寐 ころ びたり け 

るが、 目 ざめ て 見れば あるじ 

をら す、 雨 を やみな うそ ぼ 降 

る、 あくびし つ ^ あたり 見 ま 

はし、 自ら 茶う ちす ^ りな ど 

してす ベり 出で きて 

雨の 音き くく 寐 たる 手 まくらの 夢 

のうちに や 歸り來 にけ む 
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^  ^  n  ^  二 菓 

正月つ いたち、 わら は ども 1^ 

鳴きつ といへば、 余も閉 きて 

むと 窓 あけ、 しばらくう ちま 

もり をり けれど 今 一 聲だ にせ 

す、 わら は どもお のれら は閉 

きつる 物 を あやにくなる もの 

かなと 言 ひ あへ り、 口惜しう 

恩へ どす ベな し 

春 もま だ睦 CT の 中のう ぐ ひす は 面え 

りしつ 、鳴く にゃあ るら む 

柳 辯 春 

そこと なく 靑む六 田の 柳 原め にたつ 

ばかり 春 もな りに き 

花參差 

隙 あらく 見し 枝々 も 花と 花から まり 

あ ひて^き ぞうめ ける 

齊 石山に ゆきけ るに あるじよ 


ろ こびて ね も ごろに もてなす 

摘みと りし 春の 園 生のに ひ 木の 茅に 

ひ 試み を われに させけ る 

みさかな はなに は あらめ どこ ゆるぎ 

の 急ぎ 婿き て 煮た るた かんな 

松田眞 信が はじめて 江 鬥へ物 

する に 

めづ らしき 野 山ノ、 の 秋草に う ひ 旅 

衣す りつ、 やゆく 

月前蟲 

身 ひとつの 秋に なして や 1^ 蟀 なき あ 

かすらむ 月の 夜な/、 

雨中 鹿 

鹿の 音の し をれ がちに ぞ閉 かれけ る 

在 明の 月 や 雨に 成りけ む 

農 

暇な き 田廬の しづの なり は ひや 晝は 

茅 かり 夜 は 絢 索 ひ 

1  一 H: 十日 本 保に 物して 河 野 氏 

に 宿りて ありけ るに、 十二 日 


より 虱 ひきてう ち 臥したり け 

る を、 藥の 事な ど あるじの あ 

つか ひ 物し くれけ るに より、 

からう じて 十九 日の 朝 病床お 

き 出で たりけ り、 さる をり し 

も今^^は寒さはげしぅして、 

鳴かむ ものと も 思 はで ありけ 

る 1^:31 の、 めづ らしう 一 一 聲三聲 

しける は、 いつは あれ ど 嬉し 

うて 

うぐ ひすもう かれ ゃ來 つる 立ち そめ 

て 我 もうれ しき 今朝の 朝 床 

本 保に て 整の むらがれる を 見 

て 

花 さそ ふ 風に 吹かる、 こ  > "ちして ほ 

たる わけ ゆく 野路の 川ぞひ 

水 風 涼 

枕より あとより 通 ふ かぜの よさ 水 あ 

る 宿の 竹の したぶ し 

やよひば かり 本 保の 河 野 氏に 


やとり をり けり， あるじ 事し 

げしと てあらぬ がちなる に- 

よ そ 人 はた ひとり だに とぶら 

ひくるな く、 おのれ ひとり 宿 

もり しをりて、 いと さう 

しう 物し ける 時 

世の 人の 花見る 春の すくな さに おも 

ひくら ぶる 我が 月日 かな 

閑居 時雨 

曉も 待た でし ぐれに なりに けり 窓 も 

る 月 を さ へ しむら 雲 

古寺 鐘 

魔 寺 か はらの いろ も かつ 消えて 夕ぎ 

りがくれ ひにく 鐘の音 

忠臣 待旦 

百し き や 御 はしのう への 朝 霜 を 人に 

後れて 踏みし 日 もな し 

秋 山路 

朝 かぜに ゆられて 落 つるさ- - 栗に 小 

笠うた る  >- 秋の み 山路 

市 


なにひとつうる こ ともなく 空手に て 

辰の 市人お ほきな りけ り 

赤 

賤が 家！！ 入せば めて 物う V る 畑の め 

ぐり の ほ、 づきの 色 

山家 床 

つも d か 

土牀 むしろの 上に きしかた も 行末 も 

なくい びき かくら む 

をり に ふれて 詠みつ，， ^け 、 る 

起き 臥し もやす からな くに 花が たみ 

目なら びいます 神の 目お もへば 

吹く 風の 目に こそ 見えぬ 神々 は 此の 

IK 地に かむ づ まります 

いかで 我き たなき 心さり くて 神と 

も 神と 身 をな しとげむ 

龜 

は ひ 出で >r 甲をぞ ならぶ る ill のお ほ 

さくらべ や 趣も始 むる 

濤衣 

梯を だに とる 手た ゆげに する 子ら も 


衣う ちなら ふ 里の なら はし 

とほつ 人 思 ふ 心 を 手 力の かぎりに こ 

めて うつや さ ごろ も 

煙艸 

春 野 やくし わざ おぼえて 艸燃 すけぶ 

りの 麾き おもしろ きかな 

山家 樋 

うき ふし はぬけて 見 ゆれ ど筧竹 翁よ 

の 中の 外 は 流れす 

納凉 

口 あそびい ひ あ ふ賤の 門す， V み |« さ 

わすれの す さびと はなし 

鹿聲近 

はしたなく しか 鳴きた て 、山里の 垣 

ねすぎ ゆく 此の 夜 ごろ はも 

暮山雪 

墨ぞ めの 夕の 雲に まと はれて 白 さあ 

ら はす 嶺 のうす ゆき 

閑 庭 霜 

庭 中に 來 たつ 狐の もの 音を枯 生の 
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霜に 聞く 夜 さむし も 

夏 詠みけ る謌の 中に 

遣 水に 來ては ひたれる 村鸦 こぼす は 

が ひの しづく 凉 しも 

秋 庭 

秋の 雨 I ふり かへ て 庭の さま 見す る 

紅葉の 今朝の 色 かな 

わら はの 朝い しつ、 なきい さ 

ちけ る を、 いたく さいなみう 

ちた k きな どし ける 時 

撫 るより うつ はめぐ みの 力い り あつ 

かる 父の たな うらと 知れ 

岡 部 君の. 江戸へ ゆき 給 ふに 詠 

みて 奉れる 

み 出た ちつ く 小 笠の はるぐ とか 

くれゆく までう ちな がめ をり 

贈 正三位 正 成 公 

1 日 生きば I 日 こ 乂ろを 大皇の 御た 

めに 盡す 吾が 家の かぜ 

藤 原 忠文卿 


荒駒の 艸 かむ 音に 何が しの 宿直す る 

夜と 人 も 知りけ む 

装裟 のまへ 

夕 霜に 身 はさ かるれ ど 驚繁の つま 思 

ひ 羽 は あだに 重ねす 

三月 

おそ かる も 此の I 巧 をせ きにして ひ 

とり 樓の 時に なしつ る 

砂月凉 

そとの 濱千 さとの 目 路に塵 をな みす 

すし さ廣き 砂の 上の 月 

蓮 舍露 

た、 まりて 薬 まだ 見せぬ 葩の ぬれ 色 

きょし 蓮の あさ 露 

竹畫 

葦と いひ 楊と 見つ、 力 いれし 心の た 

け を 知らぬ がちな り 

秋風 

ともしび を かすめて 過ぐ る 一 かぜ も 

秋に なりたる 閨の ふしよ さ 


新樹 

ほと V ぎす I 鳴きな きて く りつる 

枝 見る たびにな つかしの 陰 

閏 八月ば かり 多 田 氏に さそ は 

れて寶 石山に 行きて、 日く る 

るまで あそびて 

白雲 は ゆ ふべ の 山に かへ れ ども 立ち 

いでむ とも 入 はま だせす 

檮 衣處々 

さえわたる 星より しげき 秘數 にきぬ 

うつ 里の 多 さをぞ 知る 

辻 春 生 今日 歌の 會 ものすべき 

なりし を、 に はかに， y 戶 なる 

叙 父み まかりけ るに より、 こ 

の會 のぶべ きょし 言 ひお こ 

す、 やがて 喪に 籠ら ひ をる と 

ぶら ふついで に、 今度の 設け 

の 題 右 寺 杠葉を 傷み 敬に なす 

ら へ て かく 

見に 来よ ときの ふい ひける 山寺の も 
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ぢ ちりぬ と 聞く はまこと か 

ぺマ とし 父の 三十 七 年 母の 五十 

年の みたま まつりつ かう まつ 

る 

顯 はさむ 御名 はか けても 及びな し 身 

の 恥 を だに 淺 さす もがな 

なに をして 白髮 おひつ、 老いけ むと 

かひな き 我 をい かり たま はむ 

いひが ひもな き 身のう へ を わび 泣き 

て 御 ijiv" の もとに うづく まる かな 

みい かり をな ごめ まつらむ すべな さ 

を 繰言し つ . ^よ >f と 泣く かな 

梓 t.=- のかげ に 五十の 翁 さびの こる か 

ひなき-謝の 下く さ 

富 田糟彥 がむ すめの みまかり 

ける とぶら ひに 

墨 をす り 木の芽 を 煮やし 朝夕に つか 

へ し容 忘れ か ぬらむ 

日 高 萬 1 ー滿が 筑前國 にかへ る 


君が 今朝 門出に つくる 雪の 上の 跡 だ 

にしば し 殘れと ぞ思ふ 

雪 朝遠樹 

あけ はつ る 空に とぢ めし 夜 あらしの 

行へ しづけ き 杉 むらの ゆき 

いま はなき 人となり にたり、 

府中の 山 本の 叔父が、 おのれ 

本 保の 里に ものす とい ひける 

をり、 かしこに は吉野 瀬の 橋 

いと あや ふきと ころな り、 い 

たく 心づ かひせ よと いひ さと 

されけ る を、 此の はし わたる 

たび ごとに 老人の せちに いた 

はり 給へ りし 心の ほど、 身に 

しむば かり ぞ思 ひいだ さる. -、 

今日 また こ に來か 、りて 

こ、 ろせ よと いひし 一 言いつ もい つ 

もお もひぞ わたるよ しのせ の 橋 

こ- - すぎて 道す こし 行きけ る 

に、 島 崎 土 夫が 己. か 旅 居訪ら 


ひに 本 保に とて 来け るに あ 

ふ、 土 夫よ し 翁お も ふかた へ 

行け、 我 も 今日 一 日のう ちに 

は歸ら であらる ベ きに あら 

す、 いで こ- - にて 別れむ とい 

はる、 しかせむ も ほいた がふ 

わざな り、 さらば 本 保まで 來 

給へ、 己れ も 立 かへ り 通 雄が 

り ゆきて、 しばし だに うち 語 

らひ、 さて ともかくも はから 

ひたらむ よから ましと， 道の 

かた へ にた、 すみつ 、云 ひ を 

る 間に 

いざ 來 ませ 通 雄が- 冢は酒 も ありある 

じに 乞 ひて^み て 刖れむ 

こ V にて 相 わかれ、 おのれ 府 

中の かたへ 行きけ るが、 途の 

ほどに て 土 夫 主の 韁井 さして 

ゆかれけ る、 行く へ はるかに 

ながめ やりて 
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日 は 暮れぬ 山 も 見 わかすな りに けり 

別れし 人 は いづく ゆ くらむ 

妓院雪 

庭の 雪た はれまろ がす 少女 ども 其の 

手 は 誰に ぬく めさ すらむ 

俠家雪 

眞荒 男が 手 どり にしつ る 虎の 血の た 

ばし り 赤し 門の しら 雪 

まれ 人 を屋 所に のこして 鳥う ちに 我 

は 出で ゆく たそがれの ゆき 

須賀原 氏の 三月 三日 初 弓の 祝 

と いふ こと 物す るに 歸こ はれ 

て 

弓と いふ 物 は男兒 のとる ものと ちご 

も 心の いさみて や 見る 

飛 驛國山 崎弘泰 みまかり ける 

よし 富 田禮彥 が吿げ おこせけ 

る 時、 弘泰は 荏 名 翁の 敎 子に 

てぞ ある 

おなじ 枝に やどりて 在りし 友 鴇 I つ 


失せた る ゆ ふべ さびし も 

I 

羽なら す 蜂 あた、 かに 見なさる 、窓 

を うづめ て^くさう びかな 

海棠 

くれな ゐの 唇い と なまめ きて 雨に 

しめれる 花の かほよ さ 

樣子 

雨づ i み 日を經 てあみ 戶 あけ 見れば 

g て 梅 あり その 實 三つ 四つ 

篆刻 をた くみ にして 行脚 を 旨 

としをる 江 戶人蟲 松 居が 四十 

賀に歌 こ ひければ 

花に ふれ M: にかたし く 旅 ごろ も かく 

て 千と せ も 重ね 行 くらむ 

杣入 

うつば りに とる 木 は 無しと 杣と いふ 

杣に 入る 子 もい ひて なげきつ 

佐 野 君の 婚姻 

ちとせ もとち ぎる 夜 床に うちか はす 


妹 背の 袖 や 鹤の毛 ごろ も 

海 月 

ひたりく る 月の かげ さ へと、 の ひて 

波間す しき 蟹の 呼び こ ゑ 

月 あかき 夜 ひとり 夜 ふかし を 

りて 

浮 雲の こ V ろに か、 る签 ならで こよ 

ひば かりの 月 を 見 まほし 

閑 ©1 秋 

芽 子す X き は かなき 花 を 折り かこ ふ 

雜に あまる 秋の色 かな 

瘦 せて 咲く 垣の 朝顔 見る につけ 秋く 

れか V る 伏屋 を ぞ思ふ 

關雞 

逢坂の 杉の 下み ちま だ 間き 難の 音 ふ 

みて こ ゆる 旅人 

橋螢 

ながれく る ほたるの 影 も あらだちて 

水 音す ごし 鬼 道の 川 橋 

江戸 人 高 橋 氏 本 保に 年 ごろ 居 
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ける が、 こたび うから こぞり 

て， y 戶 へ かへ るに 

.1 日経ば 一 日ち かづく 故 さとの 空な 

つかしみ 道い そ ぐらむ 

同じ 時 その むすこ 直 一 百に 

小 笠と り 杖た てまつ りたら ちね に 心 

をつ くせ 岐 蘇の 山道 

初 尾花 

旅び との かち 行く 野路の はつ 尾花 は 

っノ、 笠に 垂れ か.^ るな り 

出 雲國人 小川 正 海の その 國へ 

かへ るに 

をり も あらば 一 一た び 君 を 三 保 岬羅摩 

の 船の たよりも とめて 

秋ば かり 抄 谷に 遊びて 酒の 

み、 醉の まぎれに 傍らにお ほ 

き やかなる 石の あるに 戲れ書 

きけ る 

あかくなる 顔う ち ふりて 秋 山の まだ 

醉 はざる を あざ笑 ふかな 


靑牛 翁の 許と ぶら ひて ありけ 

る 序 更に 乞 ひて 書畫 どもと 

り 出させ Huff る 時  ， 

品 さだめい ひこ V ろみて 古びた る 物 

を あまたに 見 もて ゆく かな 

古 もの 、中に 君 を もす ゑお きて 今の 

世なら ぬ 品と 見る かな 

川津 君の 女郎花 もら ひに 人お 

>j せけ る を、 をし みて やらで 

歌詠みて つか はしける 

さき 出で k まだい はけな きをみ な へ 

しいかで か 君に まかせら るべき 

ひた 土に 莛 しきて つねに 机す 

ゑお くち ひさき 伏屋のう ちに、 

竹 生 ひいで \ 長 うのび たりけ 

る を、 其の ま k にし おきて 

壁く  る 竹に 肩す る 窓のう ちみ じろ 

ぐた びに かれ もえ だ 振る 

膝い る、 ばかり も あらぬ 艸の屋 を 竹 

に とられて 身 をす ぼめ を， リ 


癸 貢の 年の 八月 廿 九日 はじめ 

て齒 一 つお ちけ る を 見て 

ふけに ける 吾が 身の 秋 を まだ 知らで 

落葉 あやしむ 痴 をの 子 かな 

上 月景光 君の 都に 在る によみ 

てお くりけ る、 人より 物き I* 

たる ことな ども あり て い さめ 

いはま ほしう 思 ひ をる 比な り 

けり 

故鄕の 垣根の 秋に 見 かふるな みやこ 

の 花に 目 はう つ ると も 

明日 香 川 淵 を あさすな 流れて は盡き 

やすから むせに 心して 

中 根 君の かう じかう ぶりて こ 

もり ゐ ふころ、 獨 言に 詠み 

つ け  >- る 

秋雨に うちし をれ て は 君が 屋の あた 

りの 空 をな がめ やる かな 

年魚と ると 網う ち 提げ 川が りに 行き 

ます 時に なりけ る もの を 


秋の 花 それ もな にせむ 折りと りて 見 

すべ き 君に 見せられ もせす 

道と ほく 隔て はせ ざる 月 かげ をへ だ 

たりて 見る このごろの {4! 

雁が ねの 閉 ゆるた びに 見やれ ども 玉 

章 かけて 來 たれる は 無し 

十三夜 

おくれた る 影と はなさぬ 心より 月 を 

今宵の に またれ き 

鹿聲遙 

と ほざかる かたちの みか は聲 もし か 

ち ひさくな りて 野べ を 行くな り 

長月ば かり 府中の 山 本 氏の 女 

ども、 これ かれ ひきまと ひ來 

て、 此の 庵に 宿りた る こと あ 

りけ り、 着すべき 夜の 物な ど 

力ね て 人の もとよ りかり き 

て、 其の まう けしお きけ るに 

思 ひかけ ざる をの 子 ひとり そ 

ひきて、 それき すべき 物な し、 


日 くれてな りければ 又 かりに 

行かむ もび む あしきに より、 

ありあ ふ 令 溢が の を そ の 男子 

に 着せて、 令滋 はおの がふし 

どの 中に いれて 寐 さす、 わら 

はなり しほ どこ そ さしても あ 

ら るれ、 今 は 大きなる からだ 

になり ぬれば、 ひとりく が 

身じろく たびによ るの 物より 

は づれて 肩 さき あら はれ、 と 

も すれば こわき 手足 つきあて 

などして 寐 まど ふま、 に- か 

の 柳瀑洪 園の 堪忍 は 執行せ ざ 

れば 身に 感ぜざる ゆ ゑに よく 

忍ぶ ことなりが たし、 予も堪 

忍 を 守る こと を 思 ふに 乘 合の 

舟ば かり 事になる、 に 便りよ 

きこと はなしと 思へば、 京よ 

り 夜 舟に て 浪華へ あそび、 浪 

華よりも 又 舟に て 京への ぼり 


つ、 ひたぶ るに 堪忍の 古せ 

り、 人の 世に ある 乘りぁ ひて 

柏り しをり を 思 ひ い づれ ば、 

いかほどの 不自由 も 忍ぶ に堪 

えざる 事な かるべし、 夜泊り 

のせつな さ、 膝 を をり て 足 を 

縮め 人の 足 を 枕と して 押し あ 

ひ睡ら むと すれば ゆすり 起さ 

れ、 少し まどろむ と 思 へ * は 射 

に 目 ざめ て、 起き 臥しと もに 

まかせす と 雾萍雜 志と いふ も 

の に 言 はれた る ことの ある 

を、 げ にもと 思 ひ いでつ &寐 

所の 中に て 

わびし かる 物の 誓に ひく ふね も か 、 

るう き寐 をし や はなら へ る 

府中の 松 井 耕 雪が 大きな ろ黑 

木 もて 作りた る ひ をけ くれけ 

る を、 膝の へ にす ゑお き、 肱 

もたせ、 頗づ ゑつき- 朝夕の 
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友と す 

撫で やまぬ 火桶の いろに なら ひもて 

みがき を ゆかむ 歌の 上 を も 

よそ ありき しつ 歸れば さびしげ に 

なりて ひ をけ のす わり をる 哉 

旦暮に なづる 火桶 を嚴 にて つきぬ こ 

と 葉 をお も ひめ ぐらす 

見 ありき しひる の 野 山の 物が たり ひ 

をけ にい ひて 夜 を 更かす かな 

つれぐな る ま、 に 

1 人 だに 我と ひとしき 心なる 人に 遇 

ひ 得で 此の世す ぐらむ 

うまれつき 拙き 人に まじら へ ば わか 

れて後 もこ 、ち あしきな り 

我がり きて 力 あしく い ふ. 人 はまた 人 

がり 行きて 我 を そしる ひと 

寒艸 

枯れの こる <s うす 赤き 楚^ 腹ば ふ 庭 

て!！ S  .Ji りこ ナる 

田家 灯 


賤ど ちの 夜 もの 語りの ありさま を 篁 

ごしに 見す ると もし 火 

本 保の 河 野 氏に 日ごろ やどり 

をり 曉 がた 寐 どころ 中に て 

朝 出い そぐ 旅寐 ならねば 雞の聲 も 夜 

中に なして 打き く 

錢乏 しかりけ る 時 

米の 泉な ほたら すけり 歌 をよ み 文 を 

作り て 黄り ありけ ども 

暮秋 蟲 

聞く 夜 あり 聞かざる 夜 あり 秋の むし 

鳴き やむ ころに なり やし ぬらむ 

、％劍 

； S? 腰に なまもの 着た る 瑕 夷人 我が 日 

本 0 太刀 拜み 見よ 

七 直に も 手 もて 曲げな ば まが るら む 

綾 夷の 國の 太刀 は 劍かは 

社頭 雨 

古社 ありと 知られて 毘 ゆる 火の 影 も 

のす ごき 山ぞ ひの 雨 


水上 月 

掌に むすび あげたる 水の 月 さてた も 

たる. * よしの 有れ かし 

梅雨 留客 

子規なら ね ど 稀 に聲き 、 し 君 はか へ 

さじ さみだれの そら 

山 行 伴 鹿 

日ごろ 來る我 をば 知りて 秋の 山 鹿 も 

抉に 角 たれて よる 

雨中 旅 

艸 まくらつ かれて 寐 たる 宇都の 山う 

つ 雨く るし 菅の古 かさ 

落葉 

柴の 門し ばした、 すむ 足 もと を 木の 

葉に 垣む 一 あらし かな 

池 水鳥 

津の國 の こやと かたみに 呼び か はし 

鳴き か はすら む 池の 驚鴦 

辻 込の 雙 松閑戶 

杠 藍の 塵 を 1 一樹の 松の 葉に うづめ さ 


せた る 庭の 山 ざと 

花 下會友 

か はらけ の 酒に も 山の さくらに も 散 

ると いふ こと をい とふ 木の 本 

松 岡 幸 ^ 長 遠 この 九月 十六 日 

みまかり ける よし 閉 きて とぶ 

ら ひに 物し ける に、 その 妻な 

る 者 ゎづら ひて ありけ る ほど 

に、 ありと ありし 事 ども かき 

くづ しい ひいで、、 いたう 歎 

きけ る ありさま いと あはれ に 

なむ、 長 遠 世に ありし 時、 神 

世ながら の醫 道の はやう 亡せ 

て、 古き 醫 書と いふ 物の 世に 

傳 はれる が 無き を いたく 歎 

き、 たら はぬな がらに 大同 類 

聚 方の たビ 一部 令 も 世に のこ 

れ るを大 網に とりてな ほ あだ 

し、 もろ/^ の 書 どもに つき 

て、 いさ、 かも 此の 道に よし 


ある 事の あらん を 取り 拾 ひ、 

I つの 醫書 著さむ と 思 ひお こ 

して、 貧しき 身ながら 其の 事 

にか づら ふこと、 だに い へ 

ば 得が たき 書 を も 遠き 境より 

求め 出 だしな ど、 お ふな/、 

カを盡 して、 今 は その 書 か 

ねての あらまし なかばに 過ぎ 

て裰り 出で ける ものから、 な 

ほ 全く はなし を へ で 有りけ る 

を、 思 ほえす うちわ づら ひて 

はかなく 成りに たる、 妻なる 

者に しかぐ の 書 いづこに か 

と 問 ひける に、 淚 こぼしつ- - 

文筐 ども さぐり めぐりて、 七 

冊の 文と り 出 だす、 見 もて € 

くにお のれ は 醫の事 知らねば 

つくり ざまの よしや あしや は 

見 わかね ど、 藥名 病名 を はじ 

めよ ろづ いり、 ほかなる 事 ど 


も を 皆 皇國語 もて 假宇 がきに 

物した る さま、 皇國念 ひの 志 

のまめ く レさ貴 しと も責 

し、 いつば かりに か ありけ む、 

こ- -に來 け る こ と 有りけ る 

に、 かつ <\« かきつ りたる 

物と り 出し 見せて、 記 ざまい 

かに 思 ひ 給 ふらむな どい ひた 

りし こ との 有りけ るな ど 思 ひ 

出 でられ て 袖う ちし ぼらる、 

に、 妻なる 者 また かの 人 今と 

いふ 際に も 此の 文の ことい ひ 

出で 、、 今三卷 ばかりに なり 

にたる を 口惜しく 書き を へ で 

我 は 目 ふたぐ ことよと うちな 

げきつ &、 やがて なくなりぬ 

るに こそと、 打 か へ し 打 か へ 

し 語る を閗 くに 胸 ふたがる 

を、 せめて ねんじて 詩 を だに 

とて 靈 代の 前に 手 向く 


集 二? fS 集? タ舍 4!5 夫澹志 


661 


集 二 第 集 欲 舍通夫 《 志 


1 部の 文 かき をへ む 程 を だに この 長 

遠 を 世に は 在らせで 

I ともに 滿 ちたら すと てな げかめ や 

世に 無き 文 を かきし 七卷 

いさを 

書き IT かむ 人 また 有りて 汝が 功績つ 

ひに は 全くなら む 行す ゑ 

えみし 唐土き たなき 國の 術から ぬく 

すしの 書 を 一 人 is* 出つ 

寒艸 

うつりゆく 下葉 いかにと 見け る まに 

Hi いた ビ きつ 庭の 萩原 

松田眞 信が 都へ 出た つに、 五 

月ば かりに はかへ り 来べ うい 

ふ 

待ち わぶ る 心 をく みて ほと &ぎ すお 

のがさ 月の をり 遠 はすな 

其の と こ ろしり 給 ふ 君より た 

ま はりた る 牡丹の^ にう ちそ 

へお くべき 謌 詠み て くれよ 

と、 ある 人の もとより こ ひけ 


るに より、 詠みて とらせけ る 

みめぐ みの 露餘り ある うれし さを蕴 

はなびら 

み^して ひらく 葩 

大きなる 花のう へ にもお き あまる 惠 

みの 露の 色 ふかみ 草 

伊藤 千 村 主の みまかりけ るに 

靑棄 山な く 時き ぬる ほと X ぎす 今歲 

は 君に 閒 かせ ざり けり 

林美鹰 がみ まかりけ るに 

君 ひと， 0 また 無くなりし 友の 數 ふや 

して 我 を 泣かせつ るかな 

覉中 更衣 

あらたむ る 衣 ひとつ も なつこだち 若 

葉に 慙る 旅すが たかな 

宰相 君より たま はりた る 題 待 

雪 

初雪の ふりな つかしく 見なされむ を 

り を はたさぬ 冬 枯の庭 

江 樓流螢 

ながれて は 水 も ほたる も 釣 殿の 箦子 


の！^ をく，， ^り あ ひけり 

飼 

水 奔る白 蛇な してきら めけ る燒 太刀 

見れば 獨ゑ まれつ 

A 宗寺 君の 男兒 生ませけ るに 

獸 みな 膝 伏せさせむ 獅子の 聲 生れな 

がらに 立つ る兒 かな 

瀑布 

茂り ぁふ靑 葉々 々を 吹き ゆすり 伊吹 

吹き かくる 水煙 かな 

ある 時 

何 ごと も 時 ぞと念 ひわき まへ てみ わ 

ど 心に か \ る 世の中 

忘れむ と 思へ どし ばし 忘られぬ 歎き 

の 中に 身 ははて ぬべ し 

人の こ ひに よりて よめる 三 社 

のうた 

伊勢 大宫 

Jk% 紫の 蔭 もの ふかき 五十鈴川 骨身 

にしみ て淸し 尊し 
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石淸水 

男 山 さか ゆく 御世 を 常 I に 見 そた は 

かみが ォ： 

すらむ 峰の 神墻 

春 日 山 

かすが 山 ふもとの 芝生 蹈 みあり くし 

かの どかなる 神 やしろ かな 

大國 主神 

八十 神に ひとりお くれて 負 ひた まふ 

帒に こもる 千の さき は ひ 

事 代 主神 

}K 地と ともに 久しく 天皇の 御 尾 前つ 

かへ 國 まもる 神 

護摩堂と いふ 所の 蔦の もみ ぢ 

見に 人々 と共に 物したり け 

り、 近き 頃 心なき 者の^り は 

ら ひたりけ るよ しにて、 蔦な 

くな り、 廣の あたりい とさう 

ぞうしう 見 ゆ、 さりと ていた 

づらに 歸らむ も 口惜しう 思 ひ 

て、 此の 山の 石 ほり 出す こと 


をな り は ひとす る 男の子 ども 

の をる ち ひさき 庵に いり、 酒 

あた i めか はらけ とりめ ぐら 

しな どす、 やう/ (、ゑ ひご V 

ちす- 1 み ゆく ま に 

もみ ぢ葉 のべ マ は 見られぬ 岩 上 もった 

なしと せす 醉 へる 顔ば せ 

寒 樹交松 

色 あせぬ 松に まじりて からみあ ふ 枝 

ぶり さむき 木が らしの 杜 

瀑布 

かつ ふれて 巖の 角に 怒りた るお とな 

ひす ごき 山の 瀧つ せ 

源義家 朝臣 

年 を 經し絲 のみ-たれ も 君が 手に より 

て洽 めし 東の 國 

西 行 

心なき 身に も あはれ と 泣きす がる 兒 

には淚 のか、 ら さりき や 

曉 時雨 


窓く らくに はかに 成りて 在 明の EC を 

よこぎる 村し ぐれ かな 

島 崎 土 夫 主の 軍人の 中に ある 

こ 

妹が 手に か はる 甲の 袖 まくら 寐られ 

ぬ 耳に 聞く や 夜嵐 

歸 こば 1| 結の 絲も とかぬ まに 先づ 

顔見せよ 待ちつ - "ある ぞ 

朝夕に あ ひて 語ら ふ 君 こねば さびし 

き 庵に さびしく ぞ 居る 

上 月 君のと ほき 國 にある に 

海中に 風に あ へりと 聞く からに 立ち 

さわがれつ 我が こ V ろ さ へ 

白雪の ふるに つけても 古人 0 遠き：^ 

路に 在る を こそ 思 へ 

同じ 時河津 君の 許に 

浪華 海 船出 はなれぬ と 聞きし より 我 

も 心の た よ ひての み 

日數 あまた 大海の 上に た よへ る 心 

いかばかり わびし かるらむ 


佐 野 君の もとに 

君 はやく 歸れ をとの み 思 はれつみ 母 

のみ 顔 見る たび ごとに 

荒波に た よ ひ ぬれ どつ、. かなく 舟 

つきたり と閉く ぞうれ しき 

佐々 木 久波紫 主の 許に 

舟 W すと 聞きつ る 日より 難 波の 海な 

に は 思 はす 君 をのみ こそ 

年 も 今 は 立ち か へ り來 とい ふなる を 

何時ば かり か は 君 顔 見す る 

畑 中 君の もとに 

大 かたの 旅 だに ある をい かにして と 

ほき 舟 路に君 を やりけ む 

白き 翁に てます 父君 をお きて 行き 

つる こ、 ろい かなら む 

宮北 君の 許に 

黑 駒に のりて 行きつ る 後 かげ 目にあ 

る 君の いま は いづく に 

日に 三た び 駒 あゆませて 來 かよへ る 

颜 をば 早くみ やの 北の 君 


松 田眞信 主の 府中に 軍人の 中 

に 在る に 

遠から ぬ あたりに は 在れ ど 顔 見す て 

あれば 千里 を 隔るも 同じ 

妹 も 子 もま つ 田の 君 を 草枕 旅路 に お 

くが うれ. たかりけ り 

ある 時 

水車 ころも 縫 ふ 世と なりに けり 岩根 

木 根 立 物言 ひいでむ 

洛東岡 崎の 尙 II の もとより 都 

にの ぼり 來 よと あまた、 び 言 

ひお くりけ るか へ りごと に 

春た i ば 谷のう ぐ ひす 出で た、 む 友 

を 求む る聲 をた よりに 

都に 久しう 物し をる 佐 藤 誠が 

もとよりも 尙 鍋と 同じ 樣 にお 

のれに 都に 上るべく 言 ひさと 

せる かへ り 事に 

さそ ふらむ 水の まに くに 浮 艸の身 

は 何 所へ もよ すべ かりけ り 


辻 春 生 主の 今 莊驛に 軍人の 中 志 

にある に  ^ 

夜晝 とむらが る 人 を 呼びた て K 聲ぅ I 

ちからし かけめぐ るら む  集 

吹き ある、 嶺 iS 夜 あらし 火矢の 音寐 第 

る ま 有りと もい かで 寐られ む  J»J 

竹 e 篤 主の 軍人の 中に ある (ば 5 

* を迎 へて、 日數 幾許 も あらぬ ン 

8«- に W でた ちて 行きた る 也け り 

太刀と ゆて いづこ へ 行きし あ ひそめ 

てま だ 日 も あらぬ 妹 を 打す て 

正月 八日 靑牛翁 御 使に て 

宰相 君より 堙艸 賜りたり け 

り、 御謌 さへ そへ させ 袷へ り 

けり、 その 御謌は 安 御代 は 

寵の堙 のみなら でけ ぶりく ゆ 

らせ驟 が 伏屋に と あそばし 

たりけ り、 いと かしこく いた 

だき まつりて かく  4 

堙ぐ さ賤が 伏屋に く ゆ ら せて 君の め e 
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ぐみ に 咽ぶ あさゆ ふ 

山ロ淸 香に 筆 かりて 返しに も 

て 行きたり ける に途に てお と 

したり けん、 かしこに いたり 

て ふところ 探れ ど 筆 見えす、 

いかにと もすべき やうなくて 

力く 

うれし さ をつ 、み 餘れる 袖 なれば 筆 

もた まらです ベり 落ちに けむ 

辻 春 生 主の ことにめ さげられ 

たりけ る 祝に 

忠實ご X ろつ かへの 道に 盡 しけむ い 

さ をのし るし 顯れ にけ り 

雨中 新 竹 

風 ふけば かよりか くより まろび 落つ 

る 露 もな まめく 雨の 若 竹 

冬 野 

倒れた る 薄 く^りて 行く 水の 末 もさ 

びし き 野 達の 冬 がれ 

夜蟲 


っビ りさせ いつまで 呼びて 此の 蟲は 

寢る こと 知らに 夜 を 明 すらむ 

或 日 多 田 氏の 平生 窟 より 人お 

こせて、 おのが 庵の 壁の 類れ 

か、 れる をつ くろ はす、 來っ 

る 男の こまめ やかな る 者に 

て、 此の わたり はさて おけよ 

かめり と- おのが いふと ころ 

どころ を も ゆるしな う、 机 も 

なにもう ば ひとりて、 こなた 

かなたへ うつし やる、 己れ は 

盗人の 入りた らん 夜の 心地し 

てうろ たへ つ、 かたへ なる 所 

に 身 を 小くな して、 この をの 

子の ありさま 見 をる、 我な が 

らを かし さねん じあ へ で 

あるじ を もこ 、 にかし こに 追 ひたて 

て 壁ぬ る をの こ屋 中塗りめ ぐる 

十五夜れ いよりも いと あかく 

て、 恣 にさし 入る かげ こよな 


き 物から、 誰 ひとりと ひ來る 

人 もな く、 な か/、 にさう 

ざう しう 思 ひ、 よ ひよりう ち 

ふしけ るが、 寐 どころ の 中に 

て 

寐 てあかす をし さは あれ ど 此の 月 を 

い たづら 人の 見 ふかす もうし 

月 

盞 のか. f も あまたに 成りに けり 酣す 

ぎて めぐる 月 かげ 

橋 苔 

目 を わたす たよりば かりと 見られけ 

り 苔に なりたる 谷の 古 はし 

中 根 君の 開發 とい ふ 里に しる 

よしして 狩に 行き 給へ るみと 

もに て、 そこなる 賤が 家に 入 

りたり けり、 あるじと おぼし 

きをの 子と く鬥の 外に はしり 

出で てみ むか へ つかう まつり 

などす る さま を 見て 
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めぐまる、 身の うれし さ を あら はし 

て 膝 折り 伏す る賤が 笑み 顔 

やがて 瓶 子 もて 出で V 海山の 

物 をつ くして けうす 

みさかな はなに よけむ とて か はらけ 

を 君の つ^きに 我に さ へ くる 

夜 ふけて 歸り給 ふに、 物が た 

り 打し つ >r みともつ かう まつ 

る 

月 かげ を ふむ /、歩む 川ぞ ひの 道 は 

歸 さもい そぐ もの か は 

ひ.^ なのかた に 

少女 子が 妹脊の 道のう ひまな びつ き 

づきし くもなら ベ もて ゆく 

朝夏艸 

暑き 日に よれし 草葉 も 朝露の ひ る ま 

忘れて 起き かへ りつ、 

夏 月 透 竹 

なつの 夜の 月の 初霜お き あかす 竹の 

下 陰 さむく も あるかな 


宮北 君の 艸庵 とぶら ひきて 歸 

り铪 はむ とする 門 送り 物し け 

るに、 そこに がれて ある 馬 

の 手綱と りて、 こ は 近き ころ 

得つ るなる が 心に かな ひて お 

ぼ ゆるな り、 いかに 見 給 ふや 

との 給へ る、 おのれ さるす ぢ 

に はう ときもの から 勝れて た 

くま しげに なむ 見なさる、、 

やがてう ち乘 りて 一 足 歩ませ 

給 はんとす る 時 

千里 ゆく 陸 奧馬を われ 得 つ と 鬚な で 

て 笑まる ますら を 

林 下 幽閑 

日た けても 檜 杉の おくの 檜 皮ぶ き 枝 

うつりして ふくろ ふの 來る 

加 賀國打 越 村 某 寺の こ ひに よ 

りて 詠める、 弓 波 山 十 勝 

琴 湖朝晴 

ことの 海 しらべ 調 ふうら 波に に ほひ 


あ ひたる 朝日 かげ かな 

千 松 灣雨聲 

濱づた ひ 砂た \ きて 降る 雨に こす ゑ 

鳴りく る 松の 村 だち 

若 圃香風 

朝 ゆ ふの 風 も 木の芽の 春の 香に うち 

ふく 頃と なりに ける 哉 

七曲逕 行人 

嬢よりも ち ひさく 見えて 行く 人 をな 

がめ めぐらす 七め ぐり かな 

菅神祠 櫻 花 

ち はや ふる 神の 御 まへ， に 句 ひ あ ひて 

齋 垣の 櫻^き ぞ 出に ける 

矢 田 壁 積雪 

胸 わけに 分けな やみ 來 るかち 人に 矢 

田野の 雪の 高さ をぞ 知る 

鐘 摟晚露 

夕が すみか、 る さびしき 鐘の音に 今 

日 も くれゆく 山寺の 庭 

御幸橋 繁螢 


こ 》 をせ と聚 りくら む 光 もて 螢も橋 

をつ くる 夜な^ 

羊 眉 山 落 月 

おち か、 る 山 逢の 月 を をし み 餘り曉 

露に 立ち ぞ ぬれけ る 

牛 鼻 崖漁燈 

牛の 鼻す がた を かしき 岩角 を 夜目に 

も 見せて 接く 漁火 

花 

さくら 花 かくて い つまで 看 をり とも 

飽く 世と いふ は あらぬ 成るべし 

峰の はな^き 出づる 見れば 梢に も 立 

ちつ  > 'かれぬ しら 雲の いろ 

をつ けす しも あらで 山 ざ くら 綻び 

鍵る こ \ ろに くさ は 

蘭畫 

山に 生きて 人き らふら む 花の 翁 をみ 

か はやう ども 書く 世な りけ り 

門 柳 

陽炎の も ゆる 岡 達に つくる 屋の かど 


の靑柳 かぜに 枝 ふる 

藁ぶ きに 雞 さけぶ 賤が鬥 一 もと 柳 ひ 

る しづかな り 

靑 柳風靜 

打の ぼ る 佐保路 の やなぎ 靡く 見 て 吹 

くらむ 風に 心づく かな 

露 を だに ゆり はこ ぼさぬ 春 かぜ を 小 

枝に もちて なびく 靑柳 

雲雀 

うち 搌ふ はね も 心の す- - むに はおく 

ると いひて ひばり 鳴らむ 

人に 示す 

眼前い まも 祌代ぞ 神 無くば 艸木も 生 

ひじ 人もう まれ じ 
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謹 


f 浦： w> 泉 寺と ぶ らひ 
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帽 


正月つ いたちの 日 古事記 をと 

りて 

春に あけて 先づ 看る 書 も H< 地の 始の 

時と 讀み いづる かな 

名所 立春 

八 雲た つ 出 雲の 國の 手間の 山な にの 

てまな く 立つ 霞 かな 

春 雪 

白 ゆきの ふる 木と またもな してけ り 

芽 はると 見し を 春の 靑柳 

茶つ みの 謌金屋 氏の 乞に より 

て 

茵華句 ふ 少女が 玉 手 もて 摘み つ る 春 

の 木の芽め しませ 

佐埜 君の 艸戶 is^ かし 給へ りけ 

る を 喜びて 

君と しも 知らで 足お と鬥 にせし 駒迎 


へ にも はしら ざり けり 

靑牛 翁の 許より 消息に この ご 

ろ そこ 0 來け るに、 杖つ きて 

ものせ りと 下部の 者吿 げたり 

き、 僻目に さ 見け るに や、 は 

たさいつ 頃より 心地つ ねの や 

うに は あらで 物 せらる k よし 

聞き をれば、 いかに か 更にな 

やましき けの そ ひたるな どに 

は あら じかと いと 心が- "りに 

なむ 思 ふと 言 ひお こされけ る 

こ 

目 くるめく 老 の坂路 にた ふれざる さ 

きに と 甲 やひつ きしな りけ り 

春 駒 

陽炎の も ゆる 春 埜の荒 こま は あれさ 

せて こその どか あるら め 

春 詠みけ る 歌の 中に 

村 雀 軒端 をめ ぐる さ ひ づりも 花 ある 

朝 はこ ゑい さむめ り 


海 浦 妙 泉 寺と ぶら ひける 時 

所から 入相の かね も 浦風に うち さら 

されて ひ く 山寺 

魚 多 き浦邊 にいり て 魚 貪 はぬ 寺に や 

どり つ 一 一夜 さ へ にも 

なまぐさき 里 わけき つ る 袖の 臭に， 叩 

き は かる 山寺の かど 

群盲 評古圖 

花 もみ ぢ 見知らぬ 色のう はさ をば こ 

ころ <\« にさぐ りて はいふ 

星 

大 さに ならべる よりも 人心 ものほし 

ほしの 數 やしげ けむ 

美人 撲蝶圖 

うつくしき 蝶 ほしがりて 花園の 花に 

少女の 汗 こぼす かな 

蝶う つと せし 手 は づれて 御園生の 花 

うちこ ぼし 立つ 少女 哉 

人 妬く おも ふ 心 を花ぞ のの 蝶に うつ 

して 臂は張 るら む 
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敗 荷 

楚 折れて 水に うつぶす 枯蓮の 葉 うら 

た、 きて 秋の 雨 ふる 

夜 山 

影垂 る、 星に せまりて 薄黑き 色た、 

な はるお ぼろ 夜の 山 

漁樂圖 

網す て X 葺 間の 月 を寐っ 、見る 舟 は 

もて 去る 風 ふかば 吹け 

措 痒虎圖 

寐ま どひて 胸 かく 虎の 身ぶ る ひに 小 

篠風 もつ 姐の 岩 かげ 

雲 莊噼隱 園 

吾が 庵 を 外 山の 雲の 末に 見て 小雨 ふ 

る 田に 牛 ぬらす かな 

雲 閉づる 松の 戶 出で 、垣つ 田の 暖か 

なる に耒 をと るかな 

升 龍 園 

のぼるら む 勢 波 を ゆりた て X 磨る 墨 

ながす 海 ばらの 雲 


老檜圔 

岩 走る 瀧 も はふ 根の F 行きて 雲に 枝 

さす 槍お そろし 

青松 白 鶴 

香靑 なる 松の 末 紫に 白妙の 羽う ちつ 

けて 鶴 舞 ひめぐ る 

白き はね 青葉が くれに 打た. -み よそ 

にう つらぬ 松 上の 鶴 

萬 竹 園 

ありと 有る 竹に 風 もつ 谷の 奥 水の 響 

を そ へ て 鳴りく る 

河 隙の 巖に根 はふ 竹と 竹な びき ぞ回 

る 水を狹 めて 

澗 めぐり 流る、 水 を はるん、 と麇き 

おくりてつ く 竹 かな 

滑らかに 露 もつ 苔路風 ありて 下 陰く 

らき 竹の 英 かな 

、-^ 松 

たつ、 フろ二 

龍薛苔 さへ むして 白雲の 底に 根 は へ 

る 奥山の まつ 


辣竹 三禽園 

茂から ぬ 一 もと 竹の 細き 枝に 乗りて 

親 まつ 雀の 兒 みつ 

山 がらと 雀と 二つ 今一 つ 何 鳥 なれ か 

竹く 1>- り をる 

竹の 霜う ちとけ 顔に 頭 三つ 集めて か 

たる 友す めかな 

竹の 霜解けて 雀の 睡 るかな 三つ 一 枝 

に 羽 を まろめ て 

臨 水 梅 

花 著て 水に 浸れる 岸のう めの 枝 をく 

ぐり て, はしりく る 

山中 

ii 歌 鳥の さ ひづり 水の 音 ぬれた る 小 

艸雲 か、 る まつ 

暨場圖 を 唐の 心ば へ になら ひ 

て  - 

夕食に は あらぬ 煙 を 立てさせて 空に 

ぎ は ひ を さする 鹽寵 

雨漏り て はて は 倒れむ M が 屋を火 に 

焚く までに ふやす 暨窗 
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桂 燒き玉 かしがす る 年 ごろ を 藻鹽の 

煙 わび やた つらむ 

背面 美人 圖 

*E ひ 

深見艸 こちむ きがたき 癖 をば あやし 

くもち し 花に も ある 哉 

美しき 黑髮 たれに こ- -ろ をば とられ 

て椟も ふり 見 ざるら む 

み 額の ひかり こなたに さす ご あらば 

其の 曉 もまち ぞ遂 ぐべき 

ふり か へ る 片頻を * たにと 見たがら せ 

人 を も 後む かせ ざり ける 

書 石 

筆 採り て 五日 經 にけ む 明けが た に ほ 

のぼの 石の 形見せ けむ 

煮泉圖 

涌く 清水 岩根な がる 雲 汲みて 鶴 飛 

ぶ 山に 松風 を 煮る 

つもりた る 落葉 掃 ひて 木の芽 煮る ば 

かりの 水 を 岩間に ぞ とる 

歳 寒 三友圖 


ち  ふるびと  た *4 の AJ じ 

霜 千た び 故人 あ へ り 玉 刀自 髯 ある 翁 

なよ びた る 君 

松風 醉歸阖 

吹きお ろす 風の 松の 葉髯 につけ 手 ふ 

り 顔 振り 歸る醉 人 

歸る そら 狂 ひまど ひて 醉 へる 顏 松の 

あらしに すま ひつ k 行く 

螓 

大^1 を 反す 堤の 崩れ を も 引きいだ す 

こと ありの 土 あな 

雪 竹 n 

薄白くな りたる のみの 雪の 竹 科め な 

ら ざるす * かたと ぞ 見る 

雨竹圔 

1 そ.^ ぎ濺 ぎし 雨に 所せ く 重なり あ 

ひて なびく 竹 かな 

露竹圖 

白露の たま/、 落ちて 枝 振 ふ 竹の し 

づ くを恣 にもて くる 

風竹圔 


すがた 

靜 かなる 態に しばし 返る まも あらし 

に 竹の くるひめ ぐれる 

懇 崖菊圜 

花 あまた 岩根に よりて 咬き さかる 菊 

高く 見て わたる 溪水 

劍 

福艸の 三尺に 餘る 秋の 霜枕邊 におき 

て 梅が 香 を^ぐ 

牡丹 

置き あまる 露の 句 ひも 深 見 草花お も 

りかに 立ち ぞ ふりま ふ 

北 潟と いふ 里の わたりに いた 

づら に廣き 入江の ある を、 行 

末 田に 墾ら むた め、 近き き 地 

の 土 を 掘りと り 此の 江塡 めさ 

せむ とする いそ ぎ ども ある 

を、 今年 は 年 凶くて 産業に 乏 

しき 民 どもな ど は ほと く飢 

もす ベから む 勢 ひなる を 思し 

歎 かせ 給 ひ、 さる 扶け ともな 
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れ かしと、 貧しと もま づ しき 

限り を よびよせて、 この 土 は 

こぶ わざ をせ させ 錢 たぶべし 

との 命 下りけ るに より、 其の 

こと 見 あっか ふ 司 人と して 南 

部廣 矛先つ 頃より 彼 處に在 

る、 せう そこす る 序に 

瘦せ 姿， さぞな 見る めもう き 中に おり 

立ちて こそ 君す く ふらめ 

其の ころの 事な りけ り、 浦べ 

にて 捕りた るな りと て鲋 あま 

た 入に 持たせて おくり くれた 

る、 さる わたりに て 事し げか 

らむ 中に も、 かくまでに 物し 

給 はる 心の底 深く 汲み とられ 

て 嬉しう 覺 えらる 

老が 手に えとら へ かねて はねめ ぐる 

も ぶしつ かふ な 

藻 臥 束 i 見ぞ おどろきし 

この 中に 二つと いふ もの はこ 

とに 能く 動く や うなり けれ 


ば、 物に 水 いれて 放ちお きけ 

るに 日 を經て 益、、 勢 づきけ る 

を 見る V 

網 いれむ 恐れ わすれて 游べ かし 水と 

ぼしくて 住みう かりと も 

靜 かなる こ \ ろの 友と 見 をる かな 鰭 

ふる 魚に 我 もま じり て 

わざ をな み靜 かに あそぶ 魚ぞ 善き 夜 

中曉 いつ 見ても はた 

戯れに 

吾が 歌 を よろこび 淚 こぼ すらむ 鬼の 

なく 聲 する 夜の 窓 

燈 火の もとに 夜な く 来れ 鬼 我が ひ 

め 歌の 限りき かせむ 

人 臭き 人に 聞かす る 歌なら す 鬼の 夜 

更けて 來ぱ つげ もせむ 

凡人の 耳に はいら じ IK 地の こ k ろ を 

妙に：^ ら すわが うた 

吾妻 屋野 梅が むす 子のお とな 

姿に なりたる に 


我よりも 高くな りたる 男ぶ りよろ こ 

ぶ 親の 心た ふとめ 

春 水 滿四澤 

道の 逢の 桑の 立 木も澤 水の 中に なり 

たり 春の 雪 解 

示 人 

君臣 品 さだまりて 動かざる 神國と い 

ふこと をまづ 知れ 

曾 夏 

若棻 さす ころ は いづこの 山 見ても 何 

の 木 見ても 麗しき かな 

さびし かりけ る 日 

ほし かる は 語り あはる &友 一 人 見べ 

き 山水た 1 ところ 

かたる 友 見べき 山水 一 つづ、 それ だ 

にあらぬ 此の世 此のく に 

山 本 君の 丹巖 洞に よばれて 

つらなれる 山 見て すがる 满 干に 肝つ 

ぶ させて 飛ぶ 魚のお と 

里 梅 
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風のう め斜に ふきて ちり ぞ 入る 藁う 

っ戶 ロ牛吼 ゆる 窓 

里に 入る すな はち 匂 ひか せつる 梅 

に來 にけ り 石ば しの 爪 

秋に なりたる 空な がめ やりて 

秋た つや 4- づ すみわたる こ V ろに は 

月 もお くる 物と こそ 見れ 

山家 積年 

杉の 巷す ぎて おもへば 世の 外の 山の 

月日 も 短 かかりけ り 

山 にても なほう きとき は いづこ へと 

迷 ふ 心 もた えて 幾と せ 

年 あまた 累 りきつ る 耔の雲 はれよ か 

しと も 今 はお も はす 

老の 身の ゆく 末 かけぬ かけ 作りよ ろ 

ぼひつ k も 山に 在りへ ぬ 

竹久友 

朝夕の まじ はり 深く しげり ゆく 竹な 

らは や 重 ぬらむ 世 も 

伯 君の 別墅 ニ樂亭 


廣 き水眞 砂の つらに 見る 庭の ながめ 

を曳 きて 山 も 速なる 

早 梅 

ところせ く 香 を もつ 梅に せまられて 

あるに も あらす 年 も 成りけ む 

春 を いそぐ 心さ こそ はう かれけ め 花 

笠ぬ ひて 梅 くるひ いづ 

田螢 

夜 もな ほほた るの かさ を 引く 水のう 

へ にあら そふ 小 田つ 1^ き 哉 

池 蓮 

しづ まれる 華う ごかして 夕 蛙 はす^ 

く 池 をと びく  るかな 

早 梅 

手 かくれば 句 ひ 起しつ おりたちて 春 

とい はれぬ 梅に はありと も 

静見華 

木の本に もろ 膝く みて 苔む しろ さく 

ら 昆 る 日に しく 物ぞ なき 

閑 針 泉石 


山た かみ 雲 吐く 岩根 ゆく 水は翅 ひた 

しに 來る鳥 もな し 

三 丸 殿のお もと 人 師子君 かね 

て 歌み せな どし 給へ りし 物 か 

ら、 いまだ 對 面せで ありけ る 

を、 今日 はじめて 艸魔鬆 かし、 

今た び 殿中の みっかへ しぞき 

て 東に かへ り 給 はむ との あら 

ましなる よし 吿げ 給へ る、 あ 

ふと 別る と 嬉し さ 悲し さ、 な 

にと も 思 ひまど はしくて 

逢 ふから にわかれ を 含げ て 人 を かく 

わびさせ にくる 心なに なり 

府中の 青木 夏彥 とぶら ひたり 

ける に、 なくなりし 父 翁の こ 

と 言 ひいで、 袖う ちし ぼる、 

こぞの 秋ば かり 此の 家に 宿り 

をり、 朝と くお き 出で たりけ 

る に 、雙籙 翁き て 、今お のが か 

たに 湯 わきて はべり 茶 I つま 
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ゐら すべし いで 來 給へ とてい 

とよく も てな されし ことな ど 

ありけ る をお も ひいで ^, 己 

れも ともに 打ちな かれつ ^ 

窓のう ちに 我 をよ び 入れ 朝 目よ く 木 

の 芽に やして くれし 君 はも 

問 ひ よれ ど われ を まつ 風 音 もせす 釜 

の 上しろ く 塵た まりつ V 

おのが すみか あまた、 び 所う 

つり か へ けれど、 いづ こもい 

づ こも 家 に 井な きと ころの み 

にて、 妻して 水汲み 遠ば する 

こと も かき 數 ふれば 廿年餘 り 

の 年をぞ へに きけ る、 あはれ 

今 はめ もやう/^ 老いに たれ 

ば、 5 つまで かかくて あらす 

べきと て、 貧しき 中に も 思 ひ 

ゎづら はる- - あまり、 からう 

じて 井 ほらせけ るに いと 淸き 

水 あふれ 出づ、 さく もてく み 


とらる ベ きば かりお ほう ある 

ぞいと 嬉しき、 いつば かりな 

りけ む しほなら であ さな ゆ 

ふなに 汲む 水 もから き 世な り 

と ぬらす 袖 かな とそ 1^ ろご 

と いひけ る ことの ありし が、 

<fr はこの ぬれけ る 袖 もた ちま 

ちかわき ぬべ う 思 はるれば、 

この 新しき 井の 號を袖 干 井と 

つけて 

濡らし こし 妹 か 袖 干の 井の 水の 涌 出 

るば かり うれし かりけ る 

紅葉 勝 華 

花と い へ ど ほと^^まけ も すらむ か 

しそめて こがる、 秋 山の いろ 

世の中の ありさま 思 ひなげ か 

れて 

せめてお ちし 淚も いま は盡き はて V 

空 うちにら みから 泣 をす る 

府中に ものして 賁志 氏に 宿り 


をり ける ころ- 佐々 木 久波紫 

主 角 鹿に 物す とて 此の 里 過ぎ 

られ、 殊更に 己れ をと ぶら は 

る、 その 夜 こ k なる たれかれ 

ともろ ともに 夜更 くるまで 物 

語り しをりつ 、、 ^れ むと す 

る 時 

中々 にお とづれ を だに せで ゆかば^ 

れむ うさ も 知らで あらまし を 

短 骨ば こに 謌 かきてと こ はれ 

て 

いつはり のた くみ をい ふな 誠 だに さ 

ぐれば うた はやす からむ もの 

色辆ば こに も 

す；. -り 石き しらふ 音 を 友に して 歌 か 

きつけ つ 今日 も 日く らし 

獨樂吟 

たのしみ は艸の いほりの 莛敷 ひとり 

こ .》 ろ を靜め をる とき 

たのしみ はすび つの もとにう ち 倒れ 
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ゆすり 起す も 知らで 寐し時 

たのしみ は 珍しき 書 人に かり 始め I 

ひら ひろげた る 時 

たのしみ は 紙 を ひろげて とる 筆の 思 

ひの 外に 能く かけし 時 

たのしみ は 百 H ひねれ ど 成らぬ 歌の 

ふとお もしろ く 出で きぬる 時 

たのしみ は 妻子 むつまじく うちつ ど 

ひ 頭なら ベて 物 をく ふ 時 

た の しみ は 物 を か \ せ て 善き 憤惜み 

げも なく 人の くれし 時 

たのしみ は §1 暖かに うち 晴れし 春秋 

の 日に 出で ありく 時 

たのしみ は 朝お きいで、 昨日まで 無 

かりし 花の^け る 見る 時 

たのしみ は 心に うかぶ はかな ごと 思 

ひつ けて 煃艸す ふとき 

たのしみ は 意に かな ふ 山水の あたり 

しづかに 見て ありく とき 

たのしみ は sf- 常なら ぬ 書に 畫に うち 


ひろげつ 、見 もて ゆく 時 

たのしみ は 常に 見なれ ぬ 鳥の 來て耔 

遠から ぬ樹に 鳴きし とき 

たのしみ は あき 米 榧に 米いで き 今 一 

月 はよ しとい ふとき 

たのしみ は物識 人に 稀に あ ひて 古 へ 

今 を 語り あ ふとき 

たのしみ は 門寶り ありく 魚 買 ひて 烹 

る 链の香 を 鼻に 嘆ぐ 時 

たのしみ はまれに 魚 煮て 兒等 皆が う 

ましく とい ひて 食 ふ 時 

たのしみ は そ V ろ讀み ゆく 書の 中に 

我と ひとしき 入 をみ し 時 

たのしみ は 雪 ふるよ さり 酒の 糟 あぶ 

りて 食て 火に あたる 時 

たのしみ は 書よ み 倦める をり しも あ 

れ聲 知る 人の 門た i く 時 

たのしみ は 世に 解きが たくする 書の 

心 を ひとり さとり 得し 時 

たのしみ は錢 なくなりて わび をる に 


人の 来りて 錢 くれし 時 

たのしみ は 炭 さしす て、 おきし 火の 

紅くな りきて 湯の 煮る 時 

たのしみ は 心 をお かぬ 友 どち と 笑 ひ 

かたりて 腹 をよ ると き 

たのしみ は晝寢 せし まに 庭ぬ らし ふ 

りたる 雨 を さめて 知る 時 

たのしみ は 嘗寝目 ざむ る 枕べ にこと 

ことと 湯の 煮えて ある 時 

たのしみ は 湯 わかし わかし 埋火を 中 

にさし 置きて 入と かたる 時 

たのしみ はと ぼしき ま 」 に 人 集め 1^ 

飮め物 を 食へ とい ふ 時 

たのしみ は 客 入え たる 折し も あれ 飄 

に 酒の ありあ へ る 時 

たのしみ は 家 內五人 五たり が 風 だに 

ひかで ありあへ る 時 

たのしみ は锼 おりたて. * 新しき ころ 

も を 縫 ひて 妻が 着す る 時 

たのしみ は 三人の 兒 どもす く/ \と 
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大きく なれる 姿み る 時 

たのしみ は 人も訪 ひこす 事 もな く 心 

を いれて 書 を 見る 時 

たのしみ は 明日 物く ると いふ 占 を^ 

くと もし 火の 花に みる 時 

たのしみ はたの む をよ びて 鬥 あけて 

物 もて 來 つる 使えし 時 

たのしみ は 木の芽 瀹 して 大きなる 饅 

頭 を 一 つ ほ >• ばりし とき 

たのし，： t はつねに 好める 燒豆齊 うま 

. く烹た て、 食 はせ ける とき 

たのしみ は 小豆の 釵の 冷えた る を 茶 

清て ふ 物に なして く ふ 時 

たのしみ はい やなる 人の 來 りしが 長 

くも をら でか へ りけ ると き 

たのしみ は 田 づらに 行きし わら は 等 

が耒銷 とりて 歸 りくる 時 

たのしみ は 衾 かつ ぎて 物が たり い ひ 

をる うちに 寢 入りた ると き 

た C しみ はわら は 墨す るかた はらに 


筆の 運び を 思 ひ をる 時 

たのしみ は 好き 筆 をえ て先づ 水に ひ 

たしね ぶりて 試る とき 

たのしみ は 庭に う ゑた る 春秋の 花の 

さかり にあ へ る 時 々 

たのしみ は ほし かりし 物錢 ぶく ろう 

ちかた ぶけて かひえ たると き 

たのしみ は 神の 御國の 民と して 神の 

敎を ふかくお も ふとき 

たのしみ は戎夷 よろこぶ 世の中に 皇 

國 忘れぬ 人 を 見る とき 

たのしみ は鈴屋 大人の 後に 生れ その 

御 諭 をう くる 思 ふ 時 

たのしみ は數 ある 書 を 辛く してう つ 

し竟っ 、とぢ て 見る とき 

たのしみ は 野 寺 山里 日 をく らしゃ ど 

れと いはれ やどりけ る 時 

たのしみ は 野 山の さとに 人 遇 ひて 我 

を 見し りて あるじ するとき 

たのしみ はふと 見て ほしく おも ふ 物 


辛く はかりて 手に いれし とき 

秋の ころ 賤嶽に のぼりて 

血に なりし 昔お もへば なまぐさき 色 

とぞ 見なす 秋の 梢 も 

旅に て 

今朝 見れば あかき もみ ぢに霜 ふり て 

秋風 さむし 咀 のかけ 道 

養老 瀑布 見に ものして 岩根に 

腰かけな どしつ i あたり 見め 

ぐらす になべ て 人 げんの 世 か 

いは なれたる やうに おぼえら 

る 

こくた ちし 人 か あらぬ か 岩ば しる 瀧 

よりおく にたき i>- こる おと 

伊勢 外宮に まう で 頂 根 突き を 

りつ.. - 

一 日 だに く はで は あられぬ 御 食た ま 

ふ 御め ぐみ 思へば 身の 毛い よだつ 

內宮に まう で 

おはします かたじけな さ 事 も 知 


りて はいと に淚 こぼる- 

御 ひかり を 朝夕う くる 御め ぐみ は 身 

を 粉に すと もむ くひ えられ じ 

山 室 山に のぼりて 鈴屋 先生の 

御墳拜 みて 

宿しめ て 風 も しられぬ 花 を 今 も 見つ 

つま すらむ やまむ ろの 山 

おくれても 生れし 我 か 同じ 世に あら 

ば 履 を もとら まし 翁に 

みやこに 上りて ありけ る ころ 

山紫水明 虚と いふ はなれやに 

やどり をり て 

むらさきに 句へ る 山よ 透きと ほる 水 

の 流れよ 見 あく 時 無き 

山紫水明 處に 在りけ る なり 

けり、 大田垣 蓮月尼の 急 注 か 

しくれ ける を 誤り わりたり け 

る を わびて 

ゆく 水の ゆきて か へらぬ しわざ をば 

いひて はく ゆる 鴨の 川岸 


早 篤 

吳 竹の 葉 山が くれの 枝う つり 羽音ば 

かり はさせ つうぐ ひす 

風光 日々 新 

あら はして 日々 に 入りた つ 春色 をい 

つ はら ざり き 梅 ややな ぎ は 

痩馬圜 

たてがみ 

見る めな く 脊梁す ほれる 瘦 馬の 竜 

みだし 秋 かぜに なく 

逸馬 圔 

溢 るら む 力 ほこりに み を やきて 蹄^ 

たつる つなぎう まかな 

洗 i 

馬 あら ふ 西の 翳の 柳 かげ 落 星み 、 を 

うち ふりて 立つ 
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二月 二十 六 曰 望 

宰相 君 御 獵の御 序 己が 艸廬に 

ゆく りなく 入らせ 給へ る、 あ 

りが たしと もい ふ は 更なり、 

た 夢の やうなる 心地して 淚 • 

のみ 打ち こぼれけ る を、 嬉し . 

さの 餘り せめて 

賤夫も 生る  >- しるしの 有りて 今日 君 

來 ましけ り 伏屋の 中に 

其の後 御館に まう のぼるべ う 

川 崎 致 高 主 を 御 使と して 仰せ 

ごと ありければ、 賤 しき 身の 

さるた ふとき 御 ま へ に まう で 

まつらむ ことのせ ちに かしこ 

く 思 ふ 給へ らる、 旨き こえ ま 

つりて かく 

花め きて しばし 見 ゆる もす な 園 田 


(ぶせ の Jlf に t 、けばな りけ り 

かく 間え あげければ かしこく 

もき こしめ しわけさせ 給 ひ 

仰せの 旨 ゆるさせ 袷 ひける 上 

に、 す な 園 田ぶ せの 庵に さ 

く 花 をし ひ て は をら じさ も あ 

らば あれ とい ふ御謌 あそば 

し 給 ひたりけ り、 ゆ ほ、 びかな 

る 御 心ば せの かたじけな さ 言 

にい ひ出づ ベう も あらね ど さ 

りと てさしく や はとて 奉れる 

御 めぐみの 露 を あまたに 載き てす e 

ろ 色 そふ す^な 園 かな 

華 

師木嶋 の 大倭ご \ ろ をみ よしの 、花 

は をし へ により て^く か は 

同じ 日に いひなら ふべき 品 ひとつ あ 

やしきまで も 無き さくら 哉 

うちつけに 春の 眞 心さき もらす 花の 

姿の しどけ なき かな 


かひ ありと 思 はれぬ る は 世 0 ゆに さ 

くら 見 くらす 日數 なりけ り 

鈴屋 先生の 敷 島の 大和心のう 

た を かし づき をり つ \ なほ 

漢土 も 大倭も 道の 大 むね は 同 

じかる ベう 思 ひまどへ る 人 

さとす 

山 ざ くらに ほ はぬ 國の あれば こそ 大 

和 心と ことわり も すれ 

伊藤 千邨 主の 三回忌に 

語ら ひし 人の ふる 聲 しのぶ 山な く ほ 

と.. ぎす 閉く につけても 

靑松院 君 七十 御 賀に寄 松 祝 を 

詠ま せ 給 ふに 詠み て 奉りけ る 

£曳 のみ 山の 奥の 蘿千 とせ も か V 

れ 君が としの 緖 

四月 廿 四日 加賀國 山中に 湯 あ 

みに 物して 大蔵 屋仰 道が もと 

てなん やどり をり ける、 仰谨 

あらたに 家つ くりひろげ ける 
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が、 からう じて 此の ごろ かう 

までに は 調 ひけるな りと て、 

新 室の 謌乞 ひければ 

檳ば しらふと しく 建てし 家 づ くり 手 

うちた \ きて ほめた- - へ 見る 

人 あまた 來 入りつ どひて 夜晝と 千世 

よろ づ 代に にぎ は i む 家 

仰 道 こたび その 國 守より ほめ 

られ ける 由に て その 哥こ ふま 

ま に 

めし ありて 司の まへ に 出 づる日 も 地 

に 手つ かぬ ゆるし ある 民 

同じと ころに て 明けが たに 寐 • 

さめて 廣き板 敷に ひとり は ひ 

出で & {4! うち 見やり つ ^ 

いつも かく しづ まりての み 在 明の 月 

の 如く は 世に すま  >- ほし 

小會原 西應寺 やどり あ ひける 

に、 春の ころむ すめ なくなり 

て 悲し さやら. むかたな うお ぼ 


ゆる を、 その 歌よ みてくれよ 

といへ るに 與 へたる 

港つ ける 小 櫛 見る にも 少女 子が 黑髮 

すがた 忘れ か ぬらむ 

高瀨 川と いふと ころへ、 川せ 

うやう に、 仰 道に いざな はれ 

人々 ともに 行ける 時 

床に 鳴く こ ほろ ぎ 橋 を 横に 見て 醉ひ 

倒れた る寐 ご、 ちの よさ 

人々 醉 ひくる へる ま. -に 大き 

石 ども 力 を 出して 抱き もた 

げ、 川 中へ うち 入れて きょう 

ありげ にす る を 見て 

醉 人の 水に うちいる、 石つ ぶて かひ 

なき わざに 臂を 張る 哉 

五月 三日の 朝 出で た- - むと 言 

ひける に、 仰 道 さくらく なり 

ぬ 雨 ふるべう 思 はる 明日に し 

給へ 今日は か へ さじと いふ、 

と.^  く 心 まど ひして 事 はたさ 


ざる あ ひだに 時う つりと ビま 

ると もなくて と まりけ る， 

しばらく ありて やう/、 う 

ち 晴れ こよな きていけ になり 

ければ 

浮 雲 の たち ま よはる X 心より ふらぬ 

雨 いみす る やどり かな 

人に あとら へられて 此君亭 と 

いふ こと を 

一 曰 だに 無 か る ベ しゃ と譽め られし 

すがた 見 あぐる 達の 鼠暮 

關 時雨 

須.臾 とてせ きの 杉 村よ る 陰 もな ほ ゆ 

るし なく もる 時雨 哉  ， 

雲雀 

ポ りおり いつ 事 ゆく とい ふこと も あ 

ら 野の ひばり 春す ぐ すらむ 

鹤 

紅 藍の 頂た かくさし のべて 展 のとに 

つるさけ び をり 
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芳賀眞 g< が 江 門へ ゆく に 

太刀の 緒に すがり こそせ ね雪奚 ぬれ 

む 旅路に やりた く はなし 

宰相 君の 都に 上らせ 給 ひて 歸 

り 給へ る ころ、 高 雄 山の なり 

とてち ひさき 折 枝に 紅葉の 著 

たる を 賜 はりたり ける 時 

高 雄 山み ねの もみ ぢの 錦 をば かづき 

ぬと いひて 人に 誇らむ 

菊 

秋の きくおの づ からなる 花 は 見で う 

る さく 人の 作りな す 哉 

山路に も？； S ひ あれ や 菊の はな 人目に 

媚びて 今 はさく める 

人の 手 をうる さくからで 吾が 秋 を 岩 

ねに 盡す 山の のきく 

正月 十五 日 l，，lli おのが 家に 

て 謌の會 始め 物し ける に、 靑 

牛翁來 たりて やん ごとな き 御 

懐紙と り 出し かつい へらく、 


宰相 君の 今日の 舎 ゆかし がら 

せ 給へ る餘 り、 己れ に 行きて 

その 有樣昆 てま ゐり つばら か 

に 語り 閉 かせよ とのた ま へ る 

仰せ かう ぶりけ るよ と 示さる 

る、 げに 此の 君の なに、 まれ 

御 心 深う 物し 給へ る 御 本性な 

るに * 深き 卸 殿の うちにの み 

おはし ましつ i 下 ざまの ふる 

まひ 近く 見 給 はむ やうの 事 ふ 

つに あら ざ めれば、 人々 より 

つど ひくつろ ぎ ざまに 物す る 

圓居 の樣 など 御らん じほし う 

思 さるらん かし. こ- - を も て 

今日の 會の 始め 終りの さま 謌 

によみ つ り、 靑牛 翁して 御 

らん じさせ ぞ しける、 か、 る 

こと は を こごとが ちに 物した 

るなん、 中々 に 御 心に かな は 

んこ とも 多から むかと てわざ 


と 長 まりもお か. で 戯れ 詠みに 

ぞ よみけ る 

人 磨 の 御 像の まへ に 机す ゑ燈 か、 げ 

御酒 そな へ おく 

設け 題よ みても てく る 歌 ども を 神の 

荆 前になら ベ もて ゆく 

さぐり 題 手に とる やがて 額 杖 をつ き 

か、 りけ り 口た V き やめ 

ことぐ く 歌よ み. S でし 顔 を 見て や 

をら 晚 食の 折 敷なら ぶる 

老いし 妻の 釵匕 とりて 盛りた る を 一 

口 君に さ、 げ見 まほし 

疊 かす 狸の もの .-il さに て 客人 膝 を 

おしす りて をる 

あ た 1  . 1 

溫め てた^ 1 めぐり さする 酒 あ 力く 

なりたる 顏っ きを 見す 

汁 貪す とす、 めめぐ りて とぼした る 

火 もき えぬべく 人 突き あたる 

おのが わざと 曙覽 一 人 は ひとみち に 

歌な ほし をる 手 も 動 さで 
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夜更 くれ ば 腹 さ しく やなり ぬらむ 物 

足ら ぬげに 誰が かほ も 見 ゆ 

客人 も あるじ も 身をぞ 縮め をる 下 冷 

つよき 狭き 屋 のうち 

盆 ふ 物 はっくる 寒さ は强 くなる 小き 

火桶す がり あらそ ふ 

よみ 出で し 歌 ことぐ く 取り あつめ 

神の 御 まへ にす ゑて 額づく 

戶を あけて 還る 人々 雪白く たまれり 

とい ひて わびく ぞ 行く 

南部 廣 矛が 宮舘へ 旅立つ に 

白 川の 關 より 臭に 入らむ 旅 野 くれ 山 

くれ ロ數 あまたへ む 

冬 は 火 もこ ほる とさ へ に いふ わたり 

？; 5^ りおく るな 露 ふらむ ころ 

一 足 だに 入れむ さきぐ 島人 を 論せ 

日 嗣の畏 かる ゆ ゑ 

閨怨 

火 に彈く 丸の 音 づれ馑 々も 吾が 脊の 

.9- く へ 人に 問 はる 、 


荒き 波よ る晝 おも ひ さわがれつ 水漬 

く 屍に 君 やまじる と 

艸 むさむ 屍と 思 ひさ だめけ む 君 ゆ ゑ 

消えむ 露の 身の はて 

寝させむ と 泣く 兒の こ 、 ろと る 歌 も 

父 は 千里と 聲. wftl らす 

取りて來む夷が首を看にて脊子に^^ 

せむ 待 酒 まみつ 

矛と りて 君往 きしょり 年 三と せ經れ 

ど 橘笥を あけし 日 はなし 

初午詣 

稻荷坂 見 あぐる 朱の 大 鳥居 ゆり 動し 

て 人の ぼり 来る 

春 田 雨 

Is ふ 牛の 背に ひたりつ く 雨の 花 はら 

からすき 

はで 明日 も かけよ； 

大野 人 布 川正舆 やよひば かり 

訪ら ひく、 その 見せけ る 白山 

百 首の 中なる 哥 によりて 

ゆるぎけ む白嶺 おろしに いざぐ と 


吹き 立てられて 君も來 つらむ 

その あくる 日 こ 、 の 桃花 見に 

物す とて 今滋 さそ ひて 出で ゆ 

きけ る. おのれ ひとり 家に の 

こり ゐて 

くれな ねの 雪 うちはら ふ 花の 袖 か へ 

すがへ すもうら やまれけ る 

山ロ淸 香が ^§ 二足 巷 卽景 

川 代に ふれて ゆれ ぁふ浪 のせに 羽 を 

すりて は 小鳥 群れた つ 

ある 時 詠めろ 

月 草のう つり やす かる 心より 本 をう 

しな ふ國 人の さが 

某氏の^ 業に よばれて 行きた 

りけ り、 主人 は 知らぬ 人な り 

けり、 河津 君して こ、 の 山水 

の 景色 見が てら 一 たび 來 てえ 

させよ と 言 ひお こされけ ろに 

よりゆき たるな りけ り、 其の 

あくる 日 河津君 許より 昨日 は 


いかに ありけ むこ V ちそ こな 

はれな ど はせ ざり しゃな ど 人 

してと ぶら はれけ る 返り 言， に 

山里と い へ どうる さきこと まじる た 

だ 吾が 廬を 出で ざるが よし 

松 間篱 

曳 きし 音の 在所 さぐりて 見る 松の し 

5 ぐ ひす 

げみ い となく く  る 黄鳥 

連峰 霞 

芳 野山髙 ねつぐ きに たつ かすみ 洩れ 

て靑 根の 薄 青く 見 ゆ 

ある 時 作る 

利の み むさぼる 國に 正し かる 日嗣の 

ゆ ゑ をし めしたら なむ 

神國の 神の をし へ を 千よ ろ づの國 に 

ほどこせ 神の 國人 

閑 夜 冬 月 

霜のう へ に 冬 木の かげ をう す黑 くう 

つして ふくる 庭 中の 月 

夜 氷 


H: かげ を こほりの 上に はしらせて 沈 

みに しづむ 夜 はの 川 音 

海邊雪 

松 をのみ しほ たれさせて 蟹 少女 ゆき 

に 小 櫛 をと る 朝け かな 

伊吹 舍 先生の 書きす て 給へ り 

し 反古 一 ひら、 今の 先生より 

うけて 持ち 侮 ふるに 哥 一 つ そ 

へ て くれよ と芳賀 眞^が こ ひ 

ける により 詠みて あたへ たる 

これ や 此の 書 看 ふければ 夜 七夜 も寐 

ふで あ 上 

でありき とふ 神の 筆績 

聚蟻 

に はた. P みあめ のとき  みな  一) -C 

庭演 H< 時 をば しらで はと 蹇 しに は あ 

り もこり けむ 

微かなる 蟒 も 力 を 合すれば 我に 千 重 

ます 物 を ゆるがす 

楣矛を 伏せて 仇 まつつ はもの. t 法に 

出で くる 土 あなの 蟥 

つち の、 つへ お  くだもの 59 わた 

地上 に 堕ちて 朽ちけ む 菓の瓤 くろめ 


て 嬢の むらがる 

群よ びに ひとつ 奔 ると 見る が 中に 長 

長し くもつく る 接み ち 

ものかげに 穴 はかなら すより て ほる 

蟻 は 軍の 法う まくえ て 

に 群れ ひく 矮 の すみやか さ 妙に 

軍の 法 を 具へ て 

蟻と 蟻うな づき あ ひて 何 か 事 ありげ 

に奔る 西へ 東へ 

雨の 花 ひとっこ ぼる 、露の 音に あり 

たまりえぬ 石の 上 1}^ 

赤心 報 P 

眞荒 男が 朝 思 ひの 忠實 心眼 を 血に 

染めて 燒匁 見澄ます 

國の ため 念ひ瘦 せつる 腸 を 筆に そむ 

とて 吾が 世 ふかしつ 

ゐ しさ  ふる ひと 

仇に 向き 膜た、 きけ む 古人に なら ひ 

てこ そ は國に 仕へ め 

正宗の 太刀の 刃よりも 国の ためす る 

どき 筆の!! k ひみむ 
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國を 甲-ひ 寝られざる 夜の 霜の 色 月 さ 

す 窓に 見る 劍 かな 

國 汚す 奴 あらば と 太刀 拔 きて 仇に も 

あらぬ 壁に 物い ふ 

松の 葉の 夜お つるに も 耳た てつ 枝な 

らさ る 世と はお もへ ど 

ひとりごとに 

かく  n- よ  3 つし よ 

幽 世に 入る とも 吾 は 現世に 在る とひ 

としく 歌 をよ むの み 

歌よ みて 遊ぶ 外な し 吾 はた i-K にあ 

つち 

りと も 地 にあり とも 

眞宗寺 刀 自君 夫君 に おくれ て 

のち、 小き いほ 作りて 獨 かき 

こもらる X 菴の名 をお のれに 

つけて くれよ と あるに より、 

合掌 庵と した まへ と 言 ひて、 

ついでに 謂 を 

合すら む 手つきの さま も 潔く 壁 さす 

月に ながめら るら む 

梯民也 許に ゆきけ るに、 むす 


めの 琴と りて 組と いふ もの こ 

とさら に彈 きてき かせければ 

うつくしき 聲と はき \ つ 山と めで 水 

とほめ けむ 耳 はもた ね ど 

久しく ゎづら ひて ありけ る こ 

ろ 

おろかに て やみが ちに する 老人 は 世 

にあろ も ありと 思 はれな くに 

二月 一一 十六 日 ^龍 S 人 マ 日 は 

宰相 君の 去年 伏屋に 入らせ 給 

へりし 日なる をと て * 殊更に 

家ぬ ち 掃 ひきよ め 

御館の かたはろ ぐ拜 みまつ 

りな どせ めて 物し ける 時 

あな かしこ 思へば 去年の 今日な りき 

蘀 生わけ て 君の 來 まし、 

御簾 中 君の 御 母君の 六十 一の 

御賀の 歌つ かう まつるべく 仰 

せ ありけ るに より 詠みて 奉る 

少女 さび かくて 千 かへ り 百 かへ りく 


り 返し ませと しの 緖手卷 

なが 月ば かり 

宰相 君の 東难 山に たけがりせ 

させ 給 ひ、 御み づ から とらせ 

給へ りし 茸 あまた 賜 はらせけ 

る、 いと ありがたく 戴き まつ 

りて 

秋の 香 を ひろげた てつる 松の かさい 

た ^- きまつる もろ 手 さ- 1 げて 

三 丸 殿のお もと 人た ちの 大安 

寺に まう で 給 ひぬ とて かの 山 

の 松た け 數多賜 はりけ る、 消 

息して 喜びき こえけ るつ いで 

に 

秋 ふくる 西の 山寺い かなりし 岩 かき 

もみ ぢ そむる そめざる 

秋の 香 を さとうち もらす 家づ とに 君 

が 山路の あそび を ぞ思ふ 

野 村恒見 * 子 多く もち たれ ど 

皆む すめの みに て 有りけ る を、 
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今た び 生れたり ける う ひ 孫な 

む、 めづ らしう 男兒 にて あり 

けりと いふ をき X て 

君が 家に まれに 生る k 男兒の 立つ る 

產ごゑ 勇ましき かな 

辻 春 生が は、 じめ て みやこに 物 

する に 

語に のみ 聞きす ぐし けむ 都が た 見 ま 

さり すらむ 目 をつ くるより 

河 野 通 雄が 刀 佩き 氏名よ ぶこ 

と を 公け より 許されけ る 祝に 

許されて 劎 とり 帶く 民の 長 民 はぐ & 

みに ふる へ 利 こ 、v ろ 

うけば りて 世に 氏の 名 をよ ぶこと を 

許し 給 ひき 河 野 氏の 家 

おのが 草廬の 中に 潛み をり つ 

つ、 心のう ちに 獨娱 しと 思 ふ 

ことの 朝夕お のづ から ありけ 

る を、 折々 そ^ろに 詠みう か 

びた る謌 のつ もれり ける を、 


靑牛翁 見て これ 書き連ね く 

れ よと いはれ ける により 書き 

てま ゐら せけ る 事の 有りけ る 

を、 翁、 宰相 君の 御 ま へ にも 

て 出で 御 覽ぜさ せられけ る 

を- 御意に や 協 ひたる ことの 

ありけ む、 此 えせ 謌の 姿に & 

ら はせ 給 ひ 長く もよ み 出で 給 

ひて、 これ 曙覽に 見せよ との 

袷へ りしよ し、 翁 承 はりった 

へ、 御謌見 奉る こと k なりけ 

る を、 いたく かたじけなみ 更 

に 詠みて 奉れる 

雀 等が さへ づ りごと に大 鳥の 聲 あは 

せむ と 思 ひかけ き や 

こ k ろ 狭き 雀 鯓 舞の さへ づり をな に 

風 吹きて 空に つたへ し 

そ ろに よみいで たりけ る 

人 臭き 世に はおかざる 我が こ、 ろす 

みか を 問 は e 山の しら 雾 


よし  みじか か 中 え 

棟た て- いっかの ぼらむ 短 山 高山 神 

のい ますい ほりに 

人の 目に 見えぬ 高山 短 山 神の いほり 

を くよ しもが 

體と いふ 宅 はな るれば 天地と 我の 間 

に 垣 一 重なし 

天地の 間に 隔てな き 魂 をし ばらく 體 

の つ  >- み をるな り 

物 皆 を 立つ 雲霧と 思 へれば 見る目 SK 

ぐ鼻幽 世と 同じ 

かくり.， N つ i ひとへ  は.；；  か 

幽顯 一 重の 輝の 翼 もさへ す 人の 臭 も 

たぬ 吾が まなこに は 

IlKin^ の靑垣 山の 樹 葉の 茂みが 輿 

に 吾が 魂 こもる 

いづ- J? かんなら ひ この わ. S たは 

嚴 凝と 神 習 ゆく 斯吾魂 いよ &ま すま 

い. 0ごり 

す嚴 凝して む 

海 浦 妙 泉 寺日穣 法師の その わ 

たりに て とれる 紫茱 を手づ か 

らいと 美く しき 物に 造り 出で 

ける を、 自ら 持てき て くれた 
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りけ る、 見る に 色に ほひ 麗し 

く 味 ひこよ なし、 かの 紫 菜て 

ふ、 のりの 大王の やうに た ふ 

とびい ふめる 淺草 のた どより 

も遙 かに 品 あがりて さへ なん 

ある、 はじめ もら ひける ほど 

にこれ かれの 人に 頒 ちゃりた 

る を- とり かへ さま ほしう さ 

へ 思 ひなり ぬる f ばかりなる も 

わりな きしう となむ、 日 かす 

へて 喜び を 便に つけて 

いぶかし や 後の 五 百年す ぎ ぬれば か 

かる 妙なる のり さ へに いづ 

三世の こと 知り とほるて ふ佛 すら 說 

かざる のりを 授く 我等に 

-s: 田 君の もとより 唐紙からの 

扇お くりた ま はりけ り、 使の 

をの 子に 此の よろこびみ づか 

ら ゆきて きこえん とい ひっか 

はしければ、 また ふり はへ 使 


おこせて、 さて は 中々 に そこ 

を ゎづら はする 中立と なり、 

大方の 世人め きて を かしから 

す 、 必す來 な と 一一 目 ひお こせら 

れ ければ、 ゆかで うた を 持た 

せて やりたり けり、 雨 そぼ ふ 

る 日に てぞ ありけ る 

のどかなる 雨のお とづれ 閒 きめで 

a でぬ ことに はなしつ 柴の戶 

失 題 

何 わざ も 我が 國體 にあ ひ あはす 痛く 

重みし 物すべき なり 

まのあたり たより よげ なる 事が らも 

$ ^に 到りて さあらぬ が 多し 

恐るべし 末世 かけて 國體 1=1  毫 ばか 

り も. の こさじと 

事に より 彼が 善き 事 もち ふと もこ 、 

ろ さ へ に はう ちかた ぶくな 

其の わざ を 取り 用 ふれ ぱ 自ら 心 も そ 

れにラ つる 恐れ あり 


目の ま への 事い ふなら す禍の 遣らむ 

末の世 を 思 ふなり 

潔き 神國の 風け がさ じと こ \ ろ くだ 

く か 祌國の 人 

武士 

拿 か る k 日嗣 の 廣き道 踏ま で 狹き道 

き-ふ 

ゆくな 物 部 

眞 心と いは る ベ しゃ は眞ご 、 ろ も 正 

しき 道に よらで 盡 さば 

綱と 天日 襻 を先づ とりても ろく 

の 目 を 編む 國と 知れ 

天皇に 身 もた な 知らす 眞心 をつ くし 

まつる が 吾が 國の道 


墓 

や 

第 
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肝冷す腰の^5^吾が魂はぅづみ鎭め 

つ 山 松の 根に 

破 研 

山に 在りて 磨り やぶりた る 古 硯奪は 

むと にや 雲 窓に 入る 

破れた る硯 いだきて 窓 圍む竹 看る 心 

誰に かたらむ 

碎 きつる 吾が 腕臂 のな ごり をば 窪み 

に 見す る. H? 研 かな 

砧瓦硯 ひとつに こ、 ろ いれて 山 買 ふ 

錢を 無くしたり けり 

古硯 ゆがみし 石 は 吾が たから 憤 かた 

るな 軒の 山 松 

愚に も 山 を 出し かな 站瓦 硯囊 にいれ 

て はるぐ 

松の 露う けて 墨す る 雲の 洞硯 とい ふ 


も 山の 石く づ 

六鶴圖 

しげりた つ 葦原せば め 居し 鶴の あさ 

り 所 を かへ て 群れ 立つ 

顔 步 

た 》 みつる 羽の 上 つら 見め ぐらし 砂 

に 足さす 浦の 蘆 たづ 

眞名 鶴の 立つ る 一 聲 鳴き やみて 後 も 

響 をの こす 大 

舞 風 

有る かぎり ひろげし 翅 あさ 風に なが 

しゃりた る 鶴 いづこまで 

寝つ かれぬ 鶴の こ.^ ろを更 くる 夜の 

松より こぼす 露に 知る かな 

理毛 

居す くみて 上 毛つ くろふ 浦の 鶴 沖つ 

荒浪 うち も かす 


？ 3- 竹 

ほそ やかに もと あらけ なく 立つ 竹の 

心に く、 もなら び あ ふかな 

勝 澤牛翁 先生の 老 の坂路 やう 

やう のぼれる により、 御つ か 

へ しぞ かせ 給 はるべく あまた 

たび 申 文た てまつ られ けれ 

ど、 なにの みさた もなくて 年 

へに ける を、 こたび とい ふこ 

たびねが ひの 如く ゆるし 給 は 

る、 翁 よろこばる \ こと 限り 

なし、 このごろ 唐の がくもん 

する 人た ちに あつら へ て、 題 

淵明歸 去來圇 とい ふこと を 詩 

に 作らせら る、 その 心ば へ を 

諝 もてお のれ は 

こ-" ろみに 松 撫でさせて 君 を 見ば 畫 

にある 人に 能く こそ は 似め 

ある 日 辻 春 生が 桃莊 によ ばれ 

て歸る さ， こ&ち あしく. く 


るし く なりてえ あゆみが たく 

なり、 今滋に 背負 はれて 橋 こ 

しける が 苦し さ 摘 やまで、 背 

おはれても 行きが たきに より 

^町なる 東 ：15- 野 梅が 家に 入り 

て 一 時ば かり を やすめ を 

り、 からく してす こし 心地お 

ちゐる やうに おぼえければ、 

今 滋野梅 二人の 115 にか. - りて 

喘ぎ/、っ 丄-.^!-に歸り人々 に 

助けられ て^ど ころに 臥した 

りけ り、 その I ぷ 日の 夜 野 梅 ふ 

り はへ 來て ふした る 枕ト： に を 

りつ \ 近き 頃 翁の つね 心地 安 

からす 物し 給へ りと は閒 きを 

れど、 かくまで も袞へ 給へ り 

と は 思 は ざり ける を、 昨日の 

有様 見 はべりて うち 驚かれ 侍 

りき、 そ も- \ か、 る 身の ほ 

どに て 人が りよ ばれ ありき 給 


はんやう の 事 あろべ くも あら 

す、 翁の 病の 様 をう か ふに 

腹のう ちいと Z 、うすくな り 

ぬる ものと みえたり、 されば 

何よりも 食物の ほど 過ぎざる 

やうに も はら 心 もち ひ 給 ふべ 

きなり、 さるお の 身に ある を 

も 何とも 思 はす 人が りよ ばれ 

てう まきもの 飽くまで くひ 給 

はんやう の 事し 1? へる は、 ：^? 

の 身に して あるべく も あらぬ 

しわざ と い ふ べし、 今より お 

のが 諫め ごとに したが ひて、 

人が り ゆき 給 はむ こと は更な 

り、 家に 在りても 贪 ひもの k 

量 を 定め、 人の 許より 贈り も 

のす ろな ど あり とも 濫りに は 

た 食 ひ 1? ひそ、 身 を 養 ひ^ ひ 

て あたら 命 をな ち め 給 ひ 

そと， か へ す ふ、 一： m ひき かせ 


ける この 野 梅 は を さなき 時 

よりの 友 どち なれば、 あだし 

人の やうに も 思 はで、 年頃 か 

うね も ごろに 物し くる 、たり 

けり、 頭 かくく 今より はか 

ならす ぬしの いさめ 言う ちま 

もりて、 食 ひ 物 を はじめよ ろ 

づ 身の 害 ひとたら む やうの 事 

は絕 えてす まじき なりと 蔡ひ 

ごとた て、、 其のお のれ をい 

たはり くる \ 心のう ち を 喜び 

つ 、夜中まで 兩 人物が たりし 

つ k 居りけ る 時 

千代の 坂の ぼり はげませ 諫め ごとう 

け 卞ば杖 を 打ち ふりて だに 

中 根雪 江 君の 許より 韃の 肉と 

梅 と 賜 はりけ る よろこび 

ゆ t か て - とく あつ 物にし ま つ 鳥う ま 

さえなら す 又とら せた ベ 

うめのみの いとすき 人と いよ いへ 
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えならぬ 味に 醉ひぞ 狂へ る 

んマ とし^ 赚 一一 一一 譲 司に 召さ 

れて 今より 年々 米 賜 はるべき 

仰 言 か う ぶ りけ ると き 

御 めぐみの 露いた かむ 片葉 だに 具 

へぬ もの を杜の 下草 

我う へ にか-る あやし や nt^ くさ をう 

る ひ：^ ら さぬ 露に は あらめ ど 

人の 家に て 誰が 筆の あとに か 

有る らん 知らす、 蓮華 かきた 

る：^ を 見て に はかに ほしうな 

りて、 讓 りくるべく 乞 はま ほ 

しけれ ど、 その 家の 物に て は 

なし、 持主 を 問 ひければ つね 

うとき 人に て、 さる ことい ひ 

出で む も 憚り あり、 とても か 

くても 高 間 山の 峯の 白雲と 思 

ひわき まへ むより 外にす ベな 

し * 物め です る 心の わりな さ 

は 我ながら せいし わびつ \ た 


けき ことと は獨 うす； うめきて 

はちす ばな 

蓮華 池の こ 、ろの 知られねば おり 立 

ちて 香 も か れ ざり けり 

日頃へ てこの 謌を野 梅に あ ひ 

て 言 ひ 聞かせけ る こと ありし 

を、 野 梅 心に かけて 常 親しう 

物す る 近 藤 某に 物の ついでに 

語りければ、 近 藤 某 さばかり 

のこと ならむ に は 己れ 身に う 

けて 此の 事 はから ひみむ と賴 

もしく 言 ひける により * 野 梅 

もし さる 事と k のへ えさせ 給 

はらむ に は 翁 いかばかり か 喜 

ぶら むと いらへ おきつ i やが 

ておのれ にか- * る 手び きこ そ 

出き けり、 彼 入し かいふから 

むに は 拙から す 計ら ふべ く 思 

はる、 まことに よき 人に あ ひ 

たりけ り、 翁の のぞみ 遂げ 給 

はむ 折き にけ るな りと いひて 


笑 ひ を ふくむ、 おのれ 閒 きて 

道び き 出き にけ る は 嬉しき こ 

となり、 さらば 己れ 近 藤 主が 

り ゆきて なほよ く 乞 ひす がら 

まほし きを、 ぬし も來 てた ベ 

とて ふたり 連れ だち 近 藤 某の 

もとに 行きつ.^、 何 は 言はチ 

此の 畫 早くお のが 物にせ まほ 

しき 事の みかへ すぐい ひつ 

づけて 

ゆるすべく 華の あるじに なかだち 

し 我に えさせよ 一 もとの はす 

さて 後 近 藤氏の もとより かの 

畫 辛うじて 翁に えさすべく た 

ばかりお ふせたり けり、 今よ 

そ ひ 新ら しう 物し、 筐な ども 

と、 のへ てま ゐら せむ といへ 

ばし ばらく まち 給へ と 言 ひお 

こ せけ る 嬉し さ こよな きもの 

から- 早う 見た さに 何ば かり 
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なき 日 かす を も 待 遠に おぼえ 

つ、 また 謌 よみて 近 藤氏に 遣 

はす 

待ち ど ほに さても あるかな if 花 この 

世に して は 見られ ざるら む 

はすの 華 もし 字に 入れで 死に もせば 

魂 ゆきて 君を責 むらむ 

あり^,^ てかけ 物お のが もと 

にきけ り、 嬉し さいふば かり 

なし、 憑物 入りた る はこの 蓋 

に 筆 さしぬ らして 

浮蓴 くり 返しても か へ しても 見 まほ 

はちす 

しかりし 蓮 手に いりき 

四十 谷 村に 知れる 人 ありけ 

り、 大安 寺の 山に 遊び 給へ、 

己が 家 を 休み所に し 給へ、 と 

あまた i びせ うそ こす、 長月 

ばかり 空に なう 晴れ わたれる 

日、 子ども ゐて 出で ゆく、 東 

屋野梅 を も 誘 ひけり、 榕 原の 


うち 過ぎけ るに、 ある 家よ 

り ゆく りなく 聲を かけて 野 梅 

に いづこへ か.^ 給 ふと い 

ふ、 野 梅 云々 なりと つぐ、 聲か 

けし 人、 さる しばらくの やす 

み處は いづこに て もよ から 

む、 我が家 は 此の 南 どなりに 

ぞ あなる、 物たら はで わびし 

からめ ど 主人ぶ り もせ じ 客人 

ぶり もし 給 はで、 た^ 心安 か 

ら むこと をむ ねと はして、 我 

がり 來給 はす やとい ふくさ 

きに 立ちい ざな ふなり、 ひさ 

ごわり ごうち ひろげ 妻と りめ 

ぐらす あるじ 心 かろき をの 子 

にて， よろ づ かゆき 所搔 くと 

かいふ やうに ものす、 此の頃 

松た けさ かりと 生え いづ、 い 

で 此のう しろの 山に あないし 

はべらむ * 茸が り 物し 給へ と 


いふ、 おのが 山路の ほり 苦し 

うする を 見て、 翁 はか ると 

ころえ 歩み 給 はじ、 やつ がれ 

背お ひま ゐら せむ とて 肩 さし 

いだす、 いと 心苦しう は 思 ふ 

ものから， た、 ^ いふに まかす、 

うばら の莉ぉ そ ろ しう からま 

り あへ る 道 を も 心 易げ にせお 

ひ ありき て、 松 の 重なり 生 

いでたる 谷. <T 見す、 少し 平な 

る處 もとめ 出し、 物し きて 己 

れ I 人す ゑお き 皆 木の 根 草む 

ら見 ありく、 茸 だに とり うれ 

ばた ちに おのが すわり をる 

所に 持ちき あらそ ふ 

採りと とる 草 びら 我に 貢ぐ とて はこ 

びつ 1- くる 膝 うづむ まで 

日 くれ か. - りければ 皆 山く だ 

りて 歸路の あらまし ものす、 

ありあ ふ 紙と り 出させて 戯れ 


692  集 五 第 —集 歌舍迺 夫漠志 


うた を 

羊 脇 ありと も 知らで 人の せに 負 はれ 

て 秋の 山ぶ み をし つ 

かくなん 走り 害に 物す、 ある 

じ 新 口な どに 筆 はさみ もし 

く はへ もして 物 かく、 いとよ 

くかく、 皆の^^面白がりて頭 

を あつむ 

とりなれ し 手 もて 害く すら 思 ふに は 

まかせぬ 物 を 今の ふろ まひ 

など ほむる を 傍らより は 今め 

かしと や 思 ひ 見 るら むかし、 

かくして おのが 家に * ^もざる 

ほどに 上 月景光 君の 來給 ひ 

て、 今 は？、 と 待ち をら れけ 

んを、 あまりに おそな はりけ 

れば わびて： g り 給 ひに けりと 

己が 額み る、 すな はち 妻が 語 

る、 書き^し おき 給へ りけん 

謌 二つ 机上に あろ 見れば 松 


のみ をい づ この 山に 拾 ふら 

ん 又、 藥 とり いくらか 雲に 

入りぬ らん など あり、 かへ 

. りごと を あくる 曰せ うそ こも 

ての こしおき 給へ りしみ 歌 ど 

も か へ りきて 見 はべり、 足す 

りして くち *v しく ぞ田 5 ふ 給 へ 

りし- かく 三た びまで 徒らに 

歸 しま ゐら せつる ことの あや 

にくさよ 

君 をのみ まつの 戶 かくて 出で つる も 

寂しき ま&の しわざと を 知れ 

遠 ありき 病 わする 、藥 とり 山く だり 

きてき、 つ 君來と 

いかで 今日明日の ほどに いま 

1 たび 驚かし 給へ かなら す、 

大安 寺 方丈の さいつ ころお の 

が 指 原 山に 遊びけ るよ しき、 

給 ひて 稱 原の 野 鶴に かの 翁の 

さる こと ありけ むに は、 我が 


山寺に つれ 来べき をく ち をし 

くも 徒らに か へ し ぬ る 物 か 

な、 いかで 此の頃す ぐ さす、 

今 一度 山寺 さして ふり はへ 物 

すべく そ、 のかせと せめ 給へ 

ば、 とく 來て たべと 野 鶴い ひ 

おこせる により、 長閑なる 日 

まちつ けて また 野 梅ゐて 出で- 

ゆく， 裕原邨 にいたり 野 鶴お 

どろ かす、 野 鶴 薪と りに 山に 

のぼりて 在ら ざり ける を、 童 

よびに 走りて 直ちに 歸 りく" 

おのが 面 見る、 すな はち 其の 

妻なる ものに 此の 翁の 寺に も 

のし 給 はん 限り は、 幾日に も 

あれ 家に 歸ら であるべ ければ 

さ 思 ひて よと I 言い ひ 捨て 、 

己れ に そび く、 寺 近くな. e け 

る わたりに て 

いつ 来ても 世 はなれ はてし 此の 寺 は 


入る からに こ V ち 異にする 

こたび は 寺の うちにても 一 所 

はるかに 隔 りて しつら ひたる 

松雲院 ぼと にや どらすべし 

と、 始めより 方丈の 一一 一一 1: 含めお 

き 給へ りしな りと て、 其の か 

たへ あないす、 げ にいと 奥ま 

りたる 所に て、 厨な どへ は 廻 

廊っ きに こそ は あれ、 道 は 

一 丁半ば かり も 一? るべ う 思 は 

れ. て、 物 しづかなる ことにな 

き 所に なむ、 此のな が/ 、し 

廊をこ ともなく うち 奔 りつ 乂 

往来して 物 はこびな ど、 野 鶴 

ひとりして あるじす、 さる は 

翁來ば そこ 松 雲^の あるじに 

なりて、 翁の 心に 協 はむ やう 

に 萬 もの せよ と 方丈の かね て 

うちまか せおき 給へ りしな り 

とぞ、 夜に なりて 堙火 かき ひ 


ろげ、 三人が 物語りし をる 所 

のさう じあけ て、 ゆく りなく 

入りく る 人 まり、 額よ く 見れ 

ば 上月ュ 光 fij; なりけ り、 いか 

にして か、 るなら むと. S ぶか 

しさに しばし は 物 も えい は 

す 

こだま もや 君に へ ん げて來 つるかと 

顔 まもられつ ともしびの 影 

こだまの へんげ 人 いひ けら 

く、 我 は 誰彼と 連れ だち て 今 

朝 こ  にきたり ひね もす あそ 

びて 游び つかれ 宿りけ るなる 

が、 翁き 給 へ りと 方丈の 吿 げ 

給へ る、 g く ふ 等しく 今と ぶら 

ひに ものし つるな りけ り、 處 

しも あれ かやうな る 山寺に て 

思 ほえす かたみに やどり あ へ 

る、 いかなる 宿緣 にかと て、 

かつ あやしみ かつ 喜ぶ、 迥廊 


のかた よりし そくと りて 入り 

くる 人の け は ひす、 野 鶴お ど 

ろお どろし き聲 たて. - 方丈の 

來 給へ るな りと いふ、 やがて 

まと ゐ し を る 中に 打 交り 給 

ひ、 今日はる ぐ 物し つる こ 

と を 喜び 給 ふ、 こ はかへ さま 

なる わざものし 給へ る もの か 

な、 己れ 先づ みもとに 至りて 

御 消息 仕う ま つるべ きなる を 

など わびて いふ、 しばらく あ 

ひて へ んげ人 も 方丈 もこ 、去 

り；！？ へりけ り、 あくる 日の 朝、 

山：！ 淸香 とぶら ひにく、 此の 

人 も 上 H: 君ら と 一 つむれに て 

ぞ あなる、 义そ ろ はしき お 

として 孝顯寺 方丈 長 谷 部南邨 

！^：；をはじめょべ 相ゃどりの客 

たち 一 群う ちつれ 來給 ひ、 思 

ひも よらぬ 所に て 封 面する こ 
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とかな とて、 何 くれ 物が たり 

し 給 ふ 

山寺の いはほの 洞の 相 やどり 一夜ぬ 

れぁふ 衣手の 露 

野 鶴が 令 朝 茶の はなの 折 枝の 

もとに 大きなる 松 奪 さし そ へ 

たる 花瓶の ある を 見て、 おの 

も/、 けう じつ >1 面白， 力る 

ゆく りなく かく 來 たり あ ひ 宿り あ ひ 

語り あ ふ 事 も あれば ある 物 か 

夜中に めざめて 戶 あけ あち こ 

ちな がめ わたす 

あはれ と は そよこの 事ぞ杉 むらに す 

きて ほのめく 在 明の 月 

まつ 茸 さかりと 生り いづる こ 

ろな りければ 朝夕た けの みと 

りきて 野 鶴が もてなす 

貪 ひ あきて ありつる 物の 味 ひも 煮 ざ 

まに よりて 新しく 食 ふ 

方丈とう しろの 山に 登り、 小 


亭に 入りて 四方の 景色 を 見る 

うちわた す 野 山の 廣さ ゆく 水の なが 

さ 目にあく 時な かろべ し 

年 ごろ 御寺の すりつ かう まつ 

る 匠な りと て、 髙屋村 某 出で 

きて 物 かきて くれよ とい へ ば 

書きて とらす、 此のた くみお 

のが 里 わたりに て は，^ マよりの 

ち鲑 のう をお びた 1^ しうよ り 

くる を大網 もてと らふるな 

り. 盛りなる 頃 はいと 面白く 

あないし 侍らむ、 かなら す 見 

にき 給 へ とね も ごろに いふ 

網 いれて 大 魚と るら む 舟 あそび まつ 

としき かば 来む 日頃へ す 

方丈 人の もてき てま ゐら せつる 

なりと て、 松た け 一 つかき たる 

かみ ゑ 取り出して 哥 かけと いは 

る、 かほし かめつ 、筆と る 

入相の鐘の 音 ひ^く 钐むら の 下道 ふ 


かく かをる 秋の 香 

このみ 寺に 傳 はれる 屏風、 久 

隅 {寸 景 のかき たる 霱、 さいつ 

年 も 見け る こ と はありけ る 

が、 今日 またね も ごろに 看 も 

て ゆく に、 大方のと ころに て 

守 景ぞ守 景ぞと いひて 見す る 

と はさら にやう か はりて、 ま 

ことに 魂 入れて 物し けむ 筆の 

勢 ひ 見 ゆ、 中に も 周 茂 叔の手 

に 蓮華 もちて あると、 李 太白 

の 溪布兒 て 立てる との ニ圖は 

ことに 抜 出で &眞に 迫る とか 

いふべき 畫 のに ほひな り 

ひぢ r- こ  みが 

これ や この 泥の ごと くろがねの 研き 

すりた つ 腕と ぞい ふべき 

かくて 三日 あそび をり て 家路 

に 杖を曳 きたりき 

今 は 三と せ 四 年 もやす ぎ つら 

ん、 松井畊 雪が もとにて 書畫 


ども 數多見 わたしけ る 中に、 

高 島 芙蓉の かきたる 不 護山の 

ゑめ と まり て 欲しく 思 ひけ 

れど、 かくと もえい はで やみ 

にけ る を、 此の頃 ゎづら ひて 

何事 もた に 物う く 思 はる i ま 

にく、 夜 ひる 衾 ひき かづき 

ての み 有りければ、 心のう ち 

いよ \ 物 さびしく なり もて ゆ 

きつ &、 はかなき こ とど もい 

たづら に 思 ひ 廻ら さる くせ 

なん 生憎なる につけ、 ある 夜 

ねざめに ふと 此の ふじの 霞に 

はかに 兑 まほし うなりけ るに 

より、 いと 味氣 なくし ひたる 

わざに は あれ ど、 かの 檜ゅづ 

りくる ベく 夜 あくる まちて 便 

り もとめ、 畊 雪の もとに 其の 

よしい ひやり ける に、 畊雪速 

かにう ベな ひて 人して 持たせ 


おこせたり けり、 いひ やり は 

やりつ る もの 、いか かへ り 

ごと すらむ と 思 ひわ づら ひて 

ありけ る ほどな りければ、 畫 

とり 出す とひと しく 病 もな に 

もうち 忘れ、 やがて 壁に かけ 

させて しばし は 目 も はなた で 

ぞ ありし 

瘦肩を そび やかしても ほこる かな 雲 

ゐる山 を 手に入れつ とて 

見し 富 士の畫 そらごと \ はなし はて 

ぬ 心の 曇り 去り ぞ盡 せる 

上 月 君の 明日の 故鄕 にや どり 

ける 夜、 この 庵い とち ひさき 

に 松の 黒木 もて 作りた る 大き 

やかなる 火桶つ ねす ゑお ける 

を、 今滋 とふたり ひ をけ のか 

た へ にち i.- まり 寐る狹 きこと 

いふば かりなし 

七 まきに ひ をけ を まきて 足 だに もの 


ベえぬ 巷に 龍う ちね ぶる 

かくて 夜す がらい をね か ぬれ 

ば、 折々 頭 もたげて 窓の 外 C 

見な どす 

更科ゃ をば すて 山に まさる 月 なぐさ 

めたり き 夜 はのね ざめ を 

秋の 七夜 を 一 夜に なしけ むば 

かり 覺 えられし 夜 もから うじ 

て 窓 白みければ、 兩人 ともに 

起き あがりけ るに 朝食し つら 

ひても てく、 此の 庵 年 ふりた 

る 庭 中に、 わざと 木 ども しげ 

ら ひたる かげに よりて、 あや 

しく 事 そぎて 作りな したれば 

おの づ から 遠き 山中に 宿りた 

る やうなる 心地せられ ていと 

輿 ありて お ぼ ゆるに、 あるじ 

の 君 心しら ひして、 食 ひもの 

のし 方 を はじめ 何 くれのう つ 

は 物 ども 驛路 おも はせ たる あ 
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り樣 にこ しらへ たてられたり 

ければ、 いと 旅心 地 そ はり 

て、 わが 國 のさ かひ はなれ ざ 

ると ころの やうに は 甲； 1 はれす 

こ、 にして 岐 蘇の 山路の 旅 ご， -ちぁ 

ぢは i る 、もへ 叩な りけ り 

あるじの Jjl; 初 ゆきに は 必すこ 

こに ものして 朝の 景色 見 給へ 

とい はる 

我がた めの あすの 故 さと 今 I 夜寐て 

の-ゆけ の 雪 を 兌に 来む 
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福 壽艸補 泣 

今滋が 近き わたりなる 友 どち 

3 許に It. きけ る^る さ、 福 毒 

草の 有りけ る を I 只 ひて おのれ 

に家づ とに せむ とてもて か へ 

り、 机上に すゑて これ； ：！- 給 へ 

と 一一 一一 n ひける 時 

正月 立つ すな はち 花の さき は ひを受 

けて今^！^も笑ひぁふ宿 

去年の 暮 ばかり 三 丸の 殿のお 

もと 人た ちょり、 被 風と いふ 

物 給 はりたり けり、 不知火の 

筑 紫の 縣か あらぬ か、 ふくれ 

たる さま 身に つくれば、 未だ 

は 着ぬ 人 さ 〈 暖かに ゆらむ 

とお ぼしく、 今 は 冬 しらぬ 翁 

となりつ るぞ など 首 ひ ほこら 

る M!^ 。しきた ま 物 を、 か へす 


が へ すうち いた きて 

雰と いふ もの は 見 すれ ど 寒から ぬ あ 

やしき 冬に 逢 ひに ける かな 

!S じ 殿の 內の今 一 かたのお も 

と 人た ちよりも、 かくさ まな 

る ものた ま はらす、 ベ マ より 後 

いかなる 夜 さむに もまく る こ 

と あら じと、 たま 物 着か さね 

たる 肩う ちそ やかして 

かくば かり 針 n 細 力 に 縫 ひし. 1^ い 力 

なる かぜ も 吹き はと ほさ じ 

梅 風 

とがめざる かをりに 心 ゆるび して 花 

を あらすな 梅の 夜 あらし 

梅炳 

おひ あるけ ぶり を曳 きて 梅の 花よ そ 

め あやしき！ りお ぞも つ 

SK 梅 

焚 物の 立ちき れっきて 一 に ほひ 鳴す 

る 恣の夕 ぐれのう め 


倦 sin 

縫 ひもの 、あやに 應 みけむ 手 を頻に 

あて 、都に よる 少女 かな 

うみつ 、も あだし 物に は 手 も ゆかで 

それと さだめぬ 書を见 ちらす 

功德 つく  *t とや 思 ひ 立ちす くみあ だ 

しものに は 雪 もまろ めす 

窓 高く 精む ことしら で 雪佛 崩れ や す 

かるわざに おりたつ 

冬 夜 H: 

た i な はる 雪の 八重 山 月いで 、繁は 

づ かしき 空と なりつ.^ 

, 古. 松 

法師の さばかり こそ は瘦 せつら め 軒 

の 山 松 ふとら さむと て 

行 ひの 員に i 一 W をと る わざ も いれて き 

よむ る 古 でら の 松 

大御政 古き 大 御世の すがたに 
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立ち かへ り ゆくべき 御い き ほ 

ひと 成りぬ ろ を、 賤 夫の 何 わ 

きま へ ぬ 物 か ら い さましう 思 

ひまつり て 

百千^との S りの みしつ る 空きよ く 

晴れ ゆく 時片 まけぬ 

あたらしくなる 天地 を 思 ひき や 吾が 

目昧 まぬ う ちに 見む と は 

ふるぶ み 

古書の か つ ぐ 物 を いひ 出づ る 御世 

をつ ぶやく 死 眼 人 

つる 古書 ども & 動きいで、 裨世 

あらためつ 時の ゆければ 

湊 河なる 楠 正 成 朝臣の 墓石の 

文字 を摺 りと りたる をった へ 

受けても てる 人の ある をり を 

り 見 かく、  H< 地 を つらぬく か 

の 朝臣の 忠ご 、ろ は、 年月 ふ 

る ま.. -に 光り そ はりて * やん 

ごとな き 物なる より、 心 ある 

心無き わかちな く、 此の 指 も 


じ を 貴み まつるなら はしと な 

りに たる、 さはい へ ど 人々 た 

く はへ もた る 大和心の 芽、 か 

つぐ はり 出 づる春 や 来に け 

んと、 年 ごろ しかめられし 眉 

根 少し はう ちのば されて 

年々 に 御 墓の 文字 をす り ふやし 寫し 

ひろむる 君の 眞心 

ある 時 

友 ほしく 何お も ひけむ 歌と いひ 書と 

いふ 友 ある 我に して 

草棻 さひづ りめ ぐる 朝す. にめ 寐み 、 

に閉 きて 時う つす かな 

ひより ぞと思 ひて 出 づれ. は 風 さむし 

全く 好き 日 は 日に も 得が たし 

私の 無き 空に すら 全くよ き 日 は 乏し 

きを 人 はいはん や 

賴 山陽 

外史 朝廷お も ひに ますら を、 勵 せた 

りし 功 接お ほかり 


慶應四 年 春 浪華に 

行幸 あるに 吾 

宰相 君 御供 仕 給へ る 御と も 仕 

まつりに 上 月景光 主の 召され 

て、 はるぐ のぼりけ る 馬の 

はなむけに 

天皇の 御 さきつ かへ て 多 豆が ねの の 

どかに すらむ 難 波津に 行き 

いて ましみ， 

すめらぎの 稀の 行幸 御供す る 君の さ 

き は ひ 我 も よろこぶ 

評 梅 

槍 垣 ごし こぞめ の 梅と おぼしくて 句 

ふ 枝つ き 見 あげられ ける 

雪 谷 早 行 

明け わたる 谷間 を 見れば 踏み 來 つる 

雪お そろし や 木の 根 岩角 

天 使の はる，^ 下り 給へ りけ 

る、 あやしき し はぶる ひ 人 ど 

も あつまり ゐる 中に • うち ま 

じりつ- -御 けしき をが み 見 ま 


遣繍 集 欲 舍迺夫 濃 志 


つる 

ii  士も 市の 大路に 葡 匐なら び をろ が 

みぎる 雲の上 人 

k 皇の大 御 使と 開く からに はるかに 

をが む 膝 をり 伏せて 

退 筆 

人に 毛 を 乾み つくされし 圓顶 ころば 

ちりの- i.- 

かされて 塵 中に をり 

雪彌勒 

1 夜 だに 身 をた もたれぬ 雪佛 其の 曉 

に 逢 はむ と 念 ふな 

島 田 氏の 理亮庵 尼の 七十 賀 

花が たみ 目なら び あへ る 孫 曾孫々々 

の 曾孫 產むも 見 るら む 

五月 節 旬日 伊藤 政 近 君 許より 

獨活 くれけ る、 遠き 山里より 

えけ るな りと て、 味 ひよく 質 

の 和ら かなる こと 類な し、 此 

の わたりに て はこの ごろ 無き 

もの なれば、 こよな う 嬉しく 


思 ひて 

うとまれぬ 匂 ひ 味 ひ 心 をば ひかれつ 

今日の あやめより けに 

^來窓 

窓に 入る 雨 夜の ほたるし めぐと 照 

りて 簾 を おりのぼり する 

庭 落花 

花の 塵 箒の 末に かけ まく も畏き 風の 

ちらしぶ り 力な 

被 漉 

家々 に 谷川 引きて 水湛へ 歌うた ひつ 

つ 少女 紙す く 

水に 手 を 冬 も 打ち ひたし 漉き たて 

紙の 白雲 窓 高く 積む 

紙 買-ひ に來る 人お ほし さね かづら 這 

ひまと はれる 垣 をし る ベ に 

居なら びて 紙 漉く をと め 見 ほしがり 

垣間見す る は 里の 男子 か 

IS に 突く 花の 色 も 紙 を 干す 板の し 

ろ さに まけて sf? えつ V 


鳴きた つる 燁に まじりて 草た、 く 音 お 

きかす る や 紙す きの 小屋  b 

流れく る 岩間の 水に 浸しお きて 打敲 

く箪の 紙になる とぞ 

豆權哥 

酸く も あらす 辛くも あらぬ 味 ひ を 一 

かど もてる 豆の しる かな 

淡し かる 味に かど もつ 豆の しる 高き 

いやしき 品に まじ はる 

田谷邨 なる 榑屋 とい ふ 茶店の 

壁に かいつ く 

弱 草に 杖 を. a きて は來 べきな り 後の 

山に さくら ある 家 

四十 谷邨 安達 氏 席上 

白山の 雪に 鳴く 鹿の 川 音に 貯へ もて 

る 富び との い へ 

松雲院 にや どり をり て 今 は 

でた i むと する 時 

松に 雲 か.^ るけ しき を寐っ 、見て 十 

日 あまりの 日 を 過し けり 


mm 集 欲 舍《! 夫 濃 志 


此の 御寺の 山つ きに 鶴 a:- つ 

くれり ける を、 い 力ぐ したり 

けむ 難 ひとつ 羽が ひに 痰つ け 

られ たりけ るが ありし を、 方 

丈 いた はりて とかく 養 ひたて 

られ ければ、 日數 へて 疲 癒え 

たりけ らし、 雜鶴こ 、去りて 

もとの m にかへ りけ る を、 折 

折 は 方丈の 山の あたりに かけ 

りくと、 法師 ばらの；^ がたり 

する を SW きて 

班い えし つばさ を S に 兌せ むと て大 

{tj.; たかく 舞 ひ は 入りに けむ 

桁 原邨赏 藏 山に 入りて 何 くれ 

の 木 どもと りきて 杖 作りけ る 

を 五本 さ へ もてき て くれけ 

る、 いづれ も 面 C きつく り ざ 

まに て、.；" しら ひ しけ る ほど 思 

ひやら る、 貝藏が たのもしき 

、しょりい ひ閉 せけ る こ とば を 


其の ま.'！！ S にい ひつ， --け 物す 

1 つ 杖 千と せっき 經 てまた 一 つ 五つ 

千と せ を も ぎて つけ かし 

病に ゎづら ひける 時 

死ぬ る やま ひ藥 のま じと 思へ る をう 

る さく 人の くすり 飮 めと いふ 

死ぬべし と 思 ひさ だめし 吾が やま ひ 

^師 くるしめ 何に か はせ む 

死ぬ ベ か る 病 を 癒す 醫師 の 今 も 世に 

あり や 吾 は 見お よばす 

死ぬ る 命と りか へ さる、 くすり 師は 

は ひろ けれど^ る ベ く 思 はす 

宫北 君の 御 許より 鲤 たま はり 

ける よろこびに 

旅に ある 君 を 朝夕 こ ひとい ふ 魚 やた 

ま へ る 我が こ 、ろしり 

鲤を しもた ま はりたり し 正月 立 あす 

の はがため 外に もとむな 

示 人 

1K 皇は 神に します ぞ 天皇の 勅と しい 


はビ かしこみ まつれ 

太刀 佩く は 何の 爲ぞも IK 皇の 勅の さ 

きを 畏む ため 

天 下 淸ぐ拂 ひ て 上古の St まつりごと 

に復る よろこ ベ 

物 部のお もてお こしと 勇みた ち 錦の 

旗 をいた ビ きて ゆけ 

拍 逸也 君の 其の 御名の 心ば へ 

を哥に 詠みて くれよ との 給へ 

るに より 詠める 

刽太刀&^^にょせぉきて跨長にぃねっ 

つ 高き 曉 かくら む 

五月 廿 八日より 病床に ありけ 

る ま V に、 野 山の けしき も 見 

がた く、 臥しての みあり ける 

により、 つれ <\. 慰まむ ため、 

大きなる うつ はものに 水 いれ 

小き 魚 放ちお きて、 朝夕う ち 

ながむ  g 

谌へ つる 器の 水に a" ふらせ 海 川兑ざ 7 


る R を よろこばす 

顔のう へに 水 はじかせて 飛ぶ 魚 を 見 

かへ る だに も 屑た ゆきな り 

窓の 浮べる 水に^ 躍る わが 枕邊の 

廣澤の 池 

ひれ はねて 小き 魚のと ぶ 音に 寢 ると 

もなくて. M る n あけら る 

佐々 木久波 紫が 

大御 軍人に 召れ て 越 後路に 下 

れる at の はなむけに 

お はけ  み-一と s む やつ-! &  ^  ： , 

負氣 なく 勅に 背く 奴等 を I&© 盡し て 

歸れ日 を經す 

同じ 時 また 芳賀 厲^ に 

-k めら き 入-一と  やっこら 

大皇の 勅に はく W 等の 首 引拔 きて パ 

つもて か へれ 

吉田 ffi 郞 主に 

おは ギみ みこと かしら  いさ は 

大皇の 勅 頭に 戴きし 功績 あら はせ 戰 

ひの 場 

伊藤 政 近 主に 

朝日影 か やき あはむ 御 旗 をば 戴き 


奉り 太刀 取り 進め 

小 木 捨九郞 主に ， ， 

1<皇 の 醜の 御 桐と いふ 物 は 如 此る物 

1 5 ぎ 

ぞと 進め 前に 

岩 伎 十 助 主に 

さした つる 錦の 旗の 下に 立つ 身 をよ 

ろ こびて 太刀と りか ざせ 

同じ 時 野邨恒 見に 

愚に もま どへ る もの か大 勅た ビ 一 道 

にいた き はせ で 

み そむく そむかす 正し 見て 罪の 

有無うた が ひ はらせ 

伊藤 某 仲 右衞門 

大皇に 背ける 者 は 天地に いれざる 罪 

ぞ 打ちて 粉に せよ 

山 內某佐 左衞門 

大 皇の勒 頭に いた ビ きて ふる はむ 太 

刀に よる 仇 あらめ や 
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日本 名著 全集 第 1 期 出版 

「江 戶文藝 之 部」 黥 ^ftg 書目 豫定 一 覽 

(但し 種々 の 事情に より 多少の 變更 あるべ し。： > 


g 一一 西 鶴 名作 集； 一 

〇 好色 一代 男 〇 好色 二 代 男 〇 好色 三代 男 〇 好 

色 一代 女 〇 好色 五 人 女 〇 男 色大楚 〇 武道 傳來 

0 〇 武家 義理 物語 〇 新 可 笑 記 〇 西 鶴 諸國咄 

〇 懷硯 G 近代 l^fil 者 〇nl 本、 水代藏 0 世間 胸算 

用 〇 緣留 〇 本朝 二十 不孝 〇 本朝 樓隱比 事 〇 

西 鶴 置土產 〇 萬の 文 反古 〇 名 殘の友 〇 俗 つれ 

ん、 〇 一目 玉鋅 

第一 一一 卷芭 蕉 全 集 

P5〇 藉翁 一代の 句集 〇 連句 集 〇 文集 〇 句 

0  0 紀行 〇 消息 〇 遺 語 

〇 冬の 日 〇 春の 日 〇 初懷紙 〇 曠野 〇 

ひさ ご 〇 猿簑 〇 深 川 集 〇 炭 使 〇 別 座敷 〇 

帝 養 

〇 枯 尾花 〇 芭蕉 翁 行狀記 〇 芭蕉 翁檢詞 tt 


il^gl 近 松 名作 集； - 

〇 花 山院后 諍 〇 世 繼曾我 〇 賢 女手 習并 新暦 〇 

門出 八 島 〇 凱 陣八島 〇 源氏 烏 m 子 折 〇 出世 景 

淸 〇 團扇曾 我 〇 蟬丸 〇 最明寺 殿 百 人 上 藤 0 

曾 根 崎 心中 〇 薩摩歌 〇 雪女 五 枚 羽子板 〇 用 明 

天皇 職人 鑑 〇 心 中二 枚緣 草紙 〇 兼 好 法師 物見 車 

〇 碁盤 太平 記 〇 卯月 is- 葉 〇 堀 河浪鼓 〇 卯月の 

潤色 〇 心中 重 井筒 〇 傾城 反 魂 香 〇 心中 萬 年 草 

〇 丹 波與作 待 夜の 小 室 節 〇 淀鲤 出世 瀧德 〇 五十 

年忌 歌念佛 〇 柁狩劍 本 地 〇 今宫の 心中. 〇 百合 若 

大臣 野 守 鏡 〇 心中 刃 は 氷の 朔日 〇 夕霧 阿波 鳴 i 

〇 吉野都 女 楠 〇 媼 山姥 〇 長 町 女腹 切 0 冥途の 飛 

脚 〇 大經師 昔 暦 〇 生 玉 心中 〇 國性 爺合戰 〇 拾の 

權 三重 帷子 〇 山 崎 與次兵 衞壽の 門松 〇 曾 我會待 

山 〇 傾城 洒呑 童子 〇 博 多 小 女郎 波枕 〇 雙生隅 田 川 
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〇心中天销^：：^ 〇津國 女 夫 池 〇 女 粒 油 地獄 om„ 

州 川 中 岛合戰 〇 心中 5:^^ 申 〇關八州5^?馬 一 

ST お 淨瑶璃 名作 集 一 

〇|? 女 〇 本 海道 虎石 〇 心中 淚の玉 井 〇 金 屋金； 

五郎 浮お 額 〇 金 Is- 金 五郎 後 H 雄 形 〇 椀 久末松 山 一 

0 ぉ染久 松袂の 白し ぼリ 0 八百屋お 七 〇 笠 M 三 一 

勝廿五 年忌 〇 心中 二つ 腹帶 〇 傾城 思升屋 〇 愛一 

護若游 K 〇 富 仁 親王 槎哦錦 〇 鬼 鹿 毛 無 佐 志 

〇 大塔 宮曦鏜 〇 須磨 都！ W 平飆 IS 〇 壤浦 ^-ct 記 ， 

〇 蘆 尾道滿 大內鎮 ct^ 萱 桑門 筑紫樺 〇 敵 討 «摟_ 

錦 〇 街所樓 堀川 夜 討 〇 釜 淵雙級 巴 〇 ひらがな 一 

盛衰 記 〇 鶴 山姬捨 松 〇 夏祭 浪花 鑑 〇 管 原 傳授； 

手習^ 〇 義輕 千本樓 〇 假名 手本 忠臣蔵 〇 双锞； 

々曲 輪 日記 Q 一谷 嫩 軍記 〇 本朝 廿四孝 C 奥州 一 

安達原 〇關 取 千兩様 〇 近 江 源氏 先陣 館 〇 祌靈； 

矢 口 渡 〇 妹 背 山 婦女 庭訓 〇攝 州 合 邦 辻 〇 新版 一 

欺 祭文 〇 伊賀 越 泣 中雙六 〇 近頃 河原 達 引 〇 絲 

樓本町 育 〇^ 本 太閤 記 

第 < 卷 歌舞伎 脚本 集  一 

〇 參會 名護屋 〇 兵 根元 曾 我 〇 源平 雷傳記 〇 百 

友 小町 〇 傾城 淺間 3^ 〇 成 田 山 分身 不動 〇 中將 一 


姬京雜 〇 丹 波與作 手销帶 城 VT^ 生 大念佛 0 

山 心中 〇si? 髮 歌仙 樓 〇 心中 鬼門 角 〇 伊勢 

頭 戀寢刃 〇 漢人 漢文 手管 始 〇 五 大力お^ 緘 C 金 

門 五三 桐 〇四 谷 怪談 〇 與話情 浮 名橫櫛 

?s 浮世草子 集 

〇 傾城 色 三味線 〇 傾城 曲 三味線 〇 傾城 歌 三味線 

〇 世間 息子 氣質 〇 浮世 親 仁氣質 〇 世間 頃 質 

〇s^ 分 五人媳 〇 傾城 禁短氣 〇 商人 軍配 團 〇 棠 

大門 屋敷 〇錄 倉 諸藝袖 日記 〇 日本 新 永代 蔵 〇 

御前 義鋰記 〇 好色 萬 金 丹 

第ナ卷 怪談 名作 集 

C 伽婢子 〇 狗 張子 〇 怪談 全書 〇 英 草紙 〇 繁 

野 話 〇 雨 H 物 詰 〇 唐錦 〇雾 句 冊 () 垣根 草 

〇 漫遊 記 

第+ ー卷黃 表紙 廿五種 

〇 金々 先生 榮花夢 〇 親敏打 腹鼓 C 畏生見 度 記 

〇ijl 多 雁 取 帳 〇 狂言 好 野暮 大名 〇 大 悲千祿 本 

〇 江 戶生艷 氣棒燒 〇 莫切自 根 金 生木 〇 文武 二道 


万 石 通 0 孔子 搞于時 藍染 〇 心 a&WF 染草 〇 卽席 

耳學問 〇 廬生夢 魂 其 前日 () 馬鹿 長命 子氣物 

0 世上 洒落 見檢圖 〇 祧 太郞發 端 話說 〇 十四 傾^ 

腹之內 〇 金々 先生 造化 夢 〇 忠臣 藏 前世 幕 無 〇 

世 llln 紺 31- 纖形 〇 稗 史億說 年代記 〇 御 f^】 染長壽 

小紋 〇 的中 地 本 問屋 〇 人間 萬 事 吹 矢 的 〇 人間 

萬 事 吹 矢 的 (草稿 ：} 

第 十二 卷 洒落 本 集 

械買 四十八手 〇 契 情 買 虎の 卷 〇 媛お 三體誌 

〇 娼妓 絹旆 〇 遊子 方言 〇 月 花餘愦 OKU 花， び 林 

〇 大抵 御覽 〇 異 素六帖 〇 廓 中奇譚 ot^;::! の阅 

〇 和 唐 珍 解 〇 通 言 總籬 〇 辰 巳 言 〇 令 子 洞 

C 寸南破 良 意 〇 仕懸 文庫 〇 猫 射羅子 〇 近 中醉 

語 鋒 〇 聖 遊廓 〇 錦の 裏 〇 三敎色 〇 契國策 

03i 女 意 題 〇 甲驛 夜の 錦 〇 田 舍芝： IW  5^美車紫 

0 〇 起 承轉合 〇 粹 町甲閨 〇 古 契三娼 〇滸 都 

洒^ 撰 0 夜 牛の 茶 讽 〇 志羅川 夜船 〇 穴 SSf 問 

〇i:4 鋼 * 軌本紀 〇 娼 5- 地理 記 〇 遊傷窟 煙の 卷 

〇 女郎 K 糟味. 噌汁 〇 类 地の 蝶 1!^ 

請 本 集 

(し 櫻 姬仝傳 。ほ  1 草紙 〇 昔話 稻妻 表紙 〇 本朝 醉 菩提 

〇 三 七 全 傳南柯 夢 〇 占 夢南柯 後記 〇 天 羽衣 〇 

飛驛匠 物語 


第 S 卷滑 饕本集 

〇 風流い： お 退軒傳 0 古朽木 〇 阿多福 假面 〇 指而草 〇 入 

遠 茶懸物 〇 無彈 砂子 〇 小紋 雅話 〇 奇妙！：  #-〇 浮世 風 

呂 〇n 十變 胸機關 〇 容者 評判記 () 浮世 床 0 人間 萬事虛 

^計 〇 同上 後 fi〇 假名 手本 藏意抄 〇  一 K^,;wtc〇 古今 

百 馬鹿 〇 八 笑 人 〇 七 偏人 〇 柳 巷 訛 言 C 市 川 評判 圜會 

室の _梅〇 福來雀 C 一  雅話三 笑 〇言 葉の 花 〇 鯛の 味 

第 +i 人情本 集 

〇 春色 梅暦 〇 春色お 巳 園 〇 春色 惠之花 〇 英對 

暧語 〇 梅見 船 〇 閑 情 末 摘 花 〇 假名 文章 娘 節用 

〇 八 萬 鐘 

歸 J き, 南 總里見  <  犬 傳！^ 

？ i 狂文 狂歌 集 

〇 古今 夷 曲 集 〇 萬 載 狂歌 集 〇 萬 代 狂歌 集 〇 四 

の あか 〇 四方の 留 SH 〇 千 紫 萬お 〇 萬 紫 千 

〇 めでた 百 首 〇 かくれ & "の 記 〇 (石 E 雅 望の 作 

では) 狂文 あづまな まり 〇吉 原 十二時 〇( 風來山 

人の もので は」 風來 山人 六々 部 集 (前篇) 〇 風來山 

人 六々 部 集 (後篇) 0 風流 志せ」 軒 CC; 手柄 岡 持の 

もので はつ 我お もしろ 

II 廿廿 || 情 紫 田舎 源氏？ 


に I 膝 栗毛 其 他 

C 東海道 中 縢 栗毛 〇 績睦菓 毛 〇 績々 膝 栗毛 0 

南總記 行旅 眼 石 〇 江戸前 嚇錢 〇 落咄彌 次郞ロ 

pil 和文 和歌 集 

0 眞淵歌 文集 〇葳庵六帖；，^^草 〇 桂 園 一枝 (景樹 ) 

〇 うけら が 花 (千 藤) 〇 琴 後 集 (春 海) 〇 宗武 歌集 

C 曙 覽欲集 〇 藤ー婁 冊子 (秋 成) 〇言 道缺集 〇 良 

寛馱集 〇 女流 歌 文集 

第 廿六卷 川柳 雜俳集 

〇 武玉川 十八 篇 〇 柳多留 三十 一 篇 〇 詩 風 柳多留 

拾 遣十篇 0 川 傍 柳五篇 

第 廿七卷 俳文 俳句 集 

〇 五 元 集 (其 角) 〇 五 元 集 拾遺 (同) 〇 五 元 集胶？ i. 

(同) 〇 雜談集 (同) 〇 類 W 子 (同) 〇 玄峰 集， (凰 

雪 ) 〇 其 袋 (同) 〇 去来 丈草發 句集 〇 ひとりごと 

(鬼 貫) 〇 鬼 貫 句 選 (鬼 貫) 〇 七 車 (同) 〇 とくと 

くの 句 合 (素 堂) 〇 韻 塞 (許 六) 〇 風俗 文選 

〇 葛の 松 野 (支 考) 〇笈 日記 (同) 〇 雅文 消息 (ほ 

六 • 野坡) 〇 蛙 合ハ仙 化) 〇 俳諧 職人 盡 (寥 和) 〇 

衣 (也 有) 〇 蕪 i: 句集 (蕪 村) 〇 蕪 村 文集 (同) 


〇 新 花 摘 C 蕪 村) 〇 寫輊社 集 (同) 〇 十番 左右 £ム ば 

(同) C 明 》: 几 童) 〇續ー 明 鶴 ハ同\..〇^% 談？ 

(同) 〇 井 華 集 (同) 〇 太祇 句集 (太 祇) 〇 春 泥 句 

集 (春 泥) 0 三春 日記 (藝 太) 〇 芙蓉 文集 (耳 得) 

〇 白 雄 句集 (白 雄： * 〇 骨 書 (樗 良) 〇 俳 ざんげ (大 

江 丸) 〇 はいかい 袋 (同) 〇 嘵臺 句集 (曉臺 ) 〇 

佐 渡 日記 (同) 〇 おらが 春 (一茶) 〇 一茶 句集 (同) 

〇 鼠の 道行 (成 美) 〇 成 美 家集 (同) 〇 蔦 眼 集 (道 

彥) 〇 鶴 芝 士朗) C 斧の 柄 (乙 二) 〇 績縛 歌仙 

(宜麥 ) 〇 屠 龍の 技 (拘ー) 


追加 f 

第 廿八卷 

0 養 ^ 夫/近 松 名作 集 及 淨瑶璃 名作 集と 一一 

cr 力 ま 一 重複す る もの は 之に 採らず。). 

〇 傾城 阿波の 鳴門 (八つ 目 • 酐躞の 段) 〇 艷容女 舞 一 

衣 (下の 卷， 酒屋の 段 )〇 戀娘昔 八 丈 (下の 卷， 鈴ケ； 

森の 段) 〇 桂 川 連理 橛 (下の 卷* 帶屋の 段) 〇靡ー 

文章 (吉 田屋の 段) 〇 傾城 戀 飛脚 (下の 卷* 新 口村 

の 段) 〇 碁 太平 記 白 石 嚇( 七つ 目 *揚 尾の 段) 〇 一 

花 上野 譽の 石碑 (四つ目 • 志 渡 寺の 段) 〇 木 下 蔭 狭； 

間合戰 (七つ 目 竹 中 陣屋の 段) 〇 燥 花形 名歌 島臺 i 

(八の 切 • 小 坂 部 館の 段) 〇 三十 三 間 堂 棟 由来 (平 

太郞 住家の 段) 〇 玉藻 前曦抉 (三の 切 • 道 春 館の 

段 )〇 八陣 守護 城 (八の 切 • 正淸本 城の 段) 〇 生寫 

朝 額 日記 (宿屋の 段) 〇 壶 坂靈驗 記 (澤 市内の 段) 一 

〇 近 江 源氏 先陣 館 (八つ 目 切 * 小四郞 切腹の 段) Oi 
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鎌 倉 三代 記 (七の 切 ニニ 浦 別れの 段) 〇 加々 兄 山舊 

錦玲 (六の 切 • 草履 打の 段) 〇 太平 記 忠臣 講釋 (七 

つ 目 • 喜 内住 家の 段) 〇 紙 園祭蹬 信仰， 記 (四の 切 

碁 立の 段) 

〇 河 東 節 

〇 松の 內 〇 祌樂 御子 〇 隅 田 川 舟の 內 〇 禿萬歲 

〇灸すゑ錢の疊夜^fM 〇 酒 中 花 0 水 調子 〇 うか 

ぶ瀨 〇 ぬれ 扇 〇 亂髮夜 編 笠 〇 助 六所緣 江戶權 

0 常 陸 帶花柵 〇：^;3成寺 〇^^ 璃^ 養 〇 邯鄲 

0 煎 野 〇 泰平 住吉踊 〇 浮世 愧偽師 (外 記 物 〇 

小 銀 冶 名劍卷 (牛大 夫 物) 


〇 


中 節 


〇 辰已の 四季 〇 松づ く，. i 〇 泰平 船づ くし 〇 高 

砂 松の 段 〇 祌樂高 砂 〇1 ^翁の 島臺 〇 萬 Si! 助 六 

心中 〇 自然 居士 過去 物語 〇 源氏 妹が 宿 〇 夕 霞 

淺間嶽 〇 尾 上 賤機帶 〇 源氏 十二 段 〇 節 光大 

江山 入 〇 鉢の 木 〇 與作小 萬 夢路の 駒 〇 道行 三 

度 笠 0;^ 飼 石 和 川 〇 お 夏 笠 物 狂 〇 競 牡丹 〇 

源平 妹 脊の鶴 合 

〇 常 磐津節 

〇 老松 〇 子齊 三番 叟 〇 蜘珠絲 梓 弦 (仙 臺淨 瑶璃) 

〇 積戀 S 關扉 (關 の戶) 〇 四天王 大 江山 入 (古 山姥) 

〇 兩敏 月姿檢 (m, 寶) 〇 戾 11^ 色相 肩 (戻 駕) 〇 帶文 

桂 川 水 (お 牛) 〇 倭 假名 色 七 文字 (源 太) 〇 壽权 

〇 松 色挖高 砂 (太 祌樂) 〇 再 夕 慕 雨の 鉢 木 (雨の 鉢 


木 〇 寄 SfSS 釣 (釣 狐) 〇 後 之 月. 酒宴 烏 K^l  (角 兵 

衛 御子) 〇 恩愛. M 關守 (宗淸 ) 〇 願 絲緣芋 環 (おみ 

わ〕 〇 忍寄戀 曲者 (將 門) 〇花舞^^51^^曳 (新ぅ つ 

ぼ) 〇 薪负 5^ 間の 市 川 (新 山姥) 〇 菜 合 《惠 方 萬 

歳 (乘き 船) 〇 其-お 屋浮 名戀風 (夕 •■)  o^^^  0 

勢 御子 劇 花 籠 (勢 it 子) 〇 釣 女 〇 戻 リ椅 〇 三 保 

の 松 〇 松の 島 〇 三世相 錦站 文章 (おその 六 三) 

〇 大森彥 七 

〇 富 本 節 

〇 年 朝 嘉例 壽 (長生) 〇 四十八手 戀所譯 (相撲 し 

ft?) 〇 百夜 菊 色の 世 中 (關 寺) 〇夫^^酒^^ぬ屮仲 

(鞍馬 御子) 〇 其梯淺 間？ 淺 間) 〇 せ」 行戀 飛脚 

(梅 川 忠兵衛 ) 〇t ^理橘 (蟲 寳〕 〇 新ぬな MK^SH 

悔 G€I^K 侮) 〇花川戶身替の段(身替ぉ^!0 〇 春 

夜 子 (夕霧) 〇 新曲 かぐら 獅子 (神 樂獬 子) (3 

徒 繁戀曲 物 (松風) 〇 茂愤悔 睦言 (一::s 賓 高 〇？！3 

行 念玉芟 (畏 作) 〇 幾 菊 蝶 初音^ 行 (忠 〇 拙筆 

力 七、 以呂波 (乙 姬) 〇 草枕 露の 玉默和 (玉 川) 〇奈 

須野 〇 御代 榮益德 お 稗 の 前) 〇 高 砂 女 夫 

0 淸 元 節 

〇 梅の 春 〇 榮能 春延薄 (長生) 〇 北 州」 千：！ 一:-;^.^ 北 

州) 〇§: 季三葉 草 〇其小唄^^1^(權八) 〇 絲の 

五月雨 (小 菊 牛 兵衛) 〇 深山 褸及 兼樹振 (保 名) 〇 

御名 残 押 檢交張 (鳥^ 检) 〇 月 寞花 名殘文 1；：： 六 玉 

〇 詠 梅 松淸元 (茶 §50 〇 色 山 解 深 川 ( 待 人) 55.^ 

和い 手 向 五 字 (子守) 〇 色彩 間 刈！  《, おかさね) 0 汰 


定豫目 書 


花 姿 色 同 (山 歸り〕 〇8 花 玆友鳥 (山姥) 〇 筐花手 

向 橘 (吉原 雀) 〇 復新 n ー扭逢 (大山 1K> リ) 〇 道行 浮 

行 旅路の 嫁入 (八 段 目 • おかげ 參り) 〇 

六 默仙容 彩 (文 屋* 喜 撰) 〇 彌 生の 花 淺草祭 (惡 玉) 

〇 おどけ 俄 煮珠取 (玉屋) 〇：.^!行旅路の花|=^(落人) 

〇 再春菘 sl*^  (舌 出し 三番) 0 初 lias 淺 間.：！ K 淺間) 

〇/ 能 色相 阅 (神 田 祭) 〇 造欽菊 睦言 (菊 畑 三 菊) 

〇 菊 嬉閏 睦言 (お 岩) 〇 倭 假名 色 七 文字 (手 古舞) 

〇 戴 棲閱の 小夜 衣 (白 絲) 〇 明 烏花濡 衣 (浦里) 〇 

梅 柳 中符月 (洁 心) 〇 日月 星 * 夜の 緣分 (夜 這 星) 

〇 初 挖^= 高 島 (三人 三吉) 〇 貸 浴衣 汗 雷 (夕立) 0 

忍 逢 春 雪 解 (三千 歳) 〇 色せ 柁夕映 (雁金) 〇 花 雲 

助 相 肩 (雲助) 〇 靑海波 〇 助 六 曲 輪 菊 (助 六) 

〇 新 e 節 

〇 二重 衣戀占 (花 S^3I 五郎) 〇 若木 仇名 草 (蘭 揉) 

G 千日 寺 名残 鐘 (三 勝 牛 七) 〇 眞夢血 染抱柏 (花藺 

平 三) 〇歸^^名残の命毛(尾上伊太八) 〇 傾城 音 

羽灘 (おと は七郞 兵衛) 〇 膝栗乇 「赤 坂の 段」 〇 膝 

栗毛 「市子の 段」 〇 明 烏 夢 泡 雪 (浦里) 〇 明 烏 後： a 

夢 〇 累身寶 の 

〇 圜八節 

〇 道行 相 合 S 健 (梅 川) 〇， 桂 川 戀の榊 (お 半) 〇 鳥 

邊山 〇 花街の 色糸 (植木 oliO 〇せ」£茱種の亂^4- 

〇 江戸の 檢姿 (おひな 吉 三郞) 〇 道行 綠 花房 (お 花 

半 七 )〇 口舌 八景 (小い な 牛 兵衛) 〇 小春 治兵衛 E 

撻の段 〇 夕霧 


〇 江戸 長唄 (めりやす 大薩摩 を 含む) 

〇 矢の 根 五郎 0 無 間の 鐘 〇 傾 械道成 寺 〇 風流 

相 生 御子 (相 生 御子 ) 0 二人 捥久 〇 英 at 子亂曲 (枕 

御子) 〇 百千鳥 娘 道 成 寺 (さなき だ 道 成 寺) 〇 高 

尾 さんげの 段 (高 尾 傲悔) G 天人 羽衣 〇 京 庫子 娘 

道 成 寺 (娘 道 成 寺) 〇 英執着 御子 (執着 御子) 〇 風 

流 妹 存の柱 建 (柱 建) 〇 門出 京人形 (水仙 丹前) 0 

亂菊枕 慈 童 (菊 慈 童) 〇錄 入 解脫衣 (解； お) 〇 劍烏 

帽子 照 葉 達 (親 烏帽子) 0柳鑲諸^^?嘴(鷺；^:っしろ 

面 )〇 初 5^ 法樂舞 (法樂 舞 )〇 ねこの つま 〇 乘掛情 

の 夏 小 立 (與 作) C 鞭 IfH 子佐幣 0 百夜 車 〇姿 の 

鏡關寺 小町 (關 寺) CMt!^ 調 娘 七 種 (七 種) 〇 童子戯 

面 被 (めんかぶ り) 〇 衣 かづき 思 破 車 (やれ 車) 〇 

童 獅子 0 敎草吉 原 雀 (吉原 雀) 〇 相 生 御子 〇 激 

染分 紅葉 (うはな り) 〇 隈取 安宅 松 (安宅) 〇 御代 

松 子 日初戀 (小 松曳) 〇 其 容形七 枚 起請 (こもそう) 

〇關 東 小 六 银雜形 (淡 is〇 其 面 形 二人 婉久 〇 黑か 

み 〇 女 夫 § 高 砂 丹前 (高 砂 丹前) 〇 菊壽の 草摺 

C 勢 五大 力 〇 吹雪の I* 形 (糠 形 狂亂) G 三重 @嬉 

敷 額 鳥 0 二重 IS1 愧 傷師) 〇 舞扇 菌生梅 (舞扇) 〇 濱 

松風 戀歌 (濱 松風) 〇 ゆかりの 月〇*^ 面よ リ 〇 七 枚 

綾花の 姿搶 (汐汲 • 猿 廻し， 老女) 〇 遲樓手 爾葉七 字 

(花 かリ 初め 傾城 • 越後 翻 子， 橋辨虔 • 相撲 暴) 〇戀 

男調松風(調松3^)〇再春^種蒔(舌出しニ」番35〇戀 

罠 奇掛合 (犬祌 )〇 四季 詠 寄 三 大字 (門 傾 沈 • 鹿 踊) 

〇閏 玆姿 八景 (節季 候 • 心猿 っ始 女) 〇 正札 附 根元 草 

指 (正札 附) 〇 寄 三津再 十二支 (小 原 女 • 乙姬， 四 

つ 竹 )〇 其 九緣彩 四 季樓 (丁稚 • 天下る の 傾城) 〇 
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〇 蝶 風 源 〇〇 家 〇〇 

0 卷 氏 雲 六 佛野 
一 n 耩〇〇 供 林 浦 〇 原宫 0 


井 


四 


吉 熊養院 江 


寺 》^_】〇 野 野 〇 口 〇〇 一 
番檢天 〇〇 藤 墨 井 希 

〇 S 垣 人 〇大 遊 〇 染筒 g 
櫻 " 革 原 行 〇 揚櫻 g 
川 物 〇〇 紙 御 柳杜贵 〇 物 

■ 關鷲洗 幸 若 妃〇芭 
〇 寺 小 〇 身蕉 
柏 小 〇町〇 西 〇〇 延 

m 町|^ 吉行羽 雪 〇 
城 〇 野 櫻 衣 0 采 
0 〇 山靜 C 牛 女 

百 Ic ま 〇姬 〇〇 二 都 

萬 踏 龍 〇 陀誓人 〇 
小 田 〇 住 羅 願靜 〇東 
〇 町 祇吉 尼寺 夕牝 
飛 〇 王詣落 〇 額 
鳥 〇 三 葉 〇 千 〇 
川 姨輪 〇〇 小手 〇 梅 
捨 胡 松 〇 鹽 定 


經政 〇 

田 

〇〇村r^ 

朝 通 ^ 
長 盛 〇 1@ 

八' W 

〇〇 島 維 
敦夢 

盛 平 〇 物 
M 

〇〇 
生賴 〇 
田政忠 
敦 度 
盛 〇 

實 〇 

盛 

成 
〇 忠 
巴 度 

〇〇 
淸經 


馬 〇〇 輪 〇 天 代 〇 
岩 逆 蔵 寝 主 高 
〇 船 矛 覺〇 砂。 

m 〇 放 〇 y 
形 〇〇 富 〇 生 佐 〇 秘 

金 耍士源 川 保 弓 
〇 札 石山 太 山 八 t き 
玉 夫 〇 幡 
井 〇〇〇 mo 物 

吳和江 〇 龜松 〇 
〇 服 布島逍 尾 志 
內 刈 明 〇 贺 
外 〇 〇 寺果 〇 
詣西 〇 賀 方 養 〇 
王 竹 茂 3 朔老淡 
母 生 難 路 

島 〇 波 〇〇 
〇 嵐 白老 〇 
右 〇山〇 髭 松 御 
近 九 鵜 裳 
世 〇 祭 〇〇 濯 
〇 戶氷 大白 
m 室 〇社 樂 〇 


新 御子 〇 三 升 猿 曲舞 0^ 舞) 0 石^ (外 記の 石橋 ソ 

〇 老松 〇 不動 〇 七 所御攝 初錢號 (？： 王 母， ！^！！入 

娘) 〇 大和い 手 向 E 字 (せ 女， 牛 若) 〇 外 記 猿 〇 

復新 三組 盞 (初 雁の 傾^)  C 廓 三番 叟 (廓 三番) 

〇 歌 へ すぐ餘大^^^3^05¥關三 の座頭，關三 の奴) 

〇 月 花 檢&巵 (月の 卷) 〇 拙 维カ七 以呂波 (芝 

翫の 傾城 • 供 奴 • 浦 島， 瓢箪 鲶) 〇 八逮霜 賤機帶 

(賤機 〕〇 後の 月 酒宴 島臺 (角 兵衞 御子 )0 御歲玉 海老 

手 遊 (とんび 奴) C 吾妻 八け い (八景) 〇 六 歌仙 容 

彩 (業 平 小町) 〇 姿 花後雠 形 (小 冶) 〇 初子 口 

〇 俄 御子 〇 外 記の 傀 51 獅 〇 初し ぐれ 〇 巽 八景 

C 花 色 所， 八景 (助 六 * 景淸 • 新 鷲 娘) 〇 勸進帳 

〇 花 兄弟 十二月 所作 (若菜 摘 • 鍾植 • 霄). 〇 島臺 0 

軒端 松 0 士農工商 〇 秋色 精 〇 雒鶴 三番 叟 〇 

花見^ 〇 手 習 子 G 織 どの 0 常 磐 庭 〇 鶴龜 

0 五色の 絲 〇 今樣小 冶 〇 柳 糸 引御攝 (裸 三番 

叟) 〇 壽 〇 鞍馬 山 〇 翁 千歳 三番 叟 0 廓 丹前 

〇 菖蒲 ゆかた 〇 喜 三 之 庭 〇 紀州道 成 寺 〇 連 翻 

子 C 時雨 西 行 

〇 歌 澤 

寅 派、 芝 派の 歌詞 を 全部 收ぉ 0 

〇 小唄 • 端 唄 • 雜曲集 

江戸時代から ほ はれて 今日に 尙唄 はれて ゐる雜 曲 三 

百 餘を收 む C 

せ 加 J 謠曲 三百 番集 


定豫 目^ 
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〇〇 原 〇〇〇 善 風 〇 薙 〇養〇 岸 行 曾 C 狂 法 〇 虫 郎鳥堪 梅 加 〇 

被 一 現 春小界 鵜 m 枕 居 我 仲 師鐵 花 追 5； 枝茂尝 
上 角 〇 在日截 〇 飼 r^〇師〇 士士 〇 光 〇 輪 〇 舟! 5 物 雀 
仙杠韆 龍? &〇 烏 ^ 泰曾夜 童 藤 〇 -^o 錦 〇 〇 狂 山 
〇 人 葉 祌 大幢 〇 ゴ山我 討 〇荣 小 〇 刈 俊 〇 木 戀〇〇 玉 ， 
海 mo 〇會子野悉^^ 曾 〇 馱 袖 切 寬葵 松 籠 求 葛 〇〇 
士 〇 大 〇 鶴 折 守 君 〇 我 菊 占 〇 曾 兼 〇 上 〇原 紙 塚 水 隅 
で 張 〇 江大 〇 曰關士 放 我 曾 盛 〇 *5 王 〇 無 田 
{ ^良 its 山 蛇 〇第〇〇物〇 原 〇童〇 下 我久攝 〇 搐 0 〇 浮 月 川 
m 舍 六熊鍾 現舆抬 婊僧 〇 待 is 善 〇 水 舟 秋 
布 市辨 〇 通 重 〇〇 成 〇 知 室 無 〇 

七 IT 天 〇 盛 安 #-〇 寺较 鳥君瀨 〇0 禪 

面 〇 ハ鼓 〇 花 宅榮鉢 鼓 三 籠 丸 

現 Q 三月 〇 木 Q 〇〇〇 山 太 
〇 在 g〇 笑 楠 〇〇 木 〇 阿 初 藍 鼓 〇 
調 巴ほ咸 〇 露 木 小 〇 賊戀 漕雪染 〇 花 


〇〇 度 〇o 利 夭坊旭 
赏皇 土龍 
麻 帝 〇 蜘虎 〇〇〇〇 
山珠 谷 葛鞍眧 
〇〇姥 〇 行 城 馬 君 
来融 〇 愛 天 天 

殿 〇 接 5§〇 狗狗 〇 
〇 项生空 雷 松 
〇 須羽 門也電 C〇 山 
松 磨  粒 車 鏡 

山 源 〇〇〇〇 生 僧 
天 氏 5$ 安 飛國石 〇 
狗 潜 達雲栖 〇 壕 


伏 


、o 


陽 Q 自 曾督土 重 川卒 Q 筐 


曾 〇^ 宮唐然 〇 車 〇 荷 〇〇 都 富 
我 正' # 船 居 樓〇〇 贵 藤 花 〇 婆士 〇 
尊 1"〇 士 井元 七 〇淸〇 戶車竹 小 太 班 
〇 〇大〇 服騎高 雨 雪 町 鼓 女 
望 C 錄佛 tiK3〇 落 SJO 月 〇〇 
月 草 卢供鄆 東 正 〇 物 弱 松 女 〇〇〇〇 


^〇 花 0 帶典 〇 
柴 松 〇 閑 石 
〇 田 〇 浦 空 曲 橋 
^ 十 物 i 爭曲 

( 〇番 狂 舞 〇 
/ 其 北 切 〇獨 合 
く 他條 〇 鷄き甫 
< 〇$ あ 龍 

〇 笠 羽田 〇〇 
{ 吉卒 護 握 

野 都 〇〇 法々 

詣婆布 阿 
留古 〇〇 

〇〇 屋豐大 

高 [；き 〇 松 干 瓶 

野岐丹 谋 

詣院後 〇〇々 
物 紫 千 

〇〇 狂 式 引 〇 
> 池 明 部 翁 

赘智 〇 〇 
討牵 〇 常 〇 

〇 牛 鶉 陸大 


以上 日本 名著 全集、 第 一 期 出版、 「江 戶文藝 之 

部」 全 廿士卷 及 追加 篇ニ冊 は、 第 十 J- 卷黄表 

傲 廿五種 を 第 一 回 配本と して 毎月 一 冊 乃至 I 1 

i 宛 を 刊行す る もので、 豫約 申込 は、 大正 十 

五 ハ月 十六 日 を 以て 一 旦 締切り ましたが、 

會員數 の 增大 に 伴 ふ 多量 製產 の 利得 を以 て 、 

益. -ぃ \ 本 を 作らん がた め、 その後 も、 また 

現在 も、 おそらく 當分 は將來 も、 會 員の 御 紹 

介に よる 新入 會 員の 申込 を歡迎 致します。 

〇 豫約會 員外に は頒 たず、 分 寶の需 めに 應じ 得ぬ 

こと、 また 申す まで もた し C 

〇 會費は 一冊 あて 一 圓 六十 錢 C 外に 申込 金 一 圓を 

申 受ける。 但し これ は 豫約權 ともい ふべき もの 

で 毎月の 會 費と は 別 。從 つて 一 時 員で も、 

二回 拂の會 員で も 同樣に 申受く C 

〇 送 本 料 は、 會 費の 外に 1 冊 あて 金 十二 錢を 要す。 

( 0  ) 
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